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当ガイドについて
この手引きを使用する前に、以下の項目を参照してください。

LANSA	Integratorとは
当ガイドの対象者

当ガイドの使用方法

サンプルと例

追加情報

インストールとライセンス

最新の製品情報と更新については、LANSAに関するWebサイト(www.lansa.com/support)を参照し
てください。

http://www.lansa.com/support


LANSA	Integratorとは
LANSA	Integratorでは、XMLとJavaサービスを使用して、A2A	(Application-to-Application)および
B2B	(Business-to-Business)トランザクションを統合することができます。
付属のサービスとJava	Service	Managerを使用して、どのプラットフォーム上のどのシステムとで
も、任意のB2Bテクノロジを使用してデータを統合できます。このテクノロジには、SOAP、
IBM	MQ	Series、XMLパーサー、XSL変換、FTP、HTTP、HTTPS、SMTP、POP3、およびHTTP
のAS2プロトコルなどが含まれます。LANSA	Integratorでは、これらのテクノロジのインター
フェースの複雑さは隠されているので、ビジネス要件に集中することができます。

LANSA	IntegratorはJava	Service	Frameworkをもとにしているため、JavaプログラムとLANSA、
C、RPG、およびCOBOLアプリケーション間の統合を簡単に行うことができます。
詳細については、「当ガイドの使用方法」を参照してください。



当ガイドの対象者
当ガイドは、Javaクラス(プログラム)と対話する目的でLANSA	Integrator	(特にJava	Service
Manager)を使用する開発者向けに作成されています。
前提として、ターゲットのオペレーティング・システム(i5/OS、Windows、Linuxなど)に関する
ある程度の知識が必要になります。独自のサービスやJavaクラスを開発する場合、Javaの実務知
識が必要です。

ユーザーがLANSA開発者でJava	Service	Managerに付属するJavaクラスを使用する場合、Javaに関
する詳しい知識は必要ありません。RDMLのプログラミング知識が必要になります。
アーキテクチャ全体とJava	Service	Managerの操作を理解するには、JavaとJava仮想マシン環境の
基本的な知識が役立ちます。

LANSA	Integratorのインストールの詳細については、『IBM	i	LANSAインストールガイド』、
『Windows	LANSAインストールガイド』または『Linux	LANSAインストールガイド』を参照して
ください。他にインストールされた環境がないところにLANSA	Integratorをインストールする場
合は、各種『LANSAインストールガイド』を参照してください。



当ガイドの使用方法
LANSA	IntegratorとJava	Service	Managerに慣れていない場合は、はじめに「LANSA	Integratorの概
要」を確認してください。

Java	Service	Managerの開始方法と構成方法については、「Java	Service	Managerの管理」を確認し
てください。

付属のサービスを使用してJava	Service	Managerを実行する場合は、「Java	Service	Managerクライ
アント」および「Java	Service	Managerサービス」を確認してください。
LANSAに付属のサービスを確認するには、「Java	Service	Managerサービス」に移動します。も
ちろん、独自のサービスを作成できます。作成方法については、「独自のサービスの作成」で説
明します。

Javaクラスを設計したり、既存のアプリケーションを調整したりする場合は、「パフォーマンス
とチューニング」を確認してください。

インストールの際に問題が発生した場合は、「トラブルシューティング」を参照してください。

	

当ガイドには、独自のサービスを作成するJava開発者や付属のサービスを使用する
LANSA開発者向けに、技術情報やユーザー情報がまとめて記載されています。LANSA
開発者の場合、インターフェース、クラスなどに関するJavaの技術的な詳細情報は必要
ありません。

	

lansa093.CHM::/INTBk_0001.HTM


サンプルと例
付録Bには、多くの付属サービスに関するJSMクライアント・アプリケーションの各種例が掲載
されています。

LANSAでは、LANSAドキュメントとともに「Samples	Examples	and	Templates」(SET)の公式セッ
トを提供しています。これは、LANSAインポートを含むLANSA製品ファミリー一式を扱うもの
で、優れたヒントや技術が記載されています。

その他、LANSA	Integratorで提供される機能を使用する場合のヒントについては、LANSA	Webサ
イトwww.lansa.com/supportを参照してください。

http://www.lansa.com/support


追加情報
LANSAの詳細については、以下のガイドを参照してください。

									IBM	i	LANSAインストールガイド

									Windows	LANSAインストールガイド

									Linux	LANSAインストールガイド

									LANSA/ADユーザーガイド

									LANSA	テクニカル	リファレンスガイド
JavaとIBM	i	の詳細については、以下のIBM	Redbooksが役立ちます。

									SG24-2163	Building	AS/400	Applications	with	Java

									SG24-5337	Building	AS/400	Internet-Based	Applications	with	Java

									SG24-6256	Java	and	WebSphere	Performance	on	IBM	i	Servers
IBM	Redbooksは、www.redbooks.ibm.comで参照できます。
この製品には、Apache	Software	Foundation	(http://xml.apache.org)で開発されたソフトウェアが含
まれています。

LANSA	Integratorの使用に関するサンプルと例については、「SET」を参照してください。
最新の製品情報については、LANSA製品に関するWebサイト(www.lansa.com/support)を参照して
ください。

皆様のご意見・ご感想をお聞かせください。LANSAオンライン・マニュアルおよびトレーニン
グの質の向上に活用させていただきます。lansatraining@lansa.com.auまで電子メールをお送りく
ださい。

http://www.redbooks.ibm.com/redbooks
http://xml.apache.org
http://www.lansa.com/support
mailto:lansatraining@lansa.com.au


インストールとライセンス
LANSA	Integratorのインストールの詳細については、『IBM	i	LANSAインストールガイド』または
『Windows	LANSAインストールガイド』を参照してください。

LANSA	Integratorのライセンス
ライセンスの登録方法などについては、LANSA	Webサイトの各バージョンの「製品の導入に関
する重要なお知らせ」を参照してください。

チュートリアル
LANSAの使用に精通するためのチュートリアルが用意されています。また、研修に参加するこ
とも可能です。コースのスケジュールについては、LANSA販売代理店にお問い合わせいただく
か、LANSA	Webサイトの教育ページでIntegratorの研修日程を参照してください。
最新のドキュメントについては、LANSA	Webサイトをチェックしてください。

its:lansa040.chm::/lansa040_begin.HTM
its:lansa041.chm::/lansa041_begin.HTM
http://www.lansa.jp/support_japan/index.htm
http://www.lansa.jp/education/index.htm
http://www.lansa.jp/support_japan/index.htm


1.	LANSA	Integratorの概要
このセクションでは、LANSA	Integratorの一部であるJava	Service	Managerを紹介し、Java	Service
Managerのテクノロジとメリットについて説明します。
次のトピックに分けて解説します。

Java	Service	Managerとは
Integratorスタジオとは
Integratorユーザー・エージェントとは



1.1	Java	Service	Manager	(JSM)とは

Java	Service	Managerの機能は以下のとおりです。

									Javaプログラムと既存のLANSAまたは3GLアプリケーションを統合します。

									Javaサービス・プログラムを使用してJavaクラスを呼び出す標準インターフェースを提供
します。サービスをJSMにロードすると、JSMはサービスへのインターフェースを管理し、
スレッドを処理してトレースを提供します。

									JavaサービスとLANSAまたは3GLアプリケーションの統合が必要なサーバー・アプリケー
ションの開発を大幅に簡素化します。

Java	Service	Managerを使用するには、以下を利用します。

									LANSAファンクション(LANSA組み込み関数(BIF)を使用)

									HTTPを使用してインターネット経由で実行されるLANSAファンクション

									ILEプログラム(Java	Service	ManagerのAPI	(BIFに類似)を呼び出す)

									その他のJavaクラス
Java	Service	Managerに付属するサービスの一部です。

									XMLFileService	(ローカルXMLファイル処理)

									XMLQueueService	(MQSeriesのXMLメッセージ処理)

									HTTPService	(動的コンテンツ・ハンドラーを含む汎用HTTPサービス)

									FTPService

									SMTPMailService



									POP3MailService

									RFI	(リモート・ファンクションの呼び出し)
JSMには、例外処理、メッセージ処理、データ変換などの標準要件に対するJavaクラスがありま
す。

Java	Service	Managerについてさらに理解を深めるには、以下を確認することをお勧めします。
Java	Service	Managerを使用する理由
JSMクライアントとは
JSMDirectとは
Java	Service	Managerの機能
Java	Service	Managerの使用方法
独自のサービスの作成



1.1.1	Java	Service	Managerを使用する理由
多くのベンダーやオープン・ソース・コミュニティでは、Javaクラスを使用するテクノロジを実
装しています。

例えば、顧客注文が作成されると、注文の詳細を添付した電子メールがアプリケーションから顧
客に送信されます。このタイプのアプリケーションを実現するには、LANSA受注入力ファンク
ションでJava	Mailクラスを使用します。このタイプのアプリケーションを作成する場合、Java
Service	Managerを使用しなければ、従来の業務システムの開発者にとって技術的に大変な仕事に
なります。

LANSAまたは3GLアプリケーションからJavaプログラムをどのようにネイティブに呼び出すの
か?
30の各種Javaクラスがある場合、各クラスのコーディングをどのように処理するのか?
エラー処理をどのように管理するのか?
アプリケーションのスレッドとリソースをどのように管理するのか?
Javaクラスへのインターフェースを手動で作成してコーディングする場合、最終的なビジネス・
ソリューションではなくテクノロジに集中することになるため、困難で時間のかかる作業になる
可能性があります。JSMでは、インターフェースを標準化してサービスの実行を管理することで
Javaクラスとアプリケーションとの統合が容易になります。JSMには、例外処理、メッセージ処
理、データ変換用などのJavaクラスが多数含まれています。また、アプリケーション開発者用の
トレース・ユーティリティ一式も用意されています。このような機能を使用すれば、開発者が自
分でユーティリティを作成しないで済むため、新しいJavaクラスとアプリケーションとを統合す
る時間が大幅に短縮されます。

									LANSA開発者の場合、3つの組み込み関数を呼び出します。

									ILE	RPGまたはC開発者の場合、4つのAPIを呼び出します。

									経験豊富なJavaプログラマの場合、JSMを使用してそれぞれのJavaクラスを呼び出すよう
に独自のサービスを作成することもできます。

JSMでは、基本的な技術実装ではなく、アプリケーションの業務目的に集中することができま
す。Java	Service	Managerを使用することで、一連のコマンドに対する複雑なタスクやプロトコル
が簡単になります。LANSA開発者は、Javaサービスで提供されるコマンドの使用方法を理解す
るだけで構いません。



1.1.2	JSMクライアントとは
JSMクライアントとは、Java	Service	Managerに対してJavaサービス・クラスのロードと実行を要
求するプログラムです。

クライアント・プログラムはLANSAファンクション、ILEプログラム、または「C」プログラム
になります。

Java	Service	Managerは階層アーキテクチャをサポートしており、JSMクライアントと同じまたは
異なるコンピュータで実行できます。

詳細については、「Java	Service	Managerクライアント」を参照してください。



1.1.3	JSMDirectとは
JSMDirectは、Java	Service	ManagerへのHTTP拡張です。
JSMDirectにより、Java	Service	Managerを使用するLANSAまたは3GLアプリケーションはB2Bト
ランザクションのWebサービスに参加できます。
LANSAまたは3GLアプリケーションは、単一エントリー・ポイントのCGIプログラムから実行さ
れます。

JSMDirect	CGIプログラムは、HTTP要求を読み込み、HTTP応答を送信します。
例えば、ブラウザーが以下を要求するとします。

http://mycompany/cgi-bin/jsmdirect?orderentry
JSMDirectにより、JSMへのデータ転送はアプリケーション開発者に対して透過的になるため、
アプリケーション開発が大幅に簡素化されます。例えば、双方向XMLアプリケーションを作成
する場合、顧客はXMLドキュメントを送信します。JSMDirectを使用すれば、XMLドキュメント
を顧客から送信でき、LANSAファンクションはそのドキュメントを受信して処理し、応答を送
信するように実行されます。

Java	Service	Managerでは、LANSA	for	the	Webを使用する必要はありません。XML解析と翻訳
は、Java	Service	Managerから直接サポートされます。
LANSAアプリケーションをJSMDirectで実行する場合の詳細については、「Java	Service	Manager
のHTTP拡張」を参照してください。



1.1.4	Java	Service	Managerの機能

IBM	i	の場合、Java	Service	Managerは、「IBM	i	のJava	Service	Managerの管理」で説明するJSMメ
ニューのSTRJSMコマンドで開始されます。STRJSMコマンドは、JSMサブシステムでJSMインス
タンスを開始します。複数のJSMインスタンスを実行できます。各JSMインスタンスには、それ
ぞれのJava仮想マシンがあります。Java	Service	ManagerはJSMサブシステムで実行され、JSMク
ライアントからのサービス要求を待機します。

Windowsの場合、JSMアドミニストレータ・サービスの[スタートアップの種類]を[自動]に設定す
ると、システム起動時にMicrosoft	サービス・コントロール・マネージャによってサービスが自
動的に開始されます。手動に設定した場合、Microsoft	Service	Control	Managerを使用してJSMア
ドミニストレータを開始する必要があります。JSMアドミニストレータは、Java仮想マシンを開
始し、Javaサービス・マネージャを起動します。起動すると、JSMアドミニストレータは、JSM
クライアントからのサービス要求を待機します。

Linuxの場合、JSMアドミニストレータはstrjsmプログラムで開始されます。このプログラムは、
Java仮想マシンを開始してJava	Service	Managerを起動します。その後、Java	Service	Managerは、
JSMクライアントからのサービス要求を待機します。
JSMクライアントを開始するには、Java	Service	Managerへの接続を開く要求を送信します。JSM
クライアントがLANSAファンクションの場合、JSM_OPEN組み込み関数を使用して接続を開き
ます。Java	Service	Managerは、サーバーで新しいスレッドを開始します。各JSMクライアントに
は、Java	Service	Managerで管理される個別のスレッドがあります。
JSMクライアントは、LANSAファンクションまたは3GLプログラムになります。JSMDirectを使
用する場合、クライアントからのHTTP要求を使用してCGIプログラムからLANSAファンクショ
ンを呼び出すことができます。JSMDirectにより、インターネット上でファンクションを実行し
て、双方向XMLなどのアプリケーションをサポートできます。実行されるLANSAファンクショ
ンは、IBM	i	上のDC@W29ファイル、またはWindowsまたはLinux上のdc_w29.txtファイルで定義
されます。JSMDirectは、データ・ストリームの読み込みと書き込みを自動で行います

its:lansa093.chm::/intb3_0001.htm
mailto:DC@W29


(「JSMDirectとは」を参照)。
スレッドが開始すると、JSMクライアントは一連のコマンドを発行して、特定のサービス・クラ
スをロードまたはアンロードできます。一度にロードできるサービス・クラスは1つだけです。
JSM_COMMAND組み込み関数は、ロードされたサービスで特定のコマンドを実行する場合も使
用できます。例えば、FTPServiceをロードした場合、コマンドを使用してFTPサーバーにログイ
ンしたり、ファイルの取得や取り出しを行うことができます。Java	Service	Managerは、サービス
で使用されるJavaクラスと対話しながら、必要なFTP操作を実行します。
JSMクライアントが終了すると、クライアントは接続を閉じる要求を送信します。JSM_CLOSE
組み込み関数を使用して接続を終了します。



1.1.5	Java	Service	Managerの使用方法
アプリケーション開発者は、JavaサービスとLANSAファンクションまたは他の3GLアプリケー
ションを統合する必要がある場合はいつでもJava	Service	Managerを使用できます。
Java	Service	Managerの使用例を以下に示します。

									インターネット経由でA2AまたはB2Bソリューションを実装する双方向XMLアプリケー
ションを作成したいとします。HTTPサービスやXMLウィザードを使用すれば、クライアン
ト・アプリケーションとサーバー・アプリケーションをどちらも作成して、XMLドキュメン
トを送受信できます。

									ビジネス・パートナーが、簡単な方法でトランザクション・データをPCファイルからサー
バー・アプリケーションに送信しポストしたいとします。ユーザー・エージェントを使用す
れば、JSMでファイルをアップロードして処理できます。

									XMLドキュメントを処理するアプリケーションを作成する必要があるとします。XML
ウィザードおよびJSMには、処理するプログラムを簡単に作成するXMLサービスがありま
す。

									Javaで作成された特殊なAPIのセットがあり、LANSAまたは3GLアプリケーションでこれ
らのAPIを使用したいとします。このようなクラスをアプリケーションに簡単に統合できる
ようにJavaサービスを作成できます。



1.1.6	独自のサービスの作成
Java	Service	Managerの柔軟性は非常に優れています。Java	Service	Managerを使用すると、サー
バーで独自のJavaクラスを実装できます。また、サードパーティのJavaクラスを使用したい場合
は、これらのクラス用のJavaサービスを作成できます。サービスを作成することで、Java	Service
Managerのあらゆるメリットを利用できます。
独自のJavaサービスを作成するには、Javaの実務知識が必須であり、Java	Service	Managerイン
ターフェースについて学ぶ必要があります。詳細については、「独自のサービスの作成」を参照
してください。



1.2	Integratorスタジオとは
Integratorスタジオは、JSMサーバー	インスタンスや、Integratorのアプリケーションやプロジェク
トが使用するリソースの一元管理を可能にする統合デスクトップ	アプリケーションです。
Integratorスタジオの使いやすいグラフィカル・インターフェースはJSMサーバー環境の構成およ
びセットアップを大幅に簡略化します。例えば、インスタンスの情報を表示してサーバーのJSM
構成ファイルを更新できます。また、トレース・ファイルをダウンロードし、生成したXSLファ
イルをJSMサーバーに発行することができます。
スタジオでは、プロジェクト・フォルダーを使用してコンテンツのローカル管理を行います。プ
ロジェクト・フォルダーを使用すると、特定のIntegratorアプリケーションを構成するファイルを
グループ分けすることができます。また、JSMインスタンス内の構成の設定に一意のタグを付け
てセットアップ作業を簡単にすることができます。スタジオを使用すると、ドラッグ	アンド	ド
ロップするかポップアップ	メニューを使用するだけで、ファイルを発行したりインスタンス
サーバーから取得したりできます。

IntegratorスタジオからIntegratorの各種ツール(XMLウィザード、XMLエディタ、XSLコンパイ
ラ、およびSoapウィザードなど)にアクセスすることもできます。スタジオはさらに、JSMサー
バーによる管理を簡略化するために、これらのツールによって作成されるファイルを管理しま
す。

詳細については、「Integratorスタジオ」を参照してください。



1.3	Integratorユーザー・エージェントとは
ユーザー・エージェントは、LANSA	Integratorアプリケーションにファイルをアップロードする
エンド・ユーザー(クライアント)アプリケーションです。Excel表計算ソフト、テキスト・ファイ
ル(コンマまたはタブ区切りフォーマット使用)、XMLファイルのデータを検証して、Windowsや
Linuxクライアント(将来的にはPalmおよびPocket	PCクライアント)からHTTP、HTTPS、FTP経由
で(またはMQ-Seriesメッセージとして)リモート・ホストに送信できます。
例えば、購入取引相手は表計算ソフトに注文情報を入力し、そのファイルをリモート取引用ハブ
に送信できます。リモート取引用ハブは、単一のLANSA	Integratorプログラムを使用して形式に
関係なくファイルを処理し、処理したメッセージをユーザー・エージェントに返すことができま
す。

ユーザー・エージェントは対話形式あるいはバッチ処理で実行でき、日常業務の締めなどの定期
的な作業をワークステーションからホストにアップロードする場合に適しています。

詳細については、「Integratorのユーザー・エージェント」を参照してください。
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2.	Java	Service	Managerの管理
Java	Service	Managerの管理タスクは、JSMサーバーをインストールするプラットフォームに固有
です。

該当のセクションを確認してください。

IBM	i	のJava	Service	Managerの管理
WindowsのJava	Service	Manager管理
LinuxのJava	Service	Managerの管理
Java	Service	Managerコンソール
Java	Service	Managerの更新
Java	Service	Managerプール・サーバー
Java	Service	Manager追加サーバー
Java	Hotspotテクノロジ
Java	Endorsed	Standards	Override	Mechanism
JSM起動クラス
Activation	Framework
IBM	Javaシステム・プロパティ
Java共有クラスのIBMテクノロジ
LOG4Jログ・サービス
Axisプロパティ
Axisメッセージ・ハンドラー
SOAPエージェントメッセージ・ハンドラー
Axis	WS-SecurityとWS-Addressing
REST	(Representational	State	Transfer)
JCE無制限強度のポリシー・ファイル



2.1	IBM	i	のJava	Service	Managerの管理
JSM管理メニューにアクセスするには、コマンドGO	JSMを使用します(JSMライブラリがライブ
ラリ・リストにあることを確認してください。i5/OSコマンドADDLIBLE	JSMLIBを使用できま
す)。
JSM管理メニューが表示されます。

		JSM																	JSM	Menu
		Select	one	of	the	following:
		1.	Start	Java	Service	Manager
		2.	Clear	Java	Service	Manager
		3.	Optimize	Java	Service	Manager
		4.	Edit	Manager	Properties
		5.	Edit	Service	Properties
		6.	Change	Default	JSM	Instance
		7.	Work	with	Java	Service	Manager
		Selection	or	command
		===>STRJSM
		F3=Exit			F4=Prompt			F9=Retrieve			F12=Cancel
		
このメニューでは、以下のオプションを実行できます。

Java	Service	Managerの開始(STRJSM)
Java	Service	Managerの消去(CLRJSM)
Java	Service	Managerの最適化(OPTJSM)
マネージャー・プロパティの編集(EDTJSMMGR)
サービス・プロパティの編集(EDTJSMSRV)
デフォルト・インスタンスの変更(CHGJSMDFT)
Java	Service	Managerの処理(WRKJSM)	([オブジェクト・リンクの処理]ウィンドウを開く)
括弧で囲まれているのがi5/OSコマンドです。例えば、JSMを開始するには、オプション1を使用
するか、i5/OSコマンドSTRJSMを使用します。



2.1.1	Java	Service	Managerの開始(STRJSM)
JSMサブシステムは、STRSBS	SBSD	(JSM)コマンドを使用して起動する必要があります。
STRJSMコマンドは、JSMサブシステムにJSMインスタンスを送信します。
STRJSMとCRTJSMSBSのソース・コードは、JSMライブラリの	QCLSRCに保管されます。
各JSMインスタンスには、それぞれのJava仮想マシン(JVM)があります。
JSMインスタンスJVMの現在の作業ディレクトリは、インスタンス・パスに設定されます。
CLASSPATHは、インスタンス・クラスのサブディレクトリと、jarサブディレクトリにあるすべ
ての*.jarファイルおよび*.zipファイルを使用して作成されます。
別のインスタンス・ディレクトリ、別のインターフェースやポートなどを使用して、複数のJava
Service	Managerを開始できます。
JSMインスタンスが開始すると、次のサブディレクトリがインスタンス・ディレクトリの下にあ
るかどうかがチェックされます。

									classes

									jar

									properties

									system

									temp

									trace
Java	Service	Managerは、JSMクライアントとは別のコンピュータで実行できます。
Java	Service	Managerを開始するオプションを選択すると、以下の入力が求められます。

INSTANCE
インスタンスの省略値は*DEFAULTです。これが推奨される値です。省略値・インスタンスは
JSMMGRDTAデータ・エリアで定義されます。この値を変更するには、デフォルト・インスタ
ンスの変更(CHGJSMDFT)を使用します。

VERSION
JVMバージョンの省略値は*DEFAULTです。これが推奨される値です。有効な値は、現在サポー
トされているバージョンのJVMに基づきます。

OPTION
オプションの省略値は*DEFAULTです。有効な値は、*VERBOSE、*VERBOSEGC、
*NOCLASSGCです。
OPTIONキーワードの詳細については、i5/OS	JAVA	(Javaプログラムの実行)コマンドを参照して
ください。

GCHINL
ガベージ・コレクションの初期サイズです。

可能な値の範囲は256	-	240000000	キロバイトです。
省略値は40,000キロバイトです。
GCHINLキーワードの詳細については、i5/OS	JAVA	(Javaプログラムの実行)コマンドを参照して



ください。

GCHMAX
ガベージ・コレクションの最大サイズです。

可能な値の範囲は256	-	240000000	キロバイトです。
省略値は*DFTです。
IBM	Classic	JDKの場合、省略値は*NOMAXつまり240000000キロバイトです。
IBM	Technology	for	Java	JDKの場合、省略値は2Gです。
32ビットIBM	Technology	for	Java	JDKの制限は約3407872キロバイトです。
64ビットIBM	Technology	for	Java	JDKの制限は約239999999キロバイトです。240000000の値また
は*NOMAXが使用されると、省略値の2Gが使われます。
GCHMAXキーワードの詳細については、i5/OS	JAVA	(Javaプログラムの実行)コマンドを参照して
ください。

JOB
送信されたインスタンス・ジョブの名前です。

COUNT
インスタンスの送信回数です。

「Java	Service	Manager追加サーバー」を参照してください。



2.1.1.1	終了プログラム(IBM	i)
STRJSMコマンドはRUNJSMプログラムを発行します。
RUNJSMプログラムはCLプログラムRUNJSMEXTを呼び出します(RUNJSMEXTがライブラリ・
リストにある場合)。
以下のライフ・サイクル・イベントが発生すると、RUNJSMプログラムはCLプログラム
RUNJSMEXTを呼び出します。

ENTRY Java環境の開始前

REBOOT Java環境のリブート時
スタジオが再起動します。

EXIT Java環境の終了時
スタジオの停止またはQJVACMDSRVジョブの最後

この終了プログラムのソース・コードは、JSMライブラリのQCLSRCに保管されます。

PGM	PARM(&EVENT	&INSTANCE	&VERSION	&JOB)
DCL	VAR(&EVENT)					TYPE(*CHAR)	LEN(10)
DCL	VAR(&INSTANCE)		TYPE(*CHAR)	LEN(30)
DCL	VAR(&VERSION)			TYPE(*CHAR)	LEN(8)
DCL	VAR(&JOB)							TYPE(*CHAR)	LEN(10)
IF	COND(&EVENT	*EQ	'ENTRY')	THEN(DO)
			GOTO	END
ENDDO
IF	COND(&EVENT	*EQ	'REBOOT')	THEN(DO)
			GOTO	END
ENDDO
IF	COND(&EVENT	*EQ	'EXIT')	THEN(DO)
			GOTO	END
ENDDO
END:	ENDPGM



2.1.2	Java	Service	Managerの消去(CLRJSM)
トレースが有効な場合、トレース・ファイルがtraceサブディレクトリに作成されます。このコマ
ンドは、通常、古いトレース・ファイルと一時ファイルを削除する場合に使用されます。詳細に
ついては、「トレース」を参照してください。

このコマンドは、以下のサブディレクトリの有無をチェックしてインスタンス・パスが有効かど
うかを確認します。

									classes

									jar

									properties

									system

									temp

									trace
Java	Service	Managerを消去するオプションを選択すると、以下の入力が求められます。

INSTANCE
インスタンスの省略値は*DEFAULTです。これが推奨される値です。デフォルト・インスタンス
はJSMMGRDTAデータ・エリアで定義されます。この値を変更するには、デフォルト・インス
タンスの変更(CHGJSMDFT)を使用します。

TRACEDIR
オプションの省略値は*YESです。有効な値は*YES、*NOです。
値が*YESの場合、トレース・ディレクトリ内のファイルとサブディレクトリが削除されます。
保持するファイルを選択する場合は、KEEPキーワードを参照してください。

TEMPDIR
オプションの省略値は*YESです。有効な値は*YES、*NOです。
値が*YESの場合、一時ディレクトリ内のファイルとサブディレクトリがすべて削除されます。
JSMサービスの実行中は一時ディレクトリを消去しないでください。サービスで使用される一時
ファイルが削除されてしまうためです。

実行しているJSMインスタンスからトレース・ファイルを消去する場合は値*NOを使用します。

KEEP
省略値は0です。有効な値の範囲は0〜99です。
値が0の場合、ファイルは保持されず、すべてのファイルとサブディレクトリが削除されます。
値が1の場合、今日のファイルのみが保持されます。
値が2の場合、今日と昨日のファイルのみが保持されます。



2.1.3	Java	Service	Managerの最適化(OPTJSM)

JARファイルの最適化はもう必要ありません。Classic	JDKが改善されこのような最適化
プログラムによる効果がほとんどなくなり、新しいIBM	Technology	for	Java	JDKはこの最
適化プログラムを使用しません。

このコマンドは、jarサブディレクトリにある.jarファイルと、classesサブディレクトリにある
CLASSファイルを使用して、最適化されたJavaオブジェクトを作成します。最適化により、Java
バイト・コードがIBM	i	用の隠し64ビットRISCサービス・プログラムに変換されます。このプロ
セスは、IBM	i	サーバーの速度と処理する.jarファイルに応じて、数時間かかる場合があります。
このコマンドでは、i5/OS	CRTJVAPGMコマンドを使用します。
Java	Service	Managerを最適化するオプションを選択すると、以下の入力が求められます。

INSTANCE
インスタンスの省略値は*DEFAULTです。これが推奨される値です。デフォルト・インスタンス
はJSMMGRDTAデータ・エリアで定義されます。この値を変更するには、デフォルト・インス
タンスの変更(CHGJSMDFT)を使用します。

OPTIMIZE
省略値は40です。有効な値は10、20、30、40です。
OPTIMIZEキーワードの詳細については、i5/OS	CRTJVAPGMコマンドを参照してください。

JAR
省略値は*YESです。有効な値は*NO、*YESです。インスタンスjarと許可されたサブディレクト
リ内のファイルを最適化するかどうかを指定します。

CLASS
省略値は*YESです。有効な値は*NO、*YESです。インスタンス・クラスのサブディレクトリ内
のファイルを最適化するかどうかを指定します。

REPLACE
省略値は*NOです。有効な値は*NO、*YESです。既存の最適化されたプログラムを置き換える
かどうかを指定します。

REPLACEキーワードの詳細については、i5/OS	CRTJVAPGMコマンドを参照してください。

重要：Jarファイルのコピー作成
バックアップのために.jarファイルのコピーを作成する場合、jarサブディレクトリにバックアッ
プの.jarファイルを残しておかないでください。例えば、jsm.jarを修正する前に、そのjsm.jarを同
じjarサブディレクトリ内にあるoldjsm.jarにコピーするとします。jarサブディレクトリ内のファ
イル・リストを使用してクラスパスを構築する場合、クラスパス内にoldjsm.jarが含まれ、jsm.jar
の前に表示される可能性があります。この場合、古いバージョンのファイルを引き続き使用され
てしまいます。つまり、以下のようになります。
classpth	=	oldjsm.jar;jsm.jar;jsmservice.jar;xerces.jar;xalan.jar....



2.1.4	マネージャー・プロパティの編集(EDTJSMMGR)
マネージャー・プロパティの編集(EDTJSMMGR)コマンドは、EDTFコマンドを使用して、system
サブディレクトリ内のmanager.propertiesファイルを編集します。
このファイルを管理するにはスタジオの使用をお勧めします。

manager.propertiesファイルはJSMインスタンスを構成します。また、使用されるTCPポート、ト
レース、セキュア・ソケット・レイヤー、JSMの実行に関するその他多くの重要なプロパティを
管理します。

manager.propertiesファイルは、JSMを開始するとロードされます。manager.propertiesを変更した
場合、その変更を有効にするにはJSMを停止してから再起動する必要があります。
JSMマネージャー・プロパティを編集するオプションを選択すると、以下の入力が求められま
す。

INSTANCE
インスタンスの省略値は*DEFAULTです。これが推奨される値です。デフォルト・インスタンス
はJSMMGRDTAデータ・エリアで定義されます。この値を変更するには、デフォルト・インス
タンスの変更(CHGJSMDFT)を使用します。
		
以下にmanager.propertiesファイルの例を示します。

対象ファイル：/jsm/instance/system/manager.properties
************Beginning	of	data**************
#
#	Java	Service	Manager	configuration
#
tcp.port=4560
tcp.backlog=20
tcp.interface=*all
#
trace.manager=*yes
#	trace.transport.address=*all
#	trace.transport.error.address=*all
#	trace.service.address=*all
#	trace.service.error.address=*all
#
************End	of	Data********************

リソース・ファイルを使用すると、インスタンスを外部的に構成できます。各種言語や地域向け
にファイルを構成することもできます。「リソース・プロパティ	-	国際化」を参照してくださ
い。



2.1.5	サービス・プロパティの編集(EDTJSMSRV)
サービス・プロパティの編集(EDTJSMSRV)コマンドは、EDTFコマンドを使用して、systemサブ
ディレクトリ内のservice.propertiesファイルを編集します。
このファイルを管理するにはスタジオの使用をお勧めします。

service.propertiesファイルはJSMサービスを構成します。これは、JSMで使用されるサービスのレ
ジストリになります。また、トレースやリソースの管理にも使用されます。

service.propertiesファイルは、JSMを開始するとロードされます。サービス・プロパティを変更し
た場合、その変更を有効にするには更新する必要があります。

JSMサービス・プロパティを編集するオプションを選択すると、以下の入力が求められます。

INSTANCE
インスタンスの省略値は*DEFAULTです。これが推奨される値です。デフォルト・インスタンス
はJSMMGRDTAデータ・エリアで定義されます。この値を変更するには、デフォルト・インス
タンスの変更(CHGJSMDFT)を使用します。
以下にservice.propertiesファイルの例を示します。

対象ファイル：/jsm/instance/system/service.properties
************Beginning	of	data**************
#
#	Java	Service	Manager	services
#
service.SMTPMailService=com.lansa.jsm.service.SMTPMailService
service.POP3MailService=com.lansa.jsm.service.POP3MailService	
service.HTTPService=com.lansa.jsm.service.HTTPService	
service.FTPService=com.lansa.jsm.service.FTPService
service.SQLService=com.lansa.jsm.service.SQLService	
service.XMLQueueService=com.lansa.jsm.service.XMLQueueService
#
#	trace.SMTPMailService=*all
#	resource.SMTPMailService=SMTPMailService
#
************End	of	Data********************

LANSAクライアントがJSMに対してサービスをロードするように要求する場合、サービス名の
みを指定します。

USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SERVICE_LOAD	SERVICE(SMTPMailService)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
JSMインスタンスがSERVICE_LOADコマンドを受信すると、SMTPMailServiceサービス名に
「service」という接頭辞が付きます。JSMはservice.propertiesファイルを検索します。キーワード
SERVICE.SMTPMAILSERVICEを使用して、com.lansa.jsm.service.SMTPMailServiceという名前の
クラスを探します。

「resource.」という接頭辞の付いたエントリーを追加すれば、リソースとこのサービスを関連付
けることができます。



リソース・エントリーが表示され、名前の付いたリソース・ファイルがpropertiesサブディレクト
リにある場合、このリソースは、JSMContainer	getServiceResource()	メソッドによってサービス・
プログラムに渡されます。

リソース・エントリーがない場合、サービス名はリソース・ファイル名として使用されます。

リソース・ファイルがない場合、空のリソース・オブジェクトが返されます。



2.1.6	デフォルト・インスタンスの変更(CHGJSMDFT)
デフォルト・インスタンスを変更するオプション(CHGJSMDFT)を選択すると、以下の入力が求
められます。

INSTANCE
省略値のインスタンス・パス。この値は、JSMライブラリのJSMMGRDTAデータ・エリアで更新
されます。LANSA	Integratorをインストールすると、このデータ・エリアは正しく更新されま
す。

	
以下にこのデータ・エリアの例を示します。
	
Value
Offset	*...+....1....+....2....+....3....+....4....+....5			
0						'/jsm/instance							'
	

	

注意：デフォルト・インスタンスを変更する場合は特に注意してください。インスタン
スを変更すると、アプリケーションに重大な影響を与える場合があります。

	



2.1.7	Java	Service	Managerの処理(WRKJSM)
Java	Service	Managerの処理(WRKJSM)
Java	Service	Managerの処理(WRKJSM)コマンドを使用すると、WRKLNKコマンドでインスタン
スのツリー・ビューを表示できます。

Java	Service	Managerを処理するオプションを選択すると、以下の入力が求められます。

INSTANCE
インスタンスの省略値は*DEFAULTです。これが推奨される値です。デフォルト・インスタンス
はJSMMGRDTAデータ・エリアで定義されます。この値を変更するには、デフォルト・インス
タンスの変更(CHGJSMDFT)を使用します。
インスタンスを入力すると、[オブジェクト・リンクの処理]画面が表示されます。



2.1.8	オブジェクト・リンクの処理
このウィンドウには、インスタンスのツリー・ビューが表示されます。以下に、インスタンスの
サブディレクトリの例を示します。

																			オブジェクト・リンクの処理
		ディレクトリー		.	.	.	.:			/jsm/instance
		オプションを入力して，実行キーを押してください。
			2=編集			3=コピー			4=除去			5=表示			7=名前の変更			8=属性の表示
			11=現行ディレクトリーの変更	...
	OPT			ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ・ﾘﾝｸ												ﾀｲﾌﾟ					属性				ﾃｷｽﾄ
							classes																DIR
							dtd																				DIR
							jar																				DIR
							properties													DIR
							system																	DIR
							temp																			DIR
							trace																		DIR
							xsl																				DIR
		パラメーターまたはコマンド
		===>________________________________________________________________
		F3=終了			F4=プロンプト			F5=最新表示			F9=ｺﾏﾝﾄﾞ	の複写			F12=取り消し			
		F17=位置指定			F22=ﾌｨｰﾙﾄﾞ	全体の表示				F23=ｵﾌﾟｼｮﾝ	続き
	
この画面から、Java	Service	Managerインスタンスのファイルとディレクトリを処理できます。



2.1.9	JSM所有者の変更(CHGJSMOWN)
JSM所有者の変更(CHGJSMOWN)コマンドにより、JSMインスタンス・ディレクトリを含むすべ
てのファイルとサブディレクトリにCHGPGPコマンドとCHGOWNコマンドが適用されます。
このコマンドは、以下のサブディレクトリの有無をチェックしてインスタンス・パスが有効かど
うかを確認します。

									classes

									jar

									properties

									system

									temp

									trace
以下のコマンドを入力し、

	CHGJSMOWN
F4を押すと、以下の入力が求められます。

NEWOWN
下に表示されているファイルおよびディレクトリと、JSMインスタンス・ディレクトリの新しい
所有者の名前です。

INSTANCE
インスタンスの省略値は*DEFAULTです。これが推奨される値です。デフォルト・インスタンス
はJSMMGRDTAデータ・エリアで定義されます。この値を変更するには、デフォルト・インス
タンスの変更(CHGJSMDFT)を使用します。

例

	
CHGJSMOWN	NEWOWN(QOTHPRDOWN)	INSTANCE(*DEFAULT)
	
このプログラムは、インスタンス・ディレクトリ内のすべてのファイ
ルとサブディレクトリでCHGPGPコマンドとCHGOWNコマンドを呼び
出します。
	
CHGPGP	OBJ(%s)	NEWPGP(*NONE)
CHGOWN	OBJ(%s)	NEWOWN(%s)
	
DSPJOBLOGコマンドの例
	
オブジェクト	/jsm/instanceが変更されました
オブジェクト	/jsm/instance/classesが変更されました



オブジェクト	/jsm/instance/dtdが変更されました
オブジェクト	/jsm/instance/dtd/order.dtdが変更されました
...
	



2.1.10	JSM権限の変更(CHGJSMAUT)
JSM権限の変更(CHGJSMAUT)コマンドにより、JSMインスタンス・ディレクトリを含むすべて
のファイルとサブディレクトリにCHGAUTコマンドが適用されます。
このコマンドは、以下のサブディレクトリの有無をチェックしてインスタンス・パスが有効かど
うかを確認します。

									classes

									jar

									properties

									system

									temp

									trace
以下のコマンドを入力し、

	CHGJSMAUT
F4を押すと、以下の入力が求められます。

USER
下に表示されているすべてのファイルおよびディレクトリと、JSMインスタンス・ディレクトリ
に設定されている権限を持つユーザー名です。

DTAAUT
下に表示されているすべてのファイルおよびディレクトリと、JSMインスタンス・ディレクトリ
のデータ権限のレベルです。

OBJAUT
下に表示されているすべてのファイルおよびディレクトリと、JSMインスタンス・ディレクトリ
のオブジェクト権限のレベルです。

INSTANCE
インスタンスの省略値は*DEFAULTです。これが推奨される値です。デフォルト・インスタンス
はJSMMGRDTAデータ・エリアで定義されます。この値を変更するには、デフォルト・インス
タンスの変更(CHGJSMDFT)を使用します。
権限は、オブジェクトに該当するセキュリティに設定する必要があります。

権限を変更すると、アプリケーションの実行に影響を与える場合があります。例えば、1つのオ
ブジェクトに対する権限をすべて無効にすると、ユーザーはアプリケーションを実行できなくな
ります。

例

	
CHGJSMAUT	USER(*PUBLIC)	DTAAUT(*EXCLUDE)	OBJAUT(*NONE)	INSTANCE(*DEFAULT)
	
このプログラムは、インスタンス・ディレクトリ内のすべてのファイ



ルとサブディレクトリでCHGAUTを呼び出します。
	
CHGAUT	USER(%s)	DTAAUT(%s)	OBJAUT(%s)	OBJ(%s)
	
DSPJOBLOGコマンドの例
	
オブジェクト	/jsm/instanceが変更されました
オブジェクト	/jsm/instance/classesが変更されました
オブジェクト	/jsm/instance/dtdが変更されました
オブジェクト	/jsm/instance/dtd/order.dtdが変更されました
...
	



2.1.11	属性の変更(CHGATR)
属性の変更コマンドは、IFSファイル属性を設定するi5/OSコマンドです。
最も重要な属性はREADONLYです。
読取専用属性のファイルはアップグレードで置換できません。

例

	
CHGATR	OBJ('/jsm/instance')	ATR(*READONLY)	VALUE(*NO)	SUBTREE(*ALL)
	



2.2	WindowsのJava	Service	Manager管理
Windows上のJava	Service	Manager管理はサービス・アプリケーションです。

開始方法
Windowsの場合、JSMサービスの[スタートアップの種類]を[自動]に設定すると、システム起動時
にMicrosoftサービス・コントロール・マネージャによってサービスが自動的に開始されます。手
動に設定した場合、Microsoftサービス・コントロール・マネージャを使用してJSMアドミニスト
レータを開始する必要があります。JSMアドミニストレータは、Java仮想マシンを開始し、Java
サービス・マネージャを起動します。管理プログラムがアップグレードを実行した場合、JSMは
停止します。

アップグレードが原因で管理プログラムが停止した場合、JSMアドミニストレータを再度開始し
ます。

ユーザーがログオフしたときにJSMサーバーが終了しないようにするには、JVMオプション-Xrs
が必要です。

プログラム・オプション
JSMアドミニストレータでは、2つのプログラム・オプションを使用します(どちらも任意です)。
これらのオプションはjsmmgrdta.txtファイルで指定します。

DefaultInstance インスタンスのパス
DefaultInstance=c:\integrator\jsm\instance
このプログラム・オプションが指定されていない場
合、省略値..\JSMInstanceが使用されます。

JVMOptions Java仮想マシンへのコマンド行引数をオプションとし
て渡すことができます。

JVMOptions=-server	-Xrs	-Xms1G	-
Xmx1G	-Djava.endorsed.dirs=.\endorsed

JSMと互換性があるのは32ビットJREのみです。JSMアドミニストレータが64ビットWindowsで
実行している場合でも、32ビットJREをインストールする必要があります。

トレースの消去
[トレースのクリア]はトレースや一時ディレクトリ内のファイルやサブ・ディレクトリを消去し
ます。

これは、対話モードまたはバッチ・ジョブとして実行できます。インスタンスのパス

はjsmmgrdta.txtファイルのから取られます。(「WindowsのJava	Service	Manager管理」のプロ
グラム・オプションを参照)
トレースの消去はコマンド・ライン、または[スタート]、[すべてのプログラム]メニューから実
行できます。次の３つのオプションのいずれかを使用できますが、これは全て任意です。

/batch
トレースの消去をバッチ・ジョブとして実行



/temp
一時ディレクトリ内のファイルとサブ・ディレクトリのみを消去します。

/trace
トレース・ディレクトリ内のファイルとサブ・ディレクトリのみを消去します。

対話モード例:
[スタート]、[すべてのプログラム]メニューで[トレースのクリア]を選択します。
[インスタンスのクリア]ダイアログからトレース消去時の希望のアクションを選択します。

これにより、以下のことが行われます。

clrjsmは、トレース、一時ファイルを消去します。(省略値)
clrjsm	/trace	/tempは、トレース、一時ファイルを消去します。
clrjsm	/tempは、一時ファイルを消去し、トレース・ファイルは消去しません。
clrjsm	/traceは、トレース・ファイルを消去し、一時ファイルは消去しません。
バッチ・モードの例

clrjsm	/batch	は、トレース、一時ファイルを消去します。
clrjsm	/batch	/trace	/tempは、トレース、一時ファイルを消去します。
clrjsm	/batch	/temp	は、一時ファイルを消去し、トレース・ファイルは消去しません。
clrjsm	/batch	/traceは、トレース・ファイルを消去し、一時ファイルは消去しません。



2.3	LinuxのJava	Service	Managerの管理
JSMの開始
Linux上のJava	Service	Managerは、$LANSAXROOT/integrator/shにあるstrjsmプログラ
ムを使用して開始されます。LANSA所有者が各自のシェルで実行します。また、バックグラウ
ンド処理で実行することもできます。

strjsmの実行後、以下の内容が標準出力に送信されます。
				JSMの開始
								インスタンス・ディレクトリ：/lansa/integrator/instance
								プロセスID									：18621

JSMの終了
トランザクション処理中のクライアントの切断とJSMの停止を避けるためにクライアントの受け
入れを停止するには、Integratorスタジオを使用する必要があります。

インスタンス位置

省略値では、strjsmはLANSAXROOT環境変数を使用して、実行するJSMインスタンスを
探します。この場合、インスタンス位置は$LANSAXROOT/integrator/instanceになりま
す。この値を上書きするには、以下の2つの方法があります。

									コマンド行で別のインスタンス位置を指定します。例えば、以下のコードは現在のディレ
クトリのjsm/instanceにあるインスタンスを使用します。

				strjsm	jsm/instance
									新しいインスタンス・ディレクトリにJSM_INSTANCE_DIR環境変数を設定しま
す。

LANSAXROOTとJSM_INSTANCE_DIRがどちらも未定義で、インスタンス・ディレ
クトリがコマンド行で指定されていない場合、strjsmはエラーになります。
トレース・ディレクトリの消去

strjsmに-c	(小文字のc)オプションを指定して実行する場合、JSMサーバーを開始する前にイン
スタンスのトレース・ディレクトリが消去されます。トレース・ディレクトリは、現在のJSM
サーバーのプロセス用ディレクトリを除いて空になります。

JSM_CLEAR_TRACE環境変数が空以外の文字列に設定される場合、トレース・ディレク
トリは省略値で消去されます。この場合、-C	(大文字のC)オプションを指定して無効にすること
ができます。



2.4	Java	Service	Managerコンソール
各Java	Service	Managerのインスタンスには、HTTP	Webコンソールのインターフェースがありま
す。このコンソールを使用すると、Webブラウザーやスタジオ・アプリケーションで現在アク
ティブなサービス・マネージャーの管理タスクを実行できます。

以下のmanager.propertiesエントリーで、コンソールのアドレスとポートを制御します。コンソー
ルのインターフェースが必要ない場合は、manager.propertiesファイル内の該当エントリーのコメ
ントを外します。

console.tcp.port=4561
console.tcp.backlog=5
console.tcp.interface=*all

どのクライアントがコンソール・サーバーに接続するかを制御するには、以下のエントリーを使
用します。

console.client.address=*all
studio.client.address=*all

Webブラウザーからコンソールにアクセスするには、http://host:port	のURLを使用します。

[活動中のサービス数]コマンドにより、現在実行中のサービス・スレッド数が返されます。
[リソースの更新]コマンドは、サービス・マネージャーに対してmanager.properties、
service.properties、structure.properties、list.propertiesの各ファイルをリロードするように指示しま
す。

[システム情報]コマンドにより、サービス・マネージャー環境に関する情報の表が返されます。
[ガベージコレクションを実行]コマンドは、サービス・マネージャーに対してJVMガベージ・コ
レクション・サイクルを実行するように指示します。



[シャットダウン]コマンドは、サービス・マネージャーに対してJSMクライアントの新しい接続
を受け入れないように指示します。現在実行中のサービス・スレッドに影響はありません。これ
以上サービス・スレッドを実行しない場合や停止待機時間に達した場合は、サービス・マネー
ジャーが終了します。

[コンソール・サーバーを終了]コマンドにより、コンソール・リスナーが終了するため、コン
ソールとスタジオのこれ以上の接続は行われません。

JSMインスタンスを開始して、コンソール・インターフェースが有効になると、開始エントリー
がconsole-log.txtファイルに追加されます。
Webブラウザーまたはスタジオ・アプリケーションがコンソールのサーバー・スレッドに要求を
送信すると、この要求はシステム・ディレクトリのconsole-log.txtファイルに書き込まれます。
console-log.txtエントリーは、日時スタンプ、クライアント・プログラムのIPアドレス、および要
求で構成されます。このエントリーにより、Java	Service	Managerコンソールで行われるすべての
要求の監査ログが提供されます。

例

[2005-02-03	01:57:56	+0000]
=======================================================
[2005-02-03	01:58:50	+0000]	[10.2.1.55]	Request	for	download
[/jsm/instance/order.txt;	]
[2005-02-03	01:58:55	+0000]	[10.2.1.55]	Request	for	thread	count
[2005-02-03	01:59:01	+0000]	[10.2.1.55]	Request	for	refresh

Javaのuser.timezoneプロパティが個別に設定されている場合、console.timezoneプロパティを使用
してGMTをローカル時間に適用させることができます。

#	GMT+10:00などのカスタム・タイム・ゾーンにサマータイムは含ま
れない
#	console.timezone=GMT+10:00
#	console.timezone=Australia/Sydney
console.timezone=AET

console.authenticationプロパティは、クライアントWebブラウザーで基本認証を制御します。
console.authenticationプロパティの値が*yesの場合、クライアント認証が行われます。

#	console.authenticationのコメントを外す場合、認証は行われない
console.authentication=*yes
console.authentication.alick=6aae268520b50b6b4c28194631de5a24

コンソール認証を有効にすると、クライアントWebブラウザーには認証ダイアログ・ボックスの
プロンプトが表示されます。

プロパティconsole.authentication.{username}に対してmanager.propertiesのキャッシュ検索が行わ
れ、そのプロパティ値は、Webブラウザーの認証応答から作成されたダイジェスト・トークンと
比較されます。

ユーザー・エントリーが存在しない場合は、以下のログが記録されます。

[2005-04-01	03:04:37	+0000]	No	console	authentication	user	:jack
ユーザー・エントリーが存在したとしてもダイジェストが一致しない場合は、以下のログが記録
されます。



[2005-04-01	03:02:31	+0000]	Console	authentication	digest	for	alick	is
6aae268520b50b6b4c28194631de5a24
[2005-04-01	03:02:31	+0000]	Client	user	has	failed	authentication	check
ログが記録されたダイジェストがクライアント・アプリケーションによって作成されたため、次
のログインで一致するようにこのダイジェストでmanager.propertiesエントリーを更新します。

console.authentication.alick=6aae268520b50b6b4c28194631de5a24
ユーザーが認証される場合、ログ・イベントにはユーザー名が含まれます。

[2005-04-01	03:02:47	+0000]	[10.2.1.55]	[alick]	GET	/REQUEST-SYSTEM-
REFRESH

console.client.addressを使用して、どのWebブラウザー・クライアントのアドレスが接続できるか
を制御できます。2つ以上のクライアント・アドレスが必要な場合、その複数のアドレスをコン
マで区切ります。

console.client.address=*all
#	console.client.address=10.2.1.7
#	console.client.address=10.2.1.7,10.2.1.8

studio.authenticationプロパティは、クライアント・スタジオ・アプリケーションで認証を制御し
ます。studio.authenticationプロパティの値が*yesの場合、クライアント認証が行われます。

#	studio.authenticationのコメントを外す場合、認証は行われない
studio.authentication=*yes
studio.authentication.alick=tpUq/4Pn5A64fVZyQ0gOJ8ZWqkY=
スタジオ認証を有効にすると、クライアント・スタジオ・アプリケーションには認証ダイアロ
グ・ボックスのプロンプトが表示されます。

プロパティstudio.authentication.{username}に対してmanager.propertiesのキャッシュ検索が行わ
れ、そのプロパティ値は、クライアント・スタジオ・アプリケーションから送信されたダイジェ
スト・トークンと比較されます。

ユーザー・エントリーが存在しない場合は、以下のログが記録されます。

[2005-04-01	03:04:37	+0000]	No	studio	authentication	user	:jack
ユーザー・エントリーが存在したとしてもダイジェストが一致しない場合は、以下のログが記録
されます。

[2005-04-01	03:02:31	+0000]	Studio	authentication	digest	for	alick	is
6aae268520b50b6b4c28194631de5a24
[2005-04-01	03:02:31	+0000]	Client	user	has	failed	authentication	check
スタジオを使用して認可ユーザーを作成し、このユーザーをmanager.propertiesセクション・ファ
イルに追加します。	コンソールとスタジオのユーザーはJSMレルムに属します。

studio.authentication.alick=6aae268520b50b6b4c28194631de5a24
console.authentication.alick=6aae268520b50b6b4c28194631de5a24
修正されたmanager.propertiesセクション・ファイルを発行し、インスタンスの更新メニュー項目
を使用してmanager.propertiesファイルをリロードします。



ユーザーが認証される場合、ログ・イベントにはユーザー名が含まれます。

[2005-04-01	03:03:23	+0000]	[10.2.1.55]	[alick]	Request	for	download
[/devjsm/instance/rehau1.xml;]

studio.client.addressを使用して、どのスタジオ・クライアントのアドレスが接続できるかを制御
できます。2つ以上のクライアント・アドレスが必要な場合、その複数のアドレスをコンマで区
切ります。

studio.client.address=*all
#	studio.client.address=10.2.1.7
#	studio.client.address=10.2.1.7,10.2.1.8

studio.include.trace.directoryを使用して、スタジオ・クライアントに送信されるトレース・ディレ
クトリの深さを制御できます。省略値では、トレース・ディレクトリ内のすべての子ディレクト
リが送信されます。

#	studio.include.trace.directory=*all	|	*active	|	*none	|	*client



2.5	Java	Service	Managerの更新
JSMの実行中にプロパティ・ファイルを更新するには、Integratorスタジオの[更新]メニュー項目
かコンソールの[リソースの更新]オプションを使用します。



以下のプロパティ・ファイルがリロードされます。

									list.properties

									service.properties

									structure.properties

									manager.properties
更新後に使用できるのは以下のマネージャー・プロパティのみです。

									pool.hosts

									console.timezone

									console.authentication

									console.authentication.{user}

									studio.authentication

									studio.authentication.{user}

									studio.include.trace.directory

									shutdown.controlled.wait

									shutdown.controlled.repeat

									ftp.ssl.factory

									ftp.ssl.provider

									ftp.ssl.protocol

									ftp.ssl.keyStore



									ftp.ssl.keyStoreType

									ftp.ssl.keyStorePassword

									ftp.ssl.keyAlias

									ftp.ssl.keyAlgorithm

									ftp.ssl.trustStore

									ftp.ssl.trustStoreType

									ftp.ssl.trustStorePassword

									ftp.ssl.trustAlgorithm

									ftp.ssl.trustServer

									http.ssl.factory

									http.ssl.provider

									http.ssl.protocol

									http.ssl.keyStore

									http.ssl.keyStoreType

									http.ssl.keyStorePassword

									http.ssl.keyAlias

									http.ssl.keyAlgorithm

									http.ssl.trustStore

									http.ssl.trustStoreType

									http.ssl.trustStorePassword

									http.ssl.trustAlgorithm

									http.ssl.trustServer

									trace.thereads
以下のマネージャー・プロパティはJSM起動時に一度使用されるため、更新された値が現在の環
境に影響を与えることはありません。

									tcp.port

									tcp.backlog

									tcp.interface

									tcp.nodelay

									tcp.buffer.send

									tcp.buffer.receive

									console.tcp.port

									console.tcp.backlog

									console.tcp.interface



									console.nodelay

									console.buffer.send

									console.buffer.receive

									pool.tcp.port

									pool.tcp.backlog

									pool.tcp.interface

									manager.priority

									service.priority

									startup.class
以下のマネージャー・プロパティはJSM起動時に解析およびキャッシュされるため、更新された
値が現在の環境に影響を与えることはありません。

									tcp.client.address

									console.client.address

									studio.client.address

									trace.transport.address

									trace.transport.error.address

									trace.service.address

									trace.service.error.address

									trace.fields

									trace.passwords
以下のマネージャー・プロパティはJSM起動時にのみ一度設定されるため、更新された値が現在
の環境に影響を与えることはありません。

									javax.net.debug

									javax.net.ssl.keyStore

									javax.net.ssl.keyStoreType

									javax.net.ssl.keyStorePassword

									javax.net.ssl.trustStore

									javax.net.ssl.trustStoreType

									javax.net.ssl.trustStorePassword

									ssl.KeyManagerFactory.algorithm

									ssl.TrustManagerFactory.algorithm

									ssl.SocketFactoty.provider

									ssl.ServerSocketFactory.provider

									networkaddress.cache.ttl

									networkaddress.cache.negative.ttl



									os400.certificateLabel

									os400.certificateContainer

									log4j.configuration



2.6	Java	Service	Managerプール・サーバー
各Java	Service	Managerインスタンスではプール・サーバー・インターフェースを保持できます。
プール・サーバーにより、ロード・バランシングが可能になります。JSMクライアントがプー
ル・サーバーに接続すると、クライアントは指定されたいずれかのホストにラウンドロビン・プ
ロセスで自動的にリダイレクトされます。

pool.hostsリストで指定された「ホスト:ポート」エントリーを使用できない場合、JSMクライア
ントは別のエントリーのプール・サーバーに戻ります。使用できないホスト・マシンを実行して
いるため、クライアントTCP/IPソケット接続の試行はすぐに失敗し、クライアントはプール・
サーバーに戻ります。使用できないホスト・マシンを実行していない場合は、長いタイムアウト
遅延が発生します。IBM	i	マシンの場合、このタイムアウト遅延は最大で3分になります。
以下の例では、JSMクライアント・プログラムがJSMサーバー・アドレスではなくプール・サー
バー・アドレスに接続しています。

CHANGE					FIELD(#JSMSRV)	TO('''LOCALHOST:4562''')
USE								BUILTIN(JSM_OPEN)	WITH_ARGS(#JSMSRV)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)

以下のmanager.propertiesエントリーで、プール・サーバーのアドレスとポートを制御します。
プール・サーバー・インターフェースが不要な場合は、manager.propertiesファイル内の該当エン
トリーのコメントを外します。

#	pool.tcp.port=4562
#	pool.tcp.backlog=100
#	pool.tcp.interface=*all
#	pool.hosts=HOST1:4560,HOST2:4560,HOST3:4560



2.7	Java	Service	Manager追加サーバー
各Java	Service	Managerインスタンスは、追加のJSMサーバーをサポートできます。
これにより、複数のJVMジョブで同じJSMインスタンスのディレクトリやファイルを共有できま
す。

JSMインスタンス・ディレクトリを共有する場合、同じバージョンのJDKを使用します。
JSMインスタンスで特定のキャッシュ・クラス・ローダー・ファイルを使用している場合、JDK
バージョンが混在し問題になることがあります。	

#	os400.defineClass.optLevel=40
#	os400.define.class.cache.hours=168
#	os400.define.class.cache.maxpgms=5000
#	os400.define.class.cache.file=/jsm/instance/system/ClassCache.jar

STRJSMコマンドは、JVMジョブを開始してJava	Service	Managerを実行するRUNJSMプログラム
を発行します。

Java	Service	Managerでは、インスタンスのmanager.propertiesファイルを使用して、その実行時構
成を決めます。

Java	Service	Managerは、JSMサーバーを開始する基本のTCP/IPインターフェース(tcp.interfaceと
tcp.port)へのバインドを試みます。
基本のTCP/IPインターフェースにバインドできない場合、次に使用可能な追加のTCP/IPインター
フェース(additional.tcp.interface.nとadditional.tcp.port.n)へのバインドを試みます。追加のTCP/IPイ
ンターフェースにバインドした場合、その追加サーバーのオプションのコンソールとプール・
サーバーが開始します。

1〜10の追加サーバーを構成できます。
以下のトレース例は、最初のSTRJSMコマンドがJSMサーバー、プール・サーバー、コンソー
ル・サーバーを開始する状況を示しています。同じインスタンス・ディレクトリを使用する次の
STRJSMコマンドにより、追加のJSMサーバーが開始されます。

例：manager.properties
#
#基本インスタンス
#
tcp.port=4560
tcp.backlog=20
tcp.interface=*all
#
console.tcp.port=4561
console.tcp.backlog=5
console.tcp.interface=*all
#
pool.tcp.port=4565
pool.tcp.backlog=20



pool.tcp.interface=*all
#	pool.hosts=LANSA01:7766,LANSA01:4560
#	pool.hosts=LANSA01:7766,10.2.1.47:4560,LANSA01:4560
pool.hosts=LANSA06:4760
#
#追加インスタンス1
#
additional.tcp.port.1=4360
additional.tcp.interface.1=*all
additional.tcp.backlog.1=25
#	additional.console.port.1=4361
#	additional.console.interface.1=*all
#	additional.console.backlog.1=25
#	additional.pool.port.1=4362
#	additional.pool.interface.1=*all
#	additional.pool.backlog.1=25
#
#追加インスタンス2
#
additional.tcp.port.2=4363
additional.tcp.interface.2=*all
additional.tcp.backlog.2=30
例：最初のSTRJSM	MANAGER.TXTトレース
manager:	tcp.port											:	4560
manager:	tcp.interface						:	*all
manager:	tcp.backlog								:	20
manager:	tcp.nodelay								:	<null>
manager:	tcp.buffer.send				:	<null>
manager:	tcp.buffer.receive	:	<null>
manager:	create	manager	server
manager:	create	socket	address	to	listen	on	port	4560	across	all	interfaces
manager:	bind	to	socket	address
manager:	start	manager	server
manager:	server	receive	buffer	size	:	64000
manager:	pool.tcp.port											:	4565
manager:	pool.tcp.interface						:	*all
manager:	pool.tcp.backlog								:	20
manager:	pool.tcp.nodelay								:	<null>



manager:	pool.tcp.buffer.send				:	<null>
manager:	pool.tcp.buffer.receive	:	<null>
manager:	create	pool	server
manager:	create	socket	address	to	listen	on	port	4565	across	all	interfaces
manager:	bind	to	socket	address
manager:	start	pool	server
manager:	server	receive	buffer	size	:	64000
manager:	pool	host	:	LANSA06:4760
manager:	console.tcp.port											:	4561
manager:	console.tcp.interface						:	*all
manager:	console.tcp.backlog								:	5
manager:	console.tcp.nodelay								:	<null>
manager:	console.tcp.buffer.send				:	<null>
manager:	console.tcp.buffer.receive	:	<null>
manager:	create	console	server
manager:	create	socket	address	to	listen	on	port	4561	across	all	interfaces
manager:	bind	to	socket	address
manager:	start	console	server
manager:	server	receive	buffer	size	:	64000
例：2番目のSTRJSM	MANAGER.TXTトレース
manager:	tcp.port											:	4560
manager:	tcp.interface						:	*all
manager:	tcp.backlog								:	20
manager:	tcp.nodelay								:	<null>
manager:	tcp.buffer.send				:	<null>
manager:	tcp.buffer.receive	:	<null>
manager:	create	manager	server
manager:	create	socket	address	to	listen	on	port	4560	across	all	interfaces
manager:	bind	to	socket	address
manager:	bind	exception	:	Address	already	in	use.
manager:	additional	manager	server	1
manager:	tcp.port											:	4360
manager:	tcp.interface						:	*all
manager:	tcp.backlog								:	25
manager:	tcp.nodelay								:	<null>
manager:	tcp.buffer.send				:	<null>
manager:	tcp.buffer.receive	:	<null>
manager:	create	manager	server



manager:	create	socket	address	to	listen	on	port	4360	across	all	interfaces
manager:	bind	to	socket	address
manager:	start	manager	server
manager:	server	receive	buffer	size	:	64000
No	additional	pool	server
No	additional	console	server



2.8	Java	Hotspotテクノロジ
以下の参考資料を参照してください。

http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/tech/index-jsp-136373.html
http://download.oracle.com/javase/1.5.0/docs/tooldocs/windows/java.html

Javaコマンドの引数

引数 説明

-client Java	HotSpot	Client	VMを選択します。

-server Java	HotSpot	Server	VMを選択します。

-Xms<サイズ
>

メモリー割り当てプールの初期ヒープ・サイ
ズをバイト単位で指定します。
この値は、1MBよりも大きい1024の倍数にし
ます。
キロバイトを指定する場合は文字kまたはK
を、メガバイトを指定する場合はmまたはM
を、ギガバイトを指定する場合はgまたはGを
追加します。

-Xmx<サイズ
>

メモリー割り当てプールの最大ヒープ・サイ
ズをバイト単位で指定します。
この値は、2MBよりも大きい1024の倍数にし
ます。
キロバイトを指定する場合は文字kまたはK
を、メガバイトを指定する場合はmまたはM
を、ギガバイトを指定する場合はgまたはGを
追加します。

-Xrs オペレーティング・システムの信号の使用を
減らします。

	

例

	
java	-server	-Xms1G	-Xmx1G	-Xrs	...
	

http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/tech/index-jsp-136373.html
http://download.oracle.com/javase/1.5.0/docs/tooldocs/windows/java.html


2.9	Java	Endorsed	Standards	Override	Mechanism
推奨標準とは、	Java	Community	Process	(JCP)以外の標準プロセスで定義されたJava	APIです。
推奨標準はJCP	を除いて定義されているため、このような標準はJava	2	Platformのリリース間で
の改訂が予想されます。

推奨標準の新しい	改訂版を利用するには、開発者とソフトウェア・ベンダーがEndorsed
Standards	Override	Mechanismを使用すれば、Sun	MicrosystemsでリリースされているJava	2
Platformに付属のものよりも新しいバージョンの推奨標準を入手できます。
新しいバージョン	の推奨標準を実装するクラスをJARファイルで置き換える必要があります。
システム・プロパティ「java.endorsed.dirs」では、Java	ランタイム環境がこのようなJARファイ
ルを検索する1つ以上のディレクトリを指定します。
詳細については、	以下を参照してください。
http://download.oracle.com/javase/1.5.0/docs/guide/standards/

JDK	1.4でXalan-Javaを実行する場合の問題
JDK	1.4の一部のバージョンには、古いバージョン(2.2D11)のXalan-Javaがパッケージされていま
す。

JDK	1.4はクラスパスのXalan-Javaではなく、このバージョンのXalan-Javaを使用しようとしま
す。

このため、新しい	バージョンのXalan-JavaをJDK	1.4で使用する場合、問題が発生します。

Javaコマンドの引数

引数 説明

-Djava.endorsed.dirs 最	新のXalan	jarファイルが含まれるディレク
トリ

http://download.oracle.com/javase/1.5.0/docs/guide/standards/


2.10	JSM起動クラス
JSMが開始すると、内部の起動クラスが実行されます。このクラスは、すべてのJSMサービス・
クラスをロードしてXML変換を実行し、できるだけ多くのApache	Xalanクラスをロードします。
ユーザー定義の起動クラスは、manager.propertiesファイルの「startup.class」プロパティで指定で
きます。

	
startup.class=com.acme.MyStartup
	

ユーザー定義の起動クラスの場合、実行可能インターフェースを実装する必要があります。JSM
はこのロードされたクラスを実行可能オブジェクトにキャストして、実行メソッドを実行しま
す。これは、メイン・メソッドで行われるため、専用の追加スレッドは作成されません。

内部の起動クラスとユーザー定義の起動クラスは、JSMが開始してクライアントとコンソールの
接続を受け入れる前に実行されます。

例	1
	
package	com.acme	;
	
public	final	class	MyStartup	implements	Runnable
{
			public	void	run	()
			{
								try
								{
	
												/*			コードをここに記載			*/
	
								}
								catch	(	Throwable	t	)
								{
													t.printStackTrace	()	;
								}
			}
}
	

例	2
	
package	com.acme	;



	
public	final	class	MyStartup	implements	Runnable
{
				private	int	m_sleepTime	=	0	;
	
				public	MyStartup	()
				{
								/*
												JSMManagerはゼロ引数コンストラクタを使用する
								*/
	
								int	seconds	=	60	*	20	;	//	Every	20	minutes
	
								Thread	thread	=	new	Thread	(	new	MyStartup	(	seconds	)	)	;
	
								thread.start	()	;
				}
	
				public	MyStartup	(	int	seconds	)
				{
								/*
												スリープ時間を指定する
								*/
	
								if	(	seconds	<=	0	)
								{
												seconds	=	0	;
								}
	
								m_sleepTime	=	seconds	*	1000	;
				}
	
				public	void	run	()
				{
	
								if	(	m_sleepTime	==	0	)
								{
												/*
																JSMManager呼び出し



												*/
	
												System.out.println	(	"JSM	warmup	call"	)	;
	
												try
												{
																warmup	()	;
												}
												catch	(	Throwable	t	)
												{
																t.printStackTrace	()	;
												}
	
												return	;
								}
	
								/*
												スリープ時間を指定したMyStartup呼び出し
								*/
	
								while	(	true	)
								{
												try
												{
																Thread.sleep	(	m_sleepTime	)	;
	
																System.out.println	(	"MyStartup	repeat	warmup	call"	)	;
	
																warmup	()	;
												}
												catch	(	Throwable	t	)
												{
																t.printStackTrace	()	;
												}
								}
	
				}
	
				private	final	void	warmup	()	throws	Exception



				{
								System.out.println	(	"MyStartup	warmup"	)	;
	
								/*			コードをここに記載			*/
	
				}
}
	



2.11	Activation	Framework
JSMが開始すると、Activation	Frameworkの省略値のコマンド・マップと省略値のファイル・タイ
プ・マップが、systemサブディレクトリにあるmailcap.txtファイルとfiletype.txtファイルを使用し
て設定されます。

SMTP/POP3、AS2/AS3、およびHTTPサービスは、コマンド・マップを使用して、MIMEコンテ
ンツのエンコードとデコードを行います。

HTTPコンテンツ・ハンドラー、InboundFileHandler、OutboundFileHandler、
OutboundMultiPartHandlerは、ファイル・タイプ・マップを使用して、MIMEタイプへのファイル
名拡張を関連付けます。



2.12	IBM	Javaシステム・プロパティ
「user.home」プロパティは、JSMインスタンスのシステム・ディレクトリに設定されます。JSM
インスタンスのシステム・ディレクトリにあるSystemDefault.propertieファイルを使用して、Java
システム・プロパティを設定できます。

i5/OSとJVMは、以下の優先順位でJavaシステム・プロパティの値を決定します。

									コマンド行

									QIBM_JAVA_PROPERTIES_FILE環境変数

									user.home	SystemDefault.propertiesファイル

									/QIBM/UserData/Java400/SystemDefault.properties

									省略値のシステム・プロパティの値
IBM	Technology	for	Java	JVMは、Classic	JVMと類似するSystemDefault.propertiesファイルを読み込
みます。

SystemDefault.propertiesファイルの最初の行が#AllowOptionsで始まる場合、JVMオプションとシ
ステム・プロパティを使用できます。

	
#AllowOptions
#
#!<studio-project	id="20000000-000000"	name="lansa">
#	....
#!</studio-project>
#
#!<studio-project	id="20080101-000000"	name="CustomChanges">
#
#	JVMオプション
#
#	-verbose:gc
#	-verbose:sizes
#	-Xlp64K
#	-Xdisablejavadump
#
#	-Xscmx16M
-Xshareclasses:name=myJSM
#
#	システム・プロパティ
#
java.awt.headless=true
user.timezone=GMT+10:00
#



#!</studio-project>
#
	



2.13	Java共有クラスのIBMテクノロジ
IBM	Technology	for	Java	SDKでのクラス共有によって、ロードされたすべてのクラス(アプリケー
ション・クラスとシステム・クラスの両方)を共有し、クラス・データを共有しているJVMに制
限を設けない、透過的かつ動的な方法が提供されます(実行時のバイトコード修正が使用される
場合を除く)。
複数のJVM間でアプリケーションのすべての不変クラス・データを共有すると、明確なメリット
があります。

									複数のJVMインスタンスの使用が有意義な場合に仮想メモリーのフットプリントが軽減さ
れます。

									投入されたキャッシュからクラスをロードする方がディスクからクラスをロードするより
も高速です。これは、クラスがすでにメモリー内にあり、部分的に検証されているためで
す。

したがって、クラスを共有すると、類似のタスクを実行する新しいJVMインスタンスを定期的に
開始するアプリケーションにとってもメリットがあります。

1つのJVMで空のキャッシュを投入するコストが最小限で済みます。複数のJVMでキャッシュを
同時に投入する場合、通常、両方のJVMでディスクからクラスをロードするよりもこのアクティ
ビティの方が高速です。

IBMのクラス共有機能に関する重要点は以下のとおりです。

									クラスは指定のクラス・キャッシュに保管されます。このクラス・キャッシュは、メモ
リーマップ・ファイル、またはキャッシュを使用する必要がある最初のJVMで割り当てられ
る共有メモリーの領域になります。

									すべてのJVMはキャッシュからの読み込みを行い、キャッシュを更新できますが、JVMに
一度に接続できるキャッシュは1つだけです。

									キャッシュは、そのキャッシュに接続されたJVMの有効期間が過ぎても存続します。これ
は明示的に消去されるまで、あるいはオペレーティング・システムが停止するまで持続しま
す。

									JVMがクラスをロードする場合、最初に接続されているキャッシュ内のクラスを探し、必
要なクラスが見つかればキャッシュからそのクラスをロードします。

									キャッシュ内にクラスが見つからない場合、ディスクからクラスをロードし、そのクラス
を適宜キャッシュに追加します。

									キャッシュがいっぱいの場合は、キャッシュ内のクラスを引き続き共有できますが、新し
いデータは追加できません。

									クラス・キャッシュは、キャッシュに接続されているJVMの有効期間を過ぎても存続する
ため、ファイル・システム上のクラスに変更が加えられた場合、キャッシュ内の一部のクラ
スは無効に(古く)なります。この状況は透過的に管理されます。つまり、更新されたバー
ジョンのクラスがクラスをロードする次のJVMで検出され、クラス・キャッシュは適宜更新
されます。

									実行時に修正されるバイトコードの共有はサポートされますが、注意して使用する必要が
あります。

									クラス・データ・キャッシュへのアクセスは、セキュリティ・マネージャーがインストー
ルされている場合、Java権限で保護されます。



									リフレクションで生成されたクラスは共有できません。

									共有できるのは、変更していないクラス・データのみです。リソース、オブジェクト、
JITコンパイル済みコード、および同様の項目をキャッシュに保管することはできません。

共有クラスの作成
共有クラスを切り替えるには、SystemDefault.properties	-Xshareclassesオプションと-Xscmx
command-lineオプションを使用します。
-Xscmx<サイズ>はキャッシュ・サイズを指定します。このオプションは、キャッシュが作成さ
れ、同じ名前のキャッシュが存在しない場合にのみ適用されます。省略値のキャッシュ・サイズ
はプラットフォームに依存します。使用されるサイズ値を確認するには、-verbose:sizesをコマン
ド行引数として追加します。最小キャッシュ・サイズは4KBです。最大キャッシュ・サイズはプ
ラットフォームに依存します。

指定できるキャッシュ・サイズは、システムで使用可能な物理メモリーとページング・スペース
で制限されます。プロセスの仮想アドレス・スペースは共有クラス・キャッシュとJavaヒープ間
で共有されるため、Javaヒープの最大サイズを増やすと、作成可能な共有クラス・キャッシュの
サイズは減少します。

-Xshareclasses:<サブオプション>はクラス共有を有効にします。多くのサブオプションを取り、
その一部はキャッシュ・ユーティリティになります。キャッシュ・ユーティリティは、VMを開
始せずに指定したキャッシュに対して必要な操作を行います。複数のサブオプションをコンマで
区切って組み合わせることができますが、キャッシュ・ユーティリティは相互排他になります。

	
#AllowOptions
	
-Xscmx16M
-Xshareclasses:name=myJSM
	
共有クラスのリスト表示
キャッシュをリスト表示する場合、共有クラス・キャッシュを作成したときと同じJVMを使用す
る必要があります。ただし、すべてのバージョンのキャッシュをリスト表示するJDK6バージョ
ンを除きます。

JDK5では、共有クラスをリスト表示するJVMで互換性のある共有クラスが見つからない場合、
どの共有クラスがあるかどうかにかかわらず、JVMSHRC005Iメッセージが表示されます。
JDK6では、VMは通常、他のJ9	VMから共有クラス・キャッシュを認識しますが、非互換の共有
クラスとしてキャッシュをリスト表示します。

ヒント：JAVA_HOME環境変数を設定するのではなく、JDKのjavaシェル・スクリプト・ファイ
ルの絶対パスを使用します。

	
QSH
	
/QOpenSys/QIBM/ProdData/JavaVM/jdk60/64bit/bin/java	-
Xshareclasses:listAllCaches
	



				Listing	all	caches	in	cacheDir	/tmp/javasharedresources/
				Cache	name														level									persistent		last	detach	time
				Compatible	shared	caches																																																		
				myJSM																			Java6	64-bit		yes									In	use
	
				Incompatible	shared	caches
				myJSM																			Java5	64-bit		no										Wed	Jun	25	14:49:44	2008
				myJSM																			Java5	32-bit		no										Wed	Jun	25	14:46:06	2008
				myJSM																			Java6	32-bit		yes									Wed	Jun	18	12:18:59	2008
	
注：4つのmyJSMキャッシュがあり、開始されたSTRJSM	JVMバージョンごとに1つのキャッ
シュがあります。

共有クラスの消去
キャッシュを消去する場合、共有クラス・キャッシュが作成されたときと同じJVMを使用する必
要があります。

	
QSH
	
/QOpenSys/QIBM/ProdData/JavaVM/jdk50/64bit/bin/java	-
Xshareclasses:destroy,name=myJSM
	
JVMSHRC010I	Shared	Cache	"myJSM"	is	destroyed
Unable	to	create	Java	Virtual	Machine.
	



2.14	LOG4Jログ・サービス
LANSA	Integratorは、オープンソースのApacheのLOG4Jログサービスを使用しています。
LOG4Jをサポートする製品のログが必要な場合、log4j.propertiesファイルに2つの行を追加しま
す。1つはログを有効にする行、もう1つはログ・メッセージが階層のルート・ログにまで達しな
いようにする行です。

	
log4j.logger.xyz=DEBUG,	FILE
log4j.additivity.xyz=false
	

manager.properties

	
log4j.configuration=system/log4j.properties
	

log4j.properties

	
#!<studio-project	id="20000000-000000"	name="lansa">
#
#このファイルはJSMサーバーのログ戦略を制御する
#
#レベル	-	DEBUG、INFO、WARN、ERROR、FATAL
#
log4j.debug=true
log4j.rootLogger=INFO,	STDOUT
#
#	log4j.logger.org.apache.axis=DEBUG,	FILE
#	log4j.additivity.org.apache.axis=false
#
#	log4j.logger.org.apache.commons.httpclient=DEBUG,	FILE
#	log4j.additivity.org.apache.commons.httpclient=false
#
#	log4j.logger.org.apache.axis.transport.http.HTTPSender=DEBUG,	FILE
#	log4j.additivity.org.apache.axis.transport.http.HTTPSender=false
#
log4j.appender.STDOUT=org.apache.log4j.ConsoleAppender
log4j.appender.STDOUT.threshold=INFO
log4j.appender.STDOUT.layout=org.apache.log4j.PatternLayout
log4j.appender.STDOUT.layout.ConversionPattern=
[%d{ISO8601}]	[%-5p]	[%c]	-	%m%n



#
log4j.appender.FILE=org.apache.log4j.FileAppender
log4j.appender.FILE.file=LOG4J.TXT
log4j.appender.FILE.encoding=UTF-8
log4j.appender.FILE.append=false
log4j.appender.FILE.threshold=DEBUG
log4j.appender.FILE.layout=org.apache.log4j.PatternLayout
log4j.appender.FILE.layout.ConversionPattern=
[%d{ISO8601}]	[%-5p]	[%c]	-	%m%n
#
#!</studio-project>
	



2.15	Axisプロパティ
JSMが開始すると、system/AxisDefault.propertiesファイル内の名前値エントリーが読み込まれ、
スタティック・メソッドsetPropertyを使用するorg.apache.axis.AxisPropertiesクラスに追加されま
す。

以下はAxisDefault.propertiesファイルの例です。

	
#!<studio-project	id="20000000-000000"	name="lansa">
#	
#	Axisの省略値のプロパティ
#	
axis.ClientConfigFile=system/axis-client-config.xml
axis.ServerConfigFile=system/axis-server-config.xml
#	
#	axis.http.client.maximum.total.connections
#	axis.http.client.maximum.connections.per.host
#	axis.http.client.connection.pool.timeout
#	axis.http.client.connection.default.so.timeout
#	axis.http.client.connection.default.connection.timeout
#	axis.socketFactory
#	axis.socketSecureFactory
#	axis.ServerFactory
#	http.proxyHost
#	http.proxyPort
#	http.proxyUser
#	http.proxyPassword
#	http.nonProxyHosts
#	https.proxyHost
#	https.proxyPort
#	https.proxyUser
#	https.proxyPassword
#	https.nonProxyHosts
#	
#!</studio-project>
	

Axisグローバル構成
Axis	Reference	Guide

Axisクライアント/サーバー構成

http://ws.apache.org/axis/java/reference.html


省略値では、Axisはクライアント/サーバー構成用のjsmaxis.jarファイルから
org/apache/axis/client/client-config.wsddファイルとorg/apache/axis/server/server-config.wsddファイル
を使用します。

AxisDefault.propertiesのエントリーaxis.ClientConfigFileとaxis.ServerConfigFileは、異なる構成ファ
イルを使用するようにAxisに指示します。

	
axis.ClientConfigFile=system/axis-client-config.xml
axis.ServerConfigFile=system/axis-server-config.xml
	

Axisクライアント構成
	
<?xml	version="1.0"	encoding="utf-8"?>
	
<deployment	name="defaultClientConfiguration"	xmlns="http://xml.apache.org/axis/wsdd/"	xmlns:java="http://xml.apache.org/axis/wsdd/providers/java">
	
	<globalConfiguration>
		<parameter	name="disablePrettyXML"	value="true"/>
		<parameter	name="addressing.sendReplyTo"	value="true"/>
		<parameter	name="enableNamespacePrefixOptimization"	value="false"/>
	</globalConfiguration>
	
	<transport	name="http"
pivot="java:org.apache.axis.transport.http.HTTPSender"/>
	
</deployment>
	

Axisサーバー構成
	
<?xml	version="1.0"	encoding="utf-8"?>
	
<deployment	name="defaultServerConfiguration"	xmlns="http://xml.apache.org/axis/wsdd/">
	
	<globalConfiguration>
		<parameter	name="sendMultiRefs"	value="false"/>
		<parameter	name="dotNetSoapEncFix"	value="true"/>
		<parameter	name="disablePrettyXML"	value="true"/>
		<parameter	name="enableNamespacePrefixOptimization"	value="false"/>
	</globalConfiguration>



	
</deployment>
	

SOAPサーバー応答でのMultiRefエンコーディングの無効化
Axisサーバー構成では、グローバルなsendMulitRefsパラメータを使用することにより、RPC/エン
コードされた応答でのmultiRefの送信を無効にすることができます。

	
<parameter	name="sendMultiRefs"	value="false"/>
	

Axisでの共通HTTPクライアントの使用
省略値では、Apache	Axis	1.4はHTTP送信にorg.apache.axis.transport.http.HTTPSenderを使用しま
す。

この省略値設定を、org.apache.commons.httpclientを使用するように変更できます。
構成内のtransport	pivot属性を、CommonsHTTPSenderクラスを指し示すように変更します。

	
<transport	name="http"	pivot="java:org.apache.axis.transport.http.CommonsHTTPSender"/>
	
また、common.codec.1.3.jarとcommon-httpclient-3.0-rc4.jarをjarディレクトリに追加する必要があ
ります。

http://jakarta.apache.org/commons/
http://jakarta.apache.org/commons/httpclient/
http://jakarta.apache.org/commons/httpclient/features
http://jakarta.apache.org/commons/httpclient/logging
http://jakarta.apache.org/site/downloads/downloads_commons

JSMDirectサーバーで共通HTTPクライアントを使用する場合の問題
省略値では、共通HTTPクライアントはHTTPプロトコル1.1を使用し、省略値でチャンク形式転
送エンコーディングを使用します。

HTTPクライアント・プログラムがチャンク形式転送エンコーディングを送信する場合、内容の
長さを送信することはできません。

JSMDirectは内容の長さを要求するため、HTTPクライアント・プログラムはSTDINを読み込み
JSMに送信することができます。
そのため、JSM	SOAPサーバー・サービスではSOAPメッセージ内容を受信しません。
SOAPエージェントウィザードは、生成されたサービス・コードに以下のコードを入れること
で、HTTPクライアント・プログラムに対してHTTP	1.0プロトコルを強制的に使用させることが
できます。

	
stub._setProperty	(	org.apache.axis.MessageContext.HTTP_TRANSPORT_VERSION	,	
																				org.apache.axis.transport.http.HTTPConstants.HEADER_PROTOCOL_V10	)	;



	
SOAP要求へのSOAPヘッダーの挿入
生成されたSOAPエージェントのサービス・コードにコードを含めることで、SOAP要求にSOAP
ヘッダーを挿入できます。SOAPエージェントウィザードでサービス・コードを生成すると、
ファイルAGENT_INCLUDE.TXTの内容が生成されたコードに含まれます。
また、メッセージ・ハンドラーを使用してメッセージにSOAPヘッダーを追加することもできま
す。「SOAPエージェントメッセージ・ハンドラー」を参照してください。

	
/*
				SOAPヘッダーを追加する
*/
org.apache.axis.message.SOAPHeaderElement	elementHead	=	new	org.apache.axis.message.SOAPHeaderElement	(	"namespace",	"AuthHeader"	)
	;
	
javax.xml.soap.SOAPElement	elementUserToken	=	elementHead.addChildElement	(	"UserToken"	)	;
	
javax.xml.soap.SOAPElement	elementUserName	=	elementUserToken.addChildElement	(	"UserName"	)	;
elementUserName.addTextNode	(	"username"	)	;
	
javax.xml.soap.SOAPElement	elementPassword	=	elementUserToken.addChildElement	(	"Password"	)	;
elementPassword.addTextNode	(	"password"	)	;
	
stub.setHeader	(	elementHead	)	;
	



2.16	Axisメッセージ・ハンドラー
「SOAPエージェントメッセージ・ハンドラー」を参照してください。
Apache	Axisを使用すると、カスタム・メッセージ・ハンドラーを作成して配布することができ
ます。

これらのハンドラーでは、送信前にSOAP	XMLメッセージに追加処理を行うことができます。
サービスの構成名を決めるには、LOG4Jのログを有効にしてSOAPエージェントサービスを一度
実行します。

	
log4j.logger.org.apache.axis=DEBUG,	FILE
log4j.additivity.org.apache.axis=false
	

LOG4J.TXTファイルでsetTargetService文字列を検索します。括弧内の値が構成サービス名です。

	
[DEBUG]	[message.SOAPBody]	addBodyElement	-	Adding	body	element	to	message...
[DEBUG]	[client.Call]	invoke	-	Enter:	Call::invoke()
[DEBUG]	[axis.MessageContext]	setTargetService	-	MessageContext:	setTargetService
	

構成ファイルに配布サービス・エントリーを追加します。

ハンドラー・タイプの値はカスタムJavaハンドラー・クラスです。
ハンドラー・インスタンスに構成パラメータを渡すこともできます。

	
<service	name="MyServicePort">
		<requestFlow>
				<handler	type="java:com.acme.axis.handler.MyHandler">
						<parameter	name="acme.keyword"	value="value"/>
				</handler>
		</requestFlow>
</service>
	

カスタム・ハンドラー・クラスでは、org.apache.axis.handlers.BasicHandlerクラスを拡張する必要
があります。

	
package	com.acme.axis.handler	;
	
import	org.apache.axis.AxisFault	;
import	org.apache.axis.MessageContext	;
	
import	org.apache.axis.message.PrefixedQName	;



	
import	org.apache.axis.handlers.BasicHandler	;
	
import	org.w3c.dom.Node	;
import	org.w3c.dom.NodeList	;
	
import	javax.xml.soap.Name	;
import	javax.xml.soap.SOAPPart	;
import	javax.xml.soap.SOAPBody	;
import	javax.xml.soap.SOAPElement	;
import	javax.xml.soap.SOAPMessage	;
import	javax.xml.soap.SOAPEnvelope	;
import	javax.xml.soap.SOAPException	;
	
import	javax.xml.rpc.handler.soap.SOAPMessageContext	;
	
public	class	MyHandler	extends	BasicHandler
{
				public	void	invoke	(	MessageContext	messageContext	)	throws	AxisFault
				{
									System.out.println	(	"MyHandler:	invoke"	)	;
	
									String	value	=	(String)getOption	(	"acme.keyword"	)	;
	
									modifyMessage	(	messageContext	)	;
	
				}
}
	



2.17	SOAPエージェントメッセージ・ハンドラー
SOAPエージェントメッセージ・ハンドラー・フレームワークはAxisメッセージ・ハンドラー・
フレームワークの制限をなくすために開発されたもので、要求ハンドラーや応答ハンドラーを追
加する場合にお勧めの方法です。

Apache	Axisメッセージ・ハンドラー・フレームワーク用に開発されたメッセージ・ハンドラー
は、SOAPエージェントメッセージ・ハンドラー・フレームワークで使用できます。
特定のSOAPエージェントサービスにメッセージ・ハンドラーを追加するには、
SOAPAgentService.propertiesファイルに'service.handlers.サービス名'	エントリーを追加します。
SOAPエージェントコマンドOPEN	SERVICE	(サービス名)が実行されると、実行するプログラム
にサービス・クラスとメッセージ・ハンドラー・ファイルが割り当てられます。

	
service.test=com.acme.service.soap.TestService
service.handlers.test=handlers/soapagent-handlers.xml
	

複数のエージェント・サービス構成を1つのファイルに含めることができます。
要求ハンドラーや応答ハンドラーの追加はオプションです。

複数のハンドラー要素を含めることで簡単なメッセージ・ハンドラー・チェーンを作成できま
す。

要求メッセージ・ハンドラーと応答メッセージ・ハンドラーは、すべてのサービス操作または1
つの特定の操作に割り当てることができます。

各ハンドラー要素はゼロ個以上のパラメータ要素で構成できます。

これらのパラメータ要素がインスタンス化され、インスタンス化されたハンドラー・クラスに渡
されます。

パラメータ値の属性に中括弧で囲まれた値がある場合、その値はLANSAフィールド名と仮定さ
れ、LANSAフィールドの値がハンドラーに渡されます。LANSAフィールドをハンドラー・クラ
スで使用できるようにするには、CALLコマンドでSERVICE_EXCHANGE(*FIELD)キーワードを
使用します。

メッセージ・ハンドラー構成

	
<?xml	version="1.0"	encoding="utf-8"?>
	
<services>
	
	<!--	Testサービスのすべての操作にSOAPHeaderHandlerを割り当てる--
>
	<service	name="test">
	
		<request>
				<handler	class="com.acme.axis.handler.SOAPHeaderHandler"/>



		</request>
	
		<response>
				<handler	class="com.acme.axis.handler.SOAPHeaderHandler"/>
		</response>
	
	</service>
	
	<!--	Testサービスのログイン操作にSecurityHandlerと
SOAPHeaderHandlerを割り当てる-->
	<service	name="test"	operation="login">
	
		<request>
				<handler	class="com.acme.axis.handler.SecurityHandler">
						<parameter	name="user"	value="{USER}"/>
						<parameter	name="acme.keyword"	value="ABC"/>
				</handler>
				<handler	class="com.acme.axis.handler.SOAPHeaderHandler"/>
		</request>
	
	</service>
	
</services>
	
メッセージ・ハンドラー・クラスの例

	
package	com.acme.axis.handler	;
	
import	java.io.*	;
	
import	java.util.Vector	;
	
import	org.apache.axis.Message	;
import	org.apache.axis.SOAPPart	;
import	org.apache.axis.AxisFault	;
import	org.apache.axis.MessageContext	;
	
import	org.apache.axis.utils.XMLUtils	;



	
import	org.apache.axis.message.SOAPBody	;
import	org.apache.axis.message.SOAPHeader	;
import	org.apache.axis.message.SOAPEnvelope	;
import	org.apache.axis.message.SOAPBodyElement	;
import	org.apache.axis.message.SOAPHeaderElement	;
import	org.apache.axis.message.MessageElement	;
	
import	org.apache.axis.message.RPCParam	;
import	org.apache.axis.message.RPCElement	;
import	org.apache.axis.message.PrefixedQName	;
	
import	org.apache.axis.description.ParameterDesc	;
	
import	org.apache.axis.encoding.SerializationContext	;
	
import	org.w3c.dom.Node	;
import	org.w3c.dom.Element	;
import	org.w3c.dom.Document	;
import	org.w3c.dom.NodeList	;
	
import	org.w3c.dom.ls.LSOutput	;
import	org.w3c.dom.ls.LSSerializer	;
import	org.w3c.dom.ls.DOMImplementationLS	;
	
import	org.w3c.dom.bootstrap.DOMImplementationRegistry	;
	
import	com.lansa.jsm.JSMTrace	;
import	com.lansa.jsm.JSMCommand	;
import	com.lansa.jsm.JSMResource	;
	
import	com.lansa.jsm.service.ServiceHelper	;
	
public	class	MyHandler	extends	org.apache.axis.handlers.BasicHandler
{
				private	final	static	String	EMPTY_STRING	=	""	;
	
				private	final	static	String	ENCODING_UTF8	=	"UTF-8"	;
	



				private	final	static	String[]	FORM_NAMES	=	{	"",	"FORM_STRING",	"FORM_INPUTSTREAM",	"FORM_SOAPENVELOPE",	"FORM_BYTES",	"FORM_BODYINSTREAM",	"FORM_FAULT",	"FORM_OPTIMIZED"	}	;
	
				private	JSMTrace	m_trace	=	null	;
	
				private	JSMResource	m_serviceResource	=	null	;
	
				public	void	init	()
				{
								/*
												オプション	-	これはBasicHandlerのinitスタブをオーバーライド
する
	
												最初に、initがすべてのハンドラーに対して呼び出される
	
												次に、invokeがすべてのハンドラーに対して呼び出される
	
												最後に、cleanupがすべてのハンドラーに対して呼び出される
	
												以下を使用してハンドラー間で情報を渡すことが可能
	
														MessageContext	-	setProperty	(	String	name,	Object	value	)
	
														MessageContext	-	Object	value	getProperty	(	String	name	)
								*/
				}
	
				public	void	invoke	(	org.apache.axis.MessageContext	messageContext	)	throws	AxisFault
				{
								try
								{
												m_trace	=	(JSMTrace)getOption	(	"jsm.handler.property.trace"	)	;
	
												m_serviceResource	=	(JSMResource)getOption	(	"jsm.handler.property.resource"	)	;
	
												traceOptions	()	;
	
												modifyMessage	(	messageContext	)	;
								}
								catch	(	Exception	e	)



								{
												throw	new	AxisFault	(	"MyHandler:	exception	:	"	+	e.toString	()	)	;
								}
				}
	
				public	void	cleanup	()
				{
								/*
												オプション	-	これはBasicHandlerのcleanupスタブをオーバーライ
ドする
								*/
	
								if	(	m_trace	!=	null	)
								{
												m_trace.println	(	"MyHandler:	cleanup"	)	;
								}
				}
	
				private	final	void	traceOptions	()
				{
								/*
												以下のプロパティはハンドラー・パラメータから生じたもので
ある
								*/
	
								String	value	=	(String)getOption	(	"acme.keyword"	)	;
	
								/*
												以下のプロパティはJSMサービスで提供される
								*/
	
								String	type	=	(String)getOption	(	"jsm.handler.property.type"	)	;
	
								String	service	=	(String)getOption	(	"jsm.handler.property.service"	)	;
	
								String	operation	=	(String)getOption	(	"jsm.handler.property.operation"	)	;
	
								/*
												コマンドを呼び出す



								*/
	
								JSMCommand	command	=	(JSMCommand)getOption	(	"jsm.handler.property.command"	)	;
	
								if	(	m_trace	!=	null	)
								{
												m_trace.println	(	"MyHandler:	invoke"	)	;
	
												m_trace.println	(	"MyHandler:	acme.keyword	:	"	+	value	)	;
	
												m_trace.println	(	"MyHandler:	jsm.handler.property.type	:	"	+	type	)	;
	
												m_trace.println	(	"MyHandler:	jsm.handler.property.service	:	"	+	service	)	;
	
												m_trace.println	(	"MyHandler:	jsm.handler.property.operation	:	"	+	operation	)	;
	
												m_trace.println	(	"MyHandler:	jsm.handler.property.command	:	"	+	command.toString	()	)	;
								}
				}
	
				private	final	void	modifyMessage	(	org.apache.axis.MessageContext	messageContext	)	throws	Exception
				{
								Message	message	=	messageContext.getCurrentMessage	()	;
	
								if	(	message	==	null	)
								{
												throw	new	IllegalArgumentException	(	"no	message	available"	)	;
								}
	
								/*
												トレース・メッセージ	-	出力は内部フォームによって異なる
								*/
	
//								traceMessage	(	message	)	;
	
								/*
												SOAP部分
								*/
	



								SOAPPart	soapPart	=	(SOAPPart)message.getSOAPPart	()	;
	
								int	form	=	soapPart.getCurrentForm	()	;
	
								if	(	m_trace	!=	null	)
								{
												m_trace.println	(	"MyHandler:	current	message	form	:	",	FORM_NAMES[form]	)	;
								}
	
								/*
												SOAPエンベロープ	-	内部フォームがSOAPEnvelopeに変換され
る
								*/
	
								SOAPEnvelope	envelope	=	soapPart.getAsSOAPEnvelope	()	;
	
//								traceEnvelope	(	envelope	)	;
	
								/*
												要求または応答を処理する
								*/
	
								if	(	isRequest	()	)
								{
												modifyHeader	(	envelope	)	;
	
												traceBody	(	envelope	)	;
	
//												setRequestMessage1	(	soapPart	)	;
	
//												setRequestMessage2	(	messageContext	)	;
	
												setRequestMessage3	(	messageContext,	envelope	)	;
	
												return	;
								}
	
								if	(	isResponse	()	)
								{



												setResponseMessage1	(	messageContext	)	;
	
												return	;
								}
				}
	
				private	final	void	modifyHeader	(	SOAPEnvelope	envelope	)	throws	Exception
				{
								Vector	vector	=	envelope.getHeaders	()	;
	
								int	count	=	vector.size	()	;
	
								if	(	m_trace	!=	null	)
								{
												m_trace.println	(	"MyHandler:	header	count	:	"	+	count	)	;
								}
	
								for	(	int	i=0;	i	<	count;	i++	)
								{
												SOAPHeaderElement	element	=	(SOAPHeaderElement)vector.elementAt	(	i	)	;
	
												if	(	m_trace	!=	null	)
												{
																m_trace.println	(	"MyHandler:	soap	header	:	"	+	element.getElementName	()	)	;
												}
								}
	
								if	(	m_trace	!=	null	)
								{
												m_trace.println	(	"MyHandler:	add	header"	)	;
								}
	
								envelope.addHeader	(	createHeader	()	)	;
				}
	
				private	final	SOAPHeaderElement	createHeader	()	throws	Exception
				{
								SOAPHeaderElement	elementHead	=	new	org.apache.axis.message.SOAPHeaderElement	(	"namespace",	"AuthHeader"	)	;
	



								MessageElement	elementSession	=	(MessageElement)elementHead.addChildElement	(	"SessionId"	)	;
	
								elementSession.addTextNode	(	"text"	)	;
	
								elementHead.setActor	(	null	)	;
	
								return	elementHead	;
				}
	
				private	final	boolean	isRequest	()
				{
								String	type	=	(String)getOption	(	"jsm.handler.property.type"	)	;
	
								if	(	type.equals	(	"request"	)	)
								{
												return	true	;
								}
	
								return	false	;
				}
	
				private	final	boolean	isResponse	()
				{
								String	type	=	(String)getOption	(	"jsm.handler.property.type"	)	;
	
								if	(	type.equals	(	"response"	)	)
								{
												return	true	;
								}
	
								return	false	;
				}
	
				private	final	void	setRequestMessage1	(	SOAPPart	soapPart	)	throws	Exception
				{
								/*
												これを最後のメッセージ変更にする必要がある
	
												Message.writeTo	->	SOAPPart.writeToメソッドはバイトをそのま



ま送信する
	
												この方法では、byte[]内容で行われるFORM変換のリスクがある
								*/
	
								if	(	m_trace	!=	null	)
								{
												m_trace.println	(	"Set	request	message	1	using	byte[]"	)	;
								}
	
								byte[]	message	=	"any	content	sent	as	bytes".getBytes	(	ENCODING_UTF8	)	;
	
								soapPart.setCurrentMessage	(	message,	SOAPPart.FORM_BYTES	)	;
				}
	
				private	final	void	setRequestMessage2	(	MessageContext	messageContext	)	throws	Exception
				{
								/*
												この例では、ファイルのバイト内容を使用する
	
												ただし、ドキュメントをbyte[]メモリー内にシリアライズしてい
る
	
												またはSringを作成し、内容の引数として使用する
	
												など..
								*/
	
								if	(	m_trace	!=	null	)
								{
												m_trace.println	(	"Set	request	message	2	using	byte[]	message"	)	;
								}
	
								File	file	=	new	File	(	"ENVELOPE_REQUEST.XML"	)	;
	
								if	(	m_trace	!=	null	)
								{
												m_trace.println	(	"MyHandler:	set	resquest	message	from	external	file	:	"	+	file.getName	()	)	;
								}



	
								//	String	content	=	"<?xml	...."	;
	
								byte[]	content	=	readFile	(	file	)	;
	
								Message	requestMessage	=	new	Message	(	content	)	;
	
								messageContext.setRequestMessage	(	requestMessage	)	;
				}
	
				private	final	void	setRequestMessage3	(	MessageContext	messageContext,	SOAPEnvelope	envelope	)	throws	Exception
				{
								if	(	m_trace	!=	null	)
								{
												m_trace.println	(	"Set	request	message	3	using	document"	)	;
								}
	
								Document	document	=	envelope.getAsDocument	()	;
	
								/*
												ドキュメントを変更する
								*/
	
								byte[]	content	=	serializeDocument	(	document	)	;
	
								Message	requestMessage	=	new	Message	(	content	)	;
	
								messageContext.setRequestMessage	(	requestMessage	)	;
				}
	
				private	final	void	setResponseMessage1	(	MessageContext	messageContext	)	throws	Exception
				{
								/*
												この例では、ファイルのバイト内容を使用する
	
												ただし、ドキュメントをbyte[]メモリー内にシリアライズしてい
る
	
												またはSringを作成し、内容の引数として使用する



	
												など..
								*/
	
								File	file	=	new	File	(	"ENVELOPE_RESPONSE.XML"	)	;
	
								if	(	m_trace	!=	null	)
								{
												m_trace.println	(	"MyHandler:	set	response	message	from	external	file	:	"	+	file.getName	()	)	;
								}
	
								byte[]	content	=	readFile	(	file	)	;
	
								Message	responseMessage	=	new	Message	(	content	)	;
	
								messageContext.setResponseMessage	(	responseMessage	)	;
				}
	
				private	final	byte[]	serializeDocument	(	Document	document	)	throws	Exception
				{
								DOMImplementationRegistry	registry	=	DOMImplementationRegistry.newInstance	()	;
	
								DOMImplementationLS	implementation	=	(DOMImplementationLS)registry.getDOMImplementation	(	"LS"	)	;
	
								LSOutput	output	=	implementation.createLSOutput	()	;
	
								LSSerializer	serializer	=	implementation.createLSSerializer	()	;
	
								ByteArrayOutputStream	outputStream	=	new	ByteArrayOutputStream	(	4096	)	;
	
								output.setEncoding	(	"utf-8"	)	;
	
								output.setByteStream	(	outputStream	)	;
	
								serializer.setNewLine	(	"\n"	)	;
	
								serializer.write	(	document,	output	)	;
	
								return	outputStream.toByteArray	()	;



				}
	
				private	final	void	traceMessage	(	Message	message	)
				{
								if	(	m_trace	==	null	)
								{
												return	;
								}
	
								try
								{
												String	fileName	=	"MYHANDLER_MESSAGE"	+	ServiceHelper.getSequenceLabel	(	m_trace	)	+	".XML"	;
	
												FileOutputStream	outputStream	=	new	FileOutputStream	(	m_trace.createTraceFile	(	fileName	)	)	;
	
												message.writeTo	(	outputStream	)	;
	
												outputStream.close	()	;
								}
								catch	(	Throwable	t	)
								{
												m_trace.print	(	t	)	;
								}
				}
	
				private	final	void	traceEnvelope	(	SOAPEnvelope	envelope	)
				{
								if	(	m_trace	==	null	)
								{
												return	;
								}
	
								/*
												これはMessageElement	-	getAsDocumentを使用する
	
															-	getAsDocument
																		-	getAsString
	
												要素をStringに、パーサーをDocumentに変換する



								*/
	
								try
								{
												Document	document	=	envelope.getAsDocument	()	;
	
												DOMImplementationRegistry	registry	=	DOMImplementationRegistry.newInstance	()	;
	
												DOMImplementationLS	implementation	=	(DOMImplementationLS)registry.getDOMImplementation	(	"LS"	)	;
	
												LSOutput	output	=	implementation.createLSOutput	()	;
	
												LSSerializer	serializer	=	implementation.createLSSerializer	()	;
	
												String	fileName	=	"MYHANDLER_ENVELOPE"	+	ServiceHelper.getSequenceLabel	(	m_trace	)	+	".XML"	;
	
												FileOutputStream	outputStream	=	new	FileOutputStream	(	m_trace.createTraceFile	(	fileName	)	)	;
	
												output.setEncoding	(	"utf-8"	)	;
	
												output.setByteStream	(	outputStream	)	;
	
												serializer.setNewLine	(	"\n"	)	;
	
												serializer.write	(	document,	output	)	;
	
												outputStream.close	()	;
								}
								catch	(	Throwable	t	)
								{
												m_trace.print	(	t	)	;
								}
				}
	
				private	final	void	traceBody	(	SOAPEnvelope	envelope	)	throws	Exception
				{
								if	(	m_trace	==	null	)
								{
												return	;



								}
	
								SOAPBody	body	=	(SOAPBody)envelope.getBody	()	;
	
								if	(	body	==	null	)
								{
												throw	new	IllegalArgumentException	(	"no	body	available"	)	;
								}
	
								RPCElement	operation	=	getOperation	(	body	)	;
	
								if	(	operation	==	null	)
								{
												throw	new	IllegalArgumentException	(	"no	operation	available"	)	;
								}
	
								m_trace.println	(	"MyHandler:	operation	name		:	"	+	operation.getElementName	()	)	;
	
								traceParameters	(	operation	)	;
				}
	
				private	final	void	traceParameters	(	RPCElement	operation	)	throws	Exception
				{
								if	(	m_trace	==	null	)
								{
												return	;
								}
	
								Vector	vector	=	operation.getParams	()	;
	
								int	count	=	vector.size	()	;
	
								m_trace.println	(	"MyHandler:	parameter	count	:	"	+	count	)	;
	
								for	(	int	i=0;	i	<	count;	i++	)
								{
												RPCParam	parameter	=	(RPCParam)vector.get	(	i	)	;
	
												ParameterDesc	parameterDesc	=	parameter.getParamDesc	()	;



	
												Class	klazz	=	parameterDesc.getJavaType	()	;
	
												m_trace.println	(	"MyHandler:	parameter	name	:	"	+	parameter.getElementName	()	)	;
	
												if	(	klazz.isArray	()	)
												{
																m_trace.println	(	"MyHandler:	parameter	type	:	array	of	"	+	klazz.getComponentType().getName	()	)	;
												}
												else
												{
																m_trace.println	(	"MyHandler:	parameter	type	:	"	+	klazz.getName	()	)	;
												}
								}
				}
	
				private	final	RPCElement	getOperation	(	SOAPBody	body	)
				{
								NodeList	nodeList	=	body.getChildNodes	()	;
	
								if	(	nodeList	==	null	)
								{
												return	null	;
								}
	
								int	count	=	nodeList.getLength	()	;
	
								if	(	count	==	0	)
								{
												return	null	;
								}
	
								for	(	int	i=0;	i	<	count;	i++	)
								{
												Node	node	=	nodeList.item	(	i	)	;
	
												if	(	node	instanceof	RPCElement	)
												{
																return(RPCElement)node	;



												}
								}
	
								return	null	;
				}
	
				private	final	MessageElement	getChildMessageElement	(	MessageElement	element	)
				{
								NodeList	nodeList	=	element.getChildNodes	()	;
	
								if	(	nodeList	==	null	)
								{
												return	null	;
								}
	
								int	count	=	nodeList.getLength	()	;
	
								if	(	count	==	0	)
								{
												return	null	;
								}
	
								for	(	int	i=0;	i	<	count;	i++	)
								{
												Node	node	=	nodeList.item	(	i	)	;
	
												if	(	node	instanceof	RPCElement	)
												{
																return(MessageElement)node	;
												}
	
												if	(	node	instanceof	SOAPBodyElement	)
												{
																return(MessageElement)node	;
												}
	
												if	(	node	instanceof	RPCParam	)
												{
																return(MessageElement)node	;



												}
	
												if	(	node	instanceof	MessageElement	)
												{
																return(MessageElement)node	;
												}
	
												if	(	node	instanceof	javax.xml.soap.SOAPElement	)
												{
																/*
																				インターフェース
																*/
												}
								}
	
								return	null	;
				}
	
				public	final	static	byte[]	readFile	(	File	file	)	throws	IOException
				{
								int	length	=	(int)file.length	()	;
	
								byte[]	content	=	new	byte[length]	;
	
								FileInputStream	inputStream	=	new	FileInputStream	(	file	)	;
	
								inputStream.read	(	content	)	;
	
								inputStream.close	()	;
	
								return	content	;
				}
}
	



2.18	Axis	WS-SecurityとWS-Addressing
「SOAPエージェントメッセージ・ハンドラー」を参照してください。
Axisでは、Apache	WSS4J、XML-Security、WS-Addressingの各プロジェクトを使用することで
WS-Security機能が提供されます。
WS-SecurityとWS-Addressingの機能を使用可能にするには、これらの機能を有効にする必要があ
る特定のサービスに対してAxisクライアント構成ファイルを構成します。
グローバルな構成パラメータenableNamespacePrefixOptimizationをfalseにする必要があるため、プ
ロセスの署名後にXMLは変更されません。

クライアント構成例

	
<?xml	version="1.0"	encoding="utf-8"?>
	
<deployment	name="defaultClientConfig"	xmlns="http://xml.apache.org/axis/wsdd/"	xmlns:java="http://xml.apache.org/axis/wsdd/providers/java">
	
<globalConfiguration>
		<parameter	name="disablePrettyXML"	value="true"/>
		<parameter	name="addressing.sendReplyTo"	value="true"/>
		<parameter	name="enableNamespacePrefixOptimization"	value="false"/>
</globalConfiguration>
	
<service	name="MyServicePort">
		<requestFlow>
				<handler	type="java:com.acme.MyHandler">
						<parameter	name="acme.keyword"	value="value"/>
				</handler>
		</requestFlow>
</service>
	
<service	name="XYZPort">
		<requestFlow>
				<handler	type="java:org.apache.axis.message.addressing.handler.AddressingHandler">
						<!--参照要素は同じ順序で追加される-->
						<parameter	name="referencePropertyNames"
																	value="{Element}
{http://schemas.xmlsoap.org/ws/2004/03/addressing}Action;
																								{Element}
{http://schemas.xmlsoap.org/ws/2004/03/addressing}MessageID;
																								{Element}



{http://schemas.xmlsoap.org/ws/2004/03/addressing}ReplyTo;
																								{Element}
{http://schemas.xmlsoap.org/ws/2004/03/addressing}To;
																								{Element}
{http://schemas.xmlsoap.org/ws/2004/03/addressing}From"/>
				</handler>
				<handler	type="java:org.apache.ws.axis.security.WSDoAllSender">
						<!--アクションの順序が重要。タイムスタンプ署名を行う場合は、
Timestampの次にSignatureを指定する-->
						<parameter	name="action"	value="Timestamp	Signature"/>
						<parameter	name="user"	value="XYZLabel"/>
						<parameter	name="passwordCallbackClass"	value="com.acme.security.PasswordCallback"/>
						<parameter	name="signatureKeyIdentifier"	value="DirectReference"/>
						<parameter	name="signaturePropFile"	value="pki/security.properties"/>
						<parameter	name="timeToLive"	value="300"/>
						<parameter	name="precisionInMilliseconds"	value="false"	/>
						<!--参照要素は同じ順序で追加される-->
						<parameter	name="signatureParts"
																	value="{Element}
{http://schemas.xmlsoap.org/ws/2004/03/addressing}Action;
																								{Element}
{http://schemas.xmlsoap.org/ws/2004/03/addressing}MessageID;
																								{Element}
{http://schemas.xmlsoap.org/ws/2004/03/addressing}ReplyTo;
																								{Element}
{http://schemas.xmlsoap.org/ws/2004/03/addressing}To;
																								{Element}
{http://schemas.xmlsoap.org/ws/2004/03/addressing}From;
																								{Element}{http://docs.oasis-open.org/wss/2004/01/oasis-
200401-wss-wssecurity-utility-1.0.xsd}Timestamp;
																								{Element}
{http://schemas.xmlsoap.org/soap/envelope/}Body"/>
				</handler>
		</requestFlow>
</service>
	
<transport	name="http"	pivot="java:org.apache.axis.transport.http.HTTPSender"/>
<transport	name="java"	pivot="java:org.apache.axis.transport.java.JavaSender"/>
<transport	name="local"	pivot="java:org.apache.axis.transport.local.LocalSender"/>



	
</deployment>
	
最新のWS-Addressingネームスペースは、現在のhttp://schemas.xmlsoap.org/ws/2004/08/addressingで
すが、.Netなどの一部のWebサービス・サーバーではネームスペース
http://schemas.xmlsoap.org/ws/2004/03/addressingが必要になります。
2004/08のネームスペースを2004/03のネームスペースに変更するには、SOAPエージェントウィ
ザードで使用されるAGENT_INCLUDE.TXTファイルに以下のコードを含める必要があります。

	
stub._setProperty	(	org.apache.axis.message.addressing.Constants.ENV_ADDRESSING_NAMESPACE_URI,
																				org.apache.axis.message.addressing.Constants.NS_URI_ADDRESSING_2004_03	)	;
	
パラメータ・ユーザーには、アクションのタイプに応じていくつかの役割を持たせることができ
ます。アクションのいずれかが署名の場合、ユーザー値は指定したキー・ストア・ファイルの
キー・ストアの別名/ラベルになります。秘密鍵のパスワードは、passwordCallbackパラメータで
指定されたカスタム・コールバック・クラスで提供されます。ユーザー値は、コールバック・ク
ラスのインスタンスにIDとして渡されます。
パラメータsignaturePropFileは、署名プロセスで使用されるプロパティ・ファイルを指定しま
す。このファイルは、使用されるキー・ストア・ファイルとキー・ストアのパスワードを指定し
ます。

	
#	
#	Webservice	Security
#
org.apache.ws.security.crypto.provider=org.apache.ws.security.components.crypto.Merlin
org.apache.ws.security.crypto.merlin.keystore.type=pkcs12
org.apache.ws.security.crypto.merlin.file=pki/keystore.pfx
org.apache.ws.security.crypto.merlin.keystore.password=keypassword
#
	
以下の例は、パスワード・コールバック・クラスのテンプレートです。

	
package	com.acme.security	;
	
import		java.io.*	;
	
import	javax.security.auth.callback.Callback	;
import	javax.security.auth.callback.CallbackHandler	;
import	javax.security.auth.callback.UnsupportedCallbackException	;
	



import	org.apache.ws.security.WSPasswordCallback	;
	
public	class	PasswordCallback	implements	CallbackHandler
{
				public	PasswordCallback	()
				{
				}
	
				public	void	handle	(	Callback[]	callbackArray	)	throws	IOException,	UnsupportedCallbackException
				{
								System.out.println	(	"PasswordCallback	handle"	)	;
	
								for	(	int	i	=	0;	i	<	callbackArray.length;	i++	)
								{
												if	(	callbackArray[i]	instanceof	WSPasswordCallback	)
												{
																WSPasswordCallback	callback	=	(WSPasswordCallback)callbackArray[i]	;
	
																int	usage	=	callback.getUsage	()	;
	
																String	identifier	=	callback.getIdentifier	()	;
	
																if	(	usage	==	WSPasswordCallback.UNKNOWN	)
																{
																				System.out.println	(	"UNKNOWN	"	+	identifier	)	;
	
																				continue	;
																}
	
																if	(	usage	==	WSPasswordCallback.DECRYPT	)
																{
																				System.out.println	(	"DECRYPT	"	+	identifier	)	;
	
																				continue	;
																}
	
																if	(	usage	==	WSPasswordCallback.SIGNATURE	)
																{
																				System.out.println	(	"SIGNATURE	"	+	identifier	)	;



	
																				if	(	identifier.equals	(	"XYZLabel"	)	)
																				{
																									/*
																													キー・ストア秘密鍵パスワード
																									*/
	
																									callback.setPassword	(	"keypassword"	)	;
	
																									return	;
																				}
	
																				return	;
																}
	
																if	(	usage	==	WSPasswordCallback.KEY_NAME	)
																{
																				System.out.println	(	"KEY_NAME	"	+	identifier	)	;
	
																				continue	;
																}
	
																if	(	usage	==	WSPasswordCallback.USERNAME_TOKEN	)
																{
																				System.out.println	(	"USERNAME_TOKEN	"		+	identifier	)	;
	
																				if	(	identifier.equals	(	"myuser"	)	)
																				{
																									callback.setPassword	(	"mypassword"	)	;
	
																									return	;
																				}
	
																				return	;
																}
	
																if	(	usage	==	WSPasswordCallback.USERNAME_TOKEN_UNKNOWN	)
																{
																				System.out.println	(	"USERNAME_TOKEN_UNKNOWN	"	+	identifier	)	;



	
																				continue	;
																}
	
																if	(	usage	==	WSPasswordCallback.SECURITY_CONTEXT_TOKEN	)
																{
																				System.out.println	(	"SECURITY_CONTEXT_TOKEN	"	+	identifier	)	;
	
																				continue	;
																}
												}
								}
	
								throw	new	java.io.IOException	(	"PasswordCallback:	unrecognized	password	callback	instance	or	callback	usage"	)	;
				}
}
	



2.19	REST	(Representational	State	Transfer)
RESTとは、HTTPやXMLテクノロジに基づくアーキテクチャ・スタイルです。
JSMDirectとJSMProxyを使用してRESTスタイルのWebサービスを開発できます。
ApacheのHTTP	Server	URL書き換え機能を使用して、JSMDirectとJSMProxyのURLをRESTのリ
ソース・スタイルのURLにマッピングします。
REST	Webサービスの特徴

									クライアント・サーバー：プル型対話スタイル

									ステートレス：クライアントからサーバーへの各要求には、その要求の理解に必要なすべ
ての情報を含める必要があります。この要求で、サーバー上に保管されたコンテキストを利
用することはできません。

									キャッシュ：ネットワーク効率を改善するには、応答をキャッシュ対応またはキャッシュ
非対応としてラベル化できるようにしておく必要があります。

									同一のインターフェース：汎用インターフェース(HTTPのGET、POST、PUT、DELETEな
ど)ですべてのリソースにアクセスします。

									名前付きリソース	-	システムはURLを使用して名前が付けられるリソースで構成されま
す。

									相互接続されたリソース表現	-	リソースの表現はURLを使用して相互接続されるため、ク
ライアントはある状態から別の状態に進むことができます。

									層状構成要素	-	パフォーマンスやセキュリティなどをサポートするために、プロキシー・
サーバー、キャッシュ・サーバー、ゲートウェイなどの仲介機能をクライアントとリソース
間に挿入できます。		



2.20	JCE無制限強度のポリシー・ファイル
一部の国ではインポートの制御制限があるため、Java	SDKに付属のJCE管轄ポリシー・ファイル
では「強力な」暗号化を使用できますが、その機能は制限されます。

「無制限強度」バージョンの管轄ポリシー・ファイルは暗号化強度に対する制限がなく、適格国
(大部分の国)に居住するユーザーが使用できます。
Java	SDKに付属する強力な暗号化バージョンをダウンロードし、これを無制限強度バージョン
に置き換えることができます。

JDKのlib/securityディレクトリにある2つのJARファイルlocal_policy.jarとUS_export_policy.jarを更
新する必要があります。

IBMの無制限強度の管轄ポリシー・ファイル
http://www-128.ibm.com/developerworks/java/jdk/security/50
IBMのSDKには強力な(ただし制限されている)管轄ポリシー・ファイルが付属しています。無制
限の管轄ポリシー・ファイルは上記のリンクから入手できます。Zipファイルを解凍し、2つの
JARファイルをJREのjre/lib/security/ディレクトリに配置してください。これらのポリシー・ファ
イルは、IBMで開発されたSDKと一緒に使用されます。同じファイルがバージョン1.4および
バージョン5のSDKに使用されます。
Zipファイルを解凍し、2つのJARファイルを/QIBM/ProdData/Java400/jdk15/lib/security/ディレクト
リに配置してください。

Oracleの無制限強度の管轄ポリシー・ファイル
http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/downloads/index.html
これらのポリシー・ファイルをインストールしない場合、Bouncy	Castleを使用するサービスで以
下の例外が投げられます。

java.io.IOException:exception	unwrapping	private	key	-	java.security.InvalidKeyException:Illegal	key	size

http://www-128.ibm.com/developerworks/java/jdk/security/50
http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/downloads/index.html


3.	Java	Service	Managerクライアント
LANSA	RDMLクライアント
LANSA	RDMLXクライアント
ILE	RPGクライアント
ILE	RPGXクライアント
トレース

コマンド

データ・エリア

リソース・プロパティ	-	スタジオ・セクション
リソース・プロパティ	-	国際化



3.1	LANSA	RDMLクライアント

警告!　RDML	BIF	は256バイトのメッセージとコマンド・パラメータをサポートするよ
う変更されています。
ただし、DCXS882Xサービス・プログラムにバインディングされているILEプログラム
に関しては、まだ255バイトのパラメータを使用するようにしてください。

LANSA	RDMLクライアントがJava	Service	Managerサービスと完全に対話するには、3つの組み込
み関数が必要です。

これらの組み込み関数を使用する場合、同じジョブ内で可能になるのは1つの接続のみです。

JSM_OPEN サービスを
開く

JSM_COMMAND コマンドを
送信する

JSM_CLOSE サービスを
終了する

LANSA開発者は、JSMサービスで提供されるコマンドの使用方法を理解するだけで構いませ
ん。

LANSA	RDMLファンクションの構造全体は同じになります。
ファンクションは以下の操作を実行します。

									Java	Service	Managerへの接続を開く

									サービスをロードするコマンドを発行する

									サービスでサポートされるコマンドを実行する

									サービスをアンロードするコマンドを発行する

									Java	Service	Managerへの接続を閉じる



3.1.1	JSM_OPEN
JSM_OPEN組み込み関数は、必ず最初に実行されます。JSMクライアントとJava	Service	Manager
との接続や、サービスのスレッドの開始に使用されます。各クライアントには独自のスレッドが
あります。

構文：
引数

No タイ
プ

必須
省略可

説明 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 省略可 サーバー 50 50 	 	

戻り値

No タイ
プ

必須
省略可

説明 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 ステータス 20 20 	 	

2 A 必須 メッセージ 1	 256 	 	

サーバー引数は、接続の場合は省略可です。サーバー引数が指定されていない場合や引数の値に
ブランクが含まれている場合、リモート・ホストとポート番号は、IBM	i	上のデータ・エリア
JSMCLTDTA、またはWindowsやLinux上のjsmcltdta.txtファイルから取得されます。
サーバー引数には以下の値を使用できます。

ホスト:ポー
ト

指定したホストとポートを使用し
ます。

ホスト ホストを使用し、JSMCLTDTAか
らポートを取得します。

:ポート ポートを使用し、JSMCLTDTAか
らホストを取得します。

: JSMCLTDTAからホストとポート
を取得します。

	 JSMCLTDTAからホストとポート
を取得します。

		



JSM_OPENは、JSM_COMMANDの使用前に実行する必要があります。
JSM_OPEN組み込み関数は、DNSルックアップを実行して、ホスト名アドレスを解決します。
ドット区切りのIPアドレスを使用した場合、このDNSルックアップは成功しません。
接続を開く際のJSM_OPEN組み込み関数の速度が遅い場合は、DNSルックアップの問題の可能性
があります。パフォーマンスを改善するには、ローカル・ホスト・テーブルにエントリーを追加
します。

登録されたDNSサーバーが使用可能で適切に実行する場合、TCP/IP接続パフォーマンスを改善で
きます。

TCP/IPドメインの変更
ホスト名検索の優先順位											*LOCAL
ドメイン名サーバー
インターネット・アドレス																				139.130.4.4
																																				203.48.48.13

リストの最初のDNS	(Domain	Name	Server：ドメイン・ネーム・サーバー)が応答しない場合、リ
ストの2番目のDNSサーバーに接続を試みます。2番目のDNSサーバーが応答しない場合は、3番
目のDNSサーバーに接続を試みます。
詳細については、「IBM	i	-	ネットワーク・パフォーマンス」を参照してください。



3.1.2	JSM_COMMAND
JSM_COMMAND組み込み関数は、サービスをロードおよびアンロードする場合や、サービスで
サポートされるコマンドを実行する場合に使用されます。JSM_COMMANDは、JSM_OPENが正
常に完了してからでないと実行できません。

構文：
引数

No タイ
プ

必須
省略可

説明 最小
長さ

最大
長さ

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 コマンド 1	 256 	 	
		
戻り値

No タイ
プ

必須
省略可

説明 最小
長さ

最大
長さ

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 ステータス 20 20 	 	

2 A 必須 メッセージ 1	 256 	 	

3 L 省略可 作業リスト 	 	 	 	
		
サービスがロードされると、サービスに対するコマンドが実行されます。サービスの使用が終わ
ると、そのサービスはアンロードされます。一度にロードできるサービスは1つだけです。「コ
マンド」を参照してください。

JSM_COMMANDには、以下が数多く用意されています。
RDML予約コマンド
RDML予約キーワード
RDML予約フィールド名
サービスの詳細については、「Java	Service	Managerサービス」を参照してください。



RDML予約コマンド
SERVICE_で始まるコマンドやキーワードは予約されています。
例えば、以下のコマンドは予約されています。

	

SERVICE_LOAD SERVICE(サービス
名)	TRACE(オプショ
ン)	TRACE_NAME(名前)

SERVICE_SET TRACE(*CLEAR)
SERVICE_GET PROPERTY(プロパティ)
SERVICE_UNLOAD 	

		
SERVICE_LOADコマンドは、JSMサービス・スレッドに対して、指定したサービス・プログラ
ムをロードしてそのインスタンスを作成するように指示します。一度にロードするサービス・ク
ラスは1つだけです。SERVICE_LOADコマンドは、Javaサービス・プログラマが現在のサービス
で使用される省略値をロードするコードを作成する場所として適しています。

SERVICE_SETコマンドはトレース・ファイルをクリアできるようにします。
SERVICE_GETコマンドでは、関連するサービス・プロパティ・ファイルからキーワード/値のプ
ロパティにアクセスできます。ユーザー定義のキーワード名と現在および将来のLANSA名との
競合を少なくするには、キーワードの前にグローバルな一意の名前を付けます。サービス・プロ
パティのキーワードは大文字/小文字を区別しません。
サービス・プロパティのキーワードの値は、#JSMMSGフィールドに返されます。
キーワードが存在しない場合、NOT_EXISTというステータスが返されます。

例

	
com.acme.property.messagetype=html
#
message.001=Service	successfully	loaded
message.002=Service	successfully	unloaded
message.003=Command	is	not	supported	:
	

SERVICE_UNLOADコマンドは、JSMサービス・スレッドに対して、現在ロードされているサー
ビス・プログラムを無効にして、別のサービスをロードするように指示します。このコマンドは
オプションのため、JSM接続を終了する場合、呼び出す必要はありません(SERVICE_UNLOADコ
マンドは、Javaサービス・プログラマが現在割り当てられているリソースを解放するコードを入
れる場所として適しています)。



RDML予約キーワード
以下のキーワードが予約されています。

SERVICE_LIST
SERVICE_EXCHANGE
TRIM
TRUNCATE
JSM_COMMAND組み込み関数で作業リスト引数を使用する場合、SERVICE_LISTキーワードを
コマンドに含める必要があります。

SERVICE_LISTキーワードは、以下の例に示すように、JSMコマンドに渡されるリスト引数を記
述する場合に使用されます。

	
DEFINE	FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)
DEFINE	FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
DEF_LIST	NAME(#WRKLIST)	FIELDS(#DEPTMENT,#DEPTDESC)	TYPE(*WORKING)
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('RECEIVE	HANDLER(IXML)	XSL(ORDER)	SERVICE_LIST(DEPTMENT,DEPTDESC)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#WRKLIST)
	

注：SERVICE_LISTキーワード・フィールドに接頭辞#は必要ありません。
フィールドのリストが非常に長い場合、JSMコマンド文字列のサイズ制限を超えることがありま
す。この場合、以下の例に示すように、インスタンスのsystemサブディレクトリにある
list.propertiesファイルのエントリーの外部にフィールドのリストを置きます。

	
list.js016.receive01=DEPTMENT,DEPTDESC
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('RECEIVE	HANDLER(IXML)	XSL(ORDER)	SERVICE_LIST(JS016.RECEIVE01)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#WRKLIST)
	

SERVICE_LISTキーワードに含めるエントリーが1つだけの場合、コマンド・パーサーは、この
単一の値がプログラム・フィールドかどうかをチェックします。この値がプログラム・フィール
ドではない場合、値はlist.propertiesファイルで検索値として使用され、フィールド・リスト・エ
ントリーを探します。ファンクション名にドット、さらにコマンドと順序番号を付ける

(JS016.RECEIVE01)命名規則を使用することをお勧めします。これにより、list.properties
ファイルを表示するときにどのプログラムが特定のエントリーを使用しているかを簡単に特定で
きます。

SERVICE_EXCHANGEキーワードは、LANSAファンクション・フィールドの値と現在ロードさ
れているJSMサービスとの交換をトリガーする場合に使用されます。このキーワードでサポート
される値は*FIELDのみです。
LANSA組み込み関数はコマンド文字列に対してスキャンを実行し、以下のパターンを検索しま
す。

	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)
キーワードとその値は上記の例と同じにする必要があります。すべて大文字にして、埋め込みス



ペースは使用しません。



RDML予約フィールド名
JSMCLTDTAデータ・エリアに含まれる接頭辞の値で始まるフィールドは、フィールド・リスト
転送から除外されます。この接頭辞の値は、データ・エリアJSMCLTDTAの位置51〜60を占めま
す。WindowsやLinuxの場合、この接頭辞の値はファイルjsmcltdta.txtでキーワード/値のペアを使
用して設定できます。接頭辞を指定するキーワードはExcludePrefixです(例：
ExcludePrefix=JSM)。
この接頭辞の省略値はJSMです。この接頭辞を使用すると、JSMSTS、JSMMSG、JSMCMDの各
変数をフィールド・リスト転送から除外できます。

詳細については「データ・エリア」を参照してください。



3.1.3	JSM_CLOSE
JSM_CLOSE組み込み関数は、Java	Service	Managerへの接続を終了する場合に使用されます。プ
ログラム的には、ファンクションを終了する前にJSM_CLOSEを使用する方法が適しています。
JSM_CLOSEを実行する場合、SERVICE_UNLOADを実行する必要はありません。
お使いのファンクションでJSMDirectを使用する場合、SERVICE_UNLOADコマンドを使用しな
いでください。最後のコマンドのバイト配列をHTTPクライアントに返すJSM_CLOSEのみを発行
します。

構文：
引数

No タイ
プ

必須
省略可

説明 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

		
戻り値

No タイ
プ

必須
省略可

説明 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 ステータス 20 20 	 	

2 A 必須 メッセージ 1	 256 	 	
		



3.1.4	LANSA	RDMLクライアント・プログラムのサンプル
以下は、JSMへの接続を開いて閉じる非常に簡単なLANSAファンクションです。エラーが発生
した場合、ステータスとメッセージが表示されます。このプログラムはサービスを使用しませ
ん。

RDMLクライアント・アプリケーションの詳しい例については、「クライアント・アプリケー
ションの例」を参照してください。

例1	-	省略値を使用(JSMCLTDTAデータ・エリア)
	
FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)
*
DEFINE	FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)
DEFINE	FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
DEFINE	FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
*
USE	BUILTIN(JSM_OPEN)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
IF	COND('#JSMSTS	*NE	OK')	
DISPLAY	FIELDS(#JSMSTS	#JSMMSG)
ENDIF
*
USE	BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
IF	COND('#JSMSTS	*NE	OK')	
DISPLAY	FIELDS(#JSMSTS	#JSMMSG)
ENDIF
	

例2	-	サーバー引数を使用
	
FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)
*
DEFINE	FIELD(#JSMSRV)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(50)
DEFINE	FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)
DEFINE	FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
DEFINE	FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
*
CHANGE	FIELD(#JSMSRV)	TO('LOCALHOST:4560')
*
USE	BUILTIN(JSM_OPEN)	WITH_ARGS(#JSMSRV)TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
IF	COND('#JSMSTS	*NE	OK')	



DISPLAY	FIELDS(#JSMSTS	#JSMMSG)
ENDIF
*
USE	BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
IF	COND('#JSMSTS	*NE	OK')
DISPLAY	FIELDS(#JSMSTS	#JSMMSG)
ENDIF
	

以下の例は、JSM組み込み関数の使用方法や順序を示しています。これは完全なRDMLファンク
ションではありません。この例では、JSM_OPENがJava	Service	Managerへの接続を開き、スレッ
ドを開始します。

一連のJSM_COMMANDが以下の目的で発行されます。

									FTPServiceサービスをロードする

									ホストに接続する

									指定したユーザー/パスワードを使用してログインする

									ディレクトリ・パスを変更する

									モードをバイナリーに設定する

									ファイルをFTPサイトに入れる

									FTPセッションを終了する

									サービスをアンロードする
JSM_CLOSEで接続を終了します。

	
FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)
	
DEFINE	FIELD(#JSMSRV)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(50)
DEFINE	FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)
DEFINE	FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
DEFINE	FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
	
USE	BUILTIN(JSM_OPEN)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SERVICE_LOAD	SERVICE(FTPSERVICE)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('CONNECT	HOST(LOCALHOST)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('LOGIN	USER(user)	PASSWORD(code)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('CHGDIR	PATH(/JSM)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)



	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('BINARY')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('PUT	FROM(file)	TO(/TMP/DIR/file)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('QUIT')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SERVICE_UNLOAD')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
USE	BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	



3.2	LANSA	RDMLXクライアント
LANSA	RDMLXクライアントがJava	Service	Managerサービスと完全に対話するには、3つの組み
込み関数が必要です。

これらの組み込み関数を使用すると、同じファンクションで複数の同時接続が可能になります。

JSMX_OPEN サービスを
開く

JSMX_COMMAND コマンドを
送信する

JSMX_CLOSE サービスを
終了する

LANSA開発者は、JSMサービスで提供されるコマンドの使用方法を理解するだけで構いませ
ん。

LANSA	RDMLXファンクションの構造全体は同じになります。
ファンクションは以下の操作を実行します。

									Java	Service	Managerへの接続を開く

									サービスをロードするコマンドを発行する

									サービスでサポートされるコマンドを実行する

									サービスをアンロードするコマンドを発行する

									Java	Service	Managerへの接続を閉じる



3.2.1	JSMX_OPEN
JSMX_OPEN組み込み関数は、必ず最初に実行されます。これは、JSMXクライアントとJava
Service	Managerとの接続や、サービスのスレッドの開始に使用されます。各クライアントには独
自のスレッドがあります。

構文：
引数

番
号

タイ
プ

必須
省略可

説明 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 省略可 サーバー 1 50 	 	
		
戻り値

番
号

タイ
プ

必須
省略可

説明 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 ステータス 1 20 	 	

2 A 必須 メッセージ 1 制限な
し

	 	

3 A 必須 接続ハンドル 4 4 	 	
		
サーバー引数は、接続の場合は省略可です。サーバー引数が指定されていない場合や引数の値に
ブランクが含まれている場合、リモートのホストとポート番号は、IBM	i	上のデータ・エリア
JSMCLTDTA、またはWindowsやLinux上のjsmcltdta.txtファイルから取得されます。
サーバー引数には以下の値を使用できます。

ホスト:ポー
ト

指定したホストとポートを使用し
ます。

ホスト ホストを使用し、JSMCLTDTAか
らポートを取得します。

:ポート ポートを使用し、JSMCLTDTAか
らホストを取得します。

: JSMCLTDTAからホストとポート



を取得します。

	 JSMCLTDTAからホストとポート
を取得します。

		
JSMX_OPENを実行してからJSMX_COMMANDを使用してください。
JSMX_OPEN組み込み関数は、DNS検索を実行して、ホスト名アドレスを解決します。ドット区
切りのIPアドレスを使用する場合、このDNS検索はうまくいきません。
接続を開く際にJSMX_OPEN組み込み関数の速度が遅い場合は、DNS検索に問題がある可能性が
あります。パフォーマンスを改善するには、ローカル・ホスト・テーブルにエントリーを追加し
ます。

登録されたDNSサーバーが使用可能で適切に実行する場合、TCP/IP接続のパフォーマンスを改善
できます。

TCP/IPドメインの変更
ホスト名検索の優先順位											*LOCAL
ドメイン名サーバー
インターネット・アドレス																				139.130.4.4
																																				203.48.48.13

リストの最初のDNS	(Domain	Name	Server：ドメイン名サーバー)が応答しない場合、リストの2
番目のDNSサーバーに接続を試みます。2番目のDNSサーバーが応答しない場合は、3番目のDNS
サーバーに接続を試みます。

詳細については、「IBM	i	-	ネットワーク・パフォーマンス」を参照してください。



3.2.2	JSMX_COMMAND
JSMX_COMMAND組み込み関数は、サービスをロードおよびアンロードする場合や、サービス
でサポートされるコマンドを実行する場合に使用されます。JSMX_COMMANDは、
JSMX_OPENが正常に完了してからでないと実行できません。
オプションの作業リスト引数を指定した場合、この作業リストに定義されたフィールドがロード
されたサービスで利用できるようになります。作業リスト引数の指定がない場合、ロードされた
サービスで利用できるフィールドはありません。リスト定義のみを使用して、どのフィールドを
JSMサービスに送信するかを決める場合、このフィールド・リストにエントリーは必要ありませ
ん。

オプションの作業リスト戻り値を指定した場合、その作業リストがロードされたサービスで利用
できるようになります。

構文：
引数

番
号

タイ
プ

必須
省略可

説明 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 接続ハンドル 4 4 	 	

2 A 必須 コマンド 1 制限な
し

	 	

3 L 省略可 フィールド・
リスト

	 	 	 	

		
戻り値

番
号

タイ
プ

必須
省略可

説明 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 ステータス 1 20 	 	

2 A 必須 メッセージ 1 制限な
し

	 	

3 L 省略可 作業リスト 	 	 	 	
		
サービスがロードされると、サービスに対するコマンドが実行されます。サービスの使用が終わ
ると、そのサービスはアンロードされます。一度にロードできるサービスは1つだけです。「コ
マンド」を参照してください。



JSMX_COMMANDには、以下が数多く用意されています。
RDMLX予約コマンド
RDMLX予約キーワード
RDMLX予約フィールド名
サービスの詳細については、「Java	Service	Managerサービス」を参照してください。

技術ノート1
サービスでポストされたHTTP内容を受信するには、SERVICE_LOADコマンドで
SERVICE_CONTENT(*HTTP)キーワードが必要です。
これがSERVICE_CONTENT(*HTTP)キーワードを使用する最初の接続の場合、ポストされた
HTTP内容が読み込まれサービスに送信されます。
この接続がHTTP応答の送信を担当します。
これがSERVICE_CONTENT(*HTTP)キーワードを使用する最初の接続ではない場合、この接続は
HTTP応答の送信のみを担当します。SERVICE_LOADコマンドはHTTP内容を受信しませんが、
HTTPキーワードは受信します。
HTTP応答を担当する接続で接続を終了するJSMX_CLOSEを使用する場合、返されるバイト配列
応答はHTTP応答になります。
HTTP応答を一度に送信できるのは1つの接続のみです。
HTTP内容が読み込まれるのは一度だけです。
HTTP応答が書き込まれるのは一度だけです。
HTTPキーワードは必ずSERVICE_LOADコマンドで送信されます。

シナリオA
#1	JSMX_OPEN	-	接続を開く
#2	JSMX_OPEN	-	接続を開く
#3	JSMX_OPEN	-	接続を開く
#1	JSMX_COMMAND(	"SERVICE_LOAD	SERVICE(xxx)
SERVICE_CONTENT(*HTTP)"	)	-	CGIキーワードを送信する、STDINを
読み込む、所有権を要求する
#2	JSMX_COMMAND(	"SERVICE_LOAD	SERVICE(xxx)"	)	-	CGIキー
ワードを送信する
#3	JSMX_COMMAND(	"SERVICE_LOAD	SERVICE(xxx)
SERVICE_CONTENT(*HTTP)"	)	-	CGIキーワードを送信する、所有権を
転送する
#1	JSMX_CLOSE	-	接続を閉じる
#2	JSMX_CLOSE	-	接続を閉じる
#3	JSMX_CLOSE	-	接続を閉じてSTDOUTを書き出す
シナリオB
#1	JSMX_OPEN	-	接続を開く
#1	JSMX_COMMAND(	"SERVICE_LOAD	SERVICE(xxx)



SERVICE_CONTENT(*HTTP)"	)	-	CGIキーワードを送信する、STDINを
読み込む、所有権を要求する
#1	JSMX_CLOSE	-	接続を閉じてSTDOUTを書き出す
#2	JSMX_OPEN	-	接続を開く
#2	JSMX_COMMAND(	"SERVICE_LOAD	SERVICE(xxx)"	)	-	CGIキー
ワードを送信する
#2	JSMX_CLOSE	-	接続を閉じる
#3	JSMX_OPEN	-	接続を開く
#3	JSMX_COMMAND(	"SERVICE_LOAD	SERVICE(xxx)
SERVICE_CONTENT(*HTTP)"	)	-	CGIキーワードを送信する、所有権を
転送する
#3	JSMX_CLOSE	-	接続を閉じる
技術ノート2
以下のデータ・タイプがサポートされています。他のデータ・タイプを使用する場合、その
フィールドは無視されJSMサービスに渡されません。

TYPE	(*CHAR)
TYPE(*STRING)
TYPE(*TIME)
TYPE(*DATE)
TYPE(*DATETIME)
TYPE(*INT)
TYPE(*DEC)
TYPE(*FLOAT)
TYPE(*PACKED)
TYPE(*SIGNED)
TYPE(*BOOLEAN)



RDMLX予約コマンド
SERVICE_で始まるコマンドやキーワードは予約されています。
例えば、以下のコマンドは予約されています。

	

SERVICE_LOAD SERVICE(サービス
名)	TRACE(オプショ
ン)	TRACE_NAME(名前)

SERVICE_SET TRACE(*CLEAR)
SERVICE_GET PROPERTY(プロパティ)
SERVICE_UNLOAD 	

		
SERVICE_LOADコマンドは、JSMサービス・スレッドに対して、指定したサービス・プログラ
ムをロードしてインスタンス化するように指示します。一度にロードするサービス・クラスは1
つだけです。SERVICE_LOADコマンドは、Javaサービス・プログラマが現在のサービスで使用
される省略値をロードするコードを作成する場所として適しています。

SERVICE_SETコマンドはトレース・ファイルをクリアできるようにします。
SERVICE_GETコマンドでは、関連するサービス・プロパティ・ファイルからキーワード/値のプ
ロパティにアクセスできます。ユーザー定義のキーワード名と現在および将来のLANSA名との
競合を少なくするには、キーワードの前にグローバルな一意の名前を付けます。サービス・プロ
パティのキーワードは大文字/小文字を区別しません。
サービス・プロパティのキーワードの値は、#JSMMSGフィールドに返されます。
キーワードが存在しない場合、NOT_EXISTという状態が返されます。

例

	
com.acme.property.messagetype=html
#
message.001=Service	successfully	loaded
message.002=Service	successfully	unloaded
message.003=Command	is	not	supported	:
	

SERVICE_UNLOADコマンドは、JSMサービス・スレッドに対して、現在ロードされているサー
ビス・プログラムを無効にして、別のサービスをロードするように指示します。このコマンドは
オプションのため、JSM接続を終了する場合、呼び出す必要はありません(SERVICE_UNLOADコ
マンドは、Javaサービス・プログラマが現在割り当てられているリソースを解放するコードを入
れる場所として適しています)。



RDMLX予約キーワード
以下のキーワードが予約されています。

SERVICE_CONTENT
SERVICE_EXCHANGE
TRIM
TRUNCATE
SERVICE_CONTENTキーワードは、LANSAファンクションの内容をロード予定のサービスに交
換するSERVICE_LOADコマンドで使用されます。このキーワードでサポートされる値は*HTTP
のみです。

LANSA組み込み関数はSERVICE_LOADコマンド文字列に対してスキャンを実行し、以下のパ
ターンを検索します。

	SERVICE_CONTENT(*HTTP)
キーワードとその値は上記の例と同じにする必要があります。すべて大文字にして、埋め込みス
ペースは使用しません。

SERVICE_EXCHANGEキーワードは、LANSAファンクション・フィールドの値と現在ロードさ
れているJSMサービスとの交換を行う場合に使用されます。このキーワードでサポートされる値
は*FIELDのみです。
LANSA組み込み関数はコマンド文字列に対してスキャンを実行し、以下のパターンを検索しま
す。

	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)
キーワードとその値は上記の例と同じにする必要があります。すべて大文字にして、埋め込みス
ペースは使用しません。



RDMLX予約フィールド名
JSMCLTDTAデータ・エリアに含まれる接頭辞の値で始まるフィールドは、フィールド・リスト
転送から除外されます。この接頭辞の値は、データ・エリアJSMCLTDTAの位置51〜60を占めま
す。WindowsやLinuxの場合、この接頭辞の値はファイルjsmcltdta.txtでキーワード/値のペアを使
用して設定できます。接頭辞を指定するキーワードはExcludePrefixです(例：
ExcludePrefix=JSM)。
この接頭辞の省略値はJSMです。この接頭辞を使用すると、JSMSTS、JSMMSG、JSMCMDの各
変数をフィールド・リスト転送から除外できます。

詳細については「データ・エリア」を参照してください。



3.2.3	JSMX_CLOSE
JSMX_CLOSE組み込み関数は、Java	Service	Managerへの接続を終了する場合に使用されます。
プログラム的には、ファンクションを終了する前にJSMX_CLOSEを使用する方法が適していま
す。

JSMX_CLOSEを実行する場合、SERVICE_UNLOADを実行する必要はありません。
ファンクションでJSMDirectを使用している場合、SERVICE_UNLOADコマンドを使用しないで
ください。最後のコマンドのバイト配列応答をHTTPクライアントに返すJSM_CLOSEのみを発行
します。

構文：
引数

番
号

タイ
プ

必須
省略可

説明 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 接続ハンドル 4 4 	 	
		
戻り値

番
号

タイ
プ

必須
省略可

説明 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 ステータス 1 20 	 	

2 A 必須 メッセージ 1 制限な
し

	 	

		



3.2.4	LANSA	RDMLXクライアント・プログラムのサンプル
RDMLXクライアント・アプリケーションの例については、「クライアント・アプリケーション
の例」を参照してください。



3.3	ILE	RPGクライアント

警告!　RDML	BIF	は256バイトのメッセージとコマンド・パラメータをサポートするよ
う変更されています。
ただし、DCXS882Xサービス・プログラムにバインディングされているILE	RPGプログ
ラムに関しては、まだ255バイトのパラメータを使用するようにしてください。

ILE	RPGクライアントがJava	Service	Managerサービスと完全にやり取りするには、4つのAPI呼び
出しが必要です。

これらのAPIでは、同じジョブ内に1つの接続のみが可能です。

JSMOPEN サービスを開く

JSMCMD コマンドを送信する

JSMCMDX コマンドとバイト配列を
送信する

JSMCLOSE サービスを終了する
RPG開発者は、JSMサービスで提供されるコマンドの使用方法を理解するだけで構いません。
RPGプログラムの構造全体は同じになります。
プログラムは以下の操作を実行します。

									Java	Service	Managerへの接続を開く

									サービスをロードするコマンドを発行する

									サービスでサポートされるコマンドを実行する

									サービスをアンロードするコマンドを発行する

									Java	Service	Managerへの接続を閉じる
IBM	i	の場合、ILE	RPGクライアント・プログラムをサービス・プログラムDCXS882Xにバイン
ドして、このサービス・プログラムをクライアント・プログラムと一緒に出荷する必要がありま
す。クライアント・プログラムは、データ・エリアJSMCLTDTAとJSMMSGFメッセージ・ファ
イルにも依存します。

例のソース・コードとプログラムの作成方法は、JSMライブラリ(LANSA	Integratorのインストー
ル時に指定)のファイルQRPGLESRCおよびQCLSRCにあります。



3.3.1	JSMOPEN
JSMOPENは必ず最初に実行されます。これは、JSMクライアントとJava	Service	Managerを接続
する場合や、サービスのスレッドを開始する場合に使用されます。各クライアントには独自のス
レッドがあります。

サーバー引数は、接続の場合は省略可です。サーバー引数が指定されていない場合や引数の値に
ブランクが含まれている場合、リモートのホストとポート番号は、IBM	i	のデータ・エリア
JSMCLTDTAから取得されます。
サーバー引数には以下の値を使用できます。

ホスト:ポー
ト

指定したホストとポートを使用し
ます。

ホスト ホストを使用し、JSMCLTDTAか
らポートを取得します。

:ポート ポートを使用し、JSMCLTDTAか
らホストを取得します。

: JSMCLTDTAからホストとポート
を取得します。

	 JSMCLTDTAからホストとポート
を取得します。

		
JSMCMDを使用するには、JSMOPENを実行する必要があります。
JSMOPEN	APIは、DNS検索を実行して、ホスト名アドレスを解決します。ドット区切りのIPア
ドレスを使用する場合、このDNS検索はうまくいきません。
接続を開く際にJSMOPEN	APIの速度が遅い場合は、DNS検索に問題がある可能性があります。
パフォーマンスを改善するには、ローカル・ホスト・テーブルにエントリーを追加します。

登録されたDNSサーバーが使用可能で適切に実行する場合、TCP/IP接続のパフォーマンスを改善
できます。

Change	TCP/IP	Domain
Host	name	search	priority											*LOCAL
Domain	name	server
Internet	address																				139.130.4.4
																																				203.48.48.13

リストの最初のDNS	(Domain	Name	Server：ドメイン名サーバー)が応答しない場合、リストの2
番目のDNSサーバーに接続を試みます。2番目のDNSサーバーが応答しない場合は、3番目のDNS
サーバーに接続を試みます。

詳細については、「IBM	i	-	ネットワーク・パフォーマンス」を参照してください。



3.3.2	JSMCMDおよびJSMCMDX
JSMCMDまたはJSMCMDXは、サービスをロードおよびアンロードする場合や、サービスでサ
ポートされるコマンドを実行する場合に使用されます。JSMCMDまたはJSMCMDXは、
JSMOPENが正常に完了してからでないと実行できません。
JSMCMDXはILEクライアントに対してのみ使用できます。JSMCMDXを使用すると、変数の内
容をコマンド文字列とともに送信できます。サービス・プログラマは、JSMCMD	getByteArray()
メソッドを使用して、この変数バイト配列(JSMCMDXで送信される)のコピーを利用します。

例

			byte[]	clientData	=	command.getByteArray()	;
2つのAPIは、JSMサービスで返されるバイト配列を取得する場合に使用されます。この配列に
は、サービスに応じてフィールドや作業リストも含まれる場合があります。JSMBYTELNGTH
は、最後に返されたバイト配列の長さをバイト長パラメータに配置します。JSMBYTERECV
は、バイト配列の内容を変数パラメータにコピーします。

バイト配列パラメータは、受信したバイトを入れるのに十分な大きさでなければなりません。

C CALLB 'JSMBYTERECV'
C PARM Details

	 	
JSMCMDX	APIで送信されるコマンド文字列は、クライアント・エンコーディングからUnicode
に変換されます。

バイト配列は変換されず、未処理のサービスに渡されます。

RPGを使用する単一または複数のオカレンス・データ構造を送信するには、「RPGデータ構造」
を参照してください。

サービスがロードされると、サービスに対するコマンドが実行されます。サービスの使用が終わ
ると、そのサービスはアンロードされます。一度にロードできるサービスは1つだけです。「コ
マンド」を参照してください。

JSMCMDXまたはJSMCMDXのAPIには、以下のコマンドやキーワードが数多くあります。
RPG予約コマンド
RPG予約キーワード
コマンド・サービスの詳細については、「Java	Service	Managerサービス」を参照してください。



3.3.3	JSMCLOSE
JSMCLOSEは、Java	Service	Managerとの接続を終了する場合に使用されます。プログラム的に
は、ファンクションを終了する前にJSMCLOSEを使用する方法が適しています。
JSMCLOSEを実行する場合、SERVICE_UNLOADを実行する必要はありません。
お使いのファンクションでJSMDirectを使用する場合、SERVICE_UNLOADコマンドを使用しな
いでください。最後のコマンドのバイト配列をHTTPクライアントに返すJSM_CLOSEのみを発行
します。



3.3.4	RPG予約コマンド
SERVICE_で始まるコマンドやキーワードは予約されています。
例えば、以下のコマンドは予約されています。

	

SERVICE_LOAD SERVICE(サービス
名)	TRACE(オプショ
ン)	TRACE_NAME(名前)

SERVICE_SET TRACE(*CLEAR)
SERVICE_GET PROPERTY(プロパティ)
SERVICE_UNLOAD 	

		
SERVICE_LOADコマンドは、JSMサービス・スレッドに対して、指定したサービス・プログラ
ムをロードしてインスタンス化するように指示します。一度にロードするサービス・クラスは1
つだけです。SERVICE_LOADコマンドは、Javaサービス・プログラマが現在のサービスで使用
される省略値をロードするコードを作成する場所として適しています。

SERVICE_SETコマンドはトレース・ファイルをクリアできるようにします。
SERVICE_GETコマンドでは、関連するサービス・プロパティ・ファイルからキーワード/値のプ
ロパティにアクセスできます。ユーザー定義のキーワード名と現在および将来のLANSA名との
競合を少なくするには、キーワードの前にグローバルな一意の名前を付けます。サービス・プロ
パティのキーワードは大文字/小文字を区別しません。
サービス・プロパティのキーワードの値は、#JSMMSGフィールドに返されます。
キーワードが存在しない場合、NOT_EXISTという状態が返されます。

例

	
com.acme.property.messagetype=html
#
message.001=Service	successfully	loaded
message.002=Service	successfully	unloaded
message.003=Command	is	not	supported	:
	

SERVICE_UNLOADコマンドは、JSMサービス・スレッドに対して、現在ロードされているサー
ビス・プログラムを無効にして、別のサービスをロードするように指示します。このコマンドは
オプションのため、JSM接続を終了する場合、呼び出す必要はありません(SERVICE_UNLOADコ
マンドは、Javaサービス・プログラマが現在割り当てられているリソースを解放するコードを入
れる場所として適しています)。



3.3.5	RPG予約キーワード
以下のキーワードが予約されています。

SIZE
COUNT
OCCURS
SERVICE_STRUCTURE
TRIM
TRUNCATE



3.3.6	RPGデータ構造
RPGデータ構造サポートにより、RPGプログラムでは、RPGプログラムと現在のJSMサービス間
で単一または複数のオカレンス・データ構造を送受信できます。

RPGプログラムは、JSMサービスにデータ構造を渡すことができます。これらのデータ構造は、
リスト・オブジェクトまたはフィールド・リスト・オブジェクトとして表示されます。

各コマンドでRPGプログラムが渡せるのは、フィールド・リスト・オブジェクトかリスト・オブ
ジェクトだけです。LANSAファンクションは、フィールド・リスト・オブジェクトとリスト・
オブジェクトを両方同時に渡すことができます。

JSMCMDX呼び出しは、データ構造をバイト配列として渡す場合に使用されます。
コマンド・キーワードSERVICE_STRUCTUREがある場合、バイト配列は、他のコマンド・キー
ワードに応じてJSMListまたはJSMFieldListオブジェクトに変換されます。
これらのオブジェクトは、JSMCMDオブジェクトから利用できます。

	
			JSMList	list	=	command.getList	()	;
	
			JSMFieldList	fieldList	=	command.getFieldList	()	;
	

SERVICE_STRUCTUREキーワードがない場合、データー構造にはgetByteArrayメソッドでアクセ
スできます。

	
			byte[]	data	=	command.getByteArray	()	;
	

予約キーワード

									SERVICE_STRUCTURE	(	xxx	)	-	構造を使用する必要がある場合は必須

									OCCURS	(	nnn	)	-	リストの場合は必須

									SIZE	(	nnn	)	-	リストの場合は必須

									COUNT	(	nnn	)	-	リストの場合はオプション。リストに有効エントリー数を指定

リストとしてのデータ構造
JSMサービスに複数のオカレンス・データ構造をリスト・オブジェクトとして送信する場合、プ
ログラマはキーワードOCCURSを含める必要があります。

									OCCURSキーワードでは、リスト内の最大エントリー数を指定します。

									COUNTキーワードでは、リスト内の現在のエントリー数を指定します。省略値はゼロで
す。

									SIZEキーワードは、OCCURSキーワードが使用される場合は必須です。これは、計算され
たエントリー・サイズをチェックする場合に使用されます。

									バイト配列の長さは、SIZE値にOCCURS値を掛けた値に等しくなければなりません。

フィールド・リストとしてのデータ構造



JSMサービスにデータ構造をフィールド・リスト・オブジェクトとして送信する場合、プログラ
マはCOUNT、OCCURS、SIZEの各キーワードを使用する必要はありません。

									COUNTキーワード値の省略値は1です。

									OCCURSキーワード値の省略値は1です。

									バイト配列の長さは、計算された構造サイズに等しくなければなりません。

構造のレイアウトの決定
SERVICE_STRUCTUREキーワードの値は、systemサブディレクトリにあるstructure.propertiesファ
イルのキー検索として使用されます。

このプロパティ・エントリーの値コンポーネントは、構造レイアウトを定義するXMLファイル
の位置になります。

	
#
#	Java	Service	Managerの構造
#
structure.demoxml.orderhead=structure/demoxml-orderhead.xml
structure.demoxml.orderline=structure/demoxml-orderline.xml
	
構造XMLの例
	
<?xml	version="1.0"	encoding="UTF-8"?>
	
<rdml:structure	xmlns:rdml="http://www.lansa.com/2000/XML/Function">
	
			<rdml:field	name="ORDER"		type="S"	length="10"	/>
			<rdml:field	name="NAME"			type="A"	length="50"	/>
			<rdml:field	name="STREET"	type="A"	length="50"	/>
			<rdml:field	name="CITY"			type="A"	length="50"	/>
			<rdml:field	name="STATE"		type="A"	length="5"	/>
			<rdml:field	name="ZIP"				type="A"	length="5"	/>
	
</rdml:structure>
	

RPGプログラムの例
	
*注文ヘッド
D	ORDERHEAD												DS
D	ORDER							10S	0				INZ(0)



D	NAME								50							INZ('	')
D	STREET						50							INZ('	')
D	CITY								50							INZ('	')
D	STATE							5								INZ('	')
D	ZIP									5								INZ('	')
D	HEADSIZE				C								%SIZE(ORDERHEAD)
	
*注文行、10行まで
D	ORDERLINE			DS							OCCURS(10)
D	LINENUM					3S	0					INZ(0)
D	PARTNUM					3S	0					INZ(0)
D	PARTDSC					50							INZ('	')
D	PARTAMT					10P	2				INZ(0)
D	PARTQTY					3P	0					INZ(0)
D	LINEELEM				C								%ELEM(ORDERLINE)
D	LINESIZE				C								%SIZE(ORDERLINE)
	
このコマンドは、単一フィールド値を受け取り、ORDERHEAD構造に入れます。

RECEIVE	HANDLER(IXML)	XSL(RECEIVEORDER)
SERVICE_STRUCTURE(DEMOXML.ORDERHEAD)
このコマンドは、複数の注文行を受け取り、ORDERLINE構造に入れます。

RECEIVE	HANDLER(IXML)	XSL(RECEIVEORDER)
SERVICE_STRUCTURE(DEMOXML.ORDERLINE)	SIZE(64)
OCCURS(10)
データ構造名が構造XMLファイル内の名前に一致している必要はなく、使用されるのはデー
タ・タイプと位置だけです。

構造XML名は、XSLファイル内のフィールド名と一致している必要があります。
付属のRPG例QRPGLESRC/DEMOXMLでは、データ構造の送受信方法が説明されています。



3.3.7	ILE	RPGクライアント・プログラムのサンプル
ILE	RPGクライアント・アプリケーションの詳しい例については、「クライアント・アプリケー
ションの例」を参照してください。



3.4	ILE	RPGXクライアント
ILE	RPGクライアントがJava	Service	Managerサービスと完全に対話するには、7つのAPI呼び出し
が必要です。

これらのAPIを使用すると、同じジョブ内での複数の接続が可能になります。

JSMX_BEGIN サービス・プログラムの内部状態を初期化
または再初期化する

JSMX_OPEN サービスを開く

JSMX_BINDFLD プログラム・フィールドを接続ハンドルに
バインドする

JSMX_BINDLST プログラム・リストを接続ハンドルにバイ
ンドする

JSMX_COMMAND コマンドを送信する

JSMX_CLOSE サービスを終了する

JSMX_END サービス・プログラムの内部状態を終了お
よび再初期化する

RPG開発者は、JSMサービスで提供されるコマンドの使用方法を理解するだけで構いません。
RPGプログラムの構造全体は同じになります。
プログラムは以下の操作を実行します。

									APIインターフェースを使用して開始する

									Java	Service	Managerへの接続を開く

									サービスをロードするコマンドを発行する

									サービスでサポートされるコマンドを実行する

									サービスをアンロードするコマンドを発行する

									Java	Service	Managerへの接続を閉じる

									APIインターフェースを使用して終了する
IBM	i	の場合、ILE	RPGクライアント・プログラムをサービス・プログラムJSMRPGSRVにバイ
ンドして、このサービス・プログラムをクライアント・プログラムに付属させる必要がありま
す。クライアント・プログラムは、データ・エリアJSMCLTDTAとJSMMSGFメッセージ・ファ
イルにも依存します。

ソース・コード例とプログラムの作成方法は、JSMライブラリ(LANSA	Integratorのインストール
時に指定)のファイルQRPGLESRCおよびQCLSRCにあります。
サービス・プログラムはIBMのCEEGSI	APIを使用して文字入力の長さを決めるため、サービ
ス・プログラムのほとんどのAPI文字列パラメータはどのようなサイズにもなります。接続ハン
ドル・パラメータの文字長は常に4です。



3.4.1	JSMX_BEGIN
JSMX_BEGIN	APIは、処理の論理ユニットでの最初のAPI呼び出しになります。
JSMX_BEGIN	APIは、開いている接続を閉じて割り当てられているリソースを解放することで
サービス・プログラムの内部状態を初期化します。サービス・プログラムの内部状態の適用範囲
はジョブまでになります。

パラメータ

番号 シンボル名 説明

1 JSMXCFG 入力、構造

使用は定義されていません。

2 JSMXLEN 入力、整数10
JSMXCFGの長さ



3.4.2	JSMX_OPEN
JSMX_OPEN	APIは、クライアント・アプリケーションからJava	Service	Managerへの新しい接続
を開く場合に使用されます。クライアントは、JSMX_OPENの複数の呼び出しを行うことで2つ
以上(最大で100)の接続を同時に開くことができます。

パラメータ

番号 シンボル名 説明

1 JSMHDL 出力、文字4
JSMX_OPEN呼び出しは、この接続に割り
当てる接続ハンドルを返します。このハン
ドルは以降のJSMX_COMMANDやその他
のAPI呼び出しで使用され、呼び出しが適
用される接続を特定します。

2 JSMSRV 入力、文字(変数、推奨50)
クライアント・アプリケーションが接続を
開くサーバーを特定します。

3 JSMSTS 出力、文字(変数、推奨20)
JSMサーバーは、このフィールドの操作の
状態を返します。クライアント・アプリ
ケーションはこのフィールドをテストし
て、操作が成功したかどうかを判断できま
す。ほとんどの場合、状態が「OK」であ
れば成功したことになります。

4 JSMMSG 出力、文字(変数、推奨512)
JSMサーバーはこのフィールドの操作に関
するメッセージを返します。例えば、完了
メッセージや、操作が失敗した場合のエ
ラー・メッセージなどです。

サーバー引数は、接続の場合は省略可です。サーバー引数が指定されていない場合や引数の値に
ブランクが含まれている場合、リモートのホストとポート番号は、IBM	i	のデータ・エリア
JSMCLTDTAから取得されます。
サーバー引数には以下の値を使用できます。

ホスト:ポー
ト

指定したホストとポートを使用し
ます。



ホスト ホストを使用し、JSMCLTDTAか
らポートを取得します。

:ポート ポートを使用し、JSMCLTDTAか
らホストを取得します。

: JSMCLTDTAからホストとポート
を取得します。

	 JSMCLTDTAからホストとポート
を取得します。

		
JSMX_OPENを実行してからJSMX_COMMANDを使用してください。
JSMX_OPEN組み込み関数は、DNS検索を実行して、ホスト名アドレスを解決します。ドット区
切りのIPアドレスを使用する場合、このDNS検索はうまくいきません。
接続を開く際にJSMX_OPEN組み込み関数の速度が遅い場合は、DNS検索に問題がある可能性が
あります。パフォーマンスを改善するには、ローカル・ホスト・テーブルにエントリーを追加し
ます。

登録されたDNSサーバーが使用可能で適切に実行する場合、TCP/IP接続のパフォーマンスを改善
できます。

TCP/IPドメインの変更
ホスト名検索の優先順位											*LOCAL
ドメイン名サーバー
インターネット・アドレス																				139.130.4.4
																																				203.48.48.13

リストの最初のDNS	(Domain	Name	Server：ドメイン名サーバー)が応答しない場合、リストの2
番目のDNSサーバーに接続を試みます。2番目のDNSサーバーが応答しない場合は、3番目のDNS
サーバーに接続を試みます。

詳細については、「IBM	i	-	ネットワーク・パフォーマンス」を参照してください。



3.4.3	JSMX_BINDFLD
JSMX_BINDFLD	APIはオプションです。これは、フィールド値を以降のJSMX_COMMAND	API
呼び出しで送受信できるように、指定した接続ハンドルにフィールドをバインドする場合に使用
されます。

一度にバインドできるのはフィールドの1セットのみです。そのため、必要なフィールドやその
説明を1つのJSMX_BINDFLD呼び出しに含めてから、そのフィールドや説明が使用される
JSMX_COMAND呼び出しを行ってください。
JSMX_BINDFLD呼び出しは永続的なものではありません。つまり、次のJSMX_COMMAND呼び
出しが完了するまでに限り持続します。

サービス・コマンドでバインドされたフィールドが必要な場合、JSMX_BINDFLDを再度呼び出
してから以降のJSMX_COMMAND	API呼び出しを行ってください(バインドされたリストについ
ても同様です。「JSMX_BINDLST」を参照してください)。
指定した接続ハンドルからフィールドのバインドを解除するには、JSMMETAまたはJSMDATA
パラメータに対してNULL値(ILE	RPGで*OMITを使用)を渡すか、JSMMETASIZEまたは
JSMDATASIZEパラメータに対してゼロ値を渡します。
JSMX_BINDFLD	APIはJSMX_BINDLST	APIとは関係なく機能します。つまり、再現しない
フィールドのセット(JSMX_BINDFLDを使用)またはリスト(JSMX_BINDLSTを使用)、あるいはそ
の両方をバインドできます。

このどちらかあるいは両方を使用する必要があるかどうか、またはどちらも使用しなくて良いか
どうかは、使用しているサービスとサービス・コマンドのファンクションや要件によって異なり
ます。

パラメータ

番号 シンボル名 説明

1 JSMHDL 入力、文字4
JSMX_OPEN呼び出しは、この接続に割
り当てる接続ハンドルを返します。この
ハンドルは以降のJSMX_COMMANDやそ
の他のAPI呼び出しで使用され、呼び出
しが適用される接続を特定します。

2 JSMMETA 入力、構造

JSMDATAで提供されるフィールドの構造
に対応する、ゼロ個以上のフィールドの
メタデータ定義を含むメモリー・ブロッ
クを指定します。JSMDATA内に出現する
フィールドと同じ順序で、JSMDATAで提
供される構造内の各フィールドに1つの
フィールド・メタデータ定義を指定する
必要があります。



各メタデータ・エントリーは以下のよう
にフォーマットする必要があります。
位置				説明
1	-	50							フィールドのシンボル名(50)
この名前はRPGプログラムで使用される
名前と同じでなくても構いません。ただ
し、一部のLANSA	Integratorサービスで
は、シンボル名がサービスで予想される
名前と一致しなくてはなりません。これ
は、外部データとプログラム・フィール
ド間でマッピングを行うXMLサービスや
SOAPサービスなどのサービスに特に当て
はまります。
51											データ・タイプ(1)
サポートされるタイプはA、P、Sです。
52	-	58	フィールド・サイズ(7)
文字または桁位置の数です。バイト・サ
イズではありません。
59	-	60						フィールド小数位(2)

3 JSMMETASIZE 入力、整数10
JSMMETAパラメータで提供されるメモ
リー・ブロックのサイズをバイト単位で
指定します。60の倍数にしてください(60
は1つのメタデータ・エントリーのサイ
ズ)。

4 JSMDATA 入力/出力、構造
JSMMETAパラメータで記述される
フィールドを含むメモリー・ブロックを
指定します。
サービスやサービス・コマンドに応じ
て、フィールド値をサービスへの入力ま
たはサービスからの出力(あるいはその両
方)として使用します。サービスからの出
力として使用する場合、JSMはこのパラ
メータで特定されたメモリーに出力
フィールド値を書き込みます。



5 JSMDATASIZE 入力、整数10
JSMDATAパラメータで提供されるメモ
リー・ブロックのサイズをバイト単位で
指定します。通常、JSMMETAパラメー
タで記述されるフィールドのバイト・サ
イズの合計と等しくする必要がありま
す。

6 JSMSTS 出力、文字(変数、推奨20)
JSMサーバーは、このフィールドの操作
の状態を返します。クライアント・アプ
リケーションはこのフィールドをテスト
して、操作が成功したかどうかを判断で
きます。ほとんどの場合、状態が「OK」
であれば成功したことになります。

7 JSMMSG 出力、文字(変数、推奨512)
JSMサーバーはこのフィールドの操作に
関するメッセージを返します。例えば、
完了メッセージや、操作が失敗した場合
のエラー・メッセージなどです。

	



3.4.4	JSMX_BINDLST
JSMX_BINDLST	APIはオプションです。これは、リスト・エントリーを以降の
JSMX_COMMAND	API呼び出しで送受信できるように、指定した接続ハンドルにリストをバイ
ンドする場合に使用されます。

一度にバインドできるリストは1つだけです。JSMX_BINDLST呼び出しを発行してから、リスト
を使用するJSMX_COMMAND呼び出しを行ってください。
JSMX_BINDLST呼び出しは永続的なものではありません。つまり、次のJSMX_COMMAND呼び
出しが完了するまでに限り持続します。

サービス・コマンドでバインドされたリストが必要な場合、JSMX_BINDLSTを再度呼び出して
から以降のJSMX_COMMAND	API呼び出しを行ってください(バインドされたフィールドについ
ても同様です。「JSMX_BINDFLD」を参照してください)。
指定した接続ハンドルからリストのバインドを解除するには、JSMMETAまたはJSMLISTパラ
メータに対してNULL値(ILE	RPGで*OMITを使用)を渡すか、JSMMETASIZEまたはJSMLISTSIZE
パラメータに対してゼロ値を渡します。

JSMX_BINDLST	APIはJSMX_BINDFLD	APIとは関係なく機能します。つまり、再現しない
フィールドのセット(JSMX_BINDFLDを使用)またはリスト(JSMX_BINDLSTを使用)、あるいはそ
の両方をバインドできます。

このどちらかあるいは両方を使用する必要があるかどうか、またはどちらも使用しなくて良いか
どうかは、使用しているサービスとサービス・コマンドのファンクションや要件によって異なり
ます。

パラメータ

番
号	

シンボル名 説明

1 JSMHDL 入力、文字4
JSMX_OPEN呼び出しは、この接続に割
り当てる接続ハンドルを返します。この
ハンドルは以降のJSMX_COMMANDやそ
の他のAPI呼び出しで使用され、呼び出
しが適用される接続を特定します。

2 JSMMETA 入力、構造

JSMLISTで提供されるリストの各エント
リーのフィールド構造に対応する、ゼロ
個以上のフィールドのメタデータ定義を
含むメモリー・ブロックを指定します。
各メタデータ・エントリーは以下のよう
にフォーマットする必要があります。
位置				説明



1	-	50							フィールドのシンボル名(50)
この名前はRPGプログラムで使用される
名前と同じでなくても構いません。ただ
し、一部のLANSA	Integratorサービスで
は、シンボル名がサービスで予想される
名前と一致しなくてはなりません。これ
は、外部データとプログラム・フィール
ド間でマッピングを行うXMLサービスや
SOAPサービスなどのサービスに特に当て
はまります。
51											データ・タイプ(1)
サポートされるタイプはA、P、Sです。
52	-	58						フィールド・サイズ(7)
文字または桁位置の数です。バイト・サ
イズではありません。
59	-	60						フィールド小数位(2)

3 JSMMETASIZE 入力、整数10
JSMMETAパラメータで提供されるメモ
リー・ブロックのサイズをバイト単位で
指定します。60の倍数にしてください(60
は1つのメタデータ・エントリーのサイ
ズ)。

4 JSMLIST 入力/出力、構造
JSMMETAパラメータで記述されるリス
トを含むメモリー・ブロックを指定しま
す。
サービスやサービス・コマンドに応じ
て、リスト・エントリーをサービスへの
入力またはサービスからの出力(あるいは
その両方)として使用します。サービスか
らの出力として使用する場合、JSMはこ
のパラメータで特定されたメモリーに出
力エントリーを書き込みます。
ILE	RPGプログラムでは、通常、リスト
は複数のオカレンス・データ構造として
実装されます。



5 JSMENTRYSIZE 入力、整数10
各リスト・エントリーのサイズを指定し
ます。通常、JSMMETAパラメータで記
述されるフィールドのバイト・サイズの
合計と等しくする必要があります。

6 JSMENTRYCOUNT 入力/出力、整数10
エントリーの場合は、JSMLISTパラメー
タで特定されるリスト内のクライアン
ト・アプリケーションで提供されるエン
トリー数を指定します。クライアント・
アプリケーションでサービス・コマンド
に対するリスト・エントリーを指定しな
い場合、アプリケーションによってゼロ
が指定されます。
返される場合は、サービス・コマンドが
通常指定されたリストにエントリーを書
き込むと、書き込まれたエントリーの数
(JSMENTRYMAXパラメータで指定され
た最大数まで)でこのフィールドを更新し
ます。

7 JSMENTRYMAX 入力、整数10
JSMLISTパラメータで指定されたリスト
に保持できるリスト・エントリーの最大
数を指定します。

8 JSMSTS 出力、文字(変数、推奨20)
JSMサーバーは、このフィールドの操作
の状態を返します。クライアント・アプ
リケーションはこのフィールドをテスト
して、操作が成功したかどうかを判断で
きます。ほとんどの場合、状態が「OK」
であれば成功したことになります。

9 JSMMSG 出力、文字(変数、推奨512)
JSMサーバーはこのフィールドの操作に



関するメッセージを返します。例えば、
完了メッセージや、操作が失敗した場合
のエラー・メッセージなどです。一部の
サービス・コマンドはこのフィールドの
サービスに関連するデータを返します。



3.4.5	JSMX_COMMAND
SMX_COMMAND	APIは、サービスをロードおよびアンロードする場合や、サービスでサポート
されるコマンドを実行する場合に使用されます。

接続ハンドル(JSMHDL)パラメータは、コマンドを実行する接続を特定します。JSMX_OPENを
呼び出して接続ハンドルを最初に取得しておく必要があります。

クライアント・アプリケーションが変数やリストをサービスと交換したい場合、
JSMX_COMMANDを呼び出す前にJSMX_BINDFLD	APIまたはJSMX_BINDLST	API	(あるいはそ
の両方)を呼び出す必要があります。
JSMX_BINDFLD	APIおよびJSMX_BINDLST	APIを使用してバインドされるフィールドやリスト
は、1回のJSMX_COMMAND呼び出しの期間内に限りバインドされた状態になります。

パラメータ

番号 シンボル名 説明

1 JSMHDL 入力、文字4
JSMX_OPEN呼び出しは、この接続に割り
当てる接続ハンドルを返します。このハン
ドルは以降のJSMX_COMMANDやその他
のAPI呼び出しで使用され、呼び出しが適
用される接続を特定します。

2 JSMCMD 入力、文字(変数、推奨512)
ロードされたサービスで実行されるサービ
ス・コマンド、またはサービスをロードあ
るいはアンロードするSERVICE_LOADや
SERVICE_UNLOADコマンドを指定しま
す。

3 JSMSTS 出力、文字(変数、推奨20)
JSMサーバーは、このフィールドの操作の
状態を返します。クライアント・アプリ
ケーションはこのフィールドをテストし
て、操作が成功したかどうかを判断できま
す。ほとんどの場合、状態が「OK」であ
れば成功したことになります。

4 JSMMSG 出力、文字(変数、推奨512)
JSMサーバーはこのフィールドの操作に関
するメッセージを返します。例えば、完了



メッセージや、操作が失敗した場合のエ
ラー・メッセージなどです。一部のサービ
ス・コマンドはこのフィールドのサービス
に関連するデータを返します。

サービスがロードされると、サービスに対するコマンドが実行されます。サービスの使用が終わ
ると、そのサービスはアンロードされます。一度にロードできるサービスは1つだけです。「コ
マンド」を参照してください。

JSMX_COMMANDには、以下が数多く用意されています。
RPGX予約コマンド
RPGX予約キーワード
サービスの詳細については、「Java	Service	Managerサービス」を参照してください。

技術ノート
サービスでポストされたHTTP内容を受信するには、SERVICE_LOADコマンドで
SERVICE_CONTENT(*HTTP)キーワードが必要です。
これがSERVICE_CONTENT(*HTTP)キーワードを使用する最初の接続の場合、ポストされた
HTTP内容が読み込まれサービスに送信されます。
この接続がHTTP応答の送信を担当します。
これがSERVICE_CONTENT(*HTTP)キーワードを使用する最初の接続ではない場合、この接続は
HTTP応答の送信のみを担当します。SERVICE_LOADコマンドはHTTP内容を受信しませんが、
HTTPキーワードは受信します。
HTTP応答を担当する接続で接続を終了するJSMX_CLOSEを使用する場合、返されるバイト配列
応答はHTTP応答になります。
HTTP応答を一度に送信できるのは1つの接続のみです。
HTTP内容が読み込まれるのは一度だけです。
HTTP応答が書き込まれるのは一度だけです。
HTTPキーワードは必ずSERVICE_LOADコマンドで送信されます。

シナリオA
#1	JSMX_OPEN	-	接続を開く
#2	JSMX_OPEN	-	接続を開く
#3	JSMX_OPEN	-	接続を開く
#1	JSMX_COMMAND(	"SERVICE_LOAD	SERVICE(xxx)
SERVICE_CONTENT(*HTTP)"	)	-	CGIキーワードを送信する、STDINを
読み込む、所有権を要求する
#2	JSMX_COMMAND(	"SERVICE_LOAD	SERVICE(xxx)"	)	-	CGIキー
ワードを送信する
#3	JSMX_COMMAND(	"SERVICE_LOAD	SERVICE(xxx)
SERVICE_CONTENT(*HTTP)"	)	-	CGIキーワードを送信する、所有権を
転送する
#1	JSMX_CLOSE	-	接続を閉じる



#2	JSMX_CLOSE	-	接続を閉じる
#3	JSMX_CLOSE	-	接続を閉じてSTDOUTを書き出す
シナリオB
#1	JSMX_OPEN	-	接続を開く
#1	JSMX_COMMAND(	"SERVICE_LOAD	SERVICE(xxx)
SERVICE_CONTENT(*HTTP)"	)	-	CGIキーワードを送信する、STDINを
読み込む、所有権を要求する
#1	JSMX_CLOSE	-	接続を閉じてSTDOUTを書き出す
#2	JSMX_OPEN	-	接続を開く
#2	JSMX_COMMAND(	"SERVICE_LOAD	SERVICE(xxx)"	)	-	CGIキー
ワードを送信する
#2	JSMX_CLOSE	-	接続を閉じる
#3	JSMX_OPEN	-	接続を開く
#3	JSMX_COMMAND(	"SERVICE_LOAD	SERVICE(xxx)
SERVICE_CONTENT(*HTTP)"	)	-	CGIキーワードを送信する、所有権を
転送する
#3	JSMX_CLOSE	-	接続を閉じる



RPGX予約コマンド
SERVICE_で始まるコマンドやキーワードは予約されています。
例えば、以下のコマンドは予約されています。

	

SERVICE_LOAD SERVICE(サービス
名)	TRACE(オプショ
ン)	TRACE_NAME(名前)

SERVICE_SET TRACE(*CLEAR)
SERVICE_GET PROPERTY(プロパティ)
SERVICE_UNLOAD 	

		
SERVICE_LOADコマンドは、JSMサービス・スレッドに対して、指定したサービス・プログラ
ムをロードしてインスタンス化するように指示します。一度にロードするサービス・クラスは1
つだけです。SERVICE_LOADコマンドは、Javaサービス・プログラマが現在のサービスで使用
される省略値をロードするコードを作成する場所として適しています。

SERVICE_SETコマンドはトレース・ファイルをクリアできるようにします。
SERVICE_GETコマンドでは、関連するサービス・プロパティ・ファイルからキーワード/値のプ
ロパティにアクセスできます。ユーザー定義のキーワード名と現在および将来のLANSA名との
競合を少なくするには、キーワードの前にグローバルな一意の名前を付けます。サービス・プロ
パティのキーワードは大文字/小文字を区別しません。
サービス・プロパティのキーワードの値は、#JSMMSGフィールドに返されます。
キーワードが存在しない場合、NOT_EXISTという状態が返されます。

例

	
com.acme.property.messagetype=html
#
message.001=Service	successfully	loaded
message.002=Service	successfully	unloaded
message.003=Command	is	not	supported	:
	

SERVICE_UNLOADコマンドは、JSMサービス・スレッドに対して、現在ロードされているサー
ビス・プログラムを無効にして、別のサービスをロードするように指示します。このコマンドは
オプションのため、JSM接続を終了する場合、呼び出す必要はありません(SERVICE_UNLOADコ
マンドは、Javaサービス・プログラマが現在割り当てられているリソースを解放するコードを入
れる場所として適しています)。



RPGX予約キーワード
以下のキーワードが予約されています。

SERVICE_CONTENT
TRIM
TRUNCATE
SERVICE_CONTENTキーワードは、RPGプログラムの内容をロード予定のサービスに交換する
SERVICE_LOADコマンドで使用されます。このキーワードでサポートされる値は*HTTPのみで
す。

サービス・プログラムはSERVICE_LOADコマンド文字列に対してスキャンを実行し、以下のパ
ターンを検索します。

	SERVICE_CONTENT(*HTTP)
キーワードとその値は上記の例と同じにする必要があります。すべて大文字にして、埋め込みス
ペースは使用しません。



3.4.6	JSMX_CLOSE
JSMX_CLOSE	APIは、クライアント・アプリケーションからJava	Service	Managerへの開いている
接続を閉じます。

接続ハンドル(JSMHDL)パラメータは、どの接続を閉じるかを特定します。

パラメータ

番号 シンボル名 説明

1 JSMHDL 入力、文字4
JSMX_OPEN呼び出しは、この接続に割り
当てる接続ハンドルを返します。このハン
ドルは以降のJSMX_COMMANDやその他
のAPI呼び出しで使用され、呼び出しが適
用される接続を特定します。

2 JSMSTS 出力、文字(変数、推奨20)
JSMサーバーは、このフィールドの操作の
状態を返します。クライアント・アプリ
ケーションはこのフィールドをテストし
て、操作が成功したかどうかを判断できま
す。ほとんどの場合、状態が「OK」であ
れば成功したことになります。

3 JSMMSG 出力、文字(変数、推奨512)
JSMサーバーはこのフィールドの操作に関
するメッセージを返します。例えば、完了
メッセージや、操作が失敗した場合のエ
ラー・メッセージなどです。

	



3.4.7	JSMX_END
このJSMX_END	APIは、処理の論理ユニットでの最後のAPI呼び出しです。
JSMX_END	APIは、開いている接続を閉じて割り当てられているリソースを解放することでサー
ビス・プログラムの内部状態を初期化/ファイナライズします。サービス・プログラムの内部状
態の適用範囲はジョブまでになります。

開いている接続を引き続き使用する場合は、JSM接続が開いている間にこのAPIを呼び出す必要
はありません。

パラメータ
パラメータなし



3.4.8	ILE	RPGXクライアント・プログラムのサンプル
以下のRPGプログラムの例は、HTTPServiceとInboundFIleハンドラーを使用して、HTTPクライア
ント・プログラムにPDFドキュメントを返す状況を示しています。
このプログラムの例には、バインディング・フィールドやバインディング・リストの例も含まれ
ています。これはHTTP応答を送信するタスクには必要ありません。また、SERVICE_UNLOAD
コマンドのコメントが外されているため、SENDコマンドで返されるHTTP応答はJSMX_CLOSE
API呼び出しでHTTPクライアントに返されます。
ILE	RPGXクライアント・アプリケーションの詳しい例については、「クライアント・アプリ
ケーションの例」を参照してください。

例

	
CRTRPGMOD		MODULE(JSMBLD/DEMORPGSRV)	SRCFILE(*LIBL/QCSRC)
	
CRTPGM					PGM(JSMBLD/DEMORPGSRV)	MODULE(*LIBL/DEMORPGSRV)	+
											BNDSRVPGM(*LIBL/JSMRPGSRV)	ACTGRP(*CALLER)
	
					D	FieldDef1							S													60				DIM(6)	CTDATA
					D	FieldDef2							S													60				DIM(3)	CTDATA
					D	ListDef1								S													60				DIM(3)	CTDATA
					D	ListDefSize					S													10I	0	INZ(0)
					D	ListEntSize					S													10I	0	INZ(0)
					D	ListCount							S													10I	0	INZ(0)
					D	ListMaxCount				S													10I	0	INZ(0)
					D	FieldDefSize				S													10I	0	INZ(0)
					D	FieldEntSize				S													10I	0	INZ(0)
						*
					D	JSMHDL										S														4				INZ(*BLANKS)
					D	JSMSRV										S												100				INZ(*BLANKS)
					D	JSMSTS										S													40				INZ(*BLANKS)
					D	JSMMSG										S											4096				INZ(*BLANKS)
					D	JSMCMD										S											2048				INZ(*BLANKS)
					D	ZEROLENGTH						S													10I	0	INZ(0)
						*
					D	FLD1												DS
					D		EMPLOYEE																					50A			INZ('John	Smith')
					D		SURNAME																						30A			INZ('Smith')
					D		SALARY																								7P	2	INZ(30000.50)
					D		AGE																											3S	0	INZ(25)



					D		DATE																											D			DATFMT(*ISO)
					D		DATETIME																							Z
						*
					D	LST1												DS																		OCCURS(10)
					D		EMPNME																							50				INZ('Acme	Corp')
					D		SURNME																							35				INZ('Jones')
					D		GIVENME																						20				INZ('Bill')
						*
						*初期化する
						*
					C																			CALLB(D)		'JSMX_BEGIN'
					C																			PARM																				*OMIT
					C																			PARM																				ZEROLENGTH
						*
						*接続を開く
						*
					C																			CLEAR																			JSMSRV
					C																			EVAL						JSMSRV	=	'LOCALHOST:4560'
					C																			CALLB(D)		'JSMX_OPEN'
					C																			PARM																				JSMHDL
					C																			PARM																				JSMSRV
					C																			PARM																				JSMSTS
					C																			PARM																				JSMMSG
						*
						*フィールドをバインドする
						*
					C																			EVAL						DATE	=	%DATE()
					C																			EVAL						DATETIME	=	%TIMESTAMP()
						*
					C																			EVAL						FieldDefSize		=	%SIZE(FieldDef1:*ALL)
					C																			EVAL						FieldEntSize		=	%SIZE(FLD1)
					C																			CALLB(D)		'JSMX_BINDFLD'
					C																			PARM																				JSMHDL
					C																			PARM																				FieldDef1
					C																			PARM																				FieldDefSize
					C																			PARM																				FLD1
					C																			PARM																				FieldEntSize
					C																			PARM																				JSMSTS
					C																			PARM																				JSMMSG



						*
						*リストをバインドする	-	リスト・カウントを設定する
						*
					C																			EVAL						ListDefSize		=	%SIZE(ListDef1:*ALL)
					C																			EVAL						ListEntSize		=	%SIZE(LST1)
					C																			EVAL						ListCount				=	1
					C																			EVAL						ListMaxCount	=	%ELEM(LST1)
					C																			CALLB(D)		'JSMX_BINDLST'
					C																			PARM																				JSMHDL
					C																			PARM																				ListDef1
					C																			PARM																				ListDefSize
					C																			PARM																				LST1
					C																			PARM																				ListEntSize
					C																			PARM																				ListCount
					C																			PARM																				ListMaxCount
					C																			PARM																				JSMSTS
					C																			PARM																				JSMMSG
						*
						*コマンドを送信する
						*
					C																			CLEAR																			JSMCMD
					C																			EVAL						JSMCMD	=	'SERVICE_LOAD'	+
					C																																						'	SERVICE(HTTPSERVICE)'	+
					C																																						'	SERVICE_CONTENT(*HTTP)'	+
					C																																						'	TRACE(*YES)'
					C																			CALLB(D)		'JSMX_COMMAND'
					C																			PARM																				JSMHDL
					C																			PARM																				JSMCMD
					C																			PARM																				JSMSTS
					C																			PARM																				JSMMSG
						*
						*リストをバインドする	-	リスト・カウントの現在の値を使用する
						*
					C																			EVAL						ListDefSize		=	%SIZE(ListDef1:*ALL)
					C																			EVAL						ListEntSize		=	%SIZE(LST1)
					C																			EVAL						ListMaxCount	=	%ELEM(LST1)
					C																			CALLB(D)		'JSMX_BINDLST'
					C																			PARM																				JSMHDL
					C																			PARM																				ListDef1



					C																			PARM																				ListDefSize
					C																			PARM																				LST1
					C																			PARM																				ListEntSize
					C																			PARM																				ListCount
					C																			PARM																				ListMaxCount
					C																			PARM																				JSMSTS
					C																			PARM																				JSMMSG
						*
						*コマンドを送信する
						*
					C																			CLEAR																			JSMCMD
					C																			EVAL						JSMCMD	=	'SEND'	+
					C																																						'	HANDLER(InboundFile)'	+
					C																													'	FILE(test-input/ValidatingXML.pdf)'	+
					C																																						'	CONTENT(*PDF)'	+
					C																																						'	UACACHE(5)'
					C
					C																			CALLB(D)		'JSMX_COMMAND'
					C																			PARM																				JSMHDL
					C																			PARM																				JSMCMD
					C																			PARM																				JSMSTS
					C																			PARM																				JSMMSG
						*
						*コマンドを送信する
						*
						*																		CLEAR																			JSMCMD
						*																		EVAL						JSMCMD	=	'SERVICE_UNLOAD'
						*																		CALLB(D)		'JSMX_COMMAND'
						*																		PARM																				JSMHDL
						*																		PARM																				JSMCMD
						*																		PARM																				JSMSTS
						*																		PARM																				JSMMSG
						*
						*サービスを終了する
						*
					C																			CALLB(D)		'JSMX_CLOSE'
					C																			PARM																				JSMHDL
					C																			PARM																				JSMSTS
					C																			PARM																				JSMMSG



						*
						*ファイナライズする
						*
					C																			CALLB(D)		'JSMX_END'
						*
					C																			SETON																																								LR
**CTDATA	FieldDef1
EMPLOYEE																																										A000005000
SURNAME																																											A000003000
SALARY																																												P000000702
AGE																																															S000000300
DATE																																														A000001000
DATETIME																																										A000002600
**CTDATA	FieldDef2
EMPLOYEE																																										A000005000
SURNAME																																											A000003500
GIVENAME																																										A000002000
**CTDATA	ListDef1
EMPLOYEE																																										A000005000
SURNAME																																											A000003500
GIVENAME																																										A000002000
	



3.5	C	Clientのエラー・メッセージ
WindowsおよびLinuxの場合、クライアント側エラー応答は、「JSMMSG	nnn」という形式
で3GLプログラムに返されます。nnnは以下に示すいずれかの数字になります。

JSMMSG 記述

847 [ジョブの属性を取得できません。]

848 [ソケットを作成できません。]

849 [サーバーが見つかりません。]

850 [サーバーに接続できません。]

851 [サービスがクローズされました。]

852 [サービスがオープンされていません。]

853 [コマンドを送信できません、接続が終了しまし
た。]

854 [コマンドを送信できません、接続が終了しまし
た。]

855 [バイト配列を送信できません。接続が終了しまし
た。]

856 [プロトコル・プロパティを読めません。]

857 [キーワード・リストを送信できません。接続が終了
しました。]

858 [バイト配列のサイズが	stdout	記憶域の制限を越えま
した。]

859 [作業リストを送信できません。接続が終了しまし
た。]

860 [クライアント情報を送信できません。接続が終了し
ました。]

861 [フィールド・リストを送信できません。接続が終了
しました。]



862 [フィールド・データを送信できません。接続が終了
しました。]

863 [フィールド配列の記憶域を割り振ることができませ
ん。]

864 [フィールド・データの記憶域を割り振ることができ
ません。]

865 [受け取ったステータスの値が長すぎます。]

866 [受け取ったメッセージの値が長すぎます。]

867 [ステータスの値が読めません。]

868 [メッセージの値が読めません。]

869 [バイト配列の記憶域を割り振ることができませ
ん。]

870 [バイト配列を読めません。]

871 [作業リストの記憶域を割り振ることができませ
ん。]

872 [作業リストを読めません。]

873 [フィールド・リストの記憶域を割り振ることができ
ません。]

874 [フィールド・リストを読めません。]

875 [検査を実行するための記憶域を割り振ることができ
ません。]

876 [インバウンドのフィールド・リストの確認に失敗し
ました。]

877 [作業リストを更新できません。]

878 [フィールド・データを更新できません。]

879 [変換の記述を作成できません。]

880 [stbinを読めません。]



3.6	トレース
JSMトレースはかなり広い範囲を対象とします。JSMを使用して最初にアプリケーションの開発
を始める場合、トレース機能の使用方法を把握しておくと非常に便利です。

トレース出力はすべて、JSMインスタンス・ディレクトリの下のtraceサブディレクトリに保管さ
れます。

標準出力と標準エラー：

IBM	i 付属のSTRJSMプログラムを使用する場合、標準出力と
標準エラーがJSMライブラリにあるJSM出力待ち行列に
表示されます。

Windows、
Linux

付属のSTRJSMプログラムを使用する場合、標準出力と
標準エラーは、STDOUT.TXTおよびSTDERR.TXTとし
てJSMインスタンスに保存されます。

トレースが要求されると、現在のJSMインスタンスのトレース・ファイルを受信するためのサブ
ディレクトリが作成されます。このサブディレクトリの名前は、プラットフォームのジョブ/プ
ロセス番号にちなんで付けられます。

CLRJSM	TRACEDIR(*YES)コマンドを使用すると、トレース・ファイルとサブディレクトリを
削除できます。このコマンドは、インスタンスが稼働していないときに実行してください。

マネージャー・トレース

クライアント・コマンド・トレース

サービス・プログラム・トレース

クライアントからのサービス・プログラム・トレース

トレースの開始方法

トレース・ファイルの検索方法

トレース・ファイルの消去方法



3.6.1	マネージャー・トレース
マネージャー・トレースでは、開始するインスタンスの情報をJSMで出力できます。この情報
は、使用中のインスタンス構成パラメータに関するものですが、主な目的は、使用するJVMのプ
ロパティをレポートすることです。

マネージャー・トレースが有効な場合、STDOUTおよびSTDERRは、JSM出力待ち行列のスプー
ル・ファイルではなく、トレース・ファイルSTDOUT.TXTおよびSTDERR.TXTに保存されま
す。Java仮想マシンとインスタンス情報のログは、MANAGER.TXTファイルに記録されます。
マネージャー・トレースを有効にするには、manager.propertiesファイルのtrace.managerキーワー
ドのコメントを外します。

	
					trace.manager=*yes
	

マネージャー・トレースを無効にするには、trace.managerキーワードをコメント化するか、値を
*yesから*noに変更します。
注記：manager.propertiesファイルの変更を有効にするには、JSMを停止してから起動する必要が
あります。JSMが開始すると、マネージャー・プロパティがロードされます。

トレース・ディレクトリ・リストの例

	
ディレクトリ：	/jsm/instance/trace/123456
	
					MANAGER.TXT												STMF
					STDOUT.TXT													STMF
					STDERR.TXT													STMF
					2005-06-22													DIR
	
ディレクトリ：	/jsm/instance/trace/123456/2005-06-22
	
					CLIENT00000001									DIR
					CLIENT00000002									DIR
					CLIENT00000003_NAME				DIR
	



3.6.2	クライアント・コマンド・トレース
クライアント・プログラムからJSMインスタンスに送信されるコマンドをトレースするには、
manager.propertiesファイル内のtrace.transport.address、trace.transport.error.address、
trace.service.address、またはtrace.service.error.addressのキーワードのコメントを外す必要がありま
す。

プロパティtrace.transport.addressは、すべてのサービスの転送トレースを有効にします。
プロパティtrace.transport.error.addressは、すべてのサービスの転送トレースを有効にします。エ
ラーが発生した場合、トレース・ファイルは削除されます。

プロパティtrace.service.addressは、すべてのサービスの転送トレースとサービス・トレースを有
効にします。

プロパティtrace.service.error.addressは、すべてのサービスの転送トレースとサービス・トレース
を有効にします。エラーが発生した場合、トレース・ファイルは削除されます。

このキーワードの形式は以下のようになります。

	
					trace.transport.address=<値>,<値>
					trace.transport.error.address=<値>,<値>
					trace.service.address=<値>,<値>
					trace.service.error.address=<値>,<値>
	

<値>は、トレースが必要なクライアントのIPアドレスです。例えば、以下のようになります。

	
					trace.transport.address=137.76.2.202
					trace.transport.error.address=137.76.2.202
					trace.service.address=137.76.2.202
					trace.service.error.address=137.76.2.202
	

または、*ALLですべてのクライアントがトレースされます。例えば、以下のようになります。

	
					trace.transport.address=*all
					trace.transport.error.address=*all
					trace.service.address=*all
					trace.service.error.address=*all
	

クライアント・プログラムがJSMインスタンスに接続し、転送トレースまたはサービス・トレー
スが有効な場合、トレース・ファイルはJSMインスタンス
のtrace/jobnumber/date/CLIENTnnnnnnnnサブディレクトリに作成されます。
クライアント・ディレクトリ順序番号は、各クライアント・スレッドに昇順に割り当てられる固
有の番号です。

クライアント通信トレース・レコードはTRANSPORT.TXTファイルに書き込まれ、サービス・ト
レース・レコードは、このクライアント・トレース・ディレクトリのSERVICE.TXTファイルに



書き込まれます。

注記：manager.propertiesファイルの変更を有効にするには、JSMを停止してから起動する必要が
あります。JSMが開始すると、マネージャー・プロパティがロードされます。

トレース・ディレクトリ・リストの例

	
ディレクトリ：	/jsm/instance/trace/123456
	
					MANAGER.TXT												STMF
					STDOUT.TXT													STMF
					STDERR.TXT													STMF
					2005-06-22													DIR
	
ディレクトリ：	/jsm/instance/trace/123456/2005-06-22
	
					CLIENT00000001									DIR
					CLIENT00000002									DIR
					CLIENT00000003_NAME				DIR
	
クライアント・トレース・サブディレクトリのファイル・リストの例

	
ディレクトリ：	/jsm/instance/trace/123456/2005-06-22/CLIENT00000001
	
					SERVICE.TXT												STMF
					TRANSPORT.TXT										STMF
	



3.6.3	サービス・プログラム・トレース
サービス・プログラム・トレースを機能させるために、クライアント・コマンド・トレースを有
効にする必要はありません。

クライアント・プログラムで呼び出されるサービス・プログラムのトレースを可能にするには、
service.propertiesファイルにエントリーを追加します。
このエントリーの構造は以下のようになります。

	
					trace.<サービス>=<値>
	

<サービス>はサービス名、<値>は、トレースが必要なクライアントのIPアドレスです。例え
ば、以下のようになります。

	
					trace.FTPService=137.76.2.202
	

または、*ALLでサービスを使用するすべてのクライアントがトレースされます。例えば、以下
のようになります。

	
					trace.FTPService=*all
	

サービス・トレースが有効な場合、JSMTraceオブジェクトはJSMContainerオブジェクトから利用
できます。

通常、このJSMTraceオブジェクトはnullです。トレース・オブジェクトがnullではない場合、関
連するSERVICE.TXTトレース・ファイルにテキスト・メッセージを書き込むことができます。
	
注記：service.propertiesファイルの変更を有効にするには、JSMを停止して起動するか、Java
Service	Manager	コンソールまたはIntegratorスタジオを使用してロードされたサービスを更新する
必要があります。



3.6.4	クライアントからのサービス・プログラム・トレース
クライアント・プログラムからトレースを有効にするには、SERVICE_LOADコマンドでTRACE
キーワードを使用します。

TRACEキーワードに可能な値は以下のとおりです。

									*NO

									*YES

									*ERROR
トレース・オプション*ERRORはトレースを有効にします。サービスがステータスERROR、
FATAL、またはSOAPFAULTをクライアントに返さない場合、トレース・ファイルはJSM	CLOSE
呼び出しで削除されます。

オプションのTRACE_NAMEキーワードを使用すると、クライアントは、クライアント・トレー
ス・サブディレクトリの最後にユーザー定義名を追加できます。

TRACE_NAMEキーワードには、特殊なキーワードの値も使用できます。

									*SERVICE

									*PROCESS

									*FUNCTION

									*JOBNAME

									*JOBUSER

									*JOBNUMBER
サービスのロード中に、以下のコマンドを使用してトレースを有効にすることができます。

	
SERVICE_LOAD	SERVICE(サービス名)	TRACE(オプショ
ン)	TRACE_NAME(名前)
	



3.6.5	トレースの開始方法
トレースは、Java	Service	Managerで使用されるmanager.propertiesファイルとservices.propertiesファ
イルのエントリーで管理されます。トレースを有効および無効にするには、これらのファイルを
編集する必要があります。ファイルの変更を有効にするには、JSMを再起動する必要があること
に注意してください。

実行するトレースのタイプを参照してください。

マネージャー・トレース

クライアント・コマンド・トレース

サービス・プログラム・トレース

クライアントからのサービス・プログラム・トレース



3.6.6	トレース・ファイルの検索方法
トレース出力はすべて、JSMインスタンス・ディレクトリの下のtraceサブディレクトリに保管さ
れます。

トレース・ファイルを表示するには、「IBM	i	のJava	Service	Managerの管理」で説明するJSMメ
ニューのJava	Service	Managerの処理(WRKJSM)オプションを使用します。
関連するサービス・プロパティが有効であれば、JSMを開始するたびに新しいトレース・ディレ
クトリが作成されます。

例えば、JSMジョブ番号が123456の場合、ディレクトリは以下のように表示されます。

/jsm/instance/trace/123456
トレース・ディレクトリ・リストの例

ディレクトリ：	/jsm/instance/trace/123456
					MANAGER.TXT												STMF
					STDOUT.TXT													STMF
					STDERR.TXT													STMF
					2005-06-22													DIR
ディレクトリ：	/jsm/instance/trace/123456/2005-06-22
					CLIENT00000001									DIR
					CLIENT00000002									DIR
					CLIENT00000003_NAME				DIR

クライアント・トレース・サブディレクトリのファイル・リストの例

ディレクトリ：	/jsm/instance/trace/123456/2005-06-22/CLIENT00000001
					SERVICE.TXT												STMF
					TRANSPORT.TXT										STMF

manager	propertiesファイルでトレース・プロパティを変更した場合、その変更を有効にするに
は、JSMを停止して再起動する必要があります。JSMを再起動すると、新しいジョブ番号で開始
し、新しいディレクトリがtraceサブディレクトリに表示されます。
マネージャー・トレースが有効な場合、JSMインスタンスが開始すると、MANAGER.TXT、
STDOUT.TXT、およびSTDERR.TXTファイルがトレースのジョブ番号サブディレクトリに作成
されます。

クライアント・トレースが有効な場合、CLIENTnnnnnnnnディレクトリが作成されます。
nnnnnnnnは連番です。このディレクトリには、JSMクライアント・プログラムで送信される転送
およびコマンド情報が含まれています。SERVICE_LOADコマンドでTRACE_NAMEキーワード
を使用して、このディレクトリ名の末尾にオプションのトレース名を追加できます。

トレース・ファイルを定期的に消去することをお勧めします。「Java	Service	Managerの消去
(CLRJSM)」を参照してください。



3.6.7	トレース・ファイルの消去方法
トレースにより大量のファイルが生成されますが、トレース・ファイルの確認が終了したら、消
去する必要があります。

									IBM	i	の場合、CLRJSM	TRACEDIR(*YES)コマンドを使用して、トレース・ファイルとサ
ブディレクトリを削除できます。	
「Java	Service	Managerの消去(CLRJSM)」を参照してください。

									Windowsの場合、[スタート]、[すべてのプログラム]メニューで[トレースのクリア]を選択
します。
JSMトレースがアクティブな時にこのコマンドを実行しないでください。現在のトレース・
データが失われます。
「WindowsのJava	Service	Manager管理」	のトレースの消去を参照してください。

									Linuxの場合、JSMインスタンスの開始時に-cオプションを使用すると(strjsm	-c)トレース・
ファイルが消去されます。	
Refer	to	Clear	Trace	Directory	in	LinuxのJava	Service	Manager管理	

									Integratorスタジオでもトレース・ファイルを消去できます。
トレース・ファイルを定期的に消去することをお勧めします。



3.7	コマンド
JSMサービスと通信する主な手段として、コマンド文字列を送信します。
コマンド文字列は、コマンド名とゼロ個以上のキーワードで構成されます。

	
COMMAND	KEYWORD1(	VALUE	)	KEYWORD2(	VALUE	)
	

コマンド文字列はJSMサービスで解析されます。

									コマンド名は大文字に変換されます。

									キーワードは大文字に変換されます。

									キーワードの値の大文字/小文字は変更されません。

									キーワードの値の先頭および末尾のブランクは削除されます。

									ブランクの値を含むキーワードは無視されます。

	
二重引用符を使用して、キーワードの値の特別処理が可能です。

値の先頭または末尾のブランクを維持する必要がある場合は、値を二重引用符で囲みます。

値が二重引用符で開始および終了する場合、二重引用符は削除されます。

キーワードの値内の開き括弧や閉じ括弧を保護するには、キーワードの値を二重引用符で囲みま
す。

値に二重引用符が含まれ、文字列全体も二重引用符で囲まれる場合、バックスラッシュで二重引
用符をエスケープします。

キーワードの値 解析された
値

	

KEYWORD	(	) null キーワードは無
視される

KEYWORD	(	""	) 	 空

KEYWORD	(	"				"	) 	 スペース

KEYWORD	(	abc	) abc 	

KEYWORD	(	"abc"	) abc 	

KEYWORD	(	"	abc"	) 		abc 	

KEYWORD	(	ab"c	) ab"c 	

KEYWORD	(	"ab\"c" ab"c 	



)

KEYWORD	(	"a(b)c"
)

a(b)c 	

KEYWORD	(
"a(\"b\")c"	)

a("b")c 	

コマンド文字列がSERVICE.TXTまたはTRANSPORT.TXTトレース・ファイルに印刷される場
合、キーワードのパスワードの値は5つの星(*****)で非表示になります。
コマンド・キーワードがPASSWORDという名前の場合や文字列PASSWORDで終わる場合、キー
ワードの値は非表示になります。

コマンド・キーワードの名前がMASTERの場合、キーワードの値は非表示になります。
以下のコマンド・キーワードの場合、パスワードのコンポーネントが非表示になります。

									SIGNER	(	name:password	)

									KEYSTORE	(	name:password	)

									RECEIVER	(	name:password	)

									RECIPIENT	(	name:password	)
トレース・ファイルにパスワードを表示するには、trace.passwords=*yesプロパティを
manager.propertiesファイルに追加します。
コマンドで送信されたフィールド情報を表示するには、trace.fields=*yesプロパティを
manager.propertiesファイルに追加します。
各JSMクライアントにはさまざまなコマンド機能があります。

RDMLコマンド JSM_COMMAND

RDMLXコマン
ド

JSMX_COMMAND

ILE	RPGXコマ
ンド

JSMX_COMMAND

JSMDirectファンクションが同じプログラム内の複数のサービスにアクセスする必要がある場
合、複数のJSM接続を使用することをお勧めします。
1つのJSM接続が、別のサービスをアンロードおよびロードして複数のサービスを連続して使用
できます。

JSM
OPEN

	 	

	 SERVICE_LOAD	SERVICE(サー
ビス名1)

指定したサービス・プ
ログラムをロードする

	 ユーザー定義コマンド 	



	 SERVICE_UNLOAD サービスをアンロード
する

	 	 	
	 SERVICE_LOAD	SERVICE(サー

ビス名2)
指定したサービス・プ
ログラムをロードする

	 ユーザー定義コマンド 	

	 SERVICE_UNLOAD サービスをアンロード
する(オプション)

JSM
CLOSE

	 	

	
JSMStorageオブジェクトがJSM	OPENとJSM	CLOSE間で持続するため、サービス名1はオブジェ
クトをJSMStorageオブジェクトに入れ、サービス名2は保存されたそのオブジェクトを取得でき
ます。あるいは、サービス間で共有できるファイルに情報を書き込むこともできます。



3.8	データ・エリア
IBM	i	の場合、Java	Service	Managerは2つのデータ・エリアJSMCLTDTAとJSMMGRDTAを使用し
ます。

WindowsやLinuxの場合、これらのデータ・エリアはフラット・ファイルjsmcltdta.txtおよび
jsmmgrdta.txtとして実装されます。ファイルの構造は、キーワード/値のペアを含む行に基づきま
す。先頭が#の行はコメントのため、処理されません。

1.					JSMCLTDTA
JSMCLTDTAデータ・エリアがライブラリ・リストにない場合、省略値のサーバーと接頭辞を除
いたフィールド名はLOCALHOST:4560とJSMに設定されます。
データ・エリアのレイアウトは以下のようになります。

1-50 省略値のホスト名とポート
例：LOCALHOST:4560

51-60 接頭辞を除いたLANSAフィールド名
例：JSM

jsmcltdta.txtファイルが見つからない場合、省略値のサーバーと接頭辞を除いたフィールド名は
LOCALHOST:4560とJSMに設定されます。
このファイルの検索方法は、Visual	LANSAバージョン10とバージョン11以上で異なります。
バージョン10は以下の場所を検索します。

									<ルート・ディレクトリ>\LANSAフォルダー(開発環境内から実行される場合)

									<ルート・ディレクトリ>\X_WIN95\X_LANSA\EXECUTEフォルダー(開発環境以外で実行
される場合)

									パス(環境変数)のあらゆる場所
バージョン11以降は以下の場所を検索します。

									<ルート・ディレクトリ>\X_WIN95\X_LANSAフォルダー
省略値では、jsmcltdta.txtファイルは以下にインストールされます。

									バージョン10：<ルート・ディレクトリ>\X_WIN95\X_LANSA\EXECUTE

									バージョン11以降：<ルート・ディレクトリ>\X_WIN95\X_LANSA

									Linux：<ルート・ディレクトリ>\x_lansa
ファイル・キーワードは以下になります。

DefaultServer 省略値のホスト名とポート
例：DefaultServer=LOCALHOST:4560

ExcludePrefix 接頭辞を除いたLANSAフィールド名
例：ExcludePrefix=JSM

2.					JSMMGRDTA



JSMMGRDTAデータ・エリアは、インストール・プロセス中にJSMインスタンス・ディレクトリ
で更新されます。

データ・エリアのレイアウトは以下のようになります。

1-50 省略値のインスタンス・パス
例：/LANSA_dcxpgmlib

jsmmgrdta.txtファイルは、DefaultInstanceキーワードのエントリーがない状態で出荷されます。
ファイル・キーワードは以下になります。

DefaultInstance 省略値のインスタンス・パス
このキーワードがない場合、省略
値..\JSMInstanceが使用されます。
例：
DefaultInstance=c:\integerator\jsm\instance



3.9	リソース・プロパティ	-	スタジオ・セクション
スタジオ・クライアント・アプリケーションでは、リソース・プロパティ・ファイルのセクショ
ンを編集できます。

スタジオが新しいプロジェクトを作成すると、現在の日時で一意のプロジェクトIDが生成され
ます。

スタジオ・アプリケーションがプロジェクト・エントリーをインスタンス・サーバーに発行する
と、リソース・プロパティ・ファイルは、現在のstudio-projectセクション(id属性で特定)を置き換
え、新しいデータを挿入します。studio-projectセクションが見つからない場合、新しいセクショ
ンがファイルの最後に追加されます。

id="20000000-000000"のstudio-projectセクションはLANSAで予約されています。
studio-projectセクションは、テキスト・エディタを使用して手動で作成できます。以下の例は、
いくつかのオーバーライド・プロパティのエントリーを保持するid="20030101-000000"を含む手
動によるエントリーを示しています。

すべてのプロパティ・ファイルのエントリーは、studio-projectセクション内にあります。アップ
グレード・プロセスでは、セクションの外部にあるエントリーは、studio-project	id="00000000-
000000"	name="unassigned"セクションに配置されます。これらは別のセクションに割り当てられ
るか、削除されます。

以下の例は、付属のmanager.propertiesファイルの下部にセクションが追加された場合を示してい
ます。最後のtcp.port=4562が使用されます。また、マネージャー・トレースとクライアント・ト
レースも有効になっています。LANSA	Integratorがアップグレードされると、アップグレード・
プロセスによりstudio-project	id="20000000-000000"は新しいセクションで置き換えられますが、
プロパティ・ファイルの他のセクションは変わりません。セクションの置き換えは、古いセク
ションの現在の場所で行われるため、セクションの順序は維持されます。

LANSA	Studioセクション内のエントリーを変更せず、ファイルの最後に独自のセクションを追
加する方法が最適です。これらのエントリーは、アップグレード時にそのまま残ります。

#!<studio-project	id="20000000-000000"	name="lansa">
#
#	Java	Service	Managerの構成
#
tcp.port=4560
tcp.backlog=20
tcp.interface=*all
#
#	console.tcp.port=4561
#	console.tcp.backlog=5	
#	console.tcp.interface=*all
#
#	trace.manager=*yes
#	trace.transport.address=*all
#	trace.transport.error.address=*all
#	trace.service.address=*all



#	trace.service.error.address=*all
#
#!</studio-project>
#
#!<studio-project	id="20030101-000000"	name="user-override">
#
tcp.port=4562
tcp.backlog=20
tcp.interface=*all
#
console.tcp.port=4563
console.tcp.backlog=5
console.tcp.interface=*all
#
trace.manager=*yes
trace.service.address=*all
#
#!</studio-project>



3.10	リソース・プロパティ	-	国際化
分散アーキテクチャまたは階層アーキテクチャでJSMを実行する場合、リモート・サーバーはさ
まざまな国にある可能性があります。これらのサーバーでは、特定の地域や言語に対する必要条
件が生じる場合があります。

Java	Service	Managerリソース・ファイルは国際化されています。
リソース・ファイルにはロード階層があります。

basefile.properties
basefile_language.properties
basefile_language_country.properties

各プロパティのエントリー読み込みによって以前のプロパティのエントリーが置き換えられま
す。この置き換えは、同じファイル内の重複キーのエントリー、または以降のロケール・プロパ
ティ・ファイルの重複エントリーが原因で発生します。

ロケールは、クライアント・プログラムで決まります。IBM	i	コンピュータで実行するプログラ
ムによって、エンコードおよびロケール情報がJSMサーバーに提供されます。

例

CCSID 037

LANGUAGEID ENG

COUNTRYID AU
この場合、JSMサーバーは接続を処理するスレッドを作成します。このスレッドは、エンコード
Cp037、ロケールEN_AUを使用します。
エンコードやロケール情報が異なる複数のクライアントを1つのJSMサーバーで処理できます。



4.	Java	Service	ManagerのHTTP拡張
LANSAファンクション/RPGプログラムがインターネット経由の要求で実行される場合(HTTP
サーバーのCGIプログラムで呼び出される場合)、JSMクライアントは、JSMDirectで開始される
LANSAファンクション/RPGプログラムになります。
JSMDirect
JSMProxy
JSMAdmin
LANSAシステムの場所(IBM	i)
LANSAシステムの場所(Windows)
LANSAシステムの場所(Linux)
終了プログラム(IBM	i)
配布(IBM	i)
ログ・ファイル(Windows)
Apacheディレクティブ
Apache	URLの書き換え
Apacheリバース・プロキシー
Apache	SSLサポート
Apacheトレース(IBM	i)
SSLサポート
SSLハンドシェイク
JSM	HTTPサーバー
JSM	Manager、JSMDirect、およびJSMProxyのインストールの詳細については、『Windows	LANSA
インストールガイド』の「その他の機能のインストール	」を参照してください。

its:lansa041.chm::/l4winsb4_0255.htm


4.1	JSMDirect
JSMDirectは、JSMへのHTTPサービス拡張です。
JSMDirectにより、LANSA/RPGプログラムは、WebサービスおよびJVMトランザクションに参加
することができます。

JSMDirectのバージョン番号を表示するには、引数を指定せずにプログラムを呼び出します。
HTMLのバージョン情報を示すページが返されます。

	http://mycompany/cgi-bin/jsmdirect
	http://mycompany/cgi-bin/jsmdirect.exe

JSMDirectを使用する場合、LANSAファンクションを以下のように呼び出すことができます。

	http://mycompany/cgi-bin/jsmdirect?appname
	http://mycompany/cgi-bin/jsmdirect.exe?appname

例えば、ORDERENTRYファンクションを実行するとします。

	http://mycompany/cgi-bin/jsmdirect?orderentry
	http://mycompany/cgi-bin/jsmdirect.exe?orderentry

JSMDIRECTプログラムは、appnameに基づいて実行されるLANSAファンクションを探します。
JSMDirectには、インストールされたHTTPサーバーが必要です。
JSMDirectでは、LANSA	for	the	Webソフトウェアは必要ありません。あるいは使用されません。



4.1.1	WSDLオプション
JSMDirectには、DC@W29またはdc_w29.txt構成ファイルのWSDLファイルの場所列に指定された
ファイルの内容を返す機能があります。

WebサービスのURLに+wsdlパラメータを追加すると、JSMDirectはWebサービスの実行ではなく
ファイルの内容を返します。

例

http://mycompany.com/cgi-bin/jsmdirect?mywebservice+wsdl
ファイル内容はバイナリーとして扱われるため、テキストはUTF-8エンコードになります。
IBM	i	のApache	HTTP	ServerはBINARYモードで実行するように構成する必要があります。
HTML内容を返すことにより、エンド・ユーザーにWSDLの内容だけでなく更に多くの選択肢を
提供することができます。

JSMDirectは以下のファイル拡張子を認識し、適切な内容タイプを使用します。ファイル拡張子
がサポートされていない場合は、内容タイプunknown/unknownが使用されます。

htm text/html;	charset=utf-8

html text/html;	charset=utf-8

xhtml application/xhtml+xml;
charset=utf-8

wsdl application/xml;	charset=utf-8

	 unknown/unknown
WSDLとunknownの内容には、ファイル名を使用したContent-Dispositionヘッダーも含まれている
ため、HTTPブラウザーにはファイルを保存するダイアログのプロンプトが表示されます。

例

Content-Disposition:	attachment;	filename=xxxx
例：HTML
<html>
<head>
<title>MyWebService</title>
</head>
<body>
This	is	MyWebService	in	HTML	format
Use	the	following	link	to	download	the	PDF	documentation<br/>
Use	the	following	link	to	download	the	WSDL	file<br/>
</body>
</html>



例：XHTML
<!DOCTYPE	html	PUBLIC	"-
//W3C//DTD	XHTML	1.0	Transitional//EN"	"http://www.w3.org/TR/xhtml1/DTD/xhtml1-
transitional.dtd">
<html	xmlns="http://www.w3.org/1999/xhtml">
<head>
<title>MyWebService</title>
</head>
<body>
This	is	MyWebService	in	XHTML	format<br/>
Use	the	following	link	to	download	the	PDF	documentation<br/>
Use	the	following	link	to	download	the	WSDL	file<br/>
</body>
</html>



4.1.2	SERVICE_LOAD
JSMクライアントはJSMDirectプログラムで呼び出されたことを認識し、JSMサービス・マネー
ジャーに送信されるSERVICE_LOADコマンドを修正します。
通常、SERVICE_LOADコマンドは以下のようになります。

SERVICE_LOAD SERVICE(サービス名)
	
JSMDirectで呼び出される場合、修正されたSERVICE_LOADコマンドは以下のようになります。

SERVICE_LOAD SERVICE(サービス名)

	 REQUEST-METHOD(メソッド)

	 CONTENT-TYPE(MIMEタイプ)

	 REMOTE-ADDRESS(アドレス)

	 REMOTE-USER(ユーザー)

	 SERVER-NAME(名前)

	 SERVER-PORT(ポート)

	 CGI-INPUT-MODE(モード)

	 CGI-OUTPUT-MODE(モード)

	 CGI-ASCII-CCSID(ccsid)

	 CGI-EBCDIC-CCSID(ccsid)

	 SERVER-SOFTWARE(ソフトウェア)

	 SERVER-PROTOCOL(バージョン)

	 GATEWAY-INTERFACE(バージョン)

	 USER-AGENT(ユーザーエージェント)

	 USER-AGENT-PATH(パス)

	 USER-AGENT-FILE(ファイル)

	 USER-AGENT-LOCALE(ロケール)

	 USER-AGENT-IDENTITY(名前)



	 QUERY-STRING(クエリー文字列)

	 SOAPACTION(soapアクション)

	 COOKIE(cookieデータ)

	 ACCEPT(MIMEタイプ)

	 REFERER(url)

	 DIRECT-VERSION(バージョン)

	 PROXY-VERSION(バージョン)

	 PROXY-SERVER-NAME(名前)

	 PROXY-SERVER-PORT(ポート)

	 PROXY-REMOTE-ADDRESS(アドレス)

	 PROXY-REMOTE-USER(ユーザー)

	 AS2-TO(会社)

	 AS2-FROM(会社)

	 AS2-VERSION(バージョン)

	 FROM(from)

	 DATE(日付)

	 SUBJECT(件名)

	 MESSAGE-ID(メッセージid)

	 DISPOSITION-NOTIFICATION-TO(アドレ
ス)

	 DISPOSITION-NOTIFICATION-
OPTIONS(オプション)

	 RECEIPT-DELIVERY-OPTION(url)
	
情報がファンクションに送信される場合(HTTP要求がPOSTの場合)、その情報(コンテンツ・ペイ
ロード)はバイト配列オブジェクトとしてコマンドで渡されます。
サービス・プログラムは、コマンド・オブジェクトでgetByteArrayメソッドを呼び出してHTTP
POSTコンテンツにアクセスできます。



JSM	CLOSEを実行すると、JSMResponseオブジェクトで返された最後のバイト配列がHTTPユー
ザー・エージェントに送信されます。

HTTPキーワードの値の例を以下に示します。

PROPERTY EXAMPLE	VALUE

USER-AGENT-PATH /upload/data

CONTENT-TYPE テキスト/コンマ区切りの値;
charset=utf-8

CGI-EBCDIC-CCSID 37

CGI-ASCII-CCSID 819

CGI-INPUT-MODE BINARY

CGI	OUTPUT	MODE BINARY

SERVER-PORT 80

USER-AGENT-FILE order.xls

REQUEST-METHOD POST

REMOTE-USER CUST100

USER-AGENT LANSA	Integrator	UserAgent/11.4.0	(ク
ライアント)

REMOTE-ADDRESS 10.2.1.7

SERVER-PROTOCOL HTTP/1.0

QUERY-STRING Order

SERVER-NAME lansa01.lansa.com.au

SERVER-SOFTWARE Apache

USER-AGENT-LOCALE en_AU

USER-AGENT-IDENTITY USERAGENT
	



4.1.3	IBM	i	へのJSMDirectセットアップ
Apacheサーバーは、%%BINARY/MIXED%%、%%BINARY/BINARY%%、またはBINARYモード
でCGIプログラムを実行するように構成できます。
推奨モードはBINARYです。
省略値では、JSMDirect	CGIプログラムはユーザー・プロファイルQTMHHTP1で実行されます。
以下はIBM	Apache	Serverの構成例です。

#	Apache構成	-	JSMサービス
Options	None
Listen	10.2.0.170:1099
ServerRoot	/www/jsmapache
DocumentRoot	/www/jsmapache/htdocs
#	DefaultFsCCSID		37
#	DefaultNetCCSID	819
#	ServerUserID	USERPROFILE
#
LogLevel	Warn
LogCycle	Daily
ErrorLog	logs/error_log
CustomLog	logs/access_log	combined
LogFormat	"%{User-agent}i"	agent
LogFormat	"%{Referer}i	->	%U"	referer
LogFormat	"%{Cookie}n	\"%r\"	%t"	cookie
LogFormat	"%h	%l	%u	%t	\"%r\"	%>s	%b"	common
LogFormat	"%h	%l	%u	%t	\"%r\"	%>s	%b	\"%{Referer}i\"	\"%{User-
Agent}i\""	combined
#
SetEnvIf	"User-Agent"	"Mozilla/2"	nokeepalive
SetEnvIf	"User-Agent"	"JDK/1\.0"	force-response-1.0
SetEnvIf	"User-Agent"	"Java/1\.0"	force-response-1.0
SetEnvIf	"User-Agent"	"RealPlayer	4\.0"	force-response-1.0
SetEnvIf	"User-Agent"	"MSIE	4\.0b2;"	nokeepalive
SetEnvIf	"User-Agent"	"MSIE	4\.0b2;"	force-response-1.0
#
#	StartCGI	1
#	SendBufferSize	32768
#	ReceiveBufferSize	32768
#
#ユーザー名ベースの仮想ホスティング



NameVirtualHost	10.2.0.170
#
<VirtualHost	10.2.0.170>
		#最初の仮想ホストのディレクティブが省略値のホストになる
		#これは、サポートされないまたはホスト名がないIPアドレスの使用
を捕捉する
		#ドキュメントのルート・ディレクトリにアクセスする権限もない
		Options	None
		ServerName	10.2.0.170
		DocumentRoot	/www/jsmapache/htdocs
</VirtualHost>
#
<VirtualHost	10.2.0.170>
		Options	None
		ServerName	LANSA01
		ServerAlias	LANSA01.LANSA.COM.AU
		DocumentRoot	/www/jsmapache/htdocs-site1
		CGIConvMode	BINARY
		ScriptAliasMatch	^/cgi-
bin/jsmproxy(.*)	/qsys.lib/devjsm.lib/jsmproxy.pgm$1
		ScriptAliasMatch	^/cgi-
bin/jsmdirect(.*)	/qsys.lib/devjsm.lib/jsmdirect.pgm$1
		TimeOut	3000
		#
		<Directory	/www/jsmapache/htdocs-site1>
				Options	None
				Order	Allow,Deny
				Allow	from	all
				AllowOverride	None
		</Directory>
		#
		<Directory	/qsys.lib/devjsm.lib>
				Options	None
				Order	Allow,Deny
				Allow	from	all
				AllowOverride	None
				#有効なユーザーが必要
				#認証タイプ	Basic
				#認証名"Restricted	Service"



				#ユーザーID	QTMHHTP1
				#	パスワード・ファイル	%%SYSTEM%%
		</Directory>
</VirtualHost>
#
<VirtualHost	10.2.0.170>
		Options	None
		ServerName	STUDIOADMIN
		DocumentRoot	/www/jsmapache/htdocs-site2
		CGIConvMode	BINARY
		ScriptAliasMatch	^/cgi-
bin/jsmadmin(.*)	/qsys.lib/devjsm.lib/jsmadmin.pgm$1
		#
		<Directory	/www/jsmapache/htdocs-site2>
				Options	None
				Order	Allow,Deny
				Allow	from	all
				AllowOverride	None
		</Directory>
		#
		<Directory	/qsys.lib/devjsm.lib>
				Options	None
				Order	Allow,Deny
				Allow	from	10.2.1.46
				Allow	from	10.2.1.47
				Allow	from	10.2.1.48
				AllowOverride	None
		</Directory>
</VirtualHost>
#
<VirtualHost	10.2.0.170>
		Options	+Includes
		ServerName	LANSA01WEB
		DocumentRoot	/LANSA_xyzpgmlib/webserver/www/htdocs
		ServerUserID	XYZPGMLIB
		CGIConvMode	EBCDIC
		Alias	/images	/LANSA_xyzpgmlib/webserver/images
		ScriptAliasMatch	^/cgi-
bin/lansaweb(.*)	/qsys.lib/xyzcomlib.lib/lansaweb.pgm$1



		TimeOut	3000
		#
		<Directory	/qsys.lib/xyzcomlib.lib>
				Order	Allow,Deny
				Allow	from	all
		</Directory>
		#
		<Directory	/LANSA_xyzpgmlib/webserver/images>
				Order	Allow,Deny
				Allow	from	all
		</Directory>
		#
		<Directory	/LANSA_xyzpgmlib/webserver/www/htdocs>
				Order	Allow,Deny
				Allow	from	all
		</Directory>
</VirtualHost>
#
#グローバル・サーバー・ディレクティブ
#
<Directory	/>
		Options	None
		Order	Allow,Deny
		Deny	from	all
		AllowOverride	None
</Directory>
#
<Directory	/www/jsmapache/htdocs>
		Options	None
		Order	Allow,Deny
		Deny	from	all
		AllowOverride	None
</Directory>



JSMDirect用ファンクション登録
IBM	i	の場合、JSMDirectプログラムは、ファイルDC@W29V1をキー検索し、実行するLANSA
ファンクションを探します。

ホスト名は、要求URLのホスト・コンポーネントです。これは、HTTPプロトコルのホスト・
キーワードで決まります。

URLがhttp://www.lansa.com/cgi-bin/jsmdirectの場合、ホスト名はWWW.LANSA.COM:80になりま
す。

URLがhttp://10.1.2.3/cgi-bin/jsmdirectの場合、ホスト名は10.1.2.3:80になります。
これにより、マルチホーミングが可能になります。IPアドレスwww.lansa.comと10.1.2.3は同じで
すが、HTTPクライアント・プログラムは、HTTPサーバーがwww.lansa.comと10.1.2.3を異なるホ
ストとして扱うことができるようにHTTPプロトコルでホスト名を指定します。
ホスト名*DEFAULTはすべてのホストを表します。
JSMDirectは最初にアプリケーション名とホスト名に対してキー検索を行います。エントリーが
存在しない場合、アプリケーション名と*DEFAULTに対してもう一度キー検索が行われます。
DC@W29ファイルを更新するには、LANSA	Integratorスタジオを使用するか、もしくはファイル
に対してData	File	UtilityまたはSQLコマンドを使用することもできます。
「登録ファイルDC@W29の保守」を参照してください。
ファイルDC@W29の構造：

K W29SRV アプリケー
ション名

実行するアプリケーションを識別す
る名前。URLの一部として入力され
た名前です。

K W29LHO ホスト名 *DEFAULTまたはホスト名:ポートと
して指定されたホスト名

	 W29MOD プロセス LANSAプロセス

	 W29FMT ファンクショ
ン

実行するLANSAファンクション

	 W29P#I 区画 LANSA区画。指定した区画にプロセ
スとファンクションが配置されてい
なければなりません。

	 W29PLN 言語 ファンクションの実行言語

	 W29PGM プログラム 実行する3GLプログラム。3GLプログ
ラムを指定した場合、プロセス、
ファンクション、区画、言語の
フィールドはブランクにします。



	 W29RDX RDMLX RDMLまたはRDMLXファンクション
としてのフラグ・ファンクション

	 W29WSD WSDLパス WSDLファイルの場所

注：言語コードは、IBM	i	DC@W29のファンクション登録ではオプションの値ですが、Windows
のdc_w29.txtでは必須の値になります。DC@W29で言語コードを登録しない場合、LANSAは区
画の省略値言語を使用してサーバー・ファンクションを実行します。dc_w29.txtで言語コードを
登録しないと、JSMDirectはエラーが発生して終了します。

例(プログラム・パラメータを使用しない場合)：
ORDERENTRY			MYCOMPUTER:80			JSERVICE			JS015			WIZ			ENG
ORDERENTRY			*DEFAULT								JSERVICE			JS016			WIZ			ENG



登録ファイルDC@W29の保守
DC@W29登録ファイルを表示または更新するには、LANSA	Integratorスタジオや保守プログラム
DC@P8700を使用します。このファイルを更新するにはData	File	UtilityやSQLコマンドも使用で
きます。

DC@P8700保守プログラムは、対話モードまたはバッチ・モードのいずれかで以下のように呼び
出すことができます。

対話モードで呼び出す場合：
コマンド行で以下のように指定します。

CALL	DC@P8700
バッチ・モードまたは別のプログラムから呼び出す場合：
実行するアクションとサービスを特定するためにパラメータを指定する必要があります。

注：パラメータを指定しない場合、DSPのアクションであると想定されます。
以下は可能なパラメータのリストです。

パラメータ タイプと
長さ

値 説明

Action A(3) DSP	
ADD	
UPD
DLT

サービスを表示します。
サービスを追加します。
サービスを更新します。
サービスを削除します。

Service A(30) 	 サービス名

Host A(80) 	 ホスト名

Return	Code A(2) OK
ER

アクションの実行が成功し
ました。
要求されたアクションでエ
ラーが発生しました。

Type	of	Target A(3) FUN
3GL

ターゲットはプロセス/ファ
ンクションです。
ターゲットはプログラムで
す。

Target A(32) 	 以下のいずれかを含めるこ
とができます。
					プロセス			A(10)
					ファンクション		A(7)	



					区画		A(3)
					言語		A(4)
または
					プログラム		A(32)

RDMLX	Flag A(1) Y
N
ブランク

ターゲットがプロセス/ファ
ンクションの場合
Y=ファンクションは
RDMLX
N=ファンクションは
RDMLXではない
(ブランクは暗黙的にNにな
ります)。

WSDL	Path A(256) 	 WSDLファイルの絶対パス

必要なパラメータはアクション・コードによって異なります。

アクション 必要なパラメータ

DSP Action

ADD Action
Service
Host
Return	Code
Type	of	Target	
Target
RDMLX	Flag
WSDL	Path

UPD Action
Service
Host
Return	Code
Type	of	Target	
Target
RDMLX	Flag
WSDL	Path

DLT Action



Service
Host
Return	Code



JSMDirectプログラムのロジック
									HTTPプロトコルを使用するリモート・クライアント・プログラムはHTTPサーバーに接続
します。

									HTTPサーバーはJSMDIRECTプログラムを実行します(HTTPサーバーのジョブ・ログで
メッセージを確認します)。

									JSMDirectプログラムは引数をチェックして、クライアント・プログラムにHTMLのバー
ジョン情報を示すページを送る引数があるかどうかを確認します。

									JSMDirectプログラムは、EVENTパラメータに値ENTRYが指定された終了プログラム
JSMDRTEXT	(ある場合)を呼び出します。

									JSMDirectプログラムは、サービスの引数の値と、環境変数SERVER_HOSTおよび
SERVER_PORTを使用してDC@W29V1でキー検索を行い、サービスに関連付けられる
LANSAファンクションまたは3GLプログラムを決定します。レコードが見つからない場合、
サービスの引数の値とホストの値*DEFAULTを使用して、もう一度キー検索が行われます。
レコードが見つからない場合、EVENTパラメータがERRnnnn値に設定されたJSMDRTEXTプ
ログラムからエラー・メッセージが返され、ログが記録されます(HTTPサーバーのジョブ・
ログでメッセージを確認します)。

									JSMDirectプログラムは標準入力を読み込みます。

									JSMDirectプログラムは終了プログラムJSMLSAEXT	(ある場合)を呼び出すか、内部的に
LANSAを呼び出します。

									JSMDirectプログラムは、LANSAファンクションまたは3GLプログラムの完了を待機しま
す。

									JSMDirectプログラムは、ファンクションまたはプログラムの応答を標準出力に書き込み
ます。

									JSMDirectプログラムは、EVENTパラメータに値EXITが指定された終了プログラム
JSMDRTEXT	(ある場合)を呼び出します。



4.1.4	WindowsへのJSMDirectセットアップ
IISがターゲットPCにインストールされている場合、インストール/アップグレード時に、物理
フォルダーJSMCGIが仮想フォルダーcgi-binにマップされるようにIISが自動的に構成されます。
IISがインストールされていない場合、手動でWebサーバーを構成する必要があります。
jsmdirect.exe	CGIプログラムを実行するためのWindowsログオンを手動で指定する必要がありま
す。

省略値では、IISは、省略値のWindowsログオンIUSR_<マシン名>を使用して、CGIプログラムを
実行します。

LANSAアプリケーションを適切に実行するには、特定のWindowsログオンに、少なくとも
LANSAインストール・ディレクトリに対する読み取り/書き込みアクセス権が必要です(通常、省
略値のWindowsログオンには、LANSAインストール・ディレクトリにアクセスする十分な権限
がありません。このため、LANSAアプリケーションを適切に実行することができません)。
特定のWindowsログオンは、jsmdirect.exeからログ・ファイルを取得する場合も必要です。詳細
については、「ログ・ファイル(Windows)」を参照してください。
x_lansa.proに、エントリーUSER=<JSM	http要求が与えられるLANSAユーザー・プロファイル>、
またはPSTC=Yが含まれていることを確認してください。ファンクションの実行要求がJSMで受
け入れられると、ジョブはこのLANSAユーザー・プロファイルの下で実行されます。データ
ベース信頼済み接続が使用されている、もしくはユーザーIDとパスワードがODBC	DSNに含ま
れている時以外は、DBUSとPSWDのパラメータが提供されます。
Windowsのログオンを特定するには：
(この説明は、Windows	2000用のインターネット	サービス	マネージャに基づいています。他の
Windowsバージョンの対応する管理プログラムとは少し異なる場合があります。)
1.			インターネット	サービス	マネージャを開始します。

2.			適切な仮想ディレクトリ(cgi-bin)を参照し、仮想ディレクトリでファイルjsmdirect.exeを右ク
リックしてメニュー項目[プロパティ]を選択します。

3.			[jsmdirect.exeプロパティ]ダイアログ・ボックスが表示されます。[ファイル	セキュリティ]タ
ブを選択し、[匿名アクセスおよび認証コントロール]というフレーム内の[編集]ボタンをク
リックします。

4.			[認証方法]ダイアログ・ボックスが表示されます。[匿名アクセス]オプションにチェックを入
れ(選択)、	[匿名アクセスで使用するアカウント]ラベルの隣にある[編集]ボタンを押します。

5.			[匿名ユーザーアカウント]ダイアログ・ボックスが表示されます。[IIS制御パスワード許可]オ
プションのチェックをはずします(つまり、非選択にします)。これは、ワークステーション
に存在しないWindowsログオン・ユーザー名を指定する場合に重要になります。その後、
LANSAアプリケーションを実行する際に使用するユーザー・プロファイルのWindowsログオ
ン・ユーザー名とパスワードを指定します。パスワードの大文字小文字はWindowsユーザー
管理に入力したパスワードの大文字小文字と一致する必要があります。ワークステーション
がWindowsドメインに属しており、Windowsユーザーが(ワークステーション上で)ドメインと
ローカルの両方に存在している場合、ドメイン・ユーザーのログオンが優先しますので注意
してください。

6.			[OK]ボタンをクリックして、上記のダイアログをすべて閉じます。



JSMDirect用ファンクション登録
WindowsやLinuxの場合、JSMDirectプログラムは、ファイルdc_w29.txtをキー検索し、実行する
LANSAファンクションを探します。Windowsの場合、dc_w29.txtはjsmdirect.exeと同じフォルダー
に省略値で保管されます。Linuxの場合、dc_w29.txt
は$LANSAXROOT/integrator/jsmdirectディレクトリにあります。
ホスト名は、要求URLのホスト構成要素になります。これは、HTTPプロトコルのホスト・キー
ワードで決まります。

URLがhttp://www.lansa.com/cgi-bin/jsmdirectの場合、ホスト名はWWW.LANSA.COM:80になりま
す。

URLがhttp://10.1.2.3/cgi-bin/jsmdirectの場合、ホスト名は10.1.2.3:80になります。
これにより、マルチホーミングが可能になります。IPアドレスwww.lansa.comと10.1.2.3は同じで
すが、HTTPクライアント・プログラムは、HTTPサーバーがwww.lansa.comと10.1.2.3を異なるホ
ストとして扱うことができるようにHTTPプロトコルでホスト名を指定します。
ホスト名*DEFAULTはすべてのホストを表します。
JSMDirectは最初にアプリケーション名とホスト名に対してキー検索を行います。エントリーが
存在しない場合、アプリケーション名と*DEFAULTに対してもう一度キー検索が行われます。
dc_w29.txtファイルを更新するには、LANSA	Integratorスタジオまたはテキスト・エディタ(メモ
帳など)を使用します。
dc_w29.txtファイルは、コンマ区切りの行リストとして構成されます。
文字#で始まる行はコメントと見なされるため、処理されません。
値は以下のdc_w29のレイアウトに対応する行のトークン位置で指定されます。

1 K アプリケーショ
ン名

実行するアプリケーションを識別す
る名前。URLの一部として入力され
た名前です。

2 K ホスト名 *DEFAULTまたはホスト名:ポートと
して指定されたホスト名

3 	 プロセス LANSAプロセス

4 	 ファンクション 実行するLANSAファンクション

5 	 区画 LANSA区画。指定した区画にプロセ
スとファンクションが配置されま
す。

6 	 言語 ファンクションの実行言語

7 	 プログラム 実行する3GLプログラム。3GLプログ
ラムを指定した場合、プロセス、
ファンクション、区画、言語の



フィールドはブランクにします。

注：言語コードは、IBM	i	DC@W29のファンクション登録ではオプションの値ですが、Windows
やLinuxのdc_w29.txtでは必須の値になります。IBM	i	DC@W29で言語コードを登録しない場合、
LANSAは区画の省略値言語を使用してサーバー・ファンクションを実行します。dc_w29.txtで言
語コードを登録しないと、JSMDirectはエラーが発生して終了します。

例(プログラム・パラメータを使用しない場合)：
#
#	JSMDirect	directive	file
#
#	Application	Name,	Host	Name,	Process,	Function,	Partition,	Language,	Program
#
ORDERENTRY,MYCOMPUTER:80,JSERVICE,JS015,WIZ,ENG
ORDERENTRY,*DEFAULT,JSERVICE,JS016,WIZ,ENG
#



4.1.5	LinuxへのJSMDirectセットアップ
JSMDirectを使用するには、Webサーバーのcgi-bin対応ディレクトリにJSMDirectをインストール
する必要があります。$LANSAXROOT/integrator/cgi-binには、使用可能にする必要がある
jsmdirect	CGIプログラムが含まれます。また、IntegratorスタジオでJSMDirect用ファンクションを
登録するために必要なjsmadminもあります。
この場所でプログラムを探すには、Webサーバーに指示する方法がお勧めです。Apacheでは、
httpd.confファイルに以下の行を追加できます(LANSAXROOTは、インストール・ディレクトリ
で置き換えられます)。

	
ScriptAlias	/cgi-bin/jsmdirect	LANSAXROOT/integrator/cgi-bin/jsmdirect
	

これらの行を追加した後、Webサーバーを再起動する必要があります(通常は「apachectl	restart」
を実行します)。
プログラムを使用できるようにするには、既存のcgi-binディレクトリにプログラムをコピーする
方法もあります。他のCGIプログラムをすでに実行していて、すべてのプログラムを一箇所で保
持したい場合は、この方法を使用できます。

どちらの場合も、すべてのユーザー、あるいは少なくともHTTPサーバーに関連するユーザー
(apacheユーザーなど)がプログラムを実行できるようにファイルの権限を変更する必要がありま
す。また、$LANSAXROOT/integratorのjsmdirectディレクトリにアクセスできるようにしておく
必要もあります。



JSMDirect用ファンクション登録
WindowsやLinuxの場合、JSMDirectプログラムはファイルdc_w29.txtをキー検索して、実行する
LANSAファンクションを探します。Windowsの場合、dc_w29.txtはjsmdirect.exeと同じフォルダー
に省略値で保管されます。Linuxの場合、dc_w29.txt
は$LANSAXROOT/integrator/jsmdirectディレクトリにあります。
ホスト名は、要求URLのホスト構成要素になります。これは、HTTPプロトコルのホスト・キー
ワードで決まります。

URLがhttp://www.lansa.com/cgi-bin/jsmdirectの場合、ホスト名はWWW.LANSA.COM:80になりま
す。

URLがhttp://10.1.2.3/cgi-bin/jsmdirectの場合、ホスト名は10.1.2.3:80になります。
これにより、マルチホーミングが可能になります。IPアドレスwww.lansa.comと10.1.2.3は同じで
すが、HTTPクライアント・プログラムは、HTTPサーバーがwww.lansa.comと10.1.2.3を異なるホ
ストとして扱うことができるようにHTTPプロトコルでホスト名を指定します。
ホスト名*DEFAULTはすべてのホストを表します。
JSMDirectは最初にアプリケーション名とホスト名に対してキー検索を行います。エントリーが
存在しない場合、アプリケーション名と*DEFAULTに対してもう一度キー検索が行われます。
dc_w29.txtファイルを更新するには、LANSA	Integratorスタジオまたはテキスト・エディタ(メモ
帳など)を使用します。
dc_w29.txtファイルは、コンマ区切りの行リストとして構成されます。
文字#で始まる行はコメントと見なされるため、処理されません。
値は以下のdc_w29のレイアウトに対応する行のトークン位置で指定されます。

1 K アプリケーショ
ン名

実行するアプリケーションを識別す
る名前。URLの一部として入力され
た名前です。

2 K ホスト名 *DEFAULTまたはホスト名:ポートと
して指定されたホスト名

3 	 プロセス LANSAプロセス

4 	 ファンクション 実行するLANSAファンクション

5 	 区画 LANSA区画。指定した区画にプロセ
スとファンクションが配置されま
す。

6 	 言語 ファンクションの実行言語

7 	 プログラム 実行する3GLプログラム。3GLプログ
ラムを指定した場合、プロセス、
ファンクション、区画、言語の



フィールドはブランクにします。

注：言語コードは、IBM	i	DC@W29のファンクション登録ではオプションの値ですが、Windows
やLinuxのdc_w29.txtでは必須の値になります。IBM	i	DC@W29で言語コードを登録しない場合、
LANSAは区画の省略値言語を使用してサーバー・ファンクションを実行します。dc_w29.txtで言
語コードを登録しないと、JSMDirectはエラーが発生して終了します。

例(プログラム・パラメータを使用しない場合)：
#
#	JSMDirectディレクティブ・ファイル
#
#アプリケーション名、ホスト名、プロセス、ファンクション、区画、
言語、プログラム
#
ORDERENTRY,MYCOMPUTER:80,JSERVICE,JS015,WIZ,ENG
ORDERENTRY,*DEFAULT,JSERVICE,JS016,WIZ,ENG
#



4.2	JSMProxy
JSMProxyは、JSMDirectのHTTPリバース・プロキシー拡張です。
JSMProxy	cgi-binプログラムは、フロントエンドHTTP	Webサーバーに常駐し、HTTPクライアン
ト・ブラウザーとバックエンドJSMDirect	cgi-binプログラム間でデータを転送します。
JSMProxyの使用は、単一のエントリー・ポイントを定義でき、数多くの異なるリモート・サー
バーにリダイレクトできるため、非常に役立ちます。

JSMProxyのバージョン番号を表示するには、引数を指定せずにプログラムを呼び出します。
HTMLのバージョン情報を示すページが返されます。

	http://mycompany/cgi-bin/jsmproxy
	http://mycompany/cgi-bin/jsmproxy.exe

JSMProxyを使用する場合、LANSAファンクションを以下のように呼び出すことができます。

	http://mycompany/cgi-bin/jsmproxy?appname
	http://mycompany/cgi-bin/jsmproxy.exe?appname

例えば、ORDERENTRYアプリケーションを実行するとします。

	http://mycompany/cgi-bin/jsmproxy?orderentry
	http://mycompany/cgi-bin/jsmproxy.exe?orderentry

JSMProxyプログラムは、appnameに基づいて実行されるLANSAファンクションを探します。
JSMProxyには、インストールされたHTTPサーバーが必要です。
JSMProxyでは、LANSA	for	the	Webソフトウェアは必要ありません。または使用されません。
各HTTPプロトコル・ヘッダーの値が4096バイトを超えないようにチェックが行われます。
プロキシー・プログラムで転送されるHTTPプロトコル・ヘッダーのエントリーを以下に示しま
す。

									Accept

									Referer

									Cookie

									User-Agent

									SoapAction

									Content-Type

									Content-Length

									AS2-To

									AS2-From

									AS2-Version

									From

									Date

									Subject

									Message-Id



									Disposition-Notification-To

									Disposition-Notification-Options

									Receipt-Delivery-Option



4.2.1	IBM	i	へのJSMProxyセットアップ
Apacheサーバーは、%%BINARY/MIXED%%、%%BINARY/BINARY%%、またはBINARYモード
でCGIプログラムを実行するように構成できます。
推奨モードはBINARYです。
省略値では、JSMProxy	CGIプログラムはユーザー・プロファイルQTMHHTP1で実行されます。
以下はIBM	Apache	Serverの構成例です。

#	Apache構成	-	JSMサービス
Options	None
Listen	10.2.0.170:1099
ServerRoot	/www/jsmapache
DocumentRoot	/www/jsmapache/htdocs
#	DefaultFsCCSID		37
#	DefaultNetCCSID	819
#	ServerUserID	USERPROFILE
#
LogLevel	Warn
LogCycle	Daily
ErrorLog	logs/error_log
CustomLog	logs/access_log	combined
LogFormat	"%{User-agent}i"	agent
LogFormat	"%{Referer}i	->	%U"	referer
LogFormat	"%{Cookie}n	\"%r\"	%t"	cookie
LogFormat	"%h	%l	%u	%t	\"%r\"	%>s	%b"	common
LogFormat	"%h	%l	%u	%t	\"%r\"	%>s	%b	\"%{Referer}i\"	\"%{User-
Agent}i\""	combined
#
SetEnvIf	"User-Agent"	"Mozilla/2"	nokeepalive
SetEnvIf	"User-Agent"	"JDK/1\.0"	force-response-1.0
SetEnvIf	"User-Agent"	"Java/1\.0"	force-response-1.0
SetEnvIf	"User-Agent"	"RealPlayer	4\.0"	force-response-1.0
SetEnvIf	"User-Agent"	"MSIE	4\.0b2;"	nokeepalive
SetEnvIf	"User-Agent"	"MSIE	4\.0b2;"	force-response-1.0
#
#	StartCGI	1
#	SendBufferSize	32768
#	ReceiveBufferSize	32768
#
#ユーザー名ベースの仮想ホスティング



NameVirtualHost	10.2.0.170
#
<VirtualHost	10.2.0.170>
		#最初の仮想ホストのディレクティブが省略値のホストになる
		#これは、サポートされないまたはホスト名がないIPアドレスの使用
を捕捉する
		#ドキュメントのルート・ディレクトリにアクセスする権限もない
		Options	None
		ServerName	10.2.0.170
		DocumentRoot	/www/jsmapache/htdocs
</VirtualHost>
#
<VirtualHost	10.2.0.170>
		Options	None
		ServerName	LANSA01
		ServerAlias	LANSA01.LANSA.COM.AU
		DocumentRoot	/www/jsmapache/htdocs-site1
		CGIConvMode	BINARY
		ScriptAliasMatch	^/cgi-
bin/jsmproxy(.*)	/qsys.lib/devjsm.lib/jsmproxy.pgm$1
		TimeOut	3000
		#
		<Directory	/www/jsmapache/htdocs-site1>
				Options	None
				Order	Allow,Deny
				Allow	from	all
				AllowOverride	None
		</Directory>
		#
		<Directory	/qsys.lib/devjsm.lib>
				Options	None
				Order	Allow,Deny
				Allow	from	all
				AllowOverride	None
				#有効なユーザーが必要
				#認証タイプ	Basic
				#認証名"Restricted	Service"
				#ユーザーID	QTMHHTP1
				#	パスワード・ファイル	%%SYSTEM%%



		</Directory>
</VirtualHost>
#
#グローバル・サーバー・ディレクティブ
#
<Directory	/>
		Options	None
		Order	Allow,Deny
		Deny	from	all
		AllowOverride	None
</Directory>
#
<Directory	/www/jsmapache/htdocs>
		Options	None
		Order	Allow,Deny
		Deny	from	all
		AllowOverride	None
</Directory>



JSMProxy用ファンクション登録
IBM	i	の場合、JSMProxyプログラムはDC@W30V1ファイルに対してキー検索を実行し、転送さ
れた要求を受信するリモート・ホストとプログラムを探します。

ホスト名は、要求URLのホスト・コンポーネントです。これは、HTTPプロトコルのホスト・
キーワードで決まります。

URLがhttp://www.lansa.com/cgi-bin/jsmproxyの場合、ホスト名はWWW.LANSA.COM:80になりま
す。

URLがhttp://10.1.2.3/cgi-bin/jsmproxyの場合、ホスト名は10.1.2.3:80になります。
これにより、マルチホーミングが可能になります。IPアドレスwww.lansa.comと10.1.2.3は同じで
すが、HTTPクライアント・プログラムは、HTTPサーバーがwww.lansa.comと10.1.2.3を異なるホ
ストとして扱うことができるようにHTTPプロトコルでホスト名を指定します。
ホスト名*DEFAULTはすべてのホストを表します。
JSMProxyは最初にアプリケーション名とホスト名に対してキー検索を行います。エントリーが
存在しない場合、アプリケーション名と*DEFAULTに対してもう一度キー検索が行われます。
サービス(アプリケーション名)が存在しない場合、JSMProxyはエラー・メッセージを返します。
存在する場合は、選択したリモート・ホストとリモート・プログラムに接続が転送されます。

DC@W30ファイルを更新するには、LANSA	Integratorスタジオを使用するか、ファイルに対して
Data	File	UtilityまたはSQLコマンドを使用できます。
ファイルDC@W30の構造：

	 フィール
ド

説明 詳細

K W30SRV アプリケーション
名

リモート・ホストで実行される
アプリケーションを識別する名
前

K W30LHO ホスト名 *DEFAULTまたはホスト名:ポー
トで指定されたホスト名

	 W30MTD 承認されたメソッ
ド

プロキシー・プログラムは、要
求メソッドが許可されるかどう
かを判断するためにメソッド・
フィールドをチェックします。
可能なメソッド・フィールドの
値は以下のとおりです。
GET
POST
GET/POST
POST/GET



	 W30LMT コンテンツ制限 プロキシー・プログラムは、イ
ンバウンド・コンテンツが制限
値を超えていないかどうかを判
断するためにコンテンツ制限
フィールドをチェックします。

	 W30RHO リモート・ホスト ホスト名:ポートで指定されるリ
モート・ホスト

	 W30PGM リモート・プログ
ラム

リモート・プログラムがブラン
クの場合、省略値で/cgi-
bin/jsmdirectに設定されます。

例

ORDERENTRY	LANSA01:89	POST/GET	100000	LANSA01:88	/cgi-
bin/jsmdirect
ORDERENTRY	*DEFAULT			POST/GET	100000	LANSA01:88	/cgi-
bin/jsmdirect



JSMProxyプログラムのロジック
									HTTPプロトコルを使用するリモート・クライアント・プログラムはHTTPサーバーに接続
します。

									HTTPサーバーはJSMPROXYプログラムを実行します(HTTPサーバー・ジョブ・ログで
メッセージを確認します)。

									JSMProxyプログラムは引数をチェックして、クライアント・プログラムにHTMLのバー
ジョン情報を示すページを送る引数があるかどうかを確認します。

									JSMProxyプログラムは、EVENTパラメータの値ENTRYを指定して終了プログラム
JSMPXYEXT	(ある場合)を呼び出します。

									JSMProxyプログラムは、サービスの引数の値と、環境変数SERVER_HOSTおよび
SERVER_PORTを使用してDC@W30V1でキー検索を行い、要求を受け入れるホストを決定し
ます。また、HTTP	GETあるいはPOSTプロトコルとコンテンツの量が要求されたサービスに
許可されるかどうかを確認します。レコードが見つからない場合、サービスの引数の値とホ
ストの値*DEFAULTを使用して、もう一度キー検索が行われます。レコードが見つからない
場合、EVENTパラメータがERRnnnn値に設定されたJSMPXYEXTプログラムからエラー・
メッセージが返され、ログが記録されます(HTTPサーバー・ジョブ・ログでメッセージを確
認します)。

									JSMProxyプログラムは、指定したホストに接続し、選択したHTTPプロトコルのプロパ
ティと標準入力を転送します。

									JSMProxyプログラムは、リモートのJSMDirectプログラムの完了を待機します。

									JSMProxyプログラムは、HTTPプロトコル応答を標準出力に書き込みます。

									JSMProxyプログラムは、EVENTパラメータの値EXITを指定して終了プログラム
JSMPXYEXT	(ある場合)を呼び出します。



4.2.2	WindowsへのJSMProxyセットアップ
IISがターゲットPCにインストールされている場合、インストール/アップグレード時に、物理
フォルダーJSMCGIが仮想フォルダーcgi-binにマップされるようにIISが自動的に構成されます。
IISがインストールされていない場合、手動でWebサーバーを構成する必要があります。
「WindowsへのJSMDirectセットアップ」と同様に、jsmproxy.exe	CGIプログラムを実行するため
のWindowsログオンを指定する必要があります。
適切な仮想ディレクトリでJSMProxy.exe	CGIプログラムのセットアップをWindowsへのJSMDirect
セットアップと同じ手順で行ってください。

JSMProxy.exeからログ・ファイルを取得する場合も特定のWindowsログオンが必要です。
詳細については、「ログ・ファイル(Windows)」を参照してください。



JSMProxy用ファンクション登録
WindowsやLinuxの場合、JSMProxyプログラムはdc_w30.txtファイルをキー検索し、転送された要
求を受信するリモートのホストとプログラムを探します。

ホスト名は、要求URLのホスト構成要素になります。これは、HTTPプロトコルのホスト・キー
ワードで決まります。

URLがhttp://www.lansa.com/cgi-bin/jsmproxyの場合、ホスト名はWWW.LANSA.COM:80になりま
す。

URLがhttp://10.1.2.3/cgi-bin/jsmproxyの場合、ホスト名は10.1.2.3:80になります。
これにより、マルチホーミングが可能になります。IPアドレスwww.lansa.comと10.1.2.3は同じで
すが、HTTPクライアント・プログラムは、HTTPサーバーがwww.lansa.comと10.1.2.3を異なるホ
ストとして扱うことができるようにHTTPプロトコルでホスト名を指定します。
ホスト名*DEFAULTはすべてのホストを表します。
JSMProxyは最初にアプリケーション名とホスト名に対してキー検索を行います。エントリーが
存在しない場合、アプリケーション名と*DEFAULTに対してもう一度キー検索が行われます。
サービス(アプリケーション名)が存在しない場合、JSMProxyはエラー・メッセージを返します。
存在する場合、接続は選択したリモート・ホストとリモート・プログラムに転送されます。

dc_w30.txtファイルを更新するには、LANSA	Integratorスタジオまたはテキスト・エディタ(メモ
帳など)を使用します。
dc_w30.txtファイルは、コンマ区切りの行リストとして構成されます。
先頭が#の行はコメントのため、処理されません。
テキスト・ファイルの各行が各エントリーになります。フィールドはコンマで区切られます。

ファイルdc_w30.txtの構造：

フィール
ド番号

説明 詳細

1 アプリケーション名 リモート・ホストで実行さ
れるアプリケーションを識
別する名前

2 ホスト名 *DEFAULTまたはホスト名:
ポートで指定されたホスト
名

3 承認されたメソッド プロキシー・プログラムは
メソッド・フィールドを
チェックして、要求メソッ
ドが許可されるかどうかを
判断します。可能なメソッ
ド・フィールドの値は以下
のとおりです。



GET
POST
GET/POST
POST/GET

4 内容制限 プロキシー・プログラムは
内容制限フィールドを
チェックして、インバウン
ド内容が制限値を超えてい
ないかどうかを判断しま
す。

5 リモート・ホスト ホスト名:ポートで指定され
たリモート・ホスト

6 リモート・プログラ
ム

リモート・プログラムがブ
ランクの場合、省略値
で/cgi-bin/jsmdirectに設定さ
れます。

例

#
#	JSMProxyディレクティブ・ファイル
#
#サービス、ローカル・ホスト、メソッド、制限、リモート・ホスト、
リモート・プログラム
#
ORDERENTRY,LANSA01:89,POST/GET,100000,LANSA01:88,/cgi-
bin/jsmdirect
ORDERENTRY,*DEFAULT,POST/GET,100000,LANSA01:88,/cgi-
bin/jsmdirect
#



4.2.3	LinuxへのJSMProxyセットアップ
JSMDirectの場合と同様に、Webサーバーのcgi-bin対応ディレクトリにJSMProxyをインストール
する必要があります。$LANSAXROOT/integrator/cgi-binには、使用可能にする必要がある
jsmproxy	CGIプログラムが含まれます。また、IntegratorスタジオでJSMProxy用ファンクションを
登録するために必要なJSMAdminもあります。
この場所でプログラムを探すには、Webサーバーに指示する方法がお勧めです。Apacheでは、
httpd.confファイルに以下の行を追加できます(LANSAXROOTは、インストール・ディレクトリ
で置き換えられます)。

	
ScriptAlias	/cgi-bin/jsmproxy	LANSAXROOT/integrator/cgi-bin/jsmproxy
	

これらの行を追加した後、Webサーバーを再起動する必要があります(通常は「apachect1	restart」
を実行します)。
プログラムを使用できるようにするには、既存のcgi-binディレクトリにプログラムをコピーする
方法もあります。他のCGIプログラムをすでに実行していて、すべてのプログラムを一箇所で保
持したい場合は、この方法を使用できます。

どちらの場合も、すべてのユーザー、あるいは少なくともHTTPサーバーに関連するユーザー
(apacheユーザーなど)がプログラムを実行できるようにファイルの権限を変更する必要がありま
す。また、$LANSAXROOT/integratorのjsmproxyディレクトリにアクセスできるようにしておく
必要もあります。



JSMProxy用ファンクション登録
WindowsやLinuxの場合、JSMProxyプログラムはdc_w30.txtファイルをキー検索し、転送された要
求を受信するリモートのホストとプログラムを探します。

ホスト名は、要求URLのホスト構成要素になります。これは、HTTPプロトコルのホスト・キー
ワードで決まります。

URLがhttp://www.lansa.com/cgi-bin/jsmproxyの場合、ホスト名はWWW.LANSA.COM:80になりま
す。

URLがhttp://10.1.2.3/cgi-bin/jsmproxyの場合、ホスト名は10.1.2.3:80になります。
これにより、マルチホーミングが可能になります。IPアドレスwww.lansa.comと10.1.2.3は同じで
すが、HTTPクライアント・プログラムは、HTTPサーバーがwww.lansa.comと10.1.2.3を異なるホ
ストとして扱うことができるようにHTTPプロトコルでホスト名を指定します。
ホスト名*DEFAULTはすべてのホストを表します。
JSMProxyは最初にアプリケーション名とホスト名に対してキー検索を行います。エントリーが
存在しない場合、アプリケーション名と*DEFAULTに対してもう一度キー検索が行われます。
サービス(アプリケーション名)が存在しない場合、JSMProxyはエラー・メッセージを返します。
存在する場合、接続は選択したリモート・ホストとリモート・プログラムに転送されます。

dc_w30.txtファイルを更新するには、LANSA	Integratorスタジオまたはテキスト・エディタ(メモ
帳など)を使用します。
dc_w30.txtファイルは、コンマ区切りの行リストとして構成されます。
先頭が#の行はコメントのため、処理されません。
テキスト・ファイルの各行が各エントリーになります。フィールドはコンマで区切られます。

ファイルdc_w30.txtの構造：

フィール
ド番号

説明 詳細

1 アプリケーション名 リモート・ホストで実行さ
れるアプリケーションを識
別する名前

2 ホスト名 *DEFAULTまたはホスト名:
ポートで指定されたホスト
名

3 承認されたメソッド プロキシー・プログラムは
メソッド・フィールドを
チェックして、要求メソッ
ドが許可されるかどうかを
判断します。可能なメソッ
ド・フィールドの値は以下
のとおりです。



GET
POST
GET/POST
POST/GET

4 内容制限 プロキシー・プログラムは
内容制限フィールドを
チェックして、インバウン
ド内容が制限値を超えてい
ないかどうかを判断しま
す。

5 リモート・ホスト ホスト名:ポートで指定され
たリモート・ホスト

6 リモート・プログラ
ム

リモート・プログラムがブ
ランクの場合、省略値
で/cgi-bin/jsmdirectに設定さ
れます。

例

#
#	JSMProxyディレクティブ・ファイル
#
#サービス、ローカル・ホスト、メソッド、制限、リモート・ホスト、
リモート・プログラム
#
ORDERENTRY,LANSA01:89,POST/GET,100000,LANSA01:88,/cgi-
bin/jsmdirect
ORDERENTRY,*DEFAULT,POST/GET,100000,LANSA01:88,/cgi-
bin/jsmdirect
#



4.3	JSMAdmin
JSMADMINプログラムを使用すると、LANSA	Integratorスタジオでは、DC@W29、dc_w29.txt、
DC@W30、dc_w30.txtファイルを管理できます。
JSMAdminのバージョン番号を表示するには、引数を指定せずにプログラムを呼び出します。
HTMLのバージョン情報を示すページが返されます。

	http://mycompany/cgi-bin/jsmadmin
	http://mycompany/cgi-bin/jsmadmin.exe



4.3.1	IBM	i	へのJSMAdminセットアップ
Apacheサーバーは、%%BINARY/MIXED%%、%%BINARY/BINARY%%、またはBINARYモード
でCGIプログラムを実行するように構成できます。
推奨モードはBINARYです。
省略値では、JSMAdmin	CGIプログラムはユーザー・プロファイルQTMHHTP1で実行されます。
以下はIBM	Apache	Serverの構成例です。

#	Apache構成	-	JSMサービス
Options	None
Listen	10.2.0.170:1099
ServerRoot	/www/jsmapache
DocumentRoot	/www/jsmapache/htdocs
#	DefaultFsCCSID		37
#	DefaultNetCCSID	819
#	ServerUserID	USERPROFILE
#
LogLevel	Warn
LogCycle	Daily
ErrorLog	logs/error_log
CustomLog	logs/access_log	combined
LogFormat	"%{User-agent}i"	agent
LogFormat	"%{Referer}i	->	%U"	referer
LogFormat	"%{Cookie}n	\"%r\"	%t"	cookie
LogFormat	"%h	%l	%u	%t	\"%r\"	%>s	%b"	common
LogFormat	"%h	%l	%u	%t	\"%r\"	%>s	%b	\"%{Referer}i\"	\"%{User-
Agent}i\""	combined
#
SetEnvIf	"User-Agent"	"Mozilla/2"	nokeepalive
SetEnvIf	"User-Agent"	"JDK/1\.0"	force-response-1.0
SetEnvIf	"User-Agent"	"Java/1\.0"	force-response-1.0
SetEnvIf	"User-Agent"	"RealPlayer	4\.0"	force-response-1.0
SetEnvIf	"User-Agent"	"MSIE	4\.0b2;"	nokeepalive
SetEnvIf	"User-Agent"	"MSIE	4\.0b2;"	force-response-1.0
#
#	StartCGI	1
#	SendBufferSize	32768
#	ReceiveBufferSize	32768
#
#ユーザー名ベースの仮想ホスティング



NameVirtualHost	10.2.0.170
#
<VirtualHost	10.2.0.170>
		#最初の仮想ホストのディレクティブが省略値のホストになる
		#これは、サポートされないまたはホスト名がないIPアドレスの使用
を捕捉する
		#ドキュメントのルート・ディレクトリにアクセスする権限もない
		Options	None
		ServerName	10.2.0.170
		DocumentRoot	/www/jsmapache/htdocs
</VirtualHost>
#
<VirtualHost	10.2.0.170>
		Options	None
		ServerName	LANSA01
		ServerAlias	LANSA01.LANSA.COM.AU
		DocumentRoot	/www/jsmapache/htdocs-site1
		CGIConvMode	BINARY
		ScriptAliasMatch	^/cgi-
bin/jsmproxy(.*)	/qsys.lib/devjsm.lib/jsmproxy.pgm$1
		ScriptAliasMatch	^/cgi-
bin/jsmdirect(.*)	/qsys.lib/devjsm.lib/jsmdirect.pgm$1
		TimeOut	3000
		#
		<Directory	/www/jsmapache/htdocs-site1>
				Options	None
				Order	Allow,Deny
				Allow	from	all
				AllowOverride	None
		</Directory>
		#
		<Directory	/qsys.lib/devjsm.lib>
				Options	None
				Order	Allow,Deny
				Allow	from	all
				AllowOverride	None
				#有効なユーザーが必要
				#認証タイプ	Basic
				#認証名"Restricted	Service"



				#ユーザーID	QTMHHTP1
				#	パスワード・ファイル	%%SYSTEM%%
		</Directory>
</VirtualHost>
#
<VirtualHost	10.2.0.170>
		Options	None
		ServerName	STUDIOADMIN
		DocumentRoot	/www/jsmapache/htdocs-site2
		CGIConvMode	BINARY
		ScriptAliasMatch	^/cgi-
bin/jsmadmin(.*)	/qsys.lib/devjsm.lib/jsmadmin.pgm$1
		#
		<Directory	/www/jsmapache/htdocs-site2>
				Options	None
				Order	Allow,Deny
				Allow	from	all
				AllowOverride	None
		</Directory>
		#
		<Directory	/qsys.lib/devjsm.lib>
				Options	None
				Order	Allow,Deny
				Allow	from	10.2.1.46
				Allow	from	10.2.1.47
				Allow	from	10.2.1.48
				AllowOverride	None
		</Directory>
</VirtualHost>
#
#グローバル・サーバー・ディレクティブ
#
<Directory	/>
		Options	None
		Order	Allow,Deny
		Deny	from	all
		AllowOverride	None
</Directory>
#



<Directory	/www/jsmapache/htdocs>
		Options	None
		Order	Allow,Deny
		Deny	from	all
		AllowOverride	None
</Directory>



4.3.2	WindowsへのJSMAdminセットアップ
IISがターゲットPCにインストールされている場合、インストール/アップグレード時に、物理
フォルダーJSMCGIが仮想フォルダーcgi-binにマップされるようにIISが自動的に構成されます。
IISがインストールされていない場合、手動でWebサーバーを構成する必要があります。
JSMAdmin.exeが、dc_w29.txtファイルやdc_w30.txtファイルを修正できるようにする必要があり
ます。

「WindowsへのJSMDirectセットアップ」と同様に、JSMAdmin.exe	CGIプログラムを実行するた
めのWindowsログオンを指定する必要があります。
適切な仮想ディレクトリでJSMAdmin.exe	CGIプログラムのセットアップをWindowsへの
JSMDirectセットアップと同じ手順で行ってください。
JSMAdmin.exeからログ・ファイルを取得する場合も特定のWindowsログオンが必要です。
詳細については、「ログ・ファイル(Windows)」を参照してください。

権限の変更
ステップ1	(cgi-bin仮想フォルダーを使用してユーザーを決定する)
1.			インターネット・インフォメーション・サービスを開きます。

2.			cgi-bin仮想フォルダー(または使用している仮想フォルダー)を見つけます。

3.			cgi-bin仮想フォルダーを右クリックして[プロパティ]を選択します。

4.			[ディレクトリ	セキュリティ]タブを選択します。

5.			[編集]をクリックします。

6.			[匿名アクセス]グループでは、[ユーザー名:]フィールドがcgi-binフォルダーのジョブの実行に
使用されるNTアカウントになります。

						これが、JSMCGIフォルダーへの書き込み権限を持つ必要があるユーザーです。

						この名前を覚えておいてください(次のステップで必要になります)。

7.			このステップで開いたすべてのダイアログとプロパティ・ページを閉じます。

ステップ2	(このユーザーの権限を変更する)
1.			エクスプローラーを開きます。

2.			cgi-binフォルダーの親フォルダーに移動します。cgi-binフォルダーは、通常、C:\Program
Files\LANSA\Integrator\JSMCGIになるため、C:\Program	Files\LANSA\Integratorに移動します。

3.			JSMCGIフォルダーを右クリックして[プロパティ]を選択します。

4.			[セキュリティ]タブを選択します。

5.			[追加]をクリックします。

6.			ステップ1	(上記の6)のユーザーを選択します。通常はIUSR_<PC名>になります。

7.			追加したユーザーの書き込み権限が有効になっていることを確認します。

8.			[OK]をクリックして新しい設定を保存します。



4.4	LANSAシステムの場所(IBM	i)
IBM	i	サーバーの場合、LANSAシステムの場所はHTTPサーバーのジョブのライブラリ・リスト
で決まります。JSMDRTEXT終了プログラムを使用して、ライブラリ・リストを実行時に修正で
きます。また、終了プログラムJSMLASEXTを使用すると、LANSAの実行方法を修正できます。



4.5	LANSAシステムの場所(Windows)
Windowsサーバーの場合、LANSAシステムの場所は、jsmdirect.cfgファイル内のLANSAXROOT
エントリーで決まります。jsmdirect.cfgファイルは、JSMDirect.exeプログラムと同じフォルダー
にあります。

	
LANSAXROOT=C:\Program	Files\LANSA\X_WIN95
	

このエントリーは、JSMDirectのインストール時に作成されています。
既存の値はアップグレードやEPCで上書きされません。
このエントリーがない場合、jsmdirect.logファイルにエラー・メッセージが記録されます。



4.6	LANSAシステムの場所(Linux)
Linuxサーバーの場合、LANSAシステムの場所は、jsmdirect.cfgファイル内のLANSAXROOTエン
トリーで決まります。jsmdirect.cfgファイル内のエントリーを使用して、x_runプログラムの実行
前に環境変数を定義します。

LANSAXROOT=/lansa
このエントリーは、JSMDirectのインストール時に作成されています。
HTTPサーバーで認証を使用する場合、x_runパラメータUSERは以下のルールに従って定義され
ます。

環境変数USER_NAMEが定義される場合
			USER_NAMEの値はx_runに渡される
環境変数REMOTE_USERが定義される場合
			REMOTE_USERの値はx_runに渡される
その他
			x_runはパラメータUSERを定義せずに呼び出される
			x_lansa.proで定義されたユーザーが使用される



4.7	終了プログラム(IBM	i)
Windowsサーバーでは、情報のログのみが記録されます。「ログ・ファイル(Windows)」を参照
してください。

IBM	i	サーバーでは、終了プログラムがHTTP	Webサーバー・インスタンス・ジョブのライブラ
リ・リストにある場合は呼び出されます。

これらの終了プログラムを保管する場所は、QGPL、またはJSMDIRECT.PGMとJSMPROXY.PGM
が含まれるライブラリ(LANSA	Integratorのインストール時に指定されたJSMLIB)が適していま
す。

ENTRYイベントは、ライブラリ・リストにライブラリ・エントリーを追加する場合など、サー
バー・インスタンスのジョブ属性を修正する指示を追加するのに適した場所です。LANSAファ
ンクションを呼び出す場合、LANSAライブラリをライブラリ・リストに追加しなければならな
いため、ENTRYイベントが必要になります。付属のJSMDRTEXTによって、省略値のLANSAラ
イブラリDC@PGMLIBとDC@DTALIBがライブラリ・リストに追加されます。LANSAライブラ
リがこれらの値ではない場合は、ユーザー終了を修正する必要があります。

終了プログラムの例については、「JSMDRTEXT」および「JSMPXYEXT」を参照してくださ
い。



4.7.1	JSMDRTEXT
以下のライフ・サイクル・イベントが発生すると、JSMDIRECTプログラムはCLプログラム
JSMDRTEXTを呼び出します。

ENTRY プログラムが開始します。

EXIT プログラムが正常に終了します。

ERRnnnn nnnnは、3000で始まる4桁の数字です。
エラーが発生すると、プログラムが終了し、EXIT
イベントは呼び出されません。

	
JSMDRTEXTプログラムはJSMDRTDTAデータ・エリアを読み込み、JSMLSAEXT/LANSAプログ
ラムが呼び出される前に現在のCGIジョブに追加する必要があるライブラリを取得します。ブラ
ンクのライブラリ・エントリーは無視されます。

省略値では、JSMDRTDTAデータ・エリアはブランクです。最初のLANSAインストールの際
に、LANSAプログラム・ライブラリとコミュニケーション・ライブラリが最初の2つの位置に追
加されます。

データ・エリアのサイズは2000バイトで、レイアウトは以下のようになります。

1-10 ライブラリ(LANSAプログラム・ライブラリ)

11-10 ライブラリ(LANSAコミュニケーション・ライブラ
リ)

21-10 ライブラリ

xx-10 ライブラリ...

1991-10 ライブラリ
	
この終了プログラムのソース・コードは、JSMライブラリのQCLSRCに保管されます。

	
/*	JSMDIRECT終了プログラム*/
	
PGM	PARM(&EVENT	&SERVICE	&SERVERHOST	&HOST	&PORT	&REMOTEUSER	&REMOTEADDR	&CONTINUE	&MESSAGE)
	
DCL	VAR(&EVENT)						TYPE(*CHAR)	LEN(10)
DCL	VAR(&SERVICE)				TYPE(*CHAR)	LEN(30)
DCL	VAR(&SERVERHOST)	TYPE(*CHAR)	LEN(80)
DCL	VAR(&HOST)							TYPE(*CHAR)	LEN(80)



DCL	VAR(&PORT)							TYPE(*CHAR)	LEN(5)
DCL	VAR(&REMOTEUSER)	TYPE(*CHAR)	LEN(30)
DCL	VAR(&REMOTEADDR)	TYPE(*CHAR)	LEN(15)
DCL	VAR(&CONTINUE)			TYPE(*CHAR)	LEN(1)
DCL	VAR(&MESSAGE)				TYPE(*CHAR)	LEN(256)
	
DCL	VAR(&JOBNAME)			TYPE(*CHAR)	LEN(10)
DCL	VAR(&JOBUSER)			TYPE(*CHAR)	LEN(10)
DCL	VAR(&JOBNUMBER)	TYPE(*CHAR)	LEN(6)
DCL	VAR(&JOBCMD)				TYPE(*CHAR)	LEN(50)
DCL	VAR(&JOBMSG)				TYPE(*CHAR)	LEN(100)
DCL	VAR(&JOBCHGSTS)	TYPE(*CHAR)	LEN(7)	VALUE(OK)
	
DCL	VAR(&TMPLIB)					TYPE(*CHAR)	LEN(10)
DCL	VAR(&TMPLIBPOS)		TYPE(*DEC)		LEN(5)
DCL	VAR(&TMPLIBLIST)	TYPE(*CHAR)	LEN(2000)
	
MONMSG	MSGID(CPF0000)
	
/*ライブラリを取得する*/
	
RTVDTAARA		DTAARA(JSMDRTDTA	(1	2000))		RTNVAR(&TMPLIBLIST)
	
/*残っている以前の失敗したシナリオを消去する*/
	
CHGVAR	VAR(&TMPLIBPOS)	VALUE(1)
RMVLIB:
		CHGVAR	VAR(&TMPLIB)	VALUE(%SST(&TMPLIBLIST	&TMPLIBPOS	10))
		IF	(&TMPLIB	*EQ	'	'	)	THEN(GOTO	ENDRMVLIB)
	
		RMVLIBLE	LIB(&TMPLIB)
		RCVMSG	MSGQ(*PGMQ)
	
		CHGVAR	VAR(&TMPLIBPOS)	VALUE(&TMPLIBPOS	+	10)
		IF	(&TMPLIBPOS	*GE	2000)		THEN(GOTO	ENDRMVLIB)
	
		GOTO	RMVLIB
ENDRMVLIB:
	



IF	COND(%SUBSTRING(&EVENT	1	3)	*EQ	'ERR')	THEN(DO)
	
		/*エラー・イベントのログを取得する*/
	
		SNDPGMMSG	MSG('-------	JSMDIRECT	ERROR	-------')
		SNDPGMMSG	MSGID(CPF9897)	MSGF(QCPFMSG)	MSGDTA(&EVENT)
		SNDPGMMSG	MSGID(&EVENT)		MSGF(JSMMSGF)
	
		SNDPGMMSG	MSGID(CPF9897)	MSGF(QCPFMSG)	MSGDTA(&SERVICE)
		SNDPGMMSG	MSGID(CPF9897)	MSGF(QCPFMSG)	MSGDTA(&SERVERHOST)
		SNDPGMMSG	MSGID(CPF9897)	MSGF(QCPFMSG)	MSGDTA(&REMOTEUSER)
		SNDPGMMSG	MSGID(CPF9897)	MSGF(QCPFMSG)	MSGDTA(&REMOTEADDR)
		SNDPGMMSG	MSG('-------------------------------')
	
		/*文字列を作成する	-	WRKJOB	JOB(464971/QTMHHTTP/JSMINST)	*/
	
		RTVJOBA	JOB(&JOBNAME)	USER(&JOBUSER)	NBR(&JOBNUMBER)
	
		CHGVAR		VAR(&JOBCMD)	VALUE('WRKJOB	JOB('	*TCAT	+
																							&JOBNUMBER	*TCAT	'/'	*TCAT	+
																							&JOBUSER	*TCAT	'/'	*TCAT	+
																							&JOBNAME	*TCAT	')'	)
	
		CHGVAR	VAR(&JOBMSG)	VALUE('JSMDirect	error,	use	command'	*BCAT	+
																						&JOBCMD)
	
		/*メッセージMSG(&JOBMSG)をユーザーに送信する(*SYSOPR)	*/
	
		GOTO	END
	
ENDDO
	
IF	COND(&EVENT	*EQ	'ENTRY')	THEN(DO)
	
		/*	CONTINUEの省略値は'Y'	*/
		/*	CHGVAR	VAR(&CONTINUE)の値('N')	*/
		/*	CHGVAR	VAR(&MESSAGE)の値('I	do	not	know	you')	*/
		/*終了*/
	



		/*現在のサービスのジョブを準備する*/
	
		/*	PGM(JSMCHGJOB)	PARM(&JOBCHGSTS)を呼び出す*/
	
		IF	COND(&JOBCHGSTS	*NE	'OK')	THEN(DO)
				CHGVAR	VAR(&JOBMSG)	VALUE('Change	job	exception'	*BCAT	+
																								&JOBCHGSTS)
				SNDPGMMSG	MSGID(CPF9897)	MSGF(QCPFMSG)	MSGDTA(&JOBMSG)
		ENDDO
	
		/*	JSMLSAEXTとLANSA呼び出し用にライブラリを追加する*/
	
		CHGVAR	VAR(&TMPLIBPOS)	VALUE(1)
		ADDLIB:
				CHGVAR	VAR(&TMPLIB)	VALUE(%SST(&TMPLIBLIST	&TMPLIBPOS	10))
				IF	(&TMPLIB	*EQ	'	'	)	THEN(GOTO	ENDADDLIB)
	
				ADDLIBLE	LIB(&TMPLIB)
				RCVMSG	MSGQ(*PGMQ)
	
				CHGVAR	VAR(&TMPLIBPOS)	VALUE(&TMPLIBPOS	+	10)
				IF	(&TMPLIBPOS	*GE	2000)		THEN(GOTO	ENDADDLIB)
	
				GOTO	ADDLIB
		ENDADDLIB:
	
		GOTO	END
	
ENDDO
	
IF	COND(&EVENT	*EQ	'EXIT')	THEN(DO)
	
		/*次のサービスのジョブを復元する*/
	
		GOTO	END
	
ENDDO
	
END:	ENDPGM



	



4.7.2	JSMLSAEXT
JSMDIRECTプログラムは、LANSAファンクションを内部でのみ実行できます。LANSAプログ
ラムを呼び出すときに3GLプログラムを実行する必要があるか、柔軟性がさらに必要な場合は、
JSMLSAEXTプログラムを作成する必要があります。
この終了プログラムのソース・コードは、JSMライブラリのQCLSRCに保管されます。

	
/*	JSM	LANSA/3GL終了プログラム*/
	
PGM	PARM(&SERVICE	&SERVERHOST	&HOST	&PORT	&REMOTEUSER	&REMOTEADDR	+
									&PROCESS	&FUNCTION	&PARTITION	&LANGUAGE	&PROGRAM	&RDMLX	&CONTINUE	&MESSAGE)
	
DCL	VAR(&SERVICE)				TYPE(*CHAR)	LEN(30)
DCL	VAR(&SERVERHOST)	TYPE(*CHAR)	LEN(80)
DCL	VAR(&HOST)							TYPE(*CHAR)	LEN(80)
DCL	VAR(&PORT)							TYPE(*CHAR)	LEN(5)
DCL	VAR(&REMOTEUSER)	TYPE(*CHAR)	LEN(30)
DCL	VAR(&REMOTEADDR)	TYPE(*CHAR)	LEN(15)
	
DCL	VAR(&REQUEST)				TYPE(*CHAR)	LEN(10)	VALUE(RUN)
DCL	VAR(&PROCESS)				TYPE(*CHAR)	LEN(10)
DCL	VAR(&FUNCTION)			TYPE(*CHAR)	LEN(10)
DCL	VAR(&PARTITION)		TYPE(*CHAR)	LEN(3)
DCL	VAR(&LANGUAGE)			TYPE(*CHAR)	LEN(4)
DCL	VAR(&PROGRAM)				TYPE(*CHAR)	LEN(32)
DCL	VAR(&RDMLX)						TYPE(*CHAR)	LEN(1)
DCL	VAR(&CONTINUE)			TYPE(*CHAR)	LEN(1)
DCL	VAR(&MESSAGE)				TYPE(*CHAR)	LEN(256)
	
DCL	VAR(&PARM01)					TYPE(*CHAR)	LEN(256)
DCL	VAR(&PARM02)					TYPE(*CHAR)	LEN(256)
DCL	VAR(&PARM03)					TYPE(*CHAR)	LEN(256)
DCL	VAR(&PARM04)					TYPE(*CHAR)	LEN(256)
DCL	VAR(&PARM05)					TYPE(*CHAR)	LEN(256)
DCL	VAR(&PARM06)					TYPE(*CHAR)	LEN(256)
DCL	VAR(&PARM07)					TYPE(*CHAR)	LEN(256)
DCL	VAR(&PARM08)					TYPE(*CHAR)	LEN(256)
DCL	VAR(&PARM09)					TYPE(*CHAR)	LEN(256)
DCL	VAR(&PARM10)					TYPE(*CHAR)	LEN(256)



	
DCL	VAR(&TASKID)					TYPE(*CHAR)	LEN(8)
DCL	VAR(&PCTYPE)					TYPE(*CHAR)	LEN(1)	VALUE(N)
DCL	VAR(&DEVELOPER)		TYPE(*CHAR)	LEN(1)	VALUE(N)
DCL	VAR(&ALLOWMSGS)		TYPE(*CHAR)	LEN(1)	VALUE(N)
DCL	VAR(&PCNAME)					TYPE(*CHAR)	LEN(10)
DCL	VAR(&DATESRC)				TYPE(*CHAR)	LEN(1)	VALUE(S)
DCL	VAR(&BDEBUG)					TYPE(*CHAR)	LEN(1)	VALUE(N)
DCL	VAR(&BDEBUGDEV)		TYPE(*CHAR)	LEN(10)
DCL	VAR(&BDEBUGMSG)		TYPE(*CHAR)	LEN(10)
DCL	VAR(&XRUNADPRM)		TYPE(*CHAR)	LEN(512)
	
MONMSG	MSGID(CPF0000)
	
/*	CONTINUEの省略値は'Y'	*/
/*	CHGVAR	VAR(&CONTINUE)の値('N')	*/
/*	CHGVAR	VAR(&MESSAGE)の値('I	do	not	know	you')	*/
/*	終了*/
	
IF	COND(&PROGRAM	*NE	'	')	THEN(DO)
			/*	RPGを呼び出す*/
			CALL	&PROGRAM
	
			GOTO	END
	
ENDDO
	
IF	COND(&RDMLX	*EQ	'Y')	THEN(DO)
			/*	RDMLXを実行する要求を変更する*/
			CHGVAR	VAR(&REQUEST)	VALUE(X_RUN)
ENDDO
	
IF	COND(&PROCESS	*NE	'	'	*AND	&FUNCTION	*NE	'	')	THEN(DO)
	
			IF	COND(&REQUEST	*EQ	'RUN')	THEN(DO)
						/*	LANSA	V10またはV11を呼び出す*/
						CALL	PGM(LANSA)	PARM(&REQUEST	&PROCESS	&FUNCTION	+
																											&PARM01	&PARM02	&PARM03	&PARM04	&PARM05	+
																											&PARM06	&PARM07	&PARM08	&PARM09	&PARM10	+



																											&PARTITION	&LANGUAGE	&TASKID	&PCTYPE	+
																											&DEVELOPER	&ALLOWMSGS
&PCNAME	&DATESRC	+
																											&BDEBUG	&BDEBUGDEV	&BDEBUGMSG)
						GOTO	END
	
			ENDDO
	
			IF	COND(&REQUEST	*EQ	'X_RUN')	THEN(DO)
						/*	LANSA	V11を呼び出す	-	RDMLX	*/
						CALL	PGM(LANSA)	PARM(&REQUEST	&PROCESS	&FUNCTION	+
																											&PARM01	&PARM02	&PARM03	&PARM04	&PARM05	+
																											&PARM06	&PARM07	&PARM08	&PARM09	&PARM10	+
																											&PARTITION	&LANGUAGE	&TASKID	&PCTYPE	+
																											&DEVELOPER	&ALLOWMSGS	&PCNAME	&DATESRC	+
																											&BDEBUG	&BDEBUGDEV	&BDEBUGMSG	&XRUNADPRM)
						GOTO	END
	
			ENDDO
	
			GOTO	END
	
ENDDO
	
SNDPGMMSG	MSG('No	program	or	function	specified	for	execution')
	
END:	ENDPGM
	



4.7.3	JSMPXYEXT
以下のライフ・サイクル・イベントが発生すると、JSMPROXYTプログラムはCLプログラム
JSMPXYEXTを呼び出します。

ENTRY プログラムが開始します。

EXIT プログラムが正常に終了します。

ERRnnnn nnnnは、2000で始まる4桁の数字です。
エラーが発生すると、プログラムが終了し、EXITイ
ベントは呼び出されません。

	
この終了プログラムのソース・コードは、JSMライブラリのQCLSRCに保管されます。

	
/*	JSMPROXY終了プログラム*/
	
PGM	PARM(&EVENT	&SERVICE	&SERVERHOST	&REMOTEUSER	&REMOTEADDR	+
									&DIRECTHOST	&HOST	&PORT	&CONTINUE	&MESSAGE)
	
DCL	VAR(&EVENT)						TYPE(*CHAR)	LEN(10)
DCL	VAR(&SERVICE)				TYPE(*CHAR)	LEN(30)
DCL	VAR(&SERVERHOST)	TYPE(*CHAR)	LEN(80)
DCL	VAR(&REMOTEUSER)	TYPE(*CHAR)	LEN(30)
DCL	VAR(&REMOTEADDR)	TYPE(*CHAR)	LEN(15)
DCL	VAR(&DIRECTHOST)	TYPE(*CHAR)	LEN(80)
DCL	VAR(&HOST)							TYPE(*CHAR)	LEN(80)
DCL	VAR(&PORT)							TYPE(*CHAR)	LEN(5)
DCL	VAR(&CONTINUE)			TYPE(*CHAR)	LEN(1)
DCL	VAR(&MESSAGE)				TYPE(*CHAR)	LEN(256)
	
MONMSG	MSGID(CPF0000)
	
IF	COND(%SUBSTRING(&EVENT	1	3)	*EQ	'ERR')	THEN(DO)
	
		/*エラー・イベントのログを取得する*/
	
		SNDPGMMSG	MSG('-------	JSMPROXY	ERROR	-------')
		SNDPGMMSG	MSGID(CPF9897)	MSGF(QCPFMSG)	MSGDTA(&EVENT)
		SNDPGMMSG	MSGID(&EVENT)		MSGF(JSMMSGF)



	
		SNDPGMMSG	MSGID(CPF9897)	MSGF(QCPFMSG)	MSGDTA(&SERVICE)
		SNDPGMMSG	MSGID(CPF9897)	MSGF(QCPFMSG)	MSGDTA(&SERVERHOST)
		SNDPGMMSG	MSGID(CPF9897)	MSGF(QCPFMSG)	MSGDTA(&REMOTEUSER)
		SNDPGMMSG	MSGID(CPF9897)	MSGF(QCPFMSG)	MSGDTA(&REMOTEADDR)
		SNDPGMMSG	MSG('------------------------------')
	
		GOTO	END
	
ENDDO
	
IF	COND(&EVENT	*EQ	'ENTRY')	THEN(DO)
	
		/*	CONTINUEの省略値は'Y'	*/
		/*	CHGVAR	VAR(&CONTINUE)の値('N')	*/
		/*	CHGVAR	VAR(&MESSAGE)の値('I	do	not	know	you')	*/
	
		GOTO	END
	
ENDDO
	
IF	COND(&EVENT	*EQ	'EXIT')	THEN(DO)
	
		GOTO	END
	
ENDDO
	
END:	ENDPGM
	



4.7.4	JSMADMEXT
以下のライフ・サイクル・イベントが発生すると、JSMADMINプログラムはCLプログラム
JSMADMEXTを呼び出します。

ENTRY プログラムが開始します。

EXIT プログラムが正常に終了します。

ERRnnnn nnnnは、4000で始まる4桁の数字です。
エラーが発生すると、プログラムが終了し、EXITイ
ベントは呼び出されません。

	
この終了プログラムのソース・コードは、JSMライブラリのQCLSRCに保管されます。

	
/*	JSMADMIN終了プログラム*/
	
PGM	PARM(&EVENT	&SERVICE	&SERVERHOST	&REMOTEUSER	&REMOTEADDR	&CONTINUE	&MESSAGE)
	
DCL	VAR(&EVENT)						TYPE(*CHAR)	LEN(10)
DCL	VAR(&SERVICE)				TYPE(*CHAR)	LEN(30)
DCL	VAR(&SERVERHOST)	TYPE(*CHAR)	LEN(80)
DCL	VAR(&REMOTEUSER)	TYPE(*CHAR)	LEN(30)
DCL	VAR(&REMOTEADDR)	TYPE(*CHAR)	LEN(15)
DCL	VAR(&CONTINUE)			TYPE(*CHAR)	LEN(1)
DCL	VAR(&MESSAGE)				TYPE(*CHAR)	LEN(256)
	
MONMSG	MSGID(CPF0000)
	
IF	COND(%SUBSTRING(&EVENT	1	3)	*EQ	'ERR')	THEN(DO)
	
		/*エラー・イベントのログを取得する*/
	
		SNDPGMMSG	MSG('-------	JSMADMIN	ERROR	-------')
		SNDPGMMSG	MSGID(CPF9897)	MSGF(QCPFMSG)	MSGDTA(&EVENT)
		SNDPGMMSG	MSGID(&EVENT)		MSGF(JSMMSGF)
	
		SNDPGMMSG	MSGID(CPF9897)	MSGF(QCPFMSG)	MSGDTA(&SERVICE)
		SNDPGMMSG	MSGID(CPF9897)	MSGF(QCPFMSG)	MSGDTA(&SERVERHOST)
		SNDPGMMSG	MSGID(CPF9897)	MSGF(QCPFMSG)	MSGDTA(&REMOTEUSER)



		SNDPGMMSG	MSGID(CPF9897)	MSGF(QCPFMSG)	MSGDTA(&REMOTEADDR)
		SNDPGMMSG	MSG('------------------------------')
	
		GOTO	END
	
ENDDO
	
IF	COND(&EVENT	*EQ	'ENTRY')	THEN(DO)
	
		/*	CONTINUEの省略値は'Y'	*/
		/*	CHGVAR	VAR(&CONTINUE)の値('N')	*/
		/*	CHGVAR	VAR(&MESSAGE)の値('I	do	not	know	you')	*/
	
		GOTO	END
	
ENDDO
	
IF	COND(&EVENT	*EQ	'EXIT')	THEN(DO)
	
		GOTO	END
	
ENDDO
	
END:	ENDPGM
	



4.7.5	JSMCHGUSER
JSMCHGUSERプログラムは、現在のジョブのユーザー・プロファイルを変更する場合に
JSMDRTEXTプログラムで使用できます。

	
DCL	VAR(&STATUS)	TYPE(*CHAR)	LEN(7)
DCL	VAR(&USERID)	TYPE(*CHAR)	LEN(10)
DCL	VAR(&PASSWORD)	TYPE(*CHAR)	LEN(10)
	
CALL	PGM(JSMCHGUSER)	PARM(&USERID	&PASSWORD	&STATUS)
IF	COND(&STATUS	*NE	OK)	THEN(DO)
	



4.7.6	JSMCHGJOB
JSMCHGJOBプログラムは、現在のジョブのライブラリ・リストを、現在のユーザー・プロファ
イルのライブラリ・リストに変更する際にJSMDRTEXTプログラムで使用できます。HTTPイン
スタンスのユーザー・プロファイルを構成するには、UserId	%%CLIENT%%エントリーを使用す
るか、JSMCHGUSERプログラムを呼び出します。

	
DCL	VAR(&STATUS)	TYPE(*CHAR)	LEN(7)
	
CALL	PGM(JSMCHGJOB)	PARM(&STATUS)
IF	COND(&STATUS	*NE	OK)	THEN(DO)
	



4.7.7	JSMGETENV
JSMGETENVプログラムはJSMADMEXT、JSMPXYEXT、JSMDRTEXT、JSMLSAEXTの各プロ
グラムで使用して、CGI環境変数を読み込むことができます。
プログラムのステータス・コードには、OK、ERROR、NOVARのいずれかの値があります。

	
DCL	VAR(&ENVNAME)			TYPE(*CHAR)	LEN(128)
DCL	VAR(&ENVVALUE)		TYPE(*CHAR)	LEN(1024)
DCL	VAR(&ENVSTS)				TYPE(*CHAR)	LEN(5)
	
CHGVAR	VAR(&ENVNAME)	VALUE(HTTPS)
	
CALL	PGM(JSMGETENV)	PARM(&ENVNAME	&ENVVALUE	&ENVSTS)
	
IF	COND(&ENVSTS	*NE	'OK')	THEN(DO)
		GOTO	END
ENDDO
	



4.7.8	JSMTRCENV
JSMTRCENVプログラムをJSMADMEXT、JSMPXYEXT、JSMDRTEXT、JSMLSAEXTの各プロ
グラムで使用すると、利用可能なすべてのCGI環境変数をHTTPインスタンスのジョブ・ログに
出力できます。

HTTP	Apacheサーバーは、QUERY_STRING変数の値をASCIIで保管します。
JSMGETENVプログラムは、QUERY_STRINGの値をASCIIからEBCDICに変換します。

	
CALL	PGM(JSMTRCENV)
	
以下は、IBM	HTTP	ServerインスタンスJSMAPACHEのCGIジョブで
す。
--------	Start	--------
QIBM_USE_DESCRIPTOR_STDIO=Y
UNIQUE_ID=Az2swAoCAKoAABjpFFMAAAAC
SCRIPT_URL=/cgi-bin/jsmdirect
SCRIPT_URI=http://LANSA01:1099/cgi-bin/jsmdirect
HTTP_HOST=lansa01:1099
CONTENT_TYPE=application/json
HTTP_ACCEPT_ENCODING=gzip,	deflate
HTTP_ACCEPT=*/*
HTTP_REFERER=file://C:\Documents%20and%20Settings\alick.SYD\Desktop\Browser%20Client\JSONService.html
CONTENT_LENGTH=515
HTTP_USER_AGENT=Mozilla/4.0	(compatible;	MSIE	6.0;	Windows	NT	5.0;	.NET	CLR	1.1.4322;	.NET	CLR	2.0.50727)
HTTP_X_PROXY_VERSION=11.4.0
HTTP_X_PROXY_SERVER_NAME=LANSA01
HTTP_X_PROXY_SERVER_PORT=1099
HTTP_X_PROXY_REMOTE_ADDRESS=10.2.1.47
HTTP_ACCEPT_LANGUAGE=en-au
HTTP_CONNECTION=Keep-Alive
HTTP_CACHE_CONTROL=no-cache
PATH=/bin:/usr/bin:/usr/ucb:/usr/bsd:/usr/local/bin
SERVER_SIGNATURE=
SERVER_SOFTWARE=Apache
SERVER_NAME=LANSA01
SERVER_ADDR=10.2.0.170
SERVER_PORT=1099
REMOTE_ADDR=10.2.0.170
DOCUMENT_ROOT=/www/jsmapache/htdocs



SERVER_ADMIN=[no	address	given]
SCRIPT_FILENAME=/QSYS.LIB/DEVJSM.LIB/JSMDIRECT.PGM
DOCUMENT_NAME=/QSYS.LIB/DEVJSM.LIB/JSMDIRECT.PGM
REMOTE_PORT=5094
GATEWAY_INTERFACE=CGI/1.1
SERVER_PROTOCOL=HTTP/1.0
REQUEST_METHOD=POST
QUERY_STRING=¦Ë?>
REQUEST_URI=/cgi-bin/jsmdirect?json
SCRIPT_NAME=/cgi-bin/jsmdirect
DOCUMENT_URI=/cgi-bin/jsmdirect
RULE_FILE=conf/httpd.conf
CGI_MODE=BINARY
CGI_OUTPUT_MODE=BINARY
IBM_CCSID_VALUE=37
CGI_EBCDIC_CCSID=37
CGI_ASCII_CCSID=819
FSCP=37
NETCP=819
HTTPS=OFF
HTTP_X_DIRECT_VERSION=11.4.0
---------	End	---------
	



4.7.9	RUNJSMEXT
STRJSMコマンドはRUNJSMプログラムを発行します。
RUNJSMプログラムはCLプログラムRUNJSMEXTを呼び出します(RUNJSMEXTがライブラリ・
リストにある場合)。
以下のライフ・サイクル・イベントが発生すると、RUNJSMプログラムはCLプログラム
RUNJSMEXTを呼び出します。

ENTRY Java環境の開始前

REBOOT Java環境の再起動時
スタジオが再起動します。

EXIT Java環境の終了時
スタジオの停止またはQJVACMDSRVジョブの最後

この終了プログラムのソース・コードは、JSMライブラリのQCLSRCに保管されます。

PGM	PARM(&EVENT	&INSTANCE	&VERSION	&JOB)
DCL	VAR(&EVENT)					TYPE(*CHAR)	LEN(10)
DCL	VAR(&INSTANCE)		TYPE(*CHAR)	LEN(30)
DCL	VAR(&VERSION)			TYPE(*CHAR)	LEN(8)
DCL	VAR(&JOB)							TYPE(*CHAR)	LEN(10)
IF	COND(&EVENT	*EQ	'ENTRY')	THEN(DO)
			/*	CHGJOB	CCSID(37)	FOR	NATIVE	JDBC	DRIVER	*/
			GOTO	END
ENDDO
IF	COND(&EVENT	*EQ	'REBOOT')	THEN(DO)
			GOTO	END
ENDDO
IF	COND(&EVENT	*EQ	'EXIT')	THEN(DO)
			GOTO	END
ENDDO
END:	ENDPGM



4.8	配布(IBM	i)
クライアント・アプリケーションは、他のコンピュータで実行するJava	Service	Managerのアプリ
ケーションと通信できます。

JSMCLTDTAデータ・エリアは、サーバーのリモート・アドレスで更新する必要があります。ま
たは、JSM_OPEN呼び出しでリモート・アドレスを指定できます。
以下の表は、各Integrator機能のオブジェクトの依存関係を示しています。

JSMDIRECT
JSMDIRECT CGIプログラム

DC@W29 プログラム・データ
ベース

DC@W29V1 	

DC@W29V2 	

JSMMSGF メッセージ・ファイ
ル

JSMDRTEXT 終了プログラム

JSMLSAEXT 終了プログラム

JSMPROXY
JSMPROXY CGIプログラム

DC@W30 プログラム・データ
ベース

DC@W30V1 	

JSMMSGF メッセージ・ファイ
ル

JSMPXYEXT 終了プログラム

LANSAプログラム	-	シングル接続
JSMCLTDA クライアント・デー

タ・エリア

JSMMSGF メッセージ・ファイ



ル

BI@P262 JSM_CLOSE組み込
み関数

BI@P263 JSM_COMMAND組
み込み関数

BI@P264 JSM_OPEN組み込み
関数

DCXS882X サービス・プログラ
ム

RPGプログラム	-	シングル接続
JSMCLTDTA クライアント・デー

タ・エリア

JSMMSGF メッセージ・ファイ
ル

DCXS882X サービス・プログラ
ム

RPGXプログラム	-	マルチ接続
JSMCLTDTA クライアント・デー

タ・エリア

JSMMSGF メッセージ・ファイ
ル

JSMRPGSRV サービス・プログラ
ム



4.9	ログ・ファイル(Windows)
JSMDirect、JSMProxy、JSMAdmin	CGIプログラムは、jsmdirect.log、jsmproxy.log、jsmadmin.log
の各ファイルにそれぞれのログ情報を書き込みます。

これらのCGIプログラムの省略値・フォルダーはJSMCGIフォルダーです。
省略値では、これらのログ・ファイルは、JSMDirect、JSMProxy、またはJSMAdminプログラム
の開始元フォルダーに作成されます。通常は、JSMCGIフォルダーになります。
ログ・ファイルが適切に作成されるようにするには、JSMDirect、JSMProxy、またはJSMAdmin
プログラムの実行に使用されるWindowsログオンに、jsmdirect.exe、jsmproxy.exe、jsmadmin.exe
のインストール先ディレクトリに対する読み取り/書き込みアクセス権が必要です。
これらのログ・ファイルの場所は構成可能なため、他のどの場所にも作成できます。

JSMDirect、JSMProxy、JSMAdminの構成ファイルの名前はjsmcgi.cfgです。このファイルはイン
ストール・プロセスでは作成されません。

構成ファイルは、JSMDirect、JSMProxy、JSMAdminプログラムを開始するディレクトリに置く
必要があります。

ログ・ファイル・ディレクトリは、jsmcgi.cfgファイル内のLOGFILELOCATIONエントリーで指
定されます。

このエントリーが読み込めない場合や空の場合、省略値・フォルダーが使用されます。

例

	
LOGFILELOCATION=c:\temp
	

この場合、ログ・ファイルはc:\tempディレクトリに作成されます。

	
LOGFILELOCATION=log
	

この場合、ログ・ファイルは、JSMDirect、JSMProxy、JSMAdminがインストールされるJSMCGI
フォルダーに相対的な、logという名前のディレクトリに作成されます。
プログラムを実行するためのWindowsログオンの指定については、『Windows	LANSAインストー
ルガイド』の「タスク：Windows上でのJavaサービス・マネージャの構成」のステップ4を参照
してください。

its:lansa041.CHM::/IWINB8_0010.htm


4.10	Apacheディレクティブ
Apacheサーバーには、サーバー機能の有効化/無効化に使用できるモジュールやディレクティブ
が数多く含まれています。

詳細については、以下を参照してください。

http://httpd.apache.org/docs/2.0/mod/
http://httpd.apache.org/docs/2.0/mod/directives.html

http://httpd.apache.org/docs/2.0/mod/
http://httpd.apache.org/docs/2.0/mod/directives.html


4.11	Apache	URLの書き換え
Apacheサーバーでは、書き換えディレクティブを使用してURL操作を行う強力な方法が提供さ
れます。

詳細は、以下を参照してください。

http://httpd.apache.org/docs/2.0/mod/mod_rewrite.html
http://httpd.apache.org/docs/2.0/misc/rewriteguide.html
以下の例は、これらの書き換えディレクティブの使用方法を示しています。

例1
URL："/myservice?request=xml&service=neworder"	を	"/cgi-bin/jsmdirect?neworder"	に書き換え	
サンプルURL：http://10.2.0.170:1099/myservice?request=xml&service=neworder
URLにサービス名の値のペアが含まれる場合、/cgi-bin/jsmdirect?<値>が呼び出されます。そうで
ない場合は、/cgi-bin/jsmdirect?defaultが呼び出されます。

RewriteCond	%{QUERY_STRING}	service\=([^\&]+)
RewriteRule	^/myservice(.*)	/cgi-bin/jsmdirect?%1	[L,PT]
RewriteRule	^/myservice(.*)	/cgi-bin/jsmdirect?default	[L,PT]

RewriteCondは、service=のQUERY_STRINGをチェックして、&以外の値をパラメータ化します。
条件が真の場合、次のRewriteRuleを実行します。真でなければこのルールはスキップされ、他
のルールが実行されます。

注：

RewriteRuleディレクティブでクエリー文字列は使用できません。
クエリー文字列は、mod_rewriteがディレクトリごとのコンテキストで有効になるまでに
query_string環境変数に移動しています。
RewriteCondは、その後の最初のRewriteRuleにのみ有効です。
以降のRewriteRuleには適用されないため、%1の後方参照は、2番目、3番目、以降のRewriteRule
に対して未定義になります。

例2
URL："/parts/00345"	を	"/cgi-bin/jsmdirect?orderbind+id(00345)"	に書き換え
サンプルURL：http://10.2.0.170:1099/parts/00345

RewriteRule	^/parts/(.*)	/cgi-bin/jsmdirect?orderbind+id($1)	[L,PT]
例3
URL："/parts/00345/abc"	を	"/cgi-bin/jsmdirect?orderbind+id(00345)+item(abc)"	に書き換え
サンプルURL：http://10.2.0.170:1099/parts/00345/abc

RewriteRule	^/parts/(.*)/(.*)	/cgi-sec/jsmdirect?
orderbind+id($1)+item($2)	[L,PT]

Apache構成ファイルのサンプル
#	Apache構成	-	JSMサービス

http://httpd.apache.org/docs/2.0/mod/mod_rewrite.html
http://httpd.apache.org/docs/2.0/misc/rewriteguide.html


Options	None
Listen	10.2.0.170:1099
ServerRoot	/www/jsmapache
DocumentRoot	/www/jsmapache/htdocs
#	DefaultFsCCSID		37
#	DefaultNetCCSID	819
#	ServerUserID	USERPROFILE
#
LogLevel	Warn
LogCycle	Daily
ErrorLog	logs/error_log
CustomLog	logs/access_log	combined
LogFormat	"%{User-agent}i"	agent
LogFormat	"%{Referer}i	->	%U"	referer
LogFormat	"%{Cookie}n	\"%r\"	%t"	cookie
LogFormat	"%h	%l	%u	%t	\"%r\"	%>s	%b"	common
LogFormat	"%h	%l	%u	%t	\"%r\"	%>s	%b	\"%{Referer}i\"	\"%{User-
Agent}i\""	combined
#
SetEnvIf	"User-Agent"	"Mozilla/2"	nokeepalive
SetEnvIf	"User-Agent"	"JDK/1\.0"	force-response-1.0
SetEnvIf	"User-Agent"	"Java/1\.0"	force-response-1.0
SetEnvIf	"User-Agent"	"RealPlayer	4\.0"	force-response-1.0
SetEnvIf	"User-Agent"	"MSIE	4\.0b2;"	nokeepalive
SetEnvIf	"User-Agent"	"MSIE	4\.0b2;"	force-response-1.0
#
#	StartCGI	1
#	SendBufferSize	32768
#	ReceiveBufferSize	32768
#
#ユーザー名ベースの仮想ホスティング
NameVirtualHost	10.2.0.170
#
<VirtualHost	10.2.0.170>
		#最初の仮想ホストのディレクティブが省略値のホストになる
		#これは、サポートされないまたはホスト名がないIPアドレスの使用
を捕捉する
		#ドキュメントのルート・ディレクトリにアクセスする権限もない
		Options	None



		ServerName	10.2.0.170
		DocumentRoot	/www/jsmapache/htdocs
</VirtualHost>
#
<VirtualHost	10.2.0.170>
		Options	None
		ServerName	LANSA01
		ServerAlias	LANSA01.LANSA.COM.AU
		DocumentRoot	/www/jsmapache/htdocs-site1
		CGIConvMode	BINARY
		ErrorDocument	403	/noaccess.html
		ErrorDocument	404	/notfound.html
		ScriptAliasMatch	^/cgi-
bin/jsmproxy(.*)	/qsys.lib/devjsm.lib/jsmproxy.pgm$1
		ScriptAliasMatch	^/cgi-
bin/jsmdirect(.*)	/qsys.lib/devjsm.lib/jsmdirect.pgm$1
		ScriptAliasMatch	^/cgi-
sec/jsmdirect(.*)	/qsys.lib/secure.lib/jsmdirect.pgm$1
		TimeOut	3000
		#
		RewriteEngine	On
		#	RewriteLog	rewrite-site1.log
		#	RewriteLogLevel	9
		#
		RewriteCond	%{REQUEST_METHOD}	^TRACE
		RewriteRule	.*	-	[L,F]
		#
		RewriteRule	^/parts/(.*)/(.*)	/cgi-sec/jsmdirect?
orderbind+id($1)+item($2)	[L,PT]
		RewriteRule	^/parts/(.*)	/cgi-bin/jsmdirect?orderbind+id($1)	[L,PT]
		RewriteRule	^/parts	/cgi-bin/jsmdirect?orderbind+id(*NONE)	[L,PT]
		#
		RewriteCond	%{QUERY_STRING}	service\=([^\&]+)
		RewriteRule	^/myservice(.*)	/cgi-bin/jsmdirect?%1	[L,PT]
		RewriteRule	^/myservice(.*)	/cgi-bin/jsmdirect?default	[L,PT]
		#
		RewriteCond	%{TIME_HOUR}%{TIME_MIN}	>0905
		RewriteCond	%{TIME_HOUR}%{TIME_MIN}	<1900
		RewriteRule	^/mypage.html	/day.html	[L]



		RewriteRule	^/mypage.html	/night.html	[L]
		#
		#	RewriteCond	%{TIME_HOUR}%{TIME_MIN}	<1300	[OR]
		#	RewriteCond	%{TIME_HOUR}%{TIME_MIN}	>1500
		#	RewriteRule	^/cgi-bin/jsmdirect(.*)	/noaccess.html	[L]
		#
		#	RewriteMap	companymap	txt:/www/jsmapache/company.map
		#	RewriteRule	^/company/(.*)	${companymap:$1|http://nocompany.com}	[L,R]
		#
		#	RewriteMap	hostmap	rnd:/www/jsmapache/randomhost.map
		#	RewriteRule	^/(.*\.(pdf|gif|jpg))	http://${hostmap:static}/$1	[L,R]
		#
		<Directory	/www/jsmapache/htdocs-site1>
				Options	None
				Order	Allow,Deny
				Allow	from	all
				AllowOverride	None
		</Directory>
		#
		<Directory	/qsys.lib/devjsm.lib>
				Options	None
				Order	Allow,Deny
				Allow	from	all
				AllowOverride	None
				#有効なユーザーが必要
				#認証タイプ	Basic
				#認証名"Restricted	Service"
				#ユーザーID	QTMHHTP1
				#	パスワード・ファイル	%%SYSTEM%%
		</Directory>
		#
		<Directory	/qsys.lib/secure.lib>
				Options	None
				Order	Allow,Deny
				Allow	from	all
				AllowOverride	None
				Require	valid-user
				AuthType	Basic
				AuthName	"Restricted	Service"



				#ユーザーID	QTMHHTP1
				PasswdFile	%%SYSTEM%%
		</Directory>
</VirtualHost>
#
<VirtualHost	10.2.0.170>
		Options	None
		ServerName	STUDIOADMIN
		DocumentRoot	/www/jsmapache/htdocs-site2
		CGIConvMode	BINARY
		ScriptAliasMatch	^/cgi-
bin/jsmadmin(.*)	/qsys.lib/devjsm.lib/jsmadmin.pgm$1
		#
		<Directory	/www/jsmapache/htdocs-site2>
				Options	None
				Order	Allow,Deny
				Allow	from	all
				AllowOverride	None
		</Directory>
		#
		<Directory	/qsys.lib/devjsm.lib>
				Options	None
				Order	Allow,Deny
				Allow	from	10.2.1.46
				Allow	from	10.2.1.47
				Allow	from	10.2.1.48
				AllowOverride	None
		</Directory>
</VirtualHost>
#
#グローバル・サーバー・ディレクティブ
#
<Directory	/>
		Options	None
		Order	Allow,Deny
		Deny	from	all
		AllowOverride	None
</Directory>
#



<Directory	/www/jsmapache/htdocs>
		Options	None
		Order	Allow,Deny
		Deny	from	all
		AllowOverride	None
</Directory>



4.12	Apacheリバース・プロキシー
Apacheサーバーは、リバース・プロキシー・サーバーとして機能するように構成できます。
リバース・プロキシー・サーバーは、クライアントに対して通常のWebサーバーと同様に表示さ
れます。

クライアント上で特別な構成は必要ありません。

クライアントは、リバース・プロキシーのネームスペースで内容に関する通常の要求を行いま
す。

リバース・プロキシーはこれらの要求の送信先を決定し、リバース・プロキシー自体が送信元で
あるかのように内容を返します。

リバース・プロキシーは、通常、インターネット・ユーザーがファイアウォールの後ろにある
サーバーにアクセスする場合に使用されます。

また、複数のバックエンド・サーバー間で負荷を分散する場合や、比較的速度が遅いバックエン
ド・サーバー用にキャッシュを提供する場合にも使用できます。

さらに、複数のサーバーを同じURLスペースに入れるだけの場合も使用できます。
リバース・プロキシー構成にさらに柔軟性を持たせる必要がある場合は、[P]フラグを使用する
RewriteRuleディレクティブを参照してください。
詳細については、以下を参照してください。

http://httpd.apache.org/docs/2.0/mod/mod_proxy.html
以下はIBM	Apache	Serverの構成例です。

	
#	Apache構成	-	リバース・プロキシー
#
LoadModule	proxy_module	/QSYS.LIB/QHTTPSVR.LIB/QZSRCORE.SRVPGM
LoadModule	proxy_http_module	/QSYS.LIB/QHTTPSVR.LIB/QZSRCORE.SRVPGM
#	LoadModule	proxy_ftp_module	/QSYS.LIB/QHTTPSVR.LIB/QZSRCORE.SRVPGM
#	LoadModule	proxy_connect_module	/QSYS.LIB/QHTTPSVR.LIB/QZSRCORE.SRVPGM
#
Options	None
Listen	10.2.0.170:2334
ServerRoot	/www/jsmproxy
DocumentRoot	/www/jsmproxy/htdocs
#	DefaultFsCCSID		37
#	DefaultNetCCSID	819
#	ServerUserID	USERPROFILE
#
LogLevel	Warn
LogCycle	Daily
ErrorLog	logs/error_log
CustomLog	logs/access_log	combined

http://httpd.apache.org/docs/2.0/mod/mod_proxy.html


LogFormat	"%{User-agent}i"	agent
LogFormat	"%{Referer}i	->	%U"	referer
LogFormat	"%{Cookie}n	\"%r\"	%t"	cookie
LogFormat	"%h	%l	%u	%t	\"%r\"	%>s	%b"	common
LogFormat	"%h	%l	%u	%t	\"%r\"	%>s	%b	\"%{Referer}i\"	\"%{User-
Agent}i\""	combined
#
SetEnvIf	"User-Agent"	"Mozilla/2"	nokeepalive
SetEnvIf	"User-Agent"	"JDK/1\.0"	force-response-1.0
SetEnvIf	"User-Agent"	"Java/1\.0"	force-response-1.0
SetEnvIf	"User-Agent"	"RealPlayer	4\.0"	force-response-1.0
SetEnvIf	"User-Agent"	"MSIE	4\.0b2;"	nokeepalive
SetEnvIf	"User-Agent"	"MSIE	4\.0b2;"	force-response-1.0
#
#ユーザー名ベースの仮想ホスティング
NameVirtualHost	10.2.0.170
#
<VirtualHost	10.2.0.170>
		#最初の仮想ホストのディレクティブが省略値のホストになる
		Options	None
		ServerName	LANSA01
		TimeOut	3000
		ProxyReverse	On
		ProxyRequests	Off
		ProxyTimeOut	3000
		<Proxy	*>
				Order	Allow,Deny
				Allow	from	all
		</Proxy>
		#
		#すべての要求を渡す
		#	ProxyPass	/	http://lansa01:1099/
		#	ProxyPassReverse	/	http://lansa01:1099/
		#
		#	CGI要求のみを渡す
		ProxyPass	/cgi-bin/	http://lansa01:1099/cgi-bin/
		ProxyPassReverse	/cgi-bin/	http://lansa01:1099/cgi-bin/
</VirtualHost>
#



<Directory	/>
		Options	None
		Order	Allow,Deny
		Deny	from	all
		AllowOverride	None
</Directory>
#
<Directory	/www/jsmproxy/htdocs>
		Options	None
		Order	Allow,Deny
		#	Deny	from	all
		Allow	from	all
		AllowOverride	None
</Directory>
	



4.13	Apache	SSLサポート
ApacheサーバーはHTTP	SSLサーバーになるように構成できます。
以下はIBM	Apache	Serverの構成例です。

	
#	Apache構成	-	SSL	JSMサービス
#
LoadModule	ibm_ssl_module	/QSYS.LIB/QHTTPSVR.LIB/QZSRVSSL.SRVPGM
#
Options	None
Listen	10.2.0.170:443
ServerRoot	/www/jsmapache
DocumentRoot	/www/jsmapache/htdocs
#	DefaultFsCCSID		37
#	DefaultNetCCSID	819
#	ServerUserID	USERPROFILE
#
LogLevel	Warn
LogCycle	Daily
ErrorLog	logs/error_log
CustomLog	logs/access_log	combined
LogFormat	"%{User-agent}i"	agent
LogFormat	"%{Referer}i	->	%U"	referer
LogFormat	"%{Cookie}n	\"%r\"	%t"	cookie
LogFormat	"%h	%l	%u	%t	\"%r\"	%>s	%b"	common
LogFormat	"%h	%l	%u	%t	\"%r\"	%>s	%b	\"%{Referer}i\"	\"%{User-
Agent}i\""	combined
#
SetEnvIf	"User-Agent"	"Mozilla/2"	nokeepalive
SetEnvIf	"User-Agent"	"JDK/1\.0"	force-response-1.0
SetEnvIf	"User-Agent"	"Java/1\.0"	force-response-1.0
SetEnvIf	"User-Agent"	"RealPlayer	4\.0"	force-response-1.0
SetEnvIf	"User-Agent"	"MSIE	4\.0b2;"	nokeepalive
SetEnvIf	"User-Agent"	"MSIE	4\.0b2;"	force-response-1.0
SetEnvIf	"User-Agent"	".*MSIE.*"	nokeepalive	ssl-unclean-
shutdown	downgrade-1.0	force-response-1.0
#
ScriptAliasMatch	^/cgi-bin/jsmadmin(.*)	/qsys.lib/jsm.lib/jsmadmin.pgm$1
ScriptAliasMatch	^/cgi-bin/jsmproxy(.*)	/qsys.lib/jsm.lib/jsmproxy.pgm$1



ScriptAliasMatch	^/cgi-bin/jsmdirect(.*)	/qsys.lib/jsm.lib/jsmdirect.pgm$1
#
#	StartCGI	1
#	SendBufferSize	32768
#	ReceiveBufferSize	32768
#
#ユーザー名ベースの仮想ホスティング
NameVirtualHost	10.2.0.170
#
<VirtualHost	10.2.0.170>
		#最初の仮想ホストのディレクティブが省略値のホストになる
		Options	None
		ServerName	LANSA01
		SSLEngine	On
		#	SSLClientAuth	required
		SSLAppName	QIBM_HTTP_SERVER_JSMSSL
		CGIConvMode	BINARY
		TimeOut	3000
</VirtualHost>
#
<Directory	/>
		Options	None
		Order	Allow,Deny
		Deny	from	all
		AllowOverride	None
</Directory>
#
<Directory	/www/jsmapache/htdocs>
		Options	None
		Order	Allow,Deny
		Allow	from	all
		AllowOverride	None
</Directory>
#
<Directory	/qsys.lib/jsmlib.lib>
		Options	None
		Order	Allow,Deny
		Allow	from	all
		AllowOverride	None



</Directory>
	



4.14	Apacheトレース(IBM	i)
WRKSPLF	SELECT	(QTMHHTTP)コマンドを使用して、該当ユーザーが所有する現在のスプー
ル・ファイルを表示します。

次の選択の管理がより簡単になるように、重要ではないスプール・ファイルを削除します。

-vvオプションを指定してHTTPサーバー・インスタンスを開始します。

STRTCPSVR	SERVER	(*HTTP)	HTTPSVR	(JSMAPACHE	'-vv')
指定したトレース・オプションが受け入れられたことを確認するために、サーバー・ジョブ・ロ
グで完了メッセージCPCA984を探します。

ジョブ534123/QTMHHTTP/JSMAPACHEのユーザー・トレース・オプ
ションが変更されました。
これは、HTTPサーバー・インスタンスJSMAPACHEのマネージャー・
ジョブです。

HTTPインスタンスでのエラーの発生原因となっているHTTPクライアント・プログラムを実行し
ます。

HTTPサーバー・インスタンスを終了します。

ENDTCPSVR	SERVER	(*HTTP)	HTTPSVR	(JSMAPACHE)
WRKSPLF	SELECT	(QTMHHTTP)を再度使用して、作成したトレース・スプール・ファイルを表
示します。

QZSRHTTPTR		QTMHHTTP			PRT01			QSRV534123		HLD		16
QZSRHTTPTR		QTMHHTTP			PRT01			QSRV534124		HLD		1
QZSRHTTPTR		QTMHHTTP			PRT01			QSRV534125		HLD		30
QZSRHTTPTR		QTMHHTTP			PRT01			QSRV534126		HLD		21

また、以下のコマンドを使用すればトレースをいつでも開始できます(インスタンスを停止して
起動する必要はありません)。

TRCTCPAPP	APP(*HTTP)	HTTPSVR(JSMAPACHE)	TRCLVL(*VERBOSE)
TRCTCPAPP	APP(*HTTP)	SET(*OFF)



4.15	SSLサポート
LANSA	Integratorに付属のHTTPサービスは、標準Java	SSL拡張経由でSSLを使用して通信できま
す。

SSLサポート用にIBM	i	を構成する場合は、IBMインフォメーション・センターのサイトを使用
してください。

JSM	manager.propertiesファイルの例を以下に示します。

#
#	Java	Service	Managerの構成
#
#	javax.net.ssl.keyStore=
#	javax.net.ssl.keyStoreType=jks
#	javax.net.ssl.keyStorePassword=
#	javax.net.ssl.trustStore=
#	javax.net.ssl.trustStoreType=jks
#	javax.net.ssl.trustStorePassword=
#	javax.net.debug=all
#	javax.net.debug=ssl,handshake,data,trustmanager
#
#	ssl.KeyManagerFactory.algorithm=IBMX509
#	ssl.TrustManagerFactory.algorithm=IBMX509
#	ssl.SocketFactory.provider=com.ibm.jsse.JSSESocketFactory
#	ssl.ServerSocketFactory.provider=com.ibm.jsse.JSSEServerSocketFactory
#
#省略値では、SSLは省略値のコンテナーから省略値の証明書を使用す
る
#
#	os400.certificateLabel=MYLABEL
#	os400.certificateContainer=/QIBM/USERDATA/ICSS/CERT/SERVER/DEFAULT.KDB
#

Java信頼/キー・ストア
省略値では、IBM	Technology	for	Java	JDKは、cacerts信頼/キー・ストア・ファイルを使用しま
す。

cacertsファイルの場所は、JDKのバージョンとビット・モードによって異なります。
cacertsファイルは、以下のいずれかのディレクトリにあります。

/QOpenSys/QIBM/ProdData/JavaVM/jdk50/32bit/jre/lib/security
/QOpenSys/QIBM/ProdData/JavaVM/jdk50/64bit/jre/lib/security
/QOpenSys/QIBM/ProdData/JavaVM/jdk60/32bit/jre/lib/security
/QOpenSys/QIBM/ProdData/JavaVM/jdk60/64bit/jre/lib/security



省略値では、IBM	Classic	JDKの1.5と1.6は、cacerts信頼/キー・ストア・ファイルを使用します。
cacertsファイルの場所は、JDKのバージョンによって異なります。

/QIBM/ProdData/Java400/jdk15/lib/security
/QIBM/ProdData/Java400/jdk6/lib/security

省略値では、IBM	Classic	JDK	1.4はディジタル証明書マネージャーを使用します。
IBM	Classic	JDK	1.4のcacertsファイルは、以下のディレクトリにあります。

/QIBM/ProdData/Java400/jdk14/lib/security
cacertsファイルを信頼/キー・ストアとして使用するようにIBM	Classic	JDK	1.4を構成するには、
以下のステップを行う必要があります。

manager.propertiesファイルを編集し、以下のプロパティを有効にします。

ssl.KeyManagerFactory.algorithm=IBMX509
ssl.TrustManagerFactory.algorithm=IBMX509
ssl.SocketFactory.provider=com.ibm.jsse.JSSESocketFactory
ssl.ServerSocketFactory.provider=com.ibm.jsse.JSSEServerSocketFactory

Digital	Certificate	Managerの使用時にクライアント認証接続に使用するデジタル証明書を選択す
るには、省略値の証明書を使用するか、独自の証明書を指定できます。

使用するデジタル証明書を指定するには、以下のプロパティを使用します。

os400.certificateLabel=MYLABEL
os400.certificateContainer=/QIBM/USERDATA/ICSS/CERT/SERVER/DEFAULT.KDB

デジタル証明書コンテナーには、デジタル証明書が保管されます。IBM	i	システムの省略値証明
書コンテナーを使用する場合、証明書コンテナーを指定する必要はありません。

特定のデジタル証明書コンテナーを使用するには、そのデジタル証明書コンテナーを指定する必
要があります。

クライアントでのSSLクライアント認証
サーバーがクライアント認証用に構成されている場合、クライアントがサーバーの認証を受ける
と、サーバーはクライアントの証明書を要求します。

クライアントは署名付き証明書を送信し、サーバーはクライアントの証明書と既存の証明書のラ
イブラリを比較しながらクライアントと同じ認証プロセスを行います。

信頼マネージャーがDigital	Certificate	Managerの場合、認証用にサーバーに送信される証明書は
os400.certificateLabelプロパティで指定されます。
一部のサーバーでは、証明書に拡張されたキー属性「client	authentication」	(1.3.6.1.5.5.7.3.2)を含
める必要があります。

クライアント証明書に署名したCA証明書は、信頼できる証明書のサーバー・リストに含まれる
ように他のパーティーに送信する必要があります。

サーバーでのSSLクライアント認証
サーバーがクライアント認証用に構成されている場合、クライアントがサーバーの認証を受ける
と、サーバーはクライアントの証明書を要求します。

<VirtualHost	10.2.0.170>
		Options	None



		ServerName	LANSA01
		SSLEngine	On
		SSLClientAuth	required
		SSLAppName	QIBM_HTTP_SERVER_JSMSSL
</VirtualHost>
クライアントは署名付き証明書を送信し、サーバーはクライアントの証明書と既存の証明書のラ
イブラリを比較しながらクライアントと同じ認証プロセスを行います。



4.16	SSLハンドシェイク
セキュア・ソケット・レイヤー(SSL)プロトコルでは、公開鍵暗号化と対称鍵暗号化を組み合わ
せて使用します。

対称鍵暗号化は、公開鍵暗号化よりも速く実行されますが、公開鍵暗号化の方が優れた認証技術
が提供されます。

SSLセッションは、必ずSSLハンドシェイクと呼ばれるメッセージの交換で始まります。
ハンドシェイクを使用すると、サーバーは公開鍵技術を使用してクライアントに対して自身を証
明できます。その後、クライアントとサーバーは協力して対称鍵を作成します。この鍵は、以降
のセッションでの暗号化、復号化、不正検出を高速化するために使用されます。

ハンドシェイクでは、クライアントがサーバーに対してオプションで自身を証明することもでき
ます。

SSLハンドシェイクに必要なステップは以下のとおりです。
1.			クライアントは、クライアントの「hello	(挨拶)」メッセージを送信します。このメッセージ
には、SSLのバージョン、クライアントでサポートされる暗号スイート、クライアントでサ
ポートされるデータ圧縮方法などのクライアントの暗号機能(クライアントの優先順位でソー
トされている)がリストされます。メッセージには、28バイトの乱数も含まれます。

2.			サーバーはサーバーの「hello	(挨拶)」メッセージで応答します。このメッセージには、サー
バーで選択された暗号方法(暗号スイート)とデータ圧縮方法、セッションID、別の乱数が含
まれます。

							注：クライアントとサーバーは、少なくとも1つの共通暗号スイートをサポートしている必
要があります。サポートしていない場合、ハンドシェイクは失敗します。サーバーは、通
常、最も強力な共通暗号スイートを選択します。

3.			サーバーは自身のデジタル証明書を送信します。サーバーがSSL	V3を使用し、サーバーのア
プリケーションでクライアント認証用のデジタル証明書が必要な場合、サーバーは「digital
certificate	request	(デジタル証明書要求)」メッセージを送信します。サーバーは、「digital
certificate	request	(デジタル証明書要求)」メッセージで、サポートされるデジタル証明書のタ
イプと、受け入れ可能な認証機関の識別名のリストを送信します。

4.			サーバーが自身の「hello	done	(挨拶終了)」メッセージを送信し、クライアントの応答を待機
します。

5.			クライアントは、サーバーの「hello	done	(挨拶終了)」メッセージを受け取ると、サーバーの
デジタル証明書の有効性を検証し、サーバーの「hello	(挨拶)」パラメータを受け入れられる
かどうかを確認します。

							サーバーがクライアントのデジタル証明書を要求した場合、クライアントはデジタル証明書
を送信します。あるいは、適切なデジタル証明書を入手できない場合は「no	digital	certificate
(デジタル証明書なし)」のアラートを送信します。このアラートは単なる警告ですが、クラ
イアント認証が強制される場合、サーバー・アプリケーションはセッションに失敗すること
があります。

6.			クライアントは「client	key	exchange	(クライアント鍵の交換)」メッセージを送信します。こ
のメッセージには、プレマスター・シークレット(サーバーの公開鍵で暗号化される、対称暗
号鍵とメッセージ認証コード(MAC)鍵の生成に使用される46バイトの乱数)が含まれます。

							クライアントがサーバーにデジタル証明書を送信すると、クライアントは、クライアントの
秘密鍵で署名された「digital	certificate	verify	(デジタル証明書の検証)」メッセージを送信しま
す。サーバーは、このメッセージの署名を検証することでクライアントのデジタル証明書の



所有者を明示的に検証できます。

						注：サーバーのデジタル証明書を検証する追加のプロセスは必要ありません。デジタル証明
書に属する秘密鍵がサーバーにない場合、サーバーはプレマスター・シークレットの復号化
や、対称暗号アルゴリズムの正しい鍵の作成を行うことができず、ハンドシェイクは失敗し
ます。

7.			クライアントは一連の暗号操作を使用して、プレマスター・シークレットをマスター・シー
クレットに変換します。暗号化やメッセージの認証に必要な鍵のすべての材料はここから抽
出されます。その後、クライアントは「change	cipher	spec	(暗号仕様の変更)」メッセージを送
信して、サーバーが新しく交渉された暗号スイートに切り替えるようにします。クライアン
トから送信される次のメッセージ(「finished	(完了)」メッセージ)が、この暗号方法と鍵で暗
号化される最初のメッセージになります。

8.			サーバーは、自身の「change	cipher	spec	(暗号仕様の変更)」と「finished	(完了)」メッセージ
で応答します。

9.			SSLハンドシェイクが終了し、暗号化されたアプリケーション・データを送信できます。



4.17	JSM	HTTPサーバー
JSMにはHTTPサーバーが含まれており、スタティックなファイル・リソースとして使用した
り、カスタムJavaクラス経由で動的なコンテンツとしても使用できます。
HTTPサーバーはXMLファイルと複数のmanager.propertiesエントリーにより構成されています。
XML構成ファイルはhttpdプロパティにより指定されます。HTTPサーバーのライセンスは、通常
のJSMライセンス・システムまたはaXesアプリケーション・サーバー・ライセンスにより取得で
きます。

manager.properties

	
httpd=system/httpd.xml
httpd.axes.release=V1R3M6
httpd.axes.instance=AXES
	

HTTPサーバー構成ファイルでは、複数のHTTPインスタンスやインスタンスを持つ複数の仮想ホ
ストを記述できます。HTTPインスタンスはTCP/IP通信のオプションとアクセス、エラー・ロ
グ・ファイルの場所を指定します。IPアドレスの許可・拒否のアクセス・コントロールはインス
タンス・レベルで指定できます。MMEファイル・タイプのインスタンス全域内のマッピングも
指定可能です。ポート属性の省略値は80で、インターフェイスの省略値は*ALLです。バックロ
グの省略値は、256です。
HTTPインスタンスを使って、複数の仮想ホスト・セクションが指定できます。HTTP要求が読み
込まれると、HTTPホスト・プロパティを使って仮想ホスト・セクションが探し出され、これが
要求を処理する際に使用されます。ホスト・プロパティと比べると、仮想ホスト名では大文字・
小文字の区別がされます。ホスト・プロパティにポート・コンポーネントが存在する場合、一致
する仮想ホスト名の検索に使用される前に削除されます。仮想ホスト・セクションが見つからな
い場合は、省略値の'*'仮想ホストが使用されます。仮想ホスト要素にはルートとインデックス属
性があり、インスタンスのルートとインデックスの値を上書きします。インスタンスまたは仮想
要素にアクティブなfalse値がない場合は、この要素は無視されます。
IPアドレスの許可・拒否のアクセス・コントロールは仮想ホスト・レベルで指定できます。ユー
ザー・エージャントとコンテンツ長アクセス・コントロールも指定可能です。MMEファイル・
タイプのマッピングも指定できます。

基本認証領域では様々なリソースの場所へのアクセス制限を設定します。仮想ホストの保護要素
は制限されたリソースを指定する際に使用されます。

Javaクラスは様々なリソースのパスに基づき実行されます。仮想ホストのスクリプト要素はJava
クラスと特定のリソース・パスを関連付ける際に利用されます。trace属性はHTTPトランザク
ションのJSMトレースを可能にします。clienttrace属性は、クエリー文字列	URLパラメータ
trace=true	を使って、ブラウザーのURLからのトレースを可能にします。

httpd.xml
	
<?xml	version="1.0"	encoding="UTF-8"?>
	
<configuration>
	



		<instance	name="HTTP	Instance"	active="true"	root="www/instance/htdocs"	index="index.html">
	
				<errorlog	enabled="true"	file="www/instance/logs/error.log"/>
				<accesslog	enabled="true"	file="www/instance/logs/access.log"/>
				<listen	secure="false"	store="pki/wwwssl.jks"	password="password"	port="4555"	interface="*ALL"
													backlog="256"	buffersend="-1"	bufferreceive="-1"	nodelay="false"	timeout="5"/>
	
				<access>
	
						<!--
												Once	a	true	condition	occurs	no	more	evaluations	are	done.
	
												<deny	address="*"/>
												<deny	address="10.2.1.45"/>
	
												<allow	address="*"/>
												<allow	address="10.2.1.45"/>
						-->
	
						<deny	address="222.66.167"/>					<!--	China	-->
						<deny	address="222.66.167.142"/>	<!--	China	-->
						<deny	address="221.210.48"/>					<!--	China	-->
						<deny	address="221.210.48.254"/>	<!--	China	-->
	
				</access>
	
				<mimetype>
	
						<map	extension="png"		type="image/png"/>
						<map	extension="gif"		type="image/gif"/>
						<map	extension="jpg"		type="image/jpeg"/>
						<map	extension="jpeg"	type="image/jpeg"/>
						<map	extension="tiff"	type="image/tiff"/>
						<map	extension="pdf"		type="application/pdf"/>
						<map	extension="css"		type="text/css;	charset=utf-8"/>
						<map	extension="xsl"		type="text/xls;	charset=utf-8"/>
						<map	extension="xml"		type="text/xml;	charset=utf-8"/>
						<map	extension="htm"		type="text/html;	charset=utf-8"/>
						<map	extension="html"	type="text/html;	charset=utf-8"/>



						<map	extension="js"			type="application/x-javascript;	charset=utf-8"/>
	
						<!--
												Defaults	to	Java	Activation	Framework	FileTypeMap,	refer	to	system/filetype.txt	file
								-->
	
				</mimetype>
	
				<virtual	host="*"	active="true">
	
						<access>
	
								<!--
														Once	a	true	condition	occurs	no	more	evaluations	are	done.
	
														<deny	address="*"/>
														<deny	address="10.2.1"/>
														<deny	address="10.2.1.45"/>
	
														<allow	address="*"/>
														<allow	address="10.2.1"/>
														<allow	address="10.2.1.45"/>
	
														<deny	useragent="*"/>
														<deny	useragent="?"/>
														<deny	useragent="icab"/>
														<deny	useragent="opera"/>
														<deny	useragent="chrome"/>
														<deny	useragent="safari"/>
														<deny	useragent="firefox"/>
														<deny	useragent="explorer"/>
														<deny	useragent="kronqueror"/>
														<deny	useragent="ipod"/>
														<deny	useragent="iphone"/>
														<deny	useragent="msnbot"/>
														<deny	useragent="lansaua"/>
														<deny	useragent="yahoobot"/>
														<deny	useragent="googlebot"/>
														<deny	useragent="googletoolbar"/>



	
														<allow	useragent="*"/>
														<allow	useragent="?"/>
														<allow	useragent="icab"/>
														<allow	useragent="opera"/>
														<allow	useragent="chrome"/>
														<allow	useragent="safari"/>
														<allow	useragent="firefox"/>
														<allow	useragent="explorer"/>
														<allow	useragent="kronqueror"/>
														<allow	useragent="ipod"/>
														<allow	useragent="iphone"/>
														<allow	useragent="msnbot"/>
														<allow	useragent="lansaua"/>
														<allow	useragent="yahoobot"/>
														<allow	useragent="googlebot"/>
														<allow	useragent="googletoolbar"/>
	
														<deny	contentlength="4096"/>					Deny	access	if	content	length	is	greater	than	value
														<allow	contentlength="4096"/>				Allow	access	if	content	length	less	than	or	equal	to	value
	
														Zero	content	length	from	the	browser	is	a	special	case	and	access	is	allowed
														for	no	content	connections
								-->
	
								<!--
														The	default	is	to	allow	access	for	all	addresses,	useragents	and	content	lengths
								-->
	
								<allow	useragent="iphone"/>
								<allow	useragent="opera"/>
								<allow	useragent="chrome"/>
								<allow	useragent="safari"/>
								<allow	useragent="firefox"/>
								<allow	useragent="explorer"/>
								<deny	useragent="*"/>
	
						</access>
	



						<protect>
								<match	uri="/restricted"	realm="Restricted	Realm">
										<user	name="user"	auth="tpUq/4Pn5A64fVZyQ0gOJ8ZWqkY="/><!-
-	password	is	password	-->
								</match>
						</protect>
	
						<script>
								<match	uri="/axes/spoolservice"	class="com.lansa.jsm.service.HTTPServiceSpool"	trace="false"	clienttrace="true">
	
								<!-
-	Native	driver,	Add	CHGJOB	CCSID(37)	to	RUNJSMEXT	program	to	set	job	ccsid
	
											<parameter	name="database.url"	value="jdbc:db2://LOCALHOST/AXES"/>
											<parameter	name="database.driver"	value="com.ibm.db2.jdbc.app.DB2Driver"/>
	
								-->
											<parameter	name="database.url"	value="jdbc:as400://LOCALHOST/AXES"/>
											<parameter	name="database.driver"	value="com.ibm.as400.access.AS400JDBCDriver"/>
	
								</match>
								<match	uri="/"	class="com.lansa.jsm.JSMHTTPServiceFile"	trace="false"	clienttrace="false"/>
						</script>
	
						<mimetype>
	
								<map	extension="pdf"	type="application/pdf"/>
	
								<!--
														Defaults	to	instance	mimetype
										-->
	
						</mimetype>
	
				</virtual>
	
		</instance>
	
</configuration>



	
カスタムのJavaクラスを書いて、HTTPサーバーからのHTTP要求を処理するには、Javaクラスで
com.lansa.jsm.JSMHTTPService	interfaceが実装されていなければなりません。

JSMHTTPService	interface
	
public	interface	JSMHTTPService
{
				public	void	doRequest	(	JSMTrace	trace,
																												JSMHTTPVirtual	virtual,
																												Properties	serviceParameters,
																												JSMHTTPTransport	transport,
																												JSMHTTPRequest	request	)	;
}
	

JSMHTTPVirtual	public	methods
	
String	getHost	()
boolean	isActive	()	;
File	getDocumentRoot	()
File	getDocumentIndex	()
File	getFile	(	String	path	)
String	getContentType	(	File	file	)
void	logError	(	JSMHTTPTransport	transport,	JSMHTTPRequest	request,	String	message	)
void	logException	(	JSMHTTPTransport	transport,	Throwable	t	)
	

JSMHTTPTransport	public	methods
	
int	getId	()
String	getClientAddress	()
InetAddress	getInetAddress	()
InputStream	getInputStream	()
OutputStream	getOutputStream	()
byte[]	readInputStream	(	int	length	)
void	sendNotFound	(	String	message	)
void	sendForbidden	(	String	message	)
void	sendNotImplemented	(	String	message	)
	



JSMHTTPRequest	public	methods
	
String	getMethod	()
String	getVersion	()
String	getResourceRaw	()
String	getResourcePath	()
String	getHead	()
String	getProperty	(	String	key	)
String	Enumeration	getPropertyNames	()
Properties	getQueryParameters	()
String	getHost	()
int	getContentLength	()
boolean	canAcceptGZIP	()
String	getUserPassword	()
String	getUserAgent	()
String	getUserAgentVersion	()
boolean	isUserAgent	(	String	agent	)
boolean	isUserAgentIE6	()
	

次のJavaクラスはスタティック・ファイルの要求を取り扱うJSM	HTTPサーバークラスです。

JSMHTTPServiceFile
	
package	com.lansa.jsm	;
	
import	java.io.*	;
	
import	java.util.Properties	;
	
public	final	class	JSMHTTPServiceFile	implements	JSMHTTPService
{
				private	final	static	String	EMPTY_STRING	=	""	;
				private	final	static	String	ENCODING_UTF8	=	"UTF-8"	;
	
				private	JSMTrace	m_trace	=	null	;
				private	JSMHTTPRequest	m_request	=	null	;
				private	JSMHTTPVirtual	m_virtual	=	null	;
				private	JSMHTTPTransport	m_transport	=	null	;
	



				private	Properties	m_serviceParameters	=	null	;
	
				public	JSMHTTPServiceFile	()
				{
				}
	
				public	final	void	doRequest	(	JSMTrace	trace,
																																		JSMHTTPVirtual	virtual,
																																		Properties	serviceParameters,
																																		JSMHTTPTransport	transport,
																																		JSMHTTPRequest	request	)
				{
								try
								{
												m_trace	=	trace	;
	
												m_virtual	=	virtual	;
	
												m_request	=	request	;
	
												m_transport	=	transport	;
	
												m_serviceParameters	=	serviceParameters	;
	
												handleRequest	()	;
								}
								catch	(	Throwable	t	)
								{
												/*
																Log	exception
												*/
	
												m_virtual.logException	(	m_transport,	t	)	;
	
												if	(	m_trace	==	null	)
												{
																System.out.println	(	"JSMHTTPServiceFile:	handle	request	exception:	"	+	t.getMessage	()	)	;
	
																t.printStackTrace	()	;



												}
												else
												{
																m_trace.print	(	t	)	;
												}
								}
				}
	
				private	final	void	handleRequest	()	throws	IOException
				{
								if	(	m_trace	!=	null	)
								{
												m_trace.println	(	"Handle	request	for	resource	path:		",	m_request.getResourcePath	()	)	;
								}
	
								/*
												Check	method
								*/
	
								if	(	!isAllowedMethod	(	m_request.getMethod	()	)	)
								{
												m_virtual.logError	(	m_transport,	m_request,	"Method	is	not	implemented"	)	;
	
												m_transport.sendNotImplemented	(	m_request.getMethod	()	)	;
	
												return	;
								}
	
								/*
												Get	file
								*/
	
								String	path	=	m_request.getResourcePath	()	;
	
								File	file	=	m_virtual.getFile	(	path	)	;
	
								if	(	file	==	null	)
								{
												if	(	m_trace	!=	null	)



												{
																m_trace.println	(	"File	not	found"	)	;
												}
	
												m_virtual.logError	(	m_transport,	m_request,	"File	not	found"	)	;
	
												m_transport.sendNotFound	(	path	)	;
	
												return	;
								}
	
								/*
												File	found
								*/
	
								if	(	file.isDirectory	()	)
								{
												if	(	m_trace	!=	null	)
												{
																m_trace.println	(	"File	is	a	directory:	",	file.getAbsolutePath	()	)	;
												}
	
												m_virtual.logError	(	m_transport,	m_request,	"File	is	a	directory"	)	;
	
												m_transport.sendNotFound	(	path	)	;
	
												return	;
								}
	
								if	(	m_request.getMethod().equals	(	"HEAD"	)	)
								{
												/*
																HEAD	file
												*/
	
												sendHEAD	(	file	)	;
	
												return	;
								}



	
								/*
												GET	file
								*/
	
								sendFile	(	file	)	;
				}
	
				private	final	void	sendHEAD	(	File	sendFile	)
				{
								/*
												The	HEAD	response	is	the	same	as	the	GET	response,	except	no	content	is	sent
	
												The	Content-Length	of	the	file	is	included,	but	no	content
								*/
	
								try
								{
												if	(	m_trace	!=	null	)
												{
																m_trace.println	(	"Send	HEAD	response:	",	sendFile.getCanonicalPath	()	)	;
												}
	
												/*
																Create	protocol
												*/
	
												int	contentLength	=	(int)sendFile.length	()	;
	
												String	contentType	=	m_virtual.getContentType	(	sendFile	)	;
	
												StringBuffer	response	=	new	StringBuffer	(	128	)	;
	
												response.append	(	"HTTP/1.0	200	OK\r\n"	)	;
												response.append	(	"Content-Type:	"	+	contentType	+	"\r\n"	)	;
												response.append	(	"Content-Length:	"	+	contentLength	+	"\r\n"	)	;
	
												if	(	isImage	(	contentType	)	)
												{



																response.append	(	"Cache-Control:	max-age=300\r\n"	)	;
												}
	
												if	(	isGZIP	(	contentType,	contentLength,	sendFile	)	)
												{
																response.append	(	"Content-Encoding:	gzip\r\n"	)	;
												}
	
												response.append	(	"Connection:	close\r\n"	)	;
												response.append	(	"\r\n"	)	;
	
												byte[]	protocol	=	response.toString().getBytes	(	ENCODING_UTF8	)	;
	
												if	(	m_trace	!=	null	)
												{
																File	file	=	m_trace.createTraceFile	(	"HTTP_PROTOCOL_RESPONSE.TXT"	)	;
	
																JSMHTTPHelper.outputToFile	(	file,	protocol	)	;
												}
	
												/*
																Send	response
	
																If	the	client	socket	is	closed,	then	a	broken	pipe	exception	will	occur
												*/
	
												OutputStream	outputStream	=	m_transport.getOutputStream	()	;
	
												outputStream.write	(	protocol	)	;
	
												outputStream.flush	()	;
								}
								catch	(	IOException	e	)
								{
												/*
																The	user	can	close	the	browser,	before	all	the	content	is	sent
												*/
	
												if	(	m_trace	!=	null	)



												{
																m_trace.println	(	"Error	sending	HEAD	response"	)	;
												}
	
												m_virtual.logError	(	m_transport,	m_request,	"Error	sending	HEAD	response"	)	;
								}
				}
	
				private	final	void	sendFile	(	File	sendFile	)
				{
								try
								{
												if	(	m_trace	!=	null	)
												{
																m_trace.println	(	"Send	file	response:	",	sendFile.getCanonicalPath	()	)	;
												}
	
												/*
																Create	protocol
												*/
	
												int	contentLength	=	(int)sendFile.length	()	;
	
												String	contentType	=	m_virtual.getContentType	(	sendFile	)	;
	
												StringBuffer	response	=	new	StringBuffer	(	128	)	;
	
												response.append	(	"HTTP/1.0	200	OK\r\n"	)	;
												response.append	(	"Content-Type:	"	+	contentType	+	"\r\n"	)	;
												response.append	(	"Content-Length:	"	+	contentLength	+	"\r\n"	)	;
	
												if	(	isImage	(	contentType	)	)
												{
																response.append	(	"Cache-Control:	max-age=300\r\n"	)	;
												}
	
												if	(	isGZIP	(	contentType,	contentLength,	sendFile	)	)
												{
																response.append	(	"Content-Encoding:	gzip\r\n"	)	;



												}
	
												response.append	(	"Connection:	close\r\n"	)	;
												response.append	(	"\r\n"	)	;
	
												byte[]	protocol	=	response.toString().getBytes	(	ENCODING_UTF8	)	;
	
												if	(	m_trace	!=	null	)
												{
																File	file	=	m_trace.createTraceFile	(	"HTTP_PROTOCOL_RESPONSE.TXT"	)	;
	
																JSMHTTPHelper.outputToFile	(	file,	protocol	)	;
												}
	
												/*
																Send	response
	
																If	the	client	socket	is	closed,	then	a	broken	pipe	exception	will	occur
												*/
	
												OutputStream	outputStream	=	m_transport.getOutputStream	()	;
	
												outputStream.write	(	protocol	)	;
	
												/*
																Send	file	content
												*/
	
												InputStream	inputStream	=	new	FileInputStream	(	sendFile	)	;
	
												JSMHTTPHelper.sendStream	(	inputStream,	outputStream	)	;
	
												inputStream.close	()	;
	
												outputStream.flush	()	;
								}
								catch	(	IOException	e	)
								{
												/*



																The	user	can	close	the	browser,	before	all	the	content	is	sent
												*/
	
												if	(	m_trace	!=	null	)
												{
																m_trace.println	(	"Error	sending	file	response"	)	;
												}
	
												m_virtual.logError	(	m_transport,	m_request,	"Error	sending	file	response"	)	;
								}
				}
	
				private	final	boolean	isAllowedMethod	(	String	method	)
				{
								/*
												Standard	HTTP	methods
	
												GET
												PUT
POST
HEAD
TRACE
												DELETE
												OPTIONS
CONNECT
								*/
	
								if	(	method.equals	(	"GET"	)	)
								{
												return	true	;
								}
	
								if	(	method.equals	(	"HEAD"	)	)
								{
												return	true	;
								}
	
								return	false	;
				}



	
				private	final	boolean	isImage	(	String	contentType	)
				{
								if	(	contentType.toLowerCase().startsWith	(	"image/"	)	)
								{
												return	true	;
								}
	
								return	false	;
				}
	
				private	final	static	boolean	isGZIP	(	String	contentType,	int	contentLength,	File	file	)	throws	IOException
				{
								if	(	contentLength	<	10	)
								{
												return	false	;
								}
	
								/*
												Restrict	to	known	MIME	types
	
														text/
														image/
application/pdf
application/xml
														etc..
								*/
	
								if	(	contentType.toLowerCase().startsWith	(	"application/octet-stream"	)	)
								{
												return	false	;
								}
	
								/*
												www.gzip.org/zlib/rfc-gzip.html
	
												0	-	ID1	(	Identification	1	)	0x1F
												1	-	ID2	(	Identification	2	)	0x8B
												2	-	CM		(	compression	method	)	0-7	reserved,	8	=	deflate



												3	-	BYTE	FLAG	(	bits	0-7	)
												4	-
												5	-	MTIME	(	Modification	Time	)	uses	4	bytes
												6	-
												7	-
												8	-	XFL	(	Extra	Flags	)
												9	-	OS		(	Operating	system	)
	
												ASCII	0x1F	is	the	control	character	US	or	Unit	Separator
								*/
	
								byte[]	head	=	new	byte[10]	;
	
								FileInputStream	inputStream	=	new	FileInputStream	(	file	)	;
	
								inputStream.read	(	head	)	;
	
								inputStream.close	()	;
	
								if	(	head[0]	==	(byte)0x1F	&&
													head[1]	==	(byte)0x8B	&&
													head[2]	==	(byte)0x08	)			//	Deflate	compression
								{
												return	true	;
								}
	
								return	false	;
				}
}
	



5.	Java	Service	Managerサービス
注：サービスの説明は、現在改訂および拡張されています。一部のサービスの説明に
は、拡張された説明、使用例、サービス・コマンド構文ダイアグラム、パラメータの説
明があります。当ガイドの将来のバージョンでは、すべてのサービスがこの拡張形式に
なります。

	
拡張されていないサービスの説明には、以下の項目の表を含む各サービスの定義があります。

コマンド キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値の開発者の
メモ

		
コマンド、キーワード、値は、JSM_COMMAND組み込み関数のJSMCMD引数で使用されます。
開発者のメモは、特定のキーワードや値の詳細です。

SMSServiceテーブルの以下の例を見てみましょう。

コマンド キーワー
ド

値 コマンド/キーワード/値の開発者
のメモ

SEND TO value 必須。モバイル番号

MSG value 必須。テキスト・メッセージ
	
上記の表の例の場合、コマンドは以下のように表示されます。

	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SEND	TO(041123456)	MSG(Test	message	from	SMSService)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

コマンドを適切に使用するには、基本のサービスやプロトコルにある程度精通している必要があ
ります。例えば、SMSServiceを使用する場合、メッセージを送信する前にSMS転送パラメータを
設定する必要があります。

提供されるサービスは以下のとおりです。

FTPService
SFTPService
HTTPService
HTTPInboundJSONBindService
HTTPInboundQueryService
HTTPInboundXMLService
HTTPInboundXMLBindService
HTTPInboundSVService
HTTPOutboundXMLBindService



SMTPMailService
SMTPMailAttachmentSignatureService
POP3MailService
SMSService
XMLFileService
XMLBindFileService
XMLParserService
XMLReaderService
XMLWriterService
SOAPAgentService
SOAPServerService
XMLQueueService
XMLBindQueueService
OpenLDAPService
JMSFileService
JMSXMLBindService
RFIDataSourceService
ZipService
PDFSpoolFileService
PDFDocumentService
SVFileService
ExcelReadService
SQLService
BASE64FileService
aXesTerminalService
FileQueueService



5.1	補足情報
サービス名とJavaクラスのマッピング
IANAエンコーディング
タイム・ゾーン

日付と時間の形式

10進数形式
Webブラウザー・コンテンツ
キャリッジ・リターン、ライン・フィード、改行

XML検証
XMLエンティティ・リゾルバー
XMLネームスペース
XML変換
XSL拡張
MQSeries組み込み関数
MQSeries	IBM	i	の構成
MQSeriesプログラム
データ待ち行列プログラム

IBM	Toolbox	for	Java
共通コマンド・キーワード



5.1.1	サービス名とJavaクラスのマッピング
サービス名はSERVICEキーワードで使用される値です。この名前は、systemサブディレクトリの
service.propertiesファイルをキー検索する場合に使用されます。サービス名は文字列「service.」
で始まり、サービスを提供するJavaクラスが配置されてロードされます。このロードされたクラ
スは、アンロードされて新しいサービスがロードされるまで、以降のコマンドを受信します。

例

	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SERVICE_LOAD	SERVICE(FTPService)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

サービスFTPServiceはJSMサーバーで使用され、Javaクラスcom.lansa.jsm.service.FTPServiceを検
索します。

例

	
service.FTPService=com.lansa.jsm.service.FTPService
service.XMLParserService=com.lansa.jsm.service.XMLParserService
service.POP3MailService=com.lansa.jsm.service.POP3MailService
	



5.1.2	IANAエンコーディング
HTTPプロトコルのcontent-type	charsetのエンコーディング名とXML宣言エンコーディング名は、
IANA文字列セット名を使用します。
Integratorは、以下の表を使用してコンテンツを正しくエンコードし、選択したバイト・エンコー
ディングに一致するようにXML宣言エンコーディングを修正します。
詳細については、以下のIANAエンコーディングおよびJavaサポート・エンコーディングを参照
してください。

www.iana.org/assignments/character-sets
http://download.oracle.com/javase/1.4.2/docs/guide/intl/encoding.doc.html
http://download.oracle.com/javase/1.5.0/docs/guide/intl/encoding.doc.html
以下の表は、JavaエンコーディングからIANAエンコーディングへの対照表です。

Javaエン
コーディン
グ

IANAエンコーディン
グ

UTF8 utf-8

UTF-8 utf-8

UTF-16BE utf-16be

UTF-16LE utf-16le

ASCII ascii

ISO-8859-1 iso-8859-1

ISO-8859-2 iso-8859-2

ISO-8859-3 iso-8859-3

ISO-8859-4 iso-8859-4

ISO-8859-5 iso-8859-5

ISO-8859-6 iso-8859-6

ISO-8859-7 iso-8859-7

ISO-8859-8 iso-8859-8

ISO-8859-9 iso-8859-9

http://www.iana.org/assignments/character-sets
http://download.oracle.com/javase/1.4.2/docs/guide/intl/encoding.doc.html
http://download.oracle.com/javase/1.5.0/docs/guide/intl/encoding.doc.html


ISO-8859-13 iso-8859-13

ISO-8859-15 iso-8859-15

ISO8859_1 iso-8859-1

ISO8859_2 iso-8859-2

ISO8859_3 iso-8859-3

ISO8859_4 iso-8859-4

ISO8859_5 iso-8859-5

ISO8859_6 iso-8859-6

ISO8859_7 iso-8859-7

ISO8859_8 iso-8859-8

ISO8859_9 iso-8859-9

ISO8859_13 iso-8859-13

ISO8859_15 iso-8859-15

CP1250 windows-1250

CP1251 windows-1251

CP1252 windows-1252

CP1253 windows-1253

CP1254 windows-1254

CP1255 windows-1255

CP1256 windows-1256

CP1257 windows-1257

MS874 windows-874

MS932 windows-932



MS936 windows-936

MS949 windows-949

MS950 windows-950

CP037 ebcdic-cp-us

CP277 ebcdic-cp-dk

CP278 ebcdic-cp-fi

CP280 ebcdic-cp-it

CP284 ebcdic-cp-es

CP285 ebcdic-cp-gb

CP290 ebcdic-jp-kana

CP297 ebcdic-cp-fr

CP424 ebcdic-cp-he

CP500 ebcdic-cp-ch

CP870 ebcdic-cp-yu

CP871 ebcdic-cp-is

CP918 ebcdic-cp-ar2

CP420 ebcdic-cp-ar1

CP140 ebcdic-us-37+euro

CP141 ebcdic-de-273+euro

CP142 ebcdic-dk-277+euro

CP143 ebcdic-fi-278+euro

CP144 ebcdic-it-280+euro

CP145 ebcdic-es-284+euro



CP146 ebcdic-gb-285+euro

CP147 ebcdic-fr-297+euro

CP148 ebcdic-international-
500+euro

CP149 ebcdic-is-871+euro

EUCJIS euc-jis

EUC_JP euc-jp

JIS iso2022-jp

SJIS Shift_JIS

BIG5 big5

GB2312 gb2312

KOI8-R koi8-r

KOI8_R koi8-r

ISO2022KR euc-kr

CP273 ibm-273

CP437 ibm-437

CP775 ibm-775

CP850 ibm-850

CP852 ibm-852

CP855 ibm-855

CP857 ibm-857

CP860 ibm-860

CP861 ibm-861



CP862 ibm-862

CP863 ibm-863

CP864 ibm-864

CP865 ibm-865

CP866 ibm-866

CP868 ibm-868

CP869 ibm-869

CP1026 ibm-1026

CP1047 ibm-1047
	
以下の表は、IANAエンコーディングからJavaエンコーディングへの対照表です。

IANAエンコーディング Javaエン
コーディン
グ

UTF-8 UTF-8

UTF-16BE UTF-16BE

UTF-16LE UTF-16LE

ASCII ISO8859_1

US-ASCII ISO8859_1

ISO-8859-1 ISO8859_1

ISO-8859-2 ISO8859_2

ISO-8859-3 ISO8859_3

ISO-8859-4 ISO8859_4

ISO-8859-5 ISO8859_5

ISO-8859-6 ISO8859_6



ISO-8859-7 ISO8859_7

ISO-8859-8 ISO8859_8

ISO-8859-9 ISO8859_9

ISO-8859-13 ISO8859_13

ISO-8859-15 ISO8859_15

ISO_8859_1 ISO8859_1

ISO_8859_2 ISO8859_2

ISO_8859_3 ISO8859_3

ISO_8859_4 ISO8859_4

ISO_8859_5 ISO8859_5

ISO_8859_6 ISO8859_6

ISO_8859_7 ISO8859_7

ISO_8859_8 ISO8859_8

ISO_8859_9 ISO8859_9

ISO_8859_13 ISO8859_13

ISO_8859_15 ISO8859_15

WINDOWS-1250 Cp1250

WINDOWS-1251 Cp1251

WINDOWS-1252 Cp1252

WINDOWS-1253 Cp1253

WINDOWS-1254 Cp1254

WINDOWS-1255 Cp1255

WINDOWS-1256 Cp1256



WINDOWS-1257 Cp1257

WINDOWS-874 MS874

WINDOWS-932 MS932

WINDOWS-936 MS936

WINDOWS-949 MS949

WINDOWS-950 MS950

EBCDIC-CP-US Cp037

EBCDIC-CP-CA Cp037

EBCDIC-CP-NL Cp037

EBCDIC-CP-DK Cp277

EBCDIC-CP-NO Cp277

EBCDIC-CP-FI Cp278

EBCDIC-CP-SE Cp278

EBCDIC-CP-IT Cp280

EBCDIC-CP-ES Cp284

EBCDIC-CP-GB Cp285

EBCDIC-JP-KANA Cp290

EBCDIC-CP-FR Cp297

EBCDIC-CP-HE Cp424

EBCDIC-CP-CH Cp500

EBCDIC-CP-YU Cp870

EBCDIC-CP-IS Cp871

EBCDIC-CP-AR2 Cp918



EBCDIC-CP-AR1 Cp420

EBCDIC-US-37+EURO Cp1140

EBCDIC-DE-273+EURO Cp1141

EBCDIC-DK-277+EURO Cp1142

EBCDIC-NO-277+EURO Cp1142

EBCDIC-FI-278+EURO Cp1143

EBCDIC-SE-278+EURO Cp1143

EBCDIC-IT-280+EURO Cp1144

EBCDIC-ES-284+EURO Cp1145

EBCDIC-GB-285+EURO Cp1146

EBCDIC-FR-297+EURO Cp1147

EBCDIC-INTERNATIONAL-
500+EURO

Cp1148

EBCDIC-IS-871+EURO Cp1149

EUCJP EUC_JP

EUC-JP EUC_JP

ISO2022-JP ISO2022JP

ISO-2022-JP ISO2022JP

SHIFT_JIS SJIS

SHIFT-JIS SJIS

IBM932 MS932

IBM-932 MS932

X-SJIS MS932



WINDOWS-31J MS932

BIG5 Big5

GB2312 GB2312

KOI8-R KOI8_R

EUC-KR EUC_KR

ISO-2022-KR ISO2022KR

CP367 ISO8859_1

IBM367 ISO8859_1

IBM-367 ISO8859_1

CP819 ISO8859_1

IBM819 ISO8859_1

IBM-819 ISO8859_1

CP1047 ISO8859_1

IBM1047 ISO8859_1

IBM-1047 ISO8859_1

IBM-37 Cp037

IBM-273 Cp273

IBM-277 Cp277

IBM-278 Cp278

IBM-280 Cp280

IBM-284 Cp284

IBM-285 Cp285

IBM-290 Cp290



IBM-297 Cp297

IBM-420 Cp420

IBM-424 Cp424

IBM-437 Cp437

IBM-500 Cp500

IBM-775 Cp775

IBM-850 Cp850

IBM-852 Cp852

IBM-855 Cp855

IBM-857 Cp857

IBM-858 Cp858

IBM-860 Cp860

IBM-861 Cp861

IBM-862 Cp862

IBM-863 Cp863

IBM-864 Cp864

IBM-865 Cp865

IBM-866 Cp866

IBM-868 Cp868

IBM-869 Cp869

IBM-870 Cp870

IBM-871 Cp871

IBM-918 Cp918



IBM-924 Cp924

IBM-1026 Cp1026

IBM-1140 Cp1140

IBM-1141 Cp1141

IBM-1142 Cp1142

IBM-1143 Cp1143

IBM-1144 Cp1144

IBM-1145 Cp1145

IBM-1146 Cp1146

IBM-1147 Cp1147

IBM-1148 Cp1148

IBM-1149 Cp1149
	



5.1.3	タイム・ゾーン
日時の値を使用するJSMサービスにもタイム・ゾーンが関連付けられます。
省略値のタイム・ゾーンはJVMで提供されます。Javaのシステム・プロパティuser.timezoneを使
用して、JVMの省略値のタイム・ゾーンを変更できます。
タイム・ゾーンは、タイム・オフセットとサマー・タイム・スケジュールを表します。

カスタム・タイム・ゾーンにはタイム・オフセットがあり、サマー・タイム・スケジュールはあ
りません。

カスタム・タイム・ゾーンの構文は以下のとおりです。

	
GMT	Sign	TwoDigitHours	:	TwoDigitMinutes
	
	Sign:	+	or	-
	Hours:	00	to	23
	Minutes:	00	to	59
	

不正なカスタム・タイム・ゾーンIDを指定した場合は、GMTが使用されます。

例

	
GMT-08:00
GMT+10:30	
Australia/Sydney
	

タイム・ゾーンID

Africa/Abidjan America/Regina Brazil/DeNoronha

Africa/Accra America/Rio_Branco Brazil/East

Africa/Addis_Ababa America/Rosario Brazil/West

Africa/Algiers America/Santiago Canada/Atlantic

Africa/Asmera America/Santo_Domingo Canada/Central

Africa/Bamako America/Sao_Paulo Canada/Eastern

Africa/Bangui America/Scoresbysund Canada/East-
Saskatchewan

Africa/Banjul America/Shiprock Canada/Mountain



Africa/Bissau America/St_Johns Canada/Newfoundland

Africa/Blantyre America/St_Kitts Canada/Pacific

Africa/Brazzaville America/St_Lucia Canada/Saskatchewan

Africa/Bujumbura America/St_Thomas Canada/Yukon

Africa/Cairo America/St_Vincent Chile/Continental

Africa/Casablanca America/Swift_Current Chile/EasterIsland

Africa/Ceuta America/Tegucigalpa Cuba

Africa/Conakry America/Thule Egypt

Africa/Dakar America/Thunder_Bay Eire

Africa/Dar_es_Salaam America/Tijuana Europe/Amsterdam

Africa/Djibouti America/Tortola Europe/Andorra

Africa/Douala America/Vancouver Europe/Athens

Africa/El_Aaiun America/Virgin Europe/Belfast

Africa/Freetown America/Whitehorse Europe/Belgrade

Africa/Gaborone America/Winnipeg Europe/Berlin

Africa/Harare America/Yakutat Europe/Bratislava

Africa/Johannesburg America/Yellowknife Europe/Brussels

Africa/Kampala Antarctica/Casey Europe/Bucharest

Africa/Khartoum Antarctica/Davis Europe/Budapest

Africa/Kigali Antarctica/DumontDUrville Europe/Chisinau

Africa/Kinshasa Antarctica/Mawson Europe/Copenhagen

Africa/Lagos Antarctica/McMurdo Europe/Dublin

Africa/Libreville Antarctica/Palmer Europe/Gibraltar

Africa/Lome Antarctica/Rothera Europe/Helsinki



Africa/Luanda Antarctica/South_Pole Europe/Istanbul

Africa/Lubumbashi Antarctica/Syowa Europe/Kaliningrad

Africa/Lusaka Antarctica/Vostok Europe/Kiev

Africa/Malabo Arctic/Longyearbyen Europe/Lisbon

Africa/Maputo Asia/Aden Europe/Ljubljana

Africa/Maseru Asia/Almaty Europe/London

Africa/Mbabane Asia/Amman Europe/Luxembourg

Africa/Mogadishu Asia/Anadyr Europe/Madrid

Africa/Monrovia Asia/Aqtau Europe/Malta

Africa/Nairobi Asia/Aqtobe Europe/Minsk

Africa/Ndjamena Asia/Ashgabat Europe/Monaco

Africa/Niamey Asia/Ashkhabad Europe/Moscow

Africa/Nouakchott Asia/Baghdad Europe/Nicosia

Africa/Ouagadougou Asia/Bahrain Europe/Oslo

Africa/Porto-Novo Asia/Baku Europe/Paris

Africa/Sao_Tome Asia/Bangkok Europe/Prague

Africa/Timbuktu Asia/Beirut Europe/Riga

Africa/Tripoli Asia/Bishkek Europe/Rome

Africa/Tunis Asia/Brunei Europe/Samara

Africa/Windhoek Asia/Calcutta Europe/San_Marino

America/Adak Asia/Choibalsan Europe/Sarajevo

America/Anchorage Asia/Chongqing Europe/Simferopol

America/Anguilla Asia/Chungking Europe/Skopje

America/Antigua Asia/Colombo Europe/Sofia



America/Araguaina Asia/Dacca Europe/Stockholm

America/Aruba Asia/Damascus Europe/Tallinn

America/Asuncion Asia/Dhaka Europe/Tirane

America/Atka Asia/Dili Europe/Tiraspol

America/Barbados Asia/Dubai Europe/Uzhgorod

America/Belem Asia/Dushanbe Europe/Vaduz

America/Belize Asia/Gaza Europe/Vatican

America/Boa_Vista Asia/Harbin Europe/Vienna

America/Bogota Asia/Hong_Kong Europe/Vilnius

America/Boise Asia/Hovd Europe/Warsaw

America/Buenos_Aires Asia/Irkutsk Europe/Zagreb

America/Cambridge_Bay Asia/Istanbul Europe/Zaporozhye

America/Cancun Asia/Jakarta Europe/Zurich

America/Caracas Asia/Jayapura Greenwich

America/Catamarca Asia/Jerusalem Hongkong

America/Cayenne Asia/Kabul Iceland

America/Cayman Asia/Kamchatka Indian/Antananarivo

America/Chicago Asia/Karachi Indian/Chagos

America/Chihuahua Asia/Kashgar Indian/Christmas

America/Cordoba Asia/Katmandu Indian/Cocos

America/Costa_Rica Asia/Krasnoyarsk Indian/Comoro

America/Cuiaba Asia/Kuala_Lumpur Indian/Kerguelen

America/Curacao Asia/Kuching Indian/Mahe

America/Danmarkshavn Asia/Kuwait Indian/Maldives



America/Dawson Asia/Macao Indian/Mauritius

America/Dawson_Creek Asia/Macau Indian/Mayotte

America/Denver Asia/Magadan Indian/Reunion

America/Detroit Asia/Makassar Iran

America/Dominica Asia/Manila Israel

America/Edmonton Asia/Muscat Jamaica

America/Eirunepe Asia/Nicosia Japan

America/El_Salvador Asia/Novosibirsk Kwajalein

America/Ensenada Asia/Omsk Libya

America/Fort_Wayne Asia/Oral Mexico/BajaNorte

America/Fortaleza Asia/Phnom_Penh Mexico/BajaSur

America/Glace_Bay Asia/Pontianak Mexico/General

America/Godthab Asia/Pyongyang Navajo

America/Goose_Bay Asia/Qatar Pacific/Apia

America/Grand_Turk Asia/Qyzylorda Pacific/Auckland

America/Grenada Asia/Rangoon Pacific/Chatham

America/Guadeloupe Asia/Riyadh Pacific/Easter

America/Guatemala Asia/Saigon Pacific/Efate

America/Guayaquil Asia/Sakhalin Pacific/Enderbury

America/Guyana Asia/Samarkand Pacific/Fakaofo

America/Halifax Asia/Seoul Pacific/Fiji

America/Havana Asia/Shanghai Pacific/Funafuti

America/Hermosillo Asia/Singapore Pacific/Galapagos

America/Indiana/Indianapolis Asia/Taipei Pacific/Gambier



America/Indiana/Knox Asia/Tashkent Pacific/Guadalcanal

America/Indiana/Marengo Asia/Tbilisi Pacific/Guam

America/Indiana/Vevay Asia/Tehran Pacific/Honolulu

America/Indianapolis Asia/Tel_Aviv Pacific/Johnston

America/Inuvik Asia/Thimbu Pacific/Kiritimati

America/Iqaluit Asia/Thimphu Pacific/Kosrae

America/Jamaica Asia/Tokyo Pacific/Kwajalein

America/Jujuy Asia/Ujung_Pandang Pacific/Majuro

America/Juneau Asia/Ulaanbaatar Pacific/Marquesas

America/Kentucky/Louisville Asia/Ulan_Bator Pacific/Midway

America/Kentucky/Monticello Asia/Urumqi Pacific/Nauru

America/Knox_IN Asia/Vientiane Pacific/Niue

America/La_Paz Asia/Vladivostok Pacific/Norfolk

America/Lima Asia/Yakutsk Pacific/Noumea

America/Los_Angeles Asia/Yekaterinburg Pacific/Pago_Pago

America/Louisville Asia/Yerevan Pacific/Palau

America/Maceio Atlantic/Azores Pacific/Pitcairn

America/Managua Atlantic/Bermuda Pacific/Ponape

America/Manaus Atlantic/Canary Pacific/Port_Moresby

America/Martinique Atlantic/Cape_Verde Pacific/Rarotonga

America/Mazatlan Atlantic/Faeroe Pacific/Saipan

America/Mendoza Atlantic/Jan_Mayen Pacific/Samoa

America/Menominee Atlantic/Madeira Pacific/Tahiti

America/Merida Atlantic/Reykjavik Pacific/Tarawa



America/Mexico_City Atlantic/South_Georgia Pacific/Tongatapu

America/Miquelon Atlantic/St_Helena Pacific/Truk

America/Monterrey Atlantic/Stanley Pacific/Wake

America/Montevideo Australia/ACT Pacific/Wallis

America/Montreal Australia/Adelaide Pacific/Yap

America/Montserrat Australia/Brisbane Poland

America/Nassau Australia/Broken_Hill Portugal

America/New_York Australia/Canberra Singapore

America/Nipigon Australia/Darwin Turkey

America/Nome Australia/Hobart US/Alaska

America/Noronha Australia/Lindeman US/Aleutian

America/North_Dakota/Center Australia/Lord_Howe US/Arizona

America/Panama Australia/Melbourne US/Central

America/Pangnirtung Australia/North US/Eastern

America/Paramaribo Australia/NSW US/East-Indiana

America/Phoenix Australia/Perth US/Hawaii

America/Port_of_Spain Australia/Queensland US/Indiana-Starke

America/Port-au-Prince Australia/South US/Michigan

America/Porto_Acre Australia/Sydney US/Mountain

America/Porto_Velho Australia/Tasmania US/Pacific

America/Puerto_Rico Australia/Victoria US/Pacific-New

America/Rainy_River Australia/West US/Samoa

America/Rankin_Inlet Australia/Yancowinna Zulu

America/Recife Brazil/Acre 	
	



5.1.4	日付と時間の形式
日付と時間の表記に関する国際規格はISO8601です。
日付と時間の明確な表記については、以下の形式が選択されます。日付区切り文字「-」(ダッ
シュ)を「/」(スラッシュ)に置き換えることができます。時間要素の区切り文字Tはブランクでも
構いません。タイム・ゾーンの値hh:mmはhhmmまたはhhになりますが、「+」または「-」が必
須です。タイム・ゾーンがない場合、タイム・ゾーンの階層が使用されます。タイム・ゾーンは
サービスまたは+00:00で決まります。
プログラムは、別の形式を使用してサービスに日付値を渡すことができます。プログラム・
フィールドが数値の場合、すべての数字形式を使用します。プログラム・フィールドが英数字の
場合、文字列形式または数値形式を使用します。

可能なプログラム・フィールドの値は以下のとおりです。

YYYYMMDD	[TZD]
YYYYMMDDHHMMSS	[TZD]
YYYY-MM-DD	[TZD]
YYYY/MM/DD	[TZD]
YYYY-MM-DD	HH:MM:SS	[TZD]
YYYY-MM-DDTHH:MM:SS	[TZD]
YYYY-MM-DDTHH:MM:SS.SSSSSSSSS	[TZD]

YYYY 4桁の年(1000〜9999)

MM 2桁の月(01〜12)

DD 2桁の日(01〜31)

HH 2桁の時間(01〜23)
省略値は00

MM 2桁の分(01〜59)
省略値は00

SS 2桁の秒(01〜59)
省略値は00

SSSSSSSSS 1秒の小数を表す1〜9桁
省略値は000000000

TZD タイム・ゾーン指定子(Zまたは+hh:mmまたは-
hh:mm)
ZはGMTまたは+00:00を示します。
省略値は+00:00

	



プログラム・フィールドの日付値の例：

	
20040331
20040331+10
20040331150000
20040331150000Z
20040331150000+10
20040331150000+1000
20040331150000+10:00
	
2004-03-31
2004-03-31+10
2004-03-31	15:00:00
2004-03-31	15:00:00Z
2004-03-31	15:00:00+10
2004-03-31	15:00:00+1000
2004-03-31	15:00:00+10:00
2004-03-31	15:00:00.000+10
	
2004-03-31T15:00:00.000+10:00
	

日時を文字列表記に変換するには、以下の大文字/小文字を区別する日付形式パターンを使用で
きます。

yy 2桁の年 00〜99

yyyy 4桁の年 1000〜9999

MM 月 01〜12

MMM 月 Jan〜Dec	(ロケールにより異な
る)

MMMM 月 January〜December	(ロケールに
より異なる)

dd 日 01〜31

HH 時間 00〜23

mm 分 00〜59



ss 秒 00〜59

SSS ミリ秒 000

SSSSSSSSS ナノ秒 000000000

z タイム・ゾーン GMT+00:00

Z タイム・ゾーン +0000

ZZ タイム・ゾーン +00:00

AM/PM AMまたはPM指
標

AMまたはPM	(ロケールにより
異なる)

hh AM/PMの時間 1〜12

EE 曜日 1〜7

EEE 曜日 Sun〜Sat	(ロケールにより異な
る)

EEEE 曜日 Sunday〜Saturday	(ロケールによ
り異なる)

	

日付形式パターンの例：

	
dd-MM-yyyy
dd-MM-yyyy	HH:mm:ss
dd-MM-yyyy	HH:mm:ss	Z
	



5.1.5	10進数形式
10進数形式のパターンを使用すると、特定のロケールに対して数字の書式を設定できます。

0 数字

# 数字。ゼロの場合は表示されません。

. 小数桁区切り文字または通貨桁区切り文字

- マイナス記号

, グループ区切り文字

E 科学的計数法の仮数と指数を区切ります。

; サブパターンの境界線

% 100倍してパーセンテージを表します。

\u2030 1000倍してパーミル値を表します。

\u00A4 通貨記号で置き換えられる通貨符号
2つの場合は、国際通貨記号で置き換えられます。
パターン内にある場合、小数桁区切り文字ではな
く通貨桁区切り文字が使用されます。
XML属性で使用される場合、16進数エンティティ
¤を使用します。

' 特殊文字の引用に使用されます。
文字%がパターン内で必要な場合は、'%'を使用し
ます。
文字#がパターン内で必要な場合は、'#'を使用しま
す。
1つの引用符自体を作成するには、1行に2つの引用
符を使用します。
1つの引用符は、二重引用符で囲まれたXML属性内
で使用できます。

	



5.1.6	Webブラウザー・コンテンツ
HTTPクライアント・ブラウザーからHTTPサーバーにデータを送信する場合、2つのコンテン
ツ・エンコーディング方法を使用できます。

どちらの方法も、クライアント・ブラウザーで使用されるバイト・エンコーディングを識別しな
いため、文字がASCIIの範囲外の場合、クライアント・データからサーバーのエンコーディング
に変換すると、問題になることがあります。

一部のブラウザーではcontent-typeのcharset属性を使用して、サーバーにポストされるINPUT形式
データに適用される省略値のクライアント・ブラウザー・エンコーディングを上書きすることが
観測されています。

HTMLページがcontent-typeのcharset属性を使用してサーバーから提供された場合、この属性には
HTMLドキュメント内のMetaタグと同じ効果があります。
HTTPクライアント・ブラウザーで使用されるバイト・エンコーディングを制御するには、
HTMLドキュメントでMetaタグを使用します。

	
<head>	
<meta	http-equiv="content-type"	content="text/html;	charset=utf-8">
<head>	
	

charsetの値にutf-8を使用する場合、クライアント・ロケールからのHTML	FORMポストは、サー
バーによってUTF-8エンコードで受信されます。

メソッド1：multipart/format-data
HTMLソース：
	
<FORM	METHOD="POST"	ACTION="http://lansa01:88/cgi-bin/jsmdirect?
upload"	ENCTYPE="multipart/form-data">
<INPUT	NAME="SONUMBER"		TYPE="TEXT"	VALUE="12345"/>
</TD></TR>
<INPUT	NAME="CUSTNAME"		TYPE="TEXT"	VALUE="ABC	Industries"/>
</TD></TR>
<INPUT	NAME="STREET"				TYPE="TEXT"	VALUE="123	Main	St"/>
</TD></TR>
<INPUT	NAME="CITY"						TYPE="TEXT"	VALUE="Chicago"/></TD>
</TR>
<INPUT	NAME="POSTCODE"		TYPE="TEXT"	VALUE="60609"/></TD>
</TR>
<INPUT	NAME="FILE"						TYPE="FILE"	SIZE	="60"/>
<INPUT	TYPE="SUBMIT"				VALUE="Send"/>
</FORM>



	
コンテンツ・タイプ：

	
multipart/form-data;	boundary=---------------------------7d37e321500b2
	
コンテンツ：

	
-----------------------------7d37e321500b2
Content-Disposition:	form-data;	name="SONUMBER"
	
12345
-----------------------------7d37e321500b2
Content-Disposition:	form-data;	name="CUSTNAME"
	
ABC	Industries
-----------------------------7d37e321500b2
Content-Disposition:	form-data;	name="STREET"
	
123	Main	St
-----------------------------7d37e321500b2
Content-Disposition:	form-data;	name="CITY"
	
Chicago
-----------------------------7d37e321500b2
Content-Disposition:	form-data;	name="POSTCODE"
	
60609
-----------------------------7d37e321500b2
Content-Disposition:	form-data;	name="FILE";	filename=""
Content-Type:	application/octet-stream
	

-----------------------------7d37e321500b2--
	

メソッド2：application/x-www-form-urlencoded
HTMLソース：



	
<FORM	METHOD="POST"	ACTION="http://lansa01:88/cgi-bin/jsmdirect?
upload">
<INPUT	NAME="ORDER"		TYPE="TEXT"	VALUE="12345"/></TD>
</TR>
<INPUT	NAME="CUSTNAME"		TYPE="TEXT"	VALUE="ABC	Industries"/>
</TD></TR>
<INPUT	NAME="STREET"				TYPE="TEXT"	VALUE="123	Main	St"/>
</TD></TR>
<INPUT	NAME="CITY"						TYPE="TEXT"	VALUE="Chicago"/></TD>
</TR>
<INPUT	NAME="POSTCODE"		TYPE="TEXT"	VALUE="60609"/></TD>
</TR>
<INPUT	TYPE="SUBMIT"				VALUE="Send"/>
</FORM>
	
コンテンツ・タイプ：

	
application/x-www-form-urlencoded
	
コンテンツ：

	
ORDER=12345&CUSTNAME=ABC+Industries&STREET=123+Main+St&CITY=Chicago&POSTCODE=60609
	



5.1.7	キャリッジ・リターン、ライン・フィード、改行
改行は、プラットフォームに応じて、キャリッジ・リターン(CR)、ライン・フィード(LF)、
CRLF、改行(NEL)になります。
改行はプラットフォームが異なると別の文字で表されるだけではなく、同じプラットフォームで
も曖昧な動作になります。

特にWebの場合、1台のコンピュータ上のテキストは多くのソースで生成されるため、重大な問
題が生じます。

文字セットの変換の際に、多くの場合、これらの文字は一致するUnicodeへ直接変換されます。
純粋なUnicodeを扱うプログラムでも問題を考慮しなければなりません。

	 Unicode ASCII EBCDIC
1

EBCDIC
2

CR 000D 0D 0D 0D

LF 000A 0A 25 15

CRLF 000D
000A

0D	0A 0D	25 0D	15

NEL 0085 85 15 25

VT 000B 0B 0B 0B

FF 000C 0C 0C 0C

LS 2028 n/a n/a n/a

PS 2029 n/a n/a n/a

EBCDICシステムでは、LFおよびNELという2つのマッピングが使用されます。
最初のEBCDIC列は、MVSオープン・エディション(CP1047を含む)マッピング、2番目の列は
CDRAマッピングです。
ASCIIベースのLinux環境や、Linuxを前提として使用する一部のデータ転送プロトコルでLF文字
を改行として扱う場合、この違いが生じます。

2番目の列はLFのASCIIおよびEBCDICの標準定義に基づいています。
NELは実際にASCIIでは定義されていません。C1制御としてISO6429で定義されています。
詳細については、以下を参照してください。

ww.w3.org/TR/newline
www.unicode.org/unicode/reports/tr13/tr13-5.html

http://www.w3.org/TR/newline
http://www.unicode.org/unicode/reports/tr13/tr13-5.html


5.1.8	XML検証
すべてのXMLサービスには、DTDとXMLスキーマの文法を使用するXMLドキュメントを検証す
る機能があります。

すべてのXMLサービスでSAX2のorg.xml.sax.XMLReaderインターフェースを使用し、このイン
ターフェース経由で検証機能が有効になります。

すべてのXMLサービスでorg.apache.xerces.parsers.SAXParserパーサーを使用し、以下の機能が有
効になります。

機能 説明

http://xml.org/sax/features/validation DTD検証が有効で
す。

http://xml.org/sax/features/namespaces ネームスペース処理
が有効です。

http://apache.org/xml/features/validation/dynamic 動的検証が有効で
す。
文法がドキュメント
内にある場合、検証
のみが行われます。

http://apache.org/xml/features/validation/schema XMLスキーマ検証は
省略値で無効です。
この機能を有効にす
るには、SCHEMA
キーワードまたは
validation.schemaプロ
パティを使用しま
す。

	
DTD文法は、ルート・エレメントの前のDOCTYPEで指定します。

	
<!DOCTYPE	Orders	SYSTEM	"order.dtd">
	

XMLスキーマ文法は、ドキュメントのルート・エレメントのxsi:schemaLocationまたは
xsi:noNamespaceSchemaLocation属性で指定します。
接頭辞xsiは、勧告で指定するように、スキーマ・ドキュメント・インスタンスのネームスペー
スにバインドする必要があります。

XMLスキーマ文法を使用する各ドキュメントでは、xsi:schemaLocation属性を使用して、ドキュ



メントで使用される文法の場所を指定する必要があります(ネームスペースを使用する場合)。
ネームスペースを使用しない場合は、xsi:noNamespaceSchemaLocation属性を使用します。
通常は、ドキュメントのルート/トップレベル・エレメントに配置されますが、どのエレメント
にも出現する可能性があります。

以下に、ターゲットのネームスペースがない場合の例を示します。

	
<document	xmlns:xsi='http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance'
	xsi:noNamespaceSchemaLocation='document.xsd'>
</document>
	

以下に、ターゲットのネームスペースがある場合の例を示します。スキーマに定義されたター
ゲット・ネームスペースとは異なるネームスペースを指定するとエラーが発生するため注意して
ください。

	
<document	xmlns='http://my.com'	xmlns:xsi='http://www.w3.org/2001/XMLSchema-
instance'
	xsi:schemaLocation='http://my.com	document.xsd'>
</document>
	

DTD検証機能とスキーマ検証機能の両方が有効な場合はどうなるか?
パイプラインに両方の検証機能がある場合

インスタンス・ドキュメントにあるのがDTD文法(ルート・エレメントの前のDOCTYPE)だけの
場合は、DTD検証エラーのみが報告されます。
インスタンス・ドキュメントにあるのがXMLスキーマ文法のみの場合は、XMLスキーマ検証エ
ラーのみが報告されます。

インスタンス・ドキュメントにDTD文法とXMLスキーマ文法の両方がある場合、DTDとXMLス
キーマの両方の検証エラーが報告されます。

詳細については、以下を参照してください。

xml.apache.org/xerces2-j/faqs.html
xml.apache.org/xerces2-j/faq-pcfp.html
xml.apache.org/xerces2-j/features.html
xml.apache.org/xerces2-j/xml-schema.html

http://xml.apache.org/xerces2-j/faqs.html
http://xml.apache.org/xerces2-j/faq-pcfp.html
http://xml.apache.org/xerces2-j/features.html
http://xml.apache.org/xerces2-j/xml-schema.html


5.1.9	XMLエンティティ・リゾルバー
すべてのXMLサービスにはエンティティ・リゾルバーがあり、パーサーはこれを使用してド
キュメントの外部にあるリソースを見つけることができます。

エンティティ・リゾルバーを使用する場合、ローカル・コンピュータ上にある外部リソース・
ファイルをキャッシュできるため、リモートのリソース・ファイルを取得する際にサービスで
HTTPプロトコルを使用する必要はありません。この技術は、サービスがリモート・サーバーに
接続できないプロキシー/ファイアウォールの問題を処理する場合も使用できます。
xml.apache.org/commons/components/resolver/resolver-article.htmlを参照してください。
リソース参照階層は、dtdファイルとスキーマ・ファイルの場所を見つける場合に使用されま
す。

systemid.{url}propertyが存在する場合は、これが使用されます。
ファイル(http以外)リソースの場合、以下のステップが行われます。
「schema.dir」プロパティが存在する場合、このディレクトリの値とurlリソースのファイル名を
使用して、ファイルの場所を見つけます。

「schema.dir」プロパティが存在せず、urlリソースのパスが存在する場合、urlリソースのパスが
使用されます。

「schema.dir」プロパティが存在せず、urlリソースのパスが存在しない場合、インスタンスのdtd
サブディレクトリとurlリソースのファイル名が使用されます。
以下に、エンティティ・リゾルバーを使用して外部リソース「order.dtd」を探すXMLドキュメン
トの例を示します。

	
<?xml	version="1.0"	encoding="UTF-8"?>
<!DOCTYPE	Orders	SYSTEM	"order.dtd">
<Orders>
</Orders>
	
XMLサービス・プロパティのエントリーのサンプル
	
schema.dir=schema
	
systemid.file:///jsm/instance/order.dtd=dtd/order.dtd
systemid.file:///jsm/instance/shipment.xsd=dtd/shipment.xsd
systemid.http://nasdaq.com/reference/NasdaqDotCom.dtd=dtd/nasdaq.dtd
systemid.file:///C:/Program%20Files/LANSA/Integrator/JSMInstance/order.dtd=dtd/order.dtd
	

注：%20はブランクを表します。

http://xml.apache.org/commons/components/resolver/resolver-article.html


5.1.10	XMLネームスペース
XMLネームスペースは、Extensible	Markup	Languageドキュメントで使用される要素と属性の名
前を限定するシンプルな方法を提供します。これは、要素と属性の名前を、URI参照で特定され
るネームスペースと関連付けて使用されます。

www.w3.org/TR/REC-xml-namesを参照してください。
Apacheでは、省略値のネームスペースを使用しないように勧めています。
ネームスペースでノードを検索する場合、XPath表現には、xmlns宣言でネームスペースにマップ
したネームスペースの接頭辞を含める必要があります。

省略値のネームスペースを宣言した場合、接頭辞はありません。

このネームスペースからノードを取得するXPath表現を構築するには、XPath表現に含めることが
できる接頭辞を提供するネームスペース宣言を追加する必要があります。

例えば、以下のように宣言された省略値のネームスペースでノードを検索するとします。

xmlns="http://my-namespace"
接頭辞付きのネームスペース宣言を、スタイル・シートのxsl:transform要素に追加します。

xmlns:xyz="http://my-namespace"
	
<xsl:transform	version="1.0"	xmlns:xsl="http://www.w3.org/1999/XSL/Transform"
		xmlns:rdml="http://www.lansa.com/2000/XML/Function"
		xmlns:xalan="http://xml.apache.org/xalan"
		xmlns:xyz="http://my-namespace">

次に、XPath表現でxyz:を使用できます。

<rdml:field	name="FIELD"	value="{/xyz:order/@name}"/>
詳細については、以下を参照してください。

xml.apache.org/xalan-j/faq.html

http://www.w3.org/TR/REC-xml-names/
http://xml.apache.org/xalan-j/faq.html


5.1.11	XML変換
すべてのXMLサービスは、開発者が変換スタイル・シートを作成して、データをXMLドキュメ
ントに対してバインドするように設計されています。

XML変換ウィザードは、必要な変換スタイル・シートを作成してこのタスクを実行します。
作成されたこのようなXSLTファイルを基盤として使用し、XSLT指示をさらに追加できます。
XSLT構文は難しく、不正な設計決定が行われるとパフォーマンスが低下しやすいため、このタ
スクを注意して行う必要があります。

変換のパフォーマンスを改善するには、XSLコンパイラを使用して、XSLTファイルを、コンパ
イル済み変換スタイル・シートに変換します。

詳細については、以下を参照してください。

www.w3.org/TR/xslt
www.w3.org/TR/xpath

http://www.w3.org/TR/xslt
http://www.w3.org/TR/xpath


5.1.12	XSL拡張
手続き型言語の呼び出しでXSLTの機能を拡張したい場合、Apache	Xalanでは、拡張要素と拡張
機能の作成および使用をサポートしています。

xml.apache.org/xalan-j/extensions.htmlを参照してください。
コンパイル済み変換スタイル・シート(XSLTC)は、外部のJavaクラスで実装された拡張機能の使
用をサポートしています。

以下の例は、拡張機能の作成方法と使用方法を示しています。

XMLソース：
	
<?xml	version="1.0"	encoding="UTF-8"?>
	
<Orders>
		<SalesOrder	SONumber="">
				<Customer	CustNumber="543">
						<CustName>ABC	Industries</CustName>
						<Street>123	Main	St</Street>
						<City>Chicago</City>
						<State>IL</State>
						<PostCode>60609</PostCode>
				</Customer>
		</SalesOrder>
</Orders>
	

変換スタイル・シート：

	
<?xml	version="1.0"	encoding="UTF-8"?>
	
<xsl:transform	version="1.0"	xmlns:xsl="http://www.w3.org/1999/XSL/Transform"
				xmlns:rdml="http://www.lansa.com/2000/XML/Function"
				xmlns:xalan="http://xml.apache.org/xalan"
				xmlns:java="http://xml.apache.org/xalan/java"
				exclude-result-prefixes="xalan	java">
	
<xsl:output	method="xml"	indent="yes"	xalan:indent-amount="2"/>
	
<xsl:template	match="/">
	

http://xml.apache.org/xalan-j/extensions.html


<rdml:function>
	
<rdml:fields>
				<xsl:call-template	name="function-level"/>
</rdml:fields>
	
</rdml:function>
	
</xsl:template>
	
<xsl:template	name="function-level">
	
<rdml:field	name="DELIVERY"	value="
{java:com.acme.xsl.Extension.getValue(/Orders/SalesOrder/@Delivery,'MISSING')}"/>
	
<rdml:field	name="ORDER"	value="
{java:com.acme.xsl.Extension.getValue(/Orders/SalesOrder/@SONumber,'MISSING','BLANK')}"/>
	
<rdml:field	name="STATEDESC"	value="
{java:com.acme.xsl.Extension.getDescription(/Orders/SalesOrder/Customer/State)}"/>
	
<rdml:field	name="CUSTNUM"	value="
{/Orders/SalesOrder/Customer/@CustNumber}"/>
<rdml:field	name="NAME"	value="
{/Orders/SalesOrder/Customer/CustName}"/>
<rdml:field	name="STREET"	value="
{/Orders/SalesOrder/Customer/Street}"/>
<rdml:field	name="CITY"	value="{/Orders/SalesOrder/Customer/City}"/>
<rdml:field	name="STATE"	value="{/Orders/SalesOrder/Customer/State}"/>
<rdml:field	name="ZIP"	value="{/Orders/SalesOrder/Customer/PostCode}"/>
	
</xsl:template>
	
</xsl:transform>
	

XML変換：
	
<?xml	version="1.0"	encoding="UTF-8"?>



<rdml:function	xmlns:rdml="http://www.lansa.com/2000/XML/Function">
		<rdml:fields>
				<rdml:field	value="MISSING"	name="DELIVERY"/>
				<rdml:field	value="BLANK"	name="ORDER"/>
				<rdml:field	value="Illinois"	name="STATEDESC"/>
				<rdml:field	value="543"	name="CUSTNUM"/>
				<rdml:field	value="ABC	Industries"	name="NAME"/>
				<rdml:field	value="123	Main	St"	name="STREET"/>
				<rdml:field	value="Chicago"	name="CITY"/>
				<rdml:field	value="IL"	name="STATE"/>
				<rdml:field	value="60609"	name="ZIP"/>
		</rdml:fields>
</rdml:function>
	

Java拡張：
	
package	com.acme.xsl	;
	
import	org.w3c.dom.*	;
	
public	class	Extension
{
	
				public	static	String	getDescription	(	String	code	)
				{
								if	(	code.equalsIgnoreCase	(	"IL"	)	)
								{
												return	"Illinois"	;
								}
	
								return	"?"	;
				}
	
				public	static	String	getValue	(	NodeList	nodeList,	String	missingValue	)
				{
								return	getValue	(	nodeList,	missingValue,	""	)	;
				}
	



				public	static	String	getValue	(	NodeList	nodeList,	String	missingValue,	String	blankValue	)
				{
								int	length	=	nodeList.getLength	()	;
	
								if	(	length	==	0	)
								{
												return	missingValue	;
								}
	
								Node	node	=	nodeList.item	(	0	)	;
	
								String	nodeValue	=	node.getNodeValue	()	;
	
								if	(	nodeValue	==	null	)
								{
												return	blankValue	;
								}
	
								if	(	nodeValue.trim().equals	(	""	)	)
								{
												return	blankValue	;
								}
	
								return	nodeValue	;
				}
}
	



5.1.13	MQSeries組み込み関数
MQSeries組み込み関数では、メッセージ待ち行列からメッセージを読み込み、ロードされた
サービスにメッセージを転送して処理を行います。また、ロードされたサービスからXML応答
を転送してメッセージ待ち行列に入れることもできます。

すべての組み込み関数は、少なくともステータスとメッセージを返します。ステータスは、文字
列値または文字列MQRで始まるMQ	APIの理由コードになります。

									OK

									ERROR

									FATAL

									MQR2002	-	接続済み

									MQR2033	-	メッセージなし

									MQR2058	-	待ち行列マネージャー名が無効または不明

									MQR2086	-	待ち行列マネージャーが不明

									MQR2079	-	承認メッセージの切り捨て

									MQR2080	-	失敗メッセージの切り捨て

									その他
接続と待ち行列のハンドル・パラメータは4バイトのバイナリー値であり、ロードされたサービ
スに送信できないため、これらの値を保持するフィールドに接頭辞JSMの名前を付けて、サービ
ス・フィールド・リスト・データの転送から除外されるようにする必要があります。

組み込み関数は以下のとおりです。

MQ_CONN
MQ_DISC
MQ_BEGIN
MQ_CMIT
MQ_BACK
MQ_OPEN
MQ_CLOSE
MQ_GET
MQ_PUT
MQ_DEPTH

また、以下も参照してください。

MQSeries組み込み関数の例



MQ_CONN
MQ_CONN組み込み関数は、待ち行列マネージャーへの接続を開き、接続ハンドルを返します。
返されたステータスがOKまたはMQR2002の場合、接続ハンドルを使用できます。
返されたステータスがOKの場合、他に開いている接続はないため、プログラムによって接続が
閉じられます。

返されたステータスがMQR2002の場合、他に開いている接続があるため、他の接続のようにプ
ログラムによって接続が閉じられることはありません。

引数

No タイ
プ

必須
省略可

説明 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 待ち行列マ
ネージャー

48 48 	 	

戻り値

No タイ
プ

必須
省略可

説明 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 ステータス 20 20 	 	

2 A 必須 メッセージ 1	 256 	 	

3 A 必須 接続ハンドル 4 4 	 	



MQ_DISC
MQ_DISC組み込み関数は、待ち行列マネージャーへの接続を閉じます。

引数

No タイ
プ

必須
省略可

説明 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 接続ハンドル 4 4 	 	

戻り値

No タイ
プ

必須
省略可

説明 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 ステータス 20 20 	 	

2 A 必須 メッセージ 1 256 	 	



MQ_BEGIN
MQ_BEGIN組み込み関数はキュー・マネージャにより調整された、1つの作業単位を開始しま
す。	MQ2121(MQRC_NO_EXTERNAL_PARTICIPANTS)というステータス戻り値は、通知メッ
セージとして扱われ、無視されます。

引数

No タイ
プ

必須
省略可

説明 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 接続ハンドル 4 4 	 	

戻り値

No タイ
プ

必須
省略可

説明 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 ステータス 20 20 	 	

2 A 必須 メッセージ 1 256 	 	

	



MQ_CMIT
MQ_CMT組み込み関数はアプリケーションが同期ポイントに到達し、前回常駐の同期ポイント
が設定された以降のメッセージの送受信が全て行われたことを待ち行列マネージャに伝えます。

引数

No タイ
プ

必須
省略可

説明 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 接続ハンドル 4 4 	 	

戻り値

No タイ
プ

必須
省略可

説明 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 ステータス 20 20 	 	

2 A 必須 メッセージ 1 256 	 	



MQ_BACK
MQ_BACK組み込み関数は、前回の同期ポイントが取り消されて以降のメッセージの送受信が全
て行われたことを待ち行列マネージャに伝えます。

引数

No タイ
プ

必須
省略可

説明 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 接続ハンドル 4 4 	 	

戻り値

No タイ
プ

必須
省略可

説明 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 ステータス 20 20 	 	

2 A 必須 メッセージ 1 256 	 	

	



MQ_OPEN
MQ_OPEN組み込み関数は、メッセージ待ち行列を開いて待ち行列ハンドルを返します。

引数

No タイ
プ

必須
省略可

説明 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 接続ハンドル 4 4 	 	

2 A 必須 待ち行列の名
前

48 48 	 	

3 A 必須 オープン・
モード

10 10 	 	

戻り値

No タイ
プ

必須
省略可

説明 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 ステータス 20 20 	 	

2 A 必須 メッセージ 1 256 	 	

3 A 必須 待ち行列ハン
ドル

4 4 	 	

待ち行列は複数のモードで開くことができます。

モード MQSeries	APIオプション

*BLANKS MQOO_INPUT_AS_Q_DEF
MQOO_FAIL_IF_QUIESCING

I MQOO_INPUT_AS_Q_DEF

Q MQOO_INQUIRE

IQ MQOO_INPUT_AS_Q_DEF
MQOO_INQUIRE



IF MQOO_INPUT_AS_Q_DEF
MQOO_FAIL_IF_QUIESCING

IQF MQOO_INPUT_AS_Q_DEF
MQOO_INQUIRE
MQOO_FAIL_IF_QUIESCING

O MQOO_OUTPUT

OF MQOO_OUTPUT
MQOO_FAIL_IF_QUIESCING

OU MQOO_OUTPUT
MQOO_SET_IDENTITY_CONTEXT

OFU MQOO_OUTPUT
MQOO_FAIL_IF_QUIESCING
MQOO_SET_IDENTITY_CONTEXT

IO MQOO_INPUT_AS_Q_DEF
MQOO_OUTPUT

IOF MQOO_INPUT_AS_Q_DEF
MQOO_OUTPUT
MQOO_FAIL_IF_QUIESCING

IOFU MQOO_INPUT_AS_Q_DEF
MQOO_OUTPUT
MQOO_FAIL_IF_QUIESCING
MQOO_SET_IDENTITY_CONTEXT



MQ_CLOSE
MQ_CLOSE組み込み関数は、ハンドルで指定された待ち行列を閉じます。

引数

No タイ
プ

必須
省略可

説明 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 接続ハンドル 4 4 	 	

2 A 必須 待ち行列ハン
ドル

4 4 	 	

戻り値

No タイ
プ

必須
省略可

説明 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 ステータス 20 20 	 	

2 A 必須 メッセージ 1 256 	 	



MQ_GET
MQ_GET組み込み関数は、待ち行列からメッセージを取得し、ロードされたサービスにその
メッセージを渡します。

引数

No タイ
プ

必須
省略可

説明 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 接続ハンドル 4 4 	 	

2 A 必須 待ち行列ハン
ドル

4 4 	 	

3 P 必須 待機時間(ミリ
秒)
永続的にする
場合は-1を使
用します。

9 9 0 0

4 P 必須 初期メッセー
ジの長さ
省略値は20000
バイトです。
これはヘル
パー・サイズ
です。サイズ
が小さすぎる
場合、内部記
憶域がメッ
セージ・サイ
ズに再度割り
当てられ、も
う一度GET操
作が行われま
す。

9 9 0 0

5 A 必須 メッセージID
任意のメッ
セージの場合

24 24 	 	



は*BLANKを
使用します。

6 A 必須 相関ID
任意のメッ
セージの場合
は*BLANKを
使用します。

24 24 	 	

7 A 省略可 同期ポイント
YまたはN
省略値はN

1 1 	 	

戻り値

No タイ
プ

必須
省略可

説明 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 ステータス 20 20 	 	

2 A 必須 メッセージ 1 256 	 	

3 P 必須 メッセージ・
タイプ
1	-	要求
2	-	返信
4	-	レポート
8	-	データグラ
ム
65536-
999999999	-
ユーザー定義

9 9 0 0

4 A 必須 メッセージ形
式

8 8 	 	

5 A 必須 メッセージID 24 24 	 	

6 A 必須 相関ID 24 24 	 	

7 A 必須 リモート待ち 48 48 	 	



行列マネー
ジャー

8 A 必須 リモート待ち
行列

48 48 	 	

9 A 必須 ユーザー 12 12 	 	

10 A 必須 アプリケー
ションID

32 32 	 	



MQ_PUT
MQ_PUT組み込み関数は、ロードされたサービスからメッセージ応答を取得し、その応答を待ち
行列に入れます。

引数

No タ
イ
プ

必須
省略可

説明 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 接続ハンドル 4 4 	 	

2 A 必須 待ち行列ハンド
ル

4 4 	 	

3 P 必須 メッセージ・タ
イプ
8	-	データグラム
65536-999999999	-
ユーザー定義
値0が渡される場
合、値8が使用さ
れます。

9 9 0 0

4 A 必須 メッセージ形式
*BLANK	-
MQFMT_NONE
MQSTR	-
MQFMT_STRING
またはユーザー
定義

8 8 	 	

5 A 必須 自動生成する待
ち行列マネー
ジャーの場合は
メッセージIDま
たは*BLANK

24 24 	 	

6 A 必須 相関IDまたは
*BLANK

24 24 	 	



7 A 必須 リモート・メッ
セージ待ち行列
または*BLANK

48 48 	 	

8 A 必須 リモート待ち行
列または*BLANK

48 48 	 	

9 P 任意 有効期限(ミリ秒)
待ち行列の省略
値の場合は-1

9 9 0 0

10 A 任意 ユーザー
省略値：*BLANK

12 12 	 	

11 A 任意 アプリケーショ
ンID

32 32 	 	

	

戻り値

No タイ
プ

必須
省略可

説明 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 ステータス 20 20 	 	

2 A 必須 メッセージ 255 255 	 	



MQ_DEPTH
MQ_DEPTH組み込み関数は、待ち行列内のメッセージの数を返します。待ち行列は
MQOO_INQUIREオプションで開いておく必要があります。

引数

No タイ
プ

必須
省略可

説明 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 接続ハンドル 4 4 	 	

2 A 必須 待ち行列ハン
ドル

4 4 	 	

	

戻り値

No タイ
プ

必須
省略可

説明 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 ステータス 20 20 	 	

2 A 必須 メッセージ 255 255 	 	

3 P 必須 メッセージの
深さ

9 9 0 0



5.1.14	MQSeries	IBM	i	の構成
以下のi5/OSコマンドは、MQSeries	Javaクライアントのサポートに必要なMQオブジェクトを作
成する方法を示しています。

	
GO	CMDMQM
STRSBS	QMQM/QMQM
CRTMQM	MQMNAME(USERAGENT.QUEUE.MANAGER)
STRMQM	MQMNAME(USERAGENT.QUEUE.MANAGER)
CRTMQMQ	QNAME(USERAGENT.QUEUE)	QTYPE(*LCL)	MQMNAME(USERAGENT.QUEUE.MANAGER)
CRTMQMCHL	CHLNAME(USERAGENT.CHANNEL)	CHLTYPE(*SVRCN)	MQMNAME(USERAGENT.QUEUE.MANAGER)
STRMQMCHL	CHLNAME(USERAGENT.CHANNEL)	MQMNAME(USERAGENT.QUEUE.MANAGER)
STRMQMLSR	MQMNAME(USERAGENT.QUEUE.MANAGER)
	



5.1.15	MQSeriesプログラム
すべてのプログラムは少なくともステータスとメッセージを返します。ステータスは、文字列値
または文字列MQRで始まるMQ	APIの理由コードになります。

									OK

									ERROR

									FATAL

									MQR2058	-	待ち行列マネージャー名が無効または不明

									MQR2086	-	待ち行列マネージャーが不明

									その他

JSMMQDEPTH	-	待ち行列の深さ

パラメータ 説明 I/O タイプ 長さ 小数点
の位置

JSMQMGR 待ち行列マ
ネージャー

I CHAR 48 	

JSMQNAME 待ち行列 I CHAR 48 	

JSMDEPTH 待ち行列の
深さ

O DEC 8 0

JSMSTS ステータス O CHAR 20 	

JSMMSG メッセージ O CHAR 256 	

JSMMQDEPTHプログラムはスタンドアロンであるため、JSMサービスを開かずに呼び出すこと
ができます。

例

CALL	PGM(JSMMQDEPTH)	PARM(#JSMQMGR	#JSMQNAME	#JSMDEPTH	#JSMSTS	#JSMMSG)	NUM_LEN(*DEFINED)
JSMMQGET	-	待ち行列からメッセージを取得する

パラメータ 説明 I/O タイプ 長
さ

小
数
点
の
位
置



JSMQMGR 待ち行列マネージャー I CHAR 48 	

JSMQNAME 待ち行列 I CHAR 48 	

JSMWAIT 待ち時間(ミリ秒、無制限
の場合は-1)

I DEC 8 0

JSMMSIZE メッセージ・サイズ(0は
20K	|	値)。これはヘル
パー・サイズです。サイ
ズが小さすぎる場合、内
部記憶域がメッセージ・
サイズに再度割り当てら
れ、もう一度GET操作が
行われます。

I DEC 8 0

JSMMID メッセージID	(*BLANKま
たはメッセージID)

I/O CHAR 24 	

JSMCID 相関ID	(*BLANKまたは相
関ID)

I/O CHAR 24 	

JSMRQMGR 応答待ち行列マネー
ジャー

O CHAR 48 	

JSMREPLYQ 応答待ち行列 O CHAR 48 	

JSMMTYPE メッセージ・タイプ O DEC 9 0

JSMSTS ステータス O CHAR 20 	

JSMMSG メッセージ O CHAR 256 	

LANSAファンクションやRPGプログラムでメッセージIDと相関IDを受信する場合、ロードされ
たJSMサービスにこれらの値を送信しないでください。値には有効なEBCDIC文字が含まれてい
ないためです。

メッセージIDと相関IDを使用すると、この入力値のいずれかまたは両方に一致するメッセージ
を取得できます。次のメッセージが必要な場合は、JSMMQGETプログラムを呼び出す前にメッ
セージIDフィールドと相関IDフィールドを*BLANKに設定します。

例

CHANGE	FIELD(#JSMQMGR)	TO('MY.QMANAGER')
CHANGE	FIELD(#JSMQNAME)	TO('MY.QUEUE')
CHANGE	FIELD(#JSMWAIT)	TO(-1)



CHANGE	FIELD(#JSMSIZE)	TO(0)
CHANGE	FIELD(#JSMMID)	TO(*BLANK)
CHANGE	FIELD(#JSMCID)	TO(*BLANK)
	
CALL	PGM(JSMMQGET)	PARM(#JSMQMGR	#JSMQNAME	#JSMWAIT	#JSMMSIZE	#JSMMID	#JSMCID	#JSMRQMGR	#JSMREPLYQ	#JSMMTYPE	#JSMSTS	#JSMMSG)	NUM_LEN(*DEFINED)

JSMMQPUT	-	待ち行列にメッセージを入れる

パラメータ 説明 I/O タイ
プ

長
さ

小
数
点
の
位
置

JSMQMGR 待ち行列マネージャー I CHAR 48 	

JSMQNAME 待ち行列 I CHAR 48 	

JSMCCSID メッセージCCSID	(待ち行
列の省略値の場合は0)

I DEC 8 0

JSMPST 持続性(省略値の場合はY	|
N	|	*BLANK)

I CHAR 1 	

JSMPTY 優先順位(待ち行列の省略
値の場合は0〜9	|	-1)

I DEC 8 0

JSMMID メッセージID	(新しいメッ
セージIDの場合は
*BLANK)

I CHAR 24 	

JSMCID 相関ID	(*BLANKまたは
値)

I CHAR 24 	

JSMMTYPE メッセージ・タイプ
8	-	MQMT_DATAGRAM
65536-999999999	-	ユー
ザー定義

I DEC 9 0

JSMRQMGR 応答待ち行列マネー
ジャー

I CHAR 48 	



JSMREPLYQ 応答待ち行列 I CHAR 48 	

JSMSTS ステータス O CHAR 20 	

JSMMSG メッセージ O CHAR 256 	

任意 	 	 	 	 	

JSMEXPIRY 有効期限、ミリ秒、無制
限の場合は-1	(省略値)

I DEC 9 0

JSMUSER ユーザー I CHAR 12 	

任意のJSMEXPIRYパラメータを使用する場合、JSMUSERパラメータも渡す必要があります。
JSMUSERパラメータを渡さないと、JSMMQPUT操作は失敗します。

例

CHANGE	FIELD(#JSMCCSID)	TO(0)
CHANGE	FIELD(#JSMMTYPE)	TO(8)
CHANGE	FIELD(#JSMMID)	TO(*BLANK)
CHANGE	FIELD(#JSMCID)	TO(*BLANK)
CHANGE	FIELD(#JSMPST)	TO(Y)
CHANGE	FIELD(#JSMPTY)	TO(4)
CHANGE	FIELD(#JSMRQMGR)	TO(*BLANK)
CHANGE	FIELD(#JSMREPLYQ)	TO(*BLANK)
	
CALL	PGM(JSMMQPUT)	PARM(#JSMQMGR	#JSMQNAME	#JSMCCSID	#JSMPST	#JSMPTY	#JSMMID	#JSMCID	#JSMMTYPE	#JSMRQMGR	#JSMREPLYQ	#JSMSTS	#JSMMSG)	NUM_LEN(*DEFINED)

MQSeriesのMQCONNまたはMQPUT	API呼び出しが失敗した場合、現在のメッセージが復元ファ
イルJSMMQPUT	(ある場合)に入れられます。メッセージの長さが32000バイトを超えると、デー
タは切り捨てられます。

物理ファイルJSMMQPUTのDDSソースは、JSMライブラリのQDDSRCファイルにあります。

DATE							8A						CCYYMMDD
TIME							6A						HHMMSS
JOBNUMBER		6A						000000
QUEUE						48A
MANAGER				48A
CCSID						8P	0
PERSIST				1A
PRIORITY			8P	0
USERID					12A
EXPIRY					9P	0



MESSAGEID		24A
CORRLATEID	24A
MSGTYPE				9P	0
RELYMGR				48A
RELYQUEUE		48A
MSGLENGTH		9P	0
MESSAGE				32000A

また、以下も参照してください。

MQSeriesとDataQueueプログラムの例



5.1.16	データ待ち行列プログラム
すべてのプログラムは少なくともステータスとメッセージを返します。ステータスは文字列値ま
たはi5/OS	APIの理由コードになります。

									OK

									ERROR

									FATAL

									NOMSG

									CPF9801	-	オブジェクトが見つからない

									その他

JSMDQGET	-	メッセージを取得する

パラメー
タ

説明 I/O タイプ 長さ 小数
点の
位置

JSMQLIB ライブラリ I CHAR 10 	

JSMQNME 待ち行列 I CHAR 10 	

JSMQKEY キー	-	キーなしのデー
タ待ち行列の場合、
ブランクのキー値を
使用する

I CHAR 256 	

JSMWAIT 待ち時間(ミリ秒、直
近の秒数に丸められ
る)

I DEC 8 0

JSMSTS ステータス O CHAR 20 	

JSMMSG メッセージ O CHAR 256 	

例

CHANGE	FIELD(#JSMQLIB)	TO(MYLIB)
CHANGE	FIELD(#JSMQNME)	TO(MYQUEUE)
CHANGE	FIELD(#JSMQKEY)	TO(*BLANK)
	
CALL	PGM(JSMDQGET)	PARM(#JSMQLIB	#JSMQNME	#JSMQKEY	#JSMWAIT	#JSMSTS	#JSMMSG)	NUM_LEN(*DEFINED)

JSMDQPUT	-	メッセージを入れる



パラメータ 説明 I/O タイ
プ

長さ 小数
点の
位置

JSMQLIB ライブラリ I CHAR 10 	

JSMQNME 待ち行列 I CHAR 10 	

JSMQKEY キー	-	キーなしのデー
タ待ち行列の場合、ブ
ランクのキー値を使用
する

I CHAR 256 	

JSMSTS ステータス O CHAR 20 	

JSMMSG メッセージ O CHAR 256 	

例

CALL	PGM(JSMDQPUT)	PARM(#JSMQLIB	#JSMQNME	#JSMQKEY	#JSMSTS	#JSMMSG)
また、以下も参照してください。

MQSeriesとDataQueueプログラムの例



5.1.17	IBM	Toolbox	for	Java
PDFSpoolFileServiceなどのJSMサービスでは、IBM	Toolbox	for	Java	(JTOpen)が必要です。
IBM	Toolbox	for	Javaは、JavaプログラムがIBM	i	のデータやリソースに簡単にアクセスできる
Javaクラスのライブラリです。
JTOpenはToolbox	for	Javaのオープン・ソースです。
このToolboxは、ライセンス・プログラム57xxJC1	-	Toolbox	for	Javaとして入手できます。
このToolboxは、ライセンス・プログラム57xxSS1	-	V7R1のExtended	Base	Directory	Supportとして
入手できます。

jt400.jarファイルは、/QIBM/ProdData/HTTP/Public/jt400/libディレクトリにあります。
jt400Native.jarファイルは、/QIBM/ProdData/OS400/jt400/libディレクトリにあります。
jt400Native.jarファイルには、通常のToolboxクラスに加えてネイティブの最適化が含まれていま
す。		
Toolboxは、適切な場合、ネイティブの最適化を自動的に有効にします。
最適化を使用できない場合、Toolboxはソケット・クライアント・サーバー・モードで機能しま
す。

Toolboxのバージョンがi5/OSオペレーティング・システムと一致しない場合、Toolboxは引き続き
機能しますが、パフォーマンスの改善を利用することはできません。

詳細については、以下を参照してください。

www-1.ibm.com/servers/eserver/iseries/toolbox		

IBMでは、IBM	i	データベース用の2つのJDBCドライバーを提供してい
ます。

ネイティブJDBCドライバー
IBM	i	Developer	Kit	for	Java	(57xxJV1)の一部として付属しています。
これは、SQL	CLI	(Call	Level	Interface)のネイティブ・メソッド呼び出しを行うことで実装されま
す。

そのため、IBM	i	JVMでのみ実行されます。
登録するクラス名はcom.ibm.db2.jdbc.app.DB2Driverです。URLサブプロトコルはdb2です。

Toolbox	JDBCドライバー
IBM	Toolbox	for	Javaの一部として付属しています。
これは、データベース・ホスト・サーバーに直接ソケット接続を行うことで実装されます。

このJDBCドライバーはどのJVMでも実行されます。
登録するクラス名はcom.ibm.as400.access.AS400JDBCDriverです。URLサブプロトコルはas400で
す。

JDBC更新用の物理ファイルのジャーナル処理
CRTJRNRCV	JRNRCV(MYLIB/JDBC)	TEXT('JDBC	Journal	Receiver')
CRTJRN	JRN(MYLIB/JDBC)	JRNRCV(MYLIB/JDBC)	TEXT('JDBC	Journal')
STRJRNPF	FILE(MYLIB/MYFILE)	JRN(MYLIB/JDBC)	IMAGES(*BOTH)

物理ファイルを作成または変更する場合、ジャーナル処理の開始を忘れることがよくあります。

http://www-1.ibm.com/servers/eserver/iseries/toolbox


このような問題を回避するには、ジャーナル処理を自動で開始させたいライブラリにQDFTJRN
という名前のデータ・エリアを作成します。

新しいデータ・エリアには、ジャーナルの名前が含まれます。物理ファイルの作成者に適切な権
限がある限り、このデータ・エリアで名前が付いたジャーナルに対してジャーナル処理が開始さ
れます。

ジャーナル・ライブラリを最初の10ポジションに指定すると、次の10ポジションにジャーナルが
含まれ、最後の5ポジションに*FILEが含まれます。また、最後の5ポジションに*NONEを指定し
て、ジャーナル処理を開始しないようにすることもできます。



5.1.18	共通コマンド・キーワード
ARCHIVE
BIND
CONTENT
ENCODING
METHOD
XSL
SCHEMA
VALIDATING
FRAGMENT
OUTPUT
NUMBERFORMAT
LOCALE
SVROW
SVROWLIMIT
SVMODE
SVQUOTE
SVHEAD
SVCOLUMN
SVTABLE
SVLABEL
SEPARATOR
TRIM
TRUNCATE
DOMSET
DOMSETMODEL
DOMSETRESULT
DOMGET
DOMGETRESULT



ARCHIVE
オプションのキーワードARCHIVEは、指定したパスに内容を保管する場合に使用されます。
アーカイブの内容エンコーディングを制御するには、ARCENCODEキーワードを使用します。
このキーワードがない場合、archive.encodingサービス・プロパティ・エントリーが使用されま
す。このサービス・プロパティがない場合は、省略値のエンコーディングUTF-8が使用されま
す。JVMの省略値のファイル・エンコーディングを使用するには、キーワード値*DEFAULTを使
用します。

	
ARCHIVE(/MYARCHIVE/FILE.DAT)
ARCHIVE(/MYARCHIVE/FILE.DAT)	ARCENCODE(*DEFAULT)
ARCHIVE(/MYARCHIVE/FILE.DAT)	ARCENCODE(ISO8859_1)
	
#
#	archive.encoding=ISO8859_1
archive.encoding=*DEFAULT
#
	



BIND
オプションのキーワードBINDをHTTPサービスのSERVICE_LOADコマンドで使用すると、オプ
ションのクエリー文字列パラメータをファンクション・フィールドに自動でバインドしたり、作
業リストに埋めることができます。

コマンドには、SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)キーワードを指定するか、データ・バインディ
ングを行う作業リストを指定する必要があります。

クエリー文字列パラメータは、以下のような標準形式で指定する必要があります。

	
/cgi-bin/jsmdirect?orderxml+fieldname(fieldvalue)+fieldname(fieldvalue)+...
	
/cgi-bin/jsmdirect?orderxml+period(12)+id(acme)
	

BINDキーワードに特殊な値*FIELDが含まれる場合、ファンクション・フィールドがフィールド
値で設定されます。

BINDキーワードに特殊な値*LISTが含まれる場合、作業リスト引数の列1でフィールド名を受信
し、列2でフィールド値を受信します。作業リストの列にはどのような名前やサイズも指定でき
ます。

例

	
SERVICE_LOAD	SERVICE(HTTPInboundXMLService)	BIND(*FIELD)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)
	
SERVICE_LOAD	SERVICE(HTTPInboundXMLService)	BIND(*LIST)	SERVICE_LIST(...)
	



CONTENT
オプションのキーワードCONTENTは、HTTPサービスで使用され、受信する内容タイプと送信
する内容タイプを制御します。

CONTENTキーワードを使用せず、省略値を受け入れることを強くお勧めします。
すべてのHTTPサービスとコンテンツ・ハンドラーは特定の内容タイプを想定します。内容を受
信し、その内容タイプが内容と一致しない場合、CONTENTキーワードを使用して、内容タイプ
がキーワード値と一致する場合は内容を受け入れるようにサービスに指示します。

一部のアウトバウンド・サービスやコンテンツ・ハンドラーは、CONTENTキーワードを使用し
て、作成される内容のタイプを指定します。HTTPInboundSVServiceサービスや
InboundSeparatedValueハンドラーで使用可能なSENDコマンドは、CONTENTキーワードを使用し
てCSV内容やTSV内容を作成するようにサービスに指示します。
CONTENTキーワードの値*ANYを使用すると、サービスやコンテンツ・ハンドラーはどのよう
な内容タイプの内容も受信できます。

CONTENTキーワードの値に短縮名を使用することをお勧めします。

*XML application/xml

*TEXTXML text/xml

*TEXTPLAIN text/plain

*SOAP application/soap+xml

*HTML text/html

*XHTML application/xhtml+xml

*CSV application/comma-
separated-values

*TEXTCSV text/	x-comma-separated-
values

*TSV application/comma-
separated-values

*TEXTTSV text/	x-tab-separated-
values

*X12 application/edi-x12

*EDIFACT application/edifact

*STREAM application/octet-stream



*PDF application/pdf

*EXCEL application/vnd.ms-excel

*CRL application/pkix-crl

*GIF image/gif

*JPEG image/jpeg

*MPEG audio/mpeg

*MPEG4 video/mpeg4
	

例

SERVICE_LOAD	SERVICE(HTTPInboundXMLService)	CONTENT(*HTML)
SERVICE_LOAD	SERVICE(HTTPInboundXMLService)	CONTENT(*ANY)



ENCODING
オプションのキーワードENCODINGは、バイト内容のUnicode文字列変換に適用されるエンコー
ディングを指定する場合に使用されます。

ENCODINGキーワードの値*DEFAULTを使用して、JVMの省略値・エンコーディングを選択で
きます。

XMLサービスはエンコーディングの値*AUTODETECTをサポートします。エンコーディングの
自動検出はXML内容の場合のみ可能であり、コンマ区切りテキスト・ファイルなどの内容を読
み込む際には使用できません。

HTTPサービスの場合、SERVICE_LOADコマンドでENCODINGを使用すると、サービスは標準
入力バイト・ストリームを変換できます。

ENCODING値を使用できない場合、サービスはHTTPプロトコル内容タイプcharset値を使用し
て、使用されるエンコーディングを決定します。

charsetがない場合、エンコーディングは省略値でJVMの省略値・ファイル・エンコーディングに
なるか、XML内容の場合は自動検出になります。
ENCODING値をHTTPサービスのSENDコマンドで使用すると、HTTP要求/応答内容をエンコー
ドすることができ、適切なcharset値が内容タイプ・プロトコル行の最後に自動で追加されます。
省略値・エンコーディングはUTF-8です。
HTTPサーバーがMIXED出力モードのIBM	IBM	i	で、選択された内容タイプがtext/で始まる場
合、エンコーディングによる影響はありません。テキスト内容がCGI-EBCDIC-CCSID値を使用し
てエンコードされ、HTTPサーバーはサーバー構成のDefaultNetCCSIDエントリーに基づいて
charsetを設定します。
Javaランタイムの国際バージョンを実行する必要があることに注意してください。米国専用バー
ジョンにはすべてのエンコーディングは含まれていません。

詳細については、「IANAエンコーディング」を参照してください。

例

	
SERVICE_LOAD	SERVICE(HTTPInboundXMLService)	ENCODING(ISO8859_1)	SERVICE_LIST(...)
	



METHOD
オプションのキーワードMETHODは、アウトバウンドHTTPサービスに使用されるHTTP要求メ
ソッドを指定する場合に使用されます。省略値はPOSTです。HTTPプロトコル標準では複数のメ
ソッドを定義し、RESTスタイルのアプリケーションにユーザー定義メソッドを使用できます。
詳細については、以下を参照してください。

http://www.w3.org/Protocols/rfc2616/rfc2616-sec9.html

METHOD GET リソースを取り出します。

PUT リソースを置き換えます。

POST リソースを更新します。

HEAD 取り出すリソースのヘッダーを取得
します。

TRACE リソースへのアクセスをトレースし
ます。

DELETE リソースを削除します。

OPTIONS 通信オプションを取得します。

ユーザー
定義

	

		

http://www.w3.org/Protocols/rfc2616/rfc2616-sec9.html


XSL
必須のキーワードXSLは、どのXSLTファイルを変換に使用するかを指定する場合に使用されま
す。

インバウンドXMLトランザクションは、XSLTを使用してXMLドキュメントをFunctionXML形式
に変換します。FunctionXML形式はサービスで使用され、XMLデータを指定のフィールドや作業
リストにバインドします。

アウトバウンドXMLトランザクションは、XSLTを使用してFunctionXMLを必要なXML形式に変
換します。

XSLキーワード値をサービス・プロパティ・リソースの検索で使用して、XSLTファイルの場所
を決定します。

最初のリソース検索は、xslc.{値}を使用する変換クラス名に対して行われます。このエントリー
がない場合は、ファイル名のxsl.{値}を使用してもう一度検索が行われます。

例

	
RECEIVE	XSL(ORDER)	SERVICE_LIST(...)
	
#	xsl.order=xsl/receive-order.xsl
xslc.order=com.lansa.jsm.translet.ReceiveOrder
#
	



SCHEMA
オプションのキーワードSCHEMAは、XMLスキーマ検証を有効にする場合に使用されます。
XMLスキーマ検証は省略値で無効です。XMLスキーマ検証は、サービス・プロパティ
validation.schemaでも制御できます。

例

	
SERVICE_LOAD	SERVICE(HTTPInboundXMLService)	SCHEMA(*YES)
	
#
validation.schema=*yes
#
	



VALIDATING
オプションのキーワードVALIDATINGは、検証XMLパーサーまたは非検証XMLパーサーを使用
するようにサービスを構成する場合に使用されます。

省略値では検証XMLパーサーを使用します。このオプションはサービス・プロパティ
validation.parserでも制御できます。
非検証パーサーでは、XMLデータの適格さは保証されますが、XMLデータが有効かどうかは検
証されません。

検証パーサーでは、XMLドキュメントで定義されたDTD文法やXMLSchema文法を使用し、XML
データのエレメントと属性がこれらのスキーマの構造上の制約に準拠しているかどうかを検証し
ます。

パーサーが検証可能な場合に非検証モードで実行するのはなぜか？

検証によってパフォーマンスが重大な影響を受ける可能性があるためです。特にDTDや
XMLSchemaが長く複雑な場合が関係します。
一部の開発者の間では、開発段階やテスト段階で検証を有効にすることは極めて重要ですが、ド
キュメントのスループットが最も重視され、データの信頼性がすでに把握されている実稼働シス
テムでは検証を抑止すると有益な場合があることが知られています。

例

SERVICE_LOAD	SERVICE(HTTPInboundXMLService)	VALIDATING(*NO)
#
validation.parser=*no
#



FRAGMENT
フラグメントは、複雑なデータ・オブジェクトの部分的なセグメントです。フラグメントは、各
LANSAフィールドや1つの作業リストを使用してXMLなどの複雑なデータ構造を構築する場合
に使用されます。また、構築された複雑な構造をフィールドや作業リストに変換し直す場合にも
使用されます。

XMLを処理するコンテンツ・ハンドラーやサービスでオプションのキーワードFRAGMENTを使
用すると、アウトバウンドXMLの作成に役立ちます。
FRAGMENTキーワード値は、作成されたXMLの記憶域名を指定します。
FunctionXMLは、フィールド・リストやリスト・オブジェクトを使用して内部的に作成されま
す。このFunctionXMLは、指定のXSLを使用して目的のXML形式に変換されます。
結果のXMLに<rdml:fragment	/>タグが含まれる場合、この名前の下に保管されているXMLフラグ
メントは結果のXMLにマージされます。FRAGMENTキーワードがある場合、結果のXMLはフラ
グメント名の下に保管されて後でマージされます。

FRAGMENTキーワードがない場合、結果のXMLが最終的な出力XMLメッセージになります。
また、FRAGMENTキーワードをSOAPエージェントサービスで使用すると、出力するSOAPオブ
ジェクトの作成やSOAP応答でのデータの取り出しに役立ちます。SOAPウィザードを使用し
て、SOAPオブジェクトのどの部分がフラグメントを表すかを指定したり、各フラグメントに名
前を付けます。

XMLサービスでは、OUTPUTオプションが*ADDの場合、フラグメントはすでにその名前の下に
保管されているフラグメントに連結されます。*NEWオプションは、保管されているフラグメン
トを作成します(既存のフラグメントがない場合や既存のフラグメントを置き換える場合)。

例

	
SEND	XSL(ORDER_DETAIL)	FRAGMENT(DETAIL)	SERVICE_LIST(...)
	



OUTPUT
オプションのキーワードOUTPUTは、XMLフラグメントを追加する場合に使用されます。
OUTPUTキーワードがない場合、値*NEWが使用されます。
OUTPUTキーワードの値*ADDは、作成されたXMLフラグメントを、同じ記憶域名で以前に作成
されたXMLフラグメントの最後に追加するようにサービスに指示します。以前の記憶域がない
場合は、新しい記憶域が作成されます。

OUTPUTキーワードの値*NEWは、フラグメントの記憶域がない場合、または指定したフラグメ
ント名の下に保管されている既存のフラグメントを置き換える場合に、サービスに対して新しい
フラグメントの記憶域を作成するように指示します。



NUMBERFORMAT
オプションのキーワードNUMBERFORMATは、小数区切り文字が小数点文字「.」ではない数字
文字列を処理する場合に使用されます。

XML内容は、常に「.」を小数区切り文字として使用しますが、CSVやTSVデータでは別の文字
を使用できます。

キーワード値は、特殊な値やロケール文字列のいずれかを使用できます。

このキーワードがある場合、他の省略値のアクションがオーバーライドされます。

NUMBERFORMAT *NONE 形式なし

*DEFAULT JDKの省略値・ロケールを
使用します。

*CLIENT LANSAファンクションま
たはRPGプログラム・ジョ
ブのロケールを使用しま
す。

*USERAGENT リモート・ユーザー・エー
ジェントのロケールを使用
します。

値 ロケール文字列

		
キーワードがない場合、関連するサービスのプロパティ・ファイルのnumberformat.localeエント
リーが使用されます。

キーワードやnumberformat.localeがない場合、形式変換は行われません。
インバウンド・コンテンツ・ハンドラーでは、NUMBERFORMATが*USERAGENTの場合、
HTTPプロトコル・プロパティX-USER-AGENT-LOCALEが使用されます。これが使用できない
場合は、値*CLIENTが使用されます。
アウトバウンド・コンテンツ・ハンドラーでは、NUMBERFORMATが*USERAGENTの場合、
LOCALEキーワードの値が使用されます。

例

	
RECEIVE	NUMBERFORMAT(EN_AU)
	
#
numberformat.locale=EN_AU
#	



LOCALE
オプションのキーワードLOCALEは、LANSA	Integratorユーザー・エージェントのデスクトッ
プ・アプリケーションに対して内容を送受信するサービスまたは他のLANSA	Integratorサービス
で使用されます。

アウトバウンド・コンテンツ・ハンドラーはこのキーワードを使用して、X-USER-AGENT-
LOCALE	HTTPプロトコル・プロパティの値を制御できます。
キーワード値がlanguage_country文字列値の場合、これはロケール・オブジェクトに変換されま
す。

キーワード値が*DEFAULTの場合、Locale.getDefault()メソッドから返されるロケールが使用され
ます。

キーワード値が*CLIENTの場合、command.getClient().getLocale()メソッドから返されるロケール
が使用されます。

LOCALEキーワードがない場合、値*CLIENTが使用されます。

例

	
SEND	LOCALE(EN_AU)
	
SEND	LOCALE(*CLIENT)
	



SVROW
オプションのキーワードSVROWは、レコードを読み込む際の開始行の指定に使用されます。
省略値は1です。



SVROWLIMIT
オプションのキーワードSVROWLIMITは、読み込む行数を指定する場合に使用されます。

SVROWLIMIT *NONE 省略値。制限はありません。すべ
てのレコードを読み込みます。

*LIST 読み込まれるレコードの数は、作
業リストの最大エントリー件数と
同じです。

*AVAILABLE 読み込まれるレコードの数は、作
業リストの最大エントリー件数か
ら現在のエントリー件数を引いた
数になります。

値 整数値

		



SVMODE
オプションのキーワードSVMODEは、区切り値データを処理するコンテンツ・ハンドラーと
サービスで使用され、インバウンド区切り値データの処理方法を制御します。

SVMODE *NONE 省略値。インバウンド区切り値デー
タにフィールド・ヘッダー・レコー
ドは含まれません。

*IGNORE インバウンド区切り値データに
フィールド・ヘッダー・レコードが
含まれます。このレコードは無視さ
れるため、受信したデータ・リスト
には含まれません。

*USE インバウンド区切り値データに
フィールド・ヘッダー・レコードが
含まれます。このレコードは、デー
タ列フィールド・マッピングで使用
されます。

		
SVHEADキーワードがなく、SVMODEキーワードが*NONEまたは*IGNOREの場合、インバウン
ド・データは作業リストに直接挿入されるため、フィールド件数やデータ・タイプはリスト定義
と一致しなくてはなりません。

例

	
RECEIVE	SVMODE(*IGNORE)	SERVICE_LIST(...)
	



SVQUOTE
任意のキーワードSVQUOTEを使って、テキスト値または全ての値を二重引用符(")で括ります。
*ALL、*TEXTまたは*NONEの値が利用でき、省略値は*NONEです。
*ALLの値は全ての値が二重引用符で括られることを意味します。
*TEXTの値ではテキスト値のみが二重引用符で括られます。



SVHEAD
オプションのキーワードSVHEADは、区切り値データのフィールド・レイアウトの記述に使用
されます。

インバウンド

SVHEADキーワードは、インバウンド区切り値データとアウトバウンド区切り値データでは異
なる役割になります。

SVHEADキーワードがRECEIVEコマンドやREADコマンドで使用されてインバウンド・データを
処理する場合、以下のルールが適用されます。

SVHEADキーワードがなく、SVMODEキーワードが*NONEまたは*IGNOREの場合、インバウン
ド・データは作業リストに直接挿入されるため、フィールド件数やデータ・タイプはリスト定義
と一致しなくてはなりません。

SVHEADキーワードがある場合、sv.head.{値}を使用してサービス・プロパティ・リソースの検
索が行われ、インバウンド・データの列レイアウトを記述するヘッダー・レコードを決定しま
す。

作業リストにデータを追加する際に、このヘッダー・レコードを使用して各レコードの列値と作
業リスト・フィールドをマッピングします。

SVFileService.propertiesの例
	
sv.head.order=LINENUM,PARTNUM,PARTDSC,PARTAMT,PARTQTY
	

例

	
READ	SVHEAD(ORDER)	SERVICE_LIST(...)
	
RECEIVE	SVHEAD(ORDER)	SERVICE_LIST(...)
	

アウトバウンド

アウトバウンド区切り値データにヘッダー・レコードを追加するには、SVHEADキーワードを
SENDコマンドやWRITEコマンドで使用できます。
キーワード値は、sv.head.{値}検索を使用してサービス・プロパティ・リソースの検索を行い、
ヘッダー・レコードを検索します。

キーワード値が*LISTの場合、サービスで作業リスト・フィールドが使用されます。
キーワード値が*COLUMNの場合、サービスでSVCOLUMN検索のフィールドが使用されます。

例

	
WRITE	SVHEAD(*LIST)	SERVICE_LIST(...)
	
SEND	SVHEAD(*LIST)	SERVICE_LIST(...)



	



SVEXCLUDE
キーワードSVEXCLUDEは、WRITEコマンドで作成される内容から作業リストのフィールドを
除外する場合に使用されます。



SVCOLUMN
キーワードSVCOLUMNは、リレーショナル・データベース列の定義に使用されます。sv.column.
{値}を使用してサービス・プロパティ・リソースの検索が行われます。
SVTABLEキーワードは、データベース・テーブルの定義に使用されます。

SVFileService.propertiesの例
	
sv.column.order=LINE_NUMBER,PART_NUMBER,PART_DESC,PART_AMOUNT,PART_QUANTITY
	



SVTABLE
キーワードSVTABLEは、SQLの選択操作や挿入操作に使用されるリレーショナル・データベー
ス・テーブルを特定する場合に使用されます。

SVCOLUMNキーワードは、テーブル列の定義に使用されます。

例

	
READ	FILE(order.csv)	SVTABLE(NEW_ORDERS)	SVCOLUMN(ORDER)
	

SVFileService.propertiesの例
	
sv.column.order=LINE_NUMBER,PART_NUMBER,PART_DESC,PART_AMOUNT,PART_QUANTITY
	



SVLABEL
オプションのキーワードSVLABELは、データベース・テーブル挿入の場合は最初の列値とし
て、データベース・テーブル選択の場合はwhere制約としてキーワード値を含める場合に使用さ
れます。

例

	
1.	以下の例では、値23が最初の列(ID)に挿入されます。
	
				READ	FILE(order.csv)	SVTABLE(ORD)	SVCOLUMN(ORDER)	SVLABEL(23)
	
				"INSERT	INTO	ORD(ID,LINENUM,PARTNUM,PARTDSC,PARTAMT,PARTQTY)	(23,?,?,?,?,?)"
	
2.	以下の例では、最初の列(ID)はSV値の受信に使用されます。
	
				READ	FILE(order.csv)	SVTABLE(ORD)	SVCOLUMN(ORDER)
	
				"INSERT	INTO	ORD(ID,LINENUM,PARTNUM,PARTDSC,PARTAMT,PARTQTY)	(?,?,?,?,?,?)"
	
3.	以下の例では、ID列は選択内にありませんが、where句で使用されま
す。
	
				WRITE	FILE(order.csv)	SVTABLE(ORD)	SVCOLUMN(ORDER)	SVLABEL(23)
	
				"SELECT	LINENUM,PARTNUM,PARTDSC,PARTAMT,PARTQTY	FROM	ORD	WHERE	ID=23"
	
4.	以下の例では、SVLABELがないため、ID列は選択内に含まれてい
ます。
	
				WRITE	FILE(order.csv)	SVTABLE(ORD)	SVCOLUMN(ORDER)
	
				"SELECT	ID,LINENUM,PARTNUM,PARTDSC,PARTAMT,PARTQTY	FROM	ORD"
	

SVFileService.properties
	
sv.column.order=ID,LINENUM,PARTNUM,PARTDSC,PARTAMT,PARTQTY
	



SEPARATOR
キーワードSEPARATORは、内容の区切り文字を特定する区切り値サービスで使用されます。

SEPARATOR 値 区切り文字

*COMMA ,		省略値

*SEMICOLON ;

*TAB 	

*TILDE
		

例

	
READ	SEPARATOR(~)
	
READ	SEPARATOR(*TILDE)
	



TRIM
オプションのキーワードTRIMにより、サービスはデータ値からブランクを切り詰めることがで
きます。

ファンクションからサービス(およびサービスからファンクション)のデータ値が切り詰められま
す。

TRIMキーワードの省略値は*TRAILINGです。
注：	TRIMは、サービス・レベルではなくコマンド・レベルで実装されます。つまり、すべての
サービスにTRIM機能があります。

TRIM *NONE 切り詰めなし

*BOTH 先頭と末尾のブランクを切
り詰めます。

*LEADING 先頭のブランクを切り詰め
ます。

*TRAILING 末尾のブランクを切り詰め
ます。

		

例

	
SEND	TRIM(*BOTH)
	
RECEIVE	TRIM(*NONE)
	



TRUNCATE
オプションのキーワードTRUNCATEを使用すると、サービスでデータ値を切り詰めることがで
きます。

サービスからファンクションへのデータ値のみが切り詰められます。

TRUNCATEキーワードの省略値は*NONEです。
注：TRUNCATEは、サービス・レベルではなくコマンド・レベルで実装されます。つまり、す
べてのサービスにTRUNCATE機能があります。

TRUNCATE *NONE 切り詰めなし

*LIST リスト値を切り詰めます。

*FIELD フィールド値を切り詰めま
す。

*BOTH フィールド値とリスト値を
切り詰めます。

		

例

	
RECEIVE	TRUNCATE(*LIST)
	



DOMSET
オプションのキーワードDOMSETを使用すると、サービスで入力XMLソースを直接読み込んだ
り、Apache	XMLパーサーに適した形式にXMLデータを前処理したりすることができます。
DOMSETキーワードの省略値は*READERで、互換性が維持されます。
推奨値は*STREAMです。
DOMSET、DOMSETMODEL、DOMSETRESULTの各設定は、インバウンドXML処理用の
RECEIVEなどのコマンドで使用されます。

DOMSET *STREAM XMLを直接読み込みます。

*READER XMLを適した形式に処理し
て、XMLパーサーに
StringReaderとして渡しま
す。

		

例

	
SERVICE_LOAD	DOMSETMODEL(*DOCUMENT)	DOMSET(*STREAM)	DOMSETRESULT(*FILE)
	



DOMSETMODEL
オプションのキーワードDOMSETMODELは、入力XMLソースの保管方法を指定します。
DOMSETMODELキーワードの省略値は*STRINGで、互換性が維持されます。
変換(コンパイル済みのスタイル・シート)を使用してXML内容を読み込む場合、使用できるのは
DOMSETMODEL(*STRING)オプションのみです。
推奨値は*DOCUMENTです。
DOMSET、DOMSETMODEL、DOMSETRESULTの各設定は、インバウンドXML処理用の
RECEIVEなどのコマンドで使用されます。

DOMSETMODEL *DOCUMENT XML	DOMを作成します。

*STRING XML文字列を作成しま
す。

		

例

	
SERVICE_LOAD	DOMSETMODEL(*DOCUMENT)	DOMSET(*STREAM)	DOMSETRESULT(*FILE)
	



DOMSETRESULT
オプションのキーワードDOMSETRESULTは、スタイル・シート変換結果の保管方法を指定しま
す。

入力XMLソースからFunctionXMLへの変換結果が大きくなる場合、変換結果が一時ファイルに送
られるように*FILEを使用します。これにより、結果がメモリーに保管されなくなるため、変換
プロセスで使用されるメモリー量が大幅に減ります。

DOMSETRESULTキーワードの省略値は*UTF8です。
DOMSET、DOMSETMODEL、DOMSETRESULTの各設定は、インバウンドXML処理用の
RECEIVEなどのコマンドで使用されます。

DOMSETRESULT *UTF8 XML変換は配列UTF-8エン
コード・バイトとして保持
されます。

*STRING XML変換は文字列オブジェ
クトとして保持されます。

*FILE XML変換は一時ファイルに
送られます。

		

例

	
SERVICE_LOAD	DOMSETMODEL(*DOCUMENT)	DOMSET(*STREAM)	DOMSETRESULT(*FILE)
	



DOMGET
オプションのキーワードDOMGETは、LANSAファンクション・フィールドや作業リストから作
成されたFunctionXMLの保管方法を指定します。
FunctionXMLが大きくなる場合は、入力FunctionXMLソースが一時ファイルに属するように
*FILEを使用します。これにより、入力FunctionXMLソースがメモリーに保管されなくなるた
め、変換プロセスで使用されるメモリー量が大幅に減ります。

DOMGETRESULTキーワードの省略値は*STRINGで、互換性が維持されます。
変換(コンパイル済みのスタイル・シート)を使用してXML内容を作成する場合、使用できるのは
DOMGET(*STRING)オプションのみです。
DOMGET設定とDOMGETRESULT設定は、アウトバウンドXML処理用のSENDなどのコマンド
で使用されます。

DOMGET *UTF8 FunctionXMLはUTF-8エン
コード・バイトとして保持
されます。

*STRING FunctionXMLは文字列オブ
ジェクトとして保持されま
す。

*FILE FunctionXMLは一時ファイ
ルに送られます。

		

例

	
SERVICE_LOAD	DOMGET(*FILE)	DOMGETRESULT(*FILE)
	



DOMGETRESULT
オプションのキーワードDOMGETRESULTは、スタイル・シート変換結果の保管方法を指定しま
す。

変換プロセスでは、入力FunctionXMLソースをメモリー内XML	DOMオブジェクトに読み込み、
このDOMにスタイル・シートを適用する必要があります。
現在、アウトバウンド・フラグメント処理を行う必要があるため、XML結果が読み込まれて文
字列に変換され、後からフラグメントのマージが行われます。

このタイプの変換にはDOM専用のメモリーが必要であるため、ファイルへの結果送信は引き続
き有効です。結果のファイル内容から文字列への変換が後から行われます。

DOMGETRESULTキーワードの省略値は*STRINGです。
DOMGET設定とDOMGETRESULT設定は、アウトバウンドXML処理用のSENDなどのコマンド
で使用されます。

DOMGETRESULT *UTF8 XML変換はUTF-8エンコー
ド・バイトとして保持され
ます。

*STRING XML変換は文字列オブジェ
クトとして保持されます。

*FILE XML変換は一時ファイルに
送られます。

		

例

	
SERVICE_LOAD	DOMGET(*FILE)	DOMGETRESULT(*FILE)
	



5.2	FTPService
FTPServiceを使用すると、アプリケーションはFTP	(ファイル転送プロトコル)サーバーとファイ
ルを送受信することができます。FTPはTCPベースのサービスで、インターネット上で広く使用
され、電子商取引をサポートします。

FTPServiceは、標準およびセキュア・モードのFTPをサポートしています。また、以下を行う目
的でさまざまなサービス・コマンドを提供します。

									FTPサーバーとの接続の確立

									FTPサーバーでのフォルダーの作成、削除、名前の変更、ナビゲート

									ファイルの作成と削除

									FTPサーバーに対するファイルの転送

関連サービス
FTPServiceは他のサービスに依存しません。1つのサービスを使用するだけで、ユーザーはネッ
トワーク上の別のホストにアクセスしたり、ファイルを転送したりすることができます(FTPが
ローカル・サーバーとリモート・サーバー間でサポートされていることが前提)。
ただし、アプリケーションの要件によって異なりますが、例えばPDFファイルを作成しFTPサー
ビスで配信することができます。

技術仕様

									FTPは2つのポート、「データ」ポートと「コントロール」ポート(コマンド・ポートとも
呼ばれる)を利用します。

ローカルFTPサーバーが最初にリモートFTPサーバーに接続する場合、「コントロール・セッ
ション」を確立するため、2つのサーバーが互いのコマンドを提供できるようになります(ディレ
クトリの変更、ファイルの取得など)。この接続を開始するには、ローカル・サーバーに、リ
モートFTPサーバーへのポートのエントリーが必要です。これは、ローカル・サーバーがノック
してリモートFTPサーバーを開くドアのような役割になります。リモート・サーバーにはおそら
く複数のエントリー・ポートがありますが、ほとんどのサーバーでは、FTPクライアントからの
接続を受信するポート21を残してあります。
ローカル・サーバーがファイルを転送するには、コンピュータとリモートFTPサーバー間の2番
目のセッション(データ・セッション)を確立します。通常のFTPでは、リモートFTPサーバー
は、別のポート(ポート20が一般的)を使用してこの2番目の接続を開始します。



5.2.1	FTPServiceの役割
一般的に、FTPはインターネットなどのTCP/IPネットワーク上のコンピュータ同士でファイルを
転送またはコピーする場合に使用されます。例えば、大きく異なるオペレーティング・システム
のマシン間でファイルを移動する場合などです。コンピュータ間で情報を転送する場合、送信コ
ンピュータと受信コンピュータの両方に適切なセキュリティが必要となります。



5.2.2	FTPServiceの使用
RDML/RDMLXと3GL	(RPGまたはCなど)のどちらでクライアント・アプリケーションを作成す
る場合も、同じ基本ステップを完了する必要があります。

例えば、リモートFTPサーバーにファイルを入れるアプリケーションでは、通常、以下のコマン
ドを発行します。

JSM(X)_OPEN
JSM(X)_COMMAND
					SERVICE_LOAD
									CONNECT
									LOGIN
									CHGDIR
									BINARY
									PUT
									QUIT
					SERVICE_UNLOAD
JSM(X)_CLOSE
	
リモートFTPサーバーからファイルを取得するステップはほぼ同じですが、PUTではなくGETコ
マンドを使用します。

選択した開発言語に適用されるコマンドの詳細については、「Java	Service	Managerクライアン
ト」を参照してください。



5.2.3	FTPServiceのコマンド
アプリケーションからFTPServiceにコマンドを発行するには、JSM_COMMANDや
JSMX_COMMAND組み込み関数または選択した開発言語のAPIを使用してJava	Service	Manager経
由でコマンド文字列を渡します。

FTPServiceで処理するコマンドは以下のとおりです。
SERVICE_LOAD
CONNECT
LOGIN
CHGDIR
GETDIR
ASCII
BINARY
NOOP
PUT
GET
SITE
CREATE
DELETE
RENAME
LIST
QUIT
SERVICE_GET
SERVICE_UNLOAD



SERVICE_LOAD
サービスをロードして初期化します。

	
																																																											必須
	
	SERVICE_LOAD	----	SERVICE	---------サービス名---------------->
	
																																																											任意
	
															>--	TRACE	-----------	*NO	------------------------->
																																					*YES
																																					*ERROR
	
															>--	TRACE_NAME	------名前------------------------|
																																					*SERVICE
																																					*PROCESS
																																					*FUNCTION
																																					*JOBNAME
																																					*JOBUSER
																																					*JOBNUMBER
	
詳細については、以下を参照してください。

クライアントからのサービス・プログラム・トレース

キーワード

SERVICE ロードするサービスの名前	-	この場合はFTPService

TRACE クライアント・プログラムのトレースを有効にするに
は、SERVICE_LOADコマンドでTRACEキーワードを使
用します。
TRACEキーワードに可能な値は以下のとおりです。
									*NO

									*YES
									*ERROR
任意のTRACE_traceのオプション*ERRORにより、ト
レースが有効になります。サービスがステータス
ERROR、FATAL、またはSOAPFAULTをクライアント
に返さない場合、トレース・ファイルはJSM	CLOSE呼
び出しで削除されます。

TRACE_NAME オプションのTRACE_NAMEキーワードを使用すると、



クライアントは、クライアントのtraceサブディレクト
リの最後にユーザー定義の名前を追加できます。
TRACE_NAMEキーワードには、特殊なキーワード値も
使用できます。

									*SERVICE

									*PROCESS
									*FUNCTION
									*JOBNAME

									*JOBUSER
									*JOBNUMBER

	

例

RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SERVICE_LOAD	SERVICE(FTPSERVICE)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
#jsmcommand	:=	'service_load	service(FTPService)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	#jsmcommand)	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'service_load'
c																													+	'	service(FTPService)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



CONNECT
CONNECTコマンドは、リモートFTPサーバーへの接続を開始します。
	
																																																												必須
		
	CONNECT	-----	HOST	------------ホスト:ポート------------------------>
	
																																																												任意
	
											>--	SECURE	----------	*NO	------------------------------>
																																	*YES	
																																	*IMPLICIT
	
											>--	PROTECTION	------	*NO	------------------------------>
																																	*YES
	
											>--	PORT_ADDRESS	----アドレス-------------------------->
	
											>--	ENCODING	--------エンコーディング-------------------------|
	

キーワード

HOST 接続先のFTPサーバーを指定します。FTPサーバー
は、IPアドレスnnn.nnn.nnn.nnn:ポート、またはドメイ
ン名で指定できます。
IPアドレスにポート番号を指定しない場合、キーワー
ドSECURE	(*IMPLICIT)を使用しない限り省略値21が
使用されます。キーワードSECURE	(*IMPLICIT)が使
用される場合の省略値のポート値は990です。

SECURE ユーザーやパスワードなどのFTPコマンド情報を保護
するためにセキュアな制御チャネルが必要かどうかを
指定します。
省略値*NOの場合、単純なデータ接続が使用されま
す。
値が*YESの場合、最初に単純なソケットを使用して
リモートFTPサーバーに接続してから、AUTHサブコ
マンドを使用してSSL/TLS接続に変更します。
値が*IMPLICITの場合、SSL/TLS	FTPサーバーに直接
接続するセキュアな制御チャネルが必要です。

PROTECTION 省略値のオプション*NOの場合、明確なデータ接続が



必要です。
代替値*YESの場合、データ・チャネルはセキュアに
なります。

PORT_ADDRESS PORTサブコマンドで使用されるローカルIPアドレス
このキーワードは通常は使用されませんが、IPアドレ
スが動的に割り当てられていること(JSM開始後のPPP
ダイアルアップ接続など)を示す場合に使用できま
す。

ENCODING リモート・サーバーのパスのエンコーディング。省略
値のオプションは*DEFAULTです。

	

例

RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('CONNECT	HOST(ISERIES01)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)]
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	'connect	host(iseries01)')	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'connect'
c																													+	'	host(iseries01)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



LOGIN
LOGINコマンドは、リモートFTPサーバーへの接続を認証します。
	
																																																									必須
	
	LOGIN	-----------	USER	-------------ユーザー--------------------->
	
															>--	PASSWORD	---------パスワード-----------------|
	

キーワード

USER リモートFTPサーバーへのログインに使用されるユー
ザー・プロファイル

PASSWORD USERキーワードに指定した値に対応するパスワード
	

コメント/警告
USERとPASSWORDの値は、FTPサーバーに応じて大文字/小文字を区別する場合があります。

例

RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('LOGIN	USER(ftpuser)	PASSWORD(password)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	'login	user(ftpuser)	password(password)')	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'login	user(FTPUser)'
c																													+	'	password(password)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



CHGDIR
CHGDIRコマンドは、リモートFTPセッション上の現在のディレクトリを変更します。
	
	CHGDIR	---------	PATH	----------パス名--------------------|
	

キーワード

PATH 現在のディレクトリ・パスを、指定したPATHの値に変
更します。
この値は相対パスまたは絶対パスになります。

	

例

RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('CHGDIR	PATH(/xxxpgmlib/JSM/INSTANCE)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	'chgdir	path(/xxxpgmlib/jsm/instance)')	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'chgdir'
c																													+	'	path(/xxxpgmlib/jsm/instance)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



GETDIR
GETDIRコマンドは、リモートFTPセッション上の現在の作業ディレクトリをJSMコマンドの
メッセージ・フィールドに返します。

	
	GETDIR	-----------キーワードなし-------------------------------|
	

キーワード
このコマンドに関連するキーワードはありません。

例

RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('GETDIR')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	'getdir')	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'getdir'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



ASCII
ASCIIコマンドは、セッション・モードをASCIIに設定します。
FTPサーバーによって異なりますが、ASCIIモードを使用すると、FTPサーバーで転送データを
ホスト・ファイル・システムに適した形式に変換できます。ホストがLinuxサーバーの場合、
CRLF文字をLF文字に変換できます。ホストがIBM	i	サーバーの場合、ASCIIデータをEBCDIC
データに変換できます。

	ASCII	-----------キーワードなし-------------------------------|

キーワード
このコマンドに関連するキーワードはありません。

例

RDML
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('ASCII')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)

RDMLX
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	'ASCII')	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)

ILE	RPG
c																			eval						jsmcmd	=	'ascii'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)



BINARY
BINARYコマンドは、セッション・モードをバイナリーに設定します。
バイナリーでは、送信内容が保存されます。これが推奨モードです。

	
	BINARY	-----------キーワードなし-------------------------------|
	

キーワード
このコマンドに関連するキーワードはありません。

例

RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('BINARY')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	'binary')	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'binary'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



NOOP
NOOPコマンドは非操作コマンドです。リモートFTPサーバーはOKステータスを返します。
	
	NOOP	-----------キーワードなし-------------------------------|
	

キーワード
このコマンドに関連するキーワードはありません。

例

RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('NOOP')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	'noop')	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'noop'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



PUT
PUTコマンドは、ローカル・ファイルの内容をリモートFTPサーバーに送信します。
FROMキーワードで指定されたファイルは、DATALINKモードを使用してリモートFTPサーバー
に送られます。リモートFTPサーバーは、TOキーワードで指定されたパスを使用してファイル
を保管します。

	
	PUT	---------	FROM	-------------ファイル・パス---------------------->
	
											>--	TO	---------------ファイル・パス---------------------->
	
																																																											任意
	
											>--	FROM_ENCODING	----値-------------------------->
	
											>--	TO_ENCODING	------値-------------------------->
	
											>--	CONVERT	----------	*NO	---------------------------->
																																		*YES
	
											>--	RECORD_SIZE	------	1024	--------------------------->
																																		*NOMAX
																																		整数
	
											>--	RECORD_DELIMITER	-	*NONE	-------------------------->
																																		*LF
																																		*CRLF
	
											>--	DATALINK	---------	*PASV	--------------------------|
																																		*PORT
	

キーワード

FROM リモートFTPサーバーにコピーするローカル・
ファイルのパスを指定します。この値は相対パ
スまたは絶対パスになります。パスが相対パス
の場合、現在の作業ディレクトリはJSMインス
タンス・ディレクトリになります。
以下の「コメント/警告」を参照してください。

TO ファイルがリモートFTPサーバーに配置される
リモート・ファイルのパスを指定します。この
値は相対パスまたは絶対パスになります。パス
が相対パスの場合、現在の作業ディレクトリは
リモートFTPサーバーの現在のディレクトリに



なります。
「GETDIR」コマンドも参照してください。

FROM_ENCODING エンコーディングは、FROMファイルの内容を
中間のUnicode文字列に変換する場合に使用され
ます。
省略値は、from.encodingプロパティ・リソース
から取得されます。プロパティ・リソースがな
い場合、値の省略値はCp037になります。
このキーワードは、CONVERTが*YESに設定さ
れている場合のみ使用してください。

TO_ENCODING エンコーディングは、中間のUnicode文字列を
ターゲット・エンコーディングに変換する場合
に使用されます。
省略値は、to.encodingプロパティ・リソースか
ら取得されます。プロパティ・リソースがない
場合、値の省略値はISO8859_1になります。
このキーワードは、CONVERTが*YESに設定さ
れている場合のみ使用してください。

CONVERT 省略値の変換値は*NOです。
値が*YESの場合、各レコード・サイズの読み込
み後、データは指定のターゲット・エンコー
ディングに変更され、FTPサーバーに送られま
す。

RECORD_SIZE 省略値は1024バイトです。
値*NOMAXは、読み込みサイズをソース・ファ
イルの長さに設定します。
整数値を指定すると、ソース・ファイルで使用
される読み込みサイズがバイト単位で指定され
ます。
以下の「コメント/警告」を参照してください。

RECORD_DELIMITER 省略値は*NONEです。
値が必要なのは、キーワードCONVERTが*YES
に設定されている場合のみです。この場合、変
換された各レコード読み込みの最後に追加され



るレコード・マーカーの終点として、*LF	(ライ
ン・フィード)または*CRLF	(キャリッジ・リ
ターン、ライン・フィード)のいずれかを指定で
きます。
詳細については、「キャリッジ・リターン、ラ
イン・フィード、改行」を参照してください。

DATALINK DATALINKキーワードにより、「コントロー
ル」セッションの開始方法が決まります。省略
値は*PASVです。
パッシブ・モード*PASVでは、FTPクライアン
トはリモートFTPサーバーに対する両方の接続
を開始します。パッシブ・モードにより、
FTPServiceはリモートFTPサーバーにPASVサブ
コマンドを送信します。FTPサーバーは開始し
たソケット・サーバーのポート番号を返し、こ
のポート番号を使用してローカル・サーバーか
らのデータ転送チャネルが確立されます。これ
はパッシブFTPと呼ばれ、ファイアウォールの
問題を回避する場合によく使用されます。パッ
シブFTPを使用する場合、ローカル・サーバー
は2番目の接続を確立します。これはリモート
FTPサーバーに対する接続ではありません。ほ
とんどのファイアウォールでは、この2番目の接
続によるリモートFTPサーバーへのファイル転
送が許可されます(最初の接続の確立が許可され
る場合と同じです)。
ポート・モード*PORTにより、FTPServiceはソ
ケット・サーバーを開始して、このソケット・
サーバーがリスニングするポート番号をPORTサ
ブコマンド経由でリモートFTPサーバーに知ら
せます。その後、リモートFTPサーバーはこの
ソケット・サーバーに接続し、データ転送チャ
ネルが確立されます。
詳細については、「技術仕様」を参照してくだ
さい。

	



コメント/警告
FROMファイルがIBM	i	の物理ファイルの場合は以下のようになります。

									RECORD_SIZEは、ファイルの総レコード長に一致しなければなりません。

									DSPFDコマンドを使用して総レコード長を決定します。

									ファイルの全フィールドのタイプはCHARになります。

									ファイル内の削除されたレコードはブランク・レコードとして読み込まれるため、
RGZPFMコマンドを使用して、削除されたレコードをファイルから除外します。

一般的なストリーム・ファイルも変換できます。

									各レコード・サイズの読み込み後にデータが変換されます。

									FROMファイルの内容は、RECORD_SIZE	(*NOMAX)オプションを使用しない限り、シン
グル・バイト・エンコードになります。この場合、ファイルは1回の読み込みで処理され、
ファイル内容全体に変換が適用されます。

									詳細については、「キャリッジ・リターン、ライン・フィード、改行」を参照してくださ
い。

例

RDML
	
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('PUT	FROM(order.xml)	TO(/xmldata/order.xml)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
または

	
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO(PUT	FROM(order.xml)	TO('/xmldata/order.xml)	CONVERT(*YES)	FROM_ENCODING(ISO8859_1)	TO_ENCODING(UTF-
8)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
または

	
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('PUT	FROM(order.xml)	TO(/xmldata/order.xml)	CONVERT(*YES)	RECORD_SIZE(*NOMAX)	FROM_ENCODING(ISO8859_1)	TO_ENCODING(UTF-
8)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

IBM	i	のファイルからテキスト・ファイルに変換します。

	
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO(PUT	FROM('/QSYS.LIB/JSMLIB.LIB/DC@W29.FILE/DC@W29.MBR)	TO(dcw29.txt)	CONVERT(*YES)	RECORD_SIZE(166)	RECORD_DELIMTER(*CRLF)	FROM_ENCODING(Cp037)	TO_ENCODING(ISO8859_1)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	



RDMLX
	
#jsmcmd	:=	'put	from('	+	#jsmfrom	+	')	to('	+	#jsmto	+	')'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'put	from(order.xml)'
c																													+	'	to(/xmldata/order.xml)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



GET
GETコマンドは、リモート・ファイルの内容を受け取り、その内容をローカル・ファイルに保存
します。FROMキーワードで指定されたファイルは、DATALINKモードを使用してリモートFTP
サーバーから取り出されます。ローカル・サーバーは、TOキーワードで指定されたパスを使用
してファイルを保管します。

	
	GET	---------	FROM	-----------------ファイル・パス------------------>
	
											>--	TO	-------------------ファイル・パス------------------>
	
																																																											任意
	
											>--	FROM_ENCODING	--------値---------------------->
	
											>--	TO_ENCODING	----------値---------------------->
	
											>--	CONVERT	--------------	*NO	------------------------>
																																						*YES
	
											>--	RECORD_SIZE	----------	1024	----------------------->
																																						整数
	
											>--	RECORD_DELIMITER	-----	*NONE	---------------------->
																																						*LF
																																						*CRLF
	
											>--	DATALINK	-------------	*PASV	----------------------|
	

キーワード

FROM リモートFTPサーバーからコピーするリモー
ト・ファイルのパスを指定します。
「CHGDIR」コマンドも参照してください。

TO ファイルがリモートFTPサーバーに配置される
ローカル・ファイルのパスを指定します。
以下の「コメント/警告」を参照してください。

FROM_ENCODING エンコーディングは、FROMファイルの内容を
中間のUnicode文字列に変換する場合に使用され
ます。
省略値は、from.encodingプロパティ・リソース
から取得されます。プロパティ・リソースがな
い場合、値の省略値はCp037になります。



このキーワードは、CONVERTが*YESに設定さ
れている場合のみ使用されます。

TO_ENCODING エンコーディングは、中間のUnicode文字列を
ターゲット・エンコーディングに変換する場合
に使用されます。
省略値は、to.encodingプロパティ・リソースか
ら取得されます。プロパティ・リソースがない
場合、値の省略値はISO8859_1になります。
このキーワードは、CONVERTが*YESに設定さ
れている場合のみ使用されます。

CONVERT 省略値は*NO変換です。
値が*YESの場合、各レコード・サイズの読み込
み後、データは指定のターゲット・エンコー
ディングに変更され、FTPサーバーに送られま
す。

RECORD_SIZE 省略値は1024バイトです。
整数値を指定すると、ソース・ファイルで使用
される読み込みサイズが指定されます。
「PUT」の「コメント/警告」を参照してくださ
い。

RECORD_DELIMITER 省略値は*NONEです。
値が必要なのは、キーワードCONVERTが*YES
に設定されている場合のみです。この場合、変
換された各レコード読み込みの最後に追加され
るレコード・マーカーの終点として、*LF	(ライ
ン・フィード)または*CRLF	(キャリッジ・リ
ターン、ライン・フィード)のいずれかを指定で
きます。
詳細については、「キャリッジ・リターン、ラ
イン・フィード、改行」を参照してください。

DATALINK DATALINKキーワードにより、「コントロー
ル」セッションの開始方法が決まります。省略
値は*PASVです。
パッシブ・モード*PASVでは、FTPクライアン



トはサーバーに対する両方の接続を開始しま
す。パッシブ・モードにより、FTPServiceはリ
モートFTPサーバーにPASVサブコマンドを送信
します。FTPサーバーは開始したソケット・
サーバーのポート番号を返し、このポート番号
を使用してローカル・サーバーからのデータ転
送チャネルが確立されます。これはパッシブ
FTPと呼ばれ、ファイアウォールの問題を回避
する場合によく使用されます。パッシブFTPを
使用すると、ローカル・サーバーは2番目の接続
を確立します。これはリモートFTPサーバーに
対する接続ではありません。ほとんどのファイ
アウォールでは、この2番目の接続によるリモー
トFTPサーバーへのファイル転送が許可されま
す(最初の接続の確立が許可される場合と同じで
す)。
ポート・モード*PORTにより、FTPServiceはソ
ケット・サーバーを開始して、このソケット・
サーバーがリスニングするポート番号をPORTサ
ブコマンド経由でリモートFTPサーバーに知ら
せます。その後、リモートFTPサーバーはこの
ソケット・サーバーに接続し、データ転送チャ
ネルが確立されます。
詳細については、「技術仕様」を参照してくだ
さい。

	

コメント/警告
FROMファイルがIBM	i	の物理ファイルの場合は以下のようになります。

									RECORD_SIZEは、ファイルの総レコード長に一致しなければなりません。

									DSPFDコマンドを使用して総レコード長を決定します。

									ファイルの全フィールドのタイプはCHARになります。

									ファイル内の削除されたレコードはブランク・レコードとして読み込まれるため、
RGZPFMコマンドを使用して、削除されたレコードをファイルから除外します。

通常のストリーム・ファイルも変換できます。

									各レコード・サイズの読み込み後にデータが変換されます。

									FROMファイルの内容は、RECORD_SIZE	(*NOMAX)オプションを使用しない限り、シン
グル・バイト・エンコードになります。この場合、ファイルは1回の読み込みで処理され、



ファイル内容全体に変換が適用されます。

									詳細については、「キャリッジ・リターン、ライン・フィード、改行」を参照してくださ
い。

例
以下の例では、GETコマンドを使用して、リモート・ファイルの内容を受け取り、その内容を
ローカル・ファイルに保存します。

RDML
	
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('GET	TO(order.xml)	FROM(/xmldata/order.xml)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
#jsmcmd	:=	'get	from('	+	#jsmfrom	+	')	to('	+	#jsmto	+	')'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'get	to(order.xml)'
c																													+	'	from(/xmldata/order.xml)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



SITE
SITEコマンドでは、リモートFTPサーバーにホスト依存パラメータを指定することで特殊なFTP
サーバー・コマンドの実行が可能になります。

	
	SITE	---------	COMMAND	-------コマンド--------------------------|
	

キーワード

COMMAND 実行するコマンド文字列
	

例
例えば、リモートFTPサーバーがIBM	i	の場合、リモート・セッション内のファイルの場所を設
定するNAMEFMTコマンドを発行します。
NAMEFMTを1に設定すると、すべてのIFSファイルの場所にあるファイルが特定されるため、す
べてのファイルとパスがIFS表記(/home/dirなど)で書き込まれます。
NAMEFMTを0に設定すると、ファイルは名前形式library/file.memberを使用してQSYS.LIBファイ
ル・システムにコピーされ、QSYS.LIBファイル・システムからコピーされます。

RDML
	
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('SITE	COMMAND(NAMEFMT	1)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	'site	command(namefmt	1)')	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'site'
c																													+	'	command(namefmt	1)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



CREATE
CREATEコマンドにより、リモートFTPサーバー上にディレクトリを作成できます。
	
	CREATE	---------	DIR	----------ディレクトリ・パス------------------|
	

キーワード

DIR ディレクトリ・パス名。この値は相対パスまたは絶対パスに
なります。

	

例

RDML
ルート・ディレクトリの下にUPLOADというディレクトリを作成する場合：

	
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('CREATE	DIR(/upload)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

あるいは、現在の作業ディレクトリの下にUPLOADというディレクトリを作成する場合：

	
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('CREATE	DIR(upload)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
ルート・ディレクトリの下にUPLOADというディレクトリを作成する場合：

	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	'create	dir(/upload)	')	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
	

あるいは、現在の作業ディレクトリの下にUPLOADというディレクトリを作成する場合：

	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	'create	dir(upload)	')	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'create'
c																													+	'	dir(/upload)'



c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



DELETE
DELETEコマンドにより、リモートFTPサーバーからディレクトリやファイルを削除できます。
	
	DELETE	----------	DIR	-------------ディレクトリ・パス----------->
	
															>--	FILE	------------ファイル・パス----------------|
	

キーワード

DIR FILEキーワードを指定しない場合は、ディレク
トリ・パス名が必須になります。

この値は相対パスまたは絶対パスになります。

FILE DIRキーワードを指定しない場合は、ファイ
ル・パス名が必須になります。

この値は相対パスまたは絶対パスになります。
	

例

RDML
ディレクトリとそのディレクトリの下のファイルをすべて削除する場合：

	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('DELETE	DIR(/upload)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

または単一のファイルを削除する場合：

	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('DELETE	FILE(/upload/order.xml)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
ディレクトリとそのディレクトリの下のファイルをすべて削除する場合：

	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	'delete	dir(/upload)	')	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
	

または単一のファイルを削除する場合：

	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	'delete	file(/upload/order.xml)	')	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
	



ILE	RPG
ディレクトリとそのディレクトリの下のファイルをすべて削除する場合：

	
c																			eval						jsmcmd	=	'delete'
c																													+	'	dir(/upload)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	

または単一のファイルを削除する場合：

	
c																			eval						jsmcmd	=	'delete'
c																													+	'	file(/upload/order.xml)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



RENAME
RENAMEコマンドにより、リモートFTPサーバー上のファイルの名前を変更できます。
	
	RENAME	-----------	FROM	-------------ファイル・パス---------------->
	
																>--	TO	---------------ファイル・パス----------------|
	

キーワード

FROM 既存のリモート・パス名

TO 新しいリモート・パス名
	

例

RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('RENAME	FROM(order.xml)	TO(order2.xml)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	'rename	from(order.xml)	to(order2.xml)')	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'rename	from(order.xml)'
c																													+	'	to(order2.xml)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



LIST
LISTコマンドは、リモートFTPサーバーからファイル名のリストを取得します。
	LIST	----	PATH	----------ディレクトリ・パス-------------------->
							>--	FORMAT	--------	*AUTO	----------------------------->
																											*NAME
																											*UNIX
																											*UNIX8
																											*UNIX9
																											*ISERIES
																											*WINDOWS
							>--	DATEFORMAT	----	*NONE	----------------------------->
																											*DMY
																											*MDY
																											*YMD
																											*YDM
							>--	DATALINK	------	*PASV	-----------------------------|
																											*PORT

キーワード

PATH PATHキーワードがない場合、現在のディレクトリ
が使用されます。パスには、オペレーティング・
システムのワイルド文字を使用できます。

FORMAT 省略値*AUTOは自動検出リスト形式を使用しま
す。

									*AUTO	-	自動検出リスト形式
									*NAME	-	NLSTサブコマンドを使用します。
1列

									*UNIX	-	リストはUNIX形式になります。9列

									*UNIX8	-	リストはUNIX形式になります。8
列

									*UNIX9	-	リストはUNIX形式になります。9
列

									*ISERIES	-	リストはIBM	i	形式になります。

									*WINDOWS	-	リストはWindows形式になりま
す。

IBM	i	サーバー間でFTPを使用する場合、FTP属性
のLISTFMT値を書き留めておく必要があります



(CHGFTPAを使用します)。例えば、FTP属性に
LISTFMT(*UNIX)が指定されている場合、LIST
PATH(/TMP/*.*)	FORMAT(*ISERIES)を
使用すると、データは返されませ

ん。FORMAT(*UNIX)に変更する場合
や、SITE	COMMAND(LISTFMT	0)を使
用する場合は、データが返されます。

DATEFORMAT 省略値*NONEの場合、データ・フィールドに適用
される形式はありません。日付形式はISO8601形式
になります。

									*NONE	-	日付形式なし
									*DMY	-	日、月、年の順になる日付を除外し
ます。

									*MDY	-	月、日、年の順になる日付を除外し
ます。

									*YMD	-	年、月、日の順になる日付を除外し
ます。

									*YDM	-	年、日、月の順になる日付を除外し
ます。

DATALINK DATALINKキーワードにより、「コントロール」
セッションの開始方法が決まります。省略値は
*PASVです。
パッシブ・モード*PASVでは、FTPクライアントは
サーバーに対する両方の接続を開始します。パッ
シブ・モードにより、FTPServiceはリモートFTP
サーバーにPASVサブコマンドを送信します。FTP
サーバーは開始したソケット・サーバーのポート
番号を返し、このポート番号を使用してローカ
ル・サーバーからのデータ転送チャネルが確立さ
れます。これはパッシブFTPと呼ばれ、ファイア
ウォールの問題を回避する場合によく使用されま
す。パッシブFTPを使用すると、ローカル・サー
バーは2番目の接続を確立します。これはリモート
FTPサーバーに対する接続ではありません。ほとん



どのファイアウォールでは、この2番目の接続によ
るリモートFTPサーバーへのファイル転送が許可さ
れます(最初の接続の確立が許可される場合と同じ
です)。
ポート・モード*PORTにより、FTPServiceはソケッ
ト・サーバーを開始して、このソケット・サー
バーがリスニングするポート番号をPORTサブコマ
ンド経由でリモートFTPサーバーに知らせます。そ
の後、リモートFTPサーバーはこのソケット・サー
バーに接続し、データ転送チャネルが確立されま
す。
詳細については、「技術仕様」を参照してくださ
い。

コメント/警告
RDMLクライアントの場合、SERVICE_LISTキーワードを使用してリスト定義を渡す必要があり
ます。リスト・オブジェクト引数には、1つ、2つ、または5つのフィールドが必要です。
1つのフィールドのリストを使用する場合、未処理の行がリストに追加されます。
2つのフィールドのリストを使用する場合、最初のフィールドはファイル・タイプ、2番目の
フィールドはファイル名を受け取ります。

5つのフィールドのリストを使用する場合、最初のフィールドはファイル・タイプ、2番目の
フィールドは日付、3番目のフィールドは時間、4番目のフィールドはサイズ、5番目のフィール
ドはファイル名を受け取ります。

タイプ・フィールドには以下の値を指定できます。

									F	-	ファイル

									D	-	ディレクトリ

									L	-	リンク

例

RDML
DEFINE	FIELD(#TYPE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)
DEFINE	FIELD(#FILE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(80)
DEF_LIST	NAME(#WRKLST)	FIELDS((#TYPE)	(#FILE))	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(100)
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('LIST	SERVICE_LIST(TYPE,FILE)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#WRKLST)

RDMLX
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	'list	path(/tmp/*.*)	format(*unix)

ILE	RPG
	*	NB:	This	MUST	match	the	structure	xml	provided	to	the	JSM	Server!



																																																																				
d	ftplist									ds																		occurs(ftpocur)															
d		ftpfiltyp																					1a																																	
d		ftpfilnam																			255a																																	
																																																																				
d	ftpocur									c																			const(9999)																			
d	ftpsize									c																			const(%size(ftplist))									
d	ftpcount								s														9p	0	inz(0)																								
																																																																				
c																			eval						jsmcmd	=	'LIST'																						
c																													+	'	SERVICE_STRUCTURE(FTP.FTPList)'		
c																													+	'	OCCURS('	+	%char(ftpocur)	+	')'		
c																													+	'	SIZE('			+	%char(ftpsize)	+	')'		
																																																																			
c																			eval						%occur(ftplist)	=	1																		
c																			eval						bytelength	=	ftpocur	*	ftpsize							
																																																																			
c																			callp					p_jsmcmdx(jsmcmd:ftplist:bytelength:	
c																																							jsmsts:jsmmsg)													
																																																																			
c																			if								jsmsts	=	'OK'																								
c																			callp					p_jsmbytelngth(bytelength)											
c																			if												(bytelength	>	0)																	
c																													and	(bytelength	<=	ftpocur	*	ftpsize)
c																			callp					p_jsmbyterecv(ftplist)																	
c																			eval						ftpcount	=	bytelength	/	ftpsize						
c																			endif																																											
c																			endif																																											



QUIT
QUITコマンドは、リモートFTPサーバーからログ・アウトして現在の接続を終了します。
	
	QUIT	--------------キーワードなし-------------------------------|
	

キーワード
このコマンドに関連するキーワードはありません。

例

RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('QUIT')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	'quit')	TO_GET(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'quit'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



SERVICE_GET
SERVICE_GETコマンドにより、JSMクライアント・アプリケーションは、現在ロードされてい
るサービスに関連するプロパティ・ファイルのキーワード/値のプロパティにアクセスできま
す。

クライアント・アプリケーションは、サービスに関連するプロパティの値にアクセスできます
が、このような値を保持する共通の媒体としてサービス・プロパティ・ファイルを使用してアプ
リケーションに固有のプロパティの値にもアクセスした方が便利です。

後者の方法を使用する場合、アプリケーション定義のキーワード名と、現在または将来のバー
ジョンのLANSA	Integratorで使用されるキーワード名との間に競合が生じる可能性があります。
この可能性を減らすには、プロパティ・キーワードの先頭にグローバルな一意の名前を付ける必
要があります。以下の例では、この目的で接頭辞com.acme.propertyが使用されています。
サービス・プロパティのキーワード値は、JSM	Messageフィールドに返されます。キーワードが
存在しない場合、NOT_EXISTというステータスが返されます。
	
	SERVICE_GET	--------	PROPERTY	-----値-------------------->
	
																		>--	TRACE	-------	*SERVICE-------------------|
																																				*TRANSPORT
	

キーワード

PROPERTY サービス・プロパティ・ファイルでチェックするキーワー
ド/値を指定します。
サービス・プロパティのキーワード値は、JSM	Message
フィールドに返されます。キーワードがサービス・プロパ
ティ・ファイルに存在しない場合、NOT_EXISTというス
テータスが返されます。

TRACE 									*SERVICE	-	サービス・トレース・ファイルを読み込
みます。

									*TRANSPORT	-	転送トレース・ファイルを読み込み
ます。

	

例
例では、サービス・プロパティ・ファイルのcom.acme.property.messagetype	(アプリケーション定
義のプロパティ)の値を取り出します。このプロパティは、以下のような行を含むサービス・プ
ロパティで定義できます(この場合、値「html」がアプリケーションに返されます)。

	
com.acme.property.messagetype=html
	



RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SERVICE_GET	PROPERTY(com.acme.property.messagetype)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
#jsmcmd	:=	'	service_get	property(com.acme.property.messagetype)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'service_get'
c																													+	'	property(com.acme.property.messagetype)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



SERVICE_UNLOAD
SERVICE_UNLOADコマンドはサービスをアンロードして、開いているシステムの接続を解除し
ます。

	
	SERVICE_UNLOAD	---------キーワードなし--------------------------|
	

キーワード
このコマンドに関連するキーワードはありません。

例

RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(SERVICE_UNLOAD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	service_unload)	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'service_unload'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



5.2.4	FTPServiceの例
最も一般的な以下のクライアント・プログラミング言語用の例が提供されています。

RDML
RDMLX
RPG



5.3	SFTPService
サービス名：SFTPService
SFTPServiceにより、SSH2	FTPプロトコルを使用したファイル転送が可能になります。
このサービスはオープン・ソースのJCraft	SSH2クラスを使用します。
http://www.jcraft.com/jschを参照してください。
SFTPServiceは以下のコマンドをサポートしています。
SERVICE_LOAD
SERVICE_GET
CONNECT
LOGIN
CHGDIR
GETDIR
PUT
GET
CHMOD
DELETE
CREATE
RENAME
LIST
QUIT
SERVICE_UNLOAD

http://www.jcraft.com/jsch/index.html


5.3.1	SERVICE_LOAD
構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値
に関する開発担当者メモ

SERVICE_LOAD 	 	 	



5.3.2	SERVICE_GET
構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/
値に関する開発担当者
メモ

SERVICE_GET PROPERTY 値 条件付。サービス・プ
ロパティを取得しま
す。

TRACE *SERVICE 条件付。サービス・ト
レース・ファイルを読
み込みます。

*TRANSPORT 条件付。転送トレー
ス・ファイルを読み込
みます。

	



5.3.3	CONNECT
CONNECTコマンドは、リモートSSH2	FTPサーバーへの接続に使用されます。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

CONNECT HOST ホスト:
ポート

必須。リモート・ホスト
省略値のポートは22です。

ENCODING 	 任意。「ENCODING」を参
照してください。
省略値は*DEFAULT
リモート・サーバーのパスの
エンコーディング



5.3.4	LOGIN
LOGINコマンドは、リモートSFTPサーバーへのログインに使用されます。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

LOGIN USER 値 必須。ユーザー・プロファイ
ル

PASSWORD 値 必須。ユーザー・パスワード



5.3.5	CHGDIR
CHGDIRコマンドは、ホストの作業ディレクトリを変更します。

構文：

コマンド キーワー
ド

値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

CHGDIR PATH 値 必須。リモート・ディレクト
リ



5.3.6	GETDIR
GETDIRコマンドは、ホストの作業ディレクトリを返します。

構文：

コマンド キーワー
ド

値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

GETDIR 	 	 	



5.3.7	PUT
PUTコマンドは、リモートSFTPサーバーにローカル・ファイルをコピーする場合に使用されま
す。

構文：

コマンド キーワー
ド

値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

PUT FROM 値 必須。ローカル・ファイルの
パス

TO 値 必須。リモート・ファイルの
パス



5.3.8	GET
GETコマンドは、リモートSFTPサーバーのファイルをローカル・ファイルにコピーする場合に
使用されます。

構文：

コマンド キーワー
ド

値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

GET FROM 値 必須。リモート・ファイルの
パス

TO 値 必須。ローカル・ファイルの
パス



5.3.9	CHMOD
CHMODコマンドを使用して、SFTPサーバーのディレクトリやファイルの権限を変更できます。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

CHMOD PATH 値 必須。	ファイル・パス

PERMISSION 値 オーナー、グループその他に
はUnix形式の権限rwx、	値が
ない場合はダッシュ(-)を使用
します。
例:	rwxrwxrwx	または	rw-rw--
--

	



5.3.10	DELETE
DELETEコマンドは、SFTPサーバーからディレクトリまたはファイルを削除する場合に使用さ
れます。

構文：

コマンド キーワー
ド

値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

DELETE DIR 値 条件付。ディレクトリ・パス

FILE 値 条件付。ファイル・パス



5.3.11	CREATE
CREATEコマンドは、SFTPサーバー上にディレクトリを作成する場合に使用されます。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

CREATE DIR 値 必須。ディレクトリ・パス

PERMISSIONS 値 任意。Linuxスタイルの権限
rwxr-x---など



5.3.12	RENAME
RENAMEコマンドは、SFTPサーバー上のファイルの名前を変更する場合に使用されます。

構文：

コマンド キーワー
ド

値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

RENAME FROM 値 必須。ファイル・パス

TO 値 必須。ファイル・パス



5.3.13	LIST
LISTコマンドは、SFTPサーバーからファイルやディレクトリのリストを取り出す場合に使用さ
れます。

RDMLクライアントの場合、SERVICE_LISTキーワードを使用してリスト定義を渡す必要があり
ます。リスト・オブジェクト引数には、1つ、2つ、または5つのフィールドが必要です。
1つのフィールドのリストを使用する場合、未処理の行がリストに追加されます。
2つのフィールドのリストを使用する場合、最初のフィールドはファイル・タイプ、2番目の
フィールドはファイル名を受け取ります。

5つのフィールドのリストを使用する場合、最初のフィールドはファイル・タイプ、2番目の
フィールドは日付、3番目のフィールドは時間、4番目のフィールドはサイズ、5番目のフィール
ドはファイル名を受け取ります。

タイプ・フィールドには以下の値を指定できます。

									F	-	ファイル

									D	-	ディレクトリ

									L	-	リンク

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

LIST PATH 値 任意。ディレクトリ・パス
省略値は現在のディレクトリ

TIMEZONE 値 任意。FTPサーバーのタイ
ム・ゾーン
省略値はJVMの省略値のタイ
ム・ゾーン



5.3.14	QUIT
QUITコマンドは、リモートSFTPサーバーからログ・アウトして現在の接続を終了します。

構文：

コマンド キーワー
ド

値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

QUIT 	 	 	



5.3.15	SERVICE_UNLOAD
SERVICE_UNLOADコマンドはサービスをアンロードします。

構文：

コマンド キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SERVICE_UNLOAD 	 	 	
	



5.4	HTTPService
サービス名：HTTPService
HTTPServiceでは、HTTPプロトコルを使用してコンテンツを送受信する各種コンテンツ・ハンド
ラーが多数提供されます。

InboundSeparatedValue
InboundXML
InboundXMLBind
InboundNameValue
InboundFile
InboundLocation
InboundStatus
InboundMultiPart
InboundTextHandler
OutboundNameValue
OutboundXML
OutboundXMLBind
OutboundSeparatedValue
OutboundMultiPart
OutboundFile
HTTPServiceは以下のコマンドをサポートしています。
SERVICE_LOAD
SERVICE_GET
IS
GET
SET
SEND
RECEIVE
BIND
WRITE
SERVICE_UNLOAD



5.4.1	SERVICE_LOAD
HTTPServiceがインバウンド・サービスに使用される場合、SERVICE_LOADキーワードには、リ
モートHTTPクライアント・プログラムから送信されたHTTPプロトコル・プロパティの選択内容
が含まれます。

HTTPプロトコル・プロパティ名の一覧については、「SERVICE_LOAD」コマンドを参照してく
ださい。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SERVICE_LOAD BIND 	 任意。「BIND」を参照して
ください。

ARCHIVE 	 任意。「ARCHIVE」を参照
してください。

ENCODING 	 任意。「ENCODING」を参
照してください。

*BINARY エンコーディングを変更せ
ずに内容を保管します。

SCHEMA 	 任意。「SCHEMA」を参照
してください。

VALIDATING 	 任意。「VALIDATING」
参照してください。

DOMSET 	 任意。「DOMSET」を参照
してください。

DOMSETMODEL 	 任意。「DOMSETMODEL」
を参照してください。

DOMSETRESULT 	 任意。「DOMSETRESULT」
を参照してください。

	
ARCHIVEキーワードが使用される場合、サービスはENCODINGキーワード値を使用します(ある
場合)。あるいは、プロトコルの内容タイプ・エントリーからエンコーディングを決定するか、
省略値を使用して、受信したバイト内容を、保管ステージ用に準備したUnicode文字列に変換し
ます。



ENCODINGキーワードは、受信した内容をサービスで保管する場合にのみ使用されます。キー
ワード値*BINARYは、サービスに対してバイト内容を変更せずにアーカイブ・ファイルに書き
込むように指示します。

ARCENCODEキーワードは、アーカイブ・ファイル内容のエンコーディングを制御します。
内容タイプがテキストまたはXMLではない場合、バイト内容は変更されずにファイルに書き込
まれます。したがって、ポストされたイメージやPDFドキュメント、その他のテキスト・タイプ
以外の内容は変更されずに保管されます。

ENCODING	(*BINARY)キーワードとARCHIVEキーワードを一緒に使用すると、受信した内容は
すべて変更されずに保管されます。



5.4.2	SERVICE_GET
構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/
値に関する開発担当者
メモ

SERVICE_GET PROPERTY 値 条件付。サービス・プ
ロパティを取得しま
す。

TRACE *SERVICE 条件付。サービス・ト
レース・ファイルを読
み込みます。

*TRANSPORT 条件付。転送トレー
ス・ファイルを読み込
みます。

	



5.4.3	IS
ISコマンドを使用すると、受信した内容のタイプをファンクションで簡単にテストできます。IS
コマンドはCONTENTキーワードの値を使用し、その値を、内容タイプの内部リストと受信した
データの内容タイプに照合します。内容が一致した場合に返されるステータスはOKです。一致
しない場合のステータスはNOになります。
ISコマンドは受信したインバウンド・プロパティと、アウトバウンド・コンテンツ・ハンドラー
からの受信応答プロパティで使用できます。

構文：

コ
マ
ン
ド

キーワー
ド

値 説明 	

IS CONTENT *SV コンマまたは
タブ区切り値

	

*CSV コンマ区切り
値

text/csv

text/comma-
separated-values

text/x-comma-
separated-values

application/comma-
separated	values

*TSV タブ区切り値 text/tsv

text/tab-separated-
values

text/x-tab-
separated-values

application/tab-
separated	values

*XML XML text/xml



application/xml

+xml	extension

*TEXT テキスト text/*

All	xml

application/edi-x12

application/edifact

All	separated
values

*FORM フォーム
POST

application/x-
www-form-
urlencoded

*MULTIPART フォーム・
アップロード

multipart/form-data

*IMAGE イメージ image/*

*GIF GIFイメージ image/gif

*JPEG JPEGイメー
ジ

image/jpeg

image/jpg

*MPEG MPEG音声 audio/mpeg

*MPEG4 MPEG4ビデ
オ

audio/mpeg4

video/mpeg4

*PDF PDFドキュメ
ント

application/pdf

*EXCEL Excelドキュ
メント

application/vnd.ms-
excel

*EDI X12または
EDIFACT

	



*X12 	 application/edi-x12

*EDIFACT 	 application/edifact
	



5.4.4	GET
GETコマンドにより、プログラムはHTTPプロトコル・プロパティにアクセスできます。
GETコマンドは受信したインバウンド・プロパティと、アウトバウンド・コンテンツ・ハンド
ラーからの受信応答プロパティで使用できます。

アウトバウンド・ハンドラーのSENDが成功すると、リモート・ホストからのHTTP応答のすべ
てのプロパティをGET操作に使用できます。2つの追加プロパティSTATUSとSTATUS-MESSAGE
が含まれ、HTTP応答のステータスとメッセージにアクセスできます。
一部の共通HTTPプロトコル・プロパティ名のリストについては、「SERVICE_LOAD」コマンド
を参照してください。

InboundXMLBindハンドラーを使用する場合、使用できるキーワードはLIST、FRAGMENT、
INSTRUCTIONのみです。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

GET PROPERTY 値 HTTPプロトコル・プロパティ

*LIST リスト引数にすべてのプロパ
ティを追加します。

LIST 値 条件付。リストをバインドしま
す。

FRAGMENT 値 条件付。フラグメントをバイン
ドします。

INSTRUCTION 値 条件付。XML処理の指示を取
得します。

	



5.4.5	SET
SETコマンドにより、プログラムはHTTP要求または応答プロトコルにHTTPヘッド・プロパティ
を入れることができます。

HTTPプロトコル名の値ペアは、2列の作業リストのエントリーとして渡されます。
SETコマンドは、HTTP要求や応答を作成する最後のSENDコマンドの前にいつでも呼び出すこと
ができます。

InboundXMLBindハンドラーやOutboundXMLBindハンドラーを使用する場合、使用できるキー
ワードはLIST、FRAGMENT、INSTRUCTION、DATAのみです。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

SET PROPERTY *LIST HTTPヘッド・プロパティを設
定します。

LIST 値 条件付。リストをバインドしま
す。

FRAGMENT 値 条件付。フラグメントをバイン
ドします。

INSTRUCTION 値 条件付。XML処理の指示を設定
します。

DATA 値 条件付。PIデータ
	

例

	
DEFINE					FIELD(#PNME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)
DEFINE					FIELD(#PVAL)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)
DEF_LIST			NAME(#PLST)	FIELDS((#PNME)	(#PVAL))	TYPE(*WORKING)
	
CHANGE					FIELD(#PNME)	TO('''X-Invoice''')
CHANGE					FIELD(#PVAL)	TO(T9300)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#PLST)
	
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SET	PROPERTY(*LIST)	SERVICE_LIST(PNME,PVAL)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#PLST)
	



5.4.6	SEND
SENDコマンドにより、プログラムは指定したコンテンツ・ハンドラーを使用して利用可能な内
容を処理できます。コンテンツ・ハンドラーをロードすると、このSENDコマンドはロードされ
たコンテンツ・ハンドラーに渡されます。

SEND HANDLER
	



5.4.7	RECEIVE
RECEIVEコマンドにより、プログラムは指定したコンテンツ・ハンドラーを使用して利用可能
な内容を処理できます。コンテンツ・ハンドラーをロードすると、このRECEIVEコマンドは
ロードされたコンテンツ・ハンドラーに渡されます。

RECEIVE HANDLER
	



5.4.8	BIND
BINDコマンドは、InboundXMLBindハンドラーとOutboundXMLBindハンドラーでのみ使用され
ます。

BINDコマンドは、指定したサービス・コードを、ロードされたインバウンド・ドキュメントに
バインドしたり、新しい空のアウトバウンド・ドキュメントを作成したりします。

SERVICEキーワード値は、プロパティ・キーservice.「値」とservice.archive.「値」によるリソー
ス・プロパティ検索で使用され、バインディング・クラスとバインディングjarファイルを検索
します(このファイルには、XMLBindingウィザードで生成されるバインディング・クラスとサ
ポート・クラスが含まれます)。サービス・バインディング・アーカイブ・エントリーが存在し
ない場合、バインディングjarファイルはユーザー指定のディレクトリではなくJSM	jarサブディ
レクトリにあります。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に
関する開発担当者メモ

BIND SERVICE 値 サービス名

TYPE *INBOUND 条件付。インバウンド・バ
インディング

*OUTBOUND 条件付。アウトバウンド・
バインディング

BINDTRACE *YES 任意。インバウンド・バイ
ンド結果をトレースしま
す。

*NO 省略値



5.4.9	WRITE
WRITEコマンドは、InboundXMLBindハンドラーとOutboundXMLBindハンドラーでのみ使用され
ます。

WRITEコマンドは、アウトバウンド・バインディング・オブジェクトからXML内容を作成する
場合に使用されます。

サービスは、SENDコマンドに備えてドキュメント・オブジェクトをシリアライズします。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関する
開発担当者メモ

WRITE INDENT *YES 任意。XML内容をインデントし
ます。

*NO 省略値

INDENT-
AMOUNT

値 任意。インデントの数
省略値は0。数がゼロでなければ
インデントは有効です。

DOCTYPE 値 任意。<!DOCTYPE>エレメント
を挿入します。

PUBLIC 値 条件付。DOCTYPE宣言のオプ
ションの公開コンポーネント

OMIT-
DECLARATION

*YES 任意。XML宣言を省略します。

*NO 省略値

BINDTRACE *YES 任意。アウトバウンド・バイン
ド結果をトレースします。

*NO 省略値

ENCODING 	 任意。「ENCODING」を参照し
てください。
省略値のエンコーディングは
UTF-8です。

	



5.4.10	コンテンツ・ハンドラー
インバウンド・コンテンツ・ハンドラーは、HTTPクライアント・プログラムからポストされる
受信データの受け入れや、応答の送信に使用されます。

アウトバウンド・コンテンツ・ハンドラーは、現行の内容をリモートHTTPサーバーに送信する
場合に使用されます。このリモートHTTPサーバーから返される内容は、インバウンド・コンテ
ンツ・ハンドラーを使用して処理されます。

コンテンツ・ハンドラーを組み合わせて調和させることができます。例えば、InboundNameValue
ハンドラーを使用して、ポストされた名前の値ペアを受信し、InboundXML	handlerを使用して
XML内容で応答します。
コンテンツ・ハンドラー名とコンテンツ・ハンドラー・クラスのマッピングはHTTPServiceプロ
パティ・ファイルに含まれます。

例

	
handler.InboundFile=com.lansa.jsm.service.InboundFileHandler
handler.OutboundFile=com.lansa.jsm.service.OutboundFileHandler
	



InboundSeparatedValue
InboundSeparatedValueハンドラーは、ポストされた区切り値を受信し、区切り値を応答として送
信する場合に使用されます。

このコンテンツ・ハンドラーのRECEIVEコマンドが実行されると、以下のステップが行われま
す。

内容やリスト引数がない場合、OKステータスが返されます。
ハンドラーは、内容タイプが区切り値グループに属しているかをチェックします。内容タイプが
サポートされていない場合、エラーがプログラムに返されます。このチェックをオーバーライド
して、ハンドラーがデータを受信できるようにするにはCONTENTキーワードを使用します。
データはCSVであることが前提です。
ハンドラーは、受信バイト・ストリームのUnicode変換に適用されるエンコーディングを決定し
ます。

ハンドラーは、このUnicodeデータを保管する必要があるかどうかを判断します。
ハンドラーは区切り値を読み込み、作業リストに入れます。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

RECEIVE HANDLER 	 InboundSeparatedValue

ARCHIVE 	 任意。「ARCHIVE」を参照
してください。

SVROW 	 任意。「SVROW」を参照し
てください。

SVROWLIMIT 	 任意。「SVROWLIMIT」を
参照してください。

SVMODE 	 任意。「SVMODE」を参照し
てください。

SVHEAD 	 任意。「SVHEAD」を参照し
てください。

ENCODING 	 任意。「ENCODING」を参照
してください。

NUMBERFORMAT 	 任意。「NUMBERFORMAT」
を参照してください。



CONTENT 	 任意。「CONTENT」を参照
してください。

	

例

	
RECEIVE	HANDLER(InboundSeparatedValue)	SVHEAD(ORDER)	SERVICE_LIST(…)
	

このコンテンツ・ハンドラーのSENDコマンドが実行されると、以下のステップが行われます。
ハンドラーはCONTENTキーワードの値を使用して、作成する区切り値のタイプを決定します。

									内容の値を使用できない場合、ハンドラーはapplication/comma-separated-valuesを省略値に
します。

									内容の値が*CSVの場合、内容タイプはapplication/comma-separated-valuesになります。

									内容の値が*TEXTCSVの場合、内容タイプはtext/comma-separated-valuesになります。

									内容の値が*TSVの場合、内容タイプはapplication/tab-separated-valuesになります。

									内容の値が*TEXTTSVの場合、内容タイプはtext/tab-separated-valuesになります。

									内容の値が有効な区切り値内容タイプではない場合、CSVデータは作成されますが、指定
した内容タイプが送信されます。

オプションのSVHEADキーワードを使用すると、データの開始時にヘッダー・レコードを挿入
できます。

ハンドラーはリスト内のすべてのエントリーを使用してUnicodeデータを作成します。リスト引
数がない場合、長さゼロの内容が作成されます。

ハンドラーは、このUnicodeデータを保管する必要があるかどうかを判断します。
ハンドラーは、リモート・クライアントに返すHTTP応答を作成します。
オプションのUAFILEキーワードとUAPATHキーワードは、内容の推奨パスとファイル名をリ
モート・クライアント・プログラムに通知する場合に使用できます。LANSA	Integratorユー
ザー・エージェントは、これらのファイル名とパス名を、応答パネルの保存ポップアップ・メ
ニューに追加します。

構文：

コマ
ンド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

SEND HANDLER 	 InboundSeparatedValue

UAPATH 値 任意。ユーザー・エージェン
ト保存応答パス

UAFILE 値 任意。ユーザー・エージェン
ト保存応答ファイル名



UACACHE 値 任意。キャッシュ制御最大期
間
省略値は0

UADISPOSITION 値 任意。内容処理のファイル名

NUMBERFORMAT 	 任意。「NUMBERFORMAT」
を参照してください。

CONTENT *CSV 省略値。CSV内容を作成しま
す。

*TSV TSV内容を作成します。

ENCODING 	 任意。「ENCODING」を参照
してください。

SVHEAD 	 任意。「SVHEAD」を参照し
てください。

SVEXCLUDE 	 任意。「SVEXCLUDE」を参
照してください。

ARCHIVE 	 任意。「ARCHIVE」を参照し
てください。

CHARSET *YES 任意。charset属性を含めま
す。

*NO charset属性を含めません。

*TEXT 省略値。内容がテキストの場
合、charset属性を含めます。

	

例

	
SEND	HANDLER(InboundSeparatedValue)	CONTENT(*CSV)	UAFILE(order.csv)	SERVICE_LIST(…)
	



InboundXML
InboundXMLハンドラーにより、XML要求の受信とXML応答の送信が可能になります。
複数のRECEIVEコマンドとSENDコマンドを発行すると、大容量XMLドキュメントのさまざま
なセクションの読み込みと作成が可能です。

このコンテンツ・ハンドラーのRECEIVEコマンドが実行されると、以下のステップが行われま
す。

内容がない場合、OKステータスが返されます。
ハンドラーは、内容タイプがXMLグループに属しているかをチェックします。内容タイプがサ
ポートされていない場合、エラーがプログラムに返されます。このチェックをオーバーライドし
て、ハンドラーがデータを受信できるようにするにはCONTENTキーワードを使用します。デー
タはXMLであることが前提です。
ハンドラーは、受信バイト・ストリームのUnicode変換に適用されるエンコーディングを決定し
ます。

ハンドラーは、このUnicodeデータを保管する必要があるかどうかを判断します。
ハンドラーはXMLを変換し、データをプログラム・フィールドやリストにバインドします。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

RECEIVE HANDLER 	 InboundXML

XSL 	 必須。「XSL」を参照してくだ
さい。

ENCODING 	 任意。「ENCODING」を参照
してください。

CONTENT 	 任意。「CONTENT」を参照し
てください。

ARCHIVE 	 任意。「ARCHIVE」を参照し
てください。

SCHEMA 	 任意。「SCHEMA」を参照して
ください。

	

例

	
RECEIVE	HANDLER(InboundXML)	XSL(ORDER)	SERVICE_LIST(…)



	
このコンテンツ・ハンドラーのSENDコマンドが実行されると、以下のステップが行われます。
XSLキーワードを使用するハンドラーは、プログラム・フィールドとリストを結果のXMLに変
換します。FRAGMENTキーワードがある場合、この変換は保管されます。これが、送信される
最後のXMLの唯一のフラグメントであるためです。FRAGMENTキーワードがない場合、この変
換が最後として扱われ、最後の出力XMLが構築されて送信準備が整います。
ハンドラーは、このUnicodeデータを保管する必要があるかどうかを判断します。
ハンドラーはCONTENTキーワードの値を使用して、HTTPプロトコルの内容タイプの値を決定
します。

									内容の値を使用できない場合、ハンドラーはapplication/xmlを省略値にします。

									内容の値が*XMLの場合、内容タイプはapplication/xmlになります。

									内容の値が*TEXTXMLの場合、内容タイプはtext/xmlになります。
ハンドラーは、リモート・クライアントに返すHTTP応答を作成します。
オプションのUAFILEキーワードとUAPATHキーワードは、内容の推奨パスとファイル名をリ
モート・クライアント・プログラムに通知する場合に使用できます。LANSA	Integratorユー
ザー・エージェントは、これらのファイル名とパス名を、応答パネルの保存ポップアップ・メ
ニューに追加します。

サービス・プロパティinbound.xml.default.contenttypeを使用して、省略値の内容タイプを設定で
きます。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

SEND HANDLER 	 InboundXML

XSL 	 必須。「XSL」を参照してくだ
さい。

FRAGMENT 	 任意。「FRAGMENT」を参照
してください。

OUTPUT 	 任意。「OUTPUT」を参照して
ください。

UAPATH 値 任意。ユーザー・エージェント
保存応答パス

UAFILE 値 任意。ユーザー・エージェント
保存応答ファイル名

UACACHE 値 任意。キャッシュ制御最大期間



省略値は0

UADISPOSITION 値 任意。内容処理のファイル名

ARCHIVE 	 任意。「ARCHIVE」を参照し
てください。

ENCODING 	 任意。「ENCODING」を参照
してください。

CONTENT 	 任意。「CONTENT」を参照し
てください。

CHARSET *YES 任意。charset属性を含めます。

*NO charset属性を含めません。

*TEXT 省略値。内容がテキストの場
合、charset属性を含めます。

	

例

	
SEND	HANDLER(InboundXML)	XSL(…)	UAFILE(…)	UAPATH(…)	SERVICE_LIST(…)
	



InboundXMLBind
InboundXMLBindハンドラーにより、XML要求の受信とXML応答の送信が可能になります。
このコンテンツ・ハンドラーのRECEIVEコマンドが実行されると、以下のステップが行われま
す。

内容がない場合、OKステータスが返されます。
ハンドラーは、内容タイプがXMLグループに属しているかをチェックします。内容タイプがサ
ポートされていない場合、エラーがプログラムに返されます。このチェックをオーバーライドし
て、ハンドラーがデータを受信できるようにするにはCONTENTキーワードを使用します。デー
タはXMLであることが前提です。
ハンドラーは、BINDコマンドに備えてXML内容をDOMオブジェクトに解析します。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

RECEIVE HANDLER 	 InboundXMLBind

ENCODING 	 任意。「ENCODING」を参照
してください。

CONTENT 	 任意。「CONTENT」を参照し
てください。

ARCHIVE 	 任意。「ARCHIVE」を参照し
てください。

	

例

	
RECEIVE	HANDLER(InboundXMLBind)
	

このコンテンツ・ハンドラーのSENDコマンドが実行されると、以下のステップが行われます。
ハンドラーは、このUnicodeデータを保管する必要があるかどうかを判断します。
ハンドラーはCONTENTキーワードの値を使用して、HTTPプロトコルの内容タイプの値を決定
します。

									内容の値を使用できない場合、ハンドラーはapplication/xmlを省略値にします。

									内容の値が*XMLの場合、内容タイプはapplication/xmlになります。

									内容の値が*TEXTXMLの場合、内容タイプはtext/xmlになります。
ハンドラーは、リモート・クライアントに返すHTTP応答を作成します。
オプションのUAFILEキーワードとUAPATHキーワードを使用して、内容の推奨パスとファイル



名をリモート・クライアント・プログラムに通知することができます。LANSA	Integratorユー
ザー・エージェントは、これらのファイル名とパス名を、応答パネルの保存ポップアップ・メ
ニューに追加します。

サービス・プロパティinbound.xml.default.contenttypeを使用して、省略値の内容タイプを設定で
きます。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

SEND HANDLER 	 InboundXMLBind

UAPATH 値 任意。ユーザー・エージェント
保存応答パス

UAFILE 値 任意。ユーザー・エージェント
保存応答ファイル名

UACACHE 値 任意。キャッシュ制御最大期間
省略値は0

UADISPOSITION 値 任意。内容処理のファイル名

ARCHIVE 	 任意。「ARCHIVE」を参照し
てください。

ENCODING 	 任意。「ENCODING」を参照
してください。

CONTENT 	 任意。「CONTENT」を参照し
てください。

CHARSET *YES 任意。charset属性を含めます。

*NO charset属性を含めません。

*TEXT 省略値。内容がテキストの場
合、charset属性を含めます。

	

例

	
SEND	HANDLER(InboundXMLBind)	UAFILE(…)	UAPATH(…)



	



InboundNameValue
InboundNameValueハンドラーは、名前の値ペアの内容を送受信できます。
「Webブラウザー・コンテンツ」を参照してください。
このコンテンツ・ハンドラーのRECEIVEコマンドが実行されると、以下のステップが行われま
す。

内容がない場合、OKステータスが返されます。
ハンドラーは、内容タイプがapplication/x-www-form-urlencodedであるかどうかをチェックしま
す。このタイプではない場合、エラーが返されます。このチェックをオーバーライドして、ハン
ドラーがデータを受信できるようにするにはCONTENTキーワードを使用します。データは正し
い形式であることが前提になります。

ハンドラーは名前の値ペアをデコードし、BINDキーワード・アクションに応じて内容をプログ
ラムにバインドします。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

RECEIVE HANDLER 	 InboundNameValue

BIND *FIELD 任意。省略値。LANSAファン
クション・フィールドを、受
信した名前の値で設定しま
す。

*LIST 任意。指定した作業リストに
受信した名前の値を入れま
す。

*BOTH 任意。ファンクション・
フィールドを設定します。
フィールドがない場合、指定
した作業リストに名前の値を
入れます。

PREFIX *YES 任意。フィールドには、無視
する必要がある1文字接頭辞
があります。LANSAWebポス
ト名は1つのデータ・タイプ
接頭辞文字と組み合わせま
す。



*NO 省略値。フィールドには、無
視する必要がある1文字接頭
辞はありません。

ENCODING 	 任意。「ENCODING」を参照
してください。
フィールド値の変換に使用さ
れます。

NUMBERFORMAT 	 任意。「NUMBERFORMAT」
を参照してください。

CONTENT 	 任意。「CONTENT」を参照
してください。

	

例

	
RECEIVE	HANDLER(InboundNameValue)	BIND(*FIELD)	SERVICE_LIST(…)
	

このコンテンツ・ハンドラーのSENDコマンドが実行されると、以下のステップが行われます。
URLエンコードの名前の値ペア・レコードは、作業リスト引数から作成されます。

構文：

コマ
ンド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SEND HANDLER 	 InboundNameValue

UAPATH value 任意。ユーザー・エージェン
ト保存応答パス

UAFILE value 任意。ユーザー・エージェン
ト保存応答ファイル名

UACACHE value 任意。キャッシュ制御最大期
間
省略値は0

UADISPOSITION value 任意。内容処理のファイル名

ENCODING 	 任意。「ENCODING」を参照



してください。
フィールド値のエンコードに
使用されます。

NUMBERFORMAT 	 任意。「NUMBERFORMAT」
を参照してください。

CONTENT 	 任意。「CONTENT」を参照
してください。

CHARSET *YES 任意。charset属性を含めま
す。

*NO charset属性を含めません。

*TEXT 省略値。内容がテキストの場
合、charset属性を含めます。

SPACE *PLUS 省略値。スペースを+にエン
コードします。

*BLANK スペースをブランクにエン
コードします。

*PERCENT20 スペースを%20にエンコード
します。

	

例

	
SEND	HANDLER(InboundNameValue)	SERVICE_LIST(…)
	



InboundFile
InboundFileハンドラーは、ファイルの送受信に使用されます。
ポストされたHTTP内容は、指定したファイルに直接保存されます。

コマンド キーワー
ド

値 コマンド/キーワード/値に関する開発
担当者メモ

RECEIVE HANDLER 	 InboundFile

TO 値 必須。内容を受信するファイル・パ
ス

APPEND *YES 任意。既存のファイルに内容を追加
します。

*NO 省略値

例

RECEIVE	HANDLER(InboundFile)	TO(/image-upload/photo.jpeg)
このコンテンツ・ハンドラーのSENDコマンドが実行されると、以下のステップが行われます。
内容タイプを決定し、指定したファイルを読み込み、内容をHTTP応答として送信します。
CONTENTキーワードがない場合、内容タイプはJava	Activation	FrameworkのFileTypeMapで決ま
ります。これはファイル拡張子/MIMEタイプの関連付けです。
HTTPサーバーがMIXED出力モードのIBM	IBM	i	で、選択された内容タイプがtext/で始まる場
合、エンコーディングを使用してファイルのバイト内容をUnicodeに変換し、CGI-EBCDIC-
CCSIDプロパティの値を使用してバイトに変換し直します。
HTTPサーバーがBINARY出力モードであるか、内容タイプがtext/で始まらない場合、ファイル
内容は変更されずに送信されます。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

SEND HANDLER 	 InboundFile

FILE 値 必須。内容のファイル・パス

UAPATH 値 任意。ユーザー・エージェン
ト保存応答パス

UAFILE 値 任意。ユーザー・エージェン
ト保存応答ファイル名



UACACHE 値 任意。キャッシュ制御最大期
間
省略値は0

UADISPOSITION 値 任意。内容処理のファイル名

ENCODING 	 任意。「ENCODING」を参照
してください。
MIXEDモードの内容エンコー
ディングに使用されます。

CONTENT 	 任意。「CONTENT」を参照し
てください。
内容タイプはファイル・タイ
プ・マップから取得されま
す。

CHARSET *YES 任意。charset属性を含めま
す。

*NO charset属性を含めません。

*TEXT 省略値。内容がテキストの場
合、charset属性を含めます。

例

SEND	HANDLER(InboundFile)	FILE(…)



InboundLocation
InboundLocationハンドラーは応答の送信のみを行うため、他のインバウンド・コンテンツ・ハン
ドラーと一緒に使用されます。

このコンテンツ・ハンドラーのSENDコマンドが実行されると、以下のステップが行われます。
URLキーワードが指定されない場合、エラーが返されます。
URLキーワード値の文字列が二重引用符で囲まれている場合、その文字列は削除されます。
LANSAWEB	procfunクエリー文字列を作成するには、PROCESSキーワードとFUNCTIONキー
ワードを含めます。これらのキーワードがある場合、オプションのPARTITIONキーワードと
LANGUAGEキーワードを使用できます。区画は、command.getClient().getPartition()メソッドを使
用して現在のプログラム区画に省略値で設定され、言語は可能であれば最後に追加されます。

InboundLocationハンドラーは、以下のタイプのHTTP応答を返します。

Status:	303	Redirect	to	location

Location:	url
	

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関する
開発担当者メモ

SEND HANDLER 	 InboundLocation

URL 値 必須。URLの場所

PROCESS 値 任意。LANSAWebプロセス

FUNCTION 値 任意。LANSAWebファンクショ
ン

PARTITION 値 任意。LANSAWeb区画。省略値
はJSM	LANSAクライアント・
ファンクションの区画です。

LANGUAGE 値 任意。LANSAWeb言語
	

例

	
SEND	HANDLER(InboundLocation)	URL(/index.html)
SEND	HANDLER(InboundLocation)	URL(http://www.lansa.com/index.html)



SEND	HANDLER(InboundLocation)	URL("http://www.lansa.com/cgi-
bin/jsmdirect?order+period(12)"	)
SEND	HANDLER(InboundLocation)	URL(/cgi-
bin/lansaweb)	PROCESS(PROC01)	FUNCTION(FUNC01)
	
	



InboundStatus
InboundStatusハンドラーは応答の送信のみを行うため、他のインバウンド・コンテンツ・ハンド
ラーと一緒に使用されます。

このコンテンツ・ハンドラーのSENDコマンドが実行されると、以下のステップが行われます。
InboundStatusハンドラーは、以下のタイプのHTTP応答を返します。

Status:	200	OK
	

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関する
開発担当者メモ

SEND HANDLER 	 InboundStatus

STATUS 値 任意。HTTPステータス番号
省略値は200

MESSAGE 値 任意。HTTPステータス・メッ
セージ
省略値はOK

	

例

	
SEND	HANDLER(InboundStatus)	MESSAGE(OK	-	File	has	been	received)
SEND	HANDLER(InboundStatus)	MESSAGE(ERROR	-	Invalid	transaction)
	
	



InboundMultiPart
InboundMultiPartハンドラーは、MIMEマルチパート内容の送受信に使用されます。
「Webブラウザー・コンテンツ」を参照してください。

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

RECEIVE HANDLER 	 InboundMultiPart

FILE 値 条件付。INPUTタグの名前

FIELD 値 条件付。INPUTタグの名前

FILENAME 値 条件付。INPUTタグの名前
#JSMMSGフィールドはアッ
プロードされたファイル名に
設定されます。

ENCODING 	 任意。「ENCODING」を参照
してください。
フィールド値の変換に使用さ
れます。

NUMBERFORMAT 	 任意。「NUMBERFORMAT」
を参照してください。

TO 値 条件付。内容を受信するファ
イル・パス

APPEND *YES 任意。既存のファイルに内容
を追加します。

*NO 省略値

	
Webブラウザーはmultipart/form-data形式を使用して内容を送信できます。

	
<FORM	METHOD="POST"	ACTION="http://lansa01/cgi-bin/jsmdirect?
upload"	ENCTYPE="multipart/form-data">
<INPUT	NAME="COMPANY"	TYPE="TEXT"	SIZE	="30"/>
<INPUT	NAME="FILE1"	TYPE="FILE"	SIZE	="60"/>
<INPUT	NAME="FILE2"	TYPE="FILE"	SIZE	="60"/>



<INPUT	NAME="FILE3"	TYPE="FILE"	SIZE	="60"/>
<INPUT	TYPE="SUBMIT"	VALUE="Send	order"/>
</FORM>
	

特定の構成要素FILE、FIELD、FILENAMEがない場合、コマンド・ステータスNOT_EXISTが返
されます。

また、FILE構成要素が存在しても使用されていない場合は、NOT_EXISTが返されます。

例
Webブラウザーのポストから内容を受信します。

	
RECEIVE	HANDLER(InboundMultiPart)	FIELD(COMPANY)
	
RECEIVE	HANDLER(InboundMultiPart)	FIELD(COMPANY)	ENCODING(MS932)
	

以下の例では、FILE2として選択されたファイルが場所にアップロードされ、新しい名前がTOパ
ラメータで指定されます。

	
RECEIVE	HANDLER(InboundMultiPart)	FILE(FILE2)	TO(/image-
upload/photo.jpeg)
	

以下の例の場合、ブラウザーで選択されたFILE2の名前(C:\images\holiday.jpegなど)を示し、その
名前がLANSAファンクション(holiday.jpegなど)に渡されます。

	
RECEIVE	HANDLER(InboundMultiPart)	FILENAME(FILE2)
	

このコンテンツ・ハンドラーのSENDコマンドが実行されると、以下のステップが行われます。
作業リスト引数を使用して、MIME	MultiPart応答を作成します。
名前の値ペア・データとファイル・データはリスト引数を使用して渡されます。

リストの最初のフィールドには、構成要素の内容タイプFIELDまたはFILEが含まれます。
2番目のフィールドには、構成要素の名前が含まれます。
3番目のフィールドには、構成要素の値または構成要素のファイル・パスが含まれます。
オプションの4番目のフィールドは、ファイル内容がどのようにMIMEエンコードされるかを制
御します。可能な値は8bitまたはbase64です。省略値のMIMEエンコーディングは8bitです。
MIME本文の内容タイプは、Java	Activation	Frameworkを使用するファイル拡張子で決まります。
フィールド値エンコーディングはENCODINGキーワードで決まります。

例

	
DEFINE	FIELD(#TYPE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)



DEFINE	FIELD(#NAME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)
DEFINE	FIELD(#VALUE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(100)
DEF_LIST	NAME(#WRKLST)	FIELDS(#TYPE	#NAME	#VALUE)	TYPE(*WORKING)
	
CHANGE	FIELD(#TYPE)	TO(FIELD)
CHANGE	FIELD(#NAME)	TO(COMPANY)
CHANGE	FIELD(#VALUE)	TO(ACME)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#WRKLST)
	
CHANGE	FIELD(#TYPE)	TO(FILE)
CHANGE	FIELD(#NAME)	TO(ORDER_FILE)
CHANGE	FIELD(#VALUE)	TO('''/order/month-order.xml''')
ADD_ENTRY	TO_LIST(#WRKLST)
	
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('SEND	HANDLER(InboundMultiPart)	SERVICE_LIST(TYPE,NAME,VALUE)')
	
構文：

コマ
ンド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

SEND HANDLER 	 InboundMultiPart

UAPATH 値 任意。ユーザー・エージェン
ト保存応答パス

UAFILE 値 任意。ユーザー・エージェン
ト保存応答ファイル名

UACACHE 値 任意。キャッシュ制御最大期
間
省略値は0

UADISPOSITION 値 任意。内容処理のファイル名

ENCODING 	 任意。「ENCODING」を参照
してください。
フィールド値のエンコードに
使用されます。

NUMBERFORMAT 	 任意。「NUMBERFORMAT」



を参照してください。

CHARSET *YES 任意。charset属性を含めま
す。

*NO charset属性を含めません。

*TEXT 省略値。内容がテキストの場
合、charset属性を含めます。

	

例

	
SEND	HANDLER(InboundMultiPart)	SERVICE_LIST(TYPE,NAME,VALUE)
	



InboundTextHandler
InboundTextハンドラーは、HTTPクライアント・プログラムからテキスト内容を受け取る場合に
使用されます。

このコンテンツ・ハンドラーのRECEIVEコマンドが実行されると、以下のステップが行われま
す。

内容がない場合、OKステータスが返されます。
ハンドラーは、バイナリー・テキストからUnicodeテキストへの変換に使用されるエンコーディ
ングを決定し、TOキーワードに指定したフィールドを、変換したUnicode値で更新します。

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関する開
発担当者メモ

RECEIVE HANDLER 	 InboundText

ENCODING 	 任意。「ENCODING」を参照してく
ださい。
バイナリー・テキストからUnicode
テキストへの変換に使用されます。

TO 値 必須。Unicodeテキストを指定の
フィールドにバインドします。

	

例

	
RECEIVE	HANDLER(InboundText)	TO(MSG)



OutboundNameValue
OutboundNameValueハンドラーは、HTTPプロトコルを使用してリモート・サーバーに名前の値
ペアをポストできます。

「Webブラウザー・コンテンツ」を参照してください。
このコンテンツ・ハンドラーのSENDコマンドが実行されると、以下のステップが行われます。
オプションの作業リストを使用できる場合、名前の値ペア・データが作成されます。この作業リ
ストには、名前とサイズの少なくとも2つのフィールドが必要です。ここで重要なのは、最初の
フィールドに名前を指定し、2番目のフィールドに値を指定する点です。名前と値はURLでエン
コードされます。

作業リストを使用できない場合は、長さゼロの内容が作成されます。

METHODキーワードがGETの場合、HTTP	GETプロトコルを使用してリモート・ホストにアクセ
スします。名前の値ペアの内容が存在する場合、これはURLとデータが「?」で区切られたURL
の最後に追加されます。

METHODキーワードがPOSTの場合、HTTP	POSTプロトコルを使用してリモート・ホストにアク
セスします。名前の値ペアの内容が存在する場合、これは内容として含まれます。

構文：

コマ
ンド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SEND HANDLER 	 OutboundNameValue

URI 値 必須。リモートURI

HOST 値 必須。リモート・サーバー

USER 値 任意。基本認証ユーザー

PASSWORD 値 任意。基本認証パスワード

PROXY 値 任意。プロキシー・サーバー

PROXYUSER 値 任意。基本認証ユーザー

PROXYPASSWORD 値 任意。基本認証パスワード

METHOD 	 任意。「METHOD」を参照し
てください。

SECURE *YES 任意。HTTPSプロトコルを使
用します。

*NO 省略値。HTTPプロトコルを



使用します。

ENCODING 	 任意。「ENCODING」を参照
してください。
フィールド値のエンコードに
使用されます。

IDENTITY 値 任意。省略値はUSERAGENT

WAIT *YES 任意。省略値は0です。
HTTP応答を無限に待機しま
す。

*NO HTTP応答を待機しません。

値 読み込み時間をミリ秒単位で
待機します。

TIMEOUT 値 任意。省略値は0で、無効を
示します。
ホスト接続のタイムアウト(ミ
リ秒単位)

LOCALE 	 任意。「LOCALE」を参照し
てください。

NUMBERFORMAT 	 任意。「NUMBERFORMAT」
を参照してください。

SPACE *PLUS 省略値。スペースを+記号に
エンコードします。

*BLANK スペースをブランクにエン
コードします。

*PERCENT20 スペースを%20にエンコード
します。

例

SEND	HANDLER(OutboundNameValue)	URI(/cgi-
bin/program)	HOST(…)	SERVICE_LIST(…)



OutboundXML
OutboundXMLハンドラーは、HTTPプロトコルを使用してリモート・サーバーにXMLをポストで
きます。

XSLキーワードを使用するハンドラーは、プログラム・フィールドとリストを結果のXMLに変
換します。FRAGMENTキーワードがある場合、この変換は保管されます。これが、送信される
最後のXMLの唯一のフラグメントであるためです。FRAGMENTキーワードがない場合、この変
換が最後として扱われ、最後の出力XMLが構築されて送信準備が整います。
METHOD(GET)キーワードを使用する場合、XSLキーワードは必要ありません。
このコンテンツ・ハンドラーのSENDコマンドが実行されると、以下のステップが行われます。
内容をポストする場合、ハンドラーは、このUnicodeデータを保管する必要があるかどうかを判
断します。

ハンドラーはCONTENTキーワードの値を使用して、HTTPプロトコルの内容タイプの値を決定
します。

									内容の値を使用できない場合、ハンドラーはapplication/xmlを省略値にします。

									内容の値が*XMLの場合、内容タイプはapplication/xmlになります。

									内容の値が*TEXTXMLの場合、内容タイプはtext/xmlになります。
サービス・プロパティoutbound.xml.default.contenttypeを使用して、省略値の内容タイプを設定で
きます。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SEND HANDLER 	 OutboundXML

XSL 	 条件付。「XSL」を参照して
ください。

FRAGMENT 	 任意。「FRAGMENT」を参
照してください。

OUTPUT 	 任意。「OUTPUT」を参照
してください。

URI 値 必須。リモートURI

HOST 値 必須。リモート・サーバー

USER 値 任意。基本認証ユーザー

PASSWORD 値 任意。基本認証パスワード



PROXY 値 任意。プロキシー・サー
バー

PROXYUSER 値 任意。基本認証ユーザー

PROXYPASSWORD 値 任意。基本認証パスワード

METHOD 	 任意。「METHOD」を参照
してください。

SECURE *YES 任意。HTTPSプロトコルを
使用します。

*NO 省略値。HTTPプロトコルを
使用します。

IDENTITY 値 任意。省略値は
USERAGENT

WAIT *YES 任意。省略値は0です。
HTTP応答を無限に待機しま
す。

*NO HTTP応答を待機しません。

値 読み込み時間をミリ秒単位
で待機します。

TIMEOUT 値 任意。省略値は0で、無効を
示します。
ホスト接続のタイムアウト
(ミリ秒単位)

LOCALE 	 任意。「LOCALE」を参照
してください。

CONTENT 	 任意。「CONTENT」を参照
してください。

ENCODING 	 任意。「ENCODING」を参
照してください。

ARCHIVE 	 任意。「ARCHIVE」を参照



してください。

ACTION 値 任意。HTTP	SOAPActionプロ
パティを含めます。

	

例

	
SEND	HANDLER(OutboundXML)	XSL(..)	URI(/cgi-
bin/program)	HOST(…)	SERVICE_LIST(…)
SEND	HANDLER(OutboundXML)	METHOD(GET)	URI(/cgi-
bin/program)	HOST(…)
	



OutboundXMLBind
OutboundXMLBindハンドラーは、HTTPプロトコルを使用してリモート・サーバーにXMLをポス
トできます。

XML内容を作成するには、SENDコマンドを使用する前にBIND、SET、WRITEの各コマンドを
使用します。

このコンテンツ・ハンドラーのSENDコマンドが実行されると、以下のステップが行われます。
内容をポストする場合、ハンドラーは、このUnicodeデータを保管する必要があるかどうかを判
断します。

ハンドラーはCONTENTキーワードの値を使用して、HTTPプロトコルの内容タイプの値を決定
します。

									内容の値を使用できない場合、ハンドラーはapplication/xmlを省略値にします。

									内容の値が*XMLの場合、内容タイプはapplication/xmlになります。

									内容の値が*TEXTXMLの場合、内容タイプはtext/xmlになります。
サービス・プロパティoutbound.xml.default.contenttypeを使用して、省略値の内容タイプを設定で
きます。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SEND HANDLER 	 OutboundXMLBind

URI 値 必須。リモートURI

HOST 値 必須。リモート・サーバー

USER 値 任意。基本認証ユーザー

PASSWORD 値 任意。基本認証パスワード

PROXY 値 任意。プロキシー・サー
バー

PROXYUSER 値 任意。基本認証ユーザー

PROXYPASSWORD 値 任意。基本認証パスワード

METHOD 	 任意。「METHOD」を参照
してください。

SECURE *YES 任意。HTTPSプロトコルを
使用します。



*NO 省略値。HTTPプロトコルを
使用します。

IDENTITY 値 任意。省略値は
USERAGENT

WAIT *YES 任意。省略値は0です。
HTTP応答を無限に待機しま
す。

*NO HTTP応答を待機しません。

値 読み込み時間をミリ秒単位
で待機します。

TIMEOUT 値 任意。省略値は0で、無効を
示します。
ホスト接続のタイムアウト
(ミリ秒単位)

LOCALE 	 任意。「LOCALE」を参照
してください。

CONTENT 	 任意。「CONTENT」を参照
してください。

ENCODING 	 任意。「ENCODING」を参
照してください。

ARCHIVE 	 任意。「ARCHIVE」を参照
してください。

ACTION 値 任意。HTTP	SOAPActionプロ
パティを含めます。

	

例

	
SEND	HANDLER(OutboundXMLBind)	URI(/cgi-bin/program)	HOST(…)
SEND	HANDLER(OutboundXMLBind)	METHOD(GET)	URI(/cgi-
bin/program)	HOST(…)
	



OutboundSeparatedValue
OutboundSeparatedValueハンドラーは、HTTPプロトコルを使用してリモート・サーバーに区切り
値を送信できます。

このコンテンツ・ハンドラーのSENDコマンドが実行されると、以下のステップが行われます。
ハンドラーをキーワードMETHOD(GET)と一緒に使用する場合、作業リスト引数は必要ありませ
ん。また、作業リスト引数を使用せずにポストすることもできます。

ハンドラーはCONTENTキーワードの値を使用して、作成する区切り値のタイプを決定します。

									内容の値を使用できない場合、ハンドラーはapplication/comma-separated-valuesを省略値に
します。

									内容の値が*CSVの場合、内容タイプはapplication/comma-separated-valuesになります。

									内容の値が*TEXTCSVの場合、内容タイプはtext/tab-comma-valuesになります。

									内容の値が*TSVの場合、内容タイプはapplication/tab-separated-valuesになります。

									内容の値が*TEXTTSVの場合、内容タイプはtext/tab-separated-valuesになります。

									内容の値が有効な区切り値内容タイプではない場合、CSVデータは作成されますが、指定
した内容タイプが送信されます。

オプションのSVHEADキーワードを使用すると、データの開始時にヘッダー・レコードを挿入
できます。

ハンドラーはリスト内のすべてのエントリーを使用してUnicodeデータを作成します。リスト引
数がない場合、長さゼロの内容が作成されます。

ハンドラーは、このUnicodeデータを保管する必要があるかどうかを判断します。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SEND HANDLER 	 OutboundSeparatedValue

URI 値 必須。リモートURI

HOST 値 必須。リモート・サーバー

USER 値 任意。基本認証ユーザー

PASSWORD 値 任意。基本認証パスワード

PROXY 値 任意。プロキシー・サーバー

PROXYUSER 値 任意。基本認証ユーザー

PROXYPASSWORD 値 任意。基本認証パスワード



METHOD 	 任意。「METHOD」
てください。

SECURE *YES 任意。HTTPSプロトコルを使
用します。

*NO 省略値。HTTPプロトコルを
使用します。

IDENTITY 	 任意。省略値はUSERAGENT

WAIT *YES 任意。省略値は0です。
HTTP応答を無限に待機しま
す。

*NO HTTP応答を待機しません。

値 読み込み時間をミリ秒単位で
待機します。

TIMEOUT 値 任意。省略値は0で、無効を
示します。
ホスト接続のタイムアウト(ミ
リ秒単位)

LOCALE 	 任意。「LOCALE」
てください。

NUMBERFORMAT 	 任意。「NUMBERFORMAT」
を参照してください。

CONTENT 	 任意。「CONTENT」
してください。

ENCODING 	 任意。「ENCODING」
してください。

SVQUOTE 	 任意。「SVQUOTE」
してください。

SVHEAD 	 任意。「SVHEAD」
てください。



ARCHIVE 	 任意。「ARCHIVE」
を参照してくださ
い。

例

SEND	HANDLER(OutboundSeparatedValue)	URI(/cgi-
bin/program)	HOST(…)	SERVICE_LIST(…)
SEND	HANDLER(OutboundSeparatedValue)	URI(/cgi-
bin/program)	HOST(…)CONTENT(*TSV)	SERVICE_LIST(…)
SEND	HANDLER(OutboundSeparatedValue)	URI(/cgi-
bin/program)	HOST(…)CONTENT(text/csv)	SERVICE_LIST(…)



OutboundMultiPart
OutboundMultiPartハンドラーは、multipart/form-data形式を使用して名前の値ペア・データとファ
イル・データをポストできます。

「Webブラウザー・コンテンツ」を参照してください。

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

SEND HANDLER 	 OutboundMultiPart

URI 値 必須。リモートURI

HOST 値 必須。リモート・サーバー

USER 値 任意。基本認証ユーザー

PASSWORD 値 任意。基本認証パスワード

PROXY 値 任意。プロキシー・サーバー

PROXYUSER 値 任意。基本認証ユーザー

PROXYPASSWORD 値 任意。基本認証パスワード

SECURE *YES 任意。HTTPSプロトコルを使
用します。

*NO 省略値。HTTPプロトコルを使
用します。

IDENTITY 	 任意。省略値はUSERAGENT

WAIT *YES 任意。省略値は0です。
HTTP応答を無限に待機しま
す。

*NO HTTP応答を待機しません。

値 読み込み時間をミリ秒単位で
待機します。

TIMEOUT 値 任意。省略値は0で、無効を示
します。



ホスト接続のタイムアウト(ミ
リ秒単位)

LOCALE 	 任意。「LOCALE」を参照し
てください。

NUMBERFORMAT 	 任意。「NUMBERFORMAT」
を参照してください。

ENCODING 	 任意。「ENCODING」を参照
してください。
フィールド値のエンコードに
使用されます。

	
名前の値ペア・データとファイル・データはリスト引数を使用して渡されます。

リストの最初のフィールドには、構成要素の内容タイプFIELDまたはFILEが含まれます。
2番目のフィールドには、構成要素の名前が含まれます。
3番目のフィールドには、構成要素の値または構成要素のファイル・パスが含まれます。
オプションの4番目のフィールドは、ファイル内容がどのようにMIMEエンコードされるかを制
御します。可能な値は8bitまたはbase64です。省略値のMIMEエンコーディングは8bitです。
MIME本文の内容タイプは、Java	Activation	Frameworkを使用するファイル拡張子で決まります。
フィールド値エンコーディングはENCODINGキーワードで決まります。

例

	
DEFINE	FIELD(#TYPE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE	FIELD(#NAME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)
DEFINE	FIELD(#VALUE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(100)
DEF_LIST	NAME(#WRKLST)	FIELDS(#TYPE	#NAME	#VALUE)	TYPE(*WORKING)
	
CHANGE	FIELD(#TYPE)	TO(FIELD)
CHANGE	FIELD(#NAME)	TO(COMPANY)
CHANGE	FIELD(#VALUE)	TO(ACME)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#WRKLST)
	
CHANGE	FIELD(#TYPE)	TO(FILE)
CHANGE	FIELD(#NAME)	TO(ORDER_FILE)
CHANGE	FIELD(#VALUE)	TO('''/order/month-order.xml''')
ADD_ENTRY	TO_LIST(#WRKLST)
	



CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('''SEND	HANDLER(OutboundMultiPart)	SECURE(*YES)	HOST(LANSA01)	URI(/order_process.jsp)	SERVICE_LIST(TYPE,NAME,VALUE)''')
	



OutboundFile
OutboundFileハンドラーは、HTTPプロトコルを使用してリモート・サーバーにファイルを送信
できます。

このコンテンツ・ハンドラーのSENDコマンドが実行されると、以下のステップが行われます。
ハンドラーはCONTENTキーワードの値を使用して、内容タイプを決定します。CONTENTキー
ワードがない場合、MIMEファイル・タイプ・マップを使用する内容タイプの決定にファイル拡
張子が使用されます。

ENCODINGキーワードがある場合、charset属性が決定され、内容タイプに追加されます。
METHODキーワードの値がGETの場合、HTTP	GETプロトコルを使用してリモートHTTPサー
バーから内容を受信するためFILEキーワードは必要ありません。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SEND HANDLER 	 OutboundFile

FILE 値 条件付。ファイル・パス

URI 値 必須。リモートURI

HOST 値 必須。リモート・サーバー

USER 値 任意。基本認証ユーザー

PASSWORD 値 任意。基本認証パスワード

PROXY 値 任意。プロキシー・サーバー

PROXYUSER 値 任意。基本認証ユーザー

PROXYPASSWORD 値 任意。基本認証パスワード

METHOD 	 任意。「METHOD」を参照し
てください。

SECURE *YES 任意。HTTPSプロトコルを使
用します。

*NO 省略値。HTTPプロトコルを
使用します。

IDENTITY 	 任意。省略値はUSERAGENT



WAIT *YES 任意。省略値は0です。
読み込み時間をミリ秒単位で
待機します。

*NO HTTP応答を待機しません。

値 読み込み時間をミリ秒単位で
待機します。

TIMEOUT 値 任意。省略値は0で、無効を
示します。
ホスト接続のタイムアウト
(ミリ秒単位)

LOCALE 	 任意。「LOCALE」を参照し
てください。

CONTENT 	 任意。「CONTENT」を参照
してください。

ENCODING 	 任意。「ENCODING」を参照
してください。
charset属性の決定に使用され
ます。

	

例

	
SEND	HANDLER(OutboundFile)	FILE(/upload/order.csv)	URI(/cgi-
bin/program)	HOST(…)
	



5.4.11	SERVICE_UNLOAD
SERVICE_UNLOADコマンドは、サービスをアンロードします。
HTTP応答を送信する際にSERVICE_UNLOADコマンドを使用しないでください。SENDコマンド
を使用して応答を作成してから、JSM_CLOSE組み込み関数を使用して接続を閉じます。SEND
コマンドからJSMクライアント・プログラムに返されるバイト配列応答はHTTP応答になりま
す。

構文：

コマンド キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SERVICE_UNLOAD 	 	 	
	



5.4.12	HTTPServiceの例
RDMLのHTTPサービス(XMLインバウンド)
RDMLのHTTPサービス(XMLアウトバウンド)



5.5	HTTPInboundJSONBindService
サービス名：HTTPInboundJSONBindService
HTTPInboundJSONBindServiceでは、Java	Script	Object	Notationの内容をHTTPブラウザーから受け
取り、HTTPブラウザーに送信できます。JSON	Bindingウィザードを使用して、プログラムの
フィールド値とJSONオブジェクトの変数間のバインド・マッピングを作成します。
HTTPInboundJSONBindServiceは以下のコマンドをサポートしています。
SERVICE_LOAD
SERVICE_GET
BIND
GET
SET
WRITE
SEND



5.5.1	SERVICE_LOAD
SERVICE_LOADイベントでは、GETコマンドで後からアクセスするためにサービスはHTTPプロ
パティを保管します。

内容がある場合、サービスは内容タイプがapplication/jsonであるかどうかをチェックします。内
容タイプがサポートされていない場合、エラーがプログラムに返されます。このチェックをオー
バーライドし、サービスでデータを受信できるようにするにはCONTENTキーワードを使用しま
す。

サービスは、受信した内容からUnicodeへの変換に適用されるエンコーディングを決定します。
JSON	Unicode文字列はJSONオブジェクトに変換されます。
サービスは、このUnicodeデータを保管する必要があるかどうかを判断します。
サービスは、クエリー文字列パラメータをプログラム・フィールドまたはリストにバインドする
必要があるかどうかを判断します。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値
に関する開発担当者メモ

SERVICE_LOAD BIND 	 任意。「BIND」を参照し
てください。

ARCHIVE 	 任意。「ARCHIVE」を参
照してください。

CONTENT 	 任意。「CONTENT」を
参照してください。

ENCODING 	 任意。「ENCODING」を
参照してください。



5.5.2	SERVICE_GET
構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/
値に関する開発担当者
メモ

SERVICE_GET PROPERTY 値 条件付。サービス・プ
ロパティを取得しま
す。

TRACE *SERVICE 条件付。サービス・ト
レース・ファイルを読
み込みます。

*TRANSPORT 条件付。転送トレー
ス・ファイルを読み込
みます。

	



5.5.3	BIND
BINDコマンドは、ロードされたインバウンドJSONオブジェクトに指定のサービス・コードをバ
インドしたり、新しい空のアウトバウンドJSONオブジェクトを作成したりします。
SERVICEキーワード値は、プロパティ・キーservice.「値」とservice.archive.「値」によるリソー
ス・プロパティ検索で使用され、バインディング・クラスとバインディングjarファイルを検索
します(このファイルには、JavaScriptBindingウィザードで生成されるバインディング・クラスと
サポート・クラスが含まれます)。サービス・バインディング・アーカイブ・エントリーが存在
しない場合、バインディングjarファイルはユーザー指定のディレクトリではなくJSM	jarサブ
ディレクトリにあります。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に
関する開発担当者メモ

BIND SERVICE 値 サービス名

TYPE *INBOUND 条件付。インバウンド・バ
インディング

*OUTBOUND 条件付。アウトバウンド・
バインディング

BINDTRACE *YES 任意。インバウンド・バイ
ンド結果をトレースしま
す。

*NO 省略値



5.5.4	GET
GETコマンドは、インバウンドJSONオブジェクトの読み込みに使用されます。
フラグメントはフィールドのみを使用するため、GET	FRAGMENTコマンドには
SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)キーワードが必要です。
リストは作業リストのみを使用するため、GET	LISTコマンドには作業リスト引数が必要です。
GETコマンドにより、プログラムはインバウンドHTTPプロトコル・プロパティにもアクセスで
きます。

HTTPプロトコル・プロパティ名の一覧については、「SERVICE_LOAD」コマンドを参照してく
ださい。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

GET LIST 値 条件付。リストをバインドしま
す。

FRAGMENT 値 条件付。フラグメントをバイン
ドします。

PROPERTY 値 HTTPプロトコル・プロパティ

*LIST リスト引数にすべてのプロパ
ティを追加します。



5.5.5	SET
SETコマンドは、アウトバウンドJSONオブジェクトの入力に使用されます。
フラグメントはフィールドのみを使用するため、SET	FRAGMENTコマンドには
SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)キーワードが必要です。
リストは作業リストのみを使用するため、SET	LISTコマンドには作業リスト引数が必要です。
SETコマンドを使用して、HTTP応答プロトコルにHTTPヘッド・プロパティを入れることもでき
ます。

HTTPプロパティ名の値ペアは、2列の作業リストのエントリーとして渡されます。
SETコマンドは、HTTP応答を作成するSENDコマンドよりも先にいつでも呼び出すことができま
す。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SET LIST 値 条件付。リストをバインドし
ます。

FRAGMENT 値 条件付。フラグメントをバイ
ンドします。

PROPERTY *LIST 条件付。HTTPヘッド・プロ
パティを設定します。

	

例

	
DEFINE					FIELD(#PNME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)
DEFINE					FIELD(#PVAL)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)
DEF_LIST			NAME(#PLST)	FIELDS((#PNME)	(#PVAL))	TYPE(*WORKING)
	
CHANGE					FIELD(#PNME)	TO('''X-Invoice''')
CHANGE					FIELD(#PVAL)	TO(T9300)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#PLST)
	
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SET	PROPERTY(*LIST)	SERVICE_LIST(PNME,PVAL)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#PLST)
	



5.5.6	WRITE
WRITEコマンドは任意です。
このサービスのWRITEコマンドが実行されると、以下のステップが行われます。
サービスは、SENDコマンドに備えてJSONオブジェクトをJSON文字列にシリアライズします。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関する
開発担当者メモ

WRITE BINDTRACE *YES 任意。アウトバウンド・バインド
結果をトレースします。

*NO 省略値
	



5.5.7	SEND
SENDコマンドは、シリアライズされたJSON文字列の内容を、リモートHTTPクライアント・プ
ログラムに応答として返す場合に使用されます。

このサービスのSENDコマンドが実行されると、以下のステップが行われます。
出力されたJSON文字列を使用できない場合、JSONオブジェクトはUnicode文字列にシリアライ
ズされます。

カスタムのCORS応答を送信するには、SET	PROPERTYコマンドを使ってHTTP応答プロパティ
を設定します。またSEND	RESPONSE(*EMPTY)で空のコンテンツを送信します。
サービスは、このUnicodeデータを保管する必要があるかどうかを判断します。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

SEND ARCHIVE 	 任意。「ARCHIVE」を参照し
てください。

BINDTRACE *YES 任意。アウトバウンド・バイン
ド結果をトレースします。

*NO 省略値

RESPONSE *CORS 任意。クロス・オリジン・リ
ソース共有(CORS)の応答を送
信します。

*EMPTY コンテンツが空の応答を送信し
ます。



5.5.8	SERVICE_UNLOAD
SERVICE_UNLOADコマンドはサービスをアンロードします。
HTTP応答を送信する際にSERVICE_UNLOADコマンドを使用しないでください。SENDコマンド
を使用して応答を作成してから、JSM_CLOSE組み込み関数を使用して接続を閉じます。SEND
コマンドによってJSMクライアント・プログラムに返されるバイト配列応答はHTTP応答になり
ます。

構文：

コマンド キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SERVICE_UNLOAD 	 	 	
	



5.6	HTTPInboundQueryService
サービス名：HTTPInboundQueryService
HTTPInboundQueryServiceでは、SQLステートメントを実行し、結果セットをCSV、HTML、
XML形式でクライアント・プログラムに返すことができます。サービスは、クライアント・プ
ログラムからクエリー情報を受け取る必要はありません。プログラムはクエリーを内部的に設定
し、HTTP	GET要求に応答するだけです。
HTTPInboundQueryServiceは以下のコマンドをサポートしています。
SERVICE_LOAD
SERVICE_GET
GET
SET
SEND
SERVICE_UNLOAD



5.6.1	SERVICE_LOAD
SERVICE_LOADイベントでは、GETコマンドで後からアクセスするためにサービスはHTTPプロ
パティを保管します。

内容がある場合、サービスは内容タイプがapplication/x-www-form-urlencodedであるかどうかを
チェックします。内容タイプがサポートされていない場合、エラーがプログラムに返されます。
サービスは、受信した内容からUnicodeの名前の値ペアへの変換に適用されるエンコーディング
を決定し、2つの予約名QUERYとCONTENTを検索します。
QUERY名の値には、実行するSQLクエリーが含まれます。
CONTENT名の値は、クライアント・プログラムに返されるSQL結果の形式を指定します。
CONTENTの省略値はtext/htmlです。

									text/csv

									text/html

									text/xml

									application/xml

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値
に関する開発担当者メモ

SERVICE_LOAD ENCODING 	 任意。「ENCODING」を
参照してください。

クライアントHTMLの例：

	
<HTML>
<BODY>
<FORM	METHOD="POST"	ACTION="http://lansa01:1099/cgi-
bin/jsmdirect?query">
	
<TEXTAREA	NAME="QUERY"	ROWS="10"	COLS="50">select	*	from	dc@w29</
</BR>
<INPUT	NAME="CONTENT"	TYPE="TEXT"	VALUE="text/html"/>
<INPUT	TYPE="SUBMIT"	VALUE="Send	Query"/>
	
</FORM>
</BODY>
</HTML>
	



5.6.2	SERVICE_GET
構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/
値に関する開発担当者
メモ

SERVICE_GET PROPERTY 値 条件付。サービス・プ
ロパティを取得しま
す。

TRACE *SERVICE 条件付。サービス・ト
レース・ファイルを読
み込みます。

*TRANSPORT 条件付。転送トレー
ス・ファイルを読み込
みます。

	



5.6.3	GET
GETコマンドにより、プログラムはインバウンドHTTPプロトコル・プロパティにもアクセスで
きます。

HTTPプロトコル・プロパティ名の一覧については、「SERVICE_LOAD」コマンドを参照してく
ださい。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

GET PROPERTY 値 HTTPプロトコル・プロパティ

*LIST リスト引数にすべてのプロパ
ティを追加します。



5.6.4	SET
SETコマンドは、HTMLテーブル結果のタイトルとキャプションを設定する場合に使用されま
す。

SETコマンドを使用すると、SQLクエリーと結果セットの内容タイプも設定できます。
また、HTTP応答プロトコルにHTTPヘッド・プロパティを入れることもできます。
HTTPプロトコル名の値ペアは、2列の作業リストのエントリーとして渡されます。
SETコマンドは、HTTP応答を作成するSENDコマンドよりも先にいつでも呼び出すことができま
す。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SET TITLE 値 任意。HTMLページのタイト
ル

CAPTION 値 任意。HTMLテーブルのキャ
プション

QUERY *LIST 任意。SQLクエリー
リスト引数には大きなSQLス
テートメントが含まれます。
リスト・エントリーを連結し
て作成されたSQLステートメ
ントによって現在のクエリー
が置き換えられます。

CONTENT *HTML 省略値はtext/html

*CSV 	

*XML 	

*TEXTXML 	

PROPERTY *LIST 条件付。HTTPヘッド・プロ
パティを設定します。

	

例

	



DEFINE					FIELD(#PNME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)
DEFINE					FIELD(#PVAL)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)
DEF_LIST			NAME(#PLST)	FIELDS((#PNME)	(#PVAL))	TYPE(*WORKING)
	
CHANGE					FIELD(#PNME)	TO('''X-Invoice''')
CHANGE					FIELD(#PVAL)	TO(T9300)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#PLST)
	
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SET	PROPERTY(*LIST)	SERVICE_LIST(PNME,PVAL)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#PLST)
	



5.6.5	SEND
SENDコマンドは、データベースに接続し、クエリーを実行して結果セットを形式化する場合に
使用されます。

作業リストを使用できる場合、作業リストの内容が返されます。それ以外の場合は、データベー
スの選択が実行されます。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SEND DRIVER 値 条件付。データベースのドラ
イバー名

DATABASE 値 条件付。データベース名

USER 値 条件付。データベース・サー
バーのユーザー・ログイン

PASSWORD 値 条件付。データベース・サー
バーのユーザー・パスワード

ARCHIVE 	 任意。「ARCHIVE」を参照
してください。

ENCODING 	 任意。「ENCODING」を参照
してください。

UAPATH 値 任意。ユーザー・エージェン
ト保存応答パス

UAFILE 値 任意。ユーザー・エージェン
ト保存応答ファイル

UACACHE 値 任意。キャッシュ制御最大期
間
省略値は0

UADISPOSITION 値 任意。内容処理のファイル名

CHARSET *YES 任意。charset属性を含めま
す。



*NO charset属性を含めません。

*TEXT 省略値。内容がテキストの場
合、charset属性を含めます。

DRIVERキーワードの値は、サービスのプロパティ・エントリーの検索に使用されるシンボル名
です。

	
driver.sqlserver=com.ddtek.jdbc.sqlserver.SQLServerDriver
	

DATABASEキーワードの値は、サービスのプロパティ・エントリーの検索に使用されるシンボ
ル名です。

	
database.northwind=jdbc:datadirect:sqlserver://10.2.1.28:1433
	
例

	
SEND	DRIVER(SQLSERVER)	DATABASE(NORTHWIND)	USER(user)	PASSWORD(password)
	



5.6.6	SERVICE_UNLOAD
SERVICE_UNLOADコマンドはサービスをアンロードします。
HTTP応答を送信する際にSERVICE_UNLOADコマンドを使用しないでください。SENDコマンド
を使用して応答を作成してから、JSM_CLOSE組み込み関数を使用して接続を閉じます。SEND
コマンドによってJSMクライアント・プログラムに返されるバイト配列応答はHTTP応答になり
ます。

構文：

コマンド キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SERVICE_UNLOAD 	 	 	
	



5.7	HTTPInboundXMLService
サービス名：HTTPInboundXMLService
HTTPInboundXMLServiceでは、HTTPServiceとInboundXMLHandlerコンテンツ・ハンドラーを組
み合わせた場合と同じ機能が提供されます。

HTTPInboundXMLServiceは以下のコマンドをサポートしています。
SERVICE_LOAD
SERVICE_GET
GET
SET
RECEIVE
SEND
SERVICE_UNLOAD



5.7.1	SERVICE_LOAD
SERVICE_LOADイベントでは、サービスはHTTPプロパティを保管し、GETコマンドで後からア
クセスします。

内容がある場合、サービスは内容タイプがXMLグループに属しているかをチェックします。内
容タイプがサポートされていない場合、エラーがプログラムに返されます。このチェックをオー
バーライドして、ハンドラーがデータを受信できるようにするにはCONTENTキーワードを使用
します。データはXMLであることが前提です。
サービスは、受信した内容のUnicode変換に適用されるエンコーディングを決定します。
サービスは、このUnicodeデータを保管する必要があるかどうかを判断します。
サービスは、スキーマ検証が有効かどうかを判断します。

サービスは、クエリー文字列パラメータをプログラム・フィールドまたはリストにバインドする
必要があるかどうかを判断します。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SERVICE_LOAD BIND 	 任意。「BIND」を参照して
ください。

ARCHIVE 	 任意。「ARCHIVE」を参照
してください。

CONTENT 	 任意。「CONTENT」を参照
してください。

ENCODING 	 任意。「ENCODING」を参
照してください。

SCHEMA 	 任意。「SCHEMA」を参照
してください。

VALIDATING 	 任意。「VALIDATING」を
参照してください。

DOMSET 	 任意。「DOMSET」を参照
してください。

DOMSETMODEL 	 任意。「DOMSETMODEL」
を参照してください。

DOMSETRESULT 	 任意。「DOMSETRESULT」



を参照してください。

DOMGET 	 任意。「DOMGET」を参照
してください。

DOMGETRESULT 	 任意。「DOMGETRESULT」
を参照してください。



5.7.2	SERVICE_GET
構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/
値に関する開発担当者
メモ

SERVICE_GET PROPERTY 値 条件付。サービス・プ
ロパティを取得しま
す。

TRACE *SERVICE 条件付。サービス・ト
レース・ファイルを読
み込みます。

*TRANSPORT 条件付。転送トレー
ス・ファイルを読み込
みます。

	



5.7.3	GET
GETコマンドにより、プログラムはHTTPプロトコル・プロパティにアクセスできます。
HTTPプロトコル・プロパティ名の一覧については、「SERVICE_LOAD」コマンドを参照してく
ださい。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

GET PROPERTY 値 HTTPプロトコル・プロパティ

*LIST リスト引数にすべてのプロパ
ティを追加します。

	



5.7.4	SET
SETコマンドにより、プログラムはHTTP応答プロトコルにHTTPヘッド・プロパティを入れるこ
とができます。

HTTPプロトコル名の値ペアは、2列の作業リストのエントリーとして渡されます。
SETコマンドは、HTTP応答を作成する最後のSENDコマンドの前にいつでも呼び出すことができ
ます。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SET PROPERTY *LIST HTTPヘッド・プロパティを
設定します。

	

例

	
DEFINE					FIELD(#PNME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)
DEFINE					FIELD(#PVAL)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)
DEF_LIST			NAME(#PLST)	FIELDS((#PNME)	(#PVAL))	TYPE(*WORKING)
	
CHANGE					FIELD(#PNME)	TO('''X-Invoice''')
CHANGE					FIELD(#PVAL)	TO(T9300)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#PLST)
	
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SET	PROPERTY(*LIST)	SERVICE_LIST(PNME,PVAL)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#PLST)
	



5.7.5	RECEIVE
RECEIVEコマンドは、指定したスタイル・シートで内容を処理し、プログラムへのデータを受
信する場合に使用されます。複数のRECEIVEコマンドにそれぞれ異なるスタイル・シートを適
用して、必要なデータを抽出できます。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

RECEIVE XSL 	 必須。「XSL」を参照してくだ
さい。

	



5.7.6	SEND
SENDコマンドは、リモートHTTPクライアント・プログラムに応答として返すXML内容を作成
する場合に使用されます。

このコンテンツ・ハンドラーのSENDコマンドが実行されると、以下のステップが行われます。
XSLキーワードを使用するサービスは、プログラム・フィールドとリストを結果のXMLに変換
します。FRAGMENTキーワードがある場合、この変換は保管されます。これが、送信される最
後のXMLの唯一のフラグメントであるためです。FRAGMENTキーワードがない場合、この変換
が最後として扱われ、最後の出力XMLが構築されて送信準備が整います。
サービスは、このUnicodeデータを保管する必要があるかどうかを判断します。
サービスはCONTENTキーワードの値を使用して、HTTPプロトコルの内容タイプの値を決定し
ます。

									内容の値を使用できない場合、ハンドラーはapplication/xmlを省略値にします。

									内容の値が*XMLの場合、内容タイプはapplication/xmlになります。

									内容の値が*TEXTXMLの場合、内容タイプはtext/xmlになります。
サービスは、リモート・クライアントに返すHTTP応答を作成します。
オプションのUAFILEキーワードとUAPATHキーワードは、内容の推奨パスとファイル名をリ
モート・クライアント・プログラムに通知する場合に使用できます。LANSA	Integratorユー
ザー・エージェントは、これらのファイル名とパス名を、応答パネルの保存ポップアップ・メ
ニューに追加します。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SEND XSL 	 必須。「XSL」を参照してく
ださい。

FRAGMENT 	 任意。「FRAGMENT」を参
照してください。

OUTPUT 	 任意。「OUTPUT」を参照し
てください。

ARCHIVE 	 任意。「ARCHIVE」を参照
してください。

CONTENT 	 任意。「CONTENT」を参照
してください。

ENCODING 	 任意。「ENCODING」を参照
してください。



UAPATH 値 任意。ユーザー・エージェン
ト保存応答パス

UAFILE 値 任意。ユーザー・エージェン
ト保存応答ファイル

UACACHE 値 任意。キャッシュ制御最大期
間
省略値は0

UADISPOSITION 値 任意。内容処理のファイル名

CHARSET *YES 任意。charset属性を含めま
す。

*NO charset属性を含めません。

*TEXT 省略値。内容がテキストの場
合、charset属性を含めます。

	



5.7.7	SERVICE_UNLOAD
SERVICE_UNLOADコマンドは、サービスをアンロードします。
HTTP応答を送信する際にSERVICE_UNLOADコマンドを使用しないでください。SENDコマンド
を使用して応答を作成してから、JSM_CLOSE組み込み関数を使用して接続を閉じます。SEND
コマンドからJSMクライアント・プログラムに返されるバイト配列応答はHTTP応答になりま
す。

構文：

コマンド キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SERVICE_UNLOAD 	 	 	
	



5.8	HTTPInboundXMLBindService
サービス名：HTTPInboundXMLBindService
HTTPInboundXMLBindServiceにより、XMLバインディングウィザードで作成されたインバウン
ド・バインディングとアウトバウンド・バインディングをスタイル・シートの代わりに使用でき
ます。

HTTPInboundXMLBindServiceは以下のコマンドをサポートしています。
SERVICE_LOAD
SERVICE_GET
BIND
GET
SET
WRITE
SEND
SERVICE_UNLOAD



5.8.1	SERVICE_LOAD
SERVICE_LOADイベントでは、GETコマンドで後からアクセスするようにサービスはHTTPプロ
パティを保管します。

内容がある場合、サービスは内容タイプがXMLグループに属しているかをチェックします。内
容タイプがサポートされていない場合、エラーがプログラムに返されます。このチェックをオー
バーライドして、サービスがデータを受信できるようにするにはCONTENTキーワードを使用し
ます。データはXMLであることが前提です。
サービスは、受信した内容からUnicodeへの変換に適用されるエンコーディングを決定します。
サービスは、このUnicodeデータを保管する必要があるかどうかを判断します。
サービスは、スキーマ検証が有効かどうかを判断します。

サービスは、クエリー文字列パラメータをプログラム・フィールドまたはリストにバインドする
必要があるかどうかを判断します。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に
関する開発担当者メモ

SERVICE_LOAD BIND 	 任意。「BIND」を参照し
てください。

ARCHIVE 	 任意。「ARCHIVE」を参
照してください。

CONTENT 	 任意。「CONTENT」を
参照してください。

ENCODING 	 任意。「ENCODING」を
参照してください。

SCHEMA 	 任意。「SCHEMA」を参
照してください。

VALIDATING 	 任意。「VALIDATING」
を参照してください。

DOMSET 	 任意。「DOMSET」を参
照してください。



5.8.2	SERVICE_GET
構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/
値に関する開発担当者
メモ

SERVICE_GET PROPERTY 値 条件付。サービス・プ
ロパティを取得しま
す。

TRACE *SERVICE 条件付。サービス・ト
レース・ファイルを読
み込みます。

*TRANSPORT 条件付。転送トレー
ス・ファイルを読み込
みます。

	



5.8.3	BIND
BINDコマンドは、指定したサービス・コードを、ロードされたインバウンド・ドキュメントに
バインドしたり、新しい空のアウトバウンド・ドキュメントを作成したりします。

SERVICEキーワード値は、プロパティ・キーservice.「値」とservice.archive.「値」によるリソー
ス・プロパティ検索で使用され、バインディング・クラスとバインディングjarファイルを検索
します(このファイルには、XMLBindingウィザードで生成されるバインディング・クラスとサ
ポート・クラスが含まれます)。サービス・バインディング・アーカイブ・エントリーが存在し
ない場合、バインディングjarファイルはユーザー指定のディレクトリではなくJSM	jarサブディ
レクトリにあります。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に
関する開発担当者メモ

BIND SERVICE 値 サービス名

TYPE *INBOUND 条件付。インバウンド・バ
インディング

*OUTBOUND 条件付。アウトバウンド・
バインディング

BINDTRACE *YES 任意。インバウンド・バイ
ンド結果をトレースしま
す。

*NO 省略値



5.8.4	CLOSE
CLOSEコマンドは現在のバインドを閉じます。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

CLOSE 	 	 	
	



5.8.5	GET
GETコマンドは、インバウンド・ドキュメント・オブジェクトの読み込みに使用されます。
フラグメントはフィールドのみを使用するため、GET	FRAGMENTコマンドには
SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)キーワードが必要です。
リストは作業リストのみを使用するため、GET	LISTコマンドには作業リスト引数が必要です。
GETコマンドにより、プログラムはインバウンドHTTPプロトコル・プロパティにもアクセスで
きます。

HTTPプロトコル・プロパティ名の一覧については、「SERVICE_LOAD」コマンドを参照してく
ださい。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

GET LIST 値 条件付。リストをバインドし
ます。

FRAGMENT 値 条件付。フラグメントをバイ
ンドします。

PROPERTY 値 HTTPプロトコル・プロパティ

*LIST リスト引数にすべてのプロパ
ティを追加します。

INSTRUCTION 値 任意。XML処理の指示を取得
します。



5.8.6	SET
SETコマンドは、アウトバウンド・ドキュメント・オブジェクトの入力に使用されます。
フラグメントはフィールドのみを使用するため、SET	FRAGMENTコマンドには
SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)キーワードが必要です。
リストは作業リストのみを使用するため、SET	LISTコマンドには作業リスト引数が必要です。
SETコマンドを使用して、HTTP応答プロトコルにHTTPヘッド・プロパティを入れることもでき
ます。

HTTPプロトコル名の値ペアは、2列の作業リストのエントリーとして渡されます。
SETコマンドは、HTTP応答を作成するSENDコマンドの前にいつでも呼び出すことができます。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SET LIST 値 条件付。リストをバインド
します。

FRAGMENT 値 条件付。フラグメントをバ
インドします。

PROPERTY *LIST 条件付。HTTPヘッド・プロ
パティを設定します。

INSTRUCTION 値 任意。XML処理の指示を設
定します。

DATA 値 条件付。PIデータ
	

例

	
DEFINE					FIELD(#PNME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)
DEFINE					FIELD(#PVAL)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)
DEF_LIST			NAME(#PLST)	FIELDS((#PNME)	(#PVAL))	TYPE(*WORKING)
	
CHANGE					FIELD(#PNME)	TO('''X-Invoice''')
CHANGE					FIELD(#PVAL)	TO(T9300)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#PLST)
	
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SET	PROPERTY(*LIST)	SERVICE_LIST(PNME,PVAL)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#PLST)



	



5.8.7	WRITE
このサービスのWRITEコマンドが実行されると、以下のステップが行われます。
サービスは、SENDコマンドに備えてドキュメント・オブジェクトをシリアライズします。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関する
開発担当者メモ

WRITE INDENT *YES 任意。XML内容をインデントし
ます。

*NO 省略値

INDENT-
AMOUNT

値 任意。インデントの数
省略値は0。数がゼロでなければ
インデントは有効です。

DOCTYPE 値 任意。<!DOCTYPE>エレメント
を挿入します。

PUBLIC 値 条件付。DOCTYPE宣言のオプ
ションの公開コンポーネント

OMIT-
DECLARATION

*YES 任意。XML宣言を省略します。

*NO 省略値

BINDTRACE *YES 任意。アウトバウンド・バイン
ド結果をトレースします。

*NO 省略値

ENCODING 	 任意。「ENCODING」を参照し
てください。
省略値のエンコーディングは
UTF-8です。

	



5.8.8	SEND
SENDコマンドは、リモートHTTPクライアント・プログラムに応答として返すXML内容を作成
する場合に使用されます。

このサービスのSENDコマンドが実行されると、以下のステップが行われます。
サービスは、このUnicodeデータを保管する必要があるかどうかを判断します。
サービスはCONTENTキーワードの値を使用して、HTTPプロトコルの内容タイプの値を決定し
ます。

									内容の値を使用できない場合、ハンドラーはapplication/xmlを省略値にします。

									内容の値が*XMLの場合、内容タイプはapplication/xmlになります。

									内容の値が*TEXTXMLの場合、内容タイプはtext/xmlになります。
サービスは、リモート・クライアントに返すHTTP応答を作成します。
オプションのUAFILEキーワードとUAPATHキーワードを使用して、内容の推奨パスとファイル
名をリモート・クライアント・プログラムに通知することができます。LANSA	Integratorユー
ザー・エージェントは、これらのファイル名とパス名を、応答パネルの保存ポップアップ・メ
ニューに追加します。

カスタムのCORS応答を送信するには、SET	PROPERTYコマンドを使ってHTTP応答プロパティ
を設定します。また、SEND	RESPONSE(*EMPTY)は空のコンテンツを送信します。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SEND ARCHIVE 	 任意。「ARCHIVE」を参照
してください。

CONTENT 	 任意。「CONTENT」を参照
してください。

ENCODING 	 任意。「ENCODING」を参
照してください。

UAPATH 値 任意。ユーザー・エージェ
ント保存応答パス

UAFILE 値 任意。ユーザー・エージェ
ント保存応答ファイル

UACACHE 値 任意。キャッシュ制御最大
期間
省略値は0



UADISPOSITION 値 任意。内容処理のファイル
名

CHARSET *YES 任意。charset属性を含めま
す。

*NO charset属性を含めません。

*TEXT 省略値。内容がテキストの
場合、charset属性を含めま
す。

RESPONSE *CORS 任意。クロス・オリジン・
リソース共有(CORS)の応答
を送信します。

*EMPTY コンテンツが空の応答を送
信します。



5.8.9	SERVICE_UNLOAD
SERVICE_UNLOADコマンドはサービスをアンロードします。
HTTP応答を送信する際にSERVICE_UNLOADコマンドを使用しないでください。SENDコマンド
を使用して応答を作成してから、JSM_CLOSE組み込み関数を使用して接続を閉じます。SEND
コマンドからJSMクライアント・プログラムに返されるバイト配列応答はHTTP応答になりま
す。

構文：

コマンド キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SERVICE_UNLOAD 	 	 	
	



5.9	HTTPInboundSVService
サービス名：HTTPInboundSVService
HTTPInboundSVServiceでは、HTTPServiceとInboundSVHandlerコンテンツ・ハンドラーを組み合
わせた場合と同じ機能が提供されます。また、無効なデータ・レコードを処理して送信者に返す
こともできます。

HTTPInboundSVServiceは以下のコマンドをサポートしています。
SERVICE_LOAD
SERVICE_GET
GET
SET
RECEIVE
SEND
SERVICE_UNLOAD



5.9.1	SERVICE_LOAD
SERVICE_LOADイベントでは、サービスはHTTPプロパティを保管し、GETコマンドで後からア
クセスします。

内容がある場合、サービスは内容タイプが区切り値グループに属しているかをチェックします。
内容タイプがサポートされていない場合、エラーがプログラムに返されます。このチェックを
オーバーライドし、サービスでデータを受信できるようにするにはCONTENTキーワードを使用
します。

サービスは、受信した内容のUnicode変換に適用されるエンコーディングを決定します。
サービスは、このUnicodeデータを保管する必要があるかどうかを判断します。
サービスは、クエリー文字列パラメータをプログラム・フィールドまたはリストにバインドする
必要があるかどうかを判断します。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SERVICE_LOAD BIND 	 任意。「BIND」を参照して
ください。

ARCHIVE 	 任意。「ARCHIVE」を参照
してください。

CONTENT 	 任意。「CONTENT」を参照
してください。

ENCODING 	 任意。「ENCODING」を参
照してください。

	



5.9.2	SERVICE_GET
構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/
値に関する開発担当者
メモ

SERVICE_GET PROPERTY 値 条件付。サービス・プ
ロパティを取得しま
す。

TRACE *SERVICE 条件付。サービス・ト
レース・ファイルを読
み込みます。

*TRANSPORT 条件付。転送トレー
ス・ファイルを読み込
みます。

	



5.9.3	GET
GETコマンドにより、プログラムはHTTPプロトコル・プロパティや、不正データ・レコードの
エラー行にアクセスできます。

エラー・レコードを受信するには、1つのフィールド作業リストを渡すと、各レコード・フィー
ルドがエントリーとして追加されます。

HTTPプロトコル・プロパティ名の一覧については、「SERVICE_LOAD」コマンドを参照してく
ださい。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

GET PROPERTY 値 HTTPプロトコル・プロパティ

*LIST リスト引数にすべてのプロパ
ティを追加します。

ERROR *ROW エラー行を取得します。

*RECORD エラー・レコードを取得しま
す。



5.9.4	SET
SETコマンドにより、プログラムはHTTP応答プロトコルにHTTPヘッド・プロパティを入れるこ
とができます。

HTTPプロトコル名の値ペアは、2列の作業リストのエントリーとして渡されます。
SETコマンドは、HTTP応答を作成する最後のSENDコマンドの前にいつでも呼び出すことができ
ます。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SET PROPERTY *LIST HTTPヘッド・プロパティを
設定します。

	

例

	
DEFINE					FIELD(#PNME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)
DEFINE					FIELD(#PVAL)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)
DEF_LIST			NAME(#PLST)	FIELDS((#PNME)	(#PVAL))	TYPE(*WORKING)
	
CHANGE					FIELD(#PNME)	TO('''X-Invoice''')
CHANGE					FIELD(#PVAL)	TO(T9300)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#PLST)
	
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SET	PROPERTY(*LIST)	SERVICE_LIST(PNME,PVAL)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#PLST)
	



5.9.5	RECEIVE
このサービスのRECEIVEコマンドが実行されると、以下のステップが行われます。
内容やリスト引数がない場合、OKステータスが返されます。
サービスは、このUnicodeデータを保管する必要があるかどうかを判断します。
サービスは受信したUnicode内容を読み込み、リスト引数に入れます。
オプションのSVMODEキーワードとSVHEADキーワードにより、このUnicodeデータがリストに
追加される方法が指示されます。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

RECEIVE SVROW 	 任意。「SVROW」を参照し
てください。

SVROWLIMIT 	 任意。「SVROWLIMIT」を
参照してください。

SVMODE 	 任意。「SVMODE」を参照し
てください。

SVHEAD 	 任意。「SVHEAD」を参照し
てください。

NUMBERFORMAT 	 任意。「NUMBERFORMAT」
を参照してください。

CONTENT 	 任意。省略値。HTTPプロト
コル内容タイプを使用する
か、内容がCSVであることを
前提とします。

*CSV 内容をCSVデータとして読み
込みます。

*TSV 内容をTSVデータとして読み
込みます。

ARCHIVE 	 任意。「ARCHIVE」を参照
してください。

	



5.9.6	SEND
このサービスのSENDコマンドが実行されると、以下のステップが行われます。
サービスはCONTENTキーワードの値を使用して、作成する区切り値のタイプを決定します。

									内容の値を使用できない場合、サービスは受信した内容の内容タイプを省略値にします。
プロトコル内容タイプが見つからない場合、サービスは*CSVを省略値にします。

									内容の値が*CSVの場合、内容タイプはapplication/comma-separated-valuesになります。

									内容の値が*TEXTCSVの場合、内容タイプはtext/comma-separated-valuesになります。

									内容の値が*TSVの場合、内容タイプはapplication/tab-separated-valuesになります。

									内容の値が*TEXTTSVの場合、内容タイプはtext/tab-separated-valuesになります。

									内容の値が有効な区切り値内容タイプではない場合、CSVデータは作成されますが、指定
した内容タイプが送信されます。

オプションのSVHEADキーワードを使用すると、データの開始時にヘッダー・レコードを挿入
できます。

サービスはリスト内のすべてのエントリーを使用してUnicodeデータを作成します。リスト引数
がない場合、長さゼロの内容が作成されます。

サービスは、このUnicodeデータを保管する必要があるかどうかを判断します。
サービスは、リモート・クライアントに返すHTTP応答を作成します。
オプションのUAFILEキーワードとUAPATHキーワードは、内容の推奨パスとファイル名をリ
モート・クライアント・プログラムに通知する場合に使用できます。LANSA	Integratorユー
ザー・エージェントは、これらのファイル名とパス名を、応答パネルの保存ポップアップ・メ
ニューに追加します。

構文：

コマ
ンド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

SEND CONTENT 	 任意。省略値。HTTPプロトコ
ル内容タイプを使用します。

*CSV CSV内容を作成します。

*TSV TSV内容を作成します。

ENCODING 	 任意。「ENCODING」を参照
してください。

SVQUOTE 	 任意。「SVQUOTE」を参照し
てください。

SVHEAD 	 任意。「SVHEAD」を参照し
てください。



SVEXCLUDE 	 任意。「SVEXCLUDE」を参
照してください。

NUMBERFORMAT 	 任意。「NUMBERFORMAT」
を参照してください。

ARCHIVE 	 任意。「ARCHIVE」を参照し
てください。

UAPATH 値 任意。ユーザー・エージェン
ト保存応答パス

UAFILE 値 任意。ユーザー・エージェン
ト保存応答ファイル

UACACHE 値 任意。キャッシュ制御最大期
間
省略値は0

UADISPOSITION 値 任意。内容処理のファイル名

CHARSET *YES 任意。charset属性を含めま
す。

*NO charset属性を含めません。

*TEXT 省略値。内容がテキストの場
合、charset属性を含めます。

	



5.9.7	SERVICE_UNLOAD
SERVICE_UNLOADコマンドは、サービスをアンロードします。
HTTP応答を送信する際にSERVICE_UNLOADコマンドを使用しないでください。SENDコマンド
を使用して応答を作成してから、JSM_CLOSE組み込み関数を使用して接続を閉じます。SEND
コマンドからJSMクライアント・プログラムに返されるバイト配列応答はHTTP応答になりま
す。

構文：

コマンド キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SERVICE_UNLOAD 	 	 	



5.10	HTTPOutboundXMLBindService
サービス名：HTTPOutboundXMLBindService
HTTPOutboundXMLBindServiceにより、スタイル・シートの代わりに、XMLバインディングウィ
ザードで作成されるインバウンド・バインディングとアウトバウンド・バインディングを使用で
きます。

HTTPOutboundXMLBindServiceは以下のコマンドをサポートしています。
SERVICE_LOAD
SERVICE_GET
BIND
CLOSE
GET
SET
WRITE
SEND
SERVICE_UNLOAD



5.10.1	SERVICE_LOAD
構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に
関する開発担当者メモ

SERVICE_LOAD SCHEMA 	 任意。「SCHEMA」を参照
してください。

VALIDATING 	 任意。「VALIDATING」を
参照してください。

DOMSET 	 任意。「DOMSET」を参照
してください。

	



5.10.2	SERVICE_GET
構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/
値に関する開発担当者
メモ

SERVICE_GET PROPERTY 値 条件付。サービス・プ
ロパティを取得しま
す。

TRACE *SERVICE 条件付。サービス・ト
レース・ファイルを読
み込みます。

*TRANSPORT 条件付。転送トレー
ス・ファイルを読み込
みます。

	



5.10.3	BIND
BINDコマンドは、指定したサービス・コードを、ロードされたインバウンド・ドキュメントに
バインドしたり、新しい空のアウトバウンド・ドキュメントを作成したりします。

SERVICEキーワード値は、プロパティ・キーservice.「値」とservice.archive.「値」によるリソー
ス・プロパティ検索で使用され、バインディング・クラスとバインディングjarファイルを検索
します(このファイルには、XMLBindingウィザードで生成されるバインディング・クラスとサ
ポート・クラスが含まれます)。サービス・バインディング・アーカイブ・エントリーが存在し
ない場合、バインディングjarファイルはユーザー指定のディレクトリではなくJSM	jarサブディ
レクトリにあります。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に
関する開発担当者メモ

BIND SERVICE 値 サービス名

TYPE *INBOUND 条件付。インバウンド・バ
インディング

*OUTBOUND 条件付。アウトバウンド・
バインディング

BINDTRACE *YES 任意。インバウンド・バイ
ンド結果をトレースしま
す。

*NO 省略値



5.10.4	CLOSE
CLOSEコマンドは現在のバインドを閉じます。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

CLOSE 	 	 	
	



5.10.5	GET
GETコマンドは、インバウンド・ドキュメント・オブジェクトの読み込みに使用されます。
フラグメントはフィールドのみを使用するため、GET	FRAGMENTコマンドには
SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)キーワードが必要です。
リストは作業リストのみを使用するため、GET	LISTコマンドには作業リスト引数が必要です。
GETコマンドにより、プログラムはHTTP応答プロトコル・プロパティにもアクセスできます。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

GET LIST 値 条件付。リストをバインドし
ます。

FRAGMENT 値 条件付。フラグメントをバイ
ンドします。

PROPERTY 値 HTTPプロトコル・プロパ
ティ

*LIST リスト引数にすべてのプロパ
ティを追加します。

INSTRUCTION 値 任意。XML処理命令を取得し
ます。



5.10.6	SET
SETコマンドは、アウトバウンド・ドキュメント・オブジェクトの入力に使用されます。
フラグメントはフィールドのみを使用するため、SET	FRAGMENTコマンドには
SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)キーワードが必要です。
リストは作業リストのみを使用するため、SET	LISTコマンドには作業リスト引数が必要です。
SETコマンドを使用して、HTTP要求プロトコルにHTTPヘッド・プロパティを入れることもでき
ます。

HTTPプロトコル名の値ペアは、2列の作業リストのエントリーとして渡されます。
SETコマンドは、HTTP要求を作成するSENDコマンドよりも先にいつでも呼び出すことができま
す。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SET LIST 値 条件付。リストをバインド
します。

FRAGMENT 値 条件付。フラグメントをバ
インドします。

PROPERTY *LIST 条件付。HTTPヘッド・プロ
パティを設定します。

INSTRUCTION 値 任意。XML処理命令を設定
します。

DATA 値 条件付。PIデータ
	

例

	
DEFINE					FIELD(#PNME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)
DEFINE					FIELD(#PVAL)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)
DEF_LIST			NAME(#PLST)	FIELDS((#PNME)	(#PVAL))	TYPE(*WORKING)
	
CHANGE					FIELD(#PNME)	TO('''X-Invoice''')
CHANGE					FIELD(#PVAL)	TO(T9300)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#PLST)
	



USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SET	PROPERTY(*LIST)	SERVICE_LIST(PNME,PVAL)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#PLST)
	



5.10.7	WRITE
このサービスのWRITEコマンドが実行されると、以下のステップが行われます。
サービスは、SENDコマンドに備えてドキュメント・オブジェクトをシリアライズします。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関する
開発担当者メモ

WRITE INDENT *YES 任意。XML内容をインデントし
ます。

*NO 省略値

INDENT-
AMOUNT

値 任意。インデントの数
省略値は0。数がゼロでなければ
インデントは有効です。

DOCTYPE 値 任意。<!DOCTYPE>エレメント
を挿入します。

PUBLIC 値 条件付。DOCTYPE宣言のオプ
ションの公開コンポーネント

OMIT-
DECLARATION

*YES 任意。XML宣言を省略します。

*NO 省略値

BINDTRACE *YES 任意。アウトバウンド・バイン
ド結果をトレースします。

*NO 省略値

ENCODING 	 任意。「ENCODING」を参照し
てください。
省略値のエンコーディングは
UTF-8です。

	



5.10.8	SEND
SENDコマンドは、リモートHTTPサーバーにXML内容を送信する場合に使用されます。
このサービスのSENDコマンドが実行されると、以下のステップが行われます。
サービスは、このUnicodeデータを保管する必要があるかどうかを判断します。
サービスはCONTENTキーワードの値を使用して、HTTPプロトコルの内容タイプの値を決定し
ます。

									内容の値を使用できない場合、ハンドラーはapplication/xmlを省略値にします。

									内容の値が*XMLの場合、内容タイプはapplication/xmlになります。

									内容の値が*TEXTXMLの場合、内容タイプはtext/xmlになります。
サービスは、リモート・サーバーにHTTP要求を送信し、HTTP応答を受信します。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SEND URI 値 必須。リモートURI

HOST 値 必須。リモート・サーバー

USER 値 任意。基本認証ユーザー

PASSWORD 値 任意。基本認証パスワード

PROXY 値 任意。プロキシー・サー
バー

PROXYUSER 値 任意。基本認証ユーザー

PROXYPASSWORD 値 任意。基本認証パスワード

METHOD 	 任意。「METHOD」を参照
してください。

SECURE *YES 任意。HTTPSプロトコルを
使用します。

*NO 省略値。HTTPプロトコルを
使用します。

IDENTITY 値 任意。省略値は
USERAGENT



WAIT *YES 任意。省略値は0です。
HTTP応答を無限に待機しま
す。

*NO HTTP応答を待機しません。

値 読み込み時間をミリ秒単位
で待機します。

TIMEOUT 値 任意。省略値は0で、無効を
示します。
ホスト接続のタイムアウト
(ミリ秒単位)

LOCALE 	 任意。「LOCALE」を参照
してください。

CONTENT 	 任意。「CONTENT」を参照
してください。

ENCODING 	 任意。「ENCODING」を参
照してください。

ARCHIVE 	 任意。「ARCHIVE」を参照
してください。

	



5.10.9	SERVICE_UNLOAD
SERVICE_UNLOADコマンドはサービスをアンロードします。

構文：

コマンド キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SERVICE_UNLOAD 	 	 	
	



5.11	SMTPMailService
SMTPMailServiceは、既存のメール・サーバー経由でSimple	Mail	Transfer	Protocol	(SMTP)を使用
するメール送信をサポートします。インターネット上でメールを送信するメール・システムで
は、ほとんどの場合、SMTPプロトコルを使用してサーバー間でメッセージを送信します。
SMTPは、2つのメール・システムがどのようにやり取りする必要があるのか、またこれらのシ
ステムが交換する制御メッセージの形式を指定してメールを転送します。

SMTPMailServiceを使用してメール・メッセージを生成する場合、アプリケーションでは受信者
や送信者のアドレス、件名、本文、内容タイプ、文字エンコーディングなどの各種プロパティを
指定できます。また、複数の添付ファイルを追加でき、これらの添付ファイルを1つのZipアーカ
イブ・ファイルにまとめて送信メッセージに添付するようにオプションで指定できます。この
サービスでは、さまざまな暗号技術もサポートされています。

SMTPMailServiceは、Oracle	JavaMail	APIを使用します
(http://www.oracle.com/technetwork/java/javamail/index.htmlを参照)。

関連サービス
SMTPMailServiceは他のサービスに依存しませんが、アプリケーションでメッセージも受信する
場合、通常POP3MailServiceと一緒に使用されます。
SMTPMailServiceを使用すると、メール・メッセージを作成して別のサーバーに送信できます。
ただし、SMTPプロトコルが受信側でメッセージを待ち行列に入れる機能には制限があるため、
通常はメール・クライアントの2つのプロトコル(POP3またはIMAP)のいずれかと一緒に使用され
ます。メール・クライアントでJSMサービスを使用してメール・メッセージを取得する場合、
POP3MailServiceを使用してすべてのメール・メッセージを取得できます。POP3MailServiceによ
り、サーバー・メールボックスでのメッセージの保存と、サーバーからのメッセージの定期的な
ダウンロードが容易になります。

技術仕様
通常、ドメイン情報(サーバー、ポート、メールドメイン)とFromアドレスは、省略値を使用しな
い場合、SMTPMailServiceプロパティ・ファイルで定義されます。この定義を行うことにより、
プロパティの使用に関する一貫性が保証され、サービスを使用するたびにこの情報を宣言する必
要がなくなります。

									SMTPは、通常、TCPポート25で機能するように構成されます。

									メールの暗号化をサポートするには、適切な受信者とセキュリティ・ファイルの詳細を使
用してSMTPMailServiceプロパティを設定します。

	recipient.certificate.<受信者>=<公開証明書ファイル>
									メールの署名をサポートするには、SMTPMailServerで必要なプライベート・キー・スト
ア・ファイルと公開証明書をSMTPMailServiceプロパティ・ファイルで特定する必要がありま
す。以下の署名プロパティをメール受信者に対して指定する必要があります。

	signer.keystore.<署名者>=<プライベート・キー・ストア・ファイル>
	signer.certificate.<署名者>=<公開証明書ファイル>

http://www.oracle.com/technetwork/java/javamail/index.html


5.11.1	SMTPMailServiceの役割
電子メールは、幅広い用途を数多く備えた、現代社会に不可欠な要素となっています。

以下の例は、SMTPMailServiceの適用方法と適用場所に関するアイデアを示しています。

定期更新の作成と営業チームへの送信
月の全売上高の更新や取りまとめなどの月末調整が終了すると、電子メールが自動的に定式化さ
れ、地域担当営業マネージャーに送信されます。この電子メールには、毎月の売上と3ヶ月ごと
の目標の概要を、メール本文中の標準テキストあるいはExcelシートなどの添付ファイルに記載
することができます。

セキュリティが心配な場合は、配信前にメールの内容を暗号化できます。



5.11.2	SMTPMailServiceの使用
RDML/RDMLXと3GL	(RPGまたはCなど)のどちらでクライアント・アプリケーションを作成す
る場合も、同じ基本ステップを完了する必要があります。

例えば、SMTPMailServiceを使用して電子メールを送信するアプリケーションは、通常、以下の
コマンドを発行します。

JSM(X)_OPEN
JSM(X)_COMMAND
					SERVICE_LOAD
										SET
										ADD
										SEND
					SERVICE_UNLOAD
JSM(X)_CLOSE
	
選択した開発言語に適用されるコマンドの詳細については、「Java	Service	Managerクライアン
ト」を参照してください。



5.11.3	SMTPMailServiceのコマンド
アプリケーションからSMTPMailServiceにコマンドを発行するには、JSM_COMMANDや
JSMX_COMMAND組み込み関数(あるいはそれらに相当する組み込み関数)または選択した開発
言語のAPIを使用してJava	Service	Manager経由でコマンド文字列を渡します。
SMTPMailServiceで処理するコマンドは以下のとおりです。
SERVICE_LOAD
SET
ADD
SEND
RESET
SERVICE_GET
SERVICE_UNLOAD



SERVICE_LOAD
サービスをロードして初期化します。

以下のサービス・リソース・プロパティが読み込まれ、初期値を設定するために使用されます。

									server

									port

									secure

									mail.domain

									charset

									user

									password

									from.address

									from.name

									session.debug

									simplify
	
																																																											必須
	
	SERVICE_LOAD	----	SERVICE	---------サービス名---------------->
	
																																																											任意
	
															>--	TRACE	-----------	*NO	------------------------->
																																					*YES
																																					*ERROR
	
															>--	TRACE_NAME	------名前------------------------|
																																					*SERVICE
																																					*PROCESS
																																					*FUNCTION
																																					*JOBNAME
																																					*JOBUSER
																																					*JOBNUMBER
	
詳細については、以下を参照してください。

クライアントからのサービス・プログラム・トレース

キーワード

SERVICE ロードするサービスの名前	-	この場合
はSMTPMailService

TRACE クライアント・プログラムのトレースを有効にするに



は、SERVICE_LOADコマンドでTRACEキーワードを使
用します。
TRACEキーワードに可能な値は以下のとおりです。
									*NO
									*YES
									*ERROR
トレース・オプション*ERRORはトレースを有効にし
ます。サービスがステータスERROR、FATAL、または
SOAPFAULTをクライアントに返さない場合、トレー
ス・ファイルはJSM	CLOSE呼び出しで削除されます。

TRACE_NAME このオプションのキーワードを使用すると、クライア
ントは、クライアントのtraceサブディレクトリの最後
にユーザー定義の名前を追加できます。
TRACE_NAMEキーワードには、特殊なキーワード値
も使用できます。

									*SERVICE
									*PROCESS
									*FUNCTION

									*JOBNAME
									*JOBUSER
									*JOBNUMBER

	

例

RDML
	
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('SERVICE_LOAD	SERVICE(SMTPMAILSERVICE)'
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
#jsmcommand	:=	'service_load	service(SMTPMailService)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	#jsmcommand)	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)



	
ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'service_load'
c																													+	'	service(SMTPMailService)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



SET
SETコマンドは電子メールの作成に使用されます。多くの場合、SETコマンドはSENDコマンド
の拡張です。SETコマンドは何度でも呼び出し、1つまたは複数のキーワードを指定してメール
定義を構築してから送信できます(これは、コマンド長が256文字に制限されているRDMLで特に
役立ちます)。
また、SETコマンドでは、メール受信者のリストをTO、CC、BCCのグループとして指定できま
す。これとは対照的に、SENDコマンドではこれらのキーワードに指定できるのは1つのメー
ル・アドレスのみです。

SETコマンドを使用するには、少なくとも1つのキーワードを指定する必要があります。SEND
キーワードの前にSETキーワードを使用してください。
																																																									任意
	SET	---------	SERVER	--------ホスト---------------------------->
											>--	SECURE	--------	*NO	----------------------------->
																															*YES
											>--	TO	------------	*LIST	--------------------------->
																															値
											>--	CC	------------	*LIST	--------------------------->
																															値
											>--	BCC	-----------	*LIST	--------------------------->
																															値
											>--	FROM	----------値--------------------------->
											>--	FROM_NAME	-----値--------------------------->
											>--	SUBJECT	-------値--------------------------->
											>--	USER	----------値--------------------------->
											>--	PASSWORD	------値--------------------------->
											>--	PORT	----------	25	------------------------------>
																															値
											>--	MAILDOMAIN	----ドメイン名--------------------->
											>--	CHARSET	-------	UTF-8	--------------------------->
																															値
											>--	SIMPLIFY	------	*NO	----------------------------->
																															*YES
											>--	HEADER	-------	*NONE	---------------------------->
																														*LIST
											>--	CONTENT	------	*NONE	---------------------------->
																														*PLAIN
																														*HTML
																														MIMEタイプ
											>--	BODY	---------値---------------------------->
											>--	ENCODING	-----	*DEFAULT	-------------------------|
																														値

キーワード

SERVER 指定したサーバーが使用され、このサーバーによっ
て、サービス・プロパティ・ファイルから派生した
サーバーとポートの情報がオーバーライドされます。



SECURE SSLを使用してサーバーに接続します。

TO 「宛先」アドレスを指定するには、1つのメール・アド
レスまたは*LIST値を含めます。
*LIST値は、複数のメール・アドレスにメールを送信す
る必要がある場合に使用されます。メール・アドレス
のリストは、サービス・リストを使用して渡されま
す。最初のフィールドはアドレス、オプションの2番目
のフィールドは表示名になります。
あるいは、SENDコマンドでTOキーワードを使用して1
つのメール・アドレスを指定することもできます。
メールを送信するには、少なくとも1つのTOメール・
アドレスを指定する必要があります。

CC 「コピー先」アドレスを指定するには、1つのメール・
アドレスまたは*LIST値を含めます。
*LIST値は、複数のCCメール・アドレスが必要な場合
に使用されます。メール・アドレスのリストは、サー
ビス・リストを使用して渡されます。最初のフィール
ドはアドレス、オプションの2番目のフィールドは表示
名になります。
あるいは、SENDコマンドでCCキーワードを使用して1
つのメール・アドレスを指定することもできます。

BCC 「ブラインド・コピー先」アドレスを指定するには、1
つのメール・アドレスまたは*LIST値を含めます。
*LIST値は、複数のBCCメール・アドレスが必要な場合
に使用されます。メール・アドレスのリストは、サー
ビス・リストを使用して渡されます。最初のフィール
ドはアドレス、オプションの2番目のフィールドは表示
名になります。
あるいは、SENDコマンドでBCCキーワードを使用して
1つのメール・アドレスを指定することもできます。

FROM このメッセージの送信元のメール・アドレス

FROMプロパティは、通常は変わらないため
SMTPMailServiceプロパティ・ファイルで構成されるの
が一般的です。これにより、FROMメール・アドレス



の一貫性が保証され、必要に応じてFROMメール・ア
ドレスを一箇所で簡単に変更できます。
あるいは、SENDコマンドでこの値を指定できます。
メールを送信するには、FROMメール・アドレスを指
定してください。

FROM_NAME メールの「送信元」の表示名として表示されるテキス
ト名を表します。名前を指定しない場合、FROMメー
ル・アドレスが表示されます。

FROM_NAMEプロパティは、通常は変わらないため
SMTPMailServiceプロパティで構成されるのが一般的で
す。これにより、構成されたFROMメール・アドレス
に一致するようにFROM_NAMEの一貫性が保証されま
す。

SUBJECT メールの件名を表します。

あるいは、SENDコマンドでこの値を指定できます。

USER SMTPサーバーへのログインに使用されるユーザー・プ
ロファイルです。このユーザー名は、サーバーに応じ
て大文字/小文字を区別します。

PASSWORD SMTPサーバーへのログインに使用されるパスワードで
す。パスワードはSMTPサーバーに応じて大文字/小文
字を区別し、指定のUSERキーワードに一致しなくては
なりません。

PORT SMTPに使用されるTCPポートを指定します。SMTPの
省略値のポート25は、代わりのポート番号を指定しな
い場合に使用されます。

25以外のポートが使用される場合、PORTプロパティ
は、メール送信のたびにPORTキーワードを設定するの
ではなくSMTPMailServiceプロパティで構成されるのが
一般的です。

MAILDOMAIN メール・トランザクションを開始するサーバーを特定
するSMTP	HELOサブコマンドで発行されるメール・ド
メインです。

使用される省略値はlocalhostドメインです。
MAILDOMAINプロパティは、SMTPMailServiceプロパ



ティ・ファイルで構成されるのが一般的です。

CHARSET 本文や件名に適用される文字セットのエンコーディン
グ

適用される省略値はUTF-8です。
CHARSETプロパティは、SMTPMailServiceプロパ
ティ・ファイルで構成されるのが一般的です。

SIMPLIFY マルチパートのプレーン・テキスト・メッセージを単
純なプレーン・テキスト・メッセージに簡素化しま
す。

HEADER MIMEヘッダー・フィールドがメッセージと一緒に送信
されます。

値*NONEは、すべてのヘッダーを消去します。
値*LISTは、名前の値リストを提供する場合に使用され
ます。最初のフィールドはフィールド、2番目のフィー
ルドは値になります。

CONTENT 最大で3つのmultipart/alternativeテキスト・メッセージを
送信できます。

値*NONEは、3つすべてのテキスト・メッセージを消
去します。
値*PLAINは、text/plainの内容を作成します。
値*HTMLは、text/htmlの内容を作成します。
値がMIMEタイプの場合、カスタム内容(text/enrichedな
ど)を作成します。
作業リスト引数から本文を作成する方法については、
SENDコマンドを参照してください。

BODY 本文を含むファイルを指定できます。指定のファイル
がない場合、本文はサービス・リスト引数(指定されて
いる場合)から作成されます。
BODYキーワードが使用される場合、本文はファイル
から取得され、ENCODINGキーワード値を使用して
Unicodeに変換されるため、作業リストの参照は無視さ
れます。



ENCODING バイト内容のUnicode文字列変換に適用されるエンコー
ディングを指定する場合に使用されます。ENCODING
キーワードの省略値は*DEFAULTです。
詳細については、「ENCODING」を参照してくださ
い。

コメント/警告
SETコマンドでのキーワード値の設定は、相当するキーワードをSENDコマンドで使用した場合
オーバーライドされます。

例

RDML
メールの送信者を設定し、メールを1つのメール・アドレスに送信します。

USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SET	FROM(me@company.com)	TO(you@company.com)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#TOLIST)
または

リスト#TOLISTに含まれるメール・アドレスのグループにメールを送信するように設定します。
メールの送信者を示す別のSETコマンドを発行します。

USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SET	TO(*LIST)	SERVICE_LIST(ADDRESS)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#TOLIST)
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(SET	FROM	(me@company.com)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#TOLIST)

RDMLX
セミコロンで区切られたメール・アドレスのグループを処理して作業リストに入れ、メールのア
ドレスに応じてこのメール・リストを設定します。

*	Set	the	to	address(es)
#start	:=	1
dountil	(#pos	=	0)
if	(#ccaddress.cursize	>	#start)
#pos	:=	#toaddress.positionof(	';',	#start	)
else
#pos	:=	0
endif
if	(#pos	=	0)
#jsmemail	:=	#toaddress.substring(	#start	)
else
#jsmemail	:=	#toaddress.substring(	#start,	(#pos	-	#start)	)
#start	:=	#pos	+	1
endif
if	(#jsmemail	*ne	*blank)
add_entry	to_list(#tolist)



endif
enduntil
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	'set	to(*list)	')	to_get(#jsmsts	#jsmmsg	#tolist)
execute	subroutine(check)	with_parms(#jsmsts	#jsmmsg)

ILE	RPG
FROMキーワードとFROM_NAMEキーワードを使用して、メールの送信者を定義します。

c																			eval						jsmcmd	=	'set	'
c																													+	'	from(me@company.com)'
c																													+	'	from_name(Jane	Smith)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)



ADD
ADDコマンドは、形式化されるメールに1つまたは複数の添付ファイルを含める場合に使用され
ます。

ファイルはメールに直接追加できます。あるいは、ZIPキーワードを使用して、指定のファイ
ル・リストのアーカイブ・ファイルを作成できます。その後、アーカイブ・ファイルはメールの
単一添付ファイルとして含まれます。

SENDキーワードの前にADDキーワードを使用してください。
	
																																																									任意
	
	ADD	---------	ATTACHMENT	-----	*LIST	-------------------------->
																																値
	
											>--	ZIP	------------値--------------------------|
	

キーワード

ATTACHMENT 1つのファイルをメールに添付するには、
ATTACHMENTキーワードにファイル・パスとファイル
名を指定します。

複数の添付ファイルを含めるには、リストの最初の
フィールドがファイル・パスとファイル名になるファ
イルの作業リストを作成します。作業リストのオプ
ションの2番目のフィールドは、添付ファイルの表示名
またはZipエントリー名になります。ATTACHMENT
キーワードに*LIST値を使用し、作業リスト情報をサー
ビス・リストとして含めます。
添付ファイルが含まれない場合、ADDコマンドは無視
されます。

ZIP 作成されてメールに添付されたZipアーカイブに付けら
れる名前。メール受信時の処理が簡単になるように、
ファイル名に接尾辞.zipを付ける必要があります。
ATTACHMENTキーワードで*LISTを使用してファイ
ル・リストを指定しない場合、ZIPキーワードは無視さ
れます。

	

例

RDML



1つのテキスト・ファイルをメールの添付ファイルとして含めます。

	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('ADD	ATTACHMENT(orderabc.txt)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
ファイルのグループを圧縮して、単一の圧縮アーカイブをメールに添付します。

	
define	field(#file	name)	type(*char)	length(255)
def_list	name(#filelist)	fields(#file	name)	type(*Working)
	
clr_list	named(#filelist)
	
#file	name	:=	order.xml
add_entry	to_list(#filelist)
#file	name	:=	history/lastorders.pdf
add_entry	to_list(#filelist)
	
#jsmcmd	:=	'add	attachment(*list)	zip(orderstatus.zip)'
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg	#filelist)
	

ILE	RPG
1つのXMLファイルをメールの添付ファイルとして含めます。

	
c																			eval						jsmcmd	=	'add	'
c																													+	'	attachment(\newpart.xml)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



SEND
SENDコマンドはメールを送信します。
SENDコマンドでTO、CC、BCC、FROM、SUBJECTの各キーワードを使用すると、
SMTPMailServiceプロパティ・ファイルまたはSETコマンドで設定された値がオーバーライドさ
れます。

SENDコマンドに作業リスト引数がある場合、リスト・エントリーを使用してメッセージ本文が
作成されます。最初のリスト・フィールドにはテキストが含まれ、オプションの2番目のフィー
ルドは、連結プロセスの制御に使用されます。2番目のフィールドが存在しないか、そのフィー
ルドの値がブランクの場合、省略値のオプション値NAが使用されます。
以下のオプションの値を使用できます。

						SB	-	テキスト・エントリーを加える前にスペースを追加します(最初のエントリーを除く)。

						NB	-	テキスト・エントリーを加える前に改行を追加します(最初のエントリーを除く)。

						SA	-	テキスト・エントリーを加えた後にスペースを追加します(最後のエントリーを除く)。

						NA	-	テキスト・エントリーを加えた後に改行を追加します。

2番目のフィールド値が上記のいずれでもない場合、追加のアクションは行われず、次のエント
リーが前のエントリーに追加されます。

	
																																																											任意
	
	SEND	----------	TO	-----------値---------------------------->
	
													>--	CC	-----------値---------------------------->
	
													>--	BCC	----------値---------------------------->
	
													>--	FROM	---------値---------------------------->
	
													>--	SUBJECT	------値---------------------------->
	
													>--	SIGNER	-------値---------------------------->
	
													>--	MULTIPARTSIGNED	---	*NO	------------------------->
																																					*YES
	
													>--	ENCRYPT	------なし----------------------------->
																																*DES
																																*DES-EDE3
																																*RC2-40
																																*RC2-64
																																*RC2-128
	
													>--	CONTENT	------	*PLAIN	--------------------------->
																																*HTML
																																値
	



													>--	BODY	---------値---------------------------->
	
													>--	ENCODING	-----	*DEFAULT	-------------------------|
																																値
	

キーワード

TO メールの送信先として1つのメール・アドレスを指定できます。
あるいは、SETコマンドを使用して1つのTOメールまたは複数のTOメールを指定します。

CC メールのcc	(カーボン・コピー)先として1つのメール・アドレスを指定できます。
あるいは、SETコマンドを使用して1つのCCメールまたは複数のCCメールを指定します。

BCC メールのbcc	(ブラインド・カーボン・コピー)先として1つのメール・アドレスを指定できます。
あるいは、SETコマンドを使用して1つのBCCメールまたは複数のBCCメールを指定します。

FROM このメッセージの送信元のメール・アドレス

FROMプロパティは、通常は変わらないためSMTPMailServiceプロパティ・ファイルで構成されるのが一般的です。これにより、FROMメール・ア
ドレスの一貫性が保証され、FROMメール・アドレスを簡単に変更できます。
あるいは、SETコマンドでこの値を指定できます。
メールを送信するには、FROMメール・アドレスを指定してください。

SUBJECT メールの件名を表します。
あるいは、SETコマンドでこの値を指定できます。

SIGNER 署名者の値は、2つの要素(名前とパスワード、形式は
切なプライベート・キー・ストアとセキュリティ証明書情報にアクセスします。

署名したメールを送信するには、SMTPMailServerで秘密鍵と公開証明書が必要です。メール署名者用のSMTPMailServiceプロパティ・ファイルでこ
の2つのファイルを特定する必要があります。
使用されるX509公開証明書ファイルは、プロパティ
使用されるPKCS8キー・ストア・ファイルは、プロパティ
要素です。

例えば、署名者の名前がSMTPSIGNの場合、SMTPMailServiceプロパティ・ファイルには以下のようなエントリーが含まれます。

	
signer.keystore.SMTPSIGN=test-input/smtp-signer-key.der
signer.certificate.SMTPSIGN=test-input/smtp-signer-certificate.der
	



次に、署名したメールを送信するには、以下のようなJSMコマンドを発行します。

	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	'send	signer(SMTPSIGN:password)')	TO_GET(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	
署名したメールの受信者に公開証明書を送信する必要はありません。公開証明書は、自動的にメールに含まれます。
重要：相手にプライベート・キー・ストア・ファイルを送信する必要はありません。公開証明書のみが交換されます。

MULTIPARTSIGNED サービスで、multipart/signedの署名したメッセージを送信できます。
*YES	-	multipart/signed形式でメッセージを送信します。
*NO	-	multipart/signed形式でメッセージを送信しません(省略値)。

ENCRYPT 暗号化は、クリアテキスト・メッセージ(平文)を、意味のない連続ビット(
は、平文入力を暗号文出力に(または暗号文入力を平文出力に)変換する際に使用される数学関数です。
メールを暗号化する場合、暗号アルゴリズム(暗号鍵
SMTPMailServiceは以下のブロック暗号化の暗号鍵
*DES	-	データ暗号化規格はブロック暗号鍵で(一度にビットのブロックに機能する)、固定鍵長アルゴリズムを使用します。56ビット数で1つの鍵と
なる56ビット鍵を使用します。
*DES-EDE3	-	トリプルDESは、3つの異なる鍵を使用してDES暗号化を3回適用することにより、DESのセキュリティを強化したものです。
法では、有効な鍵の長さは168ビット(56	x	3)になり、実質的に総当たり攻撃が不可能になります。
*RC2-40、*RC2-64、*RC2-128	-	RC2暗号化のバージョンで、40ビット、64ビット、128ビットの暗号化をそれぞれサポートします。定義では、
RC2暗号化は可変長鍵の暗号鍵で、40〜128ビットの範囲内で8ビットずつ増加する鍵長をサポートします。
暗号化アルゴリズムが決まったら、メールを暗号化および復号化するために、適切な鍵を指定する必要があります。最新のすべての暗号鍵では、
鍵と平文を組み合わせて入力し、暗号文を生成します。暗号文から平文に戻すには、復号化機能に同じまたは別の鍵を指定します。暗号鍵のセ
キュリティは、暗号鍵の詳細部分(通常は公開される)ではなく鍵にあります。
暗号化されたメールを送信するには、メールの全受信者の公開証明書が必要です。

メールの受信者はそれぞれの公開X.509証明書を送信する必要があります。メールの受信者ごとに、それぞれの公開X.509証明書の場所を示すエン
トリーをSMTPMailServiceプロパティ・ファイルに追加します。
例：

	
recipient.certificate.john.doe@lansa.com.au=test-input/smtp-person-certificate.der
	

CONTENT 最もよく使用されるメールの内容タイプはtext/plain
省略値の内容タイプ*PLAINは、MIMEタイプtext/plain



値が*HTMLの場合、MIMEタイプtext/htmlはメール本文に適用され、HTMLタグを使用してメール本文の書式を設定できます。
適切なタイプやサブタイプの記述を使用して、代わりの内容タイプも割り当てることができます。

例えばtext/enrichedなどです。

BODY 本文を含むファイルを指定できます。指定のファイルがない場合、本文はサービス・リスト引数(指定されている場合)から作成されます。
BODYキーワードが使用される場合、本文はファイルから取得され、ENCODINGキーワード値を使用してUnicodeに変換されるため、作業リストの
参照は無視されます。

ENCODING バイト内容のUnicode文字列変換に適用されるエンコーディングを指定する場合に使用されます。ENCODINGキーワードの省略値は*DEFAULTで
す。

詳細については、「ENCODING」を参照してください。
	

例

RDML
メールの件名を設定し、メールの本文を作業リストに入れます。SENDコマンドの前にSETコマ
ンドとADDコマンドを使用して追加の詳細を定義できます。あるいは、SMTPMailServiceプロパ
ティ・ファイルの省略値が適用されます。

	
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS('SEND	SUBJECT('	#SUBJECT	')	SERVICE_LIST(TXT)')	TO_GET(#JSMCMD)
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#MESSAGE)
	

RDMLX
メールの件名を設定してファイルに本文を入れます。SENDコマンドの前にSETコマンドとADD
コマンドを使用して追加の詳細を定義できます。あるいは、SMTPMailServiceプロパティ・ファ
イルの省略値が適用されます。

	
#jsmcmd	:=	'send	subject('	+	#subject	+	')	body(emailtext.txt)	encrypt(*DES)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
	

ILE	RPG
1つのXMLファイルをメールの添付ファイルとして含めます。

	
c																			eval						jsmcmd	=	'send	'
c																													+	'	encrypt(*des)	body(emailtext.txt)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



RESET
RESETコマンドは、メッセージのテキスト、件名、受信者、添付ファイルのリストを消去しま
す。

	
	RESET	---------キーワードなし---------------------------------|
	

キーワード
このコマンドに関連するキーワードはありません。

例

RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(RESET)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	reset)	TO_GET(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'reset'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



SERVICE_GET
SERVICE_GETコマンドにより、JSMクライアント・アプリケーションは、現在ロードされてい
るサービスに関連するプロパティ・ファイルのキーワード/値のプロパティにアクセスできま
す。

クライアント・アプリケーションは、サービスに関連するプロパティの値にアクセスできます
が、このような値を保持する共通の媒体としてサービス・プロパティ・ファイルを使用してアプ
リケーションに固有のプロパティの値にもアクセスした方が便利です。

後者の方法を使用する場合、アプリケーション定義のキーワード名と、現在または将来のバー
ジョンのLANSA	Integratorで使用されるキーワード名との間に競合が生じる可能性があります。
この可能性を減らすには、プロパティ・キーワードの先頭にグローバルな一意の名前を付ける必
要があります。以下の例では、この目的で接頭辞com.acme.propertyが使用されています。
サービス・プロパティのキーワード値は、JSM	Messageフィールドに返されます。キーワードが
存在しない場合、NOT_EXISTというステータスが返されます。
	
	SERVICE_GET	--------	PROPERTY	-----値-------------------->
	
																		>--	TRACE	-------	*SERVICE-------------------|
																																				*TRANSPORT
	

キーワード

PROPERTY サービス・プロパティ・ファイルでチェックするキーワー
ド/値を指定します。
サービス・プロパティのキーワード値は、JSM	Message
フィールドに返されます。キーワードがサービス・プロパ
ティ・ファイルに存在しない場合、NOT_EXISTというス
テータスが返されます。

TRACE 									*SERVICE	-	サービス・トレース・ファイルを読み込
みます。

									*TRANSPORT	-	転送トレース・ファイルを読み込み
ます。

	

例
例では、サービス・プロパティ・ファイルのcom.acme.property.messagetype	(アプリケーション定
義のプロパティ)の値を取り出します。このプロパティは、以下のような行を含むサービス・プ
ロパティで定義できます(この場合、値「html」がアプリケーションに返されます)。

	
com.acme.property.messagetype=html
	



RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SERVICE_GET	PROPERTY(com.acme.property.messagetype)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
#jsmcmd	:=	'	service_get	property(com.acme.property.messagetype)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'service_get'
c																													+	'	property(com.acme.property.messagetype)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



SERVICE_UNLOAD
SERVICE_UNLOADコマンドは、サービスをアンロードして一時ディレクトリを削除します。
	
	SERVICE_UNLOAD	---------キーワードなし--------------------------|
	

キーワード
このコマンドに関連するキーワードはありません。

例

RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(SERVICE_UNLOAD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	service_unload)	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'service_unload'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



5.11.4	SMTPMailServiceの例
最も一般的な以下のクライアント・プログラミング言語用の例が提供されています。

RDML
RPG



5.11.5	トラブルシューティング
									メッセージ[Require	SMTP	Server]が表示された場合：

1.	接続しているJSMインスタンスが正しいことと、正常に開始しているかどうかをチェッ
クします。

2.	正しいサーバー情報がSET/SENDコマンドあるいはSMTPMailServiceプロパティ・ファイ
ルに指定されているかどうかを確認します。



5.12	SMTPMailAttachmentSignatureService
サービス名：SMTPMailAttachmentSignatureService
SMTPMailAttachmentSignatureServiceにより、アプリケーションで単一のメール添付ファイルとデ
ジタル署名を送信できます。

SMTPMailAttachmentSignatureServiceではOracle	JavaMail	APIを使用します
(http://www.oracle.com/technetwork/java/javamail/index.htmlを参照)。

http://www.oracle.com/technetwork/java/javamail/index.html


5.12.1	SERVICE_LOAD
サービスをロードして初期化します。

以下のサービス・リソース・プロパティが読み込まれ、初期値を設定するために使用されます。

									server

									secure

									port

									mail.domain

									charset

									user

									password

									from.address

									from.name

									session.debug

								構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に
関する開発担当者メモ

SERVICE_LOAD 	 	 	
	



5.12.2	SERVICE_GET
構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/
値に関する開発担当者
メモ

SERVICE_GET PROPERTY 値 条件付。サービス・プ
ロパティを取得しま
す。

TRACE *SERVICE 条件付。サービス・ト
レース・ファイルを読
み込みます。

*TRANSPORT 条件付。転送トレー
ス・ファイルを読み込
みます。

	



5.12.3	SET
SETコマンドでは、現在のノードを指定のパスに設定できます。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に
関する開発担当者メモ

SET SERVER 値 任意

SECURE 値 任意

PORT 値 任意

MAILDOMAIN 値 任意

CHARSET 値 任意

USER 値 任意

PASSWORD 値 任意

FROM 値 任意

TO *LIST 任意

値 任意

CC *LIST 任意

値 任意

BCC *LIST 任意

値 任意

SUBJECT 値 任意

ATTACHMENT 値 任意

ATTACHMENTNAME 値 任意

KEYSTORE 値 任意。キー・ストア:パス
ワード

	



5.12.4	RESET
RESETコマンドは、件名、受信者、添付ファイルを消去します。

構文：

コマン
ド

キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関する開
発担当者メモ

RESET 	 	 	
	



5.12.5	SEND
SENDコマンドはメールを送信します。
SENDコマンドでFROM、TO、CC、BCC、SUBJECT、ATTACHMENT、ATTACHMENTNAMEの
各キーワードを使用すると、SMTPMailAttachmentSignatureServiceプロパティ・ファイルまたは
SETコマンドで設定された値をオーバーライドできます。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に
関する開発担当者メモ

SEND FROM 値 任意

TO 値 任意

CC 値 任意

BCC 値 任意

SUBJECT 値 任意

ATTACHMENT 値 任意

ATTACHMENTNAME 値 任意

SIGNER 値 任意。キー・ストア・エン
トリー:パスワード

	



5.12.6	SERVICE_UNLOAD
SERVICE_UNLOADコマンドはサービスをアンロードします。

構文：

コマンド キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SERVICE_UNLOAD 	 	 	
	



5.13	POP3MailService
POP3MailServiceにより、アプリケーションは既存のメール・サーバーのPost	Office	Protocol
(POP3)を使用してメール・メッセージを受け取り、その内容を処理できます。ほとんどのメー
ル・サーバーでは、メッセージを受け取るメール・クライアントのPOP3プロトコルをサポート
しています。

POP3MailServiceは、Oracle	JavaMail	APIを使用します
(http://www.oracle.com/technetwork/java/javamail/index.htmlを参照)。

関連サービス
POP3MailServiceは他のサービスに依存しません。ただし、アプリケーションからメール・メッ
セージも開始される場合、SMTPMailServiceと連携して使用されることが多くなります。
SMTPMailServiceを使用すると、メール・メッセージを作成して別のサーバーに送信できます。
ただし、SMTPプロトコルが受信側でメッセージを待ち行列に入れる機能には制限があるため、
通常はメール・クライアントの2つのプロトコル(POP3またはIMAP)のいずれかと一緒に使用され
ます。メール・クライアントでJSMサービスを使用してメール・メッセージを取得する場合、
POP3MailServiceを使用してすべてのメール・メッセージを取得できます。POP3MailServiceによ
り、サーバー・メールボックスでのメッセージの保存と、サーバーからのメッセージの定期的な
ダウンロードが容易になります。

技術仕様

									POP3プロトコルは、通常はネットワーク・ポート110の、TCPを使用するTCP/IP接続で機
能します。

									一般的に、サーバー(多くの場合、ユーザーとパスワードも)は、POP3MailServiceプロパ
ティ・ファイルで定義されます。サービスの使用時、これらの値が省略値の接続情報として
使用されます(代替の値がアプリケーション・コードに指定されている場合を除く)。例：

	#	POP3MailService	resources	(	Default	)
	#
	server=10.2.0.12
	user=user1
	password=xxxxx
	#	port=110
	#	recipient.keystore.name=pki/person-key.der
	#	recipient.certificate.name=pki/person-cert.der

http://www.oracle.com/technetwork/java/javamail/index.html


5.13.1	POP3MailServiceの役割
このサービスを使用すると、アプリケーションは指定したユーザーの電子メール・ストアから1
つ以上のメッセージを取り出し、各メッセージの詳細と内容(送信者の詳細、件名、本文、添付
ファイルなど)にアクセスして、処理されたメッセージをメール・サーバーから削除するように
要求できます。

POP3MailServiceは、受信者の公開鍵で暗号化された安全なメッセージの復号化をサポートして
います。



5.13.2	POP3MailServiceの使用
RDML/RDMLXと3GL	(RPGまたはCなど)のどちらでクライアント・アプリケーションを作成す
る場合も、同じ基本ステップを完了する必要があります。

例えば、POP3MailServiceを使用して電子メールを読み込むアプリケーションでは、通常、以下
のコマンドを発行します。

JSM(X)_OPEN
JSM(X)_COMMAND
					SERVICE_LOAD
										OPEN
										[loop]
															GET	(繰り返し)
															READまたはSAVE
															DELETE
										[end	loop]
										CLOSE
					SERVICE_UNLOAD
JSM(X)_CLOSE
GETコマンドは、通常、次のメッセージを取り出してから現在のメッセージの詳細を取得する場
合に繰り返し使用されます。SAVEコマンドやREADコマンドは、添付ファイルの処理に使用さ
れます。

選択した開発言語に適用されるコマンドの詳細については、「Java	Service	Managerクライアン
ト」を参照してください。



5.13.3	POP3MailServiceのコマンド
アプリケーションからPOP3MailServiceにコマンドを発行するには、JSM_COMMANDや
JSMX_COMMAND組み込み関数(あるいはそれらに相当する組み込み関数)または選択した開発
言語のAPIを使用してJava	Service	Manager経由でコマンド文字列を渡します。
POP3MailServiceで処理するコマンドは以下のとおりです。
SERVICE_LOAD
OPEN
GET
SAVE
READ
DELETE
CLOSE
SERVICE_GET
SERVICE_UNLOAD



SERVICE_LOAD
サービスをロードして初期化します。

以下のサービス・リソース・プロパティが読み込まれ、初期値を設定するために使用されます。

									server

									secure

									port

									user

									password

									timezone

									session.debug
	
																																																											必須
	
	SERVICE_LOAD	----	SERVICE	---------サービス名---------------->
	
																																																											任意
	
															>--	TIMEZONE	--------値----------------------->
	
															>--	TRACE	-----------	*NO	------------------------->
																																					*YES
																																					*ERROR
	
															>--	TRACE_NAME	------名前------------------------|
																																					*SERVICE
																																					*PROCESS
																																					*FUNCTION
																																					*JOBNAME
																																					*JOBUSER
																																					*JOBNUMBER
	
詳細については、以下を参照してください。

クライアントからのサービス・プログラム・トレース

キーワード

SERVICE ロードするサービスの名前	-	この場合
はPOP3MailService

TIMEZONE POP3MailServiceプロパティ・ファイルに指定され
たTIMEZONE値をオーバーライドするには、
SERVICE_LOADコマンドでTIMEZONEキーワード
を使用します。



詳細については、「タイム・ゾーン」を参照して
ください。

TRACE クライアント・プログラムのトレースを有効にす
るには、SERVICE_LOADコマンドでTRACEキー
ワードを使用します。
TRACEキーワードに可能な値は以下のとおりで
す。

									*NO

									*YES
									*ERROR
トレース・オプション*ERRORはトレースを有効
にします。サービスがステータスERROR、
FATAL、またはSOAPFAULTをクライアントに返さ
ない場合、トレース・ファイルはJSM	CLOSE呼び
出しで削除されます。

TRACE_NAME このオプションのキーワードを使用すると、クラ
イアントは、クライアントのtraceサブディレクト
リの最後にユーザー定義の名前を追加できます。
TRACE_NAMEキーワードには、特殊なキーワー
ド値も使用できます。

									*SERVICE

									*PROCESS
									*FUNCTION
									*JOBNAME

									*JOBUSER
									*JOBNUMBER

	

例

RDML
	
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('SERVICE_LOAD	SERVICE(POP3MAILSERVICE)'
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)



	
RDMLX
	
#jsmcommand	:=	'service_load	service(pop3mailservice)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	#jsmcommand)	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'service_load'
c																													+	'	service(pop3mailservice)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



OPEN
OPENコマンドはPOP3サーバーにログインして、該当ユーザーについて保管されているメール・
メッセージを読み込みます。

サーバー、ユーザー、パスワードがサービスのプロパティ・ファイルで定義されない場合、
OPENコマンドでこれらを指定する必要があります。
これらのメッセージを入れるフォルダー・オブジェクトが内部的に作成されます。GETコマンド
とDELETEコマンドは、この内部フォルダー・オブジェクトに対して機能します。
	
																																																											任意
	
	OPEN	--------	SERVER	----------ホスト--------------------------->
	
											>--	SECURE	----------	*NO	---------------------------->
																																	*YES
	
											>--	USER	------------値-------------------------->
	
											>--	PASSWORD	--------値-------------------------->
	
											>--	PORT	------------	110	---------------------------->
																																	数字
	
											>--	RECIPIENT	-------名前:パスワード------------------|
	

キーワード

SERVER POP3サーバーのサーバー・アドレス
サーバー・アドレスは、サービス・プロパティ・ファイルで構成されていない場合、指定する必要があります。
SERVERプロパティは、POP3MailServiceプロパティ・ファイルで構成されるのが一般的です。

SECURE SSLを使用してサーバーに接続します。

USER POP3メール・ユーザーのログインID
メール・ユーザーは、サービス・プロパティ・ファイルで構成されていない場合、指定する必要があります。
USERプロパティは、POP3MailServiceプロパティ・ファイルで構成されるのが一般的です。

PASSWORD USERキーワードとして指定されたPOP3ユーザーに対応するパスワード
メール・ユーザーのパスワードは、サービス・プロパティ・ファイルで構成されていない場合、指定する必要があります。
PASSWORDプロパティは、POP3MailServiceプロパティ・ファイルで構成されるのが一般的です。

PORT POP3に使用されるTCPポートを指定します。
POP3の省略値のポート110は、代わりのポート番号を指定しない場合に使用されます。



110以外のポートを使用する場合、PORTプロパティはPOP3MailServiceプロパティ・ファイルで構成されるのが一般的です。

RECIPIENT このキーワードは、受信者の公開鍵で暗号化されたセキュアなメッセージを復号化する場合に必要です。
受信者の値は、2つの要素(名前とパスワード、形式は名前:パスワード
なプライベート・キー・ストアとセキュリティ証明書情報にアクセスします。
使用されるX509公開証明書ファイルは、プロパティrecipient.certificate.{名前
使用されるPKCS8キー・ストア・ファイルは、プロパティrecipient.keystore.{名前
要素です。

例えば、受信者名がPOP3SIGNの場合、POP3MailServiceプロパティ・ファイルには以下のようなエントリーを含める必要があります。

	
recipient.keystore.POP3SIGN=test-input/pop3-recipient-key.der
recipient.certificate.POP3SIGN=test-input/pop3-recipient-certificate.der
	
次に、暗号化したメールを受信するには、以下のようなJSMコマンドを発行します。

	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	'open	recipient(POP3SIGN:password)')	TO_GET(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	

	

例

RDML
この例では、SERVER、USER、PASSWORDキーワードの各値は、コマンドの一部として明示的
に定義されます。

	
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS('OPEN	SERVER('	#JSMSERVER	')	USER('	#JSMUSER	')	PASSWORD(')	TO_GET(#JSMCMD)
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS(#JSMCMD	#JSMPSSWRD	')')	TO_GET(#JSMCMD)
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	
	

RDMLX
この例では、SERVER、USER、PASSWORDキーワードの各値は、コマンドの一部として明示的
に定義されます。

	
#jsmcmd	:=	'open	server('	+	#jsmserver	+	')	user('	+	#jsmuser	+	')	password('	+	#jsmpassword	+	')'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
	



ILE	RPG
この例では、SERVER、USER、PASSWORDキーワードの各値は、サービス・プロパティ・ファ
イルから派生します。

	
c																			eval						jsmcmd	=	'open'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



GET
GETコマンドは、メール・サーバーからメールの詳細を取り出します。GETコマンドは、通常、
すべてのメッセージと、そのメッセージに関する該当情報を取得する場合に繰り返し使用されま
す。

	
																																																						条件付
	
	GET	--------	OBJECT	-------------なし------------------------|
																																			*MESSAGECOUNT
																																			*FIRSTMESSAGE
																																			*NEXTMESSAGE
																																			*FROMADDRESS
																																			*SUBJECT
																																			*SENTDATE
																																			*ATTACHMENTS
																																			*UID
																																			*HEADER
	

キーワード

OBJECT このキーワードはGETコマンドで指定し、あらかじめ決
められたいずれかの値を使用します。
値*MESSAGECOUNTは、JSMコマンド・メッセージ・パ
ラメータのフォルダー内のメッセージ数を返します。
値*FIRSTMESSAGEは、現在のメッセージを、フォルダー
内の最初のメッセージに設定します。使用できるメッ
セージがない場合、コマンド・ステータス・フィールド
はNOMAILに設定されます。
値*NEXTMESSAGEを指定した場合、フォルダー内の次の
メール・メッセージが取得され、これが現在のメッセー
ジとして設定されます。これ以上メッセージがない場
合、コマンド・ステータス・フィールドはNOMAILに設
定されます。メッセージが見つかった場合、コマンド・
ステータスはOKが返されます。*NEXTMESSAGE処理
は、通常、別のGETコマンドの後に続いてメッセージの
詳細(件名、送信元アドレス、添付ファイルなど)を取り出
します。あるいは、SAVEコマンドの後に続いてメッセー
ジの実際の本文を取得します。
値*FROMADDRESSは、JSMコマンド・メッセージ・パラ
メータのメール送信者のメール・アドレスを返します。



あるいは、リストが指定されている場合は、作業リスト
のメール・アドレスを返します。
値*SUBJECTは、JSMコマンド・メッセージ・パラメータ
の現在のメッセージの件名を返します。
値*SENTDATEは、JSMコマンド・メッセージ・パラメー
タのメールの送信日を返します。
*ATTACHMENTSを指定した場合、現在のメールの各添付
ファイルのファイル名を列挙するエントリーを含む作業
リストが返されます。
値*UIDは、現在のメッセージの一意のIDを返します。
どのMIMEヘッダー・フィールドが返されるかを指定する
には、*HEADERを指定してキーワードFIELDを使用しま
す。

	

例
以下の例は、GETコマンドを使用してメール・サーバーからメールの詳細を取り出します。

RDML
	
*	loop	through	all	the	messages
BEGIN_LOOP
	
*	Get	message
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('GET	OBJECT(*NEXTMESSAGE)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
IF	COND('#JSMSTS	*EQ	NOMAIL')
LEAVE
ENDIF
	
*	Get	subject
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('GET	OBJECT(*SUBJECT)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
CHANGE	FIELD(#SUBJECT)	TO(#JSMMSG)
	
*	Get	from	addresses
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('GET	OBJECT(*FROMADDRESS)	SERVICE_LIST(ADDRESS)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
CHANGE	FIELD(#FROM)	TO(#JSMMSG)
	
*	<<do	something	with	email	details>>



	
END_LOOP
	

RDMLX
	
*	loop	through	all	the	messages
begin_loop
	
*	Get	the	next	message
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	'get	object(*nextmessage)')	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
if	(#jsmsts	=	NOMAIL)
leave
endif
	
*	Get	subject
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	'get	object(*subject)')	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
#jsmsubject	:=	#jsmmsg
	
*	Get	from	address
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	'get	object(*fromaddress)')	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
#jsmfrom	:=	#jsmmsg
	
*	<<do	something	with	email	details>>
	
end_loop
	

ILE	RPG
この例では、現在のユーザーのメール・サーバーに保持されているメール・メッセージ数が
JSMMSGフィールドに返されます。

	
c																			eval						jsmcmd	=	'get	object(*messagecount)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



SAVE
SAVEコマンドは、現在のメッセージのさまざまなコンポーネントをローカル・ファイルに保存
する場合に使用されます。

	
																																																											必須
	
	SAVE	----------	OBJECT	---------	*TEXT	-------------------------->
																																		*ATTACHMENT
																																		*ATTACHMENTS
	
																																																								条件付
	
													>--	FILE	-----------値-------------------------->
	
													>--	DIR	------------値-------------------------->
	
																																																											任意
	
													>--	ENTRY	----------	1	------------------------------>
																																		値
	
													>--	SELECT	---------値--------------------------|
	

キーワード

OBJECT このキーワードは、現在のメッセージのどの部分を保存
するかを指定します。
値が*TEXTの場合、メッセージの本文が保存されます。
メッセージの内容タイプがtext/またはmultipart/で始まら
ない場合、コマンドはステータス・フィールドに値
NOTEXTを返します。
保存する特定の添付ファイルを指定するには、値
*ATTACHMENTを使用します。この値とENTRYキー
ワードまたはSELECTキーワードを組み合わせて使用し
て、保存する添付ファイルを特定します。ENTRYと
SELECTのどちらも指定しない場合は、最初の添付ファ
イルが保存されます。現在のメッセージに添付ファイル
が関連付けられていない場合、コマンド・ステータスは
NOATTACHMENTが返されます。
添付ファイル名を使用してキーワードDIRで指定された
ディレクトリにすべての添付ファイルを保存するには、
値*ATTACHMENTSを使用します。現在のメッセージに



添付ファイルが関連付けられていない場合、コマンド・
ステータスはNOATTACHMENTが返されます。
OBJECTキーワードは、通常、FILEキーワードまたは
DIRキーワード(あるいはその両方)と組み合わせて使用
されます。

FILE FILEキーワードは、情報の保存先のローカル・ファイ
ル名を指定します。
FILE値に含まれるパスの詳細はすでに存在していなけ
ればなりません。ファイル自体を必要に応じて作成した
り、置き換えたりします。
キーワード値OBJECT(*TEXT)を使用する場合、ファイ
ル名を指定する必要があります。
キーワード値OBJECT(*ATTACHMENT)と一緒に使用す
る場合、現在の添付ファイル名は指定のファイル名に変
更されます。
キーワード値OBJECT(*ATTACHMENTS)が使用される
場合、FILEキーワードは無視されます。

DIR このキーワードは、ファイルの保存先のローカル・ディ
レクトリを指定します。省略値ではJSMインスタンス・
ディレクトリが使用されます。

DIRパスがない場合は作成されます。

ENTRY 保存する添付ファイルのファイル数を指定します。省略
値は1です。
各添付ファイルに割り当てられる番号は、送信者がメー
ルに添付ファイルを追加する順序で決まります。

SELECT 添付ファイル名に基づいて、保存する添付ファイルを選
択します。

	

例

RDML
現在のメールの本文を、現在のディレクトリの一意のファイルに保存します。

	
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS('SAVE	OBJECT(*TEXT)	FILE(message'	#EMAILNO	'.txt)')	TO_GET(#JSMCMD)
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)



	
または

	
現在のメールのすべての添付ファイルをディレクトリ/emailattachに保存します。

	
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS('SAVE	OBJECT(*ATTACHMENTS)	DIR(/emailattach)')	TO_GET(#JSMCMD)
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
現在のメールの最初の添付ファイルを/emailattach/abc.xmlに保存します。

	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	'save	object(*attachment)	file	(abc.xml)	dir(/emailattach)')	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
	

ILE	RPG
この例では、現在のメールの本文がJSMインスタンス・ディレクトリのテキスト・ファイル
bodytext.txtに保存されます。

	
c																			eval						jsmcmd	=	'save	object(*text)'
c																													+	'	file(bodytext.txt)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	
または

	
この例では、現在のメールの最初の添付ファイルがJSMインスタンス・ディレクトリに保存され
ます。

	
c																			eval						jsmcmd	=	'save	object(*attachment)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



READ
READコマンドは、指定したメッセージ内容を作業リストに配置します。作業リスト定義は、予
想される内容に適していなければなりません。例えば、テキスト内容を読み込む場合、作業リス
トには1つのフィールドが必要です。テキスト以外の内容(区切り文字の値を含む内容など)を読
み込む場合、その内容の最大列数に対応できるように作業リストを定義する必要があります。

ENCODINGキーワードとCONTENTキーワードにより、内容処理要件が制御されます。
	
																																																											必須
	
	READ	----------	OBJECT	---------なし--------------------------->
																																		*TEXT
																																		*ATTACHMENT
	
																																																											任意
	
													>--	CONTENT	--------	*TEXT	-------------------------->
																																		*CSV
																																		*TSV
																																		*SV
	
													>--	SEPARATOR	------値-------------------------->
																																		*COMMA
																																		*SEMICOLON
																																		*TAB
																																		*TILDE
	
													>--	ENTRY	----------	1	------------------------------>
																																		値
	
													>--	SELECT	---------値-------------------------->
	
													>--	ENCODING	------	*DEFAULT	------------------------>
																																	値
	
													>--	SVROW	----------値-------------------------->
	
													>--	SVROWLIMIT	-----値-------------------------->
																																		*NONE
																																		*LIST
																																		*AVAILABLE
	
													>--	SVMODE	---------	*NONE	-------------------------->
																																		*IGNORE
																																		*USE	
	
													>--	SVHEAD	---------値-------------------------->
	
													>--	NUMBERFORMAT	---	*NONE	--------------------------|



																																		*DEFAULT
																																		*CLIENT	
																																		*USERAGENT
																																		値
	

キーワード

OBJECT このキーワードは、現在のメッセージのどの部分を読み込むかを指定します。

値が*TEXTの場合、メッセージの本文が作業リストに読み込まれます。メッセージの内容タイプが
はmultipart/で始まらない場合、コマンドはステータス・フィールドにNOTEXTを返します。
作業リストに読み込む特定の添付ファイルを指定するには、値*ATTACHMENTを使用します。この値とENTRY
キーワードまたはSELECTキーワードを組み合わせて使用して、保存する添付ファイルを特定します。ENTRYと
SELECTのどちらも指定しない場合は、最初の添付ファイルが保存されます。現在のメッセージに添付ファイル
が関連付けられていない場合、コマンド・ステータスはNOATTACHMENTが返されます。
コマンドに作業リストを定義する方法については、「RDML」
い。

CONTENT 省略値では、メール内容はテキストとして処理されます。

添付ファイルが平文の場合、CONTENT(*TEXT)を使用して作業リストにテキストを読み込みます。
あるいは、コンマ区切り変数(*CSV)やタブ区切り変数(*TSV)、または区切り文字キーワードに指定した区切り
変数(*SV)で処理することができます。区切り文字変数を含む内容を処理する場合の追加処理オプションについ
ては、「SEPARATOR」、「SVHEAD」、「SVMODE」
の各キーワードを参照してください。
本文や添付ファイルの内容の保管に使用される作業リストは、データの保管に適した列数で定義する必要があ
ります。コマンドに作業リストを定義する方法については、
てください。

SEPARATOR このキーワードは区切り値サービスで使用され、内容の区切り文字を特定します。

SEPARATORキーワードがあり、CONTENTキーワードを指定しない場合、CONTENT(*SV)が前提となります。
詳細については、「SEPARATOR」を参照してください。

ENTRY 保存する添付ファイルのファイル番号を指定します。省略値は1です。各添付ファイルに割り当てられる番号
は、送信者がメールに添付ファイルを追加した順序で決まります。

SELECT 添付ファイル名に基づいて、保存する添付ファイルを選択します。

ENCODING バイト内容のUnicode文字列変換に適用されるエンコーディングを指定します。ENCODINGキーワードの省略値
は*DEFAULTです。
詳細については、「ENCODING」を参照してください。



SVROW オプションのキーワードSVROWは、レコードを読み込む際の開始行を指定する場合に使用されます。
詳細については、「SVROW」を参照してください。

SVROWLIMIT オプションのキーワードSVROWLIMITは、読み込まれる行数を指定する場合に使用されます。
詳細については、「SVROWLIMIT」を参照してください。

SVMODE このキーワードは、区切り値データを処理するコンテンツ・ハンドラーとサービスで使用され、インバウンド
区切り値データの処理方法を定義します。

詳細については、「SVMODE」を参照してください。

SVHEAD このオプションのキーワードは、区切り値データのフィールド・レイアウトの記述に使用されます。

詳細については、「SVHEAD」を参照してください。

NUMBERFORMAT このオプションのキーワードは、小数区切り文字が小数点文字「.」ではない数字文字列を処理します。
詳細については、「NUMBERFORMAT」を参照してください。

	

例

RDML
TRUNCATEキーワードを使用すると、行の長さが作業リストのフィールドの長さを超える場合
でも本文の内容が作業リストに追加されます。

	
DEF_LIST	NAME(#BODYLST)	FIELDS(#STD_TEXT)	TYPE(*WORKING)
	
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('READ	OBJECT(*TEXT)	SERVICE_LIST(STD_TEXT)	TRUNCATE(*BOTH)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#BODYLST)
	

RDMLX
添付ファイルは、その内容や内容のユーザー情報に従って処理できます。例えば、あるメールに

以下のような内容の添付ファイルmessage01.txtがあるとします。
	
					first,	second,	third,	fourth
					1,	2,	3,	4
					uno,	dos,	tres	,	quatro
					un	,	deux	,	trios	,
	
この添付ファイルの内容をテキストとして読み込みます(内容の各行が作業リストの各フィール
ドに配置されます)。



	
def_list	name(#attachlst)	fields(#fielda)	type(*working)
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	'read	object(*attachment)	content(*text)	select(message01.txt)')	to_get(#jsmsts	#jsmmsg	#attachlst)
	
または

	
添付ファイルをコンマ区切り変数ファイルとして読み込みます(作業リストには4列必要です)。

	
def_list	name(#attachlst)	fields(#fielda	#fieldb	#fieldc	#fieldd)	type(*working)
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	'read	object(*attachment)	content(*csv)	select(message01.txt)')	to_get(#jsmsts	#jsmmsg	#attachlst)
	

ILE	RPG
	
	*	NB:	This	MUST	match	the	structure	xml	provided	to	the	JSM	Server!
																																																																				
d	readlist								ds																		occurs(readocur)														
d		readtext																				255a																																	
																																																																				
d	readocur								c																			const(9999)																			
d	readsize								c																			const(%size(readlist))								
d	readcount							s														9p	0	inz(0)																								
																																																																				
c																			eval						jsmcmd	=	'READ	OBJECT(*TEXT)'								
c																													+	'	TRUNCATE(*BOTH)'																	
c																													+	'	SERVICE_STRUCTURE(POP3.ReadList)'
c																													+	'	OCCURS('	+	%char(readocur)	+	')'	
c																													+	'	SIZE('			+	%char(readsize)	+	')'	
																																																																			
c																			eval						%occur(readlist)	=	1												
c																			eval						bytelength	=	readocur	*	readsize
																																																																			
c																			callp					p_jsmcmdx(jsmcmd:readlist:bytelength:
c																																							jsmsts:jsmmsg)													
																																																																			
c																			if								jsmsts	=	'OK'																								
c																			callp					p_jsmbytelngth(bytelength)											



c																			if												(bytelength	>	0)																	
c																													and	(bytelength	<=	readocur	*	readsize)
c																			callp					p_jsmbyterecv(readlist)																	
c																			eval						readcount	=	bytelength	/	readsize						
c																			endif																																											
c																			endif																																											
	



DELETE
DELETEでは、フォルダーを閉じたときに現在のメッセージがメール・サーバーから削除される
ことを示す警告が表示されます。ほとんどのメール・クライアントは、メール・サーバーから自
身のメッセージを取り出してローカルに保存し、そのメッセージをサーバーから削除します。

DELETEコマンドは、CLOSEコマンドと組み合わせて機能します。
	
	DELETE	---------キーワードなし---------------------------------|
	

キーワード
このコマンドに関連するキーワードはありません。

例

RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(DELETE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	delete)	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'delete'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



CLOSE
CLOSEコマンドは、現在のフォルダーを閉じて、警告が表示されたメッセージをPOP3メール・
サーバーから削除します。

	
	CLOSE	---------キーワードなし---------------------------------|
	

キーワード
このコマンドに関連するキーワードはありません。

例

RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	close)	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'close'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



SERVICE_GET
SERVICE_GETコマンドにより、JSMクライアント・アプリケーションは、現在ロードされてい
るサービスに関連するプロパティ・ファイルのキーワード/値のプロパティにアクセスできま
す。

クライアント・アプリケーションは、サービスに関連するプロパティの値にアクセスできます
が、このような値を保持する共通の媒体としてサービス・プロパティ・ファイルを使用してアプ
リケーションに固有のプロパティの値にもアクセスした方が便利です。

後者の方法を使用する場合、アプリケーション定義のキーワード名と、現在または将来のバー
ジョンのLANSA	Integratorで使用されるキーワード名との間に競合が生じる可能性があります。
この可能性を減らすには、プロパティ・キーワードの先頭にグローバルな一意の名前を付ける必
要があります。以下の例では、この目的で接頭辞com.acme.propertyが使用されています。
サービス・プロパティのキーワード値は、JSM	Messageフィールドに返されます。キーワードが
存在しない場合、NOT_EXISTというステータスが返されます。
	
	SERVICE_GET	--------	PROPERTY	-----値-------------------->
	
																		>--	TRACE	-------	*SERVICE-------------------|
																																				*TRANSPORT
	

キーワード

PROPERTY サービス・プロパティ・ファイルでチェックするキーワー
ド/値を指定します。
サービス・プロパティのキーワード値は、JSM	Message
フィールドに返されます。キーワードがサービス・プロパ
ティ・ファイルに存在しない場合、NOT_EXISTというス
テータスが返されます。

TRACE 									*SERVICE	-	サービス・トレース・ファイルを読み込
みます。

									*TRANSPORT	-	転送トレース・ファイルを読み込み
ます。

	

例
例では、サービス・プロパティ・ファイルのcom.acme.property.messagetype	(アプリケーション定
義のプロパティ)の値を取り出します。このプロパティは、以下のような行を含むサービス・プ
ロパティで定義できます(この場合、値「html」がアプリケーションに返されます)。

	
com.acme.property.messagetype=html
	



RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SERVICE_GET	PROPERTY(com.acme.property.messagetype)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
#jsmcmd	:=	'	service_get	property(com.acme.property.messagetype)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'service_get'
c																													+	'	property(com.acme.property.messagetype)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



SERVICE_UNLOAD
SERVICE_UNLOADコマンドは、サービスをアンロードして一時ディレクトリを削除します。
	
	SERVICE_UNLOAD	---------キーワードなし--------------------------|
	

キーワード
このコマンドに関連するキーワードはありません。

例

RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(SERVICE_UNLOAD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	service_unload)	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'service_unload'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



5.13.4	POP3MailServiceの例
最も一般的な以下のクライアント・プログラミング言語用の例が提供されています。

RDML
RDMLX
RPG



5.13.5	トラブルシューティング
									メールを読み込む際にエラー・メッセージ[token	count	does	not	equal	list	field	count	at	record
line	:	nn]が表示された場合、電子メールから読み込まれる情報と作業リスト定義が一致して
いません。

テキスト内容(READ	OBJECT(*TEXT)など)を読み込む場合、SERVICE_LISTとして使用され
る作業リストに1つのフィールドを指定する必要があります。

テキスト内容以外の内容(区切り文字を含む内容など)を読み込む場合、その内容の最大列数
が収まるように作業リストを定義する必要があります。



5.14	SMSService
SMSServiceにより、アプリケーションはショート・メッセージ・サービスのテキスト・メッセー
ジ(一般的にSMSやメッセージ送信として知られる)を、世界中のどの場所の携帯電話にも送信で
きます。この数年でSMSは広く使用される通信ツールになっています。通常、これは携帯電話同
士のメッセージ送信に使用されますが、コンピュータで作成されたメッセージを携帯電話に送信
する需要もかなり増加しています。

SMSServiceが機能するには、メッセージの詳細をSMSゲートウェイに送信する必要があります。
SMSゲートウェイは、通常、SMSメッセージを通信プロバイダに送信するサービスを提供する企
業になります。SMSServiceにより、SMSゲートウェイにメッセージを送信する2つの方法が提供
されます。

									SMTPプロトコル	-	この方法では、SMSServiceは、メッセージの詳細を作成し、その詳細
をSMSゲートウェイにメールで送信します。

									HTTPプロトコル	-	この方法では、SMSServiceは、メッセージの詳細をHTTPポストとして
SMSゲートウェイに転送します。HTTP転送では、HTTPSオプションなどでより高度なセ
キュリティが提供されるため、アプリケーションで必要な場合はHTTP転送を使用します。

2つの転送ではSMTPの方が簡単です。SMTPはこのサービスの省略値転送です。SMTP転送はほ
ぼ業界標準になっています。例えば、ほとんどのSMSゲートウェイ・サービス・プロバイダで
は、メール・メッセージを以下の形式でゲートウェイに送信する必要があります。

メール・アドレス：<メッセージの送信先の電話番号>@<SMSゲートウェイ・プロバイダの
メール・ドメイン>	
例えばnnnnnnnnnn@streetdata.com.auの場合、nnnnnnnnnnがメッセージの送信
先の携帯電話番号になります。

メールの件名：(このSMSプロバイダに登録している)アカウントIDとパスワードなど

メールのメッセージ：携帯電話に送信するメッセージなど

一部のSMSゲートウェイ・プロバイダでは、情報を他の形式でゲートウェイに送信する必要があ
りますが、SMTP転送では、規定の要件を満たすようにメールを作成することが比較的簡単で
す。

HTTP転送の柔軟性は低いため、プロバイダ間の業界標準はありません。HTTPポストを名前付き
の値ペアとしてゲートウェイに送信する必要がある場合や、SOAP要求が必要な場合、他の形式
のXML要求が必要な場合もあります。
出荷されたSMSServiceにはすぐに実行可能なHTTPソリューションが付属しています。このソ
リューションは、www.streetdata.comで提供されるサービスで機能します。Streetdata	HTTPサービ
スは、名前付きの値ペアを使用します。

別のSMSゲートウェイ・サービス・プロバイダで提供されるHTTP転送を使用する場合は、
LANSA販売代理店にお問い合わせください。
SMSServiceは、現在、Multimedia	Messaging	Server	(MMS)メッセージに対応するようにセット
アップされていませんが、SMTPMailServiceを使用すればこの制限はなくなる可能性がありま
す。

関連サービス
SMSServiceは他のサービスに依存しません。
一部のサービス・プロバイダでは、配信通知応答(成功や失敗など)、または送信したメッセージ
の監査が提供されます。このようなメッセージは、通常、「From」アドレスに送り返されま



す。POP3MailServiceを使用してこれらのメッセージを監視できます。
多くの場合、SMTPMailServiceを使用しても同じ結果が得られます。SMSServiceでは、HTTP経由
で情報を送信できるなど、より柔軟性の高いソリューションが提供されます。

技術仕様
SMSServiceに必要な情報のほとんどがSMSServiceプロパティ・ファイルで定義されます。これに
より、プロパティ使用の一貫性が保証され、サービスを使用するたびにこの情報を宣言する必要
がなくなります。



5.14.1	SMSServiceの役割
SMSメッセージングは、現在、携帯電話でテキスト情報の一部を通信する場合にとても幅広く使
用されているツールです。

以下に、SMSServiceの適用方法や適用場所に関する例を示します。

注文の進捗に関する更新状況をサプライ・チェーン経由で顧客に送信す
る
顧客が自分の注文の処理状況に関する最新情報を伝えてもらいたいとします。物流会社のERPシ
ステムでは、その顧客にSMSメッセージを送信して、出荷の行方に関する最新情報を伝えること
ができます。荷物が各種倉口を通過するときにSMSメッセージを顧客に送信するトリガーを設定
できます。

エンジニアにメッセージを警告する
機器が故障した顧客や、対応が必要な顧客をSMSメッセージ経由でフィールドのエンジニアに知
らせることができます。SMSアプローチでは、(携帯電話に電話をかけるのではなく)情報の取得
以外の安価な代替案をエンジニアに提供します。また、SMSアプローチにすぐに対応する必要は
ありません。したがって、エンジニアが別の問題にすでに取り掛かっている場合、適時待機して
からサポート要求に応えることができます。



5.14.2	SMSServiceの使用
RDML/RDMLXと、RPGまたはCなどの3GLのどちらでクライアント・アプリケーションを作成
する場合も同じ基本ステップを完了する必要があります。

例えば、携帯電話にSMSを送信するアプリケーションでは、通常、以下のコマンドを発行しま
す。

JSM(X)_OPEN
JSM(X)_COMMAND
					SERVICE_LOAD
										SET
										SEND
					SERVICE_UNLOAD
JSM(X)_CLOSE



5.14.3	SMSServiceのプロパティ
以下にSMSService.propertiesの内容を示します。これらは、LANSA	Integratorの標準インストール
に付属しています。これらの値は、SERVICE_LOADコマンドを実行すると省略値でロードされ
ます。

SMSService.propertiesファイルはキーワードの2つのセットで構成されます。1つはHTTP転送に関
するセット、もう1つはSMTP転送に関するセットです。
省略値ではSMTP転送がSMSServiceによって使用されます。HTTP転送を使用するには、
transport=smtpプロパティのコメントを外し、transport=httpプロパティがアクティブになることを
許可するか、transport=smtpプロパティの後にtransport=httpプロパティを追加します。または、
TRANSPORTコマンドのキーワードを使用して、転送プロパティ値をオーバーライドします。
新しいLANSAインストールに付属のSMSService.propertiesファイルのHTTP転送キーワードは、
SMSゲートウェイ・サービス・プロバイダーとしてwww.streetdata.com.auを使用する場合に限定
されます。別のSMSゲートウェイ・サービス・プロバイダーを使用する場合、これらの設定を修
正する必要があります。設定を直接修正するには、SMSServices.propertyファイルを修正する
か、アプリケーションでSETコマンドを使用します。別のプロバイダーからHTTP転送サービス
を使用する場合は、LANSA販売代理店にお問い合わせください。
SMTP転送を使用する場合、SMSゲートウェイ・サービス・プロバイダーのディレクティブに
従ってSMSService.propertiesファイルで省略値を設定する必要があります。または、アプリケー
ションでSETコマンドを使用して、これらの値を実行時に設定します。

	
#!<studio-project	id="20000000-000000"	name="lansa">
#
#	SMSService	resources	(	Default	)
#
transport=http
provider=streetdata
uri=/admin/msg.php
host=www.streetdata.com.au
#	secure=*yes
account.user=12345
account.password=abcde
#
transport=smtp
port=25
server=nnn.nnn.nnn.nnn
subject=user+password
from.address=person@mycompany.com
mail.domain=mycompany.com
mobile.domain=smscompany.com
#	charset=iso-8859-1
#	encoding=ISO8859_1



#
#!</studio-project>
	

次に、SMSServices.propertiesファイルで定義されるキーワードについて説明します。

キーワード

transport SMSゲートウェイ・サービス・プロバイダーへのSMS
詳細の送信に使用する転送メカニズムの指定に使用さ
れます。

以下の2つのオプションがあります。
値が*SMTPの場合、SMS詳細がSMSゲートウェイ・
サービス・プロバイダーにメールで送信されます。
*SMTPが省略値転送です。
値が*HTTPの場合、SMS詳細がSMSゲートウェイ・
サービス・プロバイダーにHTTPポスト経由で送信さ
れます。*SMTPが省略値であるため、*HTTPを使用す
るには、アプリケーション内のSETコマンドでこの
キーワードに*HTTPを指定する必要があります。
選択した転送は、ほとんどの場合、SMSゲートウェ
イ・サービス・プロバイダーで登録するサービスに基
づきます。
この値をアプリケーションでオーバーライドするに
は、SETコマンドでTRANSPORTキーワードを使用し
ます。

provider このキーワードは*HTTP転送でのみ使用されます。
インストール時の省略値はSTREETDATAです。
SMSServiceの*HTTP転送オプションは、
www.streetdata.com.auプロバイダーをサポートするよ
うに構成されています。各プロバイダーでは一意の実
装やメソッドをそれぞれ用意しているため、その方法
でSMSデータを受け取る必要があります。サポートさ
れていないプロバイダーを使用する場合は、LANSA
販売代理店にお問い合わせください。
この制限は*SMTP転送に適用されない点に注意してく
ださい。

この値をアプリケーションでオーバーライドするに



は、SETコマンドでPROVIDERキーワードを使用しま
す。

uri このキーワードは*HTTP転送でのみ使用されます。
SMSゲートウェイ・サービス・プロバイダーから提供
されるHTTPリソースです。
省略値は/admin/msg.phpです。
この値をアプリケーションでオーバーライドするに
は、SETコマンドでURIキーワードを使用します。

host このキーワードは*HTTP転送でのみ使用されます。
SMSゲートウェイ・サービス・プロバイダーから提供
されるホスト値です。
インストール時の省略値はwww.streetdata.com.auで
す。
この値をアプリケーションでオーバーライドするに
は、SETコマンドでこのHOSTキーワードを使用しま
す。

secure このキーワードは*HTTP転送でのみ使用されます。
SSL	(暗号化されたHTTPS)を使用して詳細を送信する
には、この値を*YESに設定する必要があります。
インストール時の省略値は*NOです。
この値をアプリケーションでオーバーライドするに
は、SETコマンドでSECUREキーワードを使用しま
す。

account.user このキーワードは*HTTP転送でのみ使用されます。
SMSゲートウェイ・サービス・プロバイダーから提供
されるアカウント名です。
この値をアプリケーションでオーバーライドするに
は、SETコマンドでACCOUNT_USERキーワードを使
用します。

account.password このキーワードは*HTTP転送でのみ使用されます。
アカウントのパスワードです。
この値をアプリケーションでオーバーライドするに
は、SETコマンドでACCOUNT_PASSWORDキーワー



ドを使用します。

port このキーワードは*SMTP転送でのみ使用されます。
SMTPメール・サーバーが実行するTCP/IPポートで
す。
省略値は25です。
このキーワードは任意です。

この値をアプリケーションでオーバーライドするに
は、SETコマンドでPORTキーワードを使用します。

server このキーワードは*SMTP転送でのみ使用されます。
SMS詳細を含むメール送信に使用しているSMTPサー
バーのアドレスです。
この値をアプリケーションでオーバーライドするに
は、SETコマンドでSERVERキーワードを使用しま
す。

subject このキーワードは*SMTP転送でのみ使用されます。
メールの件名が含まれます。
通常、この中には、使用しているSMSゲートウェイの
ユーザー・アカウントとアカウント・パスワード(形
式はユーザー+パスワード)が含まれます。プロバイ
ダーでは各自の形式を用意しているため、プロバイ
ダーで形式を確認してください。
この値をアプリケーションでオーバーライドするに
は、SETコマンドでSUBJECTキーワードを使用しま
す。

from.address このキーワードは*SMTP転送でのみ使用されます。
SMSゲートウェイ・サービス・プロバイダーからの
メール応答の戻り先アドレスです。このような応答に
はSMSステータス情報(SMSの失敗など)が含まれま
す。
通常は、企業のいずれかのメール・アドレスになり、
おそらくこのような応答受信専用のアドレスになりま
す。有効なメール・アドレスにしてください。多くの
プロバイダーでは、すでに登録されているアドレスし



か受け入れません。
この値をアプリケーションでオーバーライドするに
は、SETコマンドでFROMキーワードを使用します。

mail.domain このキーワードは*SMTP転送でのみ使用されます。
SMTP	HELOコマンドで発行されるメール・ドメイン
です。この値によって、これがメール・ドメインであ
ることがSMTPサーバーに伝えられます。
このキーワードは任意です。
この値をアプリケーションでオーバーライドするに
は、SETコマンドでMAILDOMAINキーワードを使用
します。

mobile.domain このキーワードは*SMTP転送でのみ使用されます。
メールとSMS詳細の送信先メール・ドメインです。
通常、この値の先頭はSMSの送信先携帯番号になりま
す。例えば、SMSを12345678という番号に送信し、携
帯ドメインがstreetdata.com.auの場合、メッセージの送
信先のメール・アドレスは12345678@streetdata.com.au
になります。
この値をアプリケーションでオーバーライドするに
は、SETコマンドでMOBILEDOMAINキーワードを使
用します。

charset このキーワードは*SMTP転送でのみ使用されます。
本文と件名の文字セット・エンコーディングです。
このキーワードは任意です。
この値をアプリケーションでオーバーライドするに
は、SETコマンドでCHARSETキーワードを使用しま
す。

encoding このキーワードは*SMTP転送でのみ使用されます。
本文エンコーディングです。
このキーワードは任意です。
この値をアプリケーションでオーバーライドするに
は、SETコマンドでENCODINGキーワードを使用しま
す。



	



5.14.4	SMSServiceのコマンド
アプリケーションからSMSServiceにコマンドを発行するには、JSM_COMMANDや
JSMX_COMMAND組み込み関数または選択した開発言語のAPIを使用してJava	Service	Manager経
由でコマンド文字列を渡します。

SMSServiceで処理するコマンドは以下のとおりです。
SERVICE_LOAD
SET
SEND
SERVICE_UNLOAD



SERVICE_LOAD
サービスをロードして初期化します。

	
																																																											必須
	
	SERVICE_LOAD	----	SERVICE	---------サービス名---------------->
	
																																																											任意
	
															>--	TRACE	-----------	*NO	------------------------->
																																					*YES
																																					*ERROR
	
															>--	TRACE_NAME	------名前------------------------|
																																					*SERVICE
																																					*PROCESS
																																					*FUNCTION
																																					*JOBNAME
																																					*JOBUSER
																																					*JOBNUMBER
	
詳細については、以下を参照してください。

クライアントからのサービス・プログラム・トレース

キーワード

SERVICE ロードするサービスの名前	-	この場合はSMSService

TRACE クライアント・プログラムのトレースを有効にするに
は、SERVICE_LOADコマンドでTRACEキーワードを使
用します。

TRACEキーワードに可能な値は以下のとおりです。
									*NO
									*YES

									*ERROR
トレース・オプション*ERRORはトレースを有効にし
ます。サービスがステータスERROR、FATAL、または
SOAPFAULTをクライアントに返さない場合、トレー
ス・ファイルはJSM	CLOSE呼び出しで削除されます。

TRACE_NAME このオプションのキーワードを使用すると、クライア
ントは、クライアントのtraceサブディレクトリの最後



にユーザー定義の名前を追加できます。
TRACE_NAMEキーワードには、特殊なキーワード値
も使用できます。

									*SERVICE
									*PROCESS
									*FUNCTION

									*JOBNAME
									*JOBUSER
									*JOBNUMBER

	

例

RDML
	
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('SERVICE_LOAD	SERVICE(SMSSERVICE)'
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
#jsmcommand	:=	'service_load	service(SMSService)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	#jsmcommand)	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'service_load'
c																													+	'	service(SMSService)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



SET
SETコマンドはオプションのコマンドで、SMSService.propertiesファイルで定義された値をオー
バーライドする場合に主に使用されます。

アプリケーション内で複数のキーワードを設定するには、SETコマンドを複数回使用するか、1
つのSETコマンドに複数のキーワードを定義して使用します。
	
																																																											任意
	
	SET	-------------	TRANSPORT	-------	*SMTP	----------------------->
																																					*HTTP
	
															>--	PROVIDER		-------値----------------------->
	
															>--	HOST	------------値----------------------->
	
															>--	SECURE	----------	*NO	------------------------->
																																					*YES
	
															>--	URI	-------------値----------------------->
	
															>--	ACCOUNT_USER	----値----------------------->
	
															>--	ACCOUNT_PASSWORD-値----------------------->
	
															>--	SERVER	----------値----------------------->
	
															>--	PORT	------------値----------------------->
	
															>--	MAILDOMAIN	------値----------------------->
	
															>--	MOBILEDOMAIN	----値----------------------->
	
															>--	FROM	------------値----------------------->
	
															>--	CHARSET	---------値----------------------->
	
															>--	ENCODING	--------値----------------------->
	
															>--	SUBJECT	---------値-----------------------|
	
	

キーワード

TRANSPORT SMSゲートウェイ・サービス・プロバイダー
へのSMS詳細の送信に使用する転送メカニズ
ムの指定に使用されます。



以下の2つのオプションがあります。
*SMTPの場合、SMS詳細がSMSゲートウェ
イ・サービス・プロバイダーにメールで送信
されます。*SMTPが省略値転送です。
*HTTPの場合、SMS詳細がSMSゲートウェ
イ・サービス・プロバイダーにHTTPポスト
経由で送信されます。*SMTPが省略値のた
め、この転送を使用するには、アプリケー
ション内のSETコマンドでこのキーワードに
*HTTPを指定するか、SMSService.properties
ファイルでキーワードを設定する必要があり
ます。
選択した転送は、ほとんどの場合、SMSゲー
トウェイ・サービス・プロバイダーで登録す
るサービスに基づきます。
このキーワードを使用すると、

SMSService.propertiesファイルのtransport
値をオーバーライドできます。

PROVIDER このキーワードは*HTTP転送でのみ使用され
ます。

転送に*HTTPを選択した場合のみ使用しま
す。
省略値はSTREETDATAです。
SMSServiceの*HTTP転送オプションは、
www.streetdata.com.auプロバイダーをサポー
トするように設定されています。各プロバイ
ダーでは一意の実装やメソッドをそれぞれ用
意しているため、その方法でSMSデータを受
け取る必要があります。サポートされていな
いプロバイダーを使用する場合は、LANSA
販売代理店にお問い合わせください。

この制限は*SMTP転送に適用されない点に
注意してください。
このキーワードを使用すると、

SMSService.propertiesファイルのprovider



値をオーバーライドできます。

HOST このキーワードは*HTTP転送でのみ使用され
ます。

SMSゲートウェイ・サービス・プロバイダー
から提供されるホスト値です。
インストール時の省略値は
www.streetdata.com.auです。
このキーワードを使用すると、

SMSService.propertiesファイルのhost値を
オーバーライドできます。

SECURE このキーワードは*HTTP転送でのみ使用され
ます。

SSL	(暗号化されたHTTPS)を使用して詳細を
送信するには、この値を*YESに設定しま
す。
インストール時の省略値は*NOです。
このキーワードを使用すると、

SMSService.propertiesファイルのsecure値を
オーバーライドできます。

URI このキーワードは*HTTP転送でのみ使用され
ます。

SMSゲートウェイ・サービス・プロバイダー
から提供されるHTTPリソースです。
このキーワードを使用すると、

SMSService.propertiesファイルのuri値をオー
バーライドできます。

ACCOUNT_USER このキーワードは*HTTP転送でのみ使用され
ます。

SMSゲートウェイ・サービス・プロバイダー
から提供されるアカウント名です。
このキーワードを使用すると、
SMSService.propertiesファイル
のaccount.user値をオーバーライドでき



ます。

ACCOUNT_PASSWORD このキーワードは*HTTP転送でのみ使用され
ます。

アカウントのパスワードです。
このキーワードを使用すると、
SMSService.propertiesファイル
のaccount.password値をオーバーライ
ドできます。

SERVER このキーワードは*SMTP転送でのみ使用さ
れます。

SMS詳細を含むメール送信に使用している
SMTPサーバーのアドレスです。
このキーワードを使用すると、

SMSService.propertiesファイルのserver値を
オーバーライドできます。

PORT このキーワードは*SMTP転送でのみ使用さ
れます。

SMTPメール・サーバーが実行するTCP/IP
ポートです。
省略値は25です。
このキーワードは任意です。

このキーワードを使用すると、

SMSService.propertiesファイルのport値を
オーバーライドできます。

MAILDOMAIN このキーワードは*SMTP転送でのみ使用さ
れます。

SMTP	HELOコマンドで発行されるメール・
ドメインです。この値によって、これがメー
ル・ドメインであることがSMTPサーバーに
伝えられます。
このキーワードは任意です。
このキーワードを使用すると、



SMSService.propertiesファイル
のmail.domain値をオーバーライドでき
ます。

MOBILEDOMAIN このキーワードは*SMTP転送でのみ使用さ
れます。

メールとSMS詳細の送信先メール・ドメイン
です。
通常、この値の先頭はSMSの送信先携帯番号
になります。例えば、SMSを12345678という
番号に送信し、携帯ドメインが
streetdata.com.auの場合、メッセージの送信先
のメール・アドレスは
12345678@streetdata.com.auになります。
このキーワードを使用すると、
SMSService.propertiesファイル
のmobile.domain値をオーバーライドで
きます。

FROM このキーワードは*SMTP転送でのみ使用さ
れます。

SMSゲートウェイ・サービス・プロバイダー
からのメール応答が戻される、メール

のFROMアドレスです。このような応答に
はSMSステータス情報(SMSの失敗など)が含
まれます。
通常は、企業のいずれかのメール・アドレス
になり、おそらくこのような応答受信専用の
アドレスになります。有効なメール・アドレ
スにしてください。多くのプロバイダーで
は、すでに登録されている値しか受け入れま
せん。
提供される値がメール・ドメインに追加され
るため、アドレスの最初の部分を入力するだ
けで構いません。例えば、メール・ドメイン

がmycompany.comで、FROM値



にjohn.smithを指定した場合、リターン・
メール・アドレス

はjohn.smith@mycompany.comにな
ります。
このキーワードを使用すると、
SMSService.propertiesファイル
のfrom.address値をオーバーライドでき
ます。

CHARSET このキーワードは*SMTP転送でのみ使用さ
れます。

本文と件名の文字セット・エンコーディング
です。
このキーワードは任意です。
このキーワードを使用すると、

SMSService.propertiesファイルのcharset値
をオーバーライドできます。

ENCODING このキーワードは*SMTP転送でのみ使用さ
れます。

本文エンコーディングです。
このキーワードは任意です。
このキーワードを使用すると、

SMSService.propertiesファイルのencoding
値をオーバーライドできます。

SUBJECT このキーワードは*SMTP転送でのみ使用さ
れます。

メールの件名が含まれます。
通常、この中には、使用するSMSゲートウェ
イのユーザー・アカウントとアカウント・パ

スワード(形式はユーザー+パスワー
ド)が含まれます。プロバイダーでは各自の
形式を用意しているため、プロバイダーで確
認してください。



このキーワードを使用すると、

SMSService.propertiesファイルのsubject値
をオーバーライドできます。

	

例

RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SET	TRANSPORT(*HTTP)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SET	ACCOUNT_NAME(USERID)	ACCOUNT_PASSWORD(USERPSWD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	'set	transport(*http)')	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
	
c				eval		jsmcmd	=	'service_unload'
c				callp		p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



SEND
	
	SEND	-----------------	TO	-----------値-------------------->
	
																				>--	MSG	----------値--------------------|
	

キーワード

TO SMSメッセージを送信する携帯電話の電話番号のみが含まれ
ます。

例えば、+6091234567のようになります。

MSG 送信するメッセージが含まれます。
	

コメント/警告
使用するSMSゲートウェイ・サービス・プロバイダーには、携帯電話に送信可能なメッセージの
長さに制限があります。SMSServiceは、MSGキーワードに設定したどのような情報もプロバイ
ダーに渡しますが、プロバイダーで処理できるデータ量の確認はユーザーの責任で行います。プ
ロバイダーからは、その制限についてアドバイスをもらうことができます。

国際携帯電話にメッセージを送る場合、TOキーワードの番号形式は、通常、プラス記号(+)、国
コード、電話番号の順になります。ローカル番号へのメッセージの場合、通常、国コードは必要
ありませんが、国コードを入れた場合でも機能します。必要な形式が正確にどのようなものか
は、プロバイダーに確認してください。

例

RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SEND	TO(+6012345678)	MSG(Your	parcel	is	ready	for	pickup)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	'send	to(+6012345678)	msg(Your	parcel	is	ready	for	pickup)')	to_get(jsmxsts	#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
	
c				eval		jsmcmd	=	'send	to(+6012345678)	msg(Your	parcel	is	ready	for	pickup)'
c				callp		p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



SERVICE_UNLOAD
SERVICE_UNLOADコマンドは、サービスをアンロードして一時ディレクトリを削除します。
	
	SERVICE_UNLOAD	---------キーワードなし--------------------------|
	

キーワード
このコマンドに関連するキーワードはありません。

例

RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(SERVICE_UNLOAD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	service_unload)	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'service_unload'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



5.14.5	SMSServiceの例
ヒント：このサービスの*SMTP転送をテストするには、携帯ドメイン・キーワードにローカ
ル・メール・アドレスを使用します。この方法では、SMSゲートウェイ・プロバイダーのシステ
ムに対してテストする前にメールを自身に送信してアプリケーションの通常の流れをテストでき
ます。SMSゲートウェイ・プロバイダーのシステムに対するテストは、無料のテスト用SMSが提
供されない限り、費用がかかります。

RDML
RDMLX
RPG



5.15	XMLFileService
サービス名：XMLFileService
XMLFileServiceでは、XMLファイルの読み込みと作成が可能です。
XMLFileServiceは以下のコマンドをサポートしています。
SERVICE_LOAD
SERVICE_GET
READ
WRITE
SEND
RECEIVE
DELETE
RENAME
SET
LIST
SERVICE_UNLOAD



5.15.1	SERVICE_LOAD
SERVICE_LOADイベントで、サービスはスキーマ検証が有効かどうかを判断します。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SERVICE_LOAD SCHEMA 	 任意。「SCHEMA」を参照
してください。

VALIDATING 	 任意。「VALIDATING」を
参照してください。

DOMSET 	 任意。「DOMSET」を参照
してください。

DOMSETMODEL 	 任意。「DOMSETMODEL」
を参照してください。

DOMSETRESULT 	 任意。「DOMSETRESULT」
を参照してください。

DOMGET 	 任意。「DOMGET」を参照
してください。

DOMGETRESULT 	 任意。「DOMGETRESULT」
を参照してください。

	



5.15.2	SERVICE_GET
構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/
値に関する開発担当者
メモ

SERVICE_GET PROPERTY 値 条件付。サービス・プ
ロパティを取得しま
す。

TRACE *SERVICE 条件付。サービス・ト
レース・ファイルを読
み込みます。

*TRANSPORT 条件付。転送トレー
ス・ファイルを読み込
みます。

	



5.15.3	READ
このサービスのREADコマンドが実行されると、以下のステップが行われます。
HOSTキーワードがない場合、ローカル・ファイルの内容が読み込まれます。それ以外の場合
は、FTP	GETプロトコルを使用してリモート・ファイルを読み込みます。
サービスは、受信したバイト内容のUnicode変換に適用されるエンコーディングを決定します。
省略値のアクションでは、XMLソースのエンコーディングを自動検出します。
サービスは、Unicode内容をUTF-8バイト内容に変換します。
サービスは、Unicodeデータを保管する必要があるかどうかを判断します。
ローカル・ファイル・システムからファイルを読み込むには、FILEキーワードのみが必要で
す。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関する
開発担当者メモ

READ FILE 値 必須。ファイル・パス

ENCODING 	 任意。「ENCODING」を参照し
てください。
省略値ではエンコーディングを自
動検出します。

ARCHIVE 	 任意。「ARCHIVE」を参照して
ください。

	
FTPプロトコルを使用してリモート・ファイル・システムからファイルを読み込むには、HOST
キーワードが必要です。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関する
開発担当者メモ

READ HOST 値 条件付。FTPサーバー

FILE 値 必須。ファイル・パス

ENCODING 	 任意。「ENCODING」を参照し
てください。
省略値ではエンコーディングを
自動検出します。



ARCHIVE 	 任意。「ARCHIVE」を参照して
ください。

USER 値 必須。ユーザー

PASSWORD 値 必須。パスワード

NAMEFMT 0 任意。パス名形式、
library/file.member

1 パス名形
式、/directory/directory/file

DATALINK *PASV 任意。省略値。データ・チャネ
ル接続モード

*PORT データ・チャネル接続モード

MODE *BINARY 任意。省略値。データ転送モー
ド

*ASCII データ転送モード
	



5.15.4	WRITE
このサービスのWRITEコマンドが実行されると、以下のステップが行われます。
サービスは、出力されたUnicode内容を保管する必要があるかどうかを判断します。
サービスは、出力されたUnicodeのバイト変換に適用されるエンコーディングを決定します。
HOSTキーワードがない場合、バイト内容がローカル・ファイルに書き込まれます。それ以外の
場合は、FTP	PUTプロトコルを使用してリモート・ファイルに書き込みます。
ローカル・ファイル・システムにファイルを書き込むには、FILEキーワードのみが必要です。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関する
開発担当者メモ

WRITE FILE 値 必須。ファイル・パス

ENCODING 	 任意。「ENCODING」を参照して
ください。
省略値のエンコーディングはUTF-
8です。

ARCHIVE 	 任意。「ARCHIVE」を参照して
ください。

	
FTPプロトコルを使用してリモート・ファイル・システムにファイルを書き込むには、HOST
キーワードが必要です。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

WRITE HOST 値 条件付。FTPサーバー

FILE 値 必須。ファイル・パス

ENCODING 	 任意。「ENCODING」を参照し
てください。
省略値のエンコーディングは
UTF-8です。

ARCHIVE 	 任意。「ARCHIVE」を参照し
てください。



USER 値 必須。ユーザー

PASSWORD 値 必須。パスワード

NAMEFMT 0 任意。パス名形式、
library/file.member

1 パス名形
式、/directory/directory/file

DATALINK *PASV 任意。省略値。データ・チャネ
ル接続モード

*PORT データ・チャネル接続モード

MODE *BINARY 任意。省略値。データ転送モー
ド

*ASCII データ転送モード
	



5.15.5	SEND
このサービスのSENDコマンドが実行されると、以下のステップが行われます。
XSLキーワードを使用するサービスは、プログラム・フィールドとリストを結果のXMLに変換
します。FRAGMENTキーワードがある場合、この変換は保管されます。これが、送信される最
後のXMLの唯一のフラグメントであるためです。FRAGMENTキーワードがない場合、この変換
が最後として扱われ、最後の出力XMLが構築されてファイルへの書き込み準備が整います。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関する
開発担当者メモ

SEND XSL 	 必須。「XSL」を参照してくださ
い。

FRAGMENT 	 任意。「FRAGMENT」を参照し
てください。

OUTPUT 	 任意。「OUTPUT」を参照してく
ださい。

	



5.15.6	RECEIVE
このサービスのRECEIVEコマンドが実行されると、以下のステップが行われます。
内容がない場合、OKステータスが返されます。
サービスはXMLを変換し、データをプログラム・フィールドやリストにバインドします。
RECEIVEコマンドを複数回呼び出して、複雑なXMLドキュメントのデータを受信できます。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関する
開発担当者メモ

RECEIVE XSL 	 必須。「XSL」を参照してくださ
い。

	



5.15.7	DELETE
DELETEコマンドは指定したファイルを削除します。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関する
開発担当者メモ

DELETE FILE 値 必須。ファイル・パス
	



5.15.8	RENAME
RENAMEコマンドは、指定したローカル・ファイルの名前を新しい名前に変更します。TO	(変
更後の)ファイルは元のFROM	(変更前の)ファイルと同じディレクトリ内になくてはなりませ
ん。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関する
開発担当者メモ

RENAME FROM 値 必須。古いファイル名

TO 値 必須。新しいファイル名

REPLACE *YES 任意。ファイルを置き換えます。

*NO ファイルを置き換えません。
REPLACEキーワードの省略値は
*NOです。
TOファイル名がある場合でも、
REPLACEキーワードを*YESにし
ない限り、名前変更プロセスは終
了します。

	



5.15.9	SET
SETコマンドは現在の作業ディレクトリを設定します。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関する
開発担当者メモ

SET DIR 値 必須。ディレクトリ
	



5.15.10	LIST
LISTコマンドは、コマンドのリスト・オブジェクトに絶対ファイル名を入れます。標準のファ
イル・パスを受信するには、1つのフィールド作業リストが必要です。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

LIST DIR 値 任意。作業リストにディレク
トリ・リストを入れます。該
当ディレクトリ内のファイル
がすべて選択されます。

EXT 値 任意。ファイル拡張子をフィ
ルタリングします。フィルタ
リング照合は大文字/小文字を
区別しません。

SORT *NONE 任意。ファイル名のソートが
可能です。省略値はソートを
行いません。

*NAME ファイル名でソートします。

*MODIFIED 更新日時によりソートしま
す。

REVERSE *YES 任意。ソートの順序を逆順に
します。

*NO 省略値。

DIRキーワードで指定したディレクトリ・パスが使用される場合、該当ディレクトリ内のファイ
ル名が選択されます。

例

LIST	DIR(/xmldata)	EXT(XML)	SERVICE_LIST(PATH)
これは、/xmldataディレクトリ内の拡張子XMLのファイル名のリストを返します。



5.15.11	SERVICE_UNLOAD
SERVICE_UNLOADコマンドは、サービスをアンロードします。

構文：

コマンド キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SERVICE_UNLOAD 	 	 	
	



5.16	XMLBindFileService
XMLBindFileServiceは、XMLドキュメントのデータをアプリケーションに読み込むジョブと、ア
プリケーションによるXMLドキュメントの作成を簡単に行うことを目的としています。これ
は、XMLバインディングウィザード(LANSA	Integratorスタジオの機能)から生成されたクラスを
消費するように設計されたサービスのうちの1つであるため、LANSA	Integratorスタジオの使用が
主体となります。

ここで重要となるのは、このサービスがXSLスタイル・シートではなくLANSA	Integratorスタジ
オで作成されたこれらのバインディングを使用する点です。こうした理由で、XSLスタイル・
シートが必要なサービスを使用するよりもこのサービスを使用する方がはるかに簡単であるた
め、このサービスは一般的に他のオプションよりも使用されます。

例えば、XML形式の注文をサーバー上のディレクトリに受ける場合、XMLBindFileServiceを使用
すると、注文データをXMLドキュメントで読み込み、データをプログラム内のフィールドに変
換できるため、プログラムはこのフィールドからデータを必要に応じて処理できます。あるい
は、お使いのアプリケーションでサプライヤに送信する注文を作成する必要が生じる場合もあり
ます。この場合、注文に必要なデータをアプリケーションで用意してから、XMLBindFileService
を使用してXMLドキュメントを作成します。
XMLBindFileServiceがクライアントとサーバー間のXMLファイルの転送に関与しない点に注意し
てください。XMLBindFileServiceを使用してXMLファイルをプログラムに読み込む場合、ファイ
ルがすでにXMLBindFileServiceにあることが前提になります。XMLドキュメントを受信する場
合、ファイルの送信は通常送信者の責任で行いますが、ファイルの送信方法や送信先を送信者に
当然伝える必要があります。それでもやはり、別の場所のXMLドキュメントをアプリケーショ
ンに読み込む際にサーバーに取り出す必要が生じる場合があります。このサービスを使用して
XMLドキュメントを書く(作成する)場合、受信者へのドキュメントの配信方法、配信時期、配信
先は関係ありません。XMLドキュメントを作成している当事者の場合、その当事者の責任でド
キュメントを送信することがほとんどです。

XMLドキュメントの転送を行う責任者の場合、LANSA	Integratorでも使用可能ないずれかの転送
サービスの使用を検討できます。これらの転送ベースのサービスについては、「関連サービス」
を参照してください。

関連サービス
XMLBindFileServiceは、XMLバインディングウィザード(LANSA	Integratorスタジオの機能)から
生成されたクラスを利用できるサービスのうちの1つです。このファミリーの他のサービスに
よって、XMLバインディングと特定の転送サポートが結合されます。これには、以下の機能が
含まれます。

									XMLBindQueueService

									HTTPInboundXMLBindService

									HTTPOutboundXMLBindService
XMLBindFileServiceではXMLドキュメントの転送は行われません。ドキュメントの転送が必要な
場合は、上記のいずれかのサービスを使用するか、以下のような転送中心のいずれかのサービス
とXMLBindFileServiceを組み合わせる必要があります。

									FTPService	-	アプリケーションはリモートFTPサーバーに対してファイルを送受信でき
ます。

									HTTPService	-	HTTPプロトコルを使用して内容を送受信する多くのコンテンツ・ハンド
ラーが提供されます。



									SMTPMailService	-	電子メールにXMLドキュメントを添付して受信者に送信できます。

									SMTPAttachmentSignatureService	-	デジタル署名付きのXMLドキュメントを電子メール
の添付機能で送信できます。

									POP3MailService	-	XMLドキュメントの添付ファイルが含まれる電子メールを受信でき
ます。

									JMSFileService	-	MQSeries、SonicMQ、ActiveMQなどのエンタープライズ・メッセージ
ング・システムを使用してXMLドキュメントを送受信できます。

XMLParserServiceとXMLFileServiceではXMLファイルを読み書きする別の手段が提供されます
が、ほとんどの新しいアプリケーションの場合、XMLバインディングウィザードに関連するい
ずれかのサービス(XMLBindFileServiceなど)を使用する方法が推奨されます。XMLParserService
とXMLFileServiceではXSLスタイル・シートを使用する必要があります。これは、XMLバイン
ディングウィザードを使用する方法よりもはるかに複雑になります。

技術仕様
XMLBindFileServiceは、LANSA	IntegratorスタジオのXMLバインディングウィザードを使用して
作成されるバインディングと一緒に使用する必要があります。プログラム内でXMLエレメント
とフィールドのマッピングを記述するには、XMLドキュメントのサンプルの使用から始めてく
ださい。XMLドキュメントは独自に作成できます。あるいはサード・パーティから提供されま
す。XMLドキュメントを作成したら、アプリケーションを実行する前に関連する.jarファイルと
プロパティ・ファイルをサーバーに移動する必要があります。

XMLバインディングウィザードに慣れていない場合は、「XMLバインディングウィザード」を
参照してください。



5.16.1	XMLBindFileServiceの役割
注文をXML形式で受け取り、応答を送信する
代理店からの注文をXMLドキュメント形式で受け取ることがあるため、ドキュメント内に保持
されているデータを、アプリケーションで利用できる情報、具体的にはフィールドとリスト
(LANSAアプリケーションの場合)、およびサブファイル(RPGなどの場合)に変換する必要があり
ます。この演習の最初のステップでは、LANSA	IntegratorスタジオのXMLバインディングウィ
ザードを使用して、アプリケーションで使用されるフィールド名にXMLエレメントをバインド
します。これらをバインドしたら、アプリケーションでXMLBindFileServiceを使用して、アプリ
ケーションのフィールドとリストにデータを読み込みます(READコマンドとGETコマンドを使用
します)。この作業を終えると、アプリケーションは注文を処理してシステムに入れるために必
要な操作を行うことができます。

多くの場合、何らかの形式で確認を送信者に送信する必要があります。今回は、
XMLBindFileServiceを使用してXMLドキュメントを応答として作成できます。具体的には、この
サービスに付属のWRITEコマンドとSETコマンドを使用します。
多くのXMLドキュメントを1つのディレクトリに受け入れるような状況にはどのように対応しま
すか?XMLBindFileServiceに付属のLISTコマンドを使用できます。このコマンドにより、ディレ
クトリ内にあるファイルの一覧が提供されるため、そのリストを使用して、処理したいファイル
を処理できます。

内部システム間でのデータの受け渡し
多くの企業では、異種システムのデータをまとめる際、問題に直面します。Windowsサーバー上
でOracle	Financialsを実行し、IBM	i	サーバー上で自作のRPGやLANSAシステムを実行するとしま
す。このようなデータを移動する場合に推奨される方法がXMLになります。これは組織内部で
あるため、等式の両辺を制御する場合と同様に簡単なジョブになります。Oracleには、希望の
XMLデータを生成する独自の方法があります。その方法がない場合は、XMLBindFileServiceを使
用して、移動が必要なデータをSETコマンドとWRITEコマンドでXMLドキュメントに変換し、
変換したドキュメントをネットワーク・ドライブに置くことができます。IBM	i	上にアプリケー
ションを作成すると、そのアプリケーションは生成されたXMLドキュメントを読み込むアク
ションを開始し、IBM	i	でデータを使用できるようにします。



5.16.2	XMLBindFileServiceの使用
RDML/RDMLXと、RPGまたはCなどの3GLのどちらでクライアント・アプリケーションを作成
する場合も同じ基本ステップを完了する必要があります。

例えば、XMLドキュメントを読み込む必要があるアプリケーションは、通常、以下のコマンド
を発行します。

JSM(X)_OPEN
JSM(X)_COMMAND
					SERVICE_LOAD
										READ
										BIND
										GET
										CLOSE
					SERVICE_UNLOAD
JSM(X)_CLOSE
一方、XMLドキュメントに書き込む必要があるアプリケーションは、通常、以下のコマンドを
発行します。

JSM(X)_OPEN
JSM(X)_COMMAND
					SERVICE_LOAD
										BIND
										SET
										WRITE
										CLOSE
					SERVICE_UNLOAD
JSM(X)_CLOSE
選択した開発言語に適用されるコマンドの詳細については、「Java	Service	Managerクライアン
ト」を参照してください。



5.16.3	XMLBindFileServiceのプロパティ
XMLBindFileServiceの操作に影響を与えるプロパティは、XMLBindFileService.propertiesファイル
で指定します。関連するプロパティは以下の2つのカテゴリーに分類されます。

									service.xxxxx=形式のプロパティ。BINDサービス・コマンドで指定したサービス名と、
XMLバインディングウィザードから生成されたクラスを関連付けます。これらのプロパ
ティは、プロジェクトの構築時にXMLバインディングウィザードで生成されるため、通
常、手動で入力する必要はありません。ただし、実稼働環境に配布する必要があります。
詳細については、「XMLバインディングウィザード」を参照してください。

									汎用プロパティ。サービスの操作に影響を与える省略値を提供します。これらのプロ
パティについては以下で説明します。

省略値のプロパティ・ファイルは、比較的注意を引くものではなく、大半はメッセージとともに
受け入れられます。次に、省略値のXMLBindFileService.propertiesファイルに付属のキーワードに
ついて説明します。

キーワード

validation.schema このキーワードは、XMLスキーマ検証を有効または
無効にする場合に使用されます。

validation.parser このキーワードは、XML検証を有効または無効にす
る場合に使用されます。

systemid.file このキーワードは、挿入するDTDエンティティ・リ
ゾルバーを指定する場合に使用されます。ここでは
複数のDTDエンティティ・リゾルバーを指定できま
す。



5.16.4	XMLBindFileServiceのコマンド
アプリケーションからXMLBindFileServiceにコマンドを発行するには、JSM_COMMANDや
JSMX_COMMAND組み込み関数または選択した開発言語のAPIを使用してJava	Service	Manager経
由でコマンド文字列を渡します。

XMLBindFileServiceで処理するコマンドは以下のとおりです。
SERVICE_LOAD
READ
WRITE
BIND
GET
SET
DELETE
RENAME
LIST
CLOSE
SERVICE_GET
SERVICE_UNLOAD



SERVICE_LOAD
サービスをロードして初期化します。

	
																																																											必須
	
	SERVICE_LOAD	----	SERVICE	---------サービス名---------------->
	
																																																											任意
	
															>--	TRACE	-----------	*NO	------------------------->
																																					*YES
																																					*ERROR
	
															>--	TRACE_NAME	------名前------------------------>
																																					*SERVICE
																																					*PROCESS
																																					*FUNCTION
																																					*JOBNAME
																																					*JOBUSER
																																					*JOBNUMBER
	
															>--	SCHEMA	----------	*NO	------------------------->
																																					*YES
	
															>--	VALIDATING	------	*NO	------------------------->
																																					*YES
	
															>--	DOMSET	----------	*READER	---------------------|
																																					*STREAM
	
詳細については、以下を参照してください。

クライアントからのサービス・プログラム・トレース

キーワード

SERVICE ロードするサービスの名前	-	この場合
はXMLBindFileService

TRACE クライアント・プログラムのトレースを有効にするに
は、SERVICE_LOADコマンドでTRACEキーワードを使
用します。

TRACEキーワードに可能な値は以下のとおりです。
									*NO
									*YES



									*ERROR
トレース・オプション*ERRORはトレースを有効にし
ます。サービスがステータスERROR、FATAL、または
SOAPFAULTをクライアントに返さない場合、トレー
ス・ファイルはJSM	CLOSE呼び出しで削除されます。

TRACE_NAME このオプションのキーワードを使用すると、クライア
ントは、クライアントのtraceサブディレクトリの最後
にユーザー定義の名前を追加できます。

TRACE_NAMEキーワードには、特殊なキーワード値
も使用できます。

									*SERVICE
									*PROCESS

									*FUNCTION
									*JOBNAME
									*JOBUSER

									*JOBNUMBER

SCHEMA 任意。「SCHEMA」を参照してください。

VALIDATING 任意。「VALIDATING」を参照してください。

DOMSET 任意。「DOMSET」を参照してください。
	

例

RDML
	
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('SERVICE_LOAD	SERVICE(XMLBINDFILESERVICE)'
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
#jsmcommand	:=	'service_load	service(XMLBindFileService)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	#jsmcommand)	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	



ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'service_load'
c																													+	'	service(XMLBindFileService)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



READ
READコマンドは、XMLドキュメントを解析してロードする場合に使用されます。
READコマンドが実行されると、以下のステップが行われます。
1.			サービスは、(XMLドキュメントの)受信したバイト内容からUnicode内容への変換に適用され
るエンコーディングを決定します。省略値のアクションでは、XMLソースのエンコーディン
グを自動検出します。自動検出では、<?xml	version="1.0"	encoding="UTF-8"?>などのXML宣
言エンコーディングからエンコーディングを決定します。

2.			サービスは、Unicode内容からUTF-8バイト内容に変換し、内容をドキュメント・オブジェク
トに解析します。

3.			サービスは、Unicodeデータを保管する必要があるかどうかを判断します。

																																																										必須
	READ	------------	FILE	------------ファイル・パス------------------>
																																																										任意
															>--	ENCODING	--------値---------------------->
															>--	ARCHIVE	---------値----------------------|

キーワード

FILE このキーワードは、XMLドキュメントのファイル名とパ
スを指定する場合に使用されます。

パスの区切り文字にはフォワード・スラッシュを使用し、
DOSドライブ指定子を使用しないことをお勧めします。
パスの形式は以下のようにします。
Windowsの場合、以下のように指定できます。
									絶対パス
例：

/orders/order.xml
C:/orders/order.xml
C:\orders\order.xml

または

									相対パス
orders/order.xmlなど(先頭が「/」にならないように
注意)。この場合、order.xmlドキュメントは、サー
バー上のJSMインスタンス・ディレクトリのorders
ディレクトリにあります。



IBM	i	の場合、以下のように指定できます。
									絶対パス
例：

/orders/order.xml

または

									相対パス
orders/order.xmlなど(先頭が「/」にならないように
注意)。この場合、order.xmlドキュメントは、サー
バー上のJSMインスタンス・ディレクトリのorders
ディレクトリにあります。

注：どのようなディレクトリ構造を指定する場合でも、す
でに存在していなければなりません。
このキーワードは必須です。

ENCODING このキーワードの詳細については、「ENCODING」を参
照してください。

XMLBindFileServiceの省略値は*AUTODETECTです。
このキーワードは任意です。

ARCHIVE このキーワードの詳細については、「ARCHIVE」を参照
してください。

このキーワードは任意です。

コメント/警告
ARCHIVEキーワードは、XMLドキュメントの処理後にそのドキュメントを保管する場合に特に
役立ちます。

例

RDML
*	Define	the	fields	used	by	the	JSM	Commands
DEFINE	FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(020)
DEFINE	FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)
DEFINE	FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('READ	FILE(orders/order.xml)	ARCHIVE(archive/arc_order.xml)')	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)



RDMLX
*	Define	the	fields	used	by	the	JSM	Commands
Define	FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(020)
Define	FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)
Define	FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)
Define	FIELD(#JSMHND)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(4)
#JSMCMD	:=	'READ	FILE(orders/order.xml)	ARCHIVE(archive/arc_order.xml)'
Use	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMHND	#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)



WRITE
WRITEコマンドは、指定したファイルにドキュメント・オブジェクトをシリアライズします。
これは、プログラム内に設定されたフィールドからXMLドキュメントを作成する最終ステップ
として使用されます。WRITEコマンドを使用する前に、SETコマンドを複数回使用してドキュメ
ントのデータを設定します。

																																																										必須
	WRITE	----------	FILE	---------------ファイル・パス---------------->
																																																										任意
														>--	INDENT	-------------	*NO	---------------------->
																																							*YES
														>--	IDENT-AMOUNT	-------値-------------------->
														>--	DOCTYPE	------------値-------------------->
														>--	PUBLIC	-------------値-------------------->
														>--	OMIT-DECLARATION	---	*NO	---------------------->
																																							*YES
														>--	BINDTRACE	----------	*NO	---------------------->
																																							*YES
														>--	ENCODING	-----------値--------------------|

キーワード

FILE このキーワードは、作成するXMLドキュメント
のファイル名とパスを指定する場合に使用されま
す。

パスの区切り文字にはフォワード・スラッシュを
使用し、DOSドライブ指定子を使用しないことを
お勧めします。
パスの形式は以下のようにします。
Windowsの場合、以下のように指定できます。
									絶対パス
例：

/orders/order.xml
C:/orders/order.xml
C:\orders\order.xml

または

									相対パス
orders/order.xmlなど(先頭が「/」にならな
いように注意)。この場合、order.xmlドキュ



メントは、サーバー上のJSMインスタンス・
ディレクトリのordersディレクトリに配置さ
れます。

IBM	i	の場合、以下のように指定できます。
									絶対パス
例：

/orders/order.xml

または

									相対パス
orders/order.xmlなど(先頭が「/」にならな
いように注意)。この場合、order.xmlドキュ
メントは、サーバー上のJSMインスタンス・
ディレクトリのordersディレクトリに配置さ
れます。

注：ディレクトリ構造が存在しなければなりませ
ん。

このキーワードは必須です。

INDENT このキーワードは、XML内容をインデントする
かどうかを指定する場合に使用されます。

以下の2つのオプションがあります。
									*YES	-	XML内容をインデントします。
									*NO	-	XML内容をインデントしません。
									省略値は*NOです。

このキーワードは、INDENT-AMOUNTキーワー
ドと一緒に使用されます。
このキーワードは任意です。

INDENT-AMOUNT このキーワードは、インデントに使用するスペー
スの数を指定する場合に使用されます。

省略値は0です(インデントが無効な場合と同
様)。
INDENTキーワードを*NOに設定する場合、この



キーワードによる影響はありません。
このキーワードは任意です。

DOCTYPE このキーワードは、ドキュメント・タイプ宣言の
システム・コンポーネントを指定する場合に使用
されます。

ここで指定する値がどのような値でも、ドキュメ
ント・タイプ宣言としてドキュメントに配置され
ます。これはXML宣言の直後に配置されます(挿
入される場合)。
このキーワードは任意です。

PUBLIC 条件付。DOCTYPE宣言のオプションの公開コン
ポーネント

OMIT-
DECLARATION

このキーワードは、XML宣言を含めるかどうか
を指定する場合に使用されます。

以下の2つのオプションがあります。
									*YES	-	XML宣言を省略します。
									*NO	-	XML宣言が含まれたままの状態に
します。

									省略値は*NOです。
このキーワードは任意です。

BINDTRACE このキーワードは、アウトバウンド・バインド結
果のトレースを有効にする場合に使用されます。

以下の2つのオプションがあります。
									*YES	-	トレースを有効にします。
									*NO	-	トレースを無効にします。

このキーワードは任意です。

ENCODING 任意。「ENCODING」を参照してください。
省略値のエンコーディングはUTF-8です。

例

RDML
*	Define	the	fields	used	by	the	JSM	Commands



DEFINE	FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(020)
DEFINE	FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)
DEFINE	FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('WRITE	FILE('response/RSP_ORDER.XML')	INDENT(*YES)	INDENT-
AMOUNT(1)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)

RDMLX
*	Define	the	fields	used	by	the	JSM	Commands
Define	FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(020)
Define	FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)
Define	FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)
Define	FIELD(#JSMHND)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(4)
#JSMCMD	:=	'WRITE	FILE('response/RSP_ORDER.XML)	INDENT(*YES)	INDENT-
AMOUNT(1)'
Use	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMHND	#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)



BIND
BINDコマンドは、指定したサービス・コードを、ロードされたインバウンド・ドキュメントに
バインドしたり、新しい空のアウトバウンド・ドキュメントを作成したりします。

コマンドの一部として指定されたサービスは、LANSA	IntegratorスタジオのXMLバインディング
ウィザードを使用して作成されます。

バインドのタイプをアウトバウンドまたはインバウンドとして指定する必要があります。通常、
READはインバウンド・タイプに、WRITEはアウトバウンド・タイプに関連付けられます。
																																																										必須
	BIND	---------	SERVICE	--------値-------------------------->
												>--	TYPE	-----------	*INBOUND	----------------------->
																																	*OUTBOUND
																																																										任意
												>--	BINDTRACE	------	*NO	----------------------------|
																																	*YES

キーワード

SERVICE このキーワードは、service.「値」と
service.archive.「値」によるXMLBindFileServiceプ
ロパティ検索で使用され、使用するバインディング・ク
ラスやバインディングjarファイルを検索します。ここで
の値は、XMLバインディングウィザードで定義された、
対応するサービス・クラス名になります。

このキーワードは必須です。

TYPE このキーワードは、実行するバインドのタイプを指定す
る場合に使用されます。これは、既存ファイルのREAD
と新しいファイルのWRITEのどちらを実行するかによっ
て異なります。

以下の2つの値が可能です。
									*INBOUND	-	この値を使用する場合、指定のサー
ビス・コードが、先行するREADコマンドの一部と
してロードされたインバウンド・ドキュメントにバ
インドされます。

									*OUTBOUND	-	この値を使用する場合、新しい空
のアウトバウンド・ドキュメントが作成されます。

このキーワードは必須です。

BINDTRACE このキーワードは、インバウンド・バインド結果のト
レースを有効にする場合に使用されます。



以下の2つのオプションがあります。
									*YES	-	トレースを有効にします。
									*NO	-	トレースを無効にします。
									このキーワードは任意です。

コメント/警告
コード内でのBINDコマンドの位置は、既存のXMLドキュメントからデータを読み込むか、新し
いXMLドキュメントを作成するかによって異なります。	既存のXMLドキュメントからデータを
読み込む場合、コードの流れは以下のようになります。

JSM(X)_OPEN
JSM(X)_COMMAND
					SERVICE_LOAD
										READ
										BIND
										GET	(複数回)
										CLOSE
					SERVICE_UNLOAD
JSM(X)_CLOSE
一方、XMLドキュメントに書き込む必要があるアプリケーションは、通常、以下のコマンドを
発行します。

JSM(X)_OPEN
JSM(X)_COMMAND
					SERVICE_LOAD
										BIND
										SET	(複数回)
										WRITE
										CLOSE
					SERVICE_UNLOAD
JSM(X)_CLOSE

例

RDML
*	Define	JSM	fields
DEFINE	FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(020)
DEFINE	FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)
DEFINE	FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)
*	Bind
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('BIND	SERVICE(INBOUNDORDER)	TYPE(*INBOUND)	BINDTRACE(*YES)')



USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
RDMLX
*	Define	the	fields	used	by	the	JSM	Commands
Define	FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(020)
Define	FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)
Define	FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)
Define	FIELD(#JSMHND)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(4)
#JSMCMD	:=	'BIND	SERVICE(INBOUNDORDER)	TYPE(*INBOUND)	BINDTRACE(*YES)'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)



GET
GETコマンドは、インバウンド・ドキュメント・オブジェクトからのデータの読み込みに使用さ
れます。

GETコマンドは、XMLドキュメントのデータをプログラムにロードする際に不可欠な要素で
す。このコマンドの前にREADコマンドとBINDコマンドを使用してください。
																																																								条件付
	GET	----------	LIST	----------値---------------------------->
												>--	FRAGMENT	------値---------------------------->
												>--	INSTRUCTION	---値----------------------------|

キーワード

LIST このキーワードは、ロードされたXMLドキュメントか
らリストを取得する場合に使用されます。

このキーワードの使用方法の詳細については、以下の
「リストと変数」セクションを参照してください。
このキーワードは条件付です。

FRAGMENT このキーワードは、ロードされたXMLドキュメントか
らフィールド・フラグメントを取得する場合に使用さ
れます。

このキーワードの使用方法の詳細については、以下の
「リストと変数」セクションを参照してください。
このキーワードは条件付です。

INSTRUCTION このキーワードは、XML処理命令を取得する場合に使
用されます。

このキーワードは任意です。

コメント/警告
一度に1つのキーワードしか使用できません。
XMLドキュメントからリストを読み込むには2つの方法があります。
1.			XMLコードの関連セクションをリストとして定義するか(XMLバインディングウィザードを
使用)、GETコマンドでLISTキーワードを使用できます。これにより、リスト全体が1回で作
業リストに取り出されます。

2.			あるいは、関連セクションをフラグメントの集合として定義し(XMLバインディングウィザー
ドを使用)、GETコマンドでFRAGMENTキーワードを使用してこれをループに置きます。

この方法の詳細については、例を参照してください。

注:フラグメントとリスト
GET	FRAGMENTとGET	LISTを一緒に使用する場合、以下の点が重要です。



									GET	FRAGMENTを発行する場合、そのフラグメントが現在のフラグメントになります。
つまり、フラグメントのポインターは現在のフラグメントに移動します。

									すべてのフラグメントにアクセスする順序でフラグメントを読み込む必要があります。フ
ラグメントのポインターをその親フラグメントに合わせると、アクセスできるのはリストと
子フラグメントのみになります。そのため、ある意味では、フラグメントはツリー上のブラ
ンチのようなものになります。ツリーの末端のリストやフラグメントにアクセスするには、
フラグメントのポインターを親ブランチに合わせる必要があります。

									例えば、GET	FRAGMENTを発行する場合、GET	LISTでアクセスできるのは、この現在の
フラグメント内のリストのみになります。したがって、別のフラグメントに移動するには、
(GET	LISTを使用して)現在のフラグメント内のリストをすべて読み込む必要があります。別
のフラグメントに移ると、前のフラグメント内のリストにはアクセスできなくなります。特
定のフラグメント内のリストには任意の順序でアクセスできます。

									あるフラグメントが現在のフラグメントになる場合、そのフラグメントは使用済みと設定
されるため、該当フラグメントから離れると、再度現在のフラグメントになることはありま
せん。

リストと変数
LISTキーワードを使用して、ロードされたドキュメントからプログラムにリストを返す場合、
以下のステップがプログラムで行われるようにする必要があります。

1.			XMLドキュメントから予想されるフィールドを含む作業リストを定義します。

2.			GETコマンドで、SERVICE_LISTキーワードとLISTキーワードを一緒に使用します。サービ
スのリスト値には、「#」を使用せずに作業リストのフィールド名を入れる必要があります。
ここで、作業リストに表示される順序でフィールドの順序を定義する必要があります。

3.			JSM_COMMAND組み込み関数のTO_GET部分に、返される値を保持する作業リストの名前を
入れます。

FRAGMENTキーワードを使用してフィールドまたはフィールドのグループを返す場合、値
*FIELDを指定したSERVICE_EXCHANGEキーワードを追加する必要があります。
この方法の詳細については、例を参照してください。

例

RDML
*	Define	JSM	fields
DEFINE	FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(020)
DEFINE	FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)
DEFINE	FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)
*	Define	a	list	to	hold	the	order	line	details
DEF_LIST	NAME(#WRKLINES)	FIELDS(#LINNUM	#PARTNUM	#PARTDSC	#PARTAMT	#PARTQTY)	TYPE(*WORKING)
*	Get	SalesOrder	Details
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('GET	FRAGMENT(SALESORDER)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
*	Get	Lines
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('GET	LIST(LINE)	SERVICE_LIST(LINNUM,PARTNUM,PARTDSC,PARTAMT,PARTQTY)')



USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#WRKLINES)
INSTRUCTIONキーワードの例
XML処理命令が以下の例の場合：

<?xml	version="1.0"	encoding="utf-8"?>	
<?Label	SLBK|PROFILE|208|SUCCESS?>	
<Orders	xmlns="here"	here="yes">	
以下のコードを使用して命令を取得します。

USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('''GET	INSTRUCTION(Label)''')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
この例では、命令は#JSMMSGフィールドに置かれます。

RDMLX
*	Define	the	fields	used	by	the	JSM	Commands
Define	FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(020)
Define	FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)
Define	FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)
Define	FIELD(#JSMHND)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(4)
#JSMCMD	:=	'GET	FRAGMENT(CUSTOMER)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)



SET
SETコマンドは、2つの異なる操作に使用されます。DIRキーワードを使用して現在の作業ディレ
クトリを設定するか、LIST、FRAGMENT、INSTRUCTIONの各キーワードを使用してアウトバ
ウンド・ドキュメント・オブジェクトを入力します。

SETコマンドが完了すると、次のコマンドは常にWRITEコマンドになります。
																																																								条件付
	SET	----------	LIST	----------値---------------------------->
												>--	FRAGMENT	------値---------------------------->
												>--	INSTRUCTION	---値---------------------------->
												>--	DATA	----------値---------------------------->
												>--	DIR	-----------値----------------------------|

キーワード

LIST このキーワードは、値のリストをXMLドキュメントに
配置する場合に使用されます。

このキーワードの使用方法の詳細については、以下の
「リストと変数」セクションを参照してください。
LISTキーワードとDIRキーワードとの関連はありませ
ん。
このキーワードは条件付です。

FRAGMENT このキーワードは、フィールドまたはフィールドのグ
ループをXMLドキュメントに配置する場合に使用され
ます。

このキーワードの使用方法の詳細については、以下の
「リストと変数」セクションを参照してください。
FRAGMENTキーワードとDIRキーワードとの関連はあ
りません。
このキーワードは条件付です。

INSTRUCTION このキーワードは、XML処理命令を設定する場合に使
用されます。

このキーワードは、DATAキーワードと組み合わせて使
用されます。
INSTRUCTIONキーワードとDIRキーワードとの関連は
ありません。
このキーワードは条件付です。

DATA このキーワードは、XML処理命令のデータを設定する



場合に使用されます。
このキーワードは条件付です。これはINSTRUCTION
キーワードと組み合わせて使用されます。

DIR このキーワードは、現在のディレクトリとして設定す
る相対パスまたは絶対パスを指定する場合に使用され
ます。

DIRキーワードと、SETコマンドの他のキーワードとの
関連はありません。
このキーワードは条件付です。

コメント/警告
XMLドキュメントを作成する場合、データのリストを追加するには2つの方法が考えられます。
1.			ここで説明するSETコマンドとLISTキーワードを使用し、作業リストに配列を指定するのが
最も明確な方法です。この方法では、XMLのセクションをXMLバインディングウィザードの
リストとして定義する必要があります。

2.			あるいは、一部のループ・コード内でFRAGMENTキーワードを使用しても同じ効果がありま
す。各ループはリストに新しい行を追加します。XMLドキュメントとリーダーは、この反復
シーケンスをリストとして自動的に取り出します。この方法を使用する場合、XMLバイン
ディングウィザードでXMLのセクションをフラグメントとして定義する必要があります。

どちらの方法を選択する場合も、XMLの関連セクションをリストとフラグメントのどちらで定
義するかを慎重に決める必要があります。

この方法については、以下の例を参照してください。

リストと変数
LISTキーワードを使用してXMLドキュメントにリストを作成する場合、以下のステップがプロ
グラムで行われるようにする必要があります。

1.			XMLドキュメントに渡されるフィールドを含む作業リストを定義します。

2.			SETコマンドで、SERVICE_LISTキーワードとLISTキーワードを一緒に使用します。サービス
のリスト値には、「#」を使用せずに作業リストのフィールド名を入れる必要があります。こ
こで、作業リストに表示される順序でフィールドの順序を定義する必要があります。

3.			JSM_COMMAND組み込み関数のTO_GET部分に、XMLドキュメントに配置される値を保持
する作業リストの名前を入れます。

FRAGMENTキーワードを使用してフィールドまたはフィールドのグループを追加する場合、値
*FIELDを指定したSERVICE_EXCHANGEキーワードを追加する必要があります。この方法につ
いては、以下の例を参照してください。

例

RDML
*	Define	JSM	fields
DEFINE	FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(020)



DEFINE	FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)
DEFINE	FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)
*	Define	Order	Line	fields
DEFINE	FIELD(#LINNUM)	TYPE(*DEC)	LENGTH(003)	DECIMALS(0)	COLHDG('Line')
DEFINE	FIELD(#PARTNUM)	TYPE(*DEC)	LENGTH(003)	DECIMALS(0)	COLHDG('Part	#')
DEFINE	FIELD(#PARTDSC)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(030)	COLHDG('Descrption')
DEFINE	FIELD(#PARTAMT)	TYPE(*DEC)	LENGTH(010)	DECIMALS(2)	COLHDG('Amount')
DEFINE	FIELD(#PARTQTY)	TYPE(*DEC)	LENGTH(003)	DECIMALS(0)	COLHDG('Quantity')
*	Define	the	list	to	hold	the	order	lines
DEF_LIST	NAME(#WRKLINES)	FIELDS(#LINNUM	#PARTNUM	#PARTDSC	#PARTAMT	#PARTQTY)	TYPE(*WORKING)
*	Set	customer	details
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SET	FRAGMENT(CUSTOMER)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
*	Set	SalesOrder	header	details
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('SET	FRAGMENT(SALESORDER)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('SET	LIST(LINE)	SERVICE_LIST(LINNUM,PARTNUM,PARTDSC,PARTAMT,PARTQTY)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#WRKLINES)

INSTRUCTIONキーワードの例
XML処理命令を以下のように追加する場合：

<?xml	version="1.0"	encoding="utf-8"?>
<?xml-stylesheet	type="text/css"	href="mystyles.css"?>
以下のロジックを使用できます。

CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('''SET	INSTRUCTION(xml-
stylesheet)	DATA(type="text/css"	href="mystyles.css")''')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)

RDML
*	Define	the	fields	used	by	the	JSM	Commands
Define	Field(#JSMSTS)	Type(*CHAR)	Length(020)
Define	Field(#JSMMSG)	Type(*CHAR)	Length(256)
Define	Field(#JSMCMD)	Type(*CHAR)	Length(256)
Define	Field(#JSMHND)	Type(*CHAR)	Length(4)
Define	FIELD(#LINENUM)	TYPE(*DEC)	LENGTH(003)	DECIMALS(0)	LABEL('Line	#')
Define	FIELD(#PARTNUM)	TYPE(*DEC)	LENGTH(003)	DECIMALS(0)	LABEL('Part	#')
Define	FIELD(#PARTDSC)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(020)	LABEL('Part	Desc.')
Define	FIELD(#PARTAMT)	TYPE(*DEC)	LENGTH(010)	DECIMALS(2)	LABEL('Amount')
Define	FIELD(#PARTQTY)	TYPE(*DEC)	LENGTH(003)	DECIMALS(0)	LABEL('Quantity')
Define	Field(#LINSTAT)	Type(*CHAR)	Length(20)	Label('Line	Status')



Def_List	Name(#RSPLINES)	Fields(#LINENUM	#PARTNUM	#PARTDSC	#PARTAMT	#PARTQTY	#LINSTAT)	Type(*WORKING)
*	Set	the	customer	details
#JSMCMD	:=	'SET	FRAGMENT(CUSTOMER)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
*	Set	the	order	details	by	using	SET	FRAGMENT	a	number	of	times
Selectlist	Named(#RSPLINES)
#JSMCMD	:=	'SET	FRAGMENT(LINE)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK)	With_Parms(#JSMSTS	#JSMMSG)
#JSMCMD	:=	'SET	FRAGMENT(PART)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK)	With_Parms(#JSMSTS	#JSMMSG)
Endselect



DELETE
このキーワードを使用して、指定のディレクトリからファイルを削除できます。

	DELETE	--------	FILE	--------ファイル・パス-------------------------|

キーワード

FILE このキーワードは、削除するファイル名を定義する場合に使
用されます。ファイル・パスを含める必要があります。

パスの区切り文字にはフォワード・スラッシュを使用し、
DOSドライブ指定子を使用しないことをお勧めします。
パスの形式は以下のようにします。
Windowsの場合、以下のように指定できます。
									絶対パス
例：

/orders/order.xml
C:/orders/order.xml
C:\orders\order.xml	

または

									相対パス
orders/order.xmlなど(先頭が「/」にならないように注
意)。この場合、order.xmlドキュメントは、サーバー上
のJSMインスタンス・ディレクトリのordersディレクトリ
から削除されます。

IBM	i	の場合、以下のように指定できます。
									絶対パス
例：

/orders/order.xml

または

									相対パス
orders/order.xmlなど(先頭が「/」にならないように注
意)。この場合、order.xmlドキュメントは、サーバー上



のJSMインスタンス・ディレクトリのordersディレクトリ
から削除されます。

このキーワードは必須です。

例

RDML
*	Define	JSM	fields
DEFINE	FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(020)
DEFINE	FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)
DEFINE	FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)
*	Delete	XML
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('''DELETE	FILE(orders/order.XML)''')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)

RDMLX
*	Define	the	fields	used	by	the	JSM	Commands
Define	Field(#JSMSTS)	Type(*CHAR)	Length(020)
Define	Field(#JSMMSG)	Type(*CHAR)	Length(256)
Define	Field(#JSMCMD)	Type(*CHAR)	Length(256)
Define	Field(#JSMHND)	Type(*CHAR)	Length(4)
*	Delete	XML
Change	Field(#JSMCMD)	To('''DELETE	FILE(orders/order.XML)''')
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG	#JSMHND)



RENAME
RENAMEコマンドを使用して、指定したローカル・ファイルの名前を新しい名前に変更できま
す。

TO値に指定したファイルは、FROM値に指定したファイルと同じディレクトリ内になければな
りません。

																																																											必須
	RENAME	-------	FROM	---------ファイル・パス------------------------->
												>--	TO	-----------ファイル・パス------------------------->
																																																											任意
												>--	REPLACE	------	*NO	-------------------------------|
																															*YES

キーワード

FROM このキーワードは、名前変更するファイルの名前とパスを
指定します。

パスの区切り文字にはフォワード・スラッシュを使用し、
DOSドライブ指定子を使用しないことをお勧めします。
パスの形式は以下のようにします。
Windowsの場合、以下のように指定できます。
									絶対パス
例：

/orders/order.xml
C:/orders/order.xml
C:\orders\order.xml

または

									相対パス
orders/order.xmlなど(先頭が「/」にならないように注
意)。この場合、order.xmlドキュメントは、サーバー上
のJSMインスタンス・ディレクトリのordersディレクト
リにあるファイルになります。

IBM	i	の場合、以下のように指定できます。
									絶対パス
例：

/orders/order.xml



または

									相対パス
orders/order.xmlなど(先頭が「/」にならないように注
意)。この場合、order.xmlドキュメントは、サーバー上
のJSMインスタンス・ディレクトリのordersディレクト
リにあるファイルになります。

このキーワードは必須です。

TO このキーワードは、変更後のファイルの名前とパスを指定
します。パスは、FROMキーワードに指定したものと同じに
します。

パスの区切り文字にはフォワード・スラッシュを使用し、
DOSドライブ指定子を使用しないことをお勧めします。
パスの形式は以下のようにします。
Windowsの場合、以下のように指定できます。
									絶対パス
例：

/orders/order2.xml
C:/orders/order2.xml
C:\orders\order2.xml

または

									相対パス
orders/order2.xmlなど(先頭が「/」にならないように
注意)。この場合、order2.xmlドキュメントは、サーバー上
のJSMインスタンス・ディレクトリのordersディレクトリ
に配置されます。

IBM	i	の場合、以下のように指定できます。
									絶対パス
例：

/orders/order2.xml



または

									相対パス
orders/order2.xmlなど(先頭が「/」にならないように
注意)。この場合、order2.xmlドキュメントは、サーバー上
のJSMインスタンス・ディレクトリのordersディレクトリ
に配置されます。

このキーワードは必須です。

REPLACE このキーワードは、TOキーワードに指定した名前と同じ名
前の既存ファイルを上書きするかどうかを指定する場合に
使用されます。

以下の2つの値が可能です。
									*YES	-	この値を指定すると、指定したディレクトリ
内の同じ名前の既存ファイルが上書きされます。

									*NO	-	この値を設定すると、ディレクトリに同じ名
前のファイルがすでにある場合は例外が発生します。
この例外を取得すると、ユーザーにその例外を報告で
きます。

									省略値は*NOです。
									このキーワードは任意です。

コメント/警告
ファイルを別のディレクトリに配置する場合、READコマンドでARCHIVEキーワードを使用す
ることを検討します。このキーワードは、現在読み込み中のファイルを移動し、そのファイルに
名前を付けて(どのような名前でも可)新しい指定のディレクトリに配置します。

例

RDML
*	Define	JSM	fields
DEFINE	FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(020)
DEFINE	FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)
DEFINE	FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)
*	Rename	XML
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('''RENAME	FROM(/orders/test.XML)	TO(/orders/rename.XML)	REPLACE(*YES)''')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)



RDMLX
*	Define	the	fields	used	by	the	JSM	Commands
Define	Field(#JSMSTS)	Type(*CHAR)	Length(020)
Define	Field(#JSMMSG)	Type(*CHAR)	Length(256)
Define	Field(#JSMCMD)	Type(*CHAR)	Length(256)
Define	Field(#JSMHND)	Type(*CHAR)	Length(4)
*	Rename	XML
Change	Field(#JSMCMD)	To('''RENAME	FROM(/orders/test.XML)	TO(/orders/rename.XML)	REPLACE(*YES)''')
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG	#JSMHND)



LIST
LISTコマンドは、指定したディレクトリ内で見つかったファイル名のリストを返します。
このコマンドは、多くのXMLドキュメントを処理する必要がある場合に便利です。このコマン
ドを使用して、特定のディレクトリに配置されているすべてのドキュメントを作業リストに入
れ、このリストで機能するSELECT_LISTでREAD、BIND、GETコマンドを配置します。
	LIST	-------------	DIR	---------	ディレクトリ・パス	---------------->
																>--	EXT	---------	ファイル拡張子	---------------->
																>--	SORT	--------	*NONE	------------------------->
																																		*NAME
																																		*MODIFIED
																>--	REVERSE	-----	*YES	--------------------------|
																																		*NO

キーワード

DIR このキーワードは、検索対象のディレクトリを指定する場
合に使用されます。

パスの区切り文字にはフォワード・スラッシュを使用し、
DOSドライブ指定子を使用しないことをお勧めします。
パスの形式は以下のようにします。
Windowsの場合、以下のように指定できます。
									絶対パス
例：

/orders
C:/orders
C:\orders

または

									相対パス
ordersなど(先頭が「/」にならないように注意)。この場
合、検索は、サーバー上のJSMインスタンス・ディレクト
リのordersディレクトリで行われます。

IBM	i	の場合、以下のように指定できます。
									絶対パス
例：

/orders



または

									相対パス
ordersなど(先頭が「/」にならないように注意)。この場
合、検索は、サーバー上のJSMインスタンス・ディレクト
リのordersディレクトリで行われます。

このキーワードは任意です。

EXT このキーワードは、ファイル拡張子に基づいて返されるリ
ストをフィルタリングする場合に使用されます。

フィルタリング照合は大文字/小文字を区別しません。
このキーワードは任意です。

SORT この任意のキーワードは、ファイルをファイル名または更
新日時でソートします。

省略値は*NONEです。

REVERSE この任意のキーワードは、ソートの順序を逆にします。
省略値は*NOです。

コメント/警告
DIR値を指定しない場合、JSMインスタンス・ディレクトリからファイルのリストが自動的に返
されます。

リストと変数
基準のファイル・パスを受信するには、このキーワードに1つのフィールドの作業リストが必要
です。これを有効にするには、以下の操作を実行する必要があります。

1.			返されたファイルのリストを入れる1つのフィールドの作業リストを定義します。フィールド
には、基準のフル・パスとファイル名がすべて入るように十分な長さが必要です。

2.			LISTコマンドでSERVICE_LISTキーワードを使用します。サービスのリスト値には、「#」を
使用せずに作業リストに定義された単一フィールドの名前を入れる必要があります。

3.			JSM_COMMAND組み込み関数のTO_GET部分に、上記で定義された作業リストの名前を入れ
ます。

例

RDML
*	Define	the	fields	used	by	the	JSM	Commands
DEFINE	FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(020)
DEFINE	FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)



DEFINE	FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)
*	Define	field	to	hold	file	names
DEFINE	FIELD(#FILENAME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(250)
DEF_LIST	NAME(#FILELSTW)	FIELDS(#FILENAME)	COUNTER(#LISTCOUNT)	TYPE(*WORKING)
#JSMCMD	:=	'LIST	DIR(NEWORDERS)	SERVICE_LIST(FILENAME)	EXT(XML)'
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#FILELSTW)

RDMLX
*	Define	the	fields	used	by	the	JSM	Commands
Define	Field(#JSMSTS)	Type(*CHAR)	Length(020)
Define	Field(#JSMMSG)	Type(*CHAR)	Length(256)
Define	Field(#JSMCMD)	Type(*CHAR)	Length(256)
Define	Field(#JSMHND)	Type(*CHAR)	Length(4)
*	Define	field	to	hold	file	names
Define	Field(#FILENAME)	Type(*CHAR)	Length(250)
Def_List	Name(#FILELSTW)	Fields(#FILENAME)	Counter(#LISTCOUNT)	Type(*WORKING)
#JSMCMD	:=	'LIST	DIR(NEWORDERS)	SERVICE_LIST(FILENAME)	EXT(XML)'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG	#FILELSTW)



CLOSE
このコマンドは、現在のバインドを閉じる場合に使用されます。

	CLOSE	-------キーワードなし--------------------------------------|

キーワード
このコマンドに関連するキーワードはありません。

コメント/警告
単一のファンクションで複数のXMLドキュメントを扱う場合、次のXMLドキュメントをバイン
ドする前に各ドキュメントのバインドを閉じることをお勧めします。これは必須ではありません
が、リソースが解放されます。

例

RDML
*	Define	the	fields	used	by	the	JSM	Commands
DEFINE	FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(020)
DEFINE	FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)
USE	BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)

RDMLX
*	Define	the	fields	used	by	the	JSM	Commands
Define	Field(#JSMSTS)	Type(*CHAR)	Length(020)
Define	Field(#JSMMSG)	Type(*CHAR)	Length(256)
Define	Field(#JSMHND)	Type(*CHAR)	Length(4)
Use	Builtin(JSMX_CLOSE)	With_Args(#JSMHND)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)



SERVICE_GET
SERVICE_GETコマンドにより、JSMクライアント・アプリケーションは、現在ロードされてい
るサービスに関連するプロパティ・ファイルのキーワード/値のプロパティにアクセスできま
す。

クライアント・アプリケーションは、サービスに関連するプロパティの値にアクセスできます
が、このような値を保持する共通の媒体としてサービス・プロパティ・ファイルを使用してアプ
リケーションに固有のプロパティの値にもアクセスした方が便利です。

後者の方法を使用する場合、アプリケーション定義のキーワード名と、現在および将来のバー
ジョンのLANSA	Integratorで使用されるキーワード名との間に競合が生じる可能性があります。
この可能性を減らすには、プロパティ・キーワードの先頭にグローバルな一意の名前を付ける必

要があります。以下の例では、この目的で接頭辞com.acme.propertyが使用されています。
サービス・プロパティのキーワード値は、JSM	Messageフィールドに返されます。キーワードが
存在しない場合、NOT_EXISTというステータスが返されます。
	
	SERVICE_GET	--------	PROPERTY	-----値-------------------->
	
																		>--	TRACE	-------	*SERVICE-------------------|
																																				*TRANSPORT
	

キーワード

PROPERTY サービス・プロパティ・ファイルでチェックするキーワー
ド/値を指定します。
サービス・プロパティのキーワード値は、JSM	Message
フィールドに返されます。キーワードがサービス・プロパ
ティ・ファイルに存在しない場合、NOT_EXISTというス
テータスが返されます。

TRACE 									*SERVICE	-	サービス・トレース・ファイルを読み
込みます。

									*TRANSPORT	-	転送トレース・ファイルを読み込み
ます。

	

例

例では、サービス・プロパティ・ファイルのcom.acme.property.messagetype	(アプリケー
ション定義のプロパティ)の値を取り出します。このプロパティは、以下のような行を含むサー
ビス・プロパティ・ファイルで定義できます(この場合、値「html」がアプリケーションに返さ
れます)。

	
com.acme.property.messagetype=html



	
RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SERVICE_GET	PROPERTY(com.acme.property.messagetype)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
#jsmcmd	:=	'	service_get	property(com.acme.property.messagetype)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'service_get'
c																													+	'	property(com.acme.property.messagetype)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



SERVICE_UNLOAD
SERVICE_UNLOADコマンドは、サービスをアンロードして一時ディレクトリを削除します。
	
	SERVICE_UNLOAD	---------キーワードなし--------------------------|
	

キーワード
このコマンドに関連するキーワードはありません。

例

RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(SERVICE_UNLOAD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	service_unload)	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'service_unload'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



5.16.5	XMLBindFileServiceの例
最も一般的な以下のクライアント・プログラミング言語用の例が提供されています。

RDML
RDMLX



5.17	XMLParserService
サービス名：XMLParserService
XMLParserServiceでは、異なる転送プロトコルを使用してXMLドキュメントを読み込むことがで
きます。

XMLParserServiceは以下のコマンドをサポートしています。
SERVICE_LOAD
SERVICE_GET
SET
RESET
LOAD
PARSE
STORE
TRANSFORM
GET
CHECK
FOREACH
NEXT
SERVICE_UNLOAD



5.17.1	SERVICE_LOAD
構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に
関する開発担当者メモ

SERVICE_LOAD SCHEMA 	 任意。「SCHEMA」を参照
してください。

VALIDATING 	 任意。「VALIDATING」を
参照してください。

	



5.17.2	SERVICE_GET
構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/
値に関する開発担当者
メモ

SERVICE_GET PROPERTY 値 条件付。サービス・プ
ロパティを取得しま
す。

TRACE *SERVICE 条件付。サービス・ト
レース・ファイルを読
み込みます。

*TRANSPORT 条件付。転送トレー
ス・ファイルを読み込
みます。

	



5.17.3	SET
SETコマンドでは、指定したパスに現在のノードを設定できます。

構文：

コマン
ド

キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関する開
発担当者メモ

SET NODE *ROOT 必須。ルート・パス

値 パス名
	
SETコマンドでは、既存のノード値やノード属性値を変更することもできます。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

SET NODE *ROOT 必須。ルート・パス

*CURRENT 現在のノード

値 パス名

ATTRIBUTE 値 任意。属性の名前

VALUE 値 必須。ノードまたは属性の値
	



5.17.4	RESET
RESETコマンドにキーワードはありません。このコマンドはサービスを初期状態にリセットす
る場合に使用されます。

構文：

コマン
ド

キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関する開
発担当者メモ

RESET 	 	 サービスを初期状態にリセットし
ます。

	



5.17.5	LOAD
LOADコマンドの必須キーワードはMETHODのみです。このキーワードの値によって、リモー
トXMLドキュメントのロードに使用されるコンテンツ・ローダーが決まります。LOADコマンド
の他のキーワードはコンテンツ・ローダーに渡されます。

構文：

コマ
ンド

キーワード 値 コマンド/キーワード/
値に関する開発担当者
メモ

LOAD METHOD *FILE 必須。ローカル・ファ
イル・システムから
XMLをロードしま
す。

*POP3 POP3メール・サー
バーからXMLをロー
ドします。

*HTTP リモートHTTPサー
バーからXMLをロー
ドします。

*HTTPS セキュア接続を使用し
てリモートHTTPサー
バーからXMLをロー
ドします。

*FTP リモートFTPサーバー
からXMLをロードし
ます。

*STORAGE 内部記憶域からXML
をロードします。

*BYTEARRAY コマンド・バイト配列
からXMLをロードし
ます。

ENCODING *DEFAULT 任意。JVMの省略値・
エンコーディング



*CLIENT クライアント・エン
コーディング

値 省略値は自動検出エン
コーディング

FILE 値 条件付。FTPファイル
名またはローカル・
ファイル名

HOST ホスト:ポート 条件付。FTP、POP3ま
たはHTTPホスト
ホスト名は、IPアドレ
スnnn.nnn.nnn.nnn:port
またはドメイン名で指
定します。

USER 値 条件付。HTTP、FTP
またはPOP3ユー
ザー・プロファイル

PASSWORD 値 条件付。USERキー
ワードに指定された
ユーザー・プロファイ
ルのHTTP、FTPまた
はPOP3パスワード

DATALINK *PORT 条件付。
METHOD(*FTP)で使
用されます。
FTPポート・モード

*PASV 条件付。省略値。
METHOD(*FTP)で使
用されます。
FTPパッシブ・モード

MODE *ASCII 条件付。
METHOD(*FTP)で使
用されます。
FTPモードをASCIIに



設定します。

*BINARY METHOD(*FTP)で使
用されます。
FTPモードをBINARY
に設定します。

NAMEFMT 0または1 条件付。
METHOD(*FTP)で使
用されます。
FTP	NAMEFMTモード
を設定します。

PROXY 値 条件付。HTTPプロキ
シー・サーバー

PROXYUSER 値 条件付。HTTPプロキ
シー・ユーザー

PROXYPASSWORD 値 条件付。HTTPプロキ
シー・パスワード

SUBJECT 値 条件付。
METHOD(*POP3)で使
用されます。
この件名に一致する
メール・メッセージを
使用します。

FROM 値 条件付。
METHOD(*POP3)で使
用されます。
アドレスに一致する
メール・メッセージを
使用します。

ATTACHMENT 値 条件付。
METHOD(*POP3)で使
用されます。
メールの添付ファイル
名



NAME *DEFAULT 条件付。省略値。
METHOD(*STORAGE)
で使用されます。

値 	

IGNORE-PREFIX *YES ネームスペースの接頭
辞を無視します。

*NO 省略値
	

メソッド
*BYTEARRAYソースは、コマンド・オブジェクトのバイト配列オブジェクトを使用します。
ENCODING	(*DEFAULT	|	*CLIENT	|	値)	-	任意。省略値は自動検出エンコーディング。
	
*FILEソースは、指定したファイルを読み込みます。
ENCODING	(*DEFAULT	|	*CLIENT	|	値)	-	任意。省略値は自動検出エンコーディング。
FILE	(ファイル名)
	
*FTPソースは、リモート・ホストから指定したファイルを読み込みます。
ENCODING	(*DEFAULT	|	*CLIENT	|	値)	-	任意。省略値は自動検出エンコーディング。
FILE	(ファイル名)
HOST	(ホスト:ポート)	-	ポートの省略値は21
USER	(名前)
PASSWORD	(パスワード)
DATALINK	(*PASV	|	*PORT)	-	任意。省略値は*PASV。
MODE	(*ASCII	|	*BINARY)	-	任意。省略値は*BINARY。
	
*POP3ソースは、最初のメール・エントリーの最初の添付ファイルを、指定したポスト・オフィ
スから読み込みます。

ENCODING	(*DEFAULT	|	*CLIENT	|	値)	-	任意。省略値は自動検出エンコーディング。
HOST	(SMTPサーバー)	-	必須
USER	(ユーザー)	-	必須
PASSWORD	(パスワード)	-	必須
FROM	(送信元)	-	任意
SUBJECT	(件名)	-	任意
ATTACHMENT	(添付ファイル)	-	任意
ポスト・オフィスにメールが見つからない場合、返される応答ステータスはNOMAILです。使用
可能なメール・エントリーが見つからない場合、返される応答ステータスはNOATTACHMENT
です。



FROM、SUBJECT、ATTACHMENTの各キーワードがない場合、添付ファイルを含む最初のメー
ル・エントリーが使用されます。このメール・エントリーはポスト・オフィスから削除され、添
付ファイルの内容がロードされたソースになります。

メール・エントリーの選択についてさらに選択基準を追加するには、FROM、SUBJECTまたは
ATTACHMENTキーワードを単独または組み合わせて使用し、AND条件ロジックを形成します。
	
*HTTPおよび*HTTPSソースは、リモート・ホストから指定したファイルを読み込みます。
ENCODING	(*DEFAULT	|	*CLIENT	|	値)	-	任意。省略値は自動検出エンコーディング。
FILE	(ファイル名)	-	必須
HOST	(ホスト:ポート)	-	任意。省略値はLOCALHOST。
USER	(名前)	-	任意
PASSWORD	(パスワード)	-	任意
PROXY	(ホスト:ポート)	-	任意
PROXYUSER	(名前)	-	任意
PROXYPASSWORD	(パスワード)	-	任意
	
*STORAGEソースは、指定した記憶域名からソースを読み込みます。
NAME	(*DEFAULT	|	名前)	-	任意



5.17.6	PARSE
XMLParserServiceには、ロードされたソースと転送されたソースの2つのXMLソースがありま
す。GET、CHECK、FOREACH、NEXTOnlyの各コマンドを使用してトラバースする場合、有効
なのは1つのDOMオブジェクトだけです。
PARSEコマンドはXMLソースを解析してDOMオブジェクトを作成します。
SOURCEキーワードがない場合、省略値は*LOADになります。

構文：

コマン
ド

キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

PARSE SOURCE *LOAD 任意。省略値。ロードされた
ソースが使用されます。

	 *TRANSFORM 変換されたソースが使用され
ます。

	



5.17.7	STORE
STOREコマンドにより、ロードされたソースまたは変換されたソースは、LOAD	METHOD
(*STORAGE)	NAME	(名前)コマンドで後から取得したり、外部ファイルに書き込まれるように内
部記憶域に保管できます。外部ファイルに保存する場合、UTF-8エンコーディングが使用されま
す。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

STORE FILE 値 任意。ローカル・ファイル
名

NAME *DEFAULT 任意。省略値。記憶域名

値 	

OBJECT *LOAD 任意。省略値。XMLソース
を保管します。

*TRANSFORM XML変換ソースを保管しま
す。

*DOCUMENT 指定したファイルにアク
ティブなDOMオブジェクト
を保管します。

ENCODING 	 任意。「ENCODING」を参
照してください。
省略値のエンコーディング
はUTF-8です。

	
オブジェクト・キーワードがない場合、ロード・ソースは保管されるかファイルに保存されま
す。



5.17.8	TRANSFORM
TRANSFORMコマンドは、ロードされたXMLソースを別のXML形式に変換する場合に使用され
ます。この結果のXMLは変換ソースとして保管されます。プログラムからは、引き続き元の
ロード・ソースと新しい変換ソースの両方にアクセスできます。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

TRANSFORM XSL 値 必須。「XSL」を参照してく
ださい。

	
オプションのリスト・オブジェクト引数がTRANSFORMコマンドで使用された場合、XSLはファ
ンクションXMLを生成し、結果のXMLのデータはクライアント・プログラムにバインドされる
ため、結果の変換ソースXMLは作成されません。

例

	
TRANSFORM	XSL	(名前)
	



5.17.9	GET
GETコマンドは、アクティブなDOMツリーからデータを返します。
GET	OBJECT	(*MESSAGES)コマンドを除くすべての値は応答メッセージ・フィールド経由で返
されます。XMLパーサーのメッセージを受信するには、コマンドと一緒にリスト・オブジェク
ト引数を使用する必要があります。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値
に関する開発担当者メ
モ

GET OBJECT *MESSAGES 任意。XMLパーサーの
検証メッセージを取得
します。

*ROOTTAGNAME XMLルート・タグ名を
取得します。

NODE *ROOT ルート・ノードのオプ
ション値を取得しま
す。

*CURRENT 現在のノードの値を取
得します。

値 指定したノードの値を
取得します。

ATTRIBUTE 値 任意。ただしNODEキー
ワードが必要です。

	



5.17.10	CHECK
CHECKコマンドは、ノードまたは属性があるかどうかをチェックします。また、ノードや属性
に特定の値があるかどうかをテストできます。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

CHECK NODE *ROOT 必須

*CURRENT 	

値 	

ATTRIBUTE 値 任意

VALUE 値 任意
	
DOMツリーにノードがない場合、応答ステータスNOT_EXISTが返されます。
VALUEキーワードまたはATTRIBUTEキーワードがない場合、応答ステータスEXISTが返されま
す。

ATTRIBUTEキーワードが存在せず、VALUEキーワードがある場合、大文字/小文字を区別せずに
ノード値とVALUEキーワード値が比較されます。ノード値とVALUEキーワード値が等しい場合
は応答ステータスEQUALが返され、等しくない場合はNOT_EQUALが返されます。
VALUEキーワードが存在せず、ATTRIBUTEキーワードがある場合、属性が処理され、応答ス
テータスEXISTまたはNOT_EXISTが返されます。
VALUEキーワードとATTRIBUTEキーワードの両方がある場合、属性値が比較され、応答ステー
タスEQUALまたはNOT_EQUALが返されます。



5.17.11	FOREACH
FOREACHコマンドは、NODEパス値で指定されたノードのリストを作成します。NODELIST
キーワードがない場合、省略値名*DEFAULTが使用されます。

構文：

コマンド キーワー
ド

値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

FOREACH NODE 値 必須

NODELIST *DEFAULT 任意。省略値。選択したノー
ドを受信するノード・リスト
名

値 	
	



5.17.12	NEXT
NEXTコマンドは、現在のノードを、指定したノード・リストの次のノードに設定します。

構文：

コマン
ド

キーワー
ド

値 コマンド/キーワード/値に関する
開発担当者メモ

NEXT OBJECT *NODE 必須

NODELIST *DEFAULT 任意。省略値

値 	
	
指定のリストにそれ以上ノードがない場合、返される応答ステータスはNONEになります。



5.17.13	SERVICE_UNLOAD
SERVICE_UNLOADコマンドは、サービスをアンロードします。

構文：

コマンド キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SERVICE_UNLOAD 	 	 	
		



5.17.14	XMLParserServiceの例
RDMLのサンプル・コードについては、「XMLParserServiceの例1」および「XMLParserService	2
(ノードのトラバース)」を参照してください。



5.18	XMLReaderService
XMLReaderServiceにより、StAXストリーム・リーダーを使用してXMLファイルを読み込むこと
ができます。

Streaming	API	for	XML	(StAX)は、XMLのプル型解析用のAPIです。
Streaming	APIでは、簡単な反復子ベースのAPIを公開することで、プログラマは解析を制御でき
ます。

これにより、プログラマは次のイベントを要求し(イベントのプル)、手続き型の方法で状態を保
管できます。

XMLReaderServiceはWoodstox	APIを使用します(http://woodstox.codehaus.org/を参照)。

http://woodstox.codehaus.org/


5.18.1	XMLReaderServiceの役割
大きなサイズのXMLファイルのルート・エレメントを決める必要がある場合、
XMLReaderServiceでは最初のエレメントを読み込み、解析アクティビティを終了することがで
きます。



5.18.2	XMLReaderServiceの使用
RDML/RDMLXと、RPGまたはCなどの3GLのどちらでクライアント・アプリケーションを作成
する場合も同じ基本ステップを完了する必要があります。

例えば、XMLファイルを読み込むアプリケーションでは、通常、以下のコマンドを発行しま
す。

JSM(X)_OPEN
JSM(X)_COMMAND
					SERVICE_LOAD
											SET
											OPEN
											NEXT
											CLOSE
					SERVICE_UNLOAD
JSM(X)_CLOSE
選択した開発言語に適用されるコマンドの詳細については、「Java	Service	Managerクライアン
ト」を参照してください。



5.18.3	XMLReaderServiceのコマンド
アプリケーションからXMLReaderServiceにコマンドを発行するには、JSM_COMMANDや
JSMX_COMMAND組み込み関数または選択した開発言語のAPIを使用してJava	Service	Manager経
由でコマンド文字列を渡します。

XMLReaderServiceで処理するコマンドは以下のとおりです。
SERVICE_LOAD
SET
OPEN
NEXT
CLOSE
SERVICE_GET
SERVICE_UNLOAD



SERVICE_LOAD
サービスをロードして初期化します。

	
																																																										必須
	
	SERVICE_LOAD	----	SERVICE	---------サービス名--------------->
	
	
																																																										任意
	
															>--	TRACE	-----------	*NO	------------------------>
																																					*YES
																																					*ERROR
	
															>--	TRACE_NAME	------名前----------------------->
																																					*SERVICE
																																					*PROCESS
																																					*FUNCTION
																																					*JOBNAME
																																					*JOBUSER
																																					*JOBNUMBER
	
															>--	VALIDATING	------	*NO	------------------------|
																																					*YES
	
詳細については、以下を参照してください。

クライアントからのサービス・プログラム・トレース

キーワード

SERVICE ロードするサービスの名前	-	この場合
はXMLReaderService

TRACE クライアント・プログラムのトレースを有効にするに
は、SERVICE_LOADコマンドでTRACEキーワードを
使用します。

TRACEキーワードに可能な値は以下のとおりです。
									*NO
									*YES

									*ERROR
トレース・オプション*ERRORはトレースを有効にし
ます。サービスがステータスERROR、FATAL、または



SOAPFAULTをクライアントに返さない場合、トレー
ス・ファイルはJSM	CLOSE呼び出しで削除されます。

TRACE_NAME オプションのTRACE_NAMEキーワードを使用する
と、クライアントは、クライアントのtraceサブディレ
クトリの最後にユーザー定義の名前を追加できます。

TRACE_NAMEキーワードには、特殊なキーワード値
も使用できます。

									*SERVICE
									*PROCESS

									*FUNCTION
									*JOBNAME
									*JOBUSER

									*JOBNUMBER

VALIDATING 任意。「VALIDATING」を参照してください。
	

例

RDML
	
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('SERVICE_LOAD	SERVICE(XMLReaderService)'
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
#jsmcommand	:=	'service_load	service(XMLReaderService)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	#jsmcommand)	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'service_load'
c																													+	'	service(XMLReaderService)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



SET
SETコマンドは現在のディレクトリを設定します。
	
																																																									必須
	
	SET	----	DIR	----------ディレクトリ・パス------------------------|
	

キーワード

DIR このキーワードは、省略値のディレクトリを指定す
る場合に使用されます。

	

例

RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SET	DIR(/orders)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	'set	dir(/orders)')	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'set	dir(/orders)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



OPEN
OPENコマンドは既存のXMLファイルを開きます。
	
																																																									必須
	
	OPEN	----	FILE	------------ファイル・パス-------------------------|
	

キーワード

FILE このキーワードは、xmlファイルのファイル名とパスを
指定する場合に使用されます。

パスの区切り文字にはフォワード・スラッシュを使用
し、DOSドライブ指定子を使用しないことをお勧めしま
す。
パスの形式は以下のようにします。
Windowsの場合、以下のように指定できます。
									絶対パス
例：

/orders/order.xml
C:/orders/order.xml
C:\orders\order.xml

または

									相対パス
orders/order.xmlなど(先頭が「/」にならないよう
に注意)。この場合、order.xmlファイルは、サー
バー上のJSMインスタンス・ディレクトリのorders
ディレクトリにあります。

IBM	i	の場合、以下のように指定できます。
									絶対パス
例：

/orders/order.xml

または



									相対パス
orders/order.xmlなど(先頭が「/」にならないよう
に注意)。この場合、order.xmlファイルは、サー
バー上のJSMインスタンス・ディレクトリのorders
ディレクトリにあります。

注：どのようなディレクトリ構造を指定する場合でも、
すでに存在していなければなりません。
このキーワードは必須です。

	

例

RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('OPEN	FILE(ORDER.XML)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	'open	file(order.xml)')	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'open	file(order.xml)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



NEXT
NEXTコマンドは次のストリーミング・イベントを読み込みます。
各イベントは、受け取ったイベントのタイプを識別するステータス・コードを返します。

すべてのイベントを受け取ると、ステータス・コードNONEXTが返され、ストリームの最後が
特定されます。

ストリーム・リーダーを閉じる前にすべてのイベントを読み込む必要はありません。

エレメントの属性の名前と値にアクセスするには、2つのフィールドの作業リスト引数を使用し
ます。ELEMENTSTARTイベントを受け取ると、作業リストは消去され、属性が追加されます。

可能なステータスとメッセージの値

ステータス メッセージ

NONEXT 	

ELEMENTSTART 修飾エレメント名
例：{http://www.cars.com/xml}part

ELEMENTEND 修飾エレメント名
例：{http://www.cars.com/xml}part

COMMENT コメントのテキスト

INSTRUCTION 処理命令
	
	
																																																								必須
	
	NEXT
	
																																																								任意
	
								>--	COMMENT	----------	*NO	---------------------------->
																															*YES
	
								>--	INSTRUCTIOM	------	*NO	----------------------------|
																															*YES
	

キーワード

COMMENT この任意のキーワードは、コメントのイベントを
入れる場合に使用されます。

COMMENTキーワードに可能な値は以下のとおり
です。



									*NO
									*YES
省略値は*NOです。

INSTRUCTION この任意のキーワードは、処理命令のイベントを
入れる場合に使用されます。

INSTRUCTIONキーワードに可能な値は以下のとお
りです。

									*NO
									*YES
省略値は*NOです。

	

例

RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('NEXT	SERVICE_LIST(ATRNAME,ATRVALUE)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#WRKLST)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	'next')	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg	#wrklst)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'next'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



CLOSE
CLOSEコマンドは現在のリーダーを閉じます。
	
	CLOSE	--------------キーワードなし---------------------------------|
	

キーワード
このコマンドに関連するキーワードはありません。

例

RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	close)	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'close'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



SERVICE_GET
SERVICE_GETコマンドにより、JSMクライアント・アプリケーションは、現在ロードされてい
るサービスに関連するプロパティ・ファイルのキーワード/値のプロパティにアクセスできま
す。

クライアント・アプリケーションは、サービスに関連するプロパティの値にアクセスできます
が、このような値を保持する共通の媒体としてサービス・プロパティ・ファイルを使用してアプ
リケーションに固有のプロパティの値にもアクセスした方が便利です。

後者の方法を使用する場合、アプリケーション定義のキーワード名と、現在および将来のバー
ジョンのLANSA	Integratorで使用されるキーワード名との間に競合が生じる可能性があります。
この可能性を減らすには、プロパティ・キーワードの先頭にグローバルな一意の名前を付ける必
要があります。以下の例では、この目的で接頭辞com.acme.propertyが使用されています。
サービス・プロパティのキーワード値は、JSM	Messageフィールドに返されます。キーワードが
存在しない場合、NOT_EXISTというステータスが返されます。
	
	SERVICE_GET	--------	PROPERTY	-----値-------------------->
	
																		>--	TRACE	-------	*SERVICE-------------------|
																																				*TRANSPORT
	

キーワード

PROPERTY サービス・プロパティ・ファイルでチェックするキーワー
ド/値を指定します。
サービス・プロパティのキーワード値は、JSM	Message
フィールドに返されます。キーワードがサービス・プロパ
ティ・ファイルに存在しない場合、NOT_EXISTというス
テータスが返されます。

TRACE 									*SERVICE	-	サービス・トレース・ファイルを読み
込みます。

									*TRANSPORT	-	転送トレース・ファイルを読み込み
ます。

	

例
例では、サービス・プロパティ・ファイルのcom.acme.property.messagetype	(アプリケーション定
義のプロパティ)の値を取り出します。このプロパティは、以下のような行を含むサービス・プ
ロパティ・ファイルで定義できます(この場合、値「html」がアプリケーションに返されます)。

	
com.acme.property.messagetype=html
	



RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SERVICE_GET	PROPERTY(com.acme.property.messagetype)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
#jsmcmd	:=	'	service_get	property(com.acme.property.messagetype)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'service_get'
c																													+	'	property(com.acme.property.messagetype)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



SERVICE_UNLOAD
SERVICE_UNLOADコマンドは、サービスをアンロードして、入力ストリームや出力ストリーム
を終了し、一時ディレクトリや一時ファイルを削除します。

	
	SERVICE_UNLOAD	---------キーワードなし--------------------------|
	

キーワード
このコマンドに関連するキーワードはありません。

例

RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SERVICE_UNLOAD')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	service_unload)	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'service_unload'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



5.19	XMLWriterService
XMLWriterServiceにより、StAXストリーム・ライターを使用してXMLファイルを作成できま
す。

Streaming	API	for	XML	(StAX)は、XMLを作成するストリーム用のAPIです。
XMLWriterServiceはWoodstox	APIを使用します(http://woodstox.codehaus.org/を参照)。

http://woodstox.codehaus.org/


5.19.1	XMLWriterServiceの役割
大きなサイズのXMLファイルを作成する必要がある場合、XMLエレメントが作成されると、
XMLWriterServiceではそのエレメントをファイルに送ることができます。
他にもXMLファイルを作成する方法がありますが、その方法ではXML内容全体をファイルに出
力する前にメモリー内に作成しておく必要があります。



5.19.2	XMLWriterServiceの使用
RDML/RDMLXと、RPGまたはCなどの3GLのどちらでクライアント・アプリケーションを作成
する場合も同じ基本ステップを完了する必要があります。

例えば、XMLファイルを作成するアプリケーションでは、通常、以下のコマンドを発行しま
す。

JSM(X)_OPEN
JSM(X)_COMMAND
					SERVICE_LOAD
											SET
											OPEN
											WRITE
											CLOSE
					SERVICE_UNLOAD
JSM(X)_CLOSE
選択した開発言語に適用されるコマンドの詳細については、「Java	Service	Managerクライアン
ト」を参照してください。



5.19.3	XMLWriterServiceのコマンド
アプリケーションからXMLWriterServiceにコマンドを発行するには、JSM_COMMANDや
JSMX_COMMAND組み込み関数または選択した開発言語のAPIを使用してJava	Service	Manager経
由でコマンド文字列を渡します。

XMLWriterServiceで処理するコマンドは以下のとおりです。
SERVICE_LOAD
SET
OPEN
WRITE
CLOSE
SERVICE_GET
SERVICE_UNLOAD



SERVICE_LOAD
サービスをロードして初期化します。

	
																																																										必須
	
	SERVICE_LOAD	----	SERVICE	---------サービス名--------------->
	
	
																																																										任意
	
															>--	TRACE	-----------	*NO	------------------------>
																																					*YES
																																					*ERROR
	
															>--	TRACE_NAME	------名前-----------------------|
																																					*SERVICE
																																					*PROCESS
																																					*FUNCTION
																																					*JOBNAME
																																					*JOBUSER
																																					*JOBNUMBER
	
詳細については、以下を参照してください。

クライアントからのサービス・プログラム・トレース

キーワード

SERVICE ロードするサービスの名前	-	この場合
はXMLWriterService

TRACE クライアント・プログラムのトレースを有効にするに
は、SERVICE_LOADコマンドでTRACEキーワードを
使用します。

TRACEキーワードに可能な値は以下のとおりです。
									*NO
									*YES

									*ERROR
トレース・オプション*ERRORはトレースを有効にし
ます。サービスがステータスERROR、FATAL、または
SOAPFAULTをクライアントに返さない場合、トレー
ス・ファイルはJSM	CLOSE呼び出しで削除されます。



TRACE_NAME オプションのTRACE_NAMEキーワードを使用する
と、クライアントは、クライアントのtraceサブディレ
クトリの最後にユーザー定義の名前を追加できます。
TRACE_NAMEキーワードには、特殊なキーワード値
も使用できます。

									*SERVICE
									*PROCESS
									*FUNCTION

									*JOBNAME
									*JOBUSER
									*JOBNUMBER

	

例

RDML
	
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('SERVICE_LOAD	SERVICE(XMLWriterService)'
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
#jsmcommand	:=	'service_load	service(XMLWriterService)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	#jsmcommand)	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'service_load'
c																													+	'	service(XMLWriterService)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



SET
SETコマンドを使用して現在のディレクトリを設定できます。また、このコマンドでは、XML作
成プロセスで使用されるXML接頭辞とネームスペースのマッピングを、ルート・スコープまた
はエレメントの開始および終了スコープで宣言することもできます。

	
																																																										任意
	
	SET	----	DIR	----------ディレクトリ・パス------------------------->
	
						>--	OBJECT	-------	*PREFIX	-------------------------------->
																									*DEFAULTNS
	
						>--	PREFIX	-------接頭辞--------------------------------->
	
						>--	NAMESPACE	----ネームスペース------------------------------|
	

キーワード

DIR このキーワードは、省略値のディレクトリを指定す
る場合に使用されます。

OBJECT このキーワードは、XMLネームスペースを定義する
場合に使用されます。その使用法に応じて、ネーム
スペースをルート・スコープで定義したり、エレメ
ントの開始および終了スコープ内で定義したりする
場合に使用できます。

OBJECTキーワードに可能な値は以下のとおりで
す。

									*PREFIX
									*DEFAULTNS

PREFIX このキーワードはXML接頭辞を指定し、OBJECTタ
イプが*PREFIXの場合のみ使用されます。

NAMESPACE このキーワードはXMLネームスペースを指定し、
OBJECTタイプが*PREFIXまたは*DEFAULTNSの場
合に使用されます。

	

例

	



SET	OBJECT	(	*DEFAULTNS	)	NAMESPACE	(	http://parts.com	)
	
SET	OBJECT	(	*PREFIX	)	PREFIX	(	abc	)	NAMESPACE	(	http://salesorder.com	)
	
例

RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SET	DIR(/orders)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	'set	dir(/orders)')	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'set	dir(/orders)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



OPEN
OPENコマンドは、新しいXMLファイルを作成したり、既存ファイルを置き換えたりします。
	
																																																									必須
	
	OPEN	----	FILE	------------ファイル・パス-------------------------|
	

キーワード

FILE このキーワードは、xmlファイルのファイル名とパスを
指定する場合に使用されます。

パスの区切り文字にはフォワード・スラッシュを使用
し、DOSドライブ指定子を使用しないことをお勧めしま
す。
パスの形式は以下のようにします。
Windowsの場合、以下のように指定できます。
									絶対パス
例：

/orders/order.xml
C:/orders/order.xml
C:\orders\order.xml

または

									相対パス
orders/order.xmlなど(先頭が「/」にならないよう
に注意)。この場合、order.xmlファイルは、サー
バー上のJSMインスタンス・ディレクトリのorders
ディレクトリにあります。

IBM	i	の場合、以下のように指定できます。
									絶対パス
例：

/orders/order.xml

または



									相対パス
orders/order.xmlなど(先頭が「/」にならないよう
に注意)。この場合、order.xmlファイルは、サー
バー上のJSMインスタンス・ディレクトリのorders
ディレクトリにあります。

注：どのようなディレクトリ構造を指定する場合でも、
すでに存在していなければなりません。
このキーワードは必須です。

	

例

RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('OPEN	FILE(ORDER.XML)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	'open	file(order.xml)')	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'open	file(order.xml)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



WRITE
WRITEコマンドはXMLコンポーネントを作成して書き出す場合に使用されます。
OBJECTキーワードは、作成するXMLコンポーネントのタイプを指定します。
	
																																																									必須
	
	WRITE	----	OBJECT	----------	*DOCUMENTSTART	------------------->
																														*DOCTYPE
																														*COMMENT
																														*INSTRUCTION
																														*NAMESPACE
																														*ELEMENTSTART
																														*TEXT
																														*CDATA
																														*ELEMENTEMD
																														*DOCUMENTEND
	
																																																									任意
	
								>--	NAME	------------修飾名------------------->
	
								>--	PREFIX	----------接頭辞--------------------------->
	
								>--	NAMESPACE	-------ネームスペース------------------------>
	
								>--	TEXT	------------テキスト----------------------------->
	
								>--	TARGET	----------ターゲット--------------------------->
	
								>--	DATA	------------データ-----------------------------|
	

キーワード

OBJECT この必須キーワードは、作成するXMLエレメントの
タイプを指定します。

OBJECTキーワードに可能な値は以下のとおりで
す。

									*DOCUMENTSTART
									*DOCTYPE

									*COMMENT
									*INSTRUCTION
									*NAMESPACE



									*ELEMENTSTART
									*TEXT

									*CDATA
									*ELEMENTEND
									*ELEMENTEMPTY

									*DOCUMENTEND

NAME このキーワードは、修飾XMLエレメント名を指定し
ます。

このキーワードは、以下のOBJECTタイプの場合に
使用されます。

									*ELEMENTSTART
									*ELEMENTEMPTY
修飾エレメント名を文字列で表現する表記法では、
ネームスペースURIを中括弧で囲み、このネームス
ペースをエレメント名の前に付けます。
例：{http://www.cars.com/xml}part
エレメントの属性を作成するには、WRITE
OBJECT(*ELEMENTSTART)コマンドの引数として、
修飾された属性の名前と値が含まれる2つのフィール
ドの作業リストを使用します。

PREFIX このキーワードはXML接頭辞を指定し、OBJECTタ
イプが*NAMESPACEの場合のみ使用されます。

NAMESPACE このキーワードはXMLネームスペースを指定し、
OBJECTタイプが*NAMESPACEの場合のみ使用され
ます。

TEXT このキーワードはテキスト値を指定します。

このキーワードは、以下のOBJECTタイプの場合に
使用されます。

									*DOCTYPE
									*COMMENT

									*TEXT



									*CDATA

TARGET このキーワードは処理命令のターゲットを指定し、
OBJECTタイプが*INSTRUCTIONの場合のみ使用さ
れます。

DATA このキーワードは処理命令のデータを指定し、
OBJECTタイプが*INSTRUCTIONの場合のみ使用さ
れます。

	

例

	
OPEN	FILE	(	order.xml	)
	
WRITE	OBJECT	(	*DOCUMENTSTART	)
	
WRITE	OBJECT	(	*DOCTYPE	)	TEXT	(	<!DOCTYPE	Orders	SYSTEM	"order.dtd">	)
	
WRITE	OBJECT	(	*COMMENT	)	TEXT	(	Some	comment	text	)
	
WRITE	OBJECT	(	*INSTRUCTION	)	TARGET	(	action	)	DATA	(	reply	)
	
SET	OBJECT	(	*PREFIX	)	PREFIX	(	abc	)	NAMESPACE	(	http://salesorder.com	)
	
SET	OBJECT	(	*DEFAULTNS	)	NAMESPACE	(	http://parts.com	)
	
WRITE	OBJECT	(	*ELEMENTSTART	)	NAME	(	{http://acme.com}Orders	)									#WRKLST	-	attribute	list
	
WRITE	OBJECT	(	*TEXT	)	TEXT	(	Some	text	)
	
WRITE	OBJECT	(	*ELEMENTEND	)
	
WRITE	OBJECT	(	*ELEMENTEMPTY	)	NAME	(	{http://acmme.com}SalesOrder	)
	
WRITE	OBJECT	(	*ELEMENTSTART	)	NAME	(	{http://acme.com}Address	)
	
WRITE	OBJECT	(	*CDATA	)	TEXT	(	Some	text	)
	
WRITE	OBJECT	(	*NAMESPACE	)	PREFIX	(	def	)	NAMESPACE	(	http://acme2.com	)



	
WRITE	OBJECT	(	*ELEMENTEND	)
	
WRITE	OBJECT	(	*DOCUMENTEND	)
	
CLOSE
	

例

RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('WRITE	OBJECT(*DOCUMENTSTART)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#WRKLST)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	'write	object(*documentstart)')	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg	#wrklst)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'write	object(*documentstart)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



CLOSE
CLOSEコマンドは現在のリーダーを閉じます。
	
	CLOSE	--------------キーワードなし---------------------------------|
	

キーワード
このコマンドに関連するキーワードはありません。

例

RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	close)	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'close'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



SERVICE_GET
SERVICE_GETコマンドにより、JSMクライアント・アプリケーションは、現在ロードされてい
るサービスに関連するプロパティ・ファイルのキーワード/値のプロパティにアクセスできま
す。

クライアント・アプリケーションは、サービスに関連するプロパティの値にアクセスできます
が、このような値を保持する共通の媒体としてサービス・プロパティ・ファイルを使用してアプ
リケーションに固有のプロパティの値にもアクセスした方が便利です。

後者の方法を使用する場合、アプリケーション定義のキーワード名と、現在および将来のバー
ジョンのLANSA	Integratorで使用されるキーワード名との間に競合が生じる可能性があります。
この可能性を減らすには、プロパティ・キーワードの先頭にグローバルな一意の名前を付ける必
要があります。以下の例では、この目的で接頭辞com.acme.propertyが使用されています。
サービス・プロパティのキーワード値は、JSM	Messageフィールドに返されます。キーワードが
存在しない場合、NOT_EXISTというステータスが返されます。
	
	SERVICE_GET	--------	PROPERTY	-----値-------------------->
	
																		>--	TRACE	-------	*SERVICE-------------------|
																																				*TRANSPORT
	

キーワード

PROPERTY サービス・プロパティ・ファイルでチェックするキーワー
ド/値を指定します。
サービス・プロパティのキーワード値は、JSM	Message
フィールドに返されます。キーワードがサービス・プロパ
ティ・ファイルに存在しない場合、NOT_EXISTというス
テータスが返されます。

TRACE 									*SERVICE	-	サービス・トレース・ファイルを読み
込みます。

									*TRANSPORT	-	転送トレース・ファイルを読み込み
ます。

	

例
例では、サービス・プロパティ・ファイルのcom.acme.property.messagetype	(アプリケーション定
義のプロパティ)の値を取り出します。このプロパティは、以下のような行を含むサービス・プ
ロパティ・ファイルで定義できます(この場合、値「html」がアプリケーションに返されます)。

	
com.acme.property.messagetype=html
	



RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SERVICE_GET	PROPERTY(com.acme.property.messagetype)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
#jsmcmd	:=	'	service_get	property(com.acme.property.messagetype)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'service_get'
c																													+	'	property(com.acme.property.messagetype)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



SERVICE_UNLOAD
SERVICE_UNLOADコマンドは、サービスをアンロードして、入力ストリームや出力ストリーム
を終了し、一時ディレクトリや一時ファイルを削除します。

	
	SERVICE_UNLOAD	---------キーワードなし--------------------------|
	

キーワード
このコマンドに関連するキーワードはありません。

例

RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SERVICE_UNLOAD')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	service_unload)	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'service_unload'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



5.20	SOAPAgentService
サービス名：SOAPAgentService
SOAPAgentServiceは、リモートWebサービスに対してクライアントとして機能します。このサー
ビスを使用するには、SOAPウィザードでサービス・クラスを作成する必要があります。
SOAPAgentServiceは以下のコマンドをサポートしています。
SERVICE_LOAD
SERVICE_GET
OPEN
SET
CALL
GET
IS
CLOSE
SERVICE_UNLOAD



5.20.1	SERVICE_LOAD
構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に
関する開発担当者メモ

SERVICE_LOAD TIMEZONE 値 任意。「タイム・ゾーン」
を参照してください。
これはタイム・ゾーン・
サービス・プロパティを
オーバーライドします。
サービス・プロパティがな
い場合、省略値のタイム・
ゾーンが使用されます。

	



5.20.2	SERVICE_GET
構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/
値に関する開発担当者
メモ

SERVICE_GET PROPERTY 値 条件付。サービス・プ
ロパティを取得しま
す。

TRACE *SERVICE 条件付。サービス・ト
レース・ファイルを読
み込みます。

*TRANSPORT 条件付。転送トレー
ス・ファイルを読み込
みます。

	



5.20.3	OPEN
OPENコマンドは、SOAPトランザクションの処理に使用されるサービス・クラスをロードしま
す。

構文：

コマンド キーワー
ド

値 コマンド/キーワード/値に関する開
発担当者メモ

OPEN SERVICE 値 必須。サービス
	
SERVICEキーワード値は、プロパティ・キーservice.「値」とservice.archive.「値」によるリソー
ス・プロパティ検索で使用され、バインディング・クラスとバインディングjarファイルを検索
します(このファイルには、SOAPエージェントウィザードで生成されるバインディング・クラス
とサポート・クラスが含まれます)。サービス・バインディング・アーカイブ・エントリーが存
在しない場合、バインディングjarファイルはユーザー指定のディレクトリではなくJSM	jarサブ
ディレクトリにあります。

この例では、SERVICEの値SEARCHに対してcom.acme.SearchServiceというサービス・クラスを
使用しています。

	
service.search=com.acme.SearchService
service.archive.search=bindings/search.jar
	

例

	
OPEN	SERVICE(SEARCH)
	



5.20.4	SET
SETコマンドは、オペレーション・パラメータとフラグメントのコンテキストおよびデータを設
定します。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に
関する開発担当者メモ

SET OPERATION 値 任意。オペレーション名

PARAMETER 値 任意。パラメータ名

FRAGMENT 値 任意。フラグメント名

LIST 値 任意。リスト名

VALIDATE *ALL 任意。XMLスキーマを使
用して、SOAP要求メッ
セージと応答メッセージを
検証します。
OPERATIONキーワードと
ともに使用されます。

*OPTIONAL サービス・プロパティが使
用可能な場合のみ検証しま
す。
省略値

*NONE 検証なし

*REQUEST SOAP要求メッセージを検
証します。

*RESPONSE SOAP応答メッセージを検
証します。

サービスが開くと、プログラムはSET	OPERATIONコマンドを呼び出して、使用されるオペレー
ションを指定する必要があります。オプションのVALIDATEキーワードは、SOAP	XML要求メッ
セージと応答メッセージに対してXMLスキーマ検証を行うかどうかを制御します。SOAPメッ
セージの検証に使用される外部のXMLスキーマ・ファイルは、サービス・プロパティ・ファイ
ルで指定します。サービス名とオペレーション名はサービス・プロパティで使用され、各エント
リーを特定します。

例



#	service.validate.request.service.operation=soap-agent-schemas/soap-
envelope.xsd
#	service.validate.response.service.operation=soap-agent-schemas/soap-
envelope.xsd

オペレーションを設定すると、プログラムはパラメータとその値を設定する必要があります。パ
ラメータが簡単なもので、フラグメントやリストが不要な場合、SET	PARAMETERコマンドはプ
ログラム・フィールドの値でパラメータ値を設定します。

パラメータが複雑なオブジェクトの場合、SET	PARAMETERコマンドを呼び出して、今後の呼び
出しのコンテキストがこのパラメータに対して機能するように設定する必要があります。パラ
メータ・オブジェクトを完全に入力するには、いくつかのSET	FRAGMENTコマンドとSET	LIST
コマンドを呼び出す必要があります。

SET	PARAMETERコマンドを再度呼び出し、次のパラメータの作成に移ります。
すべてのパラメータの準備ができたら、CALLコマンドを実行します。

例

SET	OPERATION(KEYWORDSEARCHREQUEST)
SET	OPERATION(KEYWORDSEARCHREQUEST)	VALIDATE(*RESPONSE)
SET	PARAMETER(KEYWORDSEARCHREQUEST)
SET	LIST(AUTHORS)	SERVICE_LIST(...)
SET	FRAGMENT(REQUEST)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)

SOAP/1.1エンベロープのXMLSchemaの例
<?xml	version="1.0"	encoding="utf-8"?>
<!--
		Schema	for	the	SOAP/1.1	envelope
		Portions	©	2001	DevelopMentor,	©	2001	W3C	(Massachusetts	Institute	of	Technology,
		Institut	National	de	Recherche	en	Informatique	et	en	Automatique,	Keio	University).
		All	Rights	Reserved.
		This	document	is	governed	by	the	W3C	Software	License	[1]	as	described	in	the	FAQ	[2].
		[1]	http://www.w3.org/Consortium/Legal/copyright-software-19980720
		[2]	http://www.w3.org/Consortium/Legal/IPR-FAQ-20000620.html#DTD	
		By	obtaining,	using	and/or	copying	this	work,	you	(the	licensee)	agree	that	you	have	read,
		understood,	and	will	comply	with	the	following	terms	and	conditions:
		Permission	to	use,	copy,	modify,	and	distribute	this	software	and	its	documentation,
		with	or	without	modification,		for	any	purpose	and	without	fee	or	royalty	is	hereby	granted,
		provided	that	you	include	the	following	on	ALL	copies	of	the	software	and	documentation	or
		portions	thereof,	including	modifications,	that	you	make:
		1.	The	full	text	of	this	NOTICE	in	a	location	viewable	to	users	of	the	redistributed	or
					derivative	work.
		2.	Any	pre-



existing	intellectual	property	disclaimers,	notices,	or	terms	and	conditions.
					If	none	exist,	a	short	notice	of	the	following	form	(hypertext	is	preferred,	text	is
					permitted)	should	be	used	within	the	body	of	any	redistributed	or	derivative	code:
				"Copyright	©	2001	World	Wide	Web	Consortium,	(Massachusetts	Institute	of	Technology,
					Institut	National	de	Recherche	en	Informatique	et	en	Automatique,	Keio	University).
					All	Rights	Reserved.	http://www.w3.org/Consortium/Legal/"
		3.	Notice	of	any	changes	or	modifications	to	the	W3C	files,	including	the	date	changes	were	made.
					(We	recommend	you	provide	URIs	to	the	location	from	which	the	code	is	derived.)
		Original	W3C	files;	http://www.w3.org/2001/06/soap-envelope
		Changes	made:	
					-	reverted	namespace	to	http://schemas.xmlsoap.org/soap/envelope/
					-	reverted	mustUnderstand	to	only	allow	0	and	1	as	lexical	values
					-	made	encodingStyle	a	global	attribute	20020825
					-	removed	default	value	from	mustUnderstand	attribute	declaration
		THIS	SOFTWARE	AND	DOCUMENTATION	IS	PROVIDED	"AS	IS,"	AND	COPYRIGHT	HOLDERS	MAKE	NO
		REPRESENTATIONS	OR	WARRANTIES,	EXPRESS	OR	IMPLIED,	INCLUDING	BUT	NOT	LIMITED	TO,	WARRANTIES
		OF	MERCHANTABILITY	OR	FITNESS	FOR	ANY	PARTICULAR	PURPOSE	OR	THAT	THE	USE	OF	THE	SOFTWARE	OR
		DOCUMENTATION	WILL	NOT	INFRINGE	ANY	THIRD	PARTY	PATENTS,	COPYRIGHTS,	TRADEMARKS	OR	OTHER	RIGHTS.
		COPYRIGHT	HOLDERS	WILL	NOT	BE	LIABLE	FOR	ANY	DIRECT,	INDIRECT,	SPECIAL	OR	CONSEQUENTIAL	DAMAGES
		ARISING	OUT	OF	ANY	USE	OF	THE	SOFTWARE	OR	DOCUMENTATION.
		The	name	and	trademarks	of	copyright	holders	may	NOT	be	used	in	advertising	or	publicity
		pertaining	to	the	software	without	specific,	written	prior	permission.
		Title	to	copyright	in	this	software	and	any	associated	documentation	will	at	all	times
		remain	with	copyright	holders.
-->
<xs:schema	xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema"
											xmlns:tns="http://schemas.xmlsoap.org/soap/envelope/"
											targetNamespace="http://schemas.xmlsoap.org/soap/envelope/"
											xmlns:import1="http://soap.service.acme.com">
		<!--	Import	SOAP	Service	XMLSchema	EveryNumber	-->
		<xs:import	namespace="http://soap.service.acme.com"	schemaLocation="everyNumber.xsd"/>
		<!--	Envelope	-->
		<xs:element	name="Envelope"	type="tns:Envelope"/>
		<xs:complexType	name="Envelope">
				<xs:sequence>
						<xs:element	ref="tns:Header"	minOccurs="0"/>
						<xs:element	ref="tns:Body"	minOccurs="1"/>
						<xs:any	namespace="##other"	minOccurs="0"	maxOccurs="unbounded"	processContents="lax"/>
				</xs:sequence>



				<xs:anyAttribute	namespace="##other"	processContents="lax"/>
		</xs:complexType>
		<!--	Header	-->
		<xs:element	name="Header"	type="tns:Header"/>
		<xs:complexType	name="Header">
				<xs:sequence>
						<xs:any	namespace="##other"	minOccurs="0"	maxOccurs="unbounded"	processContents="lax"/>
				</xs:sequence>
				<xs:anyAttribute	namespace="##other"	processContents="lax"/>
		</xs:complexType>
		
		<!--	Body	-->
		<xs:element	name="Body"	type="tns:Body"/>
		<xs:complexType	name="Body">
				<xs:sequence>
<!--
					Accept	any	request,	response	or	fault	element
					<xs:any	namespace="##any"	minOccurs="0"	maxOccurs="unbounded"	processContents="lax"/>
-->
				<xs:element	ref="import1:getNumber"	minOccurs="0"/>
				<xs:element	ref="import1:getNumberResponse"	minOccurs="0"/>
				<xs:element	ref="tns:Fault"	minOccurs="0"/>
				</xs:sequence>
				<xs:anyAttribute	namespace="##any"	processContents="lax"/>
		</xs:complexType>
		<!--	Global	Attributes	-->
		<xs:attribute	name="mustUnderstand">	
					<xs:simpleType>
					<xs:restriction	base="xs:boolean">
							<xs:pattern	value="0|1"/>
							</xs:restriction>
			</xs:simpleType>
		</xs:attribute>
		<xs:attribute	name="actor"	type="xs:anyURI"/>
		<xs:simpleType	name="encodingStyle">
				<xs:list	itemType="xs:anyURI"/>
		</xs:simpleType>
		<xs:attribute	name="encodingStyle"	type="tns:encodingStyle"/>
		<xs:attributeGroup	name="encodingStyle">



				<xs:attribute	ref="tns:encodingStyle"/>
		</xs:attributeGroup>
		<!--	Fault	-->
		<xs:element	name="Fault"	type="tns:Fault"/>
		<xs:complexType	name="Fault"	final="extension">
				<xs:sequence>
						<xs:element	name="faultcode"	type="xs:QName"/>
						<xs:element	name="faultstring"	type="xs:string"/>
						<xs:element	name="faultactor"	type="xs:anyURI"	minOccurs="0"/>
						<xs:element	name="detail"	type="tns:detail"	minOccurs="0"/>						
				</xs:sequence>
		</xs:complexType>
		<!--	Fault	detail	-->
		<xs:complexType	name="detail">
				<xs:sequence>
						<xs:any	namespace="##any"	minOccurs="0"	maxOccurs="unbounded"	processContents="lax"/>
				</xs:sequence>
				<xs:anyAttribute	namespace="##any"	processContents="lax"/>	
		</xs:complexType>
</xs:schema>

SOAPサービスのXMLSchemaの例
<?xml	version="1.0"	encoding="utf-8"?>
<xs:schema	xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema"	xmlns:tns="http://soap.service.acme.com"	targetNamespace="http://soap.service.acme.com">
			<xs:element	name="getNumber">
				<xs:complexType>
					<xs:sequence>
						<xs:element	name="param1"	type="tns:EveryNumber"/>
					</xs:sequence>
				</xs:complexType>
			</xs:element>
			<xs:element	name="getNumberResponse">
				<xs:complexType>
					<xs:sequence>
						<xs:element	name="getNumberReturn"	type="tns:EveryNumber"/>
					</xs:sequence>
				</xs:complexType>
			</xs:element>
			<xs:complexType	name="EveryNumber">



				<xs:sequence>
					<xs:element	name="n_double"	type="xs:double"/>
					<xs:element	name="n_float"	type="xs:float"/>
					<xs:element	name="n_int"	type="xs:int"/>
					<xs:element	name="n_long"	type="xs:long"/>
				</xs:sequence>
			</xs:complexType>
</xs:schema>

XMLSchemaのSimpleTypeの例
<xs:simpleType	name="type-pattern">
		<xs:restriction	base="xs:string">
				<xs:pattern	value="[2-5][0-9]"/>
		</xs:restriction>
</xs:simpleType>
<xs:simpleType	name="type-enumeration">
		<xs:restriction	base="xs:string">
				<xs:enumeration	value="A"/>
				<xs:enumeration	value="B"/>
				<xs:enumeration	value="C"/>
		</xs:restriction>
</xs:simpleType>
<xs:simpleType	name="type-enumeration2">
		<xs:restriction	base="xs:int">
				<xs:enumeration	value="12"/>
				<xs:enumeration	value="22"/>
				<xs:enumeration	value="32"/>
		</xs:restriction>
</xs:simpleType>
<xs:simpleType	name="one-hundred-or-more">
		<xs:restriction	base="xs:int">
				<xs:minInclusive	value="100"/>
		</xs:restriction>
</xs:simpleType>
<xs:simpleType	name="one-hundred-or-less">
		<xs:restriction	base="xs:int">
				<xs:maxInclusive	value="100"/>
		</xs:restriction>
</xs:simpleType>



<xs:simpleType	name="amount">
		<xs:restriction	base="xs:decimal">
				<xs:totalDigits	value="4"/>
				<xs:fractionDigits	value="1"/>
				<xs:minInclusive	value="22.0"/>
				<xs:maxInclusive	value="80.5"/>
		</xs:restriction>
</xs:simpleType>
<xs:simpleType	name="TimePeriod">
		<xs:restriction	base="xs:string">
				<xs:pattern	value="Days|Weeks|Months|Years"/>
				</xs:restriction>
</xs:simpleType>



5.20.5	CALL
CALLコマンドは、操作を実行します。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

CALL USER 値 任意。HTTP基本認証

PASSWORD 値 任意。HTTP基本認証

URL 値 任意。HTTPエンド・ポイン
ト

FAULT 値 任意。ファイル・パス
SOAPフォルトが発生した場
合、指定したファイルに
SOAPメッセージが書き込ま
れます。このファイルは
XMLサービスで処理できま
す。

	
Webサービスからの応答が簡単なデータ・タイプの場合、プログラムはこの値で自動的に更新さ
れます。応答オブジェクトが複雑な場合、返されたデータをすべて受信してプログラムに入れる
には、いくつかのGET	FRAGMENTコマンドとGET	LISTコマンドが必要です。

例

	
CALL
	



5.20.6	GET
GETコマンドは、CALL操作で返される応答オブジェクトからデータを取得します。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に
関する開発担当者メモ

GET FRAGMENT 値 任意。フラグメント名

LIST 値 任意。リスト名
	

例

	
GET	LIST(STATUS)	SERVICE_LIST(...)
GET	FRAGMENT(RESPONSE)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)
	



5.20.7	IS
ISコマンドは、戻りパラメータがNULL参照かどうかをチェックする場合に使用されます。条件
チェックが真の場合はOKステータスが返され、真ではない場合はNOステータスが返されます。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値
に関する開発担当者メモ

IS NULL *RETURN 条件付

NOT_NULL *RETURN 条件付
	

例

	
IS	NULL(*RETURN)
IS	NOT_NULL(*RETURN)
	



5.20.8	CLOSE
CLOSEコマンドはリソースを解放し、サービスをリセットします。

構文：

コマンド キーワー
ド

値 コマンド/キーワード/値に関する開
発担当者メモ

CLOSE 	 	 	
	

例

	
CLOSE
	



5.20.9	SERVICE_UNLOAD
SERVICE_UNLOADコマンドは、サービスをアンロードします。

構文：

コマンド キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SERVICE_UNLOAD 	 	 	
	



5.21	SOAPServerService
サービス名：SOAPServerService
SOAPServerServiceは、SOAP要求を受信し、サード・パーティーのクライアントにSOAP応答を
返します。このサービスを使用するには、SOAPウィザードでサービス・クラスとプロバイダ・
クラスを作成する必要があります。

SOAPServerServiceは以下のコマンドをサポートしています。
SERVICE_LOAD
SERVICE_GET
OPEN
IS
GET
SET
CLOSE
SERVICE_UNLOAD



5.21.1	SERVICE_LOAD
構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値
に関する開発担当者メモ

SERVICE_LOAD TIMEZONE 値 任意。「タイム・ゾー
ン」を参照してくださ
い。
これはタイム・ゾーン・
サービス・プロパティを
オーバーライドします。
サービス・プロパティが
ない場合、省略値のタイ
ム・ゾーンが使用されま
す。

ARCHIVE 	 任意。「ARCHIVE」を
参照してください。

ENCODING 	 任意。「ENCODING」
を参照してください。

*BINARY エンコーディングを変更
せずに内容を保管しま
す。

	
ARCHIVEキーワードが使用される場合、サービスはENCODINGキーワード値を使用します(ある
場合)。あるいは、プロトコルの内容タイプ・エントリーからエンコーディングを決定するか、
省略値を使用して、受信したバイト内容を保管ステージ用に準備したUnicode文字列に変換しま
す。

ENCODINGキーワードは、受信した内容をサービスで保管する場合にのみ使用されます。キー
ワード値*BINARYは、サービスに対してバイト内容を変更せずにアーカイブ・ファイルに書き
込むように指示します。

ARCENCODEキーワードは、アーカイブ・ファイルの内容エンコーディングを制御します。
内容タイプがテキストまたはXMLではない場合、バイト内容は変更されずにファイルに書き込
まれます。

ENCODING	(*BINARY)キーワードとARCHIVEキーワードを組み合わせて使用すると、受信した
内容はすべて変更されずに保管されます。



5.21.2	SERVICE_GET
構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/
値に関する開発担当者
メモ

SERVICE_GET PROPERTY 値 条件付。サービス・プ
ロパティを取得しま
す。

TRACE *SERVICE 条件付。サービス・ト
レース・ファイルを読
み込みます。

*TRANSPORT 条件付。転送トレー
ス・ファイルを読み込
みます。

	



5.21.3	OPEN
OPENコマンドは、SOAPトランザクションを処理するサービス・クラスとプロバイダ・クラス
をロードします。

構文：

コマンド キーワー
ド

値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

OPEN SERVICE 値 必須。サービス名

VALIDATE *ALL 任意。XMLスキーマを使用し
て、SOAP要求メッセージと
応答メッセージを検証しま
す。

*OPTIONAL サービス・プロパティが使用
可能かどうかのみを検証しま
す。
省略値

*NONE 検証なし

*REQUEST SOAP要求メッセージを検証
します。

*RESPONSE SOAP応答メッセージを検証
します。

	
SERVICEキーワードは、SOAPウィザードで作成されたサービス・クラスとプロバイダ・クラス
のシンボル名です。この例では、SERVICEの値SEARCHに対してcom.acme.SearchServiceという
サービス・クラスとcom.acme.SearchProviderというプロバイダ・クラスを使用しています。

	
service.search=com.acme.SearchService
provider.search=com.acme.SearchProvider
	

オプションのVALIDATEキーワードは、SOAP	XML要求メッセージと応答メッセージに対して
XMLスキーマ検証を行うかどうかを制御します。SOAPメッセージの検証に使用される外部の
XMLスキーマ・ファイルは、サービス・プロパティ・ファイルで指定します。サービス名と操
作名は、各エントリーを特定するサービス・プロパティで使用されます。

例



	
#	service.validate.request.service.operation=soap-server-schemas/soap-
envelope.xsd
#	service.validate.response.service.operation=soap-server-schemas/soap-
envelope.xsd
	
例

	
OPEN	SERVICE(SEARCH)
	



5.21.4	IS
ISコマンドは、パラメータにNULL参照があるかどうかをチェックする場合に使用されます。条
件チェックが真の場合はOKステータスが返され、真ではない場合はNOステータスが返されま
す。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に
関する開発担当者メモ

IS NULL 値 条件付。パラメータ名

NOT_NULL 値 条件付。パラメータ名
	

例

	
IS	NULL(ID)
IS	NOT_NULL(SURNAME)
	



5.21.5	GET
GETコマンドは、操作パラメータの内容を取り出します。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値
に関する開発担当者メモ

GET PARAMETER 値 任意。パラメータ名

FRAGMENT 値 任意。フラグメント名

LIST 値 任意。リスト名

OBJECT *OPERATION 任意。操作名を取得しま
す。

PROPERTY 値 任意。HTTPプロトコ
ル・プロパティ

	

例

	
GET	PARAMETER(ID)
GET	PROPERTY(SOAPACTION)
	



5.21.6	SET
SETコマンドは、戻りパラメータ・オブジェクトの作成に使用されます。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に
関する開発担当者メモ

SET PARAMETER *RETURN 任意

FRAGMENT 値 任意。フラグメント名

LIST 値 任意。リスト名
	
戻りパラメータが単純なもので、フラグメントやリストが不要な場合、SET
PARAMETER(*RETURN)コマンドはプログラム・フィールドの値でパラメータ値を設定しま
す。

パラメータが複雑なオブジェクトの場合、SET	PARAMETER(*RETURN)コマンドを呼び出し
て、今後の呼び出しのコンテキストがこのパラメータに対して機能するように設定する必要があ
ります。戻りパラメータ・オブジェクトを完全に入力するには、いくつかのSET	FRAGMENTコ
マンドとSET	LISTコマンドを呼び出す必要があります。

例

	
SET	PARAMETER(*RETURN)
	



5.21.7	CLOSE
CLOSEコマンドは、開いているサービスを閉じてSOAP応答を作成します。

構文：

コマン
ド

キーワー
ド

値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

CLOSE FAULT 値 任意。フォルト文字列

CONTENT 	 任意。「CONTENT」を参照
してください。

ARCHIVE 	 任意。「ARCHIVE」を参照
してください。

	

例

	
CLOSE
CLOSE	FAULT(重複する名前)
	



5.21.8	SERVICE_UNLOAD
SERVICE_UNLOADコマンドは、サービスをアンロードします。
HTTP/SOAP応答を送信する際にSERVICE_UNLOADコマンドを使用しないでください。CLOSE
コマンドを使用して応答を作成してから、JSM_CLOSE組み込み関数を使用して接続を閉じま
す。CLOSEコマンドからJSMクライアント・プログラムに返されるバイト配列応答は
HTTP/SOAP応答になります。

構文：

コマンド キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SERVICE_UNLOAD 	 	 	
	



5.22	XMLQueueService
サービス名：XMLQueueService
XMLQueueServiceサービスでは、MQSeriesメッセージ待ち行列とIBM	i	データ待ち行列からXML
メッセージを受信し、これらの待ち行列にXMLメッセージを送信できます。
以下のサービス・プロパティ・エントリーを使用すると、待ち行列からのデータの受信時と待ち
行列へのデータの送信時に使用されるデータ・エンコーディングを制御できます。データをIBM
i	データ待ち行列に入れると、データにEBCDICスペースが埋め込まれます。dq.put.encoding値と
dq.get.encoding値がEBCDICファミリーに属していることをお勧めします。例えば、Cp037、
Cp273、Cp500は有効な値です。省略値では、クライアント・プログラムやメッセージのCCSID
を使用してエンコーディング値を決定します。

dq.get.encoding
dq.put.encoding
mq.get.encoding
mq.put.encoding
以下のサービス・プロパティ・エントリーを使用すると、データ・エンコーディングに合うよう
にXML宣言を修正できなくなります。これらのプロパティの省略値は*yesです。
dq.put.modify.declaration=*no
mq.put.modify.declaration=*no
以下のサービス・プロパティ・エントリーを使用すると、XML宣言修正プロセスで使用される
XML宣言IANAエンコーディングを明示的に指定できます。
これらのサービス・プロパティがない場合、IANAエンコーディングはエンコーディングで決ま
ります。

dq.put.encoding.declaration=	有効なIANAエンコーディング。例	iso-8859-1
mq.put.encoding.declaration=	有効なIANAエンコーディング。例	iso-8859-1
IBM	JavaのUnicodeからEBCDICバイトへのエンコーダーでは、EBCDIC	LF	(ライン・フィード
0x25)文字ではなく、EBCDIC	NL	(改行0x15)文字を使用します。Unicode	XMLの結果が選択した
エンコーディングに変換され、このエンコーディングがEBCDICの場合、改行文字がライン・
フィード文字に置き換えられます。これらのプロパティの省略値は*noです。
dq.put.ebcdic.nl2lf=*yes
mq.put.ebcdic.nl2lf=*yes
XMLQueueServiceはテキスト・メッセージを処理するように構成できます。キーワード
MESSAGE(*TEXT)がSERVICE_LOADコマンドにある場合、サービスではテキスト・メッセージ
を想定するため、メッセージの値は<text>タグと</text>タグで囲まれます。

<?xml	version="1.0"	encoding="utf-8"?>
<text>The	quick	brown	fox	jumped	over	the	lazy	dogs</text>

XMLQueueServiceは以下のコマンドをサポートしています。
SERVICE_LOAD
SERVICE_GET
RECEIVE
SEND
ARCHIVE



SERVICE_UNLOAD
MQSeries組み込み関数の詳細については、「MQSeries組み込み関数」を参照してください。



5.22.1	SERVICE_LOAD
構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SERVICE_LOAD SCHEMA 	 任意。「SCHEMA」を参照
してください。

VALIDATING 	 任意。「VALIDATING」を
参照してください。

DOMSET 	 任意。「DOMSET」を参照
してください。

DOMSETMODEL 	 任意。「DOMSETMODEL」
を参照してください。

DOMSETRESULT 	 任意。「DOMSETRESULT」
を参照してください。

DOMGET 	 任意。「DOMGET」を参照
してください。

DOMGETRESULT 	 任意。「DOMGETRESULT」
を参照してください。

MESSAGE *TEXT 任意。サービスはテキス
ト・メッセージを想定しま
す。



5.22.2	SERVICE_GET
構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/
値に関する開発担当者
メモ

SERVICE_GET PROPERTY 値 条件付。サービス・プ
ロパティを取得しま
す。

TRACE *SERVICE 条件付。サービス・ト
レース・ファイルを読
み込みます。

*TRANSPORT 条件付。転送トレー
ス・ファイルを読み込
みます。

	



5.22.3	RECEIVE
このサービスのRECEIVEコマンドが実行されると、以下のステップが行われます。
内容がない場合、OKステータスが返されます。
サービスはXMLを変換し、データをプログラム・フィールドやリストにバインドします。
RECEIVEコマンドを複数回呼び出して、複雑なXMLドキュメントのデータを受信できます。

構文：

コマンド キーワー
ド

値 コマンド/キーワード/値に関する
開発担当者メモ

RECEIVE XSL 	 必須。「XSL」を参照してくださ
い。

	



5.22.4	SEND
このサービスのSENDコマンドが実行されると、以下のステップが行われます。
XSLキーワードを使用するサービスは、プログラム・フィールドとリストを結果のXMLに変換
します。FRAGMENTキーワードがある場合、この変換は保管されます。これが、送信される最
後のXMLの唯一のフラグメントであるためです。FRAGMENTキーワードがない場合、この変換
が最後として扱われ、最後の出力XMLが構築されて待ち行列に入る準備が整います。
XMLQueueServiceはテキスト・メッセージを送信できます。結果のXMLがテキスト・タグでテ
キスト・メッセージを囲み、MESSAGE(*TEXT)キーワードが最後のSENDコマンドにある場合、
これらのタグは削除され、テキスト値が送信されます。

	
<?xml	version="1.0"	encoding="utf-8"?>
<text>The	quick	brown	fox	jumped	over	the	lazy	dogs</text>
	

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関する
開発担当者メモ

SEND XSL 	 必須。「XSL」を参照してくだ
さい。

*COPY 入力ソースを出力ソースにコ
ピーします。

FRAGMENT 	 任意。「FRAGMENT」を参照し
てください。

OUTPUT 	 任意。「OUTPUT」を参照して
ください。

MESSAGE *TEXT 任意。テキスト・メッセージを
送信します。

	



5.22.5	ARCHIVE
ARCHIVEコマンドは、指定したエンコーディングを使用して、選択したソースをアーカイブ・
ファイルに保存します。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

ARCHIVE FILE 値 必須。ファイル・パス

ENCODING 	 任意。「ENCODING」を参照
してください。

SOURCE *RECEIVE 任意。受信ソースを保管しま
す。
省略値は*RECEIVE

*SEND 送信ソースを保管します。
	



5.22.6	SERVICE_UNLOAD
SERVICE_UNLOADコマンドは、サービスをアンロードします。

構文：

コマンド キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SERVICE_UNLOAD 	 	 	
	



5.23	XMLBindQueueService
サービス名：XMLBindQueueService
XMLBindQueueServiceサービスでは、MQSeriesメッセージ待ち行列とIBM	i	データ待ち行列から
XMLメッセージを受信し、これらの待ち行列にXMLメッセージを送信できます。
以下のサービス・プロパティ・エントリーを使用すると、待ち行列からのデータの受信と待ち行
列へのデータの送信時に使用されるデータ・エンコーディングを制御できます。データをIBM	i
データ待ち行列に入れると、データにEBCDICスペースが埋め込まれます。dq.put.encoding値と
dq.get.encoding値がEBCDICファミリーに属していることをお勧めします。例えば、Cp037、
Cp273、Cp500は有効な値です。省略値では、クライアント・プログラムやメッセージのCCSID
を使用してエンコーディング値を決定します。

dq.get.encoding
dq.put.encoding
mq.get.encoding
mq.put.encoding
以下のサービス・プロパティ・エントリーを使用すると、XML宣言修正プロセスで使用される
XML宣言IANAエンコーディングを明示的に指定できます。
これらのサービス・プロパティがない場合、IANAエンコーディングはエンコーディングで決ま
ります。

dq.put.encoding.declaration=	有効なIANAエンコーディング。例	iso-8859-1
mq.put.encoding.declaration=	有効なIANAエンコーディング。例	iso-8859-1
以下のサービス・プロパティ・エントリーを使用すると、データ・エンコーディングに合うよう
にXML宣言を修正できなくなります。これらのプロパティの省略値は*yesです。
dq.put.modify.declaration=*no
mq.put.modify.declaration=*no
IBM	JavaのUnicodeからEBCDICバイトへのエンコーダーでは、EBCDIC	LF	(ライン・フィード
0x25)文字ではなく、EBCDIC	NL	(改行0x15)文字を使用します。Unicode	XMLの結果が選択した
エンコーディングに変換され、このエンコーディングがEBCDICの場合、改行文字がライン・
フィード文字に置き換えられます。これらのプロパティの省略値は*noです。
dq.put.ebcdic.nl2lf=*yes
mq.put.ebcdic.nl2lf=*yes
XMLBindQueueServiceは以下のコマンドをサポートしています。
SERVICE_LOAD
SERVICE_GET
BIND
CLOSE
GET
SET
WRITE
ARCHIVE
SERVICE_UNLOAD
MQSeries組み込み関数の詳細については、「MQSeries組み込み関数」を参照してください。



5.23.1	SERVICE_LOAD
構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値
に関する開発担当者メモ

SERVICE_LOAD SCHEMA 	 任意。「SCHEMA」を参
照してください。

VALIDATING 	 任意。「VALIDATING」
を参照してください。

DOMSET 	 任意。「DOMSET」を参
照してください。

	



5.23.2	SERVICE_GET
構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/
値に関する開発担当者
メモ

SERVICE_GET PROPERTY 値 条件付。サービス・プ
ロパティを取得しま
す。

TRACE *SERVICE 条件付。サービス・ト
レース・ファイルを読
み込みます。

*TRANSPORT 条件付。転送トレー
ス・ファイルを読み込
みます。

	



5.23.3	BIND
BINDコマンドは、指定したサービス・コードを、ロードされたインバウンド・ドキュメントに
バインドしたり、新しい空のアウトバウンド・ドキュメントを作成したりします。

SERVICEキーワード値は、プロパティ・キーservice.「値」とservice.archive.「値」によるリソー
ス・プロパティ検索で使用され、バインディング・クラスとバインディングjarファイルを検索
します(このファイルには、XMLBindingウィザードで生成されるバインディング・クラスとサ
ポート・クラスが含まれます)。サービス・バインディング・アーカイブ・エントリーが存在し
ない場合、バインディングjarファイルはユーザー指定のディレクトリではなくJSM	jarサブディ
レクトリにあります。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に
関する開発担当者メモ

BIND SERVICE 値 サービス名

TYPE *INBOUND 条件付。インバウンド・バ
インディング

*OUTBOUND 条件付。アウトバウンド・
バインディング

BINDTRACE *YES 任意。インバウンド・バイ
ンド結果をトレースしま
す。

*NO 省略値



5.23.4	CLOSE
CLOSEコマンドは現在のバインドを閉じます。バインディングは、MQ	putコマンドやDQ	putコ
マンドの前後で閉じることができます。putの後にバインディングを閉じた場合、出力内容はガ
ベージ・コレクション用に解放されます。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

CLOSE 	 	 	
	



5.23.5	GET
GETコマンドは、インバウンド・ドキュメント・オブジェクトの読み込みに使用されます。
フラグメントはフィールドのみを使用するため、GET	FRAGMENTコマンドには
SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)キーワードが必要です。
リストは作業リストのみを使用するため、GET	LISTコマンドには作業リスト引数が必要です。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

GET LIST 値 条件付。リストをバインドし
ます。

FRAGMENT 値 条件付。フラグメントをバイ
ンドします。

INSTRUCTION 値 任意。XML処理の指示を取得
します。



5.23.6	SET
SETコマンドは、アウトバウンド・ドキュメント・オブジェクトの入力に使用されます。
フラグメントはフィールドのみを使用するため、SET	FRAGMENTコマンドには
SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)キーワードが必要です。
リストは作業リストのみを使用するため、SET	LISTコマンドには作業リスト引数が必要です。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SET LIST 値 条件付。リストをバインド
します。

FRAGMENT 値 条件付。フラグメントをバ
インドします。

INSTRUCTION 値 任意。XML処理の指示を設
定します。

DATA 値 条件付。PIデータ
	



5.23.7	WRITE
このサービスのWRITEコマンドが実行されると、以下のステップが行われます。
サービスは、MQ	putコマンドやDQ	putコマンドに備えてドキュメント・オブジェクトをシリア
ライズします。

MQ	putやDQ	putを複数回呼び出して、同じ内容を異なる待ち行列に送信できます。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関する
開発担当者メモ

WRITE INDENT *YES 任意。XML内容をインデントし
ます。

*NO 省略値

INDENT-
AMOUNT

値 任意。インデントの数
省略値は0。数がゼロでなければ
インデントは有効です。

DOCTYPE 値 任意。<!DOCTYPE>エレメント
を挿入します。

PUBLIC 値 条件付。DOCTYPE宣言のオプ
ションの公開コンポーネント

OMIT-
DECLARATION

*YES 任意。XML宣言を省略します。

*NO 省略値

BINDTRACE *YES 任意。アウトバウンド・バイン
ド結果をトレースします。

*NO 省略値

ENCODING 	 任意。「ENCODING」を参照し
てください。
省略値のエンコーディングは
UTF-8です。

	



5.23.8	ARCHIVE
ARCHIVEコマンドは、指定したエンコーディングを使用して、選択したソースをアーカイブ・
ファイルに保存します。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

ARCHIVE FILE 値 必須。ファイル・パス

ENCODING 	 任意。「ENCODING」を参照
してください。

SOURCE *RECEIVE 任意。受信ソースを保管しま
す。
省略値は*RECEIVE

*SEND 送信ソースを保管します。
	



5.23.9	SERVICE_UNLOAD
SERVICE_UNLOADコマンドはサービスをアンロードします。

構文：

コマンド キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SERVICE_UNLOAD 	 	 	
	



5.24	FileQueueService
サービス名：	FileQueueService
FileQueueServiceサービスでは、MQSeriesメッセージ待ち行列とIBM	i	データ待ち行列からファイ
ルを受信したり、これらの待ち行列にファイルを送信したりできます。

以下のサービス・プロパティ・エントリーを使用すると、待ち行列からのデータの受信と待ち行
列へのデータの送信時に使用されるデータ・エンコーディングを制御できます。	データをIBM	i
データ待ち行列に入れると、データにEBCDICスペースが埋め込まれます。	dq.put.encodingと
dq.get.encodingの値がEBCDICファミリーに属することが推奨されています。	例えばCp037、
Cp273、Cp500は有効な値です。	デフォルトでは、クライアント・プログラムやメッセージの
CCSIDを使用してエンコーディング値を決定します。
dq.get.encoding
dq.put.encoding
mq.get.encoding
mq.put.encoding
以下のサービス・プロパティ・エントリーを使用すると、データ・エンコーディングに合うよう
にXML宣言を修正できなくなります。	これらのプロパティのデフォルト値は*yesです。
dq.get.modify.declaration=*no
dq.put.modify.declaration=*no
mq.get.modify.declaration=*no
mq.put.modify.declaration=*no
以下のサービス・プロパティ・エントリーを使用すると、XML宣言修正プロセスで使用される
XML宣言IANAエンコーディングを明示的に指定できます。
これらのサービス・プロパティがない場合、IANAエンコーディングはエンコーディングで決ま
ります。

dq.get.encoding.declaration=	有効なIANAエンコーディング。	例	iso-8859-1
dq.put.encoding.declaration=	有効なIANAエンコーディング。	例	iso-8859-1
mq.get.encoding.declaration=	有効なIANAエンコーディング。	例	iso-8859-1
mq.put.encoding.declaration=	有効なIANAエンコーディング。	例	iso-8859-1
IBM	JavaのUnicodeからEBCDICバイトへのエンコーダーでは、EBCDIC	LF	(ライン・フィード
0x25)文字ではなく、EBCDIC	NL	(改行0x15)文字を使用します。	Unicode	XMLの結果が選択した
エンコーディングに変換され、このエンコーディングがEBCDICの場合、改行文字がライン・
フィード文字に置き換えられます。	これらのプロパティのデフォルト値は*noです。
dq.put.ebcdic.nl2lf=*yes
mq.put.ebcdic.nl2lf=*yes
FileQueueServiceは以下のコマンドをサポートしています。
SERVICE_LOAD
SERVICE_GET
READ
WRITE
SERVICE_UNLOAD
MQSeries組み込み関数の詳細については、「MQSeries組み込み関数」を参照してください。



5.24.1	SERVICE_LOAD
構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値
に関する開発担当者メモ

SERVICE_LOAD 	 	 	
	



5.24.2	SERVICE_GET
構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワー
ド/値に関する開発
担当者メモ

SERVICE_GET PROPERTY 値 条件付。	サービ
ス・プロパティを
取得します。

TRACE *SERVICE 条件付。	サービ
ス・トレース・
ファイルを読み込
みます。

*TRANSPORT 条件付。	転送ト
レース・ファイル
を読み込みます。

	



5.24.3	READ
READコマンドは指定のファイルを読み取り、その内容をユニコード形式で内部的に保存しま
す。

内部ユニコードの内容は、JSMDQPUTやJSMQPUTプログラムにより、データ待ち行列または
メッセージ待ち行列に送信されます。

MQSeries組み込み関数の詳細については、「MQSeries組み込み関数」を参照してください。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値
に関する開発担当者メ
モ

READ FILE 値 必須。	ファイル・パス

ENCODING 値 任意。	省略値はUTF8。

	



5.24.4	WRITE
WRITEコマンドは、内部で保存されたユニコードの内容を指定のファイルに保存します。
内部ユニコードの内容は、JSMDQPUTやJSMQPUTプログラムにより、データ待ち行列または
メッセージ待ち行列から受信されます。

MQSeries組み込み関数の詳細については、「MQSeries組み込み関数」を参照してください。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値
に関する開発担当者メ
モ

WRITE FILE 値 必須。	ファイル・パス

ENCODING 値 任意。	省略値はUTF8



5.24.5	SERVICE_UNLOAD
SERVICE_UNLOADコマンドはサービスをアンロードします。

構文：

コマンド キー
ワード

値 コマンド/キーワード/
値に関する開発担当
者メモ

SERVICE_UNLOAD 	 	 	



5.25	OpenLDAPService
OpenLDAPServiceは、LDAPに互換性があるディレクトリにアクセスするアプリケーション開発
を可能にします。

LDAP(Lightweight	Directory	Access	Protocol)は、全世界的に有効なデータベースとシステムのプロ
トコルです。ディレクトリベースのアプリケーション、ソリューションを配布するための業界標
準として広く受け入れられているプロトコルです。

LDAPは、通常、ディレクトリ(またはデータベース)の検索に使用され、以下の仮定例のように
使用するのが理想的です。

									電話やメールのディレクトリなどの比較的スタティックなデータに定期的にアクセスする
必要があるとします。例えば、メール・アドレスや電話番号は頻繁に変わることはありませ
んが、ユーザーが1日に何度もアクセスする場合があります。

									主に読み取り専用のデータにアクセスする必要があるとします。LDAP準拠ディレクトリ
は、データを更新、追加、または削除するよりも情報を速く読み込むように最適化されま
す。もう一度繰り返しますが、ユーザーは中央システムのメール・アドレスに定期的にアク
セスする場合があります。ただし、この情報が更新されることはめったにありません。ある
いは、情報を含むディレクトリを、ネットワークに接続されたすべてのプリンターに保持で
きます。

									分散データベースを配布する必要があるとします。この場合、参照情報を複数のサーバー
上で保持できます。このようなアーキテクチャは、例えば、1台のサーバーが停止したとき
に、別のサーバーが必要な情報を取り出せるようにする場合に便利です。

									ユーザーが異なるシステムの情報にアクセスする必要がある場合、複数のログオンを回避
するようにシステムを設定したいとします。1回のログオンを全体に適用することにより、
ユーザーがパスワードを忘れた場合にヘルプ・デスクにかかる作業負荷が大幅に軽減されま
す。

LDAPディレクトリが使用される典型的な例は、大規模組織に大容量の社員ディレクトリがある
場合です。このディレクトリには、スタッフ、パートナーおよび顧客がアクセス可能なスタッフ
の連絡先情報が含まれます。この連絡先情報のディレクトリはそれほど頻繁に変わることはない
ため、多くのシステム(メール・システムなど)からの読み込みアクセスが重い場合に主に使用さ
れます。

LDAPディレクトリ・ツリー内の一意のオブジェクトは、識別名(DN)と呼ばれる名前で参照され
ます。ツリー内のオブジェクトには相対識別名(RDN)があります。これは、そのオブジェクトの
親に相対的なオブジェクトを特定します。したがって、DNはRDNを組み合わせた集合として定
義し、RDNはディレクトリ全体でDNを一意に特定します。一般的に、RDNの形式は属性=値
です。属性はc	(国)、cn	(共通名)、o	(組織)などです。DNを構築するには、オブジェクトのRDN
とその親のRDNを組み合わせます。例えば、サンプル・ツリーのルートのDNは、ou=Sales
Team,	o=LANSA,	c=auになります(この場合、オーストラリアの企業LANSAの営業チーム
を一意に定義します)。営業チームのメンバーのRDNは、cn=Terry	Briggs	(営業担当の共通名
はTerry	Briggs)になります。したがって、Terry	BriggsをLANSAオーストラリアの営業チームのメ
ンバーとして一意に定義するディレクトリ・オブジェクトのDN	(識別名)は、cn=Terry
Briggs,	ou=Sales	Team,	o=LANSA,	c=auになります。
LANSAのOpenLDAPServiceは、アプリケーション内からLDAPディレクトリに簡単にインター
フェースで接続できるように設計されています。LDAPディレクトリの主な目的は読み込み操作
ですが、エントリーを更新、作成、削除する場合もあります。OpenLDAPServiceにより、必要に



応じてこれらの作業を行うことができます。

OpenLDAPServiceを使用する場合、LANSAではLDAPサーバーに対するインターフェース要件に
すべて対応するため、自身で実行する場合の手間が省かれます。サービスには以下のコマンドが
用意されているため、LDAPディレクトリで実行可能な標準トランザクションを行うことができ
ます。

Get ディレクトリのDNに対して単一のレ
コード取り込みを行います。

Add ディレクトリに単一のレコードDNを追
加します。

Modify 特定のDNの属性値

Delete ディレクトリからDNレコードを削除し
ます。

Search ディレクトリ内の複数のDNレコードを
検索します。

	
OpenLDAPServerでは、アプリケーションをサーバーにバインドしたり、サーバーとのバインド
を解除したりする場合に必要なコマンドも提供されます。バインドという用語は業界標準用語
で、アプリケーションがLDAPサーバーに接続する方法を示します。
このサービスを使用する前に、IBM	i	でLDAPサーバーを設定して使用する方法を理解する必要
があります。詳細については、IBM	IBM	i	マニュアルの該当トピックを参照してください。

関連サービス
OpenLDAPServiceは他のサービスに依存しません。このサービスを単体で使用する場合、LDAP
ディレクトリ内のエントリーの読み込み、追加、修正、削除を行うことができます。

技術仕様
OpenLDAPServiceは省略値でポート389を使用します。セキュアな接続の場合、ポート636を使用
します。



5.25.1	OpenLDAPServiceの役割
LDAPサーバーは、一般的に使用されるディレクトリ情報を、複数のサーバーで実行可能な複数
のアプリケーションで利用しやすくする場合に使用されます。OpenLDAPServiceは、LDAPサー
バーとのインターフェース接続がより簡単になるように設計されています。

以下に、OpenLDAPServiceを使用する場合の2つの例を示します。

企業の連絡先の詳細を含むLDAPディレクトリにアクセスする場合
大規模な組織には複数のアプリケーションがあり、各アプリケーションには社員の連絡先情報に
関する独自のリポジトリがありますが、重複している場合が多くあります。この問題を解決する
には、このデータを一元管理する、連絡先情報のLDAPディレクトリを作成します。社員の連絡
先情報にアクセスする必要があるアプリケーションはすべてこのLDAPディレクトリにアクセス
できます。OpenLDAPServiceを使用すれば、アプリケーションがいくつある場合でも、この連絡
先情報のリポジトリにアクセスする際に必要なコードを非常に簡単に書くことができます。これ
らのクライアント・アプリケーションは異なるサーバーで実行できます。

ユーザーID、パスワード、アクセス権を含むLDAPディレクトリにアク
セスする場合
さまざまなアプリケーションを使用する場合、異なるユーザーIDやパスワードを持たなければ
ならないことはよく知られています。また、パスワードを忘れた場合、パスワードをリセットす
るプロセスが面倒であることも分かっています。この問題を軽減するには、組織でユーザーとそ
のパスワード、およびアクセス権の中央リポジトリをLDAPディレクトリに作成すれば、この情
報の維持や制御がより簡単になります。次にOpenLDAPServiceを使用して、分離されたローカ
ル・リポジトリに対してではなく、このLDAPディレクトリに対するユーザー・ログオンを認証
できます。



5.25.2	OpenLDAPServiceの使用
RDML/RDMLXと、RPG、Cobol、またはCなどの3GLのどちらでクライアント・アプリケーショ
ンを作成する場合も同じ基本ステップを完了する必要があります。

例えば、LDAPサーバーから社員の電話番号を取り出すアプリケーションでは、通常、以下のコ
マンドを発行します。

JSM(X)_OPEN
JSM(X)_COMMAND
					SERVICE_LOAD
										BIND
										GET
										UNBIND
					SERVICE_UNLOAD
JSM(X)_CLOSE
ディレクトリ内のエントリーを追加、変更、削除するステップはとても似ていますが、GETコマ
ンドの代わりにADDコマンド、MODIFYコマンド、またはDELETEコマンドを使用します。
選択した開発言語に適用されるコマンドの詳細については、「Java	Service	Managerクライアン
ト」を参照してください。



5.25.3	OpenLDAPServiceのコマンド
アプリケーションからOpenLDAPServiceにコマンドを発行するには、JSM_COMMANDや
JSMX_COMMAND組み込み関数または選択した開発言語のAPIを使用してJava	Service	Manager経
由でコマンド文字列を渡します。

OpenLDAPServiceで処理するコマンドは以下のとおりです。
SERVICE_LOAD
BIND
GET
ADD
MODIFY
DELETE
SEARCH
UNBIND
SERVICE_UNLOAD



SERVICE_LOAD
サービスをロードして初期化します。

	
																																																											必須
	
	SERVICE_LOAD	----	SERVICE	---------サービス名---------------->
	
																																																											任意
	
															>--	TRACE	-----------	*NO	------------------------->
																																					*YES
																																					*ERROR
	
															>--	TRACE_NAME	------名前------------------------|
																																					*SERVICE
																																					*PROCESS
																																					*FUNCTION
																																					*JOBNAME
																																					*JOBUSER
																																					*JOBNUMBER
	
詳細については、以下を参照してください。

クライアントからのサービス・プログラム・トレース

キーワード

SERVICE ロードするサービスの名前	-	この場合
はOpenLDAPService

TRACE クライアント・プログラムのトレースを有効にするに
は、SERVICE_LOADコマンドでTRACEキーワードを使
用します。

TRACEキーワードに可能な値は以下のとおりです。
									*NO
									*YES

									*ERROR
トレース・オプション*ERRORはトレースを有効にし
ます。サービスがステータスERROR、FATAL、または
SOAPFAULTをクライアントに返さない場合、トレー
ス・ファイルはJSM	CLOSE呼び出しで削除されます。

TRACE_NAME このオプションのキーワードを使用すると、クライア



ントは、クライアントのtraceサブディレクトリの最後
にユーザー定義の名前を追加できます。
TRACE_NAMEキーワードには、特殊なキーワード値
も使用できます。

									*SERVICE
									*PROCESS
									*FUNCTION

									*JOBNAME
									*JOBUSER
									*JOBNUMBER

	

例

RDML
	
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('SERVICE_LOAD	SERVICE(OpenLDAPService)'
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX;
	
#jsmcommand	:=	'service_load	service(OpenLDAPService)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	#jsmcommand)	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'service_load'
c																													+	'	service(OpenLDAPService)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



BIND
BINDコマンドは、LDAPサーバーへの接続の確立を行います。
簡単なバインドがユーザーのDNとパスワードを送ります。パスワードを送信せずに匿名バイン
ドを設定できます。

SSLを使用してセキュアな接続を確立できます。BINDコマンドにより、このオプションが提供
されます。

	
																																																											必須
	
	BIND	------------	HOST	------------ホスト------------------------>
	
																																																											任意
	
															>--	PORT	------------ポート------------------------>
	
															>--	SECURE	----------	*NO	------------------------->
																																					*YES
	
															>--	DN	--------------認証名--------->
	
																																																								条件付
	
															>--	PASSWORD	--------値-----------------------|
	

キーワード

HOST 接続しているLDAPサーバーのホスト・アドレス
このキーワードは必須です。

PORT ホスト上の接続先ポート

省略値では、単純な接続の場合の値は389、セキュア接続
の場合は636になります。
このキーワードは任意です。

SECURE サーバーへのセキュア接続を確立するかどうかを指定する
場合に使用されます。

省略値は*NO	(非セキュア接続)です。
このキーワードは任意です。

DN 認証名

パスワードなしでDNを使用して、匿名接続を確立しま
す。また、この値を完全に渡さずに、匿名接続を確立する



こともできます。
このキーワードは任意です。

PASSWORD 認証が必要な場合、このキーワードをDNキーワードと一
緒に渡す必要があります。

DN値はPASSWORD値なしで送信できますが、
PASSWORD値はDN値なしで送信できません。

	

例

RDML
	
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('''BIND	HOST(<LDAP-server-
name>)	DN(cn=Administrator)	PASSWORD(password)''')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
#JSMCMD	:=	'Bind	Host(<LDAP-server-
name>)	DN(cn=Administrator)	Password(password)'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'bind'
c																													+	'	Host(<LDAP-server-name>)'
c																													+	'	DN(cn=Administrator)'
c																													+	'	Password(password)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



GET
このコマンドはLDAPエントリーの取得に使用されます。
	
	GET	-------------	DN	--------------エントリー名------------------>
	
																																																											任意
	
															>--	ATTRIBUTES	------	*ALL	------------------------|
																																					属性名
	

キーワード

DN 検索するエントリーの識別名(DN)を指定します。
このキーワードは必須です。

ATTRIBUTES このキーワードは、返される属性を指定します。*ALL
(すべての属性を返す)、または属性名のコンマ区切りリ
ストを指定できます。

省略値は*ALLです。
このキーワードは任意です。

	

リストと変数
アプリケーションでは、GETコマンドが取得された属性を返す場合の作業リストを指定する必要
があります。作業リストには、以下のように1つまたは2つのフィールドを含める必要がありま
す。

									最初のフィールドは必須です。取得された各属性の属性名が含まれます。
推奨されるフィールド長：フィールドは、LDAPサーバーの最大長の属性名を入れるのに十
分な長さを確保する必要があります。フィールド長は文字になります。

									2番目のフィールドは任意です。指定する場合、その中には取得された各属性の属性値が
含まれます。
推奨されるフィールド長：フィールドは、LDAPサーバーの最大長の属性値を入れるのに十
分な長さを確保する必要があります。フィールド長は文字になります。

この機能については以下の例を参照してください。RDML、RDMLX、または3GLアプリケー
ションのサービス・コマンドに作業リストを指定する方法については、「Java	Service	Managerク
ライアント」を参照してください。

例

RDML
	
DEFINE	FIELD(#ATNAME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(050)



DEFINE	FIELD(#ATVALUE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(050)
DEF_LIST	NAME(#WRKLST)	FIELDS(#ATNAME	#ATVALUE)	TYPE(*WORKING)
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('''GET	DN(cn=John,	cn=users,	o=ibmteldir)	ATTRIBUTES(*ALL)	SERVICE_LIST(ATNAME,ATVALUE)''')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#WRKLST)
	

RDMLX
	
Define	Field(#ATNAME)	Type(*CHAR)	Length(050)
Define	Field(#ATVALUE)	Type(*CHAR)	Length(050)
Def_List	Name(#WRKLST)	Fields(#ATNAME	#ATVALUE)	Type(*Working)
#JSMCMD	:=	'Get	DN(cn=John,	cn=users,	o=ibmteldir)	Service_List(ATNAME,ATVALUE)'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG	#WRKLST)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'get'
c																													+	'	DN(cn=John,	cn=users,	o=ibmteldir)'
c																													+	'	attributes(*all)'
c																													+	'	service_list(atname,atvalue)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg;wrklst)
	



ADD
このコマンドではLDAPエントリーを追加できます。
	
	ADD	-------------	DN	--------------エントリー名------------------|
	

キーワード

DN 追加するエントリー名

このキーワードは必須です。
	

リストと変数
アプリケーションでは、ADDコマンドが新しい属性を渡す際の作業リストを指定する必要があ
ります。作業リストには、以下のように1つまたは2つのフィールドを含める必要があります。

									最初のフィールドは必須です。追加された各属性の属性名が含まれます。
推奨されるフィールド長：フィールドは、LDAPサーバーの最大長の属性名を入れるのに十
分な長さを確保する必要があります。フィールド長は文字になります。

									2番目のフィールドは任意です。指定する場合、その中には追加された各属性の属性値が
含まれます。
推奨されるフィールド長：フィールドは、LDAPサーバーの最大長の属性値を入れるのに十
分な長さを確保する必要があります。フィールド長は文字になります。

この機能については以下の例を参照してください。RDML、RDMLX、または3GLアプリケー
ションのサービス・コマンドに作業リストを指定する方法については、「Java	Service	Managerク
ライアント」を参照してください。

例

RDML
	
DEFINE	FIELD(#ATNAME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(050)
DEFINE	FIELD(#ATVALUE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(050)
DEF_LIST	NAME(#WRKLST)	FIELDS(#ATNAME	#ATVALUE)	TYPE(*WORKING)
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('''ADD	DN(cn=John,	cn=users,	o=ibmteldir)	SERVICE_LIST(ATNAME,ATVALUE)''')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#WRKLST)
	

RDMLX
	
Define	Field(#ATNAME)	Type(*CHAR)	Length(050)
Define	Field(#ATVALUE)	Type(*CHAR)	Length(050)
Def_List	Name(#WRKLST)	Fields(#ATNAME	#ATVALUE)	Type(*Working)



#JSMCMD	:=	'Add	DN(cn=John,	cn=users,	o=ibmteldir)	Service_List(ATNAME,ATVALUE)'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG	#WRKLST)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'add'
c																													+	'	DN(cn=John,	cn=users,	o=ibmteldir)'
c																													+	'	service_list(atname,atvalue)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg;wrklst)
	



MODIFY
このコマンドを使用してLDAPエントリーを修正します。このコマンドには実行可能な3つの操
作(追加、削除、置き換え)があります。これらの操作はDNレコード・レベルではなく属性レベ
ルで行われる点が重要です。DN全体を追加または削除する必要がある場合は、ADDコマンドま
たはDELETEコマンドを使用してください。
	
	MODIFY	----------	DN	--------------	エントリー名------------------|
	

キーワード

DN 修正するエントリー名

このキーワードは必須です。
	

リストと変数
アプリケーションでは、MODIFYコマンドが修正された属性を渡す際の作業リストを指定する必
要があります。作業リストには以下のように3つのフィールドが含まれていなければなりませ
ん。

									最初のフィールドは必須です。実行する操作が含まれます。
推奨されるフィールド長：文字フィールドの長さは1です。
このフィールドに可能な3つの値は以下のとおりです。

									A	(追加)

									D	(削除)

									R	(置き換え)

									2番目のフィールドは必須です。修正された各属性の属性名が含まれます。
推奨されるフィールド長：フィールドは、LDAPサーバーの最大長の属性名を入れるのに十
分な長さを確保する必要があります。フィールド長は文字になります。

									3番目のフィールドは必須です。この中には修正された各属性の属性値が含まれます。
推奨されるフィールド長：フィールドは、LDAPサーバーの最大長の属性値を入れるのに十
分な長さを確保する必要があります。フィールド長は文字になります。

この機能については以下の例を参照してください。RDML、RDMLX、または3GLアプリケー
ションのサービス・コマンドに作業リストを指定する方法については、「Java	Service	Managerク
ライアント」を参照してください。

例

RDML
	
DEFINE	FIELD(#ATMOD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(001)
DEFINE	FIELD(#ATNAME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(050)
DEFINE	FIELD(#ATVALUE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(050)
DEF_LIST	NAME(#WRKLST)	FIELDS(#ATMOD	#ATNAME	#ATVALUE)	TYPE(*WORKING)



CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('''MODIFY	DN(cn=John,	cn=users,	o=ibmteldir)	SERVICE_LIST(ATMOD,ATNAME,ATVALUE)''')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#WRKLST)
	

RDMLX
	
Define	Field(#ATMOD)	Type(*CHAR)	Length(001)
Define	Field(#ATNAME)	Type(*CHAR)	Length(050)
Define	Field(#ATVALUE)	Type(*CHAR)	Length(050)
Def_List	Name(#WRKLST)	Fields(#ATMOD	#ATNAME	#ATVALUE)	Type(*Working)
#JSMCMD	:=	'Modify	DN(cn=John,	cn=users,	o=ibmteldir)	Service_List(ATMOD,ATNAME,ATVALUE)'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG	#WRKLST)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'modify'
c																													+	'	DN(cn=John,	cn=users,	o=ibmteldir)'
c																													+	'	service_list(atmod,atname,atvalue)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg;wrklst)
	



DELETE
このコマンドを使用してDNレコードを削除します。
	
	DELETE	----------	DN	--------------エントリー名------------------|
	

キーワード

DN 削除するDNのエントリー名
このキーワードは必須です。

	

例

RDML
	
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('''DELETE	DN(cn=John,	cn=users,	o=ibmteldir)''')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
#JSMCMD	:=	Delete	DN(cn=John,	cn=users,	o=ibmteldir)	'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'delete'
c																													+	'	DN(cn=John,	cn=users,	o=ibmteldir)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



SEARCH
このコマンドを使用して、LDAPサーバーのエントリーを検索します。
	
																																																											必須
	
	SEARCH	----------	DN	--------------エントリー名------------------>
	
															>--	SCOPE	-----------	*SUB	------------------------>
																																					*ONE
																																					*BASE
	
																																																											任意
	
															>--	FILTER	----------	*NONE	-----------------------|
																																					値
	

キーワード

DN このキーワードは、検索するベースDNの定義に使用されま
す。

このキーワードは必須です。

SCOPE このキーワードは、検索するエントリーのスコープ(範囲)を
定義します。

以下の3つの値が可能です。
									*SUB	-	ベースDNとそのサブツリー内の全エント
リーに対して検索を実行します。

									*ONE	-	ベースDNの下のエントリーに対して検索を
実行します。

									*BASE	-	ベースDNのみに対して検索を実行します。
*SUBが省略値です。
このキーワードは任意です。

FILTER このキーワードを使用して、この検索条件のフィルターを指
定できます。

省略値は*NONEです。
このキーワードは任意です。

	

リストと変数



アプリケーションでは、SEARCHコマンドが取得されたDN値を渡す際の作業リストを指定する
必要があります。作業リストには以下のようにフィールドが1つ含まれていなければなりませ
ん。

									このフィールドは必須です。取得された各DNのDN値が含まれます。
推奨されるフィールド長：フィールドは、LDAPサーバーのDN値を入れるのに十分な長さを
確保する必要があります。フィールドは文字になります。

この機能については以下の例を参照してください。RDML、RDMLX、または3GLアプリケー
ションのサービス・コマンドに作業リストを指定する方法については、「Java	Service	Managerク
ライアント」を参照してください。

例

RDML
	
DEFINE	FIELD(#DN)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(050)
DEF_LIST	NAME(#WRKLST)	FIELDS(#DN)	TYPE(*WORKING)
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('''SEARCH	DN(o=ibmteldir)	FILTER(objectclass=person)	SCOPE(*SUB)	SERVICE_LIST(DN)''')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#WRKLST)
	

RDMLX
	
Define	Field(#DN)	Type(*CHAR)	Length(050)
Def_List	Name(#WRKLST)	Fields(#DN)	Type(*Working)
#JSMCMD	:=	Search	DN(o=ibmteldir)	Filter(objectclass=person)	Scope(*SUB)	Service_List(DN)'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG	#WRKLST)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'search'
c																													+	'	DN(o=ibmteldir)'
c																													+	'	filter(objectclass=person)'
c																													+	'	scope(*sub)
c																													+	'	service_list(DN)
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg;wrklst)
	



UNBIND
このコマンドは、LDAPサーバーからクライアントの接続を解除する場合に使用されます。
	
	UNBIND	-------------キーワードなし--------------------------------|
	

キーワード
このコマンドに関連するキーワードはありません。

例

RDML
	
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO(UNBIND)
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
#JSMCMD	:=	UnBind
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'bind'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



SERVICE_UNLOAD
SERVICE_UNLOADコマンドは、サービスをアンロードして一時ディレクトリを削除します。
	
	SERVICE_UNLOAD	---------キーワードなし--------------------------|
	

キーワード
このコマンドに関連するキーワードはありません。

例

RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(SERVICE_UNLOAD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	service_unload)	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'service_unload'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



5.25.4	OpenLDAPServiceの例
最も一般的な以下のクライアント・プログラミング言語用の例が提供されています。

RDML
RDMLX



5.26	JMSFileService
サービス名：JMSFileService
JMSFileServiceでは、MQSeries、SonicMQ、ActiveMQなどのエンタープライズ・メッセージン
グ・システムを使用してファイルを送受信できます。

このサービスではJava	Message	Service	JMS	1.1仕様を使用します。
http://www.oracle.com/technetwork/java/jms/index.htmlを参照してください。
以下のエンタープライズ・メッセージング・システムを使用するとします。

									MQSeriesの場合、IBM	MQ	Series	Client	for	Java	JMSのjarファイルが必要です。

									SonicMQの場合、Sonic	JMSのjarファイルが必要です。

									ActiveMQの場合、ActiveMQ	JMSのjarファイルが必要です。
このJMSFileServiceと使用するために選択されたエンタープライズ・メッセージング・システム
の使用方法を把握しておく必要があります。このガイドには、メッセージング・システムの設定
や構成については記載されていません。

JMSFileServiceは以下のコマンドをサポートしています。
SERVICE_LOAD
SERVICE_GET
CONNECT
SEND
RECEIVE
COMMIT
ROLLBACK
CLOSE
SERVICE_UNLOAD

http://www.oracle.com/technetwork/java/jms/index.html


5.26.1	SERVICE_LOAD
構文：

コマンド キーワー
ド

値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SERVICE_LOAD 	 	 	
	



5.26.2	SERVICE_GET
構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/
値に関する開発担当者
メモ

SERVICE_GET PROPERTY 値 条件付。サービス・プ
ロパティを取得しま
す。

TRACE *SERVICE 条件付。サービス・ト
レース・ファイルを読
み込みます。

*TRANSPORT 条件付。転送トレー
ス・ファイルを読み込
みます。

	



5.26.3	CONNECT
CONNECTコマンドは、エンタープライズ・メッセージング・システムへの接続を開く場合に使
用されます。

現在使用可能なベンダー実装は、MQSeries、SonicMQ、ActiveMQです。
さらにベンダー実装を作成するには、JMSVendorインターフェースを実装するJavaクラスを記述
します。

JMSFileServiceはVENDORキーワード値を使用してサービス・プロパティ検索を行い、接続オブ
ジェクトの作成にどのJavaクラスを使用するかを判断します。

	
vendor.sonicmq=com.lansa.service.JMSVendorSonicMQ
vendor.activemq=com.lansa.service.JMSVendorActiveMQ
vendor.mqseries=com.lansa.service.JMSVendorMQSeries
	

キーワード値も、作業リスト引数を使用してCONNECTコマンドに渡すことができます。最初の
列にはキーワード名を指定し、2番目の列にはキーワード値を指定します。
コマンドのキーワードは、作業リストのキーワード値エントリーよりも優先されます。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キー
ワード/値に関
する開発担当
者メモ

CONNECT VENDOR 値 必須。メッ
セージ・シス
テム・ベン
ダー

HOST 値 必須。ホスト
名またはホス
ト名:ポート

PORT 値 任意
MQSeriesの場
合の省略値は
1414
SonicMQの場
合の省略値は
2506
ActiveMQの場



合の省略値は
61616

USER 値 任意

PASSWORD 値 任意

CLIENTID 値 任意

QUEUE 値 必須

REPLYTO *TEMPORARY 任意。一時待
ち行列を作成
し、使用しま
す。

CHANNEL 値 条件付。
MQSeries接続
の場合は必須

QUEUE-
MANAGER

値 任意。
MQSeries接続
で使用されま
す。

MESSAGE-
PRIORITY

値 0	(最小)〜9	(最
大)
省略値は4

MESSAGE-
DELIVERY

*PERSISTENT 省略値は
*PERSISTENT

*NONPERSISTENT 	

MESSAGE-TIME-
TO-LIVE

値 省略値は0ミリ
秒
値が0の場合、
永続的になり
ます。

SESSION-
TRANSACTED

*YES 省略値は*NO

*NO 	



SESSION-
ACKNOWLEDGE

*AUTO 省略値は
*AUTO

*CLIENT 	

*DUPOK 	
	

例

	
CONNECT	VENDOR(MQSERIES)	HOST(LOCALHOST)	CHANNEL(USERAGENT.CHANNEL)	QUEUE-
MANAGER(USERAGENT.QUEUE.MANAGER)	QUEUE(USERAGENT.QUEUE)	SERVICE_LIST(KEYWRD,KEYVAL)
	
CONNECT	VENDOR(ACTIVEMQ)	HOST(LOCALHOST)	QUEUE(QUEUE_1)	SERVICE_LIST(KEYWRD,KEYVAL)
	



5.26.4	SEND
SENDコマンドは、オプションでファイルをメッセージとして送信する場合に使用されます。
ファイルを指定しない場合、空のメッセージが送信されます。

メッセージにJMSメッセージ・プロパティを含めるには、オプションの作業リスト引数を使用し
ます。

最初の列はプロパティ・タイプ、2番目の列はプロパティ名、3番目の列はプロパティ値になりま
す。プロパティ・タイプは、整数(integer)はI、ブール(Boolean)はB、文字列(string)はS、shortは
H、longはL、10進(decimal)はD、浮動小数(float)はF、特定のJMSプロパティの場合はJになりま
す。

以下のタイプJのプロパティは、JMSメッセージ・オブジェクトに対して、汎用の
message.setStringProperty、message.setIntProperty、message.setBooleanProperyメソッド呼び出しで
はなく、個別のメソッド呼び出しを使用します。

									JMSTYPE	(	message.setJMSType	)

									JMSMESSAGEID	(	message.setJMSMessageID	)

									JMSCORRELATIONID	(	message.JMSCorrelationID	)

									JMSPRIORITY	(	message.setJMSPriority	)

									JMSREDELIVERED	(	message.setJMSRedelivered	)

									JMSEXPIRATION	(	message.setJSMExpiration	)

									JMSTIMESTAMP	(	message.setJMSTimestamp	)

									JMSDELIVERYMODE	(	message.setJMSDeliveryMode	)

									JMSREPLYTO	(	message.setJMSReplyTo	)

									JMSDESTINATION	(	message.setJMSDestination	)
メッセージ・タイプが*TEXTの場合、エンコーディング値を使用してファイル内容がUnicode文
字列に変換され、メッセージはJMS	TextMessageオブジェクトとして送信されます。
メッセージ識別子(MessageID)はJSMMSGフィールドに返されます。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SEND FILE 値 任意。ファイル・パス

MESSAGE *BINARY メッセージ・タイプ。JMS
BytesMessage

*TEXT 省略値はJMS	TextMessage

ENCODING 値 条件付。メッセージ・タイ
プが*TEXTの場合に使用さ
れます。



省略値はUTF-8

ARCHIVE 値 任意。アーカイブ・ファイ
ル

例

SEND	MESSAGE(*TEXT)	ENCODING(UTF-
8)	FILE(order.xml)	SERVICE_LIST(PRPTYP,PRPNME,PRPVAL)
SEND	MESSAGE(*BINARY)	FILE(order.xls)	SERVICE_LIST(PRPTYP,PRPNME,PRPVAL)



5.26.5	RECEIVE
RECEIVEコマンドは、メッセージを受信し、オプションでファイルに内容を保存する場合に使
用されます。

メッセージからJMSメッセージ・プロパティを受信するには、オプションの作業リスト引数を使
用します。

最初の列はプロパティ・タイプ、2番目の列はプロパティ名、3番目の列はプロパティ値を受信し
ます。プロパティ・タイプは常に、ユーザー定義プロパティの場合はS	(文字列)、特殊なJMSプ
ロパティの場合はJになります。
受信したメッセージがTextMessageの場合、エンコーディング値を使用してUnicode内容をバイト
内容に変換し、指定したファイルに保存します。

メッセージ識別子(MessageID)はJSMMSGフィールドに返されます。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

RECEIVE FILE 値 任意。ファイル・パス

ENCODING 値 条件付。受信したメッセージ
がUnicode	TextMessageの場合
に使用されます。
省略値はUTF-8

WAITTIME 値 任意。ミリ秒単位の待機時間
省略値は0で永続的になりま
す。

SELECTOR 値 任意。メッセージ・セレク
ター

ARCHIVE 値 任意。アーカイブ・ファイル
	

例

	
RECEIVE	ENCODING(UTF-
8)	FILE(order.xml)	SERVICE_LIST(PRPTYP,PRPNME,PRPVAL)
	



5.26.6	COMMIT
COMMITコマンドは、現在処理されているセッションをコミットする場合に使用されます。
CONNECTコマンドのSESSION-TRANSACTEDキーワードを使用して、処理するセッションを開
始します。

構文：

コマンド キーワー
ド

値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

COMMIT 	 	 	
	



5.26.7	ROLLBACK
ROLLBACKコマンドは、現在処理されているセッションをロールバックする場合に使用されま
す。

CONNECTコマンドのSESSION-TRANSACTEDキーワードを使用して、処理するセッションを開
始します。

構文：

コマンド キーワー
ド

値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

ROLLBACK 	 	 	
	



5.26.8	CLOSE
CLOSEコマンドは、現在の接続を終了する場合に使用されます。

構文：

コマンド キーワー
ド

値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

CLOSE 	 	 	
	



5.26.9	SERVICE_UNLOAD
SERVICE_UNLOADコマンドは、サービスをアンロードします。

構文：

コマンド キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SERVICE_UNLOAD 	 	 	
		



5.27	JMSXMLBindService
サービス名：JMSXMLBindService
JMSXMLBindServiceでは、MQSeries、SonicMQ、ActiveMQなどのエンタープライズ・メッセー
ジング・システムを使用してXMLデータを送受信できます。
このサービスではJava	Message	Service	JMS	1.1仕様を使用します。
http://www.oracle.com/technetwork/java/jms/index.htmlを参照してください。
以下のエンタープライズ・メッセージング・システムを使用するとします。

									MQSeriesの場合、IBM	MQ	Series	Client	for	Java	JMSのjarファイルが必要です。

									SonicMQの場合、Sonic	JMSのjarファイルが必要です。

									ActiveMQの場合、ActiveMQ	JMSのjarファイルが必要です。
このJMSXMLBindServiceと使用するために選択されたエンタープライズ・メッセージング・シス
テムの使用方法を把握しておく必要があります。本書には、メッセージング・システムの設定や
構成については記載されていません。

JMSXMLBindServiceは以下のコマンドをサポートしています。
SERVICE_LOAD
SERVICE_GET
CONNECT
SEND
RECEIVE
BIND
GET
SET
WRITE
ARCHIVE
COMMIT
ROLLBACK
CLOSE
SERVICE_UNLOAD

http://www.oracle.com/technetwork/java/jms/index.html


5.27.1	SERVICE_LOAD
構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に
関する開発担当者メモ

SERVICE_LOAD SCHEMA 	 任意。「SCHEMA」を参照
してください。

VALIDATING 	 任意。「VALIDATING」を
参照してください。

DOMSET 	 任意。「DOMSET」を参照
してください。



5.27.2	SERVICE_GET
構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/
値に関する開発担当者
メモ

SERVICE_GET PROPERTY 値 条件付。サービス・プ
ロパティを取得しま
す。

TRACE *SERVICE 条件付。サービス・ト
レース・ファイルを読
み込みます。

*TRANSPORT 条件付。転送トレー
ス・ファイルを読み込
みます。

	



5.27.3	CONNECT
CONNECTコマンドは、エンタープライズ・メッセージング・システムへの接続を開く場合に使
用されます。

現在使用可能なベンダー実装は、MQSeries、SonicMQ、ActiveMQです。
さらにベンダー実装を作成するには、JMSVendorインターフェースを実装するJavaクラスを書き
ます。

JMSXMLBindServiceはVENDORキーワード値を使用してサービス・プロパティ検索を行い、ど
のJavaクラスを使用して接続オブジェクトを作成するかを決定します。

	
vendor.sonicmq=com.lansa.service.JMSVendorSonicMQ
vendor.activemq=com.lansa.service.JMSVendorActiveMQ
vendor.mqseries=com.lansa.service.JMSVendorMQSeries
	

作業リスト引数を使用してキーワード値もCONNECTコマンドに渡すことができます。最初の列
にはキーワード名を指定し、2番目の列にはキーワード値を指定します。
コマンドのキーワードは、作業リストのキーワード値エントリーよりも優先されます。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キー
ワード/値に関
する開発担当
者メモ

CONNECT VENDOR 値 必須。メッ
セージ・シス
テム・ベン
ダー

HOST 値 必須。ホスト
名、またはホ
スト名:ポート

PORT 値 任意
MQSeriesの場
合の省略値は
1414
SonicMQの場
合の省略値は
2506
ActiveMQの場



合の省略値は
61616

USER 値 任意

PASSWORD 値 任意

CLIENTID 値 任意

QUEUE 値 必須

REPLYTO *TEMPORARY 任意。一時応
答待ち行列を
作成し、使用
します。

CHANNEL 値 条件付。
MQSeries接続
の場合に必要
です。

QUEUE-
MANAGER

値 任意。
MQSeries接続
で使用されま
す。

MESSAGE-
PRIORITY

値 0	(最小)〜9	(最
大)
省略値は4

MESSAGE-
DELIVERY

*PERSISTENT 省略値は
*PERSISTENT

*NONPERSISTENT 	

MESSAGE-TIME-
TO-LIVE

値 省略値は0ミリ
秒
値が0の場合、
永続的になり
ます。

SESSION-
TRANSACTED

*YES 省略値は*NO



*NO 	

SESSION-
ACKNOWLEDGE

*AUTO 省略値は
*AUTO

*CLIENT 	

*DUPOK 	
	

例

	
CONNECT	VENDOR(MQSERIES)	HOST(LOCALHOST)	CHANNEL(USERAGENT.CHANNEL)	QUEUE-
MANAGER(USERAGENT.QUEUE.MANAGER)	QUEUE(USERAGENT.QUEUE)	SERVICE_LIST(KEYWRD,KEYVAL)
	
CONNECT	VENDOR(ACTIVEMQ)	HOST(LOCALHOST)	QUEUE(QUEUE_1)	SERVICE_LIST(KEYWRD,KEYVAL)
	



5.27.4	SEND
SENDコマンドはXMLメッセージの送信に使用されます。XMLデータが作成されない場合は、
空のメッセージが送信されます。

メッセージとともにJMSメッセージ・プロパティを入れるには、オプションの作業リスト引数を
使用します。

最初の列はプロパティ・タイプ、2番目の列はプロパティ名、3番目の列はプロパティ値になりま
す。プロパティ・タイプは、整数(integer)はI、ブール(Boolean)はB、文字列(string)はS、shortは
H、longはL、10進(decimal)はD、浮動小数(float)はF、特定のJMSプロパティの場合はJになりま
す。

以下のタイプJのプロパティは、JMSメッセージ・オブジェクトに対して、汎用の
message.setStringProperty、message.setIntProperty、message.setBooleanProperyメソッド呼び出しで
はなく、個別のメソッド呼び出しを使用します。

									JMSTYPE	(	message.setJMSType	)

									JMSMESSAGEID	(	message.setJMSMessageID	)

									JMSCORRELATIONID	(	message.JMSCorrelationID	)

									JMSPRIORITY	(	message.setJMSPriority	)

									JMSREDELIVERED	(	message.setJMSRedelivered	)

									JMSEXPIRATION	(	message.setJSMExpiration	)

									JMSTIMESTAMP	(	message.setJMSTimestamp	)

									JMSDELIVERYMODE	(	message.setJMSDeliveryMode	)

									JMSREPLYTO	(	message.setJMSReplyTo	)

									JMSDESTINATION	(	message.setJMSDestination	)
メッセージ識別子(MessageID)はJSMMSGフィールドに返されます。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SEND MESSAGE *BINARY メッセージ・タイプ。JMS
BytesMessage

*TEXT 省略値。JMS	TextMessage

ENCODING 値 条件付。メッセージ・タイ
プが*BINARYの場合に使用
されます。
省略値はUTF-8

ARCHIVE 値 任意。アーカイブ・ファイ



ル

例

SEND	MESSAGE(*TEXT)	SERVICE_LIST(PRPTYP,PRPNME,PRPVAL)
SEND	MESSAGE(*BINARY)	SERVICE_LIST(PRPTYP,PRPNME,PRPVAL)



5.27.5	RECEIVE
RECEIVEコマンドはメッセージの受信に使用されます。
メッセージからJMSメッセージ・プロパティを受信するには、オプションの作業リスト引数を使
用します。

最初の列はプロパティ・タイプ、2番目の列はプロパティ名、3番目の列はプロパティ値を受け取
ります。プロパティ・タイプは常に、ユーザー定義プロパティの場合はS	(文字列)、特殊なJMS
プロパティの場合はJになります。
メッセージ識別子(MessageID)はJSMMSGフィールドに返されます。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

RECEIVE ENCODING 値 任意。「ENCODING」を参照
してください。
省略値ではエンコーディング
を自動検出します。

WAITTIME 値 任意。ミリ秒単位の待機時間
省略値は0で永続的になりま
す。

SELECTOR 値 任意。メッセージ・セレク
ター

ARCHIVE 値 任意。アーカイブ・ファイル
	

例

	
RECEIVE	SERVICE_LIST(PRPTYP,PRPNME,PRPVAL)
	



5.27.6	BIND
BINDコマンドは、指定したサービス・コードを、ロードされたインバウンド・ドキュメントに
バインドしたり、新しい空のアウトバウンド・ドキュメントを作成したりします。

SERVICEキーワード値は、プロパティ・キーservice.「値」とservice.archive.「値」によるリソー
ス・プロパティ検索で使用され、バインディング・クラスとバインディングjarファイルを検索
します(このファイルには、XMLBindingウィザードで生成されるバインディング・クラスとサ
ポート・クラスが含まれます)。サービス・バインディング・アーカイブ・エントリーが存在し
ない場合、バインディングjarファイルはユーザー指定のディレクトリではなくJSM	jarサブディ
レクトリにあります。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に
関する開発担当者メモ

BIND SERVICE 値 サービス名

TYPE *INBOUND 条件付。インバウンド・バ
インディング

*OUTBOUND 条件付。アウトバウンド・
バインディング

BINDTRACE *YES 任意。インバウンド・バイ
ンド結果をトレースしま
す。

*NO 省略値



5.27.7	GET
GETコマンドは、インバウンド・ドキュメント・オブジェクトの読み込みに使用されます。
フラグメントはフィールドのみを使用するため、GET	FRAGMENTコマンドには
SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)キーワードが必要です。
リストは作業リストのみを使用するため、GET	LISTコマンドには作業リスト引数が必要です。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

GET LIST 値 条件付。リストをバインドし
ます。

FRAGMENT 値 条件付。フラグメントをバイ
ンドします。

INSTRUCTION 値 任意。XML処理命令を取得し
ます。



5.27.8	SET
SETコマンドは、アウトバウンド・ドキュメント・オブジェクトの入力に使用されます。
フラグメントはフィールドのみを使用するため、SET	FRAGMENTコマンドには
SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)キーワードが必要です。
リストは作業リストのみを使用するため、SET	LISTコマンドには作業リスト引数が必要です。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SET LIST 値 条件付。リストをバインド
します。

FRAGMENT 値 条件付。フラグメントをバ
インドします。

INSTRUCTION 値 任意。XML処理命令を設定
します。

DATA 値 条件付。PIデータ
	



5.27.9	WRITE
このサービスのWRITEコマンドが実行されると、以下のステップが行われます。
サービスは、SENDコマンドに備えてドキュメント・オブジェクトをシリアライズします。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関する
開発担当者メモ

WRITE INDENT *YES 任意。XML内容をインデントし
ます。

*NO 省略値

INDENT-
AMOUNT

値 任意。インデントの数
省略値は0。数がゼロでなければ
インデントは有効です。

DOCTYPE 値 任意。<!DOCTYPE>エレメント
を挿入します。

PUBLIC 値 条件付。DOCTYPE宣言のオプ
ションの公開コンポーネント

OMIT-
DECLARATION

*YES 任意。XML宣言を省略します。

*NO 省略値

BINDTRACE *YES 任意。アウトバウンド・バイン
ド結果をトレースします。

*NO 省略値

ENCODING 	 任意。「ENCODING」を参照し
てください。
省略値のエンコーディングは
UTF-8です。

	



5.27.10	ARCHIVE
ARCHIVEコマンドは、指定したエンコーディングを使用して、選択したソースをアーカイブ・
ファイルに保存します。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

ARCHIVE FILE 値 必須。	ファイル・パス

ENCODING 	 任意。	「ENCODING」を参
照してください。

SOURCE *RECEIVE 任意。	受信ソースを保管し
ます。
省略値	*RECEIVE

*SEND 送信ソースを保管します。



5.27.11	COMMIT
COMMITコマンドは、現在処理されているセッションをコミットする場合に使用されます。
CONNECTコマンドのSESSION-TRANSACTEDキーワードを使用して、処理するセッションを開
始します。

構文：

コマンド キーワー
ド

値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

COMMIT 	 	 	
	



5.27.12	ROLLBACK
ROLLBACKコマンドは、現在処理されているセッションをロールバックする場合に使用されま
す。

CONNECTコマンドのSESSION-TRANSACTEDキーワードを使用して、処理するセッションを開
始します。

構文：

コマンド キーワー
ド

値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

ROLLBACK 	 	 	
	



5.27.13	CLOSE
CLOSEコマンドは現在の接続とバインディングを閉じる場合に使用されます。

構文：

コマンド キーワー
ド

値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

CLOSE 	 	 	
	



5.27.14	SERVICE_UNLOAD
SERVICE_UNLOADコマンドはサービスをアンロードします。

構文：

コマンド キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SERVICE_UNLOAD 	 	 	
		



5.28	RFIDataSourceService
サービス名：RFIDataSourceService
RFIDataSourceServiceでは、データ・ソース・オブジェクトを作成できます。このオブジェクト
は、リモートJVMとLANSA	Integrator	JVM間でシリアライズされたオブジェクトとして送受信で
きます。

RFIDataSourceServiceは、jsmrfi.jarファイルのRFIDataSourceクラスとRFIDataTableクラスを使用し
ます。このファイルは、リモート・クライアントのJVMとホストJSMのJVMの両方にあります。
RFIDataSourceServiceは以下のコマンドをサポートしています。
SERVICE_LOAD
SERVICE_GET
CREATE
CHECK
DROP
GET
PUT
CLEAR
SEND
SERVICE_UNLOAD



5.28.1	SERVICE_LOAD
SERVICE_LOADコマンドを使用してRFIDataSourceServiceがロードされると、ポストされた内容
に対してチェックが行われます。内容がサービスにポストされると、値application/x-java-
serialized-objectに対してCONTENT-TYPEキーワード値がチェックされ、受信したシリアライ
ズ・ストリームがオブジェクトに変換されます。オブジェクトがRFIDataSourceのインスタンス
の場合、サービスで使用できるようになります。それ以外の場合、データ・ソース・オブジェク
トは使用できません。

オプションのキーワードをSERVICE_LOADコマンドで使用すれば、受信したデータ・ソースか
らクライアント・プログラムへのデータのバインディングをすばやく簡単に行うことができま
す。

	
BIND	(*FIELD)
	

このキーワードが使用される場合、データ・ソース・オブジェクトのフィールド値はプログラ
ム・フィールドの更新に使用されます。

マップ・オブジェクトは、ソース列名とプログラム・フィールド名をマッピングする場合に使用
されます。

必須リスト引数はSERVICE_LOADコマンドで使用する必要があります。このリストにより、
フィールド名と列名のマッピング情報が提供されます。リスト引数には1つまたは2つのフィール
ドがあり、最初のフィールドにはフィールド名が含まれ、オプションの2番目のフィールドには
列名が含まれます。リスト引数にフィールドが1つしかない場合、列名はフィールド名と同じに
なります。リスト引数に2つのフィールドが含まれ、列フィールド名がブランクの場合、列名は
フィールド名と同じになります。

このマップは、フィールドと列名のマッピングを制御する以外に、データ・ソースに含めること
ができるフィールド・リストも制御します。

構文：

コマンド キーワー
ド

値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SERVICE_LOAD BIND *FIELD 任意。データ・ソース・
フィールドをプログラム・
フィールドにバインドしま
す。

	



5.28.2	SERVICE_GET
構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/
値に関する開発担当者
メモ

SERVICE_GET PROPERTY 値 条件付。サービス・プ
ロパティを取得しま
す。

TRACE *SERVICE 条件付。サービス・ト
レース・ファイルを読
み込みます。

*TRANSPORT 条件付。転送トレー
ス・ファイルを読み込
みます。

	



5.28.3	CREATE
CREATEコマンドは、新しいデータ・ソース・オブジェクトを作成する場合に使用されます。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

CREATE DATASOURCE 値 必須。作成するデータ・ソー
スの名前

	

例

	
CREATE	DATASOURCE	(EMPLOYEE)
	



5.28.4	CHECK
CHECKコマンドは、データ・オブジェクトがあるかどうかをチェックする場合に使用されま
す。

オブジェクトを利用できる場合はOKの応答ステータスが返されます。それ以外の場合は、
NOT_EXISTという応答ステータスが返されます。

構文：

コマンド キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関する
開発担当者メモ

CHECK OBJECT *DATASOURCE 必須。データ・ソース・オブ
ジェクトがあるかどうかを
チェックします。

*FIELD データ・ソース・フィールドが
あるかどうかをチェックしま
す。

*TABLE データ・ソース・テーブルがあ
るかどうかをチェックします。

NAME 値 *DATASOURCEの場合は任意
*FIELDおよび*TABLEの場合は
必須
NAMEキーワードは、テーブ
ル、フィールド、またはデー
タ・ソースの名前です。
フィールド名はデータ・ソー
ス・フィールド名です。プログ
ラム・フィールド名ではありま
せん。

	

例

	
CHECK	OBJECT	(*DATASOURCE)
CHECK	OBJECT	(*DATASOURCE)	NAME	(PEOPLE)
CHECK	OBJECT	(*TABLE)	NAME	(SKILLS)
CHECK	OBJECT	(*FIELD)	NAME	(EMPLOYEE_ID)
	



5.28.5	DROP
DROPコマンドは、DataSourceオブジェクトからデータ・オブジェクトを削除する場合に使用さ
れます。

構文：

コマン
ド

キーワー
ド

値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

DROP OBJECT *FIELD 必須。データ・ソース・フィー
ルド

*TABLE データ・ソース・テーブル

NAME 値 必須。削除するオブジェクトの
名前

	

例

	
DROP	OBJECT	(*TABLE)	NAME	(SKILLS)
DROP	OBJECT	(*FIELD)	NAME	(EMPLOYEE_ID)	-	1つのデータ・ソー
ス・フィールド名
	



5.28.6	GET
GETコマンドは、DataSourceオブジェクトからデータを取得する場合に使用されます。
PROPERTY値がない場合、空の文字列が返されます。

構文：

コマ
ンド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

GET OBJECT *DATASOURCE 必須。OBJECT
(*DATASOURCE)は、応答
メッセージ・フィールドに
データ・ソース名を返しま
す。

*FIELD OBJECT	(*FIELD)は、デー
タ・ソースからフィールド値
を更新する場合に使用されま
す。NAMEキーワードがない
場合、リスト引数のフィール
ド名のリストが使用されま
す。NAME	(*ALL)キーワー
ドが使用される場合、デー
タ・ソース内のすべての
フィールドが使用されます。
1つのフィールド名を使用し
て1つのフィールドを選択す
ることもできます。
フィールド名はプログラム・
フィールド名です。データ・
ソース・フィールド名ではあ
りません。

*TABLE OBJECT	(*TABLE)には、リス
ト・オブジェクト引数にどの
データ・ソース・テーブルを
使用するかを指定するNAME
キーワードが必要です。マッ
プ・オブジェクトは、列名を



フィールド名にマッピングす
る場合に使用されます。解決
されたフィールドがリスト・
オブジェクトにある場合、そ
の値が更新されます。

NAME 値 *FIELDおよび*TABLEの場合
は必須
NAMEキーワードは、デー
タ・ソース内のテーブルまた
はフィールドの名前です。
フィールド名はプログラム・
フィールド名です。データ・
ソース・フィールド名ではあ
りません。

*ALL データ・ソースのすべての
フィールド

PROPERTY 値 任意。HTTPプロトコル・プ
ロパティ

	

例

	
GET	OBJECT	(*DATASOURCE)
GET	OBJECT	(*TABLE)	NAME	(SKILLS)
GET	OBJECT	(*FIELD)	-	リスト引数のプログラム・フィールド名を使
用する
GET	OBJECT	(*FIELD)	NAME	(EMPNO)	-	1つのプログラム・フィール
ド名
GET	OBJECT	(*FIELD)	NAME	(*ALL)	-	すべてのデータ・ソース・
フィールドを使用する
	



5.28.7	PUT
PUTコマンドは、データ・ソース内のフィールドやテーブルのデータを追加または更新する場合
に使用されます。

構文：

コマンド キーワー
ド

値 コマンド/キーワード/値に関する開発
担当者メモ

PUT OBJECT *FIELD 必須。データ・ソース・フィールド

*TABLE データ・ソース・テーブル

NAME 値 任意。OBJECT	(*TABLE)には、指定
のリスト・オブジェクトの内容を使
用して新しいRFIDataTableオブジェク
トを作成するNAMEキーワードが必要
です。リスト・フィールド名は列名
にマッピングされます。
OBJECT	(*FIELD)にはNAMEキーワー
ドは必要ありません。NAMEキーワー
ドがない場合、リスト引数内のすべ
てのフィールド名が使用されます。
フィールド名はプログラム・フィー
ルド名です。データ・ソース・
フィールド名ではありません。

	

例

	
PUT	OBJECT	(*TABLE)	NAME	(SKILLS)
PUT	OBJECT	(*FIELD)	-	リスト引数のすべてのプログラム・フィール
ド名
PUT	OBJECT	(*FIELD)	NAME	(EMPNO)	-	1つのプログラム・フィール
ド名
	



5.28.8	CLEAR
CLEARコマンドは、指定したオブジェクトをデータ・ソースから削除します。

構文：

コマン
ド

キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関する
開発担当者メモ

CLEAR OBJECT *TABLE 必須。データ・ソースからすべて
のテーブルを削除します。

*FIELD データ・ソースからすべての
フィールドを削除します。

	

例

	
CLEAR	OBJECT	(*TABLE)	-	データ・ソースからすべてのテーブルを
消去する
CLEAR	OBJECT	(*FIELD)	-	データ・ソースからすべてのフィールドを
消去する
	



5.28.9	SEND
SENDコマンドは、現在のデータ・ソース・オブジェクトをシリアライズして、リモートJVMク
ライアント・プログラムの応答を作成する場合に使用されます。

構文：

コマン
ド

キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

SEND OBJECT *DATASOURCE 必須。送信するオブジェクト
	

例

	
SEND	OBJECT	(*DATASOURCE)
	



5.28.10	SERVICE_UNLOAD
SERVICE_UNLOADコマンドは、サービスをアンロードします。
HTTP応答を送信する際にSERVICE_UNLOADコマンドを使用しないでください。SENDコマンド
を使用して応答を作成してから、JSM_CLOSE組み込み関数を使用して接続を閉じます。SEND
コマンドからJSMクライアント・プログラムに返されるバイト配列応答はHTTP応答になりま
す。

構文：

コマンド キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SERVICE_UNLOAD 	 	 	
	



5.28.11	RFIDDataSourceServiceの例
RDMLのサンプル・コードについては、「RFIDataSourceServiceの例」を参照してください。



5.29	ZipService
ZipServiceでは、以下の操作がサポートされます。

									Zipファイル・アーカイブの作成

									Zipファイル・アーカイブへのファイルとディレクトリの追加

									Zipファイル・アーカイブのファイルとディレクトリの解凍
アーカイブとは、通常は圧縮形式で他のファイルが含まれるファイルです。Zipファイルは最も
一般的なアーカイブ形式であり、圧縮とファイルのグループ化を行います。

Zip形式は広く使用されサポートされています。ほとんどのコンピュータ・ユーザーは、Zipファ
イル・アーカイブを作成したり処理したりすることができます。ZipServiceを使用すれば、アプ
リケーションによるZipファイルの作成や処理が簡単になります。

関連サービス
ZipServiceは他のサービスに依存しません。ZipServiceを単独で使用して、Zipファイル・アーカ
イブの作成、アーカイブへの追加、アーカイブからの解凍を行うことができます。一方で、アプ
リケーションの要件に応じて、1つまたは複数の転送サービスを使用して、FTP、HTTP、あるい
はメールでZipファイル・アーカイブを送信または受信できます。
SMTPMailServiceには、添付ファイルのグループを1つのZipアーカイブにまとめて、送信メー
ル・メッセージに添付できる機能があります。送信メール・アプリケーションの場合、この機能
を使用すれば、ZipServiceを明示的に起動する必要がなくなります。

技術仕様

									ZipServiceは、標準のJavaクラスを使用してZip機能を実装します。

									各ファイルに対して行われる圧縮の程度は、ファイル内容の性質によって大幅に異なりま
す。プログラム実行ファイルなどのバイナリー・ファイルの場合、圧縮の程度は比較的小さ
くなりますが、テキスト・ファイルでは大きくなる場合が多くなります。JPEGイメージ・
ファイルなどの一部のファイル(特にこれらのファイルの形式がすでに圧縮されている場合)
では、完全に圧縮するわけではありません。あるいは圧縮後のファイルが元のファイルより
も大きくなる場合もあります。



5.29.1	ZipServiceの役割
インターネット上で利用でき、電子メールで交換されるファイルの場合、そのファイルの多くは
Zipファイル・アーカイブで配信されます。アーカイブを使用すると、ファイルのグループ化が
容易になり、ファイルの転送やコピーの速度が上がります。Zipファイル・アーカイブ形式は広
く使用されているため、ほぼすべての受信者が内容を読み込んで解凍することができます。

マイナス面としては、ファイルを利用したいアプリケーションでアーカイブに含まれているファ
イルをすぐに利用できない点がありますが、最新のオペレーティング・システム(Microsoft
Windowsなど)やツールには、多くの場合、Zipファイル・アーカイブをサポートする内蔵ファイ
ル・システムが装備されています。

以下に、Zipファイル・アーカイブを使用する典型的な例を2つ挙げます。

会員とパートナー間でのファイルの交換
企業情報を取引相手と電子的に交換するには、これまでにも増して多くのテクノロジがありま
す。EDIやWebサービスなどの多くは、承認された規格で適切にサポートされています。ただ
し、一部の要件については、これらのソリューションは複雑であるため、分かりやすく証明され
てはいません。

例えば、ある子会社がその親会社に財務報告書を定期的にレポートする必要があるとします。こ
の情報は、会計アプリケーションの月末処理の一環として作成されるExcelファイルに含まれま
す。必要なファイルがすべて作成されると、アプリケーションはZipServiceを起動してファイル
を収集し、1つのZipアーカイブに圧縮します。次に、SMTPMailServiceを起動して、親会社の担
当者にそのZipアーカイブを電子メールの添付ファイルとして送信します。

使用頻度の低いファイルの保管
多くの場合、ファイルは使用頻度が低い場合でも重要です。このようなファイルをZipファイル
に保管してディスク・スペースを節約したり、他のメディアへの転送を促して安全に保持するこ
とができます。ファイルは、必要に応じて再度アーカイブから解凍できます。

一部のアプリケーションでは(特に個人使用の場合)、このような保管作業は任意のグラフィカル
Zipプログラムを使用して手動プロセスで行います。
また、定義された保持要件に従って特定のデータを保管するアプリケーションもあります。例え
ば、顧客サービス・アプリケーションには、特定のトランザクションに関連するドキュメントを
保管する機能があります。ほとんどの場合、ドキュメントはあらかじめ定義されたディレクトリ
構造に保管され、このディレクトリ構造には何年何ヶ月分ものフォルダーが含まれる場合もあり
ます。月末処理の一環として、2年前のドキュメントを含むフォルダーの名前を算出したり、
ZipServiceを使用してフォルダーやファイルを保管した後にシステムからそのフォルダーやファ
イルを削除することができます。



5.29.2	ZipServiceの使用
RDML/RDMLXと3GL	(RPGまたはCなど)のどちらでクライアント・アプリケーションを作成す
る場合も、同じ基本ステップを完了する必要があります。

例えば、1つまたは複数のファイルから1つのフォルダーやディレクトリにZipアーカイブ・ファ
イルを作成するアプリケーションの場合、通常、以下のコマンドを発行します。

JSM(X)_OPEN
JSM(X)_COMMAND
					SERVICE_LOAD
											CREATE
											ADD
											CLOSE
					SERVICE_UNLOAD
JSM(X)_CLOSE
選択した開発言語に適用されるコマンドの詳細については、「Java	Service	Managerクライアン
ト」を参照してください。



5.29.3	ZipServiceのコマンド
アプリケーションからZipServiceにコマンドを発行するには、JSM_COMMANDや
JSMX_COMMAND組み込み関数または選択した開発言語のAPIを使用してJava	Service	Manager経
由でコマンド文字列を渡します。

ZipServiceで処理するコマンドは以下のとおりです。
SERVICE_LOAD
CREATE
OPEN
ADD
GET
CLOSE
DELETE
SERVICE_GET
SERVICE_UNLOAD



SERVICE_LOAD
サービスをロードして初期化します。

	
																																																										必須
	
	SERVICE_LOAD	----	SERVICE	---------サービス名--------------->
	
	
																																																										任意
	
															>--	TRACE	-----------	*NO	------------------------>
																																					*YES
																																					*ERROR
	
															>--	TRACE_NAME	------名前-----------------------|
																																					*SERVICE
																																					*PROCESS
																																					*FUNCTION
																																					*JOBNAME
																																					*JOBUSER
																																					*JOBNUMBER
	
詳細については、以下を参照してください。

クライアントからのサービス・プログラム・トレース

キーワード

SERVICE ロードするサービスの名前	-	この場合はZipService

TRACE クライアント・プログラムのトレースを有効にするに
は、SERVICE_LOADコマンドでTRACEキーワードを
使用します。

TRACEキーワードに可能な値は以下のとおりです。
									*NO
									*YES

									*ERROR
トレース・オプション*ERRORはトレースを有効にし
ます。サービスがステータスERROR、FATAL、または
SOAPFAULTをクライアントに返さない場合、トレー
ス・ファイルはJSM	CLOSE呼び出しで削除されます。

TRACE_NAME オプションのTRACE_NAMEキーワードを使用する



と、クライアントは、クライアントのtraceサブディレ
クトリの最後にユーザー定義の名前を追加できます。
TRACE_NAMEキーワードには、特殊なキーワード値
も使用できます。

									*SERVICE
									*PROCESS
									*FUNCTION

									*JOBNAME
									*JOBUSER
									*JOBNUMBER

	

例

RDML
	
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('SERVICE_LOAD	SERVICE(ZIPSERVICE)'
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
#jsmcommand	:=	'service_load	service(zipservice)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	#jsmcommand)	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'service_load'
c																													+	'	service(zipservice)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



CREATE
CREATEコマンドはアーカイブ・ファイルを作成し、そのファイルをZipServiceの該当インスタ
ンスの現在のアーカイブにします。現在のアーカイブは、以降のADDコマンドやGETコマンド
が機能するアーカイブになります。

新しいアーカイブの指定したファイル・パスがすでにある場合、そのパスはCREATEコマンドで
置き換えられます。

	
	CREATE	-----	FILE	--------ファイル・パス-------------------------|
	

キーワード

FILE 作成するアーカイブのファイル・パスを指定します。

ファイル・パスは以下の内容で構成されます。
ファイルのパス(任意)。パスを指定しない場合や相対パス
を指定した場合、JSMインスタンス・ディレクトリに相
対的なファイルが作成されます。パス名はターゲット・
ファイル・システムの命名規則に従う必要があります。
ファイル名(必須)。ファイル名はターゲット・ファイル・
システムの命名規則に従う必要があります。
ファイル拡張子(任意)。ファイル拡張子は、ファイルが他
のアプリケーションで正しく認識され処理されるよう
に.zipにします。

	

例

RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('CREATE	FILE(MYARCHIVE.ZIP)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	'create	file(myarchive.zip)')	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'create	file(myarchive.zip)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)



	



OPEN
OPENコマンドは、既存のZipファイルを開き、そのファイルを現在のアーカイブにします。現在
のアーカイブは、以降のADDコマンドやGETコマンドが機能するアーカイブになります。
	
																																																									必須
	
	OPEN	----	FILE	------------ファイル・パス------------------------->
	
																																																									任意
	
							>--	MODE	------------	*READ	----------------------------->
																													*WRITE
	
							>--	REPLACE	---------	*NO	-------------------------------|
																													*YES
	

キーワード

FILE このキーワードは、Zipファイルのファイル名とパスを
指定する場合に使用されます。

パスの区切り文字にはフォワード・スラッシュを使用
し、DOSドライブ指定子を使用しないことをお勧めしま
す。
ファイル形式は以下のようになります。
Windowsの場合、以下のように指定できます。
									絶対パス
例：

/orders/order.zip
C:/orders/order.zip
C:\orders\order.zip

または

									相対パス
orders/order.zipなど(先頭が「/」にならないよう
に注意)。この場合、order.zipファイルは、サー
バー上のJSMインスタンス・ディレクトリのorders
ディレクトリにあります。



IBM	i	の場合、以下のように指定できます。
									絶対パス
例：

/orders/order.zip

または

									相対パス
orders/order.zipなど(先頭が「/」にならないよう
に注意)。この場合、order.zipファイルは、サー
バー上のJSMインスタンス・ディレクトリのorders
ディレクトリにあります。

注：どのようなディレクトリ構造を指定する場合でも、
すでに存在していなければなりません。
このキーワードは必須です。

MODE MODEは、読み込みと書き込みのどちらの目的でファイ
ルを開くかを指定します。既存のアーカイブを開いて、
その内容を調べたり、その中に含まれるファイルを展開
したりする場合は読み込み目的でファイルを開きます。
ファイルを開いてその内容の追加や置き換えを行う場合
は、書き込み目的でファイルを開きます。

省略値*READの場合、ファイルは読み込み専用で開き
ます。
値が*WRITEの場合、書き込み目的でファイルを開きま
す。これにより、新しいファイルがアーカイブに追加さ
れます。ファイルを書き込み目的で開く際にそのファイ
ルが存在しない場合は、新しいアーカイブが作成されま
す。

REPLACE REPLACEキーワードをMODE(*WRITE)と組み合わせて
使用して、既存ファイルの内容を置き換えられるかどう
かを指定します。

省略値*NOの場合、ファイルを開いたときにアーカイブ
の内容は消去されません。新しいファイルをアーカイブ
に追加できます。
値*YESの場合、ファイルを開いたときにアーカイブの



既存の内容は消去されます。新しいファイルを空のアー
カイブに追加できます。

	

例

RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('OPEN	FILE(MYARCHIVE.ZIP)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	'open	file(myarchive.zip)')	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'open	file(myarchive.zip)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



ADD
ADDコマンドは、ZipServiceの現行インスタンスの現在のアーカイブ(CREATEコマンドやOPEN
コマンドを使用して最後に正常に開いたアーカイブ)にファイル、ディレクトリ、子ディレクト
リを追加します。

PATHキーワードまたはFILEキーワードのいずれかを指定する必要があります。両方のキーワー
ドを指定した場合、処理されるのはPATHキーワードのみです。
PATHキーワードかFILEキーワードを使用して、追加するフォルダーまたはファイルを指定しま
す。キーワードごとに、1つのフォルダーやファイルを指定したり、追加するエントリーのリス
トを指定したりすることができます。

	
																																																					条件付
	
	ADD	--------	FILE	----------ファイル・パス----------------------->
																														*LIST
	
										>--	PATH	----------ファイル・パス----------------------->
																														*LIST
	
																																																								任意
	
										>--	BASE	----------	*NONE	--------------------------->
																														*CURRENT	
																														*PARENT	
																														パス
	
										>--	TREE	----------	*YES	----------------------------|
																														*NO	
	

キーワード

FILE 現在のアーカイブに追加する1つ以上のファイルのパスを
指定します。指定したファイル・パスは既存のファイルを
参照しなくてはなりません。このキーワードによるディレ
クトリの追加はサポートされていません。このキーワード
には以下のいずれかを指定できます。
ファイル・パスは、現在のアーカイブに追加する名前(さ
らに、オプションでパス)と1つのディレクトリまたはファ
イルを指定します。ファイル・パスは以下の要素で構成さ
れます。
*LISTは、コマンドで提供される作業リストを指定しま
す。このリストには、現在のアーカイブに追加するファイ
ル(オプションでパス情報)が含まれます。作業リストに
は、追加するファイルのパスを含める1つのフィールドが



必要です。
PATHキーワードかFILEキーワードのいずれかを指定しま
す。両方のキーワードを指定した場合、処理されるのは
PATHキーワードのみです。

PATH 現在のアーカイブに追加する1つ以上のディレクトリまた
はファイルのパスを指定します。このキーワードは以下の
2つのうちのいずれかの方法で指定できます。
ファイル・パスは、現在のアーカイブに追加する1つの
ディレクトリまたはファイルのパスを指定します。
*LISTは、コマンドで提供される作業リストを指定しま
す。このリストには、現在のアーカイブに追加する1つ以
上のディレクトリまたはファイルのパスが含まれます。
作業リストでは1つまたは2つのフィールドを使用できま
す。最初のフィールドは、ディレクトリやファイルのパス
を含めるようになっています。オプションの2番目の
フィールドを使用すると、リスト・エントリーで特定され
るディレクトリやファイルに適用されるBASE値(<BASE>
を参照)を指定できます。2番目のフィールドを指定しない
場合や、指定したとしてもブランクの場合、BASE値は
*NONEが前提となります。
相対パスを指定した場合、ZipServiceは、JSMインスタン
ス・ディレクトリに相対的なディレクトリやファイルを
検索します。
PATHキーワードかFILEキーワードのいずれかを指定しま
す。両方のキーワードを指定した場合、処理されるのは
PATHキーワードのみです。

BASE BASEキーワードは、PATHキーワードと一緒に使用されま
す。BASEキーワードは、Zipアーカイブのエントリーごと
にパス情報が保管される方法を制御します。

このキーワードに適切な値を指定すると、ファイル・パ
スがZipエントリーごとに保管されないようにすることが
できます。代わりに、保管されたパスが共通のルート・
パスの相対パスになるように指定できます。これは、
ソース・マシンとはディレクトリ構造が異なるシステム
でZipアーカイブの内容を解凍する場合に役立ちます。
Zipアーカイブに複数のADDコマンドを入力する場合、結



果のZipアーカイブのパス構造が一致するように、ADDコ
マンドの各インスタンスで一貫した矛盾のない値を指定
するように注意してください。
BASEキーワードに可能な値は以下のとおりです。
省略値*NONEの場合、Zipアーカイブに保管されているパ
スは修正されません。
*CURRENTの場合、Zipファイルに保管されているパス
は、Zipファイルに追加するエントリーを含むディレクト
リの相対パスになります。
*PARENTの場合、Zipファイルに保管されているパスは、
Zipファイルに追加するエントリーを含むディレクトリの
親の相対パスになります。
Zipアーカイブ内の全ファイルの相対パスとして使用され
るパスを指定します。

TREE TREEキーワードは、PATHキーワードと一緒に使用されま
す。TREEキーワードは、指定したディレクトリのサブ
ディレクトリを追加操作で再帰的にトラバースする必要
があるかどうかを指定します。

TREEキーワードに可能な値は以下のとおりです。
*YES	(省略値)。指定したディレクトリの子ディレクトリ
やその内容が現在のアーカイブに追加されます。子ディレ
クトリ自体にさらにディレクトリが含まれる場合、その
ディレクトリと内容も追加され、指定したディレクトリの
すべての子孫が追加されるまで続きます。
*NO。子ディレクトリとその内容は追加されません。

	

例

RDML
この例では、現在のアーカイブに1つのファイルを追加します。パスを指定しないため、
ZipServiceはJSMインスタンス・ディレクトリ内のファイルを検索します。

	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('ADD	FILE(MYBIGTEXT.TXT)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
この例では、PATHキーワードに指定されたディレクトリに相対的なパス情報を保管して、指定



したパス内の全ファイルを現在のアーカイブに追加します。

	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	'add	path(/send/orderdirectory)	base(*parent)')	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
この例では、現在のアーカイブに/ZIPMEUPフォルダーの内容全体を追加します。TREEキー
ワードを指定しないため、省略値の*YESが適用され、ADD操作には子孫フォルダーとその内容
が含まれます。BASE(*CURRENT)を指定するため、Zipファイル・エントリーに保管されている
パスに含まれるのは、/ZIPMEUPフォルダーに相対的なソース・パスの一部のみになります。つ
まり、/ZIPMEUPの子フォルダーのパス情報のみが含まれます。

	
c																			eval						jsmcmd	=	'add'
c																													+	'	path('	+	flrzipin	+	')	base(*current)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



GET
GETコマンドにより、現在のアーカイブ(CREATEコマンドまたはOPENコマンドで最後に正常に
開いたアーカイブ)の内容にアクセスできます。
ENTRYキーワードの値に基づいてGETコマンドを使用すると、以下の操作が可能です。

									現在のアーカイブにエントリーの作業リストを入力します。

									エントリーを指定した場所に解凍します。
PATHキーワードまたはFILEキーワードのいずれかを指定する必要があります。両方のキーワー
ドを指定した場合、処理されるのはPATHキーワードのみです。
																																																									必須
	GET	-------	ENTRY	---------	*READ	----------------------------->
																													*LIST
																																																									任意
									>--	PATH	----------	*ALL	------------------------------>
																													ファイル・パス
									>--	FILE	----------ファイル・パス------------------------->
									>--	BASE	----------	*NONE	----------------------------->
																													*CURRENT
																													パス
									>--	OCCURRENCE------	*ALL	------------------------------>
																													*FIRST
									>--	TO	------------パス------------------------------|

キーワード

ENTRY GETコマンドで実行される操作のタイプを指定し
ます。以下の値から選択できます。
省略値*READは、PATHキーワードまたはFILEキー
ワードの値に一致するZipファイル・エントリーを
解凍します。あるいは、PATHとFILEのどちらも指
定していない場合はすべてのエントリーを解凍し
ます。ファイルは、TOキーワードで指定された
フォルダーに解凍されます。BASEキーワードは、
ファイルの解凍時にZipファイル・エントリーのパ
ス情報が使用されるかどうかを制御します。
値*LISTは、提供された作業リストにZipファイ
ル・エントリーの一覧を入れます。リストには、
Zipファイル・エントリーのフル・パス(Zipファイ
ルに保管されている)を含めるフィールドが1つ必
要です。

PATH PATHキーワードが適用されるのは、
ENTRY(*READ)を指定した場合、つまり、現在の



Zipアーカイブのファイルを解凍する際にGETコマ
ンドを使用する場合のみです。
PATH値をZipファイル・エントリーのフル・パスと
比較して、解凍するファイルを選択します。
PATHキーワードかFILEキーワードのいずれかを指
定します。両方のキーワードを指定した場合、処
理されるのはPATHキーワードのみです。

FILE FILEキーワードが適用されるのは、
ENTRY(*READ)を指定した場合、つまり、現在の
Zipアーカイブのファイルを解凍する際にGETコマ
ンドを使用する場合のみです。
FILEキーワードは、解凍するZipアーカイブの1つ
のエントリーのフル・パスを指定します。
PATHキーワードかFILEキーワードのいずれかを指
定します。両方のキーワードを指定した場合、処
理されるのはPATHキーワードのみです。

BASE BASEキーワードが適用されるのは、
ENTRY(*READ)を指定した場合、つまり、現在の
Zipアーカイブのファイルを解凍する際にGETコマ
ンドを使用する場合のみです。
BASEキーワードは、TOキーワードで指定された
ディレクトリにファイルを解凍する際にZipファイ
ル・エントリーのパス情報が使用されるかどうか
を指定します。

BASEキーワードに可能な値は以下のとおりです。
省略値*NONEの場合、TOキーワードで指定された
ディレクトリにファイルを解凍する際にZipファイ
ル・エントリーに保管されるフル・パスが使用さ
れます。Zipファイル・エントリーに保管されるフ
ル・パスにあるディレクトリは、TOキーワードで
指定されたディレクトリの子孫ディレクトリにな
ります。
アーカイブ内のパス情報をTOキーワードのパスと
組み合わせて有効な複合パスを形成できない場
合、値BASE(*NONE)は失敗します。



*CURRENTの場合、Zipファイル・エントリーに保
管されているパスは無視され、TOキーワードで指
定されたディレクトリにすべてのファイルが解凍
されます。
特定のパス値の場合、TOキーワードで指定された
ディレクトリにファイルを解凍する際にZipファイ
ル・エントリーに保管されるパスが部分的に使用
されます。使用されるディレクトリは、このキー
ワード値で指定されたパスに相対的なZipファイ
ル・エントリー・パスの該当部分のディレクトリ
になります。したがって、ここで指定したパス
は、1つまたは複数のZipファイル・エントリーに
共通のパスになります。

OCCURRENCE OCCURRENCEキーワードが適用されるのは、
ENTRY(*READ)キーワードとFILEキーワードを指
定した場合のみです。省略値では、ファイルのす
べてのオカレンスが書き出されます。ファイルの
最初のオカレンスのみまたは唯一のオカレンスを
書き出す必要がある場合、キーワード値*FIRSTを
使用します。オカレンス値*FIRSTを使用すると、
アーカイブから1つのファイルを読み込むアクセス
時間が短くなります。

TO TOキーワードが適用されるのは、ENTRY(*READ)
を指定した場合、つまり、現在のZipアーカイブの
ファイルを解凍する際にGETコマンドを使用する
場合のみです。
TOキーワードは、解凍されたファイルを受け入れ
るディレクトリのパスを指定します。BASEキー
ワードは、TOキーワードで指定されたディレクト
リにファイルを解凍する際にZipファイル・エント
リーのパス情報が使用されるかどうかを制御しま
す。

例

RDML
この例では、現在のアーカイブの内容全体をフォルダー/EXTRACTに解凍します。

CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('GET	ENTRY(*READ)	TO(/EXTRACT)')



USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
RDMLX
この例では、現在のアーカイブの内容全体を、#edtExtractFolder.Valueで指定したフォルダーに解
凍します。

#jsmcmd	:=	'get	entry(*read)	to('	+	#edtExtractFolder.Value	+	')	base('	+	#cboExtBas.Value	+	')'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)

ILE	RPG
この例では、現在のアーカイブから最大999のZipファイル・エントリーのリストを取り出しま
す。各エントリーのパス、ファイル名、拡張子を受け入れる1つのフィールドで構成される複数
のオカレンス・データ構造にエントリーを受け入れます。データ構造定義に一致する構造XML
を指定する必要があります。構造XMLは、GETコマンドのSERVICE_STRUCTUREキーワードで
指定したように識別子ZIP.ZipEntryListのstructure.propertiesファイルに適切に登録する必要があり
ます。

	*	NB:	This	MUST	match	the	structure	xml	provided	to	the	JSM	Server!						
																																																																										
d	ziplist									ds																		occurs(zipocur)																					
d		zipentry																				256a																																							
																																																																										
d	zipocur									c																			const(999)																										
d	zipsize									c																			const(%size(ziplist))															
d	zipcount								s														9p	0	inz(0)
																																																																											
c																			eval						jsmcmd	=	'get	entry(*list)'																		
c																													+	'	service_structure(zip.zipentrylist)'					
c																													+	'	occurs('	+	%char(zipocur)	+	')'										
c																													+	'	size('			+	%char(zipsize)	+	')'										
																																																																											
c																			eval						%occur(ziplist)	=	1																										
c																			eval						bytelength	=	zipocur	*	zipsize															
																																																																											
c																			callp					p_jsmcmdx(jsmcmd:ziplist:bytelength:									
c																																							jsmsts:jsmmsg)																					
c																			if								jsmsts	=	'OK'																								
c																			callp					p_jsmbytelngth(bytelength)												
c																			if												(bytelength	>	0)																		
c																													and	(bytelength	<=	zipocur	*	zipsize)	
c																			callp					p_jsmbyterecv(ziplist)																
c																			eval						zipcount	=	bytelength	/	zipsize							
c																			endif																																											



c																			endif																																											



CLOSE
CLOSEコマンドは現在のアーカイブを閉じます。アーカイブを閉じると、サービスをアンロー
ドできます。あるいは、CREATEサービス・コマンドで別のアーカイブを作成したり、OPEN
サービス・コマンドで別のアーカイブを開いたりして処理を続行できます。

	
	CLOSE	--------------キーワードなし---------------------------------|
	

キーワード
このコマンドに関連するキーワードはありません。

例

RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	close)	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'close'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



DELETE
指定したファイルを削除します。パスを指定しない場合や相対パスを指定した場合、ZipService
はJSMインスタンス・ディレクトリに相対的なファイルを削除しようとします。
	
	DELETE	----	FILE	---------ファイル・パス---------------------------|
	

キーワード

FILE 削除するファイルのパスと名前

例：
<ドキュメント名>.zipは、JSMインスタンスのルート・
ディレクトリの下にあるファイルを削除します。
documents/<ドキュメント名>.zipは、JSMインスタンスの
documentsサブディレクトリの下にあるファイルを削除し
ます。

/<ドキュメント名>.zipは、ファイル・システムのルー
ト・ディレクトリの下にあるファイルを削除します。

	

例

RDML
	
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS('DELETE	FILE('	#FILEPATH	')')	TO_GET(#JSMCMD)
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	'delete	file(deleteme.zip)')	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'delete	file(deleteme.zip)'
callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



SERVICE_GET
SERVICE_GETコマンドにより、JSMクライアント・アプリケーションは、現在ロードされてい
るサービスに関連するプロパティ・ファイルのキーワード/値のプロパティにアクセスできま
す。

クライアント・アプリケーションは、サービスに関連するプロパティの値にアクセスできます
が、このような値を保持する共通の媒体としてサービス・プロパティ・ファイルを使用してアプ
リケーションに固有のプロパティの値にもアクセスした方が便利です。

後者の方法を使用する場合、アプリケーション定義のキーワード名と、現在または将来のバー
ジョンのLANSA	Integratorで使用されるキーワード名との間に競合が生じる可能性があります。
この可能性を減らすには、プロパティ・キーワードの先頭にグローバルな一意の名前を付ける必
要があります。以下の例では、この目的で接頭辞com.acme.propertyが使用されています。
サービス・プロパティのキーワード値は、JSM	Messageフィールドに返されます。キーワードが
存在しない場合、NOT_EXISTというステータスが返されます。
	
	SERVICE_GET	--------	PROPERTY	-----値-------------------->
	
																		>--	TRACE	-------	*SERVICE-------------------|
																																				*TRANSPORT
	

キーワード

PROPERTY サービス・プロパティ・ファイルでチェックするキーワー
ド/値を指定します。
サービス・プロパティのキーワード値は、JSM	Message
フィールドに返されます。キーワードがサービス・プロパ
ティ・ファイルに存在しない場合、NOT_EXISTというス
テータスが返されます。

TRACE 									*SERVICE	-	サービス・トレース・ファイルを読み
込みます。

									*TRANSPORT	-	転送トレース・ファイルを読み込み
ます。

	

例
例では、サービス・プロパティ・ファイルのcom.acme.property.messagetype	(アプリケーション定
義のプロパティ)の値を取り出します。このプロパティは、以下のような行を含むサービス・プ
ロパティで定義できます(この場合、値「html」がアプリケーションに返されます)。

	
com.acme.property.messagetype=html
	



RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SERVICE_GET	PROPERTY(com.acme.property.messagetype)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
#jsmcmd	:=	'	service_get	property(com.acme.property.messagetype)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'service_get'
c																													+	'	property(com.acme.property.messagetype)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



SERVICE_UNLOAD
SERVICE_UNLOADコマンドは、サービスをアンロードして、入力ストリームや出力ストリーム
を終了し、一時ディレクトリや一時ファイルを削除します。

	
	SERVICE_UNLOAD	---------キーワードなし--------------------------|
	

キーワード
このコマンドに関連するキーワードはありません。

例

RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SERVICE_UNLOAD')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	service_unload)	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'service_unload'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



5.29.4	ZipServiceの例
最も一般的な以下のクライアント・プログラミング言語用の例が提供されています。

RDML
RDMLX
RPG



5.30	PDFSpoolFileService
PDFSpoolFileServiceでは、IBM	i	のスプール・ファイルをPDFドキュメントに変換できます。こ
のサービスを使用して、IBM	i	の1つのスプール・ファイルからPDFファイルを作成します。PDF
ファイルにすでに情報がある場合、その情報はスプール・ファイル情報で置き換えられます。

Adobe	Portable	Document	Format	(PDF)は、有名な移動可能ドキュメント形式として幅広く使用さ
れています。ほとんどのユーザーがPDFファイルを処理でき、この形式によって内容と書式がど
ちらも保存されます。

このサービスを使用すれば、(スケジュールされたジョブなどの)スプール・ファイルをPDFファ
イルに自動的に変換するアプリケーションを作成できます。例えば、アーカイブする場合や、指
定の受信者にメール送信する場合などです(おそらくSMTPMailServiceを使用)。
このサービスにより、IBM	i	ホスト・サーバーに接続して指定の出力待ち行列の内容を取得し、
指定のIBM	i	スプール・ファイル用のPDFドキュメントを作成するコマンドが提供されます。ス
プール・ファイルの各ページは、変換されたPDFドキュメントの1ページになり、キーワードの
範囲を指定して、PDFドキュメントの書式を設定できます。

関連サービス
PDFSpoolFileServiceは他のサービスに依存しません。IBM	i	のスプール・ファイルからPDFファ
イルを作成したり、PDFファイルを削除したりする場合に単独で使用できます。一方で、アプリ
ケーションの要件に応じて、1つまたは複数の転送サービスを使用して、FTP、HTTP、あるいは
メールでPDFファイルを送信することができます。
SMTPMailServiceには、添付ファイルのグループを1つのZipアーカイブにまとめて、送信メー
ル・メッセージに添付できる機能があります。

技術仕様

									PDFSPoolFileServiceは、IBM	i	のJSMサーバーに接続する場合にのみ関連します。

									このサービスは、SCSまたはAFPDSのスプール・ファイルにのみ適しています。

									このサービスを使用するには、IBM	Toolbox	for	Javaをインストールする必要があります。

									このサービスはi5/OS	5761SS1	オプション43追加フォントのライセンス・プログラムがイ
ンストールされていなければなりません。

									このサービスではオープン・ソースのiText	APIクラスを使用しま
す。www.lowagie.com/iTextを参照してください。

http://www.lowagie.com/iText


5.30.1	PDFSpoolFileServiceの役割
インターネット上で利用でき、電子メールで交換されるファイルの場合、そのファイルの多くは
PDFファイルで配信されます。PDFファイル形式は広く使用されているため、ほぼすべての受信
者が内容を読み込んで抽出したり、無料のPDFリーダー・ソフトウェアをダウンロードして入手
することができます。

以下は、IBM	i	スプール・ファイルからPDFファイルへの変換の使用例です。

アプリケーション・レポートの配布の簡素化
IBM	i	のレポートをPDF形式に変換して関係者にメール配信することにより、ハードコピーのレ
ポートを配布しなくて済みます。

例えば、IBM	i	のRPGまたはLANSAアプリケーションで、地域担当営業マネージャーに配布する
ことになっている月例販売報告書を作成するとします。各マネージャー用のコピーを印刷して従
来の郵便サービス(郵送や宅配便など)で配布するのではなく、報告書をPDF形式に変換してか
ら、このPDFドキュメントを電子メールに添付して営業マネージャーのグループに配信します。
このプロセスを行えば、時間が節約され、印刷や配布のコストが大幅に削減されます。



5.30.2	PDFSpoolFileServiceの使用
RDML/RDMLXと3GL	(RPGまたはCなど)のどちらでクライアント・アプリケーションを作成す
る場合も、同じ基本ステップを完了する必要があります。

例えば、IBM	i	スプール・ファイルからPDFファイルを作成するアプリケーションは、通常、以
下のコマンドを発行します。

JSM(X)_OPEN
JSM(X)_COMMAND
					SERVICE_LOAD
								CONNECT
								LIST
								CREATE
								DISCONNECT
								SERVICE_UNLOAD
					SERVICE_UNLOAD
JSM(X)_CLOSE
選択した開発言語に適用されるコマンドの詳細については、「Java	Service	Managerクライアン
ト」を参照してください。



5.30.3	PDFSpoolFileServiceのコマンド
アプリケーションからPDFSpoolFileServiceにコマンドを発行するには、JSM_COMMANDや
JSMX_COMMAND組み込み関数(あるいはそれらに相当する組み込み関数)または選択した開発
言語のAPIを使用してJava	Service	Manager経由でコマンド文字列を渡します。
PDFSpoolFileServiceで処理するコマンドは以下のとおりです。
SERVICE_LOAD
CONNECT
LIST
CREATE
DISCONNECT
DELETE
SERVICE_GET
SERVICE_UNLOAD



SERVICE_LOAD
サービスをロードして初期化します。

	
																																																										必須
	
	SERVICE_LOAD	----	SERVICE	---------サービス名--------------->
	
																																																										任意
	
															>--	TRACE	-----------	*NO	------------------------>
																																					*YES
																																					*ERROR
	
															>--	TRACE_NAME	------名前-----------------------|
																																					*SERVICE
																																					*PROCESS
																																					*FUNCTION
																																					*JOBNAME
																																					*JOBUSER
																																					*JOBNUMBER
	
詳細については、以下を参照してください。

クライアントからのサービス・プログラム・トレース

キーワード

SERVICE ロードするサービスの名前	-	この場合
はPDFSpoolFileService

TRACE クライアント・プログラムのトレースを有効に
するには、SERVICE_LOADコマンドでこの
キーワードを使用します。

TRACEキーワードに可能な値は以下のとおり
です。

									*NO
									*YES

									*ERROR
トレース・オプション*ERRORはトレースを有
効にします。サービスがステータスERROR、
FATAL、またはSOAPFAULTをクライアントに
返さない場合、トレース・ファイルはJSM
CLOSE呼び出しで削除されます。



TRACE_NAME このオプションのキーワードを使用すると、ク
ライアントは、クライアントのtraceサブディレ
クトリの最後にユーザー定義の名前を追加でき
ます。

TRACE_NAMEキーワードには、特殊なキー
ワード値も使用できます。

									*SERVICE
									*PROCESS

									*FUNCTION
									*JOBNAME
									*JOBUSER

									*JOBNUMBER
	

例

RDML
	
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('SERVICE_LOAD	SERVICE(PDFSPOOLFILESERVICE)'
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
#jsmcommand	:=	'SERVICE_LOAD	SERVICE(PDFSPOOLFILESERVICE)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	#jsmcommand)	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'SERVICE_LOAD'
c																													+	'	SERVICE(PDFSPOOLFILESERVICE)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



CONNECT
CONNECTコマンドは、IBM	i	ホスト・マシンに接続します。HOSTキーワードがない場合、接続
はネイティブ・アクセス・メソッドを使用して確立されます。

	CONNECT	-----	HOST	--------ホスト:ポート------------------------>
											>--	USER	--------ユーザー・プロファイル--------------------->
											>--	PASSWORD	----パスワード-------------------------|

キーワード

HOST 接続先のホストを指定します。HOSTキーワードがな
い場合、接続はJSMサーバーがアクティブなマシンに
対して確立されます。

USER ホストへの接続に使用されるユーザー・プロファイル

PASSWORD 指定したユーザーのパスワード

コメント/警告
特定のHOST、USER、PASSWORDを指定せずにCONNECTコマンドを使用するには、スプー
ル・ファイルを取り出す予定のIBM	i	でJSMサーバーを実行する必要があります。

例

RDML
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('CONNECT')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)

または

CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('''	CONNECT	HOST(ISERIES1)	USER(USERXX)	PASSWORD(XXXXXX)''')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)

RDMLX
この例では、スプール・ファイルを取り出す予定のIBM	i	でJSMサーバーを明示的に開きます。
JSMX_OPENコマンドで<ホスト>:<ポート>を指定すると、HOST、USER、PASSWORDを指定せ
ずに同じサーバーに接続できます。

*	connect	the	JSMX	client	to	IBM	i
	based	Java	Service	Manager	and	start	a	thread	for	the	service
use	builtin(jsmx_open)	with_args('ISERIES1:4570')	TO_GET(#jsmxsts	#jsmxmsg	#jsmxhdle1)
*	Load	the	service
#jsmcommand	:=	'SERVICE_LOAD	SERVICE(PDFSPOOLFILESERVICE)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	#jsmcommand)	TO_GET(#jsmxsts	#jsmxmsg)
*	connect	to	the	IBM	i		host
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	'Connect')	TO_GET(#jsmxsts	#jsmxmsg)

または



スプール・ファイル情報を取り出すマシンとは異なるマシンで実行するJSMサーバーに
JSMX_OPENが省略値で接続する場合、接続するマシンのHOST、USER、PASSWORDを指定す
る必要があります。

*	connect	the	JSMX	client	to	an	IBM	i
	based	Java	Service	Manager	and	start	a	thread	for	the	service
use	builtin(jsmx_open)	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg	#jsmxhdle1)
*	Load	the	service
#jsmcommand	:=	'SERVICE_LOAD	SERVICE(PDFSPOOLFILESERVICE)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	#jsmcommand)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
*	connect	to	the	IBM	i		host
#jsmcommand	:=	'Connect	Host('	+	#JSMServer	+	')	User('	+	#JSMUserid	+	')	password('	+	#JSMpassword	+	')'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	#jsmcommand)	TO_GET(#jsmxsts	#jsmxmsg)

ILE	RPG
c																			eval						jsmcmd	=	'CONNECT'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)



LIST
LISTコマンドは、指定した出力待ち行列からスプール・ファイルのリストを取得する場合に使
用されます。

	
																																																											必須
	
	LIST	----	LIBRARY	------ライブラリ名-----	---------------------->
	
							>	--	QUEUE	--------出力待ち行列--------------------------->
	
																																																											任意
	
							>--	USER	---------	*ALL	----------------------------------->
																													ユーザーID
	
							>--	USERDATA	-----	*ALL	----------------------------------->
																													ユーザー・データ
	
							>--	FORMTYPE	-----	*ALL	-----------------------------------|
																												フォーム・タイプ
	

キーワード

LIBRARY IBM	i	の有効なライブラリ名を指定する必要がありま
す。

QUEUE IBM	i	の有効な出力待ち行列を指定する必要がありま
す。

SERVICE_LIST RDMLクライアントの場合のみ必須です。
スプール・ファイル情報を取り出すには、LISTコマン
ドに6つのフィールドの作業リストが必要	です。
フィールドはどのような名前とサイズにもなり、重要
なフィールドの順序になります。	SERVICE_LIST
フィールドの順序、サイズ、タイプは、リターン・
キーワードに含まれるDEF_LISTに定義されたフィー
ルドと一致しなくては	なりません。

NAME							スプール・ファイルの名前
NUMBER					指定したファイルのスプールされた
ファイル番号

JOBNAME				スプールされたファイルを作成した



ジョブの名前

JOBUSER				スプールされたファイルを作成した
ユーザーの名前

JOBNUMBER		システム内のジョブ	の番号

STATUS					スプール・ファイルのステータス
詳細については、該当するJSMクライアントの予約
キーワードを参照してください。

USER このUSERに一致するJOBUSERのスプール・ファイル
のみが返されます。

IBM	i	の有効なユーザーIDまたは*ALLにします。

USERDATA 指定したUSERDATAに一致するスプール・ファイルの
みが返されます。

省略値は*ALLです。

FORMTYPE 指定したFORMTYPEに一致するスプール・ファイル
のみが返されます。

IBM	i	の有効なスプール・ファイルFORMTYPE	(*STD
など)または*ALLにします。

	

コメント/警告
返されるスプール・ファイルの量を制限するには、USER、USERDATA、FORMTYPEの各フィ
ルターを使用します。

例

RDML
RDMLを使用する場合、作業リストの各列が返されるように適切なフィールドを提供するには、
SERVICE_LISTキーワードが必要です。

	
DEF_LIST	NAME(#SPOOLLST)	FIELDS(#FLENAM	#FLENUM	#JOBNAME	#JOBUSER	#JOBNUMBER	#SPLFILSTS)	COUNTER(#LISTCOUNT)	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(0009999)
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS('LIST	LIBRARY('	#JSMLIB	')	QUEUE('	#JSMOUTQ	')	USER(')	TO_GET(#JSMCMD)
	
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS('LIST	LIBRARY('	#JSMLIB	')	QUEUE('	#JSMOUTQ	')	USER(')	TO_GET(#JSMCMD)
	
IF	COND('#JSMUSER	*NE	*BLANK')
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS(#JSMCMD	#JSMUSER)	TO_GET(#JSMCMD)



ELSE
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS(#JSMCMD	'*ALL')	TO_GET(#JSMCMD)
ENDIF
	
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS(#JSMCMD	')	USERDATA(*ALL)	FORMTYPE(*STD)	SERVICE_LIST('	'FLENAM,	FLENUM,	JOBNAME,	JOBUSER,	JOBNUMBER,	'	'SPLFILSTS)')	TO_GET(#JSMCMD)
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#SPOOLLST)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
RDMLXを使用する場合、返された引数に指定される作業リストの構造はLANSAコンパイラに
よって自動的に決まるため、JSMサービス(RDMLな	ど)に作業リストを明示的に記述する必要は
ありません。

	
Def_list	name(#spoollst)	fields(#file	name	#filenumber	#jobname	#jobuser	jobnumber	#status)	type(*working)	entrys(500)
	
#jsmcommand	:=	'LIST	LIBRARY(QUSRSYS)	QUEUE('	+	#JSMOUTQ	+	')	USER('	+	#JSMUSERID	+	')	USERDATA(*ALL)	FORMTYPE(*STD)'
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	#jsmcommand)	TO_GET(#jsmxsts	#jsmxmsg	#spoollst)
	

ILE	RPG
	
*	NB:	This	MUST	match	the	structure	xml	provided	to	the	JSM	Server!	
																																																																					
d	spoollist							ds																		occurs(spoolocur)														
d		spoolfnam																				10a																																		
d		spoolfnum																					6a																																		
d		spooljnam																				10a																																		
d		spooljusr																				10a																																		
d		spooljnum																					6a																																		
d		spoolfsts																				10a																																		
																																																																					
d	spoolocur							c																			const(50)																						
d	spoolsize							c																			const(%size(spoollist))								
d	spoolcount						s														9p	0	inz(0)																									
																																																																											
c																			eval						jsmcmd	=	'LIST'																														
c																													+	'	LIBRARY(QGPL)	QUEUE(QPRINT)'													



c																													+	'	USERDATA(PDFSPLF)'																							
c																													+	'	SERVICE_STRUCTURE('																						
c																													+				'PDFSPLF.SpoolFileList)'																
c																													+	'	OCCURS('	+	%char(spoolocur)	+	')'								
c																													+	'	SIZE('			+	%char(spoolsize)	+	')'								
																																																																											
c																			eval						%occur(spoollist)	=	1																								
c																			eval						bytelength	=	spoolocur	*	spoolsize											
																																																																											
c																			callp					p_jsmcmdx(jsmcmd:spoollist:bytelength:							
c																																							jsmsts:jsmmsg)																					
c																			if								jsmsts	=	'OK'																								
c																			callp					p_jsmbytelngth(bytelength)																			
c																			if												(bytelength	>	0)																									
c																													and	(bytelength	<=	spoolocur	*	spoolsize)				
c																			callp					p_jsmbyterecv(spoollist)																	
c																			eval						spoolcount	=	bytelength	/	spoolsize						
c																			endif																																											
c																			endif																																											
	



CREATE
CREATEコマンドは、指定したスプール・ファイルを読み込み、PDFドキュメントを作成しま
す。

スプール・ファイルの各ページにより、新しいPDFページが作成されます。適切なフォント・サ
イズ、レディングおよびプリンター・ファイルのオプションを使用して、PDFドキュメントの単
一ページにスプール・ファイルのページを合わせます。

ページ当たり132列と57行で構成されるスプール・ファイルは、フォント・サイズ8とレディング
8.5を使用してA4の横長ページに合わせることができます。
多くのキーワードに対応するように、作業リストを使用してキーワードのリストを渡すことがで
きます。2つのフィールドの作業リストを作成します。最初のフィールドにはキーワード、2番目
のフィールドにはその値が含まれます。必要なキーワードごとにエントリーを追加します。コマ
ンドで直接指定したキーワードは、作業リストの対応するキーワード・エントリーよりも優先さ
れます。この機能については例を参照してください。

																																																									必須
	CREATE	-------	DOCUMENT	-----ファイル・パス----------------------->
												>--	APPEND	-------	*NO	----------------------------->
																															*YES
												>--	NAME	---------スプール・ファイル名----------------->
												>--	JOBNAME	------スプール・ファイルのジョブ名------------->
												>--	JOBUSER	------スプール・ファイルのジョブ・ユーザー------------->
												>--	JOBNUMBER	----スプール・ファイルのジョブ番号----------->
																																																									任意
												>--	NUMBER	-------	1	------------------------------->
																															数値
												>--	PASSWORD	-----パスワード------------------------>
												>--	MASTER	-------マスター------------------------->
												>--	AUTHOR	-------作者-------------------------->
												>--	TITLE	--------タイトル--------------------------->
												>--	SUBJECT	------件名------------------------->
												>--	KEYWORDS	-----キーワード------------------------>
												>--	CREATOR	------作成者------------------------->
												>--	ENCODING	-----	*HPT	---------------------------->
																															*CSF
																															Cp37
																															Cp273
																															Cp277
																															Cp278
																															Cp280
																															Cp284
																															Cp285
																															Cp297
																															Cp420
																															Cp423
																															Cp424
																															Cp500
																															Cp838
																															Cp870



																															Cp871
																															Cp875
																															Cp880
																															Cp905
																															Cp930
																															Cp933
																															Cp935
																															Cp937
																															Cp939
																															Cp1025
																															Cp1026
																															Cp1112
																															Cp1122
																															Cp1123
																															Cp1130
																															Cp1140
																															Cp1141
																															Cp1142
																															Cp1143
																															Cp1144
																															Cp1145
																															Cp1146
																															Cp1147
																															Cp1148
																															Cp1149
																															Cp1153
																															Cp1154
																															Cp1155
																															Cp1156
																															Cp1157
																															Cp1158
																															Cp1160
																															Cp1164
																															Cp1371
																															Cp1388
																															Cp1399
																															Cp4971
																															Cp5026
																															Cp5035
												>--	FONT	---------	*AUTO	--------------------------->
																															*COURIER
																															*COURIER2
																															*COURIER3
																															*COURIER4
																															*MINCHO
																															*GOTHIC
																															*SIMSUN
																															*DFKAISB
																															*MINGLIU
																															*BATANG



																															*COURIERNEW
																															*MTSANSWT
																															*MTSANSWTIN
																															*MTSANSWTJ
																															*MTSANSWTJEA
																															*MTSANSWTK
																															*MTSANSWTKEA
																															*MTSANSWTME
																															*MTSANSWTTC
																															*MTSANSWTTCEA
																															*MTSANSWTTCTWEA
																															*THRNDWT
																															*THRNDWTJ
																															*THRNDWTK
																															*THRNDWTME
																															*THRNDWTSC
																															*THRNDWTTC
												>--	FONTSIZE	-----	10	------------------------------>
																															数値
												>--	LEADING	------	(fontsize	*	1.5)	---------------->
																														数値
												>--	PAGES	--------	n,n-n	--------------------------->
												>--	PAGETYPE	-----	*TEXT	--------------------------->
																															*IMAGE
												>--	PAGESIZE	-----	*A4	----------------------------->
																															*A0	->	*A10
																															*B0	->	*B5
																															*LETTER
																															*HALFLETTER
																															*LEDGER
																														*LEGAL
																														*NOTE
																															幅、高さ
												>--	SCALING	------	n	------------------------------->
												>--	MARGIN	-------	36ポイント----------------------->
																															左、右、上、下(ポイント)
												>--	ORIENTATION	--	*PORTRAIT	----------------------->
																															*LANDSCAPE	

キーワード

DOCUMENT 作成するPDFファイルまたは置き換えるPDFファイ
ルの名前

例：
<ドキュメント名>.pdfは、JSMインスタンスのルー
ト・ディレクトリの下にPDFファイルを作成しま
す。



documents/<ドキュメント名>.pdfは、JSMインスタ
ンスのdocumentsサブディレクトリの下にPDFファ
イルを作成します。
/<ドキュメント名>.pdfは、ファイル・システムの
ルート・ディレクトリの下にPDFファイルを作成
します。

APPEND 作成したスプール・ファイル・ページを既存のド
キュメントに付加します。省略値は*NOです。

NAME スプール・ファイル名。IBM	i	の指定した出力待ち
行列の有効なスプール・ファイル名にします。

NUMBER スプール・ファイル番号。値が割り当てられない
場合、省略値1が使用されます。System	iの指定し
た出力待ち行列の有効なスプール・ファイル番号
にします。

JOBNAME スプール・ファイルのジョブ名。IBM	i	の指定した
出力待ち行列の有効なジョブ名にします。

JOBUSER スプール・ファイルのジョブ・ユーザー。IBM	i	の
指定した出力待ち行列の有効なジョブ・ユーザー
にします。

JOBNUMBER スプール・ファイルのジョブ番号。IBM	i	の指定し
た出力待ち行列の有効なジョブ番号にします。

PASSWORD 生成されたPDFファイルにパスワードを関連付け
て、ドキュメントの開始を制限できます。このパ
スワードは大文字/小文字を区別します。

MASTER PDFドキュメントにマスター・パスワードが関連
付けられている場合、セキュリティ設定を設定ま
たは変更する前にこのパスワードを指定する必要
があります。このマスター・パスワードは大文字/
小文字を区別します。

AUTHOR PDFドキュメントの作者を示すテキスト値

TITLE 生成されたPDFドキュメントのタイトルとして使
用されるテキスト文字列



SUBJECT 生成されたPDFドキュメントの内容を示すテキス
ト文字列

KEYWORDS PDFドキュメントを検索しやすいように、1つ以上
の単語を指定できます。キーワードは、類似ド
キュメントまたは関連ドキュメントのグループ化
に使用されるカテゴリーと見なすことができま
す。

CREATOR PDFドキュメントの作成者を示すテキスト値

ENCODING 自動ホスト印刷変換の転換を指定します。自動ま
たはファイル変換をストリームするコピーを指定
します。省略値は*HPTです。*CSFはファイル変換
をストリームする自動コピー、もしくはコード
ページ値を使ってファイル変換ccsidをストリーム
するコピーを指定できます。

FONT スプール・ファイルのテキストの描画に使用され
るフォントは、固定幅のCourier、Heisei	Mincho、
またはHeisei	Kaku	Gothicになります。省略値の
フォントは*AUTOです。
次のフォントは省略値で使用可能なフォントで
す。

*AUTO						フォント：選択されたエンコーディ
ングにより決定

*COURIER			フォント：Courier

*COURIER2		フォント：Courier	

*COURIER3		フォント：Courier

*MINCHO				Heisei	Mincho	

*GOTHIC				Heisei	Kaku	Gothic
その他のフォントをサポートするにはi5/OS
5761SS1	オプション43追加フォントのライセン
ス・プログラムがインストールされていなければ
なりません。

FONTSIZE ポイント単位のフォント・サイズ。省略値設定は



10ポイントです。

LEADING PDFドキュメントの各行の前にあるブランク・ス
ペースを制御できます。省略値は(FONTSIZE	*	1.5)
です。

PAGES コンマで区切られたページ番号とページ範囲のリ
ストです。省略値は全てのページの選択です。

PAGETYPE 生成するページタイプを指定できます。*IMAGEは
TIFF	G4フォーマットでページが生成されます。
キーワードSCALINGはイメージの拡大・縮小率
（パーセント）をコントロールします。省略値は
*TEXTで、テキスト・フォーマットでページを生
成します。キーワードFONT、FONTSIZE、
LEADINGがテキスト出力をコントロールします。

PAGESIZE 生成するPDFドキュメントのページ・サイズ。省
略値は*A4です。
有効な値：
*A0〜*A10
*B0〜*B5
*LETTER
*HALFLETTER
*LEDGER
*LEGAL
*NOTE
幅、高さ

SCALING 生成するページ・イメージに適用する拡大・縮小
率をパーセントで指定します。省略値は18です。

MARGIN ページのマージンは、ページの境界周辺のブラン
ク・スペースです。省略値は(すべての境界で)36ポ
イントですが、左、右、上、下の値を指定して各
自のマージンを設定できます。

ORIENTATION 省略値のオプションは*PORTRAITです。あるい
は、*LANDSCAPEで生成するように指定できま



す。

コメント/警告
ホストへの接続に使用されるユーザーには、関連するスプール・ファイルを扱う権限が与えられ
るようにします。

例

RDML
特に、フィールド長の制限が256文字のRDMLでは、SERVICE_LISTキーワードを使用して、
CREATEコマンドに必要なキーワードや値をすべて確保しておくと便利です。
注：この例では、SERVICE_LISTに指定したキーワードがコマンド値でオーバーライドされるた
め、方向は*PORTRAITになります。

DEF_LIST	NAME(#PDFLST)	FIELDS((#PDFKEY	*INP)	(#PDFVALUE	*INP))	TYPE(*WORKING)
DEFINE	FIELD(#PDFKEY)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)
DEFINE	FIELD(#PDFVALUE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(50)
CHANGE	FIELD(#PDFKEY)	TO(AUTHOR)
CHANGE	FIELD(#PDFVALUE)	TO('LANSA	PTY	LTD')
ADD_ENTRY	TO_LIST(#PDFLST)
CHANGE	FIELD(#PDFKEY)	TO(TITLE)
CHANGE	FIELD(#PDFVALUE)	TO('ANNUAL	SALES	REPORT')
ADD_ENTRY	TO_LIST(#PDFLST)
CHANGE	FIELD(#PDFKEY)	TO(PAGESIZE)
CHANGE	FIELD(#PDFVALUE)	TO(*A5)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#PDFLST)
CHANGE	FIELD(#PDFKEY)	TO(ORIENTATION)
CHANGE	FIELD(#PDFVALUE)	TO(*LANDSCAPE)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#PDFLST)
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('CREATE	ORIENTATION(*PORTRAIT)	FONTSIZE(8)	LEADING(8.5)	SERVICE_LIST(PDFKEY,PDFVALUE)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#PDFLST)

RDMLX
#jsmcommand	:=	'CREATE	DOCUMENT('	+	#JSMPDFdoc	+	')	NAME('	+	#file	name	+	')	NUMBER('	+	#filenumber	+	')	JOBNAME('	+	#jobname	+	')	JOBUSER('	+	#jobuser	+	')	JOBNUMBER('	+	#jobnumber	+	')	AUTHOR('	+	#JSMUserid	+	')	FONTSIZE(8)	LEADING(8.5)		ORIENTATION(*LANDSCAPE)	SERVICE_LIST(PDFKEY,PDFVALUE)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	#jsmcommand)	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg	#spoollst)

ILE	RPG
c																			eval						jsmcmd	=	'CREATE'																								
c																													+	'	DOCUMENT(PDFSPLF.PDF)'															
c																													+	'	NAME('	+	%trim(spoolfnam)	+	')'						
c																													+	'	JOBNAME('	+	%trim(spooljnam)	+	')'			
c																													+	'	JOBUSER('	+	%trim(spooljusr)	+	')'			



c																													+	'	JOBNUMBER('	+	%trim(spooljnum)	+	')'
c																													+	'	NUMBER('	+	%trim(spoolfnum)	+	')'	
c																													+	'	FONTSIZE(8)	LEADING(8.5)'									
c																													+	'	ORIENTATION(*LANDSCAPE)'										
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)								



DISCONNECT
DISCONNECTコマンドは現在の接続を閉じます。
	
	DISCONNECT	---------キーワードなし------------------------------|
	

キーワード
このコマンドに関連するキーワードはありません。

例

RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(DISCONNECT)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	DISCONNECT)	TO_GET(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'DISCONNECT'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



DELETE
指定したPDFファイルを削除します。
PDFファイル名のみが使用される場合、コマンドはJSMServerインスタンスのルート・ディレク
トリから該当ファイルを削除します。

	
	DELETE	----	FILE	---------ファイル・パス--------------------------|
	

キーワード

FILE 削除するPDFファイルの名前
例：
<ドキュメント名>.pdfは、JSMインスタンスのルート・
ディレクトリの下にあるPDFファイルを削除します。
documents/<ドキュメント名>.pdfは、JSMインスタンスの
documentsサブディレクトリの下にあるPDFファイルを削
除します。

/<ドキュメント名>.pdfは、ファイル・システムのルー
ト・ディレクトリの下にあるPDFファイルを削除します。

		

コメント/警告
削除するPDFファイルのパスはJSMサーバー・インスタンスに相対的であるため、DELETEコマ
ンドではホストIBM	i	に対する接続は必要ありません。

例

RDML
	
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS('delete	file('	#JSMPDFDOC	')')	TO_GET(#JSMCMD)
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
#jsmcommand	:=	'delete	File('	+	#jsmpdfdoc	+	')'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	#jsmcommand)	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg	#spoollst)
	

ILE	RPG
	



c																			eval						jsmcmd	=	'DELETE	FILE(PDFSPLF.PDF)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



SERVICE_GET
SERVICE_GETコマンドにより、JSMクライアント・アプリケーションは、現在ロードされてい
るサービスに関連するプロパティ・ファイルのキーワード/値のプロパティにアクセスできま
す。

クライアント・アプリケーションは、サービスに関連するプロパティの値にアクセスできます
が、このような値を保持する共通の媒体としてサービス・プロパティ・ファイルを使用してアプ
リケーションに固有のプロパティの値にもアクセスした方が便利です。

後者の方法を使用する場合、アプリケーション定義のキーワード名と、現在または将来のバー
ジョンのLANSA	Integratorで使用されるキーワード名との間に競合が生じる可能性があります。
この可能性を減らすには、プロパティ・キーワードの先頭にグローバルな一意の名前を付ける必
要があります。以下の例では、この目的で接頭辞com.acme.propertyが使用されています。
サービス・プロパティのキーワード値は、JSM	Messageフィールドに返されます。キーワードが
存在しない場合、NOT_EXISTというステータスが返されます。
	
	SERVICE_GET	--------	PROPERTY	-----値-------------------->
	
																		>--	TRACE	-------	*SERVICE-------------------|
																																				*TRANSPORT
	

キーワード

PROPERTY サービス・プロパティ・ファイルでチェックするキーワー
ド/値を指定します。
サービス・プロパティのキーワード値は、JSM	Message
フィールドに返されます。キーワードがサービス・プロパ
ティ・ファイルに存在しない場合、NOT_EXISTというス
テータスが返されます。

TRACE 									*SERVICE	-	サービス・トレース・ファイルを読み
込みます。

									*TRANSPORT	-	転送トレース・ファイルを読み込み
ます。

	

例
例では、サービス・プロパティ・ファイルのcom.acme.property.messagetype	(アプリケーション定
義のプロパティ)の値を取り出します。このプロパティは、以下のような行を含むサービス・プ
ロパティ・ファイルで定義できます(この場合、値「html」がアプリケーションに返されます)。

	
com.acme.property.messagetype=html
	



RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SERVICE_GET	PROPERTY(com.acme.property.messagetype)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
#jsmcmd	:=	'	service_get	property(com.acme.property.messagetype)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'service_get'
c																													+	'	property(com.acme.property.messagetype)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



SERVICE_UNLOAD
SERVICE_UNLOADコマンドはサービスをアンロードして、開いているシステムの接続を解除し
ます。

	
	SERVICE_UNLOAD	---------キーワードなし--------------------------|
	

キーワード
このコマンドに関連するキーワードはありません。

例

RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(SERVICE_UNLOAD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	SERVICE_UNLOAD)	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'SERVICE_UNLOAD'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



5.30.4	PDFSpoolFileServiceの例
最も一般的な以下のクライアント・プログラミング言語用の例が提供されています。

RDML
RDMLX
RPG



5.30.5	トラブルシューティング
生成されたPDFドキュメントは、CREATEコマンドの実行後、目的のパスに表示されます。サー
ビスを閉じる前にこのPDFファイルを開こうとすると、[...	file	is	unsupported	or	damaged]という
メッセージが表示されます。



5.31	PDFDocumentService
サービス名：PDFDocumentService
PDFDocumentServiceでは、複雑なPDFドキュメントを作成できます。
このサービスはオープン・ソースのiText	APIクラスを使用します。
iTextには、ファイルを保護するパスワードや、暗号化および証明書タスク用にBouncy	Castleが必
要です。

Bouncy	Castleでは、JCE無制限強度のポリシー・ファイルlocal_policy.jarとUS_export_policy.jarを
JDKのlib/securityディレクトリにインストールする必要があります。
詳細については、以下を参照してください。

www.bouncycastle.org
www.lowagie.com/iText
JCE	Unlimited	Strength	Policy	Files
PDFDocumentServiceは以下のコマンドをサポートしています。
SERVICE_LOAD
SERVICE_GET
CREATE
ADD
CLOSE
DELETE
SIGN
FILL
READ
SERVICE_UNLOAD
	
また以下も参照してください。

XML内容
XML内容例
RDMLファンクション例

http://www.bouncycastle.org/
http://www.lowagie.com/iText
LANSA093.CHM::/intengb3_0030.htm


5.31.1	SERVICE_LOAD
構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に
関する開発担当者メモ

SERVICE_LOAD TIMEZONE 値 任意。「タイム・ゾーン」
を参照してください。
これはタイム・ゾーン・
サービス・プロパティを
オーバーライドします。
サービス・プロパティがな
い場合、省略値のタイム・
ゾーンが使用されます。

	



5.31.2	SERVICE_GET
構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/
値に関する開発担当者
メモ

SERVICE_GET PROPERTY 値 条件付。サービス・プ
ロパティを取得しま
す。

TRACE *SERVICE 条件付。サービス・ト
レース・ファイルを読
み込みます。

*TRANSPORT 条件付。転送トレー
ス・ファイルを読み込
みます。

	



5.31.3	CREATE
CREATEコマンドは空のドキュメントを作成します。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関する
開発担当者メモ

CREATE DOCUMENT 値 必須。PDFファイル

CONTENT 値 必須。XML内容ファイル

PASSWORD 値 任意。ユーザー・パスワード

MASTER 値 任意。マスター・パスワード

VERSION 1.2
1.3
1.4
1.5
1.6
1.7

任意。PDFバージョン
省略値はiText

	

例

	
CREATE	DOCUMENT(report.pdf)	CONTENT(report.xml)
	



5.31.4	ADD
ADDコマンドは、指定した内容セクションのXML内容ファイルを読み込み、その内容を現在の
ドキュメントまたはテンプレートに追加します。コマンドで渡されたLANSAフィールドは、
{field}表記を使用してXML属性にマージできます。
PDFドキュメントは小さな内容部分に分割でき、ADDコマンドの呼び出しごとに、その部分の内
容が生成されます。

高さ属性を使用するテーブルを含む内容を追加する際、作業リスト内のすべての行が指定した
テーブルの高さに一致するとは限らない場合、INCOMPLETEというステータスが返されます。
作業リストは修正され、別のADD内容呼び出し用に準備されていたリストに未使用のエント
リーが残ります。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関する
開発担当者メモ

ADD CONTENT 値 必須。XML内容セクションの名
前

TEMPLATE 値 任意。内容を受信するテンプレー
トの名前

	

例

	
ADD	CONTENT(main)	SERVICE_LIST(...)
	
ADD	CONTENT(image)	TEMPLATE(logo)	SERVICE_LIST(...)
	

また、以下も参照してください。
XML内容



5.31.5	CLOSE
CLOSEコマンドはドキュメントを閉じます。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関する
開発担当者メモ

CLOSE 	 	 	
	

例

	
CLOSE
	



5.31.6	DELETE
DELETEコマンドは指定したファイルを削除します。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関する
開発担当者メモ

DELETE ファイル 値 必須。ファイル・パス
	

例

	
DELETE	FILE	(myreport.pdf)
	



5.31.7	SIGN
SIGNコマンドは、指定したPDFドキュメントに署名します。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関する
開発担当者メモ

SIGN DOCUMENT 値 必須。PDFファイル

CONTENT 値 必須。XML内容ファイル

PASSWORD 値 任意。ユーザー・パスワード

MASTER 値 任意。マスター・パスワード

NAME 値 必須。署名の名前

OUTPUT 値 必須。署名したPDFファイル
	

例

	
SIGN	DOCUMENT(report.pdf)	CONTENT(signpdf.xml)	NAME(signature1)	OUTPUT(signed_report.pdf)
	
	
<?xml	version="1.0"	encoding="utf-8"?>
	
<document>
	
		<signature	name="signature1"	keystore="pdfself.jks"	password="password"	page="2"	x1="100"	y1="100"	width="100"	height="100"	reason="My	Reason"	location="My	Location"	text="My	text"	date="19610324"	signed="self"/>
	
</document>
	



5.31.8	FILL
FILLコマンドは指定のAcrobatフォームのフィールドを設定します。	このコマンドでは、値が受
け取れるよう引き渡すフィールド・リストが必要になります。フォームのusage属性の値には、
フィールドの編集機能を削除するflatten、使用権を削除するremoveがあります。省略値では使用
権が守られます。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関する
開発担当者メモ

FILL DOCUMENT 値 必須。	PDFファイル

CONTENT 値 必須。	XML内容ファイル

PASSWORD 値 任意。ユーザー・パスワード

MASTER 値 任意。マスター・パスワード

NAME 値 必須。フォームの名前

OUTPUT 値 必須。出力PDFファイル

例

	
FILL	DOCUMENT(form.pdf)	CONTENT(form.xml)	NAME(insurance)	OUTPUT(filled.pdf)
SERVICE_EXCHANGE(*FIELD}
	
	
<?xml	version="1.0"	encoding="utf-8"?>
	
<document>
	
<form	name="insurance"	usage="flatten">
		<field	name="FIRM	NAME"	value="{FNAME}"/>
		<field	name="FIRM	ADDRESS"	value="{FADDR}"/>
</form>
	
</document>
	



5.31.9	READ
READコマンドは、指定したドキュメントを読み込み、ドキュメント情報をリスト引数に返しま
す。リストには2つのフィールドが必要であり、これらのフィールドはデータを受け取るのに十
分な大きさでなければなりません。最初のフィールドは情報を特定し、2番目のフィールドに値
を指定します。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

READ DOCUMENT 値 必須。PDFファイル

PASSWORD 値 任意。ユーザー・パスワード

INCLUDE *PAGESIZE 任意。ドキュメント内の各
ページのページ・サイズ

例

READ	DOCUMENT(report.pdf)	SERVICE_LIST(KEY,VALUE)



5.31.10	SERVICE_UNLOAD
SERVICE_UNLOADコマンドはサービスをアンロードします。

構文：

コマンド キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SERVICE_UNLOAD 	 	 	
	



5.31.11	XML内容
XML内容ファイルには、必須のルートdocumentエレメントが必要です。子contentエレメント
は、他のXMLエレメントをグループ化する場合に使用されます。ADDコマンドのCONTENT
キーワードの値は、XML	contentエレメントのname属性の値を参照します。

	
<?xml	version="1.0"	encoding="utf-8"?>
	
<document>
	
		<content	name="main">
	
		</content>
	
		<content	name="logo">
	
		</content>
	
</document>
	

ドキュメント内容の位置合わせに使用される測定単位はポイントです。

1インチに72ポイントあります。
A4ページ・サイズのPDFに1つの長方形を作成する場合、ポイント数を以下のように計算する必
要があります。

21cm	/	2.54	=	8.2677インチ、8.2677	*	72	=	595ポイント
29.7	cm	/	2.54	=	11.6929インチ、11.6929	*	72	=	842ポイント
省略値の境界36ポイントは0.5インチに相当します。
X座標の範囲は、ページの左端から右端までです。
Y座標の範囲は、ページの下端から上端までです。
A4ページの場合、ページの左下隅は0,	0、右上隅は595,	842になります。
すべてのcontent	XML属性には動的な値を指定できます。{}表記を使用して、実行時にLANSA
フィールド値を属性の値にバインドできます。

以下の例は、LANSAフィールド値を属性値として使用する方法を示しています。

	
<barcode	x1="20"	y1="500"	type="CODE128"	value="{FIELD1}"/>
	
<barcode	x1="{FIELD2}"	y1="{FIELD3}	type="{FIELD4}"	value="
{FIELD5}"/>
	



いくつかの組み込み関数も使用できます。

									@date

									@page

									@rowcount

	
<if	compare="{@page}"	value="11"	goto="additional"/>
	
<phrase	value="{@date}"	date-format="dd/MM/yyyy"/>
	



エレメント	-	document
documentエレメントは、他のすべてのエレメントのルート・エレメントであり、PDFドキュメン
トを記述します。

構文：

エレメ
ント

属性 値 エレメント/属性/値に
関するメモ

document page-size A0〜A10 省略値はA4

B0〜B5 	

文字 	

値 幅、高さ

margin 値 左、右、上、下
省略値は36ポイント

orientation portrait 省略値

landscape 	

background 色 	

border ブール値 省略値はfalse

grid ブール値 省略値はfalse

author 文字列 	

title 文字列 	

subject 文字列 	

keywords 文字列 	

creator 文字列 LANSA	Integratorのド
キュメント・サービ
ス

hide-toolbar ブール値 省略値はfalse

hide-menubar ブール値 省略値はfalse



hide-windowui ブール値 省略値はfalse

allow-printing ブール値 省略値はtrue

allow-copy ブール値 省略値はtrue

allow-modify-
contents

ブール値 省略値はtrue

allow-modify-
annotations

ブール値 省略値はtrue

allow-fillin ブール値 省略値はtrue

allow-screenreader ブール値 省略値はtrue

allow-assembly ブール値 省略値はtrue

allow-degraded-
printing

ブール値 省略値はtrue

compression ブール値 省略値はfalse

page-layout onecolumn 	

singlepage 省略値

twopageleft 	

twopageright 	

twocolumnleft 	

twocolumnright 	

fitwindow ブール値 省略値はfalse

centerwindow ブール値 省略値はfalse

display-doctitle ブール値 省略値はfalse

printscaling-none ブール値 省略値はfalse

page-direction L2R 	

R2L 	



page-mode useoc 	

usenone 省略値

usethumbs 	

useoutlines 	

useattachments 	

fullscreen 	

nonfullscreen-
page-mode

useoc 	

usenone 省略値

usethumbs 	

useoutlines 	
	
page-layout属性は、ドキュメントを開いたときに使用されるページ・レイアウトを設定します(1
つを選択します)。

									singlepage	-	一度に1ページを表示します(省略値)。

									onecolumn	-	ページを1列に表示します。

									twocolumnleft	-	ページを2列に表示します(奇数番号のページが左側)。

									twocolumnright	-	ページを2列に表示します(奇数番号のページが右側)。

									twopageleft	-	一度に2ページずつ表示します(奇数番号のページが左側)。

									twopageright	-	一度に2ページずつ表示します(奇数番号のページが右側)。
	
page-mode属性は、ドキュメントを開いたときに使用されるページ・モードを設定します(1つを
選択します)。

									useoc	-	オプションの内容グループのパネルが表示されます。

									usenone	-	ドキュメントの概要もサムネイルのイメージも表示されません(省略値)。

									usethumbs	-	サムネイルのイメージが表示されます。

									useoutlines	-	ドキュメントの概要が表示されます。

									useatttachments	-	添付ファイルが表示されます。

									fullscreen	-	フル画面モード(メニュー・バー、ウィンドウ・コントロール、その他のウィン
ドウは表示されません)。

	
hide-toolbar	-	ドキュメントがアクティブな場合、ビューア・アプリケーションのツール・バーを



非表示にするかどうかを指定するフラグです。

hide-menubar	-	ドキュメントがアクティブな場合、ビューア・アプリケーションのメニュー・
バーを非表示にするかどうかを指定するフラグです。

hide-windowui	-	ドキュメントのウィンドウでユーザー・インターフェース要素(スクロール・
バーやナビゲーション・コントロールなど)を非表示にして、ドキュメントの内容のみを表示す
るかどうかを指定するフラグです。

fitwindow	-	最初に表示されたページのサイズに合わせてドキュメントのウィンドウ・サイズを変
更するかどうかを指定するフラグです。

centerwindow	-	画面の中央にドキュメントのウィンドウを配置するかどうかを指定するフラグで
す。

display-doctitle	-	上部バーにドキュメントのタイトルを表示するかどうかを指定するフラグで
す。

printscaling-none	-	印刷ダイアログにページ・スケーリングが反映されないようにします。
	
page-direction属性がドキュメントの内容やページのナンバリングに直接影響を与えることはあり
ませんが、この属性を使用すると、並べて表示する場合やN-Up印刷を行う場合にページの相対
位置を決定できます(1つを選択します)。

									L2R	-	左から右へ

									R2L	-	右から左へ(中国語、日本語、韓国語などの縦書き形式を含む)
	
nonfullscreen-page-modeは、フル画面モードの終了時にページ・モードを設定します。
これは、ページ・モードがフル画面の場合にのみ有効です(1つを選択します)。

									useoc	-	オプションの内容グループのパネルが表示されます。

									usenone	-	ドキュメントの概要もサムネイルのイメージも表示されません。

									usethumbs	-	サムネイルのイメージが表示されます。

									useoutlines	-	ドキュメントの概要が表示されます。



エレメント	-	content
contentエレメントはトップレベル・エレメントで、他のエレメントのコンテナーになります。

構文：

エレメン
ト

属性 値 エレメント/属性/値に関
するメモ

content name 文字列 	
	



エレメント	-	template
templateエレメントは、テンプレートを定義するトップレベル・エレメントです。
テンプレート名はADDコマンドのTEMPLATEキーワードで使用されます。

構文：

エレメン
ト

属性 値 エレメント/属性/値に関
するメモ

template name 文字列 	

width 整数 幅

height 整数 高さ
	

例

	
<template	name="logo"	width="200"	height="300">
			<image	x1="0"	y1="300"	file="logo.jpg"	scale="80"/>
</template>
	



エレメント	-	color
colorエレメントは、色を定義するトップレベル・エレメントです。
あらかじめ定義された以下の色を使用できます。

									black	(黒)

									blue	(青)

									cyan	(シアン)

									darkgray	(暗灰色)

									darkgray	(暗灰色)

									gray	(灰色)

									gray	(灰色)

									lightgray	(明灰色)

									lightgray	(明灰色)

									green	(緑)

									magenta	(マゼンタ)

									orange	(オレンジ)

									pink	(ピンク)

									red	(赤)

									white	(白)

									yellow	(黄)

								構文：

エレメン
ト

属性 値 エレメント/属性/値に関す
るメモ

color name 文字列 	

rgb 値 赤、緑、青

例

<color	name="charcoal"	rgb="100,80,90"/>



エレメント	-	style
styleエレメントは、スタイルを定義するトップレベル・エレメントです。
font属性は、いずれかの内蔵フォントを選択する場合に使用されます。
file属性を使用すると、外部のTrue	Typeフォントのファイルを読み込み、PDFドキュメントに埋
め込むことができます。

style属性には、1つの値、またはスペースで区切られた複数の値を含めることができます。

構文：

エレメン
ト

属性 値 エレメント/属性/
値に関するメモ

style name 文字列 	

font Courier Type	1フォント

Courier-Bold 基本フォント

Courier-Oblique 基本フォント

Courier-
BoldOblique

基本フォント

Helvetica 省略値。Type	1
フォント

Helvetica-Bold 基本フォント

Helvetica-Oblique 基本フォント

Helvetica-
BoldOblique

基本フォント

Symbol Type	1フォント

Times-Roman Type	1フォント

Times-Bold 基本フォント

Time-Italic 基本フォント

Times-BoldItalic 基本フォント

HeiseiMin-W3 CJKフォント



日本語

HeiseiKakuGo-W5 CJKフォント
日本語

STSong-Light CJKフォント
簡体字中国語

MHei-Medium CJKフォント
繁体字中国語

MSung-Light CJKフォント
繁体字中国語

HYGoThic-
Medium

CJKフォント
韓国語

HYSMyeongJo-
Medium

CJKフォント
韓国語

size 整数 省略値は10

style normal 省略値はnormal

bold 	

italic 	

line-through 	

underline 	

color 色 省略値は黒

encoding Cp1250 Latin	2東欧諸言語

Cp1251 キリル文字

Cp1252 省略値はLatin	1

Cp1253 ギリシャ語

Cp1254 トルコ語

Cp1257 Windowsバルト語



UniJIS-UCS2-H 日本語
Adobe-Japan文字
コレクション用の
Unicode	(UCS-2)エ
ンコーディング
横方向

UniJIS-UCS2-V 日本語
Adobe-Japan文字
コレクション用の
Unicode	(UCS-2)エ
ンコーディング
縦方向

UniJIS-UCS2-
HW-H

日本語
UniJIS-UCS2-Hと
同じ。ただし、ラ
テン語の文字間隔
を半角フォームに
置き換える
横方向

UniJIS-UCS2-
HW-V

日本語
UniJIS-UCS2-Vと
同じ。ただし、ラ
テン語の文字間隔
を半角フォームに
置き換える
縦方向

UniGB-UCS2-H 簡体字中国語
横方向

UniGB-UCS2-V 簡体字中国語
縦方向

UniKS-UCS2-H 韓国語
横方向

UniKS-UCS2-V 韓国語



縦方向

file 値 .TTFファイルのパ
ス

background 色 	

embedded ブール値 省略値はfalse
	

例

	
<style	name="normal"	font="Helvetica"	size="10"	style="normal"	/>
	
<style	name="white"	font="Helvetica"	size="10"	style="normal"	color="white"	background="black"/>
	
<style	name="beach"	file="miami.ttf"	size="30"	encoding="Cp1252"	embedded="true"/>
	



エレメント	-	annotation
annotationエレメントは、注釈を定義するトップレベル・エレメントです。

構文：

エレメン
ト

属性 値 エレメント/属性/値に関す
るメモ

annotation name 文字列 	

author 文字列 	

subject 文字列 	

date 文字列 yyyy-mm-dd
HH:MM:SS+HH:MM
省略値は現在の日時で
す。

icon help 省略値

comment 	

note 	

key 	

insert 	

color 色 	

type square 省略値

circle 	

value 文字列 注釈テキスト
	
注釈テキストが多く、複数行にまたがる場合、子フレーズ・エレメントを使用できます。

フレーズ・テキストは、開始フレーズ・タグと終了フレーズ・タグで囲まれたvalue属性やテキ
スト・ノードから生じます。

options属性を使用して、テキスト値の前後にスペースや新規行を挿入できます。
optionsの値はトークンのコンマ区切りリストです。

構文：



エレメン
ト

属性 値 エレメント/属性/値に関す
るメモ

phrase options sb テキスト値の前にスペー
ス

sa テキスト値の後にスペー
ス

nb テキスト値の前に新規行

na テキスト値の後に新規行

value 文字列 テキスト値
	

例

	
<annotation	name="doc-
help"	icon="help"	author="author"	color="annotation">
			<phrase	options="na">This	is	help	one	line</phrase>
			<phrase	options="na"	value="This	is	help	two"/>
			<phrase	options="na">This	is	help	three</phrase>
</annotation>
	



エレメント	-	grid
gridエレメントは、プロセスの設計に使用できる縦長グリッド・ページと横長グリッド・ページ
を作成する場合に使用されます。

縦線と横線は10ポイント離れ、100ポイントごとに太線が描画されます。
開発プロセスでは、ドキュメントのgrid属性を使用して、作成する各ページにグリッドを重ねま
す。

構文：

エレメン
ト

属性 値 エレメント/属性/値に関
するメモ

grid 	 	 	
	

例

	
<grid/>
	



エレメント	-	add
addエレメントは、現在のドキュメント・ページにテンプレートを追加する場合に使用されま
す。

構文：

エレメン
ト

属性 値 エレメント/属性/値に関す
るメモ

add x1 整数 省略値は0

y1 整数 省略値は0

template 文字列 テンプレート名

border ブール
値

省略値。ドキュメントの境
界線

	

例

	
<add	template="logo"	x1="300"	y1="400"/>
	



エレメント	-	import
importエレメントは、別のPDFドキュメントのページを現在のドキュメントにインポートする場
合に使用されます。

最後にインポートされたページから移動するには<page>エレメントを使用します。

構文：

エレメン
ト

属性 値 エレメント/属性/値に関す
るメモ

import file 値 PDFファイルのパス

page 文字列 選択したページ
ページまたはページ範囲の
コンマ区切りリスト
10
10,14-16,23
省略値のブランクはすべて
のページを示します。

cache ブール
値

省略値はtrue

file-exist ブール
値

省略値はfalse

page-exist ブール
値

省略値はfalse

file-mandatory ブール
値

省略値はfalse

background 色 省略値は現在のページの背
景色

transform a、b、
c、d、
e、f

カスタムのアフィン変換を
適用します。

directory 値 任意。全てのPDFファイル
を指定のディレクトリにイ
ンポートします。各PDF



ファイルの全てのページが
インポートされます。

例

<import	file="standard-contract.pdf"/>
<import	file="standard-collection.pdf"	page="2"/>



エレメント	-	import-image
import-imageエレメントは、現在のドキュメントに画像をインポートする場合に使用されます。
画像は、ページに合わせて拡大/縮小され、中央に寄せられます。
新しい画像のページから移動するには<page>エレメントを使用します。

構文：

エレメン
ト

属性 値 エレメント/属性/値に関す
るメモ

import-
image

file 値 画像ファイルのパス

file-exist ブール
値

省略値はfalse

file-mandatory ブール
値

省略値はfalse

margin 値 左、右、上、下
省略値はドキュメントの
マージン

page-size A0〜A4 省略値はドキュメントの
ページ

B0〜B5 	

文字 	

値 幅、高さ

orientation portrait 省略値はドキュメントの方
向

landscape 	
	

例

	
<import-image	file="map.jpeg"	margin="0,0,0,0"/>
	



エレメント	-	attachment
attachmentエレメントは、現在のドキュメントに添付ファイルを追加する場合に使用されます。

構文：

エレメン
ト

属性 値 エレメント/属性/値に関す
るメモ

attachment file 値 添付ファイルのパス

file-display 値 ドキュメントの添付ファイ
ル名
デフォルトは添付ファイル
の名前

file-description 値 	

file-exist ブール
値

デフォルトはfalse

file-mandatory ブール
値

デフォルトはfalse

file-date 値 ファイルの更新日
YYYY-MM-DD	HH:MM:SS
省略値は現在の日時

file-compression ブール
値

デフォルトはfalse

例

<attachment	file="CORD443.jpg"	file-display="drill.jpg"	file-
description="Power	Drill"/>



エレメント	-	page
pageエレメントは、新しいページの作成に使用されます。

構文：

エレメ
ント

属性 値 エレメント/属性/値に関す
るメモ

page page-size A0〜A4 省略値はドキュメントの
ページ

B0〜B5 	

文字 	

値 幅、高さ

margin 値 左、右、上、下
省略値はドキュメントの
マージン

orientation portrait 省略値はドキュメントの方
向

landscape 	

background 色 省略値はドキュメントの背
景色

	

例

	
<page/>
	
<page	page-size="720,720"	margin="40"	orientation="landscape"/>
	
<page	page-size="A4"	margin="40,40,40,40"	orientation="landscape"/>
	



エレメント	-	annotation
annotationエレメントは、定義された注釈テキストを現在のページに追加する場合に使用されま
す。

構文：

エレメン
ト

属性 値 エレメント/属性/値に関す
るメモ

annotation x1 整数 省略値は0

y1 整数 省略値は0

name 文字列 注釈の名前
	

例

	
<annotation	name="doc-help"	x1="50"	y1="550"/>
	



エレメント	-	anchor
anchorエレメントは、クリック可能な領域を現在のページに固定する場合に使用されます。

構文：

エレメン
ト

属性 値 エレメント/属性/値に関す
るメモ

Anchor x1 整数 省略値は0

y1 整数 省略値は0

width 整数 省略値は0

height 整数 省略値は0

url 文字列 	

border ブール
値

省略値はドキュメントの境
界線

	

例

	
<anchor	x1="70"	y1="540"	width="50"	height="30"	url="http://www.lansa.com"	border="true"/>
	



エレメント	-	text-align
text-alignエレメントは、調整したテキストを現在のページに追加する場合に使用されます。
テキストの位置合わせを行うには、テキストが調整される周辺のポイントとしてx1、y1を使用し
ます。

省略値では、x1はページ幅を2で割った値、y1はページの高さを2で割った値です。つまり、省略
値の位置合わせポイントはページの中央になります。

構文：

エレメン
ト

属性 値 エレメント/属性/値に関す
るメモ

text-align x1 整数 省略値はページ幅/2

y1 整数 省略値はページの高さ/2

value 文字列 テキスト

align left 省略値

center 	

right 	

rotation 整数 省略値は0

style スタイ
ル

省略値はHelvetica、10、
normal

例

<text-align	y1="400"	align="center"	value="heading"/>
<text-align	style="gray"	value="Blank	Page"	align="center"	rotation="90"/>



エレメント	-	text
textエレメントは、現在のページにテキストを追加する場合に使用されます。

構文：

エレメン
ト

属性 値 エレメント/属性/値に関す
るメモ

Text x1 整数 省略値は0

y1 整数 省略値は0

width 整数 省略値は0

height 整数 省略値は0

margin 整数 省略値は0

border ブール
値

省略値はドキュメントの境
界線

align left 省略値

center 	

right 	

style スタイ
ル

省略値はHelvetica、10、
normal

leading 浮動小
数

省略値はfontsize	*	1.5

value 文字列 テキスト

anchor URL 	

annotation 文字列 注釈の名前

date-format 文字列 日付と時間の形式

decimal-format 文字列 10進数形式

locale 文字列 en_US
fr_FR



省略値は省略値のロケール

use-list ブール
値

省略値はfalse

use-list-option sb テキスト値の前にスペース
省略値はsb

	 sa テキスト値の後にスペース

nb テキスト値の前に改行

na テキスト値の後に改行
	

子フレーズ・エレメントから作成されるテキスト
テキストが多く、複数行にまたがる場合、子フレーズ・エレメントを使用できます。

子フレーズ・エレメントから作成されたテキストは、textエレメントのvalue属性よりも優先され
ます。

フレーズ・テキストは、phraseエレメントのvalue属性、またはphraseエレメントの開始タグと終
了タグで囲まれたテキスト・ノードから生じます。

phraseエレメントのoptions属性を使用して、テキスト値の前後にスペースや改行を挿入できま
す。optionsの値はトークンのコンマ区切りリストです。

リスト引数から作成されるテキスト
use-list属性を使用すると、リストからテキストを作成できます。
このオプションは、テキストを作成する他の方法よりも優先されます。

use-list-option属性は、使用される省略値のテキスト・オプションの値を指定します。
最初のリスト・フィールドにはテキストが含まれ、オプションの2番目のフィールドは連結プロ
セスの制御に使用されます。

2番目のフィールドが存在しないか、そのフィールドの値がブランクの場合、省略値のテキス
ト・オプションの値が使用されます。

以下のオプションの値を使用できます。

	SB	-	テキスト・エントリーを加える前にスペースを追加します(最初のエントリーを除く)。
	NB	-	テキスト・エントリーを加える前に改行を追加します(最初のエントリーを除く)。
	SA	-	テキスト・エントリーを加えた後にスペースを追加します(最後のエントリーを除く)。
	NA	-	テキスト・エントリーを加えた後に改行を追加します。
オプションの値が上記のいずれでもない場合、追加のアクションは行われず、次のエントリーが
前のエントリーに追加されます。

構文：

エレメン 属性 値 エレメント/属性/値に関す



ト るメモ

phrase options sb テキスト値の前にスペー
ス

sa テキスト値の後にスペー
ス

nb テキスト値の前に改行

na テキスト値の後に改行

value 文字列 テキスト値

style スタイル 省略値はtextエレメントの
スタイル

anchor URL 	

annotation 文字列 注釈の名前

date-format 文字列 日付と時間の形式

decimal-format 文字列 10進数形式

locale 文字列 en_US
fr_FR
省略値は省略値のロケー
ル

	

例

	
<text	x1="20"	y1="700"	width="100"	height="20""	value="some	text"/>
	
<text	x1="70"	y1="500"	width="200"	height="400"	style="text-modern">
			<phrase	style="modern"	options="na">First	text	phrase</phrase>
			<phrase	style="modern-strike"	options="na">Second	text	phrase</phrase>
			<phrase	style="normal-
white"	options="na"	value="Third	text	phrase	as	a	value	attribute"/>
			<phrase	options="na"	anchor="http://www.lansa.com">Anchor<phrase>
			<phrase>Here	is	an</phrase>
			<phrase	options="sb,sa"	annotation="explain">annotation</phrase>



			<phrase	options="na">example</phrase>
			<phrase	options="sb,sb,sb,na,sa"	value="{@date}"	date-format="dd-MM-
yyyy"/>
			<phrase	options="na"	value="{@date}"	date-
format="dd/MM/yyyy	hh:mm:ss"/>
			<phrase	options="na"	value="23"	decimal-format="0000"/>
			<phrase	options="na"	value="34.56"	decimal-format="#,###.##"/>
			<phrase	options="na"	value="2334.56"	decimal-format="¤#,###.##"/>
	</text>
	



エレメント	-	input	field
inputエレメントのtype	fieldは、現在のページに入力フィールドを追加する場合に使用されます。

構文：

エレメン
ト

属性 値 エレメント/属性/値に関す
るメモ

input type field 	

name 文字列 	

value 文字列 	

x1 整数 省略値は0

y1 整数 省略値は0

width 整数 省略値は0

height 整数 省略値は20

length 整数 省略値は0。値が0の場合、
入力制限はありません。

style スタイ
ル

省略値はHelvetica、10、
normal

multiline ブール
値

省略値はfalse

readonly ブール
値

省略値はfalse

required ブール
値

省略値はfalse

export ブール
値

省略値はtrue

	

例

	
<input	type="field"	name="FIELD1"	required="true"	value="text"	x1="100"	y1="750"	width="200"	length="15"	style="form"/>



	
<input	type="field"	name="FIELD2"	multiline="true"	readonly="true"	export="false"	value="text"	x1="100"	y1="720"	width="200"	height="50"	length="200"	style="form"/>
	



エレメント	-	input	hidden
inputエレメントのtype	hiddenは、現在のページに非表示フィールドを追加する場合に使用されま
す。

構文：

エレメン
ト

属性 値 エレメント/属性/値に関す
るメモ

input type hidden 	

name 文字列 	

value 文字列 	

length 整数 省略値は0。値が0の場合、
入力制限はありません。

export ブール
値

省略値はtrue

	

例

	
<input	type="hidden"	name="FIELD3"	value="SECRET"	length="10"/>
	



エレメント	-	input	password
inputエレメントのtype	passwordは、現在のページに入力パスワードを追加する場合に使用されま
す。

構文：

エレメ
ント

属性 値 エレメント/属性/値に関す
るメモ

input type password 	

name 文字列 	

value 文字列 	

x1 整数 省略値は0

y1 整数 省略値は0

width 整数 省略値は0

height 整数 省略値は20

length 整数 省略値は0。値が0の場合、
入力制限はありません。

style スタイ
ル

省略値はHelvetica、10、
normal

readonly ブール
値

省略値はfalse

required ブール
値

省略値はfalse

export ブール
値

省略値はtrue

	

例

	
<input	type="password"	name="FIELD4"	x1="100"	y1="660"	width="30"	length="5"	style="form"/>
	



エレメント	-	input	checkbox
inputエレメントのtype	checkboxは、現在のページに入力チェックボックスを追加する場合に使用
されます。

構文：

エレメ
ント

属性 値 エレメント/属性/値に関す
るメモ

input type checkbox 	

name 文字列 	

value 文字列 	

x1 整数 省略値は0

y1 整数 省略値は0

width 整数 省略値は12

height 整数 省略値は12

length 整数 省略値は0。値が0の場合、
入力制限はありません。

selected ブール
値

省略値はfalse

readonly ブール
値

省略値はfalse

	

例

	
<input	type="checkbox"	name="CHECK1"	value="CHK"	selected="true"	x1="100"	y1="630"/>
	



エレメント	-	input	radio-group
inputエレメントのtype	radio-groupは、ラジオ・ボタンを論理的にグループ化する場合に使用され
ます。

構文：

エレメン
ト

属性 値 エレメント/属性/値に関す
るメモ

input type radio-
group

	

name 文字列 	

length 整数 省略値は0。値が0の場合、
入力制限はありません。

readonly ブール
値

省略値はfalse

	

例

	
<input	type="radio-group"	name="RADIO1"	length="10">
			<input	type="radio"	value="RAD1"	x1="120"	y1="540"/>
			<input	type="radio"	value="RAD2"	x1="140"	y1="540"	selected="true"/>
			<input	type="radio"	value="RAD3"	x1="160"	y1="540"/>
</input>
	



エレメント	-	input	radio
inputエレメントのtype	radioは、現在のページにラジオ・ボタンを追加する場合に使用されま
す。

構文：

エレメン
ト

属性 値 エレメント/属性/値に関す
るメモ

input type radio 	

x1 整数 省略値は0

y1 整数 省略値は0

width 整数 省略値は12

height 整数 省略値は12

value 文字列 	
	

例

	
<input	type="radio-group"	name="RADIO1"	length="10">
			<input	type="radio"	value="RAD1"	x1="120"	y1="540"/>
			<input	type="radio"	value="RAD2"	x1="140"	y1="540"	selected="true"/>
			<input	type="radio"	value="RAD3"	x1="160"	y1="540"/>
</input>
	



エレメント	-	input	combobox
inputエレメントのtype	comboboxは、現在のページにコンボ・ボックスを追加する場合に使用さ
れます。

構文：

エレメ
ント

属性 値 エレメント/属性/値に関す
るメモ

input type combobox 	

x1 整数 省略値は0

y1 整数 省略値は0

width 整数 省略値は0

height 整数 省略値は20

length 整数 省略値は0。値が0の場合、
入力制限はありません。

style スタイル 省略値はHelvetica、10、
normal

readonly ブール値 省略値はfalse
	
子itemエレメントは、コンボ・ボックスにエントリーを追加する場合に使用されます。
エントリー値は、itemのvalue属性、またはitemの開始タグと終了タグで囲まれたテキスト・ノー
ドから生じます。

構文：

エレメン
ト

属性 値 エレメント/属性/値に関す
るメモ

item value 文字列 	

selected ブール値 省略値はfalse
	

例

	
<input	type="combobox"	name="COMBO1"	x1="100"	y1="600"	width="200"	length="20"	style="form">



			<item	value="C1"/>
			<item>C2</item>
			<item	value="C3"	selected="true"/>
			<item	value="C4"/>
			<item	value="{FIELD}"/>
			<item	value="C6"/>
</input>
	



エレメント	-	input	submit
inputエレメントのtype	submitは、現在のページに送信ボタンを追加する場合に使用されます。

構文：

エレメン
ト

属性 値 エレメント/属性/値に関す
るメモ

input type submit 	

name 文字列 省略値はSUBMIT

x1 整数 	

y1 整数 	

width 整数 	

height 整数 省略値は20

length 整数 省略値は0。値が0の場合、
入力制限はありません。

style スタイ
ル

省略値はHelvetica、10、
normal

readonly ブール
値

省略値はfalse

caption 文字列 	

url URL 	
	

例

	
<input	type="submit"	caption="Submit"	url="http://lansa01:1099/cgi-
bin/jsmdirect?namevalue"	x1="100"	y1="510"	width="50"	style="form"/>
	



エレメント	-	table
tableエレメントは、現在のページにテーブルを追加する場合に使用されます。
作業リスト引数は、テーブル・データの行の作成に使用されます。

構文：

エレメン
ト

属性 値 エレメント/属性/値に関す
るメモ

table x1 整数 省略値は0

y1 整数 省略値は0

width 整数 省略値は0

height 整数 省略値は0

minimum-height 整数 省略値は0

fill ブール
値

省略値はfalse
条件付。height属性が必要
です。
空の行の高さを制御するに
はminimum-heightを使用し
ます。

style スタイ
ル

省略値はHelvetica、10、
normal

alternate ブール
値

省略値はfalse

alternate-color 色 	

title-show ブール
値

省略値はtrue

title-	border-color 色	

title-minimum-
height

整数 省略値は0

border ブール 省略値はtrue



値

border-color 色 	

cell-border ブール
値

省略値はtrue

cell-border	-color 色 	

例

<table	x1="20"	y1="500"	width="400"	height="300"	style="normal"	alternate="true">
			<column	field="FIELD1"	width-percentage="20"	title="First	Name"/>
			<column	field="FIELD2"	width-percentage="20"	title="Surname
Family	Name"/>
</table>



エレメント	-	column
子columnエレメントは、テーブル列の記述に使用されます。

構文：

エレメン
ト

属性 値 エレメント/属性/値に関す
るメモ

column title 文字列 	

title-style スタイ
ル

	

title-vertical-align top 	

middle 省略値

bottom 	

title-horizontal-
align

left 	

center 省略値

right 	

title-border ブール
値

省略値はtrue

column-type text 省略値

image 	

barcode 	

style スタイ
ル

省略値はtableエレメントの
スタイル

width-percentage 整数 省略値は10

vertical-align top 	

middle 省略値

bottom 	



horizontal-align left 	

center 省略値

right 	

border ブール
値

省略値はtrue

alternate ブール
値

省略値はtrue

alt-text 文字列 	

alt-text-field フィー
ルド

リスト・フィールドの名前

type バー
コード

省略値はCODE128

start 文字列 省略値はA

stop 文字列 省略値はB

start-stop ブール
値

省略値はtrue

scale 整数 省略値は110

rotation 整数 省略値は0

field フィー
ルド

リスト・フィールドの名前

value 文字列 	
	

例

	
<table	x1="20"	y1="500"	width="400"	height="300"	style="normal"	alternate="true">
			<column	field="FIELD1"	width-percentage="20"	title="First	Name"/>
			<column	field="FIELD2"	width-percentage="20"	title="Surname
Family	Name"/>
</table>



	



エレメント	-	list
listエレメントは、現在のページにリストを追加する場合に使用されます。
リスト・エントリーは作業リストから生じます。あるいは子itemエレメントが存在する場合は、
itemのvalue属性または子テキスト・ノードが使用されます。子itemエレメントは作業リストより
も優先されます。

リスト・フィールドを指定しないか、リストにフィールドがない場合、リストの最初のフィール
ドが使用されます。

作業リストを使用せずにリストを作成することもできます。itemエレメントとスタティックな値
を組み合わせて使用するか、1つのフィールドにある値をバインドするだけです。空の値はリス
トから除外されます。

構文：

エレメン
ト

属性 値 エレメント/属性/値に関す
るメモ

list x1 整数 省略値は0

y1 整数 省略値は0

width 整数 省略値は0

style スタイ
ル

省略値はHelvetica、10、
normal

border ブール
値

省略値はドキュメントの境
界線

vertical-align top 	

middle 省略値

bottom 	

horizontal-align left 省略値

center 	

right 	

symbol 文字列 省略値はナカグロ

symbol-default ブール
値

省略値はtrue



field フィー
ルド

リスト・フィールドの名前

	

例

	
<list	x1="20"	y1="200"	width="200"	field="FIELD1"	horizontal-
align="right"/>
	
<list	x1="20"	y1="100"	width="200">
			<item	value="Item1"/>
			<item	value="{FIELD2}/>
			<item	style="modern">Item	2</item>
			<item>Item	3</item>
</list>
	



エレメント	-	item
子itemエレメントは、リスト・エントリーの追加に使用されます。
エントリー値は、itemのvalue属性、またはitemの開始タグと終了タグで囲まれたテキスト・ノー
ドから生じます。

構文：

エレメン
ト

属性 値 エレメント/属性/値に関す
るメモ

item value 文字列 	

style スタイ
ル

省略値はlistエレメントのス
タイル

	

例

	
<list	x1="20"	y1="200"	width="200"	field="FIELD1"	horizontal-
align="right"/>
	
<list	x1="20"	y1="100"	width="200">
			<item	value="Item1"/>
			<item	value="{FIELD2}/>
			<tem	style="modern">Item	2</item>
			<item>Item	3</item>
</list>
	



エレメント	-	if
ifエレメントは、条件ロジックの追加に使用されます。

構文：

エレメ
ント

属性 値 エレメント/属性/値に関す
るメモ

if compare 文字列 	

value 文字列 	

operation equal 省略値

not_equal 	

goto 内容 指定の内容セクションに移
動します。

	

例

	
<if	compare="{@page}"	value="11"	operation="equal"	goto="additional"/>
	
<if	compare="{@page}"	value="12"	operation="equal">
			<page/>
			<text	x1="70"	y1="300"	width="100"	height="20"	value="some	text"/>
</if>
	



エレメント	-	return
returnエレメントは、現在の内容セクションの処理を終了します。

構文：

エレメン
ト

属性 値 エレメント/属性/値に関
するメモ

return 	 	 	
	

例

	
<if	compare="{@page}"	value="12"	operation="equal">
			<return/>
</if>
	



エレメント	-	line
lineエレメントは、線を描画します。

構文：

エレメン
ト

属性 値 エレメント/属性/値に関す
るメモ

line x1 整数 省略値は0

y1 整数 省略値は0

x2 整数 省略値は0

y2 整数 省略値は0

line-width 整数 省略値は0

stroke-color 色 省略値はblack
	

例

	
<line	x1="10"	y1="290"	x2="190"	y2="290"	stroke-color="blue"/>
	



エレメント	-	circle
circleエレメントは、円を描画します。

構文：

エレメン
ト

属性 値 エレメント/属性/値に関す
るメモ

circle x1 整数 省略値は0

y1 整数 省略値は0

radius 整数 省略値は0

line-width 整数 省略値は0

stroke-color 色 省略値はblack

fill-color 色 	
	

例

	
<circle	x1="100"	y1="100"	radius="50"/>
	



エレメント	-	rectangle
rectangleエレメントは、矩形を描画します。

構文：

エレメン
ト

属性 値 エレメント/属性/値に関す
るメモ

rectangle x1 整数 省略値は0

y1 整数 省略値は0

width 整数 省略値は0

height 整数 省略値は0

radius 整数 省略値は0

line-width 整数 省略値は0

stroke-color 色 省略値はblack

fill-color 色 	
	

例

	
<rectangle	x1="10"	y1="100"	width="180"	height="40"/>
	



エレメント	-	image
imageエレメントは、現在のページにイメージを追加します。
幅と高さがスケールよりも優先されます。幅と高さを有効にするには、0よりも大きい値にして
ください。

構文：

エレメン
ト

属性 値 エレメント/属性/値に関す
るメモ

image x1 整数 	

y1 整数 	

width 整数 省略値は0

height 整数 省略値は0

file ファイ
ル

イメージ・ファイルのパス

scale 整数 省略値は80

rotation 整数 省略値は0

file-exist ブール
値

省略値はfalse

file-mandatory ブール
値

省略値はfalse

border ブール
値

省略値はドキュメントの境
界線

page 整数 省略値は0。TIFFイメージ
のページ
すべてのイメージを追加す
るには-1を使用します。

anchor URL 	
	

例



	
<image	x1="70"	y1="500"	file="house.jpg"	width="200"	height="100"/>
	



エレメント	-	barcode
barcodeエレメントは、バーコードを作成します。
幅と高さがスケールよりも優先されます。幅と高さを有効にするには、0よりも大きい値にして
ください。

構文：

エレメ
ント

属性 値 エレメント/属性/値に
関するメモ

barcode x1 整数 省略値は0

y1 整数 省略値は0

width 整数 省略値は0

height 整数 省略値は0

type CODE39 	

	 CODE39EXT 	

CODE128 省略値

CODE128UCC 	

EAN8 	

EAN13 	

CODABAR 	

POSTNET 	

PLANET 	

INTER25 	

value 文字列 バーコードの値

supplement 数字 EAN13の補足値

scale 整数 省略値は110

rotation 整数 省略値は0



align left 	

center 省略値

right 	

start 文字列 省略値はA

stop 文字列 省略値はB

start-stop ブール値 省略値はtrue

alt-text 文字列 バーコードの代替テキ
スト

	

例

	
<barcode	x1="20"	y1="700"	type="CODE39"	value="12345ABCD"/>
<barcode	x1="20"	y1="600"	type="CODE39EXT"	value="12345"	alt-
text="some	text
<barcode	x1="20"	y1="500"	type="CODE128"	value="12345aBCD"/>
<barcode	x1="20"	y1="400"	type="CODE128UCC"	value="12345aBCD"/>
<barcode	x1="20"	y1="300"	type="EAN8"	value="1234567"/>
<barcode	x1="20"	y1="200"	type="EAN13"	value="641718311430"/>
<barcode	x1="20"	y1="100"	width="200"	height="50"	type="EAN13"	value="641718311430"	supplement="54995"/>
<barcode	x1="20"	y1="700"	type="CODABAR"	value="4015638721939"/>
<barcode	x1="20"	y1="600"	type="POSTNET"	value="123456789"/>
<barcode	x1="20"	y1="500"	type="PLANET"	value="123456789"/>
<barcode	x1="20"	y1="400"	type="INTER25"	value="41-1200076041-
001"/>
<barcode	x1="20"	y1="300"	type="INTER25"	value="411200076041001"/>
	



エレメント	-	sign-box
sign-boxエレメントは、現在のページに署名ボックスを追加します。境界線が有効な場合、ボッ
クスの高さは30ポイントです。

構文：

エレメン
ト

属性 値 エレメント/属性/値に関す
るメモ

sign-box x1 整数 省略値は0

y1 整数 省略値は0

width 整数 省略値は0

message 文字列 	

line-width 整数 省略値は0

border ブール
値

省略値はドキュメントの境
界線

	

例

	
<sign-box	x1="90"	y1="500"	width="400"	message="Sign	in	blue	ink"/>
	



エレメント	-	date-box
date-boxエレメントは、現在のページに日付ボックスを追加します。境界線が有効な場合、ボッ
クスの高さは30ポイント、幅は120ポイントになります。

構文：

エレメン
ト

属性 値 エレメント/属性/値に関す
るメモ

date-box x1 整数 省略値は0

y1 整数 省略値は0

day 文字列 	

month 文字列 	

year 文字列 	

line-width 整数 省略値は0

border ブール
値

省略値はドキュメントの境
界線

	

例

	
<date-box	x1="90"	y1="300"	day="dd"	month="mm"	year="yyyy"/>
	



エレメント	-	group-box
group-boxエレメントは、現在のページにグループ・ボックスを追加します。
グループ・ボックスで入力ラジオ・ボタンを囲みます。

構文：

エレメン
ト

属性 値 エレメント/属性/値に関す
るメモ

group-
box

x1 整数 省略値は0

y1 整数 省略値は0

width 整数 省略値は0

height 整数 省略値は0

line-width 整数 省略値は0

border ブール
値

省略値はドキュメントの境
界線

caption 文字列 	

caption-indent 整数 省略値は0

caption-width 整数 省略値は0

caption-height 整数 省略値は0

align left 	

center 省略値

right 	

style スタイ
ル

省略値はHelvetica、10、
normal

leading 浮動小
数

省略値はfontsize	*	1.5

	

例



	
<group-
box	x1="100"	y1="560"	width="200"	height="40"	caption="Types"	caption-
width="50"	caption-height="20"	caption-indent="10"	style="form"/>
	



エレメント	-	signature
signatureエレメントは、PDFドキュメントに署名を追加する場合に使用されます。
幅、高さまたはページがゼロの場合、表示される署名の矩形は作成されません。

構文：

エレメン
ト

属性 値 エレメント/属性/値に関す
るメモ

signature name 文字列 	

keystore 文字列 JKSキー・ストア

password 文字列 JKSキー・ストアのパス
ワード

alias 文字列 JKSキー・ストアの別名

page 整数 省略値は1

x1 整数 省略値は0

y1 整数 省略値は0

width 整数 省略値は0

height 整数 省略値は0

reason 文字列 	

location 文字列 	

text 文字列 	

date 文字列 日付と時間の形式

signed 文字列 省略値はself
self
verisign
wincer

	

例

	



<signature	name="verify"	keystore="pdf-
sign.jks"	password="password"	alias="pdf"	page="2"	x1="100"	y1="100"	width="100"	height="100"	reason="My	Reason"	location="My	Location"	text="My
text"	date="19610324"	signed="self"/>
	



5.31.12	XML内容例
以下のXML内容例は、エレメントがどのように使用されるかを示しています。

<?xml	version="1.0"	encoding="utf-8"?>
<!--
					PDF	XMLドキュメントのサンプル
-->
<!---ドキュメントの権限にはパスワードが必要-->
<document	page-size="A4"
										background="cyan"
										orientation="portrait"
										border="true"
										author="Acme	Corporation"
										title="Document	Title"
										subject="Document	Subject"
										keywords="word1,	word2"
										creator=""
										hide-toolbar=""
										hide-menubar=""
										hide-windowui=""
										allow-printing="true"
										allow-copy="false"
										allow-modify-contents="false"
										allow-modify-annotations="false"
										allow-fillin="false"
										allow-screenreader="false"
										allow-assembly="false"
										allow-degraded-printing="false">
	<content	name="top">
			<!--
												バーコード例
			-->
			<barcode	x1="20"	y1="700"	type="CODE39"	value="12345ABCD"/>
			<barcode	x1="20"	y1="600"	type="CODE39EXT"	value="12345"/>
			<barcode	x1="20"	y1="500"	type="CODE128"	value="12345aBCD"/>
			<barcode	x1="20"	y1="400"	type="CODE128UCC"	value="12345aBCD"/>
			<barcode	x1="20"	y1="300"	type="EAN8"	value="1234567"/>
			<barcode	x1="20"	y1="200"	type="EAN13"	value="641718311430"/>
			<barcode	x1="20"	y1="100"	type="EAN13"	value="641718311430"	supplement="54995"/>



			<!--
												グリッドを設計する
			-->
			<grid/>
			<!--
												バーコード例
			-->
			<barcode	x1="20"	y1="700"	type="CODABAR"	value="4015638721939"/>
			<barcode	x1="20"	y1="600"	type="POSTNET"	value="123456789"/>
			<barcode	x1="20"	y1="500"	type="PLANET"	value="123456789"/>
			<barcode	x1="20"	y1="400"	type="INTER25"	value="41-1200076041-
001"/>
			<barcode	x1="20"	y1="300"	type="INTER25"	value="411200076041001"/>
			<!--
												インポートは
												インポート前に新しいページを実行しない
												インポートは各ページを読み込む前に新しいページを内部的に
実行する
												インポート後に新しいページを実行し、最後にインポートされ
たページに移動する
			-->
			<import	file="other.pdf"/>
			<page/>
			<input	type="field"	name="FIELD1"	required="true"	readonly=""	export=""	value="text	1"	x1="100"	y1="750"	width="200"	length="15"	style="form"/>
			<input	type="field"	name="FIELD2"	multiline="true"	readonly="true"	export="false"	value="text	2"	x1="100"	y1="720"	width="200"	height="50"	length="200"	style="form"/>
			<input	type="hidden"	name="FIELD3"	value="SECRET"	length="10"/>
			<input	type="password"	name="FIELD4"	x1="100"	y1="660"	width="30"	length="5"	style="form"/>
			<input	type="checkbox"	name="CHECK1"	readonly=""	value="CHK"	selected="true"	x1="100"	y1="630"/>
			<input	type="combobox"	name="COMBO1"	readonly=""	x1="100"	y1="600"	width="200"	length="20"	style="form">
						<item	value="C1"/>
						<item>C2</item>
						<item	value="C3"	selected="true"/>
						<item	value="C4"/>
						<item	value="{XYZ}"/>
						<item	value="C6"/>
			</input>
			<input	type="radio-group"	name="RADIO"	readonly=""	length="10">
						<input	type="radio"	value="RAD1"	x1="120"	y1="540"/>
						<input	type="radio"	value="RAD2"	x1="140"	y1="540"	selected="true"/>



						<input	type="radio"	value="RAD3"	x1="160"	y1="540"/>
			</input>
			<group-
box	x1="100"	y1="560"	width="200"	height="40"	caption="Types"	caption-
width="50"	caption-height="20"	caption-indent="10"	style="form"/>
			<input	type="submit"	caption="Submit"	url="http://lansa01:88/cgi-
bin/jsmdirect?namevalue"	x1="100"	y1="510"	width="50"	style="form"/>
			<page/>
	</content>
	<content	name="table">
			<!--
											作業リストを使用するテーブル
			-->
			<text	x1="20"	y1="700"	width="100"	height="20"	style="normal"	border=""	align="left"	leading=""	value="
{@rowcount}"/>
			<annotation	name="doc-help"	x1="50"	y1="550"/>
			<table	x1="20"	y1="500"	width="400"	style="normal"	alternate="true"	alternate-
color=""	title-show="">
						<column	field="FNAME"	width-percentage="20"	style="italic"	vertical-
align="top"	horizontal-align="right"	title-horizontal-align="left"	title-
border=""	title-style="title-beach"	title="First	Name"/>
						<column	field="SNAME"	width-percentage="20"	vertical-
align="bottom"	horizontal-align="left"	title-horizontal-align="right"	title-
border=""	title="Surname	Family	Name"/>
						<column	column-type="image"	field="IMAGE"	alt-text="none"	alt-text-
field="FNAME"	width-
percentage="20"	title="Image"	value="adobe.gif"	scale="70"/>
						<column	column-type="barcode"	field="ID"	width-
percentage="20"	type="CODE128"	scale=""	rotation=""	start=""	stop=""	start-
stop=""	alternate="false"	border="false"	horizontal-align="center"	title-
horizontal-align=""	title-border="false"	title=""/>
			</table>
			<!--
											作業リスト・データを使用するリスト
			-->
			<list	x1="20"	y1="200"	width="200"	style="modern"	field="SNAME"	border=""	horizontal-
align="right"/>
			<!--
											項目を使用するリスト



			-->
			<list	x1="20"	y1="100"	width="200"	style="italic"	border=""	horizontal-
align="">
						<item	value="Item1"/>
						<item	value="{XYZ}"/>
						<item	style="modern">Item	2</item>
						<item>Item	3</item>
			</list>
			<!--
											新しいページ
			-->
			<page/>
	</content>
	<content	name="detail">
			<!--
											テキスト・エリア
			-->
			<text	x1="70"	y1="500"	width="200"	height="400"	style="text-
modern"	border=""	align="left"	leading="">
					<phrase	style="modern"	options="na">This	is	the	first	text	phrase</phrase>
					<phrase	style="modern-
strike"	options="na">This	is	the	second	text	phrase</phrase>
					<phrase	style="normal-
white"	options="na"	value="This	is	the	third	text	phrase	as	a	value	attribute"/>
					<phrase	options="na"	anchor="http://www.lansa.com">anchor</phrase>
					<phrase>Here	is	an</phrase>
					<phrase	options="sb,sa"	annotation="explain">annotation</phrase>
					<phrase	options="na">example</phrase>
					<phrase	options="sb,sb,sb,na,sa"	value="{@date}"	date-format="dd-MM-
yyyy"/>
					<phrase	options="na"	value="123.45"	decimal-format="¤#,###.##"/>
			</text>
			<!--
											新しいページ
			-->
			<page/>
			<!--
											テンプレートを追加する
			-->



			<add	template="logo"	x1="20"	y1="800"/>
			<add	template="logo"	x1="20"	y1="400"/>
																						
			<add	template="image"	x1="300"	y1="800"/>
			<add	template="logo"	x1="300"	y1="400"/>
			<!--
											新しいページ
			-->
			<page/>
			<text	x1="70"	y1="600"	width="40"	height="16"	style="normal-
white"	border=""	leading="12"	align="center"	value="1234"/>
			<text	x1="70"	y1="550"	width="100"	height="16"	style="normal-
white"	border=""	leading="12"	align="center"	value="Go	to	LANSA"	anchor="http://www.lansa.com"/>
			<!--
											署名ボックスと日付ボックス
			-->
			<sign-box	x1="90"	y1="500"	width="400"	line-
width=""	message="Sign	in	blue	ink"	border=""/>
			<date-box	x1="90"	y1="300"	line-
width=""	day="dd"	month="mm"	year="yyyy"	border=""/>
	
			<page/>
			<!--
											イメージ
			-->
			<image	x1="70"	y1="500"	file="univac.jpg"	scale="80"/>
	
	</content>
	<content	name="bottom">
			<page	orientation="landscape"/>
			<text-align	x1="100"	y1="500"	style="italic-
blue"	align="left"	value="Some	aligned	text	1"	rotation="0"/>
			<text	x1="70"	y1="300"	width="100"	height="20"	border=""	align="left"	leading=""	value="
{@page}"/>
			<!--
											条件ロジック
			-->
			<if	compare="{@page}"	value="11"	operation="equal"	goto="additional"/>
			<if	compare="{@page}"	value="12"	operation="equal">



						<if	compare="3"	value="12"	operation="not_equal">
						
										<page	background="yellow"/>
										<text-
align	x1="100"	y1="500"	style="beach"	align="left"	value="Some	aligned	text	2"	rotation="90"/>
										<return/>
						</if>
			</if>
			<text	x1="70"	y1="300"	width="100"	height="20"	border=""	align="left"	leading=""	value="
{@page}"/>
	</content>
	<content	name="additional">
			<page/>
			<text	x1="70"	y1="400"	width="400"	height="40"	style="beach"	border=""	align="left"	leading=""	value="additional"/>
			<text	x1="70"	y1="300"	width="400"	height="40"	style="smokin"	border=""	align="left"	leading=""	value="additional"/>
			<text	x1="70"	y1="200"	width="400"	height="40"	style="smokin-
condensed"	border=""	align="left"	leading=""	value="additional"/>
	</content>
	<content	name="graphic">
			<!--
												グラフィック線、長方形、円
												これらの座標はテンプレートの長方形に基づく
												<circle	x1="100"	y1="100"	radius="50"	stroke-color=""	fill-
color=""	/>
			-->
			<line	x1="10"	y1="290"	x2="190"	y2="290"	stroke-color="blue"	line-
width=""/>
			<line	x1="10"	y1="10"	x2="190"	y2="10"	stroke-color="red"	line-
width=""/>
	</content>
	<!--
								テンプレート
								座標はテンプレートの長方形に基づく
	-->
	<template	name="banner"	width="200"	height="300"/>
	<template	name="logo"	width="200"	height="300">
			<rectangle	x1="10"	y1="100"	width="180"	height="40"	radius=""	fill-
color=""	stroke-color=""	line-width=""/>
	</template>



	<template	name="image"	width="200"	height="300">
			<grid/>
			<page/>
			<import	/>
			<image	x1="0"	y1="300"	file="univac.jpg"	scale="80"/>
	</template>
	<!--
								カスタム色
	-->
	<color	name="charcoal"	rgb="100,80,90"/>
	<color	name="annotation"	rgb="251,248,104"/>
	<!--
								カスタム・スタイル
	-->
	<style	name="default"	font="Courier"	size="10"	style="bold"	color="charcoal"	encoding="Cp1252"/>
	<style	name="form"	font="Times-Roman"	size="10"/>
	<style	name="normal"	font="Helvetica"	size="10"	style="normal"	color="black"	encoding="Cp1252"/>
	<style	name="normal-
white"	font="Helvetica"	size="10"	style="normal"	color="white"	background="black"/>
	<style	name="title-
beach"	file="miami.ttf"	size="15"	color="black"	background="yellow"	encoding="Cp1252"	embedded="true"/>
	<style	name="beach"	file="miami.ttf"	size="15"	color="black"	encoding="Cp1252"	embedded="true"/>
	<style	name="smokin"	file="marlbo.ttf"	size="15"	color="blue"	encoding="Cp1252"	embedded="true"/>
	<style	name="smokin-
condensed"	file="marlboc.ttf"	size="15"	color="black"	encoding="Cp1252"	embedded="true"/>
	<style	name="italic"	font="Helvetica"	size="10"	style="italic"	color="black"/>
	<style	name="strike"	font="Helvetica"	size="10"	style="line-
through"	color="black"/>
	<style	name="text-modern"	font="Times-
Roman"	size="12"	style="normal"	color="black"	background="yellow"/>
	<style	name="modern"	font="Times-
Roman"	size="12"	style="bold	italic"	color="red"/>
	<style	name="modern-strike"	font="Times-Roman"	size="12"	style="line-
through"	color="black"/>
	<style	name="italic-blue"	font="Times-
Italic"	color="blue"	size="20"	encoding="Cp1252"/>
	<style	name="beach"	file="miami.ttf"	size="30"	color="black"	encoding="Cp1252"	embedded="true"/>
	<!--
						注釈



	-->
	<annotation	name="doc-
help"	icon="help"	author="author"	color="annotation">
				<phrase	options="na">This	is	help	one	line</phrase>
				<phrase	options="na"	value="This	is	help	two"/>
				<phrase	options="na">This	is	help	three</phrase>
	</annotation>
	<annotation	name="explain"	type="circle"	color="red">
				<phrase	options="na">This	explains	this	annotation</phrase>
				<phrase	options="na"	value="More	explaining"/>
	</annotation>
</document>
	



5.31.13	RDMLファンクション例
以下のRDMLファンクション例は、XML内容例の使用方法を示しています。

**********	Beginning	of	RDML	commands	**********
DEFINE					FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)
DEFINE					FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)
DEFINE					FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)
**********
DEFINE					FIELD(#ID)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(5)
DEFINE					FIELD(#FNAME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)
DEFINE					FIELD(#SNAME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(30)
**********
DEF_LIST			NAME(#TBLLST)	FIELDS((#ID)	(#FNAME)	(#SNAME))	TYPE(*WORKING)
**********
USE								BUILTIN(JSM_OPEN)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SERVICE_LOAD	SERVICE(PDFDOCUMENTSERVICE)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
CHANGE					FIELD(#JSMCMD)	TO('''CREATE	DOCUMENT(report.pdf)	CONTENT(report.xml)	PASSWORD(password)''')
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('ADD	CONTENT(TOP)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
BEGIN_LOOP	TO(2)
**********
CLR_LIST			NAMED(#TBLLST)
**********
CHANGE					FIELD(#ID)	TO(A1001)
CHANGE					FIELD(#FNAME)	TO('''Alick''')
CHANGE					FIELD(#SNAME)	TO('''Buckley''')
ADD_ENTRY		TO_LIST(#TBLLST)
**********
CHANGE					FIELD(#ID)	TO(A1002)
CHANGE					FIELD(#FNAME)	TO('''John''')
CHANGE					FIELD(#SNAME)	TO('''Smith''')



ADD_ENTRY		TO_LIST(#TBLLST)
**********
CHANGE					FIELD(#ID)	TO(A1003)
CHANGE					FIELD(#FNAME)	TO('''Jack''')
CHANGE					FIELD(#SNAME)	TO('''Brown''')
ADD_ENTRY		TO_LIST(#TBLLST)
**********
CHANGE					FIELD(#ID)	TO(A1004)
CHANGE					FIELD(#FNAME)	TO('''Billy''')
CHANGE					FIELD(#SNAME)	TO('''Moylan''')
ADD_ENTRY		TO_LIST(#TBLLST)
CHANGE					FIELD(#JSMCMD)	TO('ADD	CONTENT(TABLE)	SERVICE_LIST(ID,FNAME,SNAME)')
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#TBLLST)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
END_LOOP
**********
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('ADD	CONTENT(GRAPHIC)	TEMPLATE(LOGO)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('ADD	CONTENT(DETAIL)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('ADD	CONTENT(BOTTOM)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('CLOSE')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
USE								BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	SUB	ROUTINES
**********
SUBROUTINE	NAME(CHECK)	PARMS((#JSMSTS	*RECEIVED)	(#JSMMSG	*RECEIVED))
**********
IF									COND('#JSMSTS	*NE	OK')
DISPLAY				FIELDS((#JSMSTS)	(#JSMMSG))
**********



USE								BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
MENU							MSGTXT('Java	service	error	has	occured')
**********
**********
ENDIF
**********
ENDROUTINE
**********	End	of	RDML	commands	**********



5.32	SVFileService
SVFileServiceでは、アプリケーションによる区切り値ファイルの作成や読み込みがサポートされ
ます。

区切り変数ファイルは、フラットなデータベース情報を表して交換する場合に広く使用されてい
ます。コンマ区切り値(CSV)とタブ区切り変数(TSV)は自動的にサポートされます。あるいは、
区切りと見なされる値を指定できます。

関連サービス
SVFileServiceは他のサービスに依存しません。
POP3MailServiceは、ある程度SVFileServiceと重複します。POP3MailServiceに対してREADコマン
ドを実行すると、区切りファイルも処理できます。処理する区切り変数ファイルを受信メールに
添付する場合、そのファイルを処理するにはPOP3MailServiceが適切になります。
同様にSVFileServiceがリモート・サーバーに対する読み書きを行う場合、そのリモート・サー
バーに接続するFTP接続が確立されます。この例の場合、SVFileServiceはある程度FTPServiceと
重複します。

技術仕様
リモート・ファイル・サーバーに対する読み書きを行う場合、SVFileServiceではFTPを使用して
リモート・サーバーに接続します。



5.32.1	SVFileServiceの役割
SVFileServiceを使用すると、アプリケーションは区切り変数ファイルに縦欄式の情報を直接書き
込むことができます。あるいは、区切り変数ファイルの情報を、追加処理用のリストに読み込む
ことができます。

SVFileServiceは省略値でローカル・ファイル・システムのファイルを処理しますが、FTPを使用
してリモート・ファイル・サーバーへの接続を確立し、リモート・ファイルにアクセスするよう
に構成できます。

データベース・サポートが使用される場合、データベース・レベル・コミット制御が完全にサ
ポートされます。サービスでは、ファイル・システムの内容に対して保守操作(ファイルの名前
変更や削除など)を実行する一連のコマンドも提供されます。



5.32.2	SVFileServiceの使用
RDML/RDMLXとLANSAの3GL	(RPGまたはCなど)のどちらでクライアント・アプリケーション
を作成する場合も、同じ基本ステップを完了する必要があります。

例えば、区切り変数ファイルを読み込むアプリケーションは、通常、以下のコマンドを発行しま
す。

JSM(X)_OPEN
JSM(X)_COMMAND
					SERVICE_LOAD
										READ
					SERVICE_UNLOAD
JSM(X)_CLOSE
	
同様のコマンドを使用して、READコマンドがWRITEコマンドに置き換えられる区切り変数ファ
イルに書き込みます。

選択した開発言語に適用されるコマンドの詳細については、「Java	Service	Managerクライアン
ト」を参照してください。



5.32.3	SVFileServiceのコマンド
アプリケーションからSVFileServiceにコマンドを発行するには、JSM_COMMANDや
JSMX_COMMAND組み込み関数(あるいはそれらに相当する組み込み関数)または選択した開発
言語のAPIを使用してJava	Service	Manager経由でコマンド文字列を渡します。
SVFileServiceで処理するコマンドは以下のとおりです。
SERVICE_LOAD
READ
WRITE
DELETE
RENAME
CONNECT
SET
LIST
COMMIT
ROLLBACK
DISCONNECT
SERVICE_GET
SERVICE_UNLOAD



SERVICE_LOAD
サービスをロードして初期化します。

	
																																																											必須
	
	SERVICE_LOAD	----	SERVICE	---------サービス名---------------->
	
																																																											任意
	
															>--	TRACE	-----------	*NO	------------------------->
																																					*YES
																																					*ERROR
	
															>--	TRACE_NAME	------名前------------------------|
																																					*SERVICE
																																					*PROCESS
																																					*FUNCTION
																																					*JOBNAME
																																					*JOBUSER
																																					*JOBNUMBER
	
詳細については、以下を参照してください。

クライアントからのサービス・プログラム・トレース

キーワード

SERVICE ロードするサービスの名前	-	この場合
はSVFileService

TRACE クライアント・プログラムのトレースを有効にす
るには、SERVICE_LOADコマンドでTRACEキー
ワードを使用します。

TRACEキーワードに可能な値は以下のとおりで
す。

									*NO
									*YES

									*ERROR
トレース・オプション*ERRORはトレースを有効
にします。サービスがステータスERRORまたは
FATALをクライアントに返さない場合、トレー
ス・ファイルはJSM	CLOSE呼び出しで削除されま
す。



TRACE_NAME オプションのTRACE_NAMEキーワードを使用す
ると、クライアントは、クライアントのtraceサブ
ディレクトリの最後にユーザー定義の名前を追加
できます。

TRACE_NAMEキーワードには、特殊なキーワー
ド値も使用できます。

									*SERVICE
									*PROCESS

									*FUNCTION
									*JOBNAME
									*JOBUSER

									*JOBNUMBER
	

例

RDML
	
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('SERVICE_LOAD	SERVICE(SVFILESERVICE)'
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
#jsmcommand	:=	'service_load	service(SVFileService)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	#jsmcommand)	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'service_load'
c																													+	'	service(SVFileService)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



READ
READコマンドは、指定したFILEを処理して、作業リストに情報を返します(SVTABLEキーワー
ドを使用しない場合)。
ローカル・ファイル・システムからファイルを読み込むには、FILEキーワードのみが必要で
す。

FTPプロトコルを使用してリモート・ファイル・システムからファイルを読み込むには、HOST
キーワードと適切なUSER、PASSWORD、およびリモート・サーバーのアクセス詳細が必要で
す。

また、サービスでは、読み込まれたバイト内容からUnicode内容への変換に適用されるエンコー
ディングを決定し、Unicodeデータを保管する必要があるかどうかを判断します。
	
																																																											必須
	
	READ	----------	FILE	-----------ファイル・パス---------------------->
	
																																																								条件付
	
													>--	HOST	-----------ホスト:ポート---------------------->
	
													>--	USER	-----------値-------------------------->
	
													>--	PASSWORD	-------値-------------------------->
	
													>--	NAMEFMT	--------なし--------------------------->
																																		0
																																		1
	
													>--	DATALINK	-------	*PASV	-------------------------->
																																		*PORT
	
													>--	MODE	-----------	*BINARY	------------------------>
																																		*ASCII
	
																																																											任意
	
													>--	CONTENT	--------	*CSV	--------------------------->
																																		*TSV
																																		*SV
	
													>--	SEPARATOR	------値-------------------------->
																																		*COMMA
																																		*SEMICOLON
																																		*TAB
																																		*TILDE
	
													>--	ENCODING	-------	*DEFAULT	----------------------->
																																		値



	
													>--	SVROW	----------値-------------------------->
	
													>--	SVROWLIMIT	-----値-------------------------->
																																		*NONE
																																		*LIST
																																		*AVAILABLE
	
													>--	SVMODE	---------	*NONE	-------------------------->
																																		*IGNORE
																																		*USE
	
													>--	SVHEAD	---------値-------------------------->
	
													>--	SVLABEL	--------値-------------------------->
	
													>--	SVTABLE	--------テーブル名--------------------->
	
													>--	SVCOLUMN	-------値-------------------------->
	
													>--	NUMBERFORMAT	---	*NONE	-------------------------->
																																		*DEFAULT
																																		*CLIENT
																																		*USERAGENT
																																		値
	
													>--	ARCHIVE	--------ファイル・パス----------------------|
	

キーワード

FILE パスとファイル名を指定します。

この値は相対パスまたは絶対パスになります。パスが相対パスの場合、現在の作業ディレクトリはJSMインスタンス・ディレクトリになります。

HOST このキーワードは、リモート・ファイル・システムから読み込む場合にのみ必要です。

接続先のFTPサーバーを指定します。FTPサーバーは、IPアドレス
IPアドレスにポート番号を指定しない場合、キーワードSECURE	(*IMPLICIT)を使用しない限り省略値21が使用されます。キーワードSECURE	(*IMPLICIT)が使用さ
れる場合の省略値のポート値は990です。

USER リモート・ファイル・システムから読み込む場合にのみ必要です。

PASSWORD リモート・ファイル・システムから読み込む場合にのみ必要です。

USERキーワードに対応するデータベース・サーバーのパスワード

NAMEFMT リモート・ファイル・システムから読み込む場合にのみ有効です。

値が0の場合、IBM	i	のパス名形式library/file.memberが使用されます。



値が1の場合、Windowsのパス名形式/directory/directory/fileが使用されます。

DATALINK リモート・ファイル・システムから読み込む場合にのみ有効です。

可能な値は*PASV	(パッシブ)または*PORT	(ポート)です。*PASVが省略値です。

MODE リモート・ファイル・システムから読み込む場合にのみ有効です。

省略値は*BINARYです。必要に応じて値*ASCIIを使用します。

CONTENT 省略値では、指定したファイルは*CSVで処理されます。
あるいは、タブ区切り変数(*TSV)、または区切り文字キーワードに指定した変数区切り(*SV)で内容を処理することができます。区切り文字変数を含む内容を処理
する場合の追加処理オプションについては、「SEPARATOR」
「NUMBERFORMAT」、「TRIM」、「TRUNCATE」
内容の保管に使用される作業リストは、データの保管に適した列数で定義する必要があります。

SEPARATOR このキーワードでは、区切り文字として使用する文字を指定します。内容が*CSVまたは*TSVで表される場合、区切り文字を定義する必要はありません。
SEPARATORキーワードがあり、CONTENTキーワードを指定しない場合、CONTENT(*SV)が前提となります。
詳細については、「SEPARATOR」を参照してください。

ENCODING ENCODINGは、バイト内容からUnicode文字列への変換に適用されるエンコーディングを指定する場合に使用されます。ENCODINGキーワードの省略値は
*DEFAULTです。
詳細については、「ENCODING」を参照してください。

SVROW SVROWキーワードは、データ・レコードの開始行を指定する場合に使用されます。
詳細については、「SVROW」を参照してください。

SVROWLIMIT SVROWLIMITキーワードは、読み込むデータ・レコードの数を指定する場合に使用されます。可能な値は*NONE、*LIST、*AVAILABLE、または整数値です。
詳細については、「SVROWLIMIT」を参照してください。

SVMODE SVMODEキーワードは、区切り値データを処理するコンテンツ・ハンドラーとサービスで使用され、インバウンド区切り値データの処理方法を示します。
詳細については、「SVMODE」を参照してください。

SVHEAD オプションのキーワードSVHEADは、区切り値データのフィールド・レイアウトの記述に使用されます。
詳細については、「SVHEAD」を参照してください。

SVTABLE SVTABLEキーワードがある場合、現在のデータベース接続を使用して区切り変数ファイル・データが指定のテーブルに挿入されます。SVTABLEに値を指定しない
場合、ファイル・データは作業リスト引数に返されます。

詳細については、「SVTABLE」を参照してください。

SVCOLUMN SVCOLUMNが使用されるのは、SVTABLEキーワードと組み合わせる場合のみです。SVCOLUMNは、値サービスを区切り、リレーショナル・データベースの列を
定義します。sv.column.{値}を使用して、サービス・プロパティ・リソースの検索が行われます。



詳細については、「SVCOLUMN」を参照してください。

SVLABEL SVLABELが使用されるのは、SVTABLEキーワードと組み合わせる場合のみです。SVLABELは、データベース・テーブル挿入の場合は最初の列値として、データ
ベース・テーブル選択の場合はwhere制約としてキーワード値を含める場合に使用されます。
詳細については、「SVLABEL」を参照してください。

NUMBERFORMAT オプションのキーワードNUMBERFORMATは、小数区切り文字が小数点文字「.」ではない数字文字列を処理する場合に使用されます。
詳細については、「NUMBERFORMAT」を参照してください。

ARCHIVE オプションのキーワードARCHIVEを使用して、内容の保管に使用されるパスとファイル名を指定します。
詳細については、「ARCHIVE」を参照してください。

	

例

RDML
	
DEF_LIST	NAME(#WRKLIST)	FIELDS(#LINENUM	#PARTNUM	#PARTDSC	#PARTAMT	#PARTQTY)	TYPE(*WORKING)
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('READ	FILE(order.csv)	SERVICE_LIST(LINENUM,PARTNUM,PARTDSC,PARTAMT,PARTQTY)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#WRKLIST)
	
または

	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('READ	FILE(order.csv)	SEPARATOR(*TILDE)	SERVICE_LIST(LINENUM,PARTNUM,PARTDSC,PARTAMT,PARTQTY)
')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#WRKLIST)
	
または

	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('READ	FILE(order.csv)	SVTABLE(ORD)	SVCOLUMN(ORDER)	SVLABEL(23)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
#jsmcmd	:=	'read	file('	+	#jsmfile	+	')	content(*sv)	separator('	+	#separator	+	')'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg	#valueslst)
	

ILE	RPG
	
	*	NB:	This	MUST	match	the	structure	xml	provided	to	the	JSM	Server!	



																																																																					
d	svlist										ds																		occurs(svocur)
d		linenum																							7s	0																																
d		partnum																							7a																																		
d		partdsc																						30a																																		
d		partamt																							9s	2																																
d		partqty																							7s	0																																
																																																																					
d	svocur										c																			const(50)																							
d	svsize										c																			const(%size(svlist))												
d	svcount									s														9p	0	inz(0)		
																																																																				
c																			eval						jsmcmd	=	'READ'																							
c																													+	'	FILE('	+	%trim(svfilepath)	+	')'		
c																													+	'	SVHEAD(ORDER)'																				
c																													+	'	SERVICE_STRUCTURE(SV.SVOrderLine)'
c																													+	'	OCCURS('	+	%char(svocur)	+	')'				
c																													+	'	SIZE('			+	%char(svsize)	+	')'				
																																																																				
c																			eval						%occur(svlist)	=	1																				
c																			eval						bytelength	=	svocur	*	svsize										
																																																																				
c																			callp					p_jsmcmdx(jsmcmd:svlist:bytelength:			
c																																							jsmsts:jsmmsg)														
																																																																			
c																			if								jsmsts	=	'OK'																								
c																			callp					p_jsmbytelngth(bytelength)									
c																			if												(bytelength	>	0)															
c																													and	(bytelength	<=	svocur	*	svsize)
c																			callp					p_jsmbyterecv(svlist)			
c																			eval						svcount	=	bytelength	/	svsize	
c																			endif																																											
c																			endif																																											
	



WRITE
WRITEコマンドは、作業リスト(SVTABLEキーワードを使用する場合はテーブル)から情報を選
択し、FILEキーワードで指定された区切り変数ファイルにその情報を保存します。
ローカル・ファイル・システムにファイルを書き込むには、FILEキーワードのみが必要です。
FTPプロトコルを使用してリモート・ファイル・システムにファイルを書き込むには、HOST
キーワードと適切なUSER、PASSWORD、およびリモート・サーバーのアクセス詳細が必要で
す。

サービスでは、Unicode内容からバイト内容への変換に適用されるエンコーディングを決定し、
Unicodeデータを保管する必要があるかどうかを判断します。
																																																											必須
	WRITE	---------	FILE	-----------ファイル・パス---------------------->
																																																								条件付
													>--	HOST	-----------ホスト:ポート---------------------->
													>--	USER	-----------値-------------------------->
													>--	PASSWORD	-------値-------------------------->
													>--	NAMEFMT	--------なし--------------------------->
																																		0
																																		1
													>--	DATALINK	-------	*PASV	-------------------------->
																																		*PORT
													>--	MODE	-----------	*BINARY	------------------------>
																																		*ASCII
																																																											任意
													>--	CONTENT	--------	*CSV	--------------------------->
																																		*TSV
																																		*SV
													>--	SEPARATOR	------値-------------------------->
																																		*COMMA
																																		*SEMICOLON
																																		*TAB
																																		*TILDE
													>--	ENCODING	-------	*DEFAULT	----------------------->
																																		値
													>--	SVQUOTE	--------	*NONE	-------------------------->
																																		*TEXT
																																		*ALL
													>--	SVHEAD	---------値-------------------------->
													>--	SVEXCLUDE	------値-------------------------->
													>--	SVLABEL	--------値-------------------------->
													>--	SVTABLE	--------テーブル名--------------------->
													>--	SVCOLUMN	-------値-------------------------->
													>--	APPEND	---------	*YES	--------------------------->
																																		*NO
													>--	NUMBERFORMAT	---	*NONE	-------------------------->
																																		*DEFAULT
																																		*CLIENT
																																		*USERAGENT



																																		値
													>--	ARCHIVE	--------ファイル・パス----------------------|

キーワード

FILE パスとファイル名を指定します。

この値は相対パスまたは絶対パスになります。パスが相対パスの場合、現在の作業ディレクトリはJSMインスタンス・ディレクトリになります。

HOST HOSTキーワードは、リモート・ファイル・システムから読み込む場合にのみ必要です。
接続先のFTPサーバーを指定します。FTPサーバーは、IPアドレスnnn.nnn.nnn.nnn:ポート、またはドメイン名で指定できます。
IPアドレスにポート番号を指定しない場合、キーワードSECURE	
れる場合の省略値のポート値は990です。

USER USERキーワードは、リモート・ファイル・システムから読み込む場合にのみ必要です。

PASSWORD PASSWORDキーワードは、リモート・ファイル・システムから読み込む場合にのみ必要です。
USERキーワードに対応するデータベース・サーバーのパスワード

NAMEFMT NAMEFMTキーワードは、リモート・ファイル・システムから読み込む場合にのみ有効です。
値が0の場合、IBM	i	のパス名形式library/file.memberが使用されます。
値が1の場合、Windowsのパス名形式/directory/directory/fileが使用されます。

DATALINK DATALINKキーワードは、リモート・ファイル・システムから読み込む場合にのみ有効です。
可能な値は*PASV	(パッシブ)または*PORT	(ポート)です。*PASVが省略値です。

MODE MODEキーワードは、リモート・ファイル・システムから読み込む場合にのみ有効です。
省略値は*BINARYです。必要に応じて値*ASCIIを使用します。

CONTENT 省略値では、指定したファイルは*CSVで処理されます。
あるいは、タブ区切り変数(*TSV)、または区切り文字キーワードに指定した変数区切り(*SV)で内容を処理することができます。区切り文字変数を含む内容を処理
する場合の追加処理オプションについては、「SEPARATOR」
「NUMBERFORMAT」、「TRIM」、「TRUNCATE」
内容の保管に使用される作業リストは、データの保管に適した列数で定義する必要があります。

SEPARATOR キーワードSEPARATORでは、区切り文字として使用する文字を指定します。内容が*CSVまたは*TSVで表される場合、区切り文字を定義する必要はありません。
SEPARATORキーワードがあり、CONTENTキーワードを指定しない場合、CONTENT(*SV)が前提となります。
詳細については、「SEPARATOR」を参照してください。

ENCODING ENCODINGは、バイト内容からUnicode文字列への変換に適用されるエンコーディングを指定する場合に使用されます。ENCODINGキーワードの省略値は
*DEFAULTです。
詳細については、「ENCODING」を参照してください。



APPEND APPENDは、内容を既存のローカル・ファイルに追加する場合に使用されます。APPENDキーワードの省略値は*NOです。

SVQUOTE 任意のキーワードSVQUOTEは、値に二重引用符	(")を付けるために使用されます。SVQUOTEの省略値は*NONEです。*ALLの値は全ての値が二重引用符で囲まれま
す。*TEXTはテキスト値のみに二重引用符が付けられます。

SVHEAD オプションのキーワードSVHEADは、区切り値データのフィールド・レイアウトの記述に使用されます。
詳細については、「SVHEAD」を参照してください。

SVEXCLUDE オプションのキーワードSVEXCLUDEは、作業リスト・データからフィールドを除外する場合に使用されます。値は、1つ以上のコンマ区切り作業リストのフィール
ド名になります。

詳細については、「SVEXCLUDE」を参照してください。

SVTABLE SVTABLEキーワードがある場合、現在のデータベース接続を使用して指定のテーブルからデータが選択されます。SVTABLEに値を指定しない場合、ファイル・
データは作業リスト引数から取り出されます。

詳細については、「SVTABLE」を参照してください。

SVCOLUMN SVCOLUMNが使用されるのは、SVTABLEキーワードと組み合わせる場合のみです。SVCOLUMNは、値サービスを区切り、リレーショナル・データベースの列を
定義します。

sv.column.{値}を使用して、サービス・プロパティ・リソースの検索が行われます。
詳細については、「SVCOLUMN」を参照してください。

SVLABEL SVLABELが使用されるのは、SVTABLEキーワードと組み合わせる場合のみです。SVLABELは、データベース・テーブル挿入の場合は最初の列値として、データ
ベース・テーブル選択の場合はwhere制約としてキーワード値を含める場合に使用されます。
詳細については、「SVLABEL」を参照してください。

NUMBERFORMAT オプションのキーワードNUMBERFORMATは、小数区切り文字が小数点文字「.」ではない数字文字列を処理する場合に使用されます。
詳細については、「NUMBERFORMAT」を参照してください。

ARCHIVE オプションのキーワードARCHIVEを使用して、内容の保管に使用されるパスとファイル名を指定します。
詳細については、「ARCHIVE」を参照してください。

例

RDML
DEF_LIST	NAME(#WRKLIST)	FIELDS(#LINENUM	#PARTNUM	#PARTDSC	#PARTAMT	#PARTQTY)	TYPE(*WORKING)
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('WRITE	FILE(order.csv)	SERVICE_LIST(LINENUM,PARTNUM,PARTDSC,PARTAMT,PARTQTY)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#WRKLIST)
または

USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('WRITE	FILE(order.csv)	SEPARATOR(*TILDE)	SERVICE_LIST(LINENUM,PARTNUM,PARTDSC,PARTAMT,PARTQTY)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#WRKLIST)
または

USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('WRITE	FILE(order.csv)	SVHEAD(*COLUMN)	SVTABLE(ORD)	SVCOLUMN(ORDER)	SVLABEL(23)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)



RDMLX
def_list	name(#valueslst)	fields(#std_num	#std_obj	#std_desc	#std_amnt	#std_qty)	counter(#listcount)	type(*working)
#jsmcmd	:=	'write	file('	+	#jsmfile	+	')	content(*sv)	separator('	+	#separator	+	')'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg	#valueslst)

ILE	RPG
	*	NB:	This	MUST	match	the	structure	xml	provided	to	the	JSM	Server!	
																																																																					
d	svlist										ds																		occurs(svocur)
d		linenum																							7s	0																																
d		partnum																							7a																																		
d		partdsc																						30a																																		
d		partamt																							9s	2																																
d		partqty																							7s	0																																
																																																																					
d	svocur										c																			const(50)																							
d	svsize										c																			const(%size(svlist))												
c																			eval						jsmcmd	=	'WRITE'																						
c																													+	'	FILE('	+	%trim(svfilepath)	+	')'		
c																													+	'	SVHEAD(ORDER)'																				
c																													+	'	SERVICE_STRUCTURE(SV.SVOrderLine)'
c																													+	'	COUNT('		+	%char(svocur)	+	')'				
c																													+	'	OCCURS('	+	%char(svocur)	+	')'				
c																													+	'	SIZE('			+	%char(svsize)	+	')'				
																																																																				
c																			eval						bytelength	=	svocur	*	svsize										
																																																																				
c																			callp					p_jsmcmdx(jsmcmd:svlist:bytelength:			
c																																							jsmsts:jsmmsg)														



DELETE
DELETEコマンドは指定したローカル・ファイルを削除します。
	
	DELETE	----------	FILE	------------ファイル・パス-----------------|
	

キーワード

FILE 削除するファイルを指定します。この値は相対パスまた
は絶対パスになります。

	

例

RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('DELETE	FILE(/upload/order.csv)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	'delete	file(/upload/order.csv)	')	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'delete	file(order.csv)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



RENAME
RENAMEコマンドは、指定したローカル・ファイルの名前を新しい名前に変更します。
	
	RENAME	-----------	FROM	-------------ファイル・パス---------------->
	
																>--	TO	---------------ファイル・パス---------------->
	
																>--	REPLACE	----------	*NO	----------------------|
																																							*YES
	

キーワード

FROM 名前を変更するパスとファイル名を指定します。パスと
ファイル名が存在しなくてはなりません。

TO 新しいパスとファイル名を指定します。パス名が存在し
なくてはなりません。
TO	(変更後の)ファイルは、元のFROM	(変更前の)ファイ
ルと同じディレクトリ内になくてはなりません。

REPLACE 省略値は*NOです。名前変更したファイルでファイルを
置き換えるには、このキーワードを*YESに設定しま
す。

	

例

RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('RENAME	FROM(order.xml)	TO(order2.xml)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	'rename	from(order.xml)	to(order2.xml)')	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'rename	from(order.csv)'
c																													+	'	to(order1.csv)	replace(*yes)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)



	



CONNECT
CONNECTコマンドはリモート・データベースに接続します。省略値では、接続オブジェクトは
自動コミット・モードになります。つまり、各ステートメントの実行後、自動的に変更をコミッ
トします。

	
	CONNECT	----------	DRIVER	---------値---------------------->
	
																>--	DATABASE	-------値---------------------->
	
																>--	USER	-----------値---------------------->
	
																>--	PASSWORD	-------値----------------------|
	

キーワード

DRIVER サービスのプロパティ・エントリーの配置に使用されるデータベース・ドライバーのシンボル名

例：

	
CONNECT	DRIVER(SQLSERVER)	DATABASE(NORTHWIND)	USER(USER)	PASSWORD(PASSWORD)	
	
以下のような対応するプロパティを検索します。

	
driver.sqlserver=com.ddtek.jdbc.sqlserver.SQLServerDriver	
	

DATABASE サービスのプロパティ・エントリーの配置に使用されるデータベースのシンボル名
例：

	
CONNECT	DRIVER(SQLSERVER)	DATABASE(NORTHWIND)	USER(USER)	PASSWORD(PASSWORD)	
	
以下のような対応するプロパティを検索します。

	
database.northwind=jdbc:datadirect:sqlserver://99.99.99.99:1234	
	



USER データベース・サーバーへのログインに使用されるユーザー・プロファイル

PASSWORD USERキーワードに対応するデータベース・サーバーのパスワード
	

例

RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('CONNECT	DRIVER(SQLSERVER)	DATABASE(NORTHWIND)	USER(user)	PASSWORD(password)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	'connect	driver(sqlserver)	database(northwind)	user(user)	password(password)')	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'connect	driver(sqlserver)'
c																													+	'	database(northwind)'
c																													+	'	user(user)	password(password)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



SET
SETコマンドは、2つの異なる操作に使用されます。DIRキーワードを使用して現在の作業ディレ
クトリを設定するか、READONLY、AUTOCOMMIT、ISOLATIONの各キーワードを使用して、
現在のデータベース接続に許可されるアクセス・レベルを定義します。

	
																																																							条件付
	
	SET	-----------	DIR	------------ディレクトリ・パス---------------->
	
													>--	READONLY	-------	*NO	--------------------------->
																																		*YES
	
													>--	AUTOCOMMIT	-----	*YES	-------------------------->
																																		*NO
	
													>--	ISOLATION	------	*NONE	-------------------------|
																																		*READCOMMITTED
																																		*READUNCOMMITTED
																																		*REPEATABLEREAD
																																		*SERIALIZABLE
	

キーワード

DIR DIRキーワードを使用して、現在のディレクトリ
として設定する相対ディレクトリ・パスまたは絶
対ディレクトリ・パスを指定します。

DIRキーワードとSETの他のキーワードとの関連は
ありません。

READONLY 現在のデータベース接続で読み込みアクセスや書
き込みアクセスを許可するかどうかを指定しま
す。データベース接続はCONNECTコマンドを使
用して確立する必要があります。このキーワード
は、現在のデータベース接続に適用されます。

省略値では、データベース接続が確立されると、
読み込みアクセスと書き込みアクセスが許可され
ます(データベースで課せられる制限により異なり
ます)。
値が*YESの場合、データベースの変更は各ステー
トメントの実行後に自動的にコミットされます。
値が*NOの場合、データベースの変更はプログラ



ムによるトランザクションの境界で制御されま
す。
READONLYキーワードとDIRキーワードとの関連
はありません。

AUTOCOMMIT 情報がデータベースに自動的にコミットされるか
どうかを指定します。データベース接続は、この
キーワードを使用するCONNECTコマンドで確立
する必要があります。このキーワードは、現在の
データベース接続に適用されます。

省略値では、接続が確立されると、自動コミッ
ト・モードになります。
値が*YESの場合、データベースの変更は各ステー
トメントの実行後に自動的にコミットされます。
値が*NOの場合、データベースの変更はプログラ
ムによるトランザクションの境界で制御されま
す。

AUTOCOMMITキーワードとDIRキーワードとの関
連はありません。

ISOLATION トランザクション・アイソレーションのレベルが
現在のデータベースに適用されます。データベー
ス接続は、このキーワードを使用するCONNECT
コマンドで確立する必要があります。このキー
ワードは、現在のデータベース接続に適用されま
す。

ISOLATIONキーワードとDIRキーワードとの関連
はありません。
省略値は*NONEです。それ以外の場合、
ANSI/ISOのSQL規格で定義されたトランザクショ
ンの以下の4つのレベルから選択できます。
*READUNCOMMITTED
コミットされていないすべてのデータを接続から
読み込むことができます。これは、アイソレー
ションがない場合(*NONE)と同じではありませ
ん。

*READCOMMITTED



このレベルでは、ダーティー読み込みは防止され
ますが、ファントム読み込みやノンリピータブル
読み込みは防止されません。このアイソレーショ
ン・レベルを使用する場合、現在のトランザク
ションの開始前にコミットされたデータのみを使
用できます。ダーティー・データや、同時トラン
ザクションで行われた変更は使用できません。
このレベルは*READUNCOMMITTEDよりも明ら
かに制限されます。

*REPEATABLEREAD
このレベルでは、ダーティー読み込みやノンリ
ピータブル読み込みは防止されますが、ファント
ム行は防止されません。つまり、
*READUNCOMMITTEDや*READCOMMITTEDと
比較した場合、この読み込みを待機しなければな
らない他のトランザクションが増える可能性があ
ります。
これは*READCOMMITTEDよりも制限されます。
*SERIALIZABLE
*SERIALIZABLEにより、最大のトランザクショ
ン・アイソレーションが提供されます。トランザ
クションが*SERIALIZABLEレベルで分離される場
合、トランザクションの開始前にコミットされた
データのみを使用できます。ダーティー・データ
も、トランザクション実行時にコミットされた同
時トランザクション変更も使用できません。この
レベルでは、トランザクションは同時ではなく
次々に効率的に実行されるため、シリアル・トラ
ンザクション実行をエミュレートします。
これは*REPEATABLEREADよりも制限されます。
これらのアイソレーション・レベルに関して、ア
プリケーションに適用する正しいアイソレーショ
ン・レベルを判断するには、以下の3つの現象を理
解する必要があります。

									ダーティー読み込み	-	トランザクションは、
コミットされていないトランザクションで書き



込まれたデータを読み込みます。2番目のトラン
ザクションがロールバックされると、ロール
バックにより変更が取り消されるため、最初の
トランザクションで読み込まれたデータは無効
になります。最初のトランザクションは、読み
込まれたデータが無効になったことに気付きま
せん。

									ノンリピータブル読み込み	-	トランザクショ
ンは以前に読み込んだデータを再度読み込み、
コミットされた別のトランザクションによって
データが修正されたことを認識します。

									ファントム読み込み	-	データベースに追加さ
れた新しいレコードを、挿入前に開始したトラ
ンザクションで検出できる場合、ファントム読
み込みが行われます。トランザクションは再度
クエリーを実行し、検索条件を満たす行セット
を返しますが、コミットされた別のトランザク
ションによって、条件を満たす追加行が挿入さ
れたことを認識します。

ANSI/ISOのSQL規格のアイソレーション・レベル
と、対応する動作の概要を以下の表にまとめてい
ます。

	

アイソレーション・レ
ベル

ダーティー読
み込み

ノンリピー
タブル読み
込み

ファントム
読み込み

*READUNCOMMITTED 可能 可能 可能

*READCOMMITTED 不可能 可能 可能

*REPEATABLEREAD 不可能 不可能 可能

*SERIALIZABLE 不可能 不可能 不可能

例

RDML
	



USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SET	READONLY(*NO)	ISOLATION(*READCOMMITTED)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	'set	dir(/newfiles')	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'set	readonly(*yes)'
c																													+	'	autocommit(*no)'
c																													+	'	isolation(*serializable)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



LIST
LISTコマンドは、ディレクトリ内の絶対ファイル名の作業リストを返します。
ファイル名を返す作業リストは、絶対ファイル名を入れるために十分な単一フィールド長で定義
する必要があります。

DIRキーワードを指定せず、現在のディレクトリが他のコマンドで変更されていない場合、省略
値のJSMインスタンス・ディレクトリが検索されます。サブディレクトリは検索されません。
EXTキーワードを指定しない場合、ディレクトリ内の全ファイルが省略値で検索されます。
	LIST	-------------	DIR	---------ディレクトリ・パス---------------->
																>--	EXT	---------ファイル拡張子---------------->
																>--	SORT	--------	*NONE	------------------------->
																																		*NAME
																																		*MODIFIED
																>--	REVERSE	-----	*YES	--------------------------|
																																		*NO

キーワード

DIR 検索する相対ディレクトリ・パスまたは絶対ディレクト
リ・パスを指定します。サブディレクトリは検索されま
せん。

EXT 指定したファイル拡張子のファイルのみを選択します。
フィルタリング一致では大文字/小文字を区別せず、接
頭辞「.」は必要ありません。
例：

LIST	EXT(CSV)
SORT 任意のキーワードSORTにより、ファイル名または更新

日時によるソートが可能です。
省略値は*NONEです。

REVERSE 任意のキーワードREVERSEを使って、ソートを逆順に
することができます。
省略値は*NOです。

例

RDML
これは、/csvdataディレクトリ内で拡張子がCSVのファイル名のリストを返します。

DEF_LIST	NAME(#WRKLIST)	FIELDS(#PATH)	TYPE(*WORKING)
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('LIST	DIR(/CSVDATA)	EXT(CSV)	SERVICE_LIST(PATH)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#WRKLST)

あるいは以下も同様です。



DEF_LIST	NAME(#WRKLIST)	FIELDS(#PATH)	TYPE(*WORKING)
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SET	DIR(/CSVDATA)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('LIST	EXT(CSV)	SERVICE_LIST(PATH)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#WRKLST)

RDMLX
Def_list	name(#wrklist)	fields(#path)	type(*working)
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	'list	dir(/csvdata)	ext(csv)')	to_get(#jsmsts	#jsmmsg	#wrklist)

ILE	RPG
	*	NB:	This	MUST	match	the	structure	xml	provided	to	the	JSM	Server!
																																																																				
d	svlist										ds																		occurs(svocur)																
d		svfilnam																				255a																																	
																																																																				
d	svocur										c																			const(9999)																			
d	svsize										c																			const(%size(svlist))										
d	svcount									s														9p	0	inz(0)
c																			eval						jsmcmd	=	'LIST'																						
c																													+	'	SERVICE_STRUCTURE(SV.SVFileList)'
c																													+	'	OCCURS('	+	%char(svocur)	+	')'			
c																													+	'	SIZE('			+	%char(svsize)	+	')'			
																																																																			
c																			eval						%occur(svlist)	=	1																			
c																			eval						bytelength	=	svocur	*	svsize									
																																																																			
c																			callp					p_jsmcmdx(jsmcmd:svlist:bytelength:		
c																																							jsmsts:jsmmsg)													
																																																																			
c																			if								jsmsts	=	'OK'																								
c																			callp					p_jsmbytelngth(bytelength)									
c																			if												(bytelength	>	0)															
c																													and	(bytelength	<=	svocur	*	svsize)	
c																			callp					p_jsmbyterecv(svlist)			
c																			eval						svcount	=	bytelength	/	svsize	
c																			endif																																											
c																			endif																																												



COMMIT
COMMITコマンドはデータベースにトランザクションをコミットします。
	
	COMMIT	-----------キーワードなし--------------------------------|
	

キーワード
このコマンドに関連するキーワードはありません。

例

RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('COMMIT')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	'commit')	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'commit'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



ROLLBACK
ROLLBACKコマンドは、現在の接続にロールバック・トランザクションを発行します。
	
	ROLLBACK	----------キーワードなし-------------------------------|
	

キーワード
このコマンドに関連するキーワードはありません。

例

RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('ROLLBACK')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	'rollback')	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'rollback'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



DISCONNECT
DISCONNECTコマンドは、現在接続されているデータベースの接続を解除します。
	
	DISCONNECT	----------キーワードなし-----------------------------|
	

キーワード
このコマンドに関連するキーワードはありません。

例

RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('DISCONNECT')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	'disconnect')	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'disconnect'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



SERVICE_GET
SERVICE_GETコマンドにより、JSMクライアント・アプリケーションは、現在ロードされてい
るサービスに関連するプロパティ・ファイルのキーワード/値のプロパティにアクセスできま
す。

クライアント・アプリケーションは、サービスに関連するプロパティの値にアクセスできます
が、このような値を保持する共通の媒体としてサービス・プロパティ・ファイルを使用してアプ
リケーションに固有のプロパティの値にもアクセスした方が便利です。

後者の方法を使用する場合、アプリケーション定義のキーワード名と、現在または将来のバー
ジョンのLANSA	Integratorで使用されるキーワード名との間に競合が生じる可能性があります。
この可能性を減らすには、プロパティ・キーワードの先頭にグローバルな一意の名前を付ける必
要があります。以下の例では、この目的で接頭辞com.acme.propertyが使用されています。
サービス・プロパティのキーワード値は、JSM	Messageフィールドに返されます。キーワードが
存在しない場合、NOT_EXISTというステータスが返されます。
	
	SERVICE_GET	--------	PROPERTY	-----値-------------------->
	
																		>--	TRACE	-------	*SERVICE-------------------|
																																				*TRANSPORT
	

キーワード

PROPERTY サービス・プロパティ・ファイルでチェックするキーワー
ド/値を指定します。
サービス・プロパティのキーワード値は、JSM	Message
フィールドに返されます。キーワードがサービス・プロパ
ティ・ファイルに存在しない場合、NOT_EXISTというス
テータスが返されます。

TRACE 									*SERVICE	-	サービス・トレース・ファイルを読み込
みます。

									*TRANSPORT	-	転送トレース・ファイルを読み込み
ます。

	

例
例では、サービス・プロパティ・ファイルのcom.acme.property.messagetype	(アプリケーション定
義のプロパティ)の値を取り出します。このプロパティは、以下のような行を含むサービス・プ
ロパティ・ファイルで定義できます(この場合、値「html」がアプリケーションに返されます)。

	
com.acme.property.messagetype=html
	



RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SERVICE_GET	PROPERTY(com.acme.property.messagetype)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
#jsmcmd	:=	'	service_get	property(com.acme.property.messagetype)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'service_get'
c																													+	'	property(com.acme.property.messagetype)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



SERVICE_UNLOAD
SERVICE_UNLOADコマンドはサービスをアンロードします。
	
	SERVICE_UNLOAD	---------キーワードなし--------------------------|
	

キーワード
このコマンドに関連するキーワードはありません。

例

RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SERVICE_UNLOAD')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	'service_unload')	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'service_unload'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



5.32.4	SVFileServiceの例
最も一般的な以下のクライアント・プログラミング言語用の例が提供されています。

RDML
RDMLX
RPG



5.32.5	トラブルシューティング
区切り変数ファイルを読み込む際にエラー・メッセージ[token	count	does	not	equal	list	field	count
at	record	line	:	nn]が表示された場合、ファイルから読み込まれる情報と作業リスト定義が一致し
ていません。

	
これにはいくつかの原因が考えられます。

ファイルが*CSV、*TSV、*SVのどの形式で読み込まれるかに関わらず、ファイル情報
を受信する作業リストは、内容の最大列数が収まるように定義する必要があります。

区切り文字の値がファイル情報に一致しなくてはなりません。例えば、CSVファイル
を*TSVとして読み込もうとするとエラーが生じます。

ファイル情報内のエラー(ファイルの指定行で区切り値の数が一致しない場合など)	



5.33	ExcelReadService
ExcelReadServiceにより、アプリケーションでMicrosoft	Excelドキュメントを作成して読み込む方
法が提供されます。Microsoft	Excelはとても幅広く使用されているため、Excelドキュメントは取
引部署や取引相手とデータを交換する際の便利な手段になります。アプリケーションでは、企業
データベースからデータのサブセットを抽出するサービスを使用して、Excelワークブックで追
加の分析やプレゼンテーションを行うこともできます。

このサービスではオープン・ソースのJava	Excel	APIクラスを使用しま
す。http://jexcelapi.sourceforge.netを参照してください。
シートにイメージを追加する場合、サポートされるのはPortable	Network	Graphics	(PNG)形式のみ
です。

関連サービス
ExcelReadServiceは他のサービスに依存しません。

技術仕様
以下のサービス・プロパティは、ワークブックの読み込みと書き込みの際に使用されるロケー
ル、地域、言語の値を制御します。

									excel.locale

									excel.region

									excel.language

http://jexcelapi.sourceforge.net/


5.33.1	ExcelReadServiceの役割
このサービスにより、ワークブックの複数のワークシートがサポートされます。アプリケーショ
ンはサービスに問い合わせを行い、ワークブック内のワークシートの名前を検索し、すべての
ワークシートまたは選択したワークシートのデータを個別に処理できます。LANSA	RDML作業
リストや3GLデータ構造を使用して、指定した行/列範囲のワークシートに対してデータの読み
込みや書き込みを行うことができます。

以下に、ExcelReadServiceの使用例を示します。

月々のタイムシートの処理
社員は、あらかじめ形式化されたExcelシートに自分の支払い請求情報を記録します。各社員
は、月末にクライアントの請求書作成に役立つように自分のタイムシートのコピーを本社にメー
ルで送ります。

本社のアプリケーションは、承認メールボックスからメールを取得して処理する場合に使用され
ます。可能性としてはPOP3MailServiceが使用されます。各メールに関連付けられたExcelドキュ
メントは、ExcelReadServiceを使用して処理され、データベース・ファイルに入れられます。内
部アプリケーションは、すべてのタイムシートを受け取ると、クライアントごとに適切な請求書
を作成します。



5.33.2	ExcelReadServiceの使用
ExcelReadServiceコマンドの典型的な使用
RDML/RDMLXと、RPGまたはCなどの3GLのどちらでクライアント・アプリケーションを作成
する場合も同じ基本ステップを完了する必要があります。

例えば、EXCELシートを読み込むアプリケーションでは、通常、以下のコマンドを発行しま
す。

JSM(X)_OPEN
JSM(X)_COMMAND
					SERVICE_LOAD
										OPEN
										READ	/	WRITE
										CLOSE
					SERVICE_UNLOAD
JSM(X)_CLOSE
	
選択した開発言語に適用されるコマンドの詳細については、「Java	Service	Managerクライアン
ト」を参照してください。



5.33.3	ExcelReadServiceのコマンド
アプリケーションからExcelReadServiceにコマンドを発行するには、JSM_COMMANDや
JSMX_COMMAND組み込み関数(あるいは相当する組み込み関数)または選択した開発言語のAPI
を使用してJava	Service	Manager経由でコマンド文字列を渡します。
ExcelReadServiceで処理するコマンドは以下のとおりです。
SERVICE_LOAD
OPEN
GET
SET
ADD
REMOVE
READ
WRITE
DEFINE
CLOSE
SERVICE_GET
SERVICE_UNLOAD



SERVICE_LOAD
サービスをロードして初期化します。

	
																																																											必須
	
	SERVICE_LOAD	----	SERVICE	---------サービス名---------------->
	
																																																											任意
	
															>--	TRACE	-----------	*NO	------------------------->
																																					*YES
																																					*ERROR
	
															>--	TRACE_NAME	------名前------------------------|
																																					*SERVICE
																																					*PROCESS
																																					*FUNCTION
																																					*JOBNAME
																																					*JOBUSER
																																					*JOBNUMBER
	
詳細については、以下を参照してください。

クライアントからのサービス・プログラム・トレース

キーワード

SERVICE ロードするサービスの名前	-	この場合
はExcelReadService

TRACE クライアント・プログラムのトレースを有効にするに
は、SERVICE_LOADコマンドでTRACEキーワードを
使用します。

TRACEキーワードに可能な値は以下のとおりです。
									*NO
									*YES

									*ERROR
トレース・オプション*ERRORはトレースを有効にし
ます。サービスがステータスERROR、FATAL、または
SOAPFAULTをクライアントに返さない場合、トレー
ス・ファイルはJSM	CLOSE呼び出しで削除されます。

TRACE_NAME このオプションのキーワードを使用すると、クライア



ントは、クライアントのtraceサブディレクトリの最後
にユーザー定義の名前を追加できます。
TRACE_NAMEキーワードには、特殊なキーワード値
も使用できます。

									*SERVICE
									*PROCESS
									*FUNCTION

									*JOBNAME
									*JOBUSER
									*JOBNUMBER

例

RDML
	
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('SERVICE_LOAD
SERVICE(EXCELREADSERVICE)'
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)
TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
#jsmcommand	:=	'service_load	service(EXCELREADSERVICE)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	#jsmcommand)
to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
	
c	eval	jsmcmd	=	'service_load'
c	+	'	service(EXCELREADSERVICE)'
c	callp	p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



OPEN
OPENコマンドは、読み込みまたは書き込み目的で特定のExcelドキュメントを開く場合に使用さ
れます。

Excelドキュメントを開いた後にモードを変更するには、以下の操作を行います。
1.			CLOSEコマンドを使用します。

2.			適切なモードでドキュメントを再度開きます。

GET、READ、WRITEの各コマンドを使用する前にOPENコマンドを発行してください。
	
																																																									必須
	
	OPEN	--------	FILE	-------------ファイル・パス-------------------->
	
																																																									任意
	
											>--	MODE	-------------	*READ	------------------------>
																																		*WRITE
	
											>--	REPLACE	----------	*NO	-------------------------->
																																		*YES
	
											>--	TEMPLATE	---------ファイル・パス--------------------|
	

キーワード

FILE 開くまたは作成するパスとファイル名。ファイル名には
Excelファイルの適切な拡張子を付ける必要があります。
例えば、Excelワークブックの場合はXLS、Excelテンプ
レートの場合はXLTになります。
新しいExcelドキュメントを作成するには、OPENコマンド
の後にCLOSEコマンドを使用するだけです。
例：

	
use	builtin(jsmx_command)
with_args(#jsmhdle	'open	file(product.xls)
mode(*write)	template(product.xlt)')
to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
	
use	builtin(jsmx_command)



with_args(#jsmhdle	'close')	to_get(#jsmsts
#jsmmsg)
	

MODE ファイルを開くモードは*READまたは*WRITEで設定でき
ます。READコマンドやWRITEコマンドを使用する前に、
ドキュメントを適切なモードで開いてください。省略値は
*READです。

REPLACE 現在のバージョンのファイルを置き換えるかどうかを指定
します。省略値は*NOです。これはMODE(*WRITE)と組
み合わせて使用します。

TEMPLATE FILEキーワードで指定した名前でドキュメントを作成す
る場合に使用されるExcelドキュメントのファイル・パ
ス。Excelファイルの有効な拡張子が付いたドキュメント
をテンプレートとして使用できます。拡張子には、XLS、
XLT、HTM、HTML、XLA	、XLWなどがあります。

例

RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)
WITH_ARGS('OPEN	FILE(product.xls)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

または

	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)
WITH_ARGS('OPEN	FILE(product.xls)	MODE(*WRITE)	REPLACE(*YES)')
TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

または

	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)
WITH_ARGS('OPEN	FILE(product.xls)	MODE(*WRITE)	REPLACE(*YES)	TEMPLATE(product-
template.xlt)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX



	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	'open	file(product.xls)')
to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'open'
c																													+	'	file(product.xls)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



GET
GETコマンドは、現在開いているEXCELドキュメントの情報を取得する場合に使用されます。
GETコマンドの前に読み込みモードでOPENコマンドを使用してください。
	
																																																									必須
	
	GET	--------	OBJECT	-----------	*SHEETS	----------------------->
																																	*ROWCOUNT
	
																																																									任意
	
										>--	SHEET	------------	sheet1	------------------------|
																																	値
	

キーワード

OBJECT 返されるオブジェクトのタイプは*SHEETSまたは
*ROWCOUNTのいずれかで指定します。
値*SHEETSは、現在のドキュメントのすべてのシート名を
含む作業リストを返します。
値*ROWCOUNTは、SHEETキーワードで指定されたワーク
シートの行数をJSM	Messageフィールドに返します。

SHEET このキーワードは、値OBJECT(*ROWCOUNT)と組み合わせ
て使用し、どのシートの行数を返すかを指定します。

特定のシート名を入力できます。シート名を入力しない場
合は、省略値sheet1が使用されます。

例
以下の例では、GETコマンドを使用して、現在のEXCELドキュメントの情報を取り出します。

RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('GET
OBJECT(*SHEETS)	SERVICE_LIST(SHEET)')	TO_GET(#JSMSTS
#JSMMSG	#WRKLST)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	'get	object(*rowcount)



sheet(parts)')	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'get'
c																													+	'	object(*rowcount)	sheet(parts)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



SET
SETコマンドは、指定のシートのシート設定を変更するために使用します。
SETコマンドの前に必ずOPENコマンドを書き込みモードで使用してください。
	
																																																									必須
	
	SET	----------------------------------------------------------->
	
																																																									任意
	
										>--	SHEET	------------	sheet1	------------------------>
																																	値
	
										>--	FREEZE	-----------値------------------------->
	
										>--	SELECTED	---------	*YES	-------------------------->
																																	*NO
	
										>--	GRIDS	------------	*YES	-------------------------->
																																	*NO
	
										>--	ORIENTATION	------	*PORTRAIT	--------------------->
																																	*LANDSCAPE
	
										>--	PROTECT	----------	*YES	-------------------------->
																																	*NO
	
										>--	PASSWORD	---------値------------------------->
																																	*NONE
	
										>--	MARGIN	-----------値------------------------->
	
										>--	HEADER	-----------	*LEFT	------------------------->
																																	*RIGHT
																																	*CENTER
	
										>--	FOOTER	-----------	*LEFT	------------------------->
																																	*RIGHT
																																	*CENTER
	
										>--	CONTENT----------値------------------------->
	
										>--	PRINTAREA	----------値-------------------------|
	

キーワード

SHEET 特定のシート名を入力できます。シート名を入力しな



い場合は、デフォルト値sheet1が使用されます。

FREEZE 横の行の固定または縦の列の固定を設定します。
値は横行や縦列のカンマで区切られたコンポーネント
値です。
空の文字列の値を設定するとコンポーネント値が無視
されます。

SELECTED このシートを選択されたシートに設定します。
*YESまたは*NOの値が設定できます。

GRIDS シートのグリッドの表示・非表示を設定します。
*YESまたは*NOの値が設定できます。

ORIENTATION シートの方向を指定します。
*LANDSCAPE（横）または	*PORTRAIT（縦）の値が
設定できます。

PROTECT シートの保護を有効または無効にします。

PASSWORD ワークシートを保護するパスワードは任意です。これ
は、PROTECTキーワードと組み合わせて使用されま
す。	特定の値*NONEにより、パスワードは削除されま
す。

MARGIN シートの余白を設定します。
値は上余白、下余白、左余白、右余白、ヘッダー余
白、フッター余白のコンポーネント値をカンマで区切
ります。
空の文字列を使用すると、コンポーネント値は無視さ
れます。
計測の単位はインチで、浮動小数値です。

HEADER どのヘッダーのコンテンツを変更するか指定します。
*LEFT（左）、*RIGHT（右）、*CENTER（中央）の
値が設定可能です。

FOOTER どのフッターのコンテンツを変更するか指定します。
*LEFT（左）、*RIGHT（右）、*CENTER（中央）の
値が設定可能です。

CONTENT ヘッダーまたはフッターのコンテンツ・テキスト
ヘッダーやフッターのテキスト内で次のような特別な



代入値を使用できます。
&D	日付
&T	時間
&P	ページ番号
&N	ページ合計
&B	太字
&U	下線
&I	斜体
&S	取り消し線
&E	二重下線
&X	上付き文字
&Y	下付き文字
&F	ワークブック名
&A	ワークシート名
&"font	name"	フォント名
&nn	フォントサイズ	（01から99の2桁の数字）
&NL	改行

PRINTAREA 印刷範囲を設定します。
値は行1,列1,行2,列2のようにカンマで区切られた形で指
定されたセル範囲です。

	



ADD
ADDコマンドは、Excelドキュメントに画像、式、ハイパーリンクを追加する場合に使用されま
す。

ADDコマンドの前にOPENコマンドを書き込みモードで使用してください。
																																																									必須
	ADD	--------	OBJECT	-----------	*IMAGE	------------------------>
																																	*FORMULA
																																	*HYPERLINK
																																																									任意
										>--	SHEET	------------	sheet1	------------------------|
																																	値

キーワード

OBJECT ドキュメントに追加するオブジェクトのタイプ、*IMAGE、
*FORMULAまたは*HYPERLINK	
値*IMAGEは、指定のシートに画像を追加する場合に使用さ
れます。
値*FORMULAは、指定のシートに式を追加する場合に使用
されます。
値*HYPERLINKは、指定のシートにハイパーリンクを追加
する場合に使用されます。

SHEET 特定のシート名を入力できます。シート名を入力しない場
合は、省略値sheet1が使用されます。

																																																									必須
	ADD	--------	OBJECT	-----------	*IMAGE	------------------------>
										>--	FILE	-------------値------------------------->
										>--	R1C1	-------------	n,n	--------------------------->
																																																									任意
										>--	R2C2	-------------	n,n	--------------------------->
										>--	ANCHOR	-----------	*MOVE	-------------------------|
																																	*MOVESIZE
																																	*NOMOVESIZE

キーワード

OBJECT *IMAGEは指定のシートに画像を追加します。

SHEET 特定のシート名を入力できます。シート名を入力しない場
合は、省略値sheet1が使用されます。

FILE PNG画像ファイルのパス



R1C1 画像の追加先の左上セル

R2C2 このキーワードは任意です。値R1C1で形成される矩形の右
下セルを指定します。
値を指定しない場合、画像の範囲は1つのセルになります。

ANCHOR このキーワードは、画像の移動方法と、列のサイズ設定時
のサイズを指定します。省略値は*MOVESIZEです。

																																																									必須
	ADD	--------	OBJECT	-----------	*FORMULA	---------------------->
										>--	FORMULA	----------値------------------------->
										>--	R1C1	-------------	n,n	---------------------------|

キーワード

OBJECT *FORUMLAは指定のシートに式を追加します。

SHEET 特定のシート名を入力できます。シート名を入力しない場
合は、省略値sheet1が使用されます。

FORMULA Excelの式

R1C1 式の追加先のセル
セル形式を定義する場合、セルの式を作成する際にこの形
式が使用されます。

																																																									必須
	ADD	--------	OBJECT	-----------	*HYPERLINK	-------------------->
										>--	URL	--------------値------------------------->
										>--	R1C1	-------------	n,n	--------------------------->
																																																									任意
										>--	R2C2	-------------	n,n	--------------------------->
										>--	LABEL	------------値-------------------------|

キーワード

OBJECT *HYPERLINKは指定のシートにハイパーリンクを追加しま
す。

SHEET 特定のシート名を入力できます。シート名を入力しない場
合は、省略値sheet1が使用されます。

URL ハイパーリンクの宛先

R1C1 ハイパーリンクの追加先の左上セル

R2C2 このキーワードは任意です。値R1C1で形成される矩形の右



下セルを指定します。
値を指定しない場合、ハイパーリンクの範囲は1つのセルに
なります。

LABEL ハイパーリンクの説明

																																																									必須
	ADD	--------	OBJECT	-----------	*HYPERLINK	-------------------->
										>--	R1C1	-------------	n,n	--------------------------->
										>--	SHEET2	-----------値------------------------->
										>--	R2C2	-------------	n,n	--------------------------->
																																																									任意
										>--	LABEL	------------値-------------------------|

キーワード

OBJECT *HYPERLINKは指定のシートにハイパーリンクを追加しま
す。

SHEET 特定のシート名を入力できます。シート名を入力しない場
合は、省略値sheet1が使用されます。

R1C1 ハイパーリンクの追加先のセル

SHEET2 ハイパーリンクのシートの宛先

R2C2 ハイパーリンクのセルの宛先

LABEL ハイパーリンクの説明

	



REMOVE
REMOVEコマンドは、Excelドキュメントから行や列をを削除する場合に使用されます。
REMOVEコマンドの前に必ずOPENコマンドを書き込みモードで使用してください。
	
																																																									必須
	
	REMOVE	-----	OBJECT	-----------	*ROW	-------------------------->
																																	*COLUMN
	
										>--	RANGE	-------------	n,n	-------------------------->
	
																																																									任意
	
										>--	SHEET	------------	sheet1	------------------------|
																																	値
	

キーワード

OBJECT ドキュメントから削除するオブジェクトのタイプを
*ROW（行）または*COLUMN（列）で指定します。
*ROWの値は、指定のシートから1行もしくは指定範囲の行を
削除します。
*COLUMNの値は、指定のシートから1列もしくは指定範囲の
列を削除します。

RANGE 1つの整数またはカンマで区切られた1組の整数で範囲を指定
します。

SHEET 特定のシート名を入力できます。シート名を入力しない場合
は、デフォルト値sheet1が使用されます。

	



READ
READコマンドは、現在開いているドキュメントの指定したワークシートのセル範囲を作業リス
トに読み込む場合に使用されます。各セル値の末尾のブランクは切り詰められます。

READコマンドの前に読み込みモードでOPENコマンドを使用してください。
	
	READ	-----------	SHEET	-----------	sheet1	---------------------->
																																				値
	
														>--	R1C1	------------	1,1	------------------------->
																																				n,n
	
														>--	R2C2	------------	0,0	------------------------->
																																				n,n
	
														>--	IGNORE	---------	*NONE	------------------------>
																																			*EMPTY
	
														>--	SCALE	----------値------------------------>
	
														>--	NUMBERFORMAT	---	*NONE	------------------------|
																																			*DEFAULT
																																			*CLIENT
																																			*USERAGENT
																																			値
	

キーワード

SHEET 特定のシート名を入力できます。シート名を入力し
ない場合は、省略値sheet1が使用されます。

R1C1 読み込む特定の行および列を入力します。値を指定
しない場合、省略値の1,1が使用されます。

R2C2 R2C2キーワード値には、行と列の値に0を使用でき
ます。

読み込み処理を行う特定の最終行および最終列を入
力します。値を指定しない場合、省略値の0,0が使
用されます。この場合、シートの最後まで読み込み
ます。
注：現在、R2C2キーワードの列値は無視されま
す。値を0にするか、指定しません。

IGNORE 省略値*NONEの場合、すべてのエントリーが処理



されます。代替オプション*EMPTYの場合、空のエ
ントリーは無視されます。
空のエントリーとは、リスト・エントリーを構成す
るすべてのセル値が空の文字列値の場合です。

SCALE このオプションのキーワードは、一般的な数字形式
の数値セルで使用される10進法を指定します。省略
値は4です。

NUMBERFORMAT このオプションのキーワードは、小数区切り文字が
小数点文字「.」ではない数字文字列を処理しま
す。

詳細については、「NUMBERFORMAT」を参照し
てください。

例

RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('READ	SHEET(PARTS)
SERVICE_LIST(LINENUM,PARTNUM,PARTDSC,PARTAMT,PARTQTY)')
TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#ORDLIST)
	

または

	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('READ	SHEET(PARTS)
R1C1(10,3)	R2C2(20,0)
SERVICE_LIST(LINENUM,PARTNUM,PARTDSC,PARTAMT,PARTQTY)')
TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#ORDLIST)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	'read	sheet(parts)')
to_get(#jsmsts	#jsmmsg	#ordlist)
	

または

	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	'read	sheet(parts)	r1c1(10,3)
R2C2(20,0)')	to_get(#jsmsts	#jsmmsg	#ordlist)



	
ILE	RPG
	
	*	NB:This	MUST	match	the	structure	xml	provided	to	the	JSM	Server!
																																																																				
d	xllist										ds																		occurs(xlocur)																
d		linenum																							7s	0																															
d		partnum																							7a																																	
d		partdsc																						30a																																	
d		partamt																							9s	2																															
d		partqty																							7s	0																															
																																																																				
d	xlocur										c																			const(999)																				
d	xlsize										c																			const(%size(xllist))										
d	xlcount									s														9p	0	inz(0)																								
	
c																			eval						jsmcmd	=	'READ'																								
c																													+	'	SHEET(ORDERLINES)	R1C1(5,3)'							
c																													+	'	SERVICE_STRUCTURE(XL.XLOrderLine)'	
c																													+	'	OCCURS('	+	%char(xlocur)	+	')'					
c																													+	'	SIZE('			+	%char(xlsize)	+	')'					
																																																																					
c																			eval						%occur(xllist)	=	1																					
c																			eval						bytelength	=	xlocur	*	xlsize											
																																																																					
c																			callp					p_jsmcmdx(jsmcmd:xllist:bytelength:				
c																																							jsmsts:jsmmsg)															
	
c																			if								jsmsts	=	'OK'																									
c																			callp					p_jsmbytelngth(bytelength)										
c																			if												(bytelength	>	0)																
c																													and	(bytelength	<=	xlocur	*	xlsize)	
c																			callp					p_jsmbyterecv(xllist)				
c																			eval						xlcount	=	bytelength	/	xlsize		
c																			endif																																												
c																			endif
	



WRITE
WRITEコマンドは、作業リストのセル範囲を、現在開いているドキュメントの指定したワーク
シートに書き込む場合に使用されます。

作業リストのすべての行と列は、R1C1開始オプションを使用して指定のシートに書き出されま
す。EXCLUDEキーワードで指定されたフィールドは書き込み操作に含まれません。
WRITEコマンドの前に書き込みモードでOPENコマンドを使用してください。
	
	WRITE	----------	SHEET	------------	sheet1		-------------------->
																																					値
	
														>--	R1C1	-------------	1,1	------------------------>
																																					n,n
	
														>--	EXCLUDE	----------	field,field	---------------->
	
														>--	NUMBERFORMAT	----	*NONE	-----------------------|
																																				*DEFAULT
																																				*CLIENT
																																				*USERAGENT
																																				値
	

キーワード

SHEET 作業リストの値が書き込まれるシートの名前。シー
トの値を指定しない場合、省略値のsheet1が適用さ
れます。

R1C1 開始する行と列の省略値は1,	1です。この場合、作
業リストの行と列の開始位置が指定のシートに書き
出されます。

EXCLUDE 作業リスト・フィールドのオプションのコンマ区切
りリスト。これらのフィールドは書き込み操作から
除外されます。

NUMBERFORMAT このオプションのキーワードは、小数区切り文字が
小数点文字「.」ではない数字文字列を処理しま
す。

詳細については、「NUMBERFORMAT」を参照し
てください。

例



RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('WRITE	SHEET(PARTS)
R1C1(10,3)
SERVICE_LIST(LINENUM,PARTNUM,PARTDSC,PARTAMT,PARTQTY)')
TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#ORDLIST)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	'write	sheet(parts)
r1r1(10,3)')	to_get(#jsmsts	#jsmmsg	#ordlist)
	

ILE	RPG
	
	*	NB:This	MUST	match	the	structure	xml	provided	to	the	JSM	Server!
																																																																				
d	xllist										ds																		occurs(xlocur)																
d		linenum																							7s	0																															
d		partnum																							7a																																	
d		partdsc																						30a																																	
d		partamt																							9s	2																															
d		partqty																							7s	0																															
																																																																				
d	xlocur										c																			const(50)																				
d	xlsize										c																			const(%size(xllist))										
	
c																			eval						jsmcmd	=	'WRITE'																						
c																													+	'	SHEET(ORDERLINES)	R1C1(5,3)'						
c																													+	'	SERVICE_STRUCTURE(XL.XLOrderLine)'
c																													+	'	COUNT('		+	%char(xlocur)	+	')'				
c																													+	'	OCCURS('	+	%char(xlocur)	+	')'				
c																													+	'	SIZE('			+	%char(xlsize)	+	')'				
																																																																				
c																			eval						bytelength	=	xlocur	*	xlsize										
																																																																				
c																			callp					p_jsmcmdx(jsmcmd:xllist:bytelength:			
c	jsmsts:jsmmsg)



	



DEFINE
DEFINEコマンドは、WRITEコマンドで使用されるセル形式や列幅を定義する場合に使用されま
す。

																																																											必須
	DEFINE	----------	OBJECT	----------	*COLUMNVIEW	----------------->
																																					*CELLFORMAT
																			COLUMN	----------	n	--------------------------->
																																					n,n	
																																																								条件付
																			OBJECTキーワードが*COLUMNVIEWに設定される場合
																			CLEAR	-----------	*NO	------------------------->
																																					*YES	
																			WIDTH	-----------値----------------------->
																			OBJECTキーワードが*CELLFORMATに設定される場合
																			CLEAR	-----------	*NO	------------------------->
																																					*YES	
																			RANGE	-----------値----------------------->
																			TYPE	------------	*NUMBER	--------------------->
																																					*DATE	
																																					*BOOLEAN
																																					*STRING
																																					*BLANK
																			FORMAT----------------------------------------->
																			TYPEが*NUMBERの場合のセル形式
																																					*ACCOUNTINGFLOAT
																																					*ACCOUNTINGREDFLOAT
																																					*ACCOUNTINGINTEGER
																																					*ACCOUNTINGREDINTEGER
																																					*DEFAULT
																																					*EXPONENTIAL
																																					*FLOAT
																																					*FORMAT1
																																					*FORMAT2
																																					*FORMAT3
																																					*FORMAT4
																																					*FORMAT5
																																					*FORMAT6
																																					*FORMAT7
																																					*FORMAT8
																																					*FORMAT9
																																					*FORMAT10
																																					*FRACTIONONEDIGIT
																																					*FRACTIONTWODIGITS
																																					*INTEGER
																																					*PERCENTFLOAT
																																					*PERCENTINTEGER
																																					*TEXT
																																					*THOUSANDSFLOAT



																																					*THOUSANDSINTEGER
																																					任意の有効なNumberFormat	-	#.##など
																			TYPEが*DATEの場合のセル形式
																																					*DEFAULT
																																					*FORMAT1
																																					*FORMAT2
																																					*FORMAT3
																																					*FORMAT4
																																					*FORMAT5
																																					*FORMAT6
																																					*FORMAT7
																																					*FORMAT8
																																					*FORMAT9
																																					*FORMAT10
																																					*FORMAT11
																																					*FORMAT12
																																					任意の有効なDateFormat、dd	MM	yyyyなど
																			COMPLEXFORMAT----	値	----------------------->
																			FONT	------------	*ARIAL	---------------------->
																																					*COURIER
																																					*TAHOMA
																																					*TIMES
																			FONTCOLOR	-------	*AQUA	----------------------->
																																					*AUTOMATIC
																																					*BLACK
																																					*BLUE
																																					*BLUEGRAY
																																					*BLUE2
																																					*BRIGHTGREEN
																																					*BROWN
																																					*CORAL
																																					*DARKBLUE
																																					*DARKBLUE2
																																					*DARKGREEN
																																					*DARKPURPLE
																																					*DARKRED
																																					*DARKRED2
																																					*DARKTEAL
																																					*DARKYELLOW
																																					*DEFAULTBACKGROUND
																																					*DEFAULTBACKGROUND1
																																					*GOLD
																																					*GRAY25
																																					*GRAY50
																																					*GRAY80
																																					*GREEN
																																					*GRAY25
																																					*GRAY50
																																					*GRAY80
																																					*ICEBLUE



																																					*INDIGO
																																					*IVORY
																																					*LAVENDER
																																					*LIGHTBLUE
																																					*LIGHTGREEN
																																					*LIGHTORANGE
																																					*LIGHTTURQUOISE
																																					*LIGHTTURQUOISE2
																																					*LIME
																																					*OCEANBLUE
																																					*OLIVEGREEN
																																					*ORANGE
																																					*PALEBLUE
																																					*PALETTEBLACK
																																					*PERIWINKLE
																																					*PINK
																																					*PINK2
																																					*PLUM
																																					*PLUM2
																																					*RED
																																					*ROSE
																																					*SEAGREEN
																																					*SKYBLUE
																																					*TAN
																																					*TEAL
																																					*TEAL2
																																					*TURQUOISE
																																					*TURQUOISE2
																																					*VERYLIGHTYELLOW
																																					*VIOLET
																																					*VIOLET2
																																					*WHITE
																																					*YELLOW
																																					*YELLOW2
																			FONTSIZE	---------値---------------------->
																			BORDER	----------	*ALL	------------------------>
																																					*NONE
																																					*TOP
																																					*BOTTOM
																																					*LEFT
																																					*RIGHT
																			BORDERSTYLE	-----	*NONE	----------------------->
																																					*MEDIUM
																																					*THICK
																																					*THIN
																																					*HAIR
																																					*DOUBLE
																			BORDERCOLOR	-----	*AQUA	----------------------->
																																					*AUTOMATIC
																																					*BLACK



																																					*BLUE
																																					*BLUEGRAY
																																					*BLUE2
																																					*BRIGHTGREEN
																																					*BROWN
																																					*CORAL
																																					*DARKBLUE
																																					*DARKBLUE2
																																					*DARKGREEN
																																					*DARKPURPLE
																																					*DARKRED
																																					*DARKRED2
																																					*DARKTEAL
																																					*DARKYELLOW
																																					*DEFAULTBACKGROUND
																																					*DEFAULTBACKGROUND1
																																					*GOLD
																																					*GRAY25
																																					*GRAY50
																																					*GRAY80
																																					*GREEN
																																					*GRAY25
																																					*GRAY50
																																					*GRAY80
																																					*ICEBLUE
																																					*INDIGO
																																					*IVORY
																																					*LAVENDER
																																					*LIGHTBLUE
																																					*LIGHTGREEN
																																					*LIGHTORANGE
																																					*LIGHTTURQUOISE
																																					*LIGHTTURQUOISE2
																																					*LIME
																																					*OCEANBLUE
																																					*OLIVEGREEN
																																					*ORANGE
																																					*PALEBLUE
																																					*PALETTEBLACK
																																					*PERIWINKLE
																																					*PINK
																																					*PINK2
																																					*PLUM
																																					*PLUM2
																																					*RED
																																					*ROSE
																																					*SEAGREEN
																																					*SKYBLUE
																																					*TAN
																																					*TEAL



																																					*TEAL2
																																					*TURQUOISE
																																					*TURQUOISE2
																																					*VERYLIGHTYELLOW
																																					*VIOLET
																																					*VIOLET2
																																					*WHITE
																																					*YELLOW
																																					*YELLOW2
																			BACKGROUND	------	*AQUA	----------------------->
																																					*AUTOMATIC
																																					*BLACK
																																					*BLUE
																																					*BLUEGRAY
																																					*BLUE2
																																					*BRIGHTGREEN
																																					*BROWN
																																					*CORAL
																																					*DARKBLUE
																																					*DARKBLUE2
																																					*DARKGREEN
																																					*DARKPURPLE
																																					*DARKRED
																																					*DARKRED2
																																					*DARKTEAL
																																					*DARKYELLOW
																																					*DEFAULTBACKGROUND
																																					*DEFAULTBACKGROUND1
																																					*GOLD
																																					*GRAY25
																																					*GRAY50
																																					*GRAY80
																																					*GREEN
																																					*GRAY25
																																					*GRAY50
																																					*GRAY80
																																					*ICEBLUE
																																					*INDIGO
																																					*IVORY
																																					*LAVENDER
																																					*LIGHTBLUE
																																					*LIGHTGREEN
																																					*LIGHTORANGE
																																					*LIGHTTURQUOISE
																																					*LIGHTTURQUOISE2
																																					*LIME
																																					*OCEANBLUE
																																					*OLIVEGREEN
																																					*ORANGE
																																					*PALEBLUE



																																					*PALETTEBLACK
																																					*PERIWINKLE
																																					*PINK
																																					*PINK2
																																					*PLUM
																																					*PLUM2
																																					*RED
																																					*ROSE
																																					*SEAGREEN
																																					*SKYBLUE
																																					*TAN
																																					*TEAL
																																					*TEAL2
																																					*TURQUOISE
																																					*TURQUOISE2
																																					*VERYLIGHTYELLOW
																																					*VIOLET
																																					*VIOLET2
																																					*WHITE
																																					*YELLOW
																																					*YELLOW2
																			HALIGN	----------	*CENTRE	--------------------->
																																					*CENTER
																																					*FILL
																																					*GENERAL
																																					*JUSTIFY
																																					*LEFT
																																					*RIGHT
																			VALIGN	----------	*CENTRE	--------------------->
																																					*CENTER
																																					*JUSTIFY
																																					*TOP
																																					*BOTTOM
																			ITALIC	----------	*YES	------------------------>
																																					*NO
																			BOLD	------------	*YES	------------------------|
																																					*NO

キーワード

OBJECT このキーワードは、列表示の幅と列のセル形式のどちらを
定義するかを指定する場合に使用されます。

以下の値から選択できます。
*COLUMNVIEW	-	指定した列表示の幅を定義する場合
*CELLFORMAT	-	セル形式を定義する場合
どちらのオプションにも異なるセットのキーワードを使用
できます。



このキーワードは必須です。

COLUMN このキーワードは、DEFINEコマンドが作用する列番号ま
たは列番号の範囲を指定する場合に使用されます。単一の
列番号またはコンマ区切りの範囲を指定できます。

このキーワードの形式は以下のようになります。
COLUMN(列)、COLUMN(3)など
COLUMN(開始列,	終了列)、COLUMN(3,5)など
*COLUMNVIEWオプションの場合、アクションは列全体
に作用しますが、*CELLFORMATオプションの場合、影響
を受ける特定の行(複数可)を指定することもできます。詳
細については、以下の「RANGE」キーワードを参照して
ください。
このキーワードは必須です。

OBJECTキーワードを*COLUMNVIEWに設定する場合、以下のキーワードを使用できます。

CLEAR このキーワードは、定義したすべての列表示を消去する場
合に使用されます。

このキーワードは常に単体で使用されます。他のキーワー
ドと組み合わせて使用することはできません。
以下の値から選択できます。
*YES	-	定義したすべての列表示を消去します。
*NO	-	定義したすべての列表示を消去しません。
省略値は*NOです。

WIDTH このキーワードは、列幅を定義する場合に使用されます。

ここでは数値を指定してください。
このキーワードは必須です。

OBJECTキーワードを*CELLFORMATに設定する場合、以下のキーワードを使用できます。

CLEAR このキーワードは、定義したすべてのセル形式を
消去する場合に使用されます。

このキーワードは常に単体で使用されます。他の
キーワードと組み合わせて使用することはできま
せん。
以下の値から選択できます。



*YES	-	定義したすべての列表示を消去します。
*NO	-	定義したすべての列表示を消去しません。
省略値は*NOです。

RANGE このキーワードは、DEFINEが作用する指定の列内
で行範囲を定義する場合に使用されます。

ブランクのままの場合、列全体に作用します。
このキーワードの形式は以下のようになります。
RANGE(開始行,	終了行)、RANGE(3,5)など
このキーワードは任意です。

TYPE このキーワードは、列タイプを定義する場合に使
用されます。

以下の値から選択できます。
*NUMBER
*DATE
*BOOLEAN
*STRING
*BLANK
省略値は*NUMBERです。
このキーワードは任意です。

FORMAT このキーワードは、セル形式を定義する場合に使
用されます。

セルのタイプが*NUMBERの場合、使用可能な値
は以下のようになります。これらには任意の有効
なNumberFormat	(#.##など)を使用できます。
*ACCOUNTINGFLOAT	("$#,##0;($#,##0)")
*ACCOUNTINGINTEGER	("$#,##0;($#,##0)")
*ACCOUNTINGREDFLOAT	("$#,##0;($#,##0)")	Red
Negative
*ACCOUNTINGREDINTEGER	("$#,##0;($#,##0)")
Red	Negative
*DEFAULT	("#")
*EXPONENTIAL	("0.00E00")



*FLOAT	("0.00")
*FORMAT1	("#,##0;(#,##0)")
*FORMAT2	(""#,##0;(#,##0)")	Red	Negative
*FORMAT3	(""#,##0.00;(#,##0.00)")
*FORMAT4	("#,##0.00;(#,##0.00)")	Red	Negative
*FORMAT5	(""#,##0;(#,##0)")
*FORMAT6	(""#,##0;(#,##0)")	Red	Negative
*FORMAT7	("#,##0.00;(#,##0.00)")
*FORMAT8	("#,##0.00;(#,##0.00)")	Red	Negative
*FORMAT9	(""#,##0.00;(#,##0.00)")
*FORMAT10	("##0.0E0")
*FRACTIONONEDIGIT	("?/?")
*FRACTIONTWODIGITS	("??/??")
*INTEGER	("0")
*PERCENTFLOAT	("0.00%")
*PERCENTINTEGER	("0%")
*TEXT	("@")
*THOUSANDSFLOAT	("#,##0.00")
*THOUSANDSINTEGER	("#,##0")
省略値は*DEFAULTです。
セルのタイプが*DATEの場合、使用可能な値は以
下のようになります。これらには任意の有効な
DateFormat	(dd	mm	yyyyなど)を使用できます。
*DEFAULT	("M/d/yy")
*FORMAT1	("M/d/yy")
*FORMAT2	("d-MMM-yy")
*FORMAT3	("d-MMM")
*FORMAT4	("MMM-yy	")
*FORMAT5	("h:mm	a")
*FORMAT6	("h:mm:ss	a")
*FORMAT7	("H:mm")
*FORMAT8	("H:mm:ss")



*FORMAT9	("M/d/yy	H:mm")
*FORMAT10	("mm:ss")
*FORMAT11	("H:mm:ss")
*FORMAT12	("H:mm:ss")
省略値は*DEFAULTです。
このキーワードは任意です。

COMPLEXFORMAT このキーワードは、タイプが*NUMBERのセルの
セル・フォーマットを定義する場合に使用されま
す。

フォーマット値の妥当性検査は行われませんの
で、フォーマットは有効なExcel番号のフォーマッ
トでなければなりません。有効なフォーマットで
ない場合は、Excelドキュメントが破損してしまう
可能性があります。

FONT このキーワードは、セル値のフォントを定義する
場合に使用されます。

可能な値は以下のとおりです。
*ARIAL
*COURIER
*TAHOMA
*TIMES
JXLの省略値・フォントはArialです。
このキーワードは任意です。

FONTCOLOR このキーワードは、フォントの色を定義する場合
に使用されます。

可能な値は以下のとおりです。
*AQUA、*AUTOMATIC、*BLACK、*BLUE、
*BLUEGRAY、*BLUE2、*BRIGHTGREEN、
*BROWN、*CORAL、*DARKBLUE、
*DARKBLUE2、*DARKGREEN、
*DARKPURPLE、*DARKRED、*DARKRED2、
*DARKTEAL、*DARKYELLOW、
*DEFAULTBACKGROUND、



*DEFAULTBACKGROUND1、*GOLD、
*GRAY25、*GRAY50、*GRAY80、*GREEN、
*GRAY25、*GRAY50、*GRAY80、*ICEBLUE、
*INDIGO、*IVORY、*LAVENDER、
*LIGHTBLUE、*LIGHTGREEN、
*LIGHTORANGE、*LIGHTTURQUOISE、
*LIGHTTURQUOISE2、*LIME、*OCEANBLUE、
*OLIVEGREEN、*ORANGE、*PALEBLUE、
*PALETTEBLACK、*PERIWINKLE、*PINK、
*PINK2、*PLUM、*PLUM2、*RED、*ROSE、
*SEAGREEN、*SKYBLUE、*TAN、*TEAL、
*TEAL2、*TURQUOISE、*TURQUOISE2、
*VERYLIGHTYELLOW、*VIOLET、*VIOLET2、
*WHITE、*YELLOW、*YELLOW2
省略値は*BLACKです。
このキーワードは任意です。

FONTSIZE このキーワードは、フォントのサイズを定義する
場合に使用されます。

JXLの省略値のポイント・サイズは10です。
このキーワードは任意です。

BORDER このキーワードは、境界線の線を定義する場合に
使用されます。

可能な値は以下のとおりです。
*ALL
*NONE
*TOP
*BOTTOM
*LEFT
*RIGHT
省略値はありません。

BORDERSTYLE このキーワードは、境界線スタイルを定義する場
合に使用されます。

BORDERキーワードはこのキーワードと組み合わ
せて指定してください。



このキーワードに可能な値は以下のとおりです。
*NONE
*MEDIUM
*THICK
*THIN
*HAIR
*DOUBLE
省略値は*THINです。
このキーワードは任意です。

BORDERCOLOR このキーワードは、境界線の色を定義する場合に
使用されます。

BORDERキーワードはこのキーワードと組み合わ
せて指定してください。
可能な値は以下のとおりです。
*AQUA、*AUTOMATIC、*BLACK、*BLUE、
*BLUEGRAY、*BLUE2、*BRIGHTGREEN、
*BROWN、*CORAL、*DARKBLUE、
*DARKBLUE2、*DARKGREEN、
*DARKPURPLE、*DARKRED、*DARKRED2、
*DARKTEAL、*DARKYELLOW、
*DEFAULTBACKGROUND、
*DEFAULTBACKGROUND1、*GOLD、
*GRAY25、*GRAY50、*GRAY80、*GREEN、
*GRAY25、*GRAY50、*GRAY80、*ICEBLUE、
*INDIGO、*IVORY、*LAVENDER、
*LIGHTBLUE、*LIGHTGREEN、
*LIGHTORANGE、*LIGHTTURQUOISE、
*LIGHTTURQUOISE2、*LIME、*OCEANBLUE、
*OLIVEGREEN、*ORANGE、*PALEBLUE、
*PALETTEBLACK、*PERIWINKLE、*PINK、
*PINK2、*PLUM、*PLUM2、*RED、*ROSE、
*SEAGREEN、*SKYBLUE、*TAN、*TEAL、
*TEAL2、*TURQUOISE、*TURQUOISE2、
*VERYLIGHTYELLOW、*VIOLET、*VIOLET2、
*WHITE、*YELLOW、*YELLOW2



省略値は*BLACKです。
このキーワードは任意です。

BACKGROUND 可能な値は以下のとおりです。

*AQUA、*AUTOMATIC、*BLACK、*BLUE、
*BLUEGRAY、*BLUE2、*BRIGHTGREEN、
*BROWN、*CORAL、*DARKBLUE、
*DARKBLUE2、*DARKGREEN、
*DARKPURPLE、*DARKRED、*DARKRED2、
*DARKTEAL、*DARKYELLOW、
*DEFAULTBACKGROUND、
*DEFAULTBACKGROUND1、*GOLD、
*GRAY25、*GRAY50、*GRAY80、*GREEN、
*GRAY25、*GRAY50、*GRAY80、*ICEBLUE、
*INDIGO、*IVORY、*LAVENDER、
*LIGHTBLUE、*LIGHTGREEN、
*LIGHTORANGE、*LIGHTTURQUOISE、
*LIGHTTURQUOISE2、*LIME、*OCEANBLUE、
*OLIVEGREEN、*ORANGE、*PALEBLUE、
*PALETTEBLACK、*PERIWINKLE、*PINK、
*PINK2、*PLUM、*PLUM2、*RED、*ROSE、
*SEAGREEN、*SKYBLUE、*TAN、*TEAL、
*TEAL2、*TURQUOISE、*TURQUOISE2、
*VERYLIGHTYELLOW、*VIOLET、*VIOLET2、
*WHITE、*YELLOW、*YELLOW2
省略値はありません。
このキーワードは任意です。

HALIGN このキーワードは、横方向の位置合わせを定義す
る場合に使用されます。

このキーワードに可能な値は以下のとおりです。
*CENTRE
*CENTER
*FILL
*GENERAL
*JUSTIFY
*LEFT



*RIGHT
省略値はありません。

このキーワードは任意です。

VALIGN このキーワードは、縦方向の位置合わせを定義す
る場合に使用されます。

このキーワードに可能な値は以下のとおりです。
*CENTRE
*CENTER
*JUSTIFY
*TOP
*BOTTOM
省略値はありません。
このキーワードは任意です。

ITALIC このキーワードは、フォントをイタリックにする
かどうかを設定する場合に使用されます。

このキーワードに可能な値は以下のとおりです。
*NO
*YES
省略値は*NOです。
このキーワードは任意です。

BOLD このキーワードは、フォントをボールドにするか
どうかを設定する場合に使用されます。

このキーワードに可能な値は以下のとおりです。
*NO
*YES
省略値は*NOです。
このキーワードは任意です。



CLOSE
CLOSEコマンドは、読み込みまたは書き込み目的で現在開いているワークブックを閉じます。
ワークブックを閉じると、関連する内部オブジェクトはすべて解放され、ガベージ・コレクショ
ンに使用できます。

	
	CLOSE	-----------キーワードなし---------------------------------|
	

キーワード
このコマンドに関連するキーワードはありません。

例

RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(CLOSE)
TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	close)	to_get(#jsmxsts
#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'close'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



SERVICE_GET
SERVICE_GETコマンドにより、JSMクライアント・アプリケーションは、現在ロードされてい
るサービスに関連するプロパティ・ファイルのキーワード/値のプロパティにアクセスできま
す。

クライアント・アプリケーションは、サービスに関連するプロパティの値にアクセスできます
が、このような値を保持する共通の媒体としてサービス・プロパティ・ファイルを使用してアプ
リケーションに固有のプロパティの値にもアクセスした方が便利です。この方法を使用する場
合、アプリケーション定義のキーワード名と、LANSA	Integratorで使用されるキーワード名との
間に競合が生じる可能性があります。競合の可能性を減らすには、プロパティ・キーワードの先
頭にグローバルな一意の名前を付ける必要があります。以下の例では、この目的で接頭辞
com.acme.propertyが使用されています。
サービス・プロパティのキーワード値は、JSM	Messageフィールドに返されます。キーワードが
存在しない場合、NOT_EXISTというステータスが返されます。
	
	SERVICE_GET	--------	PROPERTY	-----値-------------------->
	
																		>--	TRACE	-------	*SERVICE-------------------|
																																				*TRANSPORT
	

キーワード

PROPERTY サービス・プロパティ・ファイルでチェックするキーワー
ド/値を指定します。
サービス・プロパティのキーワード値は、JSM	Message
フィールドに返されます。キーワードがサービス・プロパ
ティ・ファイルに存在しない場合、NOT_EXISTというス
テータスが返されます。

TRACE 									*SERVICE	-	サービス・トレース・ファイルを読み込
みます。

									*TRANSPORT	-	転送トレース・ファイルを読み込み
ます。

	

例
例では、サービス・プロパティ・ファイルのcom.acme.property.messagetype	(アプリケーション定
義のプロパティ)の値を取り出します。このプロパティは、以下のような行を含むサービス・プ
ロパティ・ファイルで定義できます(この場合、値「html」がアプリケーションに返されます)。

	
com.acme.property.messagetype=html
	



RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SERVICE_GET	PROPERTY(com.acme.property.messagetype)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
#jsmcmd	:=	'	service_get	property(com.acme.property.messagetype)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'service_get'
c																													+	'	property(com.acme.property.messagetype)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



SERVICE_UNLOAD
SERVICE_UNLOADコマンドはサービスをアンロードします。
	
	SERVICE_UNLOAD	---------キーワードなし--------------------------|
	

キーワード
このコマンドに関連するキーワードはありません。

例

RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(SERVICE_UNLOAD)
TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	service_unload)
to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'service_unload'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



5.33.4	ExcelReadServiceの例
以下の場合の例が提供されています。

RDML
RDMLX



5.33.5	トラブルシューティング
FILEキーワードは、旧バージョンのLANSA	Integratorとの互換性を維持するためにREADコマン
ドとWRITEコマンドで引き続きサポートされます。ただし、新しい開発の場合は以下の構造を
使用することをお勧めします。

									スプレッドシートから読み込む場合(OPENキーワードのMODEは省略値で*READ)：
						OPEN	FILE(ABC.XLS)

						READ

						CLOSE

									スプレッドシートに書き込む場合：
						OPEN	FILE(ABC.XLS)	MODE(*WRITE)

						WRITE

						CLOSE



5.34	SQLService
SQLServiceは、JDBCドライバーでアクセス可能なデータベースと通信できるアプリケーション
を開発できるように設計されています。SQLServiceはさまざまなシナリオで実行できますが、
IBM	i	アプリケーション(LANSA、RPG、Cobol、その他のIBM	i	言語で書かれたアプリケーショ
ン)でJDBCドライバーを使用して他のプラットフォーム上のデータにアクセスする場合が最も一
般的です。

いくつかの使用例を示します。

									Windowsサーバー上のSQLサーバー・データベースのデータにアクセスするIBM	i
(LANSA、RPG、Cobol)アプリケーション

									Linuxサーバー上のOracleデータベースのデータにアクセスするIBM	i	(LANSA、RPG、
Cobol)アプリケーション

									別のIBM	i	マシン上にあるDB2データベースのデータにアクセスするIBM	i	(LANSA、
RPG、Cobol)アプリケーション

上記の例は、他のマシン上の異なるタイプのデータベースのデータにアクセスするIBM	i	アプリ
ケーションについて説明していますが、こればかりではありません。例えば、Windowsベースの
アプリケーションがJDBCドライバーと通信してIBM	i	のデータにアクセスすることが要件とな
る場合があります。

このサービスとJDBCドライバーを使用すれば、他のデータベースのレコードの読み込みと更新
がさらに簡単になります。また、リモート・サーバー上のデータに対するリアルタイムの更新と
アクセスも可能です。同じ目的を実現するために、別のプラットフォーム上のポーリング・プロ
グラムがデータを取得し、そのデータを処理して他のデータベースに入れるまで、データを保管
するデータ待ち行列やステージング・ファイルを使用する方法もあります。このようなプロセス
では、CPUリソースとネットワーク・リソースを消費するため、情報を処理しない場合でもリス
クを伴います。サービスの使用方法の詳細については、「SQLServiceの役割」を参照してくださ
い。

関連サービス
関連サービスはありません。

技術仕様
SQLServiceを使用する場合、主な要件となるのが、接続するデータベース用のJDBCドライバー
の入手です。ドライバーは、データベース・ベンダーから各自で入手する必要があります。ほと
んどのベンダーでは、インストールCDで必要なドライバーを提供しています。また、ベンダー
のWebサイトからダウンロードすることもできます。多くの場合、これらのドライバーは無料で
入手可能です。ほとんどのデータベースでは、データベースと完全に同じバージョンのドライ
バーを使用する必要があります。そのため、接続するデータベースのバージョンやタイプに適し
たドライバーを入手してください。この情報の最適な情報源となるのがベンダーのWebサイトで
す。役立つサイトをいくつかご紹介します。

Oracle	JDBCドライバー：www.oracle.com/technology/software/tech/java/sqlj_jdbc/index.html
Microsoft	SQLサーバー・ドライバー：www.microsoft.com/technet/downloads/sqlsrvr.mspx
適応可能なサーバー・ドライ
バー：www.sybase.com/products/informationmanagement/softwaredeveloperkit/jconnect
注：多くのデータベースの場合、ドライバーもサード・パーティーのソースから入手できます。

IBM	Toolbox	for	Javaには、IBM	i	用のJDBCドライバーが2つ付属しています。これらのドライ

http://www.oracle.com/technology/software/tech/java/sqlj_jdbc/index.html
http://www.microsoft.com/technet/downloads/sqlsrvr.mspx
http://www.sybase.com/products/informationmanagement/softwaredeveloperkit/jconnect


バーを使用してDB2データにアクセスできます。

									IBM	Toolbox	for	Java	JDBCドライバー	-	これはType	4ドライバーです。データベース・ホス
ト・サーバーに直接ソケット接続を行います。

									IBM	Developer	Kit	for	Java	JDBCドライバー	-	これはType	2ドライバーです。SQL	CLI	(Client
Level	Interface)のネイティブ・メソッド呼び出しを行います。

IBM	i	上のDB2データにJDBCドライバー経由でアクセスする必要がある場合、上記のいずれかを
使用します。通常、IBM	i	のJVMのみでプログラムを実行し、データが同じマシン上にある場合
はネイティブ・ドライバーを使用します。他のJVMでプログラムを実行する場合や、Javaプログ
ラムとデータが別々のIBM	i	のOSシステム上にある場合はToolboxドライバーを使用する傾向が
あります。IBM	Toolbox	for	Javaの詳細については、「IBM	Toolbox	for	Java」を参照してくださ
い。

このサービスでは、SQLの基礎知識が前提となります。SETコマンドにより、SQLステートメン
トに対するさまざまなコミット制御機能を管理できます。この機能については本書である程度詳
しく説明しますが、各タイプの効果に関する詳しい説明は省略します。

最後に、ネットワークでリモート・サーバーを利用できることと、データベースにアクセスでき
るようにすべての接続を設定したことを確認します。



5.34.1	SQLServiceの役割
このサービスが最もよく使用されるのは、IBM	i	アプリケーションが別のサーバー上のデータに
アクセスする場合です。これは、別のIBM	i	上のDB2データベース、Linuxボックス上のOracle
データベース、Windowsマシン上のSQLサーバー、その他JDBCドライバー経由でデータにアク
セス可能な組み合わせなどが該当します。必要なデータ・アクセスは、CREATE、READ、
UPDATE、DELETEになります。
リモート・データベースにアクセスするという点で同じ目的を実現するには複数の方法がありま
すが、JDBCが最も簡単な場合が多いため、このような問題の対応方法を決める際に検討すべき
方法がSQLServiceになります。
以下に、このサービスの使用を実証するいくつかの例を示します。

例1
Webアプリケーションのサンプルが多数あり、これらが複数のサーバーの情報にアクセスする必
要があるとします。IBM	i	サーバーではLANSA	for	the	Webアプリケーションが実行しています。
このアプリケーションはIBM	i	のほとんどの情報にアクセスしますが、複数の画面で、IBM	i	か
ら収集されるデータに加えてWindowsサーバー上のOracleデータベースにある一部のデータを表
示する必要があります。IBM	i	上にあるデータについては、LANSA	IBM	i	アプリケーションの場
合と同様に通常の方法でこの情報のFETCH、SELECT、INSERT、UPDATE、DELETEを行いま
す。ただし、Oracleデータベースにあるデータについては、SQLServiceを使用してJDBCドライ
バー経由でこのデータベースにアクセスすることを真剣に検討する必要があります。

他にも、LANSAを使用してこの目的を実現できる方法があります。データをIBM	i	上のデータ待
ち行列やステージング・ファイルに置くようにして、Visual	LANSAアプリケーションでこの
データ待ち行列やステージング・ファイルをポーリングしてから、必要に応じてDB2データベー
スやOracleデータベースにデータを転送します。簡単なソリューションの場合、この方法はかな
り効果的です。ただし、いくつかの欠点があります。

									この方法では、IBM	i	からデータを取り出すという概念が使用されます。この場合、Web
アプリケーション自体は更新を行う別のシステムに依存します。

									Visual	LANSAアプリケーションのポーリングが定期的に行われない場合、Webアプリケー
ションでは非同期データや非リアルタイム・データが生じる可能性があります。この問題は
ポーリング・レートを増やすことで解消されますが、当然CPUリソースやネットワーク・リ
ソースの消費が増えます。更新が必要なデータがない場合でも、データ待ち行列やステージ
ング・ファイルを調べるためにポーリングは引き続き行われます。これは、データを何らか
の形で移動する必要があるかどうかを判断できる唯一の方法であるためです。

SQLServiceとJDBCドライバーを使用すると、Webユーザーに対してデータのアクセスやデータ
の更新を必要な限り行うことができます。これは、データベースへのアクセスがLANSA	for	the
WebのWebEventファンクションやWAM自体で処理されるためです。データを転送する際にポー
リング・アプリケーションに依存することはありません。したがって、この方法では、必要なと
きにのみCPUリソースやネットワーク・リソースを使用します。

例2
「IBM	i	アプリケーションではなぜJDBCドライバーを使用してIBM	i	のDB2データにアクセスす
る必要があるのか?」(IBM	Toolbox	for	Javaに付属の2つのドライバーによる規定)という疑問があ
ります。

このような方法は、別のリモートIBM	i	上にあるDB2データベースにアクセスする場合に特に役
立ちます。例えば、ある組織で、IBM	i	マシンが世界中のさまざまな場所で使用されているとし



ます。ある国で実行するLANSA、RPG、またはCobolアプリケーションが、別の国にあるIBM	i
上のDB2データベースのデータにアクセスする必要が生じる場合があります。これは、
SQLServiceを使用する場合の適例です。SQLServiceを使用すると、IBM	Toolbox	for	Java	JDBCド
ライバー経由でリモートDB2データベースにリアルタイムでアクセスできます。このドライバー
はすべてのIBM	i	インストールに付属しているため、IBM	i	アプリケーションでリモートDB2
データベースにアクセスする場合の簡単でコスト効率の良いメカニズムになります。



5.34.2	SQLServiceの使用
RDML/RDMLXと、RPGまたはCなどの3GLのどちらでクライアント・アプリケーションを作成
する場合も同じ基本ステップを完了する必要があります。

例えば、リモート・データベースにアクセスする必要があるアプリケーションは、通常、以下の
コマンドを発行します。

JSM(X)_OPEN
JSM(X)_COMMAND
					SERVICE_LOAD
										CONNECT
										SET
										EXECUTE
										READ
										COMMIT
										ROLLBACK
										METADATA
										DISCONNECT
					SERVICE_UNLOAD
JSM(X)_CLOSE
選択した開発言語に適用されるコマンドの詳細については、「Java	Service	Managerクライアン
ト」を参照してください。



5.34.3	SQLServiceのプロパティ
以下にSQLService.propertiesの内容を示します。これらは、標準LANSAに付属しています。
最初の2つのセクションが最も重要です。
最初のセクションはJDBCドライバーの詳細です(driver.db2=com.ibm.as400.AS400JDBCDriverな
ど)。CONNECTコマンドで指定するドライバーIDは、SQLService.propertiesファイルで関連ドラ
イバーを検索します(「=」記号の左側)。使用する実際のドライバーの名前が「=」記号の右側に
表示されます。このJDBCドライバーは、LANSA	Integratorインスタンスのjarディレクトリにあり
ます。ユーザーの責任でドライバーがjarディレクトリにあることを確認してください。
2番目のセクションはデータベースの詳細を指定します
(database.info=jdbc:as400://DBHOST/LIBRARY;naming=sql;errors=full;date
format=iso;translate	binary=trueなど)。CONNECTコマンドで指定するデータベースは、
SQLService.propertiesファイルで関連データベースを検索します(「=」記号の左側)。使用する実
際のデータベースの名前と場所が「=」記号の右側に表示されます。データベースの詳細に一部
の起動の詳細も含まれている点に注意します。

	
#!<studio-project	id="20000000-000000"	name="lansa">
#
#	SQLService	resource	(	Default	)
#
driver.db2=com.ibm.as400.access.AS400JDBCDriver
driver.oracle=com.ddtek.jdbc.oracle.OracleDriver
driver.sqlserver=com.ddtek.jdbc.sqlserver.SQLServerDriver
#	driver.sqlserver=com.microsoft.jdbc.sqlserver.SQLServerDriver
driver.sqlanywhere=com.sybase.jdbc2.jdbc.SybDriver
#
#	database.info=jdbc:microsoft:sqlserver://DBHOST
#	database.northwind=jdbc:microsoft:sqlserver://10.10.10.10:1433;databasename=Northwind
#	database.info=jdbc:datadirect:sqlserver://DBHOST:1433
#	database.info=jdbc:datadirect:oracle://DBHOST:1521;sid=oemrep
#	database.info=jdbc:sybase:Tds:DBHOST:2638?ServiceName=dbname
database.info=jdbc:as400://DBHOST/LIBRARY;naming=sql;errors=full;date	format=iso;translate	binary=true
#
message.001=Service	successfully	loaded
message.002=Service	successfully	unloaded
message.003=Command	is	not	supported	:
message.004=Missing	DATABASE	keyword
message.005=Missing	DATABASE	resource	from	service	properties
message.006=Missing	DRIVER	keyword
message.007=Missing	DRIVER	resource	from	service	properties



message.008=No	current	database	connection
message.009=EXECUTE	command	requires	QUERY,	UPDATE,	PREPARED	or	CALL	keyword
message.010=Require	list	to	receive	result
message.011=No	SQL	command
message.012=No	result	set	available	for	reading
message.013=Column	count	does	not	match	list	field	count
message.014=Field	mapped	column	does	not	exist	in	result	set	:
message.015=Result	set	is	empty
message.016=Require	parameter	map	list
message.017=Field	column	map	requires	a	two	field	list
message.018=Map	field	does	not	exist	in	function	:
message.019=Missing	TABLE	keyword
message.020=Require	working	list
message.021=Working	list	requires	four	fields
message.022=No	suitable	driver	found
message.023=No	CALL	command
message.024=Unsupported	call	type	:
message.025=Cannot	connect	to	database
#
#!</studio-project>
	



5.34.4	SQLServiceのコマンド
アプリケーションからSQLServiceにコマンドを発行するには、JSM_COMMANDや
JSMX_COMMAND組み込み関数または選択した開発言語のAPIを使用してJava	Service	Manager経
由でコマンド文字列を渡します。

SQLServiceで処理するコマンドは以下のとおりです。
SERVICE_LOAD
CONNECT
SET
GET
EXECUTE
READ
COMMIT
ROLLBACK
METADATA
DISCONNECT
SERVICE_UNLOAD



SERVICE_LOAD
サービスをロードして初期化します。

																																																										必須
	SERVICE_LOAD	----	SERVICE	---------サービス名--------------->
																																																										任意
															>--	TRACE	-----------	*NO	------------------------>
																																					*YES
																																					*ERROR
															>--	TRACE_NAME	------名前-----------------------|
																																					*SERVICE
																																					*PROCESS
																																					*FUNCTION
																																					*JOBNAME
																																					*JOBUSER
																																					*JOBNUMBER
詳細については、以下を参照してください。

クライアントからのサービス・プログラム・トレース

キーワード

SERVICE ロードするサービスの名前	-	この場合はSQLService

TRACE クライアント・プログラムのトレースを有効にするに
は、SERVICE_LOADコマンドでTRACEキーワードを使
用します。

TRACEキーワードに可能な値は以下のとおりです。
									*NO
									*YES

									*ERROR
トレース・オプション*ERRORはトレースを有効にし
ます。サービスがステータスERROR、FATAL、または
SOAPFAULTをクライアントに返さない場合、トレー
ス・ファイルはJSM	CLOSE呼び出しで削除されます。

TRACE_NAME このオプションのキーワードを使用すると、クライア
ントは、クライアントのtraceサブディレクトリの最後
にユーザー定義の名前を追加できます。

TRACE_NAMEキーワードには、特殊なキーワード値
も使用できます。

									*SERVICE



									*PROCESS
									*FUNCTION

									*JOBNAME
									*JOBUSER
									*JOBNUMBER

例

RDML
*	Define	the	field	to	hold	the	JSM	command
DEFINE	FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('SERVICE_LOAD	SERVICE(SQLService)'
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)

RDMLX
#jsmcommand	:=	'service_load	service(SQLService)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	#jsmcommand)	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)

ILE	RPG
c																			eval						jsmcmd	=	'service_load'
c																													+	'	service(SQLService)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)



CONNECT
CONNECTコマンドは、リモート・データベースに接続する場合に使用されます。データベース
に対するアクティビティを実行するには、リモート・データベースに接続する必要があります。

	CONNECT	---------	DRIVER	-----------値----------------------->
															>--	DATABASE	---------値----------------------->
															>--	USER	-------------値----------------------->
															>--	PASSWORD	---------値-----------------------|

キーワード

DRIVER このキーワードを使用して、リモート・データベースへ
のアクセスに使用するJDBCドライバーの名前を指定し
ます。

ここで指定した値は、SQLServiceプロパティ・ファイル
のキー・エントリーに対応していなければなりません。
この参照により、JDBCドライバーのフル名とフル・パ
スの詳細が提供されます。
このキーワードは必須です。

DATABASE このキーワードは、JDBCドライバーで接続するデータ
ベースを指定する場合に使用されます。

ここで指定した値は、SQLServiceプロパティ・ファイル
のキー・エントリーに対応していなければなりません。
この参照により、データベースのフル名とフル・パスの
詳細が提供されます。
このキーワードは必須です。

USER このキーワードは、データベースへの接続に使用する
ユーザーIDを保持する場合に使用されます。
このキーワードは必須です。

PASSWORD このキーワードは、データベースへの接続に使用する
ユーザーIDのパスワードを保持する場合に使用されま
す。

このキーワードは必須です。

コメント/警告
省略値では接続は自動接続モードで確立されます。つまり、各ステートメントの実行後に変更を
自動的にコミットします。

追加のデータベース接続プロパティをSQLServiceプロパティ・ファイルに配置する必要がありま



す。

例

RDML
*	Define	the	JSM	message	fields
DEFINE	FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(020)
DEFINE	FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)
DEFINE	FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('CONNECT	DRIVER(DB2)	DATABASE(JSMJDBC)	USER(SMITH)	PASSWORD(PASSWORD)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)

RDMLX
*	Define	the	JSM	Command	related	fields
Define	Field(#JSMSTS)	Type(*Char)	Length(020)
Define	Field(#JSMMSG)	Type(*Char)	Length(256)
Define	Field(#JSMCMD)	Type(*Char)	Length(256)
Define	Field(#JSMHND)	Type(*Char)	Length(4)
#JSMCMD	:=	'Connect	Driver(DB2)	Database(JSMJDBC)	User(SMITH)	Password(PASSWORD)'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)



SET
SETコマンドは、データベースに対するアクティビティを実際に行う前にデータベース接続プロ
パティを設定する場合に使用されます。このコマンドのすべての機能を理解することが非常に重
要です。

	SET	-------------	READONLY	--------	*YES	------------------------->
																																					*NO
															>--	AUTOCOMMIT	------	*YES	------------------------->
																																					*NO
															>--	ISOLATION	-------	*NONE	------------------------>
																																					*READCOMMIT
																																					*READUNCOMMITTED
																																					*REPEATABLEREAD
																																					*SERIALIZABLE
															>--	PARAMETER	-------	*LIST	------------------------>
																																					*SQL
																																					*CALL
																																					*MAP
																																					*NONE
															>--	ONERROR	---------	*DISCONNECT	------------------>
																																					*CONTINUE
																																					*ROLLBACK
															>--	ONWARNING	-------	*STOP	------------------------>
																																					*CONTINUE
															>--	SQLSTATE	--------	*NONE	------------------------|
																																					*ERROR
																																					*WARNING
																																					*ALL

キーワード

READONLY このキーワードは、現在のデータベース接続が読み込
みアクセスや書き込みアクセスを許可するかどうかを
指定します。最初にCONNECTコマンドを使用して
データベース接続を確立する必要があります。この
キーワードは、現在のデータベース接続に適用されま
す。

省略値では、データベース接続が確立されると、読み
込みアクセスと書き込みアクセスが許可されます(デー
タベースで課せられている制限によって異なります)。
値が*YESの場合、データベースの変更は各ステート
メントの実行後に自動的にコミットされます。
値が*NOの場合、データベースの変更はプログラムに
よるトランザクションの境界で制御されます。



詳細については、このコマンドの「コメント/警告」を
参照してください。

AUTOCOMMIT このキーワードは、情報がデータベースに自動的にコ
ミットされるかどうかを指定します。このキーワード
を使用するには、最初にCONNECTコマンドでデータ
ベース接続を確立する必要があります。このキーワー
ドは、現在のデータベース接続に適用されます。

省略値では、接続が確立されると、自動コミット・
モードになります。
値が*YESの場合、データベースの変更は各ステート
メントの実行後に自動的にコミットされます。
値が*NOの場合、データベースの変更はプログラムに
よるトランザクションの境界で制御されます。

詳細については、このコマンドの「コメント/警告」を
参照してください。

ISOLATION このキーワードは、現在のデータベースに適用される
トランザクション・アイソレーションのレベルを指定
します。このキーワードを使用するには、CONNECT
コマンドでデータベース接続を確立する必要がありま
す。このキーワードは、現在のデータベース接続に適
用されます。

省略値は*NONEです。それ以外の場合、	ANSI/ISO
のSQL規格で定義されたトランザクションの以下の4
つのレベルから選択できます。
*READUNCOMMITTED
コミットされていないすべてのデータを接続から読み
込むことができます。これは、アイソレーションがな
い場合(*NONE)と同じではありません。
*READCOMMITTED
このレベルでは、ダーティー読み込みは防止されます
が、ファントム読み込みやノンリピータブル読み込み
は防止されません。このアイソレーション・レベルを
使用する場合、現在のトランザクションの開始前にコ
ミットされたデータのみを使用できます。ダー
ティー・データや、同時トランザクションで行われた



変更は使用できません。
このレベルは*READUNCOMMITTEDよりも明らかに
制限されます。

*REPEATABLEREAD
このレベルでは、ダーティー読み込みやノンリピータ
ブル読み込みは防止されますが、ファントム行は防止
されません。つまり、*READUNCOMMITTEDや
*READCOMMITTEDと比較した場合、この読み込みを
待機しなければならない他のトランザクションが増え
る可能性があります。
これは*READCOMMITTEDよりも制限されます。
*SERIALIZABLE
*SERIALIZABLEでは、トランザクション・アイソ
レーションが最大になります。トランザクションが
*SERIALIZABLEレベルで分離される場合、トランザ
クションの開始前にコミットされたデータのみを使用
できます。ダーティー・データも、トランザクション
実行時にコミットされた同時トランザクション変更も
使用できません。このレベルでは、トランザクション
は同時ではなく次々と効率的に実行されるため、シリ
アル・トランザクション実行をエミュレートします。
これは*REPEATABLEREADよりも制限されます。
アプリケーションに適用する正しいアイソレーショ
ン・レベルを判断するには、これらのアイソレーショ
ン・レベルに関して以下の3つの現象を理解する必要
があります。

									ダーティー読み込み	-	トランザクションは、コ
ミットされていないトランザクションで書き込まれ
たデータを読み込みます。2番目のトランザクショ
ンがロールバックされると、ロールバックにより変
更が取り消されるため、最初のトランザクションで
読み込まれたデータは無効になります。最初のトラ
ンザクションは、読み込まれたデータが無効になっ
たことに気付きません。

									ノンリピータブル読み込み	-	トランザクション
は、以前に読み込んだデータを再度読み込み、コ



ミットされた別のトランザクションによってデータ
が修正されたことを認識します。

									ファントム読み込み	-	データベースに追加され
た新しいレコードを、挿入前に開始したトランザク
ションで検出できる場合、ファントム読み込みが行
われます。トランザクションは再度クエリーを実行
し、検索条件を満たす行セットを返しますが、コ
ミットされた別のトランザクションによって条件を
満たす追加行が挿入されたことを認識します。

ANSI/ISOのSQL規格のアイソレーション・レベルと、
対応する動作の概要を以下の「コメント/警告」の表に
まとめています。

PARAMETER このキーワードを使用すると、EXECUTEコマンドや
READコマンドの実行前にSQLステートメントを準備
できます。ここで指定した値は、データベースで実行
するアクティビティのタイプに大きく依存します。

このキーワードには以下の4つの値が可能です。
									*LIST	-	EXECUTEコマンドのUPDATEキーワー
ドを使用する場合、この値を設定できます。この方
法を使用する場合、データベースに対して追加、更
新、または削除する値は、このコマンドの
SERVICE_LISTに含まれるリストに指定します。複
数のレコードを更新(挿入または削除)する場合、こ
のオプションを使用することをお勧めします(それ
以外の場合は、レコードと同じ回数だけEXECUTE
を実行する必要がありますが、システムやネット
ワークに余分な負荷がかかります)。このコマンド
の以下の「リストと変数」および「例」を参照して
ください。

									*SQL	-	EXECUTEコマンドより前にSQLステート
メントを準備する場合、この値を設定できます。
SQLステートメントを準備して、このコマンドの
SERVICE_LISTで渡される作業リストにSQLステー
トメントを配置します。この機能は、長いSQLス
テートメントを使用する場合に特に役立ちます。特
に、最大フィールド長がわずか256文字のRDMLア



プリケーションの場合に便利です。詳細について
は、このコマンドの以下の「リストと変数」および
「例」を参照してください。

									*CALL	-	IN、OUT、INOUTの各パラメータを含
むプロシージャ・コールを使用する場合、この値を
設定できます。

									*MAP	-	大きな結果セットがクエリーから返され
ることが予想される場合、READコマンドを使用し
て値のリストを受け取るように選択する必要があり
ます。READコマンドを使用するには、このキー
ワードを*MAPに設定する必要があります。*MAP
では、このコマンドのSERVICE_LISTに列とフィー
ルドのマッピング情報が含まれます。詳細について
は、このコマンドの以下の「リストと変数」および
「例」を参照してください。

									*NONE	-	現在のマップ、リスト、SQLステート
メントを消去する場合にこの値を使用できます。

ONERROR このキーワードは、SQLステートメントの実行時に例
外が発生した場合に行うアクションを指定する場合に
使用されます。

以下の3つのオプションが可能です。
									*ROLLBACK	-	SQLステートメントの実行時に例
外が発生した場合、ロールバックが開始されます。

									*CONTINUE	-	SQLステートメントの実行時に例
外が発生した場合、処理が続行されます。

									*DISCONNECT	-	SQLステートメントの実行時に
例外が発生した場合、データベース接続が閉じられ
ます。

省略値は*DISCONNECTです。

ONWARNING このキーワードは、SQLステートメントの実行時に警
告メッセージが発生した場合に行うアクションの指定
に使用されます。

以下の2つの値が可能です。
									*CONTINUE	-	SQLステートメントの実行時に警



告が発生した場合、処理が続行されます。

									*STOP	-	SQLステートメントの実行時に警告が発
生した場合、コマンドが中止します。

省略値は*STOPです。

SQLSTATE 省略値では、SQLExceptionが発生した場合、JSMSTS
フィールドはERRORに設定され、SQLWarningが発生
した場合、JSMSTSフィールドはWARNINGに設定され
ます。

このキーワードを使用して、これらの省略値の代わり
に実際のSQLxxxxxコードを返すことができます。
以下の4つの値が可能です。
									*ALL	-	SQLExceptionまたはSQLWarningは
SQLxxxxxステータスを返します。

									*ERROR	-	SQLExceptionはSQLxxxxxステータス
を返し、SQLWarningはWARNINGステータスを返し
ます。

									*WARNING	ERROR	-	SQLWarningはSQLxxxxxス
テータスを返し、SQLExceptionはERRORステータス
を返します。

									*NONE	-	SQLExceptionはERRORステータスを返
し、SQLWarningはWARNINGステータスを返しま
す。

省略値は*NONEです。

コメント/警告
JDBCドライバーには、コミット制御や例外処理用のベンダー定義の省略値設定があります。例
えば、自動コミットは通常有効になっています。

ANSI/ISOのSQL規格のアイソレーション・レベルと、対応する動作の概要を以下の表にまとめ
ています。

アイソレーション・レ
ベル

ダーティー
読み込み

ノンリピー
タブル読み
込み

ファント
ム読み込
み

*READUNCOMMITTED 可能 可能 可能



*READCOMMITTED 不可能 可能 可能

*REPEATABLEREAD 不可能 不可能 可能

*SERIALIZABLE 不可能 不可能 不可能

SQLService	SETコマンドでは、各自の要件に合うようにこれらの設定をオーバーライドする機能
が提供されます。

本書では、コミット制御やエラー処理については詳しく説明しません。アイソレーション・レベ
ル、コミット制御、エラー処理に慣れていない場合は、該当トピックについて他の媒体から調べ
ることを強くお勧めします。これらのトピックはかなり一般的であるため、学術書やWebサイト
の参照から始めると良いかもしれません。データベース・ベンダーから提供されている、該当ト
ピックに関する資料を確認することもお勧めします。

コミットとロールバックのロジックを広範囲にテストすることを強くお勧めします。

リストと変数
PARAMETERキーワードでは、SQLステートメントを準備する際にかなり役立つ技術が提供され
ます。この技術を使用すれば、コードは簡素化され、多くの場合、より効率的なアプリケーショ
ンを作成できます。

PARAMETERキーワードに値*LIST、*SQL、*MAPまたは*CALLを指定して使用する場合、SET
コマンドで作業リストを指定する必要があります。作業リストに含まれる情報は、3つの値のど
れを指定するかによって異なります。

以下に、各値の使用目的と、コマンドで渡す必要のあるリスト情報を示します。

*LIST	-	リモート・データベースから挿入、更新、削除するレコードのリストを渡すことが
できます。このリストは、プリペアドSQLステートメントとともにリモート・データベー
スに送られます。プリペアドSQLステートメントはリストのレコードごとに一度実行され
ます。この機能により、ネットワーク・リソースやシステム・リソースを軽減できます。
あるいは、ループ内でSQLステートメントを実行し、更新が必要な個別レコードごとにSQL
ステートメントをサーバーに送信します。この値で指定された作業リストにより、SQLス
テートメントで必要な各フィールドの列が1つ提供されます。EXECUTEコマンドで説明す
るように、列の順序が重要です。

*SQL	-	EXECUTEコマンドの前にSQLステートメントを準備できます。これは、SQLステー
トメントが非常に大きい場合に特に役立ちます(例えば、RDMLアプリケーションの最大
フィールド・タイプは256文字のため、JSM_COMMANDでこの大きなSQLステートメント
を使用する場合、SQLステートメントの挿入に利用可能なスペースはこれよりもかなり少
なくなります)。この値を設定する場合、大きなSQLステートメントを作業リストに配置で
きます。必要に応じて、ステートメントを作業リストの多数の行にわたって配置できます
(注：SETコマンドにつき1つのステートメントのみ)。このオプションで渡される作業リス
トには、SQLステートメントを含む単一文字フィールドを含める必要があります。

*CALL	-	IN、OUT、INOUTストアド・プロシージャ・コール・パラメータを渡すことがで
きます。作業リストの引数は3列必要です。この3列はそれぞれタイプ、方向、値になりま
す。タイプ列に可能な値は、*CHAR、*VARCHAR、*SMALLINT、*INTEGER、*FLOAT、
*DOUBLE、*DECIMALおよび*NUMERICです。方向列に可能な値は*IN、*OUT、*INOUT
です。値列は文字列です。

*MAP	-	データベースのクエリーから大きな結果セットを受け取ることが予想される場合、
READコマンドを使用して結果セットの値を取得する必要があります。この方法を使用する



場合、列フィールド・マッピングを含む作業リストをこのSETコマンドで渡す必要がありま
す。値*MAPの場合、リストはこの目的で使用されます。渡した作業リストには、列/
フィールドのマッピングを記述する2つの列が含まれます。つまり、最初の列には、リモー
ト・テーブルから返される値を保持するためにこの機能で使用されるフィールド名、2番目
の列には、リモート・テーブルで名付けられる関連フィールドの名前が保持されます。こ
のリストには、クエリーから返されるフィールドと同じ数の行があります。この機能とそ
の使用場所の詳細については、「READ」コマンドを参照してください。

これらのオプションを互いに組み合わせて使用する可能性も十分にある点に注意してください。
この仕組みについて確認するには、以下の例とSQLServiceの例を参照してください。RDMLまた
はRDMLXアプリケーションのサービス・コマンドに作業リストを指定する方法については、
「SQLServiceの例」を参照してください。

例
SQLServiceサービスのSET、EXECUTE、READの各コマンドは、それぞれ緊密に関連していま
す。そのため、「SQLServiceの例」の拡張例を確認することをお勧めします。

RDML
*	Define	the	field	to	hold	the	JSM	command
DEFINE	FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)
Define	the	field	and	list	that	will	hold	the	SQL	command
DEFINE	FIELD(#COLCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(100)
DEF_LIST	NAME(#WRKCMD)	FIELDS(#COLCMD)	TYPE(*WORKING)
*	SET	the	commitment	control	settings
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('SET	ISOLATION(*READCOMMITTED)	AUTOCOMMIT(*NO)	ONERROR(*ROLLBACK)	ONWARNING(*CONTINUE)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
*	Set	up	the	SQL	statement	in	the	list	then	run	the	SET	command
CHANGE	FIELD(#COLCMD)	TO('SELECT	ID,NAME,AGE,SALARY')
ADD_ENTRY	TO_LIST(#WRKCMD)
CHANGE	FIELD(#COLCMD)	TO('FROM	TBLNAME')
ADD_ENTRY	TO_LIST(#WRKCMD)
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('SET	PARAMETER(*SQL)	SERVICE_LIST(COLCMD)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#WRKCMD)

RDMLX
*	Define	the	JSM	Command	related	fields
Define	Field(#JSMSTS)	Type(*Char)	Length(020)
Define	Field(#JSMMSG)	Type(*Char)	Length(256)
Define	Field(#JSMCMD)	Type(*Char)	Length(256)
Define	Field(#JSMHND)	Type(*Char)	Length(4)
*	Define	the	field	and	the	list	to	hold	an	SQL	statement
Define	Field(#COLCMD)	Type(*Char)	Length(020)
Def_List	Name(#WRKCMD)	Fields(#COLCMD)	Type(*WORKING)



*	Set	up	the	commitment	control	settings
#JSMCMD	:=	'Set	Isolation(*READCOMMITTED)	AutoCommit(*NO)	OnError(*ROLLBACK)	OnWarning(*CONTINUE)'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
*	Build	an	SQL	statement	then	run	the	Set	command
#COLCMD	:=	'Select	ID,NAME,AGE,SALARY'
Add_Entry	To_List(#WRKCMD)
#COLCMD	:=	'From	TBLNAME'
Add_Entry	To_List(#WRKCMD)
#JSMCMD	:=	'Set	Parameter(*SQL)	Service_List(COLCMD)'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG	#MAPLST)



GET
GETコマンドは、プリペアド・ステートメントのパラメータ・リストやストアド・プロシージャ
の呼び出しパラメータから、エラー状態の行番号を取得する場合に使用されます。

	GET	-------------	OBJECT	----------	*PARAMETERLISTROW	---------|
																																					*PARAMETERCALL

キーワード

OBJECT *PARAMETERLISTROWは、エラーが生じたリス
ト・エントリーを返す場合に使用されます。

見つかった誤りのある最初の行番号が、JSMコマ
ンド組み込み関数のJSMメッセージ・フィールド
に返されます。

*PARAMETERCALLは、ストアド・プロシー
ジャの呼び出しパラメータを返す場合に使用され
ます。

コメント/警告
このコマンドは、パラメータ・リストを含むプリペアド・ステートメントが重複キー・エラーな
どの例外を返した場合に特に役立ちます。このコマンドを使用すると、リスト内のどの行がエ
ラーの原因なのかを解明できるため、正しい手段を講じることができます。

このコマンドを使用する場合、通常の流れは以下のようになります。

ステップ1：プリペアド・ステートメントを実行します。
ステップ2：返されたステータスがOKの場合、処理を続行します。
ステップ3：返されたステータスがOK以外の場合、GETコマンドを使用して、エラーの行を明確
にします。

例

RDML
*	Define	the	JSM	command	and	message	fields
DEFINE	FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(020)
DEFINE	FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)
DEFINE	FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)
*
*	Define	the	field	to	hold	the	INSERT	statement
DEFINE	FIELD(#COLCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(100)
DEF_LIST	NAME(#WRKCMD)	FIELDS(#COLCMD)	TYPE(*WORKING)
*
*	Define	the	fields	used	in	the	working	list



DEFINE	FIELD(#COL1)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE	FIELD(#COL2)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)
DEFINE	FIELD(#COL3)	TYPE(*DEC)	LENGTH(8)	DECIMALS(0)
DEFINE	FIELD(#COL4)	TYPE(*DEC)	LENGTH(12)	DECIMALS(2)
*	Define	the	working	list	to	hold	the	values
*	to	be	used	by	the	INSERT	statement
DEF_LIST	NAME(#WRKLST)	FIELDS(#COL1	#COL2	#COL3	#COL4)	TYPE(*WORKING)
*
*	Create	bind	values
CHANGE	FIELD(#COL1)	TO(B2001)
CHANGE	FIELD(#COL2)	TO('Tom')
CHANGE	FIELD(#COL3)	TO(45)
CHANGE	FIELD(#COL4)	TO(35000.60)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#WRKLST)
*	(**********)
CHANGE	FIELD(#COL1)	TO(A2012)
CHANGE	FIELD(#COL2)	TO('Antony')
CHANGE	FIELD(#COL3)	TO(45)
CHANGE	FIELD(#COL4)	TO(35000.60)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#WRKLST)
*
*	Prepare	the	INSERT
CHANGE	FIELD(#COLCMD)	TO('INSERT	INTO	TBLNAME(ID,NAME,AGE,SALARY)	VALUES(?,?,?,?)')
ADD_ENTRY	TO_LIST(#WRKCMD)
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('SET	PARAMETER(*SQL)	SERVICE_LIST(COLCMD)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#WRKCMD)
*
*	Prepare	the	list	to	contain	the	data	to	be	inserted
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('SET	PARAMETER(*LIST)	SERVICE_LIST(COL1,COL2,COL3,COL4)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#WRKLST)
*
*	Execute	the	prepared	statement
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('EXECUTE	PREPARED(*SQLPARAMETER)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
*
*	If	an	error	occur,	find	out	the	problem	row
IF	COND('#JSMSTS	*NE	OK')
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('GET	OBJECT(*PARAMETERLISTROW)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)



*
DISPLAY	FIELDS(#JSMMSG)
ENDIF

RDMLX
*	Define	the	JSM	command	and	message	fields
Define	Field(#JSMSTS)	Type(*CHAR)	Length(020)
Define	Field(#JSMMSG)	Type(*CHAR)	Length(256)
Define	Field(#JSMCMD)	Type(*CHAR)	Length(256)
Define	Field(#JSMHND)	Type(*Char)	Length(4)
*
*	Define	the	field	to	hold	the	INSERT	statement
Define	Field(#COLCMD)	Type(*CHAR)	Length(100)
Def_List	Name(#WRKCMD)	Fields(#COLCMD)	Type(*WORKING)
*
*	Define	the	fields	and	list	that	will	contains	the	result	set	returned	from	the	query
Define	Field(#COL1)	Type(*CHAR)	Length(010)
Define	Field(#COL2)	Type(*CHAR)	Length(020)
Define	Field(#COL3)	Type(*DEC)	Length(008)	Decimals(0)
Define	Field(#COL4)	Type(*DEC)	Length(012)	Decimals(0)
Def_List	Name(#WRKLST)	Fields(#COL1	#COL2	#COL3)	Type(*WORKING)
*
*	Create	bind	values
#COL1	:=	'B2001'
#COL2	:=	'Tom'
#COL3	:=	45
#COL4	:=	35000.60
Add_Entry	To_list(#Wrklst)
*
#COL1	:=	'B2002'
#COL2	:=	'Jones'
#COL3	:=	23
#COL4	:=	22000.60
Add_Entry	To_list(#Wrklst)
*
*	Prepare	the	INSERT
#COLCMD	:=	'Insert	Into	TBLNAME(ID,NAME,AGE,SALARY)	VALUES(?,?,?,?)'
Add_Entry	To_list(#Wrkcmd)
#JSMCMD	:=	'Set	Parameter(*SQL)	Service_List(COLCMD)'



Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG	#WRKCMD)
*
*	Prepare	the	list	to	contain	the	data	to	be	inserted
#JSMCMD	:=	'Set	Parameter(*LIST)	Service_List(COL1,COL2,COL3,COL4)'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG	#WRKLST)
*
*	Execute	the	prepared	statement
#JSMCMD	:=	'Execute	Prepared(*SQLPARAMETER)'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
*
If	'#JSMSTS	*ne	Ok'
*	If	an	error	occur,	find	the	problem	row	-	Get	command	will	return	the	row	number	into	the	#JSMMSG	field
#JSMCMD	:=	'Get	Object(*PARAMETERLISTROW)'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
ENDIF



EXECUTE
EXECUTEコマンドは、リモート・データベースに対してSQLステートメントを実行する場合に
使用されます。

																																																								条件付
	EXECUTE	---------	QUERY	-----------値----------------------->
																																					*SQLPARAMETER
															>--	UPDATE	----------値----------------------->
																																					*SQLPARAMETER
															>--	PREPARED	--------値----------------------->
																																					*SQLPARAMETER
															>--	CALL	------------値----------------------->
															>--	CALLTYPE	--------	*QUERY	---------------------->
																																					*UPDATE
																																					*EXECUTE
															>--	CALLSYNTAX	------	*JDBC	----------------------->
																																					*ORACLE
															>--	RETURN	----------	*NONE	-----------------------|
																																					*CHAR
																																					*STRING
																																					*SMALLINT
																																					*INTEGER
																																					*FLOAT
																																					*DOUBLE
																																					*DECIMAL
																																					*NUMERIC
																																					*ORACLECURSOR

キーワード

QUERY このキーワードを使用して、結果セットがSQLステー
トメントから返されると予想されるデータベースへの
クエリーを実行します。

キーワードは以下の2つのいずれかの方法で指定できま
す。

									このキーワードに直接SQLステートメントを指定
します。例えば、SELECT	'値','値'	FROM	tableなどに
なります。

									SETコマンドでPARAMETER(*SQL)キーワードを
使用してSQLステートメントを準備した場合、値
*SQLPARAMETERを使用します。

この詳細については、「コメント/警告」を参照してく
ださい。



UPDATE SQLのUPDATEを発行し、結果セットが返されると予測
されない場合、このコマンドを使用します。
キーワードは以下の2つのいずれかの方法で指定できま
す。

									このキーワードに直接SQLステートメントを指定
します。例えば、UPDATE	table	SET	col1='値'、また
はDELETE	FROM	table	WHERE	col1='値'などになりま
す。

									SETコマンドでPARAMETER(*SQL)キーワードを
使用してSQLステートメントを準備した場合、値
*SQLPARAMETERを使用します。

この詳細については、「コメント/警告」を参照してく
ださい。

PREPARED このキーワードではSQLステートメントを準備できま
す。ほとんどの場合、プリペアドSQLステートメント
でデータを使用できるようにする必要があります。こ
のような場合、SET	PARAMETER(*LIST)コマンドを使
用して作業リストにこれらの値を準備する必要があり
ます。

キーワードは以下の2つのいずれかの方法で指定できま
す。

									このキーワードに直接SQLステートメントを指定
します。例えば、UPDATE	table	SET	col1=?、または
DELETE	FROM	table	WHERE	col1=?のようになりま
す。疑問符があることに注意してください。疑問符
については、以下の「コメント/警告」で説明しま
す。

SETコマンドでPARAMETER(*SQL)キーワードを使用し
てSQLステートメントを準備した場合、値
*SQLPARAMETERを使用します。
この詳細については、「コメント/警告」を参照してく
ださい。

CALL このキーワードを使用して、SQLステートメントを実
行するストアド・プロシージャを呼び出します。この
ストアド・プロシージャはリモート・サーバーにあり



ます。
この詳細については、「コメント/警告」を参照してく
ださい。

CALLTYPE このキーワードは、CALLコマンドで指定したストア
ド・プロシージャがあるSQLステートメントのタイプ
を指定する場合に使用されます。

このキーワードには以下の3つの値が可能です。
									*QUERY	-	ストアド・プロシージャのSQLステー
トメントがクエリーの場合、CALLは結果セットを作
業リストに返します。

									*UPDATE	-	ストアド・プロシージャのSQLステー
トメントがUPDATE、INSERT、またはDELETEの場
合、CALLは(更新されたレコード数の)行数を返しま
す。

									*EXECUTE	-	このキーワードを指定した場合、ス
トアド・プロシージャでは何も返されません。

省略値は*QUERYです。
このキーワードを使用する場合に返されるリストの詳
細コメントについては、以下の「リストと変数」を参
照してください。

このキーワードと組み合わせて使用するのはCALLキー
ワードのみです。

CALLSYNTAX このキーワードは、JDBC構文とOracle	JDBC構文のどち
らを使用するかを指定する場合に使用されます。

このキーワードには以下の2つの値が可能です。
									*JDBC	-	標準のJDBC構文を使用するには、この
値を使用します。

									*ORACLE	-	Oracle	JDBC構文を使用するには、こ
の値を使用します。

このキーワードの使用の詳細については、以下の「コ
メント/警告」を参照してください。
このキーワードと組み合わせて使用するのはCALLキー
ワードのみです。



RETURN このキーワードは、ストアド・プロシージャ/ファンク
ションからの戻り値のデータ・タイプを指定する場合
に使用されます。
以下の値が可能です。

									*NONE	-	返される値はありません。
									*CHAR	-	データ・タイプCHARの値が返されま
す。

									*STRING	-	データ・タイプSTRINGRの値が返さ
れます。

									*SMALLINT	-	データ・タイプSMALLINTの値が
返されます。

									*INTEGER	-	データ・タイプINTEGERの値が返さ
れます。

									*FLOAT	-	データ・タイプFLOATの値が返されま
す。

									*DOUBLE	-	データ・タイプDOUBLEの値が返さ
れます。

									*DECIMAL	-	データ・タイプDECIMALの値が返
されます。

									*NUMERIC	-	データ・タイプNUMERICの値が返
されます。

									*ORACLECURSOR	-	返される値は、Oracleクエ
リーの結果セットにアクセスする際に使用するカー
ソルになります。これは、Oracleドライバーを使用す
るOracleデータベースでのみ使用できます。

省略値は*NONEです。
このキーワードの使用の詳細については、以下の「コ
メント/警告」を参照してください。
このキーワードと組み合わせて使用するのはCALLキー
ワードのみです。

コメント/警告
EXECUTEコマンドは非常に強力です。このコマンドを最大限に活用するには、その機能を理解



することが重要です。

以下に、各コマンドの使用タイミングと最適な使用方法について詳しく説明します。この内容を
よく読んでから進めてください。

QUERY
リモート・データベースに対してクエリーを実行し、結果セットが返されることが予想される場
合(例えば、SELECTから値が返される場合など)、通常、EXECUTE	QUERY(SQLステートメント)
コマンドを使用します。結果セットの取得方法については、以下の「リストと変数」を参照して
ください。

非常に大きなSQLステートメントを使用する場合、SET	PARAMETER(*SQL)コマンドでステート
メントを準備してからEXECUTE	QUERY(*SQLPARAMETER)コマンドを使用する方法がありま
す。

「CALL」キーワードと「PREPARED」キーワードも参照してください。

UPDATE
EXECUTE	UPDATE(SQLステートメント)コマンドは、通常、INSERT、UPDATE、または
DELETEを使用してデータベースを更新する場合に使用されます。結果セットは返されません。
したがって、この点を考慮すると、データにクエリーを実行する際にこのコマンドは使用されま
せん。

非常に大きなSQLステートメントを使用する場合、SET	PARAMETER(*SQL)コマンドでステート
メントを準備してからEXECUTE	QUERY(*SQLPARAMETER)コマンドを使用する方法がありま
す。

「CALL」キーワードと「PREPARED」キーワードも参照してください。

PREPARED
同じSQLステートメントを複数回実行する場合、通常は実行回数を少なくするため、PREPARED
コマンドを使用することをお勧めします。

これを行うには、プリペアド・ステートメントをデータベースに送信して一度コンパイルしま
す。つまり、ステートメントを実行するたびに、最初にコンパイルしなくてもすぐに実行できま
す。この方法を使用しない場合、UPDATEコマンドをループに入れる必要があり、ステートメン
トは毎回データベースへの接続を再確立しなければなりません。

プリペアドSQLステートメントはパラメータを指定せずに実行できますが、ほとんどの場合、ス
テートメントがパラメータを取る方が利点があります。パラメータは、SET
PARAMETER(*LIST)コマンドと組み合わせて作成された作業リストによってSQLステートメン
トに渡されます。そのため、例えば、多数の社員の住所の詳細を1回で更新できます。この操作
を行うには、プリペアドSQLを使用し、更新するデータのリストを渡す方法が最も効率的です。
非常に大きなSQLステートメントを使用する場合、SET	PARAMETER(*SQL)コマンドでステート
メントを準備してからEXECUTE	QUERY(*SQLPARAMETER)コマンドを使用する方法がありま
す。

プリペアドSQLステートメントがINSERTで始まり、VALUES(*CALC)またはVALUES(*ALL)で終
わる場合、SQLステートメントの特殊な解析が行われます。*CALCオプションでは、列のバイ
ンディング・パラメータが計算され、ステートメントが修正されます。*ALLオプションの場
合、各列のバインディング・パラメータが計算され、テーブルのその他の列は省略値を使用して
挿入されます。

CALL



このキーワードにより、リモート・サーバーでストアド・プロシージャを呼び出すことができま
す。このストアド・プロシージャにはSQLステートメントが含まれます。CALLコマンドは、
*QUERY、*UPDATE、または*EXECUTEのいずれかのタイプを指定するCALLTYPEコマンドと
一緒に使用されます。

ストアド・プロシージャにより、SQLステートメントの実行がかなり効率的になります。例え
ば、多くのデータが返される場合、ネットワーク・トラフィックが軽減されます。このトピック
について詳しく調べることをお勧めします。IBM	InfocentreおよびRedbooksにはこのトピックに
関する情報が豊富にあり、どちらもIBM	Webサイトで入手できます。
パラメータは、作業リストやSET	PARAMETER(*LIST)コマンドを使用してリモート・プロシー
ジャに渡すことができます。この方法については、以下の「リストと変数」を参照してくださ
い。

一部のストアド・プロシージャ呼び出しでは、実行されたことを伝える警告が返されるため、
SET	ONWARNING(*CONTINUE)コマンドを使用して警告チェックを無効にする必要がありま
す。

このコマンドの例とストアド・プロシージャの作成方法については、SQLServiceの例に記載され
ています。ストアド・プロシージャの例はこのセクションの最後にあります。

CALLSYNTAX
Oracle	JDBCドライバーは、データベース・ファンクションから値を返す際に使用される場合、
JDBC構文を完全にサポートするわけではありません。このドライバーは独自のOracle構文を使
用します。この点を考慮すると、このキーワードを使用して、標準のJDBC	(この場合*JDBCを指
定)と、Oracle	JDBC	(この場合*ORACLEを指定)のどちらを使用するかを指定する必要がありま
す。これによって、どのスタイルのJDBCドライバーを用意する必要があるかがSQLServiceに伝
えられます。

RETURN
ストアド・プロシージャは、戻り値を指定できます。これは、結果セットを返す場合とは異なり
ます。結果セットは、クエリーから返される1つ以上のレコードや値のリストです。一方、戻り
値は、完了後にストアド・プロシージャが返す単一の値です。典型的なストアド・プロシージャ
構文には、ストアド・プロシージャで実行された最後のコマンドの1つとして、「RETURN」ま
たは類似のコマンド(ターゲット・データベースの構文に従う)と関連するフィールド名がありま
す。この値はどのような値でも構いませんが、一部の一般的な例では、選択または更新されたレ
コードの数、最大値、一部のフラグを含むフィールドになります。

このRETURNキーワードでは、返された値のデータ・タイプを指定できます。可能なデータ・タ
イプは、ターゲット・データベースとJDBCドライバーでサポート可能な内容によって異なりま
す。例えば、IBM	i	で現在サポートするのは、ストアド・プロシージャから返される値のデー
タ・タイプIntegerのみになります。最終的には、ターゲット・データベースとJDBCドライバー
で対応可能なデータ・タイプをユーザーの責任で把握します。

このSQLServiceとOracleデータベースを併用する場合、「Oracleに関する注意事項」を参照して
ください。

Oracleに関する注意事項
Oracleデータベースは、データベース・ファンクションから値を返す際に使用される場合、
JDBC構文を完全にサポートするわけではありません。Oracle構文でのみ機能します。これは、
CALLSYNTAXを*ORACLEとして指定する必要があるためです。その結果、SQLServiceでは予想
される事態とその対処方法を把握します。

Oracleには2種類の呼び出し可能なプログラムがあります。1つはストアド・プロシージャ、もう



1つはファンクションです。ストアド・プロシージャは値を返すことができないため、値を返し
たい場合はファンクションを使用する必要があります。

Oracle	JDBCドライバーとOracleデータベースでは、Java	JDBCの「ResultSet	resultSet	=
call.executeQuery	()」メソッドをサポートしません。Oracleで結果セットをJDBCクライアントに
返す場合、Oracleカーソルを返すOracleファンクションを作成する必要があり、JDBC	call.execute
()メソッドを使用する必要があります。ターゲット・データベースが確実にOracleで、結果セッ
トがストアド・プロシージャから返されると予想される場合、このEXECUTEコマンドの
RETURN値として*ORACLECURSORを指定する必要があります。これはSQLServiceで使用さ
れ、どのレコードを返すかを決定します。カーソルが返されることを示すこの明示的な要件は、
Oracleのみに関連します。他のデータベースでは、結果セットの取得に関してこのキーワードを
使用する必要はありません。キーワードでこの値を使用する場合、カーソルがSQLServiceに返さ
れるようにOracleファンクションで「RETURN	cursorname」コマンドを使用する必要がありま
す。

さらに、JDBCクライアントでは、業界標準のJDBC構文ではなくOracle構文を使用して呼び出し
を準備する必要があります。

以下に、Oracleファンクションの一例を示します。

SET	PARAMETER(*LIST)コマンドを使用したパラメータの処理
EXECUTEコマンドとSET	PARAMETER(*LIST)コマンドを組み合わせて実行する場合、データの
リストは、リモート・データベースとSQLステートメントに渡されます。この方法を使用する場
合、SQLステートメントでは、コマンドに挿入する必要がある値ごとに「?」を入れる必要があ
ります。これらはパラメータ・バインディング・ポジションと呼ばれます。基本的に、リストの
最初の列は最初の「?」がある場所に、2番目の列は2番目の「?」がある場所にといった具合に配
置されます。サンプル・コードでは、この機能の適切な例が示されています。

SQL構文に関する注意事項
使用する構文はターゲット・データベースに関連するため、使用するJDBCドライバーの構文を
把握する必要があることにも注意してください。

SQLステートメント内では文字列の値を引用府で囲む必要があります。例：

		EXECUTE	UPDATE(UPDATE	TABLE	SET	COL1='値')
		EXECUTE	UPDATE(DELETE	FROM	TABLE	WHERE	COL1='値')

SQLステートメントに開き括弧や閉じ括弧がある場合、ステートメント全体を二重引用府で囲む
必要があります。例：

		EXECUTE	PREPARED("INSERT	INTO	TABLE	(COL1,COL2,COL3)	VALUES(?,?,?)")
リストと変数
QUERYキーワード、SQLステートメントがSELECTの場合のPREPAREDキーワード、または
CALLTYPEに*QUERYが指定されたCALLキーワードのいずれかを使用する場合、結果セットが
返されるようにするには、このコマンドで作業リストを提供します。

この作業リストには、クエリーから返されると予想されるフィールドが含まれます。リストは
フィールドの順序で埋められます。SELECTステートメントは、このリストに示されるよりも多
くのフィールドを実際に返すことができますが、列よりも多いリスト・フィールドは返されませ
ん。列の値は、resultSet.getString	(列インデックス)メソッドを使用して結果セットから受け取り
ます。リスト・エントリー・フィールドはこの文字列値で設定され、Javaデータ・タイプからネ
イティブ・データ・タイプへの変換が行われます。

非常に大きなリストが返されると予想される場合、この作業リストを省略し、READコマンドを



使用して結果セットにアクセスできます。

UPDATEキーワードは結果セットを返さないため、この状況で作業リストを指定する必要はあり
ません。

CALLでCALLTYPEに*UPDATEを指定した場合、行数(更新されたレコードの数)が返されるた
め、この値を取得するには1列のリストを指定できます。
呼び出したプロシージャ(CALLコマンドを使用)にパラメータを渡す必要がある場合、パラメー
タを含む作業リストを指定する必要があります。この作業リストには、渡す必要があるパラメー
タと同じだけの列があります。作業リストの最初の行のみが使用されます。リストは、SET
PARAMETER(*LIST)コマンドを使用して準備する必要があります。
この仕組みについて確認するには、以下の例とSQLServiceの例を参照してください。RDML、
RDMLX、または3GLアプリケーションのサービス・コマンドに作業リストを指定する方法につ
いては、「Java	Service	Managerクライアント」を参照してください。

例
SQLServiceサービスのSET、EXECUTE、READの各コマンドは、それぞれ緊密に関連していま
す。そのため、「SQLServiceの例」の拡張例を確認することをお勧めします。

RDML
*	Define	the	JSM	command	and	message	fields
DEFINE	FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(020)
DEFINE	FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)
DEFINE	FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)
*	Define	the	fields	and	list	that	will	contains	the	result	set	returned	from	the	query
DEFINE	FIELD(#COL1)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(010)
DEFINE	FIELD(#COL2)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(020)
DEFINE	FIELD(#COL3)	TYPE(*DEC)	LENGTH(008)	DECIMALS(0)
DEF_LIST	NAME(#WRKLST)	FIELDS(#COL1	#COL2	#COL3)	TYPE(*WORKING)
*	Define	the	field	and	list	that	will	be	passed	to	the	remote	procedure	to	indicate	what	values	to	query
DEFINE	FIELD(#PARAM1)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(010)
DEF_LIST	NAME(#PARAMLST)	FIELDS(#PARAM1)	TYPE(*WORKING)
CHANGE	FIELD(#PARAM1)	TO(A1001)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#PARAMLST)
*	Set	up	the	list	so	that	it	is	passed	to	the	remote	procedure	when	the	EXECUTE	is	run
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('SET	PARAMETER(*LIST)	SERVICE_LIST(PARAM1)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#PARAMLST)
*	Call	procedure
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('EXECUTE	CALL("CALLSELECT(?)")	CALLTYPE(*QUERY)	SERVICE_LIST(COL1,COL2,COL3)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#WRKLST)

RDMLX
*	Define	the	JSM	command	and	message	fields
Define	Field(#JSMSTS)	Type(*CHAR)	Length(020)



Define	Field(#JSMMSG)	Type(*CHAR)	Length(256)
Define	Field(#JSMCMD)	Type(*CHAR)	Length(256)
Define	Field(#JSMHND)	Type(*Char)	Length(4)
*	Define	the	fields	and	list	that	will	contains	the	result	set	returned	from	the	query
Define	Field(#COL1)	Type(*CHAR)	Length(010)
Define	Field(#COL2)	Type(*CHAR)	Length(020)
Define	Field(#COL3)	Type(*DEC)	Length(008)	Decimals(0)
Def_List	Name(#WRKLST)	Fields(#COL1	#COL2	#COL3)	Type(*WORKING)
*	Define	the	field	and	list	that	will	be	passed	to	the	remote	procedure	to	indicate	what	values	to	query
Define	Field(#PARAM1)	Type(*CHAR)	Length(010)
Def_List	Name(#PARAMLST)	Fields(#PARAM1)	Type(*WORKING)
#PARAM1	:=	A1001
Add_Entry	To_List(#PARAMLST)
*	Set	up	the	list	so	that	it	is	passed	to	the	remote	procedure	when	the	EXECUTE	is	run
#JSMCMD	:=	'Set	Parameter(*LIST)	Service_List(PARAM1)'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG	#PARAMLST)
*	Call	procedure
#JSMCMD	:=	'Execute("CallSelect(?)")	CallType(*QUERY)	Service_List(COL1,COL2,COL3)'
Use	Builtin	(JSM_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG	#WRKLST)

IBM	i	のストアド・プロシージャの例：
IBM	i	データベースのストアド・プロシージャを作成するには、ソース・メンバーを編集し、メ
ンバー・タイプTXTを使用する必要があります。
以下に、IBM	i	の3つのストアド・プロシージャの例を示します。最初の行は、ストアド・プロ
シージャの名前を指定することに注意してください。例えば、最初の行はCALLSELECTと呼ば
れ、その場所はJSMJDBCライブラリになります。2番目と3番目の例は、値が返される状況を示
しています。

本書では、ストアド・プロシージャの作成について詳しく説明していません。そのため、このト
ピックについて詳しく調べることをお勧めします。IBM	InfocentreおよびRedbooksにはこのト
ピックに関する情報が豊富にあるため、これらの参照から始めると良いかもしれません。どちら
もIBM	Webサイトで入手できます。

***************	Beginning	of	data	*************************************
CREATE	PROCEDURE	JSMJDBC/CALLSELECT(IN	CODE	CHAR	(10))
LANGUAGE	SQL
READS	SQL	DATA
RESULT	SETS	1
BEGIN
DECLARE	SQLCODE	INTEGER	DEFAULT	0;
DECLARE	SQLSTATE	CHAR(5)	DEFAULT	'00000';
DECLARE	C1	CURSOR	WITH	RETURN	TO	CLIENT	FOR



SELECT	ID,NAME,AGE	FROM	JSMJDBC/TBLNAME	WHERE	ID	=	CODE;
OPEN	C1;
END
******************	End	of	data	****************************************
***************	Beginning	of	data	*************************************
CREATE	PROCEDURE	JSMJDBC/CALLUPDATE(IN	CODE	CHAR	(10))
LANGUAGE	SQL
MODIFIES	SQL	DATA
BEGIN
DECLARE	SQLCODE	INTEGER	DEFAULT	0;
DECLARE	SQLSTATE	CHAR(5)	DEFAULT	'00000';
DECLARE	num_records	INTEGER;
UPDATE	JSMJDBC/TBLNAME	SET	SALARY=12000.43	WHERE	ID	=	CODE;
GET	DIAGNOSTICS	num_records	=	ROW_COUNT;
RETURN	num_records;
END
******************	End	of	data	****************************************
***************	Beginning	of	data	*************************************
CREATE	PROCEDURE	JSMJDBC/CALLEXECUT(IN	CODE	CHAR	(10))
LANGUAGE	SQL
MODIFIES	SQL	DATA
BEGIN
DECLARE	SQLCODE	INTEGER	DEFAULT	0;
DECLARE	SQLSTATE	CHAR(5)	DEFAULT	'00000';
DECLARE	num_flag	INTEGER	DEFAULT	0;
UPDATE	JSMJDBC/TBLNAME	SET	SALARY=16000.26	WHERE	ID	=	CODE;
RETURN	num_flag;
END
******************	End	of	data	****************************************

ストアド・プロシージャを作成するには、RUNSQLSTMコマンドを使用する必要があります。
例：

RUNSQLSTM	SRCFILE(JSMJDBC/QCLSRC)	SRCMBR(CALLSELECT)	COMMIT(*NONE)
SQLServiceを使用してこれらのストアド・プロシージャを実行する場合は、以下のEXECUTEコ
マンドのようなコマンドを使用できます。

EXECUTE	CALL("CALLSELECT(?)")	CALLTYPE(*QUERY)
EXECUTE	CALL("CALLUPDATE(?)")	CALLTYPE(*UPDATE)	RETURN(*INTEGER)
EXECUTE	CALL("CALLEXECUT(?)")	CALLTYPE(*EXECUTE)	RETURN(*INTEGER)

Oracleデータベース・ファンクションの例：



以下に、結果セットを作成するOracleデータベース・ファンクションの例を示します。これ自体
は、カーソルを返すことに注意してください。

本書では、ストアド・プロシージャの作成について詳しく説明していません。そのため、他の媒
体でこのトピックについて詳しく調べることをお勧めします。

CREATE	OR	REPLACE	FUNCTION	"SYSTEM"."TEST"	(	PARAM1	IN	CHAR,	PARAM2	IN	CHAR	)	RETURN	SYS_REFCURSOR	AS	CURSOR_1	SYS_REFCURSOR	;
BEGIN
OPEN	CURSOR_1	FOR	SELECT	*	FROM	MYTABLE	WHERE	FLD_1='AB';
RETURN	CURSOR_1	;
END;

SQLServiceを使用してこのファンクションを実行する場合は、以下のEXECUTEコマンドのよう
なコマンドを使用できます。

EXECUTE	CALL("TEST(?,?)")	CALLTYPE(*EXECUTE)	CALLSYNTAX(*ORACLE)	RETURN(*ORACLECURSOR)	SERVICE_LIST(COL1,COL2)



READ
READコマンドは、EXECUTEコマンドで指定されたSQLステートメントから返される結果セッ
トを読み込む場合に使用されます。このコマンドでは、SET	PARAMETER(*MAP)コマンドで提
供されるフィールドと列のマッピングを使用します。

結果リストを受け取る作業リストがEXECUTEコマンドにない場合、EXECUTEコマンドはREAD
コマンドでアクセスするまでサーバー上に残ります。

予想されるレコードの数が作業リストのサイズや幅を超える場合、READコマンドを使用する必
要があります。READコマンドでは、サーバーから停止したレコードの数を常に減らすことがで
きます。例えば、SQL結果が20,000レコードを返す場合、そのレコードを1,000のセットに読み込
み、割り当てられるリソースの量を減らすと便利になります。

また、RDML作業リストの最大幅が256文字の例もあります。文字幅300の結果セットが予想され
る場合、この結果セットをEXECUTEコマンドの一部として作業リストに返すことはできませ
ん。この場合、READコマンドを使用して、管理可能なチャンクでレコードを取り出します。必
要に応じて、複数のREADを発行し、文字幅が256未満のリストに結果を配置できます。
	READ	------------	SCROLL	----------	*YES	----------------------|
																																					*NO

キーワード

SCROLL このキーワードは、次の読み込み用に新しい行と古い行のど
ちらを選択するかを指定する場合に使用されます。

以下の2つのオプションがあります。
									*YES	-	リスト引数はデータで埋められ、前方にスク
ロールします。

									*NO	-	リスト引数はデータで埋められ、前方にスク
ロールしません。

この詳細については、「コメント/警告」を参照してくださ
い。
省略値は*YESです。

コメント/警告
READコマンドは、SET	PARAMETER(*MAP)コマンドで提供されるフィールドと列のマッピン
グを使用して現在の結果セットを読み込みます。作業リストのフィールドは列にマッピングさ
れ、これらの列のデータは作業リストのフィールドにマッピングされます。

上記のように、このREADコマンドの機能により、管理可能なチャンク単位で情報にアクセスで
きます。SCROLLキーワードでは、以降のREADで同じレコードの新しい列をこの現在の読み込
みとして取得するか、あるいはレコードの次のセットの列を取得するかを決めることができま
す。つまり、以下のようになります。

									*YES	-	READで指定された列を選択する場合、次の読み込みで完全に新しいレコード
のセットから列を取り出すように前方へスクロールします。

									*NO	-	READで列を選択する場合、次のREADで同じ行の新しい列を選択できるように



前方へスクロールしません。

前方へスクロールするレコードの数は、作業リストのエントリー数として定義される数になりま
す。

リストと変数
このコマンドでは、取得された値が返される際の作業リストを指定する必要があります。作業リ
ストに定義された列は、この特定のREADで取得する列になります。これらのフィールドと、リ
モート・テーブルの実際のフィールドとの関係は、SET	PARAMETER(*MAP)コマンドで設定さ
れます。

この仕組みについて確認するには、以下の例とSQLServiceの例を参照してください。RDML、
RDMLX、または3GLアプリケーションのサービス・コマンドに作業リストを指定する方法につ
いては、「Java	Service	Managerクライアント」を参照してください。

例
SQLServiceサービスのSET、EXECUTE、READの各コマンドは、それぞれ緊密に関連していま
す。そのため、「SQLServiceの例」の拡張例を確認することをお勧めします。

RDML
*	Define	the	JSM	command	and	message	fields
DEFINE	FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(020)
DEFINE	FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)
DEFINE	FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)
*	Define	the	fields	and	the	list	that	will	be	used	to	indicate	the	field/column	mappings
DEFINE	FIELD(#FIELD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(010)
DEFINE	FIELD(#COLUMN)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(030)
DEF_LIST	NAME(#MAPLST)	FIELDS(#FIELD	#COLUMN)	TYPE(*WORKING)
*	Define	the	fields	and	the	lists	that	the	queried	data	will	be	returned	back	into
DEFINE	FIELD(#COL1)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(010)
DEFINE	FIELD(#COL2)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(020)
DEFINE	FIELD(#COL3)	TYPE(*DEC)	LENGTH(008)	DECIMALS(0)
DEFINE	FIELD(#COL4)	TYPE(*DEC)	LENGTH(012)	DECIMALS(2)
DEF_LIST	NAME(#WRKLST1)	FIELDS(#COL1	#COL3)	TYPE(*WORKING)
DEF_LIST	NAME(#WRKLST2)	FIELDS(#COL1	#COL2	#COL4)	TYPE(*WORKING)
*	Define	the	mapping
CHANGE	FIELD(#FIELD)	TO(COL1)
CHANGE	FIELD(#COLUMN)	TO(ID)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#MAPLST)
CHANGE	FIELD(#FIELD)	TO(COL2)
CHANGE	FIELD(#COLUMN)	TO(NAME)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#MAPLST)
CHANGE	FIELD(#FIELD)	TO(COL3)
CHANGE	FIELD(#COLUMN)	TO(AGE)



ADD_ENTRY	TO_LIST(#MAPLST)
CHANGE	FIELD(#FIELD)	TO(COL4)
CHANGE	FIELD(#COLUMN)	TO(SALARY)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#MAPLST)
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('SET	PARAMETER(*MAP)	SERVICE_LIST(FIELD,COLUMN)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#MAPLST)
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('EXECUTE	QUERY(SELECT	ID,NAME,AGE,SALARY	FROM	TBLNAME)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('READ	SERVICE_LIST(COL1,COL3)	SCROLL(*NO)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#WRKLST1)
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('READ	SERVICE_LIST(COL1,COL2,COL4)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#WRKLST2)

RDMLX
*	Define	the	JSM	command	and	message	fields
Define	Field(#JSMSTS)	Type(*CHAR)	Length(020)
Define	Field(#JSMMSG)	Type(*CHAR)	Length(256)
Define	Field(#JSMCMD)	Type(*CHAR)	Length(256)
Define	Field(#JSMHND)	Type(*Char)	Length(4)
*	Define	the	fields	and	the	list	that	will	be	used	to	indicate	the	field/column	mappings
Define	Field(#FIELD)	Type(*Char)	Length(010)
Define	Field(#COLUMN)	Type(*Char)	Length(030)
Def_List	Name(#MAPLST)	Fields(#FIELD	#COLUMN)	Type(*Working)
*	Define	the	fields	and	the	lists	that	the	queried	data	will	be	returned	back	into
Define	Field(#COL1)	Type(*Char)	Length(010)
Define	Field(#COL2)	Type(*Char)	Length(020)
Define	Field(#COL3)	Type(*Dec)	Length(008)	Decimals(0)
Define	Field(#COL4)	Type(*Dec)	Length(012)	Decimals(2)
Def_List	Name(#WRKLST1)	Fields(#COL1	#COL3)	Type(*Working)
Def_List	Name(#WRKLST2)	Fields(#COL1	#COL2	#COL4)	Type(*Working)
*	Define	the	mapping
#FIELD	:=	COL1
#COLUMN	:=	ID
Add_Entry	To_List(#MAPLST)
#FIELD	:=	COL2
#COLUMN	:=	NAME
Add_Entry	To_List(#MAPLST)
#FIELD	:=	COL3
#COLUMN	:=	AGE
Add_Entry	To_List(#MAPLST)
#FIELD	:=	COL4



#COLUMN	:=	SALARY
Add_Entry	To_List(#MAPLST)
#JSMCMD	:=	'Set	Parameter(*Map)	Service_List(FIELD,COLUMN)'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG	#MAPLST)
*	Run	the	Query
#JSMCMD	:=	'Execute	Query(Select	ID,NAME,AGE,SALARY	From	TBLNAME)'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
*	Read	the	columns	1	&	3	(which	hold	ID	and	AGE)
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	'Read	Service_List(COL1,COL3)	Scroll(*NO)')	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG	#WRKLST1)
*	Read	the	columns	1,	2,	&	4	(which	hold	ID,	NAME,	and	SALARY)
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	'Read	Service_List(COL1,COL2,COL4)	Scroll(*NO)')	To_get(#JSMSTS	#JSMMSG	#WRKLST2)



COMMIT
COMMITコマンドは、SQLトランザクションをコミットする場合に使用されます。
	COMMIT	-------------キーワードなし------------------------------|

キーワード
このコマンドに関連するキーワードはありません。

コメント/警告
IBM	i	を使用する場合、コミット制御の開始と構成はユーザーの責任で行ってください。これら
を行わない場合、エラーが発生します。

例

RDML
*	Define	the	JSM	message	fields
DEFINE	FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(020)
DEFINE	FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(COMMIT)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)

RDMLX
Define	Field(#JSMSTS)	Type(*CHAR)	Length(020)
Define	Field(#JSMMSG)	Type(*CHAR)	Length(256)
Define	Field(#JSMHND)	Type(*Char)	Length(4)
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	Commit)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)



ROLLBACK
ROLLBACKコマンドは、SQLトランザクションをロールバックする場合に使用されます。
	ROLLBACK	-------------キーワードなし----------------------------|

キーワード
このコマンドに関連するキーワードはありません。

コメント/警告
IBM	i	を使用する場合、コミット制御の開始と構成はユーザーの責任で行ってください。これら
を行わない場合、エラーが発生します。

例

RDML
*	Define	the	JSM	message	fields
DEFINE	FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(020)
DEFINE	FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(ROLLBACK)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)

RDMLX
Define	Field(#JSMSTS)	Type(*CHAR)	Length(020)
Define	Field(#JSMMSG)	Type(*CHAR)	Length(256)
Define	Field(#JSMHND)	Type(*Char)	Length(4)
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	RollBack)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)



METADATA
METADATAコマンドは、データベース・テーブルの列名、列タイプ、列の精度、列のスケール
情報にアクセスする場合に使用されます。

	METADATA	--------	TABLE	-----------値---------------------|

キーワード

TABLE このキーワードは、メタデータを取得するテーブルを指定
する場合に使用されます。

このキーワードは必須です。

リストと変数
このコマンドには、テーブルのメタデータを返す際の作業リストが必要です。この作業リスト
は、このJSM_COMMANDのTO_GET部分で使用できるようにします。作業リストには以下の4つ
のフィールドが必要です。

									最初のフィールドには列名が入ります。

									2番目のフィールドには列タイプが入ります。

									3番目のフィールドには列の精度が入ります。

									4番目のフィールドには列のスケールが入ります。
リモート・データベースから返される情報に合うようにフィールドのサイズを設定できます。こ
の情報については、各種データベースでさまざまな長さやタイプを使用できます。

例

RDML
*	Define	the	JSM	command	and	message	fields
DEFINE	FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(020)
DEFINE	FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)
DEFINE	FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)
Define	the	fields	and	list	that	meta	data	will	be	returned	back	into
DEFINE	FIELD(#COLNAME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(030)
DEFINE	FIELD(#COLTYPE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(030)
DEFINE	FIELD(#COLPRCSN)	TYPE(*DEC)	LENGTH(003)	DECIMALS(0)
DEFINE	FIELD(#COLSCALE)	TYPE(*DEC)	LENGTH(003)	DECIMALS(0)
DEF_LIST	NAME(#WRKLST)	FIELDS(#COLNAME	#COLTYPE	#COLPRCSN	#COLSCALE)	TYPE(*WORKING)
Prepare	and	execute	the	command
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('METADATA	TABLE(TBLNAME)	SERVICE_LIST(COLNAME,COLTYPE,COLPRCSN,COLSCALE)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#WRKLST)

RDMLX
Define	Field(#JSMSTS)	Type(*CHAR)	Length(020)



Define	Field(#JSMMSG)	Type(*CHAR)	Length(256)
Define	Field(#JSMCMD)	Type(*CHAR)	Length(256)
Define	Field(#JSMHND)	Type(*Char)	Length(4)
Define	the	fields	and	list	that	meta	data	will	be	returned	back	into
Define	Field(#COLNAME)	Type(*CHAR)	Length(030)
Define	Field(#COLTYPE)	Type(*CHAR)	Length(030)
Define	Field(#COLPRCSN)	Type(*DEC)	Length(003)	DECIMALS(0)
Define	Field(#COLSCALE)	Type(*DEC)	Length(003)	DECIMALS(0)
Def_List	Name(#WRKLST)	Fields(#COLNAME	#COLTYPE	#COLPRCSN	#COLSCALE)	Type(*WORKING)
Prepare	and	execute	the	command
#JSMCMD	:=	'Metadata	Table(TBLNAME)	Service_List(COLNAME,COLTYPE,COLPRCSN,COLSCALE)'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)



DISCONNECT
DISCONNECTキーワードは、現在接続されているデータベースの接続を解除する場合に使用さ
れます。

	
	DISCONNECT	-------------キーワードなし--------------------------|
	

キーワード
このコマンドにキーワードはありません。

例

RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('DISCONNECT')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	'disconnect')	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	

ILE	RPG
	
c																			eval						jsmcmd	=	'disconnect'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
	



SERVICE_UNLOAD
SERVICE_UNLOADコマンドは、サービスをアンロードして一時ディレクトリを削除します。
	
	SERVICE_UNLOAD	---------キーワードなし--------------------------|
	

キーワード
このコマンドに関連するキーワードはありません。

例

RDML
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(SERVICE_UNLOAD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLX
	
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmxhdle1	service_unload)	to_get(#jsmxsts	#jsmxmsg)
	



5.34.5	SQLServiceの例
RDMLでのSQLServiceの使用(特にSET	PARAMETER	(値)コマンド、EXECUTEコマンド、READ
コマンドの各種オプション)を明確にするために、3つのRDML例が提供されています。
RDML
RDMLX



5.35	BASE64FileService
サービス名：BASE64FileService
BASE64FileServiceにより、ファイルをBASE64形式にエンコードしたり、BASE64形式からデ
コードしたりすることができます。

BASE64FileServiceは以下のコマンドをサポートします。
SERVICE_LOAD
SERVICE_GET
ENCODE
DECODE
DELETE
RENAME
SET
LIST
SERVICE_UNLOAD



5.35.1	SERVICE_LOAD
SERVICE_LOADイベントで、サービスはスキーマ検証が有効かどうかを判断します。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に
関する開発担当者メモ

SERVICE_LOAD 	 	 	
	



5.35.2	SERVICE_GET
構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/
値に関する開発担当者
メモ

SERVICE_GET PROPERTY 値 条件付。サービス・プ
ロパティを取得しま
す。

TRACE *SERVICE 条件付。サービス・ト
レース・ファイルを読
み込みます。

*TRANSPORT 条件付。転送トレー
ス・ファイルを読み込
みます。

	



5.35.3	ENCODE
ENCODEコマンドは、指定したFROMファイルの内容のBASE64エンコードを行います。

構文：

コマンド キーワー
ド

値 コマンド/キーワード/値に関する
開発担当者メモ

ENCODE FROM 値 必須。ファイル・パス

TO 値 必須。ファイル・パス

FOLD *YES 任意。76文字ごとにCRLFを追加
します。

*NO 省略値

REPLACE *YES 任意。既存ファイルを置き換えま
す。

*NO 省略値
	



5.35.4	DECODE
DECODEコマンドは、指定したFROMファイルの内容のBASE64デコードを行います。

構文：

コマンド キーワー
ド

値 コマンド/キーワード/値に関する
開発担当者メモ

DECODE FROM 値 必須。ファイル・パス

TO 値 必須。ファイル・パス

REPLACE *YES 任意。既存ファイルを置き換えま
す。

*NO 省略値
	



5.35.5	DELETE
DELETEコマンドは指定したファイルを削除します。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関する
開発担当者メモ

DELETE ファイル 値 必須。ファイル・パス
	



5.35.6	RENAME
RENAMEコマンドは、指定したローカル・ファイルの名前を新しい名前に変更します。TO	(変
更後の)ファイルは元のFROM	(変更前の)ファイルと同じディレクトリ内になくてはなりませ
ん。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関する
開発担当者メモ

RENAME FROM 値 必須。古いファイル名

TO 値 必須。新しいファイル名

REPLACE *YES 任意。ファイルを置き換えます。

*NO ファイルを置き換えません。
REPLACEキーワードの省略値は
*NOです。
TOファイル名がある場合でも、
REPLACEキーワードが*YESでな
ければ、名前変更プロセスは停止
します。

	



5.35.7	SET
SETコマンドは現在の作業ディレクトリを設定します。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関する
開発担当者メモ

SET DIR 値 必須。ディレクトリ
	



5.35.8	LIST
LISTコマンドは、コマンドのリスト・オブジェクトに絶対ファイル名を入れます。標準のファ
イル・パスを受け取るには、1つのフィールドの作業リストが必要です。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

LIST DIR 値 任意。作業リストにディレク
トリ・リストを入れます。該
当ディレクトリ内のファイル
がすべて選択されます。

EXT 値 任意。ファイル拡張子をフィ
ルタリングします。フィルタ
リング照合は大文字/小文字を
区別しません。

SORT *NONE 任意。ファイル名によるソー
トが可能です。省略値はソー
トを行いません。

*NAME ファイル名でソートします。

*MODIFIED 更新日時によりソートしま
す。

REVERSE *YES 任意。ソートの順序を逆順に
します。

*NO 省略値。

DIRキーワードで指定したディレクトリ・パスが使用される場合、該当ディレクトリ内のファイ
ル名が選択されます。

例

LIST	DIR(/document)	EXT(PDF)	SERVICE_LIST(PATH)
これは、/documentディレクトリ内にある、PDF拡張子のファイル名のリストを返します。



5.35.9	SERVICE_UNLOAD
SERVICE_UNLOADコマンドはサービスをアンロードします。

構文：

コマンド キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SERVICE_UNLOAD 	 	 	
	



5.36	aXesTerminalService
aXesTerminalServiceは、JSMクライアント・アプリケーションがaXesターミナル・サーバーに接
続し、やりとりが行えるように設計されており、これによりIBM	i	5250画面の操作、入力、問い
合わせが可能です。	aXesTerminalServiceを使って、同じサーバーまたは別のサーバー上で実行さ
れている既存のIBM	i	5250アプリケーションと直接やりとりができます。	アプリケーションは以
下のような操作を行うコマンドを発行できます。

5250セッションに接続（そしてログオン）したり、接続を切断したりする。

現在の画面の識別子の値やフィールド値を問い合わせる。

5250画面の入力フィールドに値を設定する。

EnterやF3などのファンクション・キーを送信する。

aXesターミナルのオペレーション・スクリプトを利用して、１つのコマンドで複数の
オペレーションを実行する。

aXesは別ライセンスのLANSA製品で、5250のデータ・ストリームをグラフィカル・イン
ターフェイスに動的に変換し、Webブラウザで表示できるようにして、5250アプリケー
ションをWeb上で使用できるようにします。
aXesTerminalServiceはこのaXesとやりとりをして、ユーザーのアプリケーションがHHTP
プロトコル経由で5250アプリケーションを操作できるようにします。

一般的に、統合させたい既存の5250アプリケーションに必要な処理を提供できるアプリケーショ
ン・プログラムがあり、これがドキュメント化され、公になっている場合、これらのAPIを利用
することが恐らく望ましいオプションでしょう。

ただし、上記のような状況ではない場合、5250画面が操作できるという機能により、それまでは
不可能だったアプリケーションとの統合が可能になり、都合よく利用されてしまう可能性もあり
ます。

このようなソリューションを導入する前に、その制限をよく理解し、その利便性の活用をどの程
度まで受け入れるのかをよく検討してください。	5250画面経由で別のアプリケーションとのや
りとりを行うアプリケーションには（どのような方法であれ）リスクはつきものです。例えば、
5250アプリケーションの画面が変更になったり、提供されたある入力が期待外れの結果である場
合もあるでしょう。	このようなリスクにより、予期せぬ未対応のアプリケーション・エラーが
発生する恐れもあり、ソリューションの維持が難しくなり、コストの問題になる可能性もありま
す。	このような問題はツール側（この場合、aXesやaXesTerminalService）にあるのではなく、ソ
リューションそのものの機能にあります。

注：	

1.	aXesターミナル・サーバーは別のライセンスの製品です。	追加のソフトウェア・ライ
センス料金が必要です。

2.	aXesTerminalServiceを利用する際の前提条件は、正しくインストールされ、ライセン
スを取得し、正しく構成されたaXes	ターミナル・サーバーがネットワークでJSMクライ
アント・アプリケーションにアクセス可能なことです。



3.	aXesターミナル・サーバー（そして5250アプリケーション）は、aXesTerminalService
を実行するのと同じコンピュータシステムに存在しなくても構いません。	例えば、ユー
ザーのアプリケーションはWindowsサーバーにあり、別のIBM	i	サーバーにある5250ア
プリケーションを操作することもできます。

4.	aXesTerminalServiceの主な使途は、LANSA	RDMLまたはRDMLXのクライアント・
ファンクションとコンポーネントで利用されることです。	WindowsまたはIBM	i	サー
バーのクライアントが、3GLでコーディングされている場合、aXesではこれらの言語用
に別のAPIが提供されていますので、ソリューションとしてはこちらを利用してくださ
い。

技術仕様
aXesTerminalServiceはaXesバージョン2.1以上で作動します。
	



5.36.1	aXesTerminalServiceの役割
aXesTerminalServiceを利用して、ユーザーのアプリケーションと、（5250アプリケーションの
ソースコードのあるなしに拘わらず）あらゆる5250アプリケーションとのやりとりができます。
5250ターミナルのオペレーターのように、どのようにアプリケーションを操作するかを理解して
いれば良いだけです。

次の例はaXesTerminalServiceを活用できる可能性があるシナリオの概要です。

販売注文を電子的に受注・入力
ERPアプリケーションが開発され導入されたので、全ての販売注文は、テレフォンオペレータに
より受注され、その詳細は5250画面に入力されています。
そこで、多くの顧客から販売注文をXMLフォーマットにより電子的に注文したいとの要望が寄
せられました。	残念ながら、ERPアプリケーション内の注文入力画面の詳細は入手できませ
ん。

ERPアプリケーションを入れ替えることなく顧客からの要望に応えるため、受け取ったXML
ファイルによる販売注文を読み込むプログラムを導入します（恐らくLANSA	Integratorの
XMLBindServiceを利用）、その詳細を取り出して、aXesTerminalServiceを利用してERPの注文入
力の5250画面を操作することができます。

販売注文の状況問い合わせをWebサービスで提供
販売注文を電子的に提出することに加え、あなたの最重要顧客から販売注文の現在の状態を電子
的に問い合わせできるWebサービスを導入してほしいとの強い要望が入りました。
現状ではこの情報は5250問い合わせ画面経由でのみアクセス可能で、データベース仕様もなけれ
ばこの要望に応えられるアプリケーション・プログラムも存在しません。

代わりに、LANSA	IntegratorのSOAPサーバー・ウィザードとSOAPServerServiceを使ってWebサー
ビスを導入します。	この導入したコードでは、aXesTerminalServiceを活用して5250画面を操作
し、プログラムが指定の販売注文の注文状況を示す画面に進むことができ、ここから必要な詳細
を取り出すことができます。



5.36.2	aXesTerminalServiceの使用
RDML/RDMLXまたはRPGまたはCなどの3GLのどちらでクライアント・アプリケーションを作
成する場合でも、基本的な手順は同じです。

例えば、aXesターミナル・サーバーに接続し、画面の1つの値を埋め、送信（入力）するという
一番単純なアプリケーションは、通常次のような順でサービス・コマンドを発行します。

JSM(X)_OPEN
JSM(X)_COMMAND
					SERVICE_LOAD
										CONNECT
										SETBYNAME
										SEND
										DISCONNECT
					SERVICE_UNLOAD

JSM(X)_CLOSE
選択した開発言語に適用されるコマンドの詳細については、「Java	Service	Managerクライアン
ト」を参照してください。

戻り変数

aXesTerminalServiceコマンドは、コマンド・キーワードで指定されたクライアント・プログラム
の変数をフル活用して、クライアント・プログラムに変数情報を戻します。	このようなコマン
ド・キーワードの名前は'RTN'で始まります。
例えば、現在の5250画面の画面の行と列番号で参照されるフィールド値を受け取り、クライアン
ト・プログラムの変数MYVALUEという結果を入れるには、LANSA	RDMLXクライアンント・
アプリケーションのコードは次のようになります。

	
define	field(#myvalue)	reffld(#std_text)

#jsmcommand	:=	'getbypos	row(10)	col(44)	rtnvalue(MYVALUE)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)'

use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhandle	#jsmcommand)	to_get(#jsmstatus	#jsmmessage)

if	(#myvalue	=	'XYZ')

...

endif
	

この例で、プログラムの変数をサービスと交換し、サービスが必要な値を戻してこの変数を指定
するためには、JSMサービスコマンド文字列にSERVICE_EXCHANGE(*FIELD)が存在することが
必要です。

このJSMサービスコマンド文字列にのSERVICE_EXCHANGE(*FIELD)を省略してしまうと、サー



ビスは指定の変数にアクセスできなくなり、プログラムが値を受け取りません。

注：

1.	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)は上記に示されているように大文字で指定されなけれ
ばなりません。

2.	これはかなり簡潔にされた記述です。	クライアント・アプリケーションとJSMサービ
ス間でプログラム変数を交換する方法は他にもあります。



5.36.3	aXesTerminalServiceのスクリプト
aXesTerminalServiceは、クライアント・アプリケーションと5250アプリケーションのやりとり
を、aXes経由で事実上可能にするサービス・コマンドを提供します。
ただし、ほとんどのサービス・コマンドは、１画面のやりとりを完成するために必要となる多く
の操作の中の１つの操作だけを実行します。	例えば、SETBYNAMEやSETBYPOSのサービス・
コマンドは、5250画面の入力フィールドに値を設定しますが、１度の実行につき１フィールドの
みとなります。

このレベルのインターフェイスにより、ユーザーのソリューションでは最大に柔軟性を発揮する
ことができます。	ユーザーのプログラムがそれぞれの操作をコントロールでき、各画面ごとに
その結果により異なった実行パスに分岐することが可能になります。

一方で、このような方法でそれぞれのaXesターミナル操作が実行されると、アプリケーションの
コードが必要以上にサイズが大きく複雑になってしまい、導入も難しくなる可能性があります。
さらに、アプリケーションが実行しないといけないJSMコマンドの数によっては、返ってソ
リューションのパフォーマンスに影響を与えてしまうことも考えられます。

柔軟性、複雑性とパフォーマンスという考慮事項の適切なバランスが選択できるよう、
aXesTerminalServiceではaXesターミナル・オペーレーション・スクリプトをサポートしていま
す。	このサポートは次の２つの特化したサービス・コマンドを通じて提供されます。

LOADSCRIPTコマンドはaXesターミナル・オペーレーション・スクリプトをサービス
にロードして、後に続くEXECUTEコマンドが利用できるようにします。

EXECUTEコマンドはaXesターミナル・オペーレーション・スクリプトの指定のルーチ
ンを実行します。

このサポートにより、例えばユーザーのアプリケーションでSETBYNAMEやSETBYPOSなどの
１つの入力画面にデータを入力するコマンドが連続するところを、1つのEXECUTEコマンドで
済ませることが可能です。	また、アプリケーションに必要なコントロールもある程度保たれ、
（任意で）別々に実行されるスクリプトを異なるルーチンに分割して、5250画面操作の結果によ
り分岐させることもできます。	例えば、それぞれの重要な5250データ入力画面を完了するスク
リプト・ルーチンを定義します。	サブファイルを含むデータ入力画面の場合、それぞれのサブ
ファイルのレコードまたは行を完成するルーチンを定義できます。

通常は1回の導入で1つのスクリプト（任意で複数のルーチンからなるスクリプト）を定義し、
LOADSCRIPTを使ってこのスクリプトをロードして、必要に応じてEXECUTEでルーチンを実行
します。	ただし、EXECUTEコマンドを使ってスクリプトをロードして実行することも可能で
す。	このアプローチとSETBYNAME、SETBYPOS、SENDなどのサービス・コマンドを直接利用
する方法を併用することも可能です。

スクリプトはリスト（LANSA	RDML/Xのクライアントには作業リスト）として提供され、
LOADSCRIPTやEXECUTEコマンドと共にサービスに渡されます。	このリストには最低8つ、最
大12個までののフィールド/コラムが含まれている必要があります。	aXesターミナル・オペレー
ション・スクリプトを作り上げる、リスト・フィールド/コラムの目的・意味は以下の通りで
す。

1.	ルーチ
ン名

このaXesターミナル・オペレーション・スクリプト行が
属するルーチンの名前を指定します。	ルーチンの行はリ
スト内で間隔を空けずに指定されていなければなりませ
ん。	スクリプト内およびEXECUTEコマンドのROUTINE



キーワードのルーチン名は任意です。

2.	ラベル
名

このコラムは、（ルーチン内で）この行に付けられた一
意のラベル名を指定します。	このラベル名は、同じルー
チン/スクリプト内の別の行で正常またはエラー終了時の
次に起こすアクションとして参照される場合がありま
す。

3.	オペ
レーショ
ン

このスクリプト行で実行されるaXesターミナル・オペ
レーションを指定します。	以下のいずれかを使用できま
す。
GET	(フィールド値を取得)
SET	(フィールド値を設定)
SEND	(aXesターミナル・サーバーにデータを送信)
このオペレーション・コラムに上記以外の値が含まれる
場合は、無視されます。

4.	フィー
ルド名

(GET/SET)	このコラムには、取得・設定する値のフィー
ルド名を指定します。	この名前には、ユーザー定義名
(CONNECTコマンドでaXesプロジェクト名が指定された
場合)またはaXesのフィールド識別子のいずれかを指定で
きます。	GET	やSETのオペレーションでこのフィールド
名が指定されていない場合は、フィールドの行と列が指
定されていなければなりません。

5.	フィー
ルド・イ
ンデック
ス

(GET/SET)前のコラムのフィールド名にサブファイルが
含まれる場合、このコラムには取得・設定する値のフィ
ルードの現在の画面上のインスタンスのインデックスを
指定します。	サブファイルのスクロール位置にかかわら
ず、現画面の最初のインスタンスはインデックス1になり
ます。	ユーザーのプログラムがサブファイルのフィール
ドを処理しないといけない場合は、１画面ごとに処理を
してSENDコマンドを利用してROLL_UP/ROLL_DOWNを
送信します。(これは5250ターミナルのユーザーが行わな
ければならない動作と同じです）

6.	フィー
ルド行

(GET/SET)	このコラムには取得・設定する値の画面行番
号を指定します。	使用する場合、行と列は両方とも指定
のフィールドの最初の位置を示していないといけませ
ん。	フィールド名が指定されている場合、このコラムの



値は無視されます。	反対にフィールド名が指定されてい
ない場合は、フィールドの行と列が指定されていなけれ
ばなりません。

7.	フィー
ルド列

(GET/SET)	このコラムには取得・設定する値の画面列番
号を指定します。	使用する場合、行と列は両方とも指定
のフィールドの最初の位置を示していないといけませ
ん。	フィールド名が指定されている場合、このコラムの
値は無視されます。	反対にフィールド名が指定されてい
ない場合は、フィールドの行と列が指定されていなけれ
ばなりません。

8.	フィー
ルド値
(リテラ
ル)

(SET)このコラムには指定されたフィールドに設定するリ
テラル値を指定できます。

9.	フィー
ルド値
(フィール
ド名)

(GET/SET)このコラムには、指定の画面フィールドの値
を取得(GET)または設定(SET)するユーザーのクライアン
ト・プログラムとJSM間で交換されたフィールドの名前
を指定します。	戻り値をクライアント・プログラムの変
数として受け取るには、コマンド文字列で
SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)を指定する必要がありま
す。
GETオペレーションの時、交換フィールド名は必須で
す。
SETオペレーションの場合、このコラムに交換フィール
ド名の1つを指定する、または前のコラムであるリテラ
ル・フィールド値を指定する必要があります。

10.	ファ
ンクショ
ン・キー

(SET/SEND)このコラムに値が指定された場合、オペレー
ションは（SETオペレーションの値が正常に設定された
後に）ここに指定のファンクション・キーを使ってaXes
ターミナル・サーバーに現在のaXes画面データを送信し
ます。	SETBYNAME、SETBYPOS、SENDコマンドに示
されているファンクション・キー値ならどれでも使用で
きます。	
SETオペレーションの場合、この値が指定されていない
と送信オペレーションは実行されません。	
SENDオペレーションの場合、この値が指定されていな



い場合ENTERと見なされます。

11.	正常
終了時の
アクショ
ン

このコラムを利用して、このオペレーションが正常に終
了した際の次のスクリプト・ルーチン・オペレーション
の実行をコントロールします。	以下のいずれかを使用で
きます。
*NEXT	(スクリプトは同じルーチン内の次の行に進みま
す。)
*ERROR	(スクリプトの実行はエラーの状態で終了しま
す。)
これ以外のブランク以外の値は別のスクリプト行のラベ
ル名と理解され、スクリプトは指定のラベルに一致する
スクリプト・ルーチン内の最初の行を続けて実行しま
す。
値を指定しない場合は、*NEXTが使用されます。

12.	エ
ラー時の
アクショ
ン

この欄を利用して、このオペレーションがエラーで終了
した際の次のスクリプト・ルーチン・オペレーションの
実行をコントロールします。	以下のいずれかを使用でき
ます。
*NEXT	(スクリプトは同じルーチン内の次の行に進みま
す。)
*ERROR	(スクリプトの実行はエラーの状態で終了しま
す。)
これ以外のブランク以外の値は別のスクリプト行のラベ
ル名と理解され、スクリプトは指定のラベルに一致する
スクリプト・ルーチン内の最初の行を続けて実行しま
す。
値を指定しない場合は、*ERRORが使用されます。



5.36.4	aXesTerminalServiceのコマンド
アプリケーションからaXesTerminalServiceにコマンドを発行するには、JSM_COMMANDや
JSMX_COMMAND組み込み関数または選択した開発言語のAPIを使用してJava	Service	Manager経
由でコマンド文字列を渡します。

aXesTerminalServiceで処理するコマンドは以下のとおりです。
SERVICE_LOAD

CONNECT

DISCONNECT

CAPTURE

EXECUTE

GET

GETBYNAME

GETBYPOS

GETFIELD

LOADSCRIPT

SEND

SETBYNAME

SETBYPOS

SETCURSOR

SERVICE_GET

SERVICE_UNLOAD

	



SERVICE_LOAD
サービスをロードして初期化します。

																																																										必須
	SERVICE_LOAD	----	SERVICE	---------サービス名---------------->	
		-----------------------------------------------------------------	
																																																										任意
															>--	TRACE	-----------	*NO	------------------------->	
																																					*YES	
																																					*ERROR	
		
															>--	TRACE_NAME	------名前------------------------>
																																					*SERVICE	
																																					*PROCESS	
																																					*FUNCTION	
																																					*JOBNAME	
																																					*JOBUSER	
																																					*JOBNUMBER	
		
															>--	TRACESCREENS	----	*YES	------------------------>
																																					*NO	
		
															>--	AXESLOG	---------	*NO	-------------------------|
																																					*YES
詳細については、以下を参照してください。

SERVICE_LOAD
クライアントからのサービス・プログラム・トレース

キーワード
SERVICE ロードするサービスの名前	-	この場合は

aXesTerminalService

TRACE クライアント・プログラムのトレースを有効にする
には、SERVICE_LOADコマンドでTRACEキーワード
を使用します。

TRACEキーワードに可能な値は以下のとおりです。

*NO

*YES

*ERROR

トレース・オプション*ERRORはトレースを有効に



します。サービスがステータスERROR、FATAL、ま
たはSOAPFAULTをクライアントに返さない場合、ト
レース・ファイルはJSM	CLOSE呼び出しで削除され
ます。
キーワードTRACEは、manager.propertiesファイルの
設定を上書きします。

	

TRACE_NAME このオプションのキーワードを使用すると、クライ
アントは、クライアントのtraceサブディレクトリの
最後にユーザー定義の名前を追加できます。

TRACE_NAMEキーワードには、特殊なキーワード値
も使用できます。

*SERVICE

*PROCESS

*FUNCTION

*JOBNAME

*JOBUSER

*JOBNUMBER

TRACESCREENS （TRACEキーワードに指定された値もしくは
manager.propertiesファイルの値により）トレースが有
効な場合、このキーワードを使ってaXesターミナル
画面の画像のトレースを追加することができます。
画像のトレースを有効にすることで、結果のトレー
ス・ファイルservice.txtのサイズが非常に大きくなる
可能性があることに注意してください。

TRACESCREENSキーワードに可能な値は以下のとお
りです。

*YES

*NO



指定がない場合、省略値の*YESとみなされます。	こ
れはトレースが有効な時のみ適用されることに注意
してください。

AXESLOG （TRACEキーワードに指定された値もしくは
manager.propertiesファイルの値により）トレースが有
効な場合、このキーワードを使ってaXesログ・ファ
イルを作成することができます。	aXesログ・ファイ
ルは、aXesターミナル・オペレーションに関連する
問題を診断する時に役立ちます。

AXESLOGキーワードに可能な値は以下のとおりで
す。

*NO

*YES

指定がない場合、省略値の*NO	とみなされます。
	

例
RDMLの例
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('SERVICE_LOAD	SERVICE(AXESTERMINALSERVICE)'
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLXの例
#jsmcommand	:=	'service_load	service(aXesTerminalService)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhandle	#jsmcommand)	to_get(#jsmstatus	#jsmmessage)
	

	



CONNECT
CONNECTコマンドは、提供されたサーバーIDとユーザー認証情報を使用して、aXesサーバーに
接続し、5250セッションにサインオンします。

注：	名前がRTNxxxで始まるクライアント・プログラムの変数に戻り値を受け取るため
には、通常コマンド文字列にSERVICE_EXCHANGE(*FIELD)が指定されていなければな
りません。	詳細は「aXesTerminalServiceの使用」	を参照してください。

	
	
																																																										必須
	
	CONNECT	---------	HOST	------------	値	---------------------->
		
															>--	USER	------------	値	---------------------->
		
															>--	PASSWORD	--------	値	---------------------->
	
																																																										任意	
	
															>--	PORT	------------	80				---------------------->
																																					値	
	
															>--	USESSL	----------	*NO			---------------------->
																																					*YES	
		
															>--	PROJECT	---------	値	---------------------->
		
															>--	RTNSIG	----------	フィールド名	----------------->
		
															>--	RTNSCREEN	-------	フィールド名	-----------------|
	

キーワード
HOST 必須。	接続するaXesターミナル・サーバーをホストする

マシンのホスト名とIPアドレスを指定します。

USER 必須。	aXesターミナル・サーバーの接続に使用するユー
ザー名を指定します。	権限を与えられたi/OSのユー
ザー・プロファイルでなければなりません。

PASSWORD 必須。	USERキーワードに指定した値に対応するパス
ワードを指定します。

PORT aXesターミナル・サーバーの接続に使用するポート番号
を指定します。	指定がない場合、省略値の80とみなされ



ます。

PROJECT このセッションで使用するaXesプロジェクトを指定しま
す。	プロジェクトには。ユーザー定義の画面やフィール
ドが含まれます。	例えば、画面またはフィールドに名前
を割り当て、後にこの名前を使って自身のコードでその
画面やフィールドを参照します。	aXesプロジェクトは
ファイル・システムまたはaXesサーバーのファイルに保
存することができますが、ここではaXesサーバー・ベー
スのプロジェクトのみ指定します。

RTNSIG クライアント・プログラムと、正常に接続された後に表
示される画面の画面署名を受け取るJSMの間で交換され
たフィールド名を指定します。

RTNSCREEN クライアント・プログラムと、正常に接続された後に表
示される画面の画面名を受け取るJSMの間で交換された
フィールド名を指定します。	CONNECTコマンドでaXes
プロジェクト名が指定された場合は画面名はユーザー定
義の名前で、画面に1つの名前が割り当てられます。	そ
れ以外の場合は画面署名が戻されます。

	

例
RDMLの例
DEFINE	FIELD(#MYSCREEN)	REFFLD(#STD_TEXT)
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('CONNECT	HOST(MYSERVER)	USER(QUSER)	PASSWORD(QUSER)	RTNSCREEN(MYSCREEN)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)'
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLXの例
define	field(#myscreen)	reffld(#std_text)
#jsmcommand	:=	'CONNECT	HOST(MYSERVER)	USER(QUSER)	PASSWORD(QUSER)	RTNSCREEN(MYSCREEN)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhandle	#jsmcommand)	to_get(#jsmstatus	#jsmmessage)
	

	



DISCONNECT
DISCONNECTコマンドはaXesターミナル・サーバーからサービスを切断します。
	
																																																										必須
	
	DISCONNECT	-----------------------------------------------------|
	
	

キーワード
DISCONNECTコマンドのキーワードはありません。

例
RDMLの例
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('DISCONNECT'
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLXの例
#jsmcommand	:=	'DISCONNECT'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhandle	#jsmcommand)	to_get(#jsmstatus	#jsmmessage)
	



CAPTURE
CAPTUREコマンドは現在のaXesターミナル・サーバー画面をキャプチャし、それを提供された
リストに返します。

																																																										任意
	CAPTURE	---------	RTNSIG	----------	フィールド名	----------------->
		
															>--	RTNSCREEN	-------	フィールド名	-----------------|
	
	

最低1つの英数字フィールドが含まれるリスト定義を提供して、キャプチャされた画面
行が戻されるようにしなければなりません。	サービス・コマンドはキャプチャした各画
面行ごとにエントリーしてリストを埋めていきます。	キャプチャされた画面テキストは
リストの最初のフィールドに置かれ、これに使用されるのはこのフィールドだけです。

キーワード
RTNSIG クライアント・プログラムと、現画面の画面署名を受け

取るJSMの間で交換されたフィールド名を指定します。

RTNSCREEN クライアント・プログラムと、現画面の画面名を受け取
るJSMの間で交換されたフィールド名を指定します。
CONNECTコマンドでaXesプロジェクト名が指定された
場合は画面名はユーザー定義の名前で、画面に1つの名前
が割り当てられます。	それ以外の場合は画面署名が戻さ
れます。

例
RDMLの例
DEFINE	FIELD(#MYSCREEN)	REFFLD(#STD_TEXT)
DEFINE	FIELD(#SCRNLINE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(80)
DEF_LIST	NAME(#CAPTURE)	FIELDS(#SCRNLINE)	TYPE(*WORKING)
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('CAPTURE	RTNSCREEN(MYSCREEN)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)'
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#CAPTURE)
	

RDMLXの例
define	field(#myscreen)	reffld(#std_text)
define	field(#scrnline)	type(*char)	length(80)
def_list	name(#capture)	fields(#scrnline)	type(*working)
#jsmcommand	:=	'CAPTURE	RTNSCREEN(MYSCREEN)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)'



use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhandle	#jsmcommand)	to_get(#jsmstatus	#jsmmessage	#capture)
	



EXECUTE
EXECUTEコマンドはaXesターミナル・オペーレーション・スクリプトの指定のルーチンを実行
します。	aXesターミナル・オペーレーション・スクリプトの指定・使用方法については、
「aXesTerminalServiceのスクリプト」を参照してください。
																																																										任意
	EXECUTE	---------	SCRIPT	----------	*LOADED	--------------------->
																																					*LIST
		
															>--	ROUTINE	---------	ルーチン名	---------------->
		
															>--	RTNSIG	----------	フィールド名	------------------>
		
															>--	RTNSCREEN	-------	フィールド名	------------------|
	
	

コマンドでSCRIPT(*LIST)が指定されている場合、aXesターミナル・オペーレーショ
ン・スクリプトを含むリスト定義を提供しなければなりません。	aXesターミナル・オ
ペーレーション・スクリプトの指定・使用方法については、「aXesTerminalServiceのス
クリプト」を参照してください。

キーワード
SCRIPT aXesターミナル・オペーレーション・スクリプトの提供

方法を指定します。	次のいずれかの値を取ることができ
ます：

*LOADED	:	スクリプトは前回LOADSCRIPTコマンドによ
り提供されました。
*LIST	:	スクリプトはこのコマンドと共に作業リスト内で
提供されます。
指定されない場合は、SCRIPT(*LOADED)だとみなされ
ます。

ROUTINE aXesターミナル・オペーレーション・スクリプトのルー
チン名を指定します。	aXesターミナル・オペーレーショ
ン・スクリプト内のルーチンの指定・使用方法について
は、「aXesTerminalServiceのスクリプト」を参照してくだ
さい。

指定がない場合、ルーチン名はブランクだとみなされま
す。	スクリプトに指定のルーチンがない場合、このキー
ワードは指定する必要はありません。



RTNSIG aXesターミナル・オペーレーション・スクリプトの実行
後に表示される画面の画面署名を受け取るJSMとクライ
アント・プログラムとの間で交換されたフィールド名を
指定します。

RTNSCREEN aXesターミナル・オペーレーション・スクリプトの実行
後に表示される画面の名前を受け取るJSMとクライアン
ト・プログラムとの間で交換されたフィールド名を指定
します。	CONNECTコマンドでaXesプロジェクト名が指
定された場合は画面名はユーザー定義の名前で、画面に1
つの名前が割り当てられます。	それ以外の場合は画面署
名が戻されます。

例
RDMLの例
DEFINE	FIELD(#MYSCREEN)	REFFLD(#STD_TEXT)
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('EXECUTE	ROUTINE(ENTERORDER)	RTNSCREEN(MYSCREEN)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)'
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLXの例
define	field(#myscreen)	reffld(#std_text)
#jsmcommand	:=	'EXECUTE	ROUTINE(ENTERORDER)	RTNSCREEN(MYSCREEN)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhandle	#jsmcommand)	to_get(#jsmstatus	#jsmmessage)
	

	



GET
クライアント・アプリケーションはGETコマンドを発行して、aXesターミナル・セッションに関
連する属性を受け取ってクライアント・プログラム変数に格納することができます。

注：	名前がRTNxxxで始まるクライアント・プログラムの変数に戻り値を受け取るため
には、通常コマンド文字列にSERVICE_EXCHANGE(*FIELD)が指定されていなければな
りません。	詳細は「aXesTerminalServiceの使用」	を参照してください。

																																																										任意
	GET	-------------	RTNCURSORROW	----	フィールド名	----------------->
		
															>--	RTNCURSORCOL	----	フィールド名	----------------->
		
															>--	RTNDEVICENAME	---	フィールド名	----------------->
		
															>--	RTNJOBUSER	------	フィールド名	----------------->
		
															>--	RTNJOBNUMBER	----	フィールド名	----------------->
		
															>--	RTNSCREENWIDTH	--	フィールド名	----------------->
		
															>--	RTNSCREENHEIGHT	-	フィールド名	----------------->
		
															>--	RTNSYSTEMNAME	---	フィールド名	----------------->
		
															>--	RTNSIG	----------	フィールド名	----------------->
		
															>--	RTNSCREEN	-------	フィールド名	-----------------|

キーワード
RTNCURSORROW 現画面のカーソル位置の行番号コンポーネント

を受け取るJSMとクライアント・プログラムとの
間で交換されたフィールド名を指定します。

RTNCURSORCOL 現画面のカーソル位置の列番号コンポーネント
を受け取るJSMとクライアント・プログラムとの
間で交換されたフィールド名を指定します。

RTNDEVICENAME 現在のaXesターミナル・セッションにより使用
された5250デバイス名を受け取るJSMとクライア
ント・プログラムとの間で交換されたフィール
ド名を指定します。

RTNJOBUSER 現在のaXesターミナル・セッションのi/OSジョブ
名のユーザー名部分を受け取るJSMとクライアン



ト・プログラムとの間で交換されたフィールド
名を指定します。

RTNJOBNUMBER 現在のaXesターミナル・セッションのi/OSジョブ
名のジョブ名部分を受け取るJSMとクライアン
ト・プログラムとの間で交換されたフィールド
名を指定します。

RTNSCREENWIDTH 現在のaXesターミナル・セッションの画面幅を
受け取るJSMとクライアント・プログラムとの間
で交換されたフィールド名を指定します。	この
値は現在表示されている画面を参照しているの
であり、デバイスの最大性能ではないことに注
意してください。

RTNSCREENHEIGHT 現在のaXesターミナル・セッションの画面の高
さを受け取るJSMとクライアント・プログラムと
の間で交換されたフィールド名を指定します。
この値は現在表示されている画面を参照してい
るのであり、デバイスの最大性能ではないこと
に注意してください。

RTNSYSTEMNAME 現在のaXesターミナル・セッションのi/OSシステ
ム名を受け取るJSMとクライアント・プログラム
との間で交換されたフィールド名を指定しま
す。

RTNSIG 現画面の画面署名を受け取るJSMとクライアン
ト・プログラムとの間で交換されたフィールド
名を指定します。

RTNSCREEN 現画面の画面名を受け取るJSMとクライアント・
プログラムとの間で交換されたフィールド名を
指定します。	CONNECTコマンドでaXesプロ
ジェクト名が指定された場合は画面名はユー
ザー定義の名前で、画面に1つの名前が割り当て
られます。	それ以外の場合は画面署名が戻され
ます。

	

例



RDMLの例
DEFINE	FIELD(#MYJOBUSR)	REFFLD(#STD_TEXT)
DEFINE	FIELD(#MYJOBNUM)	REFFLD(#STD_TEXT)
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('GET	RTNJOBUSER(MYJOBUSR)	RTNJOBNUMBER(MYJOBNUM)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)'
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLXの例
define	field(#myjobusr)	reffld(#std_text)
define	field(#myjobnum)	reffld(#std_text)
#jsmcommand	:=	'GET	RTNJOBUSER(MYJOBUSR)	RTNJOBNUMBER(MYJOBNUM)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhandle	#jsmcommand)	to_get(#jsmstatus	#jsmmessage)
	

	



GETBYNAME
GETBYNAMEコマンドは、現在のaXesターミナル画面のフィールド値を、フィールド名（オプ
ションとしてサブ・フィールドのインデックス）を参照することで取得します。

注：	RTNVALUEキーワードで指定されたクライアント・プログラムの変数に戻り値を
受け取るためには、通常コマンド文字列にSERVICE_EXCHANGE(*FIELD)が指定されて
いなければなりません。	詳細は「aXesTerminalServiceの使用」	を参照してください。

																																																										必須
	GETBYNAME	-------	NAME	------------	画面フィールド名	---------->
		
															>--	RTNVALUE	--------	フィールド名	----------------->
																																																										任意	
															>--	INDEX	------------	0	-------------------------|
																																						値

キーワード
NAME 必須。	値を取り出すフィールドの名前を指定します。	こ

の名前には、ユーザー定義名(CONNECTコマンドでaXesプ
ロジェクト名が指定された場合)またはaXesのフィールド
識別子のいずれかを指定できます。

INDEX このフィールド名がサブファイルに含まている場合、この
キーワードには取得する値のフィルードの現在の画面上の
インスタンスのインデックスを指定します。	サブファイ
ルのスクロール位置にかかわらず、現画面の最初のインス
タンスはインデックス1になります。	ユーザーのプログラ
ムがサブファイルのフィールドを処理しないといけない場
合は、１画面ごとに処理をしてSENDコマンドを利用して
ROLL_UP/ROLL_DOWNを送信します。(これは5250ターミ
ナルのユーザーが行わなければならない動作と同じです）

RTNVALUE 指定の画面フィールドの値を受け取るJSMとクライアン
ト・プログラムとの間で交換されたフィールド名を指定し
ます。

	

例
RDMLの例
DEFINE	FIELD(#MYCUSNUM)	REFFLD(#STD_TEXT)
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('GETBYNAME	NAME(FLD001)	RTNVALUE(MYCUSNUM)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)'



USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLXの例
define	field(#mycusnum)	reffld(#std_text)
#jsmcommand	:=	'GETBYNAME	NAME(FLD001)	RTNVALUE(MYCUSNUM)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhandle	#jsmcommand)	to_get(#jsmstatus	#jsmmessage)
	

			
	



GETBYPOS
GETBYNAMEコマンドは、現在のaXesターミナル画面のフィールド値を、画面の行と列番号を
参照することで取得します。

注：	RTNVALUEキーワードで指定されたクライアント・プログラムの変数に戻り値を
受け取るためには、通常コマンド文字列にSERVICE_EXCHANGE(*FIELD)が指定されて
いなければなりません。	詳細は「aXesTerminalServiceの使用」	を参照してください。

	
																																																										必須
	
	GETBYPOS	--------	ROW	-------------	行番号	----------------->
		
															>--	COL	-------------	列番号	-------------->
		
															>--	RTNVALUE	--------	フィールド名	-----------------|
	

キーワード
ROW 必須。	必要なフィールドの画面行番号を指定します。	行

と列は両方とも指定のフィールドの最初の位置を示してい
ないといけません。

COL 必須。	必要なフィールドの画面列番号を指定します。	行
と列は両方とも指定のフィールドの最初の位置を示してい
ないといけません。

RTNVALUE 指定の画面フィールドの値を受け取るJSMとクライアン
ト・プログラムとの間で交換されたフィールド名を指定し
ます。

	

例
RDMLの例
DEFINE	FIELD(#MYCUSNUM)	REFFLD(#STD_TEXT)
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('GETBYPOS	ROW(8)	COL(44)	RTNVALUE(MYCUSNUM)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)'
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLXの例
define	field(#mycusnum)	reffld(#std_text)
#jsmcommand	:=	'GETBYPOS	ROW(8)	COL(44)	RTNVALUE(MYCUSNUM)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)'



use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhandle	#jsmcommand)	to_get(#jsmstatus	#jsmmessage)
	

	



GETFIELD
GETFIELDコマンドは、現在のaXesターミナル画面のフィールド属性を、フィールド名（任意で
サブ・フィールドのインデックス）、または画面のフィールド行・列番号を参照することで取得
します。

注：	名前がRTNxxxで始まるクライアント・プログラムの変数に戻り値を受け取るため
には、通常コマンド文字列にSERVICE_EXCHANGE(*FIELD)が指定されていなければな
りません。	詳細は「aXesTerminalServiceの使用」	を参照してください。

																																																										任意
	GETFIELD	--------	NAME	------------	画面フィールド名		--------->
		
															>--	INDEX	-----------	0	-------------------------->
																																					値
			
															>--	ROW	-------------	行番号	----------------->
		
															>--	COL	-------------	列番号	-------------->
		
																			RTNNAME	---------	フィールド名	----------------->
		
															>--	RTNINDEX	--------	フィールド名	----------------->
		
															>--	RTNROW	----------	フィールド名	----------------->
		
															>--	RTNCOL	----------	フィールド名	----------------->
		
															>--	RTNSUBFILEEXTENT		フィールド名	-----------------|
		

キーワード
NAME 属性を取り出すフィールドの名前を指定します。	この

名前には、ユーザー定義名(CONNECTコマンドでaXes
プロジェクト名が指定された場合)またはaXesのフィー
ルド識別子のいずれかを指定できます。	NAMEが指定
されない場合はROWとCOLが指定されていなければな
りません。

INDEX このフィールド名がサブファイルに含まれている場
合、このキーワードには取得する属性のフィルードの
現在の画面上のインスタンスのインデックスを指定し
ます。	サブファイルのスクロール位置にかかわらず、
現画面の最初のインスタンスはインデックス1になりま
す。	ユーザーのプログラムがサブファイルのフィール



ドを処理しないといけない場合は、１画面ごとに処理
をしてSENDコマンドを利用して
ROLL_UP/ROLL_DOWNを送信します。(これは5250
ターミナルのユーザーが行わなければならない動作と
同じです）

ROW 必要なフィールドの画面行番号を指定します。	使用す
る場合、行と列は両方とも指定のフィールドの最初の
位置を示していないといけません。	NAMEが指定され
ている場合、このコラムの値は無視されます。	反対に
NAMEが指定されない場合は、ROWとCOLが指定され
ていなければなりません。

COL 必要なフィールドの画面列番号を指定します。	使用す
る場合、行と列は両方とも指定のフィールドの最初の
位置を示していないといけません。	NAMEが指定され
ている場合、このコラムの値は無視されます。	反対に
NAMEが指定されない場合は、ROWとCOLが指定され
ていなければなりません。

RTNNAME ユーザー定義のフィールド名（CONNECTコマンドで
aXesプロジェクト名が指定された場合）、またはプロ
ジェクトが指定されていない場合やフィールド名が定
義されていない場合はaXesフィールドの識別子を取り
出すJSMとクライアント・プログラムの間で交換する
フィールド名を指定します。

RTNINDEX フィールドにサブファイルが含まれている場合、この
キーワードには現在のフィールドの画面上のインスタ
ンスのインデックスを受け取るJSMとクライアント・
プログラム間で交換されたフィールド名を指定するこ
とができます。	サブファイルのスクロール位置にかか
わらず、現画面の最初のインスタンスはインデックス1
になります。

RTNROW フィールドの画面行番号を受け取るJSMとクライアン
ト・プログラムとの間で交換されたフィールド名を指
定します。

RTNCOL フィールドの画面列番号を受け取るJSMとクライアン
ト・プログラムとの間で交換されたフィールド名を指



定します。

RTNSU
BFILEEXTENT

フィールドにサブファイルが含まれている場合、この
キーワードには現在のフィールドの画面上のインスタ
ンスの番号（現画面に表示されたサブファイル・レ
コードの番号）を受け取るJSMとクライアント・プロ
グラム間で交換されたフィールド名を指定することが
できます。	信頼性を保つため、このキーワードはサブ
ファイル表示が必要条件とならないフィールドに使用
するようにしてください。例えば”〜の処理”といった
スタイルの表示での任意入力フィールドなどです。

	

例
RDMLの例
DEFINE	FIELD(#MYSFLEXT)	REFFLD(#STD_NUM)
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('GETFIELD	ROW(8)	COL(44)	RTNSUBFILEEXTENT(MYSFLEXT)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)'
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLXの例
define	field(#mysflext)	reffld(#std_num)
#jsmcommand	:=	'GETFIELD	ROW(8)	COL(44)	RTNSUBFILEEXTENT(MYSFLEXT)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhandle	#jsmcommand)	to_get(#jsmstatus	#jsmmessage)
	

	



LOADSCRIPT
LOADSCRIPTコマンドはaXesターミナル・オペーレーション・スクリプトをサービスにロード
して、後に続くEXECUTEコマンドが利用できるようにします。	これにより以前ロードされたス
クリプトは全て置換されます。	aXesターミナル・オペーレーション・スクリプトの指定・使用
方法については、「aXesTerminalServiceのスクリプト」を参照してください。
																																																										任意
	LOADSCRIPT	------	SCRIPT	----------	*LIST	-----------------------|
	
	

コマンドでSCRIPT(*LIST)が指定されている場合、aXesターミナル・オペーレーショ
ン・スクリプトを含むリスト定義を提供しなければなりません。	aXesターミナル・オ
ペーレーション・スクリプトの指定・使用方法については、「aXesTerminalServiceのス
クリプト」を参照してください。

キーワード
SCRIPT aXesターミナル・オペーレーション・スクリプトの提供方法を

指定します。	現在のところは以下の値のみがサポートされて
います。

*LIST	:	スクリプトはこのコマンドと共に作業リスト内で提供
されます。
指定されない場合は、SCRIPT(*LIST)だとみなされます。

	

例
RDMLの例
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('LOADSCRIPT	SCRIPT(*LIST)'
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#MYSCRIPT)
	

RDMLXの例
#jsmcommand	:=	'LOADSCRIPT	SCRIPT(*LIST)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhandle	#jsmcommand)	to_get(#jsmstatus	#jsmmessage	#myscript)
	



SEND
SENDコマンドは現在のaXes画面のデータをaXesターミナル・サーバーに送信します。	これは
5250ターミナルでEnterキーやファンクション・キーを押すのと同じです。

注：	名前がRTNxxxで始まるクライアント・プログラムの変数に戻り値を受け取るため
には、通常コマンド文字列にSERVICE_EXCHANGE(*FIELD)が指定されていなければな
りません。	詳細は「aXesTerminalServiceの使用」	を参照してください。

	
																																																										任意
	
	SEND	------------	SENDKEY	--------	ENTER	----------------------->
																																				F1		-	F9
																																				F10	-	F24
																																				HELP	
																																				PRINT	
																																				PAGE_UP	
																																				PAGE_DOWN
																																				ROLL_UP	
																																				ROLL_DOWN	
	
															>--	CURSORROW	-------	カーソル行番号	---------->
	
															>--	CURSORROW	-------	カーソル列番号	---------->
	
															>--	RTNSIG	--	-------	フィールド名		---------------->
		
															>--	RTNSCREEN	-------	フィールド名		----------------|
	

キーワード
SENDKEY 送信するファンクション・キーを指定します。	上記に

示す値のいずれかを使用できます。	指定されない場合
は、ENTERが送信されます。

CURSORROW 送信するカーソル行番号を指定します。	CURSORROW
とCURSORCOLの両方が指定されない場合は、カーソル
位置は変更されません。

CURSORCOL 送信するカーソル列番号を指定します。	CURSORROW
とCURSORCOLの両方が指定されない場合は、カーソル
位置は変更されません。

RTNSIG 送信処理後に表示される画面の画面署名を受け取るJSM
とクライアント・プログラムとの間で交換されたフィー



ルド名を指定します。

RTNSCREEN 送信処理後に表示される画面の画面名を受け取るJSMと
クライアント・プログラムとの間で交換されたフィール
ド名を指定します。	CONNECTコマンドでaXesプロジェ
クト名が指定された場合は画面名はユーザー定義の名前
で、画面に1つの名前が割り当てられます。	それ以外の
場合は画面署名が戻されます。

	

例
RDMLの例
DEFINE	FIELD(#MYSCREEN)	REFFLD(#STD_TEXT)
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('SEND	SENDKEY(F3)	RTNSCREEN(MYSCREEN)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)'
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLXの例
define	field(#myscreen)	reffld(#std_text)
#jsmcommand	:=	'SEND	SENDKEY(F3)	RTNSCREEN(MYSCREEN)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhandle	#jsmcommand)	to_get(#jsmstatus	#jsmmessage)
	

	



SETBYNAME
SETBYNAMEコマンドは、現在のaXesターミナル画面のフィールド値を、フィールド名（任意
でサブ・フィールドのインデックス）で参照して設定し、（オプションとして）現在のaXes画面
データをaXesターミナル・サーバーに送信することもできます。	これは5250ターミナルでタイ
プする時と似ています。

注：	名前がRTNxxxで始まるクライアント・プログラムの変数に戻り値を受け取るため
には、通常コマンド文字列にSERVICE_EXCHANGE(*FIELD)が指定されていなければな
りません。	詳細は「aXesTerminalServiceの使用」	を参照してください。

																																																										必須
	SETBYNAME	-------	NAME	------------	画面フィールド名		--------->
		
															>--	VALUE	-----------	値	-----	---------------->
																																																										任意
															>--	INDEX	-----------	0	---	---------------------->
																																					値
															>--	SENDKEY	----------(なし)	--------------------->
																																						ENTER
																																						F1		…	F9
																																						F10	…	F24
																																						HELP	
																																						PRINT
																																						PAGE_UP
																																						PAGE_DOWN
																																						ROLL_UP
																																						ROLL_DOWN
															>--	RTNSIG	--	-------	フィールド名		---------------->
															>--	RTNSCREEN	-------	フィールド名		----------------|

キーワード
NAME このキーワードには、設定する値のフィールド名を指定

します。	この名前には、ユーザー定義名(CONNECTコマ
ンドでaXesプロジェクト名が指定された場合)またはaXes
のフィールド識別子のいずれかを指定できます。

INDEX このフィールド名がサブファイルに含まれている場合、
このキーワードには取得する属性のフィルードの現在の
画面上のインスタンスのインデックスを指定します。	サ
ブファイルのスクロール位置にかかわらず、現画面の最
初のインスタンスはインデックス1になります。	ユー
ザーのプログラムがサブファイルのフィールドを処理し
ないといけない場合は、１画面ごとに処理をしてSENDコ
マンドを利用してROLL_UP/ROLL_DOWNを送信しま



す。(これは5250ターミナルのユーザーが行わなければな
らない動作と同じです）

VALUE このキーワードには指定のフィールドに設定する値を指
定します。

SENDKEY このキーワードに値が指定された場合、コマンドは
（フィールド値が正常に設定された後に）ここに指定の
ファンクション・キーを使ってaXesターミナル・サー
バーに現在のaXes画面データを送信します。	上記に示す
ファンクション・キーのいずれかを使用できます。	指定
されない場合は、送信処理は実行されません。

RTNSIG 処理後に表示される画面の画面署名を受け取るJSMとク
ライアント・プログラムとの間で交換されたフィールド
名を指定します。

RTNSCREEN 処理後に表示される画面の画面名を受け取るJSMとクラ
イアント・プログラムとの間で交換されたフィールド名
を指定します。	CONNECTコマンドでaXesプロジェクト
名が指定された場合は画面名はユーザー定義の名前で、
画面に1つの名前が割り当てられます。	それ以外の場合
は画面署名が戻されます。

	

例
RDMLの例
DEFINE	FIELD(#MYSCREEN)	REFFLD(#STD_TEXT)
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('SETBYNAME	NAME(FLD001)	VALUE(ABC001)	RTNSCREEN(MYSCREEN)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)'
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLXの例
define	field(#myscreen)	reffld(#std_text)
#jsmcommand	:=	'SETBYNAME	NAME(FLD001)	VALUE(ABC001)	RTNSCREEN(MYSCREEN)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhandle	#jsmcommand)	to_get(#jsmstatus	#jsmmessage)
	

	



SETBYPOS
SETBYPOSコマンドは、現在のaXesターミナル画面のフィールド値を、画面の行番号と列番号に
より参照して設定し、（任意で）現在のaXes画面データをaXesターミナル・サーバーに送信する
ことができます。	これは5250ターミナルでタイプする時と似ています。

注：	名前がRTNxxxで始まるクライアント・プログラムの変数に戻り値を受け取るため
には、通常コマンド文字列にSERVICE_EXCHANGE(*FIELD)が指定されていなければな
りません。	詳細は「aXesTerminalServiceの使用」	を参照してください。

	
																																																										必須
	
	SETBYPOS	--------	ROW	-------------	行番号	----------------->
		
															>--	COL	-------------	列番号	-------------->
		
															>--	VALUE	-----------	値	-----	---------------->
	
																																																										任意	
	
															>--	SENDKEY	---------(なし)	---------------------->
																																					ENTER
																																					F1		…	F9
																																					F10	…	F24
																																					HELP	
																																					PRINT	
																																					PAGE_UP	
																																					PAGE_DOWN
																																					ROLL_UP	
																																					ROLL_DOWN	
		
															>--	RTNSIG	--	-------	フィールド名		---------------->
		
															>--	RTNSCREEN	-------	フィールド名		----------------|
	

キーワード
ROW 必須。	必要なフィールドの画面行番号を指定します。	行

と列は両方とも指定のフィールドの最初の位置を示して
いないといけません。

COL 必須。	必要なフィールドの画面列番号を指定します。	行
と列は両方とも指定のフィールドの最初の位置を示して
いないといけません。

VALUE 必須。	指定のフィールドに設定する値を指定します。



SENDKEY このキーワードに値が指定された場合、コマンドは
（フィールド値が正常に設定された後に）ここに指定の
ファンクション・キーを使ってaXesターミナル・サー
バーに現在のaXes画面データを送信します。	上記に示す
ファンクション・キーのいずれかを使用できます。	指定
されない場合は、送信処理は実行されません。

RTNSIG 処理後に表示される画面の画面署名を受け取るJSMとク
ライアント・プログラムとの間で交換されたフィールド
名を指定します。

RTNSCREEN 処理後に表示される画面の画面名を受け取るJSMとクラ
イアント・プログラムとの間で交換されたフィールド名
を指定します。	CONNECTコマンドでaXesプロジェクト
名が指定された場合は画面名はユーザー定義の名前で、
画面に1つの名前が割り当てられます。	それ以外の場合
は画面署名が戻されます。

	

例
RDMLの例
DEFINE	FIELD(#MYSCREEN)	REFFLD(#STD_TEXT)
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('SETBYPOS	ROW(8)	COL(44)	VALUE(ABC001)	RTNSCREEN(MYSCREEN)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)'
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLXの例
define	field(#myscreen)	reffld(#std_text)
#jsmcommand	:=	'SETBYPOS	ROW(8)	COL(44)	VALUE(ABC001)	RTNSCREEN(MYSCREEN)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhandle	#jsmcommand)	to_get(#jsmstatus	#jsmmessage)
	

	



SETCURSOR
SETCURSORコマンドは、現在のaXesターミナル画面のカーソル位置を設定します。	これは
5250ターミナルで矢印キーやTabキーを使ってカーソルを移動させるのと似ています。	5250アプ
リケーションや画面によっては、カーソル位置に敏感なものがあり、それにより異なる機能が示
される場合があります。

	
																																																										必須
	
	SETCURSOR	-------	CURSORROW	-------	カーソル行番号	---------->
		
															>--	CURSORROW	-------	カーソル列番号	----------|
	

キーワード
CURSORROW 必須。	設定するカーソル行番号を指定します。

CURSORCOL 必須。	設定するカーソル列番号を指定します。
	

例
RDMLの例
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('SETCURSOR	CURSORROW(8)	CURSORCOL(44)'
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLXの例
#jsmcommand	:=	'SETCURSOR	CURSORROW(8)	CURSORCOL(44)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhandle	#jsmcommand)	to_get(#jsmstatus	#jsmmessage)
	

	



SERVICE_GET
SERVICE_GETコマンドにより、JSMクライアント・アプリケーションは、現在ロードされてい
るサービスに関連するプロパティ・ファイルのキーワード/値のプロパティにアクセスできま
す。

クライアント・アプリケーションは、サービスに関連するプロパティの値にアクセスできます
が、この値を保持する共通の媒体としてサービス・プロパティ・ファイルを使用してアプリケー
ション固有のプロパティ値にもアクセスできます。

後者の方法を使う場合、アプリケーション定義のキーワード名と、現在および将来のバージョン
のLANSA	Integratorで使用されるキーワード名との間に競合が生じる可能性があります。	この可
能性を減らすには、プロパティ・キーワードの先頭にグローバルな一意の名前を付ける必要があ
ります。	以下の例では、この目的で接頭辞com.acme.propertyが使用されています。
サービス・プロパティのキーワード値は、JSM	Messageフィールドに返されます。	キーワードが
存在しない場合、NOT_EXISTというステータスが返されます。
																																																								必須	
		
		SERVICE_GET	--------	PROPERTY	-----値--------------------|	
				

キーワード
PROPERTY サービス・プロパティ・ファイルでチェックするキーワー

ド/値を指定します。
サービス・プロパティのキーワード値は、JSM	Message
フィールドに返されます。	キーワードがサービス・プロパ
ティ・ファイルに存在しない場合、NOT_EXISTというス
テータスが返されます。

	

例
例では、サービス・プロパティ・ファイルのcom.acme.property.messagetype	(アプリケーション定
義のプロパティ)の値を取り出します。	このプロパティは、以下のような行を含むサービス・プ
ロパティ・ファイルで定義できます(この場合、値「html」がアプリケーションに返されます)。

com.acme.property.messagetype=html
RDMLの例
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SERVICE_GET	PROPERTY(com.acme.property.messagetype)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLXの例
#jsmcmd	:=	'	service_get	property(com.acme.property.messagetype)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
	

	



SERVICE_UNLOAD
SERVICE_UNLOADコマンドは、サービスをアンロードして一時ディレクトリを削除します。
	
SERVICE_UNLOAD	---------キーワードなし--------------------------|
	

キーワード
SERVICE_UNLOADのキーワードはありません。

例
RDMLの例
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(SERVICE_UNLOAD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

RDMLXの例
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhandle	service_unload)	to_get(#jsmstatus	#jsmmessage)
	



5.36.5	aXesTerminalServiceの例
ここでは最も一般的なクライアント・プログラミング言語の例が提供されています。

RDMLX
	
	



6.	独自のサービスの作成
一連のJavaクラスをすでに作成した場合やサード・パーティー製のJavaクラスを使用したい場合
は、Java	Service	Managerの独自のサービスを作成する必要があります。
サービスを作成して配布すると、そのサービスをLANSAファンクションやRPG	ILEプログラム
から呼び出すことができます。

独自のサービスを作成する前に、以下を確認することをお勧めします。

									カスタム・サービスの作成

									Java	Service	Managerインターフェース

									Java	Service	Managerクラス



6.1	カスタム・サービスの作成
カスタム・サービスでは、JSMServiceインターフェースを実装する必要があります。
お使いの開発環境からjsm.jar、jsmservice.jar、jsmutil.jarにアクセスできるようにしてください。
カスタム・サービスを作成してコンパイルします。

カスタム・サービス・クラスを、クラス・ディレクトリの下のパッケージ・ディレクトリに入れ
ます。

	
/jsm/instance/classes/com/lansa/jsm/userdefined/XYZService.class
	

システム・ディレクトリのservice.propertiesにエントリーを追加します。

	
service.XYZService=com.lansa.jsm.userdefined.XYZService
	

注：ユーザー定義サービスの使用を許可する標準LANSA	Integratorライセンスの場合、カスタ
ム・サービス・クラスのパッケージ名で接頭辞com.lansa.jsm.userdefined.を使用する必
要があります。特別なライセンス調整を行わない限り、カスタム・サービスではこの命名規則を
使用してください。

XYZService.propertiesというプロパティ・ファイルをプロパティ・ディレクトリに作成します。

	
#!<studio-project	id="20050606-115520"	name="XYZ_Project">
#	XYZService	resource	(	Default	)
message.001=XYZService	successfully	loaded
message.002=XYZService	successfully	unloaded
message.003=Command	is	not	supported	:
#!</studio-project>
	

LANSAファンクションのサンプル

	
USE	BUILTIN(JSM_OPEN)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(SERVICE_LOAD(XYZSERVICE)	TRACE(*YES))	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(SERVICE_UNLOAD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
USE	BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	

XYZServiceコードのサンプル

	
package	com.lansa.jsm.userdefined	;
	
import	java.io.*	;



import	java.net.*	;
import	java.util.*	;
	
import	com.lansa.jsm.*	;
	
public	final	class	XYZService	implements	JSMService
{
				private	JSMTrace	m_trace	=	null	;
				private	JSMResource	m_serviceResource	=	null	;
	
				public	XYZService	()
				{
								if	(	!JSMManager.isLicenced	(	this	)	)
								{
												throw	new	IllegalArgumentException	(	"Class	is	not	licenced	:	"	+	this.getClass().getName()	)	;
								}
				}
	
				public	final	void	service	(	JSMContainer	container	)
				{
								m_trace	=	container.getServiceTrace	()	;
	
								m_serviceResource	=	container.getServiceResource	()	;
				}
	
				public	final	JSMResponse	command	(	JSMCommand	command	)	throws	JSMException
				{
								try
								{
												if	(	m_trace	!=	null	)
												{
																m_trace.print	(	command	)	;
												}
	
												JSMResponse	response	=	runCommand	(	command	)	;
	
												if	(	m_trace	!=	null	)
												{
																m_trace.print	(	command,	response	)	;



												}
	
												return	response	;
								}
								catch	(	Throwable	t	)
								{
												if	(	m_trace	!=	null	)
												{
																m_trace.print	(	command,	t	)	;
												}
	
												return	new	JSMResponse	(	t	)	;
								}
				}
	
				private	final	JSMResponse	runCommand	(	JSMCommand	command	)	throws
Exception
				{
								if	(	command.equals	(	JSMCommand.LOAD	)	)
								{
												return	commandLOAD	(	command	)	;
								}
	
								if	(	command.equals	(	JSMCommand.UNLOAD	)	)
								{
												return	commandUNLOAD	(	command	)	;
								}
	
								if	(	command.equals	(	"SEND"	)	)
								{
												return	commandSEND	(	command	)	;
								}
	
								return	new	JSMResponse	(	JSMResponse.ERROR,	m_serviceResource.getResource	(	"message.003"	)	+	"	"	+	command.getCommand	()	)	;
				}
	
				private	final	JSMResponse	commandLOAD	(	JSMCommand	command	)	throws	Exception
				{
								return	new	JSMResponse	(	m_serviceResource.getResource	(	"message.001"	)	)	;



				}
	
				private	final	JSMResponse	commandUNLOAD	(	JSMCommand	command	)	throws	Exception
				{
								return	new	JSMResponse	(	m_serviceResource.getResource	(	"message.002"	)	)	;
				}
	
				private	final	JSMResponse	commandSEND	(	JSMCommand	command	)	throws	Exception
				{
								return	new	JSMResponse	(	""	)	;
				}
}
	



6.2	Java	Service	Managerインターフェース
Java	Service	Managerには、以下のインターフェースが付属しています。
JSMServiceインターフェース
JSMContainerインターフェース
JSMCommandインターフェース
JSMClientインターフェース
JSMResourceインターフェース
JSMStorageインターフェース
JSMTraceインターフェース
JSMListインターフェース
JSMFieldListインターフェース
JSMFieldインターフェース



6.2.1	JSMServiceインターフェース
Javaクラスがロードされて正常に実行される場合、そのJavaクラスは、以下の例に示すように
JSMServiceインターフェースを実装する必要があります。

	
public	interface	JSMService
{
		public	void	service	(	JSMContainer	container	)	;
	
		public	JSMResponse	command	(	JSMCommand	command	)	throws	JSMException	;
}
	

		
クラスのサービス・メソッドは、サービスが最初にロードするときに呼び出されます。このメ
ソッドが呼び出されるのは一度だけのため、現在のサービス・プログラムで後からアクセスでき
るようにJSMContainerオブジェクトを保存しておいてください。JSMContainerオブジェクトで
は、サービス・トレース・オブジェクト、サービス・リソース・オブジェクト、サービス記憶域
オブジェクトへのアクセスが可能です。コンテナー・リソースは現在使用されません。

コマンド・メソッドは、JSMクライアント・プログラムがコマンド文字列を送信するたびに呼び
出されます。

コマンド・オブジェクトからUnicode内のコマンド文字列にアクセスでき、ヘルパー・メソッド
によってキーワードへのアクセスが可能になります。クライアント・プログラム・バイト・エン
コーディングとロケールには、コマンド・オブジェクトからアクセスできます。また、バイト配
列オブジェクトもコマンド・オブジェクトから利用できます。このバイト配列がnullになること
はなく、長さがゼロの配列になります。あるいは、クライアントから送信されたバイト配列のコ
ピーになります。バイト・コード変換は行われないため、バイト配列は未調整のままで、クライ
アントと同じエンコーディングが反映されます。



6.2.2	JSMContainerインターフェース
	
public	interface	JSMContainer
{
		public	JSMTrace	getServiceTrace	()	;
		public	JSMStorage	getServiceStorage	()	;
		public	JSMResource	getServiceResource	()	;
		public	JSMResource	getContainerResource	()	;
}
	

JSMContainerオブジェクトを使用すると、サービス・プログラムで環境に関する情報を取得でき
ます。

JSMStorageオブジェクトを使用すると、サービス・プログラムでオブジェクトを保管できます。
この記憶域は、SERVICE_LOADコマンドとSERVICE_UNLOADコマンドで有効です。記憶域オ
ブジェクトは、JSMが開いてから閉じるまで有効です。JSMが閉じると、記憶域オブジェクトは
失われます。記憶域オブジェクトがnullになることはありません。
JSMTraceオブジェクトを使用すると、サービス・プログラムでトレース情報を出力できます。
トレース・オブジェクトがnullの場合、トレースは無効になります。
getServiceResourceメソッドで返されるJSMResourceオブジェクトは、サービス・プログラムに関
連するリソース・ファイルです。このリソース・オブジェクトがnullになることはありません。
リソース・プロパティ・ファイルが割り当てられない場合や存在しない場合、空のリソース・オ
ブジェクトが提供されます。

getContainerResourceで返されるJSMResourceオブジェクトはまだ使用されていません。



6.2.3	JSMCommandインターフェース
	
public	interface	JSMCommand
{
		public	String	getCommand	()	;
	
		public	JSMList	getList	()	;
		public	JSMFieldList	getFieldList	()	;
	
		public	JSMClient	getClient	()	;
	
		public	byte[]	getByteArray	()	;
	
		public	Enumeration	getKeywords	()	;
	
		public	String	getKeywordValue	(	String	key	)	;
	
		public	boolean	equals	(	String	command	)	;
}
	

		
コマンド・オブジェクトは、JSMクライアントから送信されるコマンド文字列のJavaオブジェク
トに相当するものです。

getCommandメソッドで返されるStringオブジェクトはコマンド名です。
equalsメソッドを使用して、コマンド名をチェックできます。
getByteArrayメソッドで返されるバイト配列オブジェクトは、JSMクライアントから送信される
バイト配列です。

getListメソッドで返されるJSMListオブジェクトは、JSMクライアントから送信される作業リスト
です。

getFieldListで返されるJSMFieldListオブジェクトは、JSMクライアントから送信されるフィール
ド・リストです。

getKeywordsメソッドで返されるEnumerationオブジェクトは、コマンド・キーワードの列挙で
す。

getKeywordValueメソッドで返されるString値は、キーワードに関連する値です。
詳細については、「コマンド」を参照してください。

LANSA093.CHM::/intb5_0030.htm


6.2.4	JSMClientインターフェース
	
public	interface	JSMClient
{
		public	String	getType	()	;
		public	Locale	getLocale	()	;
		public	String	getVersion	()	;
		public	String	getAddress	()	;
		public	String	getEncoding	()	;
	
		public	String	getDataLibrary	()	;
		public	String	getModuleLibrary	()	;
		public	String	getProgramLibrary	()	;
	
		public	String	getProcess	()	;
		public	String	getFunction	()	;
		public	String	getPartition	()	;
		public	String	getLanguage	()	;
	
		public	boolean	isLanguageDBCS	()	;
		public	boolean	isLanguageLeftToRight	()	;
		public	boolean	isLanguageRightToLeft	()	;
	
		public	String	getDateFormat	()	;
		public	String	getDateSeparator	()	;
		public	String	getTimeSeparator	()	;
	
		public	String	getJobType	()	;
		public	String	getJobName	()	;
		public	String	getJobUser	()	;
		public	String	getJobNumber	()	;
}
	

JSMClientオブジェクトでは、クライアント・プログラムの情報にアクセスできます。



6.2.5	JSMResourceインターフェース
	
public	interface	JSMResource
{
		public	Object	getObject	(	String	key	)	;
	
		public	String	getResource	(	String	key	)	;
	
		public	Enumeration	getResourceNames	()	;
}
	

JSMResourceオブジェクトは、リソース・プロパティと値のハッシュ・テーブルです。
getObjectメソッドは、String値以外のオブジェクトにアクセスする場合に使用されます。
キーは必ずトリミングされ、大文字になります。



6.2.6	JSMStorageインターフェース
	
public	interface	JSMStorage
{
		public	void	clear	()	;
		public	void	remove	(	String	key	)	;
	
		public	Object		getObject	(	String	key	)	;
		public	boolean	putObject	(	String	key,	Object	value	)	;
	
		public	boolean	containsKey	(	String	key	)	;
}
	

JSMStorageオブジェクトは、オブジェクトの保管と取得を可能にするハッシュ・テーブルです。
キーは必ずトリミングされ、大文字になります。



6.2.7	JSMTraceインターフェース
	
public	interface	JSMTrace
{
		public	void	flush	()	;
	
		public	int	getNumber	()	;
	
		public	File	createTraceFile	(	String	fileName	)	;
	
		public	void	print	(	String	text	)	;
		public	void	println	(	String	text	)	;
	
		public	void	println	(	Object	object1,	Object	object2	)	;
		public	void	println	(	Object	object1,	Object	object2,	Object	object3	)	;
		public	void	println	(	Object	object1,	Object	object2,	Object	object3,	Object	object4	)
	;
		public	void	println	(	Object	object1,	Object	object2,	Object	object3,	Object	object4,	Object	object5	)	;
		public	void	println	(	Object	object1,	Object	object2,	Object	object3,	Object	object4,	Object	object5,	Object	object6	)	;
		public	void	println	(	Object	object1,	Object	object2,	Object	object3,	Object	object4,	Object	object5,	Object	object6,	Object	object7	)	;
		public	void	println	(	Object	object1,	Object	object2,	Object	object3,	Object	object4,	Object	object5,	Object	object6,	Object	object7,	Object	object8	)	;
	
		public	void	print	(	Throwable	throwable	)	;
		public	void	print	(	JSMCommand	command	)	;
		public	void	print	(	JSMCommand	command,	JSMResponse	response	)	;
		public	void	print	(	JSMCommand	command,	Throwable	throwable	)	;
}
	

JSMTraceオブジェクトを使用すると、サービス・クラスを作成したプログラマはトレース情報
を書き出すことができます。

JSMTraceオブジェクトがnullではない場合、トレース・ファイルが存在するためそのファイルに
書き込むことができます。

Stringテキストは、トレース・ファイルにUTF-8エンコードで書き込まれます。
printlnメソッドは、UTF-8エンコード・バイトの最後にCRLF	(0x0D0x0A)を追加します。
Stringテキストに「\n」を埋め込まず、printメソッドとprintlnメソッドを使用することをお勧めし
ます。

例

	



				public	final	void	service	(	JSMContainer	container	)
				{
								m_trace	=	container.getServiceTrace	()	;
				}
	
				public	final	JSMResponse	command	(	JSMCommand	command	)	throws	JSMException
				{
								try
								{
												if	(	m_trace	!=	null	)
												{
																m_trace.print	(	command	)	;
												}
	
												JSMResponse	response	=	runCommand	(	command	)	;
	
												if	(	m_trace	!=	null	)
												{
																m_trace.print	(	command,	response	)	;
												}
	
												return	response	;
								}
								catch	(	Throwable	t	)
								{
												if	(	m_trace	!=	null	)
												{
																m_trace.print	(	command,	t	)	;
												}
	
												return	new	JSMResponse	(	t	)	;
								}
				}
	
				private	final
JSMResponse	runCommand	(	JSMCommand	command	)	throws	Exception
				{
							if	(	command.equals	(	command.LOAD	)	)
							{



											return	new	JSMResponse	(	"Command	has	completed"	)	;
							}
						
							return	new	JSMResponse	(	JSMResponse.ERROR,	"Unknown	command"	)	;
			}
	



6.2.8	JSMListインターフェース
JSM_COMMAND組み込み関数に対してオプションの作業リスト引数が使用される場合、このイ
ンターフェースを使用して作業リストの内容にアクセスできます。

	
public	interface	JSMList
{
		public	int	getEntryCount	()	;
		public	int	getMaxEntryCount	()	;
	
		public	void	clear	()	;
		public	void	remove	(	int	index	)	;
	
		public	int	getFieldCount	()	;
	
		public	String[]	newEntryArray	()	;
		public	String[]	getEntryArray	(	int	index	)	;
	
		public	String[]	getNameArray	()	;
		public	JSMField[]	getFieldArray	()	;
	
		public	Enumeration	getNames	()	;
		public	Enumeration	getFields	()	;
	
		public	void	add	(	String[]	data	)	;
		public	void	set	(	int	index,	String[]	data	)	;
		public	void	insert	(	int	index,	String[]	data	)	;
}
	



6.2.9	JSMFieldListインターフェース
JSM_COMMAND組み込み関数に対してSERVICE_EXCHANGE(*FIELD)キーワードまたはオプ
ションの作業リスト引数が使用される場合、このインターフェースを使用してファンクション・
フィールドにアクセスできます。

	
public	interface	JSMFieldList
{
		public	int	getFieldCount	()	;
	
		public	String[]	getNameArray	()	;
		public	JSMField[]	getFieldArray	()	;
	
		public	Enumeration	getNames	()	;
		public	Enumeration	getFields	()	;
	
		public	boolean	contains	(	String	name	)	;
	
		public	JSMField	getField	(	String	name	)	;
	
		public	String	getValue	(	String	name	)	;
		public	void	setValue	(	String	name,	String	value	)	;
}
	



6.2.10	JSMFieldインターフェース
	
public	interface	JSMField
{
		public	String	getName	()	;
	
		public	DataType	getDataType	()	;
}
	



6.3	Java	Service	Managerクラス
Java	Service	Managerには、以下のクラスが付属しています。
JSMResponseクラス
JSMExceptionクラス
その他のヘルパー・クラス

ネイティブIBM	i	クラス
ユーティリティ・クラス



6.3.1	JSMResponseクラス
JSMReponseオブジェクトは、JSMクライアント・プログラムに応答を返す場合に使用されま
す。

JSMReponseオブジェクトには、状況、メッセージ、バイト配列、リスト、フィールド・リス
ト・オブジェクトが含まれます。

Unicode状況文字列値は、クライアント・プログラムのネイティブ・エンコーディングにエン
コードされます。

状況値は、LANSA組み込み関数ファンクションAPIの#JSMSTSフィールドにコピーされます。
Unicodeメッセージ文字列値は、クライアント・プログラムのネイティブ・エンコーディングに
エンコードされます。

メッセージ値は、LANSA組み込み関数ファンクションAPIの#JSMMSGフィールドにコピーされ
ます。

シングルバイト環境の場合、Unicode文字は、各文字が1バイトにエンコードされます。
ダブルバイト環境の場合、DBCS文字がなければ、Unicode文字は各文字が1バイトにエンコード
されます。

DBCS文字がある場合は、シフトアウト文字とシフトイン文字は、1文字につき1バイトから1文
字につき2バイトに変更されます。
状況とメッセージのバイト・サイズが制限を超えた場合、応答送信時に例外が投げられます。

バイト配列変数の内容は、JSMクライアント・プログラム内で割り当てられたメモリーにコピー
されます。データの変換は行われません。

新しい各JSMコマンドの呼び出しでは、以前のコマンドのバイト配列応答を保管するために割り
当てられたメモリーが解放されます。

バイト配列メモリーには、JSM_CLOSEの実行時にHTTPサーバーに渡されるHTTP応答も含まれ
ます。

JSM_CLOSE呼び出しの場合も、バイト配列応答で割り当てられたメモリーが解放されます。
JSMクライアント・プログラムを終了する前にJSM_CLOSEを必ず呼び出すことをお勧めしま
す。

内部の省略値設定は以下のようになります。

状況 OK

メッセージ 長さゼロの文字列オブジェク
ト

ByteArray 長さゼロのバイト配列オブ
ジェクト

リスト nullオブジェクト

Fieldlist nullオブジェクト
		
使いやすくするために、OKおよびERRORという2つのスタティックな最終文字列変数を使用で



きます。

例

	
		new	JSMResponse	(	"Ok	message"	)	;
		new	JSMResponse	(	JSMResponse.OK,	"Ok	message"	)	;
		new	JSMResponse	(	JSMResponse.ERROR,	"Error	message"	)	;
		new	JSMResponse	(	exception	)	;
	



6.3.1.1	コンストラクタ
public	JSMResponse	(	String	message	)
public	JSMResponse	(	String	status,	String	message	)
public	JSMResponse	(	String	status,	String	message,	JSMList	list	)
public	JSMResponse	(	String	status,	String	message,	JSMFieldList	fieldList	)
public	JSMResponse	(	String	status,	String	message,	byte[]	byteArray	)
public	JSMResponse	(	JSMList	list	)
public	JSMResponse	(	JSMFieldList	fieldList	)
public	JSMResponse	(	JSMFieldList	fieldList,	JSMList	list	)
public	JSMResponse	(	byte[]	byteArray	)
public	JSMResponse	(	Throwable	t	)

コンストラクタ・パラメータがThrowableオブジェクトの場合、状況値はERRORになり、メッ
セージ値はThrowableオブジェクトから取得されます。
ThrowableオブジェクトがJSMExceptionのインスタンスの場合、状況値とメッセージ値は
JSMExceptionオブジェクトから取得されます。
Throwable	getMessageメソッドがnullを返す場合、メッセージ値はThrowableオブジェクトのクラ
ス名になります。



6.3.1.2	Getter/Setterメソッド
	
public	final	String	getStatus	()
public	final	void	setStatus	(	String	status	)
	
状況パラメータ値はトリミングされ、大文字に変換されます。
状況パラメータがnullの場合、内部状況値はERRORに設定されます。
	
public	final	String	getMessage	()
public	final	void	setMessage	(	String	message	)
	
メッセージ・パラメータがnullの場合、内部メッセージ値は長さゼロ
の文字列に設定されます。
	
public	final	JSMList	getList	()
public	final	void	setList	(	JSMList	list	)
	
public	final	JSMFieldList	getFieldList	()
public	final	void	setFieldList	(	JSMFieldList	fieldList	)
	
public	final	byte[]	getByteArray	()
public	final	void	setByteArray	(	byte[]	byteArray	)
	
byteArrayパラメータがnullの場合、内部byteArray値は、長さゼロのバ
イト配列オブジェクトになります。



6.3.2	JSMExceptionクラス
JSMExceptionオブジェクトは、JSMクライアント・プログラムに応答を返す場合に使用されま
す。

JSMExceptionオブジェクトには状況オブジェクトが含まれます。メッセージ・オブジェクトは、
基本Exceptionクラスに保管されます。
Unicode状況文字列値は、クライアント・プログラムのネイティブ・エンコーディングにエン
コードされます。この状況文字列値は、LANSA組み込み関数APIの#JSMSTSフィールドにコピー
されます。

状況値は20バイト以下でなければなりません。
Unicodeメッセージ文字列値は、クライアント・プログラムのネイティブ・エンコーディングに
エンコードされます。このメッセージ文字列値は、LANSA組み込み関数APIの#JSMMSGフィー
ルドにコピーされます。

RDMLおよびRPGクライアントの場合、メッセージ値は255バイト以下でなければなりません。
内部の省略値設定は以下のようになります。

状況 ERROR
		



6.3.2.1	コンストラクタ
public	JSMException	(	Throwable	t	)
public	JSMException	(	String	message	)
public	JSMException	(	String	status,	String	message	)

JSMExceptionの主な目的は、サービス・プログラム・コードが幾層か下で、JSMResponseオブ
ジェクトを返すのが容易ではない場合に応答をクライアント・プログラムに返すようにすること
です。

コンストラクタ・パラメータがThrowableオブジェクトの場合、状況値はERRORになり、メッ
セージ値はThrowableオブジェクトから取得されます。
Throwable	getMessageメソッドがnullを返す場合、メッセージ値はThrowableオブジェクトのクラ
ス名になります。

クライアント・プログラムにデータを返して制御するには、JSMExceptionを投げる場合と
JSMResponseオブジェクトを返す場合の2つの方法があります。
省略値の状況はERRORです。



6.3.2.2	他の例外処理
サービス・プログラム・コードで処理されない例外が捕捉され、応答がクライアント・プログラ
ムに送り返されます。

これらの応答の状況フィールド値は、必ず文字列FATALになります。
メッセージ・フィールド値は、例外メッセージなどの例外を説明する便利な情報です。

可能な状況フィールド値は以下のとおりです。

OK OK状況は、JSMResponseクラスの省略値です。

ERROR ERROR状況は、JSMExceptionクラスの省略値です。

FATAL 例外が発生しました。

ユーザー定
義

JSMResponseおよびJSMException状況フィールドは、
サービス・プログラム・コードで設定できます。



6.3.3	その他のヘルパー・クラス
スタティック・メソッドJSMManager.getTemporaryDirectoryは、現在のサービスの一時ディレクト
リをjava.io.Fileオブジェクトとして返します。
このメソッドでは一時ディレクトリは作成されません。

この一時ディレクトリの名前は、ジョブ番号と、サービス・スレッドのハッシュ・コードになり
ます。

例

	
File	directory	=	JSMManager.getTemporaryDirectory	()	;
	

スタティック・メソッドSMManager.createTemporaryDirectoryは、現在のサービスの一時ディレク
トリをjava.io.Fileオブジェクトとして返します。
このメソッドでは一時ディレクトリが作成されます。

この一時ディレクトリの名前は、ジョブ番号と、サービス・スレッドのハッシュ・コードになり
ます。

例

	
File	directory	=	JSMManager.createTemporaryDirectory	()	;
	

スタティック・メソッドJSMManager.createTemporaryFileは、一時ファイルをjava.io.Fileオブジェ
クトとして返します。

一時ディレクトリは存在しない場合は作成されますが、一時ファイルは作成されません。

ファイル名はサービス・プログラム内で一意でなければならないため、「upload」のような簡単
な名前を使用できます。

ファイルを読み書きするには、FileInputStreamクラスとFileOutputStreamクラスを使用します。

例

	
File	file	=	JSMManager.createTemporaryFile	(	ファイル名	)	;
	

一時ディレクトリは、JSM	OPENおよびJSM	CLOSEの間にのみ存在します。
一時ディレクトリはJSM	OPENで消去されます。
また、JSMCLOSEでも消去されます。
プログラマが一時ディレクトリを消去する必要はありません。

スタティック・メソッドJSMManager.clearTemporaryDirectoryは、一時ディレクトリ内のファイル
をすべて削除してから、一時ディレクトリを削除します。

例

	



boolean	ok	=	JSMManager.clearTemporaryDirectory	()	;
	

サービス・スレッドが開始すると、JSMManager.clearTemporaryDirectoryメソッドの呼び出しが行
われ、同じハッシュ・コードを使用した以前のスレッドから以前の一時ファイルがなくなりま
す。

CLRJSMコマンドは、一時ディレクトリとトレース・ディレクトリの下にあるすべてのファイル
とディレクトリをオプションで削除できます。



6.3.4	ネイティブIBM	i	クラス
IBM	i	データ・オブジェクトに直接アクセスできるように複数のクラスが開発されています。
これらのクラスは、JSMとは別にして、jsmnative.jarファイルに配置されます。
Data	Queueクラス、Message	Queueクラス、およびUser	Spaceクラスでは、IBM	i	サービス・プロ
グラムを使用します。

DataQueueクラス

DataQueueクラスにより、サービス・プログラムはデータ待ち行列のメッセージを消去、送信、
受信できます。

このクラスは、ネイティブIBM	i	サービス・プログラムJSMDTAQを使用します。

MessageQueueクラス

MessageQueueクラスにより、サービス・プログラムは情報テキスト・メッセージをメッセージ
待ち行列に送信できます。

このクラスは、ネイティブIBM	i	サービス・プログラムJSMMSGQを使用します。

UserSpaceクラス

UserSpaceクラスにより、サービス・プログラムは、ユーザー・スペースの作成、読み取り、書
き込みを行うことができます。

このクラスは、ネイティブIBM	i	サービス・プログラムJSMUSRSPCEを使用します。



6.3.4.1	DataQueueクラス
コンストラクタ

	
DataQueue	(	String	library,	String	queue	)
	

メソッド

	
String	getEncoding	()
	
String	check	()
String	check	(	String	authority	)
	
int	getKeyLength	()
int	getMessageLength	()
	
boolean	clear	()
boolean	clear	(	String	key	)
	
boolean	write	(	String	data	)
boolean	write	(	byte[]	data	)
	
boolean	write	(	String	key,	String	data	)
boolean	write	(	String	key,	byte[]	data	)
	
byte[]	read	(	int	waitTime	)
byte[]	read	(	String	key,	int	waitTime	)
	
String	readString	(	int	waitTime	)
String	readString	(	String	key,	int	waitTime	)
	

最大サイズ
	

待ち行列の長さ 10バイト

ライブラリの長さ 10バイト



権限の長さ 10バイト

キーの最大長 256バイト

メッセージの最大長 64512バイト
		

説明
writeメソッドは、ジョブのCCSIDを使用してUnicode文字列をバイトに変換します。
JNIサービスがバイト・メッセージをデータ待ち行列に書き込むと、メッセージに空白が埋め込
まれます。

readメソッドは、データ待ち行列から次のメッセージを読み込みます。
readStringメソッドは、データ待ち行列から次のメッセージを読み込み、そのメッセージを
Unicode文字列に変換します。
readメソッドでデータ待ち行列の待機時間が有効になるのは、そのメソッドがデータを読み込も
うとする最初のスレッドの場合のみです。

checkメソッドは、以下のいずれかの値を返します。

null 内部エラー

長さゼロの文
字列

OK

CPFnnnn i5/OSメッセージID
		



6.3.4.2	MessageQueueクラス
コンストラクタ

	
コンストラクタなし
	

スタティック・メソッド

	
MessageQueue	queueSystemOperator	()
MessageQueue	queueActiveUsers	()
MessageQueue	queueHistoryLog	()
MessageQueue	queueUser	(	String	user	)
MessageQueue	queueSpecified	(	String	queue,	String	library	)
	

メソッド

	
String	getEncoding	()
boolean	send	(	String	message	)
	

最大サイズ
	

待ち行列の長さ 10バイト

ライブラリの長
さ

10バイト

メッセージの長
さ

6000バイト

		

説明
sendメソッドは、ジョブのCCSIDを使用してUnicode文字列をバイトに変換します。



6.3.4.3	UserSpaceクラス
コンストラクタ

	
UserSpace	(	String	library,	String	name	)
	

メソッド

	
String	getEncoding	()
	
String	check	()
String	check	(	String	authority	)
	
boolean	create	()
boolean	create	(	int	initialSize	)
boolean	create	(	int	initialSize,	String	description	)
boolean	create	(	int	initialSize,	String	authority,	String	description	)
	
boolean	delete	()
	
boolean	write	(	String	data	)
boolean	write	(	byte[]	data	)
boolean	write	(	int	startPosition,	String	data	)
boolean	write	(	int	startPosition,	byte[]	data	)
	
byte[]	read	(	int	readLength	)
byte[]	read	(	int	startPosition,	int	readLength	)
	
String	readString	(	int	readLength	)
String	readString	(	int	startPosition,	int	readLength	)
	

最大サイズ
	

ライブラリの長さ 10バイト

名前の長さ 10バイト



権限の長さ 10バイト

説明の長さ 50バイト

ユーザー・スペース
の最大サイズ

16776704バイ
ト

		

省略値
	

ユーザー・スペー
スの省略値・サイ
ズ

8192バイト

省略値の説明 Java	Service	Manager	(JSM)で作成

省略値の作成権限 *CHANGE

省略値のチェック
権限

*USE

省略値の開始位置 1
	

public	staticの定数
	

AUTHORITY_ALL *ALL

AUTHORITY_USE *USE

AUTHORITY_EXCLUDE *EXCLUDE

AUTHORITY_CHANGE *CHANGE

AUTHORITY_LIBCRTAUT *LIBCRTAUT

説明
checkメソッドには、DataQueueクラスと同じ機能があります。
writeメソッドは、ジョブのCCSIDを使用してUnicode文字列をバイトに変換します。
readメソッドは、指定したバイト数をユーザー・スペースから読み込みます。
readStringメソッドは、指定したバイト数をユーザー・スペースから読み込み、それをUnicode文
字列として返します。



6.3.5	ユーティリティ・クラス
IBM	i	データ・タイプを処理できるように複数のクラスが開発されています。

DataType
すべてのDataTypeクラスはDataTypeインターフェースを実装します。

	
public	int	getType	()
public	int	getByteLength	()
public	byte[]	toByteArray	(	Object	data	)
public	String	toString	(	byte[]	byteArray	)
	

	

DataTypeText

このクラスにより、Javaデータ・タイプを英数字バイト配列に変換できます。

DataTypePacked

このクラスにより、Javaデータ・タイプをパック10進数バイト配列に変換できます。

DataTypeZoned

このクラスにより、Javaデータ・タイプをゾーン10進数バイト配列に変換できます。



6.3.5.1	DataTypeText
コンストラクタ

	
DataTypeText	(	int	length,	String	encoding	)
	

メソッド

	
int	getType	()
int	getByteLength	()
String	getEncoding	()
byte[]	toByteArray	(	Object	data	)
String	toString	(	byte[]	byteArray	)
	

例

	
DataType	dataType	=	new	DataTypeText	(	50,	encoding	)
byte[]	byteArray	=	dataType.toByteArray	(	"A	quick	brown	fox"	)	;
	



6.3.5.2	DataTypePacked
コンストラクタ

	
DataTypePacked	(	int	digits	)
DataTypePacked	(	int	digits,	int	scale	)
	

メソッド

	
int	getType	()
int	getByteLength	()
int	getDigits	()
int	getScale	()
byte[]	toByteArray	(	Object	data	)
String	toString	(	byte[]	byteArray	)
	

例

	
DataType	dataType	=	new	DataTypePacked	(	10,	2	)
byte[]	byteArray	=	dataType.toByteArray	(	"240.00"	)	;
	



6.3.5.3	DataTypeZoned
コンストラクタ

	
DataTypeZoned	(	int	digits	)
DataTypeZoned	(	int	digits,	int	scale	)
	

メソッド

	
int	getType	()
int	getByteLength	()
int	getDigits	()
int	getScale	()
byte[]	toByteArray	(	Object	data	)
String	toString	(	byte[]	byteArray	)
	

例

	
DataType	dataType	=	new	DataTypeZoned	(	10,	2	)
byte[]	byteArray	=	dataType.toByteArray	(	"240.00"	)	;
	



7.	Integratorスタジオ
Integratorスタジオは、JSMサーバー	インスタンスや、Integratorのアプリケーションやプロジェク
トが使用するリソースの一元管理を可能にする統合デスクトップ	アプリケーションです。
Integratorスタジオの使いやすいグラフィカル	インターフェースはJSMサーバー環境の構成およ
びセットアップを大幅に簡略化します。例えば、開発者はインスタンスの情報を表示し、サー
バーのJSM構成ファイルを更新し、トレース	ファイルをダウンロードし、生成したXSLファイル
をJSMサーバーに発行することができます。
スタジオを使用すると、ドラッグ	アンド	ドロップするかコンテキスト・メニュー(ポップアップ
メニュー)を使用するだけで、ファイルを発行したりインスタンス	サーバーから取得したりでき
ます。

また、IntegratorスタジオからIntegratorの各種ツールにアクセスできます。



7.1	スタジオの開始
スタジオの起動
Integratorスタジオにアクセスするには、デスクトップの[LANSA]フォルダー内の[Integratorスタ
ジオ]プログラム・アイコンをクリックします。このアイコンはスタジオ	ソフトウェアと一緒に
インストールされています。スタジオのメイン・ウィンドウが開きます。

スタジオプログラムのショートカット
プログラムのショートカットはLANSALauncher.exeプログラムを利用しており、これ
がjavaw.exeを使ってIntegrator	Studioアプリケーションを実行します。コマンド行for
LANSALauncher.exeはIntegratorスタジオのショートカットが使われることを意味しますの
で、修正はしないようにしてください。javaw.exeの実際のコマンド行の引数
は、LANSALauncher.exeプログラムと同じフォルダ内のLANSALauncher.cfgファイ
ルにあります。

このLANSALauncher.cfg	ファイルはテキストエディタを使って編集することができます。
[id:Studio]	の下のargエントリーを修正して、Java環境を変更することができます。新しいバー
ジョンのJavaをインストールする場合、[app:javaw.exe]の下のfullpathエントリーを修正す
る必要があります。JVMのメモリー要件を増やす必要がある場合は、-Xmsパラメータと-Xmxパ
ラメータをargエントリーに追加してください。
	
-Xms256m	-Xmx256m	-Djava.ext.dirs=";.\lib\ext"	-
Djava.endorsed.dirs=".\lib\endorsed"	com.lansa.jsf.studio.JSFStudio
	

共有のスタジオ・プロジェクト
共有プロジェクトへのユーザー	アクセスを許可するには、共有ディレクトリをスタジオ	プログ
ラムの引数として指定します。LANSALauncher.cfgファイルの既存の[id:Studio]セクションを変更
し、共有ディレクトリをargエントリーの最後に追加する、もしくは既存のスタジオ・ショート
カットをコピーし、idをStudio2に変更して、既存の[id:Studio]エントリーをコピーして貼り付
け、新しいセクション名を[id:Studio2]に変更して、プログラムの最後の[id:Studio2]	の下のarg	エ
ントリーに共有ディレクトリを追加します。

			com.lansa.jsf.studio.JSFStudio	"s:\studio"
ワークスペース・サブディレクトリとスタジオの.xmlファイルが指定したディレクトリに作成さ
れます。

ドラッグ・アンド・ドロップ操作のためのtempサブディレクトリが、ローカル・ドライブのプロ
グラムの現在またはスタートのディレクトリに作成されます。

省略値で、スタジオは現在のディレクトリまたはスタートのディレクトリを作業ディレクトリと
して使用します。

準備
Integratorスタジオの使用を開始する前に、以下を確認してください。

									JSMサーバーとHTTPサーバーへのTCP/IP接続がありますか。



									JSMインスタンスにアクセスする場合、JSMサーバーが起動していますか。JSMサーバー
と通信するには、JSMが起動していなければなりません。インスタンス
のmanager.propertiesファイルにはstudio.client.addressと、場合によって
はstudio.authenticationのエントリーを含める必要があります(「Java	Service	Managerコン
ソール」を参照)。

									インストールしたスタジオとJSMのバージョンが同じであることを確認しましたか。特
に、jsmide.jarファイルが同じであることを確認してください。省略値で、jsmide.jarはユー
ザーのPCワークステーションの...\integrator\lib\extディレクトリとJSMサーバー
の...\instance\jarディレクトリに置かれています。

its:LANSA093.CHM::/intengb3_hlt525415968.htm


7.1.1	スタジオのメイン・ウィンドウ
スタジオ	メイン	ウィンドウを開くと、次のようなメイン	ウィンドウが表示されます。

[スタジオ	ワークスペース]は、3つの主要セクションで構成されるツリーです。

									プロジェクト

									サーバー

									サービス
これらの各ノードで使用可能なコンテキスト(ポップアップ)メニューを使用して、新しい[プロ
ジェクト]、[サーバー]、[サービス]を作成します。
それぞれの子ノードで使用可能なコンテキスト・メニューを使用して、選択したノードを開いた
り、そのノードの名前変更や削除を行ったり、選択したノードに関連する他のタスクを実行した
りします。



7.1.2	JavaコンパイラとJava	Runtimeの設定
Javaコードを生成してコンパイルするウィザードの場合、OracleのJava	SDKなどのJavaコンパイ
ラをPCにインストールする必要があります。[設定]オプションを使用して、[javac]プログラムと
javaプログラムの場所を指定します。



7.2	スタジオでのプロジェクトの使用
スタジオのプロジェクトはLANSA	Integratorを使用する特定のアプリケーションやタスクと関連
した開発者のファイルの集合です。プロジェクトを作成して、Integratorの開発環境の管理を行い
ます。プロジェクトは開発者がファイルを整理して保存できる作業スペースのようなものです。

プロジェクトはJSMサーバーのプロパティを設定するときにも大変重要です。プロジェクトは開
発者のプロジェクトに固有の設定を保存するプロパティ	ファイルのセクションに一意のタグを
付けます。プロパティ	ファイル全体を編集するのではなく、1つのプロジェクトに固有の設定だ
けを取り込んで公開することができます。

プロジェクトのディレクトリ構成はJSMインスタンスの構成を反映しているので、ファイルの整
理やインスタンスへの転送が簡単にできます。

プロジェクトは１つまたはそれ以上のJSMサーバーと関連付けることができます。



7.3	スタジオでのサーバーの使用
スタジオでJSMサーバーのインスタンス	ディレクトリの内容を表示できます。スタジオを使用
すると、ローカルのマシンとJSMインスタンス	ファイルをやりとりできます。
JSMサーバーの作業をするためにスタジオを使用する際に、２つの選択肢があります。

1.								プロジェクトを使用してJSMサーバーにアクセスする

2.								JSMサーバーに直接アクセスする





7.4	スタジオでのサービスの使用
スタジオでは、JSMDirectおよびJSMProxyデータベースの内容(IBM	i	のDC@W29
とDC@W30、LinuxおよびWindowsのdc_w29.txtとdc_w30.txt)を保守できます。

[Directサービス]か[Proxyサービス]のタブ上の任意のエントリ上でマウスを右クリックしてポッ
プアップ	メニューを表示します。
データベース	テーブルが空白の場合は、テーブルの列のところで右クリックして、メニュー	ア
イテム[新規作成]が含まれるポップアップメニューを表示します。



7.5	スタジオを使用したセクションのチェック
スタジオでは、システム・プロパティ・ファイルとサービス・プロパティ・ファイルのスタジオ
セクションを管理できます。

スタジオのこれらのプロパティ・ファイルは、[system]ディレクトリと[properties]ディレクトリ
にあります。

スタジオでは、割り当てのないセクションをディレクトリ・レベルまたは各ファイル・レベルで
チェックおよび削除できます。

セクションの詳細については、「発行と取得」を参照してください。

[system]ディレクトリ内のすべてのプロパティ・ファイルをチェックするには、ディレクトリ・
ノードで使用可能なポップアップ・メニューを使用します。

[properties]ディレクトリ内のすべてのプロパティ・ファイルをチェックするには、ディレクト
リ・ノードで使用可能なポップアップ・メニューを使用します。



各ファイルをチェックするには、ファイル・ノードで使用可能なポップアップ・メニューを使用
します。





7.6	スタジオを使用した割り当てのないセクションの表示
スタジオでは、システム・プロパティ・ファイルとサービス・プロパティ・ファイルのスタジオ
セクションを管理できます。

スタジオのこれらのプロパティ・ファイルは、[system]ディレクトリと[properties]ディレクトリ
にあります。

スタジオでは、割り当てのないセクションをディレクトリ・レベルまたは各ファイル・レベルで
チェックおよび削除できます。

セクションの詳細については、「発行と取得」を参照してください。

LANSA	Integratorのアップグレード時に、セクション外部にあるプロパティ・ファイルの内容が
集められ、割り当てのないセクションに配置されます。

プロパティ・ファイルの割り当てのないセクションを表示するには、ファイル・ノードで使用可
能なポップアップ・メニューを使用します。

以下の画像は、HTTPService.propertiesファイルに2つの割り当てのないセクションがあり、これ
らのセクションにプロパティ・エントリーがない状況を示しています。





7.7	スタジオを使用した割り当てのないセクションの削除
スタジオでは、システム・プロパティ・ファイルとサービス・プロパティ・ファイルのスタジオ
セクションを管理できます。

スタジオのこれらのプロパティ・ファイルは、[system]ディレクトリと[properties]ディレクトリ
にあります。

スタジオでは、割り当てのないセクションをディレクトリ・レベルまたは各ファイル・レベルで
チェックおよび削除できます。

セクションの詳細については、「発行と取得」を参照してください。

LANSA	Integratorのアップグレード時に、セクション外部にあるプロパティ・ファイルの内容が
集められ、割り当てのないセクションに配置されます。

すべてのプロパティ・ファイルから割り当てのないセクションをディレクトリ・レベルで削除す
るには、ディレクトリ・ノードで使用可能なポップアップ・メニューを使用します。



各プロパティ・ファイルから割り当てのないセクションを削除するには、ファイル・ノードで使
用可能なポップアップ・メニューを使用します。



7.8	プロジェクト
スタジオのプロジェクトはLANSA	Integratorを使用する特定のタスクまたはアプリケーションに
関連する開発者のファイルの集合です。プロジェクトのディレクトリ構成はJSMインスタンスの
構成を反映しており、ファイルが簡単に整理できインスタンスへの転送またはインスタンスから
の転送が簡単にできます。１つのプロジェクトは１つ以上のJSMサーバーと関連付けることがで
きます。JSMインスタンスは複数の異なるプロジェクトによる使用が可能です。
プロジェクトはスタジオのすべてのツールに完全に統合されています。ツールをスタジオから起
動した場合、作成したすべてのファイルが現在のスタジオプロジェクトの適切な場所に格納され
ます。

また、セットアップ作業を簡単にするため、プロジェクトではJSMインスタンスが使用するプロ
パティ	ファイル内の構成の設定に一意のタグを付けることができます。



7.8.1	新しいプロジェクト
新しいプロジェクトを作成するには、[スタジオ・ワークスペース]パネルの[プロジェクト]ノー
ドを右クリックします。

プロンプト・ダイアログを使用して新しいプロジェクトの名前を入力します。

Testプロジェクトが作成されて開かれ、このプロジェクトのタブが選択された状態になります。
システムの日付と時間を使用してプロジェクトIDが作成されます。このプロジェクトIDはJSMプ
ロパティ	・ファイルのスタジオ・セクションに印をつけるために使用され、タブ	ラベル上のプ
ロジェクト名の後ろに表示されます。





7.8.2	プロジェクトを開く
[スタジオ・ワークスペース]パネルで開くプロジェクトを選択し、ダブルクリックするかポップ
アップ	メニューを使用してそのプロジェクトを開きます。

プロジェクトが含まれた新しいパネルが作成され、タブが選択された状態になります。





7.8.3	発行と取得
プロジェクトとサーバーを開くと、サーバーのサービス・プロパティ・ファイルのセクションを
公開および取得できます。ファイルがプロパティ・ファイル以外の場合や、[properties]または
[system]サブディレクトリにプロパティ・ファイルがない場合は、ファイル全体がサーバー・イ
ンスタンス・ディレクトリにコピーされます。ファイルのディレクトリ構造は維持され、子サブ
ディレクトリが作成されます。

以下の画像は、[SOAPAgentService.properties]セクションがサーバーのSOAPAgentService.properties
ファイルに発行される状況を示しています。

サーバーのパネルからプロパティ・ファイルを選択して、プロジェクトのプロパティ・セクショ
ンを取得することもできます。



以下の画像は、サーバーにファイルを発行する方法を示しています。



以下の画像は、サーバーからファイルを取得する方法を示しています。





7.8.4	配布
配布段階で個別に公開するために、サーバーに公開する必要のあるプロジェクト・ファイルを、
プロジェクトの[Integrator]フォルダーに保持しておくと便利です。テストまたは実稼働用にこれ
らのファイルすべてをサーバーに配布する場合、配布ファイルを作成することをお勧めします。

新しい配布ファイルの名前を入力します。拡張子「.zip」が自動で追加されます。

配布アーカイブ・ファイルには、[Integrator]フォルダーのすべてのファイルが含まれます。



さらに「deployment.txt」ファイルが監査用として追加されます。

配布ファイルを公開するには、サーバー・インスタンスを開き、配布ファイルのメニュー・オプ
ションを選択します。



配布の一環として、サーバー・インスタンスからファイルやディレクトリを削除する必要があり
ます。

ファイルとディレクトリを削除する命令を追加するためにupgrade-instruction.txtファイルを作成
できます。

このファイルが配布に含まれるように、配布ファイルを作成する前にアップグレード命令を作成
してください。

配布ファイルの配布後、アップグレード命令がインスタンスに適用されるようにJSMインスタン
スをリブートする必要があります。







7.9	サーバー
スタジオを使用すると、JSMサーバーのインスタンス	ディレクトリの内容を表示して、ファイ
ルをローカル	マシンとやり取りできます。プロジェクトを開かずにインスタンスを直接開くこ
ともできますが、通常、インスタンスはスタジオ・プロジェクトと関連しています。



7.9.1	新しいサーバー
新しいサーバーを作成するには、[スタジオ・ワークスペース]パネルの[サーバー]のノードを右
クリックします。

JSMサーバーのIPアドレスかドメイン名を入力します。省略値のポートは4561です。

[スタジオ・ワークスペース]の[サーバー]セクションに表示されるサーバー名を入力します。

新しいサーバーのエントリを作成するために、JSMサーバーが起動している必要はありません。



7.9.2	サーバーを開く
[スタジオ・ワークスペース]パネルで開く[サーバー]を選択してダブルクリックするか、ポップ
アップ・メニューを使用してサーバーを開きます。

サーバーを開くにはJSMサーバーが起動している必要があります。

インスタンスのmanager.propertiesファイルにはstudio.client.addressと、場合によって
はstudio.authenticationのエントリを含める必要があります。（Java	Service	Manager	コン
ソールを参照）。また、インストールしたスタジオとJSMのバージョンが同じであるか確認して
ください（特に、jsmide.jarファイルが同じであるか確認してください）。

サーバーが開かれた状態で新しいパネルが作成され、タブが選択された状態になります。

its:LANSA093.CHM::/intengb3_hlt525415968.htm


この中のファイルをローカルのファイル	システムにコピーするには、ファイルをスタジオから
ドラッグしてWindowsのデスクトップまたはエクスプローラのウィンドウにドロップします。



7.10	サービス
HTTPプログラムのJSMDirectとJSMProxyは、[サービス]アプリケーションをLANSAファンク
ションと関連付けるためにデータベース	ファイルを使用します。スタジオを使用して、これら
のデータベース	ファイルの保守ができます。
IBM	i	では、DC@W29およびDC@W30のファイルが使用されます。
LinuxとWindowsでは、dc_w29.txtおよびdc_w30.txtのファイルが使用されます。
スタジオはHTTPサーバー	プログラム、JSMAdmin、を使用して、これらのファイルにアクセス
します。



7.10.1	新しいサービス
新しいサービスを作成するには、[スタジオ・ワークスペース]パネルの[サービス]のノードを右
クリックします。

HTTPサーバーのIPアドレスかドメイン名を入力します。省略値のポートは80です。

データベースファイルへのアクセスに使用するjsmadminプログラムを入力します。省略値のプロ
グラムは/cgi-bin/jsmadminです。Windows	IISには/cgi-bin/jsmadmin.exeを使用してください。

スタジオ・ワークスペースのサービス・セクションに表示されるサービス名を入力します。



新しいサービスを作成するために、HTTPサーバーが起動している必要はありません。



7.10.2	サービスを開く
[スタジオ・ワークスペース]パネルで開く[サービス]を選択してダブルクリックするか、ポップ
アップ・メニューを使用してサービスを開きます。

サービスを開くためにはHTTP	サーバーが設定されて起動している必要があります。

JSMDirectサービスとJSMProxyサービスを含む新しいパネルが作成され、タブが付いたペインに
追加されます。



[新規作成]
[新規作成]オプションを使用すると、新しいデータベースのエントリを作成できます。



[編集]
[編集]オプションを使用すると、現在選択されているエントリを修正できます。サービスとホス
トは変更できません。値を入力しても無効となります。

[コピー]
[コピー]オプションを使用すると、現在選択されたエントリをコンマ区切りのフォーマットでク
リップボードにコピーします。これをテキスト	エディタや電子メールに貼り付けることができ
ます。



[送信]
[送る]オプションを使用すると、選択したエントリを他のデータベースにコピーすることができ
ます。

[削除]
[削除]オプションを使用すると、現在選択したエントリを消去することができます。レコードの
削除確認のメッセージが表示されます。



7.11	ソリューション
スタジオの[プロジェクト]の中に、1つ以上の[ソリューション]グループ・フォルダーを作成する
ことができます。これらのグループ	フォルダーにはスタジオ	ツールに使用されるファイルが格
納されます。



7.11.1	新しいソリューション
新しい[ソリューション]を作成するには、[プロジェクト]パネルの[ソリューション]ノードを右ク
リックします。

[ツール]コンボ・ボックスで、必要なツールが選択されています。この例では[テキスト	ファイ
ル	エディタ]が選択されています。

[ソリューション]フォルダーにはグループ	フォルダーがないため、[ソリューション	グループ]コ
ンボボックスが空白です。作成するグループ	フォルダーの名前を入力します。



[テキスト	ファイル	エディタ]で使用されるファイルの名前を入力します。拡張子を付ける必要
はありません。

グループ・フォルダーが存在しないので、フォルダーの作成を確認するプロンプトが表示されま
す。

[Sample]フォルダーが作成され、message.txtも作成されて[テキスト・エディタ]で開かれます。

グループ・フォルダーが作成されるときに、サブ・フォルダーも数個作成されます。これらの
フォルダーは、SOAPウィザード、XML	Bindingウィザード、JavaScriptバインディングウィザー



ド、XSLコンパイラ・ツールで作成された内容を管理するために使用されます。

ファイルがグループ・フォルダーに作成またはコピーされると、スタジオを使用してそのリソー
スの保守ができます。



グループ・フォルダー	ノードからソリューションを作成することもできます。この場合、グ
ループ・コンボボックスは選択したグループ・フォルダーに設定されます。





7.12	XMLエディタ
[XMLエディタ]はスタジオから起動します。プロジェクトおよび関連ファイルの管理にスタジオ
を使用することをお奨めします。

[XMLエディタ]を使用すると、ファイルをあるエンコーディングから別のエンコーディングに変
換できます。

[XMLエディタ]はファイルを読み込むときにXMLソースのエンコーディングを自動的に探知
し、バイト	ストリームをUnicodeの文字に変換します。
エンコーディングが選択されている場合、バイト	ストリームからUnicode文字への変換にこの値
が使用され、選択されているエンコーディングに適するようにXMLの宣言が修正されます。
エンコーディングが自動探知でファイルを保存しているとき、XML宣言エンコーディングを使
用して、Unicode文字をバイト	ストリームに変換するJavaエンコーディングが選択されます。
エンコーディングが選択されている場合、Unicode文字からバイト	ストリームへの変換にこの値
が使用され、選択されているエンコーディングに適するようにXMLの宣言エンコーディングが
修正されます。

詳細については、「IANAエンコーディング」を参照してください。

its:lansa093.CHM::/intb7_0510.HTM


7.13	XMLビューア
[XMLビューア]はスタジオから起動します。プロジェクトおよび関連ファイルの管理にスタジオ
を使用することをお奨めします。

[XMLビューア]は、XMLファイルを階層ツリー形式で表示する場合に使用されます。
[XMLビューア]は、ファイル拡張子「.xml」に関連付けられ、関連アプリケーションとしてスタ
ジオから使用できます。

ポップアップ・メニューはエレメントの展開や折りたたみを行い、エレメント名と属性名を含む
関連ネームスペースURIの表示を有効にする場合に使用できます。





7.14	XMLスキーマ・ビューア
[XMLスキーマ・ビューア]はスタジオから起動します。プロジェクトおよび関連ファイルの管理
にスタジオを使用することをお奨めします。

[XMLスキーマ・ビューア]は、XMLスキーマ・ファイルを階層ツリー形式で表示する場合に使
用されます。

[XMLスキーマ・ビューア]は、ファイル拡張子「.xsd」に関連付けられ、関連アプリケーション
としてスタジオから使用できます。

トップレベルのエレメントの色はオレンジになります。

ポップアップ・メニューはエレメントの展開や折りたたみを行い、エレメント名と属性名を含む
関連ネームスペースURIの表示とサンプルXMLの作成を有効にする場合に使用できます。



7.15	トレース・ビューア
[トレース・ビューア]はスタジオから起動します。プロジェクトおよび関連ファイルの管理にス
タジオを使用することをお奨めします。

[トレース・ビューア]は、SERVICE.TXTトレース・ファイルとTRANSPORT.TXTトレース・ファ
イルを階層ツリー形式で表示する場合に使用されます。

ポップアップ・メニューは、エレメントの展開や折りたたみを行う場合に使用できます。





7.16	テキスト・エディタ
[テキスト・エディタ]はスタジオから起動します。プロジェクトおよび関連ファイルの管理にス
タジオを使用することをお奨めします。

[テキスト・エディタ]はテキスト・ファイルの管理に使用されます。省略値選択のエンコーディ
ングはUTF-8です。
エンコーディングを選択した場合、この値を使用してバイト・ストリームからUnicode文字への
変換が行われます。

ファイルに保存する際に、選択したエンコーディングを使用してUnicode文字からバイト・スト
リームへの変換が行われます。



7.17	SEFエディタ
[SEFエディタ]はスタジオから起動します。プロジェクトおよび関連ファイルの管理にスタジオ
を使用することをお奨めします。

[SEFエディタ]は、EDIのStandard	Exchange	Format	(SEF)ファイルを表示する場合に使用されま
す。

[SEFエディタ]は、ファイル拡張子「.sef」に関連付けられ、関連アプリケーションとしてスタジ
オから使用できます。



7.18	プロパティ・エディタ
[プロパティ・エディタ]はスタジオから起動します。プロジェクトおよび関連ファイルの管理に
スタジオを使用することをお奨めします。

[プロパティ・エディタ]は、サービス・プロパティ・ファイルを管理する場合に使用されます。
サービス・プロパティ・ファイルのエンコーディングはUTF-8です。これは省略値選択のエン
コーディングです。

エンコーディングを選択した場合、この値を使用してバイト・ストリームからUnicode文字への
変換が行われます。

ファイルに保存する際に、選択したエンコーディングを使用してUnicode文字からバイト・スト
リームへの変換が行われます。



7.19	XSLコンパイラ
[XSLコンパイラ]はスタジオから起動します。プロジェクトおよび関連ファイルの管理にスタジ
オを使用することをお奨めします。

[XSLコンパイラ]を使用してXSLファイルをJavaバイト・	コード・クラスにコンパイルすること
ができます。

JSMサービスに統合されているXML	transformersは、XSLソースで変換を行う際にXMLファイル
ではなくJavaクラスを使用します。
チェックマークのついているテーブル	エントリのみがコンパイルされてJARファイルに保管さ
れます。

エントリーを追加、削除、編集するには、テーブル上で右クリックしてポップアップ	メニュー
にアクセスします。



xsl-sourceサブディレクトリのXSLファイルのみが[XSLファイル]コンボ	ボックスに表示されま
す。



7.20	PKIエディタ
[PKIエディタ]はスタジオから起動します。プロジェクトおよび関連ファイルの管理にスタジオ
を使用することをお奨めします。

[PKIエディタ]を使用してX.509証明書を作成します。X.509証明書は、SMTPメール	サービスの
S/MIMEサポートとAS2サービスによるコンテンツのエンコードとデコードに使用されます。詳
細については、「証明書の概要」を参照してください。

[PKIエディタ]を使用すると以下のタスクを実行できます。

									PKIプロジェクトの作成

									証明書の権限の作成

									証明書の要求の作成

									証明書のクライアントの作成

									PKIエディタの設定

									証明書の表示

									証明書の要求の表示

									リモート・ホストの表示

									スタジオを使用した証明書とキー・ストアの表示

									キー・ストアの管理

									PEMフォーマット

									IBM	i	ディジタル証明書マネージャーの相互接続性



7.20.1	証明書の概要
証明書とは何か
証明書は所有者（対象名）を識別し、証明書の使用を制御する情報でラベル付けされた公開鍵で
す。

自己署名証明書とは何か
自己署名証明書とは、発行者名（署名者）と対象名（所有者）が同一の証明書です。

証明書がCA証明書になるのはどのような場合か？
他の証明書を発行するために使用される場合です。

また、証明書を発行する役割をサポートする情報（拡張）（CRLDistPoint、BasicConstraintsな
ど）が含まれます。

CAフラグをtrueに設定した拡張、BasicConstraints、も含まれていなければなりません。
ルートまたは最上位のCA証明書は自己署名されています。

証明書のサムプリントとは何か
証明書のサムプリントは証明書全体に計算されたハッシュです。

このサムプリントは証明書が表示されるたびに計算されます。証明書には含まれていません。

証明書の中には何が入りますか？
X.509標準では、どんな情報を証明書に含めることができるかが定義されており、その書き方
（データ	フォーマット）も説明されています。
すべてのX.509証明書には署名の他に以下のデータが含まれています。

バージョン 証明書にX.509標準のどのバージョンが適用さ
れているかを特定します。これは証明書に指定
できる情報に影響します。

シリアルナン
バー

証明書を作成した実体は、実体が発行する他の
証明書と区別するために、証明書にシリアルナ
ンバーを割り当てる責任があります。この情報
は様々な方法で使用されます。例えば、証明書
が無効となった場合、証明書失効リスト
（CRL）にそのシリアルナンバーが入れられま
す。

署名アルゴリズ
ム識別子

このアルゴリズムは、CAが証明書に署名する
ときに使用されます。

発行者名 証明書に署名した実体の名称。
これは通常、CAになります。
証明書を使用する場合、この証明書に署名した



実体を信頼することになります。
ルートや最上位のCA証明書のように、発行者
が自分の発行した証明書に署名する場合もあり
ます。

有効期間 それぞれの証明書は限られた期間内にのみ有効
です。
その期間は開始日時と終了日時により記述され
ます。その長さは短いもので数秒、長いもので
はほぼ1世紀も可能です。
有効期間は多くの要素を考慮して選択されま
す。例えば、証明書の署名に使用した秘密鍵の
強度や、証明書に支払ってもよいとみなす金額
などです。
これは、関連する秘密鍵が改ざんされていない
場合、実体が公開鍵の値を信頼できると予測し
た期間です。

対象名 証明書により識別された公開鍵の実体の名称。
この名称は、X.500標準を使用するので、イン
ターネット上で一意であることが意図されてい
ます。
例えば、実体の識別名(DN)などです。
CN=Road	Runner、OU=Rocket	Powered
Systems、O=Acme	Corportation、C=AU
(これらは、対象の通称、組織単位、組織、国
を示します)。

対象の公開鍵 名前をつけられた実体の公開鍵と、その鍵が属
する公開鍵暗号化システムのアルゴリズム識別
子および関連キー	パラメータ。

		

バージョン
バージョン1は1988から提供され、広く頒布されており、最も一般的です。
バージョン2では、対象名や発行者名を何度も再利用する可能性に対応するために、対象と発行
者に対する一意の識別子の概念が導入されました。ほとんどの証明書のプロファイル文書では、
名前を再利用しないことと、証明書が一意の識別子を使用しないことを強く推奨しています。
バージョン2の証明書はあまり広く使用されていません。
バージョン3は最も新しく（1996）、拡張の概念をサポートしています。これにより、誰でも拡
張を定義して証明書に組み込むことができます。



現在使用されている一般的な拡張には以下が含まれます。

									KeyUsage	(キーの使用を、「署名のみ」というように、特定の目的に制限します)。

									AlternativeNames	(他の識別子にも公開鍵への関連付けを許可します。例：DNS名、電子
メール	アドレス、IPアドレス)。

拡張はcriticalに指定でき、その拡張をチェックし実行/使用するよう指示できます。
例えば、証明書でcriticalに指定された拡張、KeyUsage、が"keyCertSign"に設定されている場合、
この証明書がSSL通信中に提示されても拒否されます。証明書の拡張が、関連する秘密鍵は証明
書への署名のみに使用するべきで、SSLには使用しないということを示しているからです。

フォーマットのエンコード
証明書内のすべてのデータはASN.1/DERという2つの関連する標準を使用してエンコードされて
います。Abstract	Syntax	Notation	1はデータを記述します。Definite	Encoding	Rulesは、そのデータ
を保管し転送する単一の方法を記述します。

X.500、X.509、およびX.520の各標準では、構造はAbstract	Syntax	Notation	1	(ASN.1)で指定され
て、ASN.1を8ビットのバイナリ	データとしてエンコードするBasic	Encoding	Rules	(BER)を使用
して、転送のためにエンコードされます。

また、証明書管理のように、構造が署名されるデータを表す場合、Distinguished	Encoding	Rules
(DER：BERのサブセットで、同じデータは常に同じバイナリ表記にエンコードされるというプ
ロパティを持つ)を使用してエンコードされたデータに基づいて署名が計算されます。
証明書に保管されている情報はASN.1オブジェクトのシーケンスで、それぞれがオブジェクト識
別子（OID）でラベル付けされています。
オブジェクト識別子は一意のオブジェクト（例えば企業の証明書実務の記述）を識別する数字の
文字列です。

OIDは国際標準化機構（ISO）の登録認定機関により管理されています。
この機関は、ISOが地域の登録認定機関に委任する場合もあります。
OIDはドット表記の階層的な数字の列です。

最上位のOIDの割り当ては以下のとおりです。

0 ITU-Tによる割り当て

	 1 ISOによる割り当て

	 2 ISO/ITU-Tによる共同割り当て
		

2次レベルの割り当ては以下のとおりです。

2.5 X.500ディレクトリ	サービス
		

その他のレベルの割り当ては以下のとおりです。

2.5.4 X.500属性タイプのオブジェク
ト識別子



	 2.5.4.3 通称

	 2.5.4.5 シリアルナンバー

	 2.5.4.6 国名

	 2.5.4.7 地域

	 2.5.4.8 州

	 2.5.4.10 組織

	 2.5.4.11 組織単位

2.5.29 バージョン3拡張のオブジェク
ト識別子

	 2.5.29.14 対象公開鍵識別子

	 2.5.29.15 キー用途

	 2.5.29.17 対象の代替名称

	 2.5.29.19 基本的制限

	 2.5.29.35 機関キー識別子
以下は一般的BERビューアを使用して表示した証明書です。



CriticalおよびNon-criticalの拡張
拡張がcriticalである場合、示された目的にのみ使用が可能です。
拡張がnon-criticalの場合はアドバイスのフィールドで制限ではありません。

	

標準CAの[キー使用法]ダ
イアログ

	
標準証明書の[キー使用法]
ダイアログ



キー使用法
criticalのキー使用法の拡張は、公開鍵の使用方法を制御します。
RFC	2459インターネットX.509PKI証明書とCRLのプロファイルには、いろいろなキー使用法の
拡張部分のビットの説明が記述されています。

CRLでの署名の検証に公開鍵が使用される場合、[CRL署名]を有効にします。CA証明書の場合
も有効になります。

ユーザー・データの暗号化に暗号鍵ではなく公開鍵を使用する場合は、[データ暗号化]を有効に
します。

鍵共有の実行中にデータの解読にのみ公開鍵が使用される場合、[複号のみ]と[キー協定]を有効
にします。

公開鍵をデジタル署名メカニズムと一緒に使用して、否認防止、鍵証明書署名、またはCRL署名
以外のセキュリティ・サービスをサポートする場合、[デジタル証明]を有効にします。SSLクラ
イアント証明書およびS/MIME署名証明書に有効です。
鍵共有の実行中にデータの暗号化にのみ公開鍵が使用される場合、[暗号化のみ]と[キー協定]を
有効にします。

[キー協定]は、公開鍵が鍵共有に使用される場合有効にします。
公開鍵を証明書の署名の検証に使用するときは、[キー証明書署名]を有効にします。CA証明書
では有効になります。

[キー暗号化]は、公開鍵が鍵転送に使用される場合有効にします。SSLサーバー証明書および
S/MIME暗号化証明書で有効になります。
[非拒絶]は、公開鍵がデジタル署名の検証に使用される場合に有効にします。S/MIME署名証明
書およびオブジェクト署名証明書で有効になります。



7.20.2	PKIプロジェクトの作成
1.			[プロジェクト]の[ソリューション]ノードで[ソリューションの新規作成]メニュー・アイテム
を選択します。

2.			[PKI暗号化ウィザード]ツールを選択し、プロジェクト・ファイルを入れるグループ・フォル
ダーを入力または選択します。

3.			プロジェクトのファイル名を入力します。拡張子「.pki.prj」が自動で追加されます。



7.20.3	証明書の権限の作成
1.			[作成]メニューで[証明書の権限]を選択します。

2.			対象名の情報を入力します。対象名の情報は発行者名にも使用されます。

3.			[キー使用法]を選択します。



4.			証明書ファイル、秘密鍵ファイル、パスワード、シリアル番号、有効期限を入力します。

証明書の権限作成の処理ステップ
1.			公開鍵と秘密鍵を作成します(秘密鍵はPKCS#8フォーマットで保存します)。

2.			X500の名称(X509証明書の対象)を作成します。

3.			有効期間を設定します。

4.			シリアル番号を設定します。

5.			CAに対する基本制約、パスの無限長、フラグの重要度を設定します。

6.			鍵使用法の拡張とフラグの重要度を設定します。

7.			対象の代替名の拡張(電子メール)を設定します。



8.			対象鍵IDの拡張を設定します。

9.			権限鍵IDの拡張を設定します。

10.			署名をしてX509証明書を保存します(これは自己署名で、対象と発行者が同じです)。



7.20.4	証明書の要求の作成
1.			[新規作成]メニューで[証明書の要求]を選択します。

2.			証明書の対象名を入力します。

3.			この証明書の[キー使用法]を選択します。



4.			証明書要求ファイル、秘密キーファイル、パスワードを入力します。

[証明書の要求]作成の処理ステップ
1.			公開鍵と秘密鍵を作成します(秘密鍵はPKCS#8フォーマットで保存します)。

2.			X500の名称(X509証明書の対象)を作成します。

3.			証明書の要求を作成します。

4.			基本制約とフラグの重要度を設定します。

5.			鍵使用の拡張とフラグの重要度を設定します。

6.			対象の代替名の拡張(電子メール)を設定します。

7.			対象鍵IDの拡張を設定します。

8.			署名して要求を保存します(PKCS#10フォーマット)。

要求には対象名と公開鍵が含まれ、対象の秘密鍵で署名されています。



対象の秘密鍵は要求が出力されるときに署名作成の目的にのみ使用され、実際に要求と共に保管
されているのではありません。

（DERでエンコードされた）証明書の要求が入ったファイルをPEMフォーマットに変換してCA
権限に送ることができます。CA権限は証明書の要求を使用して、公開鍵で署名した証明書を作
成します。

または、ユーザーが独自に証明書を作成することもできます。この段階ではファイルを変換する
必要はありません。



7.20.5	証明書のクライアントの作成
1.			[作成]メニューで[証明書のクライアント]を選択します。

2.			[クライアント証明書]ダイアログで、CA証明書ファイル、CA秘密鍵ファイル、パスワード、
証明書要求ファイル、シリアル番号、証明書の有効日数、作成するクライアント証明書の
ファイル名を入力します。

[クライアント証明書]作成の処理ステップ



1.			CAの秘密鍵と証明書を読み込みます。

2.			証明書要求(X509証明書の対象)を読み込みます。

3.			証明書を作成します。

4.			有効日数を設定します。

5.			シリアル番号を設定します。

6.			署名して(CAにより署名された)	X509証明書を保存します。



7.20.6	PKIエディタの設定
暗号化アルゴリズムと鍵のサイズを選択します。
この選択はアプリケーションによって異なります。

									データをセキュアに保つ必要があるのはどのくらいの期間ですか?

									費用はどのくらいで、その価値はどのくらいありますか?
最近の標準では、現在、企業の使用に1024ビット、認証局が使用するルート	キー	ペアのように
非常に重要な鍵には2048ビットのRSA鍵サイズを推奨しています。
長い鍵サイズのほうがセキュアですが、セキュリティを増強するとパフォーマンスが低下しま
す。

RSAモジュールを2倍にすると、処理の所要時間が4倍（公開鍵の操作	-	署名の検証、暗号化）と
8倍（秘密鍵の操作	-	署名生成、復号化）に増加します。

暗号化アルゴリズムと鍵のサイズを設定します。
プロジェクト・ファイルを編集してアルゴリズムと強度のプロパティを修正します。

strength=1024
algorithm=*RSA	|	*DSA
certificate.signing.algorithm=*MD5RSA	|	*SHA1RSA	|	*SHA1DSA

アルゴリズムが*RSAの場合、certificate	signing	algorithm、*MD5RSAまたは*SHA1RSAを選択し
ます。

アルゴリズムが*DSAの場合、certificate	signing	algorithm、*SHA1DSAを選択します。
省略値の鍵アルゴリズムは*RSAです。
省略値の署名アルゴリズムは、鍵アルゴリズムに応じて*SHA1RSAまたは*SHA1DSAになりま
す。

鍵用途の拡張を設定します。
'extended.purpose'プロパティを含めると、鍵用途の拡張をcertificate	requestとclient	certificateに追加
できます。最高20個のプロパティを含めることができ、シーケンスナンバー１から始まり20で終
わります。

以下の拡張された鍵の使用を追加します。

									サーバー認証(1.3.6.1.5.5.7.3.1)

									クライアント認証(1.3.6.1.5.5.7.3.2)

									コード署名(1.3.6.1.5.5.7.3.3)

									セキュアな電子メール(1.3.6.1.5.5.7.3.4)

									タイム・スタンプ(1.3.6.1.5.5.7.3.8)

									OCSP署名(1.3.6.1.5.5.7.3.9)

extended.purpose.1=1.3.6.1.5.5.7.3.1
extended.purpose.2=1.3.6.1.5.5.7.3.2
extended.purpose.3=1.3.6.1.5.5.7.3.3
extended.purpose.4=1.3.6.1.5.5.7.3.4



extended.purpose.5=1.3.6.1.5.5.7.3.8
extended.purpose.6=1.3.6.1.5.5.7.3.9

CRL配布の設定
CRL配布拡張は、各証明書に含めることができます。

crl.distribution=http://www.mycompany.com/CRLList.crl
crl.distribution=http://www.mycompany.com/crllist.html

PKIエディタのプロジェクト・ファイル例
#JSFPKIEditorの最後の値
#グリニッジ標準時2003年11月2日	日曜日22:34:20
ca.keystore=ca-key.der
ca.keystore.password=
ca.certificate=ca-cert.der
ca.expiry=1/1/2005
request.keystore=request-key.der
request.keystore.password=
request.certificate=request-cert.der
certificate=certificate.der
blank.password=*yes
algorithm=*RSA
strength=1024
certificate.signing.algorithm=*SHA1RSA
serial=75
days=365
location.organization=ACME	Corporation
location.unit=Rocket	Powered	Systems
location.locality=Nevada	Desert
location.state=NV
location.country=US
location.name=Road	Runner
location.email=beepbeep@acme.com
extended.purpose.1=1.3.6.1.5.5.7.3.2
extended.purpose.2=1.3.6.1.5.5.7.3.1

以下のプロパティを設定するにはテキスト	エディタを使用する必要があります。

strength=1024
algorithm=*RSA	|	*DSA
certificate.signing.algorithm=*MD5RSA	|	*SHA1RSA	|	*SHA1DSA
blank.password=*YES	|	*NO



7.20.7	証明書の表示
[表示]メニューから[証明書]を選択します。

DERまたはPEMでエンコードした証明書ファイルを選択します。



ポップアップ	メニューの[保存]コマンドで、証明書をDERまたはPEMフォーマットで保存できま
す。



7.20.8	証明書の要求の表示
[表示]メニューから[証明書の要求]を選択します。

DERまたはPEMでエンコードした証明書の要求ファイルを選択します。



ポップアップ	メニューの[保存]コマンドで、証明書の要求をDERまたはPEMフォーマットで保存
できます。



7.20.9	リモート・ホストの表示
[表示]メニューから[リモート	ホスト]を選択します。

SSLサーバーのアドレスを入力します。
省略値のポートは443です。
これはプロトコルには依存せず、ピア証明書を入手するためにSSL接続のみ行われます。FTP
サーバーへの接続にはポート990を使用します。

証明連鎖のピア	システムが[PKIエディタ]にロードされます。これらの証明書は保存してキース
トアにインポートできます。





7.20.10	スタジオを使用した証明書とキー・ストアの表示
以下の画像は、スタジオを使用して証明書とキー・ストアを表示する方法を示しています。



7.20.11	キー・ストアの管理
[PKIエディタ]を使用してキー・ストアの内容を管理できます。
[編集]メニューから[JKSキーストア]を選択します。

キーストアファイルとパスワードを入力してキーストアを開きます。



ポップアップ	メニューから証明書と秘密鍵をキーストアにインポートできます。
キーストアが空白の場合、テーブルの列見出しの上で右クリックしてポップアップ	メニューか
ら選択します。



7.20.12	PEMフォーマット
PEMフォーマットは開始と終了のライン	マーカーを持つバイナリ	フォーマット（DER）の
BASE64エンコーディングです。

以下はPEMフォーマットのX509証明書です。
	
-----BEGIN	CERTIFICATE----------END	CERTIFICATE-----
	

以下はPEMフォーマットのCertificate	requestです。
	
-----BEGIN	NEW	CERTIFICATE	REQUEST-----==
-----END	NEW	CERTIFICATE	REQUEST-----



	



7.20.13	IBM	i	ディジタル証明書マネージャーの相互接続性
									IBM	i	ディジタル証明書マネージャー(DCM)は証明書要求をPEMフォーマットで作成しま
す。

									DCMは、EBCDICでエンコードされたPEMファイルをエクスポートできます。ファイルの
コード化された文字セットIDをPCに送る前にチェックします。

									FTP	ASCIIモードを使用して、IFSからPCに転送するときにファイルの内容を変換します。

									DCMはASCIIでエンコードしたPEMファイルをインポートできるので、PCからIFSへバイ
ナリ	モードを使用して転送します。

IBM	i	DCMのCA証明書の作成
1.			[認証局(CA)の作成]を使用して、CA証明書をDERフォーマットで作成します。

2.			[証明書を開く]を使用して証明書を読み込み、PEMフォーマットで保存します。

3.			このPEMファイルをIFSにFTPで送信して、CA証明書を*SYSTEMストアにインポートしま
す。

IBM	i	DCMの証明書の作成
1.			DCMを使用してクライアント証明書要求を作成し、ブラウザーのテキスト	エリアに表示され
ているPEMでエンコードした証明書要求をファイルにコピーします。

2.			[証明書要求を開く]を使用してPEMでエンコードしたファイルを読み込み、DERフォーマッ
トで保存します。

3.			[クライアント証明書の作成]を使用して、ローカルのCAファイルと証明書要求ファイルを読
み込み、証明書を作成します。

4.			[証明書を開く]を使用して証明書を読み込み、PEMフォーマットで保存します。

5.			PEMでエンコードした証明書をIBM	i	IFSにFTPで送信し、インポートします。



7.21	CRLエディタ
[CRLエディタ]はスタジオから起動します。プロジェクトおよび関連ファイルの管理にスタジオ
を使用することをお奨めします。

[CRLエディタ]は、以下のステップで説明するように、証明書終了リスト(CRL)ファイルを作成
できるアプリケーションです。

以下のトピックを確認してください。

									CRLプロジェクトの作成

									CRLファイルの配布



7.21.1	CRLプロジェクトの作成
1.			[プロジェクト]の[ソリューション]ノードで[ソリューションの新規作成]メニュー・アイテム
を選択します。

2.			[証明書終了リスト]ツールを選択し、プロジェクト・ファイルを入れるグループ・フォル
ダーを入力または選択します。

3.			プロジェクトのファイル名を入力します。拡張子「.crl.prj」が自動で追加されます。

4.			[OK]ボタンを押してプロジェクトを作成します。

a.			次のCRLリストが利用できるようになる日付を入力します。

b.			一意のCRL番号を入力します。

c.			取り消す証明書に署名したCA証明書を含むファイルを入力します。

d.			CA秘密鍵を含むファイルを入力します。これでCRLファイルに署名できます。



5.			秘密鍵のパスワードを入力します。

6.			証明書のリストを管理するには、[終了リスト]タブを選択します。

7.			リストに証明書を追加するには、[追加]ポップアップ・メニュー・アイテムを使用します。



8.			既存エントリーを管理するには、[編集]、[追加]、[削除]ポップアップ・メニュー・アイテム
を使用します。

9.			[終了日付]と[理由]を変更するには、[編集]ポップアップ・メニュー・アイテムを使用しま
す。



						[シリアル番号]、[終了日付]、[理由]は、CRLファイルに保管されている値のみになります。

						[名前]列(右側の4番目の列)は、エントリーを特定する場合にのみ使用され、CRLファイルに
は含まれません。

10.	[ビルド]ボタンを押してCRLファイルを作成します。



						確認のメッセージが表示されます。

11.		ダブルクリックするか、関連アプリケーションを使用してCRLファイルを開きます。



						CRLファイルはWindowsのCRLアプリケーションを使用して表示することができます。







7.21.2	CRLファイルの配布
CRLファイルはさまざまな方法で配布できます。

									既知のユーザー・リストに添付ファイルとしてメール送信できます。

									MIMEタイプapplication/pkix-crlを使用してHTTPサーバーからダウンロードできます。
以下のPKIエディタのプロジェクト・プロパティを使用して、PKIエディタで作成される各証明
書にCRL配布URLを含めることができます。

	
crl.distribution=http://www.mycompany.com/CRLList.crl
crl.distribution=http://www.mycompany.com/crllist.html
	



7.22	SOAPウィザード
[SOAPウィザード]はスタジオから起動します。プロジェクトおよび関連ファイルの管理にスタ
ジオを使用することをお奨めします。

[SOAPウィザード]は、SOAPベースのWebサービスを作成して利用できるようにするアプリケー
ションです。

[SOAPエージェント]ウィザードは、WSDLドキュメントを利用し、リモート・サーバーと通信
する場合に使用されます。

[SOAPサーバー]ウィザードは、WSDLドキュメントを作成し、Webサービスを公開する場合に使
用されます。

SOAPウィザードには、OracleのJava	SDKなどのJavaコンパイラをPCにインストールする
必要があります。
「JavaコンパイラとJava	Runtimeの設定」を参照してください。

以下のトピックを確認してください。

									SOAPエージェントプロジェクトの作成

									SOAPサーバー・タイプの作成

									SOAPサーバー・プロジェクトの作成

									SOAPサーバーウィザードの命名規則

SOAPウィザードの段階的な使用手順については、「ス
テップ6.	SOAPサーバー・ソリューションを作成する」
で始まるIntegratorのチュートリアルで説明します。

its:LANSA093.CHM::/intengbj_0300.htm


7.22.1	SOAPエージエント・プロジェクトの作成
1.			[プロジェクト]の[ソリューション]ノードから、[ソリューションの新規作成]メニュー項目を
選択します。

2.			[SOAP	エージェント	ウィザード]ツールを選択し、プロジェクト・ファイルとWSDLドキュメ
ントを受け入れるグループ・フォルダーを入力または選択します。

3.			プロジェクトのファイル名を入力します。拡張子「.soap.prj」が自動で付けられます。

4.			[OK]ボタンを押して、使用するWSDLファイルを選択します。

5.			[参照...]ボタンを押してWSDLファイルのURLを入力します。WSDLファイルがローカルの
ファイルシステムに置かれている場合、次の[参照...]ボタンを押して[ファイル	システム]ダイ
アログ	ボックスにアクセスします。



						必要なURLがクリップボードにある場合は、Ctrl-Vでテキスト	フィールドに貼り付けます。

6.			[OK]ボタンを押してメイン	ダイアログ	ボックスに戻ります。[プロジェクト	ソース]フィール
ドには、URLを使ってWSDLを検索するときにWSDLを保管するために使用するファイル名
が入っています。このファイル名は変更できます。

						[Unwrapパラメータ]チェック	ボックスを使用して、ドキュメントや文字の"折り返された"ス
タイルのサポートを使用可能/使用不可にします。

						[ネームスペース	マップ]を使用して、WSDLドキュメント内のすべてのネームスペースを同
じJavaパッケージ名にマッピングします。



7.			[OK]ボタンを押してプロジェクトを作成します。

									プロジェクト名はJARファイル名とサービス	クラス名の作成に使用されます。

									JARファイルには、SOAPトランザクションと生成されたサービス	クラスを処理するAxis
で生成されたクラスが入っています。

									使用できるSOAPのオペレーションは左のスクロール	パネルに表示されます。

									オペレーションが選択されると、パラメータと戻りパラメータが右のスクロール	パネルに



表示されます。

						パラメータ	ノードを設定すると、データを各種の方法で受信して処理できます。

						各種のアイコンがノードの種類を表します。

ノードは無視されます。

ノードはフィールドです。

ノードは固定値です。

ノードはリストです。

ノードはリスト	フィールドです。

ノードはフラングメントです。

ノードはストリーム・ファイルです。

						次の図では、パラメータはフラグメントとして設定されており、フィールド値を設定するに
はSET	FRAGMENTコマンドが必要となります。



						また、パラメータを設定せずに、フィールドを設定することも可能です。これらのフィール
ドはSET	PARAMETERコマンドが実行されると値を受け取ります。[無視]のフィールドは値
が設定されず、省略値で文字列とオブジェクトにはヌルが、プリミティブの数字にはゼロが
入ります。



						プログラム	フィールドとSOAPトランザクション間でバインディングを行うためには、フラ
グメント、リスト、リスト	フィールド、およびフィールド	ノードにプログラム	フィールド
名が必要です。リポジトリ・ビューアを使用して、LANSAフィールド名をノードにドラッ
グ・アンド・ドロップすることができます。

8.			ポップアップの[編集]メニューかEnterキーを使用して、エンティティ属性ダイアログにアク
セスします。

9.			プログラムのフィールド名、フラグメント、またはリスト名を入力して[OK]ボタンを押しま
す。

10.	[ビルド]ボタンを押してサービスを生成しコンパイルします。このサービス	クラスはjarファ
イルに追加されます。



						生成されたコードとコンパイルされたクラスはすべてcompile-agentサブディレクトリに置か
れます。

						サービス・プロパティを含むファイルがソリューション・ディレクトリに作成され、サンプ
ルはsamplesサブティレクトリに作成されます。



7.22.2	SOAPサーバー・タイプの作成
[ソリューション]フォルダーのポップアップ・メニューで、[SOAPサーバー	タイプ]メニュー・ア
イテムを選択します。

[SOAPタイプ	エディタ]では、タイプを作成して管理できます。





7.22.3	SOAPサーバー・プロジェクトの作成
1.			[プロジェクト]の[ソリューション]ノードで[ソリューションの新規作成]メニュー・アイテム
を選択します。

2.			[SOAPサーバー	ウィザード]ツールを選択し、プロジェクト・ファイルを受け入れるグルー
プ・フォルダーを入力または選択します。

3.			プロジェクトのファイル名を入力します。拡張子「.soap.prj」が自動で追加されます。

4.			[OK]ボタンを押します。

						プロジェクト名はJARファイル名およびサービスとプロバイダ	クラス名の作成に使用されま
す。



						JARファイルには生成されたサービス・クラスとプロバイダ・クラスが含まれます。

						エンド	ポイントのURLは生成されたWSDLファイルで使用されます。

5.			サーバー	サービスにオペレーションを追加するには、[オペレーション]タブを選択して[オペ
レーション]パネルで右クリックします。

6.			[オペレーション名]を入力します。



7.			オペレーション・パラメータを追加して戻りパラメータを設定するには、オペレーションを
右クリックします。





						パラメータ	ノードを設定すると、データを各種の方法で受信して処理できます。

						各種のアイコンがノードの種類を表します。

ノードは無視されます。

ノードはフィールドです。

ノードは固定値です。

ノードはリストです。

ノードはリスト	フィールドです。

ノードはフラグメントです。

ノードはストリーム・ファイルです。

						次の図では、パラメータと戻りパラメータがフィールドとして設定されています。リポジト
リ・ビューアを使用して、LANSAフィールド名をノードにドラッグ・アンド・ドロップする
ことができます。



8.			[ビルド]ボタンを押してサービスを生成し、コンパイルします。サービスとプロバイダ	クラ
スがjarファイルに追加されます。

						生成されたコードとコンパイルされたクラスはすべてcompileサブディレクトリに置かれま
す。

						サービス・プロパティとWSDLドキュメントを含むファイルがソリューション・ディレクト
リに作成され、サンプルはsamplesサブティレクトリに作成されます。





7.22.4	SOAPサーバー・ウィザードの命名規則
サービスのオペレーション名の規則：

									以下の例のように、オペレーション名は小文字で開始します。

				getEmployees
				selectActiveAccount

SOAPサーバー・タイプの規則：

									タイプは大文字で開始します。

									エレメント/変数名は小文字で開始します。

									エレメント/変数名の先頭を数字にしないでください。

									エレメント/変数名に数字を入れないでください。数字が入っている場合は、数字の直後の
文字を大文字にします。

									typeDescのエレメント/変数名を使用しないでください。Apache	Axis	WSDL2Javaプログラ
ムはこの名前のメンバー変数をもつbeanクラスを生成します。

以下はエレメント/変数名の例です。
				date
				amount
				sentDate
				active_status
									Apache	Axisが生成するbeanクラスは最大254のメンバー変数しか持てません。これはJava
コンストラクタがパラメータを254に制限しているためです。

									AxisはJSR-101に準拠したJavaで使用する名前をSOAP	XMLの名前から以下の方法で作成し
ます。

org.apache.axis.utils.JavaUtils.xmlNameToJava	(	xmlName	)
また、以下も参照してください。
SOAPサーバー	Wizardが生成したbeanクラスの例
Apache	Axis	WSDL2Javaが生成したbeanクラスの例



SOAPサーバー	Wizardが生成したbeanクラスの例
	
/**
	*	Order.java
	*
	*	This	file	was	generated	by	LANSA	Integrator	SOAP	Server	Wizard
	*/
package	com.acme.service.soap	;
	
public	class	Order	implements	java.io.Serializable
{
				private	String	date	;
				private	String	dateOfOrder	;
				private	int	order_id	;
				private	OrderLine[]	orders	;
				private	long	total	;
	
				/**
					*	Sets	the	date	value	for	this	Order.
					*
					*	@param	date
					*/
				public	void	setDate	(	String	date	)
				{
								this.date	=	date	;
				}
	
				/**
					*	Gets	the	date	value	for	this	Order.
						*
						*	@return	date
				*/
				public	String	getDate	()
				{
								return	date	;
				}
	
				/**



					*	Sets	the	dateOfOrder	value	for	this	Order.
					*
					*	@param	dateOfOrder
					*/
				public	void	setDateOfOrder	(	String	dateOfOrder	)
				{
								this.dateOfOrder	=	dateOfOrder	;
				}
	
				/**
					*	Gets	the	dateOfOrder	value	for	this	Order.
					*
					*	@return	dateOfOrder
					*/
				public	String	getDateOfOrder	()
				{
								return	dateOfOrder	;
				}
	
				/**
					*	Sets	the	order_id	value	for	this	Order.
					*
					*	@param	order_id
					*/
				public	void	setOrder_id	(	int	order_id	)
				{
								this.order_id	=	order_id	;
				}
	
				/**
					*	Gets	the	order_id	value	for	this	Order.
					*
					*	@return	order_id
					*/
				public	int	getOrder_id	()
				{
								return	order_id	;
				}
	



				/**
					*	Sets	the	orders	value	for	this	Order.
					*
					*	@param	orders
					*/
				public	void	setOrders	(	OrderLine[]	orders	)
				{
								this.orders	=	orders	;
				}
	
				/**
					*	Gets	the	orders	value	for	this	Order.
					*
					*	@return	orders
					*/
				public	OrderLine[]	getOrders	()
				{
								return	orders	;
				}
	
				/**
					*	Sets	the	total	value	for	this	Order.
					*
					*	@param	total
					*/
				public	void	setTotal	(	long	total	)
				{
								this.total	=	total	;
				}
	
				/**
					*	Gets	the	total	value	for	this	Order.
					*
					*	@return	total
					*/
				public	long	getTotal	()
				{
								return	total	;
				}



	}
	



Apache	Axis	WSDL2Javaが生成したbeanクラスの例
	
/**
	*	Order.java
	*
	*	This	file	was	auto-generated	from	WSDL
	*	by	the	Apache	Axis	1.3	Oct	05,	2005	(05:23:37	EDT)	WSDL2Java	emitter.
	*/
	
package	com.acme.service.soap;
	
public	class	Order		implements	java.io.Serializable
{
				private	java.lang.String	date;
				private	java.lang.String	dateOfOrder;
				private	int	order_id;
				private	com.acme.service.soap.OrderLine[]	orders;
				private	long	total;
	
				public	Order	()
				{
				}
	
				public	Order	(
								java.lang.String	date,
								java.lang.String	dateOfOrder,
								int	order_id,
								com.acme.service.soap.OrderLine[]	orders,
								long	total)
				{
								this.date	=	date;
								this.dateOfOrder	=	dateOfOrder;
								this.order_id	=	order_id;
								this.orders	=	orders;
								this.total	=	total;
				}
	
				/**



					*	Gets	the	date	value	for	this	Order.
					*	
					*	@return	date
					*/
				public	java.lang.String	getDate()
				{
								return	date;
				}
	
				/**
					*	Sets	the	date	value	for	this	Order.
					*	
					*	@param	date
					*/
				public	void	setDate(java.lang.String	date)
				{
								this.date	=	date;
				}
	
				/**
					*	Gets	the	dateOfOrder	value	for	this	Order.
					*	
					*	@return	dateOfOrder
					*/
				public	java.lang.String	getDateOfOrder()
				{
							return	dateOfOrder;
				}
	
				/**
					*	Sets	the	dateOfOrder	value	for	this	Order.
					*	
					*	@param	dateOfOrder
					*/
				public	void	setDateOfOrder(java.lang.String	dateOfOrder)
				{
								this.dateOfOrder	=	dateOfOrder;
				}
	



				/**
					*	Gets	the	order_id	value	for	this	Order.
					*	
					*	@return	order_id
					*/
				public	int	getOrder_id()
				{
								return	order_id;
				}
	
				/**
					*	Sets	the	order_id	value	for	this	Order.
					*	
					*	@param	order_id
					*/
				public	void	setOrder_id(int	order_id)
				{
								this.order_id	=	order_id;
				}
	
				/**
					*	Gets	the	orders	value	for	this	Order.
					*	
					*	@return	orders
					*/
				public	com.acme.service.soap.OrderLine[]	getOrders()
				{
								return	orders;
				}
	
				/**
					*	Sets	the	orders	value	for	this	Order.
					*	
					*	@param	orders
					*/
					public	void	setOrders(com.acme.service.soap.OrderLine[]	orders)
				{
								this.orders	=	orders;
				}



	
				/**
					*	Gets	the	total	value	for	this	Order.
					*	
					*	@return	total
					*/
				public	long	getTotal()
				{
								return	total;
				}
	
				/**
					*	Sets	the	total	value	for	this	Order.
					*	
					*	@param	total
					*/
				public	void	setTotal(long	total)
				{
								this.total	=	total;
				}
	
				private	java.lang.Object	__equalsCalc	=	null;
	
				public	synchronized	boolean	equals(java.lang.Object	obj)
				{
								if	(!(obj	instanceof	Order))	return	false;
								Order	other	=	(Order)	obj;
								if	(obj	==	null)	return	false;
								if	(this	==	obj)	return	true;
								if	(__equalsCalc	!=	null)	{
												return	(__equalsCalc	==	obj);
								}
								__equalsCalc	=	obj;
								boolean	_equals;
								equals	=	true	&&	
												((this.date==null	&&	other.getDate()==null)	||	
												(this.date!=null	&&
												this.date.equals(other.getDate())))	&&
													((this.dateOfOrder==null	&&	other.getDateOfOrder()==null)	||	



													(this.dateOfOrder!=null	&&
													this.dateOfOrder.equals(other.getDateOfOrder())))	&&
													this.order_id	==	other.getOrder_id()	&&
												((this.orders==null	&&	other.getOrders()==null)	||	
												(this.orders!=null	&&
													java.util.Arrays.equals(this.orders,	other.getOrders())))	&&
													this.total	==	other.getTotal();
								__equalsCalc	=	null;
	
								return	_equals;
				}
	
				private	boolean	__hashCodeCalc	=	false;
	
				public	synchronized	int	hashCode()
				{
								if	(__hashCodeCalc)
								{
												return	0;
								}
	
								__hashCodeCalc	=	true;
								int	_hashCode	=	1;
	
								if	(getDate()	!=	null)
								{
												_hashCode	+=	getDate().hashCode();
								}
	
								if	(getDateOfOrder()	!=	null)
								{
												_hashCode	+=	getDateOfOrder().hashCode();
								}
	
								_hashCode	+=	getOrder_id();
	
								if	(getOrders()	!=	null)
								{
												for	(int	i=0;	i<java.lang.reflect.Array.getLength(getOrders());	i++)



												{
																java.lang.Object	obj	=	java.lang.reflect.Array.get(getOrders(),	i);
																if	(obj	!=	null	&&!obj.getClass().isArray())
																{
																				_hashCode	+=	obj.hashCode();
																}
												}
								}
	
								_hashCode	+=	new	Long(getTotal()).hashCode();
								__hashCodeCalc	=	false;
	
								return	_hashCode;
				}
	
				//	Type	metadata
				private	static	org.apache.axis.description.TypeDesc	typeDesc	=
								new	org.apache.axis.description.TypeDesc(Order.class,	true);
	
				static
				{
								typeDesc.setXmlType(new	javax.xml.namespace.QName("http://soap.service.acme.com",	"Order"));
								org.apache.axis.description.ElementDesc	elemField	=	new	org.apache.axis.description.ElementDesc();
								elemField.setFieldName("date");
								elemField.setXmlName(new	javax.xml.namespace.QName("",	"date"));
								elemField.setXmlType(new	javax.xml.namespace.QName("http://www.w3.org/2001/XMLSchema",	"string"));
								elemField.setNillable(true);
								typeDesc.addFieldDesc(elemField);
								elemField	=	new	org.apache.axis.description.ElementDesc();
								elemField.setFieldName("dateOfOrder");
								elemField.setXmlName(new	javax.xml.namespace.QName("",	"dateOfOrder"));
								elemField.setXmlType(new	javax.xml.namespace.QName("http://www.w3.org/2001/XMLSchema",	"string"));
								elemField.setNillable(true);
								typeDesc.addFieldDesc(elemField);
								elemField	=	new	org.apache.axis.description.ElementDesc();
								elemField.setFieldName("order_id");
								elemField.setXmlName(new	javax.xml.namespace.QName("",	"order_id"));
								elemField.setXmlType(new	javax.xml.namespace.QName("http://www.w3.org/2001/XMLSchema",	"int"));
								elemField.setNillable(false);



								typeDesc.addFieldDesc(elemField);
								elemField	=	new	org.apache.axis.description.ElementDesc();
								elemField.setFieldName("orders");
								elemField.setXmlName(new	javax.xml.namespace.QName("",	"orders"));
								elemField.setXmlType(new	javax.xml.namespace.QName("http://soap.service.acme.com",	"OrderLine"));
								elemField.setNillable(true);
								typeDesc.addFieldDesc(elemField);
								elemField	=	new	org.apache.axis.description.ElementDesc();
								elemField.setFieldName("total");
								elemField.setXmlName(new	javax.xml.namespace.QName("",	"total"));
								elemField.setXmlType(new	javax.xml.namespace.QName("http://www.w3.org/2001/XMLSchema",	"long"));
								elemField.setNillable(false);
								typeDesc.addFieldDesc(elemField);
				}
	
				/**
					*	Return	type	metadata	object
					*/
				public	static	org.apache.axis.description.TypeDesc	getTypeDesc()
				{
								return	typeDesc;
				}
	
				/**
					*	Get	Custom	Serializer
					*/
				public	static	org.apache.axis.encoding.Serializer	getSerializer	(
								java.lang.String	mechType,	
								java.lang.Class	_javaType,		
								javax.xml.namespace.QName	_xmlType	)
				{
								return	new		org.apache.axis.encoding.ser.BeanSerializer(
								_javaType,	_xmlType,	typeDesc);
				}
	
				/**
					*	Get	Custom	Deserializer
					*/
				public	static	org.apache.axis.encoding.Deserializer	getDeserializer	(



								java.lang.String	mechType,	
								java.lang.Class	_javaType,		
								javax.xml.namespace.QName	_xmlType	)
				{
								return	new		org.apache.axis.encoding.ser.BeanDeserializer(
								_javaType,	_xmlType,	typeDesc);
				}
}
	



7.23	XMLバインディング・ウィザード
[XMLバインディング]ウィザードはスタジオから起動します。プロジェクトおよび関連ファイル
の管理にスタジオを使用することをお奨めします。

[XMLバインディング]ウィザードは、XMLエレメントと属性をLANSAフィールドとリストに
マッピングできるアプリケーションです。このウィザードはXMLバインディングサービスが
XML文書の読込みと書き込みに使用するコードを生成します。

XMLバインディングウィザードを使用するには、OracleのJava	SDKのようなJavaコンパ
イラをPCにインストールする必要があります。
「JavaコンパイラとJava	Runtimeの設定」を参照してください。

以下のトピックを確認してください。

									サンプルXMLドキュメント

									XMLバインディング・プロジェクトの作成



7.23.1	サンプルXMLドキュメント
[XMLバインディング]ウィザードにはサンプルXML文書が必要です。XMLスキーマやDTDファ
イルは直接使用しません。

サンプルXML文書にはマッピングに必要なすべてのXMLエレメントと属性が必ず含まれていな
ければなりません。

サンプルXMLドキュメントは整った形式にして、XMLドキュメントのルールと構文に従う必要
があります。

サンプルXMLドキュメントはサード・パーティー・アプリケーションにより提供される場合
や、ユーザーが独自のXMLドキュメントを作成する必要がある場合があります。
サンプルXMLファイルは、テキスト・エディタを使用して作成したり、[XMLスキーマ・ビュー
ア]を使用してXMLスキーマ・ファイルから生成したりすることができます。



7.23.2	XMLバインディング・プロジェクトの作成
1.			[プロジェクト]の[ソリューション]ノードで[ソリューションの新規作成]メニュー・アイテム
を選択します。

2.			[XMLバインディング	ウィザード]ツールを選択し、プロジェクト・ファイルを入れるグルー
プ・フォルダーを入力または選択します。

3.			プロジェクトのファイル名を入力します。拡張子「.xml.prj」が自動で追加されます。

4.			続行するには[OK]ボタンを押します。

5.			サンプルXMLファイルを検索するには[参照]ボタンを押します。



6.			[OK]ボタンを押してプロジェクトを作成します。



7.			プロジェクトがインバウンド・マッピングとアウトバウンド・マッピングのどちらか、また
はその両方かを選択します。

						通常、[ロケール]フィールドはブランクにしておきますが、XMLエレメントまたは属性に特
定のロケールでフォーマットされた数字が含まれている場合は、このロケールを入力して、
このエレメントや属性の[数字フォーマット]オプションにチェック設定を付けます。

						JavaScriptファンクションを使用して値のフォーマットを行う場合、ファンクションが含まれ
るJavaScriptファイルを[スクリプト]フィールドに指定する必要があります。この操作を実行
する場合の注意については、「JavaScriptファンクションの例」を参照してください。



8.			[インバウンド]タブを選択してエレメントと属性をマッピングします。

						エレメントおよび属性ノードを設定すると、データを各種の方法で受信して処理できます。

						各種のアイコンがノードの種類を表します。



エレメント

選択されたエレメント

フィールド名を持つ選択されたエレメント

属性

選択された属性

フィールド名を持つ選択された属性

リストとして設定されたエレメント

フラグメントとして設定されたエレメント

9.			選択したノード上で右クリックしてポップアップ・メニューを表示します。使用可能になる
メニュー	アイテムは選択されたノードによって変わります。リポジトリ・ビューアを使用し
て、LANSAフィールド名をノードにドラッグ・アンド・ドロップすることができます。

10.	Enteｒキーまたは[編集]メニュー・アイテムを押して、バインディング・フィールド属性を割
り当てます。



11.		JavaScriptファンクションを使用してXML値をフォーマットする必要がある場合、ファンク
ションと値のキーワードを入力します。値のキーワードはJavaScript	EngineにXML値を使用す
るように指示します。静的な値をパラメータとして渡すことができます。

						以下の例では、フォーマット・パターンが渡されています。ファンクション・スクリプトに
ブランクを入れることはできますが、パラメータの解析を成功させるには、スタティックな
値の直後にコンマを入れる必要があります。

12.	[ビルド]ボタンを押してサービスを生成し、コンパイルします。このサービス・クラスはjar
ファイルに追加されます。



						生成されたコードとコンパイルされたクラスはすべてcompileサブディレクトリに置かれま
す。

						サービス・プロパティを含むファイルがソリューション・ディレクトリに作成され、サンプ
ルはsamplesサブティレクトリに作成されます。



JavaScriptファンクションの例
以下はJavaScript	functionファンクションの記述例です。括弧でくくられたファンクションの宣
言、ファンクション名およびパラメータは一行で記述する必要があります。

同じソース	ファイルに複数のファンクションが存在することもあります。

	
function	concat	(	value1,	value2	)
{
				return	value1	+	value2	;
}
	
function	startDate	(	type	)
{
				if	(	type	==	'A'	)
				{
								return	"30-1-2006"	;
				}
	
				return	"23-4-2005"	;
}
	

JavaScriptはタイプが柔軟な言語です。
これは、データ・タイプがないということではありません。変数の値に特定のタイプの値を割り
当てたり、同じタイプの値を常に維持したりする必要はないという意味です。

JavaScriptは、値のタイプを、変数を使用するコンテキストに適した(必要な)タイプに自由に変換
します。

JavaScriptのタイプは柔軟であり、タイプ変換は進んで行われますが、扱う値の実際のタイプに
ついて考える必要がなくなるわけではありません。

演算子「+」は数字の加算と文字列の連結のどちらにも使用され二面性を持つため、問題が生じ
ます。実行される演算子の機能はコンテキストで決まります。両方のオペランドが数字で始まる
場合、演算子「+」は加算を実行し、それ以外の場合は、そのオペランドのすべてを文字列に変
換して連結を行います。

マッピング・エンジンは、JavaScriptファンクションにすべての値をStringデータ・タイプとして
渡します。

パラメータ値を必要なデータ・タイプに変換する方法が最適です。

String値から数値への変換に使用できる複数のJavaScriptファンクション(parseFloat、parserInt、
Numberオブジェクトなど)があります。また、数字の変数には、フォーマットされた値を返すこ
とができる、toFixedやtoPrecisionなどの組み込み関数があります。

	
	value	=	Number	(	value	)
	value	=	parseInt	(	value	)



	value	=	parseFloat	(	value	)
	

以下の例はこれらのファンクションを示しています。

	
function	changeit	(	value	)
{
				value	=	Number	(	value	)	;
	
				if	(	value	>	100	)
				{
								value	=	value	-	100	;
				}
	
				return	value.toFixed	(	2	)	;
}
	



7.24	JavaScriptバインディング・ウィザード
[JavaScriptバインディング]ウィザードはスタジオから起動します。プロジェクトおよび関連ファ
イルの管理にスタジオを使用することをお奨めします。

[JavaScriptバインディング]ウィザードは、JSONオブジェクト・フィールドを、LANSAフィール
ドおよびリストにマッピングできるアプリケーションです。このウィザードは、JSONオブジェ
クトの読み書きを行うJSONバインディング・サービスで使用されるコードを生成します。
JSON	(JavaScript	Object	Notation)は、軽量のデータ交換形式です。http://www.json.org/を参照して
ください。

AJAX	(Asynchronous	JavaScript	And	XML)は、インタラクティブなWebアプリケーションの作成に
使用されるWeb開発技術です。これは、水面下で少量のデータをサーバーと交換してWebページ
の反応を良くすることを想定しています。そのため、ユーザーが変更を要求するたびにWebペー
ジ全体をリロードする必要がなくなります。この目的は、Webページの双方向性、速度、機能
性、使いやすさの向上にあります。

JavaScriptバインディングウィザードを使用するには、OracleのJava	SDKのようなJavaコ
ンパイラをPCにインストールする必要があります。
「JavaコンパイラとJava	Runtimeの設定」を参照してください。

以下のトピックを確認してください。

									JSONタイプの作成

									JavaScriptバインディング・プロジェクトの作成

									JSON	HTMLブラウザー・クライアントの作成

									JSON	JavaScript

http://www.json.org/


7.24.1	JSONタイプの作成
[ソリューション]フォルダーのポップアップ・メニューで、[JSONサーバー	タイプ]メニュー・ア
イテムを選択します。

[JSONタイプ	エディタ]では、タイプを作成して管理できます。





7.24.2	JavaScriptバインディング・プロジェクトの作成
1.			[プロジェクト]の[ソリューション]ノードで[ソリューションの新規作成]メニュー・アイテム
を選択します。

2.			[JavaScriptバインディング	ウィザード]ツールを選択し、プロジェクト・ファイルを受け入れ
るグループ・フォルダーを入力または選択します。

3.			プロジェクトのファイル名を入力します。拡張子「.json.prj」が自動で追加されます。

4.			続行するには[OK]ボタンを押します。

5.			プロジェクトのマッピングに使用されるJSONタイプを選択します。

6.			[OK]ボタンを押してプロジェクトを作成します。



						プロジェクト名はJARファイル名とサービス・クラス名の作成に使用されます。

7.			マッピングを管理するには、[マッピング]タブを選択します。

8.			ルート・レベルのノードで、[フラグメント]メニュー・アイテムを選択すると、すべての子



ノードが自動的に設定されます。

						ルート・レベルのノードはフラグメントとして設定されません。これは暗黙的なフラグメン
トであるため、BINDコマンドを実行すると、ルート・ノードの最初のレベルの子ノードが
ファンクションにバインドされます。

9.			プログラム・フィールドをJSONオブジェクト・フィールドに割り当てます。リポジトリ・
ビューアを使用して、LANSAフィールド名をノードにドラッグ・アンド・ドロップすること
ができます。



10.	[ビルド]ボタンを押してサービスを生成し、コンパイルします。サービス・クラスがjarファ
イルに追加されます。

						生成されたコードとコンパイルされたクラスはすべてcompileサブディレクトリに置かれま
す。

						サービス・プロパティを含むファイルがソリューション・ディレクトリに作成され、サンプ
ルはsamplesサブティレクトリに作成されます。





7.24.3	JSON	HTMLブラウザー・クライアントの作成
以下のHTMLは、ブラウザー・クライアントを使用してJavaScriptオブジェクトを送受信する方法
を示しています。

JSONタイプと同じフィールド・エレメントを使用してJavaScriptオブジェクトを作成する必要が
あります。

	
<!DOCTYPE	html	PUBLIC	"-
//W3C//DTD	XHTML	1.0	Strict//EN"	"http://www.w3.org/TR/xhtml1/DTD/xhtml1-
strict.dtd">
	
<html	xmlns="http://www.w3.org/1999/xhtml">
	
<head>
	
<meta	http-equiv="content-type"	content="text/html;	charset=utf-8">
	
<title>JSON	AJAX	Sample</title>
	
<script	type="text/javascript"	src="json2.js"></script>
<script	type="text/javascript"	src="jsonajax.js"></script>
	
<script	type="text/javascript">
	
function	sendOrder	()
{
				/*
								Get	some	input	and	reset	form	inputs
				*/
	
				var	myInput	=	document.getElementById	(	"ID_1"	).value	;
	
				document.getElementById	(	"ID_1"	).value	=	""	;
				document.getElementById	(	"ID_2"	).value	=	""	;
				document.getElementById	(	"ID_3"	).value	=	""	;
	
				/*
								Create	MyOrder	object
				*/



	
				var	myOrder	=	new	Object	()	;
	
				myOrder.fieldString	=	myInput	;
				myOrder.fieldBoolean	=	true	;
				myOrder.fieldDouble	=	24.56	;
				myOrder.fieldInt	=	987	;
				myOrder.fieldLong	=	123456	;
	
				var	myOrderItem1	=	new	Object	()	;
				myOrderItem1.itemCode	=	231	;
				myOrderItem1.itemQuantity	=	25	;
	
				var	myOrderItemPrice11	=	new	Object	()	;
				myOrderItemPrice11.priceAmount	=	10.67	;
				myOrderItemPrice11.priceType	=	"PT_A"	;
	
				var	myOrderItemPrice12	=	new	Object	()	;
				myOrderItemPrice12.priceAmount	=	10.67	;
				myOrderItemPrice12.priceType	=	"PT_A"	;
	
				myOrderItem1.itemPrices	=	new	Array	(	myOrderItemPrice11,	myOrderItemPrice12	)	;
	
				myOrder.fieldItem	=	myOrderItem1	;
	
				myOrder.fieldItems	=	new	Array	(	myOrderItem1,	myOrderItem1	)	;
	
				/*
								Send	MyOrder
				*/
	
				var	session	=	new	JSONSession	(	"http://lansa01:1099/cgi-bin/jsmproxy?
json"	)	;
	
//				var	responseObject	=	session.send	()	;
//				var	responseObject	=	session.receive	()	;
	
				var	responseObject	=	session.send	(	myOrder	)	;
	



				if	(	responseObject	==	null	)
				{
							alert	(	session.getStatus	()	)	;
	
							alert	(	session.getResponseText	()	)	;
	
							return	;
				}
	
				/*
								Update	form	inputs	with	response	object	values
				*/
	
				document.getElementById	(	"ID_1"	).value	=	responseObject.fieldString	;
				document.getElementById	(	"ID_2"	).value	=	responseObject.fieldDouble	;
				document.getElementById	(	"ID_3"	).value	=	responseObject.fieldInt	;
}
	
</script>
	
</head>
	
<body>
	
<form>
	
		<input	type="text"	size="15"	id="ID_1"><p/>
		<input	type="text"	size="15"	id="ID_2"><p/>
		<input	type="text"	size="15"	id="ID_3"><p/>
		<input	type="button"	value="Send	Order"	onClick="sendOrder()">
	
</form>
	
</body>
	
</html>
	

jsonajax.js



	
/*jslint	browser:	true,	undef:	true,	nomen:	true,	eqeqeq:	true,	strict:	true	*/
	
/*global	window,	ActiveXObject	*/
	
"use	strict";
	
function	JSONSession	(	endpoint	)
{
				var	m_xhr	=	null	;
				var	m_endpoint	=	endpoint	;
	
				/*
								Private	functions
				*/
	
				function	createXMLHttpRequest	()
				{
								if	(	m_xhr	===	null	)
								{
												if	(	window.XMLHttpRequest	)
												{
																/*
																				IE8,	IE7,	Firefox,	Chrome,	Safari,	Opera
																*/
	
																m_xhr	=	new	XMLHttpRequest	()	;
	
																return	true	;
												}
	
												if	(	window.ActiveXObject	)
												{
																/*
																				IE6
																*/
	
																m_xhr	=	new	ActiveXObject	(	"Msxml2.XMLHTTP"	)	;
	



																return	true	;
												}
	
												return	false	;
								}
	
								return	true	;
				}
	
				function	doGET	()
				{
								try
								{
												m_xhr.open	(	"GET",	m_endpoint,	false	)	;
	
												m_xhr.setRequestHeader	(	"Connection",	"close"	)	;
	
												m_xhr.send	(	null	)	;
	
												if	(	m_xhr.readyState	!==	4	)
												{
																return	false	;
												}	
	
												if	(	m_xhr.status	===	200	)
												{
																return	true	;
												}
	
												return	false	;
								}
								catch	(	e	)
								{
												alert	(	"doGET:	"	+	e	)	;
	
												return	false	;
								}
				}
	



				function	doPOST	(	content	)
				{
								try
								{
												m_xhr.open	(	"POST",	m_endpoint,	false	)	;
	
												m_xhr.setRequestHeader	(	"Content-Type",	"application/json"	)	;
												m_xhr.setRequestHeader	(	"Connection",	"close"	)	;
	
												m_xhr.send	(	content	)	;
	
												if	(	m_xhr.readyState	!==	4	)
												{
																return	false	;
												}
	
												if	(	m_xhr.status	===	200	)
												{
																return	true	;
												}
	
												return	false	;
								}
								catch	(	e	)
								{
												alert	(	"doPOST:	"	+	e	)	;
	
												return	false	;
								}
				}
	
				function	isJSON	()
				{
								var	value	=	m_xhr.getResponseHeader	(	"Content-Type"	)	;
	
								if	(	value	===	null	)
								{
												return	false	;
								}



	
								/*
												application/json
								*/
	
								if	(	value.length	<	16	)
								{
												return	false	;
								}
	
								value	=	value.substring	(	0,	16	).toLowerCase	()	;
	
								if	(	value	===	"application/json"	)
								{
												return	true	;
								}
	
								return	false	;
				}
	
				function	parseJSON	()
				{
								try
								{												
												return	JSON.parse	(	m_xhr.responseText	)	;
								}
								catch	(	e	)
								{
												var	date	=	new	Date	()	;
	
												var	name	=	"error"	+	date.getTime	()	;
	
												var	error	=	window.open	(	"",
																																						name,	
																																						"width=800,height=600,menubar=0,toolbar=0,status=0,scrollbars=1,resizable=1"	)	;
	
												error.document.title	=	"JSON	parse	error"	;
	
												var	element	=	error.document.createElement	(	"pre"	)	;



	
												element.appendChild	(	error.document.createTextNode	(	m_xhr.responseText	)	)	;
	
												error.document.body.appendChild	(	element	)	;
	
												return	null	;
								}
				}
	
				/*
								Public	functions
				*/
	
				this.send	=	function	(	objectSend	)
				{
								if	(	!createXMLHttpRequest	()	)
								{
												alert	(	"Cannot	create	XMLHttpRequest	object"	)	;
	
												return	null	;
								}
	
								var	content	=	null	;
	
								if	(	objectSend	===	undefined	||	objectSend	===	null	)
								{
												/*
																If	the	send	function	is	called	with	no	parameters,	then	objectSend	is	undefined
												*/
	
												content	=	""	;
								}
								else
								{
												content	=	JSON.stringify	(	objectSend	)	;
								}
	
								if	(	!doPOST	(	content	)	)
								{



											return	null	;
								}
	
								if	(	isJSON	()	)
								{
											return	parseJSON	()	;
								}
	
								return	null	;
				}	;
	
				this.receive	=	function	()
				{
								if	(	!createXMLHttpRequest	()	)
								{
												alert	(	"Cannot	create	XMLHttpRequest	object"	)	;
	
												return	null	;
								}
	
								if	(	!doGET	()	)
								{
											return	null	;
								}
	
								if	(	isJSON	()	)
								{
											return	parseJSON	()	;
								}
	
								return	null	;
				}	;
	
				this.getStatus	=	function	()
				{
								if	(	m_xhr	===	null	)
								{
												return	0	;
								}



	
								return	m_xhr.status	;
				}	;
	
				this.getResponseText	=	function	()
				{
								if	(	m_xhr	===	null	)
								{
												return	null	;
								}
	
								return	m_xhr.responseText	;
				}	;
	
				this.getXMLHttpRequest	=	function	()
				{
								return	m_xhr	;
				}	;
}
	



7.24.4	JSON	JavaScript
オープン・ソースのJavaScriptファンクションは、JSON文字列からJavaScriptオブジェクトへの解
析(その逆も同様)に使用できます。
以下の項目を参照してください。

http://www.json.org/js.html
http://www.json.org/json2.js

	
/*
				http://www.JSON.org/json2.js
				2009-09-29
	
				Public	Domain.
	
				NO	WARRANTY	EXPRESSED	OR	IMPLIED.	USE	AT	YOUR	OWN	RISK.
	
				See	http://www.JSON.org/js.html
	
				This	file	creates	a	global	JSON	object	containing	two	methods:	stringify
				and	parse.
	
								JSON.stringify(value,	replacer,	space)
												value							any	JavaScript	value,	usually	an	object	or	array.
	
												replacer				an	optional	parameter	that	determines	how	object
																								values	are	stringified	for	objects.	It	can	be	a
																								function	or	an	array	of	strings.
	
												space							an	optional	parameter	that	specifies	the	indentation
																								of	nested	structures.	If	it	is	omitted,	the	text	will
																								be	packed	without	extra	whitespace.	If	it	is	a	number,
																								it	will	specify	the	number	of	spaces	to	indent	at	each
																								level.	If	it	is	a	string	(such	as	'\t'	or	'	'),
																								it	contains	the	characters	used	to	indent	at	each	level.
	
												This	method	produces	a	JSON	text	from	a	JavaScript	value.
	
												When	an	object	value	is	found,	if	the	object	contains	a	toJSON
												method,	its	toJSON	method	will	be	called	and	the	result	will	be

http://www.json.org/js.html
http://www.json.org/json2.js


												stringified.	A	toJSON	method	does	not	serialize:	it	returns	the
												value	represented	by	the	name/value	pair	that	should	be	serialized,
												or	undefined	if	nothing	should	be	serialized.	The	toJSON	method
												will	be	passed	the	key	associated	with	the	value,	and	this	will	be
												bound	to	the	value
	
												For	example,	this	would	serialize	Dates	as	ISO	strings.
	
																Date.prototype.toJSON	=	function	(key)	{
																				function	f(n)	{
																								//	Format	integers	to	have	at	least	two	digits.
																								return	n	<	10	?	'0'	+	n	:	n;
																				}
	
																				return	this.getUTCFullYear()			+	'-'	+
																									f(this.getUTCMonth()	+	1)	+	'-'	+
																									f(this.getUTCDate())						+	'T'	+
																									f(this.getUTCHours())					+	':'	+
																									f(this.getUTCMinutes())			+	':'	+
																									f(this.getUTCSeconds())			+	'Z';
																};
	
												You	can	provide	an	optional	replacer	method.	It	will	be	passed	the
												key	and	value	of	each	member,	with	this	bound	to	the	containing
												object.	The	value	that	is	returned	from	your	method	will	be
												serialized.	If	your	method	returns	undefined,	then	the	member	will
												be	excluded	from	the	serialization.
	
												If	the	replacer	parameter	is	an	array	of	strings,	then	it	will	be
												used	to	select	the	members	to	be	serialized.	It	filters	the	results
												such	that	only	members	with	keys	listed	in	the	replacer	array	are
												stringified.
	
												Values	that	do	not	have	JSON	representations,	such	as	undefined	or
												functions,	will	not	be	serialized.	Such	values	in	objects	will	be
												dropped;	in	arrays	they	will	be	replaced	with	null.	You	can	use
												a	replacer	function	to	replace	those	with	JSON	values.
												JSON.stringify(undefined)	returns	undefined.
	



												The	optional	space	parameter	produces	a	stringification	of	the
												value	that	is	filled	with	line	breaks	and	indentation	to	make	it
												easier	to	read.
	
												If	the	space	parameter	is	a	non-empty	string,	then	that	string	will
												be	used	for	indentation.	If	the	space	parameter	is	a	number,	then
												the	indentation	will	be	that	many	spaces.
	
												Example:
	
												text	=	JSON.stringify(['e',	{pluribus:	'unum'}]);
												//	text	is	'["e",{"pluribus":"unum"}]'
	
												text	=	JSON.stringify(['e',	{pluribus:	'unum'}],	null,	'\t');
												//	text	is	'[\n\t"e",\n\t{\n\t\t"pluribus":	"unum"\n\t}\n]'
	
												text	=	JSON.stringify([new	Date()],	function	(key,	value)	{
																return	this[key]	instanceof	Date	?
																				'Date('	+	this[key]	+	')'	:	value;
												});
												//	text	is	'["Date(---current	time---)"]'
	
								JSON.parse(text,	reviver)
												This	method	parses	a	JSON	text	to	produce	an	object	or	array.
												It	can	throw	a	SyntaxError	exception.
	
												The	optional	reviver	parameter	is	a	function	that	can	filter	and
												transform	the	results.	It	receives	each	of	the	keys	and	values,
												and	its	return	value	is	used	instead	of	the	original	value.
												If	it	returns	what	it	received,	then	the	structure	is	not	modified.
												If	it	returns	undefined	then	the	member	is	deleted.
	
												Example:
	
												//	Parse	the	text.	Values	that	look	like	ISO	date	strings	will
												//	be	converted	to	Date	objects.
	
												myData	=	JSON.parse(text,	function	(key,	value)	{
																var	a;



																if	(typeof	value	===	'string')	{
																				a	=
/^(\d{4})-(\d{2})-(\d{2})T(\d{2}):(\d{2}):(\d{2}(?:\.\d*)?)Z$/.exec(value);
																				if	(a)	{
																								return	new	Date(Date.UTC(+a[1],	+a[2]	-	1,	+a[3],	+a[4],
																												+a[5],	+a[6]));
																				}
																}
																return	value;
												});
	
												myData	=	JSON.parse('["Date(09/09/2001)"]',	function	(key,	value)	{
																var	d;
																if	(typeof	value	===	'string'	&&
																								value.slice(0,	5)	===	'Date('	&&
																								value.slice(-1)	===	')')	{
																				d	=	new	Date(value.slice(5,	-1));
																				if	(d)	{
																								return	d;
																				}
																}
																return	value;
												});
	
				This	is	a	reference	implementation.	You	are	free	to	copy,	modify,	or
				redistribute.
	
				This	code	should	be	minified	before	deployment.
				See	http://javascript.crockford.com/jsmin.html
	
				USE	YOUR	OWN	COPY.	IT	IS	EXTREMELY	UNWISE	TO	LOAD	CODE	FROM	SERVERS	YOU	DO
				NOT	CONTROL.
*/
	
/*jslint	evil:	true,	strict:	false	*/
	
/*members	"",	"\b",	"\t",	"\n",	"\f",	"\r",	"\"",	JSON,	"\\",	apply,
				call,	charCodeAt,	getUTCDate,	getUTCFullYear,	getUTCHours,
				getUTCMinutes,	getUTCMonth,	getUTCSeconds,	hasOwnProperty,	join,



				lastIndex,	length,	parse,	prototype,	push,	replace,	slice,	stringify,
				test,	toJSON,	toString,	valueOf
*/
	
//	Create	a	JSON	object	only	if	one	does	not	already	exist.	We	create	the
//	methods	in	a	closure	to	avoid	creating	global	variables.
	
if	(!this.JSON)	{
				this.JSON	=	{};
}
	
(function	()	{
	
				function	f(n)	{
								//	Format	integers	to	have	at	least	two	digits.
								return	n	<	10	?	'0'	+	n	:	n;
				}
	
				if	(typeof	Date.prototype.toJSON	!==	'function')	{
	
								Date.prototype.toJSON	=	function	(key)	{
	
												return	isFinite(this.valueOf())	?
																			this.getUTCFullYear()			+	'-'	+
																	f(this.getUTCMonth()	+	1)	+	'-'	+
																	f(this.getUTCDate())						+	'T'	+
																	f(this.getUTCHours())					+	':'	+
																	f(this.getUTCMinutes())			+	':'	+
																	f(this.getUTCSeconds())			+	'Z'	:	null;
								};
	
								String.prototype.toJSON	=
								Number.prototype.toJSON	=
								Boolean.prototype.toJSON	=	function	(key)	{
												return	this.valueOf();
								};
				}
	
				var	cx	=	/[\u0000\u00ad\u0600-\u0604\u070f\u17b4\u17b5\u200c-



\u200f\u2028-\u202f\u2060-\u206f\ufeff\ufff0-\uffff]/g,
								escapable	=	/[\\\"\x00-\x1f\x7f-\x9f\u00ad\u0600-
\u0604\u070f\u17b4\u17b5\u200c-\u200f\u2028-\u202f\u2060-
\u206f\ufeff\ufff0-\uffff]/g,
								gap,
								indent,
								meta	=	{				//	table	of	character	substitutions
												'\b':	'\\b',
												'\t':	'\\t',
												'\n':	'\\n',
												'\f':	'\\f',
												'\r':	'\\r',
												'"'	:	'\\"',
												'\\':	'\\\\'
								},
								rep;
	
				function	quote(string)	{
	
//	If	the	string	contains	no	control	characters,	no	quote	characters,	and	no
//	backslash	characters,	then	we	can	safely	slap	some	quotes	around	it.
//	Otherwise	we	must	also	replace	the	offending	characters	with	safe	escape
//	sequences.
	
								escapable.lastIndex	=	0;
								return	escapable.test(string)	?
												'"'	+	string.replace(escapable,	function	(a)	{
																var	c	=	meta[a];
																return	typeof	c	===	'string'	?	c	:
																				'\\u'	+	('0000'	+	a.charCodeAt(0).toString(16)).slice(-4);
												})	+	'"'	:
												'"'	+	string	+	'"';
				}
	
				function	str(key,	holder)	{
	
//	Produce	a	string	from	holder[key].
	
								var	i,										//	The	loop	counter.



												k,										//	The	member	key.
												v,										//	The	member	value.
												length,
												mind	=	gap,
												partial,
												value	=	holder[key];
	
//	If	the	value	has	a	toJSON	method,	call	it	to	obtain	a	replacement	value.
	
								if	(value	&&	typeof	value	===	'object'	&&
																typeof	value.toJSON	===	'function')	{
												value	=	value.toJSON(key);
								}
	
//	If	we	were	called	with	a	replacer	function,	then	call	the	replacer	to
//	obtain	a	replacement	value.
	
								if	(typeof	rep	===	'function')	{
												value	=	rep.call(holder,	key,	value);
								}
	
//	What	happens	next	depends	on	the	value's	type.
	
								switch	(typeof	value)	{
								case	'string':
												return	quote(value);
	
								case	'number':
	
//	JSON	numbers	must	be	finite.	Encode	non-finite	numbers	as	null.
	
												return	isFinite(value)	?	String(value)	:	'null';
	
								case	'boolean':
								case	'null':
	
//	If	the	value	is	a	boolean	or	null,	convert	it	to	a	string.	Note:
//	typeof	null	does	not	produce	'null'.	The	case	is	included	here	in
//	the	remote	chance	that	this	gets	fixed	someday.



	
												return	String(value);
	
//	If	the	type	is	'object',	we	might	be	dealing	with	an	object	or	an	array	or
//	null.
	
								case	'object':
	
//	Due	to	a	specification	blunder	in	ECMAScript,	typeof	null	is	'object',
//	so	watch	out	for	that	case.
	
												if	(!value)	{
																return	'null';
												}
	
//	Make	an	array	to	hold	the	partial	results	of	stringifying	this	object	value.
	
												gap	+=	indent;
												partial	=	[];
	
//	Is	the	value	an	array?
	
												if	(Object.prototype.toString.apply(value)	===	'[object	Array]')	{
	
//	The	value	is	an	array.	Stringify	every	element.	Use	null	as	a	placeholder
//	for	non-JSON	values.
	
																length	=	value.length;
																for	(i	=	0;	i	<	length;	i	+=	1)	{
																				partial[i]	=	str(i,	value)	||	'null';
																}
	
//	Join	all	of	the	elements	together,	separated	with	commas,	and	wrap	them	in
//	brackets.
	
																v	=	partial.length	===	0	?	'[]'	:
																				gap	?	'[\n'	+	gap	+
																												partial.join(',\n'	+	gap)	+	'\n'	+
																																mind	+	']'	:



																										'['	+	partial.join(',')	+	']';
																gap	=	mind;
																return	v;
												}
	
//	If	the	replacer	is	an	array,	use	it	to	select	the	members	to	be	stringified.
	
												if	(rep	&&	typeof	rep	===	'object')	{
																length	=	rep.length;
																for	(i	=	0;	i	<	length;	i	+=	1)	{
																				k	=	rep[i];
																				if	(typeof	k	===	'string')	{
																								v	=	str(k,	value);
																								if	(v)	{
																												partial.push(quote(k)	+	(gap	?	':	'	:	':')	+	v);
																								}
																				}
																}
												}	else	{
	
//	Otherwise,	iterate	through	all	of	the	keys	in	the	object.
	
																for	(k	in	value)	{
																				if	(Object.hasOwnProperty.call(value,	k))	{
																								v	=	str(k,	value);
																								if	(v)	{
																												partial.push(quote(k)	+	(gap	?	':	'	:	':')	+	v);
																								}
																				}
																}
												}
	
//	Join	all	of	the	member	texts	together,	separated	with	commas,
//	and	wrap	them	in	braces.
	
												v	=	partial.length	===	0	?	'{}'	:
																gap	?	'{\n'	+	gap	+	partial.join(',\n'	+	gap)	+	'\n'	+
																								mind	+	'}'	:	'{'	+	partial.join(',')	+	'}';
												gap	=	mind;



												return	v;
								}
				}
	
//	If	the	JSON	object	does	not	yet	have	a	stringify	method,	give	it	one.
	
				if	(typeof	JSON.stringify	!==	'function')	{
								JSON.stringify	=	function	(value,	replacer,	space)	{
	
//	The	stringify	method	takes	a	value	and	an	optional	replacer,	and	an	optional
//	space	parameter,	and	returns	a	JSON	text.	The	replacer	can	be	a	function
//	that	can	replace	values,	or	an	array	of	strings	that	will	select	the	keys.
//	A	default	replacer	method	can	be	provided.	Use	of	the	space	parameter	can
//	produce	text	that	is	more	easily	readable.
	
												var	i;
												gap	=	'';
												indent	=	'';
	
//	If	the	space	parameter	is	a	number,	make	an	indent	string	containing	that
//	many	spaces.
	
												if	(typeof	space	===	'number')	{
																for	(i	=	0;	i	<	space;	i	+=	1)	{
																				indent	+=	'	';
																}
	
//	If	the	space	parameter	is	a	string,	it	will	be	used	as	the	indent	string.
	
												}	else	if	(typeof	space	===	'string')	{
																indent	=	space;
												}
	
//	If	there	is	a	replacer,	it	must	be	a	function	or	an	array.
//	Otherwise,	throw	an	error.
	
												rep	=	replacer;
												if	(replacer	&&	typeof	replacer	!==	'function'	&&
																				(typeof	replacer	!==	'object'	||



																					typeof	replacer.length	!==	'number'))	{
																throw	new	Error('JSON.stringify');
												}
	
//	Make	a	fake	root	object	containing	our	value	under	the	key	of	''.
//	Return	the	result	of	stringifying	the	value.
	
												return	str('',	{'':	value});
								};
				}
	
//	If	the	JSON	object	does	not	yet	have	a	parse	method,	give	it	one.
	
				if	(typeof	JSON.parse	!==	'function')	{
								JSON.parse	=	function	(text,	reviver)	{
	
//	The	parse	method	takes	a	text	and	an	optional	reviver	function,	and	returns
//	a	JavaScript	value	if	the	text	is	a	valid	JSON	text.
	
												var	j;
	
												function	walk(holder,	key)	{
	
//	The	walk	method	is	used	to	recursively	walk	the	resulting	structure	so
//	that	modifications	can	be	made.
	
																var	k,	v,	value	=	holder[key];
																if	(value	&&	typeof	value	===	'object')	{
																				for	(k	in	value)	{
																								if	(Object.hasOwnProperty.call(value,	k))	{
																												v	=	walk(value,	k);
																												if	(v	!==	undefined)	{
																																value[k]	=	v;
																												}	else	{
																																delete	value[k];
																												}
																								}
																				}
																}



																return	reviver.call(holder,	key,	value);
												}
	
//	Parsing	happens	in	four	stages.	In	the	first	stage,	we	replace	certain
//	Unicode	characters	with	escape	sequences.	JavaScript	handles	many	characters
//	incorrectly,	either	silently	deleting	them,	or	treating	them	as	line	endings.
	
												cx.lastIndex	=	0;
												if	(cx.test(text))	{
																text	=	text.replace(cx,	function	(a)	{
																				return	'\\u'	+
																								('0000'	+	a.charCodeAt(0).toString(16)).slice(-4);
																});
												}
	
//	In	the	second	stage,	we	run	the	text	against	regular	expressions	that	look
//	for	non-JSON	patterns.	We	are	especially	concerned	with	'()'	and	'new'
//	because	they	can	cause	invocation,	and	'='	because	it	can	cause	mutation.
//	But	just	to	be	safe,	we	want	to	reject	all	unexpected	forms.
	
//	We	split	the	second	stage	into	4	regexp	operations	in	order	to	work	around
//	crippling	inefficiencies	in	IE's	and	Safari's	regexp	engines.	First	we
//	replace	the	JSON	backslash	pairs	with	'@'	(a	non-
JSON	character).	Second,	we
//	replace	all	simple	value	tokens	with	']'	characters.	Third,	we	delete	all
//	open	brackets	that	follow	a	colon	or	comma	or	that	begin	the	text.	Finally,
//	we	look	to	see	that	the	remaining	characters	are	only	whitespace	or	']'	or
//	','	or	':'	or	'{'	or	'}'.	If	that	is	so,	then	the	text	is	safe	for	eval.
	
												if	(/^[\],:{}\s]*$/.
test(text.replace(/\\(?:["\\\/bfnrt]|u[0-9a-fA-F]{4})/g,	'@').
replace(/"[^"\\\n\r]*"|true|false|null|-?\d+(?:\.\d*)?(?:[eE][+\-]?\d+)?/g,	']').
replace(/(?:^|:|,)(?:\s*\[)+/g,	'')))	{
	
//	In	the	third	stage	we	use	the	eval	function	to	compile	the	text	into	a
//	JavaScript	structure.	The	'{'	operator	is	subject	to	a	syntactic	ambiguity
//	in	JavaScript:	it	can	begin	a	block	or	an	object	literal.	We	wrap	the	text
//	in	parens	to	eliminate	the	ambiguity.
	



																j	=	eval('('	+	text	+	')');
	
//	In	the	optional	fourth	stage,	we	recursively	walk	the	new	structure,	passing
//	each	name/value	pair	to	a	reviver	function	for	possible	transformation.
	
																return	typeof	reviver	===	'function'	?
																				walk({'':	j},	'')	:	j;
												}
	
//	If	the	text	is	not	JSON	parseable,	then	a	SyntaxError	is	thrown.
	
												throw	new	SyntaxError('JSON.parse');
								};
				}
}());
	



7.25	XML変換ウィザード
[XML変換ウィザード]はスタジオから起動します。プロジェクトおよび関連ファイルの管理にス
タジオを使用することをお奨めします。

[XML変換ウィザード]は、XMLエレメントと属性をLANSAフィールドとリストにマッピングで
きるアプリケーションです。ウィザードは受信XMLをLANSAのフィールドとリストに、または
LANSAのフィールドとリストを送信XMLに変換するために使用できるスタイル	シートを自動的
に作成します。XML変換ウィザードを使用すれば、LANSA開発者は必要なXML変換を行う場合
にスタイル・シートを作成する煩雑さがなくなります。

以下のトピックを確認してください。

アーキテクチャの概要

サンプルXML文書
XML変換プロジェクトの作成
XML変換ウィザードの使用方法



7.25.1	アーキテクチャの概要
変換にはXML文書の内容をLANSAのフィールドやリストにマッピングしたり、LANSAのフィー
ルドやリストからマッピングしたりすることが必要です。それにはXML文書とスタイルシート
が必要です。スタイルシートではXMLの処理や変換のルールを定義します。
XML変換ウィザードの目的は、XML文書およびLANSAのファンクションに必要なフィールドや
リストに基づいてスタイル・シートを作成することです。

配布するアプリケーションによって、受信するXML文書の処理、送信するXML文書の生成、ま
たはその両方の処理をするスタイルシートを定義する必要があります。

注：[XML変換ウィザード]はスタイル・シートの生成とテストのみに使用します。これ
らのスタイルシートはJSM	Serviceが動作するサーバーに手作業でコピーする必要があり
ます。省略値で、スタイルシートは/jsm/instance/xslディレクトリに保存されます。

		

受信XML文書を処理するスタイルシート
受信XML文書はユーザーのアプリケーションに送られてきたXML文書です。通常、使用される
XMLは送信側のアプリケーションにより定義されます。XML変換ウィザードは受信XML文書を
処理するスタイル・シートを生成し、その内容をファンクション・フィールドやリストのような
LANSAの構成にマッピングします。生成されたスタイル・シートはXML変換ウィザードの[受信
変換]タブに表示されます。

送信XML文書を処理するスタイルシート
送信XML文書はユーザーが他のアプリケーションに送信するXML文書です。通常、使用される
XMLは受信側のアプリケーションにより定義されます。つまり、受信側のXMLの標準に合わせ
て送信する文書をフォーマットする必要があるのです。XML変換ウィザードは、ファンクショ
ン・フィールドやリストのようなLANSAの構成が提供するデータから、送信XML文書を作成す
るためのスタイル・シートを生成します。生成されたスタイル・シートはXML変換ウィザード
の[送信変換]タブに表示されます。



更に複雑な送信XML文書を生成する場合は、複数のリストを処理する必要がある場合がありま
す。つまり複数の変換を適用する必要があります。この場合、XML変換ウィザードはフラグメ
ントを使用します。各フラグメントは個々にLANSA構成から生成/変換され、XML変換ウィザー
ドの[送信変換]タブに表示されたスタイル・シートによりマージされます。



7.25.2	サンプルXMLドキュメント
[XML変換]ウィザードにはサンプルXMLドキュメントが必要です。XMLスキーマやDTDファイ
ルは直接使用しません。

サンプルXML文書にはマッピングに必要なすべてのXMLエレメントと属性が必ず含まれていな
ければなりません。

サンプルXMLドキュメントは整った形式にして、XMLドキュメントのルールと構文に従う必要
があります。

サンプルXMLドキュメントはサード・パーティー・アプリケーションにより提供される場合
や、ユーザーが独自のXMLドキュメントを作成する必要がある場合があります。
サンプルXMLファイルは、テキスト・エディタを使用して作成したり、XMLスキーマ・ビュー
アを使用してXMLスキーマ・ファイルから生成したりすることができます。



7.25.3	XML変換プロジェクトの作成
XMLドキュメントの変換の最初のステップは、新しいプロジェクトを作成することです。新し
いプロジェクトを作成するには、XML変換ウィザードのメニューで[ファイル]、[新規作成]を選
択するか、新しいスタジオ・ソリューションを作成します。

アプリケーション内の情報を整理しやすくするために、各変換ごとに新しいプロジェクトを作成
することをお勧めします。

1.			[プロジェクト]の[ソリューション]ノードから、[ソリューションの新規作成]メニュー項目を
選択します。

2.			[XML変換ウィザード]ツールを選択し、プロジェクト・ファイルとサンプルXML文書を受け
入れるグループ・フォルダーを入力または選択します。

3.			プロジェクトのファイル名を入力します。拡張子「.xsl.prj」が自動で付けられます。

4.			[OK]ボタンを押して、サンプルXML文書のソースのローカル・ファイル・システムを参照し
ます。



5.			サンプルXML文書を選択して[OK]ボタンを押すと、サンプルXML文書がグループ・フォル
ダーにコピーされ、XML変換ウィザードのプロジェクト・ファイルも作成されます。



7.25.4	XML変換ウィザードの使用方法
ウィザードの使用方法については、以下のトピックで説明します。

[ファイル]メニュー
[プロジェクト]タブ
[ソース]タブ
[フィールド]タブ
[リスト]タブ
[受信変換]タブ
[送信変換]タブ
マップ・フィールド

変換のテスト

変換の保存



[ファイル]メニュー
ファイル	メニューのコマンドは以下のとおりです。

[新規作成]
プロジェクト・ファイルは送受信XSLスタイルシートの作成に使用されたマッピング情報を保存
するために使用されます。

[新規作成]オプションが選択されると標準のファイル	ダイアログが表示され、この新しいプロ
ジェクトのサンプルXML文書を選択できます。

[開く]
既存のプロジェクトを開くには、[開く]メニュー	コマンドを選択します。[開く]ダイアログが表
示され、開きたいプロジェクトファイルを選択できます。選択したプロジェクト・ファイルは最
初[プロジェクト]タブに表示されます。
既存のプロジェクトが既に開いている場合、他のプロジェクトを開く前に必ず保存してくださ
い。

[閉じる]
変更を保存しないでプロジェクトを閉じます。

[保存]
現在のプロジェクトを現在の名前で保存します。

[名前を付けて保存]
[名前を付けて保存]を選択すると、現在のプロジェクトを異なるプロジェクト名で保存できま
す。

[オプション]
ウィザードのプリファレンスを設定して現在のプロジェクトファイルに保存することができま
す。

									フィールド構造情報と構造
XMLの作成を有効にするには、
[3GLの構造を使用します]を選択
します。

									生成した送信XMLに
<xsl:output	indent="yes"
xalan:indent-amount="0"/>が含まれ
るようにするには、[送信XMLの
インデント]を選択します。

									生成した送信XMLに<?xml
version="1.0"	encoding="UTF-8"?>
が含まれないようにするには、



[XMLの定義を省きます]を選択し
ます。

[製品情報]
XML変換ウィザードのバージョン情報と著作権のメッセージを表示します。

[終了]
XML変換ウィザードを終了します。
注：プロジェクトで行われた変更を保存するには、XML変換ウィザードを終了する前に[保存]ま
たは[名前を付けて保存]を選択します。



[プロジェクト]タブ
[プロジェクト]タブを開くと、送信および受信の変換スタイルシートの構築に使用されるコン
ポーネントの記号が表示されます。

各種のアイコンがノードの種類を表します。

エレメント

選択されたエレメント

フィールド名を持つ選択されたエレメント

属性

選択された属性

フィールド名を持つ選択された属性

リストとして設定されたエレメント

フラグメントとして設定されたエレメント

選択したノード上で右クリックしてポップアップ	メニューを表示します。使用可能になるメ



ニュー	アイテムは選択されたノードによって変わります。

[編集]
RDMLフィールド名をこのエレメントまたは属性に割り当てることができます。Enterキーを押
しても同じ効果が得られます。

[リストへ追加]
選択したノードをフィールド	リスト	コレクションに追加します。この種の選択に適しているの
は、XMLで複数回発生するエレメントや属性です。リストの編集については、[リスト]タブを参
照してください。

[フィールドへ追加]
選択したノードをフィールド	コレクションに追加します。この種の選択に適しているのはXML
で1度だけ発生するエレメントや属性です。フィールドの編集については、[フィールド]タブを
参照してください。

Insertキーも同じ機能を実行します。
注：	エントリがすでにリスト	コレクションに割り当てられている場合、プログラムはエントリ
をフィールド	コレクションに追加しません。

[子のタグをフィールドへ追加]
選択したノードのすべての子タグおよび属性を現在のフィールドのコレクションに追加します。
このコレクションは[フィールド]タブまたは[プロジェクト]タブで保守できます。Fieldsタブから
はエントリを削除できます。

すべての子タグをフィルド・コレクションに追加する前に、まずリストを設定することをお奨め
します。

注：	エントリがすでにリスト	コレクションに割り当てられている場合、プログラムはエントリ
をフィールド	コレクションに追加しません。

[リスト設定]
選択したノードのすべての子タグおよび属性をフィールド	リスト	コレクションに追加します。
このコレクションは[リスト]タブまたは[プロジェクト]タブで保守できます。リストタブからは
エントリを削除できます。

注：	エントリがすでにフィールド	コレクションに割り当てられている場合、プログラムはエン
トリをリスト	コレクションに追加しません。

[リスト設定の解除]
選択したリスト	ノードの設定をはずして、フィールド	リスト	コレクションをクリアします。

[フラグメント設定]
この設定により、選択したノードとそのサブノードに基づくXSLスタイルシートを作成し、別の
ファイルに保存できます。このスタイルシートは選択したフラグメントの変換に使用されます。
変換で作成されたアウトプットは、[送信変換]タブのXSLの定義に従い最終的なXML文書にマー
ジされます。このXSLにはXSL	フラグメントへの参照が含まれます。
フラグメントにより、送信XMLを小さいコンポーネントに分解し、それを組み立てて複雑な
XML文書を作成することが可能になります。

[フラグメント設定の解除]



フラグメント設定を解除します。

[フラグメントの変換]
フラグメントのスタイルシートを別のウィンドウに作成します。



[ソース]タブ
[ソース]タブは使用されているXMLソースを表示します。XMLソースは新しいプロジェクトを
定義するときに指定します。



[フィールド]タブ
このタブには、送信/受信の変換スタイルシートがXMLソースに適用されるときに、RDMLファ
ンクション	フィールドにマッピングされるエレメントと属性のテーブルが入っています。
リポジトリ・ビューアを使用して、LANSAフィールド名をテーブル行にドラッグ・アンド・ド
ロップすることができます。

このテーブルのエントリーは[プロジェクト]タブの[フィールドへ追加]か[子のタグをフィールド
へ追加]オプションを使用して追加されています。

選択した行の上で右クリックしてポップアップ	メニューを表示します。選択した行の削除や編
集ができます。

複数行を選択すると以下のようになります。

									[削除]は選択された行すべてをコレクションから消去します。

									[編集]は選択された最初の行のみを変更します。

[編集]
マッピングされるRDMLフィールド名を変更/編集できます。キーボードのEnterキーも同じ機能
を実行します。



[構造]が有効になっている場合、データのタイプと長さに別のフィールドを使用できます。
プロジェクトに3GL情報を保管しないでください。RPG構造または最新のRPGサービス・プログ
ラム(内部データ・タイプ情報を使用し、外部の3GL	XMLファイルを必要としないプログラム)を
使用します。

[前後ブランクの削除]
受信XMLフィールド	タグにnormalize-spaceファンクションを組み込みます。

<rdml:field	name="NAME"	value="{normalize-
space(/Orders/SalesOrder/Customer/CustName)}"/>

[分割]
受信XMLフィールド	タグに属性split="yes"を組み込みます。

<rdml:field	name="NAME"	value="
{/Orders/SalesOrder/Customer/CustName}"	split="yes"/>

[削除]
選択したエレメントをテーブルから削除します。キーボードのDeleteキーも同じ機能を実行しま
す。

[構造]
ファンクション	フィールドからXML構造を作成します。これらのフィールドの順序とデータ	タ
イプは3GLデータ構造に適合しなければなりません。





[リスト]タブ
このタブには、送信/受信の変換スタイルシートがXMLソースに適用されるときに、RDML作業
リスト	フィールドにマッピングされるフィールドのエレメントと属性のテーブルが入っていま
す。

リポジトリ・ビューアを使用して、LANSAフィールド名をテーブル行にドラッグ・アンド・ド
ロップすることができます。

このテーブルのエントリーは[プロジェクト]タブの[リスト設定]オプションを使用して追加され
ています。

選択したノードの上で右クリックしてポップアップ	メニューを表示します。このポップアップ
メニューにより、選択したノードの削除や選択したノードのフィールドの編集ができます。

複数のノードを選択すると以下のようになります。

									[削除]は選択されたノードすべてをコレクションから消去します。

									[編集]は選択された最初のノードのみを変更します。

[編集]
マッピングされるRDML作業リスト	フィールド名を変更/編集できます。
キーボードのEnterキーも同じ機能を実行します。



[構造]が有効になっている場合、データのタイプと長さに別のフィールドを使用できます。
プロジェクトに3GL情報を保管しないでください。RPG構造または最新のRPGサービス・プログ
ラム(内部データ・タイプ情報を使用し、外部の3GL	XMLファイルを必要としないプログラム)を
使用します。

[前後プランクの削除]
受信XMLフィールド	タグにnormalize-spaceファンクションを組み込みます。

<rdml:field	name="NAME"	value="{normalize-
space(/Orders/SalesOrder/Customer/CustName)}"/>

[分割]
受信XMLフィールド	タグに属性split="yes"を組み込みます。

<rdml:field	name="NAME"	value="
{/Orders/SalesOrder/Customer/CustName}"	split="yes"/>

[削除]
選択したエレメントをテーブルから削除します。キーボードのDeleteキーも同じ機能を実行しま
す。

[構造]
リスト	フィールドからXML構造を作成します。これらのフィールドの順序とデータ	タイプは
3GLデータ構造に適合しなければなりません。





[受信変換]タブ
この変換スタイルシートは受信XMLに適用されて、受信したXML文書からRDMLファンクショ
ン	フィールドと1個の作業リストへのマッピングを行います。
このタブの内容は直接変更できません。フィールドとリストが設定されているので、XLSが自動
的に生成されます。

これは受信の変換テストの画面です。





[送信変換]タブ
この変換スタイルシートはRDMLファンクション	フィールドとワーキング	リストに適用され、
送信XML文書を作成します。Fragmentsにより、複雑なXML文書を複数の変換コールで構築する
ことができます。

注：フラグメントはJSMサービスがこの機能をサポートしているときにのみ、つまり
HTTPService、XMLFileService、およびXMLQueueServiceで、使用できます。
このタブの内容は直接変更できません。フィールドとリストが設定されているので、XLSが自動
的に生成されます。

これは送信の変換テストの画面です。





マップ・フィールド
プロジェクトを開くと、XML変換ウィザードでXMLデータをLANSAのフィールドやリストに
マッピングすることができます。

サンプルXML文書は[ソース]タブを使用して表示できます。このタブは表示用のみに使用しま
す。

[プロジェクト]タブにはXML文書の構成が表示されます。ポップアップ	メニューを使用して、
XMLデータを設定して、LANSAのフィールドやリスト内のLANSAフィールドにマッピングでき
ます。

設定されたXMLタグのフィールド名を指定するには、[フィールド]タブか[リスト]タブを使用し
ます。

リポジトリ・ビューアを使用して、LANSAフィールド名をテーブル行にドラッグ・アンド・ド
ロップすることができます。



フィールドまたはリストを特定すると、[受信変換]タブと[送信変換]タブで変換をテストして保
存する準備ができます。



変換のテスト
受信および送信のスタイルシートは、それぞれのタブ	パネルで使用できるポップアップ	メ
ニューから[変換]メニュー	アイテムを選択してテストできます。
送信の変換をテストするとき、FunctionXMLのサンプルを含むXMLファイルの入力が要求されま
す。



変換の保存
変換のテストが完了したら、XSLスタイルシートを保存する必要があります。
XSLファイルを保存したら、それらのファイルがサービスからアクセスできるようにサーバーに
コピーする必要があります。

省略値で、スタイルシートは/jsm/instance/xslディレクトリにコピーされます。
スタイルシートをサービスで利用可能にするには、サービスのプロパティ	リソースにエントリ
を追加する必要があります。

サービスに関連するリソース	ファイルはsystemサブディレクトリのservice.propertiesファイルに
あるリソース	エントリを探すことにより判別できます。
リソース名を使用して、propertiesサブディレクトリのservice	resource	propertiesファイルを検索し
ます。

service	resource	propertiesファイルに以下のフォーマットでエントリを追加します。

xsl.name=xsl/filename.xsl
表記の説明：

nameはコマンドXSLキーワードで使用される識別子です。
filenameはXML変換ウィザードで保存されてサーバーにコピーされたXSLファイルの名前です。

例

SERVICE_LOAD	SERVICE(HTTPService)
RECEIVE	XSL(RECEIVEORDER)
SEND	XSL(SENDORDER)

service.propertiesファイルから、HTTPServiceサービスはリソースにHTTPService.propertiesを使用
しています。

propertiesサブディレクトリでHTTPService.propertiesファイルを検索します。
以下のエントリを追加します。

xsl.sendorder=xsl/send-order.xsl
xsl.receiveorder=xsl/receive-order.xsl



7.26	リポジトリ・ビューア
[リポジトリ・ビューア]はスタジオから起動します。プロジェクトおよび関連ファイルの管理に
スタジオを使用することをお奨めします。

[リポジトリ・ビューア]は、LANSAリポジトリ情報を参照できるアプリケーションです。[リポ
ジトリ・ビューア]はJSMDirect、LANSAファンクション、RFIDataSourceServiceを使用してリポ
ジトリ情報を選択します。

[リポジトリ・ビューア]を使用して、LANSAフィールドを必要とするWizardマッピング
にLANSAフィールド名をドラッグ・アンド・ドロップします。

以下のトピックを確認してください。

									リポジトリ・プロジェクトの作成

									LANSAリポジトリ・ファンクション



7.26.1	リポジトリ・プロジェクトの作成
1.			Integratorスタジオの[プロジェクト]の[ソリューション]ノードで[ソリューションの新規作成]
メニュー・アイテムを右クリックします。

2.			コンテキスト・メニューで[リポジトリ	ビューア]ツールを選択し、プロジェクト・ファイル
を受け入れるグループ・フォルダーを入力または選択します。

3.			プロジェクトのファイル名を入力します。拡張子「.rep.prj」が自動で追加されます。

4.			[OK]ボタンを押してプロジェクトを作成し、LANSA	Integrator	[リポジトリ	ビューア]を開き
ます。



5.			省略値では、7つの各情報プログラムにサンプルURLがあります。各自の環境に合わせてこれ
らのサンプルURLを変更します。

6.			[リポジトリ	ビューア]のURLのサービス要求をサポートするダイレクト・サービス・エント
リーを作成します。これらのエントリーは、実行するLANSAファンクションと、使用する
パーティションを指定します。



7.			[リポジトリ]タブを選択してLANSAリポジトリを表示します。

8.			プロセスを表示するには、[プロセス]ノードをダブルクリックするか、[更新]メニュー・アイ
テムを選択します。



9.			特定のプロセスで使用されるファンクションを表示するには、そのプロセス・ノードをダブ
ルクリックするか、[更新]メニュー・アイテムを選択します。



10.	特定のファンクションで使用されているフィールドを表示するには、そのファンクション・
ノードをダブルクリックするか、[更新]メニュー・アイテムを選択します。



11.		特定のフィールドに関する情報を表示するには、そのフィールド・ノードをダブルクリック
するか、[更新]メニュー・アイテムを選択します。

フィールド情報を選択すると、その情報はキャッシュされ、フィールド情報が表示される[リポ
ジトリ	ビューア]の全領域で使用されます。



ファイルを表示するには、[ファイル]ノードをダブルクリックするか、[更新]メニュー・アイテ
ムを選択します。



12.	特定のファイルで使用されているフィールドを表示するには、そのファイル・ノードをダブ
ルクリックするか、[更新]メニュー・アイテムを選択します。ファイル情報プロセスでは、
ファイルの各フィールドに関するリポジトリ・フィールド情報も選択します。



						フィールド情報を選択すると、その情報はキャッシュされ、フィールド情報が表示される[リ
ポジトリ	ビューア]の全領域で使用されます。

13.	リポジトリ・フィールド情報を表示するには、[フィールド]ノードをダブルクリックする
か、[更新]メニュー・アイテムを選択します。



						コンテキスト・メニューで[更新]を選択すると、部分検索が提供されます。これは、リポジ
トリ内に多くのフィールドがある可能性があるためです。

						リポジトリ内のフィールド数が10,000未満の場合や、最初の9999フィールドを返したい場合
は、値をブランクにします。

						以下の画面キャプチャでは、リポジトリ内の全フィールドが選択されています。以前の
フィールド情報の選択からキャッシュされたフィールドを除き、フィールド情報は使用でき
ません(この場合は、例ADDRESS1、ADDRESS2、ADDRESS3のフィールドを参照)。



							特定のフィールドのフィールド情報を表示するには、そのフィールド・ノードをダブルク
リックするか、[更新]メニュー・アイテムを選択します。

						フィールド情報を選択すると、その情報はキャッシュされ、フィールド情報が表示される[リ
ポジトリ	ビューア]の全領域で使用されます。





7.26.2	LANSAリポジトリ・ファンクション
[リポジトリ	ビューア]で使用される以下のファンクションを保持するプロセスを作成します。

									JSMLR01	LANSAプロセス・リスト

									JSMLR02	LANSAプロセス情報

									JSMLR03	LANSAファンクション情報

									JSMLR04	LANSAファイル・リスト

									JSMLR05	LANSAファイル情報

									JSMLR06	LANSAフィールド・リスト

									JSMLR07	LANSAフィールド情報

									JSMLR08	LANSA	SOAPタイプ・リスト

									JSMLR09	LANSA	SOAPタイプ情報

									JSMLR10	LANSA	JSONタイプ・リスト

									JSMLR11	LANSA	JSONタイプ情報

									JSMLR0A	LANSAタイプ・リスト

									JSMLR0B	LANSAタイプ情報
以下のプログラム例は、これらのファンクションのJSMDirectサービス・エントリーを示してい
ます。

各自の環境に合わせてパーティションと言語の値を変更する必要があります。

JSMLR01		*DEFAULT		JSMLANSA		JSMLR01		JSM		ENG
JSMLR02		*DEFAULT		JSMLANSA		JSMLR02		JSM		ENG
JSMLR03		*DEFAULT		JSMLANSA		JSMLR03		JSM		ENG
JSMLR04		*DEFAULT		JSMLANSA		JSMLR04		JSM		ENG
JSMLR05		*DEFAULT		JSMLANSA		JSMLR05		JSM		ENG
JSMLR06		*DEFAULT		JSMLANSA		JSMLR06		JSM		ENG
JSMLR07		*DEFAULT		JSMLANSA		JSMLR07		JSM		ENG
JSMLR08		*DEFAULT		JSMLANSA		JSMLR08		JSM		ENG
JSMLR09		*DEFAULT		JSMLANSA		JSMLR09		JSM		ENG
JSMLR10		*DEFAULT		JSMLANSA		JSMLR10		JSM		ENG
JSMLR11		*DEFAULT		JSMLANSA		JSMLR11		JSM		ENG

以下のプログラム例は、スタジオ・タイプのデータベースのファイルとファンクションの
LANSAリポジトリ定義フィールドを示しています。

BNDCARY				Complex	Array																												A						1
BNDCCDE				Complex	Code																													A						5
BNDCDSC				Complex	Desc																													A					80
BNDCETY				Complex	Entity																											A					40
BNDCTYP				Complex	Type																													A					50



BNDECDE				Complex	Code																													A						5
BNDEDSC				Element	Desc																													A					80
BNDEETY				Element	Entity																											A					40
BNDENME				Element	Name																													A					40
BNDESEQ				Element	Sequence																									P						3		0
BNDGCDE				Group	Code																															A						5
BNDGDSC				Group	Desc																															A					80
BNDSARY				Simple	Array																													A						1
BNDSCDE				Simple	Code																														A						5
BNDSDSC				Simple	Desc																														A					80
BNDSETY				Element	Entity																											A					40
BNDSNME				Element	Name																													A					40
BNDSTYP				Simple	Type																														A					20

以下のプログラム例は、スタジオ・タイプのデータベースのファイルを示しています。

BNDCTPS	Bind	Complex	Types
		10		BNDGCDE				Group	Code																																		1
		20		BNDCCDE				Complex	Code																																2
		30		BNDCDSC				Complex	Desc
		40		BNDCTYP				Complex	Type
		50		BNDCETY				Complex	Entity
BNDETPS	Binding	Complex	Type	Elements
		10		BNDGCDE				Group	Code																																		1
		20		BNDECDE				Complex	Code																																2
		30		BNDESEQ				Element	Sequence																												3
		40		BNDEDSC				Element	Desc
		50		BNDSCDE				Simple	Code
		60		BNDCCDE				Complex	Code
		70		BNDCARY				Complex	Array
		80		BNDENME				Element	Name
		90		BNDEETY				Element	Entity
BNDGTPS	Binding	Group	Types
		10		BNDGCDE				Group	Code																																		1
		20		BNDGDSC				Group	Desc
BNDSTPS	Binding	Simple	Types
		10		BNDGCDE				Group	Code																																		1
		20		BNDSCDE				Simple	Code																																	2
		30		BNDSDSC				Simple	Desc
		40		BNDSTYP				Simple	Type



		50		BNDSARY				Simple	Array
		60		BNDSNME				Element	Name
		70		BNDSETY				Element	Entity



JSMLR01	LANSAプロセス・リスト
	
FUNCTION			OPTIONS(*DIRECT)
**********
DEFINE					FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)
DEFINE					FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
DEFINE					FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
**********
DEFINE					FIELD(#BNDMAPS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE					FIELD(#BNDMAPL)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(30)
DEFINE					FIELD(#BNDPROSTR)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE					FIELD(#BNDPRONME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE					FIELD(#BNDPRODSC)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(40)
DEFINE					FIELD(#BNDPROFIL)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
**********
DEF_LIST			NAME(#MAPLST)	FIELDS((#BNDMAPS)	(#BNDMAPL))	TYPE(*WORKING)
**********
DEF_LIST			NAME(#PROLST)	FIELDS((#BNDPRONME)	(#BNDPRODSC)	(#BNDPROFIL))	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(2000)
**********
DEF_LIST			NAME(#PROTABLE)	FIELDS((#BNDPRONME)	(#BNDPRODSC))	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(2000)
**********
**********	Build	field/column	map
**********
EXECUTE				SUBROUTINE(BLDMAP)
**********
**********	Open	service
**********
USE								BUILTIN(JSM_OPEN)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	Load	service
**********
CHANGE					FIELD(#JSMCMD)	TO('SERVICE_LOAD	SERVICE(RFIDataSourceService)	SERVICE_LIST(BNDMAPS,BNDMAPL)	TRACE(*NO)')
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#MAPLST)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	Create	datasource
**********



USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('CREATE	DATASOURCE(REPOSITORY)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	Add	processes
**********
USE								BUILTIN(GET_PROCESS_LIST)	WITH_ARGS(#BNDPROSTR)	TO_GET(#PROLST)
**********
SELECTLIST	NAMED(#PROLST)
**********
ADD_ENTRY		TO_LIST(#PROTABLE)
**********
ENDSELECT
**********
CHANGE					FIELD(#JSMCMD)	TO('PUT	OBJECT(*TABLE)	NAME(PROCESS_LIST)	SERVICE_LIST(BNDPRONME,BNDPRODSC)')
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#PROTABLE)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	Send	datasource
**********
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SEND	OBJECT(*DATASOURCE)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	Close	service	and	send	the	HTTP	response
**********
USE								BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	SUB	ROUTINES
**********
SUBROUTINE	NAME(CHECK)	PARMS((#JSMSTS	*RECEIVED)	(#JSMMSG	*RECEIVED))
**********
IF									COND('#JSMSTS	*NE	OK')
**********
**********	Close	service
**********
USE								BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
ENDIF
**********



ENDROUTINE
**********
SUBROUTINE	NAME(BLDMAP)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDMAPS)	TO(BNDPRONME)
CHANGE					FIELD(#BNDMAPL)	TO(PROCESS_NAME)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDMAPS)	TO(BNDPRODSC)
CHANGE					FIELD(#BNDMAPL)	TO(PROCESS_DESC)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)
**********
ENDROUTINE
	



JSMLR02	LANSAプロセス情報
	
FUNCTION			OPTIONS(*DIRECT)
**********
DEFINE					FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)
DEFINE					FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
DEFINE					FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
**********
DEFINE					FIELD(#BNDMAPS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE					FIELD(#BNDMAPL)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(30)
DEFINE					FIELD(#BNDRTNCDE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)
DEFINE					FIELD(#BNDPRONME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE					FIELD(#BNDFUNNME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(7)
DEFINE					FIELD(#BNDFUNDSC)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(40)
DEFINE					FIELD(#BNDFUNFIL)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(13)
**********
DEF_LIST			NAME(#MAPLST)	FIELDS((#BNDMAPS)	(#BNDMAPL))	TYPE(*WORKING)
**********
DEF_LIST			NAME(#FUNLST)	FIELDS((#BNDFUNNME)	(#BNDFUNDSC)	(#BNDFUNFIL))	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(100)
**********
DEF_LIST			NAME(#FUNTABLE)	FIELDS((#BNDPRONME)	(#BNDFUNNME)	(#BNDFUNDSC))	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(100)
**********
**********	Build	field/column	map
**********
EXECUTE				SUBROUTINE(BLDMAP)
**********
**********	Open	service
**********
USE								BUILTIN(JSM_OPEN)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	Load	service	-	Receive	PRONAME
**********
CHANGE					FIELD(#JSMCMD)	TO('SERVICE_LOAD	SERVICE(RFIDataSourceService)	SERVICE_LIST(BNDMAPS,BNDMAPL)	BIND(*FIELD)	TRACE(*NO)')
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#MAPLST)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	Create	data	source



**********
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('CREATE	DATASOURCE(REPOSITORY)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	Get	functions
**********
USE								BUILTIN(GET_FUNCTION_LIST)	WITH_ARGS(#BNDPRONME)	TO_GET(#FUNLST	#BNDRTNCDE)
**********
IF									COND('#BNDRTNCDE	*EQ	OK')
**********
SELECTLIST	NAMED(#FUNLST)
**********
ADD_ENTRY		TO_LIST(#FUNTABLE)
**********
ENDSELECT
**********
CHANGE					FIELD(#JSMCMD)	TO('PUT	OBJECT(*TABLE)	NAME(FUNCTION_LIST)	SERVICE_LIST(BNDPRONME,BNDFUNNME,BNDFUNDSC)')
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#FUNTABLE)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
ENDIF
**********
**********	Send	data	source
**********
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SEND	OBJECT(*DATASOURCE)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	Close	service	and	send	the	HTTP	response
**********
USE								BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	SUB	ROUTINES
**********
SUBROUTINE	NAME(CHECK)	PARMS((#JSMSTS	*RECEIVED)	(#JSMMSG	*RECEIVED))
**********
IF									COND('#JSMSTS	*NE	OK')
**********
**********	Close	service



**********
USE								BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
ENDIF
**********
ENDROUTINE
**********
SUBROUTINE	NAME(BLDMAP)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDMAPS)	TO(BNDPRONME)
CHANGE					FIELD(#BNDMAPL)	TO(PROCESS_NAME)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDMAPS)	TO(BNDFUNNME)
CHANGE					FIELD(#BNDMAPL)	TO(FUNCTION_NAME)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDMAPS)	TO(BNDFUNDSC)
CHANGE					FIELD(#BNDMAPL)	TO(FUNCTION_DESC)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)
**********
ENDROUTINE
	



JSMLR03	LANSAファンクション情報
	
FUNCTION			OPTIONS(*DIRECT)
**********
DEFINE					FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)
DEFINE					FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
DEFINE					FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
**********
DEFINE					FIELD(#BNDMAPS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE					FIELD(#BNDMAPL)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(30)
DEFINE					FIELD(#BNDRTNCDE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)
DEFINE					FIELD(#BNDPRONME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE					FIELD(#BNDFUNNME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(7)
DEFINE					FIELD(#BNDFLDNME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)	DECIMALS(0)
DEFINE					FIELD(#BNDFLDFIL)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(122)
**********
DEF_LIST			NAME(#MAPLST)	FIELDS((#BNDMAPS)	(#BNDMAPL))	TYPE(*WORKING)
**********
DEF_LIST			NAME(#FLDLST)	FIELDS((#BNDFLDNME)	(#BNDFLDFIL))	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(9999)
**********
DEF_LIST			NAME(#FLDTABLE)	FIELDS((#BNDPRONME)	(#BNDFUNNME)	(#BNDFLDNME))	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(9999)
**********
**********	Build	field/column	map
**********
EXECUTE				SUBROUTINE(BLDMAP)
**********
**********	Open	service
**********
USE								BUILTIN(JSM_OPEN)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	Load	service	-	Receive	PRONAME	and	FUNNAME
**********
CHANGE					FIELD(#JSMCMD)	TO('SERVICE_LOAD	SERVICE(RFIDataSourceService)	SERVICE_LIST(BNDMAPS,BNDMAPL)	BIND(*FIELD)	TRACE(*NO)')
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#MAPLST)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	Create	data	source



**********
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('CREATE	DATASOURCE(REPOSITORY)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	Get	function	fields
**********
USE								BUILTIN(GET_FUNCTION_INFO)	WITH_ARGS(#BNDPRONME	#BNDFUNNME	'FIELDS')	TO_GET(#BNDRTNCDE	#FLDLST)
**********
IF									COND('#BNDRTNCDE	*EQ	OK')
**********
SELECTLIST	NAMED(#FLDLST)
**********
ADD_ENTRY		TO_LIST(#FLDTABLE)
**********
ENDSELECT
**********
CHANGE					FIELD(#JSMCMD)	TO('PUT	OBJECT(*TABLE)	NAME(FUNCTION_FIELD_LIST)	SERVICE_LIST(BNDPRONME,BNDFUNNME,BNDFLDNME)')
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#FLDTABLE)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
ENDIF
**********
**********	Send	data	source
**********
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SEND	OBJECT(*DATASOURCE)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	Close	service	and	send	the	HTTP	response
**********
USE								BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	SUB	ROUTINES
**********
SUBROUTINE	NAME(CHECK)	PARMS((#JSMSTS	*RECEIVED)	(#JSMMSG	*RECEIVED))
**********
IF									COND('#JSMSTS	*NE	OK')
**********
**********	Close	service



**********
USE								BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
ENDIF
**********
ENDROUTINE
**********
SUBROUTINE	NAME(BLDMAP)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDMAPS)	TO(BNDPRONME)
CHANGE					FIELD(#BNDMAPL)	TO(PROCESS_NAME)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDMAPS)	TO(BNDFUNNME)
CHANGE					FIELD(#BNDMAPL)	TO(FUNCTION_NAME)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDMAPS)	TO(BNDFLDNME)
CHANGE					FIELD(#BNDMAPL)	TO(FIELD_NAME)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)
**********
ENDROUTINE
	



JSMLR04	LANSAファイル・リスト
	
FUNCTION			OPTIONS(*DIRECT)
**********
DEFINE					FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)
DEFINE					FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
DEFINE					FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
**********
DEFINE					FIELD(#BNDMAPS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE					FIELD(#BNDMAPL)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(30)
DEFINE					FIELD(#BNDFILSTR)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE					FIELD(#BNDFILNME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE					FIELD(#BNDFILLIB)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE					FIELD(#BNDFILDSC)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(40)
DEFINE					FIELD(#BNDFILFIL)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
**********
DEF_LIST			NAME(#MAPLST)	FIELDS((#BNDMAPS)	(#BNDMAPL))	TYPE(*WORKING)
**********
DEF_LIST			NAME(#FILLST)	FIELDS((#BNDFILNME)	(#BNDFILLIB)	(#BNDFILDSC)	(#BNDFILFIL))	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(2000)
**********
DEF_LIST			NAME(#FILTABLE)	FIELDS((#BNDFILNME)	(#BNDFILLIB)	(#BNDFILDSC))	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(2000)
**********
**********	Build	field/column	map
**********
EXECUTE				SUBROUTINE(BLDMAP)
**********
**********	Open	service
**********
USE								BUILTIN(JSM_OPEN)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	Load	service
**********
CHANGE					FIELD(#JSMCMD)	TO('SERVICE_LOAD	SERVICE(RFIDataSourceService)	SERVICE_LIST(BNDMAPS,BNDMAPL)	TRACE(*NO)')
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#MAPLST)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	Create	datasource



**********
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('CREATE	DATASOURCE(REPOSITORY)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	Add	files
**********
USE								BUILTIN(GET_PHYSICAL_LIST)	WITH_ARGS(#BNDFILSTR)	TO_GET(#FILLST)
**********
SELECTLIST	NAMED(#FILLST)
**********
ADD_ENTRY		TO_LIST(#FILTABLE)
**********
ENDSELECT
**********
CHANGE					FIELD(#JSMCMD)	TO('PUT	OBJECT(*TABLE)	NAME(FILE_LIST)	SERVICE_LIST(BNDFILNME,BNDFILLIB,BNDFILDSC)')
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#FILTABLE)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	Send	datasource
**********
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SEND	OBJECT(*DATASOURCE)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	Close	service	and	send	the	HTTP	response
**********
USE								BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	SUB	ROUTINES
**********
SUBROUTINE	NAME(CHECK)	PARMS((#JSMSTS	*RECEIVED)	(#JSMMSG	*RECEIVED))
**********
IF									COND('#JSMSTS	*NE	OK')
**********
**********	Close	service
**********
USE								BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
ENDIF



**********
ENDROUTINE
**********
SUBROUTINE	NAME(BLDMAP)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDMAPS)	TO(BNDFILNME)
CHANGE					FIELD(#BNDMAPL)	TO(FILE_NAME)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDMAPS)	TO(BNDFILLIB)
CHANGE					FIELD(#BNDMAPL)	TO(FILE_LIBRARY)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDMAPS)	TO(BNDFILDSC)
CHANGE					FIELD(#BNDMAPL)	TO(FILE_DESC)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)
**********
ENDROUTINE
	



JSMLR05	LANSAファイル情報
	
FUNCTION			OPTIONS(*DIRECT)
**********
DEFINE					FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)
DEFINE					FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
DEFINE					FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
**********
DEFINE					FIELD(#BNDMAPS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE					FIELD(#BNDMAPL)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(30)
DEFINE					FIELD(#BNDRTNCDE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)
DEFINE					FIELD(#BNDFILNME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE					FIELD(#BNDFILLIB)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE					FIELD(#BNDFLDNME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE					FIELD(#BNDFLDSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)
DEFINE					FIELD(#BNDFLDTYP)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)
DEFINE					FIELD(#BNDFLDLEN)	TYPE(*DEC)	LENGTH(3)	DECIMALS(0)
DEFINE					FIELD(#BNDFLDDEC)	TYPE(*DEC)	LENGTH(3)	DECIMALS(0)
DEFINE					FIELD(#BNDFLDREF)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE					FIELD(#BNDFLDDSC)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(40)
DEFINE					FIELD(#BNDLGLNME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE					FIELD(#BNDLGLDSC)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(40)
**********
DEFINE					FIELD(#BNDHDR1)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(5)
DEFINE					FIELD(#BNDHDR2)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(5)
DEFINE					FIELD(#BNDHDRFIL)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(90)
DEFINE					FIELD(#BNDLGLFIL)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(40)
DEFINE					FIELD(#BNDDTL1)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE					FIELD(#BNDDTLFIL)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(40)
**********
DEF_LIST			NAME(#MAPLST)	FIELDS((#BNDMAPS)	(#BNDMAPL))	TYPE(*WORKING)
**********
DEF_LIST			NAME(#HDRLST)	FIELDS((#BNDHDR1)	(#BNDHDR2)	(#BNDHDRFIL))	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(100)
**********
DEF_LIST			NAME(#HDRLGL)	FIELDS((#BNDHDR1)	(#BNDHDR2)	(#BNDLGLNME)
(#BNDLGLDSC)	(#BNDLGLFIL))	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(100)
**********
DEF_LIST			NAME(#DTLLST)	FIELDS((#BNDDTL1)	(#BNDDTLFIL))	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(1000)



**********
DEF_LIST			NAME(#FLDTABLE)	FIELDS((#BNDFILNME)	(#BNDFILLIB)	(#BNDFLDSTS)	(#BNDFLDNME)	(#BNDFLDTYP)	(#BNDFLDLEN)	(#BNDFLDDEC)	(#BNDFLDREF)	(#BNDFLDDSC))	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(1000)
**********
DEF_LIST			NAME(#KEYTABLE)	FIELDS((#BNDFILNME)	(#BNDFILLIB)	(#BNDFLDNME))	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(100)
**********
DEF_LIST			NAME(#LGLTABLE)	FIELDS((#BNDFILNME)	(#BNDFILLIB)	(#BNDLGLNME)	(#BNDLGLDSC))	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(500)
**********
**********	Build	field/column	map
**********
EXECUTE				SUBROUTINE(BLDMAP)
**********
**********	Open	service
**********
USE								BUILTIN(JSM_OPEN)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	Load	service	-	Receive	FILNAME	and	FILLIB
**********
CHANGE					FIELD(#JSMCMD)	TO('SERVICE_LOAD	SERVICE(RFIDataSourceService)	SERVICE_LIST(BNDMAPS,BNDMAPL)	BIND(*FIELD)	TRACE(*NO)')
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#MAPLST)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	Create	datasource
**********
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('CREATE	DATASOURCE(REPOSITORY)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	Select	fields
**********
USE								BUILTIN(GET_FILE_INFO)	WITH_ARGS(#BNDFILNME	#BNDFILLIB	'FIELDS')	TO_GET(#BNDRTNCDE	#HDRLST	#DTLLST)
**********
IF									COND('#BNDRTNCDE	*EQ	OK')
**********
SELECTLIST	NAMED(#DTLLST)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDFLDNME)	TO(#BNDDTL1)
CHANGE					FIELD(#BNDFLDLEN)	TO(*ZERO)
CHANGE					FIELD(#BNDFLDDEC)	TO(*ZERO)
CHANGE					FIELD(#BNDFLDREF)	TO(*BLANK)



CHANGE					FIELD(#BNDFLDTYP)	TO(*BLANK)
CHANGE					FIELD(#BNDFLDDSC)	TO(*BLANK)
**********
USE								BUILTIN(GET_FIELD)	WITH_ARGS(#BNDFLDNME)	TO_GET(#BNDRTNCDE	#BNDFLDTYP	#BNDFLDLEN	#BNDFLDDEC	#BNDFLDREF	#BNDFLDDSC)
**********
**********	OK	-	Defined	in	repository
**********	ER	-	Defined	in	function
**********	Sample	job	log	message
**********			Field	named	STATE	not	found	in	the	data	dictionary
**********
CHANGE					FIELD(#BNDFLDSTS)	TO(#BNDRTNCDE)
**********
ADD_ENTRY		TO_LIST(#FLDTABLE)
**********
ENDSELECT
**********
ENDIF
**********
CHANGE					FIELD(#JSMCMD)	TO('PUT	OBJECT(*TABLE)	NAME(FILE_FIELD_LIST)	SERVICE_LIST(BNDFILNME,BNDFILLIB,BNDFLDSTS,BNDFLDNME,BNDFLDTYP,BNDFLDLEN,BNDFLDDEC,BNDFLDREF,BNDFLDDSC)')
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#FLDTABLE)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	Select	keys
**********
CLR_LIST			NAMED(#HDRLST)
CLR_LIST			NAMED(#DTLLST)
**********
USE								BUILTIN(GET_FILE_INFO)	WITH_ARGS(#BNDFILNME	#BNDFILLIB	'PHYKEYS')	TO_GET(#BNDRTNCDE	#HDRLST	#DTLLST)
**********
IF									COND('#BNDRTNCDE	*EQ	OK')
**********
SELECTLIST	NAMED(#DTLLST)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDFLDNME)	TO(#BNDDTL1)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#KEYTABLE)
**********
ENDSELECT
**********
CHANGE					FIELD(#JSMCMD)	TO('PUT	OBJECT(*TABLE)	NAME(FILE_KEY_LIST)	SERVICE_LIST(BNDFILNME,BNDFILLIB,BNDFLDNME)')



USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#KEYTABLE)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
ENDIF
**********
**********	Select	logical
**********
CLR_LIST			NAMED(#HDRLST)
CLR_LIST			NAMED(#DTLLST)
**********
USE								BUILTIN(GET_FILE_INFO)	WITH_ARGS(#BNDFILNME	#BNDFILLIB	'LGLVIEWS')	TO_GET(#BNDRTNCDE	#HDRLGL	#DTLLST)
**********
IF									COND('#BNDRTNCDE	*EQ	OK')
**********
SELECTLIST	NAMED(#HDRLGL)
**********
ADD_ENTRY		TO_LIST(#LGLTABLE)
**********
ENDSELECT
**********
CHANGE					FIELD(#JSMCMD)	TO('PUT	OBJECT(*TABLE)	NAME(LOGICAL_LIST)	SERVICE_LIST(BNDFILNME,BNDFILLIB,BNDLGLNME,BNDLGLDSC)')
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#LGLTABLE)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
ENDIF
**********
**********	Send	datasource
**********
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SEND	OBJECT(*DATASOURCE)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	Close	service	and	send	the	HTTP	response
**********
USE								BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	SUB	ROUTINES
**********
SUBROUTINE	NAME(CHECK)	PARMS((#JSMSTS	*RECEIVED)	(#JSMMSG	*RECEIVED))



**********
IF									COND('#JSMSTS	*NE	OK')
**********
**********	Close	service
**********
USE								BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
ENDIF
**********
ENDROUTINE
**********
SUBROUTINE	NAME(BLDMAP)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDMAPS)	TO(BNDFILNME)
CHANGE					FIELD(#BNDMAPL)	TO(FILE_NAME)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDMAPS)	TO(BNDFILLIB)
CHANGE					FIELD(#BNDMAPL)	TO(FILE_LIBRARY)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDMAPS)	TO(BNDFLDSTS)
CHANGE					FIELD(#BNDMAPL)	TO(FIELD_STATUS)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDMAPS)	TO(BNDFLDNME)
CHANGE					FIELD(#BNDMAPL)	TO(FIELD_NAME)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDMAPS)	TO(BNDFLDTYP)
CHANGE					FIELD(#BNDMAPL)	TO(FIELD_TYPE)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDMAPS)	TO(BNDFLDLEN)
CHANGE					FIELD(#BNDMAPL)	TO(FIELD_LENGTH)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDMAPS)	TO(BNDFLDDEC)
CHANGE					FIELD(#BNDMAPL)	TO(FIELD_DECIMAL)



ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDMAPS)	TO(BNDFLDREF)
CHANGE					FIELD(#BNDMAPL)	TO(FIELD_REF)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDMAPS)	TO(BNDFLDDSC)
CHANGE					FIELD(#BNDMAPL)	TO(FIELD_DESC)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDMAPS)	TO(BNDLGLNME)
CHANGE					FIELD(#BNDMAPL)	TO(LOGICAL_NAME)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDMAPS)	TO(BNDLGLLIB)
CHANGE					FIELD(#BNDMAPL)	TO(LOGICAL_LIBRARY)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDMAPS)	TO(BNDLGLDSC)
CHANGE					FIELD(#BNDMAPL)	TO(LOGICAL_DESC)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)
**********
ENDROUTINE
	



JSMLR06	LANSAフィールド・リスト
	
FUNCTION			OPTIONS(*DIRECT)
**********
DEFINE					FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)
DEFINE					FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
DEFINE					FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
**********
DEFINE					FIELD(#BNDMAPS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE					FIELD(#BNDMAPL)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(30)
DEFINE					FIELD(#BNDFLDSTR)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE					FIELD(#BNDFLDNME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE					FIELD(#BNDFLDDSC)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(40)
DEFINE					FIELD(#BNDFLDFIL)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
**********
DEF_LIST			NAME(#MAPLST)	FIELDS((#BNDMAPS)	(#BNDMAPL))	TYPE(*WORKING)
**********
DEF_LIST			NAME(#FLDLST)	FIELDS((#BNDFLDNME)	(#BNDFLDDSC)	(#BNDFLDFIL))	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(9999)
**********
DEF_LIST			NAME(#FLDTABLE)	FIELDS((#BNDFLDNME)	(#BNDFLDDSC))	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(9999)
**********
**********	Build	field/column	map
**********
EXECUTE				SUBROUTINE(BLDMAP)
**********
**********	Open	service
**********
USE								BUILTIN(JSM_OPEN)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	Load	service
**********
CHANGE					FIELD(#JSMCMD)	TO('SERVICE_LOAD	SERVICE(RFIDataSourceService)	SERVICE_LIST(BNDMAPS,BNDMAPL)	BIND(*FIELD)	TRACE(*NO)')
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#MAPLST)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	Create	datasource
**********



USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('CREATE	DATASOURCE(REPOSITORY)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	Add	fields
**********
USE								BUILTIN(GET_FIELD_LIST)	WITH_ARGS(#BNDFLDSTR)	TO_GET(#FLDLST)
**********
SELECTLIST	NAMED(#FLDLST)
**********
ADD_ENTRY		TO_LIST(#FLDTABLE)
**********
ENDSELECT
**********
CHANGE					FIELD(#JSMCMD)	TO('PUT	OBJECT(*TABLE)	NAME(FIELD_LIST)	SERVICE_LIST(BNDFLDNME,BNDFLDDSC)')
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#FLDTABLE)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	Send	datasource
**********
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SEND	OBJECT(*DATASOURCE)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	Close	service	and	send	the	HTTP	response
**********
USE								BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	SUB	ROUTINES
**********
SUBROUTINE	NAME(CHECK)	PARMS((#JSMSTS	*RECEIVED)	(#JSMMSG	*RECEIVED))
**********
IF									COND('#JSMSTS	*NE	OK')
**********
**********	Close	service
**********
USE								BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
ENDIF
**********



ENDROUTINE
**********
SUBROUTINE	NAME(BLDMAP)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDMAPS)	TO(BNDFLDSTR)
CHANGE					FIELD(#BNDMAPL)	TO(FIELD_START)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDMAPS)	TO(BNDFLDNME)
CHANGE					FIELD(#BNDMAPL)	TO(FIELD_NAME)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDMAPS)	TO(BNDFLDDSC)
CHANGE					FIELD(#BNDMAPL)	TO(FIELD_DESC)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)
**********
ENDROUTINE
	



JSMLR07	LANSAフィールド情報
	
FUNCTION			OPTIONS(*DIRECT)
**********
DEFINE					FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)
DEFINE					FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
DEFINE					FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
**********
DEFINE					FIELD(#BNDMAPS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE					FIELD(#BNDMAPL)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(30)
DEFINE					FIELD(#BNDRTNCDE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)
DEFINE					FIELD(#BNDFLDSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)
DEFINE					FIELD(#BNDFLDNME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)	DECIMALS(0)
DEFINE					FIELD(#BNDFLDTYP)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)
DEFINE					FIELD(#BNDFLDLEN)	TYPE(*DEC)	LENGTH(3)	DECIMALS(0)
DEFINE					FIELD(#BNDFLDDEC)	TYPE(*DEC)	LENGTH(3)	DECIMALS(0)
DEFINE					FIELD(#BNDFLDREF)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE					FIELD(#BNDFLDDSC)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(40)
DEFINE					FIELD(#BNDFLDFIL)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(122)
**********
DEF_LIST			NAME(#MAPLST)	FIELDS((#BNDMAPS)	(#BNDMAPL))	TYPE(*WORKING)
**********
DEF_LIST			NAME(#FLDTABLE)	FIELDS((#BNDFLDSTS)	(#BNDFLDNME)	(#BNDFLDTYP)	(#BNDFLDLEN)	(#BNDFLDDEC)	(#BNDFLDREF)	(#BNDFLDDSC))	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(1)
**********
**********	Build	field/column	map
**********
EXECUTE				SUBROUTINE(BLDMAP)
**********
**********	Open	service
**********
USE								BUILTIN(JSM_OPEN)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	Load	service	-	Receive	FLDNAME
**********
CHANGE					FIELD(#JSMCMD)	TO('SERVICE_LOAD	SERVICE(RFIDataSourceService)	SERVICE_LIST(BNDMAPS,BNDMAPL)	BIND(*FIELD)	TRACE(*NO)')
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#MAPLST)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)



**********
**********	Create	data	source
**********
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('CREATE	DATASOURCE(REPOSITORY)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDFLDLEN)	TO(*ZERO)
CHANGE					FIELD(#BNDFLDDEC)	TO(*ZERO)
CHANGE					FIELD(#BNDFLDREF)	TO(*BLANK)
CHANGE					FIELD(#BNDFLDTYP)	TO(*BLANK)
CHANGE					FIELD(#BNDFLDDSC)	TO(*BLANK)
**********
USE								BUILTIN(GET_FIELD)	WITH_ARGS(#BNDFLDNME)	TO_GET(#BNDRTNCDE	#BNDFLDTYP	#BNDFLDLEN	#BNDFLDDEC	#BNDFLDREF	#BNDFLDDSC)
**********
**********	OK	-	Defined	in	repository
**********	ER	-	Defined	in	function
**********	Sample	job	log	message
**********			Field	named	STATE	not	found	in	the	data	dictionary
**********
CHANGE					FIELD(#BNDFLDSTS)	TO(#BNDRTNCDE)
**********
**********	Send	data	as	datasource	fields
**********
CHANGE					FIELD(#JSMCMD)	TO('PUT	OBJECT(*FIELD)	SERVICE_LIST(BNDMAPS,BNDMAPL)')
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#MAPLST)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	Send	data	source
**********
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SEND	OBJECT(*DATASOURCE)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	Close	service	and	send	the	HTTP	response
**********
USE								BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	SUB	ROUTINES
**********



SUBROUTINE	NAME(CHECK)	PARMS((#JSMSTS	*RECEIVED)	(#JSMMSG	*RECEIVED))
**********
IF									COND('#JSMSTS	*NE	OK')
**********
**********	Close	service
**********
USE								BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
ENDIF
**********
ENDROUTINE
**********
SUBROUTINE	NAME(BLDMAP)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDMAPS)	TO(BNDFLDSTS)
CHANGE					FIELD(#BNDMAPL)	TO(FIELD_STATUS)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDMAPS)	TO(BNDFLDNME)
CHANGE					FIELD(#BNDMAPL)	TO(FIELD_NAME)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDMAPS)	TO(BNDFLDTYP)
CHANGE					FIELD(#BNDMAPL)	TO(FIELD_TYPE)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDMAPS)	TO(BNDFLDLEN)
CHANGE					FIELD(#BNDMAPL)	TO(FIELD_LENGTH)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDMAPS)	TO(BNDFLDDEC)
CHANGE					FIELD(#BNDMAPL)	TO(FIELD_DECIMAL)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDMAPS)	TO(BNDFLDREF)
CHANGE					FIELD(#BNDMAPL)	TO(FIELD_REF)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDMAPS)	TO(BNDFLDDSC)



CHANGE					FIELD(#BNDMAPL)	TO(FIELD_DESC)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)
**********
ENDROUTINE
	



JSMLR08	LANSA	SOAPタイプ・リスト
	
FUNCTION			OPTIONS(*DIRECT)
CHANGE					FIELD(#BNDGCDE)	TO('''00001''')
EXCHANGE			FIELDS(#BNDGCDE)
CALL							PROCESS(*DIRECT)	FUNCTION(JSMLR0A)
	



JSMLR09	LANSA	SOAPタイプ情報
	
FUNCTION			OPTIONS(*DIRECT)
CHANGE					FIELD(#BNDGCDE)	TO('''00001''')
EXCHANGE			FIELDS(#BNDGCDE)
CALL							PROCESS(*DIRECT)	FUNCTION(JSMLR0B)
	



JSMLR10	LANSA	JSONタイプ・リスト
	
FUNCTION			OPTIONS(*DIRECT)
CHANGE					FIELD(#BNDGCDE)	TO('''00002''')
EXCHANGE			FIELDS(#BNDGCDE)
CALL							PROCESS(*DIRECT)	FUNCTION(JSMLR0A)
	



JSMLR11	LANSA	JSONタイプ情報
	
FUNCTION			OPTIONS(*DIRECT)
CHANGE					FIELD(#BNDGCDE)	TO('''00002''')
EXCHANGE			FIELDS(#BNDGCDE)
CALL							PROCESS(*DIRECT)	FUNCTION(JSMLR0B)
	



JSMLR0A	LANSAタイプ・リスト
	
FUNCTION			OPTIONS(*DIRECT)
**********
DEFINE					FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)
DEFINE					FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
DEFINE					FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
**********
DEFINE					FIELD(#BNDMAPS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE					FIELD(#BNDMAPL)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(30)
**********
DEF_LIST			NAME(#MAPLST)	FIELDS((#BNDMAPS)	(#BNDMAPL))	TYPE(*WORKING)
**********
DEF_LIST			NAME(#TYPTABLE)	FIELDS((#BNDCCDE)	(#BNDCTYP)	(#BNDCETY)	(#BNDCDSC))	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(5000)
**********
**********	Build	field/column	map
**********
EXECUTE				SUBROUTINE(BLDMAP)
**********
**********	Open	service
**********
USE								BUILTIN(JSM_OPEN)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	Load	service
**********
CHANGE					FIELD(#JSMCMD)	TO('SERVICE_LOAD	SERVICE(RFIDataSourceService)	SERVICE_LIST(BNDMAPS,BNDMAPL)	TRACE(*NO)')
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#MAPLST)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	Create	datasource
**********
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('CREATE	DATASOURCE(REPOSITORY)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	Add	complex	types
**********
SELECT					FIELDS((#BNDCCDE)	(#BNDCTYP)	(#BNDCETY)	(#BNDCDSC))	FROM_FILE(BNDCTPS)	WITH_KEY(#BNDGCDE)



**********
ADD_ENTRY		TO_LIST(#TYPTABLE)
**********
ENDSELECT
**********
CHANGE					FIELD(#JSMCMD)	TO('PUT	OBJECT(*TABLE)	NAME(TYPE_LIST)	SERVICE_LIST(BNDCCDE,BNDCTYP,BNDCETY,BNDCDSC)')
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#TYPTABLE)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	Send	datasource
**********
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SEND	OBJECT(*DATASOURCE)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	Close	service	and	send	the	HTTP	response
**********
USE								BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	SUB	ROUTINES
**********
SUBROUTINE	NAME(CHECK)	PARMS((#JSMSTS	*RECEIVED)	(#JSMMSG	*RECEIVED))
**********
IF									COND('#JSMSTS	*NE	OK')
**********
**********	Close	service
**********
USE								BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
ENDIF
**********
ENDROUTINE
**********
SUBROUTINE	NAME(BLDMAP)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDMAPS)	TO(BNDCCDE)
CHANGE					FIELD(#BNDMAPL)	TO(TYPE_KEY)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)
**********



CHANGE					FIELD(#BNDMAPS)	TO(BNDCTYP)
CHANGE					FIELD(#BNDMAPL)	TO(NAME)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDMAPS)	TO(BNDCETY)
CHANGE					FIELD(#BNDMAPL)	TO(ENTITY)	
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDMAPS)	TO(BNDCDSC)
CHANGE					FIELD(#BNDMAPL)	TO(DESC)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)
**********
ENDROUTINE
	



JSMLR0B	LANSAタイプ情報
	
FUNCTION			OPTIONS(*DIRECT)
**********
DEFINE					FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)
DEFINE					FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
DEFINE					FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
**********
DEFINE					FIELD(#BNDMAPS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE					FIELD(#BNDMAPL)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(30)
**********
DEF_LIST			NAME(#MAPLST)	FIELDS((#BNDMAPS)	(#BNDMAPL))	TYPE(*WORKING)
**********
DEF_LIST			NAME(#TYPTABLE)	FIELDS((#BNDECDE)	(#BNDESEQ)	(#BNDENME)	(#BNDEETY)	(#BNDEDSC)	(#BNDSCDE)	(#BNDSTYP)	(#BNDSARY)	(#BNDCCDE)	(#BNDCTYP)	(#BNDCARY))	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(300)
**********
**********	Build	field/column	map
**********
EXECUTE				SUBROUTINE(BLDMAP)
**********
**********	Open	service
**********
USE								BUILTIN(JSM_OPEN)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	Load	service
**********
CHANGE					FIELD(#JSMCMD)	TO('SERVICE_LOAD	SERVICE(RFIDataSourceService)	SERVICE_LIST(BNDMAPS,BNDMAPL)	BIND(*FIELD)	TRACE(*NO)')
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#MAPLST)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	Create	datasource
**********
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('CREATE	DATASOURCE(REPOSITORY)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
SELECT					FIELDS((#BNDESEQ)	(#BNDEDSC)	(#BNDSCDE)	(#BNDCCDE)	(#BNDCARY)	(#BNDENME)	(#BNDEETY))	FROM_FILE(BNDETPS)	WITH_KEY(#BNDGCDE	#BNDECDE)
**********
IF									COND('#BNDSCDE	*NE	*BLANK')



**********
**********	Simple	Type
**********
CHANGE					FIELD(#BNDCARY)	TO('N')
CHANGE					FIELD(#BNDCCDE)	TO(*BLANK)
CHANGE					FIELD(#BNDCTYP)	TO(*BLANK)
**********
FETCH						FIELDS((#BNDSDSC)	(#BNDSTYP)	(#BNDSARY)	(#BNDSNME)	(#BNDSETY))	FROM_FILE(BNDSTPS)	WITH_KEY(#BNDGCDE	#BNDSCDE)
**********
**********	Inherit	simple	name
**********
IF									COND('#BNDENME	*EQ	*BLANK')
CHANGE					FIELD(#BNDENME)	TO(#BNDSNME)
ENDIF
**********
**********	Inherit	simple	description
**********
IF									COND('#BNDEDSC	*EQ	*BLANK')
CHANGE					FIELD(#BNDEDSC)	TO(#BNDSDSC)
ENDIF
**********
**********	Inherit	simple	field
**********
IF									COND('#BNDEETY	*EQ	*BLANK')
CHANGE					FIELD(#BNDEETY)	TO(#BNDSETY)
ENDIF
**********
ENDIF
**********
IF									COND('#BNDCCDE	*NE	*BLANK')
**********
**********	Complex	Type
**********
CHANGE					FIELD(#BNDSARY)	TO('N')
CHANGE					FIELD(#BNDSCDE)	TO(*BLANK)
CHANGE					FIELD(#BNDSTYP)	TO(*BLANK)
**********
FETCH						FIELDS((#BNDCDSC)	(#BNDCTYP))	FROM_FILE(BNDCTPS)	WITH_KEY(#BNDGCDE	#BNDCCDE)
**********



**********	Inherit	complex	description
**********
IF									COND('#BNDEDSC	*EQ	*BLANK')
CHANGE					FIELD(#BNDEDSC)	TO(#BNDCDSC)
ENDIF
**********
ENDIF
**********
IF									COND('#BNDENME	*EQ	*BLANK')
CHANGE					FIELD(#BNDENME)	TO('NONAME')
ENDIF
**********
ADD_ENTRY		TO_LIST(#TYPTABLE)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDESEQ)	TO(*DEFAULT)
CHANGE					FIELD(#BNDEDSC)	TO(*DEFAULT)
CHANGE					FIELD(#BNDENME)	TO(*DEFAULT)
CHANGE					FIELD(#BNDEETY)	TO(*DEFAULT)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDSCDE)	TO(*DEFAULT)
CHANGE					FIELD(#BNDSDSC)	TO(*DEFAULT)
CHANGE					FIELD(#BNDSTYP)	TO(*DEFAULT)
CHANGE					FIELD(#BNDSARY)	TO(*DEFAULT)
CHANGE					FIELD(#BNDSNME)	TO(*DEFAULT)
CHANGE					FIELD(#BNDSETY)	TO(*DEFAULT)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDCCDE)	TO(*DEFAULT)
CHANGE					FIELD(#BNDCDSC)	TO(*DEFAULT)
CHANGE					FIELD(#BNDCTYP)	TO(*DEFAULT)
CHANGE					FIELD(#BNDCARY)	TO(*DEFAULT)
**********
ENDSELECT
**********
CHANGE					FIELD(#JSMCMD)	TO('PUT	OBJECT(*TABLE)	NAME(TYPE_ELEMENT_LIST)	SERVICE_LIST(BNDECDE,BNDESEQ,BNDENME,BNDEETY,BNDEDSC,BNDSCDE,BNDSTYP,BNDSARY,BNDCCDE,BNDCTYP,BNDCARY)')
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#TYPTABLE)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	Send	datasource
**********



USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SEND	OBJECT(*DATASOURCE)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	Close	service	and	send	the	HTTP	response
**********
USE								BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	SUB	ROUTINES
**********
SUBROUTINE	NAME(CHECK)	PARMS((#JSMSTS	*RECEIVED)	(#JSMMSG	*RECEIVED))
**********
IF									COND('#JSMSTS	*NE	OK')
**********
**********	Close	service
**********
USE								BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
ENDIF
**********
ENDROUTINE
**********
SUBROUTINE	NAME(BLDMAP)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDMAPS)	TO(BNDECDE)
CHANGE					FIELD(#BNDMAPL)	TO(TYPE_KEY)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDMAPS)	TO(BNDESEQ)
CHANGE					FIELD(#BNDMAPL)	TO(SEQUENCE)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDMAPS)	TO(BNDENME)
CHANGE					FIELD(#BNDMAPL)	TO(NAME)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDMAPS)	TO(BNDEETY)
CHANGE					FIELD(#BNDMAPL)	TO(ENTITY)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)



**********
CHANGE					FIELD(#BNDMAPS)	TO(BNDEDSC)
CHANGE					FIELD(#BNDMAPL)	TO(DESC)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDMAPS)	TO(BNDSCDE)
CHANGE					FIELD(#BNDMAPL)	TO(SIMPLE_CODE)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDMAPS)	TO(BNDSTYP)
CHANGE					FIELD(#BNDMAPL)	TO(SIMPLE_TYPE)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDMAPS)	TO(BNDSARY)
CHANGE					FIELD(#BNDMAPL)	TO(SIMPLE_ARRAY)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDMAPS)	TO(BNDCCDE)
CHANGE					FIELD(#BNDMAPL)	TO(COMPLEX_CODE)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDMAPS)	TO(BNDCTYP)
CHANGE					FIELD(#BNDMAPL)	TO(COMPLEX_TYPE)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)
**********
CHANGE					FIELD(#BNDMAPS)	TO(BNDCARY)
CHANGE					FIELD(#BNDMAPL)	TO(COMPLEX_ARRAY)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)
**********
ENDROUTINE
	



7.27	テスト・エディタ
[テスト・エディタ]はスタジオから起動します。プロジェクトおよび関連ファイルの管理にスタ
ジオを使用することをお奨めします。

[テスト・エディタ]は、EDI処理やXML変換のテストを行う場合に使用されます。
以下のトピックを確認してください。

テスト・プロジェクトの作成

テスト・サンプル



7.27.1	テスト・プロジェクトの作成
1.			[プロジェクト]の[ソリューション]ノードで[ソリューションの新規作成]メニュー・アイテム
を選択します。

2.			[テスト構成ウィザード]ツールを選択し、プロジェクト・ファイルを受け入れるグループ・
フォルダーを入力または選択します。

3.			プロジェクトのファイル名を入力します。拡張子「.test.prj」が自動で追加されます。

4.			テストのタイプを選択します。



7.27.2	テスト・サンプル
スタジオのテスト・サンプルの概要

EDIデータベースのテスト



EDIインバウンドのテスト

EDIアウトバウンドのテスト



XML変換のテスト

XML変換のテストは、XMLファイルとXSLファイルの両方を選択することでスタジオからも実
行できます。





8.	Integratorのユーザー・エージェント
ユーザー・エージェントは、LANSA	Integratorアプリケーションにファイルをアップロードする
エンド・ユーザー(クライアント)アプリケーションです。Windows、Linuxクライアント(将来的
にはPalmおよびPocket	PCクライアント)からExcel集計表、テキスト・ファイル(コンマ使用、ま
たはタブ区切り形式)、XMLファイルで入力されたデータを検証して、HTTP、HTTPS、FTP経由
で(またはMQ-Seriesメッセージとして)リモート・ホストに送信できます。
ユーザー・エージェントにより、日常業務の締めなどのタスクをワークステーションからホスト
に繰り返しアップロードする作業が簡単になります。

以下のトピックを確認してください。

ユーザー・エージェントの概要

ユーザー・エージェントの開始

ユーザー・エージェントのメイン・ウィンドウ

構成ファイルの作成方法

独自のヘルプ・ファイルの作成

独自のユーザー・エージェント・アプリケーションの作成



8.1	ユーザー・エージェントの概要
ユーザー・エージェントは、LANSA	Integratorアプリケーションにファイルをアップロードする
エンド・ユーザー(クライアント)アプリケーションです。HTTP、HTTPS、FTP経由で(または
MQ-Seriesメッセージとして)ファイルを送信できます。ユーザー・エージェントを使用すると、
日常業務の締めなどのタスクを繰り返し行う場合にワークステーションからホストへ簡単にアッ
プロードできます。

ユーザー・エージェントでは、Windows、Linuxクライアント(将来的にはPalmおよびPocket	PCク
ライアント)でExcel集計表、テキスト・ファイル(コンマ使用、またはタブ区切り形式)、または
XMLファイルのデータを入力したり、検証したファイルをリモート・ホストに送信したりする
ことができます。例えば、購入取引相手は集計表に注文情報を入力し、そのファイルをリモート
取引用ハブに送信できます。リモート取引用ハブは、単一のLANSA	Integratorプログラムを使用
して形式に関係なくファイルを処理し、処理したメッセージをユーザー・エージェントに返すこ
とができます。

ユーザー・エージェントは、構成ファイルで必要なアップロード・パラメータを定義する開発者
によってセットアップされます。エンド・ユーザーは、送信するファイルを選択するだけです。
ユーザー・エージェントは、構成パラメータに基づいてアップロードを自動で行います。

ユーザー・エージェントの使用方法については、以下のトピックを確認してください。

									ユーザー・エージェントの開始

									構成ファイルの作成方法

									独自のヘルプ・ファイルの作成

									独自のユーザー・エージェント・アプリケーションの作成



8.2	ユーザー・エージェントの開始
ユーザー・エージェントの開始
ユーザー・エージェントにアクセスするには、デスクトップの[LANSA]フォルダー内で[ユー
ザー・エージェント]プログラム・アイコンをクリックします。

ユーザー・エージェント・プログラムのショートカット
プログラムのショートカットではjavaw.exeプログラムを使用して、ユーザー・エージェント・ア
プリケーションを実行します。このコマンド行を修正して、Java環境を変更できます。インス
トール時に、Java	Runtime	lib\extディレクトリが含まれます。新しいバージョンのJavaをインス
トールする場合、このディレクトリを修正する必要があります。JVMのメモリー要件を増やす必
要がある場合は、-Xmsおよび-Xmsパラメータをコマンド行に追加してください。

javaw.exe	-Xms256m	-Xmx256m
										-Djava.ext.dirs="C:\Program	Files\Java\j2re1.4.2_15\lib\ext;.\lib\ext"
										-
Djava.endorsed.dirs=.\lib\endorsed	com.lansa.jsf.useragent.JSFUserAgent

ユーザー・エージェントの使用方法については、以下のトピックを確認してください。

									ユーザー・エージェント・アーキテクチャの概要

									準備

									ユーザー・エージェントの開始

									対話形式でのユーザー・エージェントの使用

									バッチ・モードでのユーザー・エージェントの使用

									ソース・ファイルについて

									[ファイル]メニューのコマンド

									[ヘルプ]メニューのコマンド



8.2.1	ユーザー・エージェント・アーキテクチャの概要
ユーザー・エージェントは、Java	UIアプリケーションの実行が可能なワークステーションまた
はデバイス(Windows	PCなど)にインストールされます。Visual	LANSAと一緒に、またはスタン
ドアロンとしてインストールすることができます。個々のユーザー・エージェントのインストー
ルについては、『Windows	LANSAインストールガイド』の「その他の機能のインストール」を参
照してください。

アップロードの実行に使用されるすべての情報は構成ファイルに保管されます(「構成ファイル
の作成方法」を参照してください)。構成ファイルは、通常、アプリケーション開発者がコード
化するか、ユーザー・エージェントに付属しています。ユーザー・エージェントを開始して適切
なサーバーに接続するときに、この構成ファイルまたは該当する構成ファイルを選択します(こ
のステップは「ユーザー・エージェントの開始」)で説明するように自動化できます)。
アップロードするデータ・ファイルは、エンド・ユーザーが作成するのが一般的です(「ソー
ス・ファイルについて」を参照してください)。例えば、エンド・ユーザーはデータをタイム・
シートや経費報告書集計表に入力できます。このデータ・ファイルをサーバーにアップロード
し、LANSA	Integratorで呼び出されるファンクションを使用して適切なファイルを更新できま
す。

ユーザー・エージェントは、現在、HTTP、HTTPS、FTPプロトコルを使用したファイルのアッ
プロードと、IBMのMQ-Series	Client	for	Javaを使用したメッセージ送信をサポートしています。
エンド・ユーザーが行う必要があるのは、使用される構成ファイルと、アップロードされるファ
イルの選択のみです。

its:LANSA041.CHM::/l4winsb4_0255.htm


8.2.2	準備
ユーザー・エージェントの使用を開始する前に、以下を確認してください。

									適切なJava	Runtime	Environmentをインストールしていますか?正しいJREがインストールさ
れていないと、ソフトウェアをインストールすることはできますが、実行できません。

									TCP/IP接続はありますか?アップロードを受信するサーバーへの接続が必要です。

									ホスト構成ファイルはすでに定義されていますか?「構成ファイルの作成方法」を参照し
てください。

									アップロードするソース・ファイルを把握していますか?「ソース・ファイルについて」
を参照してください。



8.2.3	ユーザー・エージェントの開始
ユーザー・エージェントを開始するには、通常、インストール時に作成されるユーザー・エー
ジェント・ショートカットを使用します。デスクトップで[LANSA]フォルダーを開き、[ユー
ザー・エージェント]プログラム・アイコンをクリックします。このアイコンはユーザー・エー
ジェント・ソフトウェアと一緒にインストールされます。メイン・ウィンドウが開きます。「対
話形式でのユーザー・エージェントの使用」を参照してください。

ユーザー・エージェントの開始方法を制御するには、コマンド行で使用される引数を指定する
か、以下のトピックの説明に従ってカスタム・ショートカットを作成します。

									コマンド行またはカスタム作成ショートカットからの開始

									ユーザーによるホスト・ファイルとソース・ファイルの選択

									ユーザーによるソース・ファイルの選択

									ユーザー選択の省略

									手動で選択しないバッチ・モード



コマンド行またはカスタム作成ショートカットからの開始
ユーザー・エージェントはコマンド行から開始できます。あるいは、カスタムのコマンド行引数
を含む独自のプログラム・ショートカットを作成できます。エンド・ユーザーに求められるファ
イルの選択は、コマンド行の引数で制御されます。

コマンド行では最大3つのオプション引数(host_file、source_file、response_file)を指定できます。

	
javaw
com.lansa.jsf.useragent.JSFUserAgent	<host_file>	<source_file>	<response_file>
	

構成ファイルでは、source.send=*promptまたはsource.send=*nopromptオプションを
使用して、送信確認のプロンプトを表示または省略できます。詳細については、「構成ファイル
の作成方法」を参照してください。



ユーザーによるホスト・ファイルとソース・ファイルの選択
コマンド行に引数を指定しない場合、ユーザーはユーザー・エージェントの実行時にホスト・
ファイルとソース・ファイルの両方を選択する必要があります。

例

javaw	-Djava.ext.dirs=.\lib\ext	com.lansa.jsf.useragent.JSFUserAgent
通常のステップ順序は以下のとおりです。

1.	ユーザー・エージェントが開始します。

2.	[開く]ダイアログ・ボックスで、使用される構成ファイルを選択します。

3.	[ソースデータを開く]	-	アップロードするソース・ファイルを指定します。

4.	[送信]	-	選択したホストにファイルを送信します。

5.	[終了]	-	ユーザー・エージェントを終了します。



ユーザーによるソース・ファイルの選択
ホスト・ファイルの引数だけを使用した場合、ユーザー・エージェント・アプリケーションはホ
スト・ファイルを自動で選択し、ユーザーによるソース・ファイルの選択を待機します。

例

javaw	-
Djava.ext.dirs=.\lib\ext	com.lansa.jsf.useragent.JSFUserAgent	acme.lih

通常のステップ順序は以下のとおりです。

1.	ホスト・ファイルが指定された状態でユーザー・エージェントが開始します。

2.	[ソースデータを開く]	-	アップロードするソース・ファイルを指定します。

3.	[送信]	-	選択したホストにファイルを送信します。

4.	[終了]	-	ユーザー・エージェントを終了します。

または、以下の操作を行うことができます。

1.	ユーザー・エージェントを実行するデスクトップ・アイコンを構成し、ホスト・ファイルの引
数を含めます。

2.	ソース・ファイルをWindows	Explorerからデスクトップ・アイコンにドラッグ・アンド・ド
ロップして、ユーザー・エージェント・アプリケーションを起動します(ドラッグ・アンド・
ドロップしたソース・ファイルが2番目の引数になります)。

source.send=*promptまたはsource.send=*nopromptオプションを使用して、ソース・
ファイルの送信確認をそれぞれ表示または省略できます。詳細については、「構成ファイルの作
成方法」を参照してください。



ユーザー選択の省略
ユーザーがファイルの送信の確認だけで済むように、ホスト・ファイルとソース・ファイルの引
数をコマンド行に指定できます。

例

	
javaw	-
Djava.ext.dirs=.\lib\ext	com.lansa.jsf.useragent.JSFUserAgent	acme.lih	order.xml
	

通常のステップ順序は以下のとおりです。

1.	ホスト・ファイルとソース・ファイルが指定された状態でユーザー・エージェントが開始しま
す。

2.	[送信]	-	選択したホストにファイルを送信します。

3.	[終了]	-	ユーザー・エージェントを終了します。

	



手動で選択しないバッチ・モード
コマンド行に3つすべての引数を指定すると、ユーザーによる操作を省略できます。ユーザー・
エージェント・アプリケーションはバッチ・モードで開始し、ホスト・ファイルとソース・ファ
イルを開いて、応答ファイル引数に応答を書き込みます。

例

	
java	-
Djava.ext.dirs=.\lib\ext	com.lansa.jsf.useragent.JSFUserAgent	acme.lih	order.xml	response.xml
	

詳細については、「バッチ・モードでのユーザー・エージェントの使用」を参照してください。



8.2.4	対話形式でのユーザー・エージェントの使用
ユーザー・エージェントを開始すると(「ユーザー・エージェントの開始」を参照)、メイン画面
が表示され、[ファイル]メニューからファンクションにアクセスできます。

ユーザー・エージェントを開始する方法によって異なりますが、ステップの順序は以下のように
なります。

1.	[ホスト定義を開く]	-	使用する構成ファイルを選択します。

2.	[ソースデータを開く]	-	アップロードするファイルを定義します。

3.	[送信]	-	ホストにファイルを送信します。

4.	[ソースデータを閉じる]	-	ソース・ファイルを閉じます。

5.	[ホスト定義を閉じる]	-	ステップ1で選択した構成ファイルを閉じます。

6.	[終了]	-	ユーザー・エージェントを終了します。

以下のトピックを確認してください。

[ファイル]メニューのコマンド
[ヘルプ]メニューのコマンド



8.2.5	バッチ・モードでのユーザー・エージェントの使用
3つのコマンド行引数を指定してユーザー・エージェントを開始すると、ユーザー・エージェン
トはバッチ・モードで実行されます。

例

	
java	-
Djava.ext.dirs=.\lib\ext	com.lansa.jsf.useragent.JSFUserAgent	acme.lih	order.xml	response.xml
	

このモードでは、メイン・ウィンドウは開きません。ユーザー・エージェントとユーザーのやり
取りは必要はありません。

操作の結果は、3番目の引数で指定された応答ファイルに書き込まれます。
ユーザー・エージェントをバッチ・モードで使用する場合の例については、ユーザー・エージェ

ントと一緒にインストールされたupload.batファイルを確認してください。



8.2.6	ソース・ファイルについて
ユーザー・エージェントは、構成ファイルで特定されるサーバーに、選択したソース・ファイル
をアップロードします(構成ファイルは、通常、アプリケーション開発者がコード化するか、
ユーザー・エージェントに付属しています。適切なサーバーに接続するには、エンド・ユーザー
は適切な構成ファイルを選択するだけです。「構成ファイルの作成方法」を参照してくださ
い)。
ソース・ファイルは、表計算ソフトまたはテキスト・ファイル、あるいはXMLファイルにもな
ります。ソース・ファイルの有効な形式は、構成ファイルで定義されます。ユーザーは、構成
ファイルと互換性のあるソース・ファイルと、使用されるサーバー・アプリケーションを選択す
る必要があります。

ソース・ファイルの構造は重要なため、把握しておく必要があります。データ・ファイルと同様
に、ファイル構造はアプリケーションに固有です。例えば、注文の詳細が含まれるExcel集計表
を送信する場合、集計表内の列の順序が重要になります。列は行番号、パーツ番号、説明、価
格、数量になります。ユーザーは、送信する集計表の各列に適切なデータを入力します。また、
列見出しがデータとともに送られる場合と送られない場合があります。

ユーザーの責任で、アプリケーションに対してソース・ファイルを適切に構成してください。通
常は、ソース・ファイルのサンプルが提供されます。ユーザーは、サンプル・ファイルにデータ
を入力するか、サンプル・ファイルをコピーするだけで済みます。



8.3	ユーザー・エージェントのメイン・ウィンドウ
ユーザー・エージェントを開くと、以下のようなメイン・ウィンドウが表示されます。

メイン・ウィンドウには、以下のメニュー・コマンドがあります。

									[ファイル]メニューのコマンド

									[ヘルプ]メニューのコマンド



8.3.1	[ファイル]メニューのコマンド
[ファイル]メニューのコマンドでは、ホストへのファイルのアップロードに使用されるファンク
ションが提供されます。

[ファイル]メニューのコマンドは以下のとおりです。

[ホスト定義を開く]
[ホスト定義を閉じ
る]
[ソースデータを開
く]
[ソースデータを閉
じる]
[送信]
[結果]
[終了]



[ホスト定義を開く]
[ホスト定義を開く]オプションでは、使用する構成ファイルを選択するための標準ファイル・ダ
イアログが表示されます。

構成ファイルには、指定したホストへのアップロード要求を処理するために必要なすべての情報
が含まれます。ホストを開くと、開いているソースのコマンドが有効になります。

特定のアプリケーションの構成ファイルがない場合は、「構成ファイルの作成方法」を参照して
ください。



[ホスト定義を閉じる]
[ホスト定義を閉じる]オプションは、現在選択されている構成ファイルを閉じます。
ソースが開いている場合、ホストを閉じるとソースが閉じます。

このオプションではユーザー・エージェントは終了しません。



[ソースデータを開く]
[ソースデータを開く]オプションでは、ホストにアップロードするファイルを選択するための標
準ファイル・ダイアログが表示されます。

選択したソース・ファイルのファイル拡張子は、使用する内容タイプなどのアップロード・パラ
メータを定義します。ソース・ファイルの内容は、テーブル形式(以下の画面の画像を参照)また
はプレーン・テキスト形式(以下の画像を参照)のいずれかで表示されます。



[送信]メニュー・コマンドは、ソース・ファイルを開くと有効になります。



[ソースデータを閉じる]
[ソースデータを閉じる]オプションは開いているソースを閉じます。
このオプションは、ホストを閉じたり、ユーザー・エージェントを終了したりはしません。



[送信]
[送信]オプションは、構成ファイルで指定されたホストに開いているソースを送信します。デー
タを送信する前に、送信確認メッセージ・ボックスで[はい]を選択することでトランザクション
の確認が求められます。

[はい]を選択すると、データがホストに転送されます。
URIエントリーでオプションのいずれかのキーワード・パラメータに*prompt値や*promptsecure
値がある場合、プロンプト・ダイアログが表示され、送信者はURLのキーワード値を変更できま
す。ダイアログのフィールド順序は、URLクエリー文字列でのキーワードの順序と同じです。

	
csv.uri=/cgibin/jsmdirect?
orderxml+profile(CUST001)+password(*promptsecure)+merchant(ACME)
	
csv.uri=/cgibin/jsmdirect?
orderxml+profile(*prompt)+password(*promptsecure)+merchant(*prompt)
	



[結果]
結果メッセージは[結果]タブに表示され、トランザクションの成功や失敗を示します。

右クリックしてポップアップ・メニューを開き、結果をファイルに保存するか、クリップボード
にコピーします。結果データを送る際にホスト・サービスでUAPATHキーワードとUAFILEキー
ワードを使用した場合、保存するファイル名が示されたメニュー・アイテムが表示されます。結
果データがCSVまたはTSVで、このデータの保存に使用するファイル名の拡張子が.xlsの場合、
Excelドキュメントが作成されます。



[終了]
[終了]オプションはユーザー・エージェントを終了します。
[終了]により、ソースとホストも閉じられます。



8.3.2	[ヘルプ]メニューのコマンド
[ヘルプ]メニューでは、アプリケーションで使用可能なヘルプにアクセスできます。
[ヘルプ]メニューのコマンドは以下のとおりです。

カスタマイズされた
ヘルプ・エントリー

[ユーザー	エージェ
ント]
[製品情報]

ユーザー・エージェントのカスタマイズされた独自のヘルプを作成する方法については、「独自
のヘルプ・ファイルの作成」を参照してください。



カスタマイズされたヘルプ・エントリー
特定のユーザー・エージェント・アプリケーションのヘルプを提供するには、カスタマイズされ
たエントリーをHTMLページ形式で作成します。「独自のヘルプ・ファイルの作成」の説明に
従ってカスタマイズされた独自のヘルプを作成し、作成したヘルプをユーザー・エージェントに
リンクすると、そのヘルプが[ヘルプ]メニューに表示されます。
ヘルプ・エントリーは、ローカルHTMLファイルのセットを参照するか、Webサイトを参照しま
す。Webサイトを参照する場合、サイトを表示するWebサーバーへのTCP/IP接続が必要です。
詳細については、「独自のヘルプ・ファイルの作成」を参照してください。



ユーザー・エージェント・ヘルプ
[ユーザー・エージェント]ヘルプ・メニュー・オプションは、新しいウィンドウでこのガイドを
開きます。

独自のユーザー・エージェント・アプリケーションを作成し、この省略値のユーザー・エージェ
ント・ガイドを含めたくない場合は、{現在のディレクトリ}\lib\helpディレクトリを削除するこ
とでガイドを消去できます。



製品情報
[製品情報]メニュー・オプションでは、ユーザー・エージェントのバージョン情報が表示されま
す。



8.4	構成ファイルの作成方法
新しいユーザー・エージェント・アプリケーションを作成するには、アップロードに関する情報
で構成ファイルを定義する必要があります。

スタジオでユーザー・エージェント・ソリューションを作成して、構成ファイルを作成します。

スタジオのプロパティ・エディタを使用して、構成ディレクティブを編集します。構成ファイル
はUTF-8でエンコードされます。
ユーザー・エージェントの構成は、スタジオ内から実行できます。

構成ファイルは、以下のセクションに分かれています。

									ファイル・データ・ソース・ディレクティブ

									Excelデータ・ソース・ディレクティブ

									アプリケーション・ディレクティブ

									転送ディレクティブ

									データ・エンコーディング・ディレクティブ

									SOCKSディレクティブ

									HTTPディレクティブ

									FTPディレクティブ

									SFTPディレクティブ

									JMSディレクティブ

									MQ-Seriesディレクティブ

									ヘルプ・ディレクティブ
ディレクティブは、キーワードと値が等号で区切られて構成されます(キーワード=値)。
また以下も参照してください。

									構成ファイルのサンプル

									ユーザー・エージェントのログ



8.4.1	ファイル・データ・ソース・ディレクティブ
構成ファイルのこのセクションでは、ファイル内のMIME内容タイプのデータとファイル拡張子
のマッピングを定義します。ファイル拡張子がキーで指定され、トランザクションに使用される
MIMEタイプ/内容タイプが値で指定されます。

例

	
xml=text/xml
txt=text/plain
	

上記の場合、拡張子.xmlのファイルが内容タイプtext/xmlで送信され、拡張子.txtのファイルが内
容タイプtext/plainでホストに送信されるように定義されています。



8.4.2	Excelデータ・ソース・ディレクティブ
読み込み対象のMIMEタイプのファイル・データ・ソースがapplication/vnd.ms-excelの場合、その
ファイルはExcelドキュメントとして扱われ、Excelの定義を使用して、ユーザー・エージェント
によるExcelドキュメントの読み書きを制御できます。
通常、excel.convertディレクティブは、Excelシートを読み込み、リモート・ホストに送信される
CSVまたはTSVデータ・ソースを作成するために使用されます。excel.convertディレクティブが
ない場合、Excelファイル全体が内容タイプapplication/vnd.ms-excelで送信されます。Excelシート
がCSVまたはTSVに変換される場合、csv.uriまたはtsv.uriエントリーでURLクエリー文字列が提供
されますが、excel.convertエントリーによって、使用される内容タイプとcharsetのエンコーディ
ングが決定します。

キーワード 説明

excel.sheet.read ホストに送信されるExcelシートを定義し
ます。ディレクティブがない場合、最初
のExcelシートが使用されます。

excel.sheet.write Excelドキュメントの作成時に使用される
Excelシートを定義します。ディレクティ
ブがない場合、Sheet1が使用されます。

excel.trace excel.traceディレクティブが存在し、その
値が*yesの場合、Excelの読み込み結果が
トレース・ファイルexcel-trace.txtに書き
込まれます。

excel.filter.empty 省略値では、データがない行は除外され
ます。除外しないようにするには、この
ディレクティブの値を*noに設定しま
す。

excel.scale 汎用形式の数値セルに使用される小数点
以下の桁数を指定します。省略値は4で
す。

excel.dateformat 省略値では、日付値の書式はyyyy-MM-
ddパターンを使用して設定されます。
このディレクティブを使用して、各自の
日付書式パターンを指定します。
dd/MM/yyyy

excel.convert ホストにデータを送信する前に、適用す



るデータ変換を定義します。	
以下のオプションを使用できます。
text/comma-separated-values
application/comma-separated-values
text/tab-separated-values
application/tab-separated-values
追加のcharset属性により、データ
application/comma-separated-valuesのエン
コーディング(charset=utf-8)が制御されま
す。

excel.convert.decimal excel.convert.decimalディレクティブがあ
り、その値が*yesの場合、数値セルの値
には、省略値のロケールの小数記号に変
換された小数点が付きます。

excel.read.value.trim *none、*both、*leading、*trailing。省略
値は*both

	
例えば、これらの定義により、注文データの内容がコンマ区切り値でホストに送信されます。

	
excel.sheet.read=order-data
#	excel.sheet.write=Sheet1
#	excel.trace=*yes
#	excel.filter.empty=*no
#	excel.convert.decimal=*yes
excel.convert=text/comma-separated-values;	charset=utf-8
#	excel.convert=text/tab-separated-values;	charset=utf-8
	



8.4.3	アプリケーション・ディレクティブ
アプリケーション・ディレクティブにより、アプリケーションのルック・アンド・フィールが制
御されます。また、プロンプトを使用せずにファイルを自動的に読み込み、送信することもでき
ます。

キーワード 説明

tab.placement ソースと応答パネルのタブの配置を制
御します。

source.send ロードされたソースの自動送信を制御
します。

source.sendエントリーがない場合や、
そのコメントを外した場合、アプリ
ケーションはソース・ファイルがロー
ドされた後に停止します。
source.sendエントリーの値が*promptの
場合、ロードされたソースが送信さ
れ、送信要求を確認する通常の送信
メッセージ・ダイアログ・ボックスが
表示されます。
source.sendエントリーの値が*noprompt
の場合、ロードされたソースが送信さ
れます。

ソース・ファイルの拡張子に関連付け
られたURLにキーワード値*promptがあ
る場合、キーワード/値のプロンプト・
ダイアログも表示されます。

source.open ソース・ファイルの自動ロードを制御
します。

source.openエントリーがない場合や、
そのコメントを外した場合、アプリ
ケーションはソース・ファイルをロー
ドしません。
source.openエントリーの値が*promptの
場合、ソース・ファイルを開くダイア
ログのプロンプトが表示されます。



source.openエントリーにファイルが含
まれる場合、このソース・ファイルが
ロードされます。

source.xml.validation XML内容を検証します。

source.convert.yen バックスラッシュ文字を円記号に変換
します。

response.convert.yen バックスラッシュ文字を円記号に変換
します。

source.filter.extension ソースを開くダイアログのファイル名
の拡張子タイプを制御します。

source.filter.description ソースを開くダイアログで使用され
る、すべての拡張子のフィルター記述
を制御します。

source.chooser.description ソースを開くダイアログで使用され
る、各拡張子のフィルター記述を制御
します。

response.filter.extension 応答を保存するダイアログのファイル
名の拡張子タイプを制御します。

response.filter.description 応答を保存するダイアログで使用され
る、すべての拡張子のフィルター記述
を制御します。

response.chooser.description 応答を保存するダイアログで使用され
る、各拡張子のフィルター記述を制御
します。

	

例

	
#	tab.placement=*top	|	*bottom	|	*left	|	*right
tab.placement=*bottom
#
#	source.send=*prompt
#	source.send=*noprompt



source.open=*prompt
#	source.open=order.csv
#	source.xml.validation=*yes	|	*no
#	source.convert.yen=*yes
source.filter.extension=xml,csv,tsv,xls,gif,jpg,edi,x12
source.filter.description=All	Sources
source.chooser.description=XML	Documents,Comma	Separated	Values,Tab	Separated	Values,Excel	Documents,GIF	Images,JPG	Images,EDIFACT	Interchanges,X12	Interchanges
#
response.filter.extension=xml,csv,tsv,xls,gif,jpg,edi,x12
response.filter.description=All	Responses
response.chooser.description=XML	Documents,Comma	Separated	Values,Tab	Separated	Values,Excel	Documents,GIF	Images,JPG	Images,EDIFACT	Interchanges,X12	Interchanges
#
	



8.4.4	転送ディレクティブ
転送エントリーを使用すると、ユーザー・エージェントは、さまざまな転送層を使用して通信で
きます。転送エントリーがない場合、省略値はHTTPになります。

キーワード 説明

transport http、ftp、sftp、jms、またはmqseries

javax.net.ssl.keyStore SSL通信用の指定のキー・ストアを
使用するディレクティブ

javax.net.ssl.keyStoreType キー・ストア・タイプ：省略値は
JKS

javax.net.ssl.keyStorePassword キー・ストア・パスワード

javax.net.ssl.trustStore SSL通信用の指定の信頼ストアを使
用するディレクティブ

javax.net.ssl.trustStoreType 信頼キー・ストア。省略値はJKS

javax.net.ssl.trustStorePassword 信頼ストア・パスワード

javax.net.debug デバッグを有効にします。
デバッグのすべての層で値allを使用
します。
デバッグの指定の層では、値のリス
トssl,handshake,data,trustmanagerを使
用します。

java.protocol.handler.pkgs 任意。httpsプロトコル文字列の処理
に使用されます。

	



8.4.5	データ・エンコーディング・ディレクティブ
異なるプラットフォーム/システム間ではUTF-8エンコーディングを使用することを強くお勧めし
ます。この方法では、コード・ページの変換問題が起こらずにデータが確実に届きます。

UTF-8バイト・エンコーディングは、ソケット接続でテキスト・データを送信する場合にのみ使
用されます。

UTF-8エンコーディングは、すべての文字を表すため、システム間で使用される主要バイト・エ
ンコーディングになります。

UTF-8エンコード・データがサービスに届くと、Unicodeに変換されます。LANSAファンクショ
ンとIBM	i	上のJSMとの間でデータが転送される場合、EBCDICからUnicodeへの変換が行われま
す(逆の場合も同様です)。

PC	(ローカル)	<---	Cp1252	--->	ユーザー・エージェント(Unicode)	<------
>	UTF-8	<----->	JSM	(Unicode)	<-----	CCSID	37	--->	LANSAファンクショ
ン

XMLソースの内容は、自動検出方法を使用してユーザー・エージェントで読み込まれるため、
エンコーディングの選択は必要ありません。

省略値では、すべてのテキストとXML内容は、ファイル拡張子/MIMEタイプのエントリーで指
定されたcharset値を使用してバイト・ストリームに変換されます。XML宣言エンコーディング
は、選択したエンコーディングに合うように修正されます。

詳細については、「IANAエンコーディング」を参照してください。

データ・ソース・テキストのエンコーディング(送信)

キーワード 説明

local.read.text.encoding ユーザー・エージェントがローカル・テ
キスト・ファイルを読み込み、Unicode
データ・ソース文字列を作成する場合に
使用されます。

以下のルールにより、エンコーディング
が決まります。
local.read.text.encodingエントリーがある
場合、この値を使用してテキスト・バイ
トをUnicodeに変換します。
local.read.text.encodingエントリーがない
場合、JVMの省略値・エンコーディング
を使用します。

remote.write.text.encoding ユーザー・エージェントがUnicodeデー
タ・ソース文字列をバイト・ストリーム
に変換して、リモート・ホストに送信す



る場合に使用されます。
以下のルールにより、エンコーディング
が決まります。

ファイル拡張子に関連付けられている内
容タイプに存在するcharset値を使用しま
す。
charsetがない場合、
remote.write.text.encodingエントリーを使
用します。
remote.write.text.encodingエントリーがな
い場合、JVMの省略値・エンコーディン
グを使用します。

データ応答テキストのエンコーディング(受信)

キーワード 説明

remote.read.text.encoding ユーザー・エージェントが、受信した
HTTPバイト内容をUnicodeデータ応答文
字列に変換する場合に使用されます。

以下のルールにより、エンコーディング
が決まります。
HTTP応答プロトコルの内容タイプに存在
するcharset値を使用します。
charsetがない場合、
remote.read.text.encodingエントリーを使用
します。

remote.read.text.encodingエントリーがない
場合、JVMの省略値・エンコーディング
を使用します。

local.write.text.encoding ユーザー・エージェントが、Unicodeデー
タ応答文字列を、必要なローカル・エン
コーディングに変換する場合に使用され
ます。

以下のルールにより、エンコーディング
が決まります。



local.write.text.encodingエントリーがある
場合、これを使用してUnicodeをバイトに
変換します。
local.write.text.encodingエントリーがない
場合、JVMの省略値・エンコーディング
を使用します。

データ応答XMLのエンコーディング(受信)

キーワード 説明

remote.read.xml.encoding ユーザー・エージェントが、受信した
XMLバイト内容をUnicodeデータ応答文字
列に変換する場合に使用されます。

以下のルールにより、エンコーディング
が決まります。
remote.read.xml.encodingエントリーがある
場合、これを使用してバイトをUnicodeに
変換します。
remote.read.text.encodingエントリーがない
場合、省略値のメソッドは*charsetになり
ます。

値が*charsetの場合、charset値を使用しま
す。charsetを使用できない場合、自動検
出を使用します。
値が*autodetectの場合、エンコーディング
を自動検出します。

local.write.xml.encoding ユーザー・エージェントが、Unicode
XMLデータ応答文字列を、必要なローカ
ル・エンコーディングに変換する場合に
使用されます。

以下のルールにより、エンコーディング
が決まります。
local.write.xml.encodingエントリーがある
場合、これを使用してUnicodeをバイトに
変換します。
local.write.text.encodingエントリーがない



場合、省略値のメソッドは*charsetになり
ます。
値が*charsetの場合、charset値を使用しま
す。charsetを使用できない場合、JVMの
省略値・エンコーディングを使用しま
す。

値が*defaultの場合、JVMの省略値・エン
コーディングを使用します。
値が*textの場合、local.write.text.encoding
メソッドを使用します。



8.4.6	SOCKSディレクティブ
HTTP、HTTPS、FTP	(パッシブ・モード)接続は、SOCKSプロキシー・サーバー経由で可能にな
ります。

キーワード 説明

socks Socksのホスト:ポート
省略値のポートは1080です。

socks.user Socksユーザー

socks.version Socksプロトコルのバージョン。省略値は4a
です。
バージョン4の場合は4
バージョン4aの場合は4a



8.4.7	HTTPディレクティブ
データは、HTTPプロトコルを使用してホストに送信されます。
HTTPサーバーはホスト側で実行していなければなりません。
基本、ダイジェスト、及びNTLM認証はユーザー・エージェントに組み込まれています。
現在のところ、中間	プロキシー・サーバーでは基本認証のみがサポートされています。
ユーザーとパスワードがブランクの場合、認証はありません。ただし、HTTPサーバーが401応答
を返した場合、ユーザーとパスワードの入力を求める認証ダイアログが表示され、もう一度送信
が行われます(行われるのは一度のみ)。
user=*promptの場合、フィールドがブランクの認証ダイアログが表示されます。
user=remoteuserの場合、ユーザー・フィールドにリモート・ユーザーが指定された認証ダイアロ
グが表示されます。

user=remoteuserおよびpassword=passphraseの場合、認証ダイアログは表示されません。
ホストURLがHTTPSプロトコルを使用している状態でプロキシーURLを指定した場合、Proxy
SSL	Tunnelingが使用されます。

キーワード 説明

name ユーザー・エージェントの[送信]メッセー
ジ・ボックスに表示される記述名

host HTTPサーバーのURL

host.trusted 信頼ストアにピア証明書が含まれない場
合は、SSL接続に必要です。値が*yesの場
合、サーバー証明書が信頼されます。

user 認証ユーザーまたは*prompt

password 認証パスワード

proxy HTTPプロキシー・サーバーのURL

proxy.user プロキシーの基本認証ユーザー

proxy.password プロキシーの基本認証パスワード

locale HTTPプロトコルのプロパティX-USER-
AGENT-LOCALEの値を設定します。この
エントリーがない場合、省略値のロケー
ルが使用されます。

xxx.uri POSTスタイル・メソッドのファイル拡張
子ベースのホストURIコンポーネントを定



義します。
以下のメソッドで使用されます。
POST
ユーザー定義

method HTTPプロトコル・メソッド。省略値は
POST
GET
HEAD
TRACE
OPTIONS
POST
ユーザー定義

uri GETスタイル・メソッドのホストURIコン
ポーネントと、POSTスタイル・メソッド
の省略値のURIを定義します。
以下のメソッドで使用されます。
GET
HEAD
TRACE
OPTIONS

authentication.preemptive ハンドシェイク認証の効率を上げるため
に、ユーザー・エージェントに特定の認
証方法を指定することができます。
基本認証の場合は*basicを使用します。
ダイジェスト認証には*digestを使用しま
す。
NTLM認証の場合は、*ntlmを使用しま
す。
省略値は*negotiateで、フル認証チャレン
ジが行われた状態です。

注:	ダイジェストとNTLMはチャレンジ・
ハンドシェイクを使用するので、プリエ
ンプティブ認証として選択された場合
は、初期ハンドシェイク中にコンテンツ
が送信されないため、サーバーからの認
証が必須になります。



8.4.8	FTPディレクティブ
データは、FTPプロトコルを使用してホストに送信されます。
FTPサーバーはホスト側で実行していなければなりません。
ftp.userまたはftp.passwordプロパティを使用できない場合、フィールドがブランクの認証ダイア
ログが表示されます。

ftp.user=*promptまたはftp.password=*promptの場合、フィールドがブランクの認証ダイアログが
表示されます。

ftp.user=remoteuserの場合、ユーザー・フィールドにリモート・ユーザーが指定された認証ダイ
アログが表示されます。

ftp.user=remoteuserとftp.password=passphraseの場合、認証ダイアログは表示されません。

キーワード 説明

ftp.name ユーザー・エージェントの[送信]メッセー
ジ・ボックスに表示される記述名

ftp.host FTPサーバーのURL
例：ftp://lansa01:21

ftp.user ログオン・ユーザーまたは*prompt

ftp.password ログオン・パスワードまたは*prompt

ftp.directory アップロードされたファイルを受け取るFTP
サーバー・ディレクトリ
末尾にスラッシュが必要です。
ファイル名はソースのファイル名と同じで
す。
例：/upload/

ftp.path GETメソッドの使用時にダウンロードされる
FTPサーバー・ファイル
PUTメソッドの使用時にアップロードされた
ファイルを受け取るFTPサーバー・ファイル
これにより、固定ファイル名を受信ファイル
に使用できます。
例：/upload/fixedname.txt

ftp.type 転送タイプ。*BINARYまたは*ASCII
省略値は*BINARY



ftp.mode データ・チャネル・モード。*PASSIVEまた
は*PORT
省略値：*PASSIVE

ftp.method ファイルをGETするか、ファイルをPUTする
かを指定。省略値はPUTです。
GET
PUT



8.4.9	SFTPディレクティブ
データは、SSH2	FTPプロトコルを使用してホストに送信されます。
SSH2サーバーはホスト側で実行していなければなりません。
sftp.userプロパティやsftp.passwordプロパティを使用できない場合、フィールドがブランクの認証
ダイアログが表示されます。

sftp.user=*promptまたはsftp.password=*promptの場合、フィールドがブランクの認証ダイアログが
表示されます。

sftp.user=remoteuserの場合、ユーザー・フィールドにリモート・ユーザーが指定された認証ダイ
アログが表示されます。

sftp.user=remoteuserおよびsftp.password=passphraseの場合、認証ダイアログは表示されません。

キーワード 説明

sftp.name ユーザー・エージェントの[送信]メッセー
ジ・ボックスに表示される記述名

sftp.host SSH2サーバーのURL
例：sftp://lansa01:22

sftp.user ログオン・ユーザーまたは*prompt

sftp.password ログオン・パスワードまたは*prompt

sftp.directory アップロードされたファイルを受け取る
SSH2サーバー・ディレクトリ
末尾にスラッシュが必要です。
ファイル名はソースのファイル名と同じで
す。
例：/upload/

sftp.path GETメソッドの使用時にダウンロードされる
SSH2サーバー・ファイル
PUTメソッドを使用する場合にアップロード
されたファイルを受け取るSSH2サーバー・
ファイル

これにより、受信ファイルに固定ファイル名
を使用できます。
例：/upload/fixedname.txt

sftp.method ファイルをGETするか、ファイルをPUTする
かを指定。省略値はPUTです。



GET
PUT



8.4.10	JMSディレクティブ
データはJMSメッセージとして送信されます。
このオプションでは、メッセージ・ブローカーのベンダーに応じて、IBM	MQ-Series	Javaクライ
アント・ファイル、SonicMQファイル、ActiveMQファイルまたはTibcoMQファイルを使用でき
るようにする必要があります。

jms.user=*promptの場合、フィールドがブランクの認証ダイアログが表示されます。
jms.user=remoteuserの場合、ユーザー・フィールドにリモート・ユーザーが指定された認証ダイ
アログが表示されます。

jms.user=remoteuserとjms.password=passphraseの場合、認証ダイアログは表示されません。

キーワード 説明

jms.name ユーザー・エージェントの[送信]メッセー
ジ・ボックスに表示される記述名

jms.vendor メッセージ・ベンダー。mqseries	|	sonicmq	|
activemq	|	tibcomq

jms.host メッセージのサーバー名

jsm.port サーバーのポート。省略値のポートはベン
ダーに依存します。
MQ-Seriesの場合は1414
TibcoMQの場合は7222
SonicMQの場合は2506
ActiveMQの場合は61616

jms.user ログオン・ユーザーまたは*prompt

jms.password ログイン・パスワード

jms.queue 待ち行列の名前

jms.channel MQ-Series通信チャネルの名前
MQ-Seriesの場合のみ必要です。

jms.queue.manager MQ-Series待ち行列マネージャーの名前
MQ-Seriesの場合のみ必要です。

jms.priority メッセージの優先順位
省略値は4

jms.persistent メッセージの永続性。*yesまたは*no



省略値は*yes

jms.expiry メッセージの有効期限(ミリ秒単位)
省略値は無期限を表す*unlimited

jms.clientid メッセージのクライアント識別子

jms.method メッセージをGETするか、メッセージをPUT
するかを指定。省略値はPUTです。
GET
PUT

jms.waittime メッセージの待機時間を指定する際にGETメ
ソッドで使用します。省略値は2000ミリ秒
です。

MQ-Series	IBM	i	の構成
以下のi5/OSコマンドでは、必要なMQ-Seriesオブジェクトを作成し、ポストされた内容を受け取
ります。

GO	CMDMQM
STRSBS	QMQM/QMQM
CRTMQM	MQMNAME(USERAGENT.QUEUE.MANAGER)
STRMQM	MQMNAME(USERAGENT.QUEUE.MANAGER)
CRTMQMQ	QNAME(USERAGENT.QUEUE)	QTYPE(*LCL)	MQMNAME(USERAGENT.QUEUE.MANAGER)
CRTMQMCHL	CHLNAME(USERAGENT.CHANNEL)	CHLTYPE(*SVRCN)	MQMNAME(USERAGENT.QUEUE.MANAGER)
STRMQMCHL	CHLNAME(USERAGENT.CHANNEL)	MQMNAME(USERAGENT.QUEUE.MANAGER)
STRMQMLSR	MQMNAME(USERAGENT.QUEUE.MANAGER)

以下のディレクティブでは、MQ-Seriesメッセージ待ち行列にファイル内容をPUTします。

#
#	JMS	Directives
#
jms.name=Message	queue
jms.host=lansa01
jms.port=1414
#	jms.user=user
#	jms.password=password
jms.queue=USERAGENT.QUEUE
jms.channel=USERAGENT.CHANNEL
jms.queue.manager=USERAGENT.QUEUE.MANAGER



8.4.11	MQ-Seriesディレクティブ
データはMQ-Seriesメッセージとして送信されます。
このオプションでは、IBM	MQ-Series	Javaクライアント・ファイルを使用できるようにする必要
があります。

mq.user=*promptの場合、フィールドがブランクの認証ダイアログが表示されます。
mq.user=remoteuserの場合、ユーザー・フィールドにリモート・ユーザーが指定された認証ダイ
アログが表示されます。

mq.user=remoteuserおよびmq.password=passphraseの場合、認証ダイアログは表示されません。

キーワード 説明

mq.name ユーザー・エージェントの[送信]メッセー
ジ・ボックスに表示される記述名

mq.host MQ-Seriesのサーバー名

mq.port サーバーのポート
省略値は1414

mq.user ログオン・ユーザーまたは*prompt

mq.password ログイン・パスワード

mq.channel MQ-Series通信チャネルの名前

mq.queue.manager MQ-Series待ち行列マネージャーの名前、
または省略値の待ち行列マネージャーの場
合は*default

mq.queue MQ-Series待ち行列の名前

mq.encoding テキスト・メッセージのエンコーディン
グ。mq.ccsid値を使用する場合は*cssid、エ
ンコーディングがない場合は*none

mq.ccsid メッセージの文字セット・エンコーディン
グのID
値*ccsidを使用するエンコーディングのプ
ロパティ。この値に相当するJavaエンコー
ディングの値を使用します。

mq.format メッセージ形式。形式なしの場合は
*none、内容タイプが形式なし以外のテキ



スト・タイプの場合はMQSTRの*default、
またはユーザー定義形式。8文字

mq.priority メッセージの優先順位。省略値は0

mq.persistent メッセージの永続性。*yes、*no、または
*default

mq.userid メッセージのユーザーID。12文字

mq.expiry 10分の1秒単位のメッセージの有効期限
省略値は無期限を表す*unlimited

mq.applicationid メッセージのアプリケーションID。32文字

mq.type メッセージ・タイプ。*datagram、または
メッセージ・タイプを指定する数字
省略値は*datagram
ユーザー定義の範囲は65536〜999999999

mq.messageid メッセージID。*defaultまたは24文字
省略値は*none。メッセージIDは自動で作
成されます。
文字長が24の値を作成するように、値にス
ペースが埋め込まれます。

mq.correlationid 相関ID。*defaultまたは24文字
省略値は*none
文字長が24の値を作成するように、値にス
ペースが埋め込まれます。

mq.id.encoding メッセージIDと相関IDのエンコーディング
省略値は*ccsid
Unicode値からバイトへの変換に使用され
るエンコーディング。最初の24バイトのみ
が使用されます。

mq.reply.queue 応答待ち行列

mq.reply.queue.manager 応答待ち行列マネージャー

mq.method メッセージをGETするか、メッセージを
PUTするかを指定。省略値はPUTです。



GET
PUT

mq.waittime GETメソッドと一緒に使用して、メッセー
ジの待機時間を指定します。省略値は2000
ミリ秒

MQ-Series	IBM	i	の構成
以下のi5/OSコマンドでは、必要なMQ-Seriesオブジェクトを作成し、ポストされた内容を受け取
ります。

GO	CMDMQM
STRSBS	QMQM/QMQM
CRTMQM	MQMNAME(USERAGENT.QUEUE.MANAGER)
STRMQM	MQMNAME(USERAGENT.QUEUE.MANAGER)
CRTMQMQ	QNAME(USERAGENT.QUEUE)	QTYPE(*LCL)	MQMNAME(USERAGENT.QUEUE.MANAGER)
CRTMQMCHL	CHLNAME(USERAGENT.CHANNEL)	CHLTYPE(*SVRCN)	MQMNAME(USERAGENT.QUEUE.MANAGER)
STRMQMCHL	CHLNAME(USERAGENT.CHANNEL)	MQMNAME(USERAGENT.QUEUE.MANAGER)
STRMQMLSR	MQMNAME(USERAGENT.QUEUE.MANAGER)
以下のディレクティブでは、MQ-Seriesメッセージ待ち行列にファイル内容を入れます。

#
#	MQSeries	Directives
#
mq.name=Message	queue
mq.host=lansa01
mq.port=1414
#	mq.user=user
#	mq.password=password
mq.queue=USERAGENT.QUEUE
mq.channel=USERAGENT.CHANNEL
mq.queue.manager=USERAGENT.QUEUE.MANAGER
mq.ccsid=37
mq.encoding=Cp037

mq.ccsidは、MQメッセージ・ヘッダーのCCSIDを設定します。mq.ccsidがない場合、「0」が使
用されます。つまり、待ち行列マネージャーの省略値を使用します。

ファイル内容がテキスト・タイプの場合、Unicode内容はmq.encoding値を使用してバイトにエン
コードされます。

mq.encodingがない場合、ユーザー・エージェントの標準のローカル/リモート・エンコーディン
グ・ルールが適用されます。



8.4.12	ヘルプ・ディレクティブ
ヘルプ・ディレクティブの各セットにより、メインの[ヘルプ]メニューにメニュー項目が作成さ
れます。各ディレクティブのグループ化とメニューの順序は、順序ラベルで管理されます。

キーワード 説明

help.menu.xxx [ヘルプ]メニュー・オプションの名前
例：Payroll	Help

help.keystroke.xxx 該当メニュー・オプションのショートカット・
キー

例：F2
help.file.xxx ユーザー・ヘルプ・ディレクトリに相対的なヘ

ルプ・ファイルのパス

例：payroll/index.html
help.url.xxx ヘルプ・ファイルのURL

例：http://payroll.acme.com/about.html
help.content.xxx コンテンツ・ファイルのテーブルの名前

例：content.hhc
help.content.start.xxx 開始ドキュメントの名前

help.content.title.xxx help.fileまたはhelp.urlリソースのコンテンツ・
タイトル
省略値はメニュー項目テキスト

	



8.4.13	構成ファイルのサンプル
お使いのPCにユーザー・エージェントをインストールすると、インストール・プログラムによ
り、構成ファイルのサンプル(acme.lih)がユーザー・エージェントのサンプル・フォルダーに入
ります。以下に示す構成ファイルは、HTTPホストで使用するように調整された構成ファイルの
サンプルから抽出したものです。

#	LANSA	Integratorホスト情報
#	転送ディレクティブ
#	transport=jms
#	transport=ftp
#	transport=sftp
#	transport=http
#	transport=mqseries
#	javax.net.ssl.keyStore=
#	javax.net.ssl.keyStoreType=jks
#	javax.net.ssl.keyStorePassword=
#	javax.net.ssl.trustStore=
#	javax.net.ssl.trustStoreType=jks
#	javax.net.ssl.trustStorePassword=
#	javax.net.debug=all
#	javax.net.debug=ssl,handshake,data,trustmanager
#	java.protocol.handler.pkgs=com.sun.net.ssl.internal.www.protocol
#	コンテンツ・エンコーディング
#	local.read.text.encoding=ISO8859_1
#	remote.write.text.encoding=UTF-8
#	remote.read.text.encoding=UTF-8
#	local.write.text.encoding=ISO8859_1
#	remote.read.xml.encoding=*charset	|	*autodetect	|	value
#	local.write.xml.encoding=*charset	|	*default	|	*text	|	value
#	拡張子ベースのコンテンツ・タイプ(省略値は、application/octet-
stream)
gif=image/gif
jpg=image/jpeg
jpeg=image/jpeg
pdf=application/pdf
xls=application/vnd.ms-excel
txt=text/plain;	charset=utf-8
html=text/html;	charset=utf-8
x12=application/edi-x12;	charset=utf-8



edi=application/edifact;	charset=utf-8
xml=application/xml;	charset=utf-8
tsv=application/tab-separated-values;	charset=utf-8
csv=application/comma-separated-values;	charset=utf-8
#	xml=text/xml;	charset=utf-8
#	tsv=text/tab-separated-values;	charset=utf-8
#	csv=text/comma-separated-values;	charset=utf-8
#	アプリケーション・ディレクティブ
#	tab.placement=*top	|	*bottom	|	*left	|	*right
tab.placement=*bottom
#	source.send=*prompt
#	source.send=*noprompt
#	source.open=*prompt
#	source.open=order.csv
#	source.convert.yen=*yes
#	source.xml.validation=*yes	|	*no
source.filter.extension=xml,csv,tsv,xls,gif,jpg,edi,x12
source.filter.description=All	Sources
source.chooser.description=XML	Documents,Comma	Separated	Values,Tab	Separated	Values,Excel	Documents,GIF	Images,JPG	Images,EDIFACT	Interchanges,X12	Interchanges
response.filter.extension=xml,csv,tsv,xls,gif,jpg,edi,x12
response.filter.description=All	Responses
response.chooser.description=XML	Documents,Comma	Separated	Values,Tab	Separated	Values,Excel	Documents,GIF	Images,JPG	Images,EDIFACT	Interchanges,X12	Interchanges
#	Excelディレクティブ
#	excel.sheet.read=order-data
#	excel.sheet.write=Sheet1
#	excel.read.value.trim=*none	|	*both	|	*leading	|	*trailing
#	excel.trace=*yes
#	excel.filter.empty=*no
#	excel.scale=4
#	excel.dateformat=yyyy-MM-dd
#	excel.convert.decimal=*yes
excel.convert=text/comma-separated-values;	charset=utf-8
#	excel.convert=text/tab-separated-values;	charset=utf-8
#	SOCKSディレクティブ
#	socks=myproxy:1080
#	socks.user=
#	socks.version=4a
#	HTTPディレクティブ
name=Acme	Corporation



host=http://lansa01:88
#	method=get	|	head	|	trace	|	options	|	post	|	put	|	find	...
#	user=
#	password=
#	authentication.encoding=ISO8859-1
#	host.trusted=*yes
#	proxy=http://myproxy:80
#	proxy.user=
#	proxy.password=
#	proxy.authentication.encoding=ISO8859-1
#	locale=en_AU
#	protocol.version=2
#	protocol.encoding=ISO8859-1
#
#	GET、HEAD、TRACEまたはOPTIONS	URIまたは省略値のPOST	URI
uri=/download.html
#
#	拡張子ベースのPOST	またはその他のメソッドURI
xml.uri=/cgi-bin/jsmdirect?orderxml
csv.uri=/cgi-bin/jsmproxy?ordersv
tsv.uri=/cgi-bin/jsmdirect?ordersv
edi.uri=/cgi-bin/jsmdirect?orderedi
x12.uri=/cgi-bin/jsmdirect?orderedi
xls.uri=/cgi-bin/jsmdirect?upload-xls
gif.uri=/cgi-bin/jsmdirect?upload-image
jpg.uri=/cgi-bin/jsmdirect?upload-image
#	FTPディレクティブ
ftp.name=Acme	Corporation	FTP	site
ftp.host=ftp://lansa01:21
#	ftp.method=get	|	put
#	ftp.type=*binary	|	*ascii
#	ftp.mode=*passive	|	*port
ftp.user=
ftp.password=
ftp.directory=/upload/
ftp.path=/upload/fixedname.txt
#	SFTPディレクティブ
sftp.name=Acme	Corporation	SFTP	site
sftp.host=sftp://lansa01:22



#	sftp.method=get	|	put
sftp.user=
sftp.password=
sftp.directory=/upload/
sftp.path=/upload/fixedname.txt
#	sftp.path.encoding=value
#	JMSディレクティブ
jms.name=Message	queue
#	jms.vendor=mqseries	|	sonicmq	|	activemq	|	tibcomq
jms.host=
#	jms.port=
#	jms.method=get	|	put
#	jms.user=user
#	jms.password=password
jms.queue=
#	jms.channel=
#	jms.queue.manager=*default
#	jms.clientid=
#	jms.priority=4
#	jms.persistent=*yes
#	jms.expiry=*unlimited
#	jms.waittime=2000
#	MQSeriesディレクティブ
mq.name=Message	queue
mq.host=
mq.port=1414
#	mq.method=get	|	put
mq.user=
mq.password=
mq.queue=
mq.channel=
mq.queue.manager=*default
mq.ccsid=37
mq.encoding=*ccsid	|	value
mq.type=*datagram
#	mq.type=*datagram	|	65536	to	999999999
mq.format=*default
#	mq.format=*none	|	*default	|	value
mq.priority=0



mq.persistent=*default
#	mq.persistent=*default	|	*yes	|	*no
mq.expiry=*unlimited
#	mq.expiry=*unlimited	|	value
#	mq.waittime=2000
mq.userid=
#	mq.applicationid=
#	mq.messageid=*none	|	value
#	mq.correlationid=*none	|	value
#	mq.id.encoding=*ccsid	|	value
#	mq.reply.queue=
#	mq.reply.queue.manager=



8.4.14	ユーザー・エージェントのログ
ユーザー・エージェントのアクティビティは、useragent.logファイルに書き込まれます。
システム・プロパティjsf.logを使用できない場合、現在のディレクトリ内のuseragent.logが
使用されます。

useragent.logの絶対位置を指定するには、-D<名前>=<値>を使用してシステム・プロパティ
を設定します。

	
javaw	-
Djsf.log=C:\LANSA\Integrator\UserAgent\useragent.log	com.lansa.jsf.useragent.JSFUserAgent
	

例

	
==============================================================================
[2008-05-
16	14:29:37	+1000]	JSFUserAgent	(	11.4.0	)	started	in	graphical	mode	from	studio.
==============================================================================
==============================================================================
[2008-05-16	14:29:40	+1000]	HTTPClient:	send	message
[2008-05-16	14:29:40	+1000]	Host:	http://lansa01:1099/cgi-bin/jsmdirect?
orderbind
[2008-05-16	14:29:40	+1000]	Send	content	using	mehtod	:	POST
[2008-05-
16	14:29:40	+1000]	Path:	C:\Studio_Beta_Workspace\workspace\UserAgent\solutions\UserAgent\
[2008-05-16	14:29:40	+1000]	File:	order.xml
[2008-05-16	14:29:40	+1000]	Content	type:	application/xml;	charset=utf-8
[2008-05-16	14:29:40	+1000]	Content	encoding:	UTF-8
[2008-05-16	14:29:40	+1000]	Local	encoding:	Cp1252
[2008-05-16	14:29:40	+1000]	Remote	encoding:	UTF-8
[2008-05-16	14:29:40	+1000]	Connect	to	socks	proxy	:	10.2.0.191:1080
[2008-05-16	14:29:40	+1000]	Connect	to	host	:	lansa01:1099
[2008-05-16	14:29:40	+1000]	Read	response	protocol
[2008-05-16	14:29:42	+1000]	HTTP/1.1	200	OK
[2008-05-16	14:29:42	+1000]	Date:	Fri,	16	May	2008	04:28:15	GMT
[2008-05-16	14:29:42	+1000]	Server:	Apache
[2008-05-16	14:29:42	+1000]	X-User-Agent-
File:	eW91cm9yZGVyLnhtbA==
[2008-05-16	14:29:42	+1000]	X-User-Agent-Path:	L3RlbXA=



[2008-05-16	14:29:42	+1000]	Content-Length:	541
[2008-05-16	14:29:42	+1000]	Connection:	close
[2008-05-16	14:29:42	+1000]	Content-Type:	application/xml;	charset=utf-8
[2008-05-16	14:29:42	+1000]	
[2008-05-16	14:29:42	+1000]	Read	response	protocol	completed
[2008-05-16	14:29:42	+1000]	Response:	200	:	OK
[2008-05-16	14:29:42	+1000]	Response:	application/xml;	charset=utf-8
==============================================================================
	



8.4.15	ユーザー・エージェントのワークスペース
ユーザー・エージェントの省略値のワークスペースは、現在のスタートのディレクトリの下にあ
るワークスペース・ディレクトリです。

別のワークスペース・ディレクトリを指定するには、システム・プロパ

ティ"jsf.workspace"を利用します。
javaw	-Djsf.workspace="."	com.lansa.jsf.useragent.JSFUserAgent
javaw	-Djsf.workspace="mydir"	com.lansa.jsf.useragent.JSFUserAgent
javaw	-Djsf.workspace="c:\mydir"	com.lansa.jsf.useragent.JSFUserAgent



8.5	独自のヘルプ・ファイルの作成
カスタマイズしたユーザー・エージェント・アプリケーションをエンド・ユーザーに提供する場
合は、そのアプリケーションのためのカスタム・ヘルプ・テキストを作成できます。そのヘル
プ・ファイルは、ローカルにあるか(ユーザー・エージェントと一緒にインストールされる)、
Webページの形で提供することもできます。
独自のヘルプ・ファイルの作成方法については、以下を確認してください。

									ヘルプ・ファイルのリンク

									目次の作成



8.5.1	ヘルプ・ファイルのリンク
ユーザー・エージェントの[ヘルプ]メニューでは、省略値では[ユーザー・エージェント]ガイド
と[製品情報]ボックスのみを使用できます。メニューに独自のHTMLガイドを追加するには、構
成ファイルにエントリーを追加します。以下のいずれかの方法でヘルプ・ファイルを使用できる
ようになります。

									HTMLファイルを、{現在のディレクトリ}\lib\userhelpディレクトリ、またはこのディレク
トリ内のサブディレクトリに置きます。これにより、各ユーザーは、HTTP接続を開かずに
ファイルをすぐに開いてローカルで検索できます。

									HTMLファイルをWebサーバーに置きます。これにより、最新バージョンのヘルプ・ファ
イルを常に確認できます。ただし、ロード時間や検索時間は長くなります(特に、ユーザーが
リモート・ネットワーク上にいる場合)。

HTMLファイルには、他のページ(ローカルに保管された他のページまたはリモートのWebサイト
のいずれか)へのリンクを含めることができます。ただし、JavaScriptなどの高度なHTML機能は
無視されます。ガイドの構成をユーザーに表示する場合は、HHCファイルを目次として指定で
きます。詳細については、「目次の作成」を参照してください。

ヘルプ・メニューの構成ファイルのディレクティブについては、「ヘルプ・ディレクティブ」で
詳しく説明しています。以下にディレクティブの可能なセットの例をいくつか示します。

以下のエントリーでは、選択するとローカル・ファイル{現在のディレクト
リ}\lib\userhelp\upload\about.htmlを表示する[ヘルプ]メニュー・エントリーが作成されます。

#
#	例1	-	単一のローカル・ヘルプ・ファイル
#
help.menu.001=About	Upload
help.file.001=upload/about.html

以下のエントリーでは、選択するとcontent.hhcファイルで指定された目次を表示する[ヘルプ]メ
ニュー・エントリーが作成されます。「help.content.start」ディレクティブを指定しない場合、開
始ページはルート・レベルのドキュメントになります。

#
#	例2	-	目次を含むローカル・ガイド
#
help.menu.002=Upload	Help
help.keystroke.002=F2
help.content.002=upload/content.hhc
#	help.content.start.002=misc.html
#

以下のエントリーでは、選択するとリモート・リソースを表示する[ヘルプ]メニュー・エント
リーが作成されます。

#
#	例3	-	Webサーバーの単一ヘルプ・ファイル
#



help.menu.003=Latest	Information
help.url.003=http://www.mycompany.com/info.html



8.5.2	目次の作成
ガイドに複数のHTMLページが含まれている場合、以下の例に示すとおり、ユーザーがガイドを
参照しやすくなるように目次を用意すると便利です。

目次は、HHCファイルを使用してユーザー・エージェントで作成されます。HHCファイルは、
多くの場合、コンパイルしたHTML	(CHM)ガイドの一部として作成されます。あるいは、テキス
ト・エディタを使用して手動で作成できます。

以下のHHCファイルでは、上記画面に示すように5つの項目による目次が作成されます。

	
<html><body>
		<ul>
				<li>
						<object	type="text/sitemap">
								<param	name="Name"	value="ﾕｰｻﾞｰ	ｴｰｼﾞｪﾝﾄの使用方法">
								<param	name="Local"	value="index.html">
						</object>
				</li>
				<ul>
						<li>
								<object	type="text/sitemap">
										<param	name="Name"	value="注文のｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ">



										<param	name="Local"	value="upload.html">
								</object>
						</li>
						<li>
								<object	type="text/sitemap">
										<param	name="Name"	value="ﾄﾗﾌﾞﾙ	ｼｭｰﾃｨﾝｸﾞ">
										<param	name="Local"	value="trouble.html">
								</object>
						</li>
						<ul>
								<li>
										<object	type="text/sitemap">
												<param	name="Name"	value="ﾈｯﾄﾜｰｸの問題">
												<param	name="Local"	value="network.html">
										</object>
								</li>
								<li>
										<object	type="text/sitemap">
												<param	name="Name"	value="その他">
												<param	name="Local"	value="misc.html">
										</object>
								</li>
						</ul>
				</ul>
		</ul>
</body></html>
	



8.6	独自のユーザー・エージェント・アプリケーションの作成
LANSA	Integratorの開発者の場合、エンド・ユーザーがJSMアプリケーションへのアップロード
を行えるように、エンド・ユーザーにユーザー・エージェントを提供できます。ユーザー・エー
ジェント・ソフトウェアをカスタマイズするには、独自の構成ファイルとヘルプ・ファイルを出
荷します。これにより、エンド・ユーザーはデスクトップ・アイコンをクリックして、アップ
ロードするファイルを選択するだけで済みます。

独自のユーザー・エージェント・アプリケーションの作成方法とパッケージ方法については、以
下を参照してください。

									アプリケーションの定義

									インストールする必要があるもの

									ユーザー・エージェントのトラブルシューティング



8.6.1	アプリケーションの定義
ユーザー・エージェントには、各種プロトコル、ファイル形式、文字エンコーディングを使用し
てJSMアプリケーションと通信するためのオプションが多数用意されています。ただし、ユー
ザー・エージェントがエンド・ユーザーに提供される場合でも、エンド・ユーザーはこうしたオ
プションのわずかなサブセットしか使用できません。このようなオプションは、ほとんどの場
合、すべてのユーザーに対して同様であり、アプリケーション自体が変更した場合のみ変わりま
す。

カスタム作成ユーザー・エージェント・アプリケーションでは、これらのオプションは非表示に
なっており、エンド・ユーザーはデスクトップ・アイコンをクリックして、アップロードする
ファイルを選択するだけでアプリケーションに接続できます。

このためには、以下の項目を用意する必要があります。

									適切な構成ファイルでユーザー・エージェントを開始するWindowsショートカット。
「ユーザー・エージェントの開始」を参照してください。

									使用するアプリケーションと通信するように構成された完全な構成ファイル(.LIHファイ
ル)。「構成ファイルの作成方法」を参照してください。

									使用するアプリケーションの正しい構造を含むソース・ファイルのサンプル。「ソース・
ファイルについて」を参照してください。

使用するアプリケーションとそのアプリケーションへの接続手順を説明するヘルプ・ファイルま
たはヘルプ・ファイルのセットをHTML形式で用意することもお勧めします。ユーザーに見ても
らうヘルプ情報はかなり簡単にし、Integratorソフトウェアに付属するデフォルトのユーザー・
エージェント・ガイドよりもアプリケーションに関連したものにした方がよいでしょう。「独自
のヘルプ・ファイルの作成」を参照してください。

多くの場合、構成ファイルではsource.openディレクティブを使用します。このオプション
は、構成ファイルを開いた後にソース・ファイルを検索する方法を指定します。ユーザーが有効
なソース・ファイルを選択できるようにするには、以下を使用します。

source.open=*prompt
この場合、ソース・ファイルを選択するファイル・ダイアログがすぐに表示されます。ソース・

ファイルにorder.xmlなどの固定の名前がある場合は以下を使用します。
source.open=order.xml

この場合、ユーザー・エージェントによって該当ファイルが選択されます。プロンプトは表示さ
れません。

以下の行を含めることもできます。

source.send=*prompt
この場合、ファイル・ダイアログでファイルを選択するとすぐにそのファイルを送信するかどう
かの確認を求められます([ファイル]メニューで[送信]を選択する必要はありません)。あるいは、
以下を使用します。

source.send=*noprompt
この場合、ユーザーへの確認なしでファイルが送信されます。

例えば、注文をCSVファイルで受信し、受領をXMLで返すアプリケーションがあり、どちらも
UTF-8でエンコードされるとします。ユーザーがアップロードするCSVファイルを選択できるよ
うにします。以下のような構成ファイルを最初に作成します。



#
#	MyCompany発注アプリケーションのLANSA	Integratorホスト情報
#
#データ・タイプと文字セット
#
xml=application/xml;	charset=utf-8
csv=application/comma-separated-values;	charset=utf-8
#
#ソース
#
source.open=*prompt
source.send=*prompt
source.filter.extension=csv
source.filter.description=All	Sources
source.chooser.description=Comma	Separated	Values
#
#応答
#
response.filter.extension=	xml
response.filter.description=All	Responses
response.chooser.description=XML	Documents
#
#転送
#
name=MyCompany	Pty	Ltd
host=http://www.mycompany.com:80
#
csv.uri=/cgi-bin/jsmdirect?ordercsv
#
#ヘルプ
#
help.menu.001=MyCompany	Order	Help
help.keystroke.001=F1
help.content.001=orderdoc/content.hhc
#
この例では、該当ファイルはmycompany.lihとなります。
次に、ユーザー・エージェントを実行するショートカットを作成します。インストール・ディレ
クトリを開始するように構成されたショートカットを使用する場合、そのショートカットには以
下のようなコマンド行があります。



javaw	-
Djava.ext.dirs=.\lib\ext	com.lansa.jsf.useragent.JSFUserAgent	mycompany.lih
最後に、{現在のディレクトリ}\lib\userhelpディレクトリの下にorderdocというサブディレク
トリを作成し、HTMLヘルプ・ファイルのセットを作成します。詳細については、「独自のヘル
プ・ファイルの作成」を参照してください。

これらのファイルを配布用にパッケージする場合の詳細については、「インストールする必要が
あるもの」を参照してください。



8.6.2	インストールする必要があるもの
以下はアプリケーションのチェックリストです。

									JSMアプリケーションに接続する構成ファイル(.LIHファイル)はありますか?

									ユーザー・エージェントを開始するショートカットまたはスクリプトはありますか?

									ヘルプ・ファイルを含む{現在のディレクトリ}\lib\userhelpディレクトリの下にサブディレ
クトリはありますか?

									{現在のディレクトリ}\lib\extディレクトリに適切なJARファイルがすべてありますか?

									ユーザーがサポート対象のファイル構造を把握できるように付属のサンプル・ファイルが
ありますか?

その他、エンド・ユーザーに役立つファイル(アップロードするファイルのサンプルなど)を、構
成ファイルと一緒にインストール・ディレクトリに配置してください。

アプリケーション・ショートカット
ほとんどの場合、ショートカット(例ではUserAgent.lnk)はWindowsショートカットになりま
す。ショートカットは、[スタート]メニューやデスクトップなどの別の場所にインストールでき
ます。どちらの場合も、インストール・ディレクトリで開始するようにショートカットを構成す
る必要があります。

ユーザーがアップロードするファイルを選択するには、以下のように、構成ファイルを単一のコ
マンド行引数として使用します。

	
javaw	-
Djava.ext.dirs=.\lib\ext	com.lansa.jsf.useragent.JSFUserAgent	mycompany.lih
	

アップロードするファイルの名前が常に同じ場合は、ファイルの名前を2番目の引数として指定
できます。

	
javaw	-
Djava.ext.dirs=.\lib\ext	com.lansa.jsf.useragent.JSFUserAgent	mycompany.lih	order.xml
	

ユーザーとユーザー・エージェントが完全に対話しないようにするには、3番目の引数(応答ファ
イルの名前)を指定すると、ユーザー・エージェントはバッチ・モードで実行されます。この場
合、Windowsショートカットではなくバッチ(.BAT)ファイルを使用する必要があります。例につ
いては、ユーザー・エージェント・インストール・ディレクトリのupload.batファイルを参照
してください(詳細については、「ユーザー・エージェントの開始」を参照してください)。
ユーザー・エージェントをWindows以外のプラットフォームで実行する場合、ユーザー・エー
ジェントを開始する別の方法(Linuxのシェル・スクリプトなど)を指定できます。

ユーザー・エージェントのヘルプ・ファイル
独自のヘルプ・ファイルを含めた場合、情報が適切ではないことがあるため、該当するユー
ザー・エージェント・ガイドをインストールに含めないようにすることができます。該当する
ユーザー・エージェント・ガイドを削除するには、{現在のディレクトリ}\lib\helpディレクトリ



を削除します。ガイドが[ヘルプ]メニューに表示されなくなります。

JARファイル
{現在のディレクトリ}\lib\extディレクトリには、少なくともjsfuseragent.jarを含める必要があ
ります。アプリケーションに応じて、他のファイルも必要になる場合があります。

									Microsoft	Excelファイルを処理する場合、jsmxls.jarが必要です。

									MQ-Series通信の場合、com.ibm.mq.jar、connector.jar、mqji.properties
が必要です(これらのファイルはIBMから入手できます)。



8.6.3	ユーザー・エージェントのトラブルシューティング
以下に、いくつかのユーザー・エージェント・エラーとそのエラーの最もよくある原因を示しま
す。

									送信アクションの失敗

									接続の拒否またはタイムアウト

									不明なホスト

									クラスが見つからない

送信アクションの失敗

ファイルを送信しようとしたときにこのメッセージが表示された場合、サーバーからエラーがレ
ポートされます。この場合、ユーザー・エージェントのウィンドウで[結果]タブをチェックして
詳細情報を検索できます。

[結果]にテキスト[JSMDirect	transaction	did	not	complete]が含まれる場合、サーバー上の
JSMDirectは適切なDC@W29またはdc_w29.txtエントリーを見つけることができないか、
LANSAファンクションを実行できません。HTTPサーバー・ジョブ・ログ(IBM	i	の場合)また



はjsmdirect.log	(Windows、Linuxの場合)を確認してください。

[結果]がサーバー・エラー形式の場合、使用するHTTPサーバー構成またはURLを確認します。

接続の拒否またはタイムアウト

java.net.ConnectExceptionが表示された場合、ユーザー・エージェントはサーバーへのソ
ケット接続を開くことができません。構成ファイル内のポート番号が正しいかどうかを確認し、
HTTPサーバーが実行していることを確認してください。ユーザーまたはエンド・ユーザーのど
ちらかに、この接続をブロックしているファイアウォールがある可能性もあります。

不明なホスト



java.net.UnknownHostExceptionが表示された場合、構成ファイル内のホスト名が正しく
ないか、DNS問題が原因でユーザー・エージェントを実行するクライアントがホスト名を解決で
きません。

クラスが見つからない

クラスが見つからないことを示すメッセージが表示された場合、または一部の機能のサポートが
インストールされない場合、追加のJARファイルをユーザー・エージェントに含めなければなら
ない場合があります。詳細については「インストールする必要があるもの」を参照してくださ
い。また、ユーザーが比較的古いバージョンのJavaを使用している可能性があります。ユー
ザー・エージェントは最低でもJREバージョン1.4が必要です。



9.	リモート・ファンクションの呼び出し
リモート・ファンクションの呼び出し(RFI)は、クライアントJVMとリモートJSMサーバーとの
間で連続Javaオブジェクトを送受信する手段です。
Java	Service	ManagerのRFI機能は、ローカル・オブジェクトへのコーディングと同じくらい簡単
にリモート統合を行うミドルウェアです。Javaクライアント開発者はローカル・オブジェクトを
作成して処理してから、これらのオブジェクトをリモートJSMサーバーに送信します。リモー
ト・サービスは、これらのオブジェクトのローカル・コピーを使用して、ホスト・プログラムに
データを提供します。また、ホスト・プログラムは新しいオブジェクトを作成して、ローカルで
処理するためにコピーをJavaクライアント・プログラムに返すこともできます。ネットワーク・
トラフィックが最小限に抑えられるため、JDBCと比較するとかなり高速であり、より簡単で自
然なコード化が可能になります。RFIは、LANSAファンクションまたは3GLプログラムのいずれ
かで呼び出すことができます。

以下のトピックを確認してください。

RFIServiceクライアント・クラスの使用
クライアントでのRFIDataSourceの処理
RFI例
RFI	Example	Viewer



9.1	RFIServiceクライアント・クラスの使用
RFIServiceは、リモート・ファンクションの呼び出しプログラミングに使用されるクライアン
ト・クラスです。

RFIServiceのインスタンスを作成するには、スタティックなgetInstanceメソッドを使用します。
このメソッドにはプロパティ・パラメータが必要です。これらのプロパティは、ホスト接続の通
信特性を制御します。

プロパティ 説明

rfi.server ホスト・プロトコルとアドレス　
http://your.own.url:port

rfi.proxy プロキシー・サーバー

rfi.user 基本認証ユーザー

rfi.password 基本認証パスワード

rfi.agent ホスト・エージェント・プログラム
省略値	-	/cgi-bin/jsmdirect

rfi.protocol.version Javaシリアライゼーション・バージョン	-
1または2
省略値	-	JVM

rfi.protocol.encoding HTTPプロトコル見出しエンコーディング
省略値	-	ISO8859_1

rfi.authentication.encoding HTTP基本認証エンコーディング
省略値	-	ISO8859_1

rfi.server.trusted 信頼ストアにピア証明書が含まれない場
合は、SSL接続に必要です。
値が真の場合、サーバー証明書が信頼さ
れます。

例

Properties	properties	=	new	Properties	()	;
properties.put	(	"rfi.server",	"http://your.own.url:port"	)	;
RFIService	service	=	RFIService.getInstance	(	properties	)	;

RFIServiceには、シリアライズされたオブジェクトを送受信する2つのメソッドがあります。
getObjectメソッドは、指定したサービス名でホスト・サーバーからシリアライズされた応答オブ



ジェクトを受信する場合に使用されます。

Object	getObject	(	String	service	)	
Object	getObject	(	RFIObject	service	)	;
例

Object	object	=	service.getObject	(	"EMPLOYEE-FETCH"	)	;
putObjectメソッドは、シリアライズされたオブジェクトをホスト・サーバーに送信し、この指定
サービスから応答オブジェクトを受信します。

Object	putObject	(	String	service,	Object	sendObject	)	;
Object	putObject	(	RFIObject	sendObject	)	;
例

Object	object	=	service.putObject	(	"EMPLOYEE-UPDATE",	employee	)	;
ホストからの応答状況が成功ではない場合、RFIExceptionが投げられます。
応答のコンテンツ・タイプが「アプリケーション/x-java-シリアライズ-オブジェクト」ではない
場合、RFIExceptionが投げられます。
コンテンツが返されない場合、nullオブジェクト参照が返されます。それ以外の場合は、コンテ
ンツがデシリアライズされてオブジェクト参照が返されます。

RFIObjectインターフェースには、サービス名を返すメソッドが1つあります。
このメソッドを使用すると、sendObjectはサービス名を指定できるため、Stringサービス名パラ
メータの必要性がなくなります。

public	interface	RFIObject
{
				public	String	getService	()	;
}

RFIExceptionクラスには、応答状況とメッセージにアクセスできるメソッドが複数あります。

メソッド 説明

int	getStatus	() 応答状況コードを取得します。

String	getMessage	() 応答状況メッセージを取得しま
す。

byte[]	getContent	() 応答内容を取得します。

Enumeration	propertyNames	() 応答プロパティを取得します。

getProperty	(	String	property	) 応答プロパティを取得します。



9.2	クライアントでのRFIDataSourceの処理
RFIDataSourceは、RFIObjectインターフェースを実装します。

コンストラクタ 説明

RFIDataSource	(	String名	) 新しいデータ・ソースと、同じ
名前のサービスを作成します。

RFIDataSource	(	String名,	String
サービス	)

指定したサービス名を使用して
新しいデータ・ソースを作成し
ます。

	

メソッド 説明

String	getName	() データ・ソース名。

String	getService	() サービス名。

void	setService	(	Stringサービス	) サービス名を設定しま
す。

void	clearFields	() データ・ソースからすべ
てのフィールドを消去し
ます。

String[]	getFieldNames	() データ・ソースのフィー
ルド名を取得します。

void	putField	(	String名,	String値	) データ・ソースにフィー
ルドを追加します。

void	removeField	(	String名	) データ・ソースから
フィールドを削除しま
す。

boolean	containsField	(	String名	) データ・ソースにフィー
ルドが含まれます。

String	getFieldValue	(	String名	) フィールドの値を取得し
ます。



void	clearTables	() データ・ソースからすべ
てのテーブルを消去しま
す。

void	putTable	(	RFIDataTableテー
ブル	)

データ・ソースにテーブ
ルを追加します。

void	removeTable	(	String名	) データ・ソースからテー
ブルを削除します。

RFIDataTable	getTable	(	String名	) データ・ソースからテー
ブルを取得します。

boolean	containsTable	(	String名	) データ・ソースにテーブ
ルが含まれます。

String[]	getTableNames	() データ・ソースのテーブ
ル名を取得します。

boolean	equals	(	String名	) データ・ソース名と同
値。

	
RFIDataTable

コンストラクタ 説明

RFIDataTable	(	String名,	String[]列	) 新しいテーブ
ルを作成しま
す。

RFIDataTable	(	String名,	String[]列,	int	initialSize	) 新しいテーブ
ルを作成しま
す。

	

メソッド 説明

String	getName	() テーブル名を取得します。

String[]	getColumns	() テーブルの列名を取得しま
す。



int	getColumnCount	() テーブルの列数を取得しま
す。

String	getColumnName	(	int列	) 指定した索引でテーブルの
列名を取得します。

int	getRowCount	() 行数を取得します。

String[]	getRow	(	int行	) 指定した索引でデータの行
を取得します。

void	clear	() すべての行を削除します。

void	remove	(	int行	) 指定した索引で行を削除し
ます。

void	add	(	String[]データ	) データの行を追加します。

void	set	(	int行,	String[]データ	) 指定した索引でデータの行
を更新します。

void	insert	(	int行,	String[]データ	) 指定した索引でデータの行
を挿入します。

String	getValueAt	(	int行,	int列	) 指定した行と列でセル値を
取得します。

void	setValueAt	(	int行,	int列,	String値	) セル値を更新します。

boolean	equals	(	String名	) テーブル名と同値。

	

クライアント側RFIDataSourceオブジェクトの作成例：
	
RFIDataSource	employee	=	new	RFIDataSource	(	"EMPLOYEE"	)	;
	
String[]	columns	=	{	"COMMENT",	"SKILL",	"GRADE",	"ACQUIRED"	}	;
	
RFIDataTable	table	=	new	RFIDataTable	(	"SKILLS",	columns	)	;
	
String[]	data	=	{	"Good	cobol	skills",	"CBL",	"A",	"020399"	}	;
	



table.add	(	data	)	;
	
employee.putTable	(	table	)	;
	



9.3	RFI例
RFI例では、RFIサービスを使用して、リモートJSMサーバーからRFIDataSourceオブジェクトを
受信する方法を示します。このデータ・ソースの内容は、RFI	Example	Viewerで表示されます。

	
Properties	properties	=	new	Properties	();
	
properties.put	(	"rfi.server",	"http://your.own.url:port"	)	;
	
RFIService	service	=	RFIService.getInstance	(	properties	)	;
	
RFIDataSource	dataSource	=	(RFIDataSource)service.getObject	(	"EMPLOYEE-
FETCH"	)	;
	
if	(	dataSource	==	null	)
{
				printStream.println	(	"No	object	was	returned"	)	;
	
				return	;
}
	
if	(	dataSource.equals	(	"EMPLOYEE"	)	)
{
				printStream.println	(	"Data	source	fields	:"	)	;
				printStream.println	(	""	)	;
	
				/*
								Access	fields
				*/
	
				String[]	fields	=	dataSource.getFieldNames	()	;
	
				for	(	int	i=0;	i	<	fields.length;	i++	)
				{
								printStream.println	(	fields[i]	+	"\t\t"	+	dataSource.getFieldValue	(	fields[i]	)	)	;
				}
	
				printStream.println	(	""	)	;
	



				if	(	dataSource.containsTable	(	"SKILLS"	)	)
				{
								printStream.println	(	"Data	source	table	:	SKILLS"	)	;
								printStream.println	(	""	)	;
	
								/*
												Access	table
								*/
	
								RFIDataTable	table	=	dataSource.getTable	(	"SKILLS"	)	;
	
								/*
												Access	table	columns
								*/
	
								String[]	columns	=	table.getColumns	()	;
	
								for	(	int	i=0;	i	<	columns.length;	i++	)
								{
												printStream.print	(	columns[i]	+	"\t"		)	;
								}
	
								/*
												Access	table	rows
								*/
	
								int	rowCount	=	table.getRowCount	()	;
	
								for	(	int	i=0;	i	<	rowCount;	i++	)
								{
												printStream.println	(	""	)	;
	
												for	(	int	j=0;	j	<	columns.length;	j++	)
												{
																printStream.print	(	table.getValueAt	(	i,	j	)	+	"\t"	)	;
												}
								}
				}
}



	



9.4	RFI	Example	Viewer
RFI	Example	Viewerは、RFIServiceクライアント・クラスおよびJSMサービス
RFIDataSourceServiceの使用方法を示す、単純なGUIアプリケーションです。
Javaプログラマは、RFIExampleソース・コードを変更し、RFI	Example	Viewerアプリケーション
をコンパイルおよび実行して、リモートJSMサーバーに対してリモート・ファンクションの呼び
出し(RFI)を実行するRFIExampleクラスを実行します。



10.	トラブルシューティング
担当の販売店に連絡して技術サポートを受ける前に、以下のトラブルシューティングに関するト
ピックを確認してください。

Java	Service	Managerのバージョンの表示方法
IBM	i	の場合のエラー・メッセージの検索
トレース

STRJSMコマンドが機能しない
JSMDirectまたはJSMProxyが機能しない
WindowsサーバーからログオフするとJava仮想マシンが停止する



10.1	Java	Service	Managerのバージョンの表示方法
トレース・ファイルには、各種Integratorコンポーネントのバージョン番号が含まれています。
TRANSPORT.TXTトレース・ファイルには、jsm.jarファイルのバージョン番号が含まれ、この値
はmanager:	versionエントリーの後にあります。DCXS882Xサービス・プログラムのバージョン番
号は、transport:	Client-Versionエントリーの後にあります。クライアント・アプリケーションの
CCSID、言語、国コードも表示されます。

===================	TRACE	OPEN	===================	
manager:	version	:	11.4.0
manager:	date				:	2006-05-11	15:04:36	+1000
	
client	thread:	client	address	:	127.0.0.1
	
client	thread:	read	command
transport:	read	protocol	head
transport:	Client-Type	:	IBM	i
transport:	Client-Version	:	11.4.0
transport:	Client-CodePage	:	37
transport:	Client-Language	:	ENU
transport:	Client-Country	:	AU
transport:	Content-Type	:	application/command
transport:	Command-Length	:	12
	
===================	TRACE	CLOSE	===================

ほとんどのHTTPサービスで作成されたHTTP_KEYWORDS.TXTファイルには、バージョン情報
も含まれています。

DIRECT-VERSIONキーワード値は、JSMDirectのバージョン番号です。
PROXY-VERSIONキーワード値は、JSMProxyのバージョン番号です。
USER-AGENTキーワード値には、Integratorユーザー・エージェントのバージョン番号が含まれ
ています。

PROXY-VERSION	=	11.4.0
DIRECT-VERSION	=	11.4.0
USER-AGENT	=	LANSA	Integrator	UserAgent/11.4.0	(Client)
USER-AGENT	=	LANSA	Integrator	RFIAgent/11.4.0	(Client)

JSMDirectとJSMProxyのバージョンを確認するには、Webブラウザーを使用し、サービス引数を
指定せずにCGIプログラムを実行します。

IBM	i	の場
合：

http://myserver/cgi-bin/jsmdirect
http://myserver/cgi-bin/jsmproxy



Windowsの
場合

http://myserver/cgi-bin/jsmdirect.exe
http://myserver/cgi-bin/jsmproxy.exe

CGIプログラムは、バージョン情報を表示するHTMLページを返します。



10.2	IBM	i	の場合のエラー・メッセージの検索
以下に、IBM	i	上でJava	Service	Managerを実行する際に、エラー・メッセージの検索に役立つ重
要な詳細事項をいくつか示します。

									省略値では、Java	Service	ManagerはJSMサブシステムで実行します。

									JSMインスタンスはユーザー・プロファイルQOTHPRDOWNで実行されるため、そのユー
ザー・プロファイルで所有するスプール・ファイルを検索します。

									JSMライブラリ(省略値はJSMLIB)内のJSMというOUTQには、i5/OS出力が含まれます。こ
こでSTDOUTメッセージを探してください。

									トレースを有効にすると、Java	Service	Managerを開始するたびに、ジョブ番号を使用して
traceサブディレクトリ(/jsm/instance/trace)にサブディレクトリが作成されます。

									JSMDirectが使用される場合、このCGIプログラムの実行に使用されるHTTP	Webサー
バー・インスタンスのジョブ・ログを調べてください。JSMDRTEXT、JSMLSAEXT、
JSMPXYEXTの各プログラムを参照してください。



10.3	トレース
Integratorに付属するトレース機能の詳細については、以下を参照してください。
トレース

Apacheトレース(IBM	i	)



10.4	STRJSMコマンドが機能しない
STRJSMコマンド・オブジェクトは付属していますが、STRJSM	CLプログラムは付属していませ
ん。ユーザーはSTRJSM	CLプログラムをコンパイルする必要があります。
STRJSMが開始しない原因として、STRJSMプログラムが存在しないか、STRJSMコマンドとCL
プログラムのパラメータがアップグレード後に変わったことがあげられます。

JSMLIBライブラリ内のCLソース・ファイルQCLSRCを確認してください。
このファイルには、以下のソース・メンバーが含まれています。

CRTDEMO
CRTJSMSBS
JSMADMEXT
JSMDRTEXT
JSMLSAEXT
JSMPXYEXT
STRJSM

STRJSMコマンドは、STRJSM	CLプログラムを呼び出します。このプログラムは、以下の
SBMJOBコマンドを使用してRUNJSMプログラムを送信します。

SBMJOB	CMD(CALL	PGM(RUNJSM)
PARM(&INSTANCE	&VERSION	&OPTION	&GCHINL	&GCHMAX	&JSMJOB))	+
JOB(&JSMJOB)	+
JOBD(*LIBL/&JSMJOBD)	+
JOBQ(*JOBD)	+
PRTDEV(*JOBD)	+
OUTQ(*JOBD)	+
USER(*JOBD)	+
SYSLIBL(*SYSVAL)	+
CURLIB(*CRTDFT)	+
INLLIBL(*JOBD)	+
DSPSBMJOB(*NO)	+
MSGQ(*NONE)	+
CPYENVVAR(*NO)	+
LOG(4	00	*SECLVL)

JSMLIBライブラリで以下のオブジェクトを確認してください。

JSMサブシステムの記述
JSMジョブの記述
JSMジョブの待ち行列
JSM出力の待ち行列
JSMクラス

JSMサブシステムの記述でジョブの待ち行列と経路エントリーを確認してください。CLソース



CRTJSMSBSを確認します。このプログラムは、作業管理オブジェクトを作成する場合に使用さ
れています。

STRSBS	SBSD	(JSM)コマンドを使用して、JSMサブシステムを開始します。
DSPJOBLOGコマンドとWRKSBMJOBコマンドを使用して、ジョブ・ログとスプール・ファイル
を検索します。



10.5	JSMDirectまたはJSMProxyが機能しない
以下も参照してください。

JSMDirectプログラムのロジック
JSMProxyプログラムのロジック

LANSA093.CHM::/intengb6_0055.htm
LANSA093.CHM::/intb6_0165.htm


10.6	WindowsサーバーからログオフするとJava仮想マシンが停
止する
シナリオ：サーバーにログオンし、JSMアドミニストレータが実行しているとします。いくつか
の作業を行います。JSMアドミニストレータは引き続き実行しています。その後、サーバーから
ログオフします。JSMアドミニストレータが機能を停止し、不具合が発生します。
何が起こっているかというと、ログオフ時にJava仮想マシンが停止しています。これは、ほとん
どの状況では正しい動作ですが、WindowsサービスからJava仮想マシンを実行している場合には
正しくありません。

Java仮想マシンはどのようにして違いを区別できるでしょうか?区別はできませんが、-Xrsオプ
ションを使用してログオフするとJava仮想マシンを停止しないようにすることができます。
jsmmgrdta.txtファイルに-Xrsオプションを挿入すれば、上記のシナリオは発生しなくなります。



11.	推奨事項
									Javaサービスに関連しないLANSAファンクション・フィールドの先頭にJSMを付けてくだ
さい。これにより、ファンクションとJavaサービス間で転送されるデータ量が少なくなりま
す。この推奨事項を示すために、一部のLANSA	Integratorの例では、フィールド#JSMSTS、
#JSMMSG、#JSMCMDが使用されています。

									MQSeriesプログラムを使用する場合、メッセージと相関IDを受信するフィールドの先頭に
JSMを付けてください。これらのフィールドは、英数字範囲外で24バイトのデータを受信で
きます。つまり、ネイティブからUnicodeへの変換が失敗するため、データをJavaサービスに
送信できません。

									jarサブディレクトリにjarファイルのバックアップ・コピーを作成しないでください。JSM
が開始すると、jarディレクトリ内のファイルはすべてJavaクラスパスに含まれます。Javaク
ラスパス内の目的のjarファイルよりも先に、バックアップ・ファイルが表示されることがあ
ります。このため、目的のjarファイル内のクラスではなく、バックアップ・ファイル内のク
ラスが使用されてしまいます。

									スタイルの問題ですが、コマンド・キーワード値がスタティックな場合、文字列連結を使
用してコマンドを生成するサブルーチンを使用しないでください。コマンド文字列にキー
ワードを直接入れてください。

									IIS仮想フォルダーは、cgi-bin-jsmdirectやcgi-bin-jsmproxyではなくcgi-binにしてください。
cgi-binを使用する場合、拡張子.exeを使用するIISを除き、URLは他のプラットフォームと一
致します。HTTPサーバーがApacheの場合、拡張子.exeはマッピングから外され、すべての
URLは全HTTPサーバーで一致します。

									JavaサービスでLANSAファンクション・フィールド値のみが必要な場合、ファンクション
とJavaサービス間のデータ転送をトリガーするには、ダミーの作業リストの代わりに
SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)キーワードを使用してください。

									サービス・プロパティ・ファイルのLANSAスタジオ・セクション内のエントリーを修正
しないでください。ただし、これらのファイルの下部に独自のセクションを追加することは
構いません。プロパティ・ファイルのすべてのエントリーは、studio-projectセクション内に
あります。アップグレード・プロセスでは、セクションの外部にあるエントリーは、studio-
project	id="00000000-000000"	name="unassigned"セクションに配置されます。これらは別のセ
クションに割り当てるか、削除したほうがよいでしょう。



チュートリアル
LANSA	Integratorチュートリアルとは
LANSA	Integratorチュートリアルは、各種転送プロトコルを使用してLANSAでIntegratorアプリ
ケーションを生成するために必要なスキルの紹介を目的とする演習問題です。

チュートリアルには以下のものがあります。

INT001	-	JSMインストールとテストの検証
INT002	-	JSMの基本操作の開始
INT003	-	FTPサービスの使用
INT004	-	LANSAユーザー・エージェントの使用
INT005	-	部門照会バインディング
INT006	-	部門照会ファンクション
INT007	-	部門リスト照会
INT008	-	部門と社員サーバー
INT009	-	部門と社員クライアント(オプション)
INT010A	-	SOAPサービス	-	サーバーの定義
INT010B	-	SOAPサービス	-	エージェントの定義
INT010C	-	SOAPサービス	-	テスト
INT011	-	Excelドキュメントの作成
INT012	-	テンプレートとフォーマットでExcelドキュメントを作成する
INT013	-	PDFDocumentServiceを使用してPDF出力を作成する

チュートリアルの対象者
これらのチュートリアルは、LANSA	Integratorを使用してアプリケーションの生成方法を学習す
る初心者やLANSA経験のある開発者が使用できます。
チュートリアルを使用するには、RDMLおよびRDMLXを使用してLANSAプロセスとファンク
ションを作成できるようにする必要があります。RDML/Xの編集方法、LANSAリポジトリでの
フィールドの作成方法を理解していることが前提になります。

チュートリアルの使用方法
チュートリアルは順序通りに修了することをお勧めします。前半のチュートリアルで作成された
プロセスやファンクションが後半のチュートリアルで再度利用されます。

複数の開発者がチュートリアルを使用できるように、すべてのLANSAオブジェクトにiiiで始ま
る名前を付けます。iiiには、名前のイニシャルなど、任意の3つの文字が使えます。例えば、名
前がJohn	David	SmithであればJDSの文字を使用します。iiiFN01という名前のファンクションの
作成を求められた場合、JDSFN01というファンクションを作成します。iiiは必ず固有の3つの文
字で置き換えてください。

LANSA区画がチュートリアル用に適切にセットアップされているかどうかを確認するには、
「チュートリアルのインストール」(以下)を参照してください。

使用区画
チュートリアル用にDEM区画の使用をお勧めします。DEMは、LANSA	for	IBM	i	およびVisual



LANSAシステムと一緒に自動でインストールされます。DEM区画には人事システム	デモンスト
レーション	ファイルおよびチュートリアルで使用するのに必要なファイルがすべて含まれてい
ます。

DEM区画を使用しない場合は、人事システム・ファイルで使用する別の区画をセットアップす
ることが可能です。

使用する区画はRDMLX対応でなければなりません。

チュートリアルのインストール
LANSA	Integratorチュートリアルを使用するには、SET資料をインストールする必要がありま
す。SETのインストールの詳細については、『SET	Guide』を参照してください。
スタジオとユーザー・エージェントもインストールする必要があります。詳細については、
『Windows	LANSAインストールガイド』の「タスク：その他の機能のインストール	」または
「LANSA	on	Windowsのアップグレード」を参照してください。
一部のチュートリアルは、インストールしたHTTPサーバーを必要とするJSMDIRECTで実行され
ます。詳細については、「JSMDIRECT」を参照してください。
INT002	(および以下のチュートリアル)では、LANSAテンプレートJSMXSKELおよび
BBJSMXCMDを使用します。これらのテンプレートはLANSAに付属していないため、作成する
必要があります。作成手順と必要なコードは、「RDMLXテンプレートの作成」で提供されてい
ます。

トレーニングを使用できる開発者数
同時にトレーニングを使用する開発者数に制限はありません。ただし、各開発者が固有のIDで
作業することが重要になります。

チュートリアルでは、各開発者は、開発者のイニシャルに基づいて作成できるオブジェクトの接
頭辞iiiを使用します。また、この接頭辞はシステム担当者によって割り当てられる場合がありま
す。

演習問題の構成
									最初の方のステップでは、実行する作業について厳密に説明していますが、ステップが進
んでいくと、指示の内容がそれほど詳細ではなくなります。

									演習の各ステップが終了したら、印を付けてください。

									異なるファイルやプロセスの名前を入力する際は特に注意してください。

									要求された作業のみを完了します。

フィードバック
									LANSAの資料とチュートリアルの全体的な品質を改善していくために、このチュートリ
アルに関するご意見をお寄せいただければ幸いです。ご意見・ご感想
はlansatraining@LANSA.com.au宛に電子メールにてお送りください。

its:LANSA041.CHM::/l4winsb4_0255.htm
its:LANSA041.CHM::/l4winsb5_0015.htm
mailto:lansatraining@LANSA.com.au


命名規則
このトレーニング・コースを通じて、以下の命名基準は、RDMLXプロセスとファンクション、
ウィザードで作成されたプロジェクト、XMLファイル、およびjarファイルに使用されます。命
名基準は、プロジェクトで使用するXML、プロジェクトから生成されたバインディングjarファ
イル、およびバインディングが参照されるファンクションをプロジェクトと関連付ける場合に役
立ちます。

プロセス名：		iiiPROnn
説明

			iiiは一意の3文字です。
			nnは連番です。
ファンクション名：		iiiFNnn
説明

			iiiは一意の3文字です。
			nnは連番です。
プロジェクト：		processname_action.xml.prj
説明

			processnameは、クライアントとサーバーのRDMLXファンクションをグループ化するプロ
セスの名前です。

			actionは、requestまたはresponseのいずれかになります。
XMLファイル：		processname_action.xml
説明

			processnameは、クライアントとサーバーのRDMLXファンクションをグループ化するプロ
セスの名前です。	
			actionは、requestまたはresponseのいずれかになります。



INT001	-	JSMインストールとテストの検証

Visual	LANSAをインストールしている場合に限り、この最初のチュートリアルを完了で
きます。

目的：
									SET資料に精通する

									特定のSET例を検索するさまざまな方法を学習する

									ファイル・リストをFTPから転送するSET218G例を実行する

									FTPファンクションのRDMLXソース・コードを検索する

									FTPサービスを使用するメリットを明確にする
上記の目的を達成するには、以下のステップを完了してください。

									ステップ1.	特定のSET例を検索する

									ステップ2.	SET218	FTP例を実行する

									ステップ3.	ソース・コードを検索する

									まとめ

始める前に
この演習はSET例を使用します。これはJava	Services	Managerを実行しているサーバー（通常は
ユーザーのIBM	i	サーバー）にインストールされ、コンパイルされた状態でなければなりませ
ん。必要な教材をインストールする一番簡単な方法は、LANSA	Webサイトにあるファイルから
SET例をインポートすることです。
詳細は以下を参照してください。

http://www.lansa.com/support/set/index.htm
これが推奨の方法です。

この代わりに下に示すオンライン・ガイドのSET例を参照して、必要なリポジトリ・オブジェク
トを全て作成し、プロセスとファンクションをコンパイルすることもできます。SET例218を実
行するには、次のプロセスとファンクションに加え、関連する全てのファイル、フィールドやシ
ステム変数が必要となります。

プロセス：SET_MOD、S_SYSVARおよびSET_218
詳細はSETガイドを参照してください。

http://www.lansa.com/support/set/index.htm


ステップ1.	特定のSET例を検索する
このステップでは、オンライン・ガイドを開いてSETマニュアルを探し、特定のLANSA
Integratorの例を検索します。今回は、FTPサービスを使用してファイル転送プロトコルの使用方
法を説明するLANSA	Integratorの例を検索します。
1.				オンライン・ガイドがない場合は、LANSA	webサイト	のサポートページから必要なSETファ
イルをダウンロードできます。そして手順2に進み、[The	SET	Collection]の[目次]タブの項目
を展開します。

もしくは

1.					LANSAオンライン・ドキュメントがある場合は、その中でSETファイルを探すことができま
す。

a.		LANSAプログラム・リストの[ドキュメンテーション]項目をクリックしてLANSAドキュ
メンテーションを開きます。

b.		[LANSA	ドキュメント	ディレクトリ]で[グループガイド(全てのガイド)]を選択し、表示
されたウィンドウで[Visual	LANSA	ユーザー	ガイド]をクリックします。	

c.			[Visual	LANSA	ユーザー	ガイド]が開いたら、ツールバーの アイコンを選択して
[SETコレクション]を開きます。

http://www.lansa.com/support/set/index.htm


2.			[SETコレクション]の[目次]タブの項目を展開します。

3.			[キーワード]タブを選択します。

4.			キーワード「FTP」を入力してFTPの例を探します。

						[表示]ボタンを押すか、FTPエントリーをダブルクリックし、必要なトピック(この場合は
[Transfer	File(s)	using	FTP])を選択します。

5.			[目次]タブを選択します。選択したトピックが[目次]リストで強調表示されている点に注目し
てください。この選択は、[目次]リストが開いている(展開している)場合にのみ行われます。

6.			[検索]タブを選択します。

						さまざまな検索語を使用してSET例を検索してみましょう。複数の単語(フレーズなど)を検索
したい場合は引用符を使用します。例えば"using	FTP"のようになります。単語全体を入力す
るか、抜けている文字の代わりにワイルド・カード(*)を使用してください。見出しを検索す
る場合は、( )	[タイトルのみ検索]オプションを選択します。

7.			探しているエントリーをダブルクリックすると、そのエントリーがウィンドウに表示されま
す。

8.			[目次]タブを再度選択します。選択したトピックが[目次]リストで強調表示されている点に注
目してください。



ステップ2.	SET218	FTP例を実行する
このステップでは、SET218例のドキュメンテーションに目を通して実行します。SET資料を区
画にインポートしてJava	Service	Managerを開始しておく必要があります。
1.			JSMとFTPの例を使用してSET218のメイン・ページを探します。

2.			画面の画像を確認して、メモや提案などのテキストに目を通します。

3.			ページ上部の[To	Execute	this	Example]ハイパーリンクをクリックします。

4.			例218Gを実行してFTPフォルダーからファイル・リストを取得します。

上記の例ではIBM	i	サーバー“EARTH”に接続します。FTPではDEBUG.LOGファイルをIFSのルー
トにある/TMPフォルダから、同じくIFSのルートにある/TEMPフォルダにPUTします。
注：ネットワーク管理者によって、IPアドレス、FTPサーバー、ユーザーID、パスワードに必要
な情報が必要に応じて提供されます。「まとめ」の「ヒントとテクニック」を参照してくださ
い。



ステップ3.	ソース・コードを検索する
このステップでは、以前のステップで実行したファンクションのRDMLXソース・コードを探し
ます。

1.			JSMとFTPの例を使用してSET218のメイン・ページを探します。

2.			ページ上部の[The	Things	that	Make	Up	this	Example]ハイパーリンクをクリックします。

3.			ファンクションSET218Gのソース・コードのハイパーリンクをクリックします。



まとめ

重要な考察事項
									SETオンライン・ガイドの例を検索するには複数の異なる方法があります。

									オンライン・ガイドは、特定の例の機能が特定のニーズに適用されるかどうかを判断する
場合に役立ちます。SET資料は、必要なすべてのRDMLXコードを含む実行形式で提供されま
す。このため、RDMLXを備えたすぐに使用可能な機能が提供されます。SET資料をインポー
トして適切なエディタでコードを調べることをお勧めします。

ヒントとテクニック
									SET218G例は、ftp.mcafee.comやftp.norton.comなどの公開されている多くのFTPサイトを使
用してテストできます。このような公開サイトには、多くの場合、匿名/ゲストのユーザー
ID/パスワードがあります。FTPサイトのIPアドレスを特定するには、PINGコマンドを使用し
ます。例えば、ftp.norton.comに対してPINGを実行します。公開サイトがブラウザーで機能す
るかどうかを忘れずにテストしてください。

									機能をユーザー・インターフェースとは別にする方法が適しています。例218Aでは、
SET218WファンクションによってWebユーザー・インターフェースが提供されますが、JSM
を使用してFTPでファイル・リストを転送するのは218Aファンクションになります。つま
り、SET218Aに必要なフィールドとリストが提供される場合、独自のユーザー・インター
フェースを作成し、SET218Aをそのまま使用してファイルを転送できます。同じ原則が他の
JSM例にも適用されます。

これまでの学習内容
									SET例に含まれている資料

									SET資料が重要な理由

									SETオンライン・ガイドの使用方法

									LANSA	IntegratorのFTPサービスを使用したインターネット経由のFTPの使用方法



INT002	-	JSMの基本操作の開始
目的：
									JSMセッションを開始し、サービスのロードとアンロードを行い、JSMセッションを終了
するテスト・ファンクションを作成する(このテスト・ファンクションでは、サービスに対し
てコマンドを実行しません)。テンプレートを使用してテスト・ファンクションを作成しま
す。

									JSM組み込み関数の基本構造とその使用方法を学習する

									JSMの開始方法と終了方法を学習する

									サービスのロード方法とアンロード方法を学習する

									JSMでのエラーの処理方法を学習する
上記の目的を達成するには、以下のステップを完了してください。

									ステップ1.	テンプレートJSMXSKELを使用してファンクションを作成する

									ステップ2.	ステータスとメッセージを保存する作業リストをCHECK_STSサブルーチンに
追加する

									ステップ3.	ステータスとメッセージを表示するRDMLファンクションを作成する

									ステップ4.	iiiFN01ファンクションをテストする

									まとめ



ステップ1.	テンプレートJSMXSKELを使用してファンクショ
ンを作成する
このステップでは、JSMを開いて終了し、FTPServiceサービスをロードするテスト・ファンク
ションをテンプレートJSMXSKELを使用して作成します。JSMXSKELのコピーがない場合、最
初に「RDMLXテンプレートの作成」の手順を使用してJSMXSKELを作成する必要があります。
1.			LANSA開発環境を使用する場合、チュートリアルに指定された区画(通常はDEM)にサイン・
オンします。

2.			JSMXSKELテンプレートではJSMXCMD、JSMXHDLE1、JSMSTS、JSMMSGの各フィールド
が必要なため、これらのフィールドがリポジトリで定義されているかどうかをチェックしま
す。これらのフィールドが存在しない場合、以下のように作成できます。

									JSMXCMD	STRING(65535,0)	(RDMLXフィールドでなければならない)

									JSMXHDLE1	ALPHA(4,0)

									JSMSTS	ALPHA(20,0)

									JSMMSG	ALPHA(200,0)
3.			iiiPRO01	JSM	Test	Processという新しいLANSAプロセスを作成します。iiiは一意の3文字です

(プロセスがすでにある場合は、iiiに対して別の文字セットを選択します)。

4.			プロセスiiiPRO01に属するiiiFN01	JSM	Open/Closeという新しいファンクションを作成しま
す。[RDMLXフィールドの保管の確認]チェックボックスが選択されていることを確認しま
す。ファンクションがアプリケーション・テンプレートから生成されるように指定します
([テンプレート]ドロップダウンでJSMXSKELを選択します)。

5.			以下の表に示すようにテンプレートの質問に回答します。

質問 回答 説明

JSMサービスをロードし
ますか?

FTPSERVICE 	

		
6.			iiiFN01ファンクションを編集して、生成されたRDMLXコードを調べます。

						ファンクションは以下のように表示されます。

*	====================================================
*	Process	........:JMIPRO01
*	Function	.......:JMIFN01
*	Created	on	.....:08/11/13	at	14:27:55
*	Description	....:JSM	Open/Close
*	Template........:JSMXSKEL
*	====================================================
FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)
*JSMを開いて状況を検証する
USE	BUILTIN(JSMX_OPEN)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG



#JSMXHDLE1)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK_STS)	WITH_PARMS(#JSMXHDLE1)
*サービス・ロード・コマンドを作成する
#JSMXCMD	:=	'SERVICE_LOAD'
EXECUTE	SUBROUTINE(KEYWRD)	WITH_PARMS(#JSMXCMD
'SERVICE'	'FTPSERVICE')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK_STS)	WITH_PARMS(#JSMXHDLE1)
*	各自のロジックをここに記載
*
*サービスをアンロードする
#JSMXCMD	:=	'SERVICE_UNLOAD'
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK_STS)	WITH_PARMS(#JSMXHDLE1)
*	JSMを終了して状況を検証する
USE	BUILTIN(JSMX_CLOSE)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1)
TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK_STS)	WITH_PARMS(#JSMXHDLE1)
*
RETURN
*	JSMコマンド、既存のJSMコマンドを生成するサブルーチン
SUBROUTINE	NAME(KEYWRD)	PARMS((#W_CMDX	*BOTH)
(#W_KEYWRD	*RECEIVED)	(#W_KEYVAL	*RECEIVED))
DEFINE	FIELD(#W_CMDX)	REFFLD(#JSMXCMD)
DEFINE	FIELD(#W_KEYWRD)	REFFLD(#STD_TEXT)
DEFINE	FIELD(#W_KEYVAL)	REFFLD(#STD_TEXTL)
#W_CMDX	+=	'	'	+	#W_KEYWRD	+	'('	+	#W_KEYVAL	+	')'
ENDROUTINE
*発行されたJSMコマンドの状況をチェックする
*
SUBROUTINE	NAME(CHECK_STS)	PARMS(#W_HDLE)
DEFINE	FIELD(#MSGDTA)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(132)
DEFINE	FIELD(#W_HDLE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(4)
IF	COND('#JSMSTS	*NE	OK')
#MSGDTA	:=	'Error	Status	Code:'	+	#JSMSTS
MESSAGE	MSGID(DCM9899)	MSGF(DC@M01)	MSGDTA(#MSGDTA)
#MSGDTA	:=	'Error	Message:'	+	#JSMMSG



MESSAGE	MSGID(DCM9899)	MSGF(DC@M01)	MSGDTA(#MSGDTA)
ENDIF
ENDROUTINE
	

JSMXを開くコマンド、FTPServiceサービスをロードするコマンド、サービスをアンロードする
コマンド、JSMXを終了するコマンドに注目してください。

									JSMコマンドのキーワードとその値の生成が簡単になるようにKEYWRDサブルーチンを使
用している点に注意してください。KEYWRDサブルーチンの詳細については、「INT003	-
FTPサービスの使用」で説明します。

									エラー処理用の各JSMコマンドの後にCHECK_STSサブルーチンが使用されている点に注
意してください。このルーチンはエラー・メッセージの書式を整えるだけです。エラーの発
生時にファンクションを中断するわけではありません。

									CHECK_STSサブルーチンには、状況をチェックするハンドルを指定するパラメータが必
要です。これは、JSMサーバーへの複数の接続が同時に開くことがあるためです。



ステップ2.	ステータスとメッセージを保存する作業リストを
CHECK_STSサブルーチンに追加する
このステップでは、各JSMステートメントの実行後にステータスとメッセージを保存する作業リ
ストをCHECK_STSサブルーチンに定義し、JSMがさまざまな操作を実行したときのファンク
ションのステータスを示します。

1.			これはRDMLXファンクションであるため、DISPLAYコマンドや参照リストは使用できませ
ん。次のステップでは、iiiFN01を呼び出してメッセージを含む作業リストを受け取るRDML
ファンクションを作成します。CHECK_STSサブルーチンの最後で、JSMSTSフィールドと
JSMMSGフィールドを含む作業リストWL_MSGSを定義し、そのリストにエントリーを追加
します。

						RDMLXコードは以下のように表示されます。

SUBROUTINE	NAME(CHECK_STS)	PARMS(#W_HDLE)
*
DEFINE	FIELD(#MSGDTA)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(132)
DEFINE	FIELD(#W_HDLE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(4)
*
IF	COND('#JSMSTS	*NE	OK')
*
#MSGDTA	:=	'Error	Status	Code:	'	+	#JSMSTS
MESSAGE	MSGID(DCM9899)	MSGF(DC@M01)	MSGDTA(#MSGDTA)
#MSGDTA	:=	'Error	Message:	'	+	#JSMMSG
MESSAGE	MSGID(DCM9899)	MSGF(DC@M01)	MSGDTA(#MSGDTA)
ENDIF
*
DEF_LIST	NAME(#WL_MSGS)	FIELDS(#JSMSTS	#JSMMSG)	TYPE(*WORKING)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#WL_MSGS)
ENDROUTINE
	

2.			ファンクションiiiFN01を呼び出し、作業リストを渡して受け取るには、FUNCTIONコマンド
を以下のように変更します。

	FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)	RCV_LIST(#WL_MSGS)
3.			ファンクションiiiFN01を保存してコンパイルします。



ステップ3.	ステータスとメッセージを表示するRDMLファンク
ションを作成する
このステップでは、JSMコマンドの実行時に作業リストに保存されるメッセージの表示に必要な
RDMLファンクションを作成します。
1.			プロセスiiiPRO01に属するiiiFN02	JSM	Displayという新しいファンクションを作成します。iii
は一意の3文字です。[RDMLXフィールドの保管の確認]チェックボックスが選択されていな
いことを確認します。テンプレートを指定する必要はありません。

2.			iiiFN01を呼び出して作業リストを渡し、参照リストに結果を表示するファンクションを作成
します。コードは以下のようになります。

*	=======================================================
*	Copyright	.....:	(C)	LANSA,	1989
*	Process	.......:	IIIPRO01
*	Function	......:	IIIFN02
*	Created	by	....:	PCXUSER
*	Created	on	....:	08/06/20	at	14:38:31
*	Description	...:	JSM	Display
*	=======================================================

*	List	definition	to	show	messages
DEF_LIST	NAME(#WL_MSGS)	FIELDS(#JSMSTS	#JSMMSG)	TYPE(*WORKING)
DEF_LIST	NAME(#BL_MSGS)	FIELDS(#JSMSTS	#JSMMSG)

FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)

CALL	PROCESS(*DIRECT)	FUNCTION(iiiFN01)	PASS_LST(#WL_MSGS)

SELECTLIST	NAMED(#WL_MSGS)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#BL_MSGS)
ENDSELECT

DISPLAY	BROWSELIST(#BL_MSGS)
	

3.			iiiFN02ファンクションを保存してコンパイルします。



ステップ4.	iiiFN01ファンクションをテストする
1.			iiiFN01ファンクションとiiiFN02ファンクションが正常にコンパイルしたことを確認します。

2.			iiiFN02ファンクションを実行します。

3.			JSMコマンドの実行後に毎回プログラムのステータスとメッセージを確認します。

4.			完了したらフォームを閉じます。



まとめ

重要な考察事項
									1つのファンクションで必要なだけのサービスをロードできます。また、別のハンドル・
フィールドを使用すれば、メモリーに複数のサービスを同時にロードすることもできます。

									JSMエラーの発生時に行われるアクションは、アプリケーションの機能によって大きく異
なります。基本的に、どのタイプのアプリケーションを作成する場合も、通常適用される手
順と同じエラー処理手順を適用する必要があります。一般的に、JSMエラーを回復できない
場合は、処理の中止を決定します。ユーザー入力が原因でエラーが発生した可能性が高い場
合、エラーをユーザー・インターフェース・プログラムに戻す必要があります。

									RDMLXファンクションではDISPLAYコマンドを使用できないため、RDMLXファンク
ションを使用してWindowsフォームやIBM	i	のグリーン・スクリーンに表示することはできま
せん。このような場合、情報を表示するには、ラッパーRDMLXファンクションを作成する
必要があります。

ヒントとテクニック
									テンプレートJSMXSKELを使用して、JSMを使用するファンクションに必要な基本の
RDMLXコードを含むファンクションを作成します。JSMXSKELに慣れてくると、各自の
ニーズに合わせてテンプレートのコピーや修正を行うことができます。

									JSMXSKELテンプレート・コードでは、CHECK_STSサブルーチンはエラー・メッセージ
の書式を整えるだけです。エラーの発生時にファンクションを中断するわけではありませ
ん。エラーを処理する独自のコードを書く必要があります。ユーザーが入力値を修正するに
は、ファンクションを終了するか、入力画面に戻ります。

									JSMを終了するコードを必ず書きます。JSMXSKELテンプレートを使用する場合、この
コードが追加されます。

									HTTPサーバー・ファンクションを除き、JSMをアンロードするコードを必ず書きます。
JSMXSKELテンプレートを使用する場合、このコードが追加されます。

これまでの学習内容
									テンプレートJSMXSKELを使用して、JSMを使用するファンクションに必要な基本の
RDMLXコード・スケルトンを作成する方法

									JSM組み込み関数を使用してJSMを管理する方法

									JSMの開始方法と終了方法

									サービスのロード方法とアンロード方法

									状況のチェック・サブルーチンを修正してJSMエラーを処理する方法



INT003	-	FTPサービスの使用
目的：
									SET例のSET218G	FTPファンクションと同様のファンクションを作成する

									LANSA	Integrator	FTPサービスを使用して、FTPサイトに接続してFTPサイトからファイ
ル・リストを取得する

									JSMコマンドを使用して、ロードされたサービスと対話する方法を学習する

									JSMXSKELテンプレートを使用して、JSMファンクションのファンクション・シェルを書
き込む

									BBJSMXCMDテンプレートを使用して、JSMコマンドを使用するRDMLXコードを書き込
む

上記の目的を達成するには、以下のステップを完了してください。

									ステップ1.	基本のJSMファンクションを作成する

									ステップ2.	FTPサービスのJSMコマンドを作成する

									ステップ3.	iiiFN03ファンクションとiiiFN04ファンクションをテストする

									まとめ



ステップ1.	基本のJSMファンクションを作成する
このステップでは、使用するJSMファンクションに必要な基本のRDMLXコードを含むファンク
ションを作成します。このファンクションは、JSMXSKELテンプレートを使用して作成されま
す。SET218例にインポートされたリポジトリ・フィールドを使用してファンクションを作成し
ます。

1.			iiiPRO02	JSM	Processという新しいLANSAプロセスを作成します。iiiは一意の3文字です(プ
ロセスがすでにある場合は、iiiに対して別の文字セットを選択します)。

2.			プロセスiiiFN02に属するiiiFN03という新しいファンクションを作成します。このファンク
ションは、FTPサービスを使用してファイル・リストを取得します。[RDMLXフィールドの
保管の確認]オプションが選択されていることを確認します。JSMXSKELをテンプレートと
して選択します。

3.			以下の表に示すように、テンプレートの質問に回答します。

質問 回答 説明

JSMサービスをロードし
ますか?

FTPSERVICE 	

		

4.			ファンクションの開始時に2つのフィールドを定義します。W_TYPEをAlphaフィールド、
長さ1に、W_FILEをAlphaフィールド、長さ80に定義します。これらのフィールドは、FTP
サービスのList	JSMコマンドで必要です。

						RDMLXコードが以下のように表示されます。

*作業フィールド
DEFINE	FIELD(#W_TYPE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)	DESC('Type	of	file')
DEFINE	FIELD(#W_FILE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(80)	COLHDG('File	Name')
	

5.			作業フィールドの定義の直後に、FTPサービスで返されるファイル・リストの受信に使用さ
れる作業リストを定義します。

									作業リストの名前をWL_218にします。
									ENTRYSパラメータの省略値を500に増やしてください。

									W_TYPEフィールドとW_FILEフィールドを作業リスト・エントリー・フィール
ドとして使用します。

						RDMLXコードが以下のように表示されます。

*ファイル・リストを受信する作業リスト
DEF_LIST	NAME(#WL_218)	FIELDS(#W_TYPE	#W_FILE)	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(500)
	

6.			ファンクション・ステートメントでWL_218を受信リストとして指定します。
FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)	RCV_LIST(#WL_218)



7.			ファンクションiiiFN03を保存します。

8.			プロセスiiiPRO02に属するiiiFN04	Display	FTP	Serviceという新しいファン
クションを作成します。iiiは一意の3文字です。[RDMLXフィールドの保管の確認]ボックス
が選択されていないことを確認します。テンプレートを選択しないでください。

9.			W_TYPEフィールドおよびW_FILEフィールドの定義と、作業リストWL_218の定義
をiiiFN03からコピーします。

10.	返されたファイル・リストをW_218に表示するために使用される参照リストを定義しま
す。

									参照リストの名前をBL_218にします。
									フィールドW_FILEを唯一の参照リスト・エントリー・フィールドとして使用しま
す。

						コードが以下のように表示されます。

DEFINE	FIELD(#W_TYPE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)	DESC('Type	of	file')
DEFINE	FIELD(#W_FILE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(80)	COLHDG('File	Name')

DEF_LIST	NAME(#WL_218)	FIELDS(#W_TYPE	#W_FILE)	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(500)
DEF_LIST	NAME(#BL_218)	FIELDS(#W_FILE)	ENTRYS(500)

11.	画面パネルに表示する入力フィールド(S_218HOST、S_218DIR、S_218USER、
S_218PSWD)のGROUP_BYを作成します(これらのフィールドはSET例でインポートされ
ています)。

						RDMLXコードが以下のように表示されます。

*すべての入力フィールドをグループ化する
GROUP_BY	NAME(#GB_PNLDTA)	FIELDS(#S_218HOST	#S_218DIR	#S_218USER	#S_218PSWD)

						フィールドS_218DIRが定義されない場合、ファンクションで*CHAR、長さ200として定義
します。

DEFINE	FIELD(#S_218DIR)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(200)	DESC('FTP	Directory')
						iiiFN04でS_218DIRを定義する必要がある場合、この定義もiiiFN03にコピーします。
12.	ファンクションの定義後に、以下のロジックをファンクションに追加します。

a.			BEGIN_LOOPコマンドとEND_LOOPコマンドを挿入する

b.			ループ内に、フィールドのGB_PNLDTAグループを要求するREQUESTコマンドを挿
入し、参照リストBL_218を含める

c.			作業リストと参照リストの両方を消去する

d.			フィールドのグループGB_PNLDTAを交換する
e.			作業リストWL_218を渡してiiiFN03を呼び出す
f.			作業リストをループして参照リストにエントリーを追加する



						コードが以下のように表示されます。

BEGIN_LOOP
REQUEST	FIELDS(#GB_PNLDTA)	BROWSELIST(#BL_218)
CLR_LIST	NAMED(#WL_218)
CLR_LIST	NAMED(#BL_218)
EXCHANGE	FIELDS(#GB_PNLDTA)
CALL	PROCESS(*DIRECT)	FUNCTION(IIIFN03)	PASS_LST(#WL_218)
SELECTLIST	NAMED(#WL_218)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#BL_218)
ENDSELECT
END_LOOP
	

13.	ファンクションiiiFN04をコンパイルします。



ステップ2.	FTPサービスのJSMコマンドを作成する
このステップでは、ファンクションiiiFN03を使用して、テンプレートBBJSMXCMDでJSMコマ
ンドを作成し、FTPサービスで以下のタスクを実行します。

									FTPサイトに接続する

									ユーザーIDとパスワードでログインする

									ディレクトリを設定する

									指定のパスでファイルをリストする

									FTPサイトを終了する
BBJSMXCMDテンプレートを使用する場合、以下のコマンド、キーワード、値を使用します。

コマンド キーワー
ド

値 作業リスト

CONNECT HOST #S_218HOST 	

LOGIN USER #S_218USER 	

PASSWORD #S_218PSWD

CHGDIR PATH #S_218DIR 	

LIST DIR 	 WL_218

QUIT 	 	 	
1.			iiiFN03ファンクションを使用して、テンプレートBBJSMXCMDを実行します。

a.			始める前に、コメント「ここに処理ロジックを記述してください」の後の
コメント行の先頭にカーソルを置き、ツールバーの[ウィザード（テンプレート）の実行]
ボタンをクリックするか、[編集]メニューで[ウィザード(テンプレート)の実行]オプショ
ンを選択します。

b.			テンプレートのリストでBBJSMXCMDを選択します。

c.			以下の表に示すように、テンプレートの質問に回答します。

質問 回答 説明

このテンプレートを使用し
て、JSMXSKELで生成され
たファンクションでコマン
ドを作成します。

Enterを押して
続行します。

これは情報を示す
パネルです。

作成するJSMコマンドを入力 CONNECT 	



します。

指定するキーワードの数は? 1 	

キーワード名を入力しま
す。

HOST 	

HOSTキーワードの値を入力
します。

#S_218HOST 画面に入力したホ
スト値

作業リストの名前を入力し
ます(このコマンドで作業リ
ストを使用する場合)。

Enterを押しま
す。

このコマンドでは
作業リストは必要
ありません。

別のJSMコマンドを入力しま
すか?

Y 	

作成するJSMコマンドを入力
します。

LOGIN 	

指定するキーワードの数は? 2 	

キーワード名を入力しま
す。

USER 	

USERキーワードの値を入力
します。

#S_218USER 画面に入力した
ユーザー値

キーワード名を入力しま
す。

PASSWORD 	

PASSWORDキーワードの値
を入力します。

#S_218PSWD 画面に入力したパ
スワード値

作業リストの名前を入力し
ます(このコマンドで作業リ
ストを使用する場合)。

Enterを押しま
す。

このコマンドでは
作業リストは必要
ありません。

別のJSMコマンドを入力しま
すか?

Y 	

作成するJSMコマンドを入力
します。

CHGDIR 	



指定するキーワードの数は? 1 	

キーワード名を入力しま
す。

PATH 	

PATHキーワードの値を入力
します。

#S_218DIR 画面に入力したパ
ス

作業リストの名前を入力し
ます(このコマンドで作業リ
ストを使用する場合)。

Enterを押しま
す。

このコマンドでは
作業リストは必要
ありません。

別のJSMコマンドを入力しま
すか?

Y 	

作成するJSMコマンドを入力
します。

LIST 	

指定するキーワードの数は? 1 	

キーワード名を入力しま
す。

PATH 	

PATHキーワードの値を入力
します。

入力した以前
の値が含まれ
ているフィー
ルドをブラン
クにしてEnter
を押します。

このキーワードに
値は必要ありませ
ん。

作業リストの名前を入力し
ます(このコマンドで作業リ
ストを使用する場合)。

WL_218 ファイルのリスト
を返す作業リスト

別のJSMコマンドを入力しま
すか?

Y 	

作成するJSMコマンドを入力
します。

QUIT 	

指定するキーワードの数は? 0 このコマンドに
キーワードはあり
ません。



別のJSMコマンドを入力しま
すか?

N 	

d.			BBJSMCMDテンプレートが完了すると、FTPサービスの処理に必要なすべてのコードが
用意されています。

						RDMLXコードは以下のように表示されます。

*	BUILD	THE	JSM	COMMAND
#JSMXCMD	:=	CONNECT
EXECUTE	SUBROUTINE(KEYWRD)	WITH_PARMS(#JSMXCMD	HOST	#S_218HOST)
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1	#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK_STS)	WITH_PARMS(#JSMXCMD)
*
#JSMXCMD	:=	LOGIN
EXECUTE	SUBROUTINE(KEYWRD)	WITH_PARMS(#JSMXCMD	USER	#S_218USER)
EXECUTE	SUBROUTINE(KEYWRD)	WITH_PARMS(#JSMXCMD	PASSWORD	#S_218PSWD)
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1	#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK_STS)	WITH_PARMS(#JSMXCMD)
*
#JSMXCMD	:=	CHGDIR
EXECUTE	SUBROUTINE(KEYWRD)	WITH_PARMS(#JSMXCMD	PATH	#S_218DIR)
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1	#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK_STS)	WITH_PARMS(#JSMXCMD)
*
#JSMXCMD	:=	LIST
EXECUTE	SUBROUTINE(KEYWRD)	WITH_PARMS(#JSMXCMD	PATH	*BLANKS)
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1	#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#WL_218)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK_STS)	WITH_PARMS(#JSMXCMD)
*
#JSMXCMD	:=	QUIT
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1	#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK_STS)	WITH_PARMS(#JSMXCMD)
	

完全なRDML/RDMLXコードは以下のように表示されます。

iiiFN04：
*	=======================================================
*	Copyright	.....:	(C)	LANSA,	1989
*	Process	.......:	IIIPRO02



*	Function	......:	IIIFN04
*	Created	by	....:	PCXUSER
*	Created	on	....:	08/06/23	at	10:58:57
*	Description	...:	Display	FTP	Service
*	=======================================================
*	Working	fields,	lists	and	groups
*	=======================================================
DEFINE	FIELD(#W_TYPE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)	DESC('Type	of	file')
DEFINE	FIELD(#W_FILE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(80)	COLHDG('File	Name')

DEF_LIST	NAME(#WL_218)	FIELDS(#W_TYPE	#W_FILE)	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(500)
DEF_LIST	NAME(#BL_218)	FIELDS(#W_FILE)	ENTRYS(500)

*	Group	for	all	input	fields
DEFINE	FIELD(#S_218DIR)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(200)	DESC('FTP	Directory')
GROUP_BY	NAME(#GB_PNLDTA)	FIELDS(#S_218HOST	#S_218DIR	#S_218USER	#S_218PSWD)
*
*	=======================================================
*	Program	Mainline	:	IIIFN04
*	=======================================================
*
FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)

BEGIN_LOOP
REQUEST	FIELDS(#GB_PNLDTA)	BROWSELIST(#BL_218)
CLR_LIST	NAMED(#WL_218)
CLR_LIST	NAMED(#BL_218)
EXCHANGE	FIELDS(#GB_PNLDTA)
CALL	PROCESS(*DIRECT)	FUNCTION(#IIIFN03)	PASS_LST(#WL_218)
SELECTLIST	NAMED(#WL_218)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#BL_218)
ENDSELECT
END_LOOP	

iiiFN03：
*	====================================================
*	Process	........:JMIPRO02
*	Function	.......:JMIFN03
*	Created	on	.....:08/11/13	at	15:11:06



*	Description	....:Use	FTP	Service
*	Template........:JSMXSKEL
*	====================================================
FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)	RCV_LIST(#wl_218)
DEFINE	FIELD(#W_TYPE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)	DESC('Type	of
file')
DEFINE	FIELD(#W_FILE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(80)	COLHDG('File
Name')
DEF_LIST	NAME(#WL_218)	FIELDS(#W_TYPE	#W_FILE)
TYPE(*WORKING)	ENTRYS(500)
*
*	OPEN	JSM	AND	VERIFY	STATUS

USE	BUILTIN(JSMX_OPEN)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG
#JSMXHDLE1)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK_STS)	WITH_PARMS(#JSMXHDLE1)
*
*	BUILD	THE	SERVICE	LOAD	COMMAND
#JSMXCMD	:=	'SERVICE_LOAD'
EXECUTE	SUBROUTINE(KEYWRD)	WITH_PARMS(#JSMXCMD
'SERVICE'	'FTPSERVICE')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK_STS)	WITH_PARMS(#JSMXHDLE1)
*
*	YOUR	OWN	LOGIC	HERE
*
*	BUILD	THE	JSM	COMMAND
#JSMXCMD	:=	CONNECT
EXECUTE	SUBROUTINE(KEYWRD)	WITH_PARMS(#JSMXCMD	HOST
#S_218HOST)
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK_STS)	WITH_PARMS(#JSMXCMD)
*
#JSMXCMD	:=	LOGIN
EXECUTE	SUBROUTINE(KEYWRD)	WITH_PARMS(#JSMXCMD	USER
#S_218USER)
EXECUTE	SUBROUTINE(KEYWRD)	WITH_PARMS(#JSMXCMD



PASSWORD	#S_218PSWD)
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK_STS)	WITH_PARMS(#JSMXCMD)
*
#JSMXCMD	:=	CHGDIR
EXECUTE	SUBROUTINE(KEYWRD)	WITH_PARMS(#JSMXCMD	PATH
#S_218DIR)
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK_STS)	WITH_PARMS(#JSMXCMD)
*
#JSMXCMD	:=	LIST
EXECUTE	SUBROUTINE(KEYWRD)	WITH_PARMS(#JSMXCMD	PATH
*BLANKS)
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#WL_218)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK_STS)	WITH_PARMS(#JSMXCMD)
*
#JSMXCMD	:=	QUIT
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK_STS)	WITH_PARMS(#JSMXCMD)
*
*	UNLOAD	SERVICE
#JSMXCMD	:=	'SERVICE_UNLOAD'
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK_STS)	WITH_PARMS(#JSMXHDLE1)
*	CLOSE	JSM	AND	VERIFY	STATUS
USE	BUILTIN(JSMX_CLOSE)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1)
TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK_STS)	WITH_PARMS(#JSMXHDLE1)
*
RETURN
*
*	Subroutine	to	build	JSM	commands.	existing	JSM	command
*
SUBROUTINE	NAME(KEYWRD)	PARMS((#W_CMDX	*BOTH)



(#W_KEYWRD	*RECEIVED)	(#W_KEYVAL	*RECEIVED))
DEFINE	FIELD(#W_CMDX)	REFFLD(#JSMXCMD)
DEFINE	FIELD(#W_KEYWRD)	REFFLD(#STD_TEXT)
DEFINE	FIELD(#W_KEYVAL)	REFFLD(#STD_TEXTL)
#W_CMDX	+=	'	'	+	#W_KEYWRD	+	'('	+	#W_KEYVAL	+	')'
ENDROUTINE
*
*	Check	the	status	of	the	JSM	command	issued
*
SUBROUTINE	NAME(CHECK_STS)	PARMS(#W_HDLE)
*
DEFINE	FIELD(#MSGDTA)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(132)
DEFINE	FIELD(#W_HDLE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(4)
*
IF	COND('#JSMSTS	*NE	OK')
*
#MSGDTA	:=	'Error	Status	Code:'	+	#JSMSTS
MESSAGE	MSGID(DCM9899)	MSGF(DC@M01)	MSGDTA(#MSGDTA)
#MSGDTA	:=	'Error	Message:'	+	#JSMMSG
MESSAGE	MSGID(DCM9899)	MSGF(DC@M01)	MSGDTA(#MSGDTA)
ENDIF
*
ENDROUTINE
	



ステップ3.	iiiFN03ファンクションとiiiFN04ファンクションを
テストする
1.			iiiFN03ファンクションとiiiFN04ファンクションをコンパイルします。

2.			両方のファンクションが正常にコンパイルしたことを確認します。

3.			iiiFN04ファンクションを実行します。ファンクションは以下のように表示されます。

						ファンクションを実行すると、[FTP	ホスト]、[FTP	ディレクトリ]、[FTP	ユーザー]、[FTP	パ
スワード]の各フィールドの値は、使用しているFTPサーバーに固有の値になります。

						これらのフィールドの詳細が不明の場合は、インストール・アドミニストレータから取得で
きます。

[FTP	ホス
ト]

接続先のFTPサーバーの名前またはIPアドレスを入
力します。

[FTP	ディ
レクトリ]

ファイル・リストを取得するFTPフォルダー名を入
力します。フォワード・スラッシュ(/)で始めてくだ
さい。ルート・ディレクトリからファイルのリスト
を取得するにはブランクのままにします。

[FTP	ユー ほとんどのFTPサーバーではユーザー認証が必要で



ザー]
[FTP	パス
ワード]

す。

						詳細を入力したら、[実行]を押してファイルのリストを取得します。

4.			ファンクションは以下のように表示されます。



まとめ

重要な考察事項
									一部のJSMコマンドは、作業リストの情報を渡します。JSMXコマンドが作業リストを渡
す場合は必ず、JSMX_COMMANDの3番目のパラメータとして作業リストの名前を指定する
必要があります。JSMX_COMMANDを使用する場合、リストにマッピングされるフィールド
は作業リスト自体で定義されます。RDMLプログラミングでは、JSM_COMMANDを使用す
る場合、マッピングされるリスト・フィールドを定義するにはSERVICE_LISTキーワードが
必要です。

									KEYWRDというサブルーチンの使用方法を理解することが重要です。サブルーチンは、
コマンド、キーワード、値の3つのパラメータを受け入れます。	
以下の例で考えてみましょう。

						#S_218HOST	:=	'10.10.10.10'
						#JSMXCMD	:=	CONNECT
						EXECUTE	SUBROUTINE(KEYWRD)	WITH_PARMS(#JSMXCMD	HOST	#S_218HOST)
									値JSMXCMDはW_CMDXにマッピングされます。
									値HOSTはW_KEYWRDにマッピングされます。
									値S_218HOSTはW_KEYVALにマッピングされます。
									KEYWRDサブルーチンでは、JSMXCMDはキーワードで連結されます。

						#W_CMDX	+=	'	'	+	#W_KEYWRD	+	'('	+	#W_KEYVAL	+	')'
	
									値JSMXCMDは'CONNECT	HOST(10.10.10.10)'になります。

ヒントとテクニック
									KEYWRDサブルーチンにより、JSMコマンドが効率的に作成されます。次の演習問題でさ
らに複雑なJSMコマンドを作成すれば、KEYWRDサブルーチンを使用するメリットをさらに
理解できます。

これまでの学習内容
									FTPサービスを使用して、ファイル・リストを取得するFTPフォルダーにアクセスする方
法

									JSMコマンドを使用してサービスと対話する方法

									テンプレートBBJSMXCMDを使用してJSMサービスのコマンドを作成する方法



INT004	-	LANSAユーザー・エージェントの使用
目的：
									LANSAユーザー・エージェントを使用して、IBM	i	やWindowsサーバーで実行するLANSA
ファンクションにPCからCSV	(コンマ区切り値)ファイルを送受信する方法を学習する

									Excel表計算ソフトからIBM	i	またはWindowsサーバーにデータをアップロードする方法を
学習する

									LANSAユーザー・エージェントから送信されたCSVまたはExcelファイルを受け取り、
データの読み込みと処理を行い、LANSAユーザー・エージェントに応答を返すサーバー側
RDMLファンクションを作成する

									LANSAユーザー・エージェントのバッチによる実行方法を示す
上記の目的を達成するには、以下のステップを完了してください。

コンセプト

ステップ1.	ユーザー・エージェント・ソリューションを作成してホスト・プロパティ・ファイル
を編集する

ステップ2.	送信する列見出し付きCSVファイルを作成する
ステップ3.	サーバー・ファンクションiiiFN05を作成する
ステップ4.	JSMDirectサービス構成
ステップ5.	iiiFN05ファンクションをテストする
ステップ6.	列見出しを無視する
ステップ7.	列見出しのないCSVを使用する
ステップ8.	Excelスプレッドシートを送信する(オプション)
ステップ9.	バッチ・モードでユーザー・エージェントを起動する
まとめ



コンセプト
PCからLANSAユーザー・エージェント経由でサーバーにデータ・ファイルを転送する際に必要
な要素は以下のとおりです。

									処理するデータを含む、PC上のデータ・ファイル。CSVファイル、Excel表計算ソフト、
またはその他の形式になります。

									PC上のホスト構成ファイル(.lih)。このファイルにより、サーバーの場所と、要求を処理す
るサーバー・プログラムのIDが特定されます。

									PCのエンド・ユーザー：ユーザーは、送信するデータ・ファイルを選択して構成ファイル
を選択し、[送信]を押して転送を開始します。

									LANSAユーザー・エージェント：エンド・ユーザーが使用するアプリケーション。PCに
常駐します。ユーザーが選択した構成ファイルを解釈し、サーバー・プログラムを開始する
要求を送信します。また、要求時にデータ・ファイルの書式を整えてJSMに送信します。

									JSM：JSMはサーバー・プログラムの名前を受け取り、サーバー・プログラムIDとホスト
URLを使用して、適切なファンクションを検索および実行します。サーバー・ファンクショ
ンがLANSA	for	IBM	i	を使用してIBM	i	サーバーで実行している場合、ファンクション名エン
トリーはファイルDC@W29にあります。サーバー・ファンクションがLANSAを使用して
Windowsサーバーで実行している場合、ファンクション名エントリーはDC_W29.txtにありま
す。

									サーバー・ファンクション。IBM	i	またはWindows上に存在するLANSAファンクションで
す。これはJSMで開始されます。JSMが開始すると、ファンクションはHTTPServiceサービス
を開始し、LANSAユーザー・エージェントからJSM経由でデータを要求します。

SETにはユーザー・エージェントについて説明する2つの例があります。

									SET	233	LANSA	User	Agent	-	JSMDirectを使用した対話形式のファイル変換とアップロード

									SET	235	LANSA	User	Agent	-	バッチ・ファイルの変換とアップロード
注：前述のように、ユーザー・エージェントは小型のJavaアプリケーションです。ユーザー・
エージェントを使用すると、リモートの場所でファイルをサーバーにアップロードし、ファイル
を処理するプログラムを開始することができます。また、Integratorスタジオでユーザー・エー
ジェント・ソリューションを定義して実行することもできます。この演習ではIntegratorスタジオ
を使用します。



ステップ1.	ユーザー・エージェント・ソリューションを作成し
てホスト・プロパティ・ファイルを編集する
このステップでは、Integratorスタジオを使用して新しいプロジェクトiii	Trainingを定義します。
このプロジェクト内にユーザー・エージェント・ソリューションSendCSVFileを定義し、この
ユーザー・エージェント・ソリューションで必要なホスト・プロパティを定義します。

1.			Integratorスタジオを開きます。[プロジェクト]を右クリックして[プロジェクトの新規作成]を
選択します。

2.			iii	Trainingというプロジェクトを作成します。iiiは一意の3文字です。

3.			プロジェクトが新しいタブで開きます。



4.			[ソリューション]を選択して右クリックし、新しいソリューションを作成します。

5.			[ツール]ドロップダウンで[ユーザー	エージェント]を選択します。



6.			SendCSVFileというソリューション・グループとソリューション・ファイルを定義して、確認
ダイアログで[はい]を選択します。

7.			[LANSA	Integratorプロパティ	エディタ]が開きます。

ユーザー・エージェントで使用するホスト情報ファイル(.lih)を作成します。これは、ユー
ザー・エージェントで必要なパラメータを指定する構成ファイルです。ユーザー・エー
ジェントは、構成パラメータに基づいてアップロードを実行します(この場合はCSVファイ
ル)。

8.			「#	HTTPディレクティブ」までスクロールします。#で始まる行はすべてコメント行です。



9.			name=iii	CSV	Serviceを読み込むように「name」行を変更します。

10.	ホストIPアドレスとポートの詳細を入力します。この情報により、JSMDirectの検索場所が
ユーザー・エージェントに伝えられます(ローカルのWindows	WebサーバーとJSMサーバーを
使用してテストしている場合は、http://localhost:80を使用できます)。

11.		Webサーバーで認証を使用する場合、ユーザーとパスワードの詳細も入力します。

12.	Webサーバーでプロキシーを使用する場合、認証の詳細などの情報を必要に応じて入力しま
す。

13.	ファイル・タイプを入力します。情報を入力すると、このタイプのデータ・ファイルを送信
する前にファイルをどのように表示するかがユーザー・エージェントに伝えられます。エ
ディタの検索機能を使用して、CSVを含む行を探します。以下の行の先頭にある#とスペース
を削除します。

	csv=text/comma-separated-values;	charset=utf-8

http://localhost:80


14.	再度検索を使用して、URI	(Uniform	Resource	Identifier)を含む行を探します。この情報によ
り、.CSVタイプのソース・ファイルをiiiFN05	(後半のステップで作成するサーバー・プログ
ラム)で処理する必要があることがユーザー・エージェントに伝えられます。

						IBM	i	サーバーで実行するJava	Services	Manager	(JSM)を使用している場合、JSMはローカル・
ホストとサーバー・プログラムIDが一致するDC@W29内のエントリーを探します。LANSA
ファンクションの場合、プロセス、ファンクション、区画などの情報が記録されま

す。csv.uri=/cgi-bin/jsmproxy?ordersvのエントリーを修正します。エントリーは以下
のようになります。

						WindowsサーバーでJSMを使用している場合、上記のように、呼び出すファンクションやプロ
グラムをDC_W29.txtファイルを使用して検索します。この場合、エントリーは以下のように
なります。

	csv.uri=/cgi-bin/jsmdirect.exe?iiiFN05_SERVICE
						「ステップ4.	JSMDirectサービス構成」でファンクションiiiFN05のサービス・エントリーを定



義します。

15.	変更を保存し、確認ダイアログで[はい]を選択します。

16.	プロパティ・エディタを終了します。



ステップ2.	送信する列見出し付きCSVファイルを作成する
このステップでは、LANSAユーザー・エージェントを使用して送信されるデータを含むファイ
ルを作成します。ファイルには、社員番号のリストとその社員の新しい給与が含まれます。

1.			Windowsのメモ帳エディタを開始します。

2.			以下のコンマ区切りデータを入力します。

								EMPNO,SALARY,STARTDTER,DEPTMENT,SECTION
								A1004,53400,910521,ADM,01
								A1005,53500,950102,ADM,01
								A1006,53600,891201,MKT,02

						EMPNO列の社員ID	(A1004、A1005、A1006)が、サーバー側RDMLファンクションを実行する
区画内のPSLMSTファイルに存在することを確認します(このデータがPSLMSTファイルに存
在しない場合は、既存の社員IDを代用します)。他のデータは気にしないでください。

3.			[ファイル]メニューで[名前を付けて保存]オプションを選択し、以下のオプションを指定しま
す。

保存
場所

ステップ1で作成したプロジェクト・ディレクトリ
(C:\Program
Files\LANSA\Integrator\Studio\workspace\iii
Training\solutions\SendCSVFile\など)を探
します。

[ファ
イル
名]

iii_employee_new_salary.csv

[タイ
プを
名前
を付
けて
保存]

すべてのファイル



ステップ3.	サーバー・ファンクションiiiFN05を作成する
このステップでは、ユーザー・エージェントからデータを受け取って処理し、ユーザー・エー
ジェントにデータを返すLANSA	RDMLXサーバー・ファンクションを作成します。ファンク
ションは、SET233Sファンクションとかなり似ています。
1.			Visual	LANSA開発環境を使用する場合、チュートリアルに指定された区画(通常はDEM)にサ
イン・オンします。

2.			iiiPRO03	User	Agent	Server	Test	Processという新しいLANSAプロセスを作成します。iiiは一
意の3文字です(プロセスがすでにある場合は、iiiに対して別の文字セットを選択します)。

3.			プロセスiiiPRO03に属するiiiFN05	Receive	and	Process	Salary	Amendmentsという新しい
RDMLXファンクションを作成します。iiiは一意の3文字です。RDMLXチェックボックスは
チェックしてください。ファンクションがアプリケーションのテンプレートから生成される
ように指定します。

4.			テンプレートのリストで、JSMXSKELというテンプレートを選択します。

5.			以下の表に示すテンプレートの質問に回答します。

質問 回答 説明

JSMサービスをロードし
ますか?

HTTPSERVICE 	

6.			ファンクションiiiFN05のRDMLXコードを編集します。

						このファンクションには2つの作業リストが必要です。

									作業リストS_233RCVは、ユーザー・エージェントから送信されたCSVファイルの
データを受け取る場合に使用されます。このファンクションでは、CSVファイルに他の情
報がある場合でも、社員番号と給与の使用だけに専念します。

									作業リストS_233SNDは、このサーバー・ファンクションからユーザー・エージェ
ントに応答を返す場合に使用されます。受信リストの更新は許可されていないため、この
リストは受信リストとは別のリストにしてください。この場合、ユーザー・エージェント
に返されるデータは、社員番号、社員の一部詳細、新しい給与、更新の成功や失敗を示す
メッセージを含むテキスト・フィールドになります。

									また、エラーを処理するフィールドS_233ERROも定義する必要があります。
						RDMLXコードは以下のように表示されます。

DEF_LIST		NAME(#S_233RCV)	FIELDS(#EMPNO	#SALARY)	TYPE(*WORKING)
DEFINE				FIELD(#S_233ERRO)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(132)	INPUT_ATR(LC)
DEF_LIST		NAME(#S_233SND)	FIELDS(#EMPNO	#GIVENAME	#SURNAME	#SALARY	#S_233ERRO)TYPE(*WORKING)	
	

7.			SERVICE_LOADコマンドを修正します。KEYWRDサブルーチンを使用して、
SERVICE_LOADコマンドに以下のキーワードを追加します。

キーワード 値



SERVICE_CONTENT '*HTTP'

TRACE '*YES'
						SERVICE_COMMAND(*HTTP)は、HTTPポスト内容を受け取る場合に必要です。

						TRACE(*YES)は、テスト目的の場合に役立ちます。実稼働システムへの配布前にトレースを
削除する必要があります。

						完了したコードは以下のようになります。

*	BUILD	THE	SERVICE	LOAD	COMMAND
EXECUTE	SUBROUTINE(KEYWRD)	WITH_PARMS(#JSMXCMD
'SERVICE'	'HTTPSERVICE')
EXECUTE	SUBROUTINE(KEYWRD)	WITH_PARMS(#JSMXCMD
'SERVICE_CONTENT'	'*HTTP')
EXECUTE	SUBROUTINE(KEYWRD)	WITH_PARMS(#JSMXCMD
'TRACE'	'*YES')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK_STS)	WITH_PARMS(#JSMXHDLE1)
	

8.			RDMLXソースの中央付近にあるコメント「ここに処理ロジックを記述してください」を探し
ます。

						BBJSMXCMDテンプレートを使用して、社員番号とその新しい給与のリストをCSVファイル
から受け取るRDMLXを作成します。サービス・リストの名前の入力が求められた場合
は、S_233RCVと入力します。このテーブルを使用して、テンプレートの質問に回答しま
す。

コマンド キーワード 値 作業リスト

RECEIVE HANDLER ISVL S_233RCV

	 SVMODE '*USE'
						BBJSMXCMDテンプレートの使用の詳細については、「INT003	-	FTPサービスの使用」の
「ステップ1.	基本のJSMファンクションを作成する」を参照してください。

									ISVLは、インバウンド区切り変数リストに使用されます。

									SVMODEが*USEの場合、列見出しをLANSAフィールド名として使用するようにサー
ビスに伝えられます。

						RDMLXコードは以下のように表示されます。

*	BUILD	THE	JSM	COMMAND
#JSMXCMD	:=	RECEIVE
EXECUTE	SUBROUTINE(KEYWRD)	WITH_PARMS(#JSMXCMD



HANDLER	ISVL)
EXECUTE	SUBROUTINE(KEYWRD)	WITH_PARMS(#JSMXCMD
SVMODE	'*USE')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#S_233RCV)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK_STS)	WITH_PARMS(#JSMXCMD)	
	

9.			以下のファンクションを行うRDMLコードを作成します。

a.			受信したリストS_233RCVのすべてのエントリーを選択(SELECT)します。

b.			EMPNOキーでPSLMSTからGIVENAMEとSURNAMEを取得(FETCH)します。

c.			I/Oステータスを確認します。

				OK以外の場合、社員が見つからなかったことを示すエラー・フィールドS_233ERROを変
更(CHANGE)します。

				それ以外の場合は、PSLMSTでSALARYを更新(UPDATE)します。

d.			UPDATEのI/Oステータスを確認し、エラー・フィールドS_233ERROを適宜変更
(CHANGE)します。

e.			LANSAユーザー・エージェントに返される作業リストS_233SNDにエントリーを追加しま
す。

f.			ENDSELECT

						コードは以下のように表示されます。

SELECTLIST	NAMED(#S_233RCV)
CHANGE	FIELD(#GIVENAME	#SURNAME)	TO(*NULL)
FETCH	FIELDS(#SURNAME	#GIVENAME)	FROM_FILE(PSLMST)	WITH_KEY(#EMPNO)
IF_STATUS	IS_NOT(*OKAY)
#S_233ERRO	:=	'Unsuccesful:Employee	not	found'
ELSE	
UPDATE	FIELDS(#SALARY)	IN_FILE(PSLMST)	IO_ERROR(*NEXT)	VAL_ERROR(*NEXT)
IF_STATUS	IS_NOT(*OKAY)
#S_233ERRO	:=	'Unsuccesful:Employee	found	but	update	failed'
ELSE
#S_233ERRO	:=	'Succesful:Salary	of	employee	'	+	#EMPNO	+	'succesfully
updated'
ENDIF
ENDIF
ADD_ENTRY	TO_LIST(#S_233SND)
ENDSELECT
	

10.	上記のコードの下に位置を合わせ、BBJSMXCMDテンプレートを使用して、ユーザー・エー



ジェントに応答リストを返すRDMLXを作成します。このリストには、社員の詳細と、成功/
失敗を示すメッセージが含まれています。サービス・リストの名前の入力が求められた場合

は、S_233SNDと入力します。このテーブルを使用して、テンプレートの質問に回答しま
す。

コマンド キーワード 値 作業リス
ト

SEND HANDLER ISVL S_233SND

									ISVLは、インバウンド区切り変数リストに使用されます。
						コードは以下のように表示されます。

#JSMXCMD	:=	SEND
EXECUTE	SUBROUTINE(KEYWRD)	WITH_PARMS(HANDLER	ISVl)
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#S_233SND)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK_STS)
	

11.	SERVICE_UNLOADコマンドを削除します。JSMX_CLOSEコマンドはそのままにしておいて
ください。

	完了したコードは以下のように表示されます。

FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)
DEF_LIST	NAME(#S_233RCV)	FIELDS(#EMPNO	#SALARY)
TYPE(*WORKING)
DEFINE	FIELD(#S_233ERRO)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(132)
INPUT_ATR(LC)
DEF_LIST	NAME(#S_233SND)	FIELDS(#EMPNO	#GIVENAME
#SURNAME	#SALARY	#S_233ERRO)	TYPE(*WORKING)
*
*	OPEN	JSM	AND	VERIFY	STATUS
USE	BUILTIN(JSMX_OPEN)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG
#JSMXHDLE1)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK_STS)	WITH_PARMS(#JSMXHDLE1)
*
*	BUILD	THE	SERVICE	LOAD	COMMAND
#JSMXCMD	:=	'SERVICE_LOAD'
EXECUTE	SUBROUTINE(KEYWRD)	WITH_PARMS(#JSMXCMD
'SERVICE'	'HTTPSERVICE')
EXECUTE	SUBROUTINE(KEYWRD)	WITH_PARMS(#JSMXCMD
'SERVICE_CONTENT'	'*HTTP')



EXECUTE	SUBROUTINE(KEYWRD)	WITH_PARMS(#JSMXCMD
'TRACE'	'*YES')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK_STS)	WITH_PARMS(#JSMXHDLE1)
*
*	YOUR	OWN	LOGIC	HERE
*	BUILD	THE	JSM	COMMAND
#JSMXCMD	:=	RECEIVE
EXECUTE	SUBROUTINE(KEYWRD)	WITH_PARMS(#JSMXCMD
HANDLER	ISVL)
EXECUTE	SUBROUTINE(KEYWRD)	WITH_PARMS(#JSMXCMD
SVMODE	'*USE')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#S_233RCV)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK_STS)	WITH_PARMS(#JSMXCMD)
*
SELECTLIST	NAMED(#S_233RCV)
CHANGE	FIELD(#GIVENAME	#SURNAME)	TO(*NULL)
FETCH	FIELDS(#SURNAME	#GIVENAME)	FROM_FILE(PSLMST)	WITH_KEY(#EMPNO)
IF_STATUS	IS_NOT(*OKAY)
#S_233ERRO	:=	'Unsuccesful:Employee	not	found'
ELSE	
UPDATE	FIELDS(#SALARY)	IN_FILE(PSLMST)	IO_ERROR(*NEXT)	VAL_ERROR(*NEXT)
IF_STATUS	IS_NOT(*OKAY)
#S_233ERRO	:=	'Unsuccesful:Employee	found	but	update	failed'
ELSE
#S_233ERRO	:=	'Succesful:Salary	of	employee	'	+	#EMPNO	+	'succesfully
updated'
ENDIF
ENDIF
ADD_ENTRY	TO_LIST(#S_233SND)
ENDSELECT
*
*	BUILD	THE	JSM	COMMAND
#JSMXCMD	:=	SEND
EXECUTE	SUBROUTINE(KEYWRD)	WITH_PARMS(#JSMXCMD
HANDLER	ISVL)
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1



#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#S_233SND)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK_STS)	WITH_PARMS(#JSMXCMD)
*
*	CLOSE	JSM	AND	VERIFY	STATUS
USE	BUILTIN(JSMX_CLOSE)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1)
TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK_STS)	WITH_PARMS(#JSMXHDLE1)
RETURN
*
*	Subroutine	to	build	JSM	commands.	existing	JSM	command
*
SUBROUTINE	NAME(KEYWRD)	PARMS((#W_CMDX	*BOTH)
(#W_KEYWRD	*RECEIVED)	(#W_KEYVAL	*RECEIVED))
DEFINE	FIELD(#W_CMDX)	REFFLD(#JSMXCMD)
DEFINE	FIELD(#W_KEYWRD)	REFFLD(#STD_TEXT)
DEFINE	FIELD(#W_KEYVAL)	REFFLD(#STD_TEXTL)
#W_CMDX	+=	'	'	+	#W_KEYWRD	+	'('	+	#W_KEYVAL	+	')'
ENDROUTINE
*
*	Check	the	status	of	the	JSM	command	issued
*
SUBROUTINE	NAME(CHECK_STS)	PARMS(#W_HDLE)
DEFINE	FIELD(#MSGDTA)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(132)
DEFINE	FIELD(#W_HDLE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(4)
*
IF	COND('#JSMSTS	*NE	OK')
*
#MSGDTA	:=	'Error	Status	Code:'	+	#JSMSTS
MESSAGE	MSGID(DCM9899)	MSGF(DC@M01)	MSGDTA(#MSGDTA)
#MSGDTA	:=	'Error	Message:'	+	#JSMMSG
MESSAGE	MSGID(DCM9899)	MSGF(DC@M01)	MSGDTA(#MSGDTA)
ENDIF
*
ENDROUTINE
	

12.	ファンクションをコンパイルします。

13.	IBM	i	サーバーでJSMサーバーを使用している場合、プロセスとファンクションをIBM	i	に登
録してコンパイルします。



ステップ4.	JSMDirectサービス構成
このステップでは、Integratorスタジオを使用してサービスを定義し、サービスとサーバー・ファ
ンクションiiiFN05の名前のエントリーを追加します。
1.			Integratorスタジオを開き、右クリック・メニューで新しいサービスを定義します。

2.			サービスのURLとポートを定義します。ローカルのWindows	WebサーバーとJSMサーバーを
使用している場合はhttp://localhost:80になります。

3.			次のダイアログで[了解]を選択して、JSM管理プログラムの名前を受け入れます。Windows
サーバーで実行している場合、jsmadminに.exeを追加します。

4.			サービスの名前を入力します。この名前はIntegratorスタジオの内部的なもので、一意でなく
ても構いません。イニシャルiiiを使用する必要はありません。

http://localhost:80


5.			スタジオワークスペースに戻ります。[サービス]を展開すると、新しいサービス定義が表示
されます。

6.			サービスを選択し、右クリック・メニューで[サービスを開く]を選択します。

7.			表示されるエントリーは、使用中のJSMサーバーに定義されたサービス(ある場合)によって異
なります。



8.			白い部分を右クリックして[新規作成]を選択します。

9.			以下の図のように、プロセス、ファンクション、区画に適切な値を入力して[OK]を選択しま
す。



10.	[Direct	サービス]タブに戻ると、新しいエントリーが表示されます。

11.	サービスでWindows	WebサーバーとJSMサーバーを使用している場合、DC_W29.txtファイル
が更新されます。IBM	i	のJSMサーバーを使用している場合は、ライブラリDCXJSMLIB内の
DC@W29ファイル(または相当するファイル)が更新されます。これで、ユーザー・エージェ
ントがこのサービスを呼び出して、ファンクションiiiFN05の呼び出しを解決します。



ステップ5.	iiiFN05ファンクションをテストする
このステップでは、ユーザー・エージェントを実行してデータ・ファイルをJSMDirectに送りま
す。LANSAファンクションを呼び出してデータを処理し、応答を送り返します。
1.			WebサーバーとJSMサーバーが開始していることを確認します。

2.			Integratorスタジオを必要に応じて開き、[プロジェクト]、[iii	Training]をダブルクリックして
プロジェクトを新しいタブで開きます。

3.			[プロジェクト]で[ソリューション]、[SendCSVFile]を開き、右クリック・メニューで[プログ
ラムから開く]、[ユーザー	エージェント]を選択します。



4.			ユーザー・エージェントは、以前に定義した([タイトル]バーに表示されている)ホスト構成
ファイル(.lih)を使用して開きます。[開く]ツールバー・ボタン(上記の強調表示されているボ
タン)を使用してCSVファイルを開きます。

5.			ユーザー・エージェントで開いたファイルは以下のように表示されます。



6.			[ファイル]メニューで[送信]オプションを選択するか、 ツールバー・ボタンを使用しま
す。

7.			確認要求のウィンドウが表示されたら、[はい]を選択します。

8.			完了を示すメッセージが表示されます。

9.			サーバーからの応答を表示するには、[結果]タブをクリックします。

10.	テーブルを右クリックすると、結果を.CSVファイルとして保存できます。



ステップ6.	列見出しを無視する
このステップでは、列見出しを無視して作業リストS_233RCVで定義されたフィールドを使
用してデータをマッピングするようにファンクションiiiFN05を修正します。
1.			ファンクションiiiFN05を編集します。

						ユーザー・エージェントからのデータの受け取りに使用される作業リストの定義を探しま
す。作業リストは#S_233RCVという名前で、以下のように表示されます。

DEF_LIST	NAME(#S_233RCV)	FIELDS(#EMPNO	#SALARY)	TYPE(*WORKING)
	

2.			S_233RCVの定義がCSVファイルの形式に一致するようにその定義を修正します。コード
は以下のように表示されます。

DEF_LIST	NAME(#S_233RCV)	FIELDS(#EMPNO	#SALARY	#STARTDTER	#DEPTMENT	#SECTION)	TYPE(*WORKING)
	

3.			KEYWRDサブルーチンを実行してRECEIVEコマンドを作成するコマンドを探します。
SVMODEキーワードの値を*IGNOREに変更します。*IGNOREを使用する理由の1つとして、
列見出しがLANSAフィールド名ではない場合が挙げられます。例えば、サーバーは、列見出
しがEMPNOではなく「Employee	Number」のCSVファイルを受信します。

						コードは以下のように表示されます。

CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO(RECEIVE)
EXECUTE	SUBROUTINE(KEYWRD)	WITH_PARMS(#JSMXCMD
HANDLER	ISVL)
EXECUTE	SUBROUTINE(KEYWRD)	WITH_PARMS(#JSMXCMD
SVMODE	'*IGNORE')	
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#S_233RCV)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK_STS)
	

4.			ファンクションをコンパイルします。

5.			ユーザー・エージェントを使用して、前述のようにファンクションをテストします。結果は
まったく同じになるはずです。

6.			省略可能。「番号、年収、開始日、部門、セクション・コード」などの列見出しを含めるよ
うにCSVファイルを編集して、変更を保存します。ユーザー・エージェントが引き続き開い
ている場合は、[ファイル]、[ソースデータを閉じる]	を使用して、修正されたCSVファイルを
開いて送信します。同じ結果が再度取得されます。



ステップ7.	列見出しのないCSVを使用する
このステップでは、列見出しを削除するようにCSVファイルを修正します。RECEIVEコマンド
のSVMODEキーワードを*NONE	(CSVファイルに列見出しがない)に変更するには、RDMLXを修
正する必要があります。ステップ6では、受信した作業リスト定義をCSVファイルの列に一致す
るように変更したため、CSVファイルを受信する場合にその他の変更を行う必要はありません。
ファンクションでは、実際に最初の2つのフィールドだけが必要になるため、EMPNOとSALARY
のみが含まれるように作業リストを定義できます。

値iiiFN05を指定したSENDコマンドにSVHEADキーワードを追加します。これで、送信された
CSVファイルに見出し行を追加するために、HTTPServiceプロパティ・ファイルに追加するプロ
ジェクト・エントリーが検索されます。

1.			Windowsのメモ帳・エディタを開始して、この演習の始めに作成し
たiii_employee_new_salary.csvファイルを開きます。ファイルは以下のように表示されます。

								EMPNO,SALARY,STARTDTER,DEPTMENT,SECTION
								A1004,53400,910521,ADM,01
								A1005,53500,950102,ADM,01
								A1006,53600,891201,MKT,02

2.			列見出しデータがあるファイルの1行目を削除します。ファイルは以下のように表示されま
す。

								A1004,53400,910521,ADM,01
								A1005,53500,950102,ADM,01
								A1006,53600,891201,MKT,02

3.			[ファイル]メニューで[保存]を選択し、内容を修正したファイルを保存しま
す。iii_employee_new_salary.csvファイルを閉じて構いません。

4.			ファンクションiiiFN05を編集します。

						ユーザー・エージェントからのデータの受け取りに使用される作業リストの定義を探しま
す。作業リストは#S_233RCVという名前で、以下のように表示されます。

DEF_LIST	NAME(#S_233RCV)	FIELDS(#EMPNO	#SALARY	#STARTDTER	#DEPTMENT	#SECTION)	TYPE(*WORKING)
	

5.			KEYWRDサブルーチンを実行してRECEIVEコマンドを作成するコマンドを探します。	
SVMODEキーワードの値を*NONEに変更します。SVMODE(*NONE)は省略値のため、キー
ワードをまとめて省略できます。

						RDMLXは以下のように表示されます。

CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO(RECEIVE)
EXECUTE	SUBROUTINE(KEYWRD)	WITH_PARMS(#JSMXCMD
HANDLER	ISVL)
EXECUTE	SUBROUTINE(KEYWRD)	WITH_PARMS(#JSMXCMD
SVMODE	'*NONE')	
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#S_233RCV)



EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK_STS)
6.			SENDコマンドの実行KEYWRDサブルーチンを探します。値iiiFN05を指定したSVHEADキー
ワードを追加します。コードは以下のようになります。

*	JSMコマンドを作成する
#JSMXCMD	:=	SEND
EXECUTE	SUBROUTINE(KEYWRD)	WITH_PARMS(#JSMXCMD
HANDLER	ISVL)
EXECUTE	SUBROUTINE(KEYWRD)	WITH_PARMS(#JSMXCMD
SVHEAD	iiiFN05)
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#S_233SND)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK_STS)	WITH_PARMS(#JSMXCMD)
	

7.			ファンクションをコンパイルします。

8.			このステップでは、プロジェクトのHTTPSERVICEプロパティ・ファイルにセクションを追加
します。このセクションは、送信されたCSVファイルに使用される列見出しを定義します。

a.			Integratorスタジオでiii	Trainingプロジェクトを開きます。トレーニングに使用している
サーバーを選択し、右クリック・メニューで[サーバーを開く]を選択します。



b.			右側にサーバー・インスタンスが開きます。

c.			プロパティ・レベルを開いてHTTPService.propertiesまでスクロールします。
HTTPService.propertiesを選択して、右クリック・メニューで[セクションの取得]を選択し
ます。



d.			この時点ではプロジェクトにHTTPService.propertiesセクションは定義されていないため、
以下のダイアログ・ボックスが表示されます。[了解]を選択すると、左側の[Integrator]、
[properties]の下(プロジェクト内)にHTTPService.propertiesエントリーが作成されます。

e.			[Integrator]、[properties]、HTTPService.propertiesを選択して、右クリック・メニューで[プ
ログラムから開く]、[プロパティ	エディタ]を選択します。



f.			[プロパティ・エディタ]が開きます。スクリーン・ショットに示すように、各変数ファイ
ルの列見出しを定義するエントリーを追加します。変更を保存して[プロパティ・エディ
タ]を閉じます。

g.			プロジェクト内でHTTPService.propertiesを選択して、右クリック・メニューで[セクショ
ンの発行]を選択します。



h.			確認のダイアログで[はい]を選択します。プロジェクトのHTTPService.propertiesファイル
の最後にセクションが追加されます。

i.			右側(JSMサーバー・インスタンス)で右クリック・メニューを使用し、[properties]、
HTTPService.propertiesを選択してJSMサーバーのHTTPServiceプロパティ・ファイルを開
きます。最後までスクロールして、追加したエントリーを表示します。



8.			前のステップの手順でファンクションをテストします。結果は以下のようになります。

	.



ステップ8.	Excelスプレッドシートを送信する(オプション)

このステップを完了するには、PCにMicrosoft	Excelをインストールしておく必要があり
ます。

このステップでは、Excelスプレッドシートを作成し、ユーザー・エージェントで.csvファイルで
はなく.xlsファイルをソースとして使用できるようにホスト構成ファイルSendCVSFile.lihを修正
します。ユーザー・エージェントは、スプレッドシートを読み込み、内容を表示します。その
後、ファンクションiiiFN05で処理するためにデータをCSV形式でサーバーに送信します。ファ
ンクションiiiFN05は、LANSAユーザー・エージェントに応答を返します。ファンクション
iiiFN05を変更する必要はありません。
最初に、ユーザー・エージェントを使用して、送信するデータを含むファイルを作成する必要が
あります。ファイルには、社員番号とその社員の新しい給与のリストが含まれます。

1.			WindowsでExcelを開始します。

2.			図に示すように、sheet	1の左上15個のセルに以下のデータを入力します。

		
						重要な注意点：

									値を入力する前に、セルE1からE3をテキストとしてフォーマットします。フォーマッ
トしない場合、入力した値は数値として扱われます。

									Excelスプレッドシートには列見出しが必要です。ファンクションでは、見出しがある
ことが前提になるため、見出しは無視されます。注：つまり、列見出しの行は含まれず、
最初のデータ行は無視されます。

						サーバー側RDMLファンクションが実行する区画のPSLMSTファイルに、EMPNO列の社員ID
(A1004、A1005、A1006)があることを確認します(データがPSLMSTファイルにない場合は、
既存の社員IDを代用します)。残りのデータについては気にしないでください。

3.			[ファイル]メニューで[名前を付けて保存]オプションを選択し、以下のオプションを指定しま
す。

保存場
所

SendCSVFileソリューションを定義したプロジェク
ト・ディレクトリを探します。例：c:\program



files\lansa\integrator\Studio\workspace\iii
Training\solutions\SendCSVFile\

[ファイ
ル名]

iii_employee_new_salary.xls

[フアイ
ルの種
類]

Microsoft	Excelワークブック(*.xls)

4.			Excelを終了します。

5.			Integratorスタジオでiii	Trainingプロジェクトが開いている状態で、SendCSVFile.lihをプロパ
ティ・エディタで開きます。

6.			[検索]を使用してxlsエントリーを探します。強調表示されたエントリーがすでに存在してい
ます。この行は、ユーザー・エージェントで.XLSファイルを表示する場合に使用する
Windowsアプリケーションを定義します。



7.			uriのエントリーを探し、スクリーン・ショットに示すようにxls.uri=/cgi-bin	.	.	.のエントリー
を修正します。これは、xlsファイルを処理する際に呼び出すプログラムやファンクションを
見つける場合にJSMがDC@W29で検索するサービスを定義します。

						WindowsでJSMサーバーを使用している場合、エントリーを以下のように変更します。

xls.uri=/cgi-bin/jsmdirect.exe?iiiFN05_SERVICE
8.			構成ファイルの最後に新しいセクションを追加して、Excelスプレッドシートのどのシートを
読み込むべきか、表示する前にスプレッドシートをどのように変換すべきかをLANSAユー
ザー・エージェントに伝えます。

#
#	Excel	processing
#	
excel.convert=text/comma-separated-values;charset=utf-8
excel.sheet=Sheet1



9.			変更を保存してプロパティ・エディタを閉じます。

10.	以前と同様に、SendCSVFileソリューションのユーザー・エージェントを開き、Excelファイ
ルiii_employee_salary_amendments.xlsを開いてこのファイルをJSMサーバーに送信します。結
果は以前と同じになります。



ステップ9.	バッチ・モードでユーザー・エージェントを起動す
る
この演習の前のステップでは、Integratorスタジオからユーザー・エージェントを実行しました。
このステップでは、バッチ・モードでユーザー・エージェントを実行してXLSファイルを送信し
ます。注：このステップでは、ユーザー・エージェントをスタンドアロン・アプリケーションと
してインストールしておく必要があります。

1.			ユーザー・エージェント・プロジェクト用に作成されたファイルは、以下のようなディレク
トリにあります。

C:\Program	Files\LANSA\Integrator\Studio\workspace\JMI
Training\solutions\SendCSVFile

						上記のディレクトリから次のファイルを

SendCSVFile.lih
iii_employee_new_salary.xls

						以下のような\User	Agent\workspaceフォルダーにコピーします。

C:\Program	Files\LANSA\Integrator\UserAgent\workspace
2.			次のステップでは、メモ帳を使用して、LANSAユーザー・エージェントをインストールした
ディレクトリ(省略値ではC:\Program	Files\LANSA\Integrator\UserAgent)に
iii_UPLOAD.BATファイルを作成します。iii_UPLOAD.BATファイルはDOSのバッチ・ファイ
ルで、バッチ・ファイル実行時に必要なパラメータをユーザー・エージェントに渡して、
ユーザー・エージェントがユーザー・インターフェイスなしに実行できるようにします。

3.			メモ帳を開いて以下のファイルを開きます。

						C:\Program	Files\LANSA\Integrator\UserAgent\workspace\upload.bat
						注：ファイルを開く際は、ファイルの種類に[すべてのファイル]を指定する必要がありま
す。

						これは、ユーザー・エージェントを実行するための付属バッチ・ファイルの例です。コード
は以下のようになります。

@echo	off
cls
rem	---	Delete	previous	error	log	file
if	exist	useragent.err	del	useragent.err
rem	---	Send
java	-Djsf.log=\LANSA\Integrator\useragent\useragent.log
com.lansa.jsf.useragent.JSFUserAgent	acme.lih	order.xls	xls-order-
response.rsp
if	exist	useragent.err	goto	error
rem	---	Send	
java	-Djsf.log=\LANSA\Integrator\useragent\useragent.log
com.lansa.jsf.useragent.JSFUserAgent	acme.lih	order.csv	csv-order-



response.rsp
if	exist	useragent.err	goto	error
goto	end
rem	--	An	error	has	occured
:error
cls
echo	Check	useragent.err	for	possible	messages
echo	Check	useragent.log	for	possible	messages
goto	end
:end
	

						重要：upload.batの2行目にcldではなく、clsが含まれていることを確認してください。必要で
あれば、修正します。

						「rem	---	Send」から「goto	error」までの2番目のコード・ブロックを削除します。付属の例で
は、バッチ・ファイルによって2つのファイルが送信されます。上記の赤で示されているコー
ドが削除する部分です。コードは以下のようになります。

@echo	off
cls
rem	---	Delete	previous	error	log	file
if	exist	useragent.err	del	useragent.err
rem	---	Send
java	-Djsf.log=\LANSA\Integrator\useragent\useragent.log
com.lansa.jsf.useragent.JSFUserAgent	acme.lih	order.xls	xls-order-
response.rsp
if	exist	useragent.err	goto	error
goto	end
rem	--	An	error	has	occured
:error
cls
echo	Check	useragent.err	for	possible	messages
echo	Check	useragent.log	for	possible	messages
goto	end
:end
	

4.			提供のコードは拡張してあなたのPCで操作できるようにしなければなりません。入力する
コードは今使用しているWindowsのバージョンにより異なります。以下はWindows	XPの例で
す。コマンド・ラインの最初の	“java”	をフル・パスに置き換えてください。コードは次のよ
うになります。新しく追加されたコードは赤で示されています。

rem	---	Send



C:\WINDOWS\system32\JAVAW.EXE	"-Djava.ext.dirs=..\lib\ext"	"-
Djava.endorsed.dirs=..\lib\endorsed"	"-Djsf.log=.\useragent.log"
com.lansa.jsf.useragent.JSFUserAgent	acme.lih	order.xls	xls-order-
response.rsp
	

5.			この編集しているコマンド・ラインではJava	runtime	environment(JRE)でユーザー・エージェ
ントを実行し、使用する構成ファイル(.lih)などの複数のパラメータを渡します。最初のパラ
メータは"-Djava.ext.dirs=で始まります。このパラメータに\lib\ext	folderのパスを入れなければ
なりません。Windowsエクプローラーを使ってC:\Program	Files\Javaのフォルダを確認する
と、Javaの更新時に残された複数のバージョンのJavaのフォルダがあります。下の例を見て下
さい。

						Javaの最新のバージョン（もしくはIntegrator設定で指定した実際のJavaバージョン）のパスを
指定してください。例えば、C:\Program	Files\Java\jre6\lib\ext.のようになります。このパスを
以下に示すように最初のパラメータに追加します。変更された箇所は赤で示されています。

rem	---	Send
C:\WINDOWS\system32\JAVAW.EXE	"-Djava.ext.dirs=c:\program
files\java\jre6\lib\ext;.\lib\ext"	"-Djava.endorsed.dirs=..\lib\endorsed"	"-
Djsf.log=.\useragent.log"	com.lansa.jsf.useragent.JSFUserAgent	acme.lih
order.xls	xls-order-response.rsp

6.		このステップでは、構成ファイル(lih)、入力ファイル(xls)、応答ファイル(csv)の正しい実行時
のパラメータを設定します。

					acme.lihで始まるコマンド文字列の最後を次のように置き換えます。使用するファイル名にイ
ニシャルをつけることを忘れないようにしてください。変更された箇所は赤で示されていま
す。

rem	---	Send
C:\WINDOWS\system32\JAVAW.EXE	"-Djava.ext.dirs=c:\program
files\java\jre6\lib\ext;.\lib\ext"	"-Djava.endorsed.dirs=..\lib\endorsed"	"-
Djsf.log=.\useragent.log"	com.lansa.jsf.useragent.JSFUserAgent
workspace\SendCSVFile.lih	workspace\iii_employee_new_salary.xls	
workspace\iii_employee_response.csv



					重要:	ここではコマンド行1行を編集していることを忘れないでください。上記の例は幅の制
限があるため複数行に分けて表示されています。メモ帳を使用してこの行を1行として表示す
ることができます。ただし右端での折り返しが有効になっている場合は、複数行として表示
されます。

7.			完成したiii_upload.batファイルは以下のようになります。

@echo	off
cls
	
rem	---	Delete	previous	error	log	file
if	exist	useragent.err	del	useragent.err
	
rem	---	Send
C:\WINDOWS\system32\JAVAW.EXE	"-Djava.ext.dirs=C:\Program
files\Java\jre1.6.0_07\lib\ext;.\lib\ext"	"-Djava.endorsed.dirs=..\lib\endorsed"
"-Djsf.log=.\useragent.log"	com.lansa.jsf.useragent.JSFUserAgent
workspace\SendCSVFile.lih	workspace\iii_employee_new_salary.xls	
workspace\iii_employee_response.csv
if	exist	useragent.err	goto	error
	
	
goto	end
	
rem	--	An	error	has	occured
:error
cls
echo	Check	useragent.err	for	possible	messages
echo	Check	useragent.log	for	possible	messages
	
goto	end
	
:end
							

						送信指示が以下の4つの部分で構成されていることに注意してください。

									ユーザー・エージェントを開始する指示

									最初のパラメータ	-	SendCSVFile.lih	(サービスを検索する方法)

									2番目のパラメータ	-	iii_Employee_New_Salary.xls	(処理するデータ)

									3番目のパラメータ	-	iii_employee_response.csv	(サービスからの応答を受信するファイル
の名前)

8.			[ファイル]メニューで[名前を付けて保存]オプションを選択し、以下のオプションを指定しま



す。

保存
場所

LANSAユーザー・エージェントをインストールした
ディレクトリ(省略値で
は...\program	files\lansa\integrator\UserAgent\)
を探します。

[ファ
イル
名]

iii_UPLOAD.BAT

[ファ
イル
の種
類]

すべてのファイル

						注：…\UserAgent\	ではなく、…\UserAgent\workspace\に保存します。
9.	iii_UPLOAD.BATファイルを実行します。成功した場合、iii_response.csvという
ファイルは、ディレクトリ…\UserAgent\workspace\に作成されます。Windowsは
Excelでこの(CSV)ファイルを開きます。

						問題が発生した場合、LANSAユーザー・エージェントを手動で開始できるかどうか、ホスト
のSendCSVFile.lihをロードできるかどうか、ソースiii_Employee_New_Salary.xls
を開けるかどうか、応答を受信できるかどうかを最初に確認します。詳細については、「ス
テップ5.	iiiFN05ファンクションをテストする」を参照してください。



まとめ

重要な考察事項
									構成ファイル内のサーバー・プログラムIDは、JSMがファイルDC@W29を参照しながら
サーバー側プロセス/ファンクション、区画、言語へと解読する論理値です。

									CSVファイルに列見出し情報が含まれていない場合、SVMODEは*NONEでなければなり
ません。SVMODEが*NONEであれば、SVHEADキーワードを使用して、
HTTPService.propertiesファイル内にCSVファイル形式を指定することができます。SVHEAD
を使用しない場合は、データを受け取るための作業リスト形式が、CSVファイルの形式に一
致していなければなりません。

									CSVファイルに列見出し情報が含まれている場合、SVMODEは*USEか*IGNOREに指定で
きます。モードが*USEの場合、CSVファイル内の列見出しはLANSAフィールド名でなけれ
ばなりませんが、作業リストの形式がCSVファイルの形式に一致している必要はありませ
ん。

									モードが*IGNOREの場合、CSVファイル内の列見出しには何を指定しても構いませんが、
作業リストの形式はCSVファイルの形式に一致していなければなりません。

									実行時に、LANSAユーザー・エージェントを開始して構成ファイルを指定し、処理する
データ・ファイルを指定し、サーバーから応答を受け取るローカル・ファイルの名前を送信
して指定する際のユーザー・アクションを、1つの.batファイルにまとめて自動化することが
できます。

									データとしてExcel表計算ソフトなどの形式を扱うようにLANSA	User	Aentを構成すること
ができます。これらの形式は、送られる前にCSVに変換されます。これらの形式を処理する
際、サーバー側ファンクションを変更する必要はありません。

ヒントとテクニック
									サーバー上のファイルを受信する際のSVMODEは、CSVデータの形式によって決定しま
す。

									各自のPCにインストールされたWindows	WebサーバーとJSMサーバーを使用してテストす
る場合、host=http://nnn.nnn.nnn.nnn:ppを指定するときにhost=http://localhost:80のホスト・アド
レスを使用できます。

									LANSAユーザー・エージェントは、Excel表計算ソフトへのデータの保存もサポートして
います。

これまでの学習内容
									ユーザー・エージェントを使用して、IBM	i	で実行しているファンクションとの間でデー
タを送受信する方法

									HTTPクライアント・サービスを使用して、JSMコマンドSENDおよびRECEIVEをサーバー
側ファンクションで使用する方法

									サーバー側でファイルを受信する際のさまざまなモードの使い分け



INT005	-	部門照会バインディング
目的：
									LANSA	IntegratorでXMLファイルを処理する方法を学習する

									Integratorスタジオを使用して、JSMサーバーでのプロジェクトの作成やファイルの管理方
法を学習する

									XMLバインディングウィザードを使用して、XMLバインディングjarファイルを作成する

									ファンクションへの部門コードを受け取り、部門名称を送り返すバインディングを作成す
る(サーバー)

									これらのバインディングは、サーバー・ファンクションを作成する演習INT006で使用され
る

上記の目的を達成するには、以下のステップを完了してください。

									コンセプト

									ステップ1.	スタジオのプロジェクトiii	Trainingを拡張する

									ステップ2.	要求XML	-	iiiPRO04_request.xmlを作成する

									ステップ3.	応答XML	-	iiiPRO04_response.xmlを作成する

									ステップ4.	iiiFN06サーバーのインバウンド(要求)バインディングを作成する

									ステップ5.	iiiFN06サーバーのアウトバウンド(応答)バインディングを作成する

									ステップ	6.	バインディングを配布および構成する

									まとめ



コンセプト
開始するには、XMLファイルとバインディングに関するJSM固有のコンセプトについて学びま
す。アプリケーションでは、通常、最初のステップとしてXMLの作成または取得を行います。
XMLは、バインディングをマッピングする際にXMLバインディングウィザードで必要になりま
す。

通常、クライアント側とサーバー側のアプリケーションを作成する場合、2つのXMLファイルが
必要になります。このコースでは、これらのファイルを要求XMLおよび応答XMLと呼びます。

									要求XMLは、クライアントから送信され、サーバー側で受け取るファイルです。
DEPTABテーブルの部門コードを含む要求を送信します。

									応答XMLは、サーバーから送り返されるファイルです。通常、クライアントで受け取る
要求XMLとは異なります。この場合、応答はDEPTABテーブルの部門名称になります。

XMLファイルを入力として使用する場合、XMLバインディングウィザードでは、XMLとLANSA
フィールドをマッピングするバインディングを作成できます。JSMは、jarファイルを使用して
XMLファイルの情報をマッピングし、その情報をRDMLXファンクションにマッピングします。
バインディングは、XMLの方向(送信と受信のどちらかなど)に応じて異なります。SETは、通
常、アウトバウンド・バインディングに関連付けられ、GETはインバウンド・バインディングに
関連付けられます。

サーバーで要求を受け取るには、要求XMLのインバウンド・バインディングが必要です。サー
バーには、応答XMLを生成するアウトバウンド・バインディングも必要です。(これらの演習の
ように)要求XMLと応答XMLが異なる場合、

									要求XMLを入力として使用し、XMLバインディングウィザードでインバウンド・バイン
ディングjarファイルを作成します。

									応答XMLを使用して、XMLバインディングウィザードでアウトバウンド・バインディン
グjarファイルを作成します。

以下の表は、この演習で使用される入力XML、jarファイル、JSMコマンドの関係をまとめたも
のです。

入力XML バイン
ディン
グ

jarファイル JSMコマン
ド

iiiPRO04_request.xml インバ
ウンド

iiiPRO04_request.jar GET

iiiPRO04_response.xml アウト
バウン
ド

iiiPRO04_response.jar SET



ステップ1.	スタジオのプロジェクトiii	Trainingを拡張する
このステップでは、Integratorスタジオを使用して、INT004で作成されたプロジェクトiii	Training
を拡張します。新しいソリューションを作成し、XML	Bindingウィザードを使用して、XMLの作
成に必要なフォルダーを作成します。

1.			デスクトップでLANSAフォルダーを開いて[Integratorスタジオ]アイコンを探します。

2.			[Integratorスタジオ]アイコンをダブルクリックします。スタジオのメイン・ウィンドウが表示
されます。

						LANSAエディタの[ツール]メニューでスタジオを開くこともできます。

3.			以前に作成したプロジェクトiii	Trainingを選択し、右クリック・メニューで[プロジェクトを
開く]を使用します。新しいタブにプロジェクトが開きます。

4.			[ソリューション]フォルダー選択し、右クリック・メニューで新しいソリューションを作成
します。[ツール]ドロップダウンで[XML	ファイル	エディタ]を選択します。新しいソリュー
ション・グループXML	Requestと、ソリューションのファイル名iiiPRO04_requestを入力しま
す。

5.			確認のダイアログで[はい]を選択します。XML	Requestという新しいフォルダーが作成されま
す。省略値ではフル・パスは以下のようになります。	
c:\program	files\lansa\integrator\studio\workspace\iii
Training\solutions\XML	Request

						XMLファイルiiiPRO04_request.xmlはこのフォルダーに置かれます。
6.			XMLエディタが開きます。



7.			ステップ2に進みます。



ステップ2.	要求XML	-	iiiPRO04_request.xmlを作成する
このステップでは、サーバー・ファクンションを作成するため、部門名称の要求を受け取る
XMLを作成します。どのテキスト・エディタを使用してもXMLを作成できます。この場合、
Integratorスタジオの一部であるXMLエディタを使用します。
1.			XMLエディタが開いている場合、XMLメッセージの基本構造があります。XMLファイルの
最初の行は、必ずXML宣言になります。これらの演習の場合、以下のXML宣言を常に使用し
ます。

		<?xml	version="1.0"	encoding="UTF-8"?>
						重要：<?xml	version="1.0"	encoding="UTF-8"?>ステートメントをドキュメントの
最初の行にしなければなりません。このステートメントの前にブランクの行や文字が来るこ
とはありません。エラーが発生します。

2.			サーバーから部門名称を取得するには、部門コードを提供します。部門コードのタグを囲む
ルート・タグが必要です。ルート・タグはDepartmentRequest、部門コード・タグ
はDepartmentCodeになります。DepartmentCodeタグで送信される情報のサンプル値
(ADMなど)を挿入します。

						この場合、XMLはかなり単純であり、以下のように表示されます。

						各XMLタグには開始タグと対応する終了タグがあることに注意してください(<tag>	</tag>な
ど)。

3.			XMLを保存し、確認ダイアログで[はい]を選択します。エディタが開いたときにファイルが
作成されています。XMLファイル・エディタを閉じます。	

						作成したXMLファイルは、IntegratorスタジオのXML	Requestソリューション・グループの下
に表示されます。



ステップ3.	応答XML	-	iiiPRO04_response.xmlを作成する
ステップ2で説明したように、どのテキスト・エディタを使用してもXMLを作成できます。今回
はメモ帳を使用します。このステップでは、外部のXMLをスタジオ・プロジェクトに導入する
方法について説明します。例えば、このXMLは、企業のいずれかのビジネス・パートナーから
提供されたものかもしれません。

このステップでは、サーバー・ファクンションを作成するため、部門名称を含む応答として送信
されるXMLを作成します。このファイルは、サーバーの応答XMLを定義します。応答は、部門
名称を送り返すだけです。応答XMLの構造は、要求XMLの構造と似ています。この2つの違い
は、交換される情報にあります。

注：部門コードは、部門名称とともに返すことができます。この演習では、1つのフィールドだ
けを渡します。

1.			XML	Responseソリューション・グループを作成します。Solutionsを選択し、右クリック・メ
ニューで新しいソリューション・グループを選択します。ダイアログにXML	Responseと入力
して[OK]をクリックします。

2.			Windowsのメモ帳・エディタを開始します(Windowsの[スタート]ボタンをクリックして[ファ
イル名を指定して実行]を選択し、Notepadと入力して[OK]をクリックします)。

3.			XML宣言を以下のように入力します。

				<?xml	version="1.0"	encoding="UTF-8"?>
4.			ルート・タグはDepartmentResponseです。部門名称タグはDepartmentDescriptionになりま
す。DepartmentDescriptionタグで送信される情報のサンプル値(Administration	Deptなど)を忘れ
ずに入れてください。XMLは以下のようになります。

						<?xml	version="1.0"	encoding="UTF-8"?>
						<DepartmentResponse>
									<DepartmentDescription>Administration	Dept</DepartmentDescription>
						</DepartmentResponse>

5.			新しいソリューション・グループXML	ResponseにXML応答ファイルを保存します。[ファイ
ル]メニューで[名前を付けて保存]オプションを選択して以下を指定します。

保存場所 XML	Tutorialsディレクトリ(省略値ではc:\program
files\lansa\integrator\studio\workspace\iii
Training\solutions\XML	Response)を探します。

[ファイル
名]

iiiPRO04_response.xml

[ファイル
の種類]

すべてのファイル

		
6.			メモ帳を最小化します。

7.			スタジオのプロジェクトに戻り、[表示]、[更新]メニュー・オプション(またはF5)を使用しま



す。応答XMLがXML	Responseフォルダーに表示されます。



ステップ4.	iiiFN06サーバーのインバウンド(要求)バインディン
グを作成する
このステップでは、XMLバインディングウィザードを使用して、サーバーにインバウンド要求
バインディングiiiPRO04_request.jarを作成します。このjarファイルは、サーバー・ファンクショ
ンが受け取るインバウンドXMLをバインドします。XMLからローカルLANSAフィールドへの
マッピングを定義します。

1.			プロジェクトの[ソリューション]ノードで[ソリューションの新規作成]メニュー・アイテムを
選択します。

2.			[ソリューションの新規作成]ダイアログが表示されます。

a.			[ツール]ドロップダウンで[XMLバインディング	ウィザード]を選択します。

b.			[ソリューション	グループ]ドロップダウンでXML	Requestを入力または選択します。

c.			[ファイル]入力フィールドにiiiPRO04_requestと入力します。[OK]をクリックします。

3.			新しいXMLプロジェクト・パネルが表示されます。ソースXMLファイルを選択するには、
[参照]ボタンをクリックします。

4.			[開く]ダイアログが表示されます。

a.			iiiPRO04_request.xmlファイルをクリックして選択します。

b.			[開く]ボタンをクリックします。

c.			[新しいXMLバインディング	プロジェクト]ダイアログで[OK]ボタンをクリックします。

5.			XMLバインディングウィザードのメイン・ウィンドウが表示されます。

a.			[構成]タブを選択します。ここでは、バインディングに必要なJavaクラスのjarファイルへ
のパッケージ化を定義します。パッケージ名をcom.iiicompany.service.xmlに変更します。



b.			インバウンドXML要求を処理するサーバーを作成するため、[インバウンド]チェックボッ
クスをクリックします。新しい[インバウンド]タブが表示されます。

c.			[ソース]タブを選択します。XMLソース・ファイルがプロジェクトに追加されます。

d.			[インバウンド]タブを選択します。ここでは、フィールドをマッピングします。

6.			XMLタグDepartmentCodeをLANSAフィールドDEPTMENTに以下のようにマッピングします。

a.			[インバウンド]タブを選択します。

b.			ルート・タグDepartmentRequestを右クリックし、ポップアップ・メニューで[フラグメン



ト]オプションを選択します。

c.			Department	Codeタグを右クリックして、ポップアップ・メニューで[編集]を選択します
(またはこのタグをダブルクリックします)。

d.			[フィールド属性]ダイアログで、[名前]にDEPTMENTと入力して[OK]をクリックしま
す。

e.			インバウンド・マッピングは以下のように表示されます。

7.			インバウンド要求バインディングを以下のように作成します。

a.			[プロジェクト]メニューを選択して[ビルド]オプションを選択するか、 ボタンを使用
します。

						これでプロジェクトが生成されてコンパイルされ、インバウンド要求バインディングの実行



に必要なjarファイルが作成されます。また、RDMLXで参照できるようにこのサービスの登
録方法を示すテキスト・ファイルのサンプルも生成されます。サービスを使用するRDMLコ
マンドとRDMLXコマンドのサンプルを含むテキスト・ファイルも生成されます。

8.			サービスが生成されてコンパイルされたことを確認するダイアログで[OK]をクリックしま
す。

9.			[ファイル]メニューで[上書き保存]オプションを選択します。[はい]をクリックしてプロジェ
クトを保存します。

10.	XMLバインディングウィザードを終了します。

11.	スタジオのプロジェクトに切り替えます。多くのフォルダーやファイルがXML	Requestソ
リューションに追加されていることを確認します。





ステップ5.	iiiFN06サーバーのアウトバウンド(応答)バインディ
ングを作成する
このステップでは、XMLバインディングウィザードを使用して、アウトバウンド応答バイン
ディングiiiPRO04_response.jarを作成します。このjarファイルは、サーバーからクライアントに
送信するアウトバウンドXMLをバインドします。LANSAフィールドからXML応答ドキュメント
へのマッピングを定義します。

1.			iii	Trainingフォルダーを右クリックして新しいソリューションを作成します。

2.			[ツール]ドロップダウンで[XMLバインディング	ウィザード]を選択します。

3.			XML	Responseグループで新しいソリューションを作成します。

4.			[ファイル]入力フィールドにiiiPRO04_responseと入力します。[OK]をクリックします。[新し
い	XMLバインディング	プロジェクト]ダイアログが表示されます。

5.			[参照]ボタンを選択してソースXMLファイルを選択します。

a.			[開く]ダイアログが表示されます。

b.			iiiPRO04_response.xmlファイルをクリックして選択します。

c.			[開く]ボタンをクリックします。

d.			[OK]ボタンをクリックします。

6.			XMLバインディングウィザードのメイン・ウィンドウが表示されます。パッケージ名を
com.iiicompany.service.xmlに変更します。

7.			XMLタグDescriptionをLANSAフィールドDEPTDESCに以下のようにマッピングします。

a.			[アウトバウンド]チェックボックスをクリックします(アウトバウンド応答バインディング
を作成します)。新しい[アウトバウンド]タブが表示されます。

b.			ルート・タグDepartmentResponseを右クリックし、ポップアップ・メニューで[フラグメン
ト]オプションを選択します。

c.			Department	Descriptionを右クリックし、ポップアップ・メニューで[編集]を選択します。

d.			[フィールド属性]ダイアログで、[名前]にDEPTDESCと入力して[OK]をクリックします。
マッピングは以下のようになります。

8.			アウトバウンド要求バインディングを以下のように作成します。

a.			[プロジェクト]メニューを選択して[ビルド]オプションを選択します。これでプロジェク
トが生成されてコンパイルされ、アウトバウンド要求バインディングの実行に必要なjar



ファイルが作成されます。

9.			[ファイル]メニューで[上書き保存]オプションを選択します。

10.	XMLウィザードを終了します。



ステップ6.	バインディングを配布および構成する
このステップでは、Integratorスタジオを使用して、jarファイルの配布とその他の構成の変更を行
います。

1.			Integratorスタジオを使用してプロジェクトのファイルを確認します。

a.			ルートのプロジェクト(iii	Training)でソリューション・フォルダーを開きます。XML
RequestフォルダーとXML	Responseフォルダーが表示されます。

b.			XML	RequestフォルダーとXML	Responseフォルダーを開きます。XMLファイルとプロ
ジェクト・ファイル、およびバインディング用に生成されたjarファイルが表示されま
す。

2.			このステップでは、サーバー上のHTTPInboundXMLBindServiceプロパティ・ファイルにプロ
ジェクトのセクションを追加します。

						演習INT004で、すでにJSMサーバーを定義しています。このため、ローカルWebサーバーと
JSMサーバーを使用している場合はhttp://localhost:4561が示されています。IBM	i	サーバーを
使用している場合は、http://10.44.10.236:4564などのIPアドレスが示されます。



a.			使用しているサーバーを選択し、右クリック・メニューで[サーバーを開く]を選択しま
す。

b.			JSMサーバーが開くと、別ウィンドウのペインが右側に表示され、開いたJSMサーバー・
インスタンスのすべてのディレクトリとファイルが表示されます。

3.			アプリケーションはHTTPInboundXMLBindServiceを使用します。

						HTTPInboundXMLBindServiceを使用するには、このサービスのプロパティ・ファイルに構成
エントリーを追加する必要があります(プロパティ・ファイルの名前
はHTTPInboundXMLBindService.propertiesです。通常、JSMサーバー
の/instance/propertiesディレクトリにあります)。

						最初に、[セクションの取得]を使用してプロジェクトにHTTPInboundXMLBindServiceセク
ションを作成します。次に、このエントリーを編集し、[セクションの発行]を使用してサー
バー上のプロパティ・ファイルを更新します。

a.			右ウィンドウのペイン(JSMサーバー・インスタンスなど)でpropertiesフォルダーを開きま
す。

b.			スクロールしてHTTPInboundXMLBindService.propertiesファイルを探します。そのファイル
を右クリックして、ポップアップ・メニューで[セクションの取得]オプションを選択しま
す。この時点ではプロジェクトに固有のデータがファイルにないため、メッセージ[プロ
パティ	HTTPInboundXMLBindService.properties	にプロジェクトのコンポーネントが見つか
りません]が表示されます。[OK]をクリックします。

						HTTPInboundXMLBindService.propertiesファイルは、ローカルのpropertiesフォルダーに作
成されます。

c.			左ウィンドウのペイン(ローカル・ディレクトリなど)でIntegrator/propertiesフォルダーを
開きます。HTTPInboundXMLBindService.propertiesファイルを右クリックし、ポップアッ
プ・メニューで[プログラムから開く]、[プロパティ	エディタ]オプションを選択します。

d.			編集ウィンドウが表示されます。HTTPInboundXMLBindService.propertiesファイルは空で
す。ファイルに以下のエントリーを追加します。



service.iiipro04_request=com.IIIcompany.service.xml.IiiPRO04_requestService
service.archive.iiipro04_request=bindings/IIIPRO04_request.xml.jar
service.iiipro04_response=com.IIIcompany.service.xml.IiiPRO04_responseService
service.archive.iiipro04_response=bindings/IIIPRO04_response.xml.jar

						インバウンドおよびアウトバウンドHTTP	XMLバインド・サービスの作成ステップで必要な
エントリーを作成しました。これらのエントリーを以下のようにコピーします。

									最初のプロパティ・エディタ(1)を開いたままにしておきます。

									XML	Requestフォルダーを展開し、プロパティ・エディタで
HTTPInboundXMLBindService.propertiesを開きます。コードをコピーしてエディタ(1)に貼
り付けます。2番目のエディタを閉じます。

									XML	Responseフォルダーを展開し、エディタで
HTTPOutboundXMLBindService.propertiesを開きます。コードをコピーしてエディタ(1)に貼
り付けます。2番目のエディタを閉じます。

									変更内容をエディタ(1)で保存し、確認ダイアログで[はい]を選択します。プロパティ・
エディタを閉じます。

						注：Javaのパスの大文字/小文字は区別されます。例では、サービスの名前の先頭が大文
字になっている点にも注意してください(IiiPRO04_responseServiceなど)。これはJavaの基
準であるため、変更できません。このワークショップを通じて、一意の3文字iiiの先頭は
大文字にしてください。この点を見落とした場合、ファンクションはBINDで失敗しま
す。

e.			JSMサーバー上のHTTPInboundXMLBindService.propertiesファイルを更新します。ローカル
のHTTPInboundXMLBindService.propertiesファイル(左側のIntegrator/Propertiesにある)を右ク
リックして、ポップアップ・メニューで[セクションの発行]オプションを選択します。
メッセージが表示され、発行の確認を求められます。[はい]を選択します。サーバー上の
HTTPInboundXMLBindService	propertiesファイルにプロジェクトのセクションを追加しま
した。

						サーバーからHTTPInboundXMLBindingService.propertiesファイルを開いて最後までスク
ロールすると、次のようになります。



4.			このステップでは、サーバーにjarファイルを配布します。

a.			左ペイン(プロジェクト)でXML	Requestフォルダーを展開し、iiiPRO04_request.xml.jarファ
イルを選択します。

b.			右クリック・メニューを使用して、[送る]、[Integratorフォルダ]を選択します。

c.			ステップaとbを繰り返して、iiiPRO04_response.xml.jarファイルをXML	Responseフォルダー
からIntegratorフォルダーに送信します。

d.			左ウィンドウのペインでbindingsフォルダーを展開します。



e.			Integrator/bindingsフォルダーに送信したjarファイルが表示されます。bindingsフォルダ内
の各jarファイルを1つずつ右クリックして[ファイルの発行]を選択します。確認のダイア
ログで[はい]を選択します。

f.			右ウィンドウのペインで\Instance\bindingsフォルダーを展開します。発行したjarファ
イルが表示されます。



まとめ

重要な考察事項
									生成したRDMLコードとRDMLXコード(プロジェクトのSolution/Sampleフォルダーを参照)
を別々にするには、個別のソリューション・グループに要求と応答を作成する必要がありま
す。

									EPC853以降は、XMLBindingサービスは実行時に\bindingsフォルダからバインディングJar
ファイルをロードできます。XMLBindingsを発行した後にJSMを再起動する必要はありませ
ん。

ヒントとテクニック
									命名基準を使用すると、アプリケーションでのLANSAコンポーネントと非LANSAコン
ポーネントの関連付けが容易になります。

									アプリケーションはXMLドキュメントの作成から始めます。

									必ずバインディング用のjarファイルを作成し、そのファイルをサーバーに発行してくださ
い。

									スタジオには、特定のプロジェクトのファイルをまとめる便利な方法があります。

									スタジオのプロジェクトを使用すると、特定のプロジェクトのJSMプロパティ・ファイル
に対する変更を検索する際に役立ちます。スタジオでアクションの取得または発行を行うと
きにプロジェクトに固有のデータを探すことができるようにコメント・タグが挿入されま
す。

									HTTPInboundXMLBindService.propertiesファイルの完全なコピーをPCに転送する場合、[ダ
ウンロード]オプションを使用して、特定のディレクトリにファイルを保存できます。

これまでの学習内容
									Integratorスタジオの使用方法

									XML	Bindingウィザードの使用方法

									バインディング用のjarファイルの作成方法

									JSMサーバーでプロパティ・ファイルを更新する方法

									JSMサーバーでjarファイルを発行する方法

									JSMサーバーを再起動する方法



INT006	-	部門照会ファンクション
目的：
									部門コードを受け取ってから、部門名称を送り返すサーバーXMLアプリケーションを作成
する

									演習INT005のjarファイルを使用して、クライアント側ファンクションから送信された
XMLの受信にJSMDirectを使用するサーバー側RDMLXファンクションを作成する

									Integratorスタジオを使用してJSMサーバー・データベース・ファイルを更新する
上記の目的を達成するには、以下のステップを完了してください。

									ステップ1.	iiiFN06サーバーのGET機能をコード化する

									ステップ2.	iiiFN06サーバーのSET機能をコード化する

									ステップ3.	iiiFN06	JSMDirect構成テーブルを更新する

									ステップ4.	ユーザー・エージェントのホスト構成ファイルを作成する

									ステップ5.	ユーザー・エージェントでiiiFN06ファンクションをテストする

									ステップ6.	トレース(オプション)

									まとめ



ステップ1.	iiiFN06サーバーのGET機能をコード化する
このステップでは、サーバー側GETのRDMLXの作成を開始します。サーバー・ファンクション
は、クライアントからXMLを受け取ります。
1.			iiiPRO04	XML	Tutorialという新しいLANSAプロセスを作成します。iiiは一意の3文字です(プ
ロセスがすでにある場合は、iiiに対して別の文字セットを選択します)。

2.			プロセスiiiPRO04に属するiiiFN06	Department	Serverという新しいファンクションを作
成します(iiiは一意の3文字です)。テンプレートを使用せずにファンクションを作成し、
[RDMLXフィールドの保管の確認]がチェックされていることを確認します。

3.			Integratorスタジオのプロジェクトに切り替えます。XML要求ソリューションで
samples/RDMLXフォルダーを展開し、スタジオのテキスト・エディタで
SAMPLES_RDMLX_INBOUND_HTTP.TXTを開きます。
SAMPLES_RDMLX_INBOUND_HTTP.TXTをダブルクリックするだけでテキスト・エディタ
が開きます。

4.			すべてのコードをコピーしてファンクションiiiFN06に貼り付け、既存のコードを置き換えま
す。

						注：このコードの上部にコメントとして表示されるフィールドはすでにリポジトリ内にあり
ます。これらのフィールドは作成しないでください。

5.			コード内でGROUP_BYコマンドを上方向に検索し、その名前をDEPTREQに変更します。こ
れは、フィールドDEPTMENTに値をマッピングできるようにする単なる参照です。

6.			この段階で、サーバー・ファンクションにはXMLドキュメントの情報があります。変更内容
を保存します。



ステップ2.	iiiFN06サーバーのSET機能をコード化する
このステップでは、データベース・ファイルDEPTABにアクセスして部門名称を取得する
RDMLXを作成します。クライアント要求に応答するサーバー側SENDのRDMLXを作成します。
1.			ファンクションiiiFN06を使用し、DEPARTMENTREQUESTフラグメントからGETを実行した
後、強調表示されている以下のブロックを削除します。	

次に、DEPTDESCフィールドを消去し、DEPTABファイルからDEPTMENTキー(部門コード)
でDEPTDESCフィールド(部門名称)を取得するRDMLXコードを作成します。

						FETCH操作のI/Oステータスを確認します。*OKAY以外の場合、部門名称をリテラ
ル'Department	not	found'に変更します。

						RDMLXコードは以下のように表示されます。

#DEPTDESC	:=	*NULL
FETCH	FIELDS(#DEPTDESC)	FROM_FILE(DEPTAB)	WITH_KEY(#DEPTMENT)	IO_ERROR(*NEXT)	VAL_ERROR(*NEXT)
IF_STATUS	IS_NOT(*OKAY)
#DEPTDESC	:=	'Department	Not	Found'
ENDIF
	

2.			アウトバウンドHTTP内容を作成するコードを追加する必要があります。XML応答ソリュー
ション用にスタジオで生成されたRDMLXから、このコード・フラグメントを取得できま
す。フォルダーXML	Response/samples/RDMLXを展開し、テキスト・エディタ
でSAMPLE_RDMLX_OUTBOUND_HTTP.txtを開きます。ファンクション
iiiFN06の以下のコメントの直後に、強調表示されたコードをコピーします。
*	<<<	Outbound	binding	logic	goes	here	>>>



3.			CHECKサブルーチンで、エラーが発生した場合はプログラムが終了するようにABORTコマ
ンドをIF..ENDIF条件に追加します。

4.			ファンクションをコンパイルします。

5.			IBM	i	のJSMサーバーを使用している場合は、ファンクションをIBM	i	に登録してコンパイル
します。

						完了したRDMLXコードは以下のように表示されます。

FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)
*	The	following	fields	are	used	by	the	XMLバインディング	map
*	#DEPTMENT
*	The	following	fragments	are	used	by	the	XMLバインディング	map
GROUP_BY	NAME(#DEPTREQ)	FIELDS(#DEPTMENT)
*	Open	service
USE	BUILTIN(JSMX_OPEN)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG
#JSMXHDLE1)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)
*	Load	service
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('SERVICE_LOAD
SERVICE(HTTPInboundXMLBindService)	SERVICE_CONTENT(*HTTP)
TRACE(*YES)')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1



#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)
*	Bind	service	to	read	HTTP	request	content
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('BIND
SERVICE(IIIPRO04_REQUEST)	TYPE(*INBOUND)
BINDTRACE(*YES)')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)
*	Get	fragment	-	DEPTREQ
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('GET
FRAGMENT(DepartmentRequest)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)
*	handle	request	for	department	description
#deptdesc	:=	*blanks
FETCH	FIELDS(#deptdesc)	FROM_FILE(deptab)	WITH_KEY(#deptment)
IO_ERROR(*NEXT)	VAL_ERROR(*NEXT)
IF_STATUS	IS_NOT(*OKAY)
#deptdesc	:=	('Department	not	found')
ENDIF
*	<<<	Outbound	binding	logic	goes	here	>>>
*	Bind	service	to	create	HTTP	request	content
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('BIND
SERVICE(IIIPRO04_RESPONSE)	TYPE(*OUTBOUND)')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)
*	Set	fragment	-	DEPARTMENTRESPONSE
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('SET
FRAGMENT(DEPARTMENTRESPONSE)
SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)



EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)
*	Write	content
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('WRITE	INDENT(*YES)
BINDTRACE(*YES)')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)
*	Send	HTTP	response	content
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('SEND')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)
*	Close	service
USE	BUILTIN(JSMX_CLOSE)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1)
TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)
*	Check	routine
SUBROUTINE	NAME(CHECK)	PARMS((#JSMXSTS	*RECEIVED)
(#JSMXMSG	*RECEIVED))
IF	COND('#JSMXSTS	*NE	OK')
USE	BUILTIN(JSMX_CLOSE)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1)
TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
ABORT
ENDIF
ENDROUTINE
	



ステップ3.	iiiFN06	JSMDirect構成テーブルを更新する
このステップでは、構成テーブルに変更を加えます。サービス要求がホストに達すると、JSMは
ファイルDC_W29.txt	(Windowsの場合)またはDC@W29	(IBM	i	の場合)をチェックして実行する
ファンクションを特定します。JSMで使用される鍵は、サービス名とホスト:	ポートになりま
す。サービス名はURLキーワード値の一部で、URIパラメータの値iiiFN06_SERVICEとして
入力した疑問符の後にきます。

1.			Integratorスタジオに切り替えてワークスペース・タブを選択します。[サービス]フォルダーを
展開し、INT004で作成されたサービスを選択します。IBM	i	のJSMサーバーを使用している
場合は以下のようになります。

2.			このサービスを右クリックして、[サービスを開く]を選択します。既存のサービスのリスト
が表示されます。

2.			白い部分のどこかを右クリックして[新規作成]を選択すると、新しいサービス・レコードが
作成されます。

3.			[Direct	エディタ]ウィンドウが表示されます。

4.			iiiの代わりに各自の値を入れて、表示された値で新しいエントリーを追加します。区画は各
自の方針とは異なる場合があります。

5.			[OK]をクリックして変更を保存し、[Direct	サービス]タブを閉じます。正しいJSMサーバー・



インスタンスのDC@W29ファイルがIBM	i	で更新されています。http:/localhostを使用してい
る場合は、DC_W29.txtファイルが更新されています。



ステップ4.	ユーザー・エージェントのホスト構成ファイルを作
成する
このステップでは、サーバー・ファンクションをテストするユーザー・エージェントのホスト構
成ファイルを設定します。ユーザー・エージェントは、作成したサーバーにクエリーを実行する
クライアントとして機能します。

1.			SendCSVFileソリューション・グループのSendCSVFile.lihファイルを、XML	Requestソ
リューション・グループにコピーする必要があります。

						スタジオでプロジェクトが開いている状態で、Solutions/SendCVSFileフォルダーを展開
し、SendCVSFile.lihファイルを選択して右クリックします。[ファイルのコピー]を選択
します。

2.			使用するXML	Requestソリューションを展開し、このフォルダーのどこかを右クリックして
[ファイルのペースト]を選択します。SendCVSFile.lihファイルがXML	Requestフォルダー
にコピーされます。このファイルを選択し、右クリック・メニューでファイル名を

iiiPRO04_client_test.lihに変更します。
3.			作成したサーバーとサービスに接続するには、ユーザー・エージェント・ファイルを修正す
る必要があります。iiiPRO04_client_test.lihを右クリックして[プログラムから開く]、
[プロパティ	エディタ]の順に選択します。以下の置き換えを行います。

古い行 新しい行

name=iiiFN05_SERVICE name=iiiFN06_SERVICE

xml.uri=/cgi-bin/jsmdirect?
orderxml

xml.uri=/cgi-bin/jsmdirect?
iiiFN06_SERVICE



						ローカルWebサーバーとJSMサーバーを使用している場合、uri行は以下のようになります。
xml.uri=/cgi-bin/jsmdirect.exe?iiiFN06_SERVICE

4.			ユーザー・エージェントのホスト構成ファイルの作成が終わりまし
た。iiiPRO04_client_test.lihを保存して閉じます。



ステップ5.	ユーザー・エージェントでiiiFN06ファンクション
をテストする
このステップでは、ステップ4で作成したユーザー・エージェント・ファイルを実行して部門
サーバーをテストします。

1.			ユーザー・エージェントにiiiPRO04_client_test.lihをロードし、JSMサーバー上の
iiiFN06_SERVICEサービスにiiiPRO04_request.xmlを送信します。

a.			iiiPRO04_client_test.lihをダブルクリックして、このホスト構成ファイルを使用する
ユーザー・エージェントを開きます。ホスト構成ファイルのプロパティを使用して、
XMLソースの送信先を決めます。

b.			ここで、サーバーに送信するxmlファイルを選択します。INT005の前半で作成した要求ド

キュメントを送信します。 	[ソースデータを開く]ボタンを使用します。

c.			[開く]ダイアログは、省略値で[XML	Request]フォルダーに設定されま
す。iiiPRO04_request.xmlを選択して[開く]ボタンを選択します。

						ユーザー・エージェントでソースが表示されます。[ソース]タブでXMLを確認します。

d.			これで、サーバーに要求を送信する準備ができました。 [送信]ボタンを選択して、
xmlファイルを送信します。

e.			[はい]を押し、該当の転送方法を使用して、指定したホストに指定したファイルを送信す
ることを確認します。[了解]を押して完了したトランザクションを確認します。

						
						XMLファイルがサーバーに送信され、ファンクションiiiFN06で処理されます。

						[結果]タブの表示は以下のようになります。



						iiiFN06_SERVICEサービスで呼び出されるiiiFN06ファンクション
はiiiPRO04_request.xmlを処理して、適切に入力されたバージョンのiiiPRO04_response.xmlを
返します。

2.			FLT	(FLEET	ADMINISTRATION)やMKT	(MARKETING	DEPARTMENT)などのその他の有効な
部門コードを試してみます。このためには、iiiPRO04_request.xmlを選択して右クリックし、
[プログラムから開く]、[XMLエディタ]を選択してADMテキストを目的のテスト・データに
変更します。[結果]の部門名称が適宜変更されます。

						部門コードが無効な場合、DEPARTMENT	NOT	FOUNDという部門名称が返されます。



ステップ6.	トレース(オプション)
このステップでは、Integratorスタジオを使用して、ファンクションの実行中に作成されるさまざ
まなトレース・ファイルを確認します。これはオプションのステップです。ユーザー・トレース
を行うには、トレースを有効にしておく必要があります。トレースの設定は、manager.properties
ファイルで、またはSERVICE_LOADコマンドのパラメータで調整できます。
1.			Visual	LANSAエディタでファンクションiiiFN06を確認します。スタジオで生成されたコード
には、SERVICE_LOADコマンドに対するTRACE(*YES)があります。オーバーヘッドを防ぐ
ために、実稼働アプリケーションではトレースを無効にする必要があることに注意してくだ
さい。

2.			アプリケーションを実行します。

3.			スタジオのプロジェクト・タブでサーバーを開きます。JSMサーバーでtrace	(トレース	ファイ
ル)フォルダーを展開します。



4.			アクティブなジョブ番号を探し、このフォルダーを開きます。

5.			クライアント・フォルダーを開き、各種トレース・ファイルの内容を確認します。

注:	サービスと転送のトレース・ファイルはトレース・ビューアで開くことができます。
(EPC853以降)



6.			トレース・ファイルをダウンロードするには、いずれかのクライアント・フォルダーを右ク
リックして、ポップアップ・メニューで[ダウンロード]オプションを選択します。すべての
トレース・ファイルがZipファイルに配置されます。[ダウンロード]タブを選択すると、Zip
ファイルをローカル・ディレクトリに保存できます。このダウンロードされたZipファイル
は、問題のトラブルシューティング時に別の開発者にメール送信できるようになりました。



まとめ

重要な考察事項
									サーバー側ファンクションはさまざまなジョブとして開始するため、JSMを開いて閉じる
必要があります。

									サーバー側ファンクションはサービスをアンロードしません。

ヒントとテクニック
									命名基準を使用すると、アプリケーションでのLANSAコンポーネントと非LANSAコン
ポーネントの関連付けが容易になります。

									XMLフォームを作成してアプリケーション開発を開始します。

これまでの学習内容
									サーバー側JSMファンクションをコード化する方法

									JSMDirectを使用して構成する方法

									HTTPInboundXMLBindService.propertiesファイルを修正する方法

									Integratorスタジオを使用してJSMDirect構成テーブルを更新する方法

									ユーザー・エージェントを使用してサーバー側ファンクションをテストする方法



INT007	-	部門リスト照会
目的：
									部門コードと簡単なフィールドのリストを受信してから、部門名称と簡単なフィールドの
リストを送り返すサーバーXMLアプリケーションを作成する

									クライアント側ファンクションから送信されたXMLの受信にJSMDirectを使用するサー
バー側RDMLXファンクションを作成する

上記の目的を達成するには、以下のステップを完了してください。

									コンセプト

									ステップ1.	XML	iiiPRO05_request.xmlを作成する

									ステップ2.	iiiPRO05_response.xmlを作成する

									ステップ3.	iiiFN07サーバーのインバウンド(要求)バインディングを作成する

									ステップ4.	iiiFN07サーバーのアウトバウンド(応答)バインディングを作成する

									ステップ5.	バインディングを配布および構成する

									ステップ6.	iiiFN07サーバーのGET機能をコード化する

									ステップ7.	iiiFN07サーバー・データベース・ロジックとSET機能をコード化する

									ステップ8.	iiiFN07の構成テーブルを更新する

									ステップ9.	iiiFN07のユーザー・エージェント・ファイルを作成する

									ステップ10.	ユーザー・エージェントでiiiFN07ファンクションをテストする

									まとめ



コンセプト
この演習では、クライアント・ファンクションとサーバー・ファンクションによって、以下の内
容が交換されます。

									部門コードのリスト

									簡単なフィールド(XML構造の組み合わせを表示する)
上記を行うには、XMLファイルの構造がわずかに異なる必要があります。
以下の表は、この演習に使用される入力XML、バインディングJAR、JSMコマンドの関係をまと
めたものです。

入力XML バイン
ディン
グ

JARファイル JSMコ
マンド

iiiPRO05_request.xml インバ
ウンド

iiiPRO05_request.jar GET

iiiPRO05_response.xml アウト
バウン
ド

iiiPRO05_response.jar SET

	



ステップ1.	XML	iiiPRO05_request.xmlを作成する
このステップでは、部門名称の要求を取得するXMLを作成します。どのテキスト・エディタを
使用してもXMLを作成できます。最初に、INT005で使用したXMLを編集します。
1.			開始するには、Integratorスタジオでiii	Trainingプロジェクトを開いておきます。ソリューショ
ンを右クリックして、新しいソリューション・グループXML	List	Requestを作成します。

2.			INT005で作成したXML	Requestフォルダーを展開し、iiiPRO04_request.xmlをダブルクリック
してXMLエディタで開きます。

	XMLは以下のように表示されます。

<?xml	version="1.0"	encoding="UTF-8"?>
<DepartmentRequest>
	<DepartmentCode>ADM</DepartmentCode>
</DepartmentRequest>

3.			部門のリストを参照するには、ルート・タグ<DepartmentRequest>とその終了タグ
</DepartmentRequest>の名前を修正します。

						XMLは以下のように表示されます。

<DepartmentListRequest>
			<DepartmentCode>ADM</DepartmentCode>
<DepartmentListRequest>

4.			渡す予定の簡単なフィールドは、英数字のみの文字列になります。これは、サーバー・ファ
ンクションによって反転されて返される文字列です。ルート・タグ内で、簡単なフィールド
のタグを追加します。新しいタグにサンプル値を入れます。

						XMLは以下のように表示されます。

<DepartmentListRequest>
			<ReverseString>ABCDEFG</ReverseString>
			<DepartmentCode>ADM</DepartmentCode>
</DepartmentListRequest>

5.			次に、部門コードはリストのため、複数回出現するようにXMLを変更する必要があります。
部門コードのタグが実際のコードのタグの親タグになるようにします。

a.			開始タグ<DepartmentCode>と終了タグ</DepartmentCode>に囲まれたADMリテラルを削除
し、終了タグ</DepartmentCode>が開始タグ<DepartmentCode>と並ぶように終了タグを次
の行に移動します。

b.			<DepartmentCode>タグの名前を変更し、<Department>とします(これは必須ではありませ
んが、実際の部門を含む子タグを追加する場合の用語の冗長性がなくなります)。

						XMLは以下のように表示されます。

<DepartmentListRequest>
		<ReverseString>ABCDEFG</ReverseString>
			<Department>
		</Department>



</DepartmentListRequest>
6.			<Department>の子タグ(サンプル値はADM)を挿入します。子タグは<Code>になります。すべ
てのタグに終了タグが必要です。読み込みが簡単になるように、子タグをインデントしてく
ださい。

						XMLは以下のように表示されます。

<DepartmentListRequest>
				<ReverseString>ABCDEFG</ReverseString>
				<Department>
							<Code>ADM</Code>
					</Department>
</DepartmentListRequest>

7.			最後に、部門コードが複数回出現するようにXMLを修正する必要があります。このタスクを
行うにはいくつかの方法があります。1つは子タグ<Code></Code>を繰り返す方法です。

<Department>
				<Code>ADM</Code>
				<Code>FLT</Code>
</Department>

						あるいは、この演習の場合、<Department></Department>タグを繰り返して別のブロックを作
成する方法もあります。これにより、要求XMLと応答XMLの構造が同じになります。

						XMLは以下のように表示されます。

<?xml	version="1.0"	encoding="UTF-8"?>
<DepartmentListRequest>
				<ReverseString>ABCDEFG</ReverseString>
				<Department>
								<Code>ADM</Code>
					</Department>
					<Department>
								<Code>FLT</Code>
						</Department>
</DepartmentListRequest>

	<?xml	version=	.	.	.	.	.	.	.>行が最初の行になります。他の文字や行が先頭に来ることはあり
ません。

8.			[ファイル]メニューを使用して、[名前を付けて保存]オプションを選択し、ファイルを
iiiPRO05_request.xmlとして指定します。XML	List	Requestフォルダーにこのファイル
を保存します。



ステップ2.	iiiPRO05_response.xmlを作成する
このステップでは、部門名称を含む応答を送信(サーバーの場合)および受信(クライアントの場
合)するXMLを作成します。クライアント・ファンクションで必要なのは、部門名称のリストで
構成される応答のみですが、RDMLXコードがより少なく簡単になるように、部門コードと部門
名称も送り返されます。応答XMLの構造は、要求XMLの構造と同じです。
1.			スタジオのプロジェクト・タブでソリューションを選択し、新しいソリューション・グルー
プを使用してフォルダーXML	List	Responseを作成します。

2.			開いているiiiPRO05_request.xmlを使用し、ルート・タグを修正して応答XMLを定義します。
ルートはDepartmentListResponseになります。終了タグも忘れずに修正してください。

						XMLは以下のように表示されます。

<?xml	version="1.0"	encoding="UTF-8"?>
<DepartmentListResponse>
					<ReverseString>ABCDEFG</ReverseString>
					<Department>
								<Code>ADM</Code>
						</Department>
						<Department>
								<Code>FLT</Code>
						</Department>
</DepartmentListResponse>

3.			部門名称も交換されるようにXMLを修正します。<Department>タグ内に部門名称タグを挿入
します。部門名称タグは<Description>になります。

						XMLは以下のように表示されます。

<?xml	version="1.0"	encoding="UTF-8"?>
<DepartmentListResponse>
			<ReverseString>ABCDEFG</ReverseString>
			<Department>
							<Code>ADM</Code>
				<Description>Administration	Dept</Description>
				</Department>
				<Department>
						<Code>FLT</Code>
							<Description>Fleet	Administration</Description>
					</Department>
</DepartmentListResponse>

4.			[ファイル]メニューを使用して、[名前を付けて保存]オプションを選択し、ファイルを
iiiPRO05_response.xmlとして指定します。そのファイルをXML	List	Responseフォル
ダーに保存します。



ステップ3.	iiiFN07サーバーのインバウンド(要求)バインディン
グを作成する
このステップでは、XMLバインディングウィザードを使用して、インバウンド要求バインディ
ングiiiPRO05_request.jarを作成します。これは、サーバーが受け取るインバウンドXMLを
バインドします。

1.			スタジオのプロジェクト・タブでXML	List	Requestソリューションを選択します。右クリッ
ク・メニューを使用して、新しいソリューションを作成します。１つのダイアログが表示さ
れます。

a.			[ツール]ドロップダウンで[XMLバインディングウィザード]を選択します。

b.			[グループ]ドロップダウンでは、すでにXML	List	Requestが選択されています。

c.			[ファイル]入力フィールドにiiiPRO05_requestと入力します。[OK]をクリックします。

2.			新しいXMLバインディング・プロジェクト・パネルが表示されます。ソースXMLファイルを
選択するには、[参照]ボタンをクリックします。[開く]ダイアログが表示されます。

a.			iiiPRO05_request.xmlファイルをダブルクリックして選択します。XMLバインディング
ウィザードのメイン・ウィンドウが表示されます。パッケージ名を
com.iiicompany.service.xmlに変更します。

b.			[インバウンド]チェックボックスをチェックします。[インバウンド]タブがウィンドウの
下部に表示されます。

3.			部門コードのリストとReverseStringフィールドの両方をマッピングする必要があります。最
初に、XMLタグReverseStringをLANSAフィールドSTD_TEXTSに以下のようにマッピングしま
す。

a.			[インバウンド]タブを選択します。

b.			ルート・タグDepartmentListRequestを右クリックします。ポップアップ・メニューで[フラ
グメント]を選択します。

c.			ReverseStringタグを右クリックして、ポップアップ・メニューで[編集]を選択します(また
はこのタグをダブルクリックします)。

d.			[フィールド属性]ダイアログで、[名前]にSTD_TEXTSと入力して[OK]をクリックしま
す。

e.			いずれかのDepartmentタグを右クリックして[リスト]を選択します。これにより、両方の
タグと、階層内のすべてのサブタグがリストのメンバーとして定義されます。

f.			Departmentタグを展開すると、そのサブタグが表示されます。いずれかのCodeタグを右ク
リックするかダブルクリックして編集します。

g.			[フィールド属性]ダイアログで、[名前]にDEPTMENTと入力して[OK]をクリックしま
す。リスト内のいずれかのサブタグを編集した場合、リストの該当タグのすべての出現
箇所がどのように自動編集されるかに注目してください。

4.			XMLマッピングが完了しました。XMLバインディングは以下のようになります。



5.			ここで、インバウンド要求jarを作成します。[プロジェクト]メニューを選択して[ビルド]オプ

ションを選択するか、 ビルドツールバー・ボタンを使用します。

6.	[ファイル]メニューで[上書き保存]オプションを選択するか、 [上書き保存]ツールバー・ボ
タンを使用します。[はい]をクリックしてプロジェクトを保存します。

7.		XMLバインディングウィザードを終了します。



ステップ4.	iiiFN07サーバーのアウトバウンド(応答)バインディ
ングを作成する
このステップでは、XMLバインディングウィザードを使用して、アウトバウンド応答バイン
ディングiiiPRO05_response.jarを作成します。このjarファイルは、サーバーのアウトバウ
ンドXMLをバインドしてクライアントに送信します。LANSAフィールドからXML応答ドキュメ
ントへのマッピングを定義します。

1.			プロジェクト・タブでXML	List	Responseソリューション・グループを選択して、右クリッ
ク・メニューの[ソリューションの新規作成]オプションを使用すると、ダイアログが表示さ
れます。

a.			[ツール]ドロップダウンで[XMLバインディングウィザード]を選択します。

b.			[グループ]ドロップダウンでは、XML	List	Responseが選択されています。

c.			[ファイル]入力フィールドにiiiPRO05_responseと入力します。確認ダイアログで[OK]、[は
い]をクリックします。

2.			新しいXMLバインディング・プロジェクト・パネルが表示されます。ソースXMLファイルを
選択するには、[参照]ボタンをクリックします。[開く]ダイアログが表示されます。

3.			iiiPRO05_response.xmlファイルをダブルクリックして選択します。XMLバインディングウィ
ザードのメイン・ウィンドウが表示されます。パッケージ名をcom.iiicompany.service.xmlに変
更します。

4.			[アウトバウンド]チェックボックスをチェックします。[アウトバウンド]タブがウィンドウの
下部に表示されます。

5.			アウトバウンド・マッピングは、インバウンド・マッピングとほぼ同じです。異なるのは、
ルート・タグの命名と、リスト内の記述ノードの追加のみです。

a.			[アウトバウンド]タブを選択します。

b.			ルート・タグDepartmentListResponseを右クリックします。ポップアップ・メニューで[フ
ラグメント]を選択します。

c.			ReverseStringタグを右クリックして、ポップアップ・メニューで[編集]を選択します(また
はこのタグをダブルクリックします)。

d.			[フィールド属性]ダイアログで、[名前]にSTD_TEXTSと入力して[OK]をクリックしま
す。

e.			いずれかのDepartmentタグを右クリックして[リスト]を選択します。

f.			Departmentタグを展開すると、そのサブタグが表示されます。いずれかのCodeタグを右ク
リックするかダブルクリックして編集します。

g.			[フィールド属性]ダイアログで、[名前]にDEPTMENTと入力して[OK]をクリックしま
す。

h.			いずれかのDescriptionタグを右クリックするかダブルクリックして編集します。

i.			[フィールド属性]ダイアログで、[名前]にDEPTDESCと入力して[OK]をクリックします。

						XMLアウトバウンド・バインディングは以下のようになります。



6.			XMLマッピングが完了しました。ここで、アウトバウンド応答サービスを生成してコンパイ
ルします。[プロジェクト]メニューを選択して[ビルド]オプションを選択します。

7.			[ファイル]メニューで[上書き保存]オプションを選択します。[はい]をクリックしてプロジェ
クトを保存します。

8.	XMLバインディングウィザードを終了します。



ステップ5.	バインディングを配布および構成する
このステップでは、Integratorスタジオを使用して、jarファイルの配布と
HTTPInboundXMLBindServiceプロパティ・ファイルの更新を行います。以前の演習INT004で
は、このサービスのローカル・プロパティ・セクションを作成しました。今回は、以前のように
このファイルを更新して、サーバーに発行します。

1.			スタジオでプロジェクト・タブが開いている状態で、Integrator/propertiesフォルダーを展開
し、HTTPInboundXMLBindService.propertiesファイルをダブルクリックしてプロパティ・エ
ディタで開きます。

		HTTPInboundXMLBindService.propertiesファイルにはINT004の以下のエントリーがありま
す。

		service.iiipro04_request=com.iiicompany.service.xml.IiiPRO04_requestService
		service.archive.iiipro04_request=bindings/iiiPRO04_request.xml.jar
		service.iiipro04_response=com.iiicompany.service.xml.IiiPRO04_responseService
		service.archive.iiipro04_response=bindings/iiiPRO04_response.xml.jar
	
a.			ファイルに以下の行を追加します。

			service.iiipro05_request=com.iiicompany.service.xml.IiiPRO05_requestService
			service.archive.iiipro05_request=bindings/iiiPRO05_request.xml.jar
			service.iiipro05_response=com.iiicompany.service.xml.IiiPRO05_responseService
			service.archive.iiipro05_response=bindings/iiiPRO05_response.xml.jar
	
						追加するには以下のようにします。

b.			エディタ(1)で最初のプロパティ・ファイルを開いておきます。

c.			XML	List	Requestフォルダーを展開し、HTTPInboundXMLBindService.propertiesファイルを
プロパティ・エディタで開きます。このコードをコピーしてエディタ(1)に貼り付けま
す。2番目のプロパティ・エディタを閉じます。

d.			これらのステップを繰り返して、XML	List
Response/HTTPInboundXMLBindService.propertiesのコードをエディタ(1)にコピーします。

e.			2番目のエディタを閉じます。エディタ(1)で変更を保存してエディタ(1)を閉じます。

						注：Javaのパスの大文字/小文字は区別されます。

2.			ここで、サーバー・バージョンのHTTPInboundXMLBindService.propertiesを修正内容で更新す
る必要があります。

a.			JSMサーバー・インスタンスは、以前のステップで右側に開いているはずです。開いてい
ない場合は、プロジェクト・タブでサーバーをダブルクリックして開きます。

b.			ローカルのHTTPInboundXMLBindService.propertiesファイル(左側のIntegrator/Propertiesにあ
る)を右クリックして、ポップアップ・メニューで[セクションの発行]オプションを選択
します。

c.			発行を確認するメッセージが求められます。[はい]を押します。

						サーバー上のHTTPInboundXMLBindService.propertiesファイルは、この演習にどのリソース



を使用するかを定義します。

3.			jarファイルを配布します。

						PCのjarファイルを適切なJSMサーバー・ディレクトリにコピーする必要がありま
す。\instance\bindingsディレクトリにjarファイルを送信します。

a.			XML	List	ResponseソリューションでiiiPRO05_response.xml.jarを右クリックし、
ポップアップ・メニューで[送る]、[Integratorフォルダ]を選択します。ファイルをコピー
するかどうかを尋ねられた場合は[はい]を選択します。あるいは、iiiPRO05_response.jar
ファイルをIntegrator/bindingsフォルダーにドラッグ・アンド・ドロップするだけでも構い
ません。

b.			XML	List	Requestフォルダーで、iiiPRO05_request.xml.jarに対してステップa.を繰り返しま
す。

c.			左ウィンドウのペインでbindingsフォルダーを展開します。各jarファイルを1つずつ右ク
リックして[ファイルの発行]を選択します。プロンプトが表示されたら[はい]を選択しま
す。

d.			JSMサーバーをリブートする必要はありません。JSMは/bindingsフォルダからXMLBinding
jarファイルを取り出します。

e.			数秒が経過したら、F5を押してウィンドウを更新します。エラー・メッセージが表示され
た場合は、もう少し待機してから再度試してください。jarファイルはpendingフォルダー
からなくなりますが、メインのjarフォルダーにあります。



ステップ6.	iiiFN07サーバーのGET機能をコード化する
このステップでは、サーバー側GETのRDMLXの作成を開始します。クライアントは、部門コー
ドのリストを含む要求をサーバーに送信します。サーバー・ファンクションは、XMLフォーム
を受け取り、データをプログラム変数にマッピングします。

1.			iiiPRO05	JSM	XML	List	Tutorialという新しいLANSAプロセスを作成します。iiiは一意の3文
字です(プロセスがすでにある場合は、iiiに対して別の文字セットを選択します)。

2.			プロセスiiiPRO05に属するiiiFN07	Department	List	Serverという新しいファンクションを作成
します。ファンクションはRDMLX対応にします。このファンクションはテンプレートを使
用せずに作成します。

3.			プロジェクトiii	Trainingがスタジオで開いている状態で、Solutions/XML	List
Request/Samples/RDMLXフォルダーを展開
し、SAMPLE_RDMLX_INBOUND_HTTP.TXTをダブルクリックしてテキスト・
エディタで開きます。コードをファンクションiiiFN07にコピーして既存のコードを置き換え
ます。

4.			ファンクションiiiFN07のRDMLXコードを編集します。

a.			GROUP_BYの名前DEPARTMENTLISTREQUESTをLISTREQに変更します。これは、
フィールドSTD_TEXTSをマッピングするための単なる参照です。

b.			置き換えファンクションを使用して、#DEPARTMENTのすべての出現箇所を
#DEPTMEN_Wに変更します。単語全体に一致のみを使用してください。これは、受け
取った部門コードのリストの作業リストです。コード・ジェネレータは、現在、RDML名
の長さの制限に従いません。このため、2つの出現箇所が変更されます。

5.			このファンクションを保存します。まだ完了ではありません。次のステップで終了します。

						この段階で、サーバー・ファンクションにはXMLドキュメントの情報があります。



ステップ7.	iiiFN07サーバー・データベース・ロジックとSET機
能をコード化する
このステップでは、部門名称を取得するデータベース・ファイルDEPTABにアクセスする
RDMLXを作成し、サーバー側SETのRDMLXを作成します。
1.			作業リスト定義DEPTMEN_Wに従い、フィールドDEPTESCを含む別の作業リスト

DEPTDES_Wを定義します。これは返されるリストです。両方のリストを消去するコードを
追加します。コードは以下のようになります。

*以下のリストがxmlバインディング・マップで使用される
DEF_LIST	NAME(#DEPTMEN_W)	FIELDS(#DEPTMENT)
TYPE(*WORKING)
DEF_LIST	NAME(#DEPTDES_W)	FIELDS(#DEPTMENT	#DEPTDESC)
TYPE(*WORKING)
CLR_LIST	#DEPTMEN_W
CLR_LIST	NAME(#DEPTDES_W)

						注：省略値では、作業はこのアプリケーションに適切な50エントリーで定義されます。

2.			ファンクションiiiFN07の処理を続けます。受信ロジックの後に以下を追加する必要がありま
す。コメント行の前にコードを追加します。

	*	HTTP応答内容を作成するサービスをバインドする

						以下を行うRDMLXコードを作成します。

a.			リスト#DEPTMEN_W	(クライアントから受信した作業リスト)から部門コードをSELECT
(選択)します。

b.			キー#DEPTMENTでファイルDEPTABからフィールド#DEPTDESC	(部門名称)をFETCH	(取
得)します。FETCH操作のI/O状態をチェックします。*OKAY以外の場合、部門名称をリ
テラル'Department	not	found'に変更します。

c.			部門名称の作業リスト#DEPTDES_WにエントリーをADD	(追加)します。

d.			ENDSELECT

						RDMLXコードは以下のように表示されます。

SELECTLIST	NAMED(#DEPTMEN_W)
**********	
FETCH	FIELDS(#DEPTDESC)	FROM_FILE(DEPTAB)	WITH_KEY(#DEPTMENT)
IF_STATUS	IS_NOT(*OKAY)
CHANGE	FIELD(#DEPTDESC)	TO('DEPARTMENT	NOT	FOUND')
ENDIF	
ADD_ENTRY	TO_LIST(#DEPTDES_W)
ENDSELECT	
**********	
	



3.			REVERSE組み込み関数を使用して、#STD_TEXTの内容を逆にするRDMLXを作成します。
Trim組み込み関数を使用して、テキスト内の先頭または末尾の余白を削除します。

						RDMLXコードは以下のように表示されます。

**********	REVERSE	THE	STRING
#STD_TEXTS	:=	#STD_TEXTS.Reverse.Trim
**********

4.			スタジオ・プロジェクトで、フォルダーXML	List	Response/Sample/RDMLXを展開し、ファイ
ルSAMPLE_RDMLX_OUTBOUND_HTTP.TXTをダブルクリックしてテスト・
エディタで開きます。

5.			強調表示されたコードを選択します。

6.				ファンクションiiiFN07の以下のコードを上記のコードで置き換えます。

*	HTTP応答内容を作成するサービスをバインドする
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('BIND	SERVICE(
<<<outbound.class>>>	)	TYPE(*OUTBOUND)')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)
	

7.			追加されたコードで、リスト名DEPARTMENTをDEPTDES_Wで置き換え、単語全体
のみを置き換えます。



8.			CHECKサブルーチンで、エラーが発生した場合はプログラムが終了するようにABORTコマ
ンドをIF..ENDIFステートメントに追加します。

9.			ファンクションをコンパイルします。IBM	i	のJSMサーバーを使用している場合は、ファンク
ションを登録してIBM	i	でコンパイルします。

						完了したRDMLXコードは以下のように表示されます。

FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)
*以下のフィールドがxmlバインディング・マップで使用される
*	#DEPTMENT
*	#STD_TEXTS
*以下のフラグメントがxmlバインディング・マップで使用される
GROUP_BY	NAME(#LISTREQ)	FIELDS(#STD_TEXTS)
*以下のリストがxmlバインディング・マップで使用される
DEF_LIST	NAME(#DEPTMEN_W)	FIELDS(#DEPTMENT)
TYPE(*WORKING)
DEF_LIST	NAME(#DEPTDES_W)	FIELDS(#DEPTMENT	#DEPTDESC)
TYPE(*WORKING)
CLR_LIST	NAMED(#DEPTMEN_W)
CLR_LIST	NAMED(#DEPTDES_W)

*サービスを開く
USE	BUILTIN(JSMX_OPEN)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG
#JSMXHDLE1)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)

*サービスをロードする
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('SERVICE_LOAD
SERVICE(HTTPInboundXMLBindService)	SERVICE_CONTENT(*HTTP)
TRACE(*YES)')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)

*	HTTP応答内容を読み込むサービスをバインドする
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('BIND
SERVICE(IIIPRO05_REQUEST)	TYPE(*INBOUND)
BINDTRACE(*YES)')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1



#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)

*フラグメントを取得する	-	DEPARTMENTLISTREQUEST
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('GET
FRAGMENT(DEPARTMENTLISTREQUEST)
SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)

*リストを取得する	-	DEPARTMENT
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('GET	LIST(DEPARTMENT)')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG	#DEPTMEN_W)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)
SELECTLIST	NAMED(#DEPTMEN_W)
*
FETCH	FIELDS(#DEPTDESC)	FROM_FILE(DEPTAB)
WITH_KEY(#DEPTMENT)
IF_STATUS	IS_NOT(*OKAY)
CHANGE	FIELD(#DEPTDESC)	TO('DEPARTMENT	NOT	FOUND')
ENDIF
ADD_ENTRY	TO_LIST(#DEPTDES_W)
ENDSELECT
*
*文字列を逆にする
#STD_TEXTS	:=	#STD_TEXTS.Reverse.Trim
*
*	<<<アウトバウンド・バインディング・ロジックをここに記載	>>>
*
*	HTTP要求内容を作成するサービスをバインドする
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('BIND
SERVICE(IIIPRO05_RESPONSE)	TYPE(*OUTBOUND)')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)



EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)

*フラグメントを設定する	-	DEPARTMENTLISTRESPONSE
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('SET
FRAGMENT(DEPARTMENTLISTRESPONSE)
SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)

*リストを設定する	-	DEPARTMENT
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('SET	LIST(DEPARTMENT)')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG	#DEPTDES_W)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)

*内容を書き込む
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('WRITE	INDENT(*YES)
BINDTRACE(*YES)')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)

*	HTTP応答内容を送信する
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('SEND')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)

*サービスを終了する
USE	BUILTIN(JSMX_CLOSE)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1)
TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)



*ルーチンをチェックする
SUBROUTINE	NAME(CHECK)	PARMS((#JSMXSTS	*RECEIVED)
(#JSMXMSG	*RECEIVED))
IF	COND('#JSMXSTS	*NE	OK')
USE	BUILTIN(JSMX_CLOSE)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1)
TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
ABORT
ENDIF
ENDROUTINE
	



ステップ8.	iiiFN07の構成テーブルを更新する
このステップでは、Integratorスタジオを使用してJSMDirect構成テーブルを更新します。
1.			[スタジオ	ワークスペース]で[サービス]ノードを展開します。使用しているサーバーをダブル
クリックして、[Directサービス]タブを開きます。定義されているサービスが表示されます。
iiiFN05_SERVICEとiiiFN06_SERVICEのエントリーに注目してください。

2.			白い部分のどこかを右クリックして[新規作成]を選択すると、[Directエディタ]が開きます。

3.			以下の値で新しいエントリーを追加して[OK]をクリックします。JSMインスタンスのサー
バー上のファイルDC@W29が更新されます。

フィールド
名

値

[サービス] iiiFN07_SERVICE

[ホスト] *DEFAULT

[プロセス] iiiPRO05

[ファンク
ション]

iiiFN07

[区画] DEM

[言語] ENG	(多言語の区画がない場合はブランクの
ままにする)

[プログラ
ム]

ブランクのままにする

[WSDL	パ
ス]

ブランクのままにする

4.			[Directエディタ]を終了します。



ステップ9.	iiiFN07のユーザー・エージェント・ファイルを作
成する
このステップでは、サーバー・ファンクションをテストする新しいユーザー・エージェント構成
ファイルを作成します。以前の演習と同様に、ユーザー・エージェントは、作成したサーバー・
ファンクションにクエリーを実行するクライアントとして機能します。ただし、今回は、ファン
クションiiiFN07で実装された新しいサービスを呼び出します。

1.			iiiPRO04_client_test.lihファイルをコピーしてiiiPRO05_client_test.lihを作成する
必要があります。この作業を行うには多くの方法があります。今回は以下のステップを実行
してください。

a.			iii	TrainingプロジェクトでXML	Requestフォルダーを展開し、iiiPRO04_client_test.lih
を選択します。このファイルを開いて編集するには、右クリックして[プログラムから開
く]、[プロパティ	エディタ]を選択します。

b.			[ファイル]メニューで[名前を付けて保存]を選択するか、ツールバーで [名前を付けて
保存]ボタンを選択します。

c.			XML	List	Requestフォルダーを選択し、iiiPRO05_client_test.lihと入力して[保存]を
クリックします。プロンプトが表示されたら[はい]をクリックします。これで、この演習
に使用する新しいユーザー・エージェント・ファイルが作成されました。

2.			INT004のiiiFN05サービスではなく、作成した新しいサービスに接続するにはユーザー・エー
ジェント・ファイルを修正する必要があります。iiiPRO05_client_test.lihは開いた状態にして
おきます。以下の変更を行います。

古い行 新しい行

Name=iiiFN06_SERVICE Name=iiiFN07_SERVICE

xml.uri=/cgi-bin/jsmdirect?
iiiFN06_SERVICE

xml.uri=/cgi-bin/jsmdirect?
iiiFN07_SERVICE

						ローカルのWindows	WebサーバーとJSMサーバーを使用している場合、コードは以下のよう
になります。

xml.uri=/cgi-bin/jsmdirect.exe?iiiFN07_SERVICE
3.			iiiFN07_SERVICEとiiiFN07をテストするユーザー・エージェント・ファイルの準備ができま
した。ホスト構成ファイルiiiPRO05_client_test.lihを保存して閉じます。



ステップ10.	ユーザー・エージェントでiiiFN07ファンクション
をテストする
このステップでは、ステップ9で作成したユーザー・エージェント・ファイルを実行して部門リ
スト・サーバーをテストします。

1.			iiiPRO05_client_test.lihを使用するユーザー・エージェントを実行し、JSMサーバー上
のiiiFN07_SERVICEサービスにiiiPRO05_request.xmlを送信します。

a.			iiiPRO05_client_test.lihをダブルクリックしてユーザー・エージェントを開きます。[ファイ
ル]をクリックして[ソースデータを開く]を選択します。

b.			iiiPRO05_request.xmlをダブルクリックします。[ソース]タブでXMLを確認します。

c.			[ファイル]メニューで[送信]を選択します。[はい]の後に[OK]をクリックして完了したトラ
ンザクションを確認します。XMLソースがサーバーに送信されています。

2.			[結果]タブに以下のように表示されることを確認します。



				
						iiiFN07_SERVICEサービスで呼び出されるiiiFN07ファンクション
はiiiPRO05_request.xmlを処理して、適切に入力されたバージョンのiiiPRO05_response.xmlを
返します。

3.			INT006の場合と同様に、他の有効な部門コードを試してみます。このために
は、iiiPRO05_request.xmlを開いて、ADMまたはFLTテキストを目的のテスト・データに変更
します。[結果]の部門名称が適宜変更されます。部門コードが無効な場合、DEPARTMENT
NOT	FOUNDという部門名称が返されます。



まとめ

重要な考察事項
									タグをリストに設定すると、子タグはそのリストに自動的に追加されます。

									同じ機能を実現するXMLを作成するにはいくつかの方法があります。

ヒントとテクニック
									ファンクションに他の子タグを追加する前にリストを設定します。それ以外の場合は、リ
スト・タグもファンクションに追加されます。

これまでの学習内容
									XMLバインディングウィザードを使用して、リストを含むXMLをバインドする方法

									JSMを使用してリストを取得および設定する方法



INT008	-	部門と社員サーバー
目的
									特定の部門コードについて、該当部門の全社員リスト(リストされた各社員のスキル・リ
ストを含む)を送り返すサーバー側ファンクションを作成する

									サーバー・ファンクションをテストするユーザー・エージェント・ファイルを作成する

									XMLバインド・ウィザードを使用して、インバウンド要求フラグメントの簡単なマッピン
グを作成する

									XMLバインド・ウィザードを使用して、複数のフラグメントや1つのリストを含むアウト
バウンド応答の複雑なマッピングを作成する

									RDMLXロジック内でアウトバウンドXMLフラグメントを動的に定義して、1つのフラグ
メントの複数回の書き込みを可能にする

上記の目的を達成するには、以下のステップを完了してください。

									コンセプト

									ステップ1.	XML	iiiPRO06_request.xmlを作成する

									ステップ2.	XML	iiiPRO06_response.xmlを作成する

									ステップ3.	iiiFN08サーバーのインバウンド(要求)バインディングを作成する

									ステップ4.	iiiFN08サーバーのアウトバウンド(応答)バインディングを作成する

									ステップ5.	バインディングを配布および構成する

									ステップ6.	iiiFN08サーバーのGET機能をコード化する

									ステップ7.	iiiFN08サーバーのデータベース・ロジックとSET機能をコード化する

									ステップ8.	iiiFN08のJSMDirect構成テーブルを更新する

									ステップ9.	iiiFN08のユーザー・エージェントのホスト構成ファイルを作成する

									ステップ10.	ユーザー・エージェント・クライアントでiiiFN08サーバー・ファンクション
をテストする

									まとめ



コンセプト
このチュートリアルでは、これまでに項目のリストの送信方法を学びました。XMLのフラグメ
ントを使用すると、各リスト項目に反復情報が含められるリストを送信できます。この演習で
は、サーバー・ファンクションは、要求された部門コードについて、その部門の社員リストと、
社員ごとのスキル・リストを返します。

									この演習では、サーバーは部門コードを取得して、指定した部門の全社員を選択し、各社
員のフラグメントに社員の情報を設定してその社員のスキル・リストを設定します。そのた
め、応答XMLは、社員フラグメントの反復セットになり、それぞれにスキル・リストが含ま
れています。

以下の表は、この演習で使用される入力XML、スタイル・シート、ファンクション、JSMコマ
ンドの関係をまとめたものです。

入力XML バイン
ディン
グ

JARファイル JSMコマン
ド

iiiPRO06_request.xml インバ
ウンド

iiiPRO06_request.jar GET

iiiPRO06_response.xml アウト
バウン
ド

iiiPRO06_response.jar SET

	



ステップ1.	XML	iiiPRO06_request.xmlを作成する
このステップでは、クライアントからサーバー・ファンクションに部門コードを送信するXML
を作成します。どのテキスト・エディタでもXMLを作成できます。部門コード要求に必要な
XMLは、INT004で使用されるXMLと同じため、このXMLをコピーするだけで構いません。
1.			スタジオでiii	Trainingプロジェクトを開いている状態で、ソリューションを選択して右クリッ
ク・メニューで新しいソリューション・グループを作成します。グループServer	XML
Employees	Requestを作成します。

2.			ソリューション・グループXML	Requestを展開して、テキスト・エディタで
iiiPRO04_request.xmlを開きます。

						XMLは次のように表示されます。

				<?xml	version="1.0"	encoding="UTF-8"?>
				<DepartmentRequest>
									<DepartmentCode>ADM</DepartmentCode>
				</DepartmentRequest>

3.			[名前を付けて保存]オプションを選択して、以下の保存の詳細を指定します。

保存
場所

iii	Trainingディレクトリ(省略値ではC:\Program
Files\LANSA\Integrator\Studio\workspace\iii
Training\solutions\Server	XML	Employees
Request)を探します。

[ファ
イル
名]

iiiPRO06_request.xml

4.			テキスト・エディタを閉じます。



ステップ2.	XML	iiiPRO06_response.xmlを作成する
このステップでは、サーバーから送信され、ユーザー・エージェントで受信する応答XMLを作
成します。XMLは、社員番号や姓名を含む社員リストを表します。各社員のスキル・リスト
があります。

1.			iii	Trainingスタジオ・プロジェクトで新しいソリューション・グループServer	XML
Employees	Responseを作成します。

2.			Server	XML	Employees	Responseグループを選択し、右クリック・メニューで新しいソリュー
ションを作成します。

a.			[ツール]ドロップダウンで[XMLエディタ]を選択します。

b.			ソリューション・グループにはServer	XML	Employees	Responseがすでに含まれています。

c.			ファイル名iiiPRO06_responseを入力します。

d.			以下をコピーして、エディタで省略値のコードを置き換えます。

				<?xml	version="1.0"	encoding="UTF-8"?>
				<EmployeeList>
								<Employee>
																<Code>A001</Code>
																<FullName>Fred	Bloggs</FullName>
																<EmployeeSkill>
																							<SkillDesc>COBOL	Programming</SkillDesc>
																</EmployeeSkill>
																<EmployeeSkill>
																							<SkillDesc>RPG	Programming</SkillDesc>
																</EmployeeSkill>
								</Employee>
								<Employee>
																<Code>A002</Code>
																<FullName>Joe	Smith</FullName>
																<EmployeeSkill>
																							<SkillDesc>C++	Introduction</SkillDesc>
																</EmployeeSkill>
																<EmployeeSkill>
																							<SkillDesc>Help	Desk	Management</SkillDesc>
																</EmployeeSkill>
								</Employee>
				</EmployeeList>

3.			このXMLドキュメントの構造に注目してください。この構造には社員のリストがあります。
各社員には詳細(コードとフルネーム)に加えてスキル・リストがあります。

4.			新しいXMLを保存して、テキスト・エディタを閉じます。



ステップ3.	iiiFN08サーバーのインバウンド(要求)バインディン
グを作成する
このステップでは、XMLバインディングウィザードを使用して、インバウンド要求バインディ
ングiiiPRO06_request.jarを作成します。
1.			iii	Trainingプロジェクトがスタジオで開いている状態で、以下の操作を行います。

a.			Server	XML	Employees	Requestフォルダーを右クリックして[ソリューションの新規作成]を
選択します。

b.			[ツール]ドロップダウンで[XMLバインディングウィザード]を選択します。

c.			ソリューション・グループにはServer	XML	Employees	Requestがすでに含まれています。

d.			[ファイル]入力フィールドにiiiPRO06_requestと入力します。[OK]をクリックします。

2.			XMLプロジェクト・パネルが表示されます。[参照]ボタンをクリックしま
す。iiiPRO06_request.xmlファイルをクリックして選択します。[開く]ボタンの次に
[OK]をクリックします。XMLバインディングウィザードのメイン・ウィンドウが表示されま
す。パッケージをcom.iiicompany.service.xmlに変更します。

3.			[インバウンド]チェックボックスをクリックします。新しく作成された[インバウンド]タブに
移動します。

4.			XMLタグDepartmentCodeをLANSAフィールドDEPTMENTに以下のようにマッピングします。

a.			[インバウンド]タブでルート・タグDepartmentRequestをフラグメントとして設定します。

b.			Department	Codeタグを編集します。[名前]にDEPTMENTと入力して[OK]をクリックしま
す。

XMLバインディングは以下のようになります。

5.			ツールバーの [ビルド]ボタンをクリックしてサービスを生成します。

						JARファイルが生成されコンパイルされました。

6.			XMLバインディングウィザードを終了します。プロンプトが表示されたら、作業内容を保存
します。



ステップ4.	iiiFN08サーバーのアウトバウンド(応答)バインディ
ングを作成する
このステップでは、XMLバインディングウィザードを使用して、サーバー上にアウトバウンド
応答バインディングiiiPRO06_response.jarを作成します。このバインディングでは、社員
のスキル・リストは1つのリストで表されますが、社員のリストはリストがネストしないように
フラグメントとして定義されます。Employeeフラグメントは、RDMLXコードに複数回作成され
ます。

1.			最初に、Server	XML	Responseグループで新しいXML	Bindingウィザード・ソリューションを
作成します。

a.			iii	Trainingプロジェクトをスタジオで開き、Server	XML	Employee	Responseソリューショ
ン・グループを右クリックして[ソリューションの新規作成]を選択します。

b.			Server	XML	Employee	Responseグループが事前に選択されています。XMLバインディング
ウィザードを選択します。[ファイル]入力フィールドにiiiPRO06_responseと入力し
ます。[OK]をクリックします。

2.			XMLバインディング・プロジェクト・パネルが表示されます。[参照]ボタンを押しま
す。iiiPRO06_response.xmlファイルをクリックして選択します。[開く]ボタンの次に
[OK]を押します。XML	Bindingウィザードのメイン・ウィンドウが表示されます。パッケー
ジをcom.iiicompany.service.xmlに変更します。

3.			[アウトバウンド]チェックボックスをクリックします。新しく作成された[アウトバウンド]タ
ブに移動します。

4.			応答XMLのバインディングは、インバウンドよりも複雑です。

									ルート・タグとEmployeeタグをフラグメントとして設定する必要があります。

									EmployeeSkillはリストとして設定する必要があります。

									Code、FullName、SkillDescは特定のLANSAフィールドにマッピングする必要がありま
す。

	Employeeフラグメントは、RDMLXコードに繰り返し作成されます。

						繰り返し作成するには、社員の詳細を以下のようにマッピングします。

a.			ルート・タグEmployeeListを右クリックします。ポップアップ・メニューで[フラグメン
ト]を選択します。

b.			Employeeタグを右クリックします。ポップアップ・メニューで[フラグメント]を選択しま
す。

c.			Codeタグを右クリックして[編集]を選択します。[名前]にEMPNOと入力して[OK]をク
リックします。

d.			FullNameタグを右クリックして[編集]を選択します。[名前]にFULLNAMEと入力して
[OK]をクリックします。

e.			いずれかのEmployeeSkillタグを右クリックして[リスト]を選択します。

f.			EmployeeSkillタグを展開すると、そのサブタグが表示されます。いずれかのSkillDescタグ
を右クリックするかダブルクリックして編集します。[名前]にSKILDESCと入力して[OK]
をクリックします。



	XMLバインディングは以下のようになります。

5.			XMLバインディングの定義が完了しました。ここで、アウトバウンド応答サービスを生成し
てコンパイルします。[プロジェクト]メニューを選択して[ビルド]オプションを選択します。

6.			XML	Bindingウィザードを終了します。プロンプトが表示されたら、作業内容を保存しま
す。



ステップ5.	バインディングを配布および構成する
このステップでは、Integratorスタジオを使用して、jarファイルの配布と
HTTPInboundXMLBindServiceプロパティ・ファイルの更新を行います。iii	Trainingプロジェクト
がスタジオで開き、JSMサーバー・インスタンスが開いている状態で(右側のペイン)、以下の操
作を行います。

1.			HTTPInboundXMLBindService.propertiesファイルを取得します。

a.			右ウィンドウのペイン(JSMサーバー・インスタンスなど)でpropertiesフォルダーを開きま
す。

b.			スクロールしてHTTPInboundXMLBindService.propertiesファイルを探します。そのファイル
を右クリックして、ポップアップ・メニューで[セクションの取得]オプションを選択しま
す。ローカル・フォルダーに既存のコピーがあるため、メッセージ[プロパティ
HTTPInboundXMLBindService.propertiesを上書きしますか？]が表示されます。[はい]をク
リックして上書きします。

c.			左ウィンドウのペイン(ローカル・ディレクトリなど)でIntegrator/propertiesフォルダーを
開きます。HTTPInboundXMLBindService.propertiesファイルを右クリックし、ポップアッ
プ・メニューで[開く]オプションを選択してプロパティ・エディタ(1)で開きます。この
ファイルは、サーバーから更新され、修正の準備ができています。

d.			以前の演習と同様に、以下の操作を行います。

									Server	XML	Employees	RequestフォルダーでHTTPInboundXMLBindService.propertiesを開
き、エディタ(1)にコードをコピーします。2番目のエディタを閉じます。

									Server	XML	Employees	ResponseフォルダーでHTTPInboundXMLBindService.propertiesを
開き、エディタ(1)にこのコードをコピーします。2番目のエディタを閉じます。

e.			プロパティ・ファイルは以下のようになります。

f.			変更を保存してプロパティ・エディタを終了します。

g.			ローカルのHTTPInboundXMLBindService.propertiesファイル(左側のIntegrator/Propertiesにあ
る)を右クリックして、ポップアップ・メニューで[セクションの発行]オプションを選択
します。発行を確認するメッセージが求められます。[はい]を選択します。

2.			jarファイルを配布します。

						PCのjarファイルを適切なJSMサーバー・ディレクトリにコピーする必要がありま
す。\instance\bindingsディレクトリにjarファイルを送信します。



a.			iiiPRO06_response.xml.jarを右クリックして、ポップアップ・メニューで[送る]、
[Integratorフォルダ]を選択します。ファイルをコピーするかどうかを尋ねられた場合は[は
い]を選択します。

b.			iiiPRO06_request.xml.jarに関してこの作業を繰り返します。あるいは、jarファイルを
bindingフォルダーにドラッグ・アンド・ドロップします。

c.			左ウィンドウのペインでbindingフォルダーを展開します。各jarファイルを1つずつ右ク
リックして[ファイルの発行]を選択します。プロンプトが表示されたら[はい]を選択しま
す。



ステップ6.	iiiFN08サーバーのGET機能をコード化する
このステップでは、サーバー側GETのRDMLXの作成を開始します。サーバー・ファンクション
は、クライアントからXMLを受け取ります。
1.			iiiPRO06	XML	Employees	Serverという新しいLANSAプロセスを作成します。iiiは一意の3文
字です(プロセスがすでにある場合は、iiiに対して別の文字セットを選択します)。

2.			プロセスiiiPRO06に属するiiiFN08	Department	&	Employees	Serverという新しい
ファンクションを作成します。ファンクションはテンプレートを使用せずに作成し、
[RDMLXフィールドの保管の確認]がチェックされていることを確認します。

3.			iii	Trainingプロジェクトをスタジオで開き、solutions/Server	XML	Employees	Requestフォルダー
を展開し、テキスト・エディタで

samples/RDMLX/SAMPLE_RDMLX_INBOUND_HTTP.txtファイルを開きま
す。すべてのコードをファンクションiiiFN08にコピーして既存のコードを置き換えます。

4.			GROUP_BYの名前をDEPTREQに変更します。これは、フィールドDEPTMENTをマッピング
するための参照です。コード・ジェネレータでは、現在、RDMLXの名前制限を認識してい
ません。

5.			この時点でファンクションには、部門コードの要求XMLの受け入れに必要なすべてのロジッ
クがあります。

6.			このファンクションを保存します。まだ完了ではありません。この後のステップで完了しま
す。



ステップ7.	iiiFN08サーバーのデータベース・ロジックとSET機
能をコード化する
このステップでは、論理ビューPSLMST1	(部門ごとの人材)を使用して社員リストを取得する
SELECTと、データベース・ファイルPSLSKL	(人材スキル)で社員のスキル・リストを取得する
SELECTを実行するRDMLXを作成します。サーバー側SETのRDMLXは、この内部ロジック中に
インラインで行われます。これは、内部ロジックとSETコマンドが順に分けられていた以前の演
習とは異なります。

	この演習では、内部ロジックの終了後、各コマンドを順番に実行しません。代わりに、アウト
バウンドBINDとルート・フラグメントSETが、インバウンドBINDコマンドとGETコマンドの直
後に来ます(データベース・アクセスの前)。さらに2つのSETコマンドが、外部のSELECTステー
トメントに入ります。最後に、WRITEコマンドとSENDコマンドが最後のENDSELECTの後に続
きます。

						iiiFN08ファンクションの構造全体は以下のようになります。

1.		JSMX_OPEN
2.				SERVICE_LOAD	(HTTPInboundXMLBindService)
3.					BIND	(インバウンド)
4.					GET	(部門コードのフラグメント)
5.					BIND	(アウトバウンド)
6.					SET	(社員リストのフラグメント)
7.					PSLMST1に対するSELECT

								a.		PSLSKLに対するSELECT
								b.		SKLTABからのFETCH
								c.		ENDSELECT
								d.		SET	(社員のフラグメント)
								e.		SET	(社員のスキル・リスト)

8.					ENDSELECT
9.					WRITE
10.			SEND
11.		JSMX_CLOSE

1.			ファンクションiiiFN08で、以下のコードを探して削除します。

*	Bind	service	to	create	HTTP	response	content
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('BIND	SERVICE(
<<<outbound.class>>>	)	TYPE(*OUTBOUND)')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1



#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)
	

2.			スタジオでiii	Trainingプロジェクトが開いている状態で、Server	XML	Employees
Response/samples/RDMLX/SAMPLE_RDMLX_OUTBOUND_HTTP.txt
ファイルをテキスト・エディタで開きます。強調表示されたコードを探します。

						強調表示されたコードをコピーしてファンクションに貼り付け、削除されたコード・ブロッ
クを置き換えます。

3.			EMPWORKという作業リスト定義を、フィールドSKILDESCを含むファンクションの上部に
追加します。これは、返される各社員のスキル・リストです。コードは以下のようになりま
す。

DEF_LIST	NAME(#EMPWORK)	FIELDS(#SKILDESC)
TYPE(*WORKING)	ENTRYS(9999)

4.			アウトバウンドBINDとSETロジックを追加したら、以下の操作を行うRDMLXコードを作成
します。

a.			DEPTMENTキー・フィールドを使用して、論理ファイルPSLMST1から社員の番号と名前
を選択(SELECT)します。

b.			SELECT内部で、姓名をFull	Nameフィールドに連結します。

c.			SELECTループ内で、PSLSKLに対してSELECTを実行し、社員番号を使用して各社員のス
キル・コードのリストを取得します。

d.			内部の(ネストされた)	SELECT内で、各スキル・コードについてSKLTABからスキル記述
を取得(FETCH)します。

e.			社員のスキル作業リストEMPWORKにエントリーを追加(ADD)します。このリストは、
ファンクション上部のSKILDESCフィールドで定義します。



f.			両方のSELECTを終了します。

						RDMLXコードは以下のように表示されます。

SELECT	FIELDS(#EMPNO	#SURNAME	#GIVENAME)	FROM_FILE(PSLMST1)	WITH_KEY(#DEPTMENT)
#FULLNAME	:=	#GIVENAME	+	'	'	+	#SURNAME
CLR_LIST	NAMED(#EMPWORK)
SELECT	FIELDS(#SKILCODE)	FROM_FILE(PSLSKL)	WITH_KEY(#EMPNO)
FETCH	FIELDS(#SKILDESC)	FROM_FILE(SKLTAB)	WITH_KEY(#SKILCODE)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#EMPWORK)
ENDSELECT
*	Set	employee	fragment
*	Set	employeeskills	list
ENDSELECT
	

						注：次のステップで明確になるように、コメントがこのコードに追加されています。

5.			以前と同様に、SAMPLE_RDMLX_OUTBOUND_HTTP.txtファイルで生成された
コードを使用してファンクションを終了します。強調表示されたコードを探します。

6.			上記の強調表示されたコードをファンクションにコピーして、ステップ4fのコメントを置き
換えます。

*	Set	employee	fragment
*	Set	employeeskills	list
	

7.			リスト#EMPWORKを参照するように、TO_GET()キーワードの作業リスト名を変更します。
コードは以下のようになります。

*set	list	-	EMPLOYEESKILL
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('SET	LIST(EMPLOYEESKILL)')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1



#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG	#EMPWORK)
8.			ファンクションのRDMLXコードと、その後に続く最後のENDSELECTを確認します。最初に
コピーした生成済みコードに、必要なWRITE、SEND、CLOSEロジックが含まれています。

9.			CHECKサブルーチンで、エラーが発生した場合はプログラムが終了するようにABORTコマ
ンドをIF..ENDIFステートメントに追加します。

10.	ファンクションを保存し、コンパイルします。IBM	i	のJSMサーバーを使用している場合は、
ファンクションをIBM	i	に登録してコンパイルします。

						完了したRDMLXコードは以下のように表示されます。

FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)
*	The	following	fields	are	used	by	the	XMLバインディング	map
*	#DEPTMENT
*	The	following	fragments	are	used	by	the	XMLバインディング	map
GROUP_BY	NAME(#DEPTREQ)	FIELDS(#DEPTMENT)
*
DEF_LIST	NAME(#empwork)	FIELDS(#skildesc)	ENTRYS(200)

*	Open	service
USE	BUILTIN(JSMX_OPEN)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG
#JSMXHDLE1)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)

*	Load	service
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('SERVICE_LOAD
SERVICE(HTTPInboundXMLBindService)	SERVICE_CONTENT(*HTTP)
TRACE(*YES)')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)

*	Bind	service	to	read	HTTP	request	content
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('BIND
SERVICE(IIIPRO06_REQUEST)	TYPE(*INBOUND)
BINDTRACE(*YES)')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)



*	Get	fragment	-	DEPARTMENTREQUEST
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('GET
FRAGMENT(DEPARTMENTREQUEST)
SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)

*	Bind	service	to	create	HTTP	request	content
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('BIND
SERVICE(IIIPRO06_RESPONSE)	TYPE(*OUTBOUND)')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)

*	Set	fragment	-	EMPLOYEELIST
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('SET	FRAGMENT(EMPLOYEELIST)
SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)

SELECT	FIELDS(#EMPNO	#SURNAME	#GIVENAME)
FROM_FILE(PSLMST1)	WITH_KEY(#DEPTMENT)
#FULLNAME	:=	#GIVENAME	+	'	'	+	#SURNAME
CLR_LIST	NAMED(#EMPWORK)
SELECT	FIELDS(#SKILCODE)	FROM_FILE(PSLSKL)
WITH_KEY(#EMPNO)
FETCH	FIELDS(#SKILDESC)	FROM_FILE(SKLTAB)
WITH_KEY(#SKILCODE)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#EMPWORK)
ENDSELECT
*	Set	fragment	-	EMPLOYEE
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('SET	FRAGMENT(EMPLOYEE)
SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)')



USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)

*	Set	list	-	EMPLOYEESKILL
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('SET	LIST(EMPLOYEESKILL)')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG	#EMPWORK)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)
ENDSELECT

*	Write	content
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('WRITE	INDENT(*YES)
BINDTRACE(*YES)')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)

*	Send	HTTP	response	content
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('SEND')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)

*	Close	service
USE	BUILTIN(JSMX_CLOSE)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1)
TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)

*	Check	routine
SUBROUTINE	NAME(CHECK)	PARMS((#JSMXSTS	*RECEIVED)
(#JSMXMSG	*RECEIVED))
IF	COND('#JSMXSTS	*NE	OK')
USE	BUILTIN(JSMX_CLOSE)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1)



TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
ENDIF
ENDROUTINE
	



ステップ8.	iiiFN08のJSMDirect構成テーブルを更新する
このステップでは、Integratorスタジオを使用してJSMDirect構成テーブルを更新します。
1.			[スタジオ	ワークスペース]をクリックします。[サービス]ノードを展開します。以前に作成し
たサービスが表示されます。

2.			サービスをダブルクリックして開きます。[Directサービス]タブが表示され、以前の演習で作
成したエントリーが表示されます。

3.			以下の値で新しいエントリーを追加します。

フィールド
名

値

[サービス] iiiFN08_SERVICE

[ホスト] *DEFAULT

[プロセス] iiiPRO06

[ファンク
ション]

iiiFN08

[区画] DEM

[言語] ENG	(多言語の区画がない場合はブランクの
ままにする)

[プログラ
ム]

ブランクのままにする

[WSDL] ブランクのままにする

4.			[Directサービス]タブを閉じます。



ステップ9.	iiiFN08のユーザー・エージェントのホスト構成
ファイルを作成する
このステップでは、サーバー・ファンクションをテストする新しいユーザー・エージェント構成
ファイルを作成します。以前の演習と同様に、ユーザー・エージェントは、作成したサーバーに
クエリーを実行するクライアントとして機能します。

1.			iiiPRO05_client_test.lihファイルをコピーしてiiiPRO06_client_test.lihを作成しま
す。

a.			XML	List	Requestフォルダーで、iiiPRO05_client_test.lihを選択します。このファイ
ルを開いて編集するには、右クリックして[プログラムから開く]、[プロパティ	エディタ]
を選択します。[名前を付けて保存]をクリックするか、[ファイル]メニューで[名前を付け
て保存]を選択します。これをServer	XML	Employees	Request.フォルダーに保存します。

b.			iiiPRO06_client_test.lihと入力して、[保存]をクリックします。プロンプトが表示さ
れたら[はい]をクリックします。これで、この演習に使用する新しいユーザー・エージェ
ント・ファイルが作成されました。

2.			古いサービスではなく、作成した新しいサービスに接続するにはユーザー・エージェント・
ファイルを修正する必要があります。iiiPRO06_client_test.lihは開いた状態にしておき
ます。以下の変更を行います。

古い行 新しい行

name=iiiFN07_SERVICE name=iiiFN08_SERVICE

xml.uri=/cgi-
bin/jsmdirect?
iiiFN07_SERVICE

xml.uri=/cgi-
bin/jsmdirect?
iiiFN08_SERVICE

						ローカルのWindows	WebサーバーとJSMサーバーを使用している場合、uriは以下のようにな
ります。

xml.uri=/cgi-bin/jsmdirect.exe?iiiFN08_SERVICE
3.			iiiFN08_SERVICEとiiiFN08をテストするユーザー・エージェントのホスト構成ファイルの準
備ができました。iiiPRO06_client_test.lihを保存して閉じます。



ステップ10.	ユーザー・エージェント・クライアントでiiiFN08
サーバー・ファンクションをテストする
このステップでは、ステップ9で作成したホスト構成ファイルを使用してユーザー・エージェン
トを実行し、部門と社員サーバーをテストします。

1.			iiiPRO06_client_test.lihを使用してユーザー・エージェントを開き、JSMサーバー上の
iiiFN08_SERVICEサービスにiiiPRO06_request.xmlを送信します。

a.			iiiPRO06_client_test.lihをダブルクリックしてユーザー・エージェントを実行します。[ファ
イル]をクリックして[ソースデータを開く]を選択します。

b.			iiiPRO06_request.xmlをダブルクリックします。[ソース]タブでXMLを確認します。

c.			[ファイル]をクリックして、[送信]を選択します。[はい]の後に[OK]をクリックして、完了
したトランザクションを確認します。XMLソースがサーバーに送信されました。

2.			サーバーが社員と社員スキルの正しいリストを送信したことを確認します。[結果]タブには
XML形式の大量のテキストがあります。各部門には多くの社員が存在し、各社員には多くの
スキルがあります。応答XMLを参照し、その内容が正しいことを確認します。



						iiiFN08_SERVICEサービスで呼び出されるiiiFN08ファンクション
はiiiPRO06_request.xmlを処理して、適切に入力されたバージョンのiiiPRO06_response.xmlを
返します。

3.			他の有効な部門コードを試してみます。このためには、iiiPRO06_request.xmlを開いて、テキ
ストをFLTまたは目的のテスト・データに変更します。[結果]の部門名称が適宜変更されま
す。無効な部門コードはブランクのリストを返します。



まとめ

重要な考察事項
									XML構造に複数の構造が含まれる場合は必ず繰り返しフラグメントを使用します。例え
ば、リスト内にリストがある場合は繰り返しフラグメントを使用します。

									JSMXコマンドは、データベース・アクセスRDMLXと平行して行われていました。これ
は、複雑なXMLを作成する場合に役立つ技術です。

ヒントとテクニック
									同じフラグメントが複数出現する場合、リストの動作を模倣できます。これは、ネストさ
れたリストを作成する場合に効果的な技術です。

									JSMXの「SET」コマンドをループすると、ネストされたリストを実装する場合に役立ち
ます。

これまでの学習内容
									繰り返しフラグメントを使用して、ネストされたリストをXMLに作成する方法

									JSMXコマンドをRDMLXコードに統合する方法

									複雑な応答XMLを作成するサーバー側ファンクションを構築する方法



INT009	-	部門と社員クライアント(オプション)
目的：
									部門と社員サーバーをテストするクライアント要求RDMLXファンクションの作成方法を
学習する

									Windowsユーザー・インターフェースからクライアント・ファンクションを呼び出すラッ
パーRDMLファンクションを作成する

									HTTPInboundXMLBindServiceおよびHTTPOutboundXMLBindServiceを使用して、クライア
ント側ファンクションとサーバー側ファンクションの統合方法を学習する

									クライアント/サーバーのトランザクションの構造全体を確認する
上記の目的を達成するには、以下のステップを完了してください。

									コンセプト

									ステップ1.	iiiFN09クライアントのアウトバウンド(要求)バインディングを作成する

									ステップ2.	iiiFN09クライアントのインバウンド(応答)バインディングを作成する

									ステップ3.	バインディングを配布および構成する

									ステップ4.	iiiFN10クライアントのラッパー・ファンクションをコード化する

									ステップ5.	iiiFN09クライアントのSET機能をコード化する

									ステップ6.	iiiFN09クライアントのGET機能をコード化する

									ステップ7.	クライアント・ファンクションでiiiFN08サーバーをテストする

									ステップ8.	クライアントのビジュアル・フォーム(オプション)

									まとめ

コンセプト
INT008で部門と社員サーバーのファンクションをすでに記述し、そのファンクション用のサー
ビス・インターフェースを作成しました。ここでは、HTTPOutboundXMLBindServiceを使用して
クライアント・ファンクションを作成します。このクライアント・ファンクションを使用する
と、ユーザーは部門コードの入力、要求XMLドキュメントの作成、処理するXML
のiiiFN08_SERVICEへの送信、ユーザー・フレンドリー・リストでの応答XMLの表示を行うこ
とができます。



ステップ1.	iiiFN09クライアントのアウトバウンド(要求)バイン
ディングを作成する
このステップでは、iiiPRO06_request.xmlから新しいjarファイルを作成します。INT008では、
iiiPRO06_request.xmlバインディングはインバウンドでした。ただし、今回はクライアント・ファ
ンクションを作成するため、要求XMLのバインディングはアウトバウンドになります。
INT008では、要求と応答に同じXMLをバインドしています。これは、同じ反復の別の部分をバ
インドするためです。要求メッセージと応答メッセージの構造(XML)は、サーバーとクライアン
トで同じです。反対側のトランザクションをバインドするだけです。

1.			スタジオでiii	Trainingプロジェクトを開いた状態で、新しいソリューション・グループClient
XML	Employees	Requestを作成します。この新しいグループを選択して、XMLバインディング
ウィザードを使用します。ソリューション・ファイルの名前をiiiPRO07_requestにしま
す。XMLソースのServer	XML	Employees	RequestフォルダーからiiiPRO06_request.xmlを
選択するように参照します。パッケージ名をcom.iiiCompany.service.xmlに変更します。

2.			XMLバインディングウィザードで[アウトバウンド]チェックボックスをクリックします。
ルートのDepartmentRequestノードをフラグメントとして設定します。DepartmentCodeノード
を編集し、その名前をDEPTMENTに設定します。

3.			ソリューションを作成し、コンパイルします。作業内容を保存し、XMLバインディングウィ
ザードを閉じます。



ステップ2.	iiiFN09クライアントのインバウンド(応答)バイン
ディングを作成する
このステップでは、iiiPRO06_response.xmlのバインディングを作成します。INT008では、
ファンクションがサーバーとして機能したため、このファイルのバインディングはアウトバウン
ドでした。今回はクライアント・ファンクションを作成するため、応答XMLのバインディング
はインバウンドになります。INT008と同じXMLをバインドすることに注意してください。
1.			iii	Trainingプロジェクトで新しいソリューション・グループClient	XML	Employees	Responseを
作成します。新しいグループを選択して新しいソリューションを作成します。XMLバイン
ディングウィザードを使用します。ソリューション・ファイルの名前を

iiiPRO07_responseにします。XMLソースのServer	XML	Employees	Responseフォルダーか
らiiiPRO06_response.xmlを選択するように参照します。パッケージ名を
com.iiicompany.service.xmlに変更します。

2.			XMLバインディングウィザードで[インバウンド]チェックボックスをクリックします。

a.			ルートのEmployeeListノードをフラグメントとして設定します。

b.			Codeノードを編集し、その名前をEMPNOに設定します。

c.			FullNameノードを編集し、その名前をFULLNAMEに設定します。

d.			EmployeeSkillをリストとして設定します。

e.			SkillDescを編集し、その名前をSKILDESCに設定します。

3.			ソリューションを作成し、コンパイルします。作業内容を保存し、XMLバインディングウィ
ザードを閉じます。



ステップ3.	バインディングを配布および構成する
このステップでは、バインディングjarファイルを配布します。
1.			iiiPRO07_response.jarとiiiPRO07_request.jarを、ワークスペースのIntegratorフォルダーに送信し
ます。

2.			iiiPRO07_response.jarとiiiPRO07_request.jarを、/bindingsフォルダーからサーバーに発行しま
す。

3.			この演習の場合、HTTPOutboundXMLBindServiceを使用します。そのため、
HTTPOutboundXMLBindService.propertiesファイルでサービスを定義する必要があります。こ
れは、クライアント側RDMLXファンクションで使用されます。サーバーはこのサービスを
まったく使用しません。

a.			サーバーのHTTPOutboundXMLBindService.propertiesファイルで[セクションの取得]を使用
します(このアクションは、編集するローカル・ファイルを作成するだけです。この時点
で、取得するプロジェクトに固有のデータはありません)。	この手順では、プロジェク
ト・タブのサーバー・インスタンスが開いた状態でなければなりません。

b.			プロジェクトのIntegrator/propertiesフォルダーで、
HTTPOutboundXMLBindService.propertiesファイルのローカル・セクションを開きます。
INT009と同様に、新しいソリューション・グループでこのアウトバウンド・サービスの
プロパティを開き、作成したセクション・ファイルに順番にコピーします。ファイルは
以下のようになります。

c.			プロパティ・ファイルを保存して閉じます。

d.			[セクションの発行]を使用して、サーバー上のHTTPOutboundXMLBindService.properties
ファイルを更新します。



ステップ4.	iiiFN10クライアントのラッパー・ファンクション
をコード化する
このステップでは、クライアント用のRDML	(非RDMLX)ラッパー・ファンクションを作成しま
す。これにより、簡単なWindowsプログラムでサーバーとのやり取りを行うことができます。
1.			iiiPRO07	JSM	XML	Employees	Clientという新しいLANSAプロセスを作成します。iiiは一意の

3文字です(プロセスがすでにある場合は、iiiに対して別の文字セットを選択します)。

2.			プロセスiiiPRO07に属するiiiFN10	Display	Department	&	Employee	Clientという新しいファン
クションを作成します。テンプレートでファンクションを作成しないでください。ファンク
ションをRDMLX対応ファンクションにしないでください。

3.			このプログラムの基本構造では、ユーザーからの部門コード入力を受け入れ、RDMLXファン
クションiiiFN10を呼び出し、結果の社員リストを表示します。参照リストと、このデータを
入れる作業リストが必要です。

a.			WL_EMPSKLを、FULLNAMEとSKILDESCの作業リストとして定義します。

b.			BL_EMPSKLを、FULLNAMEとSKILDESCの参照リストとして定義します。

4.			表示ファンクションの入力、ファンクション呼び出し、出力をコード化します。

a.			BEGIN_LOOPコマンドとEND_LOOPコマンドを挿入します。

b.			ループ内に、DEPTMENTを要求して参照リストBL_EMPSKLを表示するREQUESTコマ
ンドを挿入します。

c.			作業リストと参照リストの両方を消去します。

d.			フィールドDEPTMENTを交換します。

e.			ファンクションiiiFN09を呼び出し、作業リストWL_EMPSKLを渡します(投入されたデー
タを返すことができます)。

f.			作業リストをループして、反復ごとにエントリーを参照リストに追加します。

										終了したコードは以下のようになります。

FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)
DEF_LIST	NAME(#WL_EMPSKL)	FIELDS(#FULLNAME	#SKILDESC)	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(9999)
DEF_LIST	NAME(#BL_EMPSKL)	FIELDS(#FULLNAME	#SKILDESC)	ENTRYS(9999)

BEGIN_LOOP
REQUEST	FIELDS(#DEPTMENT)	BROWSELIST(#BL_EMPSKL)

CLR_LIST	NAMED(#WL_EMPSKL)
CLR_LIST	NAMED(#BL_EMPSKL)

EXCHANGE	FIELDS(#DEPTMENT)
CALL	PROCESS(*DIRECT)	FUNCTION(IIIFN09)	PASS_LST(#WL_EMPSKL)

SELECTLIST	NAMED(#WL_EMPSKL)



ADD_ENTRY	TO_LIST(#BL_EMPSKL)
ENDSELECT

END_LOOP
	

5.			ファンクションを保存し、コンパイルして閉じます。



ステップ5.	iiiFN09クライアントのSET機能をコード化する
このステップでは、クライアントのRDMLXの作成を開始します。クライアントはサーバーに要
求ドキュメントを送信し、INT008で作成したサービスから社員リストを受け取ります。現時点
では、要求XMLの作成と送信のみをコード化します。
完了したクライアント・ファンクションiiiFN09の全体の構造は以下のようになります。

1.		JSMX_OPEN
2.		SERVICE_LOAD
HTTPOutboundXMLBindService
3.		BINDアウトバウンド
4.		SET	DepartmentRequestフラグメント
5.		WRITE	DepartmentRequestフラグメント
6.		SEND	HOST()	URI()
7.		BINDサービスIIIPRO07_SERVICEイン
バウンド

8.		GET	EMPLOYEELISTフラグメント
9.		BEGIN_LOOP

									a.		GET	EMPLOYEEフラグメント
									b.		LEAVE	(NOFRAGMENTの場合)
									c.		GET	EMPLOYEESKILLSリスト
									d.		SELECT	LIST
									e.		エントリーWL_EMPSKLの追加
									f.		End	SELECT

10.		END_LOOP
11.		SERVICE_UNLOAD
12.		JSMX_CLOSE	

1.			プロセスiiiPRO07に属するiiiFN09	Department	&	Employee	Clientという新しいファンクショ
ンを作成します。iiiは一意の3文字です。アプリケーションのテンプレートを使用せずにファ
ンクションを作成します。ファンクションをRDMLX対応ファンクションにします。

2.			iii	TrainingプロジェクトでClient	XML	Employees	Request/samples/RDMLXフォルダーを展開し
ます。SAMPLE_RDMLX_OUTBOUND_HTTP.TXTからコードをコピーして、
ファンクションiiiFN09で既存のコードを置き換えます。

3.			GROUP_BY	DEPARTMENTREQUESTの名前をDEPTREQに変更します。スタジオのコード・
ジェネレータは、現在、RDMLXの名前制限を認識していません。これは、フィールド
DEPTMENTをバインディングするための参照です。



4.			ラッパーRDMLファンクションから作業リストを受け取るように指定する必要があります。

a.			ラッパー・ファンクションで定義したように作業リストWL_EMPSKLを定義します。

b.			作業リストWL_EMPSKLを受け入れるRCV_LISTをFUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)に追加
します。

5.			SENDコマンドを完了します。HOSTキーワードは、JSMサーバーに関連するWebサーバーを
指し示す必要があります。以下のコード例ではIBM	i	を示しています。ローカルWebサーバー
とJSMサーバーを使用している場合は、「localhost」になります。URIキーワードは、
IIIFN08_SERVICEというサービスを参照します。コードは以下のようになります。

*	Send	HTTP	request	content
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('SEND	HOST(10.44.10.236:80)
URI(/cgi-bin/jsmdirect?IIIFN08_SERVICE)')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)

						注：XMLバインディングウィザードは、URLキーワードで上記のコードを生成します。これ
はエラーになるため、上記のコードに示すように、このキーワードをURIに変更してくださ
い。

6.			以下に示すように、inbound.classコードへのBINDを削除します。次のステップで、応答ロ
ジックは生成されたサンプルRDMLXから取得されます。

*	Bind	service	to	read	HTTP	response	content
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('BIND	SERVICE(
<<<inbound.class>>>	)	TYPE(*INBOUND)	BINDTRACE(*YES)')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)
現時点でRDMLXコードは以下のようになります。

FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)	RCV_LIST(#wl_empskl)
*	The	following	fields	are	used	by	the	XMLバインディング	map
*	#DEPTMENT
*	The	following	fragments	are	used	by	the	XMLバインディング	map
GROUP_BY	NAME(#DEPTREQ)	FIELDS(#DEPTMENT)
DEF_LIST	NAME(#WL_EMPSKL)	FIELDS(#FULLNAME	#SKILDESC)
TYPE(*WORKING)	ENTRYS(9999)
*	Open	service
USE	BUILTIN(JSMX_OPEN)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG
#JSMXHDLE1)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS



#JSMXMSG)

*	Load	service
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('SERVICE_LOAD
SERVICE(HTTPOutboundXMLBindService)	TRACE(*YES)')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)
*	Bind	service	to	create	HTTP	request	content
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('BIND
SERVICE(IIIPRO07_REQUEST)	TYPE(*OUTBOUND)')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)
*	Set	fragment	-	DEPARTMENTREQUEST
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('SET
FRAGMENT(DEPARTMENTREQUEST)
SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)
*	Write	content
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('WRITE	INDENT(*YES)
BINDTRACE(*YES)')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)
*	Close	binding
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('CLOSE')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)
*	Send	HTTP	request	content
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('SEND	HOST(10.44.10.236:80)



URI(/cgi-bin/jsmdirect?IIIFN08_SERVICE)')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)
*	<<<	Inbound	binding	logic	goes	here	>>>

*	Unload	service
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
'SERVICE_UNLOAD')	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)
*	Close	service
USE	BUILTIN(JSMX_CLOSE)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1)
TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)
*	Check	routine
SUBROUTINE	NAME(CHECK)	PARMS((#JSMXSTS	*RECEIVED)
(#JSMXMSG	*RECEIVED))
IF	COND('#JSMXSTS	*NE	OK')
USE	BUILTIN(JSMX_CLOSE)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1)
TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
MENU	MSGTXT('Java	service	error	has	occured')
ENDIF
ENDROUTINE
	

7.			このファンクションを保存します。まだ終了ではありません。次のステップで完了します。
この段階で、サーバー・ファンクションによって、処理するXML要求ドキュメントが送信さ
れています。



ステップ6.	iiiFN09クライアントのGET機能をコード化する
このステップでは、Client	XML	Employees	Responseソリューションに生成されたRDMLXのイン
バウンド部分を使用して、ファンクションiiiFN09を完了します。
1.				スタジオでiii	Trainingプロジェクトが開いている状態で、solutions/Client	XML	Employees

Response/sample/RDMLXフォルダーを展開
し、SAMPLE_RDMLX_INBOUND_HTTP.TXTの以下のコードをファンクション
iiiFN09のコメント*	<<<	Inbound	binding	logic	goes	here	>>>の後にコピーします。
*	Bind	service	to	read	HTTP	request	content
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('BIND
SERVICE(IIIPRO07_RESPONSE)	TYPE(*INBOUND)
BINDTRACE(*YES)')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)
*	Get	fragment	-	EMPLOYEELIST
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('GET	FRAGMENT(EMPLOYEELIST)
SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)
*	<<<	Enter	the	fragment	loop	logic	for	EMPLOYEE	>>>
BEGIN_LOOP	/*	EMPLOYEE	*/
*	Get	fragment	-	EMPLOYEE
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('GET	FRAGMENT(EMPLOYEE)
SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
LEAVE	IF('#JSMXSTS	*EQ	NOFRAGMENT')
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)
*	Get	list	-	EMPLOYEESKILL
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('GET	LIST(EMPLOYEESKILL)')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG	#EMPLOYEESKILL)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)



END_LOOP	/*	EMPLOYEE	*/
	

2.			*	Get	list	-	EMPLOYEESKILLSロジックで作業リスト名を変更します。TO_GET
キーワードは、作業リスト#EMPSKILLを参照する必要があります(ファンクションの上
部でリストをDEF_LIST	NAME(#empskill)	FIELDS(#skildesc)	TYPE(*working)	ENTRYS(9999)と
して定義します)。
挿入されたコードを確認します。この中には、ステップ5などで概要が示されたすべての応答
ロジックが含まれている点に注意してください。

									応答サービスにバインド(BIND)します。

									社員リストのフラグメントを取得(GET)します。

									ループして社員フラグメントを取得(GET)し、社員スキル・リストを取得(GET)してス
キル作業リストを作成します。

3.			このロジックを改良するには、社員にスキルがない場合の条件を処理します。JSMXSTS	=
NOLISTの場合はCONTINUEを追加し、コードの*	Get	List	-	EMPLOYEESKILLブロックをそ
の後に続けます。このコード・ブロックは以下のようになります。

*	Get	list	-	EMPLOYEESKILL
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('GET	LIST(EMPLOYEESKILL)')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG	#EMPLOYEESKILL)
CONTINUE	IF('#JSMXSTS	*EQ	NOLIST')

4.			ファンクションは、現在、各社員フラグメント(EMPNOとFULLNAME)、およびその社員のス
キル・リストをループして取得します。ファンクションiiiFN09はフル名とスキルを2番目の
作業リストに保存する必要があります。このリストは、呼び出し表示ファンクションiiiFN10
に返されます。END_LOOPの前に、#EMPSKILLリストを読み込み作業リスト#WL_EMPSKL
にエントリーを追加するロジックを追加します。コードは以下のようになります。

SELECTLIST	NAMED(#empskill)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#wl_empskl)
ENDSELECT

5.			CLOSEの後にRETURNコマンドを追加します。

6.			スタジオで生成されたコードのCHECKサブルーチンは、ステータスがOK以外の場合はメ
ニューに返すだけです。ルーチンを以下のロジックで置き換えます。これにより、JSMス
テータスとJSMメッセージを含むメッセージが表示されます。これはテスト目的の場合に役
立ちます。

*	Check	routine
SUBROUTINE	NAME(CHECK)	PARMS((#JSMXSTS	*RECEIVED)
(#JSMXMSG	*RECEIVED))
DEFINE	FIELD(#MSGDTA)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(132)
*
IF	COND('#JSMXSTS	*NE	OK')
#MSGDTA	:=	'Error	Status	Code:'	+	#JSMXSTS



MESSAGE	MSGID(DCM9899)	MSGF(DC@M01)	MSGDTA(#MSGDTA)
#MSGDTA	:=	'Error	Message:'	+	#JSMXMSG
MESSAGE	MSGID(DCM9899)	MSGF(DC@M01)	MSGDTA(#MSGDTA)
USE	BUILTIN(JSMX_CLOSE)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1)
TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
ABORT
ENDIF
*
ENDROUTINE
	

						完了したRDMLXコードは以下のように表示されます。

FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)	RCV_LIST(#wl_empskl)
*	The	following	fields	are	used	by	the	XMLバインディング	map
*	#DEPTMENT
*	The	following	fragments	are	used	by	the	XMLバインディング	map
GROUP_BY	NAME(#DEPTREQ)	FIELDS(#DEPTMENT)
DEF_LIST	NAME(#empskill)	FIELDS(#skildesc)	TYPE(*working)
ENTRYS(9999)
DEF_LIST	NAME(#WL_EMPSKL)	FIELDS(#FULLNAME	#SKILDESC)
TYPE(*WORKING)	ENTRYS(9999)
*	Open	service
USE	BUILTIN(JSMX_OPEN)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG
#JSMXHDLE1)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)
*	Load	service
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('SERVICE_LOAD
SERVICE(HTTPOutboundXMLBindService)	TRACE(*YES)')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)
*	Bind	service	to	create	HTTP	request	content
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('BIND
SERVICE(IIIPRO07_REQUEST)	TYPE(*OUTBOUND)')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS



#JSMXMSG)
*	Set	fragment	-	DEPARTMENTREQUEST
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('SET
FRAGMENT(DEPARTMENTREQUEST)
SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)

*	Write	content
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('WRITE	INDENT(*YES)
BINDTRACE(*YES)')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)
*	Send	HTTP	request	content
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('SEND	HOST(10.44.10.236:80)
URI(/cgi-bin/jsmdirect?IIIFN08_SERVICE)')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)
*	<<<	Inbound	binding	logic	goes	here	>>>
*	Bind	service	to	read	HTTP	request	content
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('BIND
SERVICE(IIIPRO07_RESPONSE)	TYPE(*INBOUND)
BINDTRACE(*YES)')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)
*	Get	fragment	-	EMPLOYEELIST
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('GET	FRAGMENT(EMPLOYEELIST)
SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS



#JSMXMSG)
*	<<<	Enter	the	fragment	loop	logic	for	EMPLOYEE	>>>
BEGIN_LOOP	/*	EMPLOYEE	*/
*	Get	fragment	-	EMPLOYEE
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('GET	FRAGMENT(EMPLOYEE)
SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
LEAVE	IF('#JSMXSTS	*EQ	NOFRAGMENT')
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)
*	Get	list	-	EMPLOYEESKILL
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('GET	LIST(EMPLOYEESKILL)')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG	#EMPSKILL)
CONTINUE	IF('#JSMXSTS	*EQ	NOLIST')
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)
SELECTLIST	NAMED(#empskill)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#wl_empskl)
ENDSELECT
END_LOOP	/*	EMPLOYEE	*/
*	Close	binding
CHANGE	FIELD(#JSMXCMD)	TO('CLOSE')
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)*	Unload	service
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1
'SERVICE_UNLOAD')	TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)
*	Close	service
USE	BUILTIN(JSMX_CLOSE)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1)
TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)
RETURN
*	Check	routine



SUBROUTINE	NAME(CHECK)	PARMS((#JSMXSTS	*RECEIVED)
(#JSMXMSG	*RECEIVED))
DEFINE	FIELD(#MSGDTA)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(132)
*
IF	COND('#JSMXSTS	*NE	OK')
*
#MSGDTA	:=	'Error	Status	Code:'	+	#JSMXSTS
MESSAGE	MSGID(DCM9899)	MSGF(DC@M01)	MSGDTA(#MSGDTA)
#MSGDTA	:=	'Error	Message:'	+	#JSMXMSG
MESSAGE	MSGID(DCM9899)	MSGF(DC@M01)	MSGDTA(#MSGDTA)
USE	BUILTIN(JSMX_CLOSE)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1)
TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)ABORT
*
ENDIF
*
ENDROUTINE
	

6.			ファンクションを保存してコンパイルし、サーバーに登録します。



ステップ7.	クライアント・ファンクションでiiiFN08サーバー
をテストする
このステップでは、iiiFN10	(ユーザー・インターフェース)を使用してiiiFN09	(クライアント・
ファンクション)を呼び出します。これにより、INT008で作成したサービス経由でXML要求が
iiiFN09	(サーバー・ファンクション)に順番に送信されます。クライアント・ファンクション
iiiFN10は、サーバーの応答を処理してユーザーに表示します。
IBM	i	上でJSMサーバーを使用している場合、クライアント・ファンクションをテストするには2
つの方法があります。

									IBM	i	にファンクションを登録し、IBM	i	でテストを実行します。
						または

									IBM	i	上でJSMサーバーを指し示すようにjsmcltdta.txtファイルを設定します。このファイ
ルはVisual	LANSAフォルダー(省略値でC:\Program
Files\LANSA\X_WIN95\X_LANSA)にあります。例えば、以下を参照してくださ
い。

						Windowsでクライアント・ファンクションをローカルに実行し、iiiFN09がIBM	i	上でJSMサー
バーを使用するとします。この配置は、デバッグをテストして使用する場合に特に便利で
す。

1.			Windowsアプリケーションとして実行する場合、プロセスiiiPRO07または表示ファンクション
iiiFN10のいずれかを実行できます。どちらの場合も、プロセスは最初にグラフィック・メ
ニューとして実行されます。



2.			[Department	&	Employee	Client]アイコンをダブルクリックしてファンクションiiiFN10を実行し
ます。

3.			部門コード(ADMやFLTなど)を入力してEnterを押します。スキル・レコードがない社員が見
つかった場合、NOLISTメッセージが表示されます。

4.			[次へ]ボタンと[前へ]ボタンを使用して社員リストを参照します。この結果と、INT008のユー
ザー・エージェント・テストを比較できます。



ステップ8.	クライアントのビジュアル・フォーム(オプション)
Windowsフォームがクライアント・アプリケーションとしての機能を果たす必要がある場合、こ
のフォームを簡単に作成できます。また、サーバー・ファンクションiiiFN08とのやり取りに対
応するように、クライアントのRDMLXファンクションiiiFN09も呼び出します。

1.			フォームiiiFRM01	-	Display	Department	Employeesを作成します。以下のコードをコピーして既
存のフォームのコードを置き換えます。

Function	Options(*DIRECT)
Begin_Com	Role(*EXTENDS	#PRIM_FORM)	Clientheight(319)
Clientwidth(492)	Height(353)	Left(337)	Top(148)
Define_Com	Class(#DEPTMENT.Visual)	Name(#DEPTMENT)
Displayposition(1)	Height(19)	Left(4)	Parent(#COM_OWNER)
Tabposition(1)	Top(8)	Usepicklist(False)	Width(201)
Define_Com	Class(#PRIM_LTVW)	Name(#LTVW_1)	Componentversion(2)
Displayposition(2)	Fullrowselect(True)	Height(249)
Keyboardpositioning(SortColumn)	Left(0)	Parent(#COM_OWNER)
Showsortarrow(True)	Tabposition(2)	Top(40)	Width(489)
Define_Com	Class(#PRIM_LVCL)	Name(#LVCL_1)	Displayposition(1)
Parent(#LTVW_1)	Source(#FULLNAME)	Width(33)
Define_Com	Class(#PRIM_LVCL)	Name(#LVCL_2)	Displayposition(2)
Parent(#LTVW_1)	Source(#SKILDESC)	Width(44)	Widthtype(Remainder)
Define_Com	Class(#PRIM_PHBN)	Name(#PHBN_1)	Caption('Refresh')
Displayposition(3)	Left(213)	Parent(#COM_OWNER)	Tabposition(3)	Top(8)



Define_Com	Class(#PRIM_STBR)	Name(#STBR_1)	Displayposition(4)
Height(24)	Left(0)	Messageposition(1)	Parent(#COM_OWNER)
Tabposition(4)	Tabstop(False)	Top(295)	Width(492)
Def_List	Name(#WL_EMPSKL)	Fields(#FULLNAME	#SKILDESC)
Type(*WORKING)	Entrys(9999)
Evtroutine	Handling(#com_owner.Initialize)
Set	Com(#com_owner)	Caption(*component_desc)
Endroutine

Evtroutine	Handling(#PHBN_1.Click)
Clr_ListNamed(#wl_empskl)
Exchange	Fields(#deptment)
Call	Process(*direct)	Function(iiiFN10)	Pass_Lst(#WL_EMPSKL)
Clr_List	Named(#ltvw_1)
Selectlist	Named(#wl_empskl)
Add_Entry	To_List(#ltvw_1)
Endselect
Endroutine
End_Com
	

2.			ファンクションiiiFN09を呼び出すようにCALLステートメントを変更します。

3.			フォームをコンパイルして実行します。ローカルWebサーバーとJSMサーバーを使用する
か、IBM	i	上のJSMサーバーを指し示すようにファイルjsmcltdta.txtを構成する必要があり
ます。



まとめ

重要な考察事項
									HTTPInboundXMLBindServiceとHTTPOutboundXMLBindServiceは、トランザクションの反
対側で効果的に使用できます。

									*POSTing内容の場合、HTTPOutboundXMLServiceが役立ちます。

									同じXMLを使用して、クライアント/サーバーのトランザクションの両側を作成する必要
があります。

									一方がインバウンド・バインディングを作成する場合、もう一方はアウトバウンド・バイ
ンディングを作成します(逆も同様)。同じ補完ルールがGETコマンドとSETコマンドに当ては
まります。

ヒントとテクニック
									RDMLラッパー・ファンクションを使用して、より複雑なRDMLXファンクションを呼び
出します。

									それぞれの側のクライアント/サーバーの対話を別々にコード化すると便利ですが、各側か
ら予想される内容を正確に覚えておいてください。

これまでの学習内容
									HTTPOutboundXMLBindServiceを使用してクライアント側RDMLXファンクションを作成す
る方法

									両側のXMLの対話をコード化して理解する方法

									補完クライアント側ファンクションを使用してサーバー側ファンクションをテストする方
法



INT010A	-	SOAPサービス	-	サーバーの定義
このセットには3つのチュートリアルがあり、LANSA	Integratorスタジオを使用してWebサービス
を実装する方法を示します。これらのチュートリアルは順番に作成する必要があります。

これらのチュートリアルでは、GetEmployeesというWebサービスを作成します。

GetEmployees	Webサービスを利用するSOAPエージェント	(クライアント)は、サーバー
に部門と課を渡します。

その部門と課の社員リストが発行元(SOAPサーバー)によって配列として返されます。

部門のみが渡される場合、その部門の全部の課の社員リストが返されます。

部門と課がどちらも指定されない場合は、企業の全社員が返されます。

上記の図で示されるようなサービスを作成するには、次の3つのチュートリアルを終了する必要
があります。

									INT010A	-	SOAPサービス	-	サーバーの定義

									INT010B	-	SOAPサービス	-	エージェントの定義

									INT010C	-	SOAPサービス	-	テスト
このサービスをテストするためにINT010Cで用意されたビジネス・ロジック(プログラム・コー
ド)がVisual	LANSAフォームとして作成されています。LANSAでは、このロジックを5250ファン
クションまたはWebアプリケーション(WAM)として作成することもできます。また、ILE	RPGな
どの3GLも使用できます。
以下はSOAPサービスを作成してテストする、3つのチュートリアルの手順の概要です。

INT010A	-	SOAPサービス	-	サーバーの定義



SOAPサーバー・タイプ（このサービスにより処理される変数）を定義します

[SOAPサーバー・ウィザード]を使ってSOAPサーバーのソリューションを作成しま
す。

プログラム変数にパラメータをマッピングします。

ソリューションを生成し、iiiEmployeeServer用のWSDLとjarファイルを作成します。

WDSLがGetEmployees	SOAPサービスを定義します。

生成されたRDMLXを使って、iiiEmployeeServerサービスをサポートするファンクショ
ンを作成し、ビジネス・ロジックを追加します。

このファンクションをJSMDIRECTサービスとして登録します。

INT010B	-	SOAPサービス	-	エージェントの定義
[SOAPエージェント・ウィザード]を使って新しいソリューションを作成します。

INT010Aで作成したWSDLに基づき、SOAPエージェントiiiEmployeeAgentを定義しま
す。

プログラム変数にパラメータをマッピングします。

jarファイル、プロパティ・ファイルおよびRDMLXのサンプルを作成するソリューショ
ンを生成します。

生成されたRDMLXに基づいてフォームiiiFRM02を作成し、ビジネス・ロジックを追加
します。

INT010C	-	SOAPサービス	-	テスト
フォームは部門と課コードを受け取り、サーバーでIIIEMPLOYEEAGENTサービスを実
行します。

IIIEMPLOYEEAGENTオペレーションをGETEMPLOYEESに設定します。

プログラム変数にパラメータを設定します。

サービスを呼び出します。

WebサーバーはJSMDIRECTを起動させ、IIIEMPLOYEESERVERを導入するファンク
ションを実行します。

フォームが社員リストを受け取り、リスト・ビューにデータを追加して、結果を表示
します。

目的：
									他のアプリケーションが使用できるWebサービスを発行するSOAPサーバー・プロジェク
トを作成する



									LANSA	Integratorスタジオを使用してSOAPサーバー・ソリューションを定義する

									GetEmployeesというサーバー側Webサービスを作成する

上記の目的を達成するには、以下のステップを完了してください。

									ステップ1.	新しいプロジェクトを作成する

									ステップ2.	カスタムSOAPサーバー・タイプを定義する

									ステップ3.	新しいSOAPサーバー・ソリューションを作成する

									ステップ4.	新しいSOAPオペレーションを作成する

									ステップ5.	プログラム変数にパラメータをマッピングする

									ステップ6.	SOAPサーバー・ソリューションを作成する

									ステップ7.	SOAPサーバー・ソリューションを配布する

									ステップ8.	SOAPサーバーのビジネス・ロジックを作成する

									まとめ



ステップ1.	新しいプロジェクトを作成する
このステップでは、LANSA	Integratorスタジオを使用して、SOAPサーバー・ソリューションが含
まれる新しいプロジェクトを作成します。

プロジェクトとは、作業内容をまとめる簡単な方法です。プロジェクトは、LANSA	Integratorを
使用する特定のアプリケーションまたはタスクに関連するファイルの集合です。1つのプロジェ
クト内には1つ以上のソリューションがあります。
1.			デスクトップ・アイコンからLANSA	Integratorスタジオを起動します。

2.			プロジェクトを以下のように作成します。

a.			[スタジオ	ワークスペース]タブを表示します。

b.			[プロジェクト]を選択し、右クリックしてコンテキスト・メニューを開きます。

c.			[プロジェクトの新規作成]を選択して[LANSA	Integratorスタジオ]ダイアログ・ボックスを
開きます。

3.			[LANSA	Integratorスタジオ]ダイアログ・ボックスに新しいプロジェクトの名前(この場合はiii
SOAP	Tutorial、iiiは一意の3文字)を入力して[OK]を押します。



						プロジェクトのスタジオ	ワークスペースの下部に新しいタブが表示されます。

						LANSA	Integratorにより、プロジェクトを作成した日時を基に一意のIDがプロジェクトに割り
当てられています。このIDは、プロジェクトに含まれるソリューションのプロパティを取
得、修正、配布する場合に後で重要になります。



ステップ2.	カスタムSOAPサーバー・タイプを定義する
SOAPサーバー・タイプはSOAPサーバーで使用されるユーザー定義のデータ・タイプであり、
要求パラメータと応答パラメータを定義します。サーバー・タイプは1つ以上のエレメントで構
成され、それぞれのエレメントは文字列や数字などの簡単なタイプになります。

LANSA	Integratorスタジオを使用してサーバー・タイプを定義する場合、定義したサービス・タ
イプと、そのサーバー・タイプを使用するWebサービスとの関連はありません。
このステップでは、GetEmployeesのSolution	Employeeサーバー・タイプを定義します。
GetEmployeesは、以下の4つのエレメントを返します。

									employee	id

									first	name

									surname

									salary
1.			LANSA	Integratorスタジオの[プロジェクト]のタブを表示します。

2.			[ソリューション]を選択し、右クリックしてコンテキスト・メニューを開きます。

3.			メニューから[SOAPサーバー	タイプ]オプションを選択します。

						[LANSA	Integrator	SOAP	タイプ	エディタ]が開きます。

4.			空いているスペースを右クリックしてコンテキスト・メニューを開き、[タイプの新規作成]
を選択します。



						[LANSA	Integrator	SOAP	タイプ	エディタ]ダイアログが表示されます。

5.			[LANSA	Integrator	SOAP	タイプ	エディタ]ダイアログ・ボックスに新しいタイプの名前を入力
して[OK]をクリックします(またはEnterキーを押します)。

6.			Employeeタイプを構成するエレメントを定義する必要があります。

						エレメントを定義するには、以下の操作を行います。



a.			Employeeを右クリックしてコンテキスト・メニューを開きます。

b.			コンテキスト・メニューで[エレメントの新規作成]を選択します。

						[エレメント]ダイアログ・ボックスが開きます。

7.			最初のエレメントのエレメント名としてemployeeIdと入力します。このエントリーの大文字/
小文字に注意してください。最初の文字は小文字です。その他の単語の最初の文字(この場合
はId)は大文字です。

						ドロップダウン・リストの[値]で[String]を選択します。

8.			[OK]を押します。

						ダイアログは、追加でエレメントを入力できるように開いたままになっています。

9.			employeeIdと同じ方法で2番目のエレメントを入力します。

						firstNameと入力して、[値]で[String]を指定します。

10.	3番目のエレメントsalaryエレメントを作成します。

						給与の[値]は、該当する数値タイプ([Double])になります。

11.		[値]に[String]を指定して最後のエレメントsurnameを作成します。

12.	エレメントの追加が終了したら、[キャンセル]ボタンを押して[エレメント]ダイアログ・ボッ
クスを閉じます。

						Webサービスのサポートに必要なSOAPサーバー・タイプを作成しました。

13.	 保存ボタン、Ctrl	+	Sキー、[ファイル]メニューの[保存]のいずれかを使用して変更を保存
します。



14.	[ファイル]メニューの[終了]、またはAlt	+	F4キーを使用して、[LANSA	Integrator	SOAP	タイプ
エディタ]を終了します。



ステップ3.	新しいSOAPサーバー・ソリューションを作成する
1.			iii	SOAP	Tutorialプロジェクトをスタジオで開いた状態にします。

2.			[ソリューション]フォルダーを選択し、右クリックしてコンテキスト・メニューを開きま
す。

3.			コンテキスト・メニューで[ソリューションの新規作成]を選択して[ソリューションの新規作
成]ダイアログ・ボックスを開きます。

4.			[ソリューションの新規作成]ダイアログ・ボックスのドロップダウン・リストで[SOAPサー
バー	ウィザード]ツールを選択します。



5.			このソリューションを入れるグループの名前(この場合はEmployeeServer)を入力します。

						1つ以上のグループがすでにある場合は、ドロップダウン・リストから既存のソリューショ
ン・グループを選択できます。

6.			[ソリューション	ファイル]に、ソリューションの名前(この場合はiiiEmployeeServer)を入力し
ます。この名前は、プロジェクト(prj)ファイルに使用されます。また、ソリューション用に
生成されるオブジェクトの一部の接頭辞としてSOAPウィザードでも使用されます。

7.			[OK]を押します。

8.			新しいソリューション・グループの作成を確認するには[はい]を選択します。

						LANSA	IntegratorでSOAPウィザードが開きます。	[構成]タブを選択します。



						LANSA	Integratorにより省略値が提供されますが、該当プロジェクトやそのプロジェクトに対
応するサーバーに固有になるように一部を変更する必要があります。

9.			以下の値を変更します。

a.			パッケージ名

						これは、ソリューションのJava実装ファイルを生成するときにSOAPウィザードで使用す
る名前です。このため、ソリューションに一意になります。このチュートリアルの場

合、com.iiicompany.service.soapと入力します。
b.			EndPoint	URL

						このWebサービスのユーザーがWebサービス要求を送信する必要があるサーバーを特定し
ます。このサービスを記述するWSDLファイルに書き込まれます。

						このチュートリアルでは、IBM	i	のJSMサーバーを使用している場合、サーバーはIBM	i
上にあり、クライアントはPC上にあります。この場合、URLはIBM	i	サーバーのIPアドレ
スを指し示します。例：

http://10.44.10.236:80/cgi-bin/jsmdirect?iiiemployeeserver
					ローカルのWindows	WebサーバーとJSMサーバーを使用している場合、URLは以下のよう
になります。

	http://localhost/cgi-bin/jsmdirect.exe/iiiemployeeserver
						この場合、クライアントとサーバーはどちらもローカルで実行します。

c.			変更内容を保存します。SOAPウィザードを閉じないでください。



ステップ4.	新しいSOAPオペレーションを作成する
このステップでは、WebサービスのSOAPオペレーションGetEmployeesを作成し、そのインバウ
ンド・パラメータとアウトバウンド・パラメータを定義します。

GetEmployeesでは、部門コードと課コードを指定するパラメータを受け取り、該当部門と課の
全社員の詳細のリストや配列を返します。

1.			SOAPウィザードの[オペレーション]タブを選択します。

2.			[オペレーション]ペインを右クリックしてコンテキスト・メニューを開きます。

3.			コンテキスト・メニューで[オペレーションの新規作成]を選択します。

4.			結果のダイアログにオペレーション名getEmployeesを入力し、[了解]をクリックします。

5.			インバウンド・パラメータを定義します。定義するには、以下を実行します。

a.			getEmployeesオペレーションを右クリックしてコンテキスト・メニューを開きます。

b.			コンテキスト・メニューで[パラメータの新規作成]を選択します。



c.			パラメータのタイプ(この場合は[String])を選択します。

6.			結果のダイアログにパラメータ名(この場合はdepartmentCode)を入力し、[了解]をクリックし
ます。

7.			残りのインバウンド・パラメータsectionCodeについても同じ順序を繰り返し(同様に[String]
を選択)、[OK]をクリックします。

8.			戻りパラメータまたはアウトバウンド・パラメータを定義します。インバウンド・パラメー
タと同様の手順に従います。

a.			GetEmployeesを右クリックしてコンテキスト・メニューを開きます。



b.			コンテキスト・メニューで[戻りパラメータセット]を選択し、サブメニューで[サーバー
タイプ...]を選択します。

						サーバー・タイプは、戻りパラメータが「ステップ2.	カスタムSOAPサーバー・タイプを
定義する」で作成したサーバー・タイプになるため、選択されています。

9.			[サーバー	タイプ]ダイアログ・ボックスには、Employeeサーバー・タイプの2つのエントリー
があります。最初のエントリーは、単一インスタンスの社員を表します。2番目の[...]が付い
たエントリーは、社員の配列を表します。

						社員の配列を返すため、Employee	[...]を選択して[OK]をクリックします。

						SOAPウィザードの[オペレーション]タブに戻ります。このウィザードでは、定義したインバ
ウンド・パラメータとアウトバウンド・パラメータを確認できます。Employeeリターン・パ
ラメータのエントリーを展開すると、Employeeサーバー・タイプを構成するエレメントが表
示されます。



						これで、SOAPオペレーションとそのパラメータを定義しました。

						各自のWebサービスを定義すると、1つ以上のSOAPオペレーションが定義されますが、この
チュートリアルで作成するのは1つのオペレーションのみです。

10.	変更内容を保存します。



ステップ5.	プログラム変数にパラメータをマッピングする
このステップでは、Webサービスのインバウンド・パラメータおよびアウトバウンド・パラメー
タ(「ステップ4.	新しいSOAPオペレーションを作成する」で作成)と、このWebサービスを実装
するプログラムで使用するプログラム変数名をマッピングします。

1.			インバウンド・パラメータを以下のようにマッピングします。

a.			departmentCodeを選択し、右クリックしてコンテキスト・メニューを開きます。

b.			コンテキスト・メニューで[フィールド]を選択して、[フィールド属性]ダイアログ・ボッ
クスを開きます。

c.			[フィールド属性]ダイアログ・ボックスに、対応するプログラム変数の名前(この場合
はDEPTMENT)を入力して、[OK]をクリックします。[形式]はブランクのままにしてくだ
さい。

						入力したマッピング済みプログラム変数の名前は、パラメータ名の後の括弧内に表示されま
す。アイコンが変わるため、このパラメータがマッピングされていることが分かります。



2.			2番目のインバウンド・パラメータsectionCodeについてもこの手順を繰り返します。コンテキ
スト・メニューで[フィールド]を選択し、プログラム変数名SECTIONにマッピングします。

						変数名がパラメータ名と一緒に表示され、アイコンが変わります。

3.			戻りパラメータとアウトバウンド・パラメータをマッピングします。戻りパラメータは複雑
なタイプのため、わずかに手順が異なります。

a.			Employeeパラメータを選択し、右クリックしてコンテキスト・メニューを開きます。

b.			コンテキスト・メニューで[フラグメント]を選択します。このオプションでは、1回の呼



び出しでEmployeeのすべてのエレメントを受け取ることができます。

c.			結果のダイアログ[フラグメント属性]で、フラグメントに付ける名前(この場合
はEMPLOYEE)を入力します。

d.			[OK]をクリックしてこの割り当てを確認します。

						マッピングされたフラグメント名がEmployee戻りパラメータの下に表示され、アイコンが変
わります。この場合、Employeeのすべてのエレメントのアイコンが変わります。これは、
Employeeをフラグメントとして設定したときに、LANSA	Integratorでは、すべてのエレメント
がフィールドにマッピングされることが前提とされたためです。あとは、Employee内のエレ
メントにプログラム変数名を割り当てるだけです。

4.			Employeeのアウトバウンド・エレメントのマッピングを完了します。

a.			employeeIdエレメントを選択し、右クリックしてコンテキスト・メニューを開きます。

b.			コンテキスト・メニューで[編集]を選択します。



c.			[フィールド属性]ダイアログ・ボックスにプログラム変数名EMPNOを入力し、[OK]をク
リックします。

d.			残りのエレメントについてもこの手順を繰り返すことができます。

エレメント プログラム変数

firstName GIVENAME

salary SALARY

surname SURNAME
						これでマッピングが完了しました。ウィンドウは以下のような画面キャプチャになります。



5.			変更内容を保存します。



ステップ6.	SOAPサーバー・ソリューションを作成する
このステップでは、SOAPサーバー・ソリューションを作成し、LANSA	Integratorによって生成
されたファイルを確認します。

1.			ソリューションを作成します。

a.			ビルドに含めるオペレーションの近くにあるボックス( など)をチェックします。この場
合、getEmployeesオペレーションの横のボックスをチェックします。

b.			ツールバーで [ビルド]ボタンを選択してビルドを開始します。

						ビルドが完了すると、以下のメッセージが表示されます。

c.			[OK]を押して続けます。

2.			新しいソリューションを保存 して、確認ダイアログで[OK]を押します。

3.			SOAPウィザードを終了します。

						LANSA	Integratorスタジオのiii	SOAP	Tutorialプロジェクトのタブに戻ります。

4.			LANSA	Integratorで生成されたファイルが表示されるように、プロジェクトのソリューショ
ン・フォルダーを展開します。



生成されたファイルは以下のとおりです。

									jarファイル、iiiEmployeeServer.soap.jar
このファイルには、サーバーに配布するために準備されたコンパイル済みクラスがありま
す。

									プロジェクト(prj)ファイル、iiiEmployeeServer.soap.prj	
実行した内容を修正するためにSOAPウィザードを再度使用する必要がある場合は、このprj
ファイルでウィザードを開きます。

									Web	Service	Definition	Languageファイル(wsdl)、iiiEmployeeService.wsdl
このファイルは、どのアプリケーションでもこのWebサービスを使用できる共通のXML形式
でWebサービスを記述します。「ステップ7.	SOAPサーバー・ソリューションを配布する」で
はこのファイルのファイル名とパスが必要です。

									propertiesファイル、SOAPServerService.properties
このWebサービスを完全に有効にするには、このファイルをWebサーバーに配布します。

									その他のファイル。このWebサービスとトレース・ファイルおよびログ・ファイルを実装
するアプリケーション用に生成されたRDMLおよびRDMLXコードのサンプルで構成されま
す。



ステップ7.	SOAPサーバー・ソリューションを配布する

このステップを完了するにはサーバーが必要です。サーバーを使用できない場合は、
ファイルの発行を除いてこのステップを完了できます。

以前のステップでは、開発環境でSOAPサーバー・ソリューションのファイルを作成しました。
今回は、そのファイルをJSMサーバーに移動(配布)する必要があります。
このチュートリアルの場合、「パートA.	ファイルの発行」で以下の操作を行います。

									ソリューションと、そのソリューションを実装する生成済みJavaクラスを関連付ける
SOAPServerService.propertiesファイルを発行します。

									iiiEmployeeServer.SOAP.jarファイルにあるJavaクラスを発行します。
「パートB.	サービス・エントリーの定義」では以下の操作を行います。

									Webサービス名と、そのWebサービスを実装するビジネス・ロジックを関連付ける
JSMDirectサービス・エントリーを作成します。

注：外部パーティーからサービスにアクセスする場合、サービスを記述するWSDLファイルも配
布する必要があります。



パートA.	ファイルの発行
次のステップでは、プロパティ・ファイルをIntegratorとJSMサーバーに移動します。
1.			LANSA	Integratorスタジオでプロジェクトのプロジェクト・タブを表示します。

						プロジェクトのファイルを参照できるように、[ソリューション]フォルダーを展開し
てEmployeeServerフォルダーを展開します。

2.			プロパティ・ファイルをIntegratorプロジェクト・フォルダーにコピーします。これを行うに
は、以下を実行します。

a.			SOAPServerService.propertiesファイルを選択して右クリックし、コンテキスト・メ
ニューを開きます。

b.			コンテキスト・メニューで[送る]、[Integratorフォルダ]を選択します。

3.			jarファイルをIntegratorプロジェクト・フォルダにコピーします。これを行うには、以下を実
行します。

a.			iiiEmployeeServer.SOAP.jarファイルを選択してコンテキスト・メニューを開きます。



b.			コンテキスト・メニューで[送る]、[Integratorフォルダ]を選択します。

4.			[ソリューション]フォルダーを折りたたみ、[Integrator]フォルダーを展開します。

						Integratorプロジェクト・フォルダーのソリューション・ファイルの場所に注意します。

5.			スタジオのプロジェクト・タブで、プロパティ・ファイルとjarファイルをサーバー・インス
タンスに移動できるようにそのサーバー・インスタンスを開きます。



a.			このコースでは、サーバーは以前の演習で定義されています。ここではIBM	i	のJSMサー
バーを使用しています。この場合、定義は以下のようになります。

				
b.			ローカルのWebサーバーとJSMサーバーを使用している場合、サーバー定義は以下のよう
になります。

c.			適切なサーバーを選択し、右クリック・メニューで[サーバーを開く]を選択します。

d.			プロジェクト・タブには、ローカル・ファイルとJSMサーバーのファイルの両方が表示さ
れます。



6.			jarファイルをJSMサーバーに移動します。

a.			プロジェクト・ペインのpendingフォルダーのjarファイルを強調表示します。

b.			右クリックでコンテキスト・メニューを開きます。

c.			コンテキスト・メニューで[ファイルの発行]を選択し、確認ダイアログで[はい]を選択し
ます。



						JSMサーバーのpendingフォルダーのjarファイルが表示されます。

7.			プロパティ・ファイルをJSMサーバーに移動します。

a.			プロジェクト・ペインのpropertiesフォルダーのプロパティ・ファイルを強調表示します。

b.			右クリックでコンテキスト・メニューを開きます。

c.			コンテキスト・メニューで[セクションの発行]を選択し、確認ダイアログで[はい]を選択
します。



プロパティ・ファイルを使ってサーバーのSOAPServerServiceプロパティ・ファイルにセク
ションを追加できます。

8.			jarファイルをpendingフォルダーの外側に移動するには、JSMサーバーを再起動する必要があ
ります。

						これを行うには以下の操作を実行します。

a.			JSMサーバー・ペインのInstanceフォルダーを強調表示します。

b.			右クリックでコンテキスト・メニューを開きます。

c.			コンテキスト・メニューで[シャットダウン]、[再起動]を選択します。

9.			リブートが終了したら、F5を押して画面を更新します。JSMサーバー・ペインのpendingフォ
ルダーにjarファイルが表示されなくなります。





パートB.	サービス・エントリーの定義
定義したWebサービスのWebサービス要求を処理するためにどのLANSAファンクションや他のプ
ログラムを使用するかをJSMDirectに伝えるサービス・エントリーを作成する必要があります。
1.			LANSA	Integratorスタジオの[スタジオ	ワークスペース]タブに切り替えます。

2.			[サービス]フォルダーを展開します。以前の演習のサービス・エントリーが定義されていま
す。

3.			必要なサービスを選択して右クリックし、コンテキスト・メニューを開きます。

4.			コンテキスト・メニューで[サービスを開く]を選択します。

						これで、[Direct	サービス]タブが開きます。このタブには、テーブルDC@W29(IBM	i	JSMサー
バーの場合)またはDC_W29.txt	(Windows	JSMサーバーの場合)の現在のエントリーが表示され
ます。

5.			新しいエントリーを作成する必要があります。空いているスペースで右クリックし、コンテ
キスト・メニューで[新規作成]を選択して[Direct	エディタ]を開きます。



6.			[Direct	エディタ]で、Webサービスを接続するサービス・エントリーの詳細を入力します。こ
のチュートリアルの場合、以下のように入力します。

[サービス] IIIEMPLOYEESERVER

[ホスト] *DEFAULT

[プロセス] iiiPRO08

[ファンク
ション]

iiiFN11

[区画] DEM

[言語] Eng

[プログラ
ム]

ブランクのままにしてください。3GLプ
ログラムがビジネス・ファンクションに
使用される場合は必要です。

[WSDLパ
ス]

この場合はブランクにします。(外部ユー
ザーなし)。

						RDMLXチェックボックスにチェックを入れます。iiiFN11はRDMLXファンクションになり、
X_RUNにより実行することができます。

7.			入力を終えたら[OK]を押してサービス・エントリーの詳細を保存します。



8.			再度[OK]を押します。

						LANSA	Integratorスタジオに戻ります。LANSA	IntegratorスタジオにはJSMDirectサービス・リ
ストのサービス・エントリーが表示されます。

9.			[Direct	サービス]タブを閉じるには、右クリックしてコンテキスト・メニューで[閉じる]を選
択します。

LANSA	IntegratorのSOAPサーバー・ソリューションのバインディングが完了しました。
作成した内容と、LANSA	Integratorによって生成された内容は、プロトコルとフォー
マットのすべての詳細を処理する際に必要なコードになります。これは、Webサービス
要求を受け入れてその要求に応答する場合やパラメータを解凍して取り出す場合、およ
びSOAP応答を作成する場合に使用されます。この操作をサポートするビジネス・ロ
ジックを構築します。



ステップ8.	SOAPサーバーのビジネス・ロジックを作成する
SOAPサーバー・ソリューションをテストまたは使用する前に、ソリューションをサポートする
ビジネス・ロジックを作成する必要があります。つまり、部門コードと課コードのパラメータを
含む要求を受け取り、要求された社員の詳細を含むEmployee戻りパラメータを作成するファン
クションです。

LANSA	IntegratorとSOAPウィザードによって通信の詳細に対応するファイルが生成されるた
め、詳細を気にする必要はありません。

以下は、Integratorスタジオで生成されたLANSA	RDMLXコードを
SAMPLE_RDMLX_GETEMPLOYEES.txtとして使用してコードの機能の概要を示したものです。
このプログラムは、RDMLファンクションまたはILE	RPGプログラムのどちらかでコード化され
ています。IntegratorスタジオでもRPGやRDML例が生成されます。
1.			最初に、JSMサーバーへの接続を作成し、SOAPサーバー・サービスをロードします。これを
行うには、JSMX_OPEN組み込み関数とSERVICE_LOADサービス・コマンドを使用します。

2.			ファンクションはサービスiiiEMPLOYEESERVERを開いてオブジェクト*OPERATIONを取得
します。これは、操作がGETEMPLOYEES以外の場合はエラーが発生して終了します。複数
のSOAPオペレーションを処理するファンクションを作成できます。GetEmployeesサービス操
作が要求された場合、処理は続行されます。

3.			プログラムはGET	PARAMETERサービス・コマンドを使用して、部門コードと課コードの受
信した値を取得します。「ステップ5.	プログラム変数にパラメータをマッピングする」で、
プログラム変数名にこれらのパラメータをマッピングしたことを思い出してください。この
呼び出しにより、変数が自動的に入力されます。



4.			SOAP応答の作成が開始されていることがSOAPサービスに伝えられます。これは、SET
PARAMETER(*RETURN)サービス・コマンドを使用して行われます。

						各社員の詳細がフラグメントとして渡されることが分かっているため、生成されたコードに
はループが含まれます。これは、社員マスターから社員の詳細を読み込むために必要なロ
ジックを追加する必要があるコードです。

						employee	id、first	name、	surname、salaryの各フィールドは、Employee戻りパラ
メータのエレメントにすでにマッピングされています。

5.			最後に、EmployeeServerソリューションを閉じてJSMサーバーへの接続を閉じるとプログラム
が終了します。これにより、SOAPサーバー・サービスでは、プログラムで提供されたデータ
を使用してSOAP応答を送信します。

6.			LANSAエディタを使用して、プロセスiiiPRO08	-	SOAP	Serverとそれに属するRDMLXファン
クションiiiFN11	-	Get	Employees	Serverを作成します。IntegratorスタジオでSOAP	Tutorialプロ
ジェクトが開いている状態で、EmployeeServerサービス用に生成されたRDMLXを開き、ファ
ンクションにコピーします(既存のコードを置き換えます)。



前回と同様、必要な変更は非常に簡単です。BEGIN_LOOP/END_LOOPを
SELECT/ENDSELECTループに置き換えて、正しいロジカル・ビューを使用してPSLMST
ファイルから必要なフィールドを取得します。コードは以下のようになります。

ステップ7の「パートB.	サービス・エントリーの定義」で作成したJSMDirectサービス・エ
ントリーがあるため、このファンクションは、一致するWebサービス要求を受け取る際に
JSMDirectによって自動的に起動されます。

プロセスやファンクションの名前は、ダイレクト・サービス・エントリーに入力したもの
と同じでなければなりません。

7.			次のコードを探して、サービス名にイニシャルをつけて変更します。

*	Open	SOAP	service
Change	Field(#JSMXCMD)	To('OPEN	SERVICE(IIIEMPLOYEESERVER)')

8.			ファンクションをコンパイルします。IBM	i	サーバーを使用している場合、サーバーに登録
してコンパイルします。



まとめ

重要な考察事項
									Webサービスの規格またはプロトコルの知識は、このSOAPサーバーの作成には必要あり
ません。

									SOAPサービスを処理するビジネス・ロジックは、LANSAのRDMLファンクション、
RDMLXファンクション、またはILE	RPGなどの3GLを使用して作成できます。

これまでの学習内容
									LANSA	Integratorスタジオを使用して、Webサービス(ローカルまたはローカル以外)を呼び
出すまたは利用するSOAPサーバー・ソリューションを作成する際に必要なステップ

									LANSA	Integratorは、Webサービスの規格とプロトコルの複雑さに対応するコンポーネント
を生成する

									SOAPサーバーのWebサービスとして呼び出されるLANSAファンクションを作成する方法



INT010B	-	SOAPサービス	-	エージェントの定義
このセットには3つのチュートリアルがあり、LANSA	Integratorスタジオを使用してWebサービス
を実装する方法を示します。

これらのチュートリアルで作成されたWebサービスをGetEmployeesと言います。

GetEmployees	Webサービスを利用するSOAPエージェントは、サーバーに部門と課を渡します。
その部門と課の社員リストが発行元(SOAPサーバー)によって配列として返されます。部門のみ
が渡される場合、その部門の全部の課の社員リストが返されます。部門と課のどちらも指定しな
い場合は、企業の全社員が返されます。このWebサービスのテスト用に作成されるSOAPエー
ジェント・プログラムではVisual	LANSAを使用しますが、ILE	RPGなどの3GLを使用しても同様
に作成できます。

上図に示すようにサービスを作成するには、以下のチュートリアルも終了しておく必要がありま
す。

									INT010A	-	SOAPサービス	-	サーバーの定義
サービスをテストするには、以下を終了しておく必要があります。

									INT010C	-	SOAPサービス	-	テスト

目的
									GetEmployeesというエージェント側Webサービスを作成する。この場合、Webサービス
は、「ステップ8.	SOAPサーバーのビジネス・ロジックを作成する」で作成されたSOAPサー
バーになります。

									LANSA	Integratorスタジオを使用してSOAPエージェント・ソリューションを定義する



上記の目的を達成するには、以下のステップを完了してください。

									ステップ1.	新しいエージェント・ソリューションを作成する

									ステップ2.	プログラム変数にパラメータをマッピングする

									ステップ3.	SOAPエージェント・ソリューションを作成する

									ステップ4.	SOAPエージェント・ソリューションを配布する

									ステップ5.	SOAPエージェント・ソリューションを使用するために必要なプログラムを確
認する

									ステップ6.	フォームiiiFRM02	-	SOAPを利用して社員情報を取得を作成する



ステップ1.	新しいエージェント・ソリューションを作成する
このステップでは、LANSA	Integratorスタジオを使用して、「INT010A	-	SOAPサービス	-	サー
バーの定義」用に作成されたプロジェクトに新しいソリューションを作成します。新しいソ
リューションには、SOAPエージェントの詳細が入ります。
1.			iii	SOAPサーバープロジェクトをスタジオで開いた状態にします。

2.			ソリューションを選択し、コンテキスト・メニューで[ソリューションの新規作成]を選択し
て[ソリューションの新規作成]ダイアログ・ボックスを開きます。

3.			[ソリューションの新規作成]ダイアログ・ボックスで以下の操作を行います。

a.			[ツール]ドロップダウン・リストで[SOAPエージェント	ウィザード]を選択します。

b.			このソリューションを含めるグループの名前(この場合はEmployeeAgent)を入力します。
ドロップダウン・リストで既存のグループを選択できます。

			[ソリューション	ファイル]にソリューションの名前(この場合はiiiEmployeeAgent)を入力し
ます。この名前は、プロジェクト・ファイルに使用されます。また、ソリューションを
サポートするために生成されるオブジェクトの一部の接頭辞としてSOAPウィザードでも
使用されます。

6.			新しいソリューション・グループを作成することを確認します。



						LANSA	Integratorには、[SOAPエージェント	プロジェクトの新規作成]ダイアログ・ボックス
が表示されます。

WSDLソースSOAPエージェント・プロジェクトでは、基本的な前提条件として、使用するWeb
サービスを記述するWSDLファイルが必要です。	
WSDLはWeb	Services	Description	Languageの略で、Webサービスの記述に使用される共通言語で
す。	
ファイル(ファイルの場所)は、Webサービスを公開する組織によって提供されます。この場合、
WSDLファイルは、「INT010A	-	SOAPサーバー	-	サーバーの定義」で作成されています。
7.			WSDLソース・ファイルを探します。

a.			[SOAPエージェント	プロジェクトの新規作成]ダイアログ・ボックスの[参照]ボタンを押
します。

						[WSDLの選択]ダイアログが開きます。

b.			WSDLファイルのパスと名前が分かっている場合はここに入力します。	不明の場合は、
[参照]ボタンを押して検索します。



						WSDLファイルは、ソリューション/EmployeeServerフォルダーにあります。

c.			WSDLファイルを選択し、[開く]ボタンを押します。[WSDLの選択]ダイアログ・ボックス
に戻ります。

			[OK]を押します。

						[SOAPエージェント	プロジェクトの新規作成]ダイアログに戻ります。このダイアログに
はWSDLソース・ファイルのパスとファイル名が表示されます。



8.			[OK]を押してLANSA	Integrator	SOAPウィザードに戻ります。

						LANSA	Integratorにより、SOAPウィザード・ダイアログのフィールドには省略値が入力され
ています。

9.			パッケージ名を変更します。

						パッケージ名は、ソリューションのJava実装ファイルを生成するときにSOAPウィザードで使
用する名前です。そのため、この名前は企業に固有にする必要があります。この演習で
は、com.iiicompany.service.soapを使用します。

10.	変更内容を保存します。



ステップ2.	プログラム変数にパラメータをマッピングする
このステップでは、アウトバウンド・パラメータおよびインバウンド・パラメータと、このWeb
サービスを呼び出すビジネス・ロジックで使用するプログラム変数名をマッピングします。

インバウンド・パラメータとアウトバウンド・パラメータは、以前のステップで探したWSDL
ファイルから取得されます。

1.			SOAPウィザードの[オペレーション]タブに切り替えます。

						[オペレーション]タブの左ペインには、「ステップ1.	新しいエージェント・ソリューション
を作成する」で検索したWSDLファイルで定義されるWebサービス・オペレーションの名前
が表示されます。

2.			使用するオペレーションのボックスをチェックします( )。この場合はgetEmployeesになりま
す。

						チェックすると、INT010Aの「ステップ4.	新しいSOAPオペレーションを作成する」で定義し
たインバウンド・パラメータ[戻り(入)]とアウトバウンド・パラメータ[パラメータ(出)]が表
示されます。

3.			[パラメータ(出)]をマッピングします。これらのパラメータは、EmployeeServerのパラメータ
のマッピングに使用された方法とまったく同じ方法でマッピングされます。つまり、以下の
ようになります。

a.			departmentCodeを選択し、右クリックしてコンテキスト・メニューを開きます。



b.			コンテキスト・メニューで[フィールド]を選択します。[フィールド属性]ダイアログ・
ボックスが開きます。

c.			[フィールド属性]ダイアログ・ボックスで、対応するプログラム変数の名
前DEPTMENTを入力して、[OK]を押します。

4.			sectionCodeアウトバウンド・パラメータについても繰り返し、このパラメータをプログラム
変数SECTIONにマッピングします。

						マッピングされたプログラム変数名は、パラメータ名の後の括弧内にあります。

						アイコンが変わるため、パラメータがマッピングされていることが分かります。

ヒント：強調表示されているパラメータはどれでも、右クリックしてコンテキスト・メ
ニューでアクションを選択するのではなく、Enterを押して開くことができます。リスト



を上下に移動するには、矢印キーを使用します。

5.			[戻り(入)]パラメータをマッピングします。このパラメータは複雑なタイプであるため、アウ
トバウンド・パラメータの処理とはわずかに異なります。

a.			Employee[...]を選択し、右クリックしてコンテキスト・メニューを表示します。

b.			コンテキスト・メニューで[フラグメント]を選択します。このオプションでは、1回の呼
び出しでEmployeeのすべてのエレメントを受け取ることができます。

c.			[フラグメント属性]ダイアログで、フラグメントの名前(この場合はRESPONSE)を入力し
ます。

d.			[OK]を押してこの割り当てを確認します。



						マッピングされたフラグメント名がEmployee[戻り(入)]パラメータの近くに再度表示さ
れ、アイコンが変わります。この場合、Employeeのすべてのエレメントのアイコンが変
わります。これは、Employeeをフラグメントとして設定したときに、LANSA	Integratorで
は、すべてのエレメントがフィールドにマッピングされることが前提とされたためで
す。

6.			応答の各フィールドをマッピングする必要があります。

a.			employeeIdを右クリックしてコンテキスト・メニューを開きます。

b.			コンテキスト・メニューで[編集]を選択して、[フィールド属性]ダイアログ・ボックスを
開きます。



c.			[名前](この場合はEMPNO)を入力します。

d.			[形式]をブランクのままにして[OK]を押します。

7.			これらのプログラム変数名を使用して、関連するプログラム変数に各インバウンド・フィー
ルドをマッピングします。

インバウ
ンド

プログラム
変数名

firstName GIVENAME

salary SALARY

surname SURNAME

						エージェント・プログラムで使用されるプログラム変数は、通常、サーバーのプログラムに
使用される名前と同じではありません。

8.			すべてのインバウンド・フィールドを割り当てたら、保存 ボタンまたはCtrl	+	Sキーを押
すか、[ファイル]メニューで[保存]を使用します。



ステップ3.	SOAPエージェント・ソリューションを作成する
このステップでは、SOAPエージェント・ソリューションを作成し、LANSA	Integratorによって
生成されたファイルを確認します。

1.			[オペレーション]タブが表示された状態で、ツールバーの [ビルド]ボタンをクリックしま
す。

						ビルドが完了すると、以下のメッセージが表示されます。

2.			[OK]をクリックして続けます。

3.			SOAPウィザードを終了します。

						LANSA	Integratorスタジオに戻ります。SOAPエージェント・プロジェクトのプロジェクト・
タブが表示されます。



4.			EmployeeAgentソリューションの内容が表示されるように、プロジェクトのソリューション・
フォルダーを展開します。

5.			EmployeeAgentフォルダーを展開します。

						以下は、LANSA	Integrator	SOAPウィザードでプロジェクト用に生成されたファイルの一部で
す。

									Webサーバーに配布するために準備された、コンパイル済みクラスを含むjarファイル
									実行した内容を修正するためにSOAPウィザードを再度使用する必要がある場合に開
くprj	(プロジェクト)ファイル

									アプリケーションがSOAPエージェント・サービスによってこのWebサービスを呼び出
すことができるようにWebサーバーに配布する必要があるpropertiesファイル

									このWebサービスとトレース・ファイルおよびログ・ファイルを使用するアプリケー
ション用に生成されたRDMLコードのサンプルを含むその他のファイル



ステップ4.	SOAPエージェント・ソリューションを配布する

このステップを完了するにはサーバーが必要です。サーバーを使用できない場合は、
ファイルの発行を除いてこのステップを完了できます。

開発環境でSOAPエージェント・ソリューションを作成しました。ここでは、以下の2つの生成
されたファイルをサーバーに配布(発行)する必要があります。

									iiiEmployeeAgent.soap.jarファイル

									SOAPAgentService.propertiesファイル
SOAPエージェント・サービスは、このワーショップで既に導入された他のIntegratorサービスと
同様に取り扱われます。SOAPエージェント・ファイルを発行すると、Bindingsフォルダーに移
動され、JSMサーバーを再起動する必要はありません。
1.			LANSA	Integratorスタジオのプロジェクト・タブを表示します。

2.			EmployeeAgentフォルダーを展開します。

3.			iiiEmployeeAgent.SOAP.jarファイルを右クリックしてコンテキスト・メニューを開きます。

4.			コンテキスト・メニューで[送る]、[Integratorフォルダ]を選択します。ファイルは、プロジェ
クトのbindingフォルダーに移動します。

5.			SOAPAgentService.propertiesファイルを右クリックしてコンテキスト・メニューを開きま
す。

6.			コンテキスト・メニューで[送る]、[Integratorフォルダ]を選択します。

						どちらのファイルもプロジェクト/Integratorフォルダー内のフォルダーにあります。

7.			ソリューション・フォルダーを折りたたみ、Integratorフォルダーに移動したbindingフォル
ダー内のjarファイルとpropertiesファイルが表示されるまで、propertiesフォルダーを展開し
ます。



8.			ここで、ファイルを発行する必要があります(ファイルを必要なJSMサーバーに移動します)。
プロジェクト・タブで、使用しているサーバーを必要に応じて開きます。これにより、サー
バー・インスタンスが右ペインに表示されます。

9.			jarファイルとpropertiesファイルをローカル・フォルダーからJSMサーバーのフォルダーに移
動します。

a.			bindingフォルダーのiiiEmployeeAgent.soap.jarファイルを選択し、右クリックして
コンテキスト・メニューを開きます。

b.			コンテキスト・メニューで[ファイルの発行]を選択します。

						jarファイルは、JSMサーバーのbindingフォルダーに移動します。

c.			Integrator/PropertiesフォルダーのSOAPAgentService	.propertiesファイルを右クリックしてコ
ンテキスト・メニューを開きます。

d.			コンテキスト・メニューで[セクションの発行]を選択します。

			propertiesファイルを使って、サーバーのSOAPAgentServiceプロパティ・ファイルにセク
ションを追加できます。



ステップ5.	SOAPエージェント・ソリューションを使用するた
めに必要なプログラムを確認する
このステップでは、SOAPエージェント・ソリューションを使用してWebサービスを呼び出すア
プリケーション・プログラムを作成します。

エージェント・ソリューションには2つの部分があります。

									「ステップ6.	フォームiiiFRM02	-	SOAPを利用して社員情報を取得を作成する」で提供さ
れるコード例のgetEmployees	SOAPサービス・アプリケーションを導入するユーザー・ベース
のビジュアル・フォーム

									Integratorスタジオで生成されるEmployeeAgentソリューション用のRDMLXコード

									コード例は、LANSAファンクションとして生成されます。RDMLXバージョンの
SAMPLE_RDMLX_GETEMPLOYEES.TXTを使用します。各自で適宜作成できます。

									生成されたコードは、その大部分を、ビジュアル・フォームのPush	Button	Clickイベン
ト・ルーチンにコピーして使用します。

以下は、Webサービス要求を発行してその結果を受け取るために、このクリック・イベント・ハ
ンドラーに必要なステップの簡単な説明です。

最初に、LANSAフォームでは、目的に合わせて特別に設計された組み込み関数を使用して
LANSA	Integrator	SOAPサービスと対話する点に注意してください。
1.			最初のステップではWebサービスを呼び出すプログラムを用意します。このためには、Java

Service	Managerの接続を開き、SOAPエージェント・サービスをロードします。このチュート
リアルで作成したEMPLOYEEAGENT	SOAPエージェント・ソリューションがロードされま
す。

2.			次のステップでは、WebサービスのGetEmployees操作を呼び出します。2つのSET
PARAMETERコマンドは、操作のパラメータにプログラム変数をバインドします。この時点
で、ユーザーはこれらの値を入力していなければなりません。ユーザーはフォーム例に
フィールド値を入力し、[社員を取得]ボタンをクリックします。クリックすると、このイベ
ント・ルーチンが実行されます。

						LANSA	IntegratorのJava	Service	Managerは、SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)キーワードを使用
してLANSAプログラムの変数にアクセスできます。そのため、Java	Service	Managerでは、
SOAPウィザードで以前に指定したマッピングによって各パラメータにどのプログラム・



フィールドをマッピングするべきかを把握しています。

3.			3番目のステップで、プログラムはWebサービス操作を呼び出し、応答を待機して応答が
NULLかどうかを確認します。

4.			生成されたコードの4番目のステップは未完成です。ここで、ビジネス・ロジックを追加しま
す。現時点ではプログラムはループし、ステータス(JSMXSTS)がNOFRAGMENTになるまで
RESPONSEフラグメントを取得します。

5.			最後に、クリック・イベントを形成するロジックを終了するには、EmployeeAgentソリュー
ションを閉じ、SOAPエージェント・サービスをアンロードしてJSMサーバーへの接続を閉じ
ます。





ステップ6.	フォームiiiFRM02	-	SOAP	を利用して社員情報を取
得を作成する
これは、ユーザーが部門コードと課コードを入力して[社員を取得]というボタンをクリックする
非常に簡単なフォームです。

該当する部門と課の社員リストが表示されます。フォームのビジュアル・デザインは以下のよう
になります。

1.			LANSAエディタで、RDMLX対応フォームiiiFRM02	-	SOAP	を利用して社員情報を取得を作成
します。

						以下のコードをコピーして、フォームに貼り付けます。

Function	Options(*DIRECT)
Begin_Com	Role(*EXTENDS	#PRIM_FORM)	Clientheight(460)
Clientwidth(476)	Height(494)	Left(261)	Top(120)	Width(484)
Define	Field(#MSGDTA)	Type(*CHAR)	Length(132)
Override	Field(#empno)
Override	Field(#surname)
Override	Field(#givename)



Override	Field(#salary)
Define_Com	Class(#DEPTMENT.Visual)	Name(#IN_DEPT)
Displayposition(1)	Height(19)	Left(7)	Parent(#COM_OWNER)
Tabposition(1)	Top(21)	Usepicklist(False)	Width(201)
Define_Com	Class(#SECTION.Visual)	Name(#IN_SECT)	Displayposition(2)
Height(19)	Left(7)	Parent(#COM_OWNER)	Tabposition(2)	Top(48)
Usepicklist(False)	Width(185)
Define_Com	Class(#PRIM_PHBN)	Name(#phbnGetEmployees)	Caption('Get
Employees')	Displayposition(3)	Left(240)	Parent(#COM_OWNER)
Tabposition(3)	Top(45)	Width(225)
Define_Com	Class(#PRIM_LTVW)	Name(#empList)	Componentversion(2)
Displayposition(4)	Fullrowselect(True)	Height(345)	Left(7)
Parent(#COM_OWNER)	Showsortarrow(True)	Tabposition(4)	Top(88)
Width(461)
Define_Com	Class(#PRIM_LVCL)	Name(#empList_1)	Caption('Code')
Captiontype(Caption)	Displayposition(1)	Parent(#empList)	Source(#EMPNO)
Define_Com	Class(#PRIM_LVCL)	Name(#empList_2)	Caption('Surname')
Captiontype(Caption)	Displayposition(2)	Parent(#empList)
Source(#SURNAME)	Width(24)
Define_Com	Class(#PRIM_LVCL)	Name(#empList_3)	Caption('Given
Name')	Captiontype(Caption)	Displayposition(3)	Parent(#empList)
Source(#GIVENAME)	Width(27)
Define_Com	Class(#PRIM_LVCL)	Name(#empList_4)	Caption('Salary')
Captiontype(Caption)	Displayposition(4)	Parent(#empList)
Source(#SALARY)
Define_Com	Class(#PRIM_STBR)	Name(#STBR_1)	Displayposition(5)
Height(24)	Left(0)	Messageposition(1)	Parent(#COM_OWNER)
Tabposition(5)	Tabstop(False)	Top(436)	Width(476)

Evtroutine	Handling(#com_owner.Initialize)
Set	Com(#com_owner)	Caption(*component_desc)
Endroutine
*
Evtroutine	Handling(#phbnGetEmployees.Click)

Endroutine
*	--------------------------------------------------------------------
*	Subroutine	CHECK	-	check	the	JSM	status	after	a	JSM	call	and	handle
*	.	exceptional	conditions



*	--------------------------------------------------------------------
Subroutine	Name(CHECK)	Parms((#jsmxsts	*RECEIVED)	(#jsmxmsg
*RECEIVED))

If	(#jsmxsts	*NE	OK)

*	Close	service	and	send	the	HTTP	response
Use	Builtin(JSMX_CLOSE)	With_Args(#jsmxhdle1)	To_Get(#jsmxsts
#jsmxmsg)
#MSGDTA	:=	'Error	Status	Code:'	+	#JSMXSTS
Message	Msgid(DCM9899)	Msgf(DC@M01)	Msgdta(#MSGDTA)
#MSGDTA	:=	'Error	Message:'	+	#JSMXMSG
Message	Msgid(DCM9899)	Msgf(DC@M01)	Msgdta(#MSGDTA)
Endif
Endroutine
End_Com

2.			IntegratorスタジオでSOAP	Tutorialプロジェクトを開きます。EmployeeAgentソリューション用
に生成されたRDMLXコードを探し、テキスト・エディタで開きます。

3.			以下の2箇所の間にあるコードをすべてコピーします。

*	The	following	fields	are	used	by	the	soap	binding	map
*	#DEPTMENT
.	.	.	.
および

*	Close	service



USE	BUILTIN(JSMX_CLOSE)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1)
TO_GET(#JSMXSTS	#JSMXMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMXSTS
#JSMXMSG)
上記のコードとともに、#phbnGetEmployeesを処理するイベント・ルーチンにコピーします。
フォームをクリックします。これにより、以前のステップで確認したように、SOAPサービスを
呼び出すために必要なロジックの大部分が提供されます。

4.			フォーム上のビジュアル・フィールドDEPTMENTとSECTIONの定義を調べ、その名前が
IN_DEPTとIN_SECTになっていることに注意してください。SOAPチュートリアル・サービ
スは、これらのフィールドを変数DEPTMENTおよびSECTIONとしてマッピングします。設定
パラメータの前に、変数DEPTMENTとSECTIONの値を設定する必要があります。設定するに
は、*	set	parameter	-	DEPARTMENTCODEと*	set	parameter	-	SECTIONCODEのコメント行を探
し、割り当てステートメントを追加します。コードは以下のようになります。

5.			*	Open	SOAP	Serviceのコメント行を探します。以下の行を自身のSOAP
サービス名に変更します。

*	Open	SOAP	Service
Change	Field(#JSMXCMD)	To('OPEN	SERVICE(IIIEMPLOYEEAGENT)')	

6.			フォームで以下のコードを探します。

コマンドGET	FRAGMENT(RESPONSE)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)は、返されたフィールド
をプログラム変数にマッピングします。つまり、このループ内で、フォームのリスト・ビューに
エントリーを追加できます。完了したコードは以下のようになります。



7.			フォームをコンパイルします。



まとめ

重要な考察事項
									Webサービスの規格またはプロトコルの知識は、このSOAPエージェントの作成には必要
ありません。

									LANSAのRDMLまたはRDMLXコード、あるいはILE	RPGなどの3GLを使用して、この
SOAPエージェントで使用されるビジネス・ロジックを作成できます。

ヒントとテクニック
									この例では、簡単なフィールド値が返されないため、簡単なリストのフラグメントを使用
しました。フィールド値が簡単なリストとともに返される場合は、再現エントリーをリスト
として定義でき、結果は作業リストまたは3GLデータ構造にマッピングされます。

									提供されるコードによって、トレースがサービス・レベルで有効になります。実稼働シス
テムに配布する場合は、トレースを無効にしてください。

これまでの学習内容
									LANSA	Integratorスタジオを使用してSOAPエージェント・ソリューション(Webサービスを
呼び出すまたは利用するソリューション)の実装に必要なステップ

									LANSA	Integratorは、Webサービスの規格とプロトコルの複雑さに対応するコンポーネント
を生成する

									SOAPエージェント・ソリューションを使用してWebサービスを呼び出すVisual	LANSAア
プリケーション・プログラムの作成方法



INT010C	-	SOAPサービス	-	テスト
SOAPセットの3番目のこのチュートリアルを始める場合、LANSA	IntegratorのSOAPエージェン
トとSOAPサーバーのソリューションは既に作成してあるため、ソリューションとビジネス・ロ
ジックはすべて揃っています。あとはソリューションをテストするだけです。

これまでのチュートリアルで作成した内容は、ビジネス・アプリケーションがWebサービス操作
を呼び出し、Webサービスのプロトコルや規格を何も気にせずにその操作から結果を受け取るこ
とができるソリューションです。技術的な詳細は、LANSA	IntegratorのSOAPエージェント・
サービスや、SOAPウィザードで生成されたコードによって処理されています。
アプリケーションの開発者がこのような詳細を気にする必要はありません。これらは、LANSA
Integratorや、SOAPウィザードで生成されたファイルによって処理されます。
INT010B	SOAPサービス	-	エージェントの定義では、SOAPエージェント・ソリューションのテ
ストに使用できる簡単なフォームを作成しました。ユーザーはこのフォームに部門コードと課を
入力してボタンをクリックします。その後、該当部門の社員リストが表示されます。

目的
									先行する2つのチュートリアルで作成されたSOAPサーバーとSOAPエージェントのソ
リューションをテストする

このチュートリアルを完了するには、以下のチュートリアルを完了している必要があります。

									INT010A	-	SOAPサービス	-	サーバーの定義

									INT010B	-	SOAPサービス	-	エージェントの定義
注：このテストを実行するには、以下のいずれかを行ってください。

									ローカルWebサーバーとJSMサーバーを実行し、サーバー・ファンクションをローカルに
コンパイルします。

									あるいは、IBM	i	のJSMサーバーを使用している場合は、サーバー・ファンクションを
サーバーに登録してコンパイルし、IBM	i	サーバーを省略値のJSMサーバーとして指定する
ように、ローカルJSMの「データ・エリア」ファイルjsmcltdta.txtを設定します。以下のファ
イルのパスに相当する自身のパスを探します。

		C:\Program	Files\LANSA\X_WIN95\X_LANSA

1.			Visual	LANSAの[リポジトリ]リストで、INT010Bの「ステップ6.	フォームiiiFRM02	-	SOAPを
利用して社員情報を取得を作成する」で作成したフォームを探します。

2.			フォームを右クリックし、[実行]を選択してフォームを実行します。



3.			[部門コード]	ADMと[課コード]	(01または02のいずれか)を入力し、[社員を取得]ボタンを押し
ます。

4.			応答は以下のようになります。

5.			部門と課がどちらもブランクの場合や、部門のみを指定した場合に、結果が予想どおりかど
うかを確認します。		

6.			エラーになった場合は、Integratorスタジオを使ってサーバーを開き、トレース・ファイルを
確認してください。

これで、LANSA	IntegratorのSOAPサーバーおよびSOAPエージェントのソリューション
のバインディングが正常に完了しました。作成した内容とLANSA	Integratorによって生
成された内容は、すべてのプロトコルと形式の詳細を処理するために必要なコードにな
ります。これは、Webサービス要求を受け入れてその要求に応答する場合やパラメータ
を解凍して取り出す場合、およびSOAP応答を作成する場合に使用されます。



INT011	-	Excelドキュメントの作成
目的
									部門コードと課コードが渡され、ExcelReadServiceを使用して課の社員リストを含むExcel
ドキュメントを作成するRDMLXファンクションを作成する

									ユーザー・インターフェースを処理してRDMLXファンクションを呼び出すRDMLファン
クションを作成する

上記の目的を達成するには、以下のステップを完了してください。

									ステップ1.	RDMLXファンクションiiiFN12を作成する

									ステップ2.	ファンクションiiiFN12を完了する

									ステップ3.	RDMLファンクションiiiFN13を作成する

									まとめ

始める前に
この演習を完成するには、Microsoft	OfiiceのExcelまたはExcel	Viewer	(Microsoftから無料ダウン
ロード)がインストールされていなければなりません。



ステップ1.	RDMLXファンクションiiiFN12を作成する
これは高度な演習であるため、詳しい説明は行いません。

1.			新しいプロセスiiiPRO09	-	Excel	Exampleを作成します。ExcelReadServiceのテンプレート
JSMXSKELを使用して、RDMLXファンクションiiiFN12	-	Create	Employee	Excelを作成しま
す。

2.			以前の演習で示したように、このテンプレートはサブルーチンKEYWRDを使用してフィール
ドJSMXCMDを構築します。RDMLXコーディング技術を使用する場合、1つのステートメン
ト(ASSIGNコマンド)で各JSMコマンド(JSMXCMD)に必要とされる複雑な文字列を作成でき
るため、この方法は実際に必要ありません。

3.			KEYWRDサブルーチンを削除します。ASSIGNコマンドを使用し、SERVICE_LOADロジック
を変更してコマンドを作成します。例えば以下のようになります。

*	BUILD	THE	SERVICE	LOAD	COMMAND
#jsmxcmd	:=	'SERVICE_LOAD	SERVICE(ExcelReadService)'
USE	BUILTIN(jsmx_command)	WITH_ARGS(#jsmxhdle1	#jsmxcmd)
TO_GET(#jsmsts	#jsmmsg)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK_STS)
不要なコードを削除します。jsmx_command組み込み関数を実行するたびにこの構造を使用す
る必要があります。

4.		このファンクションでは1つのサービスをロードするため、CHECK_STSサブルーチンか
らPARMS(#W_HDLE)を削除します。

5.			EMPNO、GIVENAME、SURNAME、STARTDTER、PHONEHME、SALARYなどの社員デー
タの作業リストを定義します。

6.			『LANSA	Integrator	ガイド』の「Java	Service	Managerサービス」の「ExcelReadService」を参
照してください。これらの注意事項を読めば、ファンクションによって社員のリストが作成
されると、以下の操作が必要になることが分かります。

									FILEパラメータとMODEパラメータが指定されたOPENコマンドを使用してExcelファ
イルを開きます。

									SHEETパラメータとR1C1パラメータが指定されたWRITEコマンドを使用してExcelファ
イルに書き込みます。作業リスト名はJSMX_COMMANDで渡されます。Sheet1と
R1C1(1,1)は省略値です。

									CLOSEコマンドを使用してExcelファイルを閉じます。



ステップ2.	ファンクションiiiFN12を完了する
1.			ファンクションのコメント「ここに処理ロジックを記述してください」で、社員リストを消
去するコードを追加し、論理ファイルPSLMST1、DEPTMENTキーとSECTIONキー、キーの
数*COMPUTEを指定してフィールドを選択します。社員リストにエントリーを追加します。

2.			ファンクションiiiFN12は、要求した部門と課が有効かどうか、また社員が該当の課に存在す
るかどうかを確認するRDMLファンクションによって呼び出されます。このエラー・チェッ
クはiiiFN12では必要ありません。

3.			Excelファイルを作成するには、OPENコマンドを*WRITEモードで使用する必要があります。
OPENコマンドの文字列(JSMXCMD)を作成し、JSMX_COMMAND組み込み関数を使用してこ
のコマンドを実行します。

						コマンドのファイル・パラメータは、(JSMインスタンス内の)ファイル・パス(ファイル名)を
定義し、(1つのファイルが繰り返し上書きされるのではなく)新しいファイルが毎回作成され
るようにする必要があります。「training/」サブディレクトリに「iiiemp」という名前でファ
イルを作成します。現在の日時をファイル名に追加します。フィールドDATETIMECには、
この値が文字値として含まれます。ディレクトリは存在していなければなりません。

						実際のアプリケーションの場合、異なるユーザーが作成した同じ出力ファイルを別々にする
方法を検討する必要があります。

4.			WRITEコマンドの文字列を作成して、Sheet1の行1、セル1の位置に書き込みます。これは
JSMX_COMMAND組み込み関数で実行します。シートと行/セルのパラメータはどちらも省
略値のため、指定する必要はありません。この場合、TO_GETパラメータには社員作業リス
トの名前を入れる必要があります。

5.			JSMX_COMMAND組み込み関数を介してCLOSEコマンドでExcelファイルを閉じます。これ
はExcelReadServiceのCLOSEコマンドです。JSMX_CLOSEコマンドではありません。

6.			JSMX_COMMAND組み込み関数を実行するたびにCHECK_STSサブルーチンを実行するコー
ドを忘れずに入れてください。

7.			ロジックの最後でJSMステータス(フィールドJSMSTS)がOKの場合、Excelファイルが作成さ
れたことを示すメッセージを送ります。RDMLXコーディング技術を使用すると、生成され
たExcelファイルの名前をこのメッセージに簡単に追加できます。

8.			ロジックは以下のようになります。

FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)
DEF_LIST	NAME(#employs)	FIELDS(#empno	#givename	#surname
#STARTDTER	#PHONEHME	#salary)	TYPE(*working)	ENTRYS(100)
*	OPEN	JSM	AND	VERIFY	STATUS
USE	BUILTIN(jsmx_open)	TO_GET(#jsmsts	#jsmmsg	#jsmxhdle1)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK_STS)
*	BUILD	THE	SERVICE	LOAD	COMMAND
#jsmxcmd	:=	'SERVICE_LOAD	SERVICE(ExcelReadService)'
USE	BUILTIN(jsmx_command)	WITH_ARGS(#jsmxhdle1	#jsmxcmd)
TO_GET(#jsmsts	#jsmmsg)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK_STS)



*	YOUR	OWN	LOGIC	HERE
CLR_LIST	NAMED(#employs)
SELECT	FIELDS(#employs)	FROM_FILE(pslmst1)	WITH_KEY(#deptment
#section)	NBR_KEYS(*compute)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#employs)
ENDSELECT
*	Create	Excel	File
#jsmxcmd	:=	'OPEN	FILE(training/iiiemp'	+	#datetimec	+	'.XLS)
MODE(*WRITE)'
USE	BUILTIN(jsmx_command)	WITH_ARGS(#jsmxhdle1	#jsmxcmd)
TO_GET(#jsmsts	#jsmmsg)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK_STS)
*	Write	to	Excel	file
#jsmxcmd	:=	'WRITE'
USE	BUILTIN(jsmx_command)	WITH_ARGS(#jsmxhdle1	#jsmxcmd)
TO_GET(#jsmsts	#jsmmsg	#employs)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK_STS)
*	Close	Excel
USE	BUILTIN(jsmx_command)	WITH_ARGS(#jsmxhdle1	CLOSE)
TO_GET(#jsmsts	#jsmmsg)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK_STS)
IF	(#jsmsts	=	OK)
MESSAGE	MSGTXT('Excel	file	'	+	'emp'	+	#datetimec	+	'.xls	produced')
ENDIF
*	UNLOAD	SERVICE
USE	BUILTIN(jsmx_command)	WITH_ARGS(#jsmxhdle1
SERVICE_UNLOAD)	TO_GET(#jsmsts	#jsmmsg)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK_STS)
*	CLOSE	JSM	AND	VERIFY	STATUS
USE	BUILTIN(jsmx_close)	WITH_ARGS(#jsmxhdle1)	TO_GET(#jsmsts
#jsmmsg)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK_STS)
RETURN
*
SUBROUTINE	NAME(CHECK_STS)
DEFINE	FIELD(#MSGDTA)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(132)
IF	COND('#JSMSTS	*NE	OK')
USE	BUILTIN(BCONCAT)	WITH_ARGS('Error	Status	Code:'	#JSMSTS)
TO_GET(#MSGDTA)



MESSAGE	MSGID(DCM9899)	MSGF(DC@M01)	MSGDTA(#MSGDTA)
USE	BUILTIN(BCONCAT)	WITH_ARGS('Error	Message:'	#JSMMSG)
TO_GET(#MSGDTA)
MESSAGE	MSGID(DCM9899)	MSGF(DC@M01)	MSGDTA(#MSGDTA)
ENDIF
ENDROUTINE
	

9.			ファンクションiiiFN12をコンパイルします。



ステップ3.	RDMLファンクションiiiFN13を作成する
このファンクションは、部門コードと課コードを受け入れ、これらのコードが有効かどうかを確
認し、ファンクションiiiFN12を呼び出します。
1.			プロセスiiiPRO09に属するRDMLファンクションiiiFN13	-	Call	Create	Excelを作成します。テ
ンプレートを使用しないでください。これはRDMLX対応ファンクションではありません。

2.			以下の疑似コードを基にファンクションを作成します。

									終了キーまたはキャンセル・キーまでループします。

									フィールドDEPTMENTおよびSECTIONを要求します。

									BEGINCHECKループとFILECHECKを使用して、ファイルSECTABに対してこれらの
フィールドを検証します。

									フィールドDEPTMENTとSECTIONを交換し、ファンクションiiiFN12を呼び出します。
3.			完了したコードは以下のようになります。

FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)
BEGIN_LOOP
REQUEST	FIELDS(#DEPTMENT	#SECTION)
BEGINCHECK
FILECHECK	FIELD(#SECTION)	USING_FILE(SECTAB)
USING_KEY(#DEPTMENT	#SECTION)	MSGTXT('Department/Section	not
found')
FILECHECK	FIELD(#section)	USING_FILE(PSLMST1)
USING_KEY(#deptment	#section)	MSGTXT('No	employees	for	this
department/section')
ENDCHECK
*	Call	JSM	function	to	create	Excel
EXCHANGE	FIELDS(#DEPTMENT	#SECTION)
CALL	PROCESS(*DIRECT)	FUNCTION(iiifn13)
END_LOOP
	

4.			ファンクションをコンパイルし、Create	Excelアプリケーションをテストします。ドキュメン
トはJSMインスタンスのtrainingサブディレクトリに書き込まれます。ドキュメントをExcelで
開きます。以下のようになります。



						注：IBM	i	サーバーでJSMサーバーを使用している場合、/trainingフォルダーにドライブを
マッピングする必要があります。ローカルJSMサーバーを使用している場合、フォルダーは
\JSMInstance\trainingになります。

5.			問題が発生した場合は、デバッグを使用してプログラム・ロジックを追跡できます。また、
トレースを使用するExcelReadServiceを開始してトレース・ファイルを確認することもできま
す。これを行うには、ExcelReadServiceのSERVICE_LOADにTRACE(*YES)を追加します。

#jsmxcmd	:=	'SERVICE_LOAD	SERVICE(ExcelReadService)
TRACE(*YES)'
	



まとめ

重要な考察事項
									ExcelReadServiceにより、Microsoft	Excelドキュメントを作成して読み込む方法が提供され
ます。

									この方法を使用して、オフィス間で、あるいは取引相手と交換するドキュメントを作成で
きます。

									企業データベースのデータを抽出して、分析やプレゼンテーションを行うこともできま
す。

ヒントとテクニック
									LANSA作業リストや3GLデータ構造を使用して、ワークシートの指定の行や列範囲に対し
てデータの読み込みと書き込みを行うことができます。

これまでの学習内容
									ExcelReadServiceを使用してExcelワークシートに書き込む方法



INT012	-	テンプレートとフォーマットでExcelドキュメントを
作成する

目的
									演習INT011で作成したファンクションを拡張する

									テンプレートを基にExcelドキュメントを作成する

									Excelドキュメントに書き込まれた出力をフォーマットする
上記の目的を達成するには、以下のステップを完了してください。

									ステップ1.	RDMLXファンクションiiiFN14を作成する

									ステップ2.	ファンクションiiiFN14を完成する

									ステップ3.	ファンクションiiiFN15を作成してテストする

									ステップ4.	出力の書式を設定するDEFINEコマンドを追加する

									ステップ5.	Start	Date列の書式を設定する

									ステップ6.	給与合計の式を挿入する

									ステップ7.	ドキュメントをパスワードで保護する

									まとめ

始める前に
この演習を完成するには、Microsoft	OfiiceのExcelまたはExcel	Viewer	(Microsoftから無料ダウン
ロード)がインストールされていなければなりません。



ステップ1.	RDMLXファンクションiiiFN14を作成する
1.			プロセスiiiPRO09に属する、新しいファンクションiiiFN14	-	Create	Excel	Document	with

Template	and	Formattingを作成します。ファンクションは手動で作成します(選択するテンプ
レートはありません)。

2.			ファンクションiiiFN12のコードを新しいファンクションにすべてコピーします。

[リポジトリ]タブでファンクションiiiFN12の右クリック・メニューを使用し、コピー機能でファ
ンクションiiiFN14を作成することもできます。



ステップ2.	ファンクションiiiFN14を完成する
このステップでは、以下の画像のように表示されるEmploys.xltというExcelテンプレートを使用
します。

Excelテンプレート(XLT)を作成してから作業を続けてください。

						社員リストは行5、列2に配置する必要があります。

						また、社員リスト・エリアの左側と右側には境界線があります。これらの境界線はExcelド
キュメントを作成する前に定義しておく必要があります。

1.			Employs.xltテンプレートのコピーを開いて確認します。

2.			テンプレートを使用してExcelドキュメントを作成するには、ExcelReadServiceのOPENコマン
ドにTEMPLATEキーワードを追加する必要があります。コードは以下のようになります。

#jsmxcmd	:=	'OPEN	FILE(training/emp'	+	#datetimec	+	'.XLS)
MODE(*WRITE)	TEMPLATE(training/employs.xlt)'
USE	BUILTIN(jsmx_command)	WITH_ARGS(#jsmxhdle1	#jsmxcmd)
TO_GET(#jsmsts	#jsmmsg)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK_STS)

3.			行5、列2に社員の作業リストを作成する必要があります。必要に応じてWRITEコマンドを修
正します。コードは以下のようになります。

*	Write	to	Excel	file
#jsmxcmd	:=	'WRITE	R1C1(5,2)'
USE	BUILTIN(jsmx_command)	WITH_ARGS(#jsmxhdle1	#jsmxcmd)
TO_GET(#jsmsts	#jsmmsg	#employs)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK_STS)

4.			ファンクションiiiFN14をコンパイルします。



ステップ3.	ファンクションiiiFN15を作成してテストする
1.			最後に開いたタブからファンクションiiiFN13を選択し、コンテキスト・メニューを使ってこ
れをコピーし、プロセスiiiPRO09に属するファンクションiiiFN15を作成します。

2.			iiiFN14を呼び出すようにこの新しいファンクションを修正してコンパイルします。

3.			最初のバージョンのCreate	Excelをテンプレートのアプリケーションでテストします。

4.			Excelでドキュメントを開いて内容を確認します。正しい行と列に出力を書き込む必要があり
ます。境界線の書式がなくなっているため、当面は数値データの書式を正しく設定しませ
ん。Excelドキュメントは以下のようになります。



ステップ4.	出力の書式を設定するDEFINEコマンドを追加する
1.			『LANSA	Integrator	ガイド』でExcelReadServiceのDEFINEコマンドを確認します。

						WRITEコマンドを使用する前に、DEFINEコマンドを使用してセルの書式を設定してくださ
い。

2.			『LANSA	Integrator	ガイド』にある情報に基づいて、Salary列の書式を小数第2位までの数字
で設定する方法を検討します。通常、多くのDEFINEコマンドを使用して、Excelドキュメン
トの各種書式を設定する必要があります。この場合、OBJECT、COLUMN、RANGE、
TYPE、FORMATの各キーワードを定義してください。iiiFN14で追加されたコードは以下の
ようになります。

#jsmxcmd	:=	'DEFINE	OBJECT(*CELLFORMAT)	COLUMN(7)
RANGE(5,38)	TYPE(*NUMBER)	FORMAT(*FORMAT3)'
USE	BUILTIN(jsmx_command)	WITH_ARGS(#jsmxhdle1	#jsmxcmd)
TO_GET(#jsmsts	#jsmmsg)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK_STS)
	

3.			ファンクションiiiFN14を再コンパイルして再度テストします。

4.			Excelでドキュメントを開いて結果を確認します。結果は以下のようになります。



						Salary列の書式は正しく設定されますが、Employeeエリアの左側と右側の境界線がなく
なっています。

						Salary列の書式を確認するには、セルを選択して右クリック・メニューの[セルの書式設
定]を使用します。

5.			既存のDEFINEコマンドを拡張して、Salary列の右側に細い境界線を追加できます。このため
には、DEFINEコマンドにBORDERTYPEキーワードとBORDERキーワードを追加します。
コードは以下のようになります。



#jsmxcmd	:=	'DEFINE	OBJECT(*CELLFORMAT)	COLUMN(7)
RANGE(5,38)	TYPE(*NUMBER)	FORMAT(*FORMAT3)
BORDERSTYLE(*THIN)	BORDER(*RIGHT)'
USE	BUILTIN(jsmx_command)	WITH_ARGS(#jsmxhdle1	#jsmxcmd)
TO_GET(#jsmsts	#jsmmsg)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK_STS)

6.			Employee	Number列にも細い境界線を追加する必要があります。このためには、ファンクショ
ンに別のDEFINEコマンドを追加してください。コードは以下のようになります。

#jsmxcmd	:=	'DEFINE	OBJECT(*CELLFORMAT)	COLUMN(2)
RANGE(5,38)	TYPE(*STRING)	FORMAT(*DEFAULT)
BORDERSTYLE(*THIN)	BORDER(*LEFT)'
USE	BUILTIN(jsmx_command)	WITH_ARGS(#jsmxhdle1	#jsmxcmd)
TO_GET(#jsmsts	#jsmmsg)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK_STS)

7.			ファンクションiiiFN14をコンパイルして再度テストします。Excelドキュメントは以下のよう
になります。



ステップ5.	Start	Date列の書式を設定する
現在のソリューションには、Start	Date列の書式が設定されないという問題があります。Start
Dateは、符号付きの数値フィールドに基づきます(長さは6桁)。このステップでは、Start	Date列
を日付タイプのフィールドに変換し、作業リストに入れます。また、ExcelのStart	Date列の書式
を日付セルとして設定することもできます。

1.			ファイルからSTARTDTERを読み込んで変換し、作業リストに日付作業フィールドを入れま
す。読み込むフィールドのGROUP_BYを挿入してSELECTコマンドでこれを使用するように
ファンクションを変更します。コードは以下のようになります。

GROUP_BY	NAME(#EMP_GRP)	FIELDS(#empno	#surname	#givename
#startdter	#phonehme	#salary)
.	.	.	.	.
SELECT	FIELDS(#EMP_GRP)	FROM_FILE(pslmst1)
WITH_KEY(#deptment	#section)	NBR_KEYS(*compute)

2.			作業リストで、フィールドSTARTDTERをSTD_DATEXで置き換えます。

3.			SELECTループ内で、以下の操作を行うロジックを追加します。

									STARTDTERが日付(YYMMDD形式)かどうかを確認する。

									日付(YYMMDD形式)の場合、STARTDTERをフィールドSTD_DATEXに変換する。

									日付(YYMMDD形式)ではない場合、STD_DATEXを*SQLNULLに設定する。
						コードは以下のようになります。

CLR_LIST	NAMED(#employs)
SELECT	FIELDS(#EMP_GRP)	FROM_FILE(pslmst1)
WITH_KEY(#deptment	#section)	NBR_KEYS(*compute)
IF	(#STARTDTER.IsDate(	YYMMDD	))
#Std_Datex	:=	#STARTDTER.AsDate(	YYMMDD	)
ELSE
#Std_Datex	:=	*SQLNULL
ENDIF
ADD_ENTRY	TO_LIST(#employs)
ENDSELECT
	

4.			EMPLOYSのDEF_LISTコマンドを変更し、フィールド	LISTCOUNTを使ったカウンターを入
れます。コードは以下のようになります。

Def_List	Name(#employs)	Fields(#empno	#givename	#surname
#STD_DATEX	#PHONEHME	#salary)	Counter(#listcount)	Type(*working)
Entrys(100)
	

5.			Start	Date列の書式を日付として設定するDEFINEコマンドを追加します。コードは以下のよう
になります。



*	Format	Start	Date	Column
#std_num	:=	#listcount	+	3
#jsmxcmd	:=	'DEFINE	OBJECT(*CELLFORMAT)	COLUMN(5)
RANGE(5,#std_num.AsString)	TYPE(*DATE)	FORMAT(*FORMAT2)'
USE	BUILTIN(jsmx_command)	WITH_ARGS(#jsmxhdle1	#jsmxcmd)
TO_GET(#jsmsts	#jsmmsg)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK_STS)

6.			Excelでドキュメントを開くと、Salary列の幅を調整する必要があることが分かります。これ
は、複数の給与のサイズがあるためです(1,234,456.50など)。幅を設定するには、DEFINEコマ
ンドでOBJECT(*COLUMNVIEW)を使用してください。コードは以下のようになります。

*	Set	Column	width	-	Salary
#jsmxcmd	:=	'DEFINE	OBJECT(*COLUMNVIEW)	COLUMN(7)
WIDTH(12)'
USE	BUILTIN(jsmx_command)	WITH_ARGS(#jsmxhdle1	#jsmxcmd)
TO_GET(#jsmsts	#jsmmsg)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK_STS)

7.			ファンクションiiiFN14を再コンパイルして再度テストします。ドキュメントは以下のように
なります。



ステップ6.	給与合計の式を挿入する
このステップでは、ADDコマンドを使用して給与合計列を合計する式を挿入します。
1.		社員のリストをロードするSELECT/ENDSELECTループのすぐ下に、合計行を挿入するコード
を追加します。コードは以下のようになります。

*	Insert	total	line
#employs	:=	*null
#surname	:=	'Salary	Total:'
Add_Entry	To_List(#employs)

2.		WRITE	to	Excel	ロジックの前に、合計行のセルをフォーマットするDEFINEコマンドを追加し
ます。ここでは、合計行では開始日の列がブランクになるように、開始日の列のセルをフォー
マットする必要があります。以下のコードを追加します。

*	Format	total	line
#std_num	:=	#listcount	+	4
#jsmxcmd	:=	'DEFINE	OBJECT(*CELLFORMAT)	COLUMN(5)	RANGE('
+	#std_num.asstring	+	','	+	#std_num.asstring	+	')	TYPE(*BLANK)'
Use	Builtin(jsmx_command)	With_Args(#jsmxhdle1	#jsmxcmd)
To_Get(#jsmsts	#jsmmsg)
Execute	Subroutine(CHECK_STS)
	
上記のコードを再確認します。

RANGE	パラメータには、フォーマットする行の範囲が含まれていなければなりま
せん。形式はRANGE(n,n)です。

合計行の位置は社員の作業リストに追加された行数により計算されなければなり
ません。

3.		WRITE	to	Excel	ロジックに続き、以下のコードを追加します。

*	Add	Total	Salary	Formula
#std_num	:=	(#listcount	+	3)
#listcount	+=	4
*
#jsmxcmd	:=	'ADD	OBJECT(*FORMULA)	FORMULA("SUM(G5:G'	+
#std_num.asstring	+	')")	R1C1('	+	#listcount.asstring	+	',7)'
Use	Builtin(jsmx_command)	With_Args(#jsmxhdle1	#jsmxcmd)
To_Get(#jsmsts	#jsmmsg)
Execute	Subroutine(CHECK_STS)
	

注：

STD_NUM	は、Excel	SUM式の最後の行番号を提供します。



LISTCOUNT	は、式を挿入する行番号を提供します。リストはExcelドキュメントの5行
目に挿入されるので、LISTCOUNTの値は4ずつ増やされます。

Excelの式は二重引用符で囲まれていなければなりません。

式には"="	の記号も含んでください。これは自動的に挿入されます。

ADDコマンドは式、イメージ、設定、ハイパーリンクの挿入をサポートしています。
詳細については、LANSA	Integratorガイドを参照してください。

4.		ファンクションを再コンパイルし、式が正しく挿入されているか確認します。



ステップ7.	ドキュメントをパスワードで保護する
このステップでは、WRITEコマンドにPROTECTパラメータとPASSWORDパラメータを追加しま
す。

1.			『LANSA	Integrator	ガイド』でExcelReadServiceのWRITEコマンドを確認します。

2.			WRITEコマンドにPROTECTパラメータとPASSWORDパラメータを追加します。コードは以
下のようになります。

*	Write	to	Excel	file
#jsmxcmd	:=	'WRITE	R1C1(5,2)	PASSWORD(LANSA)	PROTECT(*YES)'

3.			ファンクションiiiFN14をコンパイルして再度テストします。Excelドキュメントを変更しよう
とすると、	以下のメッセージが表示されます。

						この演習を終了しました。時間がある場合は、Excelドキュメントのその他の書式を変更して
みてください。



まとめ

重要な考察事項
									WRITEコマンドの前にDEFINEコマンドを使用してセルや列をフォーマットします。

									通常は、多くのDEFINEコマンドを使用する必要があります。

ヒントとテクニック
									WRITEコマンドにはPROTECTパラメータとPASSWORDパラメータがあるため、ワーク
シートを保護できます。

これまでの学習内容	
									ワークシートをフォーマットして保護する方法



INT013	-	PDFDocumentServiceを使用してPDF出力を作成する
目的

社員の詳細とスキルが含まれるPDFドキュメントを生成するアプリケーションを作成
する。

PDFDocumentService	の使い方を示す。

XMLテンプレート・ドキュメントを定義することで、PDFドキュメントのレイアウト
をどのように定義するかを理解する。

上記の目的を達成するには、以下のステップを完了してください。

ステップ1.	PDFページの内容を企画する

ステップ2.	PDF	XMLテンプレートを作成する

ステップ3.	単一ページのPDFを生成するRDMLXファンクションを作成する

ステップ4.	ファンクションiiiFN17の作成	-	社員用PDF出力を作成する

ステップ5.	ファンクションiiiFN18の作成	-	社員用PDF出力をテストする

まとめ

コンセプト

PDFDocumentService	により、複雑でダイナミックなPDF出力が生成できます。

PDFドキュメントの出力フォーマットは、XMLテンプレート・ドキュメントにより定
義されます。このXMLテンプレートには、<content>	</content>タグが含まれており、
ページの様々な領域の内容を定義する際に利用します。この構造は柔軟に変更可能で
すが、通常はヘッダー、詳細、リストやフッターなどのコンテンツ領域が含まれま
す。

RDML/RDMLX	プログラムでXMLテンプレートを使用してPDFドキュメントを作成
し、XMLテンプレートによって定義されたコンテンツ領域に"コンテンツを追加"しま
す。

コンテンツは順番に関係なく追加することができます。

ページ領域はグリッドとして定義されています。例えばA4横は、590	x	840	ポイントの
領域を持つと定義されています。

左下の位置が	0,0	となります。

全てのページへの出力は、X1,	Y1	軸の位置を持つように定義されます。これらの値
は、この要素の左上の角を定義しています。Yは縦軸です。

XMLテンプレートで定義できる全ての要素についての詳細は、PDFDocumentServiceの



「XML	内容」	を参照してください。

PDFDocumentService	にはXML内容例と、それを利用してPDFドキュメントを出力する
RDMLファンクション例	が含まれています。

始める前に
IBMサーバーでこの演習を実行する場合は以下を行ってください。

以下のフォルダが存在しない場合は、作成します。

/LANSA_d12pgmlib/jsm/instance/training

以下のファイルを	.	.	/trainingフォルダにコピーします。

C:\Program	Files\LANSA_D12\WebServer\Images\lanlogo.gif
C:\Program
Files\LANSA_D12\X_WIN95\X_LANSA\x_dem\execute\ph0070.tif



ステップ1.	PDFページの内容を企画する

各ページには以下のものが含まれます。

固定の見出しとロゴ・イメージ。アプリケーションが、STD_TEXTLというフィールド
に見出しのテキストを提供します。

社員のイメージをハードコーディングします。実際のアプリケーションでは、アプリ
ケーション・プログラムにより提供された変数となります。

社員詳細

社員のスキル

フッターにはレポートの日付とページ番号が含まれます。(上のイメージには表示され
ていません)

取得日はテキスト・フィールド	(STD_TEXT)	として出力され、そのフォーマットは
DD/MM/YYYYです。
レポート日はテキスト・フィールドSTD_NAMEで、DD/MM/YYYYの形式の現在の日付になりま
す。

ページ番号は、フィールドREP1PAGEに出力されます。
RDMLファンクションは最初は固定の社員番号で１ページを出力するように開発されます。
フォームまたはRDMLファンクションによりレポート機能の第２番目のバーションが呼び出さ
れ、EMPNO、	DEPTMENT、SURNAME、および必要なレポートのタイプ(STD_FLAG)の情報を
引き渡します。このレポート機能では、EMPNO、	DEPTMENT、またはSURNAMEに基づいて社
員マスター(PSLMST)が読み込まれ、出力が作成されます。



ステップ2.	PDF	XMLテンプレートを作成する
1.		Integratorスタジオを開きます。
2.		iii	Trainingプロジェクトを開きます。新しいソリューション・グループとして、PDFテンプ
レートを作成します。

3.		[ソリューションの新規作成]を使用し、XMLファイル・エディタで、PDFテンプレート・グ
ループに新しいソリューションを作成します。ソリューション・ファイル

iii_PDF_Template.xmlを作成します。ここで"iii"	は名前のイニシャルを使用してくださ
い。

4.		新しいXMLファイルにINT013	-	付録AにあるXMLコードをコピーして貼り付け、現在のコー
ドと置換します。変更内容を保存します。

					提供されているXMLテンプレートは完全ではありません。社員の詳細とスキル・リストの要
素を追加することで、このテンプレートが完成します。

5.		テンプレートの内容を再確認します。

PDFドキュメント・テンプレートは、<document></document>タグの間に定義されて
います。

ページ・サイズはA4です。他の属性はドキュメント・レベルで定義されます。用紙
の向きは横です。

テンプレートには、複数の<content></content>タグが含まれています。アプリケー
ション・プログラムは、	PDFDocumentServiceを利用して、この領域にCONTENT()を
追加します。

スタイルは、XMLドキュメントの最後に<style	・・	/>タグの中で定義されていま
す。

テンプレート内の要素はこのスタイルを参照します。例：

<text	x1="66"	y1="70"	width="150"	height="15"	style="footer"	border=""
align="left"	leading=""	value="{STD_NAME}"/>

6.		このテンプレート内の<content	name="HEADER">を探します。



					x1とy1の値は、それぞれこのページの左下から計測された、その要素の左上の位置を定義し
ています。Y1は縦コンポーネントです。

a.		FULLNAMEの下に、左側は同じ位置(x1="240")で、	y1の値は現在のFULLNAMEの10ポ
イント下の位置に、4つのテキスト要素を追加します。

b.		ADDRESS1、ADDRESS2、ADDRESS3、	POSTCODEのフィールドのエントリーを追加
します。これには、FULLNAMEの行をコピーし、修正します。

					新しいコードは以下のようになります。

<text	x1="240"	y1="480"	width="150"	height="15"	style="normal"	border=""
align="left"	leading=""	value="{ADDRESS1}"/>
<text	x1="240"	y1="470"	width="150"	height="15"	style="normal"	border=""
align="left"	leading=""	value="{ADDRESS2}"/>
<text	x1="240"	y1="460"	width="150"	height="15"	style="normal"	border=""
align="left"	leading=""	value="{ADDRESS3}"/>
<text	x1="240"	y1="450"	width="150"	height="15"	style="normal"	border=""
align="left"	leading=""	value="{POSTCODE}"/>

7.		変更内容を保存します。
8.		テンプレート内の以下の場所を探します。

					ここではテーブルを定義し、社員のスキルの作業リストからデータが投入されます。
9.		このスキル・テーブルを以下のように完成させます。

a.		STS_TEXT(取得日)とCOMMENTのエントリーを追加します。新しい２行を作成するに
は、GRADEDESのエントリーからコピーし貼り付け、この内容を修正します。

b.		width-percentageを30に変更し、フィールド値とともにタイトルも変更します。

					新しいコードは以下のようになります。

<column	field="STD_TEXT"	width-percentage	="30"	vertical-align="center"
horizontal-align="left"	title-horizontal-align="left"	title-border="false"	title-
style="table"	title="DATE	ACQUIRED"	/>
<column	field="COMMENT"	width-percentage	="30"	vertical-align="center"



horizontal-align="left"	title-horizontal-align="left"	title-border="false"	title-
style="table"	title="COMMENT"	/>

10.	変更を保存します。
11.	FOOTER1の内容を確認します。STD_NAME(現在の日付)とREP1PAGEのフィールド値を確認
してください。

12.	FOOTER1の内容には以下が含まれます。

<page	orientation="landscape"/>
	

					FOOTER1の内容が追加されると、	orientation="landscape"の新しいページが追加されます。
13.	IBM	i	サーバーでこの演習を行っている場合は、以下の行を探します。

<image	x1="710"	y1="540"			file="..\..\webserver\images\lanlogo.gif"	
scale="100"	/>

					これを次の行に置き換えます。

<image	x1="710"	y1="540"			file="training/lanlogo.gif"		scale="100"	/>
					次の行を探します。

<image	x1="66"	y1="490"		
file="..\..\x_win95\x_lansa\x_dem\execute\ph0070.tif"		scale="10"	/>

					これを次の行に置き換えます。

<image	x1="66"	y1="490"			file="training/ph0070.tif"		scale="10"	/>
14.	XMLエディタを終了します。
15.	Integratorスタジオでiii	Trainingプロジェクトが開いている状態で、使用しているサーバーを開
きます。自身のPCにIntegratorをインストールしライセンスを適用している場合はlocalhostでしょ
うし、トレーニングに利用されているIBM	i	サーバーかもしれません。



16.	XMLフォルダ(ディレクトリ)をサーバー・インスタンスに作成します。このフォルダが既に
存在していることに注意してください。自身のiii_PDF_Template.xml	をサーバーにドラッグ・ア
ンド・ドロップ(コピー)します。
17.	これでPDF	XMLテンプレートの準備が完了し、PDFドキュメントを生成するRDMLXファン
クションを書くことができます。



ステップ3.	単一ページのPDFを生成するRDMLXファンクショ
ンを作成する
このステップでは、INT013	-	付録BのRDMLXソースを元にRDMLXファンクションを作成しま
す。このファンクションを完成させると、社員１名のPDFドキュメントを生成することができま
す。

1.		新しいプロセス「iiiPRO10	-	PDF例」を作成します。
2.		テンプレートを使用せずに新しいRDMLXのファンクション「iiiFN16	-	社員のPDFを作成」を
作成します。

3.		コードをINT013	-	付録BのRDMLXソースと置き換えます。　
4.		ファンクションを保存し、その内容を確認します。プログラムの始めにEMPNOや
STD_TEXTLなど、複数のフィールド値が設定されていることに注意してください。このファン
クションは単一のハードコーディングされた社員番号を処理します。

5.		次のコメント行を探します。

*	Create	PDF	Document
	

					このコメントの次に、既にロードされているPDFDocumentServiceを使用するコードを追加し
ます。CREATEコマンドを利用して、テンプレートiii_PDF_Template.xml	をもとにPDFドキュメ
ントを作成します。

6.		ソースコードに*	Load	Serviceコードの3つのステートメントをコピーし貼り付けます。
CHANGE	Field(#JSMXCMD)コマンドを修正し、CREATEコマンドを定義します。

キーワード 値

DOCUMENT iii_EMPREP.pdf

CONTENT xml/iii_PDF_Template.xml
	
					これにより、JSMInstanceのルートにPDFファイルが書きこまれます。実際のアプリケーショ
ンでは、ユーザーまたは顧客により準備された特定のフォルダに出力する場合が多いでしょう。

					完了したコードは次のようになります。

*	Create	PDF	Document
Change	Field(#JSMXCMD)	To('CREATE	DOCUMENT(iii_EMPREP.pdf)
CONTENT(xml/iii_PDF_Template.xml)')
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#jsmxhdle1	#JSMXCMD)
To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK_STS)	With_Parms(#JSMXHDLE1)

7.		変更内容を保存します。
8.		次のコメント行を探します。

*	If	found	add	content
	



					このコメントのすぐ前のコードで、必要な社員詳細フィールドが含まれる作業リスト
(#HEADER)	の1つのエントリーが作成されています。
9.		このコメントに続き、社員詳細を含むHEADER	のロジックと内容を追加します。

					以下のコードを追加して、*	Add	content	HEADER	のロジックを完成させます。
If_Status	Is(*OKAY)
*	Add	content	HEADER
Else
Message	Msgtxt('Employee	A0090	not	found')
Endif
	

10.	以下の情報をもとに、、*	Add	content	HEADER	のコメント行の後にCHANGEコマン
ドでJSMXCMDフィールドにADDコマンドを定義します。

キーワー
ド

値

CONTENT HEADER
	
11.	以下の情報をもとに、JSMX_COMMANDのUSEコマンドを定義します。

キーワード 値

WITH_ARGS #JSMXHDLE1

	 #JSMXCMD

	 #HEADER

TO_GET #JSMSTS

	 #JSMMSG
	
					注：作業リストの#HEADERを3番目の引数として引き渡します。
12.	最後にEXECUTEコマンドを追加して、JSMのステータスを確認するサブルーチンを実行しま
す。

完了したコードは以下のようになります。

If_Status	Is(*OKAY)
Change	Field(#JSMXCMD)	To('ADD	CONTENT(HEADER)')
Use	Builtin(JSMx_COMMAND)	With_Args(#JSMXHDLE1	#JSMXCMD
#HEADER)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK_STS)	With_Parms(#JSMXHDLE1)



Else
Message	Msgtxt('Employee	A0090	not	found')
Endif

13.		変更内容を保存します。
14.		以下のコメント行を探します。

*	If	found	add	employee	skills	list
	

15.	次のロジックを追加して、この中でJSMロジックを完成させます。

If_Status	Is_Not(*error)
*	add	SKILLTBL	content
	
Else
Message	Msgtxt('Employee	skills	not	found')
Endif
	

16.	*	Add	SKILTBL	contentのコメントの後にCHANGEコマンドを追加して、以下の情報を
もとにJSMXCMDフィールドにADDコマンドを定義します。

キーワー
ド

値

CONTENT SKILLTBL
	
17.	USEコマンドを追加して、以下の情報をもとに、JSMX_COMMANDのBIFを定義します。

キーワード 値

WITH_ARG #JSMXHDLE1

	 #JSMXCMD

TO_GET #JSMSTS

	 #JSMMSG

	 #SKILLTBL
	
18.	EXECUTEコマンドを追加し、JSMのステータスを確認するサブルーチンを実行します。
完了したコードは以下のようになります。

If_Status	Is_Not(*error)



*	add	SKILLTBL	content
Change	Field(#JSMXCMD)	To('ADD	CONTENT(SKILLTBL)')
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMXHDLE1	#JSMXCMD)
To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG	#SKILLTBL)
Execute	Subroutine(CHECK_STS)	With_Parms(#JSMXHDLE1)
Else
Message	Msgtxt('Employee	skills	not	found')
Endif
	

19.	ファンクションをコンパイルします。IBM	i	サーバーでIntegratorを実行している場合は、
チェックインし、ファンクションをサーバー上でコンパイルします。

20.	ファンクションiiiFN16	-	社員のPDFを作成を実行します。
JSMインスタンスのルートにある出力PDFドキュメントを探します。IBM	i	サーバーで実行して
いる場合は以下のようなパスになります。

/LANSA_<pgmlib>/jsm/instance
					<pgmlib>はLANSAライブラリ名です。
PDFドキュメントは以下のようになっているはずです。



ステップ4.	ファンクションiiiFN17の作成	-	社員用PDF出力を作
成する
このステップでは、ファンクションiiiFN16をコピーし、これを拡張して社員番号、部門または
社員姓によって選択された１人または複数の社員のPDFドキュメントが出力できるようにしま
す。

RDMLXファンクションiiiFN17はRDMLファンクション「iiiFN18	-	社員用PDF出力をテストす
る」により呼び出されます。このiiiFN18はSTD_FLAG、EMPNO、DEPTMENT、SURNAMEを入
力して、この値を交換（EXCHANGE）してファンクションiiiFN17を呼び出します。
対話式のファンクションiiiFN18はPSLMSTでEMPNOの妥当性チェックを行うことを念頭に入れ
ておいてください。ですからEMPNOを渡してファンクションiiiFN17が呼び出されると、PDFド
キュメントを出力し、このドキュメントは閉じられなければなりません。

DEPTMENTやSURNAMEを渡してファンクションiiiFN17が呼び出して1ページまたは複数ページ
のPDFドキュメントを作成する場合、出力がないこともあります。条件付きでPDFドキュメント
を閉じることで、空のPDFドキュメントに書き込むことを防ぐことができます。
1.		ファンクションiiiFN16をコピーし、プロセスiiiPRO10にRDMLX	対応のファンクション
iiiFN17を作成します。
2.		ファンクションの一番上の以下の2行を削除します。

#empno	:=	A0090
	
#rep1page	:=	1

3.		*	Add	Footers	のコメント行を探します。	サブ・ルーチンFOOTERを作成し、フッター
を追加するロジックを移動させます。コードは以下のようになります。

Subroutine	Name(FOOTER)
Clr_list	#FOOTER1
Add_entry	#FOOTER1
#jsmxcmd	:=	'ADD	CONTENT(FOOTER1)'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMXHDLE1	#JSMXCMD
#FOOTER1)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK_STS)	With_Parms(#JSMXHDLE1)
Endroutine
	

4.		実行(EXECUTE)サブルーチンを追加し、上記で移動させたコードをサブルーチンに置き換え
ます。コードは次のようになります。

*	Add	Footers
EXECUTE	Subroutine(FOOTER)

5.		*	Close	documentのコメントを探します。CLOSEサブルーチンを作成し、以下のコード
をその中に移動させます。

Subroutine	Name(CLOSE)
#jsmxcmd	:=	CLOSE



Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMXHDLE1	#JSMXCMD)
To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK_STS)	With_Parms(#JSMXHDLE1)
#rep1page	-=	1
Message	Msgtxt('Employees	PDF	Report	produced	with	'	+
#rep1page.asstring	+	'	pages')
*	Unload	PDF	Service
#jsmxcmd	:=	SERVICE_UNLOAD
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMXHDLE1	#JSMXCMD)
To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK_STS)	With_Parms(#JSMXHDLE1)
*	Close	the	JSM
Use	Builtin(JSMX_CLOSE)	With_Args(#jsmxhdle1)	To_Get(#JSMSTS
#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK_STS)	With_Parms(#JSMXHDLE1)
Endroutine
	

6.		実行(EXECUTE)サブルーチンを追加し、上記で移動させたコードをサブルーチンに置き換え
ます。コードは次のようになります。

*	Close	document
EXECUTE	Subroutine(CLOSE)

7.		ファンクションiiiFN17は、EMPNO、DEPTMENT、	SURNAME、およびSTD_FLAGのフィー
ルドを受け取ります。STD_FLAGには、検索要求タイプが含まれます。E=社員番号、D=部門
コード、S=社員姓、の検索となります。
8.		既存の単一の社員ロジックの周りに、STD_FLAGのcaseループを追加します。例：

Case	Of_Field(#STD_FLAG)
*	Search	for	single	employee	number
When	(=	E)	
*	Add	Logo
Change	Field(#JSMXCMD)	To('ADD	CONTENT(LOGO)	')
Use	Builtin(JSMx_COMMAND)	With_Args(#JSMXHDLE1	#JSMXCMD)
To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK_STS)	With_Parms(#JSMXHDLE1)
.	.	.	.	.	.	.	.	.	.
.	.	.	.	.	.	.	.	.	.
*	Add	Footer
Execute	Subroutine(FOOTER1)
*	Close	the	PDF	Document	and	the	PDF	Service
Execute	Subroutine(CLOSE)



Endcase	
			新しいコードは赤で表示されています。
9.		ファンクションの一番上で、フィールドIO$STSをもとにした作業フィールド	OUTSTSを定義
します。このフィールドは、出力が作成されたことでPDFドキュメントを閉じるかどうかを制御
します。

10.	INT013	-	付録Cに示されているコードをコピーして、先ほど追加したCASEループのロジック
を社員姓による検索と部門による検索にも展開します。

11.	変更を保存します。
12.	STD_FLAG	=	SとSTD_FLAG	=	Dの場合の追加したばかりのロジックを確認します。

ページ番号REP1PAGE	は、それぞれの社員の出力後に増えます。
OUTSTS	は、空のPDFドキュメントが書き込まれることを避けるために、PDFド
キュメントのCLOSEの制御に使用されます。1人もしくは複数の社員用に出力が作成
された場合、OUTSTSにOKが設定されます。代わりに、出力の社員が存在しない場
合は「社員詳細が見つかりません」というテキストを含むページを書きこむことも
可能です。

PDF	XMLテンプレートには、FOOTER1コンテントに<page
orientation="landscape"/>が含まれます。これにより、次の社員の出力用の新
しいページが開始されます。

13.	ファンクションiiiFN17をコンパイルして、エラーがあった場合は修正します。
14.	IBM	i	サーバーでファンクションを実行する場合は、サーバーにチェックインしてコンパイ
ルします。



ステップ5.	ファンクションiiiFN18の作成	-	社員用PDF出力をテ
ストする
1.	プロセスiiiPRO10に属するRDMLファンクション「iiiFN18	-	社員用PDF出力をテストする」を
作成します。

2.	コードを以下に置き換えます。

Function	Options(*DIRECT)
Override	Field(#STD_FLAG)	Label('Report	Type')
Group_By	Name(#SCREEN)	Fields((#STD_FLAG	*L004	*P002)	(#EMPNO
*L007	*P002)	(#SURNAME	*L008	*P002)	(#DEPTMENT	*L009	*P002))
Begin_Loop
Request	Fields(#SCREEN)	Identify(*LABEL)	Text((*TMAP001	001	001))
Begincheck
Valuecheck	Field(#STD_FLAG)	With_List('S'	'D'	'E')	Msgtxt('Report	Type
must	be	D,	E	or	S')
Case	Of_Field(#STD_FLAG)
When	Value_Is('=	E')
Filecheck	Field(#EMPNO)	Using_File(pslmst)	Msgtxt('Employee	not	found')
When	Value_Is('=	D')
Filecheck	Field(#DEPTMENT)	Using_File(deptab)	Msgtxt('Department	not
found')
When	Value_Is('=	S')
If	Cond('#SURNAME	=	*blanks')
Set_Error	For_Field(#SURNAME)
Message	Msgtxt('Surname	may	not	be	blank')
Endif
Endcase
Endcheck
Exchange	Fields(#EMPNO	#DEPTMENT	#SURNAME	#STD_FLAG)
Call	Process(*DIRECT)	Function(IIIFN17)	Exit_Used(*NEXT)
Menu_Used(*NEXT)
End_Loop

3.	呼び出すファンクション名を自分のイニシャルに変えます。
4.	IBM	i	サーバーでファンクションを実行する場合は、サーバーにチェックインし、コンパイル
します。

5.	ファンクションiiiFN18を実行してファンクションiiiFN17をテストします。
6.	社員番号、社員姓、部門により選択した時にPDFが作成されたかどうかを確認します。



まとめ

重要な考察事項

PDFDocumentService	により、複雑でダイナミックなPDF出力が生成できます。

PDFドキュメントのフォーマットは、XMLテンプレートにより定義されます。

RDMLは	XMLにより定義された構造に基づきPDFを生成します。

RDMLは	PDFドキュメントに"内容を追加"します。

ページはポイント単位でグリッドとして定義されます。例えば、A4横のページは590	x
840ポイントになります。

左下の位置が	0,0	となります。

ヒントとテクニック

ドキュメントのレイアウトを詳細まで企画することに時間をかけることで、全体のタ
スクがはかどります。

これまでの学習内容

XMLテンプレートを利用してPDFドキュメントの内容を定義する方法

PDFDocumentService	を利用してPDFドキュメントを作成する方法



INT013	-	付録A
PDF	XMLテンプレートのソースコード	(iii_PDF_Template.xml)
<?xml	version="1.0"	encoding="utf-8"?>
<!--
					List	Sample	PDF	XML	document
-->
<document	page-size="A4"	

						orientation	=	"landscape"
		background="white"				
										border="false"
										author="Acme	Corporation"
										title="Document	Title"
										subject="Document	Subject"
										keywords="word1,	word2"
										creator=""
										hide-toolbar=""
										hide-menubar=""
										hide-windowui=""
										allow-printing="true"
										allow-copy="false"
										allow-modify-contents="false"
										allow-modify-annotations="false"
										allow-fillin="false"
										allow-screenreader="false"
										allow-assembly="false"
										allow-degraded-printing="false">

<content	name="LOGO">
<image	x1="710"	y1="540"			file="..\..\webserver\images\lanlogo.gif"	
scale="100"	/>
</content>

<content	name="HEADER">
<!--

-->



<!--	Applicant	Details-->

<text	x1="66"	y1="540"	width="350"	height="25"	style="title"	border=""
align="left"	leading=""	value="{STD_TEXTL}"/>
<image	x1="66"	y1="490"		
file="..\..\x_win95\x_lansa\x_dem\execute\ph0070.tif"		scale="10"	/>
<text	x1="240"	y1="490"	width="150"	height="15"	style="normal"	border=""
align="left"	leading=""	value="{FULLNAME}"/>

<text	x1="530"	y1="490"	width="250"	height="15"	style="label"	border="1"
align="left"	leading=""	value="Business	Tel:"/>
<text	x1="530"	y1="480"	width="149"	height="15"	style="label"	border=""
align="left"	leading=""	value="Home	Tel:"/>
<text	x1="530"	y1="470"	width="149"	height="15"	style="label"	border=""
align="left"	leading=""	value="Department:"/>
<text	x1="530"	y1="460"	width="149"	height="15"	style="label"	border=""
align="left"	leading=""	value="Section:"/>

<text	x1="600"	y1="490"	width="250"	height="15"	style="normal"	border=""
align="left"	leading=""	value="{PHONEBUS}"/>

</content>

<content	name="SKILLTBL">
<!--												Table	using	working	list					-->	
<!--	***********************************					-->

<table	x1="66"	y1="390"	width="700"	height="500"	style="normal"
alternate="false"	title-show=""	border	="false"	cell-border	="false">
		<column	field="SKILDESC"	width-percentage	="20"	vertical-
align="center"	horizontal-align="left"	title-horizontal-align="left"	title-
border="false"	title-style="table"	title="SKILL"	/>	
		<column	field="GRADEDES"	width-percentage	="20"	vertical-
align="center"	horizontal-align="left"	title-horizontal-align="left"	title-
border="false"	title-style="table"	title="GRADE"	/>	

</table>
</content>



<content	name="FOOTER1">
<text	x1="66"	y1="70"	width="150"	height="15"	style="footer"	border=""
align="left"	leading=""	value="{STD_NAME}"/>
<text	x1="670"	y1="70"	width="50"	height="15"	style="footer"	border=""
align="right"	leading=""	value="Page:"/>
<text	x1="710"	y1="70"	width="50"	height="15"	style="footer"	border=""
align="right"	leading=""	value="{REP1PAGE}"/>
<page	orientation="landscape"/>
</content>

<!--
								User	styles
-->
<style	name="normal"	file="Din.ttf"	size="8"	color="black"
encoding="Cp1252"	embedded="true"/>
<style	name="table"	file="Din.ttf"	size="9"	color="black"		style="bold"
encoding="Cp1252"	embedded="true"/>
<style	name="footer"	file="Din.ttf"	size="7"	color="black"		style="normal"
encoding="Cp1252"	embedded="true"/>
<style	name="footerb"	file="Din.ttf"	size="7"	color="black"		style="bold"
encoding="Cp1252"	embedded="true"/>
<style	name="footeru"	file="Din.ttf"	size="7"	color="black"	
style="underline"	encoding="Cp1252"	embedded="true"/>
<style	name="small"	file="Din.ttf"	size="7"	color="black"		style="normal"
encoding="Cp1252"	embedded="true"/>
<style	name="title"	file="Din.ttf"	size="12"	color="black"		style="bold"
encoding="Cp1252"	embedded="true"/>
<style	name="label"	file="Din.ttf"	size="8"	color="black"		style="italic"
encoding="Cp1252"	embedded="true"/>
	
</document>
	



INT013	-	付録B
ファンクションiiiFN16のRDMLXソースコード	・社員１名のPDFを作成
Function	Options(*DIRECT)
*	Beginning	of	RDML	commands	**********

#empno	:=	A0090
#std_textl	:=	'ACME	Manufacturing	Company,	Chicago'
#std_name	:=	#datex.asdisplayString(	DDsMMsCCYY	)
#rep1page	:=	1
Def_List	Name(#footer1)	Fields(#std_name	#rep1page)	Type(*working)
Define	Field(#ID)	Type(*CHAR)	Length(5)
Define	Field(#FNAME)	Type(*CHAR)	Length(20)
Define	Field(#SNAME)	Type(*CHAR)	Length(30)

Def_List	Name(#SKILLTBL)	Fields(#SKILDESC	#GRADEDES
#STD_TEXT	#COMMENT)	Type(*WORKING)	Entrys(*max)
Def_List	Name(#header)	Fields(#std_textl	#fullname	#address1	#address2
#address3	#postcode	#phonebus	#phonehme	#deptdesc	#secdesc)
Type(*working)	Entrys(*max)
*	Open	JSM
Use	Builtin(JSMX_OPEN)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG	#jsmxhdle1)
Execute	Subroutine(CHECK_STS)	With_Parms(#JSMXHDLE1)

*	Load	Service
#jsmxcmd	:=	('SERVICE_LOAD	SERVICE(PDFDOCUMENTSERVICE)')
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#jsmxhdle1	#jsmxcmd)
To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK_STS)	With_Parms(#JSMXHDLE1)

*	Create	PDF	Document

*	Add	Logo
Change	Field(#JSMXCMD)	To('ADD	CONTENT(LOGO)	')
Use	Builtin(JSMx_COMMAND)	With_Args(#JSMXHDLE1	#JSMXCMD)
To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK_STS)	With_Parms(#JSMXHDLE1)



*	Add	Header	Employee	Info
Clr_List	Named(#header)
Fetch	Fields(*all)	From_File(pslmst)	With_Key(#empno)	Val_Error(*next)
#fullname	:=	#surname	+	',	'	+	#givename
Fetch	Fields(#deptdesc)	From_File(deptab)	With_Key(#deptment)
Fetch	Fields(#secdesc)	From_File(sectab)	With_Key(#deptment	#section)
Add_Entry	To_List(#header)
*	If	found	add	content

*	Get	employee	skills
*	======================
Clr_List	Named(#skilltbl)
Group_By	Name(#skills)	Fields(#SKILCODE	#COMMENT	#DATEACQ
#SKILDESC	#grade)
Select	Fields(#skills)	From_File(pslskl)	With_Key(#empno)
Nbr_Keys(*compute)	Val_Error(*next)
Fetch	Fields(#skills)	From_File(skltab)	With_Key(#skilcode)
Val_Error(*next)
#std_text	:=	#dateacq.asdate(	DDMMYY	).asdisplayString(	DDsMMsCCYY	)
Execute	Subroutine(grade)
Add_Entry	To_List(#skilltbl)
Endselect

*	If	found	add	employee	skills	list

*	Add	Footers
clr_list	#FOOTER1
Add_entry	#FOOTER1
#jsmxcmd	:=	'ADD	CONTENT(FOOTER1)'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMXHDLE1	#JSMXCMD
#FOOTER1)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK_STS)	With_Parms(#JSMXHDLE1)

*	Close	document
#jsmxcmd	:=	CLOSE



Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMXHDLE1	#JSMXCMD)
To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK_STS)	With_Parms(#JSMXHDLE1)

*	Unload	PDF	Service
#jsmxcmd	:=	SERVICE_UNLOAD
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMXHDLE1	#JSMXCMD)
To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK_STS)	With_Parms(#JSMXHDLE1)

*	Close	the	JSM
Use	Builtin(JSMX_CLOSE)	With_Args(#jsmxhdle1)	To_Get(#JSMSTS
#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK_STS)	With_Parms(#JSMXHDLE1)

*
*		Check	the	status	of	the	JSM	command	issued
*
Subroutine	Name(CHECK_STS)	Parms(#W_HDLE)
*
Define	Field(#MSGDTA)	Type(*CHAR)	Length(132)
Define	Field(#W_HDLE)	Type(*CHAR)	Length(4)
*
If	Cond('#JSMSTS	*NE	OK')
*
#MSGDTA	:=	'Error	Status	Code:	'	+	#JSMSTS
Message	Msgid(DCM9899)	Msgf(DC@M01)	Msgdta(#MSGDTA)
#MSGDTA	:=	'Error	Message:	'	+	#JSMMSG
Message	Msgid(DCM9899)	Msgf(DC@M01)	Msgdta(#MSGDTA)
Endif
*
Def_List	Name(#WL_MSGS)	Fields(#JSMSTS	#JSMMSG)
Type(*WORKING)	Entrys(*max)
Add_Entry	To_List(#WL_MSGS)
Endroutine
Subroutine	Name(grade)
Case	(#grade)
When	(=	P)
#gradedes	:=	'Pass'



When	(=	F)
#gradedes	:=	'Fail'
When	(=	M)
#gradedes	:=	'Merit'
When	(=	D)
#gradedes	:=	'Distinction'
Endcase

Endroutine
*	End	of	RDML	commands	**********
	



INT013	-	付録C
iiiFN17を完成させるRDMLXソースコード	・社員用のPDF出力を作成
*	Produce	PDF	document	for	employees	selected	by	surname
When	(=	S)
#outsts	:=	*blanks
#rep1page	:=	1
Select	Fields(*all)	From_File(pslmst2)	With_Key(#surname)
Nbr_Keys(*compute)	Generic(*yes)
*	Add	Logo
Change	Field(#JSMXCMD)	To('ADD	CONTENT(LOGO)	')
Use	Builtin(JSMx_COMMAND)	With_Args(#JSMXHDLE1	#JSMXCMD)
To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK_STS)	With_Parms(#JSMXHDLE1)
*	Clear	employee	header	list
Clr_List	Named(#header)

#fullname	:=	#surname	+	',	'	+	#givename
Fetch	Fields(#deptdesc)	From_File(deptab)	With_Key(#deptment)
Fetch	Fields(#secdesc)	From_File(sectab)	With_Key(#deptment	#section)
Add_Entry	To_List(#header)
If_Status	Is(*OKAY)
Change	Field(#JSMXCMD)	To('ADD	CONTENT(HEADER)	')
Use	Builtin(JSMx_COMMAND)	With_Args(#JSMXHDLE1	#JSMXCMD
#HEADER)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK_STS)	With_Parms(#JSMXHDLE1)
#outsts	:=	OK
Else
Message	Msgtxt('Employees	not	found	for	surname:	'	+	#surname)
Leave
Endif
*	Add	Employee	Skills	List
*	Get	employee	skills
*	======================
Clr_List	Named(#skilltbl)
Select	Fields(#skills)	From_File(pslskl)	With_Key(#empno)
Nbr_Keys(*compute)	Generic(*yes)	Val_Error(*next)
Fetch	Fields(#skills)	From_File(skltab)	With_Key(#skilcode)



Val_Error(*next)
#std_text	:=	#dateacq.asdate(	DDMMYY	).asdisplayString(	DDsMMsCCYY	)
Execute	Subroutine(grade)
Add_Entry	To_List(#skilltbl)
Endselect

If_Status	Is_Not(*error)
Change	Field(#JSMXCMD)	To('ADD	CONTENT(SKILLTBL)
SERVICE_LIST(SKILDESC,GRADEDES,DATEACQ,COMMENT)')
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMXHDLE1	#JSMXCMD)
To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG	#SKILLTBL)
Execute	Subroutine(CHECK_STS)	With_Parms(#JSMXHDLE1)
Else
Message	Msgtxt('Employee	skills	not	found')
Endif
Execute	Subroutine(footer)
#rep1page	+=	1
Endselect
If	(#outsts	=	OK)
Execute	Subroutine(CLOSE)
Else
Message	Msgtxt('No	output	produced')
*	Close	the	JSM
Use	Builtin(JSMX_CLOSE)	With_Args(#jsmxhdle1)	To_Get(#JSMSTS
#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK_STS)	With_Parms(#JSMXHDLE1)
Endif
*	Produce	PDF	document	for	Employees	by	Department
When	(=	D)
#rep1page	:=	1
#outsts	:=	*blanks
Select	Fields(*all)	From_File(pslmst1)	With_Key(#deptment)
Nbr_Keys(*compute)
*	Add	Logo
Change	Field(#JSMXCMD)	To('ADD	CONTENT(LOGO)	')
Use	Builtin(JSMx_COMMAND)	With_Args(#JSMXHDLE1	#JSMXCMD)
To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK_STS)	With_Parms(#JSMXHDLE1)
*	Clear	employee	header	list



Clr_List	Named(#header)

#fullname	:=	#surname	+	',	'	+	#givename
Fetch	Fields(#deptdesc)	From_File(deptab)	With_Key(#deptment)
Fetch	Fields(#secdesc)	From_File(sectab)	With_Key(#deptment	#section)
Add_Entry	To_List(#header)
If_Status	Is(*OKAY)
Change	Field(#JSMXCMD)	To('ADD	CONTENT(HEADER)	')
Use	Builtin(JSMx_COMMAND)	With_Args(#JSMXHDLE1	#JSMXCMD
#HEADER)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK_STS)	With_Parms(#JSMXHDLE1)
#outsts	:=	OK
Else
Message	Msgtxt('Employees	not	found	for	Dept	'	+	#deptment)
Leave
Endif
*	Add	Employee	Skills	List
*	Get	employee	skills
*	======================
Clr_List	Named(#skilltbl)
Select	Fields(#skills)	From_File(pslskl)	With_Key(#empno)
Nbr_Keys(*compute)	Val_Error(*next)
Fetch	Fields(#skills)	From_File(skltab)	With_Key(#skilcode)
Val_Error(*next)
#std_text	:=	#dateacq.asdate(	DDMMYY	).asdisplayString(	DDsMMsCCYY	)
Execute	Subroutine(grade)
Add_Entry	To_List(#skilltbl)
Endselect

If_Status	Is_Not(*error)
Change	Field(#JSMXCMD)	To('ADD	CONTENT(SKILLTBL)
SERVICE_LIST(SKILDESC,GRADEDES,DATEACQ,COMMENT)')
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMXHDLE1	#JSMXCMD)
To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG	#SKILLTBL)
Execute	Subroutine(CHECK_STS)	With_Parms(#JSMXHDLE1)
Else
Message	Msgtxt('Employee	skills	not	found')
Endif
Execute	Subroutine(footer)



#rep1page	+=	1
Endselect
If	(#outsts	=	OK)
Execute	Subroutine(CLOSE)
Else
*	Close	the	JSM
Use	Builtin(JSMX_CLOSE)	With_Args(#jsmxhdle1)	To_Get(#JSMSTS
#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK_STS)	With_Parms(#JSMXHDLE1)
Message	Msgtxt('No	output	produced')
Endif



人事システム
ある企業に非常に単純な人事システムがあります。この人事システムにより、企業は、企業内の
社員を、社員が働いている企業内の部署を基にして特定することができます。人事システムに
は、社員の情報と、社員の特定スキルの詳細がリストアップされています。

この企業の組織構造は単純です。管理、監査、情報サービス、法務、旅行などの部門に分かれて
います。各部には、会計、購買、営業などの、1つもしくは複数の課があります。課テーブル
(SECTAB)には各部内の課が保管されます。
社員マスター(PSLMST)には各社員についての情報が保管されます。例えば、社員の名前、住
所、電話番号などがこのマスター・ファイルに保管されます。各社員は部署内の課で働くので、
この情報も社員マスターに保管されます。

また、社員はそれぞれスキルを持っています。例えば、ある社員は、Cobol、C、C++などのプロ
グラミング・スキル、または経営や管理スキルを持っている場合があります。資格コード・テー
ブル(SKLTAB)には、資格コードが保管されます。社員資格情報ファイル(PSLSKL)には各社員の
特定のスキルが保管されます。

この人事システムは非常に単純なシステムです。上記の5ファイルを備えています。物理的な
データベース・レイアウトは、「物理データベース・マップ」に記述するようになっています。

このシステムの歴史について：	このシステムは最初のLANSAデモンストレーションおよびト
レーニング・システムの1つとして1987年に作成されました。このオリジナルのシステムのため
に作成されたLANSAリポジトリおよびRDMLファンクションは、System	38、AS/400、
Windows、AIX、HPUX、およびその他のプラットフォーム上で使用されてきました。このオリ
ジナル・システムは実質的には何も変わっていません。このことは、LANSAがユーザーのアプ
リケーション・システムへの投資をこれまでいかに護リ続けたかを表しています。



人事システムの物理データベース・マッピング
(仮想フィールド、事前結合フィールドを含む)



人事ファイルのサンプル・データ
以下のリストは、ファイルに含めることができる人事ファイルのサンプル・データの一部です。
これらのファイルは開発者によって編集が進められているため、データが変更される可能性があ
ります。

DEPTAB：
DEPTMENT

SECTAB：
DEPTMENT/SECTION

PSLMST：
EMPNO

ADM ADM	01 社員17名

	 ADM	02 A1002

	 	 A1005

	 	 A1014

	 	 A8888

	 ADM	03 	

	 ADM	04 	

	 ADM	05 	

AUD AUD	01 	

	 AUD	02 	

	 AUD	03 	

FLT FLT	01 	

	 FLT	02 	

	 FLT	03 	

INF INF	01 	

	 INF	02 	

	 INF	03 	



RDMLXテンプレートの作成
JSMXSKELテンプレートは、演習「INT002	-	JSMの基本操作の開始」の「ステップ1.	テンプレー
トJSMXSKELを使用してファンクションを作成する」で使用されます。この演習を行う前に、
以下のステップでJSMXSKELテンプレートを作成する必要があります。
1.			Visual	LANSA開発環境を開始してログオンし、これらのチュートリアルに使用する区画を選
択します。区画はRDMLX対応にする必要があります。

2.			[ファイル]メニューで[新規作成]、[テンプレート]の順に選択します。

3.			以下の[新しいテンプレート]ダイアログに示すように、詳細を入力します。

4.			入力して[作成]を押すと、新しいテンプレート用の[ソース]タブが開きます。

5.			「JSMXSKELソース・コード」で提供されるコードをコピーし、開いている[ソース]タブに
そのコードを貼り付けます。

6.			これを保存します。

7.			JSMXSKELの場合と同じ方法で別の新しいテンプレートを作成します。

8.			以下の図に示すように、[新しいテンプレート]ダイアログにテンプレートの詳細を入力しま
す。

9.			入力して[作成]を押すと、新しいテンプレート用の[ソース]タブが開きます。

10.			「BBJSMXCMDソース・コード」で提供されるコードをコピーし、開いている[ソース]タブ
にそのコードを貼り付けます。

11.		これを保存します。

						この区画のテンプレート・リストに2つの新しいテンプレートが表示されます。



演習に戻ります。



JSMXSKELソース・コード
@@COMMENT		'===================================================='
@@COMMENT		'	Process	........:		@@PROCESS		'
@@COMMENT		'	Function	.......:		@@FUNCTION	'
@@COMMENT		'	Created	on	.....:		@@DATE		at		@@TIME		'
@@COMMENT		'	Description	....:		@@FUNCDES		'
@@COMMENT		'	Template........:		JSMXSKEL				'
@@COMMENT		'===================================================='
FUNCTION			OPTIONS(*DIRECT)
@@COMMENT		'																															'
@@COMMENT		'	OPEN	JSM	AND	VERIFY	STATUS	'
USE								BUILTIN(JSMX_OPEN)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#jsmxhdle1)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK_STS)	WITH_PARMS(#jsmxhdle1)
@@COMMENT		'																															'
@@QUESTION	PROMPT('Do	you	wish	to	load	a	JSM	Service?')	ANSWER(@@CANS001)	EXTEND('If	yes,	type	in	the	name	of	the	Service	to	load,	for	example	HTTPCLIENT.')	LOWER(*NO)
@@IF							COND((*IF	@@CANS001	*EQ	'	'))	GOTO(L01)
@@COMMENT		'BUILD	THE	SERVICE	LOAD	COMMAND		'
#JSMXCMD	:=	'SERVICE_LOAD'
EXECUTE	SUBROUTINE(KEYWRD)	WITH_PARMS(#JSMXCMD	'SERVICE'	'@@CANS001')
USE								BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1	#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK_STS)	WITH_PARMS(#JSMXHDLE1)
L01:	@@LABEL
@@COMMENT		'																																	'
@@COMMENT		'				YOUR	OWN	LOGIC	HERE										'
@@COMMENT		'																																	'
@@IF							COND((*IF	@@CANS001	*EQ	'	'))	GOTO(L02)
@@COMMENT		'UNLOAD	SERVICE																			'
#JSMXCMD	:=	'SERVICE_UNLOAD'
USE								BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1	#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK_STS)	WITH_PARMS(#JSMXHDLE1)
L02:	@@LABEL
@@COMMENT		'CLOSE	JSM	AND	VERIFY	STATUS	'
USE								BUILTIN(JSMX_CLOSE)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK_STS)	WITH_PARMS(#JSMXHDLE1)
@@COMMENT		'																																	'
RETURN
@@COMMENT		'																																	'
@@COMMENT		'Subroutine	to	build	JSM	commands.	existing	JSM	command'



@@COMMENT		'																																	'
SUBROUTINE	NAME(KEYWRD)	PARMS((#W_CMDX	*BOTH)	(#W_KEYWRD	*RECEIVED)	(#W_KEYVAL	*RECEIVED))
DEFINE					FIELD(#W_CMDX)	REFFLD(#JSMXCMD)
DEFINE					FIELD(#W_KEYWRD)	REFFLD(#STD_TEXT)
DEFINE					FIELD(#W_KEYVAL)	REFFLD(#STD_TEXTL)
#W_CMDX	+=	'	'	+	#W_KEYWRD	+	'('	+	#W_KEYVAL	+	')'
ENDROUTINE
@@COMMENT		'																																		'
@@COMMENT		'	Check	the	status	of	the	JSM	command	issued'
@@COMMENT		'																																		'
SUBROUTINE	NAME(CHECK_STS)	PARMS(#W_HDLE)
@@COMMENT		'																																		'
DEFINE					FIELD(#MSGDTA)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(132)
DEFINE					FIELD(#W_HDLE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(4)
@@COMMENT		'																																		'
IF									COND('#JSMSTS	*NE	OK')
@@COMMENT		'																																		'
#MSGDTA	:=	'Error	Status	Code:	'	+	#JSMSTS
MESSAGE				MSGID(DCM9899)	MSGF(DC@M01)	MSGDTA(#MSGDTA)
#MSGDTA	:=	'Error	Message:	'	+	#JSMMSG
MESSAGE				MSGID(DCM9899)	MSGF(DC@M01)	MSGDTA(#MSGDTA)
ENDIF
@@COMMENT		'																																			'
ENDROUTINE
	



BBJSMXCMDソース・コード
@@QUESTION	PROMPT('Use	this	template	to	build	a	command	in	a	function	generated	by	JSMXSKEL.')	ANSWER(@@CANS999)	EXTEND('The	code	generated	by	this	template	assumes	the	existence	of	a	KEYWRD	and'	'a	CHECK_STS	subroutines	as	generated	by	the	JSMXSKEL	template.'	'Press	Enter	to	continue.')	LOWER(*NO)
@@COMMENT		'BUILD	THE	JSM	COMMAND	'
L01:	@@LABEL
@@QUESTION	PROMPT('Type	in	the	JSM	command	you	want	to	build')	ANSWER(@@CANS001)	LOWER(*NO)
#JSMXCMD	:=	@@CANS001
@@QUESTION	PROMPT('How	many	keywords	do	you	want	to	specify?')	ANSWER(@@NANS001)	EXTEND('If	you	reply	0,	you	will	not	be	prompted	to	specify	any	keyword-
values.	'	'Otherwise,	type	in	a	number	of	up	to	20	keyword-
value	to	be	prompted')	LOWER(*NO)	RANGE((0	20))
@@IF							COND((*IF	@@NANS001	*EQ	0))	GOTO(L05)
@@SET_IDX		IDX_NAME(II)	TO(1)
LOP:	@@LABEL
@@QUESTION	PROMPT('Type	in	the	keyword	name.')	ANSWER(@@CANS002)	EXTEND('Type	in	the	name	of	a	valid	keyword	for	the	command	you	are	building.	')	LOWER(*NO)
@@QUESTION	PROMPT('Type	in	the	value	for	the	@@CANS002	keyword')	ANSWER(@@CANS003)	EXTEND('Leave	blank	if	the	keyword	has	no	value.'	'The	value	can	be	a	FIELD	name	or	an	ALPHANUMERIC	string.'	'If	the	value	is	a	FIELD	it	must	be	prefixed	with	the	#.'	'If	the	value	is	an	ALPHANUMERIC	string	you	must	enclose	it	within	triple'	'quotes.')	LOWER(*NO)
@@IF							COND((*IF	@@CANS003	*EQ	'	'))	GOTO(L02)
@@IF							COND((*IF	@@CANS002	*EQ	'URI'))	GOTO(L07)
@@GOTO					LABEL(L08)
L07:	@@LABEL
IF									COND('#CPUTYPE	=	AS400')
#STD_TEXTL	:=	'/CGI-BIN/JSMDIRECT?'	+	@@CANS003
ELSE
#STD_TEXTL	:=	'/CGI-BIN/JSMDIRECT.EXE?'	+	@@CANS003
ENDIF
EXECUTE				SUBROUTINE(KEYWRD)	WITH_PARMS(#JSMXCMD	@@CANS002	#STD_TEXTL)
@@GOTO					L03
L08:	@@LABEL
EXECUTE				SUBROUTINE(KEYWRD)	WITH_PARMS(#JSMXCMD	@@CANS002	@@CANS003)
@@GOTO					L03
L02:	@@LABEL
EXECUTE				SUBROUTINE(KEYWRD)	WITH_PARMS(#JSMXCMD	@@CANS002	*BLANKS)
L03:	@@LABEL
@@INC_IDX		IDX_NAME(II)
@@CMP_IDX		IDX_NAME(II)	IDX_VALUE(@@NANS001)	IF_GT(L04)
@@GOTO					LABEL(LOP)
L04:	@@LABEL
@@QUESTION	PROMPT('Type	in	the	name	of	a	working	list	if	this	command	uses	one.')	ANSWER(@@CANS004)	EXTEND('Leave	blank	if	no	list	is	passed	with	the	command.	'	'Do	NOT	prefix	the	list	name	with	a	#')	LOWER(*NO)
@@IF							COND((*IF	@@CANS004	*EQ	'	'))	GOTO(L05)
USE								BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1	#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#@@CANS004)



EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK_STS)	WITH_PARMS(#JSMXCMD)
@@COMMENT		'				'
@@GOTO					LABEL(L06)
L05:	@@LABEL
USE								BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMXHDLE1	#JSMXCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK_STS)	WITH_PARMS(#JSMXCMD)
@@COMMENT		'				'
L06:	@@LABEL
@@QUESTION	PROMPT('Do	you	wish	to	enter	another	JSM	command?')	ANSWER(@@CANS005)	EXTEND('Reply	Y	or	N	only.'	'If	you	reply	Y	you	will	be	prompted	to	enter	another	command	and	keywords.')	LOWER(*NO)	VALUES(Y	N)
@@IF							COND((*IF	@@CANS005	*EQ	Y))	GOTO(L01)
END:	@@LABEL
/*	**********																																																									*/
@@COMMENT		'									'
	



付録A.	パフォーマンスとチューニング
Java	Service	Managerスレッド・セーフティ
IBM	i	-	Javaヒープ・サイズ
IBM	i	-	プール・サイズ
IBM	i	-	JavaのGCのチューニング
IBM	i	-	仮想マシンのダンプ
IBM	i	-	Java仮想マシンの分析
IBM	i	-	ネットワーク・パフォーマンス
IBM	i	-	Javaライセンス・プログラム
JSM	コンソール



Java	Service	Managerスレッド・セーフティ
Java	Service	Managerは、各JSMクライアント・プログラムに独自のスレッドがあり、各オブジェ
クト・インスタンスはこのスレッドでのみ有効であるという点でスレッド・セーフです。

共有アクセス権のあるいくつかの内部リソースは、同期ブロック内に収まっています。

トレース順序番号は、JVMのグローバルな共有昇順整数であり、1つのスレッドから、そのス
レッドが消去されるまでのうちに1、2回アクセスされます。スレッドに固有の番号を振れば、こ
の共有データに再度アクセスする必要はありません。トレースが無効な場合、スレッドがこの同
期リソースにアクセスする必要はありません。

JSMServiceクラスに渡されるすべてのオブジェクトは新しく、現在のスレッドにのみ有効です。

									JSMClient

									JSMTrace

									JSMContainer

									JSMStorage

									JSMResource

									JSMCommand

									JSMField

									JSMFieldList

									JSMList

									JSMResponse

									JSMException
JSMManagerクラスには、IFSからファイルを作成および削除するcreateTemporaryFileと
clearTemporaryDirectoryという2つのスタティックなメソッドがあります。
IFSは、同じJVMジョブ内で実行するすべてのスレッドと、マシン上で実行する他のすべての
ジョブへの共有リソースです。IFSはこれらのメソッドを同期するために値を追加しません。一
時ファイルを作成して消去しようとするスレッドの作成の際に障害となるためです。各スレッド
には一時記憶域に使用する一意のIFSサブディレクトリがあるため、リソースの競合は発生しま
せん。

現在のスレッドにのみ有効な場合、サービス・プログラマが新しいスレッドを作成して、この新
しいスレッドにオブジェクト参照を渡さない限り、他のスレッドでこれらのオブジェクトに対す
る読み書きを行うことはできません。

大部分のJSMクラスのインスタンス変数はprivateとfinalであるため、その値を構築後に変更する
ことはできません。すべてのJSMクラスは、同期メソッドを持つオブジェクトを内部的に使用し
ます。

通常、JSMサービス・オブジェクトの状態にアクセスするのは1つのスレッドだけです。これら
の同期メソッドはロックおよびアンロック・オーバーヘッドを追加するのみで、他のスレッドの
同時発生に影響を与えることはありません。

別のスレッドがオブジェクト参照にアクセスできる場合、これらの同期メソッドでは共有データ
を保護します。

JSMClientインスタンス変数はprivateおよびfinalで、変更することはできません。このオブジェク
トは、読み取り専用で、内部状態は変わらないためスレッド・セーフです。



JSMContainerインスタンス変数はprivateオブジェクトJSMTrace、JSMStorage、JSMResourceで
す。

JSMStorageオブジェクト参照は変化しません。
JSMTraceとJSMResourceオブジェクト参照は、SERVICE_LOADコマンドを受信すると変化しま
す。

JSMTraceインスタンス変数はprivateであり、変更できません。printメソッドは同期されます。
SERVICE_LOADコマンドを受信すると、新しいJSMTraceオブジェクトが作成されます。現在の
JSMTraceオブジェクトは閉じるため、使用できなくなります。
JSMStorageインスタンス変数はprivateおよびfinalのHashtableオブジェクトです。オブジェクト参
照は変更できませんが、Hashtableコンテンツは同期されたgetおよびputメソッドで修正できま
す。

JSMResourceインスタンス変数はprivateおよびfinalのHashtableオブジェクトです。オブジェクト
参照は変更できませんが、Hashtableコンテンツは同期されたgetおよびputメソッドで修正できま
す。

JSMFieldインスタンス変数はprivateおよびfinalのStringオブジェクトとDataTypeオブジェクトで、
変更することはできません。

DataTypePackedおよびDataTypeZonedインスタンス変数はprivateおよびfinalの整数で、変更するこ
とはできません。

DataTypeTextインスタンス変数はprivateおよびfinalのString、整数、バイト配列の各オブジェクト
で、変更することはできません。

JSMCommandインスタンス変数はprivateおよびfinalで、変更することはできません。つまり、内
部オブジェクト参照は変化しませんが、これらのオブジェクトの内部動作に関するドキュメント
をチェックする必要があります。JSMCommandは、他のオブジェクトの集合のフォルダー・オブ
ジェクトにすぎません。

JSMFieldListおよびJSMListオブジェクトはスレッド・セーフではありません。インスタンス変数
の内部状態を保護する同期メソッドはありません。複数のスレッドでこれらのオブジェクトのコ
ンテンツを変更する必要がある場合、プログラマが外部的に同期する必要があります。

JSMResponseはスレッド・セーフではありません。インスタンス変数の内部状態を保護する同期
メソッドはないため、他の作業スレッドで有効にすることはできません。

JSMExceptionインスタンス変数はprivateであり、構築時に設定されます。変更することはできま
せん。



IBM	i	-	Javaヒープ・サイズ
JAVAコマンド・キーワード：

									GCHINL	-	初期ガベージ・コレクションのヒープ・サイズ(キロバイト単位)

									GCMAX	-	最大ヒープ・サイズ(キロバイト単位)
GCHINL値によって、ガベージ・コレクターの実行方法が決まります。GCHINL値に等しいメモ
リー使用量が消費されるたびに、ガベージ・コレクターが起動します。値を大きくすると、ガ
ベージ・コレクターの実行回数は少なくなりますが、実行時間は長くなります。

Javaヒープ・サイズの設定によって、Java仮想マシンで使用されるメモリー量が決まります。こ
れらの設定による動作は、IBM	i	と他のプラットフォームでは異なります。
IBM	i	の場合、初期Javaヒープ・サイズは、JVMでのメモリー量のしきい値を指定します。メモ
リー量が割り当てられると、ガベージ・コレクターの実行が開始します。

他のJVMとは異なり、IBM	i	のJVMでは、ガベージ・コレクターが未使用のメモリーを再利用し
ている間に他のスレッドを実行し続けることができます。

初期ヒープ・サイズは、ガベージ・コレクターが適切な間隔で実行されるように調整してくださ
い。つまり、不要なオーバーヘッドが発生せず、ヒープが大きくなりすぎない程度にします。

GCMAX値によって、JVMの最大ヒープ・サイズが決まります。省略値は*DFTです。
IBM	Classic	JVMのGCMAX	*DFT値は*NOMAXです。
IBM	Technology	for	Java	JSMのGCMAX	*DFT値は2Gです。この2Gという省略値は、64ビットJava
環境には少なすぎるため、増やす必要があります。最大値240000000を使用しないでください。
IBM	Technology	for	Javaコマンドは、この値を*NOMAX値として扱い、省略値で値2Gに戻すため
です。



IBM	i	-	プール・サイズ
Javaはオブジェクト指向言語のため、記憶域にオブジェクトを作成します。通常は、多くのオブ
ジェクトを作成します。

さらに、Javaでは自動ガベージ・コレクション(GC)が提供されるため、実行中のJavaコードから
オブジェクトにアクセスできなくなってからしばらく時間が経過すると、ガベージ・コレクター
によってオブジェクトが削除されます。

IBM	i	サーバーでは、(仮想に対して)実際のメモリー量をメモリー・プールで指定できます。
GCヒープの実際のサイズと、プールを共有する場合に他のプログラムがそのプールから使用す
るメモリーの実際のサイズが、プールで指定された実際のメモリー量を超えると必ずページ・
フォルトが発生します。

JVMのメモリー・プールが小さすぎると、過度のページ・フォルトが発生する場合があります。
これらのフォルトは、WRKSYSSTSコマンド表示で非データベース・ページ・フォルトとして報
告されます。

通常、JVMの記憶域プールは*BASEです。
一般的に、20〜30/秒のフォルト率は許容されますが、それよりも高くなった場合、メモリー・
プール・サイズを増やしてフォルト率を下げる必要があります。

場合によっては、この値を20〜30/秒より小さくすることでもパフォーマンスを改善できます。
また、GCHINLパラメータを低くする場合、i5/OS	JVMヒープ・サイズを小さくすることでペー
ジング率は下がりますが、GCサイクルの頻度が上がるため、パフォーマンスの問題も発生する
可能性があります。

メモリー・プールには関連するアクティビティ・レベルもあります。このレベルでは、メモ
リー・プールから同時にプロセッサをアクティブに使用できるスレッド数を指定します。

アクティビティ・レベル制御を行った状態で同時実行が可能な数よりも多くのスレッドを開始し
た場合、過度のスレッドはアクティビティ・レベル・スロットが利用可能になるまで待ってから
実行されます。

実行中のスレッド(アクティブなスレッド)の数は、プロセッサを目指して競い合う資格があり、
メモリー・プールのアクティビティ・レベルに対して有効なスレッドの数になります。

アクティブなスレッドには、入力、メッセージ、デバイスの割り当てを待機しているスレッドや
ファイルが開くのを待機しているスレッドは含まれません。

アクティブなスレッドには、資格のないスレッド(実行する準備はできているが、メモリー・
プールのアクティビティ・レベルが最大になっているスレッド)は含まれません。
メモリー・プールの最大アクティビティ・レベルに達すると、メモリー・プールを必要とする追
加スレッドは不適格な状態に置かれます。

このスレッドは、メモリー・プール内のアクティブなスレッドの数が最大アクティビティ・レベ
ルを下回るまで、あるいは1つのスレッドがそのタイム・スライスの最後に達するまで不適格な
状態で待機します。

1つのスレッドがメモリー・プールの使用をあきらめるとすぐに、アクティブではない他のス
レッドが適格なスレッドになり、その優先順位に基づいて送られます。

Javaスレッドが不適格な状態にある場合、深刻なパフォーマンスの低下が発生し、JVM	GCヒー
プが過剰に増加します。

Javaスレッドが不適格な状態にある場合、そのスレッドはガベージ・コレクターと通信できない
ため、Java	GCサイクルは完了できません。
このため、GCヒープは急速に増加し、プールがページ・スラッシングに陥りやすくなり、パ



フォーマンスがさらに低下します。

この状態を避けるには、少なくともメモリー・プールのアクティビティ・レベルを、メモリー・
プールで実行するJVMに対していつでも同時にアクティブになると思われる最大スレッド数程度
に設定します。



IBM	i	-	JavaのGCのチューニング
ガベージ・コレクターを実行しているときにその追加データを収集すると役立つ場合がありま
す。

コレクターを実行するたびに情報をダンプするverbose	GCを使用してデータを収集できます。
このデータには、現在のヒープ・サイズ、収集したオブジェクトの数とサイズ、ヒープ内のオブ
ジェクト数、コレクターの実行時間、その他の情報があります。

verbose	GC出力のサンプル：
GC	4:	starting	collection,	threshold	allocation	reached.
GC	4:	live	objects	2562187;	collected	objects	4936351;	collected	(KB)	541840.
GC	4:	queued	for	finalization	0;	total	soft	references	92;	cleared	soft	references	5.
GC	4:	current	heap	(KB)	1171424;	current	threshold	(KB)	524288.
GC	4:	collect	(milliseconds)	4138.
GC	4:	current	cycle	allocation	(KB)	236160;	previous	cycle	allocation	(KB)	524314.
GC	4:	total	weak	references	684;	cleared	weak	references	0.
GC	4:	total	final	references	11797;	cleared	final	references	63.
GC	4:	total	phantom	references	0;	cleared	phantom	references	0.
GC	4:	total	old	soft	references	0;	cleared	old	soft	references	0.

ガベージ・コレクターをチューニングする場合に最も重要なフィールドは以下のとおりです。

									最後のサイクルが開始してから割り当てられたメモリー、previous	cycle	allocation	(KB)

									現在のサイクルが開始してから割り当てられたメモリー、current	cycle	allocation	(KB)

									このサイクルの経過時間、collect	(ミリ秒)

									しきい値、current	threshold	(KB)

									現在のヒープ・サイズ、current	heap	(KB)

									このサイクルで収集されたオブジェクトの合計サイズ、collected	(KB)

									このサイクルで収集されたオブジェクトの数、collected	objects

									JVMで現在アクティブなオブジェクトの数、live	objects

									JVM開始から4番目のGCサイクル、GC	4
current	threshold	(現在のしきい値)は、初期ヒープ・サイズ(出力例では512MB)に設定された値で
す。

previous	cycle	allocation	(以前のサイクル割り当て)は、通常、この値に近づきます。最後のサイク
ル開始以降に割り当てられたメモリー量がしきい値に達すると、GCサイクルが開始するためで
す。

出力例では、GCサイクルが終了するのに4秒以上かかっています。この間、current	cycle
allocation	(現在のサイクル割り当て)は200MBを超えています。これはしきい値の約40%になるた
め、このサイクルの開始から次のサイクルまでの合計時間が約10秒になると予測されます。この
サイクルでは、5000000近いオブジェクトを収集しています(collected	objects、収集されたオブ
ジェクト)。サイクルの最後にヒープに残るオブジェクトはわずか2500000です(live	objects、有効
なオブジェクト)。



通常、サイクル時間は短くすることが最適です。1〜2秒が理想ですが、5〜10秒が一般的です。
収集サイクル間である程度の時間を設けることも大切です(current	cycle	allocation	(現在のサイク
ル割り当て)を、current	threshold	(現在のしきい値)よりも少なくします)。
この2つの目的は相反しています。つまり、しきい値を増やすとヒープは大きくなるため、サイ
クル間の時間は長くなりますが、各サイクルが長くなります。しきい値を減らすと各サイクルは
短くなりますが、サイクル間の時間も短くなります。

GCのチューニングで重要なのは、この2つの目的の間でバランスを取ることです。これが、現在
のヒープ・サイズなどの値を確認するよりもGCで消費されるCPUを調べる方が一般的に良いと
される理由です。

パフォーマンス・ツールのライセンス・プログラム・プロダクト(PT1	LPP)がシステムにインス
トールされていない場合は、しきい値で実験できます。アプリケーションのスループットや応答
時間、詳細GC出力を使用して、しきい値をさらに調整する方法を決めます。
PT1がある場合でも、アプリケーションでのヒープの使用状況を把握し、アプリケーションやシ
ステムの負荷の変化に応じたGC動作の変化を観察する場合にverbose	GC出力を調べると役立ち
ます。



IBM	i	-	仮想マシンのダンプ
他にも、ガベージ・コレクターのパフォーマンスを把握する際に使用可能なツールとして仮想マ
シンのダンプ(DMPJVM)コマンドがあります。このコマンドにより、JVMに関する情報(初期
ヒープ・サイズ、最大ヒープ・サイズ、現在のヒープ・サイズ、JVM開始以降の収集の数などの
一部主要GCデータ)を含むスプール・ファイルが提供されます。
この中には、ヒープ内の現在のオブジェクトのダンプも含まれます。これは、オブジェクト・
リークの問題を解析する場合に役立ちます(オブジェクト・リークは、アプリケーションで新し
いオブジェクトを作成したり、不要になったオブジェクトへの参照を保持したりすることで、コ
レクターによるオブジェクトの収集が妨げられている場合に発生します)。

DMPJVM出力のGCセクションのサンプル：
Garbage	collector	parameters
Initial	size:	262144	K
Max	size:	240000000	K
Current	values
Heap	size:	449952	K
Garbage	collections:	278
Additional	values
JIT	heap	size:	85728	K
JVM	heap	size:	186588	K
Last	GC	cycle	time:	1302	ms

DMPJVMデータはスナップショットのみで詳細GCで入手できる詳細情報は提供されませんが、
DMPJVMはJVMを再起動せずに実行できるため、問題の発生後にJVMに関する一定の情報を取
得する場合に役立ちます。

DMPJVMの詳細は、以下のIBM	i	インフォメーション・センターにありま
す。http://publib.boulder.ibm.com/iseries/v5r2/ic2924/info/cl/dmpjvm.htm
WRKACTJOBコマンドを使用して、JSM	JVMジョブを見つけます。

JSM	
JSMJOB									QOTHPRDOWN					BCH				.0					PGM-RUNJSM					TIMW	
QJVACMDSRV					QOTHPRDOWN					BCI				.0																				TIMW
Job:	QJVACMDSRV					User:	QOTHPRDOWN	Number:	422841

DMPJVMコマンドを使用して、JVMダンプ情報を含むスプール・ファイルを作成します。

DMPJVM	JOB	(422841/QOTHPRDOWN/QJVACMDSRV)
JSM	JVMでのDMPJVMのサンプル：
Java	Virtual	Machine	Information		422841/QOTHPRDOWN/QJVACMDSRV														
........................................................................
Classpath
........................................................................	
java.version=1.2

http://publib.boulder.ibm.com/iseries/v5r2/ic2924/info/cl/dmpjvm.htm


/QIBM/ProdData/Java400/jdk12/lib/jdkptf12.zip:/QIBM/ProdData/Java400/jdk12/lib/rt.jar:/QIBM/ProdData/Java400/jdk12/lib/i18n.jar:/QIBM/ProdData/Java400/ext/IBMmisc.jar:/QIBM/ProdData/Java400/ext/jssl.jar:/QIBM/ProdData/Java400/ext/ibmjssl.jar:/QIBM/ProdData/Java400/:./classes:./jar/activation.jar:./jar/jsm.jar:./jar/jsmnative.jar:./jar/mailapi.jar:./jar/pop3.jar:./jar/smtp.jar:./jar/xalan.jar:./jar/xerces.jar:./jar/xlrd.jar:./jar/jsmservice.jar:./jar/jsmutil.jar:./jar/mail.jar:
........................................................................
Garbage	Collection
........................................................................
Garbage	collector	parameters	
Initial	size:	2048	K
Max	size:	*NOMAX	
Current	values	
Heap	size:	44032	K
Garbage	collections:	51	
........................................................................
Thread	information
........................................................................
Information	for	4	thread(s)	of	4	thread(s)	processed
Thread:		00000001	Thread-0	
TDE:		B000100007CCA000
Thread	priority:	5
Thread	status:	Running
Thread	group:	main
Runnable:	java/lang/Thread	
Stack:	
java/net/PlainSocketImpl.accept(Ljava/net/SocketImpl;)V+1	(PlainSocketImpl
java/net/ServerSocket.implAccept(Ljava/net/Socket;)V+36	(ServerSocket.java	
java/net/ServerSocket.accept()Ljava/net/Socket;+8	(ServerSocket.java:224)
com/lansa/jsm/d.if()Lcom/lansa/jsm/a;+0	(:0)
com/lansa/jsm/JSMManager.do(Ljava/lang/String;)V+0	(:275)
com/lansa/jsm/JSMManager.main([Ljava/lang/String;)V+0	(:311)	
	Locks:	
None	
Thread:		00000002	Reference	Handler	
TDE:		B0001000070D4000
Thread	priority:	10
Thread	status:	Waiting
Wait	object:	java/lang/ref/Reference$Lock
Thread	group:	system
Runnable:	java/lang/ref/Reference$ReferenceHandler	
Stack:	
java/lang/ref/Reference$ReferenceHandler.run()V+48	(Reference.java:129)	
Locks:	



None	
Thread:		00000003	Finalizer	
TDE:		B000100007CCE000
Thread	priority:	8
Thread	status:	Waiting
Wait	object:	java/lang/ref/ReferenceQueue$Lock
Thread	group:	system
Runnable:	java/lang/ref/Finalizer$FinalizerThread	
	Stack:	
java/lang/ref/ReferenceQueue.remove(J)Ljava/lang/ref/Reference;+48	(Refere	
java/lang/ref/Finalizer$FinalizerThread.run()V+3	(Finalizer.java:190)
Locks:	
None	
適切な開始点を取得したら、アプリケーションを開始し、処理する最大負荷でしばらくの間実行
します。定常状態になるまで時間をおきます(通常は数分で十分です)。システムで負荷生成ツー
ルを使用して定常的な負荷を出力するのが最適です。これにより、実稼働環境ではなく開発環境
でのアプリケーションのチューニングが可能になります。

定常的な負荷を提供する(変更の影響度をより正確に確認できる)以外に、ユーザーに影響を与え
ずに必要な変更を加えることができます。

アプリケーションを実行しているときに、前述のツールを使用して変更の影響度を測定してくだ
さい。負荷生成ツールによって、スループットや応答時間の詳細もわかるため、アプリケーショ
ンのパフォーマンスへの影響を確認できます。

GCのしきい値などのパフォーマンス・パラメータを変更する場合は必ず、スループットや応答
時間への影響度を測定し、変更によって実際に効果が出ているかどうかを確認してください。
ツールによって改善の余地があることがわかった場合、しきい値を変更して新たに実行を試みま
す。しきい値を増やしすぎた場合は、スループットが再び低下し始めます。このため、しきい値
を下げる必要があります。

このような推奨事項では、大量のヒープ・サイズを処理する主要記憶域がシステムに十分にある
ことが前提です。実際には必ずしもそうではない場合もあります。

システムのメモリーが制限されている場合は、GCしきい値を低く設定する必要があります。こ
れにより、収集頻度が上がり、ヒープ・サイズが小さくなります。これで、ヒープ全体をメモ
リー内に保持できます。

システム状況処理(WRKSYSSTS)コマンドを使用して、非データベースのページング/障害率を監
視します。

ページング/障害率が高すぎる場合、ヒープが大きすぎる可能性があります。「大きすぎる」の
定義は、システム・サイズ、ディスクの数、システム負荷などの各種要因によって異なります
が、通常、Javaプログラムで耐えられる非データベースのページング率が10フォルト/秒を超え
る場合は問題になります。

高ページング率は、「ウォームアップ」期間は許容されます。

高ページング率は、GCしきい値の設定が高すぎるために発生するか、大きな問題の兆候の可能
性があります。

この場合、最初に各自のメモリー・プール内のJVMを分離させます。
これにより、他のアプリケーションがJVMに与える影響が軽減されます。また、問題の原因が



GC設定なのか、システム構成なのか、あるいは単に負荷を処理するハードウェアが十分ではな
いのかを判断することが容易になります。

メモリーが特に制限されている場合、最大ヒープ・サイズを設定すると効果的です。

通常は、省略値*NOMAXのままになっています。これは、GCしきい値に達したときにのみGC
が実行されるということです。

最大ヒープ・サイズを設定した場合、コレクターはヒープが最大サイズに達すると必ず実行され
ます。

ただし、通常のGCとは異なり、最大サイズに達すると、すべてのアプリケーション・スレッド
はコレクターの終了を待ってから引き続き実行されます。このため、意図しない中断時間が発生
します。

したがって、予想外のヒープの増加を処理し、ヒープが利用可能なメモリーよりも大きくならな
いようにするセーフティ・ネットとして最大ヒープ・サイズを使用するのが望ましい方法です。

実際に通常の状況下でこの最大サイズに達しないようにGCしきい値を設定する必要がありま
す。

コレクターのチューニングは、GCでの消費時間を短縮する1つの方法です。また、作成されるオ
ブジェクトの数を減らす方法もあります(注：オブジェクトの作成を減らす場合のヒントは、全
プラットフォームに共通であり、ドキュメント内のいくつかの箇所で説明されています)。



IBM	i	-	Java仮想マシンの分析
Java仮想マシンの分析(ANZJVM)コマンドは、指定したジョブのJava仮想マシン(JVM)に関する情
報を収集します。

一連のJVM情報は、コマンドが実行されるとすぐに収集されます。この収集されたJVMデータを
スナップショットと言います。

指定した時間に後から別のスナップショットが収集されます。

JVMのスナップショットを取得して、このデータを後から取得したスナップショットと比較すれ
ば、データを解析してオブジェクト・リークを検出できます。

オブジェクト・リークを検出するには、ヒープ内の各クラスのインスタンス数を調べます。イン
スタンスの数が異常に多いクラスは、リークの可能性があります。

また、ガベージ・コレクション・ヒープの2つのコピー間で各クラスのインスタンス数に変化が
ある場合も注意する必要があります。クラスのインスタンス数が増え続ける場合、そのクラスは
リークの可能性があります。

2つのコピー間の間隔が長いほど、オブジェクトが実際にリークしている可能性が高くなりま
す。

間隔の長い一連の時間に対してANZJVMを実行すると、何がリークしているかを確実に診断で
きます。

情報は、プリンター・デバイス・ファイルQSYSPRTを使用してダンプされます。
QSYSPRTファイルのユーザー・データはANZJVMです。
ダンプには、JVMヒープに関するフォーマットされた情報が含まれます。
クラス名、クラスごとのアクティブなオブジェクトの数、各クラスのロードに使用されるクラ
ス・ローダーなどの詳細があります。

ANZJVMコマンドを実行する場合、ガベージ・コレクション・サイクルを強制するかどうか、
強制する場合は、各パスの前にガベージ・コレクション・サイクルを強制的に行うかどうかを指
定するパラメータがあります。

また、情報を保管する方法とパス同士の間隔時間に関するパラメータもあります。

以下のANZJVMコマンドの例では、ユーザー名QOTHPRDOWNとジョブ番号099112の
QJVACMDSRCというジョブについて、JVMの2つのコピーを60秒おきに収集します。

ANZJVM	JOB	(099112/	QOTHPRDOWN	/QJVACMDSRV)



IBM	i	-	ネットワーク・パフォーマンス
ネットワークのチューニング
ネットワーク・パフォーマンスは、最大伝送単位サイズ、送受信バッファー・サイズ、ポート・
フィルタリング、デュプレックス設定、ドメイン名検索の影響を受けます。

最大伝送単位サイズ(MTU)パラメータは、回線の流れの実際のサイズに影響を与えます。
このパラメータの値を増やすと、伝送の総数を減らすことができるため、CPUとIOP	(I/Oプロ
セッサ)の潜在的な容量を増やすことができます。
クライアントにも同様のパラメータがあります。

交渉された値がサーバーとクライアント(場合によってはさらにブリッジ/ルーター)の最小値にな
るため、すべての値を増やします。

最大伝送単位の設定

最大伝送単位(MTU)パラメータは、以下のコマンドで利用できます。
TCP/IPインターフェイスの追加	(ADDTCPIFC)
TCP/IP経路の追加	(ADDTCPRTE)
TCP/IPインターフェイスの変更	(CHGTCPIFC)
TCP/IP経路の変更	(CHGTCPRTE)
以下は、回線のタイプに基づいて指定可能なMTUの最大値のリストです。

非同期(SLIP) 1006

DDI 4352

イーサネット802.3 1492

イーサネット・バー
ジョン2

1500

フレーム・リレー 8177

ポイントツーポイント
(PPP)

4096

トークン・リング(4メ
ガビット)

4060

トークン・リング(16メ
ガビット)

16388

ワイヤレス802.3 1492

ワイヤレス・バージョ 1500



ン2

X.25 4096

TCP/IP処理では、各データグラムのごく一部を使用します。そのため、データグラム全体のサイ
ズをユーザー・データに使用することはできません。

TCP/IP処理で使用される最大伝送単位の値は、以前に説明した経路コマンドやインターフェー
ス・コマンドのMTUパラメータで経路に指定した値によって異なります。また、使用する物理
回線のタイプ、ネットワーク回線の最大フレーム・サイズ、SSAP最大フレーム・サイズによっ
ても異なります。

データグラムの最大サイズの決定

通信回線の場合、適切な回線記述の作成コマンドで最大フレーム・サイズを指定します。

最大フレーム・サイズは、経路またはインターフェースのMTU値と比較されます。
TCP/IPは、この2つのうちの小さい方の値を使用して、この回線で送信されるデータグラムの最
大サイズを決定します。

例えば、通信回線に接続されている経路のMTUパラメータに1024を指定し、回線記述に最大フ
レーム・サイズの値512が含まれる場合、TCP/IPが使用する経路の最大データグラム・サイズの
値は512になります。
回線がオフに変わり、トークン・リングの回線記述で最大フレーム・サイズを1994に変更し、そ
の回線がオンに変わった場合、データグラムが送信される次のTCP/IP操作が行われると、経路に
使用される最大伝送単位は1024にリセットされます。

TCP/IP経路の表示
経路宛先																										*DFTROUTE
サブネット・マスク																																*NONE
サービスのタイプ																												*NORMAL
次のホップ																																			10.2.0.1
優先バインディング・インターフェース																*NONE
最大伝送単位																		*IFC
重複経路の優先順位																			5
経路メトリック																															1
経路再配分																							*NO
TCP/IPインターフェースの表示
インターネット・アドレス																											10.2.0.169
サブネット・マスク																																255.255.0.0
回線記述																											ETHLINE
回線タイプ																																		*ELAN
関連ローカル・インターフェース																	*NONE
インターフェースの状態																											Active
サービスのタイプ																												*NORMAL
最大伝送単位																		1492
自動開始																												*YES



TCP/IPバッファー・サイズ
サーバー・パフォーマンスを改善するには、TCP/IPで使用されるバッファー・サイズをチューニ
ングします。

ネットワークが十分に信頼できる場合、バッファー・サイズを省略値から増やしてみてくださ
い。

ネットワークで大量の衝突や混雑がある場合、TCP/IPの送信バッファーと受信バッファーを減ら
すことでパフォーマンスを改善できます。これは、不正なパケットの検出にかかる時間が減り、
再伝送する必要があるデータが少なくなるためです。

32K〜128Kの範囲でサイズを選択し、両方のバッファーに同じサイズを使用します。
バッファー・サイズを8388608などの大きな値に設定すると、マシン上で記憶域割り当ての問題
が発生する場合があります。これは、すべてのTCP/IP接続で受信バッファーに8MBの記憶域を
割り当てているためです。

リソースを最適に使用するには、バッファー・サイズを、データグラムが保持できるデータ量
(最大セグメント・サイズ(MSS))の倍数にします。
IPヘッダーとTCPヘッダーの長さが異なるためにMSSに問題があるかどうかを確認します。IP
ヘッダーとTCPヘッダーの両方が最小サイズ(それぞれ20オクテット)であることが前提です。
MSSの値はMTUから(20	+	20)を引きます。つまり、1492	-	40	=	1452バイトになります。
バッファーのサイズをMSSの倍数にする必要があります。
バッファー・サイズが約32Kの場合、32,000	/	1,452	=	22.04のように計算します。
この結果から小数点を切り捨て、切り捨て後の整数にMSSを掛けます。
22	*	1,452	=	31,944
これが、送信バッファー・サイズと受信バッファー・サイズを設定する数字になります。

TCP/IP属性の変更
TCPキープ・アライブ																													120
TCP緊急ポインター																									*BSD
TCP受信バッファー・サイズ																				31944
TCP送信バッファー・サイズ																							31944
TCP	R1再伝送数																3
TCP	R2再伝送数																16
TCP終了待機時間のタイムアウト																120
UDPチェックサム																															*YES
デュプレックス
イーサネットでは、ハーフ・デュプレックスとフル・デュプレックスの両方をサポートしていま
す。

最適なパフォーマンスを得るにはフル・デュプレックスを使用します。

ただし、回線がスイッチに接続される場合、回線記述でのデュプレックス設定をスイッチのポー
トの設定と一致させる必要があります。

イーサネット・スイッチまたは回線記述を*AUTOに設定する場合は特に注意してください。
デュプレックス設定が正しい自動交渉を行わなかったためにパフォーマンスがかなり低下する場
合も多くあります。



スイッチと回線記述を*FULLまたは*HALFのどちらかに明示的に設定する方法が最適です。
回線がスタッカブル・ハブに接続される場合、回線のデュプレックス設定を*HALFに設定して
ハブ設定と一致させる必要があります。

ドメイン名サーバー検索
登録されたDNSサーバーが使用可能で適切に実行する場合、TCP/IP接続のパフォーマンスを改善
できます。

JSM_OPEN組み込み関数は、DNS検索を実行して、ホスト名アドレスを解決します。ドット区切
りのIPアドレスを使用する場合、このDNS検索はうまくいきません。
接続を開く際にJSM_OPEN組み込み関数の速度が遅い場合は、DNS検索に問題がある可能性があ
ります。パフォーマンスを改善するには、ローカル・ホスト・テーブルにエントリーを追加しま
す。

TCP/IPドメインの変更
ホスト名検索の優先順位											*LOCAL
ドメイン名サーバー
インターネット・アドレス																				139.130.4.4
																																				203.48.48.13
リストの最初のDNS	(Domain	Name	Server：ドメイン名サーバー)が応答しない場合、リストの2
番目のDNSサーバーに接続を試みます。2番目のDNSサーバーが応答しない場合は、3番目のDNS
サーバーに接続を試みます。



IBM	i	-	Javaライセンス・プログラム
IBM	i	プラットフォームでは、複数バージョンのJava	Development	Kit	(JDK)をサポートしていま
す。

IBM	Technology	for	Javaを使用している場合、実行するオプションを選択するにはJAVA_HOME
環境変数を設定します。

これは、java.versionシステム・プロパティを使用するClassic	JVMとは異なります。
以下の表は、サポートされるオプションを示しています。

オプ
ショ
ン

JAVA_HOME バージョン

オプ
ショ
ン6

/QIBM/ProdData/Java400/jdk14 Classic	1.4

オプ
ショ
ン7

/QIBM/ProdData/Java400/jdk15 Classic	1.5	(5.0)

オプ
ショ
ン8

/QOpenSys/QIBM/ProdData/JavaVM/jdk50/32bit IBM	Technology
for	Java	5.0	32
ビット

オプ
ショ
ン9

/QOpenSys/QIBM/ProdData/JavaVM/jdk50/64bit IBM	Technology
for	Java	5.0	64
ビット

オプ
ショ
ン10

/QIBM/ProdData/Java400/jdk6 Classic	1.6	(6.0)

オプ
ショ
ン11

/QOpenSys/QIBM/ProdData/JavaVM/jdk60/32bit IBM	Technology
for	Java	6	32ビッ
ト

オプ
ション
12

/QOpenSys/QIBM/ProdData/JavaVM/jdk60/64bit IBM	Technology
for	Java	6	64ビッ
ト

	
注：JDKを1つだけインストールする場合、インストールしたJDKが省略値のJDKになります。



複数のJDKをインストールする場合、省略値のJDKは以下の優先順位で決まります。

オプショ
ン8

IBM	Technology	for	Java	5.0	32ビット

オプショ
ン9

IBM	Technology	for	Java	5.0	64ビット

オプショ
ン7

Classic	1.5	(5.0)

オプショ
ン11

IBM	Technology	for	Java	6	32ビット

オプショ
ン12

IBM	Technology	for	Java	6	64ビット

オプショ
ン10

Classic	1.6	(6.0)

オプショ
ン6

Classic	1.4

	



JSMコン	ソール
合計メモリや空き	メモリ、JVMで実行している現在のスレッド数などの基本的なシステム情報
は、JSMコンソールから取得できます。

アクティブなサービス件数は、実行しているサービス・スレッドの数です。

詳細については、「Java	Service	Managerコンソール」を参照してください。



WRKACTJOBコマンドの[スレッドの処理]または[JVMジョブの処理]オプションを使って、Java
ランタイム処理を表示することができま	す。以下は[スレッドの処理]オプションを選択した場合
の例です。



コンソールのシステム情報ではJVMシステム・プロパティが表示されますが、空きメモリや合計
メモリの量も表示されます。

システムでサービスを実行している場合、オブジェクトがガベージ・コレクション・プロセスで
回収および作成されると、空きメモリが増減します。

メモリがさらに必要な場合は、合計メモリが増加します。

合計メモリが減ることはありません。JVM環境が終了すると、メモリだけがオペレーティング・
システムに返されます。



付録B.	クライアント・アプリケーションの例
この付録には、付属のJava	Service	Manager	(JSM)サービスを使用するクライアント・アプリケー
ションの例があります。

一部の例には、ORDER.XMLというXMLファイルの参照が含まれています。このファイルは、
省略値のインスタンス・ディレクトリにあります。また、必要なレコードが関連プロパティ・
ファイルに追加されている場合もあります。アプリケーションの例をインストールして使用する
には、この付録とソース・コード例の指示に従ってください。

最も一般的な以下のクライアント・プログラミング言語用の例が提供されています。

RDML
RDMLX
RPG
C



RDMLの例
開く/閉じる場合の例
FTPServiceの例
HTTPサービスの例(XMLインバウンド)
HTTPサービスの例(XMLアウトバウンド)
SMTPMailServiceの例
POP3MailServiceの例
SMSServiceの例
XMLBindFileServiceの例
XMLParserServiceの例1
XMLParserServiceの例2	(ノードのトラバース)
MQSeries組み込み関数の例
MQSeriesとDataQueueプログラムの例
OpenLDAPServiceの例
RFIDataSourceServiceの例
ZipServiceの例
PDFSpoolFileServiceの例
SVFileServiceの例
ExcelReadServiceの例
SQLServiceの例
JSMDirectの例



開く/閉じる場合の例
以下のコード例を使用して、インストールが成功したかどうかをテストします。

Java	Service	Managerへの接続を開いて閉じます。

	
**********	Beginning	of	RDML	commands	**********					
FUNCTION			OPTIONS(*DIRECT)																										
**********																																											
DEFINE					FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)					
DEFINE					FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)				
**********																																											
**********	Open	service																														
**********																																											
USE								BUILTIN(JSM_OPEN)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)	
**********																																											
IF									COND('#JSMSTS	*NE	OK')																				
DISPLAY				FIELDS((#JSMSTS)	(#JSMMSG))															
ENDIF																																																
**********																																											
**********	Close	service																													
**********																																											
USE								BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
IF									COND('#JSMSTS	*NE	OK')																				
DISPLAY				FIELDS((#JSMSTS)	(#JSMMSG))															
ENDIF																																																
**********	End	of	RDML	commands	**********							
	



FTPServiceの例
このファンクションは、リモートFTPサーバーに接続し、リモート・サーバーにファイルを入れ
ることができます。リモート・サーバー上の現在のディレクトリを必要に応じて設定できます。

使用するサイトに合うように、表示される省略値を修正します。

	
*	Uses	Integrator	Services:	FTPSERVICE
	
*	Loads	FTPService	service	then	connects
*	to	a	host	using	FTP	and	puts	a	file	in	binary	mode.

*	Beginning	of	RDML	commands	**********

FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)
DEFINE	FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(020)
DEFINE	FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
DEFINE	FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)

DEFINE	FIELD(#JSMSERVER)	TYPE(*char)	LENGTH(20)
DEFINE	FIELD(#JSMUSER)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(010)	LABEL('User')
DEFINE	FIELD(#JSMPSSWRD)	TYPE(*char)	LENGTH(10)
DEFINE	FIELD(#JSMDIR)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(78)	COLHDG('Change	target	dir')
DEFINE	FIELD(#JSMFROM)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(78)	COLHDG('From	file')
DEFINE	FIELD(#JSMTO)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(78)	COLHDG('To	file')

*	set	default	values	for	screen
CHANGE	FIELD(#STD_INSTR)	TO('''Set	your	appropriate	values	then	press	ENTER	to	put	file	on	remote	server.	''')
CHANGE	FIELD(#JSMSERVER)	TO(ISERIES01)
CHANGE	FIELD(#JSMUSER)	TO(USER)
CHANGE	FIELD(#JSMPSSWRD)	TO(PASSWORD)

*	Open	service
USE	BUILTIN(JSM_OPEN)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	Load	service
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SERVICE_LOAD	SERVICE(FTPSERVICE)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)



MESSAGE	MSGTXT('FTPService	loaded')

BEGIN_LOOP

*	Format	and	Process	JSM	commands
REQUEST	FIELDS((#STD_INSTR	*L004	*P002	*OUTPUT	*NOID)	(#JSMSERVER	*L006	*P024)	(#JSMUSER	*L008	*P024)	(#JSMPSSWRD	*L010	*P024)	(#JSMFROM	*L012	*P002	*COLHDG)	(#JSMTO	*L015	*P002	*COLHDG)	(#JSMDIR	*L018	*P002	*COLHDG))	IDENTIFY(*LABEL)	EXIT_KEY(*NO)	MENU_KEY(*YES	*NEXT)	PROMPT_KEY(*NO)	USER_KEYS((05	'Get	Dir'))

IF_KEY	WAS(*USERKEY1)

EXECUTE	SUBROUTINE(CONNECT)

*	get	the	current	directory
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('GETDIR')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
CHANGE	FIELD(#JSMDIR)	TO(#jsmmsg)

*	Quit	FTP	Session
EXECUTE	SUBROUTINE(FTPQUIT)
CONTINUE
ENDIF

IF_KEY	WAS(*MENU)

*	Close	service
EXECUTE	SUBROUTINE(DISCONNECT)
MENU

ENDIF

*	Connect	to	remote	FTP	server
EXECUTE	SUBROUTINE(CONNECT)

*	Transfer	file
EXECUTE	SUBROUTINE(TRANSFER)

END_LOOP

SUBROUTINE	NAME(CONNECT)



*	Connect	to	host
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS('CONNECT	HOST('	#JSMSERVER	')')	TO_GET(#JSMCMD)
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	Login
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS('LOGIN	USER('	#JSMUSER	')	PASSWORD('	#JSMPSSWRD	')')	TO_GET(#JSMCMD)
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
MESSAGE	MSGTXT('Connection	to	remote	server	established')

ENDROUTINE

SUBROUTINE	NAME(TRANSFER)

*	Change	directory
IF	COND('#JSMDIR	*NE	*BLANK')

USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS('CHGDIR	PATH('	#JSMDIR	')')	TO_GET(#JSMCMD)
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
MESSAGE	MSGTXT('Current	directory	has	been	changed	on	remote	server')

ENDIF

*	Binary	mode
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('BINARY')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	Put	file
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS('PUT	FROM('	#JSMFROM	')	TO('	#JSMTO	')')	TO_GET(#JSMCMD)
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
MESSAGE	MSGTXT('File	has	been	put	on	remote	server')

*	Quit	after	each	file	send
EXECUTE	SUBROUTINE(FTPQUIT)



ENDROUTINE

SUBROUTINE	NAME(FTPQUIT)

*	Quit	after	each	file	send
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('QUIT')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
MESSAGE	MSGTXT('FTP	connection	closed')

ENDROUTINE

SUBROUTINE	NAME(DISCONNECT)

*	Unload	service
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SERVICE_UNLOAD')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
USE	BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	Close	service
USE	BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)

ENDROUTINE

*	Check	the	JSM	return	status
SUBROUTINE	NAME(CHECK)	PARMS((#JSMSTS	*RECEIVED)	(#JSMMSG	*RECEIVED))

IF	COND('#JSMSTS	*NE	OK')
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS(#JSMSTS	'	:	'	#JSMMSG)	TO_GET(#STD_TEXTL)
MENU	MSGID(DCM9899)	MSGF(DC@M01)	MSGDTA(#STD_TEXTL)
ENDIF

ENDROUTINE
*	End	of	RDML	commands	**********
	



HTTPサービスの例(XMLインバウンド)
HTTPServiceサービスをロードします。インバウンドxmlコンテンツ・ハンドラーとスタイル・
シート(XML変換ウィザードで作成)を使用してxmlの注文を受信します。

**********	Beginning	of	RDML	commands	**********		
FUNCTION			OPTIONS(*DIRECT)
**********																																																					
DEFINE					FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)															
DEFINE					FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)														
DEFINE					FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
**********																																																					
DEFINE					FIELD(#ORDER)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)																
DEFINE					FIELD(#NAME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(50)																	
DEFINE					FIELD(#STREET)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(50)															
DEFINE					FIELD(#CITY)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(50)																	
DEFINE					FIELD(#STATE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(5)																	
DEFINE					FIELD(#ZIP)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(5)																			
**********
DEFINE					FIELD(#LINENUM)	TYPE(*DEC)	LENGTH(3)	DECIMALS(0)							
DEFINE					FIELD(#PARTNUM)	TYPE(*DEC)	LENGTH(3)	DECIMALS(0)							
DEFINE					FIELD(#PARTDSC)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(50)																	
DEFINE					FIELD(#PARTAMT)	TYPE(*DEC)	LENGTH(10)	DECIMALS(2)						
DEFINE					FIELD(#PARTQTY)	TYPE(*DEC)	LENGTH(3)	DECIMALS(0)							
DEFINE					FIELD(#FILL1)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(3)																				
**********																																																								
DEF_LIST			NAME(#WRKLST)	FIELDS((#FILL1)	(#LINENUM)	(#PARTNUM)				
											(#PARTDSC)	(#PARTAMT)	(#PARTQTY))	TYPE(*WORKING)							
**********																																																								
**********	'Open	service'																																									
**********																																																								
USE								BUILTIN(JSM_OPEN)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)														
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)										
**********																																																								
**********	'Load	service'																																									
**********																																																								
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SERVICE_LOAD	SERVICE(HT
											TPSERVICE)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)																			
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)										
**********																																																								



**********	Receive	XML	order,	SV	order,	POST	order																
**********																																																								
**********	HANDLER(IXML)	XSL(RECEIVEORDER)	or																					
**********	HANDLER(IXML)	XSL(SENDORDER)	or																								
**********	HANDLER(ISVL)	SVHEAD(ORDER)	or																									
**********	HANDLER(INVL)	BIND(*FIELD)																													
**********	HANDLER(IMP)		SVHEAD(ORDER)																												
**********																																																								
CHANGE					FIELD(#JSMCMD)	TO('RECEIVE	HANDLER(ISVL)	SVHEAD(ORDER)	
											SERVICE_LIST(FILL1,LINENUM,PARTNUM,PARTDSC,PARTAMT,				
											PARTQTY)')																																													
**********																																																								
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	
											#JSMMSG	#WRKLST)																																							
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)										
**********																																																								
**********	Process	and	validate																																			
**********																																																								
SELECTLIST	NAMED(#WRKLST)																																									
**********																																																								
ENDSELECT																																																									
**********																																																								
**********	Send	response																																										
**********																																																								
CHANGE					FIELD(#JSMCMD)	TO('SEND	HANDLER(ISVL)	SERVICE_LIST(FILL
											1,LINENUM,PARTNUM,PARTDSC,PARTAMT,PARTQTY)')											
**********																																																								
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS
											#JSMMSG	#WRKLST)																																							
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)										
**********																																																								
**********	'Close	service'																																								
**********																																																								
USE								BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)													
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)										
**********																																																								
**********	SUB	ROUTINES																																											
**********																																																								
SUBROUTINE	NAME(CHECK)	PARMS((#JSMSTS	*RECEIVED)	(#JSMMSG	*RECEIVE



											D))																																																				
**********																																																								
IF									COND('#JSMSTS	*NE	OK')																				
**********																																											
**********	Close	service	and	send	the	HTTP	response		
**********																																											
USE								BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********																																											
ENDIF																																																
**********																																											
ENDROUTINE																																											
**********	End	of	RDML	commands	**********											
	



HTTPサービスの例(XMLアウトバウンド)
HTTPServiceサービスをロードします。アウトバウンドxmlコンテンツ・ハンドラーとスタイ
ル・シート(XML変換ウィザードで作成)を使用してxmlの注文を作成します。
この例では、詳細をすべて返すホストにxmlを介して注文の一部を送信します。
以下のファンクションはIBM	i	で実行されます。

FUNCTION			OPTIONS(*DIRECT)																																				
**********																																																					
DEFINE					FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(020)														
DEFINE					FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)														
DEFINE					FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
**********																																																					
DEFINE					FIELD(#ORDER)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(010)															
DEFINE					FIELD(#NAME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(050)																
DEFINE					FIELD(#STREET)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(050)														
DEFINE					FIELD(#CITY)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(050)																
DEFINE					FIELD(#STATE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(005)															
DEFINE					FIELD(#ZIP)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(005)																	
**********																																																								
DEFINE					FIELD(#LINENUM)	TYPE(*DEC)	LENGTH(003)	DECIMALS(0)					
DEFINE					FIELD(#PARTNUM)	TYPE(*DEC)	LENGTH(003)	DECIMALS(0)					
DEFINE					FIELD(#PARTDSC)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(050)																
DEFINE					FIELD(#PARTAMT)	TYPE(*DEC)	LENGTH(010)	DECIMALS(2)	EDIT
											_CODE(3)																																															
DEFINE					FIELD(#PARTQTY)	TYPE(*DEC)	LENGTH(003)	DECIMALS(0)	EDIT
											_CODE(Z)																																															
**********																																																								
DEF_LIST			NAME(#WRKLST)	FIELDS(#LINENUM	#PARTNUM	#PARTDSC	#PARTAM
											T	#PARTQTY)	TYPE(*WORKING)																													
DEF_LIST			NAME(#DSPLST)	FIELDS(#LINENUM	#PARTNUM	#PARTAMT	#PARTQT
											Y)																																																					
**********	build	partial	order	details																												
EXECUTE				SUBROUTINE(BUILDORD)																																			
BEGIN_LOOP																																																								
**********	Get	completed	order	details																												
CLR_LIST			NAMED(#DSPLST)																																									
SELECTLIST	NAMED(#WRKLST)																																									
ADD_ENTRY		TO_LIST(#DSPLST)																																							
ENDSELECT																																																									



**********																																																								
DISPLAY				FIELDS(#ORDER	#NAME	#STREET	#CITY	#STATE	#ZIP)	BROWSELI
											ST(#DSPLST)																																												
**********	'Open	service'																																									
USE								BUILTIN(JSM_OPEN)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)														
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)										
**********																																																								
**********	'Load	service'																																									
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('''SERVICE_LOAD	SERVICE(
											HTTPSERVICE)''')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)															
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)										
**********	'Send	REquest																																										
**********																																																								
CHANGE					FIELD(#JSMCMD)	TO('SEND	HANDLER(OXML)	XSL(SENDORDER)	HO
											ST(L04TST:85)	URI(/CGI-BIN/JSMDIRECT?
ORDERXML)	SERVICE_	
											LIST(LINENUM,PARTNUM,PARTDSC,PARTAMT,PARTQTY)')									
**********																																																									
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS		
											#JSMMSG	#WRKLST)																																								
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)											
**********																																																									
**********	'Receive	response'																																						
**********	HANDLER(IXML)	XSL(RECEIVEORDER)	or																						
**********	HANDLER(ISVL)																																											
**********																																																									
CHANGE					FIELD(#JSMCMD)	TO('RECEIVE	HANDLER(IXML)	XSL(RECEIVEORD	
											ER)	SERVICE_LIST(LINENUM,PARTNUM,PARTDSC,PARTAMT,PARTQT
											Y)')																																																			
CLR_LIST			NAMED(#WRKLST)																																									
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	
											#JSMMSG	#WRKLST)																																							
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)										
**********																																																								
**********	'Unload	service'																																							
**********																																																								
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('''SERVICE_UNLOAD''')	TO
											_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)																																		
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)										



**********																																																								
**********	'Close	service'																																								
USE								BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)													
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)										
END_LOOP																																																										
**********	SUB	ROUTINES																																											
**********																																																								
SUBROUTINE	NAME(CHECK)	PARMS((#JSMSTS	*RECEIVED)	(#JSMMSG	*RECEIVE
											D))																																									
IF									COND('#JSMSTS	*NE	OK')																						
DISPLAY				FIELDS(#JSMSTS	#JSMMSG)																					
**********																																													
USE								BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)		
**********																																													
MENU							MSGTXT('Java	service	error	has	occurred')			
**********																																													
ENDIF																																																		
ENDROUTINE																																													
**********																																													
SUBROUTINE	NAME(BUILDORD)																																				
**********	customer	details																																		
CHANGE					FIELD(#ORDER)	TO('''A123456789''')																
CHANGE					FIELD(#NAME)	TO('''Uluru	Vacations''')												
CHANGE					FIELD(#STREET)	TO('''1	Main	Street''')												
CHANGE					FIELD(#CITY)	TO('''Alice	Springs''')														
CHANGE					FIELD(#STATE)	TO(NT)																														
CHANGE					FIELD(#ZIP)	TO('''5000''')																								
**********	create	2	order	lines																														
CHANGE					FIELD(#PARTDSC	#PARTAMT	#PARTQTY)	TO(*DEFAULT)				
CHANGE					FIELD(#LINENUM)	TO(001)																											
CHANGE					FIELD(#PARTNUM)	TO(123)																											
ADD_ENTRY		TO_LIST(#WRKLST)																																		
CHANGE					FIELD(#LINENUM)	TO(002)												
CHANGE					FIELD(#PARTNUM)	TO(456)												
ADD_ENTRY		TO_LIST(#WRKLST)																			
ENDROUTINE													
このファンクションは要求を処理して、更新された注文リストを返します。dc@w29のエント
リーではこのファンクションを指定する必要があります。例えば、以下のようになります。



名前 ローカル・ホ
スト

プロセス名 ファンクション
名

ORDERXML *DEFAULT JSM EX06
FUNCTION			OPTIONS(*DIRECT)																																					
**********																																																						
DEFINE					FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(020)															
DEFINE					FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)															
DEFINE					FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)	
**********																																																						
DEFINE					FIELD(#ORDER)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(010)																
DEFINE					FIELD(#NAME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(050)																	
DEFINE					FIELD(#STREET)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(050)															
DEFINE					FIELD(#CITY)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(050)																	
DEFINE					FIELD(#STATE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(005)																
DEFINE					FIELD(#ZIP)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(005)			
**********																																																								
DEFINE					FIELD(#LINENUM)	TYPE(*DEC)	LENGTH(003)	DECIMALS(0)					
DEFINE					FIELD(#PARTNUM)	TYPE(*DEC)	LENGTH(003)	DECIMALS(0)					
DEFINE					FIELD(#PARTDSC)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(050)																
DEFINE					FIELD(#PARTAMT)	TYPE(*DEC)	LENGTH(010)	DECIMALS(2)					
DEFINE					FIELD(#PARTQTY)	TYPE(*DEC)	LENGTH(003)	DECIMALS(0)					
DEF_LIST			NAME(#WRKLST)	FIELDS(#LINENUM	#PARTNUM	#PARTDSC	#PARTAM
											T	#PARTQTY)	TYPE(*WORKING)																													
**********	'Open	service'																																									
**********																																																								
USE								BUILTIN(JSM_OPEN)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)														
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)										
**********																																																								
**********	'Load	service'																																									
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('''SERVICE_LOAD	SERVICE(
											HTTPSERVICE)''')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)															
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)										
**********																																																								
**********	Receive	XML	order,	SV	order,	POST	order																
CHANGE					FIELD(#JSMCMD)	TO('RECEIVE	HANDLER(IXML)	XSL(RECEIVEORD
											ER)	SERVICE_LIST(LINENUM,PARTNUM,PARTDSC,PARTAMT,PARTQT
											Y)')																																																			
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	



											#JSMMSG	#WRKLST)																																							
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)										
**********																																																								
**********	Process	and	validate																																
CHANGE					FIELD(#PARTAMT)	TO(*DEFAULT)																											
SELECTLIST	NAMED(#WRKLST)																																									
CHANGE					FIELD(#PARTQTY)	TO('#PARTQTY	+	10')																				
CHANGE					FIELD(#PARTAMT)	TO('#PARTQTY	*	125.25')																
UPD_ENTRY		IN_LIST(#WRKLST)																																							
ENDSELECT																																																									
**********	Send	response																																										
**********																																																								
CHANGE					FIELD(#JSMCMD)	TO('SEND	HANDLER(IXML)	XSL(SENDORDER)	SE
											RVICE_LIST(LINENUM,PARTNUM,PARTDSC,PARTAMT,PARTQTY)')		
**********	******																																																	
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	
											#JSMMSG	#WRKLST)																																							
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)										
**********																																																								
**********	'Close	service'																																								
**********																																																								
USE								BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)													
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)										
**********																																																								
**********	SUB	ROUTINES																																											
**********																																																								
SUBROUTINE	NAME(CHECK)	PARMS((#JSMSTS	*RECEIVED)	(#JSMMSG	*RECEIVE
											D))																																									
IF									COND('#JSMSTS	*NE	OK')																						
**********																																													
**********	Close	service	and	send	the	HTTP	response				
**********																																													
USE								BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)		
ENDIF																																																		
ENDROUTINE																																													



SMTPMailServiceの例
これは、メールを構成して送信する簡単なファンクションです。このファンクションでは、メー
ルへの添付ファイルの追加はサポートされません。

	
*	Uses	Integrator	Services:	SMTPMAILSERVICE
	
*	Loads	SMTPMailService	service.
*	Allows	message	detail	to	be	entered
*	and	sends	an	email.

*	Beginning	of	RDML	commands	**********

FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)

DEFINE	FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)
DEFINE	FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
DEFINE	FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)

DEFINE	FIELD(#TXT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(78)
DEFINE	FIELD(#TXT1)	REFFLD(#TXT)	COLHDG('Message')
DEFINE	FIELD(#TXT2)	REFFLD(#TXT)	LABEL('	')
DEFINE	FIELD(#TXT3)	REFFLD(#TXT)	LABEL('	')
DEFINE	FIELD(#TXT4)	REFFLD(#TXT)	LABEL('	')

DEF_LIST	NAME(#MESSAGE)	FIELDS(#TXT)	TYPE(*WORKING)
DEFINE	FIELD(#TOADDRESS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(50)	LABEL('			To')
DEFINE	FIELD(#CCADDRESS)	REFFLD(#TOADDRESS)
DEFINE	FIELD(#C1ADDRESS)	REFFLD(#TOADDRESS)	LABEL('			CC')
DEFINE	FIELD(#C2ADDRESS)	REFFLD(#TOADDRESS)	LABEL('	')
DEFINE	FIELD(#SUBJECT)	REFFLD(#TOADDRESS)	LABEL('			Subject')

DEF_LIST	NAME(#CCLIST)	FIELDS(#CCADDRESS)	COUNTER(#LISTCOUNT)	TYPE(*WORKING)

*	Open	service
USE	BUILTIN(JSM_OPEN)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	Load	service



USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SERVICE_LOAD	SERVICE(SMTPMAILSERVICE)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
MESSAGE	MSGTXT('SMTPMailService	loaded')

BEGIN_LOOP

*	Request	information
REQUEST	FIELDS((#TOADDRESS	*L003	*P002)	(#C1ADDRESS	*L004	*P002)	(#C2ADDRESS	*L005	*P002)	(#SUBJECT	*L6	*P2)	(#TXT1	*L007	*P002	*COLHDG)	(#TXT2	*L009	*P002	*NOID)	(#TXT3	*L010	*P002	*NOID)	(#TXT4	*L011	*P002	*NOID))	EXIT_KEY(*NO)	MENU_KEY(*YES	*NEXT)	PROMPT_KEY(*NO)

IF_KEY	WAS(*MENU)
*	Close	service
EXECUTE	SUBROUTINE(DISCONNECT)
MENU
ENDIF

EXECUTE	SUBROUTINE(SENDEMAIL)

END_LOOP

SUBROUTINE	NAME(SENDEMAIL)

*	Set	from	and	to	addresses
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS('SET	TO('	#TOADDRESS	')	FROM(me@company.com)')	TO_GET(#JSMCMD)
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	Set	CC	addresses
IF	COND('#C1ADDRESS	*NE	*BLANK')
CHANGE	FIELD(#CCADDRESS)	TO(#C1ADDRESS)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#CCLIST)
ENDIF

IF	COND('#C2ADDRESS	*NE	*BLANK')
CHANGE	FIELD(#CCADDRESS)	TO(#C2ADDRESS)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#CCLIST)
ENDIF

IF	COND('#LISTCOUNT	*NE	0')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SET	CC(*LIST)	SERVICE_LIST(CCADDRESS)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#CCLIST)



EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
ENDIF

*	Create	message	body
CHANGE	FIELD(#TXT)	TO(#TXT1)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#MESSAGE)

CHANGE	FIELD(#TXT)	TO(#TXT2)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#MESSAGE)

CHANGE	FIELD(#TXT)	TO(#TXT3)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#MESSAGE)

CHANGE	FIELD(#TXT)	TO(#TXT4)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#MESSAGE)

*	Send	mail
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS('SEND	SUBJECT('	#SUBJECT	')	SERVICE_LIST(TXT)')	TO_GET(#JSMCMD)
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#MESSAGE)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
MESSAGE	MSGTXT('Email	has	been	sent')

ENDROUTINE

SUBROUTINE	NAME(DISCONNECT)

*	Unload	service
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SERVICE_UNLOAD')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	Close	service
USE	BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)

ENDROUTINE

*	Check	the	JSM	return	status
SUBROUTINE	NAME(CHECK)	PARMS((#JSMSTS	*RECEIVED)	(#JSMMSG	*RECEIVED))



IF	COND('#JSMSTS	*NE	OK')
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS(#JSMSTS	'	:	'	#JSMMSG)	TO_GET(#STD_TEXTL)
MENU	MSGID(DCM9899)	MSGF(DC@M01)	MSGDTA(#STD_TEXTL)
ENDIF

ENDROUTINE

*	End	of	RDML	commands	**********
	



POP3MailServiceの例
このファンクションでは、指定のユーザーのメール・メッセージをメール・サーバーから取得し
ます。メッセージごとに、以下のようになります。

1.			添付ファイルはすべてJSMインスタンス・ディレクトリに保存されます。

2.			本文は、JSMインスタンス・ディレクトリの一意のテキスト・ファイルに保存されます。

3.			各メールの詳細もユーザーに表示されます。

4.			各メールは処理後に削除されます。

	
*	Uses	Integrator	Services:	POP3MAILSERVICE
*	Loads	POP3MailService	service.
*	Opens	the	post	office	and	reads	all	messages.
*	For	each	message:	get	and	display	the	from	addresses,
*	subject	and	content	type,
*	and	save	body	and	any	attachments	as	files.
*	Finally	deletes	the	message.

*	Beginning	of	RDML	commands	**********

FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)

DEFINE	FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)
DEFINE	FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
DEFINE	FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)

DEFINE	FIELD(#JSMSERVER)	TYPE(*char)	LENGTH(20)
DEFINE	FIELD(#JSMUSER)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(010)	LABEL('User')	INPUT_ATR(LC	FE)
DEFINE	FIELD(#JSMPSSWRD)	TYPE(*char)	LENGTH(10)

DEFINE	FIELD(#EMAILCNT)	TYPE(*DEC)	LENGTH(2)	DECIMALS(0)
DEFINE	FIELD(#EMAILNO)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)	COLHDG('')
DEFINE	FIELD(#ADDRESS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(35)	COLHDG('Address')
DEFINE	FIELD(#SUBJECT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(35)	COLHDG('Subject')

DEF_LIST	NAME(#FROMLST)	FIELDS(#ADDRESS)	TYPE(*WORKING)
DEF_LIST	NAME(#MESSAGES)	FIELDS(#EMAILNO	#SUBJECT	#ADDRESS)

*	==========================================



*	set	default	values	for	screen
CHANGE	FIELD(#STD_INSTR)	TO('''Set	your	appropriate	values	then	press	ENTER	to	get	email	messages.	''')
CHANGE	FIELD(#JSMSERVER)	TO('''99.99.99.99''')
CHANGE	FIELD(#JSMUSER)	TO('''user''')
CHANGE	FIELD(#JSMPSSWRD)	TO('''password''')

*	Open	service
USE	BUILTIN(JSM_OPEN)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	Load	service
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SERVICE_LOAD	SERVICE(POP3MAILSERVICE)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)

MESSAGE	MSGTXT('POP3MailService	loaded')

BEGIN_LOOP

*	Request	information
REQUEST	FIELDS((#STD_INSTR	*L003	*P002	*OUTPUT	*NOID)	(#JSMSERVER	*L005	*P022)	(#JSMUSER	*L007	*P022)	(#JSMPSSWRD	*L009	*P022))	BROWSELIST(#MESSAGES)	EXIT_KEY(*NO)	MENU_KEY(*YES	*NEXT)	PROMPT_KEY(*NO)

IF_KEY	WAS(*MENU)

*	Close	service
EXECUTE	SUBROUTINE(DISCONNECT)
MENU

ENDIF

EXECUTE	SUBROUTINE(GETMESSAGE)

END_LOOP

SUBROUTINE	NAME(GETMESSAGE)

CLR_LIST	NAMED(#MESSAGES)
CHANGE	FIELD(#EMAILCNT)	TO(0)



*	Open	post	office
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS('OPEN	SERVER('	#JSMSERVER	')	USER('	#JSMUSER	')	PASSWORD(')	TO_GET(#JSMCMD)
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS(#JSMCMD	#JSMPSSWRD	')')	TO_GET(#JSMCMD)
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	Get	count	of	messages
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('GET	OBJECT(*MESSAGECOUNT)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)

USE	BUILTIN(BCONCAT)	WITH_ARGS(#JSMMSG	'messages	in	mail	box')	TO_GET(#SUBJECT)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#MESSAGES)

*	loop	through	all	the	messages
BEGIN_LOOP

*	Get	message
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('GET	OBJECT(*NEXTMESSAGE)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)

IF	COND('#JSMSTS	*EQ	NOMAIL')
LEAVE
ENDIF

CHANGE	FIELD(#EMAILCNT)	TO('#EMAILCNT	+	1')
SUBSTRING	FIELD(#EMAILCNT)	INTO_FIELD(#EMAILNO)

*	Get	subject
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('GET	OBJECT(*SUBJECT)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
CHANGE	FIELD(#SUBJECT)	TO(#JSMMSG)

*	Get	from	addresses
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('GET	OBJECT(*FROMADDRESS)	SERVICE_LIST(ADDRESS)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#FROMLST)

SELECTLIST	NAMED(#FROMLST)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#MESSAGES)
CHANGE	FIELD(#SUBJECT)	TO(*BLANK)
ENDSELECT



*	Save	text
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS('SAVE	OBJECT(*TEXT)	FILE(message'	#EMAILNO	'.txt)')	TO_GET(#JSMCMD)
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS('Email'	#EMAILNO	'	saved	to	file	message'	#EMAILNO	'.txt')	TO_GET(#STD_TEXTL)
MESSAGE	MSGID(DCM9899)	MSGF(DC@M01)	MSGDTA(#STD_TEXTL)

*	Save	attachments
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('SAVE	OBJECT(*ATTACHMENTS)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
CHANGE	FIELD(#STD_TEXTL)	TO('''Attachments	saved''')
MESSAGE	MSGID(DCM9899)	MSGF(DC@M01)	MSGDTA(#STD_TEXTL)

*	read	text
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('READ	OBJECT(*TEXT)	SERVICE_LIST(ADDRESS)	TRUNCATE(*BOTH)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#FROMLST)

SELECTLIST	NAMED(#FROMLST)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#MESSAGES)
CHANGE	FIELD(#SUBJECT)	TO(*BLANK)

ENDSELECT

*	Delete	message
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('DELETE')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	Get	next	message

END_LOOP

*	Close	post	office
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('CLOSE')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)

ENDROUTINE

SUBROUTINE	NAME(DISCONNECT)

*	Unload	service
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SERVICE_UNLOAD')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)



EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	Close	service
USE	BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)

ENDROUTINE

*	Check	the	JSM	return	status
SUBROUTINE	NAME(CHECK)	PARMS((#JSMSTS	*RECEIVED)	(#JSMMSG	*RECEIVED))

IF	COND('#JSMSTS	*NE	OK')

USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS(#JSMSTS	'	:	'	#JSMMSG)	TO_GET(#STD_TEXTL)
MENU	MSGID(DCM9899)	MSGF(DC@M01)	MSGDTA(#STD_TEXTL)

ENDIF

ENDROUTINE

*	End	of	RDML	commands	**********
	



SMSServiceの例
この例では、RDMLファンクションでのSMSServiceの使用について実証します。これは、事前に
定められた数にあらかじめ定義されたメッセージを送信します。ここでは、メッセージと携帯番
号を各自のハードコードされた値で置き換えるか、データベースから投入されるフィールドで置
き換えます。

この例では、プロセスの各ステップのステータスを追跡できるように、JSM_COMMAND組み込
み関数を実行するごとに画面が表示されます。このような技術は、テスト目的の場合に役立ちま
す。実稼働アプリケーションでは、エンド・ユーザーにはこのような画面は表示されません。

*	=======================================================
*	
*	Description:
*	This	example	demonstrates	the	use	of	the	SMSService	in
*	an	RDML	function.	It	sends	a	predefined	message	to	a
*	predefined	number.	You	may	replace	the	message	and
*	mobile	number	here	with	your	own	hard	coded	values	or
*	replace	them	with	fields	that	are	populated	from	your
*	database.
*	This	example	displays	a	screen	after	every	JSM_COMMAND
*	Built-in	Function	so	that	you	can	track	the	status	of
*	each	step	of	the	process.	Such	a	technique	can	be
*	useful	for	testing	purpose.	In	production	applications,
*	end	users	would	not	want	to	see	such	screens
*	
*	Disclaimer:	The	following	material	is	supplied	as
*	sample	material	only.	No	warranty	concerning	the
*	material	or	its	use	in	any	way	whatsoever	is
*	expressed	or	implied.
*	
*	=======================================================
FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)

*	The	following	locally	defined	fields	are	used	to	hold
*	the	parameters	required	within	the	JSM	Built-in
*	Functions.
DEFINE	FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(020)
DEFINE	FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
DEFINE	FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
DEFINE	FIELD(#JSMSRV)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(050)



*	'Open	service'

CHANGE	FIELD(#JSMSRV)	TO('SERVER:4560')
USE	BUILTIN(JSM_OPEN)	WITH_ARGS(#JSMSRV)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	'Load	service'

USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SERVICE_LOAD	SERVICE(SMSSERVICE)	TRACE(*NO)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)

USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SET	ENCODING(ISO8859_1)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	'Send	message'

CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('''SEND	TO(+61429999999)	MSG(Hello.	Here	is	a	sample	message)''')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	'Unload	service'

USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SERVICE_UNLOAD')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	'Close	service'

USE	BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	SUB	ROUTINES

SUBROUTINE	NAME(CHECK)	PARMS((#JSMSTS	*RECEIVED)	(#JSMMSG	*RECEIVED))

IF	COND('#JSMSTS	*NE	OK')
DISPLAY	FIELDS(#JSMSTS	#JSMMSG)

USE	BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)



MENU	MSGTXT('Java	service	error	has	occurred')

ENDIF

ENDROUTINE
	



XMLBindFileServiceの例
フラグメント専用
XMLBindFileServiceのこのRDML例では、サービス内で使用可能なコマンドやキーワードを数多
く利用します。

XMLBindFileServiceは、LANSA	Integratorスタジオに付属のXMLバインディングウィザードとか
なり緊密に結び付いています。サービス・アプリケーションのコード作成を開始する前に、まず
XMLバインディングウィザードでバインディングを設定する必要があります。
XMLバインディングウィザードでXMLドキュメント内の繰り返し情報を処理するには2つの方法
があります。1つは、繰り返し情報をリストに分類して、GETコマンドとSETコマンドでLIST
キーワードを使用する方法です。もう1つは、繰り返し情報をフラグメントに分類して、GETコ
マンドとSETコマンドでRAGMENTキーワードを使用する方法です。フラグメントの方法を実行
する場合、GETコマンドとSETコマンドをループに配置し、繰り返し情報に必要な回数だけこれ
らのコマンドを実行する必要があります。

この例ではフラグメントのみを使用します。

以下のステップを実行して、このサービスを使用していくつかの注文を処理する方法をシミュ
レートします。

1.			LISTコマンドを使用して、どのXMLドキュメントがインバウンド注文フォルダーにあるかを
判断します。

2.			LISTコマンドにより、注文が作業リストに配置されます。この作業リストを使用する場合、
READコマンドとBINDコマンドを使用して、XMLバインディングウィザードで作成された
サービスに各XMLドキュメントを(1つずつ)ロードおよびバインドします。READコマンド
で、ファイルのコピーを別のフォルダーにもアーカイブします。

3.			次に、GETコマンドを使用してデータをXMLドキュメントからローカルに定義されたフィー
ルドにロードします。通常、各注文のデータは、一部の既存アプリケーション・データベー
スにアップロードされますが、この実証では、分かりやすいように注文のみが画面に表示さ
れます。

4.			各注文が表示されたら、CLOSEコマンドを使用して現在のファイルのバインドを閉じ、
DELETEコマンドでインバウンド・フォルダーからバインドを削除します(このコピーは、
READコマンドによって読み込まれるアーカイブ・フォルダーに保管されていることを覚え
ておいてください)。

5.			次のステップでは、別のフォルダーに配置される応答ドキュメントを作成します。作成する
には、BINDコマンド、SETコマンド、WRITEコマンドを使用します。

6.			最後のステップでは、CLOSEコマンドを再度使用して、応答の作成に関連するバインドを閉
じます。

7.			このステップが終了したら、インバウンド注文フォルダーにある次の注文のプロセスが実行
されます。最後の注文が処理されるとプログラムが終了します。

この例が機能するには、以下のステップを行う必要があります。

ステップ1：	XMLバインディングウィザード
ステップ2：	フォルダーとサンプルXMLドキュメントを作成する
ステップ3：	RDMLファンクション・コード、あるいは「ステップ3.	RDMLXフォームのコー
ド」の代替方法



ステップ1：XMLバインディングウィザード
注文の詳細サンプルが含まれる以下のXMLドキュメントを使用する場合、新しいプロジェクト
を作成する必要があります。また、サーバーにロードされ、コードで使用されるインバウンド・
サービスに適したバインディングを作成する必要があります。以下のコード例では、インバウン
ド注文の処理に使用されるサービスの名前はinboundorderになるため、XMLバインディングウィ
ザードのソリューション名もinboundorderとなります。
使用するサンプルXMLドキュメントは、省略値でインストールのJSMインスタンス・フォル
ダーにあるorder.xmlドキュメントに基づきます。ドキュメントの内容は以下のとおりです。

<?xml	version="1.0"	encoding="UTF-8"?>
	
<Orders>
						<SalesOrder	SONumber="12345">
									<Customer	CustNumber="543">
												<CustName>ABC	Industries</CustName>
												<Street>123	Main	St.</Street>
												<City>Chicago</City>
												<State>IL</State>
												<PostCode>60609</PostCode>
									</Customer>
									<OrderDate>981215</OrderDate>
									<Line	LineNumber="1">
												<Part	PartNumber="123">
															<Description>Gasket	Paper</Description>
															<Price>9.95</Price>
												</Part>
												<Quantity>10</Quantity>
									</Line>
									<Line	LineNumber="2">
												<Part	PartNumber="456">
															<Description><![CDATA[Gasket	<Polymer>	Glue]]></Description>
															<Price>13.27</Price>
												</Part>
												<Quantity>5</Quantity>
									</Line>
						</SalesOrder>
</Orders>

以下のスクリーン・ショットに示すように、バインディングを設定する必要があります。



顧客に対する応答用のバインディングも設定する必要があります。応答に使用されるサンプル
XMLドキュメントは以下になります。

<?xml	version="1.0"	encoding="UTF-8"?>
<OrderResponse>
									<ResponseComments>
												<Comment>This	is	confirm	that	we	have	received	you	order</Comment>
												<Comment>Your	order	number	was	12345</Comment>
												<Comment>Your	order	has	been	successfully	processed</Comment>
												<Comment>Your	order	details	are	as	follow.</Comment>
									</ResponseComments>
						<SalesOrder	SONumber="12345">
									<Customer	CustNumber="543">
												<CustName>ABC	Industries</CustName>
												<Street>123	Main	St.</Street>
												<City>Chicago</City>
												<State>IL</State>



												<PostCode>60609</PostCode>
									</Customer>
									<OrderDate>981215</OrderDate>
									<Line	LineNumber="1">
												<Part	PartNumber="123">
															<Description>Gasket	Paper</Description>
															<Price>9.95</Price>
												</Part>
												<Quantity>10</Quantity>
												<Status>Succesfully	processed</Status>
									</Line>
									<Line	LineNumber="2">
												<Part	PartNumber="456">
															<Description><![CDATA[Gasket	<Polymer>	Glue]]></Description>
															<Price>13.27</Price>
												</Part>
												<Quantity>5</Quantity>
												<Status>Unsuccesfully	processed	-	invalid	part	number</Status>
									</Line>
						</SalesOrder>
</OrderResponse>
コード例では、アウトバウンド応答の処理に使用されるサービスの名前はoutboundresponseにな
るため、XMLバインディングウィザードのソリューション名もoutboundresponseになります。
XMLバインディングは以下のようにマッピングする必要があります。





ステップ2：フォルダーとサンプルXMLドキュメントを作成す
る
1.			サーバーのJSMインスタンス・ディレクトリの直下に以下のフォルダーを作成します。

									neworders

									archive

									response
2.			システムに届くさまざまな注文をシミュレートするには、例order.xmlに基づいてXMLドキュ
メントを数多く作成し、これらのドキュメントをnewordersフォルダーに保存します。内部で
データを修正すれば、どのファイルを処理するかを区別できます(注：内部でデータを修正し
ていれば、このような新しい注文ファイルのバックアップを別のフォルダーに保存する場合
のテスト・ジョブがより簡単になります。したがって、新しいテストを実行するたびにファ
イルのバックアップをnewordersフォルダーにコピーするだけで構いません)。



ステップ3：RDMLファンクション・コード
以下は、これらの注文の処理に使用できるRDMLコードです。コード内の注釈で状況を説明して
いるため、注釈をよくお読みください。XMLBindFileServiceのRDMLX例もあります。

FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)
	
*	Define	the	fields	to	be	used	in	this	application
	
*	Define	the	fields	used	by	the	JSM	Commands
DEFINE	FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(020)
DEFINE	FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
DEFINE	FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
	
*	Define	the	fields	used	for	the	orders.
*	These	fields	will	hold	values	read	from	and	written	to
*	the	XML	documents
	
*	Define	the	Order	number	and	date
DEFINE	FIELD(#SONUM)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(010)	LABEL('Order	#')
DEFINE	FIELD(#ORDDTE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(010)	LABEL('Order	Date')
	
*	Define	the	Customer	details
DEFINE	FIELD(#CUSTNUM)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(010)	LABEL('Customer	#')
DEFINE	FIELD(#CUSTNME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(050)	LABEL('Customer	name')
DEFINE	FIELD(#STREET)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(050)	LABEL('Street')
DEFINE	FIELD(#CITY)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(050)	LABEL('City')
DEFINE	FIELD(#STATE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(005)	LABEL('State')
DEFINE	FIELD(#ZIP)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(005)	LABEL('Post	Code')
	
*	Define	the	order	line	details.	We	will	also	define	a
*	list	that	holds	the	order	line	details
DEFINE	FIELD(#LINENUM)	TYPE(*DEC)	LENGTH(003)	DECIMALS(0)	LABEL('Line	#')
DEFINE	FIELD(#PARTNUM)	TYPE(*DEC)	LENGTH(003)	DECIMALS(0)	LABEL('Part	#')
DEFINE	FIELD(#PARTDSC)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(020)	LABEL('Part	Desc.')
DEFINE	FIELD(#PARTAMT)	TYPE(*DEC)	LENGTH(010)	DECIMALS(2)	LABEL('Amount')
DEFINE	FIELD(#PARTQTY)	TYPE(*DEC)	LENGTH(003)	DECIMALS(0)	LABEL('Quantity')
DEFINE	FIELD(#ORDTOT)	TYPE(*DEC)	LENGTH(010)	DECIMALS(2)	LABEL('Grand	Total')
DEF_LIST	NAME(#ORDLINES)	FIELDS(#LINENUM	#PARTNUM	#PARTDSC	#PARTAMT	#PARTQTY)
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*	The	following	field	will	hold	the	file	name	and	path
*	for	the	archived	files
DEFINE	FIELD(#ARCHIVE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(30)	DESC('Archived	Orders	Directory')	INPUT_ATR(LC)	DEFAULT('''archive''')
DEFINE	FIELD(#X_POSN)	TYPE(*DEC)	LENGTH(2)	DECIMALS(0)	DESC('Working	field	to	find	the	file	name')
	
*	Define	the	order	response	details
DEFINE	FIELD(#COMMENTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)	LABEL('Comments')
DEFINE	FIELD(#LINSTAT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)	LABEL('Line	Status')
DEFINE	FIELD(#RESPONSE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(30)	LABEL('Resp	filename')
DEFINE	FIELD(#TOGGLE)	TYPE(*DEC)	LENGTH(1)	DECIMALS(0)
DEF_LIST	NAME(#LSTCMNT)	FIELDS(#COMMENTS)	TYPE(*WORKING)
DEF_LIST	NAME(#RSPLINES)	FIELDS(#LINENUM	#PARTNUM	#PARTDSC	#PARTAMT	#PARTQTY	#LINSTAT)	TYPE(*WORKING)
	
*	A	single	field	working	list	needs	to	be	defined	to
*	hold	the	list	of	order	returned	from	our	LIST	command.
*	The	field	needs	to	be	long	enough	to	hold	the	expected
*	length	of	the	canonical	file	path	returned	from	the
*	LIST	command.
DEFINE	FIELD(#FILENAME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(100)
DEF_LIST	NAME(#ORDERLSTW)	FIELDS(#FILENAME)	COUNTER(#LISTCOUNT)	TYPE(*WORKING)
DEF_LIST	NAME(#ORDERLSTB)	FIELDS(#FILENAME)	COUNTER(#LISTCOUNT)
	
*	We	will	now	start	the	funcionality	by	opening	the	JSM
USE	BUILTIN(JSM_OPEN)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
*	Next	we	will	load	the	JSM	service	-	in	this	example	we
*	have	selected	to	have	tracing	on.
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('SERVICE_LOAD	SERVICE(XMLBINDFILESERVICE)	TRACE(*YES)	DOMSET(*READER)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
*	The	first	thing	we	want	to	do	is	to	get	a	list	of	all
*	the	orders	that	are	in	the	neworders	directory.	To	do
*	this	we	will	use	the	LIST	command.	In	this	scenario,
*	the	neworders	directory	is	immediately	under	the	JSM
*	Instance	directory	on	our	server,	so	we	can	refer	to
*	the	directory	simply	as	'neworders'.
*	In	this	example	the	file	extension	has	been	hard	coded



*	as	XML.	This	means	that	only	files	with	an	extension	of
*	XML	will	be	returned.
CLR_LIST	NAMED(#ORDERLSTW)
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('''LIST	DIR(NEWORDERS)	SERVICE_LIST(FILENAME)	EXT(XML)''')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#ORDERLSTW)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
*	Display	the	list	returned	from	the	LIST	command.
CLR_LIST	NAMED(#ORDERLSTB)
SELECTLIST	NAMED(#ORDERLSTW)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#ORDERLSTB)
ENDSELECT
DISPLAY	FIELDS(#JSMCMD)	BROWSELIST(#ORDERLSTB)	EXIT_KEY(*YES	*NEXT)	MENU_KEY(*YES	*NEXT)
IF_KEY	WAS(*MENU	*EXIT)
*	Nicely	close	down	JSM	if	the	user	has	select	the	Exit
*	or	Menu	key	(F3	or	F12)
USE	BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
ENDIF
	
*	The	next	step	of	our	application	is	to	run	through
*	the	orders	in	our	list	and	process	the	data	order	by
*	order.	To	do	this	we	will	need	to	use	the	READ,	BIND,
*	and	GET	commands.
	
SELECTLIST	NAMED(#ORDERLSTW)
*	Next	we	will	use	the	READ	command.	For	the	READ
*	command	we	need	to	specify	the	file	that	we	want
*	to	access,	including	the	file	path.	In	this	example,
*	if	an	order	is	named	order1.xml	for	example,	then	the
*	FILE	keyword	would	normally	be	specified	as
*	FILE(neworder/order1.xml),	and	it	would	assume	that	the
*	neworder	directory	is	under	the	JSM	Instance	directory
*	for	the	server.	We	could	take	this	approach,	but	we
*	already	have	the	full	directory	path	and	file	name
*	specified	in	the	list	(in	the	field	#FILENAME)	so	it
*	will	be	much	simpler	to	use	this.	The	actual	ARCHIVE
*	file	name	and	path	will	be	verified	in	the	ARCHIVE
*	sub-routine.
*	If	we	were	going	to	be	using	a	hard	coded	READ,	then



*	this	is	what	it	might	look	like:
*	.			USE	BUILTIN(	BUILTIN)	WITH_ARGS(JSM_COMMAND)
*	.			WITH_ARGS('READ	FILE(neworder/order1.xml)
*	.														ARCHIVE(archive/arc_order1.xml)')
*	.			TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(ARCHIVE)
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('READ	FILE(')
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS(#JSMCMD	#FILENAME	')	ARCHIVE('	#ARCHIVE	')')	TO_GET(#JSMCMD)
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
*	The	next	command	to	run	is	the	BIND.	We	named	the
*	service	to	handle	the	inbound	XML	documents	as
*	'inboundorder'.
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('''BIND	SERVICE(INBOUNDORDER)	TYPE(*INBOUND)	BINDTRACE(*YES)''')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
*	The	next	step	is	to	retrieve	the	data	using	the	GET
*	command.
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('GET	FRAGMENT(ORDERS)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('GET	FRAGMENT(SALESORDER)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('GET	FRAGMENT(CUSTOMER)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('GET	FRAGMENT(ORDERDATE)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
*	The	line	details	of	our	order	technically	make	up	a
*	list.	In	this	example	though,	we	have	defined	the	lines
*	as	fragments.	As	such,	we	need	to	handle	them	a	little
*	differently.	We	need	to	place	the	GET	FRAGMENT(LINE)	in



*	a	loop	and	continue	in	the	loop	until	all	the	line
*	details	are	retrieved.	The	following	demonstrates	how
*	we	do	this.
CLR_LIST	NAMED(#ORDLINES)
BEGIN_LOOP
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('GET	FRAGMENT(LINE)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
IF	COND('#JSMSTS	*EQ	NOFRAGMENT')
LEAVE
ENDIF
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
*	We	also	need	to	get	the	part	details	for	this	line.
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('GET	FRAGMENT(PART)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
ADD_ENTRY	TO_LIST(#ORDLINES)
	
END_LOOP
	
*	Now	that	we	have	everything	for	the	order	let	us
*	display	it.	In	a	real	application	of	course	you	would
*	carry	on	an	load	it	into	your	ERP	system	or	what	have
*	you,	but	we	will	just	display	it.
DISPLAY	FIELDS(#SONUM	#ORDDTE	#CUSTNUM	#CUSTNME	#STREET	#CITY	#STATE	#ZIP)	BROWSELIST(#ORDLINES)	EXIT_KEY(*YES	*NEXT)	MENU_KEY(*YES	*NEXT)
IF_KEY	WAS(*MENU	*EXIT)
*	Nicely	close	down	JSM	if	the	user	has	select	the	Exit
*	or	Menu	key	(F3	or	F12)
USE	BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
ENDIF
	
*	Now	that	we	have	the	data	we	need	and	have	saved	a	copy
*	of	the	file	in	the	archive,	we	can	close	the	bind	on
*	this	file	and	delete	the	file	from	our	inbound
*	directory.
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('DELETE	FILE(')
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS(#JSMCMD	#FILENAME	')')	TO_GET(#JSMCMD)
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
*	Now	we	will	work	on	a	response	XML	in	reply	to	this



*	order.	To	keep	things	clean,	we	will	do	this	in	a
*	separate	subroutine.
EXECUTE	SUBROUTINE(RESPONSE)
	
ENDSELECT
	
*	
*	SUB	ROUTINES
*	The	CHECK	subroutine	is	used	to	capture	errors	returned
*	from	the	JSM	commands.	For	any	errors	encountered,	a
*	screen	will	be	displayed	with	the	error	message	and	the
*	program	will	exit	after	this.
SUBROUTINE	NAME(CHECK)	PARMS((#JSMSTS	*RECEIVED)	(#JSMMSG	*RECEIVED))
	
IF	COND('#JSMSTS	*NE	OK')
DISPLAY	FIELDS(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
USE	BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
MENU	MSGTXT('Java	service	error	has	occured')
	
ENDIF
	
ENDROUTINE
	
*	The	ARCHIVE	subroutine	will	build	the	file	name	and
*	path	for	the	ARCHIVE	keyword	of	the	READ	command.
SUBROUTINE	NAME(ARCHIVE)
USE	BUILTIN(SCANSTRING)	WITH_ARGS(#FILENAME	'neworders'	*DEFAULT	'0')	TO_GET(#X_POSN)
CHANGE	FIELD(#X_POSN)	TO('#X_POSN	+	10')
SUBSTRING	FIELD(#FILENAME	#X_POSN)	INTO_FIELD(#ARCHIVE)
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS('archive/arc_'	#ARCHIVE)	TO_GET(#ARCHIVE)
ENDROUTINE
	
*	This	RESPONSE	subroutine	will	do	all	the	processing
*	required	to	build	and	create	the	response	XML	document.
SUBROUTINE	NAME(RESPONSE)
	
*	The	first	thing	we	need	to	do	is	create	a	new	empty



*	outbound	XML	document	and	BIND	it	to	the	outbound
*	service	that	we	created	with	the	XML	Binding	Wizard.
*	Note	that	we	specify	the	type	as	*OUTBOUND.
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('BIND	SERVICE(OUTBOUNDRESPONSE)	TYPE(*OUTBOUND)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
*	Much	of	the	information	for	the	response	we	already
*	have,	but	a	couple	of	fields	need	to	be	populated	so
*	we	will	make	up	some	fictitious	data	here.	We	will
*	create	some	comments,	and	add	them	to	a	list	first.
*	The	other	new	data	we	need	to	add	is	the	LINSTAT	field
*	to	give	an	indication	of	the	status	of	the	order	line.
CLR_LIST	NAMED(#LSTCMNT)
CHANGE	FIELD(#COMMENTS)	TO('''Thank	you	for	your	order''')
ADD_ENTRY	TO_LIST(#LSTCMNT)
USE	BUILTIN(BCONCAT)	WITH_ARGS('We	have	processed	your	order'	#SONUM	'on	date:'	*DDMMYYYYC)	TO_GET(#COMMENTS)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#LSTCMNT)
CHANGE	FIELD(#COMMENTS)	TO('''Please	refer	below	for	the	full	details	of	your	order.''')
ADD_ENTRY	TO_LIST(#LSTCMNT)
CHANGE	FIELD(#COMMENTS)	TO('''One	of	our	sales	people	will	be	in	touch	with	you	shortly.''')
ADD_ENTRY	TO_LIST(#LSTCMNT)
CHANGE	FIELD(#COMMENTS)	TO('''For	immediate	assistance	on	your	order	please	call	1234567''')
ADD_ENTRY	TO_LIST(#LSTCMNT)
CHANGE	FIELD(#COMMENTS)	TO('''one	more	line''')
ADD_ENTRY	TO_LIST(#LSTCMNT)
CHANGE	FIELD(#COMMENTS)	TO('''two	more	lines''')
ADD_ENTRY	TO_LIST(#LSTCMNT)
CHANGE	FIELD(#COMMENTS)	TO('''three	more	lines''')
ADD_ENTRY	TO_LIST(#LSTCMNT)
	
	
CLR_LIST	NAMED(#RSPLINES)
*	NOTE:	The	#TOGGLE	field	is	used	to	alternate	status
*	messages	-	to	add	a	bit	of	variety.
SELECTLIST	NAMED(#ORDLINES)
IF	COND('#TOGGLE	=	0')
CHANGE	FIELD(#TOGGLE)	TO(1)
CHANGE	FIELD(#LINSTAT)	TO(OK)
ELSE



CHANGE	FIELD(#TOGGLE)	TO(0)
CHANGE	FIELD(#LINSTAT)	TO('OUT	OF	STOCK')
ENDIF
ADD_ENTRY	TO_LIST(#RSPLINES)
ENDSELECT
	
*	Now	that	we	have	some	data,	we	can	start	using	the	SET
*	command	to	populate	the	outbound	document	object.	As
*	per	the	reading	of	data	from	the	order	documents,	since
*	this	example	is	using	fragments	only,	we	will	need	to
*	set	up	loops	to	add	any	repeating	data	(specifically
*	the	comments	and	the	order	lines).
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('SET	FRAGMENT(ORDERRESPONSE)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
SELECTLIST	NAMED(#LSTCMNT)
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('SET	FRAGMENT(RESPONSECOMMENTS)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
ENDSELECT
	
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('SET	FRAGMENT(SALESORDER)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('SET	FRAGMENT(CUSTOMER)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
SELECTLIST	NAMED(#RSPLINES)
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('SET	FRAGMENT(LINE)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('SET	FRAGMENT(PART)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
ENDSELECT



	
*	Now	we	have	all	the	data	prepared,	we	will	serialize
*	the	document	object	out	to	a	specified	file	using	the
*	WRITE	command.	We	will	construct	a	file	name	based	on
*	the	customer	and	order	number.
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS('response/RSP_'	#CUSTNUM	'_'	#SONUM	'.xml')	TO_GET(#RESPONSE)
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS('WRITE	FILE('	#RESPONSE	')	INDENT(*YES)	INDENT-
AMOUNT(1)')	TO_GET(#JSMCMD)
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
*	Finally	we	will	CLOSE	the	bind	then	go	onto	the	next
*	XML	document.
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
ENDROUTINE
	



XMLParserServiceの例1
XMLParserServiceサービスをロードします。xmlは、ファイル、HTTP接続ホスト、FTP接続ホス
ト、またはPOP3ポスト・オフィス・メッセージから直接ロードします。(XML変換ウィザードで
作成された)スタイル・シートを使用して、受信したxmlをFunctionXMLに変換し、LANSAファン
クションのフィールドとリストにバインドします。

Windowsユーザーのメモ：	XMLFileService.Properties、
XMLParserService.Properties、XMLQueueService.PropertiesのDTDエンティ
ティ・リゾルバー・リストにすでにあるsystemid.file行の後に以下の行を追加する必要がありま
す(LANSA	INSTALLATION	DIRECTORYを適切なディレクトリで置き換えます)。

systemid.file:///C:/<LANSA	INSTALLATION	DIRECTORY>/Integrator/JSMInstance/order.dtd=file:dtd/order.dtd
	

詳細については、「XMLエンティティ・リゾルバー」を参照してください。

	
**********	Beginning	of	RDML	commands	**********																
FUNCTION			OPTIONS(*DIRECT)																																					
**********																																																						
DEFINE					FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)																
DEFINE					FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)															
DEFINE					FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
**********																																																						
DEFINE					FIELD(#ORDER)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)																	
DEFINE					FIELD(#NAME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(50)																		
DEFINE					FIELD(#STREET)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(50)																
DEFINE					FIELD(#CITY)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(50)																		
DEFINE					FIELD(#STATE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(5)																		
DEFINE					FIELD(#ZIP)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(5)																				
**********																																																						
DEFINE					FIELD(#LINENUM)	TYPE(*DEC)	LENGTH(3)	DECIMALS(0)								
DEFINE					FIELD(#PARTNUM)	TYPE(*DEC)	LENGTH(3)	DECIMALS(0)								
DEFINE					FIELD(#PARTDSC)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(50)																		
DEFINE					FIELD(#PARTAMT)	TYPE(*DEC)	LENGTH(10)	DECIMALS(2)							
DEFINE					FIELD(#PARTQTY)	TYPE(*DEC)	LENGTH(3)	DECIMALS(0)								
**********																																																									
DEF_LIST			NAME(#WRKLST)	FIELDS((#LINENUM)	(#PARTNUM)	(#PARTDSC)	(	
												#PARTAMT)	(#PARTQTY))	TYPE(*WORKING)																				
**********																																																									
**********	'Open	service'																																										
**********																																																									



USE								BUILTIN(JSM_OPEN)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)															
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)										
**********																																																								
**********	'Load	service'																																									
**********																																																								
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SERVICE_LOAD	SERVICE(XM
											LPARSERSERVICE)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)														
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)										
**********																																																								
**********	Load	XML	from	required	source.																	
**********	Select	required	CHANGE	command	according	to	XML	source.
**********		
**********	Load	directly	from	a	file																						
CHANGE					FIELD(#JSMCMD)	TO('LOAD	METHOD(*FILE)	FILE(order.xml)')
**********		
**********	OR	Load	from	an	HTTP	source																				
CHANGE					FIELD(#JSMCMD)	TO('LOAD	METHOD(*HTTP)	HOST(LOCALHOST:84
											)	FILE(/order.xml)')				
**********	OR	Load	from	an	FTP	source
CHANGE					FIELD(#JSMCMD)	TO('LOAD	METHOD(*FTP)	HOST(LOCALHOST)	FI	
											LE(/jsm/instance/order.xml)	USER(user)	PASSWORD(passwor	
												d)')
**********	OR	Load	from	a	POP3	mail	source																
CHANGE					FIELD(#JSMCMD)	TO('''LOAD	METHOD(*POP3)	SERVER(10.2.0.1
												2)	USER(testuser)	PASSWORD(testuser)''')							
**********																																																								
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	
										#JSMMSG)																																															
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)										
**********																																																								
**********	'Transform	to	FunctionXML	and	bind	to	function									
**********																																																								
CHANGE					FIELD(#JSMCMD)	TO('TRANSFORM	XSL(ORDER)	SERVICE_LIST(LI
											NENUM,PARTNUM,PARTDSC,PARTAMT,PARTQTY)')															
**********																																																								
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	
											#JSMMSG	#WRKLST)																																							
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)										
**********																																																								



**********	Display	XML	order	data																																		
**********																																																									
DISPLAY				FIELDS((#ORDER)	(#NAME)	(#STREET)	(#CITY)	(#STATE)	(#ZI	
											P))																																																					
**********																																																									
SELECTLIST	NAMED(#WRKLST)																																										
**********																																																									
DISPLAY				FIELDS((#LINENUM)	(#PARTNUM)	(#PARTDSC)	(#PARTAMT)	(#PA	
											RTQTY))																																																	
ENDSELECT																																																										
**********	'Unload	service'																																								
**********																																																								
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SERVICE_UNLOAD')	TO_GET
											(#JSMSTS	#JSMMSG)																																						
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)										
**********																																																								
**********	'Close	service'																																								
**********																																																								
USE								BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)													
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)										
**********																																																								
**********	SUB	ROUTINES																																											
**********																																																								
SUBROUTINE	NAME(CHECK)	PARMS((#JSMSTS	*RECEIVED)	(#JSMMSG	*RECEIVE
											D))																																									
IF									COND('#JSMSTS	*NE	OK')																						
DISPLAY				FIELDS((#JSMSTS)	(#JSMMSG))																	
**********																																													
USE								BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)		
**********																																													
MENU							MSGTXT('Java	service	error	has	occurred')			
**********																																													
ENDIF																																																		
**********																																													
ENDROUTINE																																													
**********	End	of	RDML	commands	**********													



XMLParserServiceの例2	(ノードのトラバース)
これは、比較的複雑なXMLParserServiceの例で、受信したxmlのノードのトラバースを実証しま
す。受信したxmlとLANSAフィールドおよびリストを直接バインドする場合、ほとんどの状況で
ノードをトラバースする必要がなくなります(HTTPServiceサービスを参照)。この例では、xmlを
解析し、DOMツリー内でノードをトラバースしてノードの属性値をロードします。

	
**********	Beginning	of	RDML	commands	**********	
FUNCTION			OPTIONS(*DIRECT)																																				
**********																																																					
DEFINE					FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)															
DEFINE					FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)														
DEFINE					FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
**********																																																					
DEFINE					FIELD(#MESSAGE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)													
DEF_LIST			NAME(#MSGLST)	FIELDS((#MESSAGE))	TYPE(*WORKING)					
**********																																																					
**********	'Open	service'																																						
**********																																																					
USE								BUILTIN(JSM_OPEN)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)											
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)	
**********																																																								
**********	'Load	service'																																										
**********																																																								
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SERVICE_LOAD	SERVICE(XM	
											LPARSERSERVICE)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)															
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)											
**********																																																								
**********	'Load	XML	source'																																							
**********																																																								
**********	Load	from	a	file	
CHANGE					FIELD(#JSMCMD)	TO('LOAD	METHOD(*FILE)	FILE(order.xml)')	
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS		
											#JSMMSG)																																																
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)											
**********																																																								
**********	'Parse	XML'																																													
**********																																																								
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('PARSE')	TO_GET(#JSMSTS		



											#JSMMSG)																																																
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)											
**********																																																								
**********	'Get	ROOT	tag'																																										
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('GET	OBJECT(*ROOTTAGNAME	
											)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)																													
DISPLAY				FIELDS((#JSMSTS)	(#JSMMSG))																													
**********																																																		
**********	Get	warning	and	error	messages																									
**********																																																								
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('GET	OBJECT(*MESSAGES)	S
											ERVICE_LIST(MESSAGE)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#MSGLST)	
**********																																																								
SELECTLIST	NAMED(#MSGLST)																																									
DISPLAY				FIELDS((#MESSAGE))																																					
ENDSELECT																																																									
**********	'Get	node	value'																																							
**********																																																								
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('GET	NODE(/SALESORDER/CU
											STOMER/CUSTNAME)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG		)											
DISPLAY				FIELDS((#JSMSTS)	(#JSMMSG))																												
**********																																																								
**********	'Collect	SALESORDER/LINE	elements'																					
**********																																																								
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('FOREACH	NODE(/SALESORDE
											R/LINE)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)																						
DISPLAY				FIELDS((#JSMSTS)	(#JSMMSG))																												
**********																																																								
	

Part	2
**********	'Loop	through	Line	elements'																											
**********																																																								
BEGIN_LOOP																																																								
**********																																																								
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('NEXT	OBJECT(*NODE)')	TO
											_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)																																		
**********																																																								
IF									COND('#JSMSTS	*NE	OK')																																	



GOTO							LABEL(BRK)																																													
ENDIF																																																													
**********																																																								
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('GET	NODE(*CURRENT)	ATTR
											IBUTE(LineNumber)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)												
**********																																																								
DISPLAY				FIELDS((#JSMSTS)	(#JSMMSG))																												
**********																																																								
CHANGE					FIELD(#JSMCMD)	TO('GET	NODE(PART)	ATTRIBUTE(PARTNUMBER)
																')																																																
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS		
											#JSMMSG)																																																
DISPLAY				FIELDS((#JSMSTS)	(#JSMMSG))																													
**********																																																								
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('GET	NODE(PART/DESCRIPTI	
											ON)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)																											
DISPLAY				FIELDS((#JSMSTS)	(#JSMMSG))																													
**********																																																								
END_LOOP																																																											
BRK	**********	'Loop	breakout																																				
**********																																																							
**********	'Unload	service'																																							
**********																																																								
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SERVICE_UNLOAD')	TO_GET
											(#JSMSTS	#JSMMSG)																																						
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)										
**********																																																								
**********	'Close	service'																																								
**********																																																								
USE								BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)													
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)										
**********																																																								
**********	SUB	ROUTINES																																											
**********																																																								
SUBROUTINE	NAME(CHECK)	PARMS((#JSMSTS	*RECEIVED)	(#JSMMSG	*RECEIVE
											D))																																																				
**********																																																								
IF									COND('#JSMSTS	*NE	OK')																																	
DISPLAY				FIELDS((#JSMSTS)	(#JSMMSG))																												



**********																																																								
USE								BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)													
**********																																																								
MENU							MSGTXT('Java	service	error	has	occurred')															
**********																																																								
ENDIF																																																													
**********																																																								
ENDROUTINE		
	



MQSeries組み込み関数の例
	
**********	Beginning	of	RDML	commands	**********
FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)
DEFINE					FIELD(#JSMCNT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(4)
DEFINE					FIELD(#JSMGET)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(4)
DEFINE					FIELD(#JSMPUT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(4)
DEFINE					FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)
DEFINE					FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
DEFINE					FIELD(#QMANAGER)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(48)
DEFINE					FIELD(#QNAME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(48)
DEFINE					FIELD(#QMODE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
**********
DEFINE					FIELD(#WAIT)	TYPE(*DEC)	LENGTH(9)	DECIMALS(0)
DEFINE					FIELD(#LENGTH)	TYPE(*DEC)	LENGTH(9)	DECIMALS(0)
DEFINE					FIELD(#GETMSGID)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(24)
DEFINE					FIELD(#GETCORID)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(24)
DEFINE					FIELD(#RQMANAGER)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(48)
DEFINE					FIELD(#RQNAME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(48)
DEFINE					FIELD(#JSMMSGID)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(24)	DECIMALS(0)
DEFINE					FIELD(#JSMCORID)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(24)	DECIMALS(0)
DEFINE					FIELD(#MSGTYPE)	TYPE(*DEC)	LENGTH(9)	DECIMALS(0)
DEFINE					FIELD(#MSGFMT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(8)
DEFINE					FIELD(#DEPTH)	TYPE(*DEC)	LENGTH(9)	DECIMALS(0)
**********
DEFINE					FIELD(#CCSID)	TYPE(*DEC)	LENGTH(9)	DECIMALS(0)
DEFINE					FIELD(#PRIORITY)	TYPE(*DEC)	LENGTH(9)	DECIMALS(0)
DEFINE					FIELD(#EXPIRY)	TYPE(*DEC)	LENGTH(9)	DECIMALS(0)
DEFINE					FIELD(#PERSIST)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)
DEFINE					FIELD(#QUSER)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(12)
DEFINE					FIELD(#APPLID)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(32)
**********
**********	Connect	to	queue	manager
**********
CHANGE					FIELD(#QMANAGER)	TO('USERAGENT.QUEUE.MANAGER')
USE								BUILTIN(MQ_CONN)	WITH_ARGS(#QMANAGER)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#JSMCNT)
DISPLAY				FIELDS((#JSMSTS)	(#JSMMSG))
**********



**********	Open	GET	queue
**********
CHANGE					FIELD(#QNAME)	TO('USERAGENT.QUEUE')
USE								BUILTIN(MQ_OPEN)	WITH_ARGS(#JSMCNT	#QNAME	'IQ')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#JSMGET)
DISPLAY				FIELDS((#JSMSTS)	(#JSMMSG))
**********
**********	Open	PUT	queue
**********
USE								BUILTIN(MQ_OPEN)	WITH_ARGS(#JSMCNT	#QNAME	'OFU')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#JSMPUT)
DISPLAY				FIELDS((#JSMSTS)	(#JSMMSG))
**********
**********	Get	GET	queue	depth
**********
USE								BUILTIN(MQ_DEPTH)	WITH_ARGS(#JSMCNT	#JSMGET)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#DEPTH)
DISPLAY				FIELDS((#JSMSTS)	(#DEPTH))
**********
**********	Open	JSM	connection
**********
USE								BUILTIN(JSM_OPEN)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
DISPLAY				FIELDS((#JSMSTS)	(#JSMMSG))
**********
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SERVICE_LOAD	SERVICE(MQCLIENT)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
DISPLAY				FIELDS((#JSMSTS)	(#JSMMSG))
**********
**********	Create	XML	message
**********
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SEND	XSL(SENDORDER)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
DISPLAY				FIELDS((#JSMSTS)	(#JSMMSG))
**********
**********	Put	XML	message
**********
CHANGE					FIELD(#CCSID)	TO(37)
CHANGE					FIELD(#MSGFMT)	TO(MQSTR)
CHANGE					FIELD(#MSGTYPE)	TO(999999999)
CHANGE					FIELD(#PERSIST)	TO('Y')
CHANGE					FIELD(#PRIORITY)	TO(-1)
CHANGE					FIELD(#EXPIRY)	TO(-1)
CHANGE					FIELD(#EXPIRY)	TO(-1)
CHANGE					FIELD(#JSMMSGID)	TO('MYMSG')



CHANGE					FIELD(#JSMCORID)	TO('MYCOR')
CHANGE					FIELD(#RQMANAGER)	TO('MYQMANAGER')
CHANGE					FIELD(#RQNAME)	TO('MYQUEUE')
CHANGE					FIELD(#QUSER)	TO('MYSELF')
CHANGE					FIELD(#APPLID)	TO('MYAPPLID')
**********
USE								BUILTIN(MQ_PUT)	WITH_ARGS(#JSMCNT	#JSMPUT	#MSGTYPE	#MSGFMT	#JSMMSGID	#JSMCORID	#RQMANAGER	#RQNAME	#CCSID	#PERSIST	#PRIORITY	#EXPIRY	#QUSER	#APPLID)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
DISPLAY				FIELDS((#JSMSTS)	(#JSMMSG))
**********
**********	Get	XML	message
**********
CHANGE					FIELD(#WAIT)	TO(35)
CHANGE					FIELD(#MSGTYPE)	TO(0)
CHANGE					FIELD(#LENGTH)	TO(100000)
CHANGE					FIELD(#JSMMSGID)	TO(*BLANK)
CHANGE					FIELD(#JSMCORID)	TO(*BLANK)
CHANGE					FIELD(#MSGFMT)	TO(*BLANK)
CHANGE					FIELD(#MSGTYPE)	TO(0)
CHANGE					FIELD(#RQMANAGER)	TO(*BLANK)
CHANGE					FIELD(#RQNAME)	TO(*BLANK)
CHANGE					FIELD(#QUSER)	TO(*BLANK)
CHANGE					FIELD(#APPLID)	TO(*BLANK)
**********
USE								BUILTIN(MQ_GET)	WITH_ARGS(#JSMCNT	#JSMGET	#WAIT	#LENGTH)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#MSGTYPE	#MSGFMT	#JSMMSGID	#JSMCORID	#RQMANAGER	#RQNAME	#QUSER	#APPLID)
DISPLAY				FIELDS((#JSMSTS)	(#MSGTYPE)	(#MSGFMT)	(#RQMANAGER)	(#RQNAME)	(#JSMMSGID)	(#JSMCORID)	(#QUSER)	(#APPLID)	(#JSMMSG))
**********
**********	Close	JSM	connection
**********
USE								BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
DISPLAY				FIELDS((#JSMSTS)	(#JSMMSG))
**********
**********	Close	GET	queue
**********
USE								BUILTIN(MQ_CLOSE)	WITH_ARGS(#JSMCNT	#JSMGET)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
DISPLAY				FIELDS((#JSMSTS)	(#JSMMSG))
**********
**********	Close	PUT	queue
**********
USE								BUILTIN(MQ_CLOSE)	WITH_ARGS(#JSMCNT	#JSMPUT)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)



DISPLAY				FIELDS((#JSMSTS)	(#JSMMSG))
**********
**********	Disconnect	from	queue	manager
**********
USE								BUILTIN(MQ_DISC)	WITH_ARGS(#JSMCNT)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
DISPLAY				FIELDS((#JSMSTS)	(#JSMMSG))
**********	End	of	RDML	commands	**********
	



MQSeriesとDataQueueプログラムの例
この例では、1つのプログラムでMQSeriesとDataQueueの両方にアクセスします。

**********	Beginning	of	RDML	commands	**********
FUNCTION			OPTIONS(*DIRECT)
**********	
DEFINE					FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)
DEFINE					FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
DEFINE					FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
**********
**********	Stop	MQ	fields	going	across	by	prefixing	with	JSM
**********	
DEFINE					FIELD(#JSMQMGR)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(48)
DEFINE					FIELD(#JSMQNAME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(48)
**********	
DEFINE					FIELD(#JSMRQMGR)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(48)
DEFINE					FIELD(#JSMREPLYQ)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(48)
**********	
DEFINE					FIELD(#JSMWAIT)	TYPE(*DEC)	LENGTH(8)	DECIMALS(0)
DEFINE					FIELD(#JSMMSIZE)	TYPE(*DEC)	LENGTH(8)	DECIMALS(0)
DEFINE					FIELD(#JSMDEPTH)	TYPE(*DEC)	LENGTH(8)	DECIMALS(0)
DEFINE					FIELD(#JSMCCSID)	TYPE(*DEC)	LENGTH(8)	DECIMALS(0)
DEFINE					FIELD(#JSMPST)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)
DEFINE					FIELD(#JSMPTY)	TYPE(*DEC)	LENGTH(8)	DECIMALS(0)
DEFINE					FIELD(#JSMMID)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(24)
DEFINE					FIELD(#JSMCID)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(24)
DEFINE					FIELD(#JSMMTYPE)	TYPE(*DEC)	LENGTH(9)	DECIMALS(0)
**********
**********	Data	Queue
**********
DEFINE					FIELD(#JSMQLIB)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE					FIELD(#JSMQNME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE					FIELD(#JSMQKEY)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)
**********
DEFINE					FIELD(#ORDER)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE					FIELD(#NAME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(50)
DEFINE					FIELD(#STREET)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(50)
DEFINE					FIELD(#CITY)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(50)
DEFINE					FIELD(#STATE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(5)



DEFINE					FIELD(#ZIP)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(5)
**********	
DEFINE					FIELD(#LINENUM)	TYPE(*DEC)	LENGTH(3)	DECIMALS(0)
DEFINE					FIELD(#PARTNUM)	TYPE(*DEC)	LENGTH(3)	DECIMALS(0)
DEFINE					FIELD(#PARTDSC)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(50)
DEFINE					FIELD(#PARTAMT)	TYPE(*DEC)	LENGTH(10)	DECIMALS(2)
DEFINE					FIELD(#PARTQTY)	TYPE(*DEC)	LENGTH(3)	DECIMALS(0)
**********
**********
DEF_LIST			NAME(#WRKLST)	FIELDS((#LINENUM)	(#PARTNUM)	(#PARTDSC)
										(	#PARTAMT)	(#PARTQTY))	TYPE(*WORKING)
**********
CHANGE					FIELD(#JSMQMGR)	TO('TEST.QMANAGER')
CHANGE					FIELD(#JSMQNAME)	TO('TEST.QUEUE')
**********
**********	Get	Queue	Depth
**********	
CALL							PGM(JSMMQDEPTH)	PARM(#JSMQMGR	#JSMQNAME	#JSMDEPTH	#JSMSTS	#JSMMSG)
										NUM_LEN	(*DEFINED)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
DISPLAY				FIELDS((#JSMDEPTH))
**********	
**********	Open	service
**********
USE								BUILTIN(JSM_OPEN)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********
**********	Load	service
**********
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SERVICE_LOAD	SERVICE(XMLQueueService)')	
										TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)	
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********	
**********	Get	message
**********	
CHANGE					FIELD(#JSMQLIB)	TO(JSMSRC)
CHANGE					FIELD(#JSMQNME)	TO(JSMQUEUE)
CHANGE					FIELD(#JSMQKEY)	TO(*BLANK)



CHANGE					FIELD(#JSMWAIT)	TO(5000)
**********
CALL							PGM(JSMDQGET)	PARM(#JSMQLIB	#JSMQNME	#JSMQKEY	#JSMWAIT
										#JSMSTS	#JSMMSG)	NUM_LEN(*DEFINED
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********	
CALL							PGM(JSMMQGET)	PARM(#JSMQMGR	#JSMQNAME	#JSMWAIT	#JSMMSIZE
										#JSMMID	#JSMCID	#JSMRQMGR	#JSMREPLYQ	#JSMMTYPE	#JSMSTS	#JSMMSG)
										NUM_LEN(*DEFINED)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********	
**********	Receive	XML
**********	
CHANGE					FIELD(#JSMCMD)	TO('RECEIVE	XSL(RECEIVEORDER)	SERVICE_LIST
										(LINENUM,PARTNUM,PARTDSC,PARTAMT,PARTQTY)')
**********
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET
										(#JSMSTS	#JSMMSG	#WRKLST)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********	
**********	
DISPLAY				FIELDS((#ORDER))
**********
**********	Send	XML
**********	
CHANGE					FIELD(#JSMCMD)	TO('SEND	XSL(SENDORDER)
										SERVICE_LIST(LINENUM,PARTNUM,PARTDSC,PARTAMT,PARTQTY)')
**********
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	
										TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#WRKLST)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********	
**********	Put	new	message
**********	
CHANGE					FIELD(#JSMCCSID)	TO(0)
CHANGE					FIELD(#JSMMTYPE)	TO(8)
CHANGE					FIELD(#JSMMID)	TO(*BLANK)
CHANGE					FIELD(#JSMCID)	TO(*BLANK)
CHANGE					FIELD(#JSMPST)	TO(Y)



CHANGE					FIELD(#JSMPTY)	TO(4)
CHANGE					FIELD(#JSMRQMGR)	TO(*BLANK)
CHANGE					FIELD(#JSMREPLYQ)	TO(*BLANK)
**********	
CALL							PGM(JSMMQPUT)	PARM(#JSMQMGR	#JSMQNAME	#JSMCCSID	#JSMPST
										#JSMPTY	#JSMMID	#JSMCID	#JSMMTYPE	#JSMRQMGR	#JSMREPLYQ
										#JSMSTS	#JSMMSG)	NUM_LEN(*DEFINED)
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********	
CALL							PGM(JSMDQPUT)	PARM(#JSMQLIB	#JSMQNME	#JSMQKEY
										#JSMSTS	#JSMMSG)	
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********	
**********	Close	service
**********																																	
USE								BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)	
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********	
**********	SUB	ROUTINES	
**********																												
SUBROUTINE	NAME(CHECK)	PARMS((#JSMSTS	*RECEIVED)	(#JSMMSG	*RECEIVED))
**********	
IF									COND('#JSMSTS	*NE	OK')
**********					
DISPLAY				FIELDS((#JSMSTS)	(#JSMMSG))
**********	
USE								BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********	
MENU							MSGTXT('Java	service	error	has	occurred')
**********	
ENDIF																																								
**********	
ENDROUTINE	
**********	End	of	RDML	commands	**********
	



OpenLDAPServiceの例
この例では、RDMLファンクションでのOpenLDAPServiceの使用について実証します。これは、
ユーザーにユーザー名('cn'値)の指定を要求し、IBM	i	上のIBM	Directory	Server	(IBMTelDir)からレ
コードを取得します。最初に、属性*ALLを使用する場合に返される内容を示し、次に、選択し
た属性のみを返す方法を示します。

この例を実行するには、以下の操作を行う必要があります。

1.			IBM	i	上のIBM	Directory	Serverを構成して開始します。IBM	Directory	Serverの詳細について
は、関連するIBMマニュアルを参照してください。

2.			LANSAリポジトリで以下の2つのフィールドを定義します。

									#JSMSTS,	Char,	桁数	20

									#JSMMSG,	Char,	桁数	255
3.			#JSMSRVフィールドを正しいJSMサーバーの値に設定します。

4.			#LDPSRVフィールドを正しいLDAPサーバーの値に設定します。

*	=======================================================
*	Description:
*	This	example	demonstrates	the	use	of	the	
*	OpenLDAPService	in	an	RDML	function.	It	requests	the
*	user	to	provide	a	user	name	(a	'cn'	value)	and	then
*	GETs	a	record	from	the	IBM	Directory	Server	(IBMTelDir)
*	on	the	IBM	i	.	Two	screens	are	returned.	The	first	one
*	shows	what	is	returned	when	you	use	the	attribute	*ALL,
*	while	the	second	shows	you	how	to	return	only	selected
*	attributes.

*	To	run	this	example	you	will	need	to	do	the	following:
*	Step	1.
*	Configure	and	start	the	IBM	Directory	Server	on	the
*	IBM	i.	For	more	information	on	the	IBM	Directory
*	Server	please	refer	to	the	relevant	IBM	Manuals
*	Step	2
*	Define	two	fields	in	the	LANSA	Repository:
*	-	#JSMSTS,	Char,	Length	20
*	-	#JSMMSG,	Char,	Length	255
*	Step	3
*	Set	the	#JSMSRV	field	to	the	correct	JSM	server	value
*	Step	4
*	Set	the	#LDPSRV	field	to	the	correct	LDAP	server	value



*	Disclaimer:	The	following	material	is	supplied	as
*	sample	material	only.	No	warranty	concerning	the
*	material	or	its	use	in	any	way	whatsoever	is
*	expressed	or	implied.

*	=======================================================
FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)

*	The	following	locally	defined	fields	are	used	to	hold
*	the	parameters	required	within	the	JSM	Built-in
*	functions.
DEFINE	FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
DEFINE	FIELD(#JSMSRV)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(050)
DEFINE	FIELD(#LDPSRV)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(050)

*	The	following	fields	are	used	in	the	working	list
*	required	for	the	GET	commands.
DEFINE	FIELD(#ATNAME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(035)
DEFINE	FIELD(#ATVALUE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(035)
DEF_LIST	NAME(#WRKLST)	FIELDS(#ATNAME	#ATVALUE)	TYPE(*WORKING)
DEF_LIST	NAME(#GET_LIST)	FIELDS(#ATNAME	#ATVALUE)
DEF_LIST	NAME(#GET_LIST2)	FIELDS(#ATNAME	#ATVALUE)

*	Define	the	field	used	to	capture	the	'cn'	value	(that
*	is,	the	user	name).
DEFINE	FIELD(#CN_FNAME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(050)	DESC('Name	to	Retrieve')	INPUT_ATR(LC)

*	'Open	service'
*	The	JSM_OPEN	Builtin	Function	is	used	to	connect	this
*	JSM	client	to	the	Java	Services	Manager,	and	to	start
*	a	thread	for	the	service.
CHANGE	FIELD(#JSMSRV)	TO('<system-name>:<port>')
USE	BUILTIN(JSM_OPEN)	WITH_ARGS(#JSMSRV)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	'Load	service'
*	The	Service_Load(OpenLDAPService)	command	loads	and
*	initializes	the	service.



CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('SERVICE_LOAD	SERVICE(OPENLDAPSERVICE)	TRACE(*NO)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	'Bind	to	LDAP	Server'
*	The	BIND	command	is	used	to	establish	a	connection	to
*	the	LDAP	server.	In	this	scenario	we	are	passing	an
*	authentication	name	(DN)	and	password,	but	these	are
*	not	mandatory	for	this	command
CHANGE	FIELD(#LDPSRV)	TO('<LDAP-server-name>')
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('''BIND	HOST(''')
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS(#JSMCMD	#LDPSRV	')	DN(cn=Administrator)	PASSWORD(password)')	TO_GET(#JSMCMD)
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	Execute	a	subroutine	to	REQUEST	the	User	details	to	be
*	retrieved,	then	run	the	GET	command.	Keep	looping	until
*	user	Cancels	or	Exits.	Notice	that	the	Exit	and	Menu
*	keys	are	controlled	to	ensure	that	the	UNLOAD	and	CLOSE
*	commands	are	always	executed.
DOUNTIL	COND('(#IO$KEY	*EQ	''12'')	*OR	(#IO$KEY	*EQ	''03'')')
EXECUTE	SUBROUTINE(REQ_USER)
ENDUNTIL

CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO(UNBIND)
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	'Unload	service'
*	This	command	is	required	to	unload	the	service	and	to
*	remove	the	temporary	directory.	If	you	needed	to	send
*	out	multiple	messages	then	you	would	not	issue	this
*	command	until	after	you	had	finished	sending	all	the
*	messages.
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SERVICE_UNLOAD')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	'Close	service'
*	The	final	step	in	the	process	is	to	close	the	service.



USE	BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	SUBROUTINES

*	This	subroutine	asks	the	user	to	provide	the	CN	name
*	they	wish	to	retrieve
SUBROUTINE	NAME(REQ_USER)

REQUEST	FIELDS(#CN_FNAME)	EXIT_KEY(*YES	*RETURN)	MENU_KEY(*YES	*RETURN)

*	'GET	Command'
*	This	command	is	used	to	get	the	record	of	with	the	user
*	that	has	been	selected.
*	Two	screens	are	returned.	The	first	one	shows	what	is
*	returned	when	you	use	the	attribute	*ALL,	while	the
*	second	shows	you	how	to	return	only	selected	attributes

*	Populate	the	first	screen	using	ATTRIBUTES(*ALL)
CLR_LIST	NAMED(#WRKLST)
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('GET	DN(cn=')
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS(#JSMCMD	#CN_FNAME	',	cn=users'	',	o=ibmteldir)')	TO_GET(#JSMCMD)
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS(#JSMCMD	'	ATTRIBUTES(*ALL)'	'	SERVICE_LIST(ATNAME,ATVALUE)')	TO_GET(#JSMCMD)
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#WRKLST)

CLR_LIST	NAMED(#GET_LIST)
SELECTLIST	NAMED(#WRKLST)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#GET_LIST)
ENDSELECT

DISPLAY	BROWSELIST(#GET_LIST)	EXIT_KEY(*YES	*RETURN)	MENU_KEY(*YES	*RETURN)

*	Populate	the	second	screen	using	ATTRIBUTES(cn,sn,mail)
CLR_LIST	NAMED(#WRKLST)
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('GET	DN(cn=')
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS(#JSMCMD	#CN_FNAME	',	cn=users'	',	o=ibmteldir)')	TO_GET(#JSMCMD)
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS(#JSMCMD	'	ATTRIBUTES(cn,sn,mail)'	'	SERVICE_LIST(ATNAME,ATVALUE)')	TO_GET(#JSMCMD)
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#WRKLST)



CLR_LIST	NAMED(#GET_LIST2)
SELECTLIST	NAMED(#WRKLST)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#GET_LIST2)
ENDSELECT

DISPLAY	BROWSELIST(#GET_LIST2)	EXIT_KEY(*YES	*RETURN)	MENU_KEY(*YES	*RETURN)

ENDROUTINE

SUBROUTINE	NAME(CHECK)	PARMS((#JSMSTS	*RECEIVED)	(#JSMMSG	*RECEIVED))

IF	COND('#JSMSTS	*NE	OK')
DISPLAY	FIELDS(#JSMSTS	#JSMMSG)

USE	BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)

MENU	MSGTXT('Java	service	error	has	occurred')

ENDIF

ENDROUTINE



RFIDataSourceServiceの例
このLANSAファンクションは、クライアントのRFIExampleプログラム例のホスト・プログラム
です。

**********	Beginning	of	RDML	commands	**********															
FUNCTION			OPTIONS(*DIRECT)																																				
DEFINE					FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)															
DEFINE					FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)														
DEFINE					FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
DEFINE					FIELD(#EMPNO)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(5)																	
DEFINE					FIELD(#SURNAME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)														
DEFINE					FIELD(#GIVENAME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)													
DEFINE					FIELD(#ADDRESS1)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(25)													
DEFINE					FIELD(#ADDRESS2)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(25)													
DEFINE					FIELD(#ADDRESS3)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(25)													
DEFINE					FIELD(#SKILCODE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)																
DEFINE					FIELD(#DATEACQR)	TYPE(*DEC)	LENGTH(6)	DECIMALS(0)						
DEFINE					FIELD(#GRADE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)																				
DEFINE					FIELD(#COMMENT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)																	
DEF_LIST			NAME(#SKILL)	FIELDS((#SKILCODE)	(#DATEACQR)	(#GRADE)	(#
											COMMENT))	TYPE(*WORKING)																															
DEFINE					FIELD(#SNAME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)																			
DEFINE					FIELD(#LNAME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(30)																			
DEF_LIST			NAME(#MAPLST)	FIELDS((#SNAME)	(#LNAME))	TYPE(*WORKING)	
DEF_LIST			NAME(#FLDLST)	FIELDS((#SNAME))	TYPE(*WORKING)										
DEFINE					FIELD(#SOURCE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(50)								
**********	Build	Map																																				
EXECUTE				SUBROUTINE(BLDMAP)																											
**********	'Open	service'																															
USE								BUILTIN(JSM_OPEN)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)				
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
**********	'Load	service'																															
CHANGE					FIELD(#JSMCMD)	TO('SERVICE_LOAD	SERVICE(RFIDATASOURCESERVICE)
												SERVICE_LIST(SNAME,LNAME)	BIND(*FIELD)')												
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS		
											#JSMMSG	#MAPLST)																																								
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)											
**********	Check	for	inbound	data	source																											
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('CHECK	OBJECT(*DATASOURCE)')	



											TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)																																
IF									COND('#JSMSTS	*EQ	OK')																																		
**********	Get	employee	id	from	data	source																								
CHANGE					FIELD(#JSMCMD)	TO('GET	OBJECT(*FIELD)	NAME(EMPNO)	SERVI	
											CE_LIST(SNAME)')																																								
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS		
											#JSMMSG	#FLDLST)																																								
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)											
CHANGE					FIELD(#JSMCMD)	TO('GET	OBJECT(*TABLE)	NAME(SKILLS)	SERV	
											ICE_LIST(SKILCODE,DATEACQR,GRADE,COMMENT)')													
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS		
											#JSMMSG	#SKILL)																																									
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)											
ENDIF																																																														
**********	Create	data	source																																						
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('CREATE	DATASOURCE(EMPLOYEE)	
											')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)																														
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)											
**********	Add	skills	to	data	source																															
EXECUTE				SUBROUTINE(SKILL)																																							
CHANGE					FIELD(#JSMCMD)	TO('PUT	OBJECT(*TABLE)	NAME(SKILLS)	SERV	
											ICE_LIST(SKILCODE,DATEACQR,GRADE,COMMENT)')													
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS		
											#JSMMSG	#SKILL)																																									
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)											
**********	Add	fields	to	data	source																															
CHANGE					FIELD(#EMPNO)	TO(A1001)																																	
CHANGE					FIELD(#GIVENAME)	TO(JOANNE)																														
CHANGE					FIELD(#SURNAME)	TO(JONES)																													
EXECUTE				SUBROUTINE(FIELDS)																																						
CHANGE					FIELD(#JSMCMD)	TO('PUT	OBJECT(*FIELD)	SERVICE_LIST(SNAM	
											E)')																																																				
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS		
											#JSMMSG	#FLDLST)																																								
**********	Send	data	source	to	client																														
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SEND	OBJECT(*DATASOURCE	
											)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)																													
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)											
**********	'Close	service'																																									



USE								BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)													
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)										
**********	SUB	ROUTINES																																											
SUBROUTINE	NAME(CHECK)	PARMS((#JSMSTS	*RECEIVED)	(#JSMMSG	*RECEIVE
											D))																																																				
IF									COND('#JSMSTS	*NE	OK')																																	
**********	Close	service	and	send	the	HTTP	response															
USE								BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)	
ENDIF																																																	
ENDROUTINE																																												
SUBROUTINE	NAME(FIELDS)																															
CHANGE					FIELD(#SNAME)	TO(EMPNO)																				
ADD_ENTRY		TO_LIST(#FLDLST)																											
CHANGE					FIELD(#SNAME)	TO(GIVENAME)																	
ADD_ENTRY		TO_LIST(#FLDLST)																											
CHANGE					FIELD(#SNAME)	TO(SURNAME)					
ADD_ENTRY		TO_LIST(#FLDLST)														
ENDROUTINE																															
SUBROUTINE	NAME(BLDMAP)																		
CHANGE					FIELD(#SNAME)	TO(EMPNO)							
CHANGE					FIELD(#LNAME)	TO(EMPLOYEE_ID)	
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)														
CHANGE					FIELD(#SNAME)	TO(SURNAME)					
CHANGE					FIELD(#LNAME)	TO(*BLANK)					
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)													
CHANGE					FIELD(#SNAME)	TO(GIVENAME)			
CHANGE					FIELD(#LNAME)	TO(FIRST_NAME)	
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)													
CHANGE					FIELD(#SNAME)	TO(SKILCODE)			
CHANGE					FIELD(#LNAME)	TO(SKILL)						
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)													
CHANGE					FIELD(#SNAME)	TO(DATEACQR)			
CHANGE					FIELD(#LNAME)	TO(ACQUIRED)			
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)									
CHANGE					FIELD(#SNAME)	TO(GRADE)		
CHANGE					FIELD(#LNAME)	TO(*BLANK)	
ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)									
CHANGE					FIELD(#SNAME)	TO(COMMENT)
CHANGE					FIELD(#LNAME)	TO(*BLANK)	



ADD_ENTRY		TO_LIST(#MAPLST)									
ENDROUTINE																										
SUBROUTINE	NAME(SKILL)														
CHANGE					FIELD(#SKILCODE)	TO(RPG)																			
CHANGE					FIELD(#DATEACQR)	TO(991202)																
CHANGE					FIELD(#GRADE)	TO(A)																								
CHANGE					FIELD(#COMMENT)	TO('Good	knowledge')							
ADD_ENTRY		TO_LIST(#SKILL)																												
CHANGE					FIELD(#SKILCODE)	TO(CL)																				
CHANGE					FIELD(#DATEACQR)	TO(981102)																
CHANGE					FIELD(#GRADE)	TO(B)																								
CHANGE					FIELD(#COMMENT)	TO('Improvement	required')	
ADD_ENTRY		TO_LIST(#SKILL)																												
ENDROUTINE
**********	End	of	RDML	commands	**********
	



ZipServiceの例
これは、Zipアーカイブ・ファイルを作成し、新しく作成したZipファイルに指定のディレクトリ
の内容をコピーする簡単なファンクションです。

	
*	Uses	Integrator	Services:	ZIPSERVICE
	
*	Loads	ZIPService	service	then	zips	a	nominated
*	directory	into	an	archive	file.

*	Beginning	of	RDML	commands	**********
FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)

DEFINE	FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(020)
DEFINE	FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
DEFINE	FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)

DEFINE	FIELD(#ZIPDIR)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)	LABEL('Zip	directory:')	COLHDG('Path	to	be	zipped')	INPUT_ATR(FE	LC)
DEFINE	FIELD(#ZIPFIL)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)	LABEL('Zip	file	path:')	COLHDG('Output	zip	path/file')	INPUT_ATR(FE	LC)	DEFAULT('''*.zip''')

*	Open	service
USE	BUILTIN(JSM_OPEN)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	Load	service
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SERVICE_LOAD	SERVICE(ZIPSERVICE)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
MESSAGE	MSGTXT('ZIPService	loaded')

BEGIN_LOOP

*	request	name	of	folder	to	be	zipped	and	target	zip	file
CHANGE	FIELD(#STD_INSTR)	TO('''Type	zip	directory	and	zip	file	name,	press	Enter.''')
REQUEST	FIELDS((#STD_INSTR	*L003	*P002	*OUTPUT	*NOID)	(#ZIPDIR	*L005	*P002)	(#ZIPFIL	*L010	*P002))	DESIGN(*DOWN)	IDENTIFY(*COLHDG)	DOWN_SEP(001)	ACROSS_SEP(001)	EXIT_KEY(*NO)	MENU_KEY(*YES	*NEXT)	PROMPT_KEY(*NO)

IF_KEY	WAS(*MENU)

*	Close	service



EXECUTE	SUBROUTINE(DISCONNECT)
MENU

ENDIF

*	create	the	zip	file
EXECUTE	SUBROUTINE(MAKEZIP)

END_LOOP

*	Zips	the	nominated	directory
SUBROUTINE	NAME(MAKEZIP)

*	Create	the	specified	zip	file
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO(CREATE)
EXECUTE	SUBROUTINE(KEYWRD)	WITH_PARMS(FILE	#ZIPFIL)
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	Add	the	contents	of	the	specified	folder
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO(ADD)
EXECUTE	SUBROUTINE(KEYWRD)	WITH_PARMS(PATH	#ZIPDIR)
EXECUTE	SUBROUTINE(KEYWRD)	WITH_PARMS(BASE	'*CURRENT')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	Close	the	zip	file
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	Confirm	zip	is	complete
MESSAGE	MSGTXT('Directory	has	been	successfully	zipped')

ENDROUTINE

SUBROUTINE	NAME(DISCONNECT)

*	Unload	service
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SERVICE_UNLOAD')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)



USE	BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	Close	service
USE	BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)

ENDROUTINE

*	Build	JSM	commands
SUBROUTINE	NAME(KEYWRD)	PARMS((#KEYWORD	*RECEIVED)	(#KEYW_VAL1	*RECEIVED))
DEFINE	FIELD(#KEYWORD)	REFFLD(#STD_TEXT)
DEFINE	FIELD(#KEYW_VAL1)	REFFLD(#STD_TEXTL)

USE	BUILTIN(BCONCAT)	WITH_ARGS(#JSMCMD	#KEYWORD)	TO_GET(#JSMCMD)
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS(#JSMCMD	'('	#KEYW_VAL1	')')	TO_GET(#JSMCMD)

ENDROUTINE

*	Check	the	JSM	return	status
SUBROUTINE	NAME(CHECK)	PARMS((#JSMSTS	*RECEIVED)	(#JSMMSG	*RECEIVED))

IF	COND('#JSMSTS	*NE	OK')

USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS(#JSMSTS	'	:	'	#JSMMSG)	TO_GET(#STD_TEXTL)
MENU	MSGID(DCM9899)	MSGF(DC@M01)	MSGDTA(#STD_TEXTL)

ENDIF

ENDROUTINE



PDFSpoolFileServiceの例
このファンクションでは、IBM	i	に接続し、指定の出力待ち行列の最初の3つのスプール・ファ
イルを、アクティブなJSMインスタンスのルート・ディレクトリでPDFドキュメントに変換しま
す。

									アクティブなJSMサーバーが、スプール・ファイル情報の取得元のIBM	i	上にある場合、
サーバー、ユーザー、パスワードは任意です。

									ユーザーを指定しない場合、オプション*ALLを使用してスプール・ファイルを取得しま
す。大量のスプール・ファイルがある出力待ち行列を指定した場合、パフォーマンスのオー
バーヘッドが発生する可能性があります。

使用するサイトに合うように、表示される省略値を修正します。

*	Uses	Integrator	Services:	PDFSPOOLFILESERVICE
*	This	function	connects	to	a	IBM	i	&	converts
*	the	1st	3	spool	files	from	the	nominated	outq	to	PDF
*	documents	on	the	root	dir	of	the	active	JSM	Instance.

*	Server,	User	&	Password	are	optional	if	the	active	JSM
*	Server	is	located	on	the	same	IBM	i	as	spool	files

*	If	the	User	is	NOT	specified	the	option	of	*ALL	is	used
*	THIS	MAY	BE	A	PERFORMANCE	OVERHEAD

*	Modify	the	default	values	to	suit	your	site.

*	Beginning	of	RDML	commands	**********
FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)

DEFINE	FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(020)
DEFINE	FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
DEFINE	FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)

DEFINE	FIELD(#JSMSERVER)	TYPE(*char)	LENGTH(20)
DEFINE	FIELD(#JSMUSER)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(010)	LABEL('User')
DEFINE	FIELD(#JSMPSSWRD)	TYPE(*char)	LENGTH(10)
DEFINE	FIELD(#JSMLIB)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(010)	LABEL('Library')
DEFINE	FIELD(#JSMOUTQ)	TYPE(*char)	LENGTH(10)

DEFINE	FIELD(#FLENAM)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(010)
DEFINE	FIELD(#FLENUM)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(006)
DEFINE	FIELD(#JOBNAME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)



DEFINE	FIELD(#JOBUSER)	REFFLD(#JOBNAME)
DEFINE	FIELD(#JOBNUMBER)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(006)
DEFINE	FIELD(#SPLFILSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(010)

DEFINE	FIELD(#PDFKEY)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(020)
DEFINE	FIELD(#PDFVALUE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(050)

DEFINE	FIELD(#DOCNME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(150)
DEFINE	FIELD(#DOCCNT)	TYPE(*DEC)	LENGTH(003)	DECIMALS(0)

DEF_LIST	NAME(#PDFLST)	FIELDS((#PDFKEY	*INP)	(#PDFVALUE	*INP))	TYPE(*WORKING)

DEF_LIST	NAME(#SPOOLLST)	FIELDS(#FLENAM	#FLENUM	#JOBNAME	#JOBUSER	#JOBNUMBER	#SPLFILSTS)	COUNTER(#LISTCOUNT)	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(0009999)

*	set	default	values	for	screen
CHANGE	FIELD(#STD_INSTR)	TO('''Set	your	appropriate	information	then	press	ENTER	to	generate	PDF	files''')
CHANGE	FIELD(#JSMSERVER)	TO(ISERIES01)
CHANGE	FIELD(#JSMUSER)	TO(USER)
CHANGE	FIELD(#JSMPSSWRD)	TO(PASSWORD)
CHANGE	FIELD(#JSMLIB)	TO(QUSRSYS)
CHANGE	FIELD(#JSMOUTQ)	TO(QEZJOBLOG)

*	Connect	to	JSM	Server
USE	BUILTIN(JSM_OPEN)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	Load	the	PDF	service
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('SERVICE_LOAD	SERVICE(PDFSPOOLFILESERVICE)	TRACE(*YES)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
MESSAGE	MSGTXT('PDFSpoolFileService	loaded')

BEGIN_LOOP

*	Format	and	Process	JSM	commands
REQUEST	FIELDS((#STD_INSTR	*L004	*P002	*OUTPUT	*NOID)	(#JSMSERVER	*L007	*P026)	(#JSMUSER	*L009	*P026)	(#JSMPSSWRD	*L011	*P026)	(#JSMLIB	*L13	*P26)	(#JSMOUTQ	*L15	*P26))	IDENTIFY(*LABEL)	EXIT_KEY(*NO)	MENU_KEY(*YES	*NEXT)	PROMPT_KEY(*NO)

IF_KEY	WAS(*MENU)



*	Close	service
EXECUTE	SUBROUTINE(DISCONNECT)
MENU

ENDIF

*	Connect	to	IBM	i	server
EXECUTE	SUBROUTINE(CONNECT)

*	Get	list	of	spool	files	to	process
EXECUTE	SUBROUTINE(LIST)

*	Create	PDF	files
EXECUTE	SUBROUTINE(PDF)

END_LOOP

*	Connect	to	host	database
SUBROUTINE	NAME(CONNECT)

*	Connect	to	the	required	IBM	i	host
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS('CONNECT	HOST('	#JSMSERVER	')	USER('	#JSMUSER	')	PASSWORD(')	TO_GET(#JSMCMD)
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS(#JSMCMD	#JSMPSSWRD	')')	TO_GET(#JSMCMD)
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
MESSAGE	MSGTXT('JSM	Server	connected')

ENDROUTINE

*	Generate	a	list	of	spool	files	from	selected	location
SUBROUTINE	NAME(LIST)

MESSAGE	MSGTXT('Searching	output	queue	...')	TYPE(*STATUS)
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS('LIST	LIBRARY('	#JSMLIB	')	QUEUE('	#JSMOUTQ	')	USER(')	TO_GET(#JSMCMD)

IF	COND('#JSMUSER	*NE	*BLANK')
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS(#JSMCMD	#JSMUSER)	TO_GET(#JSMCMD)
ELSE



USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS(#JSMCMD	'*ALL')	TO_GET(#JSMCMD)
ENDIF

USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS(#JSMCMD	')	USERDATA(*ALL)	FORMTYPE(*STD)	SERVICE_LIST('	'FLENAM,	FLENUM,	JOBNAME,	JOBUSER,	JOBNUMBER,	'	'SPLFILSTS)')	TO_GET(#JSMCMD)
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#SPOOLLST)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
MESSAGE	MSGTXT('List	of	spool	files	generated')

ENDROUTINE

*	Create	a	PDF	file	from	selected	spool	file
SUBROUTINE	NAME(PDF)

MESSAGE	MSGTXT('PDFs	files	being	generated	...')	TYPE(*STATUS)

*	Create	an	entry	for	each	consistent	keyword
CLR_LIST	NAMED(#PDFLST)
EXECUTE	SUBROUTINE(ADDKEYWRD)	WITH_PARMS(JOBNUMBER	#JOBNUMBER)
EXECUTE	SUBROUTINE(ADDKEYWRD)	WITH_PARMS(AUTHOR	'LANSAUSER')
EXECUTE	SUBROUTINE(ADDKEYWRD)	WITH_PARMS(TITLE	'PDF	example	created	using	PDFSpoolFileService')
EXECUTE	SUBROUTINE(ADDKEYWRD)	WITH_PARMS(SUBJECT	'Generated	by	LANSA	SUPPLIED	Test	Function')
EXECUTE	SUBROUTINE(ADDKEYWRD)	WITH_PARMS(CREATOR	*FUNCTION)
EXECUTE	SUBROUTINE(ADDKEYWRD)	WITH_PARMS(PAGESIZE	'*A4')
EXECUTE	SUBROUTINE(ADDKEYWRD)	WITH_PARMS(MARGIN	'15')
CHANGE	FIELD(#DOCCNT)	TO(0)

SELECTLIST	NAMED(#SPOOLLST)

*	build	a	unique	PDF	file	name
CHANGE	FIELD(#DOCCNT)	TO('#DOCCNT	+	1')
SUBSTRING	FIELD(#DOCCNT)	INTO_FIELD(#DOCNME)
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS('PDFTST'	#DOCNME	'.pdf')	TO_GET(#DOCNME)

*	Build	the	CREATE	command	using	list	details
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS('CREATE	SERVICE_LIST(PDFKEY,PDFVALUE)	DOCUMENT('	#DOCNME	')	NAME('	#FLENAM	')	NUMBER(')	TO_GET(#JSMCMD)
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS(#JSMCMD	#FLENUM	')	JOBNAME('	#JOBNAME	')	JOBUSER(')	TO_GET(#JSMCMD)
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS(#JSMCMD	#JOBUSER	')')	TO_GET(#JSMCMD)

*	Create	PDF



USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#PDFLST)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
USE	BUILTIN(BCONCAT)	WITH_ARGS('PDF	document'	#DOCNME	'created')	TO_GET(#STD_TEXTL)
MESSAGE	MSGID(DCM9899)	MSGF(DC@M01)	MSGDTA(#STD_TEXTL)

*	Only	create	PDF	files	for	first	3	spool	files
LEAVE	IF('#DOCCNT	=	3')

ENDSELECT

ENDROUTINE

SUBROUTINE	NAME(DISCONNECT)

*	Unload	service
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SERVICE_UNLOAD')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
USE	BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	Close	service
USE	BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)

ENDROUTINE

*	Keywords	to	list
SUBROUTINE	NAME(ADDKEYWRD)	PARMS((#PDFKEY	*RECEIVED)	(#PDFVALUE	*RECEIVED))

ADD_ENTRY	TO_LIST(#PDFLST)

ENDROUTINE

*	Check	the	JSM	return	status
SUBROUTINE	NAME(CHECK)	PARMS((#JSMSTS	*RECEIVED)	(#JSMMSG	*RECEIVED))

IF	COND('#JSMSTS	*NE	OK')

USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS(#JSMSTS	'	:	'	#JSMMSG)	TO_GET(#STD_TEXTL)
MENU	MSGID(DCM9899)	MSGF(DC@M01)	MSGDTA(#STD_TEXTL)



ENDIF

ENDROUTINE

*	End	of	RDML	commands	**********



SVFileServiceの例
この簡単なファンクションにより、別々の変数ファイルにデータの読み込みや書き込みを行うこ
とができます。

	
*	Uses	Integrator	Services:	SVFILESERVICE
*	This	function	reads	CSV	file	inforamtion	into	a	list
*	or	write	information	to	a	CSV	file	from	a	list

*	Beginning	of	RDML	commands	**********
FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)

DEFINE	FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(020)
DEFINE	FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
DEFINE	FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)

DEFINE	FIELD(#SVFIL)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(80)	LABEL('File	path:')	COLHDG('SV	File	to	be	read')

DEFINE	FIELD(#LINENUM)	TYPE(*DEC)	LENGTH(7)	DECIMALS(0)	COLHDG('Line')	EDIT_CODE(3)
DEFINE	FIELD(#PARTNUM)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(7)	COLHDG('Part')
DEFINE	FIELD(#PARTDSC)	REFFLD(#STD_DESC)
DEFINE	FIELD(#PARTAMT)	TYPE(*DEC)	LENGTH(9)	DECIMALS(2)	COLHDG('Unit	Price')	EDIT_CODE(3)
DEFINE	FIELD(#PARTQTY)	TYPE(*DEC)	LENGTH(7)	DECIMALS(0)	COLHDG('Quantity')	EDIT_CODE(3)

DEF_LIST	NAME(#ORDLIST)	FIELDS(#LINENUM	#PARTNUM	#PARTDSC	#PARTAMT	#PARTQTY)	COUNTER(#LISTCOUNT)
DEF_LIST	NAME(#ORDLISTW)	FIELDS(#LINENUM	#PARTNUM	#PARTDSC	#PARTAMT	#PARTQTY)	TYPE(*WORKING)

*	Open	service
USE	BUILTIN(JSM_OPEN)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	Load	service
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SERVICE_LOAD	SERVICE(SVFILESERVICE)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
MESSAGE	MSGTXT('SVFileService	loaded')
EXECUTE	SUBROUTINE(CLEARLST)

BEGIN_LOOP



*	request	name	of	folder	to	be	zipped	and	target	zip	file
CHANGE	FIELD(#STD_INSTR)	TO('''Type	the	SV	file	name	to	be	read	or	written.		Use	buttons	to	process.''')

REQUEST	FIELDS((#STD_INSTR	*L003	*P002	*OUTPUT	*NOID)	(#SVFIL	*L004	*P002))	DESIGN(*DOWN)	IDENTIFY(*COLHDG)	DOWN_SEP(001)	ACROSS_SEP(001)	BROWSELIST(#ORDLIST)	EXIT_KEY(*NO)	MENU_KEY(*YES	*NEXT)	PROMPT_KEY(*NO)	USER_KEYS((05	'Read'	*NEXT	*NONE)
(06	'Write'	*NEXT	*NONE)(07	'Clear'))

IF_KEY	WAS(*MENU)
*	Close	service
EXECUTE	SUBROUTINE(DISCONNECT)
MENU
ENDIF

*	read	the	SV	file
IF_KEY	WAS(*USERKEY1)
EXECUTE	SUBROUTINE(READSV)
ENDIF

*	write	to	the	SV	file
IF_KEY	WAS(*USERKEY2)
EXECUTE	SUBROUTINE(WRITESV)
ENDIF

*	clear	the	list	information
IF_KEY	WAS(*USERKEY3)
EXECUTE	SUBROUTINE(CLEARLST)
ENDIF

END_LOOP

*	Read	the	nominated	SV	file
*	(columns	must	match	the	working	list	definition)

SUBROUTINE	NAME(READSV)

CLR_LIST	NAMED(#ORDLISTW)
CLR_LIST	NAMED(#ORDLIST)

*	Read	the	SV	order	file
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('READ	SERVICE_LIST(LINENUM,PARTNUM,PARTDSC,PARTAMT,PARTQTY)')



EXECUTE	SUBROUTINE(KEYWRD)	WITH_PARMS(FILE	#SVFIL)
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#ORDLISTW)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)

SELECTLIST	NAMED(#ORDLISTW)

ADD_ENTRY	TO_LIST(#ORDLIST)	WITH_MODE(*ADD)

ENDSELECT

*	add	a	blank	line	for	new	details
CHANGE	FIELD(#ORDLIST)	TO(*DEFAULT)
CHANGE	FIELD(#LINENUM)	TO(#LISTCOUNT)

BEGIN_LOOP	TO(5)
CHANGE	FIELD(#LINENUM)	TO('#LINENUM	+	1')
ADD_ENTRY	TO_LIST(#ORDLIST)	WITH_MODE(*ADD)
END_LOOP

*	Confirm	file	read	is	complete
MESSAGE	MSGTXT('File	has	been	successfully	read')

ENDROUTINE

*	Write	to	the	nominated	SV	file
*	(columns	must	match	the	working	list	definition)

SUBROUTINE	NAME(WRITESV)

CLR_LIST	NAMED(#ORDLISTW)

SELECTLIST	NAMED(#ORDLIST)

IF	COND('#PARTNUM	*NE	*BLANK')
ADD_ENTRY	TO_LIST(#ORDLISTW)
ENDIF

ENDSELECT



*	Create	the	specified	zip	file
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('WRITE	SERVICE_LIST(LINENUM,PARTNUM,PARTDSC,PARTAMT,PARTQTY)')
EXECUTE	SUBROUTINE(KEYWRD)	WITH_PARMS(FILE	#SVFIL)
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#ORDLISTW)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	Confirm	write	of	file	is	complete
MESSAGE	MSGTXT('Order	has	been	successfully	written	to	file')

ENDROUTINE

*	Clear	list

SUBROUTINE	NAME(CLEARLST)

CLR_LIST	NAMED(#ORDLIST)

BEGIN_LOOP	USING(#LINENUM)	TO(10)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#ORDLIST)	WITH_MODE(*ADD)
END_LOOP

ENDROUTINE

SUBROUTINE	NAME(DISCONNECT)

*	Unload	service
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SERVICE_UNLOAD')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	Close	service
USE	BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)

EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)

ENDROUTINE

*	Build	JSM	commands
SUBROUTINE	NAME(KEYWRD)	PARMS((#KEYWORD	*RECEIVED)	(#KEYW_VAL1	*RECEIVED))
DEFINE	FIELD(#KEYWORD)	REFFLD(#STD_TEXT)



DEFINE	FIELD(#KEYW_VAL1)	REFFLD(#STD_TEXTL)

USE	BUILTIN(BCONCAT)	WITH_ARGS(#JSMCMD	#KEYWORD)	TO_GET(#JSMCMD)
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS(#JSMCMD	'('	#KEYW_VAL1	')')	TO_GET(#JSMCMD)

ENDROUTINE

*	Check	the	JSM	return	status
SUBROUTINE	NAME(CHECK)	PARMS((#JSMSTS	*RECEIVED)	(#JSMMSG	*RECEIVED))

IF	COND('#JSMSTS	*NE	OK')
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS(#JSMSTS	'	:	'	#JSMMSG)	TO_GET(#STD_TEXTL)
MESSAGE	MSGID(DCM9899)	MSGF(DC@M01)	MSGDTA(#STD_TEXTL)
ENDIF

ENDROUTINE
	



ExcelReadServiceの例
*	Uses	Integrator	Services:	EXCELREADSERVICE
	
*	This	function	reads	an	EXCEL	file	into	a	list
*	or	writes	information	to	an	EXCEL	file	from	a	list

*	Beginning	of	RDML	commands	**********
FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)

DEFINE	FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(020)
DEFINE	FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
DEFINE	FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)

DEFINE	FIELD(#EXCELFIL)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(79)	LABEL('File	path:')	COLHDG('EXCEL	File	to	open')
DEFINE	FIELD(#EXCELSHT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(25)	LABEL('Worksheet:')	COLHDG('EXCEL	Worksheet')	DEFAULT('sheet1')
DEFINE	FIELD(#LINENUM)	TYPE(*DEC)	LENGTH(7)	DECIMALS(0)	COLHDG('Line')	EDIT_CODE(3)
DEFINE	FIELD(#PARTNUM)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(7)	COLHDG('Part')
DEFINE	FIELD(#PARTDSC)	REFFLD(#STD_DESC)
DEFINE	FIELD(#PARTAMT)	TYPE(*DEC)	LENGTH(9)	DECIMALS(2)	COLHDG('Unit	Price')	EDIT_CODE(3)
DEFINE	FIELD(#PARTQTY)	TYPE(*DEC)	LENGTH(7)	DECIMALS(0)	COLHDG('Quantity')	EDIT_CODE(3)

DEF_LIST	NAME(#ORDLIST)	FIELDS(#LINENUM	#PARTNUM	#PARTDSC	#PARTAMT	#PARTQTY)	COUNTER(#LISTCOUNT)
DEF_LIST	NAME(#ORDLISTW)	FIELDS(#LINENUM	#PARTNUM	#PARTDSC	#PARTAMT	#PARTQTY)	TYPE(*WORKING)

*	Open	service
USE	BUILTIN(JSM_OPEN)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	Load	service
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SERVICE_LOAD	SERVICE(EXCELREADSERVICE)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)

MESSAGE	MSGTXT('ExcelReadService	loaded')

EXECUTE	SUBROUTINE(CLEARLST)

BEGIN_LOOP



*	request	name	of	folder	to	be	zipped	and	target	zip	file
CHANGE	FIELD(#STD_INSTR)	TO('''Type	the	EXCEL	file	name	to	be	read	or	written.		Use	buttons	to	process.''')

REQUEST	FIELDS((#STD_INSTR	*L003	*P002	*OUTPUT	*NOID)	(#EXCELFIL	*L004	*P002)	(#EXCELSHT	*L006	*P002	*COLHDG))	DESIGN(*DOWN)	IDENTIFY(*COLHDG)	DOWN_SEP(001)	ACROSS_SEP(001)	BROWSELIST(#ORDLIST)	EXIT_KEY(*NO)	MENU_KEY(*YES	*NEXT)	PROMPT_KEY(*NO)	USER_KEYS((05	'Read'	*NEXT	*NONE)
(06	'Write'	*NEXT	*NONE)(07	'Clear'))

IF_KEY	WAS(*MENU)
*	Close	service
EXECUTE	SUBROUTINE(DISCONNECT)
MENU
ENDIF

*	read	the	EXCEL	file
IF_KEY	WAS(*USERKEY1)
EXECUTE	SUBROUTINE(READEXCEL)
ENDIF

*	write	to	the	EXCEL	file
IF_KEY	WAS(*USERKEY2)
EXECUTE	SUBROUTINE(WRITEEXCEL)
ENDIF

*	clear	the	list	information
IF_KEY	WAS(*USERKEY3)
EXECUTE	SUBROUTINE(CLEARLST)
ENDIF

END_LOOP

*	Read	the	nominated	EXCEL	file
*	(columns	must	match	the	working	list	definition)
SUBROUTINE	NAME(READEXCEL)

CLR_LIST	NAMED(#ORDLISTW)
CLR_LIST	NAMED(#ORDLIST)

*	Open	the	EXCEL	order	file
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO(OPEN)
EXECUTE	SUBROUTINE(KEYWRD)	WITH_PARMS(FILE	#EXCELFIL)



USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	Read	the	EXCEL	order	file
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('READ	SERVICE_LIST(LINENUM,PARTNUM,PARTDSC,PARTAMT,PARTQTY)')
EXECUTE	SUBROUTINE(KEYWRD)	WITH_PARMS(R1C1	'2,1')
EXECUTE	SUBROUTINE(KEYWRD)	WITH_PARMS(R2C2	'3,0')
IF	COND('#EXCELSHT	*NE	*BLANK')
EXECUTE	SUBROUTINE(KEYWRD)	WITH_PARMS(SHEET	#EXCELSHT)
ENDIF
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#ORDLISTW)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)

SELECTLIST	NAMED(#ORDLISTW)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#ORDLIST)	WITH_MODE(*ADD)
ENDSELECT

*	add	a	blank	line	for	new	details
CHANGE	FIELD(#ORDLIST)	TO(*DEFAULT)
CHANGE	FIELD(#LINENUM)	TO(#LISTCOUNT)

BEGIN_LOOP	TO(5)
CHANGE	FIELD(#LINENUM)	TO('#LINENUM	+	1')
ADD_ENTRY	TO_LIST(#ORDLIST)	WITH_MODE(*ADD)
END_LOOP

EXECUTE	SUBROUTINE(CLOSE)

*	Confirm	file	read	is	complete
MESSAGE	MSGTXT('File	has	been	successfully	read')

ENDROUTINE

*	Write	to	the	nominated	EXCEL	file
*	(columns	must	match	the	working	list	definition)
SUBROUTINE	NAME(WRITEEXCEL)

CLR_LIST	NAMED(#ORDLISTW)



SELECTLIST	NAMED(#ORDLIST)

IF	COND('#PARTNUM	*NE	*BLANK')
ADD_ENTRY	TO_LIST(#ORDLISTW)
ENDIF

ENDSELECT

*	Open	the	EXCEL	order	file
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('OPEN	MODE(*WRITE)')
EXECUTE	SUBROUTINE(KEYWRD)	WITH_PARMS(FILE	#EXCELFIL)
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	Create	the	specified	EXCEL	file
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('WRITE	SERVICE_LIST(LINENUM,PARTNUM,PARTDSC,PARTAMT,PARTQTY)')
IF	COND('#EXCELSHT	*NE	*BLANK')
EXECUTE	SUBROUTINE(KEYWRD)	WITH_PARMS(SHEET	#EXCELSHT)
ENDIF
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#ORDLISTW)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)

EXECUTE	SUBROUTINE(CLOSE)

*	Confirm	write	of	file	is	complete
MESSAGE	MSGTXT('Order	has	been	successfully	written	to	file')

ENDROUTINE

*	Close	all	open	worksheets
SUBROUTINE	NAME(CLOSE)
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
ENDROUTINE

*	Clear	list
SUBROUTINE	NAME(CLEARLST)
CLR_LIST	NAMED(#ORDLIST)

BEGIN_LOOP	USING(#LINENUM)	TO(10)



ADD_ENTRY	TO_LIST(#ORDLIST)	WITH_MODE(*ADD)
END_LOOP

ENDROUTINE

SUBROUTINE	NAME(DISCONNECT)

*	Unload	service
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SERVICE_UNLOAD')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	Close	service
USE	BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)

ENDROUTINE

*	Build	JSM	commands
SUBROUTINE	NAME(KEYWRD)	PARMS((#KEYWORD	*RECEIVED)	(#KEYW_VAL1	*RECEIVED))
DEFINE	FIELD(#KEYWORD)	REFFLD(#STD_TEXT)
DEFINE	FIELD(#KEYW_VAL1)	REFFLD(#STD_TEXTL)

USE	BUILTIN(BCONCAT)	WITH_ARGS(#JSMCMD	#KEYWORD)	TO_GET(#JSMCMD)
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS(#JSMCMD	'('	#KEYW_VAL1	')')	TO_GET(#JSMCMD)

ENDROUTINE

*	Check	the	JSM	return	status
SUBROUTINE	NAME(CHECK)	PARMS((#JSMSTS	*RECEIVED)	(#JSMMSG	*RECEIVED))

IF	COND('#JSMSTS	*NE	OK')
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS(#JSMSTS	'	:	'	#JSMMSG)	TO_GET(#STD_TEXTL)
MESSAGE	MSGID(DCM9899)	MSGF(DC@M01)	MSGDTA(#STD_TEXTL)
ENDIF

ENDROUTINE



SQLServiceの例
SQLServiceの使用(特にSET	PARAMETER	(値)コマンド、EXECUTEコマンド、READコマンドの
各種オプション)を明確にするために、通常とは異なる3つの例が提供されています。
以下のような例があります。

									例1	-	SET	PARAMETER(*SQL)コマンドの使用

									例2	-	SET	PARAMETER(*LIST)の使用

									例3	-	クエリーから結果セットを受け取るREADコマンド



例1	-	SET	PARAMETER(*SQL)コマンドの使用
この例では、SQLServiceサービスを使用してデータベースにクエリーを実行する方法を実証しま
す。EXECUTEコマンドにSQLステートメントを作成するのではなく、SET	PARAMETER(*SQL)
コマンドを使用してSQLステートメントを事前に作成します。SET	PARAMETER(*SQL)を使用せ
ず、EXECUTEコマンドにSQLステートメントを作成するだけで同じクエリーを実行する方法を
示すには、注釈が挿入されます。

この例では、JSMJDBCというIBM	i	のデータベースに接続します(これはIBM	i	の例であるため、
データベース名はライブラリ名になります)。CONNECTコマンドで使用されるドライバー名
は、SQLServiceプロパティ・ファイルで定義されるドライバー名とパスに相当します。アクセス
するファイルはTBLNAMEとなります。これは、ID、NAME、AGE、SALARY、DEPT、GRADE
の各フィールドで構成されます。

以下のステップを行います。

1.			JSMCOMMANDから返されるメッセージを処理するフィールドを定義します。

2.			クエリーから返される値を入れるいくつかのフィールドを定義します。

3.			作業リストを定義します。このリストの列は、ステップ2で作成されたフィールドになりま
す。最終的にクエリーからの結果セットが入ります。

4.			SQLステートメントを入れるフィールドを定義します。

5.			SQLステートメントを入れる作業リストを定義します。これは1つの列のリストであり、使用
されるフィールドはステップ4で定義したフィールドになります。

6.			JSMを開始し、SQLServiceをロードして、データベース・ドライバーに接続します。

7.			SQLステートメントを作成して作業リストに配置します。

8.			SETコマンドを使用してSQLパラメータを保存します。キーワードPARAMETER(*SQL)を使
用して、後から実行されるEXECUTEコマンドのSQLステートメントを入れる作業リストをこ
のコマンドで提供するように指定しています。また、SQLステートメントを入れる作業リス
トのフィールドを指定するために、SERVICE_LOADキーワードがこのコマンドに関連付けら
れている点にも注意してください。ここで指定するフィールド名は、このJSMコマンドの
TO_GET部分の作業リストで定義されたフィールド名と同じでなければなりません。

9.			次のステップでは、実際にコマンドを実行します。この例では、すでに作成されたSQLス
テートメントが使用されるため、QUERYキーワードに値*SQLPARAMETERが指定されま
す。また、サービス・リストはこのコマンドの一部として使用されます。つまり、このリス
トを使用して値が返されます。ここでサービス・リストに定義される列は、
JSM_COMMAND組み込み関数の作業リストで定義された列と一致しなければなりません。

10.		結果の表示後に、サービスとの接続を解除してJSMを閉じます。

*	This	example	demonstrates	how	to	use	the	SQLService	to
*	query	a	database.	The	SET	PARAMETER(*SQL)
*	command	is	used	to	create	an	SQL	statement	
*	in	advance	instead	of	writing	it	into	the	EXECUTE	command.
*	A	note	is	included	to	show	how	you	could	achieve	the
*	same	query	simply	by	writing	the	SQL	statement
*	into	the	EXECUTE	command	without	using	the	SET	PARAMETER(*SQL).
*	



*	Note	1:	This	example	connects	to	a
*	IBM	i	database	called	JSMJDBC.	(Since	this	is	a
*	IBM	i	example,	the	database	name	is	a	library	name.)
*	The	driver	name	used	in	the	CONNECT	command	corresponds
*	to	the	driver	name	and	path	defined	in	the	SQLService
*	properties	file.	The	file	being	accessed	is	called
*	TBLNAME	and	it	consists	of	the	fields	ID,	NAME,	AGE,
*	SALARY,	DEPT,	and	GRADE.
	
FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)
	
*	1.	Define	the	fields	to	handle	the	messages	to	be
*	returned	from	the	JSMCOMMANDs
DEFINE	FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(020)
DEFINE	FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
DEFINE	FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
	
*	2.	Define	some	fields	that	will	hold	the	values	to	be
*	returned	from	the	query
DEFINE	FIELD(#COL1)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(010)
DEFINE	FIELD(#COL2)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(020)
DEFINE	FIELD(#COL3)	TYPE(*DEC)	LENGTH(008)	DECIMALS(0)
DEFINE	FIELD(#COL4)	TYPE(*DEC)	LENGTH(012)	DECIMALS(2)
	
*	3.	Define	a	working	list	whose	columns	are	the	fields
*	created	in	step	2.	This	working	list	will	eventually
*	hold	the	result	set	from	the	query
DEF_LIST	NAME(#WRKLST)	FIELDS(#COL1	#COL2	#COL3	#COL4)	TYPE(*WORKING)
DEF_LIST	NAME(#BRWLST)	FIELDS(#COL1	#COL2	#COL3	#COL4)
	
*	4.	Define	a	field	that	will	hold	the	SQL	statement
DEFINE	FIELD(#COLCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(100)
	
*	5.	Define	a	working	list	that	will	hold	the	SQL
*	statement.	This	will	be	a	single	column	list	and	the
*	field	used	will	be	that	defined	in	Step	4
DEF_LIST	NAME(#WRKCMD)	FIELDS(#COLCMD)	TYPE(*WORKING)
	
*	6.	Start		OPEN	JSM,	LOAD	the	SQLService,	then



*	CONNECT	to	the	database	driver
USE	BUILTIN(JSM_OPEN)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SERVICE_LOAD	SERVICE(SQLSERVICE)	TRACE(*NO)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('CONNECT	DRIVER(DB2)	DATABASE(JSMJDBC)	USER(ALICK)	PASSWORD(MEL123)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
*	7.	Prepare	the	SQL	statement	then	place	it	in
*	a	working	list
CHANGE	FIELD(#COLCMD)	TO('SELECT	ID,NAME,AGE,SALARY	FROM	TBLNAME')
ADD_ENTRY	TO_LIST(#WRKCMD)
	
*	8.	Use	the	SET	command	to	store	the	SQL	parameter.
*	You	will	note	that	the	PARAMETER(*SQL)	keyword
*	is	used	to	indicate	that	this	command	provides
*	a	working	list	that	will	hold	the	SQL	statement
*	for	the	EXECUTE	command	to	be	executed	later
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('SET	PARAMETER(*SQL)	SERVICE_LIST(COLCMD)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#WRKCMD)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
*	9.	The	next	step	is	to	actually	EXECUTE	the	comand.
*	You	will	note	in	this	example,	since	an	already
*	prepared	SQL	statement	is	being	used,	a	value	of
*	*SQLPARAMETER	is	specified	for	the	QUERY	keyword.
*	You	will	also	notice	that	a	service	list	is	used	as	a
*	part	of	this	command	-	this	is	used	to	receive	the
*	values	back	into.	The	columns	defined	in	the	service
*	list	here	must	match	the	columns	defined	in	the	working
*	list	for	the	JSM_COMMAND	Built	In	Function.
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('EXECUTE	QUERY(*SQLPARAMETER)	SERVICE_LIST(COL1,COL2,COL3,COL4)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#WRKLST)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
*	NOTE:



*	Another	way	to	express	this	SQL	statement	could	have
*	been	to	place	it	directly	into	the	EXECUTE	command.
*	With	this	approach,	you	would	remove	the	SET	command
*	earlier	in	the	program	and	rewrite	the	EXECUTE	command
*	as	follows:
*	CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('EXECUTE	QUERY(SELECT	ID,NAME,
*	AGE,SALARY	FROM	TBLNAME)	SERVICE_LIST(COL1,COL2,COL3
*	,COL4)')
	
SELECTLIST	NAMED(#WRKLST)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#BRWLST)
ENDSELECT
DISPLAY	BROWSELIST(#BRWLST)
	
*	10.	After	displaying	the	results,	you	will	disconnect	
*		the	service	and		then	close	JSM.
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(DISCONNECT)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
USE	BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
*	SUB	ROUTINES
	
SUBROUTINE	NAME(CHECK)	PARMS((#JSMSTS	*RECEIVED)	(#JSMMSG	*RECEIVED))
	
IF	COND('#JSMSTS	*NE	OK')
	
DISPLAY	FIELDS(#JSMMSG)
USE	BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
MENU	MSGTXT('Java	service	error	has	occurred')
	
ENDIF
	
ENDROUTINE
	



例2	-	SET	PARAMETER(*LIST)の使用
この例の目的は、SET	PARAMETER(*LIST)コマンドを使用して、テーブルに挿入する値を用意
する方法を実証することです。この例は、INSERTとUPDATEに必要な構文を示すために拡張さ
れています。レコードを挿入してからすぐに同じレコードを更新するという点ではプログラムは
役に立ちません。このプログラムの実際の目的は、コマンドがどのようになるかを実証すること
です。この例では、SETコマンドを何度か使用して、さまざまな目的を実現する方法についても
実証します。この場合は4つのSETコマンドがあります。具体的には、コミット制御設定を行う
SETコマンド、SET	PARAMETER(*SQL)コマンドを使用してSQLコマンドを事前に作成するSET
コマンド、挿入と更新を行う値のリストの作成に使用されるSETコマンドになります。
この例では、JSMJDBCというIBM	i	のデータベースに接続します(これはIBM	i	の例であるため、
データベース名はライブラリ名になります)。CONNECTコマンドで使用されるドライバー名
は、SQLServiceプロパティ・ファイルで定義されるドライバー名とパスに相当します。アクセス
するファイルはTBLNAMEとなります。これは、ID、NAME、AGE、SALARY、DEPT、GRADE
の各フィールドで構成されます。

以下のステップを行います。

1.			JSMCOMMANDから返されるメッセージを処理するフィールドを定義します。

2.			SQLステートメントを入れるフィールドを定義します。

3.			SQLステートメントを入れる作業リストを定義します。これは1つの列のリストになり、使用
されるフィールドはステップ4で定義したフィールドになります。

4.			リモート・テーブルに挿入する値は、最初に作業リストに配置されます。作業リストには、
ファイルに挿入する必要があるフィールドごとに1つの列があります。そのため、これらの列
のフィールドを最初に定義する必要があります。フィールドは、テーブルのフィールドのタ
イプと長さに一致しなければなりません。定義したら、作業リストを定義できます。この例
では、ID、NAME、AGE、SALARYを挿入します。

5.			更新するフィールドを入れるために別の作業リストが定義されます。この場合、SALARYが
更新されるため、作業リスト内のある列にはSALARYが入り、別の列にはID	(キー)が入りま
す。これらの列を配置する順序が重要です。これについては後ほど説明します。

6.			JSMを開始し、SQLServiceをロードして、データベース・ドライバーに接続します。

7.			コミット制御要件を構成するSETコマンドを発行します。

8.			次にSQLステートメントを作成してから作業リストに配置します。

9.			SETコマンドを使用してSQLパラメータを保存します。以下の点に注意します。

									キーワードPARAMETER(*SQL)を使用して、実行するEXECUTEコマンドのSQLステー
トメントを入れる作業リストをこのコマンドで提供するように指定します。

									このコマンドにはSERVICE_LOADキーワードが関連付けられています。これは、SQL
ステートメントを入れる作業リストのフィールドを指定します。ここで指定するフィール
ド名は、このJSMコマンドのTO_GET部分の作業リストで定義されたフィールド名と同じ
でなければなりません。

									INSERTの値のキーワードには4つの疑問符(?)があります。これらの「?」は、
WRKLSTINS作業リスト内の列を表すため、列は作業リストに表示される順序で「?」に
相当します。そのため、この例ではID値が最初の「?」になり、NAME値が2番目の「?」
になるといった具合になります。

10.		ここで、データベースに入力する新しいレコードをいくつか指定します。新しい各レコード



はリストの新しい行に表示されます。

11.		値がリストで用意されたら、EXECUTEコマンドでこの情報を後から利用できるようにSET
PARAMETER(*LIST)コマンドを使用する必要があります。このコマンドの一部として
SERVICE_LISTを指定します。この中には、WRKLSTINS作業リストに表示される列の名前が
含まれます。また、この作業リストはこのJSMコマンドのTO_GET部分にも指定されます。

12.		プログラムのこの部分の最終ステップとして、テーブルにレコードを挿入するEXECUTEコ
マンドを実行します。値はすでに用意されているため、このコマンドではキーワード
PREPARED(*SQLPARAMETER)を使用します。

						注：SQLステートメントが以前に作成されていない場合は、*SQLPARAMETERの代わりに
PREPARED('INSERT	INTO	…….')などを入力します。

13.		INSERTデータを作成する場合と同様に、更新されたデータはWRKLSTUPD作業リストに
ロードされ、SET	PARAMETER(*LIST)コマンドを使用して作成されます。

14.		ここで、EXECUTEコマンドにより、PREPARED方法を使用する際の列順序の重要性が明確
になります。UPDATEでは、最初の「?」は名前、2番目の「?」はIDになります。そのため、
列は、SQLステートメントに配置される場合と同じ順序でWRKLSTUPD作業リストに表示さ
れます。

15.		結果をコミットします。

16.		最後に、サービスとの接続を解除してJSMを閉じます。

*	The	purpose	of	this	example	is	to	demonstrate	how	to
*	use	the	SET	PARAMETER(*LIST)	command	to	prepare	values
*	to	be	inserted	into	a	table.	The	example	is	extended	to
*	show	the	syntax	required	for	an	INSERT	and	an	UPDATE.
*	This	program	is	rather	futile	in	that	it	inserts	a
*	record	then	immediately	updates	the	same	record,	but
*	the	real	purpose	of	this	is	to	demonstrate	how	the
*	commands	should	look.	This	example	also	demonstrates
*	how	the	SET	command	can	be	used	a	number	of	times	to
*	achieve	different	objectives.	In	this	case	there	are	4
*	SET	commands	-	one	to	set	the	commitment	control
*	settings,	one	to	prepare	an	SQL	command	in	advance
*	using	the	SET	PARAMETER(*SQL)	command,	and	of	course
*	the	ones	used	to	prepare	the	list	of	values	to	be
*	inserted	and	updated.
	
*	Note	that	in	this	example	connection	is	to	a
*	IBM	i	database	called	JSMJDBC	(since	this	is	a
*	IBM	i	example,	the	database	name	is	a	library	name).
*	The	driver	name	used	in	the	CONNECT	command	corresponds
*	to	the	driver	name	and	path	defined	in	the	SQLService
*	properties	file.	The	file	being	accessed	is	called



*	TBLNAME	and	it	consists	of	the	fields	ID,	NAME,	AGE,
*	SALARY,	DEPT,	and	GRADE.
	
*	The	steps	to	be	followed	are	embedded	in	the	code.
	
FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)
	
*	1.	Define	the	fields	to	handle	the	messages	to	be
*	returned	from	the	JSMCOMMANDs
DEFINE	FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(020)
DEFINE	FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
DEFINE	FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
	
*	2.	Define	a	field	that	will	hold	the	SQL	statement
DEFINE	FIELD(#COLCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(100)
	
*	3.	Define	a	working	list	that	will	hold	the	SQL
*	statement.	This	will	be	a	single	column	list	and	the
*	field	used	will	be	that	defined	in	Step	2
DEF_LIST	NAME(#WRKCMD)	FIELDS(#COLCMD)	TYPE(*WORKING)
	
*	4.	The	values	that	are	to	be	inserted	into	the	remote
*	table	will	first	be	placed	into	a	working	list.	The
*	working	list	will	have	one	column	for	each	field	we
*	need	to	insert	into	the	file.	So	first,	the	fields	need
*	to	be	defined	for	these	columns-	they	must	match	the
*	type	and	length	of	the	fields	in	the	table.	Once
*	defined,	the	working	list	can	be	defined.	In	this
*	example	the	ID,	NAME,	AGE,	and	SALARY	will	be	inserted.
DEFINE	FIELD(#COL1)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(010)
DEFINE	FIELD(#COL2)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(020)
DEFINE	FIELD(#COL3)	TYPE(*DEC)	LENGTH(008)	DECIMALS(0)
DEFINE	FIELD(#COL4)	TYPE(*DEC)	LENGTH(012)	DECIMALS(2)
DEF_LIST	NAME(#WRKLSTINS)	FIELDS(#COL1	#COL2	#COL3	#COL4)	TYPE(*WORKING)
	
*	5.	Another	working	list	is	defined	to	hold	the	fields
*	for	the	update.	In	this	case	we	want	to	update	the
*	SALARYs,	so	this	working	list	will	contain	the	SALARY
*	in	one	column	and	the	ID	(the	key)	in	another.	The



*	order	in	which	these	columns	are	placed	is	important
*	and	is	explained	later
DEF_LIST	NAME(#WRKLSTUPD)	FIELDS(#COL3	#COL1)	TYPE(*WORKING)
	
*	6.	Start	JSM,	LOAD	the	SQLService,	then	CONNECT	to	the
*	database	driver
	
*	'Open	service'
USE	BUILTIN(JSM_OPEN)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
*	'Load	service'
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SERVICE_LOAD	SERVICE(SQLSERVICE)	TRACE(*NO)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('CONNECT	DRIVER(DB2)	DATABASE(JSMJDBC)	USER(ALICK)	PASSWORD(MEL123)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
*	7.	Issue	a	SET	command	to	configure	the	commitment
*	control	requirements
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('SET	ISOLATION(*READCOMMITTED)	AUTOCOMMIT(*NO)	ONERROR(*ROLLBACK)	ONWARNING(*CONTINUE)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
*	8.You	will	next	prepare	the	SQL	statement	then	place	it
*	into	a	working	list
CHANGE	FIELD(#COLCMD)	TO('INSERT	INTO	TBLNAME(ID,NAME,AGE,SALARY)	VALUES(?,?,?,?)')
ADD_ENTRY	TO_LIST(#WRKCMD)
	
*	9.	The	SET	command	will	be	used	to	store	the	SQL
*	parameter.	You	will	note	that:
*	the	keyword	PARAMETER(*SQL)	will	be	used	to	indicate
*	that	this	command	is	to	provide	a	working	list	that
*	will	hold	the	SQL	statement	for	the	EXECUTE	command
*	to	execute	later.
*	-	there	is	a	SERVICE_LOAD	keyword	associated	with	
*	this	command.	This	specifies	the	field	in	the	working
*	list	that	holds	the	SQL	statement.	The	*	field	name



*	specified	here	must	be	the	same	as	that	defined	in
*	the	working	list	in	the	TO_GET	portion	of	this
*	JSM	command.
*	-	the	values	keyword	of	the	INSERT	has	four	questions
*	marks	('?')	in	it.	These	'?'	represent	the	columns	in	the
*	WRKLSTINS	working	list,	and	they	are	matched	up	to	the
*	'?'	in	the	order	they	appear	in	the	working	list.	So	in
*	this	example,	ID	values	go	to	the	first	'?',	NAME
*	values	go	to	the	second	'?'	and	so	forth
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('SET	PARAMETER(*SQL)	SERVICE_LIST(COLCMD)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#WRKCMD)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
*	10.	Now	specify	some	new	records	to	be	entered	into
*	the	database.	Notice	that	each	new	record	appears
*	on	a	new	line	of	the	list.
CHANGE	FIELD(#COL1)	TO(S2221)
CHANGE	FIELD(#COL2)	TO(TOM)
CHANGE	FIELD(#COL3)	TO(45)
CHANGE	FIELD(#COL4)	TO(35000.60)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#WRKLSTINS)
	
CHANGE	FIELD(#COL1)	TO(S2222)
CHANGE	FIELD(#COL2)	TO(SQUIRE)
CHANGE	FIELD(#COL3)	TO(22)
CHANGE	FIELD(#COL4)	TO(27000.60)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#WRKLSTINS)
	
*	11.	Once	the	values	are	prepared	in	the	list,	you	need
*	to	use	the	SET	PARAMETER(*LIST)	command	so	that	the
*	EXECUTE	command	is	able	to	make	use	of	this	information
*	later.	Notice	that	a	SERVICE_LIST	is	specified	as	a
*	part	of	this	command.	It	contains	the	names	of	the
*	columns	that	appear	in	the	WRKLSTINS	working	list.	Also
*	note	that	this	working	list	is	specified	in	the	TO_GET
*	portion	of	this	JSM	command
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('SET	PARAMETER(*LIST)	SERVICE_LIST(COL1,COL2,COL3,COL4)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#WRKLSTINS)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)



	
*	12.	The	final	step	in	this	part	of	the	program	is	to
*	run	the	EXECUTE	command	which	will	insert	the	records
*	into	the	table.	Since	the	values	have	been	prepared
*	already,	in	this	command,	the	keyword
*	PREPARED(*SQLPARAMETER)	is	used.
*	Note:	If	the	SQL	statement	had	not	been	prepared	earlier
*	then	you	would	have	typed	it	in	place	of	the
*	*SQLPARAMETER	-	for	example,
*	PREPARED('INSERT	INTO	.....')
	
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('EXECUTE	PREPARED(*SQLPARAMETER)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
*	After	the	EXECUTE	the	insert	is	COMMITed
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(COMMIT)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
*	
13.	The	next	section	of	code	demonstrates	how	an	update
*	might	work.	As	was	done	for	preparing	the	INSERT	data,
*	the	updated	data	is	loaded	into	the	WRKLSTUPD	working
*	list	and	the	prepared	using	the	SET	PARAMETER(*LIST)
*	command.
CHANGE	FIELD(#COL3)	TO(123456.99)
CHANGE	FIELD(#COL1)	TO(S2221)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#WRKLSTUPD)
	
CHANGE	FIELD(#COL3)	TO(654321.11)
CHANGE	FIELD(#COL1)	TO(S2222)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#WRKLSTUPD)
	
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('SET	PARAMETER(*LIST)	SERVICE_LIST(COL3,COL1)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#WRKLSTUPD)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
*	14.	The	EXECUTE	command	here	demonstrates	the
*	importance	of	the	column	order	when	using	the	PREPARED



*	approach.	You	will	notice	in	the	UPDATE	that		the
*	first	'?'	is	for	the	name,	and	the	second	'?'	is	for
*	the	ID.	Therefore	the	columns	must	appear	in	the
*	WRKLSTUPD	working	list	in	the	same	order	as	they	are	to
*	be	placed	in	the	SQL	statement.
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('EXECUTE	PREPARED(UPDATE	TBLNAME	SET	SALARY=?	WHERE	ID=?)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
*	15.	COMMIT	the	results
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(COMMIT)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
*	16.	Finally	disconnect	the	service	then	close	JSM.
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(DISCONNECT)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
*	'Close	service'
USE	BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
*	SUB	ROUTINES
	
SUBROUTINE	NAME(CHECK)	PARMS((#JSMSTS	*RECEIVED)	(#JSMMSG	*RECEIVED))
	
IF	COND('#JSMSTS	*NE	OK')
	
DISPLAY	FIELDS(#JSMMSG)
USE	BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
MENU	MSGTXT('Java	service	error	has	occurred')
	
ENDIF
	
ENDROUTINE
	



例3	-	クエリーから結果セットを受け取るREADコマンド
このSQLServiceの例では、READコマンドを使用して、クエリーから結果セットを受け取る方法
が示されます。READコマンドを使用する場合、SET	PARAMETER(*MAP)コマンドを使用して
フィールド列のマッピングを設定する必要があります。

この例では、JSMJDBCというIBM	i	のデータベースに接続します(これはIBM	iの例であるため、
データベース名はライブラリ名になります)。
CONNECTコマンドで使用されるドライバー名は、SQLServiceプロパティ・ファイルで定義され
るドライバー名とパスに相当します。アクセスするファイルはTBLNAMEとなります。これは、
ID、NAME、AGE、SALARY、DEPT、GRADEの各フィールドで構成されます。
この例では以下のステップを行います。

1.			JSMCOMMANDから返されるメッセージを処理するフィールドを定義します。

2.			テーブルのフィールドを結果リストの列にマッピングする場合に使用されるフィールドを定
義します。ここで定義されるフィールドは、クエリーが実行されるテーブルで定義された
フィールドの長さとタイプに一致しなければなりません。

3.			フィールド列のマッピングを入れるために使用されるリストに必要な2つのフィールドを定義
します。

4.			列マッピングを入れるリストを定義します。これは2つの列のリストにします。このリストの
最初の列には列番号が入り、2番目のフィールドには列名が入ります。

5.			ステップ2で定義したフィールドを使用して2つの作業リストを定義します。これらのリスト
には、クエリーで生成される結果リストからREADコマンドによって入力されます。この例
では、引き続き結果リストに戻り、必要に応じてさまざまな列にアクセスする方法を実証す
るために2つの列が使用されます。2つの参照リストはこれらの作業リストと同じ形式で定義
され、この参照リストを使用して画面に結果が表示されます。作業リストのENTRYS値の意
味については、ポイント9を参照してください。

6.			次にJSMを開始し、SQLServiceをロードして、データベース・ドライバーに接続します。

7.			列フィールドのマッピングを定義します。定義するには、#FIELDを適切な列に、#COLUMN
を(テーブルの)適切なフィールド名に設定します。各マッピングは、#MAPLST作業リストに
新しいエントリーとして追加され、SET	PARAMETER(*MAP)コマンドが発行されます。
SERVICE_LISTはこのコマンドの一部として渡され、ここで定義するフィールドは、マッピ
ング・リストで使用されるフィールドになります。マッピング・リストは、JSMコマンドの
TO_GET部分でも指定する必要があります。

8.			コマンドを実行します。この例ではあらかじめ準備したステートメントを使用するのではな
く、EXECUTEコマンドに直接入力します。このJSMコマンドでは作業リストは提供されない
ことに注意してください。EXECUTE	QUERYの場合、通常、作業リストは結果リストを入れ
るために用意されますが、この場合、代わりにREADコマンドを選択して結果リストにアク
セスします。

9.			次のステップで、READコマンドを発行して結果セットのデータにアクセスします。この例
では、異なる列にアクセスするたびにこの操作が2回行われます。この例で実証される機能
は、作業リストに入るよりも大きな結果リストがある状況で特に役立ちます。そのため、
READで列数を減らすと、管理可能なチャンク単位でデータにアクセスできます。最初の
READにはキーワードSCROLL(*NO)があります。このため、2番目のREADでは、最初の
READで選択された同じレコードの列を選択できます。2番目のREADにはキーワード
SCROLL(*YES)があります。このキーワードでは、次のDOWHILEループが開始すると、最初



のREADが次のレコード・セットで開始します。各READで読み込まれるレコードの数は、作
業リストのサイズによって異なります。この例では、100	-	NB	ENTRYS(100)に設定されてい
ます。READコマンドにはSERVICE_LISTがあります。このキーワードで指定されたフィール
ドは、JSMコマンドのTO_GET部分に指定された作業リストで定義されたフィールドと同じ
でなければなりません。

10.		結果の表示後に、サービスとの接続を解除してJSMを閉じます。

*	In	this	SQLService	example,	you	will	see	how	to
*	use	the	READ	command	to	receive	the	result	set	from	the
*	query.	In	using	the	READ	command	you	must	use	the	SET
*	PARAMETER(*MAP)	command	to	set	up	the	field	column
*	mappings.
	
*	Note	that	in	this	example,	connection	is	to	a
*	IBM	i	database	called	JSMJDBC	(since	this	is	a
*	IBM	i	example,	the	database	name	is	a	library	name).
*	The	driver	name	used	in	the	CONNECT	command	corresponds
*	to	the	driver	name	and	path	defined	in	the	SQLService
*	properties	file.	The	file	being	accessed	is	called
*	TBLNAME	and	it	consists	of	the	fields	ID,	NAME,	AGE,
*	SALARY,	DEPT,	and	GRADE.
	
*	The	steps	to	follow	are	embedded	in	the	code:
	
FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)
	
*	1.	Define	the	fields	to	handle	the	messages	to	be
*	returned	from	the	JSMCOMMANDs
DEFINE	FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(020)
DEFINE	FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
DEFINE	FIELD(#JSMCMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)
	
*	2.	Define	the	fields	that	will	be	used	to	map	the	table
*	fields	to	the	columns	in	the	results	list.	The	fields
*	defined	here	should	match	the	length	and	type	of	the
*	fields	defined	in	the	table	being	queried
DEFINE	FIELD(#COL1)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(010)
DEFINE	FIELD(#COL2)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(020)
DEFINE	FIELD(#COL3)	TYPE(*DEC)	LENGTH(008)	DECIMALS(0)
DEFINE	FIELD(#COL4)	TYPE(*DEC)	LENGTH(012)	DECIMALS(2)



	
*	3.	Define	the	2	fields	required	for	the	list	that	is
*	used	to	hold	the	field	column	mappings.
DEFINE	FIELD(#FIELD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(010)
DEFINE	FIELD(#COLUMN)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(030)
	
*	4.	Define	the	list	that	will	hold	the	column	mappings.
*	This	should	be	a	two	column	list	-	the	first	column	in
*	this	list	will	hold	the	column	name	and	the	second
*	field	will	hold	the	column	name
DEF_LIST	NAME(#MAPLST)	FIELDS(#FIELD	#COLUMN)	TYPE(*WORKING)
	
*	5.	Define	2	working	lists	using	the	fields	defined	in
*	the	step	2.	These	lists	will	be	populated	by	the	READ
*	command	from	the	result	list	that	the	query	generates.
*	In	this	example,	2	columns	are	used	to	demonstrate	how
*	you	can	keep	going	back	to	the	result	list	to	access	
*	different	columns	as	and	when	required.	2	browselists
*	with	the	same	shape	as	these	working	lists	are	defined,
*	and	these	will	be	used	to	display	the	results	on	a
*	screen.	See	point	9	for	details	on	the	significance	of
*	the	ENTRYS	value	for	the	working	lists.
	
DEF_LIST	NAME(#WRKLST1)	FIELDS(#COL1	#COL3)	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(100)
DEF_LIST	NAME(#WRKLST2)	FIELDS(#COL1	#COL2	#COL4)	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(100)
DEF_LIST	NAME(#BRWLST1)	FIELDS(#COL1	#COL3)	ENTRYS(100)
DEF_LIST	NAME(#BRWLST2)	FIELDS(#COL1	#COL2	#COL4)	ENTRYS(100)
	
*	6.	Next	start	JSM,	LOAD	the	SQLService,	then	CONNECT	to
*	the	database	driver
USE	BUILTIN(JSM_OPEN)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)

USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SERVICE_LOAD	SERVICE(SQLSERVICE)	TRACE(*NO)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)

CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('CONNECT	DRIVER(DB2)	DATABASE(JSMJDBC)	USER(ALICK)	PASSWORD(MEL123)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)



*	7.	Define	the	column	field	mappings.	This	is	done	by
*	setting	#FIELD	to	the	appropriate	column	and	the
*	#COLUMN	to	the	appropriate	field	name	(from	the	table).
*	Each	mapping	will	be	added	as	a	new	entry	to	the
*	#MAPLST	working	list,	and	then	a	SET	PARAMETER(*MAP)
*	command	will	be	issued.	Notice	that	a	SERVICE_LIST	is
*	passed	as	a	part	of	this	command	-	the	fields	defined
*	here	are	those	used	in	the	mapping	list.	The	mapping
*	list	must	also	be	specified	in	the	TO_GET	portion	of
*	the	JSM	command.
	
CHANGE	FIELD(#FIELD)	TO(COL1)
CHANGE	FIELD(#COLUMN)	TO(ID)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#MAPLST)
CHANGE	FIELD(#FIELD)	TO(COL2)
CHANGE	FIELD(#COLUMN)	TO(NAME)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#MAPLST)
CHANGE	FIELD(#FIELD)	TO(COL3)
CHANGE	FIELD(#COLUMN)	TO(AGE)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#MAPLST)
CHANGE	FIELD(#FIELD)	TO(COL4)
CHANGE	FIELD(#COLUMN)	TO(SALARY)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#MAPLST)
	
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('SET	PARAMETER(*MAP)	SERVICE_LIST(FIELD,COLUMN)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#MAPLST)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
*	8.	EXECUTE	the	command.	In	this	example,	a	prepared
*	statement	is	not	used,	but	is	typed	directly	into	the
*	EXECUTE	command.	Notice	how	a	working	list	is	not	supplied
*	with	this	JSM	command.	For	an	EXECUTE	QUERY	the	working
*	list	would	normally	be	provided	to	hold	the	result	list,
*	but	in	this	case,	the	READ	command	has	been	chosen
*	to	access	the	result	list	instead.
	
CHANGE	FIELD(#JSMCMD)	TO('EXECUTE	QUERY(SELECT	ID,NAME,AGE,SALARY	FROM	TBLNAME)')
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)



EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
*	9.	The	next	step	is	to	issue	the	READ	command	to	access
*	the	data	in	the	result	set.	You	will	notice	that	this	is
*	done	twice	in	this	example,	each	time	accessing
*	different	columns.	The	capability	demonstrated	with
*	this	example	will	be	particularly	useful	in	situations
*	where	your	result	list	is	larger	than	what	a	working
*	list	can	hold,	so	by	reducing	the	number	of	columns	in
*	the	READ	you	can	access	the	data	in	more	manageable
*	chunks.
*	You	will	note	that	the	first	READ	has	a	keyword
*	SCROLL(*NO).	This	allows	the	second	READ	to	select	the
*	columns	from	the	same	records	selected	by	the	first
*	READ.	The	second	READ	has	a	keyword	SCROLL(*YES),	which
*	means	that	when	we	begin	the	next	DOWHILE	look,	the
*	first	READ	will	begin	with	the	next	set	of	records.	The
*	number	of	records	read	with	each	READ	depends	on	the
*	size	of	the	working	lists,	which	in	this	example	have
*	been	set	to	100	-	NB	ENTRYS(100).
*	Notice	that	the	READ	commands	include	a
*	SERVICE_LIST	-	the	fields	specified	with	this	keyword
*	must	be	the	same	as	the	fields	defined	in	the	working
*	list	specified	in	the	TO_GET	section	of	the	JSM
*	command.
	
DOWHILE	COND('#JSMSTS	*EQ	OK')
	
CLR_LIST	NAMED(#WRKLST1)
CLR_LIST	NAMED(#WRKLST2)
CLR_LIST	NAMED(#BRWLST1)
CLR_LIST	NAMED(#BRWLST2)
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('READ	SERVICE_LIST(COL1,COL3)	SCROLL(*NO)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#WRKLST1)
	
IF	COND('#JSMSTS	*EQ	NOROW')
LEAVE
ENDIF
	



SELECTLIST	NAMED(#WRKLST1)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#BRWLST1)
ENDSELECT
DISPLAY	BROWSELIST(#BRWLST1)
	
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('READ	SERVICE_LIST(COL1,COL2,COL4)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#WRKLST2)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
SELECTLIST	NAMED(#WRKLST2)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#BRWLST2)
ENDSELECT
DISPLAY	BROWSELIST(#BRWLST2)
	
ENDWHILE
	
*	10.	After	displaying	the	results	disconnect	the
*	service	then	close	JSM.
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(DISCONNECT)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
USE	BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
EXECUTE	SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
*	SUB	ROUTINES
SUBROUTINE	NAME(CHECK)	PARMS((#JSMSTS	*RECEIVED)	(#JSMMSG	*RECEIVED))
	
IF	COND('#JSMSTS	*NE	OK')
	
DISPLAY	FIELDS(#JSMMSG)
USE	BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
MENU	MSGTXT('Java	service	error	has	occurred')
	
ENDIF
	
ENDROUTINE
	



JSMDirectの例
「開く/閉じる場合の例」のサービスをロードします。このファンクションがJSMDirectによって
呼び出されるとSERVICE_LOADコマンドは修正され、すべてのPOSTデータを渡します。
JSM_CLOSEにより、最後のJSMRESPONSE	byteArrayがJSMDirectに送り返されてSTDOUTに書き
込まれます。

**********	Beginning	of	RDML	commands	**********		
FUNCTION			OPTIONS(*DIRECT)
**********																																																	
DEFINE					FIELD(#JSMSTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)											
DEFINE					FIELD(#JSMMSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)										
**********																																																	
**********	'Open	service'																																		
**********																																																	
USE								BUILTIN(JSM_OPEN)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)							
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)			
**********																																																	
**********	'JSMDirect	will	modify	the	SERVICE_LOAD	command	
**********	and	pass	the	POST	data	on	with	the	command						
**********																																																		
USE								BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS('SERVICE_LOAD	SERVICE(EX	
											AMPLE1)')	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)																							
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)											
**********																																																									
**********	'Closing	the	JSM,	will	cause	last	JSMRESPONSE	byteArray	
**********	to	be	sent	back	to	JSMDirect	cgi-bin	program'											
**********																																																									
USE								BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)														
EXECUTE				SUBROUTINE(CHECK)	WITH_PARMS(#JSMSTS	#JSMMSG)											
**********																																																									
**********																																																									
**********	SUB	ROUTINES																																												
**********																																																									
SUBROUTINE	NAME(CHECK)	PARMS((#JSMSTS	*RECEIVED)	(#JSMMSG	*RECEIVE		
											D))																																																						
**********																																																										
IF									COND('#JSMSTS	*NE	OK')																																			
**********																																																										
**********	'Closing	the	JSM,	will	cause	any	JSMRESPONSE	byteArray			



**********	to	be	sent	back	to	JSMDirect	cgi-bin	program'												
**********																																																										
USE								BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)															
**********																																																										
RETURN																																																														
**********																																																										
ENDIF
**********	
ENDROUTINE																																																																
	



RDMLXの例
FTPServiceの例
SMTPMailServiceの例
POP3MailServiceの例
SMSServiceの例
XMLBindFileServiceの例
OpenLDAPServiceの例
ZipServiceの例
PDFSpoolFileServiceの例
SVFileServiceの例
ExcelReadServiceの例
SQLServiceの例
aXesTerminalServiceの例



FTPServiceの例
このフォームは、指定のリモートFTPサーバーに接続します。FTP接続を確立すると、GETコマ
ンドでリモート・サーバーからファイルを取得したり、PUTコマンドでローカル・サーバーから
リモート・サーバーにファイルをコピーしたりすることができます。リモート・サーバー上の現
在のディレクトリを必要に応じて変更できます。

使用するサイトに合うように、表示される省略値を修正します。

	
*	Uses	Integrator	Services:FTPService
*	1.	Allows	connection	to	a	remote	FTP	server
*	2.	Change	the	current	directory	on	the	remote	server
*	3.	GET	a	file	from	or	PUT	a	file	onto	the	remote	server
*	The	following	fields	must	be	defined	in	your	data	dictionary	to	support	this
function:
*	filname	alpha	10
*	filnbr	alpha	6
*	jobname	alpha	10
*	jobuser	alpha	10
*	jobnbr	alpha	6
*	status	alpha	10
*	jsmserver	alpha	20
*	jsmpsswrd	alpha	10
*	jsmuserid	alpha	10
*	jsmsts	alpha	20
*	jsmmsg	alpha	255
*	jsmpath	alpha	150
*	jsmfrom	alpha	150
*	jsmto	alpha	150
*	jsmhdle	char	500
*	jsmcmd	alpha	4
*	Beginning	of	RDML	commands	**********
function	options(*DIRECT)
begin_com	role(*EXTENDS	#PRIM_FORM)	clientheight(260)
clientwidth(615)	framestyle(Dialog)	height(294)	left(459)	top(150)
width(623)
define_com	class(#PRIM_GPBX)	name(#GPBX_1)	caption('Connect	to	FTP
server')	displayposition(1)	height(45)	left(5)	parent(#COM_OWNER)
tabposition(1)	tabstop(False)	top(5)	width(600)
define_com	class(#PRIM_GPBX)	name(#GPBX_2)	caption('FTP	details	')



displayposition(2)	height(117)	left(5)	parent(#COM_OWNER)	tabposition(2)
tabstop(False)	top(60)	width(600)
define_com	class(#jsmserver.Visual)	name(#jsmserver)	displayposition(1)
left(8)	marginleft(50)	parent(#GPBX_1)	tabposition(1)	top(16)	width(209)
define_com	class(#jsmuserid.Visual)	name(#jsmuserid)	displayposition(2)
left(224)	marginleft(50)	parent(#GPBX_1)	tabposition(2)	top(16)	width(150)
define_com	class(#jsmpsswrd.Visual)	name(#jsmpsswrd)	displayposition(3)
left(400)	marginleft(50)	parent(#GPBX_1)	tabposition(3)	top(16)	width(150)
define_com	class(#jsmpath.Visual)	name(#jsmpath)	caption('Current
Directory')	displayposition(1)	height(19)	labeltype(Caption)	left(9)
marginleft(100)	parent(#GPBX_2)	tabposition(1)	top(18)	usepicklist(False)
width(555)
define_com	class(#jsmfrom.Visual)	name(#jsmfrom)	displayposition(2)
left(9)	marginleft(100)	parent(#GPBX_2)	tabposition(2)	top(47)
define_com	class(#jsmto.Visual)	name(#jsmto)	displayposition(3)	left(9)
marginleft(100)	parent(#GPBX_2)	tabposition(3)	top(76)
define_com	class(#PRIM_PHBN)	name(#Connect)	caption('Connect')
displayposition(1)	left(5)	parent(#PANL_1)	tabposition(1)	top(5)	width(100)
define_com	class(#PRIM_PHBN)	name(#Get)	caption('Get	File')
displayposition(4)	enabled(False)	left(335)	parent(#PANL_1)	tabposition(4)
top(5)	width(100)
define_com	class(#PRIM_PHBN)	name(#Put)	caption('Put	File')
displayposition(3)	enabled(False)	left(225)	parent(#PANL_1)	tabposition(3)
top(5)	width(100)
define_com	class(#PRIM_PHBN)	name(#Disconnect)	caption('Disconnect')
displayposition(5)	enabled(False)	left(445)	parent(#PANL_1)	tabposition(5)
top(5)	width(100)
define_com	class(#PRIM_PHBN)	name(#SetDirectory)	caption('Change
Directory')	displayposition(2)	enabled(False)	left(115)	parent(#PANL_1)
tabposition(2)	top(5)	width(100)
define_com	class(#PRIM_STBR)	name(#STBR_1)	displayposition(4)
height(24)	left(0)	messageposition(1)	parent(#COM_OWNER)	tabposition(4)
tabstop(False)	top(236)	width(615)
define_com	class(#PRIM_PANL)	name(#PANL_1)	displayposition(3)
height(32)	left(5)	parent(#COM_OWNER)	tabposition(3)	tabstop(False)
top(187)	width(600)
evtroutine	handling(#com_owner.Initialize)
set	com(#com_owner)	caption(*component_desc)
#jsmhdle	:=	*default



*	default	values
*	#jsmserver	:=	'<server>'
*	#jsmuserid	:=	'<user	id>'
*	#jsmpsswrd	:=	'<password>'
#jsmserver	:=	LANSA01
#jsmuserid	:=	KATE
#jsmpsswrd	:=	LANSA
endroutine
mthroutine	name(Connect)
if	(#jsmhdle.IsNull)
*	connect	the	JSMX	client	to	the	Java	Service	Manager	and	start	a	thread	for
the	service
*	Start	local	JSM	server
use	builtin(jsmx_open)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg	#jsmhdle)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)
*	Load	the	service
#jsmcmd	:=	'Service_Load	Service(FTPService)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts
#jsmmsg)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)
*	Connect	to	remote	FTP	server
#jsmcmd	:=	'Connect	Host('	+	#jsmserver	+	')'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts
#jsmmsg)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)
*	Login
#jsmcmd	:=	'Login	User('	+	#jsmuserid	+	')	password('	+	#jsmpsswrd	+	')'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts
#jsmmsg)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)
*	get	the	current	directory
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	GetDir)	to_get(#jsmsts
#jsmmsg)
#jsmpath	:=	#jsmmsg
endif
endroutine
mthroutine	name(DisConnect)
*	Quit
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	'Quit')	to_get(#jsmsts



#jsmmsg)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)
*	Unload	service
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	'Service_Unload')
to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)
*	Close	the	thread
use	builtin(jsmx_close)	with_args(#jsmhdle)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)
#jsmhdle	:=	*null
endroutine
mthroutine	name(GetFile)
*	Binary	mode
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	'Binary')	to_get(#jsmsts
#jsmmsg)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)
*	Get	file	from	remote	server
#jsmcmd	:=	'get	from('	+	#jsmfrom	+	')	to('	+	#jsmto	+	')'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts
#jsmmsg)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)
endroutine
mthroutine	name(PutFile)
*	Binary	mode
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	'Binary')	to_get(#jsmsts
#jsmmsg)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)
*	Put	file	onto	remote	server
#jsmcmd	:=	'put	from('	+	#jsmfrom	+	')	to('	+	#jsmto	+	')'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts
#jsmmsg)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)
endroutine
evtroutine	handling(#Connect.Click)
#com_owner.Connect
if	(#jsmsts	=	OK)
#Connect.enabled	:=	false
#SetDirectory.enabled	:=	true
#Put.enabled	:=	true



#Get.enabled	:=	true
#Disconnect.enabled	:=	true
endif
endroutine
evtroutine	handling(#SetDirectory.Click)
*	Change	the	current	directory
#jsmcmd	:=	'chgdir	path('	+	#jsmpath	+	')'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts
#jsmmsg)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)
endroutine
evtroutine	handling(#Get.Click)
#com_owner.GetFile
endroutine
evtroutine	handling(#Put.Click)
#com_owner.PutFile
endroutine
evtroutine	handling(#Disconnect.Click)
#com_owner.DisConnect
if	(#jsmsts	=	OK)
#Connect.enabled	:=	true
#SetDirectory.enabled	:=	false
#Put.enabled	:=	false
#Get.enabled	:=	false
#Disconnect.enabled	:=	false
endif
endroutine
*	check	the	JSM	return	status
mthroutine	name(check)
define_map	for(*input)	class(#jsmsts)	name(#i_status)
define_map	for(*input)	class(#prim_alph)	name(#i_message)
message	msgtxt(#i_status	+	'	:'	+	#i_message)
endroutine
end_com
	



SMTPMailServiceの例
これは、メールを構成して送信する簡単なファンクションです。このファンクションでは、メー
ルへの添付ファイルの追加はサポートされません。

Uses	Integrator	Services:	SMTPMAILSERVICE
*	This	forms	allows	you	to	format	and	send	a	simple	email	using	the	SMTP
protocol.
*	The	following	fields	must	be	defined	in	your	data	dictionary	to	support	this
function:
*	jsmemail	char	250
*	jsmsts	alpha	20
*	jsmmsg	alpha	255
*	jsmhdle	char	500
*	jsmcmd	alpha	4
*	Beginning	of	RDML	commands	**********

function	options(*DIRECT)
begin_com	role(*EXTENDS	#PRIM_FORM)	clientheight(414)	clientwidth(585)	height(448)	left(471)	top(168)	width(593)

define_com	class(#PRIM_STBR)	name(#STBR_1)	displayposition(9)	height(24)	left(0)	messageposition(1)	parent(#COM_OWNER)	tabposition(9)	tabstop(False)	top(390)	width(585)

define_com	class(#JSMEMAIL.Visual)	name(#toaddress)	caption('To')	displayposition(1)	labeltype(Caption)	left(8)	marginleft(80)	parent(#COM_OWNER)	tabposition(1)	top(8)
define_com	class(#JSMEMAIL.Visual)	name(#ccaddress)	caption('CC')	displayposition(2)	labeltype(Caption)	left(8)	marginleft(80)	parent(#COM_OWNER)	tabposition(2)	top(32)
define_com	class(#JSMEMAIL.Visual)	name(#Subject)	caption('Subject')	displayposition(3)	labeltype(Caption)	left(8)	marginleft(80)	parent(#COM_OWNER)	tabposition(3)	top(56)
define_com	class(#JSMEMAIL.Visual)	name(#fromaddress)	caption('From	Address')	displayposition(8)	labeltype(Caption)	left(8)	marginleft(80)	parent(#COM_OWNER)	tabposition(8)	tabstop(False)	top(80)	visible(False)	width(3)
define_com	class(#JSMEMAIL.Visual)	name(#fromname)	caption('From	Name')	displayposition(4)	labeltype(Caption)	left(8)	marginleft(80)	parent(#COM_OWNER)	tabposition(4)	tabstop(False)	top(104)	visible(False)	width(3)

define_com	class(#PRIM_PHBN)	name(#Send)	caption('Send')	displayposition(6)	left(24)	parent(#COM_OWNER)	tabposition(6)	top(360)	width(100)
define_com	class(#PRIM_PHBN)	name(#Reset)	caption('Reset')	displayposition(7)	left(136)	parent(#COM_OWNER)	tabposition(7)	top(360)	width(100)
define_com	class(#PRIM_MEMO)	name(#message)	componentversion(1)	currentline(1)	displayposition(5)	height(273)	left(8)	maximumlinelength(250)	parent(#COM_OWNER)	showselectionhilight(False)	tabposition(5)	top(80)	width(553)	wordwrap(True)
define_com	class(#PRIM_MECL)	name(#messageline)	columnrole(Data)	displayposition(1)	parent(#message)	source(#JSMEMAIL)

define	field(#pos)	type(*dec)	length(3)	decimals(0)
define	field(#start)	type(*dec)	length(3)	decimals(0)
define	field(#filename)	type(*char)	length(255)

def_list	name(#filelist)	fields(#filename)	type(*Working)
def_list	name(#tolist)	fields(#jsmemail)	type(*Working)
def_list	name(#cclist)	fields(#jsmemail)	type(*Working)



evtroutine	handling(#com_owner.Initialize)
set	com(#com_owner)	caption(*component_desc)

#jsmhdle	:=	*default
#fromaddress	:=	me@company.com
#fromname	:=	'LANSA	Product	Centre'

*	Start	JSM	Server	on	IBM	i
use	builtin(jsmx_open)	with_args('ISERIES01:4570')	to_get(#jsmsts	#jsmmsg	#jsmhdle)

*	Start	local	JSM	server
*	use	builtin(jsmx_open)	with_args('localhost:4560')	to_get(#jsmsts	#jsmmsg	#jsmhdle)
*	execute	subroutine(check)	with_parms(#jsmsts	#jsmmsg)

*	Load	the	service
#jsmcmd	:=	'Service_Load	Service(SMTPMailService)	trace(*yes)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

endroutine

mthroutine	name(SendEmail)

if	(*Not	#jsmhdle.isnull)

*	from	details	(ideally	these	should	be	set	up	in	your	SMTPMailService.properties	file)

#jsmcmd	:=	'set	from('	+	#fromaddress	+	')	from_name('	+	#fromname	+	')'

use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

*	Set	the	to	address(es)

clr_list	named(#tolist)

#start	:=	1



dountil	(#pos	=	0)

if	(#toaddress.cursize	>	#start)
#pos	:=	#toaddress.positionof(	';',	#start	)
else
#pos	:=	0
endif

if	(#pos	=	0)
#jsmemail	:=	#toaddress.substring(	#start	)
else
#jsmemail	:=	#toaddress.substring(	#start,	(#pos	-	#start)	)
#start	:=	#pos	+	1
endif

if	(#jsmemail	*NE	*blank)
add_entry	to_list(#tolist)
endif

enduntil

use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	'set	to(*list)	')	to_get(#jsmsts	#jsmmsg	#tolist)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

*	Set	the	cc	address(es)

clr_list	named(#cclist)

#start	:=	1

dountil	(#pos	=	0)

if	(#ccaddress.cursize	>	#start)
#pos	:=	#ccaddress.positionof(	';',	#start	)
else
#pos	:=	0
endif

if	(#pos	=	0)



#jsmemail	:=	#ccaddress.substring(	#start	)
else
#jsmemail	:=	#ccaddress.substring(	#start,	(#pos	-	#start)	)
#start	:=	#pos	+	1
endif

if	(#jsmemail	*NE	*blank)
add_entry	to_list(#cclist)
endif

enduntil

use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	'set	cc(*list)')	to_get(#jsmsts	#jsmmsg	#cclist)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

*	add	attachments
clr_list	named(#filelist)

#filename	:=	order.xml
add_entry	to_list(#filelist)
#filename	:=	message01.txt
add_entry	to_list(#filelist)
#filename	:=	test-input/thankyou.pdf
add_entry	to_list(#filelist)

*	#jsmcmd	:=	'add	attachment(*list)	zip(orderstatus.zip)'
#jsmcmd	:=	'add	attachment(*list)'

use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg	#filelist)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

*	Send	mail

#jsmcmd	:=	'send	subject('	+	#subject	+	')'

use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg	#message)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

endif



endroutine

*	send	the	email

evtroutine	handling(#Send.Click)

#com_owner.SendEmail

endroutine

*	reset	the	email	variables

evtroutine	handling(#Reset.Click)

clr_list	named(#message)

#toaddress	#ccaddress	#subject	:=	*blank

endroutine

*	check	the	JSM	return	status

mthroutine	name(check)
define_map	for(*input)	class(#jsmsts)	name(#i_status)
define_map	for(*input)	class(#jsmmsg)	name(#i_message)

message	msgtxt(#i_status	+	'	:'	+	#i_message)

endroutine

evtroutine	handling(#com_owner.closing)	options(*noclearmessages	*noclearerrors)

*	Unload	service
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	'Service_Unload')	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

*	Close	the	thread



use	builtin(jsmx_close)	with_args(#jsmhdle)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

endroutine
end_com



POP3MailServiceの例
このファンクションは、メール・サーバーからすべてのメール・メッセージを取得します。各
メッセージの詳細がユーザーに表示され、さらに本文と添付ファイルがJSMサーバー・インスタ
ンス・ディレクトリの適切なディレクトリに保存されます。

*	Uses	Integrator	Services:	POP3MailService
*	This	forms	retrieves	messages	from	a	mail	server	and	then	deletes	them
from	the	mail	server.
*	
*	The	following	fields	must	be	defined	in	your	data	dictionary	to	support	this	function:
*	jsmserver	alpha	20
*	jsmpsswrd	alpha	10
*	jsmuserid	alpha	10
*	jsmfrom	alpha	150
*	jsmemail	char	250
*	jsmstring	string	1000
*	jsmsts	alpha	20
*	jsmmsg	alpha	255
*	jsmhdle	char	500
*	jsmcmd	alpha	4
*	Beginning	of	RDML	commands	**********

function	options(*DIRECT)
begin_com	role(*EXTENDS	#PRIM_FORM)	clientheight(414)	clientwidth(585)	height(448)	left(471)	top(168)	width(593)

define_com	class(#PRIM_STBR)	name(#STBR_1)	displayposition(6)	height(24)	left(0)	messageposition(1)	parent(#COM_OWNER)	tabposition(6)	tabstop(False)	top(390)	width(585)

define_com	class(#JSMSERVER.Visual)	name(#jsmserver)	caption('Server')	displayposition(1)	height(19)	labeltype(Caption)	left(184)	marginleft(80)	parent(#COM_OWNER)	tabposition(1)	top(8)	usepicklist(False)	width(170)
define_com	class(#JSMUSERID.Visual)	name(#jsmuser)	caption('User')	displayposition(2)	labeltype(Caption)	left(184)	marginleft(80)	parent(#COM_OWNER)	tabposition(2)	top(32)	width(170)
define_com	class(#JSMpsswrd.Visual)	name(#jsmpassword)	caption('Password')	displayposition(3)	labeltype(Caption)	left(184)	marginleft(80)	parent(#COM_OWNER)	tabposition(3)	top(56)	width(170)

define_com	class(#PRIM_PHBN)	name(#Get)	caption('Get	Messages')	displayposition(4)	left(24)	parent(#COM_OWNER)	tabposition(4)	top(360)	width(100)
define_com	class(#PRIM_PHBN)	name(#Reset)	caption('Reset')	displayposition(5)	left(136)	parent(#COM_OWNER)	tabposition(5)	top(360)	width(100)

define_com	class(#PRIM_LTVW)	name(#message)	componentversion(2)	displayposition(7)	fullrowselect(True)	height(265)	left(8)	parent(#COM_OWNER)	showsortarrow(True)	tabposition(7)	top(88)	width(569)
define_com	class(#PRIM_LVCL)	name(#From)	caption('From')	captiontype(Caption)	displayposition(1)	parent(#message)	source(#JSMFROM)	width(30)
define_com	class(#PRIM_LVCL)	name(#subject)	caption('Subject')	captiontype(Caption)	displayposition(2)	parent(#message)	source(#JSMEMAIL)	width(30)
define_com	class(#PRIM_LVCL)	name(#received)	caption('Message')	captiontype(Caption)	displayposition(3)	parent(#message)	source(#JSMSTRING)	width(40)	widthtype(Remainder)



def_list	name(#fromlst)	fields(#jsmfrom)	type(*working)
def_list	name(#textlst)	fields(#jsmstring)	type(*working)

evtroutine	handling(#com_owner.Initialize)
set	com(#com_owner)	caption(*component_desc)

#jsmhdle	:=	*default
#jsmserver	:=	'99.99.99.99'
#jsmuser	:=	'user'
#jsmpassword	:=	'password'

*	Start	JSM	Server	on	IBM	i
*	use	builtin(jsmx_open)	with_args('ISERIES01:9990')	to_get(#jsmsts	#jsmmsg	#jsmhdle)

*	Start	local	JSM	server
use	builtin(jsmx_open)	with_args('localhost:9980')	to_get(#jsmsts	#jsmmsg	#jsmhdle)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

*	Load	the	service
#jsmcmd	:=	'Service_Load	Service(POP3MailService)	trace(*yes)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

endroutine

mthroutine	name(GetEmail)

if	(*Not	#jsmhdle.isnull)

clr_list	named(#message)

*	open	the	post	office

#jsmcmd	:=	'open	server('	+	#jsmserver	+	')	user('	+	#jsmuser	+	')	password('	+	#jsmpassword	+	')'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

*	Get	count	of	messages



use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	'get	object(*messagecount)')	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

message	msgtxt(#jsmsts	+	'	:	'	+	#jsmmsg	+	'	messages	in	mail	box')

*	loop	through	all	the	messages
begin_loop

*	Get	message

use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	'get	object(*nextmessage)')	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)

if	(#jsmsts	=	NOMAIL)
leave
endif

*	Get	subject

use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	'get	object(*subject)')	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
#jsmemail	:=	#jsmmsg

*	Get	from	addresses

clr_list	named(#fromlst)

use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	'get	object(*fromaddress)')	to_get(#jsmsts	#jsmmsg	#fromlst)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

get_entry	number(1)	from_list(#fromlst)

*	Read	text

clr_list	named(#textlst)

use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	'read	object(*text)')	to_get(#jsmsts	#jsmmsg	#textlst)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

selectlist	named(#textlst)
add_entry	to_list(#message)



#jsmemail	#jsmfrom	:=	*blank
endselect

*	save	attachments
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	'save	object(*attachments)	dir(emailattch)')	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

*	text
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	'save	object(*text)	file(body1.txt)		dir(emailbody)	')	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

*	Delete	message

use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	'delete')	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)

*	Get	next	message

end_loop

*	Close	post	office

use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	'close')	to_get(#jsmsts	#jsmmsg	#fromlst)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

endif

endroutine

*	send	the	email

evtroutine	handling(#Get.Click)

#com_owner.GetEmail

endroutine

*	reset	the	email	variables

evtroutine	handling(#Reset.Click)



clr_list	named(#message)

endroutine

*	check	the	JSM	return	status

mthroutine	name(check)
define_map	for(*input)	class(#jsmsts)	name(#i_status)
define_map	for(*input)	class(#jsmmsg)	name(#i_message)

message	msgtxt(#i_status	+	'	:'	+	#i_message)

endroutine

evtroutine	handling(#com_owner.closing)	options(*noclearmessages	*noclearerrors)

*	Unload	service
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	'Service_Unload')	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

*	Close	the	thread
use	builtin(jsmx_close)	with_args(#jsmhdle)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

endroutine
end_com



SMSServiceの例
この例により、RDMLXフォームでのSMSServiceの使用方法が実証されます。このフォームを使
用すると、ユーザーは携帯電話に送信されるメッセージを作成できます。

これは、入力可能なフィールドが2つある簡単なインターフェースで構成されます。入力可能な
フィールドは以下の2つになり、LANSAリポジトリで定義する必要があります。

#PHONE,	Alphanumeric,	桁数	30

#SMSTEXT,	Char,	桁数	200,	ビジュアライゼーション	VisualMultiLineEdit

また、表示専用フィールドも1つあります。このフィールドは以下のフィールドになり、LANSA
リポジトリで定義する必要があります。

#REMCHAR,	Integer,	桁数	3,	小数点桁数	0

この例ではビジュアル・インターフェースが提供されますが、インターフェースを必要としない
アプリケーションを作成する可能性が十分あります。例えば、顧客がWebサイトで大口の注文を
したときに営業担当者にSMSを送信するなど、特定の条件を満たす場合にSMSを自動的に送信す
る必要があるとします。このようなアプリケーションは、データベースや他のソースから携帯番
号とメッセージ情報を取得する必要があります。

この例では、初期テスト用の携帯番号フィールドにメール・アドレスを入力できます。これが機
能することが確認されたら、実際の携帯番号を使用して開始できます。

以下は、このVisual	LANSAフォームの背景にあるRDMLXコードです。

***************************************************
*
*	Description:
*	This	RDMLX	form	provides	an	example	of	how	to	use	the	SMSService.	The	form	allows	a	user	to	create	a	message	that	will	be	sent	to	a	mobile	phone.
*	It	consists	of	a	simple	interface	with	2	input	capable	fields	that	are	defined	in	the	repository	as:
*											-	#PHONE,	Alphanumeric,	Length	30
*											-	#SMSTEXT,	Char,	Length	200,	Visualisation	VisualMultiLineEdit
*	There	is	also	one	display	only	field:
*											-	#REMCHAR,	Integer,	Length	3,	Decimals	0.



*
*
*	Disclaimer	:	The	following	material	is	supplied	as	sample	material	only.	No	warranty	concerning	this	material	or	its	use	in	any	way	whatsoever	is	expressed	or	implied.
*
***************************************************
FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)
Begin_Com	Role(*EXTENDS	#PRIM_FORM)	Clientheight(236)	Clientwidth(542)	Height(270)	Left(391)	Top(135)	Width(550)
Define_Com	Class(#PRIM_LABL)	Name(#LABL_1)	Alignment(Center)	Caption('Please	Enter	the	Phone	Number	and	Message	Below')	Displayposition(1)	Height(17)	Left(64)	Parent(#COM_OWNER)	Tabposition(4)	Tabstop(False)	Top(16)	Width(289)
Define_Com	Class(#PHONE.Visual)	Name(#PHONE)	Displayposition(2)	Left(10)	Parent(#COM_OWNER)	Tabposition(1)	Top(62)	Width(305)
Define_Com	Class(#REMCHAR.Visual)	Name(#REMCHAR)	Displayposition(3)	Height(19)	Left(10)	Parent(#COM_OWNER)	Readonly(True)	Tabposition(6)	Tabstop(False)	Top(152)	Usepicklist(False)	Width(200)
Define_Com	Class(#PRIM_PHBN)	Name(#Btn_Send)	Caption('Send	SMS')	Displayposition(4)	Left(160)	Parent(#COM_OWNER)	Tabposition(3)	Top(175)
Define_Com	Class(#PRIM_STBR)	Name(#STBR_1)	Displayposition(5)	Height(24)	Left(0)	Messageposition(1)	Parent(#COM_OWNER)	Tabposition(5)	Tabstop(False)	Top(212)	Width(542)
Define_Com	Class(#SMSTEXT.VisualMultiLineEdit)	Name(#SMSTEXT)	Displayposition(6)	Height(57)	Left(10)	Parent(#COM_OWNER)	Tabposition(2)	Top(88)

*	The	following	locally	defined	fields	are	used	to	hold	the	parameters	required	within	the	JSM	Built-
in	Functions.
Define	Field(#JSMSTS)	Type(*CHAR)	Length(020)
Define	Field(#JSMMSG)	Type(*CHAR)	Length(255)
Define	Field(#JSMCMD)	Type(*CHAR)	Length(255)
Define	Field(#JSMSRV)	Type(*CHAR)	Length(050)
Define	Field(#JSMHND)	Type(*CHAR)	Length(4)

EVTROUTINE	handling(#com_owner.Initialize)
SET	#com_owner	caption(*component_desc)

*	This	example	simulates	a	case	whereby	the	SMS	provider	can	only	accept	emails	that	hold	a	maximum	of	200	characters.	The	#REMCHAR	field	is	used	to	inform	the	users	the	number	of	remaining	characters	they	may	enter	before	they	reach	this	limit.	Most	SMS	providers	and	mobile	phones	can	now	send	messages	that	are	far	greater	this,	and	if	they	cannot,	then	the	message	is	often	split	into	multiple	messages	and	sent	to	the	mobile	phone	by	the	SMS	provider.	The	#REMCHAR	field	is	set	here	to	200	and	is	updated	via	the	SMSTEXT.Changed	event.
#Remchar	:=	200

ENDROUTINE

EVTROUTINE	HANDLING(#Btn_Send.Click)

*	'Open	service'
*	The	JSMX_OPEN	Builtin	Function	is	used	to	connect	this	JSMX	client	to	the	Java	Services	Manager,	and	to	start	a	thread	for	the	service.	The	server	name	must	be	a	valid	and	available	server	name	and	the	port	number	will	be	that	which	your	SMTP	mail	server	is	running	on.	The	server	name	defined	here	is	not	related	to	any	servers	that	you	have	defined	in	the	LANSA	Communications	Administrator.
#JSMSRV	:=	'LANSA01:4560'
Use	Builtin(JSMX_OPEN)	With_Args(#JSMSRV)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG	#JSMHND)
Execute	Subroutine(CHECK)	With_Parms(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	'Load	service'



*	The	Service_Load(SMSService)	command	loads	and	initializes	the	service	using	the	values	defined	in	the	SMSService.properties	file.
#JSMCMD	:=	'Service_Load	Service	(SMSService)'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK)	With_Parms(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	'Examples	of	Set	command'
*
*	Here	are	two	examples	of	how	to	use	the	SET	command.	This	command	might	be	used	to	override	any	defaults	that	are	defined	in	the	SMSService.properties	file.
*
*	1st	Example	of	'Set'	command.	In	this	example	of	the	'Set'	command,	we	are	setting	the	Encoding	value	to	be	that	of	the	ISO08859_1	standard.
#JSMCMD	:=	'Set	Encoding(ISO8859_1)'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK)	With_Parms(#JSMSTS	#JSMMSG)
*	2nd	Example	of	'Set'	command.	In	this	example	of	the	'Set'	command,	we	are	overriding	the	FROM	value.	This	might	be	useful	for	some	initial	testing	if	you	want	the	return	address	value	to	be	your	personal	email	address.	The	value	used	here	will	be	appended	to	the	mail	domain	(e.g.	@mycompany.com),	so	you	need	only	enter	the	first	part	of	the	address.
#JSMCMD	:=	'Set	From(return_address)'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK)	With_Parms(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	'Send	message'
*	This	command	is	required	to	'kick	off'	the	sending	of	the	message,	and	contains	the	'guts'	of	the	message.	The	'To'	parameter	contains	the	phone	number,	while	the	'Msg'	parameter	contains	the	message	to	be	sent.
#JSMCMD	:=	'Send	To('	+	#Phone	+	')	Msg('	+	#SMSText	+')'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK)	With_Parms(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	'Unload	service'
*	This	command	is	required	to	unload	the	service	and	to	remove	the	temporary	directory.	If	you	needed	to	send	out	multiple	messages	then	you	would	not	issue	this	command	until	after	you	had	finished	sending	all	the	messages.
#JSMCMD	:=	'Service_Unload'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK)	With_Parms(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	'Close	service'
*	The	final	step	in	the	process	is	to	close	the	service.
Use	Builtin(JSMX_CLOSE)	With_Args(#JSMHND)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK)	With_Parms(#JSMSTS	#JSMMSG)

Endroutine

*	The	following	event	routine	provides	information	to	the	user	on	how	many	characters	they	have	left	before	they	reach	their	limit.	This	is	a	purely	optional	feature,	and	would	not	be	necessary	in	applications	that	do	not	allow	users	to	type	in	their	messages.
EVTROUTINE	HANDLING(#SMSText.Changed)	OPTIONS(*NOCLEARMESSAGES	*NOCLEARERRORS)



#Remchar	:=	200	-	#SMSText.CurSize

ENDROUTINE

*	SUBROUTINES
*	The	following	subroutine	is	used	by	all	the	JSMX	commands	to	handle	any	errors	that	are	encountered.
Subroutine	Name(CHECK)	Parms((#JSMSTS	*RECEIVED)	(#JSMMSG	*RECEIVED))

If	Cond('#JSMSTS	*NE	OK')

Message	Msgtxt('Java	service	error	has	occurred')
Message	Msgtxt(#JSMMSG)

Use	Builtin(JSMX_CLOSE)	With_Args(#JSMHND)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)

Endif

Endroutine
END_COM



XMLBindFileService
フラグメント専用
このサンプル・コードを使用する前に、XMLBindFileServiceのRDMLコード例の概要を読み、以
下のステップを実行してください。

XMLBindFileServiceの例
ステップ1：	XMLバインディングウィザード
ステップ2：	フォルダーとサンプルXMLドキュメントを作成する
次の「ステップ3.	RDMLXフォームのコード」に進んでください。



ステップ3.	RDMLXフォームのコード
以下は、これらの注文の処理に使用できるRDMLXコードです。コード内の注釈をよく読んでく
ださい。

*	**************************************************
*	
*	COMPONENT:		STD_FORM
*	
*	**************************************************
Function	Options(*DIRECT)
Begin_Com	Role(*EXTENDS	#PRIM_FORM)	Clientheight(666)	Clientwidth(622)	Height(693)	Left(300)	Top(47)	Width(630)
Define_Com	Class(#PRIM_GRID)	Name(#ORDXML)	Captionnoblanklines(True)	Columnbuttonheight(19)	Columnscroll(False)	Componentversion(1)	Displayposition(1)	Height(129)	Left(8)	Parent(#COM_OWNER)	Showbuttonselection(True)	Showselection(True)	Showselectionhilight(False)	Showsortarrow(True)	Tabposition(1)	Top(8)	Width(513)
Define_Com	Class(#PRIM_GDCL)	Name(#GDCL_1)	Displayposition(1)	Parent(#ORDXML)	Source(#RDXFILENM)	Width(100)
Define_Com	Class(#PRIM_PHBN)	Name(#GETORDERS)	Caption('Get	Orders')	Displayposition(2)	Height(26)	Left(528)	Parent(#COM_OWNER)	Tabposition(2)	Top(32)
Define_Com	Class(#PRIM_PHBN)	Name(#PROCESS_ORDER)	Caption('Process	Orders')	Displayposition(3)	Enabled(False)	Height(26)	Left(528)	Parent(#COM_OWNER)	Tabposition(3)	Top(73)
Define_Com	Class(#PRIM_GPBX)	Name(#GPBX_1)	Caption('Order	Details')	Displayposition(4)	Height(329)	Left(8)	Parent(#COM_OWNER)	Tabposition(4)	Tabstop(False)	Top(264)	Width(601)
Define_Com	Class(#CUSTNUM.Visual)	Name(#CUSTNUM)	Displayposition(1)	Left(8)	Parent(#GPBX_1)	Tabposition(1)	Top(64)
Define_Com	Class(#CUSTNME.Visual)	Name(#CUSTNME)	Displayposition(2)	Left(8)	Parent(#GPBX_1)	Tabposition(2)	Top(88)
Define_Com	Class(#ORDDTE.Visual)	Name(#ORDDTE)	Displayposition(3)	Height(19)	Left(8)	Parent(#GPBX_1)	Tabposition(3)	Top(40)	Usepicklist(False)	Width(247)
Define_Com	Class(#SONUM.Visual)	Name(#SONUM)	Displayposition(4)	Height(19)	Left(8)	Parent(#GPBX_1)	Tabposition(4)	Top(16)	Usepicklist(False)	Width(247)
Define_Com	Class(#STREET.Visual)	Name(#STREET)	Displayposition(5)	Left(10)	Parent(#GPBX_1)	Tabposition(5)	Top(110)
Define_Com	Class(#CITY.Visual)	Name(#CITY)	Displayposition(6)	Left(8)	Parent(#GPBX_1)	Tabposition(6)	Top(128)
Define_Com	Class(#STATE.Visual)	Name(#STATE)	Displayposition(7)	Left(8)	Parent(#GPBX_1)	Tabposition(7)	Top(151)
Define_Com	Class(#ZIP.Visual)	Name(#ZIP)	Displayposition(8)	Left(12)	Parent(#GPBX_1)	Tabposition(8)	Top(173)
Define_Com	Class(#PRIM_GRID)	Name(#LINES)	Captionnoblanklines(True)	Columnbuttonheight(18)	Columnscroll(False)	Componentversion(1)	Displayposition(9)	Height(105)	Left(40)	Parent(#GPBX_1)	Showbuttonselection(True)	Showselection(True)	Showselectionhilight(False)	Showsortarrow(True)	Tabposition(9)	Top(200)	Width(493)
Define_Com	Class(#PRIM_GDCL)	Name(#GDCL_2)	Displayposition(1)	Parent(#LINES)	Source(#LINENUM)	Width(10)
Define_Com	Class(#PRIM_GDCL)	Name(#GDCL_3)	Displayposition(2)	Parent(#LINES)	Source(#PARTNUM)	Width(10)
Define_Com	Class(#PRIM_GDCL)	Name(#GDCL_4)	Displayposition(3)	Parent(#LINES)	Source(#PARTDSC)	Width(50)
Define_Com	Class(#PRIM_GDCL)	Name(#GDCL_5)	Displayposition(4)	Parent(#LINES)	Source(#PARTAMT)
Define_Com	Class(#PRIM_GDCL)	Name(#GDCL_6)	Displayposition(5)	Parent(#LINES)	Source(#PARTQTY)	Width(10)
Define_Com	Class(#PRIM_GRID)	Name(#ORDERS)	Captionnoblanklines(True)	Columnscroll(False)	Componentversion(1)	Displayposition(5)	Height(102)	Left(8)	Parent(#COM_OWNER)	Showbuttonselection(True)	Showselection(True)	Showselectionhilight(False)	Showsortarrow(True)	Tabposition(5)	Top(144)	Width(513)
Define_Com	Class(#PRIM_GDCL)	Name(#GDCL_7)	Displayposition(1)	Parent(#ORDERS)	Source(#SONUM)
Define_Com	Class(#PRIM_GDCL)	Name(#GDCL_8)	Parent(#ORDERS)	Source(#ORDDTE)	Visible(False)
Define_Com	Class(#PRIM_GDCL)	Name(#GDCL_9)	Displayposition(2)	Parent(#ORDERS)	Source(#CUSTNME)	Widthtype(Remainder)
Define_Com	Class(#PRIM_GDCL)	Name(#GDCL_10)	Parent(#ORDERS)	Source(#CUSTNUM)	Visible(False)
Define_Com	Class(#PRIM_GDCL)	Name(#GDCL_11)	Parent(#ORDERS)	Source(#STREET)	Visible(False)
Define_Com	Class(#PRIM_GDCL)	Name(#GDCL_12)	Parent(#ORDERS)	Source(#CITY)	Visible(False)
Define_Com	Class(#PRIM_GDCL)	Name(#GDCL_13)	Parent(#ORDERS)	Source(#STATE)	Visible(False)
Define_Com	Class(#PRIM_GDCL)	Name(#GDCL_14)	Parent(#ORDERS)	Source(#ZIP)	Visible(False)



Define_Com	Class(#PRIM_GDCL)	Name(#GDCL_16)	Parent(#LINES)	Source(#STD_NUM)	Visible(False)
Define_Com	Class(#PRIM_GDCL)	Name(#GDCL_15)	Parent(#ORDERS)	Source(#STD_NUM)	Visible(False)
Define_Com	Class(#PRIM_STBR)	Name(#STBR_1)	Displayposition(6)	Height(24)	Left(0)	Messageposition(1)	Parent(#COM_OWNER)	Tabposition(6)	Tabstop(False)	Top(642)	Width(622)

*	Define	the	fields	to	be	used	in	this	application

*	Define	the	fields	used	by	the	JSM	Commands
Define	Field(#JSMSTS)	Type(*CHAR)	Length(020)
Define	Field(#JSMMSG)	Type(*CHAR)	Length(255)
Define	Field(#JSMCMD)	Type(*CHAR)	Length(255)
Define	Field(#JSMHND)	Type(*CHAR)	Length(4)

*	NOTE:	You	will	need	to	define	the	following	commented	fields	in	your	repository	as	they	appear	on	the	form
*	These	fields	will	hold	values	read	from	and	written	to	the	XML	documents

*	Define	the	Order	number	and	date
*	Define	Field(#SONUM)	Type(*CHAR)	Length(010)	Label('Order	#')
*	Define	Field(#ORDDTE)	Type(*CHAR)	Length(010)	Label('Order	Date')
*	
*	*	Define	the	Customer	details
*	Define	Field(#CUSTNUM)	Type(*CHAR)	Length(010)	Label('Customer	#')
*	Define	Field(#CUSTNME)	Type(*CHAR)	Length(050)	Label('Customer	name')
*	Define	Field(#STREET)	Type(*CHAR)	Length(050)	Label('Street')
*	Define	Field(#CITY)	Type(*CHAR)	Length(050)	Label('City')
*	Define	Field(#STATE)	Type(*CHAR)	Length(005)	Label('State')
*	Define	Field(#ZIP)	Type(*CHAR)	Length(005)	Label('Post	Code')

*	Define	the	order	line	details.	We	will	also	define	a	list	that	holds	the	order	line	details
*	Define	Field(#LINENUM)	Type(*DEC)	Length(003)	Decimals(0)	Label('Line	#')
*	Define	Field(#PARTNUM)	Type(*DEC)	Length(003)	Decimals(0)	Label('Part	#')
*	Define	Field(#PARTDSC)	Type(*CHAR)	Length(020)	Label('Part	Desc.')
*	Define	Field(#PARTAMT)	Type(*DEC)	Length(010)	Decimals(2)	Label('Amount')
*	Define	Field(#PARTQTY)	Type(*DEC)	Length(003)	Decimals(0)	Label('Quantity')
Define	Field(#ORDTOT)	Type(*DEC)	Length(010)	Decimals(2)	Label('Grand	Total')
Def_List	Name(#ORDLINES)	Fields(#LINENUM	#PARTNUM	#PARTDSC	#PARTAMT	#PARTQTY	#STD_NUM)	Type(*Working)
Group_By	Name(#ORDHDR)	Fields(#SONUM	#ORDDTE	#CUSTNUM	#CUSTNME	#STREET	#CITY	#STATE	#ZIP)

*	The	following	field	will	hold	the	file	name	and	path	for	the	archived	files
Define	Field(#ARCHIVE)	Type(*CHAR)	Length(30)	Desc('Archived	Orders	Directory')	Input_Atr(LC)	Default('''archive''')



Define	Field(#X_POSN)	Type(*DEC)	Length(2)	Decimals(0)	Desc('Working	field	to	find	the	file	name')

*	Define	the	order	response	details
Define	Field(#COMMENTS)	Type(*CHAR)	Length(256)	Label('Comments')
Define	Field(#LINSTAT)	Type(*CHAR)	Length(20)	Label('Line	Status')
Define	Field(#RESPONSE)	Type(*CHAR)	Length(30)	Label('Resp	filename')
Define	Field(#TOGGLE)	Type(*DEC)	Length(1)	Decimals(0)
Def_List	Name(#LSTCMNT)	Fields(#COMMENTS)	Type(*WORKING)
Def_List	Name(#RSPLINES)	Fields(#LINENUM	#PARTNUM	#PARTDSC	#PARTAMT	#PARTQTY	#LINSTAT)	Type(*WORKING)

*	A	single	field	working	list	needs	to	be	defined	to	hold	the	list	of	order	returned	from	our	LIST	command.	The	field	needs	to	be	long	enough	to	hold	the	expected	length	of	the	canonical	file	path	returned	from	the	LIST	command.
*	Define	Field(#RDXFILENM)	Type(*char)	Length(100)
Def_List	Name(#ORDERLSTW)	Fields(#RDXFILENM)	Counter(#LISTCOUNT)	Type(*WORKING)

Evtroutine	Handling(#com_owner.Initialize)
Set	Com(#com_owner)	Caption(*component_desc)
*	We	will	now	start	the	funcionality	by	opening	the	JSM
Use	Builtin(JSMX_OPEN)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG	#JSMHND)
Execute	Subroutine(CHECK)	With_Parms(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	Next	we	will	load	the	JSM	service	-	in	this	example	we	have	selected	to	have	tracing	on.
#JSMCMD	:=	'SERVICE_LOAD	SERVICE(XMLBINDFILESERVICE)	TRACE(*YES)	DOMSET(*READER)'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK)	With_Parms(#JSMSTS	#JSMMSG)

Endroutine

*	SUB	ROUTINES
*	The	CHECK	subroutine	is	used	to	capture	errors	returned	from	the	JSM	commands.	For	any	errors	encountered,	a	screen	will	be	displayed	with	the	error	message	and	the	program	will	exit	after	this.
Subroutine	Name(CHECK)	Parms((#JSMSTS	*RECEIVED)	(#JSMMSG	*RECEIVED))

If	('#JSMSTS	*NE	OK')

*	Display	FIELDS(#JSMSTS	#JSMMSG)
Use	Builtin(JSMX_CLOSE)	With_Args(#JSMHND)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Message	Msgtxt('Java	service	error	has	occured')

Endif



Endroutine

Evtroutine	Handling(#GETORDERS.Click)

*	Clear	out	all	lists	and	fields	first
Clr_List	Named(#ORDERS)
Clr_List	Named(#LINES)
Clr_List	Named(#ORDERLSTW)
#ORDHDR	:=	*default

*	The	first	thing	we	want	to	do	is	to	get	a	list	of	all
*	the	orders	that	are	in	the	neworders	directory.	To	do
*	this	we	will	use	the	LIST	command.	In	this	scenario,
*	the	neworders	directory	is	immediately	under	the	JSM
*	Instance	directory	on	our	server,	so	we	can	refer	to
*	the	directory	simply	as	'neworders'.
*	In	this	example	the	file	extension	has	been	hard	coded
*	as	XML.	This	means	that	only	files	with	an	extension	of
*	XML	will	be	returned.
#JSMCMD	:=	'LIST	DIR(NEWORDERS)	SERVICE_LIST(FILENAME)	EXT(XML)'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG	#ORDERLSTW)
Execute	Subroutine(CHECK)	With_Parms(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	Display	the	list	returned	from	the	LIST	command.
Clr_List	Named(#ORDXML)
Selectlist	Named(#ORDERLSTW)
Add_Entry	To_List(#ORDXML)
Endselect

If	('#LISTCOUNT	>	0')
#PROCESS_ORDER.Enabled	:=	True
Endif

Endroutine
Evtroutine	Handling(#PROCESS_ORDER.Click)

Clr_List	Named(#ORDLINES)

#std_num	:=	0



*	The	next	step	of	our	application	is	to	run	through
*	the	orders	in	our	list	and	process	the	data	order	by
*	order.	To	do	this	we	will	need	to	use	the	READ,	BIND,
*	and	GET	commands.

Selectlist	Named(#ORDERLSTW)

#std_num	:=	#std_num	+	1

*	Next	we	will	use	the	READ	command.	For	the	READ
*	command	we	need	to	specify	the	file	that	we	want
*	to	access,	including	the	file	path.	In	this	example,
*	if	an	order	is	named	order1.xml	for	example,	then	the
*	FILE	keyword	would	normally	be	specified	as
*	FILE(neworder/order1.xml),	and	it	would	assume	that	the
*	neworder	directory	is	under	the	JSM	Instance	directory
*	for	the	server.	We	could	take	this	approach,	but	we
*	already	have	the	full	directory	path	and	file	name
*	specified	in	the	list	(in	the	field	#FILENAME)	so	it
*	will	be	much	simpler	to	use	this.	The	actual	ARCHIVE
*	file	name	and	path	will	be	verified	in	the	ARCHIVE
*	sub-routine.
*	If	we	were	going	to	be	using	a	hard	coded	READ,	then
*	this	is	what	it	might	look	like:
*	.			USE	BUILTIN(	BUILTIN)	WITH_ARGS(JSM_COMMAND)
*	.			WITH_ARGS('READ	FILE(neworder/order1.xml)
*	.														ARCHIVE(archive/arc_order1.xml)')
*	.			TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(ARCHIVE)
#JSMCMD	:=	'READ	FILE('	+	#RDXFILENM	+	')	ARCHIVE('	+	#ARCHIVE	+	')'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK)	With_Parms(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	The	next	command	to	run	is	the	BIND.	We	named	the
*	service	to	handle	the	inbound	XML	documents	as
*	'inboundorder'.
#JSMCMD	:=	'BIND	SERVICE(INBOUNDORDER)	TYPE(*INBOUND)	BINDTRACE(*YES)'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)



Execute	Subroutine(CHECK)	With_Parms(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	The	next	step	is	to	retrieve	the	data	using	the	GET
*	command.
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	'GET	FRAGMENT(ORDERS)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)')	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK)	With_Parms(#JSMSTS	#JSMMSG)

#JSMCMD	:=	'GET	FRAGMENT(SALESORDER)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK)	With_Parms(#JSMSTS	#JSMMSG)

#JSMCMD	:=	'GET	FRAGMENT(CUSTOMER)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK)	With_Parms(#JSMSTS	#JSMMSG)

#JSMCMD	:=	'GET	FRAGMENT(ORDERDATE)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK)	With_Parms(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	The	line	details	of	our	order	technically	make	up	a
*	list.	In	this	example	though,	we	have	defined	the	lines
*	as	fragments.	As	such,	we	need	to	handle	them	a	little
*	differently.	We	need	to	place	the	GET	FRAGMENT(LINE)	in
*	a	loop	and	continue	in	the	loop	until	all	the	line
*	details	are	retrieved.	The	following	demonstrates	how
*	we	do	this.
*	Clr_List	NAMED(#ORDLINES)
Begin_Loop
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	'GET	FRAGMENT(LINE)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)')	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
If	('#JSMSTS	*EQ	NOFRAGMENT')
Leave
Endif
Execute	Subroutine(CHECK)	With_Parms(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	We	also	need	to	get	the	part	details	for	this	line.
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	'GET	FRAGMENT(PART)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)')	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)

Add_Entry	To_List(#ORDLINES)
End_Loop



*	Now	that	we	have	the	data	we	need	and	have	saved	a	copy
*	of	the	file	in	the	archive,	we	can	close	the	bind	on
*	this	file	and	delete	the	file	from	our	inbound
*	directory.
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	CLOSE)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
#JSMCMD	:=	'DELETE	FILE('	+	#RDXFILENM	+	')'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	Add	the	order	header	details	to	the	ORDERS	grid
Add_Entry	To_List(#ORDERS)

*	Now	we	will	work	on	a	response	XML	in	reply	to	this
*	order.	To	keep	things	clean,	we	will	do	this	in	a
*	separate	subroutine.
Execute	Subroutine(RESPONSE)

Endselect

*	Clear	the	header	details	fields	so	they	do	not	appear	with	values	until	an	order	is	selected.
#ORDHDR	:=	*default

*	Disable	the	Process	Orders	button
#PROCESS_ORDER.Enabled	:=	False

Endroutine

*	The	ARCHIVE	subroutine	will	build	the	file	name	and
*	path	for	the	ARCHIVE	keyword	of	the	READ	command.
Subroutine	Name(ARCHIVE)
Use	Builtin(SCANSTRING)	With_Args(#RDXFILENM	'neworders'	*DEFAULT	'0')	To_Get(#X_POSN)
#X_POSN	:=	#X_POSN	+	10
Substring	Field(#RDXFILENM	#X_POSN)	Into_Field(#ARCHIVE)
#ARCHIVE	:=	'archive/arc_'	+	#ARCHIVE
Endroutine

*	This	RESPONSE	subroutine	will	do	all	the	processing
*	required	to	build	and	create	the	response	XML	document.
Subroutine	Name(RESPONSE)



*	The	first	thing	we	need	to	do	is	create	a	new	empty
*	outbound	XML	document	and	BIND	it	to	the	outbound
*	service	that	we	created	with	the	XML	Binding	Wizard.
*	Note	that	we	specify	the	type	as	*OUTBOUND.
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	'BIND	SERVICE(OUTBOUNDRESPONSE)	TYPE(*OUTBOUND)')	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK)	With_Parms(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	Much	of	the	information	for	the	response	we	already
*	have,	but	a	couple	of	fields	need	to	be	populated	so
*	we	will	make	up	some	fictitious	data	here.	We	will
*	create	some	comments,	and	add	them	to	a	list	first.
*	The	other	new	data	we	need	to	add	is	the	LINSTAT	field
*	to	give	an	indication	of	the	status	of	the	order	line.
Clr_List	Named(#LSTCMNT)
#COMMENTS	:=	'Thank	you	for	your	order'
Add_Entry	To_List(#LSTCMNT)
#COMMENTS	:=	'We	have	processed	your	order	'	+	#SONUM	+	'	on	date:	'	+	*DDMMYYYYC
Add_Entry	To_List(#LSTCMNT)
#COMMENTS	:=	'Please	refer	below	for	the	full	details	of	your	order.'
Add_Entry	To_List(#LSTCMNT)
#COMMENTS	:=	'One	of	our	sales	people	will	be	in	touch	with	you	shortly.'
Add_Entry	To_List(#LSTCMNT)
#COMMENTS	:=	'For	immediate	assistance	on	your	order	please	call	1234567'
Add_Entry	To_List(#LSTCMNT)
#COMMENTS	:=	'one	more	line'
Add_Entry	To_List(#LSTCMNT)
#COMMENTS	:=	'two	more	lines'
Add_Entry	To_List(#LSTCMNT)
#COMMENTS	:=	'three	more	lines'
Add_Entry	To_List(#LSTCMNT)

Clr_List	Named(#RSPLINES)
*	NOTE:	The	#TOGGLE	field	is	used	to	alternate	status
*	messages	-	to	add	a	bit	of	variety.
Selectlist	Named(#ORDLINES)
If	('#TOGGLE	=	0')
#TOGGLE	:=	1
#LINSTAT	:=	OK



Else
#TOGGLE	:=	0
#LINSTAT	:=	'OUT	OF	STOCK'
Endif
Add_Entry	To_List(#RSPLINES)
Endselect

*	Now	that	we	have	some	data,	we	can	start	using	the	SET
*	command	to	populate	the	outbound	document	object.	As
*	per	the	reading	of	data	from	the	order	documents,	since
*	this	example	is	using	fragments	only,	we	will	need	to
*	set	up	loops	to	add	any	repeating	data	(specifically
*	the	comments	and	the	order	lines).
#JSMCMD	:=	'SET	FRAGMENT(ORDERRESPONSE)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK)	With_Parms(#JSMSTS	#JSMMSG)

Selectlist	Named(#LSTCMNT)
#JSMCMD	:=	'SET	FRAGMENT(RESPONSECOMMENTS)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK)	With_Parms(#JSMSTS	#JSMMSG)
Endselect

#JSMCMD	:=	'SET	FRAGMENT(SALESORDER)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK)	With_Parms(#JSMSTS	#JSMMSG)

#JSMCMD	:=	'SET	FRAGMENT(CUSTOMER)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK)	With_Parms(#JSMSTS	#JSMMSG)

Selectlist	Named(#RSPLINES)
#JSMCMD	:=	'SET	FRAGMENT(LINE)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK)	With_Parms(#JSMSTS	#JSMMSG)

#JSMCMD	:=	'SET	FRAGMENT(PART)	SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK)	With_Parms(#JSMSTS	#JSMMSG)



Endselect

*	Now	we	have	all	the	data	prepared,	we	will	serialize
*	the	document	object	out	to	a	specified	file	using	the
*	WRITE	command.	We	will	construct	a	file	name	based	on
*	the	customer	and	order	number.
#JSMCMD	:=	'WRITE	FILE(response/RSP_'	+	#CUSTNUM	+	'_'	+	#SONUM	+	'.xml)	INDENT(*YES)	INDENT-
AMOUNT(1)'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK)	With_Parms(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	Finally	we	will	CLOSE	the	bind	then	go	onto	the	next
*	XML	document.
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	CLOSE)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)

Endroutine
Evtroutine	Handling(#COM_OWNER.Closing)	Options(*NOCLEARMESSAGES	*NOCLEARERRORS)
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	SERVICE_UNLOAD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Use	Builtin(JSMX_CLOSE)	With_Args(#JSMHND)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Endroutine
Evtroutine	Handling(#ORDERS.ItemGotSelection)	Options(*NOCLEARMESSAGES	*NOCLEARERRORS)
Define	Field(#whichone)	Reffld(#std_num)

#whichone	:=	#std_num
Clr_List	Named(#LINES)

Selectlist	Named(#ORDLINES)

If	('#std_num	=	#whichone')
Add_Entry	To_List(#LINES)
Endif

Endselect
Endroutine
End_Com



OpenLDAPServiceの例
このRDMLXフォームにより、OpenLDAPServiceの使用方法の例が提供されます。このフォーム
を使用すると、ユーザーはADDコマンドを使用してIBM	Directory	Server	(IBMTelDir)に新しいエ
ントリーの詳細を追加できます。また、SEARCHコマンドを使用して現在のエントリーのリスト
を表示できます。そのため、新しいエントリーが正常に追加されると、そのエントリーはリスト
に反映されます。

この例を実行するには、以下の操作を行う必要があります。

1.	IBM	i	上のIBM	Directory	Serverを構成して開始します。IBM	Directory	Serverの詳細について
は、関連するIBMマニュアルを参照してください。

2.	LANSAリポジトリで以下の2つのフィールドを定義します。

									#JSMSTS,	Char,	桁数	20

									#JSMMSG,	Char,	桁数	255
3.	#JSMSRVフィールドを正しいJSMサーバーの値に設定します。

4.	#LDPSRVフィールドを正しいLDAPサーバーの値に設定します。

***************************************************
*
*	Description:
*	This	RDMLX	form	provides	an	example	of	how	to	use	the	OpenLDAPService.	The	form	allows	a	user	to	add	the	details	of	a	new	entry	to	the	IBM	Directory	Server	(IBMTelDir)	using	the	ADD	command.	It	also	allows	the	user	to	view	a	list	of	all	current	entries	using	the	using	the	SEARCH	command.	So,	if	a	new	entry	is	succesfully	added,	this	will	be	reflected	in	the	list.
*	
*	To	run	this	example	you	will	need	to	do	the	following:
*			1.	Configure	and	start	the	IBM	Directory	Server	on	the	IBM
i.	For	more	information	on	the	IBM	Directory	Server	please	refer	to	the	relevant	IBM	Manuals;
*			2.	Define	two	fields	in	the	LANSA	Repository:
*							-	#JSMSTS,	Char,	Length	20
*							-	#JSMMSG,	Char,	Length	255
*			3.	Set	the	#JSMSRV	field	to	the	correct	JSM	server	value
*			4.	Set	the	#LDPSRV	field	to	the	correct	LDAP	server	value
*
*	Disclaimer	:	The	following	material	is	supplied	as	sample	material	only.	No	warranty	concerning	this	material	or	its	use	in	any	way	whatsoever	is	expressed	or	implied.
*
***************************************************
FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)
Begin_Com	Role(*EXTENDS	#PRIM_FORM)	Clientheight(313)	Clientwidth(514)	Left(360)	Top(135)	Width(522)
Define_Com	Class(#GIVENAME.Visual)	Name(#CN_FNAME)	Caption('First	Name')	Displayposition(1)	Height(19)	Labeltype(Caption)	Left(8)	Parent(#COM_OWNER)	Tabposition(1)	Top(8)	Usepicklist(False)	Width(324)
Define_Com	Class(#SURNAME.Visual)	Name(#SN_LNAME)	Caption('Last	Name')	Displayposition(2)	Height(19)	Labeltype(Caption)	Left(8)	Parent(#COM_OWNER)	Tabposition(2)	Top(32)	Usepicklist(False)	Width(324)
Define_Com	Class(#STD_DESCL.Visual)	Name(#EMAIL)	Caption('Email')	Displayposition(3)	Height(19)	Labeltype(Caption)	Left(8)	Parent(#COM_OWNER)	Tabposition(3)	Top(56)	Usepicklist(False)	Width(495)
Define_Com	Class(#STD_TEXTS.Visual)	Name(#PASSWORD)	Caption('Password')	Displayposition(4)	Height(19)	Labeltype(Caption)	Left(8)	Parent(#COM_OWNER)	Tabposition(4)	Top(80)	Usepicklist(False)	Width(401)
Define_Com	Class(#PRIM_STBR)	Name(#STBR_1)	Displayposition(5)	Height(24)	Left(0)	Messageposition(1)	Parent(#COM_OWNER)	Tabposition(5)	Tabstop(False)	Top(289)	Width(514)



Define_Com	Class(#PRIM_PHBN)	Name(#ADD_RECORD)	Caption('Add	User')	Displayposition(6)	Left(160)	Parent(#COM_OWNER)	Tabposition(6)	Top(104)
Define_Com	Class(#PRIM_LTVW)	Name(#LTVW_1)	Componentversion(2)	Displayposition(7)	Fullrowselect(True)	Height(131)	Left(12)	Parent(#COM_OWNER)	Showsortarrow(True)	Tabposition(7)	Top(142)	Width(493)
Define_Com	Class(#PRIM_LVCL)	Name(#LVCL_1)	Caption('Current	Directory	Entries')	Captiontype(Caption)	Displayposition(1)	Parent(#LTVW_1)	Sortonclick(True)	Source(#STD_DESCL)	Widthtype(Remainder)

*	The	following	locally	defined	fields	are	used	to	hold	the	parameters	required	by	the	JSM	Built-
in	Functions.
Define	Field(#JSMCMD)	Type(*Char)	Length(255)
Define	Field(#JSMSRV)	Type(*Char)	Length(050)
Define	Field(#JSMPRT)	Type(*Char)	Length(005)
Define	Field(#JSMHND)	Type(*Char)	Length(4)
Define	Field(#LDPSRV)	Type(*Char)	Length(050)

*	The	following	fields	and	working	list	are	required	for	the	Add	command.
Define	Field(#ATNAME)	Type(*Char)	Length(050)
Define	Field(#ATVALUE)	Type(*Char)	Length(050)
Def_List	Name(#WRKLST)	Fields(#ATNAME	#ATVALUE)	Type(*working)

*	The	following	fields	and	list	are	used	to	display	the	values	currently	in	the	directory.	They	are	required	for	the	Search	command.
Define	Field(#DN)	Type(*Char)	Length(050)
Def_List	Name(#WRKLST2)	Fields(#DN)	Type(*Working)

EVTROUTINE	handling(#com_owner.Initialize)
SET	#COM_OWNER	caption(*component_desc)

*	Set	up	the	JSM	and	LDAP	server	settings
#JSMSRV	:=	'<system-name.:<port>'
#LDPSRV	:=	'<ldap-server-name>'

*	Execute	the	method	to	connect	to	the	LDAPServer.
#COM_OWNER.Connect

*	Execute	the	method	to	populate	the	list	view.
#COM_OWNER.Refresh

ENDROUTINE

*	Add	the	record	to	the	directory
EVTROUTINE	HANDLING(#ADD_RECORD.Click)



*	Execute	the	Add	Method
#COM_OWNER.Add

*	Refresh	the	list	view
#COM_OWNER.Refresh

ENDROUTINE

*	Add	the	new	entry	to	the	LDAP	server
Mthroutine	Name(Add)

*	The	working	list	that	contains	the	information	pertaining	to	the	new	record	is	prepared	for	the	Add	command
#ATNAME	:=	cn
#ATVALUE	:=	#CN_FNAME
Add_Entry	To_list(#WRKLST)

#ATNAME	:=	sn
#ATVALUE	:=	#SN_LNAME
Add_Entry	To_list(#WRKLST)

#ATNAME	:=	mail
#ATVALUE	:=	#EMAIL
Add_Entry	To_list(#WRKLST)

#ATNAME	:=	userPassword
#ATVALUE	:=	#PASSWORD
Add_Entry	To_list(#WRKLST)

#ATNAME	:=	objectClass
#ATVALUE	:=	top
Add_Entry	To_list(#WRKLST)
#ATVALUE	:=	person
Add_Entry	To_list(#WRKLST)
#ATVALUE	:=	inetOrgPerson
Add_Entry	To_list(#WRKLST)
#ATVALUE	:=	organizationalPerson
Add_Entry	To_list(#WRKLST)



*	The	Add	command	is	prepared	and	executed
#JSMCMD	:=	'Add	DN(cn='	+	#CN_FNAME	+	',	cn=users,	o=ibmteldir)	Service_List(ATNAME,ATVALUE)'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG	#WRKLST)
#COM_OWNER.check(#JSMSTS	#JSMMSG)

ENDROUTINE

*	Refresh	the	list	view
Mthroutine	Name(Refresh)

*	'Search	LDAP	Server'
*	The	SEARCH	command	is	responsible	for	the	actual	search	of	the	LDAP	directory.	The	results	will	be	placed	into	a	working	list
#JSMCMD	:=	'Search	Dn(o=ibmteldir)	Filter(objectclass=person)	Scope(*SUB)	Service_List(DN)'
Use	Builtin(Jsmx_command)	With_args(#jsmhnd	#jsmcmd)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG	#WRKLST2)

*	The	resultant	list	is	then	placed	into	the	list	view
Clr_List	#Ltvw_1
Selectlist	Named(#WRKLST2)

#STD_DESCL	:=	#DN

Add_Entry	To_List(#Ltvw_1)

ENDSELECT

ENDROUTINE

*	The	following	method	routine	is	used	by	all	the	JSMX	commands	to	handle	any	errors	that	are	encountered.
Mthroutine	name(check)
define_map	for(*input)	class(#JSMSTS)	name(#I_STATUS)
define_map	for(*input)	class(#JSMMSG)	name(#I_MESSAGE)

message	msgtxt(#JSMSTS.trim	+	':	'	+	#JSMMSG)

endroutine

*	Connect	to	the	JSM	system	then	the	LDAP	server
Mthroutine	Name(Connect)



*	'Open	service'
*	The	JSMX_OPEN	Builtin	Function	is	used	to	connect	this	JSMX	client	to	the	Java	Services	Manager,	and	to	start	a	thread	for	the	service.
Use	Builtin(JSMX_OPEN)	With_Args(#JSMSRV)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG	#JSMHND)
#COM_OWNER.check(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	'Load	service'
*	The	Service_Load(OpenLDAPService)	command	loads	and	initializes	the	service	using	the	values	defined	in	the	OpenLDAPService.properties	file.
#JSMCMD	:=	'Service_Load	Service	(OpenLDAPService)'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
#COM_OWNER.check(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	'Bind	to	LDAP	Server'
*	The	BIND	command	is	used	to	establish	a	connection	to	the	LDAP	server.	In	this	scenario	we	are	passing	an	authentication	name	(DN)	and	password,	but	these	are	not	mandatory	for	this	command
#JSMCMD	:=	'Bind	Host('	+	#Ldpsrv	+	')	DN(cn=Administrator)	Password(password)'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
#COM_OWNER.check(#JSMSTS	#JSMMSG)

Endroutine

*Disconnect	from	the	LDAP	server	then	the	JSM	system
Mthroutine	Name(Disconnect)

*	'Unbind	from	LDAP	Server'
*	This	command	is	used	to	disconnect	from	the	LDAP	Server	when	we	have	completed.
#JSMCMD	:=	UnBind
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
#COM_OWNER.check(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	'Unload	service'
*	This	command	is	required	to	unload	the	service	and	to	remove	the	temporary	directory.	If	you	needed	to	send	out	multiple	messages	then	you	would	not	issue	this	command	until	after	you	had	finished	sending	all	the	messages.
#JSMCMD	:=	'Service_Unload'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
#COM_OWNER.check(#JSMSTS	#JSMMSG)

*	'Close	service'
*	The	final	step	in	the	process	is	to	close	the	service.
Use	Builtin(JSMX_CLOSE)	With_Args(#JSMHND)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
#COM_OWNER.check(#JSMSTS	#JSMMSG)



Endroutine

*	When	the	form	is	closed	we	want	to	disconnect	from	the	LDAP	Server
EVTROUTINE	HANDLING(#COM_OWNER.Closing)	OPTIONS(*NOCLEARMESSAGES	*NOCLEARERRORS)

#COM_OWNER.Disconnect

ENDROUTINE

END_COM



ZipServiceの例
このフォームでは、Zipアーカイブ・ファイルを作成したり、既存のZipアーカイブ・ファイルを
開いて確認および修正したりすることができます。Zipファイルの内容を指定のディレクトリに
解凍することもできます。

使用するサイトに合うように、表示される省略値を修正します。

	
*	Uses	Integrator	Services:	ZIPSERVICE
*	
*	This	form	is	a	very	simple	Windows	Zip	file	processor.
*	It	allows	you	to:
*	-	create	zip	files
*	-	open	existing	zip	files	and	list	their	contents
*	-	add	files	or	folders	to	the	open	zip	file
*	-	extract	the	contents	of	a	zip	file	to	a	specified	folder
*	
*	NOTE:		This	program	is	provided	only	to	demonstrate	usage	of
*	the	ZipService.		To	keep	it	simple,	it	has	rudimentary	error
*	handling	and	does	not	necessarily	demonstrate	recommended	or
*	efficient	programming	technique	or	user	interface	design.
*	
*	The	following	field	must	be	defined	in	your	repository:
*	filepath		string	512
*	jsmsts	alpha	20
*	jsmmsg	alpha	255
*	jsmhdle	char	500
*	jsmcmd	alpha	4
*	
function	options(*DIRECT)
begin_com	role(*EXTENDS	#PRIM_FORM)	bordericons(SystemMenu)	caption('LANSA	Integrator	ZipService	RDMLX	Sample')	clientheight(435)	clientwidth(738)	formposition(ScreenCenter)	framestyle(Dialog)	height(469)	left(439)	top(115)	width(746)

define_com	class(#PRIM_APPL.ICommonDialogFileOpen)	name(#openFileDlg)	reference(*DYNAMIC)
define_com	class(#PRIM_APPL.ICommonDialogFileSave)	name(#saveFileDlg)	reference(*DYNAMIC)

define_com	class(#PRIM_LTVW)	name(#LVContent)	componentversion(2)	displayposition(1)	fullrowselect(True)	height(366)	left(9)	parent(#COM_OWNER)	showsortarrow(True)	tabposition(1)	top(35)	width(416)
define_com	class(#PRIM_LVCL)	name(#LVCL_1)	displayposition(1)	parent(#LVContent)	source(#FILEPATH)	widthtype(Remainder)

define_com	class(#PRIM_LABL)	name(#LABL_1)	caption('Zip	contents:')	displayposition(2)	height(14)	left(8)	parent(#COM_OWNER)	tabposition(2)	tabstop(False)	top(8)	width(125)
define_com	class(#PRIM_GPBX)	name(#GPBX_1)	caption('File:')	displayposition(3)	height(66)	left(434)	parent(#COM_OWNER)	tabposition(3)	tabstop(False)	top(23)	width(289)



define_com	class(#PRIM_PHBN)	name(#btnNew)	caption('&New...')	displayposition(1)	left(20)	parent(#GPBX_1)	tabposition(1)	top(21)	width(100)
define_com	class(#PRIM_PHBN)	name(#btnOpen)	caption('&Open...')	displayposition(2)	left(164)	parent(#GPBX_1)	tabposition(2)	top(21)	width(100)

define_com	class(#PRIM_GPBX)	name(#grpAdd)	caption('Add:')	displayposition(4)	enablechildren(True)	height(169)	left(434)	parent(#COM_OWNER)	tabposition(4)	tabstop(False)	top(96)	width(289)
define_com	class(#PRIM_PHBN)	name(#btnAddFile)	caption('Add	File...')	displayposition(1)	enabled(False)	left(20)	parent(#grpAdd)	tabposition(1)	top(22)	width(100)
define_com	class(#PRIM_PHBN)	name(#btnAddFolder)	caption('Add	Folder:')	displayposition(2)	enabled(False)	left(20)	parent(#grpAdd)	tabposition(2)	top(71)	width(100)
define_com	class(#PRIM_LABL)	name(#LABL_4)	caption('Folder:')	displayposition(7)	height(18)	left(140)	parent(#grpAdd)	tabposition(7)	tabstop(False)	top(76)	width(125)
define_com	class(#PRIM_EDIT)	name(#edtAddFolder)	displayposition(3)	height(18)	hint('Specifies	the	folder	to	add')	left(139)	parent(#grpAdd)	showselection(False)	showselectionhilight(False)	tabposition(3)	top(95)	width(128)
define_com	class(#PRIM_LABL)	name(#lblAddBas)	caption('Base:')	displayposition(6)	height(17)	left(138)	parent(#grpAdd)	tabposition(6)	tabstop(False)	top(120)	width(127)
define_com	class(#PRIM_CMBX)	name(#cboAddBas)	comboboxstyle(DropDownList)	componentversion(1)	displayposition(5)	height(18)	left(138)	parent(#grpAdd)	showselection(False)	showselectionhilight(False)	tabposition(5)	top(138)	width(127)
define_com	class(#PRIM_CBCL)	name(#CBCL_1)	displayposition(1)	parent(#cboAddBas)	source(#STD_INSTR)

define_com	class(#PRIM_GPBX)	name(#grpExtract)	caption('Extract:')	displayposition(5)	enablechildren(True)	height(129)	left(434)	parent(#COM_OWNER)	tabposition(5)	tabstop(False)	top(272)	width(289)
define_com	class(#PRIM_PHBN)	name(#btnExtractFile)	caption('Extract	to:')	displayposition(1)	left(20)	parent(#grpExtract)	tabposition(1)	top(34)	width(100)
define_com	class(#PRIM_LABL)	name(#LABL_3)	caption('Folder:')	displayposition(5)	height(17)	left(136)	parent(#grpExtract)	tabposition(5)	tabstop(False)	top(40)	width(129)
define_com	class(#PRIM_EDIT)	name(#edtExtractFolder)	displayposition(2)	height(18)	left(136)	parent(#grpExtract)	showselection(False)	showselectionhilight(False)	tabposition(2)	top(56)	width(128)
define_com	class(#PRIM_STTC)	name(#STTC_1)	displayposition(4)	height(3)	left(20)	parent(#grpAdd)	tabposition(4)	top(60)	width(245)
define_com	class(#PRIM_LABL)	name(#lblExtBas)	caption('Base:')	displayposition(3)	height(17)	left(135)	parent(#grpExtract)	tabposition(3)	tabstop(False)	top(80)	width(127)
define_com	class(#PRIM_CMBX)	name(#cboExtBas)	comboboxstyle(DropDownList)	componentversion(1)	displayposition(4)	height(18)	left(136)	parent(#grpExtract)	showselection(False)	showselectionhilight(False)	tabposition(4)	top(97)	width(128)
define_com	class(#PRIM_CBCL)	name(#CBCL_2)	displayposition(1)	parent(#cboExtBas)	source(#STD_INST2)

define_com	class(#PRIM_STBR)	name(#STBR_1)	displayposition(6)	height(24)	left(0)	messageposition(1)	parent(#COM_OWNER)	tabposition(6)	tabstop(False)	top(411)	width(738)

define	field(#bResult)	type(*boolean)
define	field(#bIgnore)	type(*boolean)
define	field(#zippath)	type(*string)
define	field(#ziptitle)	type(*string)
define	field(#caption)	type(*string)

def_list	name(#ziplist)	fields(#filepath)	type(*Working)	entrys(*MAX)
def_list	name(#cmdlist)	fields(#std_num	#std_name	#std_textl	#std_text)	counter(#std_count)	type(*Working)	entrys(*MAX)

evtroutine	handling(#com_owner.Initialize)

set	com(#com_owner)	caption(*component_desc)

*	start	local	JSM	server	and	load	the	ZipService
use	builtin(jsmx_open)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg	#jsmhandle)



#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

#jsmcmd	:=	'service_load	service(zipservice)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhandle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

endroutine

evtroutine	handling(#com_owner.Closing)

use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhandle	'service_unload')	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

use	builtin(jsmx_close)	with_args(#jsmhandle)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

endroutine

evtroutine	handling(#com_owner.CreateInstance)	options(*NOCLEARMESSAGES	*NOCLEARERRORS)

*	initial	state
#com_owner.OnOpenArchive(	false	)

*	load	combo	boxes
#std_instr	#std_inst2	:=	'*NONE'
add_entry	to_list(#cboAddBas)
add_entry	to_list(#cboExtBas)

#std_instr	#std_inst2	:=	'*CURRENT'
add_entry	to_list(#cboAddBas)
add_entry	to_list(#cboExtBas)

#cboAddBas.CurrentItem.Selected	:=	True
#cboExtBas.CurrentItem.Selected	:=	True
#std_instr	#std_inst2	:=	'*PARENT'
add_entry	to_list(#cboAddBas)

*	put	a	hint	in	the	folder	edit	boxes
#edtAddFolder.Value	:=	'<type	folder	path>'



#edtExtractFolder.Value	:=	'<type	folder	path>'

endroutine

*	Create	an	archive	file
evtroutine	handling(#btnNew.Click)

#sys_appln.CreateFileSaveDialog	result(#saveFileDLG)
#saveFileDlg.AddFilter(	'Zip	files	(*.zip)'	'*.zip'	)
#saveFileDlg.AddFilter(	'All	files	(*.*)'	'*.*'	)
#saveFileDlg.Title	:=	'New'

#saveFileDlg.Show	okpressed(#bResult)	formowner(#com_self)

if	(#bResult)

*	close	existing	file
#com_owner.Closefile

*	create	a	zip	file
#jsmcmd	:=	'create	file('	+	#saveFileDlg.file	+	')'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhandle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

*	save	details
#zippath	:=	#saveFileDlg.file
#ziptitle	:=	#saveFileDlg.file

#com_owner.OnOpenArchive(	true	)

#com_owner.caption	:=	#saveFileDlg.file

endif

endroutine

*	Select	an	archive	file	to	open
evtroutine	handling(#btnOpen.Click)



#sys_appln.CreateFileOpenDialog	result(#OpenFileDLG)

#openFileDlg.AddFilter(	'Zip	files	(*.zip)'	'*.zip'	)
#openFileDlg.AddFilter(	'All	files	(*.*)'	'*.*'	)

#openFileDlg.Show	okpressed(#bResult)	formowner(#com_self)

if	(#bResult)

*	open	the	file
#com_owner.OpenFile(	#openFileDlg.file	#openFileDlg.filetitle	)

#com_owner.caption	:=	#openFileDlg.file

endif

endroutine

*	select	a	file	to	add	to	the	current	archive
evtroutine	handling(#btnAddFile.Click)

#sys_appln.CreateFileOpenDialog	result(#OpenFileDLG)
#openFileDlg.AddFilter(	'All	files	(*.*)'	'*.*'	)

#openFileDlg.Show	okpressed(#bResult)	formowner(#com_self)

if	(#bResult)

*	open	the	current	archive	file
#jsmcmd	:=	'open	file('	+	#zippath	+	')	mode(*write)	reaplce(*no)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhandle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

*	add	the	specified	file	to	the	current	archive
#jsmcmd	:=	'add	file('	+	#openFileDlg.file	+	')'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhandle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

*	close	the	current	archive	file



#jsmcmd	:=	'close'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhandle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

*	reload	archive	contents
#com_owner.OpenFile(	#zippath	#ziptitle	)

endif

endroutine

evtroutine	handling(#btnAddFolder.Click)

*	open	the	current	archive	file	through	the	ZipService
#jsmcmd	:=	'open	file('	+	#zippath	+	')	mode(*write)	replace(*no)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhandle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

*	add	the	specified	folder	to	the	current	archive
#jsmcmd	:=	'add	path('	+	#edtAddFolder.Value	+	')	base('	+	#cboAddBas.Value	+	')'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhandle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

*	close	the	current	archive	through	the	ZipService
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhandle	'close')	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

*	reload	archive	contents
#com_owner.OpenFile(	#zippath	#ziptitle	)

endroutine

evtroutine	handling(#btnExtractFile.Click)

*	open	the	current	archive	file	through	the	ZipService
#jsmcmd	:=	'open	file('	+	#zippath	+	')	mode(*read)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhandle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)



*	extract	archive	contents	to	the	specified	folder
#jsmcmd	:=	'get	entry(*read)	to('	+	#edtExtractFolder.Value	+	')	base('	+	#cboExtBas.Value	+	')'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhandle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

*	close	the	file
#jsmcmd	:=	'close'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhandle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

endroutine

*	open	or	create	a	zip	archive,	or	refresh	the	displayed	contents	of	the	current	archive
mthroutine	name(OpenFile)
define_map	for(*input)	class(#prim_alph)	name(#iZipPath)
define_map	for(*input)	class(#prim_alph)	name(#iZipTitle)

*	close	existing	file
#com_owner.Closefile

*	open	the	file	through	the	ZipService
#jsmcmd	:=	'open	file('	+	#iZipPath	+	')	mode(*read)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhandle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

*	read	the	contents	into	the	list	box
clr_list	named(#ziplist)

#jsmcmd	:=	'get	entry(*list)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhandle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg	#ziplist)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

selectlist	named(#ziplist)

add_entry	to_list(#LVContent)

endselect

*	save	details



#zippath	:=	#iZipPath.Value
#ziptitle	:=	#iZipTitle.Value

#com_owner.OnOpenArchive(	true	)

endroutine

*	Close	the	current	archive
mthroutine	name(CloseFile)

clr_list	named(#LVContent)

#zippath	:=	*null
#com_owner.OnOpenArchive(	false	)

endroutine

*	Set	controls	on	open	or	close	of	archive
mthroutine	name(OnOpenArchive)
define_map	for(*input)	class(#prim_boln)	name(#iOpen)

#grpAdd.Enabled	:=	#iOpen
#grpExtract.Enabled	:=	#iOpen

endroutine

*	check	the	JSM	return	status
mthroutine	name(check)
define_map	for(*input)	class(#jsmsts)	name(#i_status)
define_map	for(*input)	class(#jsmmsg)	name(#i_message)

message	msgtxt(#i_status	+	'	:'	+	#i_message)

endroutine
	end_com
	

	



PDFSpoolFileServiceの例
このフォームは、省略値のJSMインスタンスを開いてから、IBM	i	に明示的に接続し、関連する
スプール・ファイル情報を取得します。代わりの方法(IBM	i	上のJSMサーバーを明示的に開いて
から無条件のCONNECTステートメントを使用して同じマシンに接続する方法)については、コ
メントのコードを参照してください。

使用するサイトに合うように、表示される省略値を修正します。

*	Uses	Integrator	Services:	PDFSpoolFileService
*	This	form	connects	to	a	IBM
i	server	to	retrieve	detail	of	the	spool	files	in	a	nominated	outq.
*	A	spool	file	can	then	be	selected	to	convert	to	a	PDF	file.		This	form	also	deletes	PDF	files.
*	
*	The	following	fields	must	be	defined	in	your	data	dictionary	to	support	this	function:
*	filname									*CHAR							10
*	filnbr										*CHAR								6
*	jobname									*CHAR							10
*	jobuser									*CHAR							10
*	jobnbr										*CHAR								6
*	status										*CHAR							10
*	jsmserver							*CHAR							10
*	jsmpsswrd							*CHAR							10
*	jsmuserid							*CHAR							10
*	jsmoutq									*CHAR							10
*	jsmsts	alpha	20
*	jsmmsg	alpha	255
*	jsmhdle	char	500
*	jsmcmd	alpha	4

function	options(*DIRECT)
begin_com	role(*EXTENDS	#PRIM_FORM)	clientheight(573)	clientwidth(692)	framestyle(Dialog)	height(607)	left(441)	top(129)	width(700)

define_com	class(#jsmserver.Visual)	name(#jsmserver)	displayposition(1)	height(19)	left(9)	marginleft(50)	parent(#GPBX_1)	tabposition(1)	top(13)	usepicklist(False)	width(150)
define_com	class(#jsmuserid.Visual)	name(#jsmuserid)	displayposition(2)	left(169)	marginleft(50)	parent(#GPBX_1)	tabposition(2)	top(13)	width(150)
define_com	class(#jsmpsswrd.Visual)	name(#jsmpsswrd)	displayposition(3)	left(329)	marginleft(50)	parent(#GPBX_1)	tabposition(3)	top(13)	width(150)
define_com	class(#jsmoutq.Visual)	name(#jsmoutq)	displayposition(4)	height(19)	left(489)	marginleft(70)	parent(#GPBX_1)	tabposition(4)	top(13)	usepicklist(False)	width(150)
define_com	class(#jsmpdfdoc.Visual)	name(#jsmpdfdoc)	displayposition(1)	left(9)	parent(#GPBX_2)	tabposition(1)	top(18)

define_com	class(#PRIM_PHBN)	name(#GetSpoolFiles)	caption('Connect	+	Get	Spool	File	details')	displayposition(1)	left(5)	parent(#PANL_2)	tabposition(1)	top(5)	width(180)
define_com	class(#PRIM_PHBN)	name(#ConvertPDF)	caption('Convert	to	PDF')	displayposition(2)	enabled(False)	left(190)	parent(#PANL_2)	tabposition(2)	top(5)	width(120)



define_com	class(#PRIM_PHBN)	name(#Disconnect)	caption('Disconnect')	displayposition(4)	enabled(False)	left(440)	parent(#PANL_2)	tabposition(4)	top(5)	width(120)
define_com	class(#PRIM_PHBN)	name(#DeletePDF)	caption('Delete	PDF')	displayposition(3)	enabled(False)	left(315)	parent(#PANL_2)	tabposition(3)	top(5)	width(120)

define_com	class(#PRIM_STBR)	name(#stbr_1)	displayposition(1)	height(24)	left(0)	messageposition(1)	parent(#PANL_1)	tabposition(1)	tabstop(False)	top(77)	width(692)

define_com	class(#PRIM_GPBX)	name(#GPBX_1)	caption('Connect	to	')	displayposition(1)	height(45)	left(0)	parent(#COM_OWNER)	tabposition(1)	tabstop(False)	top(0)	width(692)
define_com	class(#PRIM_GPBX)	name(#GPBX_2)	caption('PDF	file	details	')	displayposition(2)	height(45)	left(0)	parent(#COM_OWNER)	tabposition(2)	tabstop(False)	top(47)	width(692)

define_com	class(#PRIM_PANL)	name(#PANL_1)	displayposition(4)	height(101)	left(0)	parent(#COM_OWNER)	tabposition(4)	tabstop(False)	top(472)	width(692)
define_com	class(#PRIM_PANL)	name(#PANL_2)	displayposition(2)	height(34)	left(5)	parent(#PANL_1)	tabposition(2)	tabstop(False)	top(34)	width(692)

define_com	class(#PRIM_LTVW)	name(#LTVW_1)	componentversion(1)	displayposition(3)	fullrowselect(True)	height(378)	left(0)	parent(#COM_OWNER)	tabposition(3)	top(94)	width(692)
define_com	class(#PRIM_LVCL)	name(#LvCL_1)	componenttag('File	Name')	displayposition(1)	parent(#LTVW_1)	source(#FILNAME)	width(18)
define_com	class(#PRIM_LVCL)	name(#LvCL_2)	componenttag('File	Number')	displayposition(2)	parent(#LTVW_1)	source(#FILNBR)	width(14)
define_com	class(#PRIM_LVCL)	name(#LvCL_3)	componenttag('Job	Name')	displayposition(3)	parent(#LTVW_1)	source(#JOBNAME)	width(18)
define_com	class(#PRIM_LVCL)	name(#LvCL_4)	componenttag('Job	User')	displayposition(4)	parent(#LTVW_1)	source(#JOBUSER)	width(18)
define_com	class(#PRIM_LVCL)	name(#LvCL_5)	componenttag('Job	Number')	displayposition(5)	parent(#LTVW_1)	source(#JOBNBR)	width(14)
define_com	class(#PRIM_LVCL)	name(#LvCL_6)	componenttag('Status')	displayposition(6)	parent(#LTVW_1)	source(#STATUS)	width(18)	widthtype(MinRemainder)

def_list	name(#spoollst)	fields(#filname	#filnbr	#jobname	#jobuser	#jobnbr	#status)	type(*WORKING)	entrys(0000500)

evtroutine	handling(#com_owner.Initialize)

set	com(#com_owner)	caption(*component_desc)

#jsmhdle	:=	*default

*	default	values
#jsmserver	:=	'<server>'
#jsmuserid	:=	'<user	id>'
#jsmpsswrd	:=	'<password>'
#jsmoutq	:=	'<outq>'

#jsmpdfdoc	:=	mypdfdoc01.pdf

#jsmserver.SetFocus

endroutine



mthroutine	name(Connect)

if	(#jsmhdle.IsNull)

*	connect	the	JSMX	client	to	the	Java	Service	Manager	and	start	a	thread	for	the	service

*	Start	JSM	Server	on	IBM	i
*	use	builtin(jsmx_open)	with_args('LANSA04:4570')	to_get(#jsmsts	#jsmmsg	#jsmhdle)

*	Start	local	JSM	server
use	builtin(jsmx_open)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg	#jsmhdle)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

*	Load	the	service
#jsmcmd	:=	'service_load	service(pdfspoolfileservice)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

*	If	connected	to	IBM	i	JSM	Server	can	use	CONNECT	w/o	parms
*	#jsmcmd	:=	'Connect	'

*	connect	to	the	IBM	i	host	if	running	local	JSM	Server
#jsmcmd	:=	'Connect	Host('	+	#jsmserver	+	')	User('	+	#jsmuserid	+	')	password('	+	#jsmpsswrd	+	')'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)

#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

endif

endroutine

mthroutine	name(ListSpoolFiles)

*	Retrieve	all	spool	files	created	by	the	nominated	user	with	a	*STD	formtype
*	#jsmcmd	:=	'List	Library(qusrsys)	queue('	+	#jsmoutq	+	')	user('	+	#jsmuserid	+	')	userdata(*ALL)	formtype(*STD)	service_list(flenam,	flenum,	jobname,	jobuser,	jobnumber,	status)'
#jsmcmd	:=	'List	Library(qusrsys)	queue('	+	#jsmoutq	+	')	user('	+	#jsmuserid	+	')	userdata(*ALL)	formtype(*STD)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg	#spoollst)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)



clr_list	named(#ltvw_1)
selectlist	named(#spoollst)

add_entry	to_list(#ltvw_1)

endselect

endroutine

mthroutine	name(Convert)

*	add	variables	for	any	additional	keywords	you	need	to	modify
#jsmcmd	:=	'Create	document('	+	#jsmpdfdoc	+	')	name('	+	#filname	+	')	number('	+	#filnbr	+	')	jobname('	+	#jobname	+	')	jobuser('	+	#jobuser	+	')	jobnumber('	+	#jobnbr	+	')	author('	+	jsmuserid	+	')	fontsize(8)	leading(8.5)	orientation(*landscape)	margin(0,	50,50,50)	service_list(pdfkey,pdfvalue)'

use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg	#spoollst)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

endroutine

mthroutine	name(DeletePDFFile)

*	delete	tje	nominated	PDF	file
#jsmcmd	:=	'Delete	File('	+	#jsmpdfdoc	+	')'

use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg	#spoollst)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

endroutine

mthroutine	name(DisConnect)

if	(#jsmhdle	<>	*blank)

*	disconnect	from	IBM	i	host
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	disconnect)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

*	unload	the	service
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	service_unload)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)



#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

*	Close	the	thread
use	builtin(jsmx_close)	with_args(#jsmhdle)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)

#jsmhdle	:=	*null

endif

endroutine

*	check	the	JSM	return	status

mthroutine	name(check)
define_map	for(*input)	class(#jsmsts)	name(#i_status)
define_map	for(*input)	class(#jsmmsg)	name(#i_message)

message	msgtxt(#i_status	+	'	:'	+	#i_message)

endroutine

evtroutine	handling(#GetSpoolFiles.Click)

#com_owner.Connect

if	(#jsmsts	=	OK)

#com_owner.ListSpoolFiles

#getspoolFiles.enabled	:=	false
#ConvertPDF.enabled	:=	true
#disconnect.enabled	:=	true
#DeletePDF.enabled	:=	true

endif

endroutine

evtroutine	handling(#ConvertPDF.Click)



#com_owner.Convert

#getspoolFiles.enabled	:=	false
#ConvertPDF.enabled	:=	true
#disconnect.enabled	:=	true
#DeletePDF.enabled	:=	true

endroutine

evtroutine	handling(#Disconnect.Click)

#com_owner.DisConnect

#getspoolFiles.enabled	:=	true
#ConvertPDF.enabled	:=	false
#disconnect.enabled	:=	false
#DeletePDF.enabled	:=	false

endroutine

evtroutine	handling(#DeletePDF.Click)

#com_owner.DeletePDFFile

#getspoolFiles.enabled	:=	false
#ConvertPDF.enabled	:=	true
#disconnect.enabled	:=	true
#DeletePDF.enabled	:=	true

endroutine
end_com



SVFileServiceの例
この簡単なフォームにより、個別の変数ファイルからのデータの読み込みや、そのファイルへの
書き込みを行うことができます。

*	Uses	Integrator	Services:	SVFileService
*	This	forms	connects	to	the	local	JSM	Server	and	allows	SV	files	to	be	read,	with	the	resulting	information	displayed	in	a	list,
*	or	written,	based	on	the	information	currently	in	the	list.
*	
*	The	browse	and	working	list	definitions	are	defined	with	5	columns	to	support	the	definition	of	an	order.

*	The	following	field	must	be	defined	in	your	repository:
*	jsmstring											string	1000
*	jsmsts	alpha	20
*	jsmmsg	alpha	255
*	jsmhdle	char	4
*	jsmcmd	alpha	4
	
function	options(*DIRECT)
begin_com	role(*EXTENDS	#PRIM_FORM)	clientheight(573)	clientwidth(692)	framestyle(Dialog)	height(607)	left(441)	top(129)	width(700)

define_com	class(#PRIM_PHBN)	name(#Connect)	caption('Connect')	displayposition(1)	left(5)	parent(#PANL_2)	tabposition(1)	top(5)	width(120)
define_com	class(#PRIM_PHBN)	name(#Read)	caption('Read')	displayposition(2)	enabled(False)	left(135)	parent(#PANL_2)	tabposition(2)	top(5)	width(120)
define_com	class(#PRIM_PHBN)	name(#Disconnect)	caption('Disconnect')	displayposition(5)	enabled(False)	left(525)	parent(#PANL_2)	tabposition(5)	top(5)	width(120)
define_com	class(#PRIM_PHBN)	name(#Write)	caption('Write')	displayposition(3)	enabled(False)	left(265)	parent(#PANL_2)	tabposition(3)	top(5)	width(120)
define_com	class(#PRIM_PHBN)	name(#Clear)	caption('Clear')	displayposition(4)	enabled(False)	left(395)	parent(#PANL_2)	tabposition(4)	top(5)	width(120)

define_com	class(#PRIM_STBR)	name(#stbr_1)	displayposition(1)	height(24)	left(0)	messageposition(1)	parent(#PANL_1)	tabposition(1)	tabstop(False)	top(77)	width(692)

define_com	class(#PRIM_PANL)	name(#PANL_1)	displayposition(2)	height(101)	left(0)	parent(#COM_OWNER)	tabposition(2)	tabstop(False)	top(472)	width(692)
define_com	class(#PRIM_PANL)	name(#PANL_2)	displayposition(2)	height(34)	left(5)	parent(#PANL_1)	tabposition(2)	tabstop(False)	top(34)	width(692)

define_com	class(#PRIM_grid)	name(#detaillst)	columnbuttonheight(15)	componentversion(1)	displayposition(1)	height(366)	left(0)	parent(#COM_OWNER)	selectionstyle(Multiple)	tabposition(1)	top(94)	width(692)
define_com	class(#PRIM_gdcl)	name(#linenum)	caption('Line')	captiontype(Caption)	displayposition(1)	parent(#detaillst)	readonly(False)	source(#STD_NUM)	width(15)
define_com	class(#PRIM_gdCL)	name(#partnum)	caption('Part')	captiontype(Caption)	displayposition(2)	parent(#detaillst)	readonly(False)	source(#STD_OBJ)	width(14)
define_com	class(#PRIM_gdCL)	name(#partdsc)	caption('Description')	captiontype(Caption)	displayposition(3)	parent(#detaillst)	readonly(False)	source(#STD_DESC)	width(30)
define_com	class(#PRIM_gdCL)	name(#partamt)	caption('Unit	Amount')	captiontype(Caption)	displayposition(4)	parent(#detaillst)	readonly(False)	source(#STD_AMNT)
define_com	class(#PRIM_gdCL)	name(#partqty)	caption('Quantity')	captiontype(Caption)	displayposition(5)	parent(#detaillst)	readonly(False)	source(#STD_QTY)	widthtype(Remainder)
define_com	class(#JSMSTRING.Visual)	name(#jsmfile)	caption('Path	and	File	Name')	displayposition(3)	height(19)	labeltype(Caption)	left(10)	marginleft(100)	parent(#COM_OWNER)	tabposition(3)	top(16)	usepicklist(False)	width(594)



define_com	class(#PRIM_GPBX)	name(#GPBX_1)	caption('SV	type')	displayposition(4)	height(45)	left(8)	parent(#COM_OWNER)	tabposition(4)	tabstop(False)	top(40)	width(281)
define_com	class(#PRIM_RDBN)	name(#CSV)	buttonchecked(True)	caption('CSV')	displayposition(1)	height(21)	left(16)	parent(#GPBX_1)	tabposition(1)	top(16)	width(50)
define_com	class(#PRIM_RDBN)	name(#TSV)	caption('TSV')	displayposition(3)	left(88)	parent(#GPBX_1)	tabposition(3)	top(16)	width(50)
define_com	class(#PRIM_RDBN)	name(#SV)	caption('Other')	displayposition(2)	left(152)	parent(#GPBX_1)	tabposition(2)	top(16)	width(50)
define_com	class(#STD_descs.Visual)	name(#separator)	displayposition(4)	height(19)	labeltype(Caption)	left(200)	marginleft(2)	parent(#GPBX_1)	tabposition(4)	top(16)	usepicklist(False)	width(70)

def_list	name(#valueslst)	fields(#std_num	#std_obj	#std_desc	#std_amnt	#std_qty)	counter(#listcount)	type(*working)

evtroutine	handling(#com_owner.Initialize)
#jsmhdle	:=	*default
#com_owner.clearlists
#com_owner.setlist
endroutine

evtroutine	handling(#Connect.Click)
#com_owner.Connect
endroutine

evtroutine	handling(#Read.Click)
#com_owner.ReadSVFile
endroutine

evtroutine	handling(#Disconnect.Click)
#com_owner.DisConnect
endroutine

evtroutine	handling(#Write.Click)
#com_owner.WriteSVFile
endroutine

evtroutine	handling(#Clear.Click)
#com_owner.ClearLists
#com_owner.SetList
endroutine

mthroutine	name(Connect)

if	(#jsmhdle.IsNull)



*	connect	the	JSMX	client	to	the	Java	Service	Manager	and	start	a	thread	for	the	service

*	Start	JSM	Server	on	IBM	i
*	use	builtin(jsmx_open)	with_args('ISERIES01:9990')	to_get(#jsmsts	#jsmmsg	#jsmhdle)

*	Start	default	JSM	server
use	builtin(jsmx_open)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg	#jsmhdle)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

*	Load	the	service
#jsmcmd	:=	'service_load	service(svfileservice)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

#connect.enabled	:=	false
#read.enabled	:=	true
#write.enabled	:=	true
#clear.enabled	:=	true
#disconnect.enabled	:=	true

endif

endroutine

mthroutine	name(ReadSVFile)

*	add	variables	for	any	additional	keywords	you	need	to	modify
#jsmcmd	:=	'read	file('	+	#jsmfile	+	')'

if	(#csv.buttonchecked)
#jsmcmd	:=	#jsmcmd	+	'	content(*csv)'
endif

if	(#tsv.buttonchecked)
#jsmcmd	:=	#jsmcmd	+	'	content(*tsv)'
endif

if	(#sv.buttonchecked)



if	(#com_owner.checksv	=	false)
return
endif

#jsmcmd	:=	#jsmcmd	+	'	content(*sv)	separator('	+	#separator	+	')'

endif

#com_owner.ClearLists

use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg	#valueslst)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

selectlist	named(#valueslst)
add_entry	to_list(#detaillst)
endselect

*	add	some	blank	entries	to	allow	for	additions	to	the	file
#std_obj	#std_desc	#std_amnt	#std_qty	:=	*null
#std_num	:=	#listcount

begin_loop	using(#std_count)	to(20)
#std_num	:=	#std_num	+	1
add_entry	to_list(#detaillst)
end_loop

endroutine

mthroutine	name(WriteSVFile)

clr_list	named(#valueslst)

selectlist	named(#detaillst)

if	(#std_obj	<>	*blank)
add_entry	to_list(#valueslst)
endif

endselect



*	add	variables	for	any	additional	keywords	you	need	to	modify
#jsmcmd	:=	'write	file('	+	#jsmfile	+	')'

if	(#csv.buttonchecked)
#jsmcmd	:=	#jsmcmd	+	'	content(*csv)'
endif

if	(#tsv.buttonchecked)
#jsmcmd	:=	#jsmcmd	+	'	content(*tsv)'
endif

if	(#sv.buttonchecked)

if	(#com_owner.checksv	=	false)
return
endif

#jsmcmd	:=	#jsmcmd	+	'	content(*sv)	separator('	+	#separator	+	')'

endif

use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg	#valueslst)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

endroutine

mthroutine	name(ClearLists)

clr_list	named(#valueslst)
clr_list	named(#detaillst)

endroutine

mthroutine	name(SetList)

#std_obj	#std_desc	#std_amnt	#std_qty	:=	*null

begin_loop	using(#std_num)	to(20)



add_entry	to_list(#detaillst)
end_loop

endroutine

mthroutine	name(DisConnect)

if	(#jsmhdle	<>	*blank)

*	disconnect	from	IBM	i	host
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	disconnect)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

*	unload	the	service
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	service_unload)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

*	Close	the	thread
use	builtin(jsmx_close)	with_args(#jsmhdle)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)

#jsmhdle	:=	*null

#connect.enabled	:=	true
#read.enabled	:=	false
#write.enabled	:=	false
#clear.enabled	:=	false
#disconnect.enabled	:=	false

endif

endroutine

*	check	the	JSM	return	status

mthroutine	name(check)
define_map	for(*input)	class(#jsmsts)	name(#i_status)
define_map	for(*input)	class(#jsmmsg)	name(#i_message)

message	msgtxt(#i_status	+	'	:'	+	#i_message)



endroutine

mthroutine	name(checkSV)
define_map	for(*result)	class(#std_bool)	name(#i_state)	mandatory('true')

if	(#separator	*EQ	*blank)
use	builtin(message_box_show)	with_args(ok	ok	ERROR	ERROR	'Character	used	as	separator	must	be	entered')
#i_state	:=	false
endif

endroutine
end_com



ExcelReadServiceの例
*	Uses	Integrator	Services:	ExcelReadService
	
*	This	forms	connects	to	the	local	JSM	Server	and	allows	Excel	files	to	be	read,	with	the	resulting	information	displayed	in	a	list,
*	or	written,	based	on	the	information	currently	in	the	list.
*	
*	The	browse	and	working	list	definitions	are	defined	with	5	columns	to	support	the	definition	of	an	order.

*	The	following	field	must	be	defined	in	your	repository:
*	jsmstring											string	1000
*	jsmstatus											string	20
*	jsmsts	alpha	20
*	jsmmsg	alpha	255
*	jsmhdle	char	4
*	jsmcmd	alpha	255

function	options(*DIRECT)
begin_com	role(*EXTENDS	#PRIM_FORM)	clientheight(573)	clientwidth(692)	framestyle(Dialog)	height(607)	left(441)	top(129)	width(700)

define_com	class(#PRIM_PHBN)	name(#Get)	caption('Get')	displayposition(1)	left(8)	parent(#PANL_2)	tabposition(1)	top(5)	width(120)
define_com	class(#PRIM_PHBN)	name(#Read)	caption('Read')	displayposition(2)	left(135)	parent(#PANL_2)	tabposition(2)	top(5)	width(120)
define_com	class(#PRIM_PHBN)	name(#Write)	caption('Write')	displayposition(3)	left(265)	parent(#PANL_2)	tabposition(3)	top(5)	width(120)
define_com	class(#PRIM_PHBN)	name(#Clear)	caption('Clear')	displayposition(4)	left(395)	parent(#PANL_2)	tabposition(4)	top(5)	width(120)

define_com	class(#PRIM_STBR)	name(#stbr_1)	displayposition(1)	height(24)	left(0)	messageposition(1)	parent(#PANL_1)	tabposition(1)	tabstop(False)	top(77)	width(692)

define_com	class(#PRIM_PANL)	name(#PANL_1)	displayposition(2)	height(101)	left(0)	parent(#COM_OWNER)	tabposition(2)	tabstop(False)	top(472)	width(692)
define_com	class(#PRIM_PANL)	name(#PANL_2)	displayposition(2)	height(34)	left(5)	parent(#PANL_1)	tabposition(2)	tabstop(False)	top(34)	width(692)

define_com	class(#PRIM_grid)	name(#detaillst)	columnbuttonheight(15)	componentversion(1)	displayposition(1)	height(324)	left(0)	parent(#COM_OWNER)	selectionstyle(Multiple)	tabposition(1)	top(136)	width(692)
define_com	class(#PRIM_gdcl)	name(#linenum)	caption('Line')	captiontype(Caption)	displayposition(1)	parent(#detaillst)	readonly(False)	source(#STD_NUM)	width(10)
define_com	class(#PRIM_gdCL)	name(#partnum)	caption('Part')	captiontype(Caption)	displayposition(2)	parent(#detaillst)	readonly(False)	source(#STD_OBJ)	width(12)
define_com	class(#PRIM_gdCL)	name(#partdsc)	caption('Description')	captiontype(Caption)	displayposition(3)	parent(#detaillst)	readonly(False)	source(#STD_DESCL)	widthtype(Remainder)
define_com	class(#PRIM_gdCL)	name(#partamt)	caption('Unit	Amount')	captiontype(Caption)	displayposition(4)	parent(#detaillst)	readonly(False)	source(#STD_AMNT)	width(15)
define_com	class(#PRIM_gdCL)	name(#partqty)	caption('Quantity')	captiontype(Caption)	displayposition(5)	parent(#detaillst)	readonly(False)	source(#STD_QTY)	width(15)
define_com	class(#JSMSTRING.Visual)	name(#jsmfile)	caption('Path	and	File	Name')	displayposition(4)	height(19)	labeltype(Caption)	left(10)	marginleft(100)	parent(#COM_OWNER)	tabposition(4)	top(16)	usepicklist(False)	width(594)
define_com	class(#JSMSTATUS.Visual)	name(#jsmsheet)	caption('Worksheet')	displayposition(3)	height(19)	labeltype(Caption)	left(10)	marginleft(100)	parent(#COM_OWNER)	tabposition(3)	top(40)	usepicklist(False)	width(263)



def_list	name(#valueslst)	fields(#std_num	#std_obj	#std_descl	#std_amnt	#std_qty)	counter(#listcount)	type(*working)
def_list	name(#sheetlst)	fields(#std_descl)	type(*working)

evtroutine	handling(#com_owner.Initialize)
#jsmhdle	:=	*default

#com_owner.clearlists
#com_owner.setlist
#com_owner.Load
endroutine

evtroutine	handling(#Get.Click)
#com_owner.GetExcelInfo
endroutine

evtroutine	handling(#Read.Click)
#com_owner.ReadExcelFile
endroutine

evtroutine	handling(#Write.Click)
#com_owner.WriteExcelFile
endroutine

evtroutine	handling(#Clear.Click)
#com_owner.ClearLists
#com_owner.SetList
endroutine

evtroutine	handling(#com_owner.closing)
#com_owner.Unload
endroutine

mthroutine	name(Load)
if	(#jsmhdle.IsNull)

*	connect	the	JSMX	client	to	the	Java	Service	Manager	and	start	a	thread	for	the	service

*	Start	default	JSM	server



use	builtin(jsmx_open)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg	#jsmhdle)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

*	Load	the	service
#jsmcmd	:=	'service_load	service(ExcelReadService)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

endif
endroutine

*	Get	EXCEL	document	information
mthroutine	name(GetExcelInfo)

#com_owner.ClearLists
#std_num	:=	0

*	open	the	document
#com_owner.OpenDocument(	read	)

*	get	details	about	the	EXCEL	file
#jsmcmd	:=	'get	object(*sheets)'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg	#sheetlst)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

if	(#jsmsts	=	OK)

#std_num	:=	#std_num	+	1
#std_descl	:=	'Current	document	has	worksheets:	'
add_entry	to_list(#detaillst)

selectlist	named(#sheetlst)
#std_num	:=	#std_num	+	1
add_entry	to_list(#detaillst)
endselect

endif

*	get	rowcount	for	nominated	wroksheet



#jsmcmd	:=	'get	object(*rowcount)	sheet('	+	#jsmsheet	+	')'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

if	(#jsmsts	=	OK)

#std_num	:=	#std_num	+	1

if	(#jsmfile	=	*blank)
#std_descl	:=	'Number	of	rows	in	worksheet	sheet1	is	'	+	#jsmmsg
else
#std_descl	:=	'Number	of	rows	in	worksheet	'	+	#jsmsheet	+	'	is	'	+	#jsmmsg
endif

add_entry	to_list(#detaillst)

endif

*	close	all	documents
#com_owner.CloseDocuments

endroutine

*	Read	information	from	an	EXCEL	document
mthroutine	name(ReadExcelFile)

*	open	the	document
#com_owner.OpenDocument(	read	)

#com_owner.ClearLists

*	read	EXCEL	file
#jsmcmd	:=	'read	sheet('	+	#jsmsheet	+	')'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg	#valueslst)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

if	(#jsmsts	=	OK)

selectlist	named(#valueslst)



add_entry	to_list(#detaillst)
endselect

endif

*	add	some	blank	entries	to	allow	for	additions	to	the	file
#std_obj	#std_descl	#std_amnt	#std_qty	:=	*null
#std_num	:=	#listcount

begin_loop	using(#std_count)	to(20)
#std_num	:=	#std_num	+	1
add_entry	to_list(#detaillst)
end_loop

*	close	all	documents
#com_owner.CloseDocuments

endroutine

*	Write	list	details	to	the	EXCEL	document
mthroutine	name(WriteExcelFile)

clr_list	named(#valueslst)

selectlist	named(#detaillst)

if	(#std_obj	<>	*blank)

add_entry	to_list(#valueslst)

endif

endselect

*	open	the	document
#com_owner.OpenDocument(	write	)

*	add	variables	for	any	additional	keywords	you	need	to	modify
#jsmcmd	:=	'write	sheet('	+	#jsmsheet	+	')'



use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg	#valueslst)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

*	close	all	documents
#com_owner.CloseDocuments

endroutine

*	Open	an	EXCEL	document
mthroutine	name(OpenDocument)
define_map	for(*input)	class(#prim_alph)	name(#i_mode)

*	open	the	nominated	EXCEL	file
#jsmcmd	:=	'open	file('	+	#jsmfile	+	')	mode(*'	+	#i_mode	+	')'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

endroutine

*	Close	all	open	EXCEL	documents
mthroutine	name(CloseDocuments)

#jsmcmd	:=	'close'
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	#jsmcmd)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

endroutine

*	Clear	all	lists	used	for	processing
mthroutine	name(ClearLists)

#valueslst	:=	*null
clr_list	named(#sheetlst)
clr_list	named(#valueslst)
clr_list	named(#detaillst)

endroutine

*	set	default	entries	in	list



mthroutine	name(SetList)

#std_obj	#std_descl	#std_amnt	#std_qty	:=	*null

begin_loop	using(#std_num)	to(20)
add_entry	to_list(#detaillst)
end_loop

endroutine

*	Unload	the	service
mthroutine	name(Unload)

if	(#jsmhdle	<>	*blank)

*	unload	the	service
use	builtin(jsmx_command)	with_args(#jsmhdle	service_unload)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)
#com_owner.check(	#jsmsts	#jsmmsg	)

*	Close	the	thread
use	builtin(jsmx_close)	with_args(#jsmhdle)	to_get(#jsmsts	#jsmmsg)

endif

endroutine

*	check	the	JSM	return	status
mthroutine	name(check)
define_map	for(*input)	class(#jsmsts)	name(#i_status)
define_map	for(*input)	class(#jsmmsg)	name(#i_message)

message	msgtxt(#i_status	+	'	:'	+	#i_message)

endroutine

end_com
]
	



SQLServiceの例
このRDMLXフォームにより、SQLServiceの使用例が提供されます。このフォームを使用する
と、JDBCドライバーでデータベースに接続し、このデータベースに対してクエリーを実行でき
ます。データを表示するには、READコマンドを実行してサーバーからデータをダウンロード
し、リスト表示でそのデータを表示します。

この例では、JSMJDBCというIBM	i	のデータベースに接続します(これはIBM	i	の例であるため、
データベース名はライブラリ名になります)。CONNECTコマンドで使用されるドライバー名
は、SQLServiceプロパティ・ファイルで定義されるドライバー名とパスに相当します。アクセス
するファイルはTBLNAMEとなります。これは、ID、NAME、AGE、SALARY、DEPT、GRADE
の各フィールドで構成されます。

この例を実行するには、以下の操作を行う必要があります。

a.			LANSA	IntegratorインスタンスのjarディレクトリにデータベースのJDBCドライバーをインス
トールしておきます。また、SQLServices.propertiesファイルにこのJDBCドライバーと、接続
するデータベースの詳細が含まれていることを確認します。

b.			LANSAリポジトリで以下の2つのフィールドを定義します。

									#JSMSTS,	Char,	桁数	20

									#JSMMSG,	Char,	桁数	255
c.			#JSMSRVフィールドを正しいJSMサーバー(およびポート)の値に設定します。

このコード例では以下のステップを使用します。

1.			JSMCOMMAND関連フィールドを定義します。

2.			テーブルのフィールドを結果リストの列にマッピングする場合に使用されるフィールドを定
義します。ここで定義されるフィールドは、クエリーが実行されるテーブルで定義された
フィールドの長さとタイプに一致していなければなりません。

3.			フィールド列のマッピングを入れるために使用されるリストに必要な2つのフィールドを定義
します。

4.			列マッピングを入れるリストを定義します。これは2つの列のリストにします。このリストの
最初の列には列名が入り、2番目のフィールドにはフィールド名が入ります。

5.			ステップ2で定義したフィールドを使用して2つの作業リストを定義します。これらのリスト
には、クエリーで生成される結果リストからREADコマンドによって入力されます。この例
では2つのリストが作成され、結果リストに戻りながら、必要に応じてさまざまな列にアクセ
スする方法が実証されます。2つの参照リストはこれらの作業リストと同じ形式になるように
定義され、この参照リストを使用して画面に結果が表示されます。

6.			JSMサーバー設定を設定します。

7.			JSMシステム、SQLServiceの順に接続します。

8.			JSMX_OPEN組み込み関数は、このJSMXクライアントとJava	Service	Managerとの接続や、
サービスのスレッドの開始に使用されます。

9.			Service_Load(SQLService)コマンドは、サービスをロードして初期化します。

10.		JDBCドライバーに接続します。

11.		列フィールドのマッピングを定義します。定義するには、#FIELDを適切な列に、#1.
COLUMNを(テーブルの)適切なフィールド名に設定します。各マッピングは、#MAPLST作業



リストに新しいエントリーとして追加され、SET	PARAMETER(*MAP)コマンドが発行されま
す。SERVICE_LISTはこのコマンドの一部として渡されます。ここで定義されるフィールド
は、マッピング・リストで使用されるフィールドになります。マッピング・リストは、JSM
コマンドのTO_GET部分でも指定する必要があります。

12.		JDBCドライバー、JSMシステムの順に接続を解除します。

13.		フォームを閉じたら、サービスとの接続を解除し、一時ディレクトリをアンロードしてサー
ビスを閉じます。

***************************************************
*
*	This	RDMLX	form	provides	an	example	of	using	the
*	SQLService.	The	form	allows	you	to	Connect	to	a	
*	database	with	a	JDBC	driver,	then	to	Execute	a
*	Query	against	this	database.	To	view	the	data	the
*	user	will	run	a	Read	command	to	download	the	data
*	from	the	server	and	display	it	in	a	list	view.
*	
*	Note	that	in	this	example	connection	is	to	a
*	IBM	i	database	called	JSMJDBC	(since	this	is	a
*	IBM	i	example,	the	database	name	is	a	library	name).
*	The	driver	name	used	in	the	CONNECT	command
*	corresponds	to	the	driver	name	and	path	defined
*	in	the	SQLService	properties	file.	The	file	being
*	accessed	is	called	TBLNAME	and	it	consists	of	the
*	fields	ID,	NAME,	AGE,	SALARY,	DEPT,	and	GRADE.
*	
*	Disclaimer	:	The	following	material	is	supplied	as
*	sample	material	only.	No	warranty	concerning	this
*	material	or	its	use	in	any	way	whatsoever	is
*	expressed	or	implied.
*
***************************************************
FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)
Begin_Com	Role(*EXTENDS	#PRIM_FORM)	Clientheight(380)	Clientwidth(679)	Height(407)	Left(313)	Top(101)	Width(687)
Define_Com	Class(#PRIM_STBR)	Name(#STBR_1)	Displayposition(1)	Height(24)	Left(0)	Messageposition(1)	Parent(#COM_OWNER)	Tabposition(1)	Tabstop(False)	Top(356)	Width(679)
Define_Com	Class(#PRIM_LTVW)	Name(#READA)	Componentversion(2)	Displayposition(2)	Fullrowselect(True)	Height(150)	Left(168)	Parent(#COM_OWNER)	Showsortarrow(True)	Tabposition(2)	Top(24)	Width(500)
Define_Com	Class(#PRIM_PHBN)	Name(#READ1)	Caption('Read	1')	Displayposition(3)	Left(40)	Parent(#COM_OWNER)	Tabposition(3)	Top(61)
Define_Com	Class(#PRIM_PHBN)	Name(#READ2)	Caption('Read	2')	Displayposition(4)	Left(43)	Parent(#COM_OWNER)	Tabposition(4)	Top(112)
Define_Com	Class(#PRIM_LVCL)	Name(#LVCL_1)	Displayposition(1)	Parent(#READA)	Source(#SQLREAD)	Width(100)
	



*	Define	the	JSMCOMMAND	related	fields
Define	Field(#JSMCMD)	Type(*Char)	Length(255)
Define	Field(#JSMHND)	Type(*Char)	Length(4)
Define	Field(#JSMSRV)	Type(*Char)	Length(50)
	
*	Define	the	fields	that	will	be	used	to	map	the	table	fields	to	the	columns	in	the	results	list.	The	fields	defined	here	should	match	the	length	and	type	of	the	fields	defined	in	the	table	being	queried
Define	Field(#COL1)	Type(*Char)	Length(010)
Define	Field(#COL2)	Type(*Char)	Length(020)
Define	Field(#COL3)	Type(*Dec)	Length(008)	Decimals(0)
Define	Field(#COL4)	Type(*Dec)	Length(012)	Decimals(2)
	
*	Define	the	2	fields	required	for	the	list	that	is	used	to	hold	the	field	column	mappings.
Define	Field(#FIELD)	Type(*Char)	Length(010)
Define	Field(#COLUMN)	Type(*Char)	Length(030)
	
*	Define	the	list	that	will	hold	the	column	mappings.	This	should	be	a	two	column	list	-	the	first	column	in	this	list	will	hold	the	column	name	and	the	second	field	will	hold	the	field	name
Def_List	Name(#MAPLST)	Fields(#FIELD	#COLUMN)	Type(*Working)
	
*	Define	2	working	lists	using	the	fields	defined	in	the	step	2.	These	lists	will	be	populated	by	the	Read	command	from	the	result	list	that	the	query	generates.	We	are	creating	2	here	to	demonstrate	how	we	can	keep	going	back	to	the	result	list	to	access	different	columns	as	and	when	required.	We	also	define	2	browselists	of	the	same	shape	as	these	working	lists,	and	these	will	be	used	to	display	the	results	on	a	screen
Def_List	Name(#WRKLST1)	Fields(#COL1	#COL3)	Type(*Working)
Def_List	Name(#WRKLST2)	Fields(#COL1	#COL2	#COL4)	Type(*Working)
	
EVTROUTINE	handling(#com_owner.Initialize)
	
SET	#com_owner	caption(*component_desc)
	
*	Set	up	the	JSM	server	settings
#JSMSRV	:=	'LANSA01:4560'
	
*	Execute	the	method	to	connect	to	the	SQLService.
#COM_OWNER.Connect
	
*	Set	up	the	mapping
#COM_OWNER.Mapping
	
*	Execute	the	query
#COM_OWNER.RunQuery
	
ENDROUTINE



	
*	Connect	to	the	JSM	system	then	the	SQLService
Mthroutine	Name(Connect)
	
*	'Open	service'
*	The	JSMX_OPEN	Builtin	Function	is	used	to	connect	this	JSMX	client	to	the	Java	Services	Manager,	and	to	start	a	thread	for	the	service.
Use	Builtin(JSMX_OPEN)	With_Args(#JSMSRV)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG	#JSMHND)
#COM_OWNER.Check(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
*	'Load	service'
*	The	Service_Load(SQLService)	command	loads	and	initializes	the	service.
#JSMCMD	:=	'Service_Load	Service	(SQLService)'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
#COM_OWNER.Check(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
*	Connect	to	the	JDBC	driver
#JSMCMD	:=	'Connect	Driver(DB2)	Database(JSMJDBC)	User(ALICK)	Password(MEL123)'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
#COM_OWNER.Check(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
Endroutine
	
Mthroutine	Name(Mapping)
	
*	Define	the	column	field	mappings.	This	is	done	by	setting	#FIELD	to	the	appropriate	column	and	the	#COLUMN	to	the	appropriate	field	name	(from	the	table).	Each	mapping	will	be	added	as	a	new	entry	to	the	#MAPLST	working	list,	and	then	a	SET	PARAMETER(*MAP)	command	will	be	issued.	Notice	that	a	SERVICE_LIST	is	passed	as	a	part	of	this	command	-	the	fields	defined	here	are	those	used	in	the	mapping	list.	The	mapping	list	must	also	be	specified	in	the	TO_GET	portion	of	the	JSM	command.
#FIELD	:=	COL1
#COLUMN	:=	ID
Add_Entry	To_List(#MAPLST)
#FIELD	:=	COL2
#COLUMN	:=	NAME
Add_Entry	To_List(#MAPLST)
#FIELD	:=	COL3
#COLUMN	:=	AGE
Add_Entry	To_List(#MAPLST)
#FIELD	:=	COL4
#COLUMN	:=	SALARY
Add_Entry	To_List(#MAPLST)
	
#JSMCMD	:=	'Set	Parameter(*Map)	Service_List(FIELD,COLUMN)'



Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG	#MAPLST)
#COM_OWNER.Check(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
ENDROUTINE
	
Mthroutine	Name(RunQuery)
	
#JSMCMD	:=	'Execute	Query(Select	ID,NAME,AGE,SALARY	From	TBLNAME)'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
#COM_OWNER.Check(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
ENDROUTINE
	
*Disconnect	from	the	JDBC	driver	then	the	JSM	system
Mthroutine	Name(Disconnect)
	
*	Disconnect	from	the	service
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	DISCONNECT)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
#COM_OWNER.Check(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
*	'Unload	service'
*	This	command	is	required	to	unload	the	service	and	to	remove	the	temporary	directory.
#JSMCMD	:=	'Service_Unload'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	#JSMCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
#COM_OWNER.Check(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
*	'Close	service'
*	The	final	step	in	the	process	is	to	close	the	service.
Use	Builtin(JSMX_CLOSE)	With_Args(#JSMHND)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
#COM_OWNER.Check(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
Endroutine
	
*	When	the	form	is	closed	we	want	to	disconnect	from	the	service
EVTROUTINE	HANDLING(#COM_OWNER.Closing)	OPTIONS(*NOCLEARMESSAGES	*NOCLEARERRORS)
	
#COM_OWNER.Disconnect
	
ENDROUTINE



	
EVTROUTINE	HANDLING(#READ1.Click)
	
Clr_List	#WRKLST1
Clr_List	#READA
	
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	'Read	Service_List(COL1,COL3)	Scroll(*NO)')	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG	#WRKLST1)
#COM_OWNER.Check(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
Selectlist	#wrklst1
	
#SQLREAD	:=	#COL1.Trim	+	'	'	+	#COL3.AsString.Trim
Add_Entry	#reada
	
EndSelect
	
ENDROUTINE
	
EVTROUTINE	HANDLING(#READ2.Click)
	
Clr_List	#WRKLST2
Clr_List	#READA
	
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMHND	'Read	Service_List(COL1,COL2,COL4)	Scroll(*NO)')	To_get(#JSMSTS	#JSMMSG	#WRKLST2)
#COM_OWNER.Check(#JSMSTS	#JSMMSG)
	
SelectList	#WRKLST2
	
#SQLREAD	:=	#COL1.Trim	+	'	'	+	#COL2.Trim	+	'	'	+	#COL4.AsString.Trim
Add_Entry	#READA
	
ENDSELECT
	
ENDROUTINE
	
*	The	following	method	routine	is	used	by	all	the	JSMX	commands	to	handle	any	errors	that	are	encountered.
Mthroutine	Name(Check)
	
Define_Map	For(*Input)	Class(#JSMSTS)	Name(#I_STATUS)



Define_Map	For(*Input)	Class(#JSMMSG)	Name(#I_MESSAGE)
	
Message	Msgtxt(#JSMSTS.Trim	+	':	'	+	#JSMMSG)
	
Endroutine
	
END_COM
	



aXesTerminalServiceの例
この例は、人事デモ・システムと共に提供される保守プログラムを利用して5250セッションを
オートメーション化し、PSLMSTファイルに社員詳細を挿入します。
aXesTerminalServiceのコマンドやキーワードの使用方法を示すため、LANSAで書かれたJSMX
(RDMLX)	BIFを使ったコード例が以下に提供されています。
注：これは社員ID	A9090を使って、新しい社員を挿入する例です。社員IDは、人事システム・
ファイル内で一意のものでなければなりません。このIDが既に存在しないかを確認してくださ
い。この例を実行する度に、実行前に社員レコードを削除するか、もしくはコードで使用する社
員IDを変更して、ファンクションを再コンパイルする必要があります。
注：この例では主要なプログラム手順が明確になるように、かなり限定的な例外処理コードを意
図的に使用しています。

この例を利用する際は、以下を行ってください。

1.	LANSA人事デモストレーション・システムにアクセスでき、権限があるユーザー・プロファ
イル名を確認します。また、このコード例は以下を前提に提供されます。

ユーザーの最初のメニューの18行、7列の位置にコマンド・エントリーがある。（こ
の例のプログラムではこの位置にLANSAコマンドをタイプして、人事システムの社
員入力ファンクションを開始させます。）

ユーザーにコマンド使用の権限がある。（LANSAとSIGNOFF）

ユーザーの初期ライブラリ・リストに必要なLANSAライブラリが含まれている。

				選択したユーザーが上記のいずれかの条件に当てはまらない場合、それに合わせて提供された
コード例を変更する必要があります。

2.	ユーザーのシステムのaXesターミナル・サーバー接続に必要な以下の詳細を確認します。

HOST ユーザー環境でのaXesターミナル・サーバーのホスト
名。通常はaXesがインストールされ実行されているIBM	i
システムのネットワーク名が使用できます。

PORT aXesターミナル・サーバーのリスナー・ポート番号。省
略値ではaXesはポート番号80を使用します。

USER 上記のHOSTシステムで定義されたIBM	i	ユーザー・プロ
ファイル名。

PASSWORD 上記のUSERに対応するパスワード。
3.コード例のCONNECTサービス・コマンドを作成して実行する部分を上記で確認した内容を使
用するように変更します。

	
*	-----------------------------------------------
*		Process	........:Tutorial



*		Function	.......:AXES001
*		Created	on	.....:July	13,	2011
*		Description	....:Utilising	the	AxesTerminalService
*	-----------------------------------------------
	
Function	Options(*DIRECT)
	
*	If	these	required	fields	are	already	defined	in	the	repository	then	comment	or	remove	these	definitions
	
Define	Field(#jsmsts)	Type(*char)	Length(20)
Define	Field(#jsmmsg)	Type(*char)	Length(255)
Define	Field(#jsmxhdle1)	Type(*char)	Length(4)
Define	Field(#jsmxcmd)	Type(*char)	Length(355)
	
*	Field	to	receive	the	aXes	screen	name	from	the	aXesTerminalService
*	(not	used	in	this	example	program,	but	included	for	illustration)
	
Define	Field(#AXSCREEN)	Type(*Char)	Length(256)
	
*	Dummy	working	list	used	to	exchange	fields	with	the	JSM
	
Def_list	Name(#EXCHANGE1)	Fields(#AXSCREEN)	Type(*Working)	Entrys(1)
	
*	-----------------------------------------------
*	Program	Mainline
*	-----------------------------------------------
	
*	Open	a	connection	to	the	JSM
	
Use	Builtin(JSMX_OPEN)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG	#jsmxhdle1)
Execute	Subroutine(CHECK_STS)	With_Parms(#jsmxhdle1)
	
*	Load	the	aXesTerminalService
	
#JSMXCMD	:=	'SERVICE_LOAD'
Execute	Subroutine(KEYWRD)	With_Parms(#JSMXCMD	'SERVICE'	'AXESTERMINALSERVICE')
Execute	Subroutine(KEYWRD)	With_Parms(#JSMXCMD	'TRACE'	'*YES')
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMXHDLE1	#JSMXCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK_STS)	With_Parms(#JSMXHDLE1)



	
*	Connect	to	the	aXes	server
*	NB:PLEASE	CHANGE	CONNECTION	DETAILS	TO	SUIT	YOUR	ENVIRONMENT
	
*	NOTE	THE	USE	OF	THE	#EXCHANGE1	DUMMY	WORKING	LIST	TO	EXCHANGE
*	FUNCTION	FIELD	VALUES	WITH	THE	SERVICE.
(THE	FIELDS	ARE	NOT
*	USED	IN	THIS	EXAMPLE.)YOU	COULD	ADD	'SERVICE_EXCHANGE(*FIELD)'
*	TO	THE	JSM	COMMAND	STRING	FOR	SIMILAR	EFFECT.
*	IN	THIS	CASE,	THIS	ALLOWS	US	TO	RECEIVE	THE	AXES	SCREEN	NAME
*	OF	THE	RESULTING	5250	SCREEN	INTO	THE	FUNCTION	FIELD	#AXSCREEN.
	
#JSMXCMD	:=	CONNECT
Execute	Subroutine(KEYWRD)	With_Parms(#JSMXCMD	HOST	'MYSERVER')
Execute	Subroutine(KEYWRD)	With_Parms(#JSMXCMD	PORT	'80')
Execute	Subroutine(KEYWRD)	With_Parms(#JSMXCMD	USER	'MYUSER')
Execute	Subroutine(KEYWRD)	With_Parms(#JSMXCMD	PASSWORD	'MYPASSWORD')
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMXHDLE1	#JSMXCMD	#EXCHANGE1)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK_STS)	With_Parms(#JSMXCMD)
	
*		Send	(Press	Enter)	Command	to	continue
*	(This	is	in	case	the	"Display	Program	Messages"	display	is	shown)
*	(NOTE	AGAIN	THE	USE	OF	THE	#EXCHANGE1	DUMMY	WORKING	LIST)
	
#JSMXCMD	:=	SEND
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMXHDLE1	#JSMXCMD	#EXCHANGE1)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK_STS)	With_Parms(#JSMXCMD)
	
*		Start	LANSA	to	execute	the	Enrol	function	in	PSLSYS	Process
*	(NOTE	AGAIN	THE	USE	OF	THE	#EXCHANGE1	DUMMY	WORKING	LIST)
	
#JSMXCMD	:=	SETBYPOS
Execute	Subroutine(KEYWRD)	With_Parms(#JSMXCMD	ROW	'18')
Execute	Subroutine(KEYWRD)	With_Parms(#JSMXCMD	COL	'7')
Execute	Subroutine(KEYWRD)	With_Parms(#JSMXCMD	SENDKEY	ENTER)
	
Use	Builtin(TCONCAT)	With_Args(#jsmxcmd	'	VALUE("LANSA	REQUEST(RUN)	PROCESS(PSLSYS)	FUNCTION(ENROL)	PARTITION(DEM)	LANGUAGE(ENG)")')	To_Get(#JSMXCMD)
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMXHDLE1	#JSMXCMD	#EXCHANGE1)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK_STS)	With_Parms(#JSMXCMD)



	
*		Type	the	Employee	ID
*		NB:Employee	ID	used	must	NOT	be	already	used
	
#JSMXCMD	:=	SETBYPOS
Execute	Subroutine(KEYWRD)	With_Parms(#JSMXCMD	ROW	'3')
Execute	Subroutine(KEYWRD)	With_Parms(#JSMXCMD	COL	'43')
Use	Builtin(TCONCAT)	With_Args(#jsmxcmd	'	VALUE(A9090)')	To_Get(#JSMXCMD)
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMXHDLE1	#JSMXCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK_STS)	With_Parms(#JSMXCMD)
	
*		Type	the	Surname
	
#JSMXCMD	:=	SETBYPOS
Execute	Subroutine(KEYWRD)	With_Parms(#JSMXCMD	ROW	'4')
Execute	Subroutine(KEYWRD)	With_Parms(#JSMXCMD	COL	'43')
Use	Builtin(TCONCAT)	With_Args(#jsmxcmd	'	VALUE(Smith)')	To_Get(#JSMXCMD)
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMXHDLE1	#JSMXCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK_STS)	With_Parms(#JSMXCMD)
	
*		Type	the	Given	Name
	
#JSMXCMD	:=	SETBYPOS
Execute	Subroutine(KEYWRD)	With_Parms(#JSMXCMD	ROW	'5')
Execute	Subroutine(KEYWRD)	With_Parms(#JSMXCMD	COL	'43')
Use	Builtin(TCONCAT)	With_Args(#jsmxcmd	'	VALUE(John)')	To_Get(#JSMXCMD)
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMXHDLE1	#JSMXCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK_STS)	With_Parms(#JSMXCMD)
	
*		Type	the	Street	Address
	
#JSMXCMD	:=	SETBYPOS
Execute	Subroutine(KEYWRD)	With_Parms(#JSMXCMD	ROW	'6')
Execute	Subroutine(KEYWRD)	With_Parms(#JSMXCMD	COL	'43')
Use	Builtin(TCONCAT)	With_Args(#jsmxcmd	'	VALUE(1	Some	Street)')	To_Get(#JSMXCMD)
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMXHDLE1	#JSMXCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK_STS)	With_Parms(#JSMXCMD)
	
*		Type	the	Suburb



	
#JSMXCMD	:=	SETBYPOS
Execute	Subroutine(KEYWRD)	With_Parms(#JSMXCMD	ROW	'7')
Execute	Subroutine(KEYWRD)	With_Parms(#JSMXCMD	COL	'43')
Use	Builtin(TCONCAT)	With_Args(#jsmxcmd	'	VALUE(Sometown)')	To_Get(#JSMXCMD)
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMXHDLE1	#JSMXCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK_STS)	With_Parms(#JSMXCMD)
	
*		Type	the	State	and	Country
	
#JSMXCMD	:=	SETBYPOS
Execute	Subroutine(KEYWRD)	With_Parms(#JSMXCMD	ROW	'8')
Execute	Subroutine(KEYWRD)	With_Parms(#JSMXCMD	COL	'43')
Use	Builtin(TCONCAT)	With_Args(#jsmxcmd	'	VALUE(CCC)')	To_Get(#JSMXCMD)
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMXHDLE1	#JSMXCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK_STS)	With_Parms(#JSMXCMD)
	
*		Type	the	Zip	code
	
#JSMXCMD	:=	SETBYPOS
Execute	Subroutine(KEYWRD)	With_Parms(#JSMXCMD	ROW	'9')
Execute	Subroutine(KEYWRD)	With_Parms(#JSMXCMD	COL	'43')
Use	Builtin(TCONCAT)	With_Args(#jsmxcmd	'	VALUE(7111)')	To_Get(#JSMXCMD)
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMXHDLE1	#JSMXCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK_STS)	With_Parms(#JSMXCMD)
	
*		Type	the	Home	Phone	Number
	
#JSMXCMD	:=	SETBYPOS
Execute	Subroutine(KEYWRD)	With_Parms(#JSMXCMD	ROW	'10')
Execute	Subroutine(KEYWRD)	With_Parms(#JSMXCMD	COL	'43')
Use	Builtin(TCONCAT)	With_Args(#jsmxcmd	'	VALUE(1222222)')	To_Get(#JSMXCMD)
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMXHDLE1	#JSMXCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK_STS)	With_Parms(#JSMXCMD)
	
*		Type	the	Business	phone	Number
	
#JSMXCMD	:=	SETBYPOS
Execute	Subroutine(KEYWRD)	With_Parms(#JSMXCMD	ROW	'11')



Execute	Subroutine(KEYWRD)	With_Parms(#JSMXCMD	COL	'43')
Use	Builtin(TCONCAT)	With_Args(#jsmxcmd	'	VALUE(133333)')	To_Get(#JSMXCMD)
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMXHDLE1	#JSMXCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK_STS)	With_Parms(#JSMXCMD)
	
*		Type	the	Department	Code
	
#JSMXCMD	:=	SETBYPOS
Execute	Subroutine(KEYWRD)	With_Parms(#JSMXCMD	ROW	'12')
Execute	Subroutine(KEYWRD)	With_Parms(#JSMXCMD	COL	'43')
Use	Builtin(TCONCAT)	With_Args(#jsmxcmd	'	VALUE(ADM)')	To_Get(#JSMXCMD)
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMXHDLE1	#JSMXCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK_STS)	With_Parms(#JSMXCMD)
	
*		Type	the	Section	Code
	
#JSMXCMD	:=	SETBYPOS
Execute	Subroutine(KEYWRD)	With_Parms(#JSMXCMD	ROW	'13')
Execute	Subroutine(KEYWRD)	With_Parms(#JSMXCMD	COL	'43')
Use	Builtin(TCONCAT)	With_Args(#jsmxcmd	'	VALUE(04)')	To_Get(#JSMXCMD)
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMXHDLE1	#JSMXCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK_STS)	With_Parms(#JSMXCMD)
	
*		Type	the	Employee	Salary
	
#JSMXCMD	:=	SETBYPOS
Execute	Subroutine(KEYWRD)	With_Parms(#JSMXCMD	ROW	'14')
Execute	Subroutine(KEYWRD)	With_Parms(#JSMXCMD	COL	'43')
Use	Builtin(TCONCAT)	With_Args(#jsmxcmd	'	VALUE(31222)')	To_Get(#JSMXCMD)
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMXHDLE1	#JSMXCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK_STS)	With_Parms(#JSMXCMD)
	
*		Type	the	Start	Date
*		AND	press	ENTER	to	submit	the	details
*	(NOTE	AGAIN	THE	USE	OF	THE	#EXCHANGE1	DUMMY	WORKING	LIST)
	
#JSMXCMD	:=	SETBYPOS
Execute	Subroutine(KEYWRD)	With_Parms(#JSMXCMD	SENDKEY	ENTER)
Execute	Subroutine(KEYWRD)	With_Parms(#JSMXCMD	ROW	'15')



Execute	Subroutine(KEYWRD)	With_Parms(#JSMXCMD	COL	'43')
Use	Builtin(TCONCAT)	With_Args(#jsmxcmd	'	VALUE(100311)')	To_Get(#JSMXCMD)
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMXHDLE1	#JSMXCMD	#EXCHANGE1)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK_STS)	With_Parms(#JSMXCMD)
	
*		Press	F3	to	return	to	the	main	menu
*	(NOTE	AGAIN	THE	USE	OF	THE	#EXCHANGE1	DUMMY	WORKING	LIST)
	
#JSMXCMD	:=	SEND
Execute	Subroutine(KEYWRD)	With_Parms(#JSMXCMD	SENDKEY	F3)
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMXHDLE1	#JSMXCMD	#EXCHANGE1)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK_STS)	With_Parms(#JSMXCMD)
	
*		Type	the	SIGNOFF	command	and	press	ENTER
	
#JSMXCMD	:=	SETBYPOS
Execute	Subroutine(KEYWRD)	With_Parms(#JSMXCMD	ROW	'18')
Execute	Subroutine(KEYWRD)	With_Parms(#JSMXCMD	COL	'7')
Execute	Subroutine(KEYWRD)	With_Parms(#JSMXCMD	SENDKEY	ENTER)
Use	Builtin(TCONCAT)	With_Args(#jsmxcmd	'	VALUE("SIGNOFF")')	To_Get(#JSMXCMD)
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMXHDLE1	#JSMXCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK_STS)	With_Parms(#JSMXCMD)
	
*		Disconnect	from	the	aXes	terminal	server
	
#JSMXCMD	:=	DISCONNECT
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMXHDLE1	#JSMXCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK_STS)	With_Parms(#JSMXCMD)
	
*		Unload	the	aXesTerminalService
	
#JSMXCMD	:=	'SERVICE_UNLOAD'
Use	Builtin(JSMX_COMMAND)	With_Args(#JSMXHDLE1	#JSMXCMD)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK_STS)	With_Parms(#JSMXHDLE1)
	
*		Close	the	connection	to	the	JSM
	
Use	Builtin(JSMX_CLOSE)	With_Args(#JSMXHDLE1)	To_Get(#JSMSTS	#JSMMSG)
Execute	Subroutine(CHECK_STS)	With_Parms(#JSMXHDLE1)



	
Return
	
	
*	-----------------------------------------------
*	Subroutine	to	build	JSM	commands
*	-----------------------------------------------
	
Subroutine	Name(KEYWRD)	Parms((#W_CMDX	*BOTH)	(#W_KEYWRD	*RECEIVED)	(#W_KEYVAL	*RECEIVED))
	
Define	Field(#W_CMDX)	Reffld(#JSMXCMD)
Define	Field(#W_KEYWRD)	Reffld(#STD_TEXT)
Define	Field(#W_KEYVAL)	Length(255)	Reffld(#STD_TEXTL)
	
#W_CMDX	+=	'	'	+	#W_KEYWRD	+	'('	+	#W_KEYVAL	+	')'
	
Endroutine
	
*	-----------------------------------------------
*	Subroutine	to	check	the	JSM	status
*	-----------------------------------------------
	
Subroutine	Name(CHECK_STS)	Parms(#W_HDLE)
	
Define	Field(#MSGDTA)	Type(*CHAR)	Length(132)
Define	Field(#W_HDLE)	Type(*CHAR)	Length(4)
	
If	Cond('#JSMSTS	*NE	OK')
	
#MSGDTA	:=	'Error	Status	Code:'	+	#JSMSTS
Message	Msgid(DCM9899)	Msgf(DC@M01)	Msgdta(#MSGDTA)
#MSGDTA	:=	'Error	Message:'	+	#JSMMSG
Message	Msgid(DCM9899)	Msgf(DC@M01)	Msgdta(#MSGDTA)
	
Endif
	
Endroutine
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FTPServiceの例
このプログラム例では以下のステップを実行します。

1.			FTPServiceのロードに必要な一連の呼び出しを行います。

2.			指定の証明情報を使用し、指定のリモートFTPサーバーに接続してログオンします(ソース・
コードを修正する必要があります)。

3.			リモートFTPサーバーから現在のディレクトリの名前を取得して、この名前をジョブログに
書き込みます。

4.			リモート・サーバー上の現在のディレクトリをLIFTPINディレクトリに変更します。

5.			付属のorder.xmlファイルをリモート・サーバーに送信し、このファイルをLIFTPINディレクト
リに配置します。

6.			ftpセッションを終了し、サービスをアンロードしてJSMサーバーとの接続を閉じます。

注：

									この例をテストするには、リモート・サーバー上のIFSに/LIFTPINフォルダーを作成する
必要があります。

									例をコンパイルして実行する前に、リモート・サーバー名、ユーザーID、パスワードの各
自の値を指定する必要があります。これらはすべてソース・コードの開始付近にある定数に
含まれています。

									希望する場合は、例で使用されるディレクトリ名とファイル名を変更できます。
詳細については、例のコメントとコードを参照してください。

1.			ILE	RPGプログラム例を作成して実行する
以下のソースをコピーしてソース・ファイル・メンバーに貼り付けます。次に、ソース・コード
で上記のサーバー、ユーザーID、パスワードの定数の値を修正します。
プログラムを作成するには、CRTRPGMODコマンドとCRTPGMコマンドを使用する必要があり
ます。必ずソース・メンバーに指定したパラメータ値を使用します。

*************************************************																			
*	FTP:					example	in	RPG	ILE	of	using	the	LANSA	Integrator									
*										FTPService																																															
*																																																																			
*	Note:				This	is	an	example	program	containing	only															
*										rudimentary	exception	handling																											
*																																																																			
*	To	create	this	program	you	must	execute	the	following	commands,			
*	supplying	the	indicated	parameter	values	and	any	others	that	are		
*	necessary	in	your	installation:																																			
*																																																																			
*			CRTRPGMOD	MODULE(<modlib>/FTP)																																		
*													SRCFILE(<srclib>/<srcfil>)																												
*																																																																			



*			CRTPGM				PGM(<pgmlib>/FTP)																																					
*													MODULE(<modlib>/FTP)																																		
*													BNDSRVPGM(<jsmpgmlib>/DCXS882X)																							
*													ACTGRP(*CALLER)																																							
*************************************************																			
																																																							
*	You	MUST	replace	the	value	of	these	constants								
*	before	compiling	and	running	this	example												
																																																							
d	ftpserver							c																			'<your	server>'			
d	ftpuser									c																			'<user	id>'							
d	ftppassword					c																			'<password>'						
																																																				
*	IFS	file	and	folder	names	used	by	this	program				
*	-	to	try	this	program	you	need	to	create	the						
*			folder	/LIFTPIN	in	your	IFS																					
*	-	this	example	assumes	the	shipped	ORDER.XML	file	
*			is	present	in	the	JSM	instance	folder											
																																																				
d	flrtarget							c																			'/LIFTPIN'					
d	ftpsource							c																			'ORDER.XML'				
d	ftptarget							c																			'ORDER.XML'				
																																																																						
*	Declare	variables	for	the	JSM	calls																																
																																																																						
d	jsmsrv										s													50a			inz(*blanks)																				
d	jsmsts										s													20a			inz(*blanks)																				
d	jsmmsg										s												255a			inz(*blanks)																				
d	jsmcmd										s												255a			inz(*blanks)																				
d	bytelength						s													10i	0	inz(*zero)																						
																																																																						
*	Completion	messages																																																
																																																																						
d	CompMsg01							c																			'JSMOPEN	call	completed.'							
d	CompMsg02							c																			'		SERVICE_LOAD	call	completed.'
d	CompMsg10							c																			'		CONNECT	call	completed.'					
d	CompMsg20							c																			'		LOGIN	call	completed.'							
d	CompMsg30							c																			'		GETDIR	call	completed.'						
d	CompMsg31							c																			'		-	current	directory	on	+					



d																																										remote	server	is:	'								
d	CompMsg40							c																			'		CHGDIR	call	completed.'						
d	CompMsg50							c																			'		BINARY	call	completed.'						
d	CompMsg60							c																			'		PUT	call	completed.'												
d	CompMsg70							c																			'		QUIT	call	completed.'											
d	CompMsg98							c																			'		SERVICE_UNLOAD	call	completed.'	
d	CompMsg99							c																			'JSMCLOSE	call	completed.'									
																																																																									
*	Procedure	prototypes																																																		
																																																																									
d	CheckResult					pr																																																					
d		crjsts																													const	like(jsmsts)																	
d		crjmsg																													const	like(jsmmsg)																	
																																																																									
d	SendMessage					pr																																																					
d		smText																						512a			VALUE																														
d		smType																							10a			VALUE																														
																																																																									
*	Prototypes	for	the	JSM	calls																																										
																																																																									
/COPY	QRPGLESRC,JSM_PROC.H																																														
																																																																									
*	Open	a	connection	to	the	default	JSM	server																											
*	-	because	the	server	parameter	is	blank,	details	of	the	default		
*			JSM	server	are	obtained	from	the	data	area	JSMCLTDTA	on	IBM	i
*			or	from	the	file	jsmcltdta.txt	on	other	supported	platforms)			
																																																																				
c																			callp					p_jsmopen(jsmsrv:jsmsts:jsmmsg)							
c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)												
c																			callp					SendMessage(CompMsg01:'*COMP')								
																																																																				
*	Load	the	FTPService																																														
*	-	this	example	explicitly	turns	tracing	on,	overriding	the							
*			settings	in	the	manager.properties	file																								
																																																																				
c																			eval						jsmcmd	=	'SERVICE_LOAD'															
c																													+	'	SERVICE(FTPSERVICE)	TRACE(*YES)'		
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)								
c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)												



c																			callp					SendMessage(CompMsg02:'*COMP')								
																																																																				
*	Connect	to	FTP	server																																												
																																																																				
c																			eval						jsmcmd	=	'CONNECT'																							
c																													+	'	HOST('	+	%trim(ftpserver)	+	')'						
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)											
c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)															
c																			callp					SendMessage(CompMsg10:'*COMP')											
																																																																							
*	Login	to	FTP	server																																																	
																																																																							
c																			eval						jsmcmd	=	'LOGIN'																									
c																													+	'	USER('	+	%trim(ftpuser)	+	')'								
c																													+	'	PASSWORD('	+	%trim(ftppassword)	+	')'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)											
c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)															
c																			callp					SendMessage(CompMsg20:'*COMP')											
																																																																							
*	Get	the	current	directory	on	the	remote	server																						
*	-	the	current	directory	is	returned	in	the	jsmmsg	field													
																																																																							
c																			eval						jsmcmd	=	'GETDIR'																								
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)											
c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)												
c																			callp					SendMessage(CompMsg30:'*COMP')								
																																																																				
*	...	output	the	current	directory	name	into	the	joblog	...								
																																																																				
c																			callp					SendMessage(CompMsg31	+	%trim(jsmmsg)	
c																																									:'*COMP')																	
																																																																				
*	Change	the	current	directory	on	the	remote	server																
																																																																				
c																			eval						jsmcmd	=	'CHGDIR'																					
c																													+	'	PATH('	+	%trim(flrtarget)	+	')'			
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)								
c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)												
c																			callp					SendMessage(CompMsg40:'*COMP')								



																																																																				
*	Set	binary	mode																																																		
																																																																				
c																			eval						jsmcmd	=	'BINARY'																					
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)								
c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)									
c																			callp					SendMessage(CompMsg50:'*COMP')					
																																																																	
*	Put	file	onto	remote	server																																			
																																																																	
c																			eval						jsmcmd	=	'PUT'																					
c																													+	'	FROM('	+	%trim(ftpsource)	+	')'
c																													+	'			TO('	+	%trim(ftptarget)	+	')'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)					
c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)									
c																			callp					SendMessage(CompMsg60:'*COMP')					
																																																																	
*	Quit	the	FTP	session																																										
																																																																	
c																			eval						jsmcmd	=	'QUIT'																				
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)					
c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)									
c																			callp					SendMessage(CompMsg70:'*COMP')					
																																																																	
*	Unload	the	FTPService																																									
																																																															
c																			eval						jsmcmd	=	'SERVICE_UNLOAD'								
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)			
c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)							
c																			callp					SendMessage(CompMsg98:'*COMP')			
																																																															
*	Close	the	connection	to	the	JSM	server	and	finish											
																																																															
c																			callp					p_jsmclose(jsmsts:jsmmsg)								
c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)							
c																			callp					SendMessage(CompMsg99:'*COMP')			
c																			eval						*inlr	=	*on																						
c																			return																																					
																																																															



*************************************************													
*	Procedure	to	check	the	result	of	a	Java	Service	Manager	call
*************************************************													
p	CheckResult					b																																												
d	CheckResult					pi																																											
d		crjsts																													const	like(jsmsts)							
d		crjmsg																													const	like(jsmmsg)												
d		crText									s												512a																																	
d		crMsg1									c																			const('JSM	Status	:	')								
d		crMsg2									c																			const('JSM	Message:	')								
d		crMsg3									c																			const('JSM	Service	error	has	+
d																																												occurred')													
c																			if								crjsts	<>	'OK'																								
c																			eval						crText	=	crMsg1	+	crjsts														
c																			callp					SendMessage(crText:'*DIAG')											
c																			eval						crText	=	crMsg2	+	crjmsg														
c																			callp					SendMessage(crText:'*DIAG')											
c																			callp					SendMessage(crMsg3:'*ESCAPE')									
c																			endif																																											
p	CheckResult					e																																																	
																																																																				
*************************************************																		
*	Procedure	to	send	a	program	message																														
*************************************************																		
p	SendMessage					b																																																	
																																																																				
d	SendMessage					pi																																													
d	smText																							512a			VALUE																						
d	smMsgT																								10a			VALUE																						
																																																																	
d	smMsgI										s														7a			inz('CPF9897')													
d	smMsgF										s													20a			inz('QCPFMSG			*LIBL					')
d	smDtaL										s													10i	0	inz(%size(smText))									
d	smStkE										s													10a			inz('*')																			
d	smStkC										s													10i	0	inz(1)																					
d	smMsgK										s														4a																														
d	smErrC										s													10i	0	inz(0)																					
																																																																	
c																			if								smMsgT	=	'*ESCAPE'																	



c																			eval						smMsgI	=	'CPF9898'																	
c																			endif																																								
																																																																	
c																			call						'QMHSNDPM'																									
c																			parm																				smMsgI															
c																			parm																				smMsgF															
c																			parm																				smText															
c																			parm																				smDtaL
c																			parm																				smMsgT
c																			parm																				smStkE
c																			parm																				smStkC
c																			parm																				smMsgK
c																			parm																				smErrC
																																																		
p																	e																															



SMTPMailServiceの例
このプログラム例では以下のステップを実行します。

1.			SMTPMailServiceのロードに必要な一連の呼び出しを実行します。

2.			SETサービス・コマンドを使用して、SMTPサーバーと、	そのサーバーへのログインに必要
なユーザーおよびパスワードを指定します(使用する環境に適した詳細を指定するには、ソー
ス・コードを修正する必要があります)。

3.			SETサービス・コマンドを使用して、送信するメール・サンプルのTOおよびFROMアドレス
とSUBJECT行を指定します(使用する環境に適した詳細を指定するには、ソース・コードを修
正する必要があります)。

4.			SENDサービス・コマンドを使用してメール・サンプルを送信します。この簡単な例では、本
文の行はRPGプログラムでコード化されたコンパイル時の配列データからのものですが、同
様にデータベースからでも、別のLANSA	Integratorサービス呼び出しからさまざまな形式で受
け取られたものでも構いません。

5.			サービスをアンロードしてJSMサーバーとの接続を閉じます。

詳細については、例のコメントとコードを参照してください。

このアプリケーションを機能させるには、以下の3つのステップが必要です。

1.			構造XMLを作成する
SMTPMailServiceのSENDコマンドを呼び出すと、メールで送信される本文の行を含む複数のオ
カレンス・データ構造が渡されます。これが機能するには、LANSA	Integratorサービスでこの構
造の特性を把握する必要があります。そのためには、構造を記述するXMLファイルを提供しま
す。

この例の場合、必要なXMLが以下に示されています。このXMLをインストールするには、以下
のステップを実行する必要があります。

a.			JSMサーバーのJSMインスタンス・フォルダーでstructureフォルダーを探します。

b.			SMTPMailBody.xmlというファイルを作成します。

c.			このファイルをテキスト・エディタで編集し、以下のxmlを貼り付けます。

構造XMLで使用されるフィールド名が、RPGプログラムで使用される変数名に一致する必要は
ありません。重要なのは、名前ではなく注文、タイプ、長さになります。

<?xml	version="1.0"	encoding="UTF-8"?>																															
																																																																					
<rdml:structure	xmlns:rdml="http://www.lansa.com/2000/XML/Function">	
																																																																					
			<rdml:field	name="BODYTXT"	type="A"	length="80"		/>															
																																																																					
</rdml:structure>																																																							

2.			構造XMLをJSMサーバーに登録する
プログラム例が、シンボル名SMTP.MailBodyListで上記の構造XMLを参照するには、SENDコマン
ドのSERVICE_STRUCTUREキーワードにそのシンボル名を指定します。
このシンボル名と、ステップ1で作成された構造XMLファイルの実際の名前および場所とのリン



クをJSMサーバーに提供する必要があります。このためには、以下のステップを実行してくださ
い。

a.			JSMサーバーのJSMインスタンス・フォルダーでsystemフォルダーを探します。

b.			structure.propertiesファイルをテキスト・エディタで編集し、以下のエントリーを貼り付けま
す(新しいエントリーが単体で個別の行に記述されるようにします)。

					structure.SMTP.MailBodyList=structure/SMTPMailBody.xml
c.			変更内容を保存します。

d.			JSMサーバー・インスタンスを再起動または更新します(「Java	Service	Managerの更新」を参
照)。

3.			ILE	RPGプログラム例を作成して実行する
以下のソースをコピーしてソース・ファイル・メンバーに貼り付けます。次に、ソース・コード
で上記のサーバー、ユーザーID、パスワード、ToおよびFromアドレスの定数の値を修正しま
す。

プログラムを作成するには、CRTRPGMODコマンドとCRTPGMコマンドを使用する必要があり
ます。必ずソース・メンバーに指定したパラメータ値を使用します。

						*************************************************																	
						*	SMTP:				example	in	RPG	ILE	of	using	the	LANSA	Integrator							
						*										SMTPMailService																																								
						*																																																																	
						*	Note:				This	is	an	example	program	containing	only													
						*										rudimentary	exception	handling																									
						*																																																																	
						*	To	create	this	program	you	must	execute	the	following	commands,	
						*	supplying	the	indicated	parameter	values	and	any	others	that	are
						*	necessary	in	your	installation:																																	
						*																																																																	
						*			CRTRPGMOD	MODULE(<modlib>/SMTP)																															
						*													SRCFILE(<srclib>/<srcfil>)																										
						*																																																																	
						*			CRTPGM				PGM(<pgmlib>/SMTP)																																		
						*													MODULE(<modlib>/SMTP)																															
						*													BNDSRVPGM(<jsmpgmlib>/DCXS882X)																					
						*													ACTGRP(*CALLER)																																					
						*************************************************																	
																																																																					
						*	You	MUST	replace	the	value	of	these	constants																
						*	before	compiling	and	running	this	example																				
																																																																					
						*	-	for	smtp_server,	specify	the	network	name	or	address	of				



						*			your	SMTP	mail	server	(this	might	not	be	a	IBM	i	or					
						*			IBM	i	server).		However,	it	must	be	addressable	from	the
						*			system	where	the	LANSA	Integrator	JSM	server	is	running				
																																																																					
						*	-	for	smtp_user,	specify	the	user	name	used	to	login	to	the		
						*			SMTP	server																																																
																																																																					
						*	-	for	smtp_password,	specify	the	password	for	the	smtp_user		
						*			specified	that	is	used	to	login	to	the	SMTP	server									
																																																																					
						*	NB:	user	and	password	might	be	case	sensitive,	depending	on		
						*					the	SMTP	server	you	are	using																												
																																																																					
					d	smtp_server					c																			'<your	server>'											
					d	smtp_user							c																			'<user	id>'															
					d	smtp_password			c																			'<password>'																
																																																																							
						*	-	for	smtp_to,	specify	the	e-mail	address	you	want	to	send					
						*			the	e-mail	to	(for	example,	your	own	e-mail	address)									
																																																																							
						*	-	for	smtp_from,	specify	the	e-mail	address	you	want	the							
						*			e-mail	to	originate	from.		Because	many	SMTP	mail	servers				
						*			prohibit	mail	relay,	this	may	need	to	be	an	address	from	the	
						*			e-mail	domain	that	is	normally	managed	by	the	mail	server.			
						*			You	can	specify	your	own	address	-	it	does	not	matter	if	the	
						*			FROM	address	is	the	same	as	the	TO	address.																		
																																																																							
					d	smtp_to									c																			'<to	address>'														
					d	smtp_from							c																			'<from	address>'												
																																																																							
					d	smtp_subject				c																			'E-mail	generated	+									
					d																																						by	SMTPMailService	+							
					d																																						example	program'											
																																																																							
						*	Declare	variables	for	the	JSM	calls																												
																																																																									
					d	jsmsrv										s													50a			inz(*blanks)																		
					d	jsmsts										s													20a			inz(*blanks)																		
					d	jsmmsg										s												255a			inz(*blanks)																		



					d	jsmcmd										s												255a			inz(*blanks)																		
					d	bytelength						s													10i	0	inz(*zero)																				
																																																																									
						*	Declare	structure	to	send	body	text	to	the	SMTPMailService							
						*	-	in	this	simple	example,	the	data	comes	from	the	compile-time			
						*			array	data,	but	it	could	equally	well	have	come	from	a	database
						*			or	received	through	another	LANSA	Integrator	service	call						
						*	NB:	This	MUST	match	the	structure	xml	provided	to	the	JSM	Server!
																																																																									
					d	smtpbody								ds																		occurs(smtpocur)														
					d																																					based(smtplistptr)												
					d		bodytext																					80a																																	
																																																																									
					d	smtpocur								c																			const(6)																						
					d	smtpsize								c																			const(%size(smtpbody))								
																																																																									
						*	Declare	the	compile-time	array	that	provides	the	body	text											
						*	for	this	simple	example																																														
																																																																													
					d	smtpdata								s													80a			dim(smtpocur)	perrcd(1)	ctdata				
																																																																													
						*	Completion	messages																																																		
																																																																													
					d	CompMsg01							c																			'JSMOPEN	call	completed.'									
					d	CompMsg02							c																			'		SERVICE_LOAD	call	completed.'		
					d	CompMsg10							c																			'		SET	call	completed.'											
					d	CompMsg20							c																			'		SEND	call	completed.'										
					d	CompMsg98							c																			'		SERVICE_UNLOAD	call	completed.'
					d	CompMsg99							c																			'JSMCLOSE	call	completed.'								
																																																																													
						*	Procedure	prototypes																																																	
																																																																													
					d	CheckResult					pr																																																				
					d		crjsts																													const	like(jsmsts)																
					d		crjmsg																													const	like(jsmmsg)																
																																																																													
					d	SendMessage					pr																																																
					d		smText																						512a			VALUE																									
					d		smType																							10a			VALUE																									



																																																																									
						*	Prototypes	for	the	JSM	calls																																					
																																																																									
						/COPY	QRPGLESRC,JSM_PROC.H																																									
																																																																									
						*	Open	a	connection	to	the	default	JSM	server																						
						*	-	because	the	server	parameter	is	blank,	details	of	the	default		
						*			JSM	server	are	obtained	from	the	data	area	JSMCLTDTA	on	IBM	i
						*			or	from	the	file	jsmcltdta.txt	on	other	supported	platforms)			
																																																																									
					c																			callp					p_jsmopen(jsmsrv:jsmsts:jsmmsg)							
					c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)												
					c																			callp					SendMessage(CompMsg01:'*COMP')								
																																																																									
						*	Load	the	SMTPMailService																																									
						*	-	this	example	explicitly	turns	tracing	on,	overriding	the							
						*			settings	in	the	manager.properties	file																								
																																																																														
					c																			eval						jsmcmd	=	'SERVICE_LOAD'																				
					c																													+	'	SERVICE(SMTPMAILSERVICE)	TRACE(*YES)'		
					c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)													
					c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)																	
					c																			callp					SendMessage(CompMsg02:'*COMP')													
																																																																														
						*	Set	the	SERVER,	USER	and	PASSWORD	necessary	to	connect	to													
						*	your	SMTP	mail	server																																																	
						*	-	you	MUST	alter	the	constant	definitions	at	the	beginning	of									
						*			this	program	to	specify	values	appropriate	for	your	mail	server					
						*	-	this	assumes	the	mail	server	listens	on	port	25.																				
						*			If	your	mail	server	uses	a	different	port	then	you	will	need								
						*			to	specify	the	PORT	keyword	too																																					
																																																																														
					c																			eval						jsmcmd	=	'SET'																													
					c																													+	'	SERVER('	+	%trim(smtp_server)	+	')'				
					c																													+	'	USER('	+	%trim(smtp_user)	+	')'								
					c																													+	'	PASSWORD('	+	%trim(smtp_password)	+	')'
					c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)													
					c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)															
					c																			callp					SendMessage(CompMsg10:'*COMP')											



																																																																												
						*	Set	TO	and	FROM	addresses	and	SUBJECT																															
						*	-	you	MUST	alter	the	constant	definitions	at	the	beginning	of							
						*			this	program	to	specify	values	appropriate	for	your	mail	server			
						*	-	these	can	also	be	specified	directly	on	the	SEND	command										
						*	-	you	can	specify	a	list	of	TO	addresses,	you	can	also	specify						
						*			single	or	lists	of	CC	and	BCC	addresses.		To	specify	multiple					
						*			addresses	you	must	make	separate	calls	to	SET	for	each	of	TO						
						*			CC	and	BCC,	supplying	the	appropriate	list	of	addresses	for	each		
																																																																												
					c																			eval						jsmcmd	=	'SET'																											
					c																													+	'	TO('	+	%trim(smtp_to)	+	')'										
					c																													+	'	FROM('	+	%trim(smtp_from)	+	')'						
					c																													+	'	SUBJECT('	+	%trim(smtp_subject)	+	')'
					c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)											
					c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)															
					c																			callp					SendMessage(CompMsg10:'*COMP')											
																																																																												
						*	You	may	wish	to	specify	file	attachments	to	be	sent	with	the	e-mail.				
						*	You	can	use	the	ADD	service	command	to	add	the	attachments.		This							
						*	example	does	not	send	attachments.																																						
																																																																																
						*	Populate	the	list	of	e-mail	body	text	lines	to	be	sent																		
						*	-	in	this	simple	example,	the	data	comes	from	the	compile-time										
						*			array	data,	but	it	could	equally	well	have	come	from	a	database							
						*			or	received	through	another	LANSA	Integrator	service	call													
																																																																																
					c																			eval						smtplistptr	=	%addr(smtpdata)																
																																																																																
						*	Send	the	e-mail																																																									
						*	-	this	passes	the	multiple	occurrence	data	structure																				
						*			(smtpbody)	containing	the	body	text	lines																													
						*	-	the	structure	is	described	to	the	SMTPMailService	by	the														
						*			structure	XML	identified	by	the	SERVICE_STRUCTURE	keyword	-	there					
						*			must	be	a	matching	entry	in	the	structure.properties	file	and	a							
						*			corresponding	structure	XML	file,	usually	in	JSMInstance\Structure
						*			folder																																																																
																																																							
						*	NOTE:	this	call	uses	the	JSMCMDX	api	in	order	to	be	able	to	send				



						*							variable	data	(in	this	case	the	body	text	structure/list)					
																																																																												
					c																			eval						jsmcmd	=	'SEND'																										
					c																													+	'	SERVICE_STRUCTURE(SMTP.MailBodyList)'
					c																													+	'	COUNT('		+	%char(smtpocur)	+	')'					
					c																													+	'	OCCURS('	+	%char(smtpocur)	+	')'					
					c																													+	'	SIZE('			+	%char(smtpsize)	+	')'					
																																																																												
					c																			eval						bytelength	=	smtpocur	*	smtpsize									
																																																																												
					c																			callp					p_jsmcmdx(jsmcmd:smtpbody:bytelength:				
					c																																							jsmsts:jsmmsg)																	
					c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)															
					c																			callp					SendMessage(CompMsg20:'*COMP')											
																																																																												
						*	Unload	the	SMTPMailService																																										
																																																																												
					c																			eval						jsmcmd	=	'SERVICE_UNLOAD'																
					c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)											
					c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)							
					c																			callp					SendMessage(CompMsg98:'*COMP')			
																																																																				
						*	Close	the	connection	to	the	JSM	server	and	finish											
																																																																				
					c																			callp					p_jsmclose(jsmsts:jsmmsg)								
					c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)							
					c																			callp					SendMessage(CompMsg99:'*COMP')			
					c																			eval						*inlr	=	*on																						
					c																			return																																					
																																																																				
						*************************************************													
						*	Procedure	to	check	the	result	of	a	Java	Service	Manager	call
						*************************************************													
					p	CheckResult					b																																												
					d	CheckResult					pi																																											
					d		crjsts																													const	like(jsmsts)							
					d		crjmsg																													const	like(jsmmsg)							
					d		crText									s												512a																												
					d		crMsg1									c																			const('JSM	Status	:	')			



					d		crMsg2									c																			const('JSM	Message:	')								
					d		crMsg3									c																			const('JSM	Service	error	has	+
					d																																												occurred')													
					c																			if								crjsts	<>	'OK'																								
					c																			eval						crText	=	crMsg1	+	crjsts														
					c																			callp					SendMessage(crText:'*DIAG')											
					c																			eval						crText	=	crMsg2	+	crjmsg														
					c																			callp					SendMessage(crText:'*DIAG')											
					c																			callp					SendMessage(crMsg3:'*ESCAPE')									
					c																			endif																																											
					p	CheckResult					e																																																	
																																																																									
						*************************************************																		
						*	Procedure	to	send	a	program	message																														
						*************************************************																		
					p	SendMessage					b																																																	
																																																																									
					d	SendMessage					pi																																																
					d	smText																							512a			VALUE																									
					d	smMsgT																								10a			VALUE																									
																																																																						
					d	smMsgI										s														7a			inz('CPF9897')													
					d	smMsgF										s													20a			inz('QCPFMSG			*LIBL					')
					d	smDtaL										s													10i	0	inz(%size(smText))									
					d	smStkE										s													10a			inz('*')																			
					d	smStkC										s													10i	0	inz(1)																					
					d	smMsgK										s														4a																														
					d	smErrC										s													10i	0	inz(0)																					
																																																																						
					c																			if								smMsgT	=	'*ESCAPE'																	
					c																			eval						smMsgI	=	'CPF9898'																	
					c																			endif																																								
																																																																						
					c																			call						'QMHSNDPM'																									
					c																			parm																				smMsgI															
					c																			parm																				smMsgF															
					c																			parm																				smText															
					c																			parm																				smDtaL															
					c																			parm																				smMsgT															



					c																			parm																				smStkE															
					c																			parm																				smStkC																						
					c																			parm																				smMsgK																						
					c																			parm																				smErrC																						
																																																																													
					p																	e																																																					
**CTDATA	smtpdata																																																												
This	e-mail	was	generated	by	the	LANSA	Integrator	RPG	ILE	example
program	for	the	SMTPMailService.																																													
Refer	to	the	LANSA	Integrator	Guide	for	more	information	about	using	the					
SMTPMailService	and	other	LANSA	Integrator	services.																									
====================																																																									
http://www.lansa.com																																																									



POP3MailServiceの例
このプログラム例では以下のステップを実行します。

1.			POP3MailServiceのロードに必要な一連の呼び出しを実行します。

2.			POP3サーバーと、指定したユーザーおよびパスワードの詳細を使用して、POP3メール・
サーバーでユーザー・メールボックスを開きます(使用する環境に適した詳細を指定するに
は、ソース・コードを修正する必要があります)。

3.			メールボックスで使用可能なメッセージを取得します。メッセージが複数ある場合は、最初
のメッセージの個々の詳細を取得してジョブログに書き込み、JSMインスタンス・ディレク
トリのmailbodyフォルダーのbody1.txtファイルにメッセージの本文を保存します。

						注：示されているように、プログラム例ではサーバー・メールボックスからメッセージは削
除されません。そのため、例を複数回実行する場合は、毎回同じメッセージを受け取る場合
があります。

4.			メールボックスを閉じ、サービスをアンロードしてJSMサーバーとの接続を閉じます。

注：

									この例を完全にテストするには、指定ユーザーのPOP3サーバー上のメールボックスに少
なくとも1つのメール・メッセージが必要です。必要に応じて、メール・クライアント・プ
ログラムを使用して、指定ユーザーにテスト・メールを送信します。

									例をコンパイルして実行する前に、リモート・サーバー名、ユーザーID、パスワードの各
自の値を指定する必要があります。これらはすべてソース・コードの開始付近にある定数に
含まれています。

									希望する場合は、例で使用されるディレクトリ名とファイル名を変更できます。
詳細については、例のコメントとコードを参照してください。

ILE	RPGプログラム例を作成して実行する
以下のソースをコピーしてソース・ファイル・メンバーに貼り付けます。次に、ソース・コード
で上記のサーバー、ユーザーID、パスワードの定数の値を修正します。
プログラムを作成するには、CRTRPGMODコマンドとCRTPGMコマンドを使用する必要があり
ます。必ずソース・メンバーに指定したパラメータ値を使用します。

	*************************************************																		
	*	POP3:				example	in	RPG	ILE	of	using	the	LANSA	Integrator								
	*										POP3MailService																																									
	*																																																																		
	*	Note:				This	is	an	example	program	containing	only														
	*										rudimentary	exception	handling																										
	*																																																																		
	*	To	create	this	program	you	must	execute	the	following	commands,		
	*	supplying	the	indicated	parameter	values	and	any	others	that	are	
	*	necessary	in	your	installation:																																		
	*																																																																		
	*			CRTRPGMOD	MODULE(<modlib>/POP3)																																



	*													SRCFILE(<srclib>/<srcfil>)																											
	*																																																																		
	*			CRTPGM				PGM(<pgmlib>/POP3)																																			
	*													MODULE(<modlib>/POP3)																																
	*													BNDSRVPGM(<jsmpgmlib>/DCXS882X)																						
	*													ACTGRP(*CALLER)																																						
	*************************************************																		
																																																																
	*	You	MUST	replace	the	value	of	these	constants																
	*	before	compiling	and	running	this	example																				
																																																																
	*	-	for	pop3_server,	specify	the	network	name	or	address	of				
	*			your	POP3	mail	server	(this	might	not	be	a	IBM	i	or					
	*			IBM	i	server).		However,	it	must	be	addressable	from	the
	*			system	where	the	LANSA	Integrator	JSM	server	is	running				
																																																																
	*	-	for	pop3_user,	specify	the	user	name	used	to	login	to	the		
	*			POP3	server																																																
																																																																
	*	-	for	pop3_password,	specify	the	password	for	the	pop3_user		
	*			specified	that	is	used	to	login	to	the	POP3	server									
																																																																
	*	NB:	user	and	password	might	be	case	sensitive,	depending	on		
	*					the	POP3	server	you	are	using																												
																																																																
d	pop3_server					c																			'<your	server>'											
d	pop3_user							c																			'<user	id>'															
d	pop3_password			c																			'<password>'															
																																																																	
	*	These	constants	specify	the	location	that	this	example	program
	*	will	save	the	e-mail	body	text	-	change	them	if	required						
	*	-	because	a	relative	path	is	specified,	the	shipped	default			
	*			will	save	to	folder	"mailbody"	in	the	jsm	instance	folder			
																																																																	
d	pop3_savefil				c																			'body1.txt'																
d	pop3_savedir				c																			'mailbody'																	
																																																																	
	*	Declare	variables	for	the	JSM	calls																											
																																																																	



d	jsmsrv										s													50a			inz(*blanks)															
d	jsmsts										s													20a			inz(*blanks)															
d	jsmmsg										s												255a			inz(*blanks)															
d	jsmcmd										s												255a			inz(*blanks)															
d	bytelength						s													10i	0	inz(*zero)																	
																																																																	
	*	Completion	messages																																											
																																																																	
d	CompMsg01							c																			'JSMOPEN	call	completed.'										
d	CompMsg02							c																			'		SERVICE_LOAD	call	completed.'			
d	CompMsg10							c																			'		OPEN	call	completed.'											
d	CompMsg20							c																			'		GET	OBJECT(*MESSAGECOUNT)	call	+
d																																								completed'																						
d	CompMsg21							c																					'Message	count	is:	'													
d	CompMsg30							c																			'		GET	OBJECT(*FIRSTMESSAGE)	call	+
d																																								completed'																						
d	CompMsg40							c																			'		GET	OBJECT(*SUBJECT)	call	+					
d																																								completed'																						
d	CompMsg41							c																					'Subject	is:	'																			
d	CompMsg50							c																			'		GET	OBJECT(*FROMADDRESS)	call	+	
d																																								completed'																						
d	CompMsg51							c																					'FROM	address	is:	'														
d	CompMsg60							c																			'		GET	OBJECT(*SENTDATE)	call	+				
d																																								completed'																						
d	CompMsg61							c																					'Sent	date	is:	'																	
d	CompMsg70							c																			'		SAVE	OBJECT(*TEXT)	call	+							
d																																								completed'																						
d	CompMsg80							c																			'		DELETE	call	completed.'									
d	CompMsg90							c																			'		CLOSE	call	completed.'									
d	CompMsg98							c																			'		SERVICE_UNLOAD	call	completed.'
d	CompMsg99							c																			'JSMCLOSE	call	completed.'								
																																																																								
	*	Procedure	prototypes																																																	
																																																																								
d	CheckResult					pr																																																				
d		crjsts																													const	like(jsmsts)																
d		crjmsg																													const	like(jsmmsg)																
																																																																								
d	SendMessage					pr																																																				



d		smText																						512a			VALUE																													
d		smType																							10a			VALUE																													
																																																																								
	*	Prototypes	for	the	JSM	calls																																									
																																																																								
	/COPY	QRPGLESRC,JSM_PROC.H																																													
																																																																								
	*	Open	a	connection	to	the	default	JSM	server																										
	*	-	because	the	server	parameter	is	blank,	details	of	the	default						
	*			JSM	server	are	obtained	from	the	data	area	JSMCLTDTA	on	IBM	i			
	*			or	from	the	file	jsmcltdta.txt	on	other	supported	platforms)						
																																																																							
c																			callp					p_jsmopen(jsmsrv:jsmsts:jsmmsg)										
c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)															
c																			callp					SendMessage(CompMsg01:'*COMP')											
																																																																							
	*	Load	the	Pop3MailService																																												
	*	-	this	example	explicitly	turns	tracing	on,	overriding	the										
	*			settings	in	the	manager.properties	file																											
																																																																							
c																			eval						jsmcmd	=	'SERVICE_LOAD'																		
c																													+	'	SERVICE(POP3MAILSERVICE)	TRACE(*YES)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)											
c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)															
c																			callp					SendMessage(CompMsg02:'*COMP')											
																																																																							
	*	Open	the	post	office	(login	to	the	POP3	server)																					
	*	-	you	MUST	alter	the	constant	definitions	at	the	beginning	of							
	*			this	program	to	specify	values	appropriate	for	your	mail	server			
	*			for	server,	user	id	and	password																																				
	*	-	this	assumes	the	mail	server	listens	on	port	110.																			
	*			If	your	mail	server	uses	a	different	port	then	you	will	need								
	*			to	specify	the	PORT	keyword	too																																					
																																																																									
c																			eval						jsmcmd	=	'OPEN'																												
c																													+	'	SERVER('	+	%trim(pop3_server)	+	')'				
c																													+	'	USER('	+	%trim(pop3_user)	+	')'								
c																													+	'	PASSWORD('	+	%trim(pop3_password)	+	')'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)													



c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)																	
c																			callp					SendMessage(CompMsg10:'*COMP')													
																																																																									
	*	Get	the	count	of	available	e-mail	messages																												
																																																																									
c																			eval						jsmcmd	=	'GET	OBJECT(*MESSAGECOUNT)'							
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)													
c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)																	
c																			callp					SendMessage(CompMsg20:'*COMP')													
																																																																									
*	Output	the	count	to	the	joblog,	proceed	if	one	or	more	messages	...
																																																																						
c																			callp					SendMessage(CompMsg21	+	%trim(jsmmsg)			
c																																									:'*COMP')																			
c																			if								%int(jsmmsg)	>	0																								
																																																																						
	*	...	set	the	current	message	to	the	first	available	message	...					
																																																																						
c																			eval						jsmcmd	=	'GET	OBJECT(*FIRSTMESSAGE)'				
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)										
c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)														
c																			callp					SendMessage(CompMsg30:'*COMP')										
																																																																						
	*	...	get	the	message	subject	and	write	to	joblog	...																
																																																																						
c																			eval						jsmcmd	=	'GET	OBJECT(*SUBJECT)'									
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)										
c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)														
c																			callp					SendMessage(CompMsg40:'*COMP')										
																																																																						
c																			callp					SendMessage(CompMsg41	+	%trim(jsmmsg)
c																																									:'*COMP')																
																																																																			
	*	...	get	the	FROM	address	and	write	to	joblog	...																
																																																																			
c																			eval						jsmcmd	=	'GET	OBJECT(*FROMADDRESS)'		
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)							
c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)											
c																			callp					SendMessage(CompMsg50:'*COMP')							



																																																																			
c																			callp					SendMessage(CompMsg51	+	%trim(jsmmsg)
c																																									:'*COMP')																
																																																																			
	*	...	get	the	sent	date	and	write	to	joblog	...																			
																																																																			
c																			eval						jsmcmd	=	'GET	OBJECT(*SENTDATE)'					
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)							
c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)											
c																			callp					SendMessage(CompMsg60:'*COMP')							
																																																																			
c																			callp					SendMessage(CompMsg61	+	%trim(jsmmsg)		
c																																									:'*COMP')																		
																																																																					
	*	...	save	the	body	text	to	a	file																																		
	*					-	as	supplied,	the	body	text	will	be	saved	to	file	"body1.txt"
	*							in	directory	"mailbody"	within	the	jsm	instance	directory			
																																																																					
c																			eval						jsmcmd	=	'SAVE	OBJECT(*TEXT)'										
c																													+	'	FILE('	+	%trim(pop3_savefil)	+	')'	
c																													+	'		DIR('	+	%trim(pop3_savedir)	+	')'	
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)									
c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)													
c																			callp					SendMessage(CompMsg70:'*COMP')									
																																																																					
	*	...	after	successfully	processing	a	message,	many	applications				
	*					would	wish	to	remove	the	message	from	the	mailbox	on	the	POP3	
	*					server.		As	shipped,	this	example	program	does	not	do	that	but
	*					you	can	uncomment	the	following	code	to	do	so	if	you	wish	...	
																																																																					
c*******************eval						jsmcmd	=	'DELETE'																						
c*******************callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
c*******************callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)				
c*******************callp					SendMessage(CompMsg80:'*COMP')
																																																												
c																			endif																																			
																																																												
	*	Close	the	post	office																																				
																																																												



c																			eval						jsmcmd	=	'CLOSE'														
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)				
c																			callp					SendMessage(CompMsg90:'*COMP')
																																																												
	*	Unload	the	Pop3MailService																															
																																																												
c																			eval						jsmcmd	=	'SERVICE_UNLOAD'					
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)				
c																			callp					SendMessage(CompMsg98:'*COMP')
																																																												
*	Close	the	connection	to	the	JSM	server	and	finish																
																																																																				
c																			callp					p_jsmclose(jsmsts:jsmmsg)													
c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)												
c																			callp					SendMessage(CompMsg99:'*COMP')								
c																			eval						*inlr	=	*on																											
c																			return																																										
																																																																				
	*************************************************																		
	*	Procedure	to	check	the	result	of	a	Java	Service	Manager	call					
	*************************************************																		
p	CheckResult					b																																																	
d	CheckResult					pi																																																
d		crjsts																													const	like(jsmsts)												
d		crjmsg																													const	like(jsmmsg)												
d		crText									s												512a																																	
d		crMsg1									c																			const('JSM	Status	:	')								
d		crMsg2									c																			const('JSM	Message:	')								
d		crMsg3									c																			const('JSM	Service	error	has	+
d																																												occurred')													
c																			if								crjsts	<>	'OK'																					
c																			eval						crText	=	crMsg1	+	crjsts											
c																			callp					SendMessage(crText:'*DIAG')								
c																			eval						crText	=	crMsg2	+	crjmsg											
c																			callp					SendMessage(crText:'*DIAG')								
c																			callp					SendMessage(crMsg3:'*ESCAPE')						
c																			endif																																								



p	CheckResult					e																																														
																																																																	
	*************************************************															
	*	Procedure	to	send	a	program	message																											
	*************************************************															
p	SendMessage					b																																														
																																																																	
d	SendMessage					pi																																													
d	smText																							512a			VALUE																						
d	smMsgT																								10a			VALUE																						
																																																																	
d	smMsgI										s														7a			inz('CPF9897')													
d	smMsgF										s													20a			inz('QCPFMSG			*LIBL					')
d	smDtaL										s													10i	0	inz(%size(smText))
d	smStkE										s													10a			inz('*')										
d	smStkC										s													10i	0	inz(1)												
d	smMsgK										s														4a																					
d	smErrC										s													10i	0	inz(0)												
																																																								
c																			if								smMsgT	=	'*ESCAPE'								
c																			eval						smMsgI	=	'CPF9898'								
c																			endif																															
																																																								
c																			call						'QMHSNDPM'																
c																			parm																				smMsgI						
c																			parm																				smMsgF						
c																			parm																				smText						
c																			parm																				smDtaL						
c																			parm																				smMsgT						
c																			parm																				smStkE						
c																			parm																				smStkC						
c																			parm																				smMsgK						
c																			parm																				smErrC						
																			
p																	e
intengbr_RPG_STMP



SMSServiceの例
						*************************************************
						*	SMS:					Example	in	RPG	ILE	of	using	the	LANSA	Integrator
						*										SMSService.
						*										This	example	uses	the	SMTP	(email)	protocol	to	send	the
						*										SMS	details	to	the	SMS	gateway.
						*										You	need	to	check:
						*										-	The	SMS	gateway	you	are	using	accepts	SMS	messages
						*												for	transmission	in	an	email	format.
						*										-	The	format	of	the	email	sent	agrees	with	the	format
						*												expected	by	your	SMS	gateway.
						*
						*	Note:				This	is	an	example	program	containing	only
						*										rudimentary	exception	handling
						*
						*	To	create	this	program	you	must	execute	the	following	commands,
						*	supplying	the	indicated	parameter	values	and	any	others	that	are
						*	necessary	in	your	installation:
						*
						*			CRTRPGMOD	MODULE(<modlib>/SMS)
						*													SRCFILE(<srclib>/<srcfil>)
						*
						*			CRTPGM				PGM(<pgmlib>/SMS)
						*													MODULE(<modlib>/SMS)
						*													BNDSRVPGM(<lansalib>/DCXS882X)
						*													ACTGRP(*CALLER)
						*************************************************
						*	To	successfully	run	this	example	you	will	need	an	SMTP	(email)
						*	server	and	an	SMS	gateway.
						*	These	need	to	be	set	up	in	the	SMSService.properties	file.
						*	For	example:
						*				transport=smtp
						*				port=25
						*				server=10.2.0.55
						*				subject=user+password
						*				from.address=your.name@yourcoy.com.au
						*				mail.domain=yourcoy.com.au
						*				mobile.domain=streetdata.com.au



						*************************************************
							*	You	must	replace	the	value	of	the	following	constants
						*	before	compiling	and	running	this	example
							*				phoneno	value	needs	to	be	replaced	with	mobile	phone	number	to
						*				which	the	SMS	message	will	be	sent.
					d	phoneno									c																			'+61412345678'
							*				message	value	can	be	replaced	with	the	text	of	the
						*				SMS	message
					d	message									c																			'Hello.	Test	message'
							*				emailfrom	value	needs	to	be	replaced	with	the	email	addressee
						*				which	will	be	used	on	the	SMTP	(email)	sent	to	the	SMS	gateway.
					d	emailfrom							c																			'fred.smith@lansa.com.au'
							*************************************************
						*
						*	Declare	variables	for	the	JSM	calls
						d	jsmsrv										s													50a			inz(*blanks)
					d	jsmsts										s													20a			inz(*blanks)
					d	jsmmsg										s												255a			inz(*blanks)
					d	jsmcmd										s												255a			inz(*blanks)
					d	bytelength						s													10i	0	inz(*zero)
							*	Completion	messages
						d	CompMsg01							c																			'JSMOPEN	call	completed.'
					d	CompMsg02							c																			'		SERVICE_LOAD	call	completed.'
					d	CompMsg11							c																			'		SET	ENCODING	call	completed.'
					d	CompMsg12							c																			'		SET	FROM	call	completed.'
					d	CompMsg20							c																			'		SEND	call	completed.'
					d	CompMsg98							c																			'		SERVICE_UNLOAD	call	completed.'
					d	CompMsg99							c																			'JSMCLOSE	call	completed.'
							*	Procedure	prototypes
						d	CheckResult					pr
					d		crjsts																													const	like(jsmsts)
					d		crjmsg																													const	like(jsmmsg)
						d	SendMessage					pr
					d		smText																						512a			VALUE
					d		smType																							10a			VALUE
							*	Prototypes	for	the	JSM	calls
							/COPY	QRPGLESRC,JSM_PROC.H
							*************************************************
						*	Open	a	connection	to	the	default	JSM	server



						*	-	because	the	server	parameter	is	blank,	details	of	the	default
						*			JSM	server	are	obtained	from	the	data	area	JSMCLTDTA	on	IBM	i
						*			or	from	the	file	jsmcltdta.txt	on	other	supported	platforms
						c																			callp					p_jsmopen(jsmsrv:jsmsts:jsmmsg)
					c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)
					c																			callp					SendMessage(CompMsg01:'*COMP')
							*	Load	the	SMSService
						*	This	loads	and	ititializes	the	service	using	the	values	defined	in
						*			the	SMSService.properties	file.
						*	This	example	explicitly	turns	tracing	on.
						c																			eval						jsmcmd	=	'SERVICE_LOAD'
					c																													+	'	SERVICE(SMSSERVICE)	TRACE(*YES)'
					c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
					c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)
					c																			callp					SendMessage(CompMsg02:'*COMP')
						*
							*	Examples	of	SET	command
						*	The	SET	command	may	be	used	to	override	any	defaults	that	are
						*				defined	in	the	SMSService.properties	file.
							*				Set	the	encoding	value
					c																			eval						jsmcmd	=	'SET'
					c																																						+	'	ENCODING(ISO8859_1)'
					c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
					c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)
					c																			callp					SendMessage(CompMsg11:'*COMP')
							*				Set	the	SMTP	(email)	FROM	value.
						*						The	FROM	value	will	be	used	when	sending	the	email
						*						to	the	SMS	gateway.
					c																			eval						jsmcmd	=	'SET'
					c																																						+	'	FROM('	+	emailfrom	+	')'
					c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
					c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)
					c																			callp					SendMessage(CompMsg12:'*COMP')
							*	SEND	the	message
						c																			eval						jsmcmd	=	'SEND'
					c																																						+	'	TO('	+	phoneno
					c																																						+	')	MSG('	+	message	+	')'
					c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
					c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)



					c																			callp					SendMessage(CompMsg20:'*COMP')
							*	Unload	the	SMSService
						c																			eval						jsmcmd	=	'SERVICE_UNLOAD'
					c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)
					c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)
					c																			callp					SendMessage(CompMsg98:'*COMP')
							*	Close	the	connection	to	the	JSM	server	and	finish
						c																			callp					p_jsmclose(jsmsts:jsmmsg)
					c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)
					c																			callp					SendMessage(CompMsg99:'*COMP')
					c																			eval						*inlr	=	*on
					c																			return
							*************************************************
						*	Procedure	to	check	the	result	of	a	Java	Service	Manager	call
						*************************************************
					p	CheckResult					b
					d	CheckResult					pi
					d		crjsts																													const	like(jsmsts)
					d		crjmsg																													const	like(jsmmsg)
					d		crText									s												512a
					d		crMsg1									c																			const('JSM	Status	:	')
					d		crMsg2									c																			const('JSM	Message:	')
					d		crMsg3									c																			const('JSM	Service	error	has	+
					d																																												occurred')
					c																			if								crjsts	<>	'OK'
					c																			eval						crText	=	crMsg1	+	crjsts
					c																			callp					SendMessage(crText:'*DIAG')
					c																			eval						crText	=	crMsg2	+	crjmsg
					c																			callp					SendMessage(crText:'*DIAG')
					c																			callp					SendMessage(crMsg3:'*ESCAPE')
					c																			endif
					p	CheckResult					e
							*************************************************
						*	Procedure	to	send	a	program	message
						*************************************************
					p	SendMessage					b
						d	SendMessage					pi
					d	smText																							512a			VALUE
					d	smMsgT																								10a			VALUE



						d	smMsgI										s														7a			inz('CPF9897')
					d	smMsgF										s													20a			inz('QCPFMSG			*LIBL					')
					d	smDtaL										s													10i	0	inz(%size(smText))
					d	smStkE										s													10a			inz('*')
					d	smStkC										s													10i	0	inz(1)
					d	smMsgK										s														4a
					d	smErrC										s													10i	0	inz(0)
						c																			if								smMsgT	=	'*ESCAPE'
					c																			eval						smMsgI	=	'CPF9898'
					c																			endif
						c																			call						'QMHSNDPM'
					c																			parm																				smMsgI
					c																			parm																				smMsgF
					c																			parm																				smText
					c																			parm																				smDtaL
					c																			parm																				smMsgT
					c																			parm																				smStkE
					c																			parm																				smStkC
					c																			parm																				smMsgK
					c																			parm																				smErrC
						p																	e



ZipServiceの例
このプログラム例では以下のステップを実行します。

1.			ZipServiceのロードに必要な一連の呼び出しを行います。

2.			IFSの/LIZIPOUTディレクトリにLIZIPIN.ZIPというZipファイルを作成します。

3.			/LIZIPINディレクトリの内容をZipファイルに圧縮してファイルを閉じます。

4.			Zipファイルを再度開いて読み込みます。

5.			Zipファイルのエントリーのリストを複数のオカレンス・データ構造に取り出します。

6.			最初のZipエントリーを/LIZIPOUTディレクトリに解凍します。

7.			Zipファイルを閉じ、サービスをアンロードしてJSMサーバーとの接続を閉じます。

注：

									この例について意味のあるテストをするには、IFSに2つのフォルダー/LIZIPIN
と/LIZIPOUTを作成し、選択したファイルの小さなまとまりを/LIZIPINフォルダーに追加す
る必要があります。どのファイルも使用できます。使用するファイルは、プログラム例で圧
縮されるファイルです。

									プログラム例では、Zipファイルのエントリー数が999以下の場合のみ正常に取得できま
す。そのため、これよりも多いファイルを/LIZIPINフォルダーに追加しないでください。

									互換性を最大限に利用する場合、プログラム例で扱うことができるのは最大256文字長ま
でのファイル・パスのみになります。どれか1つのファイル・パスでもこの制限を超える場
合、/LIZIPINにファイルやフォルダーを追加しないでください。これよりも長いパスを処理
するには、必要に応じて独自のプログラムを作成できます。

詳細については、例のコメントとコードを参照してください。

このアプリケーションを機能させるには、以下の3つのステップが必要です。

1.			構造XMLを作成する
ZipServiceのGET	ENTRY(*LIST)コマンドを呼び出すと、複数のオカレンス・データ構造が渡さ
れます。このデータ構造では最大で999のZipファイルのエントリーのリストが取得されます。こ
れが機能するには、LANSA	Integratorサービスでこの構造の特性を把握する必要があります。そ
のためには、構造を記述するXMLファイルを提供します。
この例の場合、必要なXMLが以下に示されています。このXMLをインストールするには、以下
のステップを実行する必要があります。

a.			JSMサーバーのJSMインスタンス・フォルダーでstructureフォルダーを探します。

b.			ZipEntryList.xmlというファイルを作成します。

c.			このファイルをテキスト・エディタで編集し、以下のxmlを貼り付けます。

構造XMLで使用されるフィールド名が、RPGプログラムで使用される変数名と一致する必要は
ありません(この例では一致しません)。重要なのは、注文、タイプ、長さになります。

<?xml	version="1.0"	encoding="UTF-8"?>
<rdml:structure	xmlns:rdml="http://www.lansa.com/2000/XML/Function">
			<rdml:field	name="ZIPENT"	type="A"	length="256"	/>
</rdml:structure>



2.				構造XMLをJSMサーバーに登録する
以下のプログラム例が、シンボル名ZIP.ZipEntryListで上記の構造XMLを参照するには、GET
ENTRY(*LIST)コマンドのSERVICE_STRUCTUREキーワードにそのシンボル名を指定します。
このシンボル名と、ステップ1で作成された構造XMLファイルの実際の名前および場所とのリン
クをJSMサーバーに提供する必要があります。このためには、以下のステップを実行してくださ
い。

a.			JSMサーバーのJSMインスタンス・フォルダーでsystemフォルダーを探します。

b.			structure.propertiesファイルをテキスト・エディタで編集し、以下のエントリーを貼り付けま
す(新しいエントリーが単体で個別の行に記述されるようにします)。

					structure.ZIP.ZipEntryList=structure/ZipEntryList.xml	
c.			変更内容を保存します。

d.			JSMサーバー・インスタンスを再起動または更新します(「Java	Service	Managerの更新」を参
照)。

3.			ILE	RPGプログラム例を作成して実行する
LANSA	Integratorの最新インストールには、以下のプログラム例のソースがすでに含まれていま
す。含まれていない場合は、ソースをコピーしてソース・ファイル・メンバーに貼り付けること
ができます。

プログラムを作成するには、CRTRPGMODコマンドとCRTPGMコマンドを使用する必要があり
ます。必ずソース・メンバーに指定したパラメータ値を使用します。

	*************************************************																			
	*	ZIP:					example	in	RPG	ILE	of	using	the	LANSA	Integrator									
	*										ZipService																																															
	*																																																																			
	*	Note:				This	is	an	example	program	containing	only															
	*										rudimentary	exception	handling																											
	*																																																																			
	*	To	create	this	program	you	must	execute	the	following	commands,			
	*	supplying	the	indicated	parameter	values	and	any	others	that	are		
	*	necessary	in	your	installation:																																			
	*																																																																			
	*			CRTRPGMOD	MODULE(<modlib>/ZIP)																																		
	*													SRCFILE(<srclib>/<srcfil>)																												
	*																																																																			
	*			CRTPGM				PGM(<pgmlib>/ZIP)																																					
	*													MODULE(<modlib>/ZIP)																																		
	*													BNDSRVPGM(<jsmpgmlib>/DCXS882X)																							
	*													ACTGRP(*CALLER)																																							
	*************************************************																				
																																																																					



	*	IFS	folders	used	by	this	program																																		
	*	-	to	try	this	program	you	need	to	create	these	folders	in	your	IFS
	*			and	add	one	or	more	files	to	the	/LIZIPIN	folder																
																																																																					
d	flrzipin								c																			const('/LIZIPIN')														
d	flrzipout							c																			const('/LIZIPOUT')													
d	zipfilepath					s												255a																																		
																																																																					
	*	Declare	variables	for	the	JSM	calls																															
																																																																					
d	jsmsrv										s													50a			inz(*blanks)																			
d	jsmsts										s													20a			inz(*blanks)																			
d	jsmmsg										s												255a			inz(*blanks)																			
d	jsmcmd										s												255a			inz(*blanks)																			
d	bytelength						s													10i	0	inz(*zero)																					
																																																																					
	*	Declare	structure	to	send	or	receive	zip	file	entries													
	*	-	the	structure	must	contain	the	following	fields	as	defined						
	*			by	the	GET	command	of	the	ZipService																												
	*			o	Zip	entry	(path	and/or	file	names)																																	
	*	NB:	This	MUST	match	the	structure	xml	provided	to	the	JSM	Server!						
																																																																										
d	ziplist									ds																		occurs(zipocur)																					
d		zipentry																				256a																																							
																																																																										
d	zipocur									c																			const(999)																										
d	zipsize									c																			const(%size(ziplist))															
d	zipcount								s														9p	0	inz(0)																														
																																																																										
	*	Completion	messages																																																				
																																																																										
d	CompMsg10							c																			'JSMOPEN	call	completed.'											
d	CompMsg20							c																			'		SERVICE_LOAD	call	completed.'				
d	CompMsg30							c																			'		CREATE	call	completed.'										
d	CompMsg40							c																			'		OPEN	call	completed.'												
d	CompMsg50							c																			'		ADD	call	completed.'													
d	CompMsg60							c																			'		GET	ENTRY(*LIST)	call	completed.'
d	CompMsg65							c																			'		GET	ENTRY(*READ)	call	completed.'
d	CompMsg70							c																			'		CLOSE	call	completed.'											



d	CompMsg80							c																			'		SERVICE_UNLOAD	call	completed.'			
d	CompMsg99							c																			'JSMCLOSE	call	completed.'											
																																																																											
	*	Procedure	prototypes																																																				
																																																																											
d	CheckResult					pr																																																							
d		crjsts																													const	like(jsmsts)																			
d		crjmsg																													const	like(jsmmsg)																			
																																																																											
d	SendMessage					pr																																																							
d		smText																						512a			VALUE																																
d		smType																							10a			VALUE																																
																																																																											
	*	Prototypes	for	the	JSM	calls																																												
																																																																											
	/COPY	QRPGLESRC,JSM_PROC.H																																																
																																																																											
	*	Open	a	connection	to	the	default	JSM	server																													
	*	-	because	the	server	parameter	is	blank,	details	of	the	default									
	*			JSM	server	are	obtained	from	the	data	area	JSMCTLDTA	on	IBM	i							
	*			or	from	the	file	jsmctldta.txt	on	other	supported	platforms)						
																																																																							
c																			callp					p_jsmopen(jsmsrv:jsmsts:jsmmsg)										
c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)															
c																			callp					SendMessage(CompMsg10:'*COMP')											
																																																																							
	*	Load	the	ZipService																																																	
	*	-	this	example	explicitly	turns	tracing	on,	overriding	the										
	*			settings	in	the	manager.properties	file																											
																																																																							
c																			eval						jsmcmd	=	'SERVICE_LOAD'																		
c																													+	'	SERVICE(ZIPSERVICE)	TRACE(*YES)'					
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)											
c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)															
c																			callp					SendMessage(CompMsg20:'*COMP')											
																																																																							
	*	Create	the	zip	file:	/LIZIPOUT/LIZIPIN.ZIP																										
	*	-	we	place	it	in	the	/LIZIPOUT	folder																															
	*	-	we	will	zip	the	contents	of	/LIZIPIN	into	it																						



																																																																							
c																			eval						zipfilepath	=	flrzipout	+	flrzipin	+	'.ZIP'		
c																			eval						jsmcmd	=	'CREATE'																												
c																																			+	'	FILE('	+	%trim(zipfilepath)	+	')'		
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)															
c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)																			
c																			callp					SendMessage(CompMsg30:'*COMP')															
																																																																											
	*	Add	the	contents	of	the	folder	/LIZIPIN	to	the	zip	file																	
	*	-	by	specifying	BASE(*CURRENT)	we	request	that	path	information	stored		
	*			in	the	zip	entries	is	only	for	descendant	folders	of	/LIZIPIN									
																																																																											
c																			eval						jsmcmd	=	'ADD'																															
c																													+	'	PATH('	+	flrzipin	+	')	BASE(*CURRENT)'			
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)															
c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)																			
c																			callp					SendMessage(CompMsg50:'*COMP')															
																																																																											
	*	Close	the	current	archive																																															
																																																																											
c																			eval						jsmcmd	=	'CLOSE'																													
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)															
c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)																			
c																			callp					SendMessage(CompMsg70:'*COMP')															
																																																																											
	*	Reopen	the	zip	file:	/LIZIPOUT/LIZIPIN.ZIP																														
	*	-	we	will	retrieve	a	list	of	its	contents																															
	*	-	we	will	unzip	the	first	file	into	/LIZIPOUT																											
																																																																											
c																			eval						jsmcmd	=	'OPEN'																														
c																																			+	'	FILE('	+	%trim(zipfilepath)	+	')'		
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)															
c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)																			
c																			callp					SendMessage(CompMsg40:'*COMP')															
																																																																											
	*	Load	a	list	of	zip	entries	from	the	current	archive																					
	*	-	although	this	passes	the	multiple	occurrence	data	structure											
	*			(ziplist)	in	which	to	receive	the	list,	the	data	is	not	actually						
	*			received	into	the	structure	until	the	JSMBYTERECV	call	below										



	*	-	the	structure	is	described	to	the	ZipService	by	the																			
	*			structure	XML	identified	by	the	SERVICE_STRUCTURE	keyword	-	there					
	*			must	be	a	matching	entry	in	the	structure.properties	file	and	a							
	*			corresponding	structure	XML	file,	usually	in	the	JSMInstance\Structure
	*			folder																																																																
																																																																											
	*	NOTE:	this	call	uses	the	JSMCMDX	api	in	order	to	be	able	to	send	and/or	
	*							receive	variable	data	(in	this	case	the	list)																					
																																																																											
c																			eval						jsmcmd	=	'GET	ENTRY(*LIST)'																		
c																													+	'	SERVICE_STRUCTURE(ZIP.ZipEntryList)'					
c																													+	'	OCCURS('	+	%char(zipocur)	+	')'										
c																													+	'	SIZE('			+	%char(zipsize)	+	')'										
																																																																											
c																			eval						%occur(ziplist)	=	1																										
c																			eval						bytelength	=	zipocur	*	zipsize															
																																																																											
c																			callp					p_jsmcmdx(jsmcmd:ziplist:bytelength:									
c																																							jsmsts:jsmmsg)																					
c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)																			
c																			callp					SendMessage(CompMsg60:'*COMP')															
																																																																											
	*	Get	the	length	of	the	received	data	structure																				
	*	-	only	continue	to	attempt	to	receive	it	if	the	length	is	valid		
																																																																				
c																			callp					p_jsmbytelngth(bytelength)												
c																			if												(bytelength	>	0)																		
c																													and	(bytelength	<=	zipocur	*	zipsize)	
																																																																				
	*	...	receive	the	zip	entry	list	into																														
	*					our	multiple	occurrence	data	structure																							
	*					-	don't	forget	to	set	the	DS	occurrence	to	1	before	the	call	
																																																																				
c																			callp					p_jsmbyterecv(ziplist)																
																																																																				
	*	...	calculate	the	number	of	entries																														
																																																																				
c																			eval						zipcount	=	bytelength	/	zipsize							
																																																																				



	*	...	unzip	the	first	entry	only	into	/LIZIPOUT																				
																																																																				
c																			eval						jsmcmd	=	'GET	ENTRY(*READ)'											
c																													+	'	FILE('	+	%trim(zipentry)	+	')'
c																													+	'	TO('	+	flrzipout	+	')'								
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)				
c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)								
c																			callp					SendMessage(CompMsg65:'*COMP')				
																																																																
c																			endif																																							
																																																																
	*	Close	the	current	archive																																				
																																																																
c																			eval						jsmcmd	=	'CLOSE'																		
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)				
c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)								
c																			callp					SendMessage(CompMsg70:'*COMP')				
																																																																
	*	Unload	the	ZipService																																								
																																																																
c																			eval						jsmcmd	=	'SERVICE_UNLOAD'									
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)				
c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)								
c																			callp					SendMessage(CompMsg80:'*COMP')			
																																																															
	*	Close	the	connection	to	the	JSM	server	and	finish											
																																																															
c																			callp					p_jsmclose(jsmsts:jsmmsg)								
c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)							
c																			callp					SendMessage(CompMsg99:'*COMP')			
c																			eval						*inlr	=	*on																						
c																			return																																					
																																																															
	*************************************************													
	*	Procedure	to	check	the	result	of	a	Java	Service	Manager	call
	*************************************************													
p	CheckResult					b																																												
d	CheckResult					pi																																											
d		crjsts																													const	like(jsmsts)							



d		crjmsg																													const	like(jsmmsg)							
d		crText									s												512a																												
d		crMsg1									c																			const('JSM	Status	:	')			
d		crMsg2									c																			const('JSM	Message:	')			
d		crMsg3									c																			const('JSM	Service	error	has	+
d																																												occurred')													
c																			if								crjsts	<>	'OK'																								
c																			eval						crText	=	crMsg1	+	crjsts														
c																			callp					SendMessage(crText:'*DIAG')											
c																			eval						crText	=	crMsg2	+	crjmsg														
c																			callp					SendMessage(crText:'*DIAG')											
c																			callp					SendMessage(crMsg3:'*ESCAPE')									
c																			endif																																											
p	CheckResult					e																																																	
																																																																				
	*************************************************																		
	*	Procedure	to	send	a	program	message																														
	*************************************************																		
p	SendMessage					b																																																	
																																																																				
d	SendMessage					pi																																																
d	smText																							512a			VALUE																									
d	smMsgT																								10a			VALUE																									
																																																																				
d	smMsgI										s														7a			inz('CPF9897')													
d	smMsgF										s													20a			inz('QCPFMSG			*LIBL					')
d	smDtaL										s													10i	0	inz(%size(smText))									
d	smStkE										s													10a			inz('*')																			
d	smStkC										s													10i	0	inz(1)																					
d	smMsgK										s														4a																														
d	smErrC										s													10i	0	inz(0)																					
																																																																	
c																			if								smMsgT	=	'*ESCAPE'																	
c																			eval						smMsgI	=	'CPF9898'																	
c																			endif																																								
																																																																	
c																			call						'QMHSNDPM'																									
c																			parm																				smMsgI															
c																			parm																				smMsgF															



c																			parm																				smText															
c																			parm																				smDtaL															
c																			parm																				smMsgT															
c																			parm																				smStkE															
c																			parm																				smStkC															
c																			parm																				smMsgK
c																			parm																				smErrC
																																																		
p																	e																															



PDFSpoolFileServiceの例
このプログラム例では以下のステップを実行します。

1.			OVRPRTFコマンドとWRKJOBコマンドを実行して、ユーザー・データPDFSPLFでQGPLの出
力待ち行列QPRINTにスプール・ファイルを作成します。

2.			PDFSpoolFileServiceのロードに必要な一連の呼び出しを行い、IBM	i	ホスト・マシンに接続し
ます。

3.			ユーザー・データPDFSPLFでQGPLの出力待ち行列QPRINTからスプール・ファイルのリスト
を取得します。

4.			リストの最初のスプール・ファイルを、JSMインスタンスのルート・フォルダー内でPDF
ファイルPDFSPLF.PDFに変換します(これは、前のスプール・ファイルを消去せずにプログラ
ムが以前に実行されている場合は、現在の実行で作成されるスプール・ファイルではない場
合があります)。

5.			接続を解除し、サービスをアンロードしてJSMサーバーとの接続を閉じます。

詳細については、例のコメントとコードを参照してください。

このアプリケーションを機能させるには、以下の3つのステップが必要です。

1.			構造XMLを作成する
PDFSpoolFileServiceのLISTコマンドを呼び出すと、複数のオカレンス・データ構造が渡されま
す。このデータ構造で、指定した出力待ち行列にあるスプール・ファイルのリスト(最大50ファ
イル)を受け取ります。これが機能するには、LANSA	Integratorサービスでこの構造の特性を把握
する必要があります。そのためには、構造を記述するXMLファイルを提供します。
この例の場合、必要なXMLが以下に示されています。LANSA	Integratorの最新インストールに
は、この構造XMLがすでに含まれています。含まれていない場合は、以下のステップを実行す
る必要があります。

a.			JSMサーバーのJSMインスタンス・フォルダーでstructureフォルダーを探します。

b.			PDFSpoolFileList.xmlというファイルを作成します。

c.			このファイルをテキスト・エディタで編集し、以下のxmlを貼り付けます。

構造XMLで使用されるフィールド名が、RPGプログラムで使用される変数名と一致する必要は
ありません(この例では一致しません)。重要なのは、注文、タイプ、長さになります。

<?xml	version="1.0"	encoding="UTF-8"?>
<rdml:structure	xmlns:rdml="http://www.lansa.com/2000/XML/Function">
			<rdml:field	name="SPFNAM"	type="A"	length="10"	/>
			<rdml:field	name="SPFNUM"	type="A"	length="6"		/>
			<rdml:field	name="JOBNAM"	type="A"	length="10"	/>
			<rdml:field	name="JOBUSR"	type="A"	length="10"	/>
			<rdml:field	name="JOBNUM"	type="A"	length="6"		/>
			<rdml:field	name="SPFSTS"	type="A"	length="10"	/>
</rdml:structure>

2.			構造XMLをJSMサーバーに登録する



以下のプログラム例が、シンボル名PDFSPLF.SpoolFileListで上記の構造XMLを参照するには、
LISTコマンドのSERVICE_STRUCTUREキーワードにそのシンボル名を指定します。
このシンボル名と、ステップ1で作成された構造XMLファイルの実際の名前および場所とのリン
クをJSMサーバーに提供する必要があります。LANSA	Integratorの最新インストールにはこのリ
ンクがすでに含まれています。含まれていない場合は、以下のステップを実行する必要がありま
す。

a.			JSMサーバーのJSMインスタンス・フォルダーでsystemフォルダーを探します。

b.			structure.propertiesファイルをテキスト・エディタで編集し、以下のエントリーを貼り付けま
す(新しいエントリーが単体で個別の行に記述されるようにします)。

					structure.PDFSPLF.SpoolFileList=structure/PDFSpoolFileList.xml
c.			変更内容を保存します。

d.			JSMサーバー・インスタンスを再起動または更新します([Java	Service	Managerの更新」を参
照)。

3.			ILE	RPGプログラム例を作成して実行する
LANSA	Integratorの最新インストールには、以下のプログラム例のソースがすでに含まれていま
す。含まれていない場合は、ソースをコピーしてソース・ファイル・メンバーに貼り付けること
ができます。

プログラムを作成するには、CRTRPGMODコマンドとCRTPGMコマンドを使用する必要があり
ます。必ずソース・メンバーに指定したパラメータ値を使用します。

*************************************************																		
	*	PDFSPLF:	example	in	RPG	ILE	of	using	the	LANSA	Integrator								
	*										PDFSpoolFileService																																					
	*																																																																		
	*	Note:				This	is	an	example	program	containing	only														
	*										rudimentary	exception	handling																										
	*																																																																		
	*	To	create	this	program	you	must	execute	the	following	commands,		
	*	supplying	the	indicated	parameter	values	and	any	others	that	are	
	*	necessary	in	your	installation:																																		
	*																																																																		
	*			CRTRPGMOD	MODULE(<modlib>/PDFSPLF)																													
	*													SRCFILE(<srclib>/<srcfil>)																											
	*																																																																		
	*			CRTPGM				PGM(<pgmlib>/PDFSPLF)																																
	*													MODULE(<modlib>/PDFSPLF)																													
	*													BNDSRVPGM(<jsmpgmlib>/DCXS882X)																						
	*													ACTGRP(*CALLER)																																						
	*************************************************																		
																																																																											



	*	Commands	to	create	the	spooled	file	used	by	this	program																
																																																																											
d	ovrprt										c																			const('OVRPRTF	FILE(QPDSPJOB)	+						
d																																												OUTQ(QGPL/QPRINT)	HOLD(*YES)	+
d																																												USRDTA(PDFSPLF)')													
d	wrkjob										c																			const('WRKJOB	OUTPUT(*PRINT)')							
d	ovrprtlen							c																			const(%len(ovrprt))																		
d	wrkjoblen							c																			const(%len(wrkjob))																		
																																																																											
	*	Declare	variables	for	the	JSM	calls																																					
																																																																											
d	jsmsrv										s													50a			inz(*blanks)																									
d	jsmsts										s													20a			inz(*blanks)																									
d	jsmmsg										s												255a			inz(*blanks)																									
d	jsmcmd										s												255a			inz(*blanks)																									
d	bytelength						s													10i	0	inz(*zero)																											
																																																																											
	*	Declare	structure	to	receive	spool	file	list																												
	*	-	the	structure	must	contain	the	following	fields	as	defined												
*			by	the	LIST	command	of	the	PDFSpoolFileService																		
	*			o	Spool	file	name																																															
	*			o	Spool	file	number																																													
	*			o	Job	name																																																						
	*			o	Job	user																																																						
	*			o	Job	number																																																				
	*			o	Spool	file	status																																													
	*	NB:	This	MUST	match	the	structure	xml	provided	to	the	JSM	Server!	
																																																																					
d	spoollist							ds																		occurs(spoolocur)														
d		spoolfnam																				10a																																		
d		spoolfnum																					6a																																		
d		spooljnam																				10a																																		
d		spooljusr																				10a																																		
d		spooljnum																					6a																																		
d		spoolfsts																				10a																																		
																																																																					
d	spoolocur							c																			const(50)																						
d	spoolsize							c																			const(%size(spoollist))								
d	spoolcount						s														9p	0	inz(0)																									



																																																																								
	*	Completion	messages																																																		
																																																																								
d	CompMsg10							c																			'JSMOPEN	call	completed.'									
d	CompMsg20							c																			'		SERVICE_LOAD	call	completed.'		
d	CompMsg30							c																			'		CONNECT	call	completed.'							
d	CompMsg40							c																			'		LIST	call	completed.'										
d	CompMsg50							c																			'		CREATE	call	completed.'								
d	CompMsg60							c																			'		DISCONNECT	call	completed.'				
d	CompMsg70							c																			'		SERVICE_UNLOAD	call	completed.'
d	CompMsg99							c																			'JSMCLOSE	call	completed.'								
																																																																								
	*	Procedure	prototypes																																																	
																																																																								
d	CheckResult					pr																																																				
d		crjsts																													const	like(jsmsts)																
d		crjmsg																													const	like(jsmmsg)																
																																																																								
d	SendMessage					pr																																																				
d		smText																						512a			VALUE																													
d		smType																							10a			VALUE																										
																																																																					
	*	Prototypes	for	the	JSM	calls																																						
																																																																					
	/COPY	QRPGLESRC,JSM_PROC.H																																										
																																																																					
	*	Create	a	spool	file	that	we	will	convert	to	PDF																			
																																																																					
c																			call						'QCMDEXC'																														
c																			parm						ovrprt								command									255						
c																			parm						ovrprtlen					commandlen							15	5				
																																																																					
c																			call						'QCMDEXC'																														
c																			parm						wrkjob								command									255						
c																			parm						wrkjoblen					commandlen							15	5				
																																																																					
	*	Open	a	connection	to	the	default	JSM	server																							
	*	-	because	the	server	parameter	is	blank,	details	of	the	default			
	*			JSM	server	are	obtained	from	the	data	area	JSMCTLDTA	on	IBM	i	



	*			or	from	the	file	jsmctldta.txt	on	other	supported	platforms)				
																																																																											
c																			callp					p_jsmopen(jsmsrv:jsmsts:jsmmsg)														
c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)																			
c																			callp					SendMessage(CompMsg10:'*COMP')															
																																																																											
	*	Load	the	PDFSpoolFileService																																												
	*	-	this	example	explicitly	turns	tracing	on,	overriding	the														
	*			settings	in	the	manager.properties	file																															
																																																																											
c																			eval						jsmcmd	=	'SERVICE_LOAD'																						
c																													+	'	SERVICE(PDFSPOOLFILESERVICE)	TRACE(*YES)'
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)															
c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)																			
c																			callp					SendMessage(CompMsg20:'*COMP')															
																																																																											
	*	Connect	to	the	IBM	i	host	machine	containing	the	required	spool	files	
	*	-	because	no	HOST	parameter	is	specified,	the	service	will	establish				
	*			the	connection	to	the	same	IBM	i	that	the	JSM	Server	is	running	on		
																																																																											
c																			eval						jsmcmd	=	'CONNECT'																											
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)															
c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)																			
c																			callp					SendMessage(CompMsg30:'*COMP')															
																																																																											
	*	Load	a	list	of	spool	files	on	the	QGPL/QPRINT	output	queue														
	*	-	although	this	passes	the	multiple	occurrence	data	structure											
	*			(spoollist)	in	which	to	receive	the	list,	the	data	is	not	actually				
	*			received	into	the	structure	until	the	JSMBYTERECV	call	below										
	*	-	the	structure	is	described	to	the	PDFSpoolFileService	by	the										
	*			structure	XML	identified	by	the	SERVICE_STRUCTURE	keyword	-	there					
	*			must	be	a	matching	entry	in	the	structure.properties	file	and	a							
	*			corresponding	structure	XML	file,	usually	in	the	JSMInstance\Structure
	*			folder																																																																
																																																																											
	*	NOTE:	this	call	uses	the	JSMCMDX	api	in	order	to	be	able	to	send	and/or	
	*							receive	variable	data	(in	this	case	the	list)																					
																																																																											
c																			eval						jsmcmd	=	'LIST'																														



c																													+	'	LIBRARY(QGPL)	QUEUE(QPRINT)'													
c																													+	'	USERDATA(PDFSPLF)'																							
c																													+	'	SERVICE_STRUCTURE('																						
c																													+				'PDFSPLF.SpoolFileList)'																
c																													+	'	OCCURS('	+	%char(spoolocur)	+	')'								
c																													+	'	SIZE('			+	%char(spoolsize)	+	')'								
																																																																											
c																			eval						%occur(spoollist)	=	1																								
c																			eval						bytelength	=	spoolocur	*	spoolsize											
																																																																											
c																			callp					p_jsmcmdx(jsmcmd:spoollist:bytelength:							
c																																							jsmsts:jsmmsg)																					
c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)																			
c																			callp					SendMessage(CompMsg40:'*COMP')															
																																																																											
	*	Get	the	length	of	the	received	data	structure																											
	*	-	only	continue	to	attempt	to	receive	it	if	the	length	is	valid									
																																																																											
c																			callp					p_jsmbytelngth(bytelength)																			
c																			if												(bytelength	>	0)																									
c																													and	(bytelength	<=	spoolocur	*	spoolsize)				
																																																																											
	*	...	receive	the	spool	file	list	into																																
	*					our	multiple	occurrence	data	structure																										
	*					-	don't	forget	to	set	the	DS	occurrence	to	1	before	the	call				
																																																																							
c																			callp					p_jsmbyterecv(spoollist)																	
																																																																							
	*	...	calculate	the	number	of	entries																																	
	*					-	for	illustration	only,	not	used	in	this	example	program							
																																																																							
c																			eval						spoolcount	=	bytelength	/	spoolsize						
																																																																							
	*	...	create	a	PDF	file	in	the	root	of	the	IFS	for	the	first										
	*					spool	file	(if	any)																																													
																																																																							
c																			eval						jsmcmd	=	'CREATE'																								
c																													+	'	DOCUMENT(PDFSPLF.PDF)'															
c																													+	'	NAME('	+	%trim(spoolfnam)	+	')'						



c																													+	'	JOBNAME('	+	%trim(spooljnam)	+	')'			
c																													+	'	JOBUSER('	+	%trim(spooljusr)	+	')'			
c																													+	'	JOBNUMBER('	+	%trim(spooljnum)	+	')'
c																													+	'	NUMBER('	+	%trim(spoolfnum)	+	')'	
c																													+	'	FONTSIZE(8)	LEADING(8.5)'									
c																													+	'	ORIENTATION(*LANDSCAPE)'										
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)								
c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)												
c																			callp					SendMessage(CompMsg50:'*COMP')								
																																																																				
c																			endif																																											
																																																																				
	*	Close	the	current	IBM	i	host	machine	connection																
																																																																				
c																			eval						jsmcmd	=	'DISCONNECT'																	
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)								
c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)												
c																			callp					SendMessage(CompMsg60:'*COMP')								
																																																																				
	*	Unload	the	PDFSpoolFileService																																			
																																																																				
c																			eval						jsmcmd	=	'SERVICE_UNLOAD'													
c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)								
c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)														
c																			callp					SendMessage(CompMsg70:'*COMP')										
																																																																						
	*	Close	the	connection	to	the	JSM	server	and	finish																		
																																																																						
c																			callp					p_jsmclose(jsmsts:jsmmsg)															
c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)														
c																			callp					SendMessage(CompMsg99:'*COMP')										
c																			seton																																								LR			
c																			return																																												
																																																																						
	*************************************************																				
	*	Procedure	to	check	the	result	of	a	Java	Service	Manager	call							
	*************************************************																				
p	CheckResult					b																																																			
d	CheckResult					pi																																																		



d		crjsts																													const	like(jsmsts)														
d		crjmsg																													const	like(jsmmsg)														
d		crText									s												512a																																			
d		crMsg1									c																			const('JSM	Status	:	')										
d		crMsg2									c																			const('JSM	Message:	')								
d		crMsg3									c																			const('JSM	Service	error	has	+
d																																												occurred')													
c																			if								crjsts	<>	'OK'																								
c																			eval						crText	=	crMsg1	+	crjsts														
c																			callp					SendMessage(crText:'*DIAG')											
c																			eval						crText	=	crMsg2	+	crjmsg														
c																			callp					SendMessage(crText:'*DIAG')											
c																			callp					SendMessage(crMsg3:'*ESCAPE')									
c																			endif																																											
p	CheckResult					e																																																	
																																																																				
	*************************************************																		
	*	Procedure	to	send	a	program	message																														
	*************************************************																		
p	SendMessage					b																																																	
																																																																				
d	SendMessage					pi																																																
d	smText																							512a			VALUE																									
d	smMsgT																								10a			VALUE																									
																																																																		
d	smMsgI										s														7a			inz('CPF9897')														
d	smMsgF										s													20a			inz('QCPFMSG			*LIBL					')	
d	smDtaL										s													10i	0	inz(%size(smText))										
d	smStkE										s													10a			inz('*')																				
d	smStkC										s													10i	0	inz(1)																						
d	smMsgK										s														4a																															
d	smErrC										s													10i	0	inz(0)																						
																																																																		
c																			if								smMsgT	=	'*ESCAPE'																		
c																			eval						smMsgI	=	'CPF9898'																		
c																			endif																																									
																																																																		
c																			call						'QMHSNDPM'																										
c																			parm																				smMsgI																



c																			parm																				smMsgF																
c																			parm																				smText																
c																			parm																				smDtaL																
c																			parm																				smMsgT																
c																			parm																				smStkE																
c																			parm																				smStkC	
c																			parm																				smMsgK	
c																			parm																				smErrC	
																																																			
p																	e																																



SVFileServiceの例
このプログラム例では以下のステップを実行します。

1.			SVFileServiceのロードに必要な一連の呼び出しを行います。

2.			注文行データが入っているCSVファイルを、JSMインスタンス・フォルダーのSVFILE.CSV
ファイルに書き込みます。この簡単な例では、データはRPGプログラムでコード化されたコ
ンパイル時の配列データからのものですが、同様にデータベースからでも、別のLANSA
Integratorサービス呼び出しからさまざまな形式で受け取られたものでも構いません。

3.			サービスをアンロードしてJSMサーバーとの接続を閉じます。

詳細については、例のコメントとコードを参照してください。

このアプリケーションを機能させるには、以下の4つのステップが必要です。

1.			構造XMLを作成する
SVFileServiceのWRITEコマンドを呼び出すと、CSVファイルに書き込まれる注文行の項目を含む
複数のオカレンス・データ構造が渡されます。これが機能するには、LANSA	Integratorサービス
でこの構造の特性を把握する必要があります。そのためには、構造を記述するXMLファイルを
提供します。

この例の場合、必要なXMLが以下に示されています。このXMLをインストールするには、以下
のステップを実行する必要があります。

a.			JSMサーバーのJSMインスタンス・フォルダーでstructureフォルダーを探します。

b.			SVOrderLine.xmlというファイルを作成します。

c.			このファイルをテキスト・エディタで編集し、以下のxmlを貼り付けます。

構造XMLで使用されるフィールド名が、RPGプログラムで使用される変数名と一致する必要は
ありません(ただし、この例では一致します)。重要なのは、名前ではなく注文、タイプ、長さに
なります。

<?xml	version="1.0"	encoding="UTF-8"?>																														
																																																																				
<rdml:structure	xmlns:rdml="http://www.lansa.com/2000/XML/Function">
																																																																				
			<rdml:field	name="LINENUM"	type="S"	length="7"		/>															
			<rdml:field	name="PARTNUM"	type="A"	length="7"		/>															
			<rdml:field	name="PARTDSC"	type="A"	length="30"	/>															
			<rdml:field	name="PARTAMT"	type="S"	length="9"	decimal="2"	/>				
			<rdml:field	name="PARTQTY"	type="S"	length="7"		/>															
																																																																				
</rdml:structure>																																																			

2.			構造XMLをJSMサーバーに登録する
プログラム例が、シンボル名SV.SVOrderLineで上記の構造XMLを参照するには、WRITEコマンド
のSERVICE_STRUCTUREキーワードにそのシンボル名を指定します。
このシンボル名と、ステップ1で作成された構造XMLファイルの実際の名前および場所とのリン



クをJSMサーバーに提供する必要があります。このためには、以下のステップを実行してくださ
い。

a.			JSMサーバーのJSMインスタンス・フォルダーでsystemフォルダーを探します。

b.			structure.propertiesファイルをテキスト・エディタで編集し、以下のエントリーを貼り付けま
す(新しいエントリーが単体で個別の行に記述されるようにします)。

					structure.SV.SVOrderLine=structure/SVOrderLine.xml	
c.			変更内容を保存します。

d.			JSMサーバー・インスタンスを再起動または更新します(「Java	Service	Managerの更新」を参
照)。

3.			結果のCSVのヘッダーを定義する
このサンプルで作成されるSVFILE.CSVファイルの内容は以下のようになります。

LINENUM,PARTNUM,PARTDSC,PARTAMT,PARTQTY	
1,123,Gasket	Paper,9.95,10														
2,456,Gasket	polymer	glue,13.27,5								

最初のレコードに列名(または見出し)が含まれていることに注意してください。CSVデータを処
理するプログラムでは、多くの場合、これらの列名を認識して利用できます。

SVFileServiceはこれらの列見出しを任意で作成します。列見出しを含める場合は、WRITEコマン
ドのSVHEADパラメータを指定する必要があります。
この例では、SVHEADパラメータのシンボル名ORDERを指定します。このシンボル名は、
SVFileServiceのサービス・プロパティ・ファイルで指定される一連の列見出しを認識します。し
たがって、サービス・プロパティ・ファイルに定義を追加するには、以下のステップを行う必要
があります(ファイルにまだ定義がない場合)。
a.		JSMサーバーのJSMインスタンス・フォルダーでpropertiesフォルダーを探します。

b.			SVFileService.propertiesファイルをテキスト・エディタで編集し、定義がまだない場合は以下
のエントリーをこのファイルに貼り付けます(新しいエントリーが単体で一行に記述されるよ
うにします。)。

					sv.head.order=LINENUM,PARTNUM,PARTDSC,PARTAMT,PARTQTY	
c.		変更内容を保存します。

d.			JSMサーバー・インスタンスを再起動または更新します(「Java	Service	Managerの更新」を参
照)。

使用される列見出しが、RPGプログラムまたは構造XMLで使用される変数名と一致する必要は
ありません(ただし、この例では一致します)。

4.			ILE	RPGプログラム例を作成して実行する
以下のソースをコピーしてソース・ファイル・メンバーに貼り付けます。

プログラムを作成するには、CRTRPGMODコマンドとCRTPGMコマンドを使用する必要があり
ます。必ずソース・メンバーに指定したパラメータ値を使用します。

						*************************************************																		
						*	SVFILE:		example	in	RPG	ILE	of	using	the	LANSA	Integrator								
						*										SVFileService	to	write	a	comma-separated	file											



						*																																																																		
						*	Note:				This	is	an	example	program	containing	only														
						*										rudimentary	exception	handling																										
						*																																																																		
						*	To	create	this	program	you	must	execute	the	following	commands,		
						*	supplying	the	indicated	parameter	values	and	any	others	that	are	
						*	necessary	in	your	installation:																																		
						*																																																																		
						*			CRTRPGMOD	MODULE(<modlib>/SVFILE)																														
						*													SRCFILE(<srclib>/<srcfil>)																											
						*																																																																		
						*			CRTPGM				PGM(<pgmlib>/SVFILE)																																	
						*													MODULE(<modlib>/SVFILE)																														
						*													BNDSRVPGM(<jsmpgmlib>/DCXS882X)																						
						*													ACTGRP(*CALLER)																																						
						*************************************************																		
																																																																											
						*	Path	of	the	CSV	file	created	by	this	program																							
						*	-	because	no	folder	path	is	specified,	the	file	will	be	created				
						*			in	the	JSM	instance	folder	by	default																												
																																																																											
					d	svfilepath						c																			const('SVFILE.CSV')													
																																																																											
						*	Declare	variables	for	the	JSM	calls																																
																																																																											
					d	jsmsrv										s													50a			inz(*blanks)																				
					d	jsmsts										s													20a			inz(*blanks)																				
					d	jsmmsg										s												255a			inz(*blanks)																				
					d	jsmcmd										s												255a			inz(*blanks)																				
					d	bytelength						s													10i	0	inz(*zero)																						
																																																																											
						*	Declare	structure	to	send	order	line	data	to	be	written	to	the					
						*	comma-separated	file:																																														
						*	-	in	this	simple	example,	the	data	comes	from	the	compile-time					
						*			array	data,	but	it	could	equally	well	have	come	from	a	database		
						*			or	received	through	another	LANSA	Integrator	service	call								
						*	NB:	This	MUST	match	the	structure	xml	provided	to	the	JSM	Server!	
																																																																										
					d	svlist										ds																		occurs(svocur)	based(svlistptr)



					d		linenum																							7s	0																																
					d		partnum																							7a																																		
					d		partdsc																						30a																																		
					d		partamt																							9s	2																																
					d		partqty																							7s	0																																
																																																																										
					d	svocur										c																			const(2)																							
					d	svsize										c																			const(%size(svlist))											
																																																																										
						*	Declare	the	compile-time	array	that	provides	the	data	for									
						*	this	simple	example																																															
																																																																										
					d	svdata										s													60a			dim(svocur)	perrcd(1)	ctdata			
																																																																										
						*	Completion	messages																																															
																																																																										
					d	CompMsg01							c																			'JSMOPEN	call	completed.'						
					d	CompMsg02							c																			'		SERVICE_LOAD	call	completed.'			
					d	CompMsg10							c																			'		WRITE	call	completed.'										
					d	CompMsg98							c																			'		SERVICE_UNLOAD	call	completed.'	
					d	CompMsg99							c																			'JSMCLOSE	call	completed.'									
																																																																														
						*	Procedure	prototypes																																																		
																																																																														
					d	CheckResult					pr																																																					
					d		crjsts																													const	like(jsmsts)																	
					d		crjmsg																													const	like(jsmmsg)																	
																																																																														
					d	SendMessage					pr																																																					
					d		smText																						512a			VALUE																														
					d		smType																							10a			VALUE																														
																																																																														
						*	Prototypes	for	the	JSM	calls																																										
																																																																														
						/COPY	QRPGLESRC,JSM_PROC.H																																														
																																																																														
						*	Open	a	connection	to	the	default	JSM	server																											
						*	-	because	the	server	parameter	is	blank,	details	of	the	default				
						*			JSM	server	are	obtained	from	the	data	area	JSMCLTDTA	on	IBM	i		



						*			or	from	the	file	jsmcltdta.txt	on	other	supported	platforms)					
																																																																											
					c																			callp					p_jsmopen(jsmsrv:jsmsts:jsmmsg)									
					c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)														
					c																			callp					SendMessage(CompMsg01:'*COMP')										
																																																																											
						*	Load	the	SVFileService																																													
						*	-	this	example	explicitly	turns	tracing	on,	overriding	the									
						*			settings	in	the	manager.properties	file																										
																																																																											
					c																			eval						jsmcmd	=	'SERVICE_LOAD'																	
					c																													+	'	SERVICE(SVFILESERVICE)	TRACE(*YES)'	
					c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)										
					c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)														
					c																			callp					SendMessage(CompMsg02:'*COMP')										
																																																																											
						*	Populate	the	list	to	be	written	to	the	CSV	file																				
						*	-	in	this	simple	example,	the	data	comes	from	the	compile-time					
						*			array	data,	but	it	could	equally	well	have	come	from	a	database							
						*			or	received	through	another	LANSA	Integrator	service	call													
																																																																																
					c																			eval						svlistptr	=	%addr(svdata)																				
																																																																																
						*	Write	a	comma-separated	list	of	items	from	the	compile-time	array							
						*	-	the	SVHEAD	parameter	identifies	headings	(defined	in	the	SVFILESERVICE
						*			service	properties	file)	that	will	be	written	to	the	CSV	file									
						*	-	this	passes	the	multiple	occurrence	data	structure																				
						*			(svlist)	containing	the	items																																									
						*	-	the	structure	is	described	to	the	SVFileService	by	the																
						*			structure	XML	identified	by	the	SERVICE_STRUCTURE	keyword	-	there					
						*			must	be	a	matching	entry	in	the	structure.properties	file	and	a							
						*			corresponding	structure	XML	file,	usually	in	the	<instance>\Structure
						*			folder																																																																
																																																																																
						*	NOTE:	this	call	uses	the	JSMCMDX	api	in	order	to	be	able	to	send								
						*							variable	data	(in	this	case	the	structure/list)																			
																																																																																
					c																			eval						jsmcmd	=	'WRITE'																													
					c																													+	'	FILE('	+	%trim(svfilepath)	+	')'			



					c																													+	'	SVHEAD(ORDER)'																					
					c																													+	'	SERVICE_STRUCTURE(SV.SVOrderLine)'	
					c																													+	'	COUNT('		+	%char(svocur)	+	')'					
					c																													+	'	OCCURS('	+	%char(svocur)	+	')'					
					c																													+	'	SIZE('			+	%char(svsize)	+	')'					
																																																																										
					c																			eval						bytelength	=	svocur	*	svsize											
																																																																										
					c																			callp					p_jsmcmdx(jsmcmd:svlist:bytelength:				
					c																																							jsmsts:jsmmsg)															
					c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)													
					c																			callp					SendMessage(CompMsg10:'*COMP')									
																																																																										
						*	Unload	the	SVFileService																																										
																																																																										
					c																			eval						jsmcmd	=	'SERVICE_UNLOAD'														
					c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)									
					c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)													
					c																			callp					SendMessage(CompMsg98:'*COMP')									
																																																																										
						*	Close	the	connection	to	the	JSM	server	and	finish																	
																																																																										
					c																			callp					p_jsmclose(jsmsts:jsmmsg)														
					c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)													
					c																			callp					SendMessage(CompMsg99:'*COMP')									
					c																			eval						*inlr	=	*on																												
					c																			return																																											
																																																																										
						*************************************************																			
						*	Procedure	to	check	the	result	of	a	Java	Service	Manager	call						
						*************************************************																			
					p	CheckResult					b																																																		
					d	CheckResult					pi																																																	
					d		crjsts																													const	like(jsmsts)													
					d		crjmsg																													const	like(jsmmsg)													
					d		crText									s												512a																																		
					d		crMsg1									c																			const('JSM	Status	:	')									
					d		crMsg2									c																			const('JSM	Message:	')									
					d		crMsg3									c																			const('JSM	Service	error	has	+	



					d																																												occurred')				
					c																			if								crjsts	<>	'OK'															
					c																			eval						crText	=	crMsg1	+	crjsts					
					c																			callp					SendMessage(crText:'*DIAG')		
					c																			eval						crText	=	crMsg2	+	crjmsg					
					c																			callp					SendMessage(crText:'*DIAG')		
					c																			callp					SendMessage(crMsg3:'*ESCAPE')
					c																			endif																																		
					p	CheckResult					e																																								
																																																																
						*************************************************									
						*	Procedure	to	send	a	program	message																					
						*************************************************									
					p	SendMessage					b																																								
																																																																
					d	SendMessage					pi																																							
					d	smText																							512a			VALUE																
					d	smMsgT																								10a			VALUE																
																																																																
					d	smMsgI										s														7a			inz('CPF9897')							
					d	smMsgF										s													20a			inz('QCPFMSG			*LIBL					')	
					d	smDtaL										s													10i	0	inz(%size(smText))										
					d	smStkE										s													10a			inz('*')																				
					d	smStkC										s													10i	0	inz(1)																						
					d	smMsgK										s														4a																															
					d	smErrC										s													10i	0	inz(0)																						
																																																																							
					c																			if								smMsgT	=	'*ESCAPE'																		
					c																			eval						smMsgI	=	'CPF9898'																		
					c																			endif																																									
																																																																							
					c																			call						'QMHSNDPM'																										
					c																			parm																				smMsgI																
					c																			parm																				smMsgF																
					c																			parm																				smText																
					c																			parm																				smDtaL																
					c																			parm																				smMsgT																
					c																			parm																				smStkE																
					c																			parm																				smStkC																



					c																			parm																				smMsgK																
					c																			parm																				smErrC							
																																																														
					p																	e																																						
**CTDATA	svdata																																															
0000001123				Gasket	Paper																		0000009950000010		
0000002456				Gasket	polymer	glue											0000013270000005		
																															



ExcelReadServiceの例
このプログラム例では以下のステップを実行します。

1.			ExcelReadServiceのロードに必要な一連の呼び出しを行います。

2.				注文行データが入っているExcelワークブック・ファイルを開き、そのファイルをJSMインス
タンス・フォルダーの	XLREAD.XLSファイルに書き込み、ファイルを閉じます。この簡単な
例では、データはRPGプログラムでコード化されたコンパイル時の配列データからのもので
すが、同様にデータベースからでも、別のLANSA	Integratorサービス呼び出しからさまざまな
形式で受け取られたものでも構いません。

3.			サービスをアンロードしてJSMサーバーとの接続を閉じます。

詳細については、例のコメントとコードを参照してください。

このアプリケーションを機能させるには、以下の3つのステップが必要です。

1.					構造XMLを作成する
ExcelReadServiceのWRITEコマンドを呼び出すと、ワークブックに書き込まれる注文行の項目を
含む複数のオカレンス・データ構造が渡されます。これが機能するには、LANSA	Integratorサー
ビスで構造の特性を把握する必要があります。そのためには、構造を記述するXMLファイルを
提供します。

この例の場合、2つの構造が使用されます。一方の構造は、列見出しの1つのセルを一度に書き込
む場合に使用され、もう一方の構造は、注文行データを書き込む場合に使用されます。必要な
XMLは以下に示されています。このXMLをインストールするには、以下のステップを実行する
必要があります。

a.			JSMサーバーのJSMインスタンス・フォルダーでstructureフォルダーを探します。

b.			XLCell.xmlとXLOrderLine.xmlというファイルを作成します。

c.			XLCell.xmlファイルをテキスト・エディタで編集し、以下のxmlを貼り付けます。

<?xml	version="1.0"	encoding="UTF-8"?>
<rdml:structure	xmlns:rdml="http://www.lansa.com/2000/XML/Function">
			<rdml:field	name="XLCELL"	type="A"	length="256"		/>
</rdml:structure>

d.			XLOrderLine.xmlファイルをテキスト・エディタで編集し、以下のxmlを貼り付けます。

<?xml	version="1.0"	encoding="UTF-8"?>
<rdml:structure	xmlns:rdml="http://www.lansa.com/2000/XML/Function">
			<rdml:field	name="LINENUM"	type="S"	length="7"		/>
			<rdml:field	name="PARTNUM"	type="A"	length="7"		/>
			<rdml:field	name="PARTDSC"	type="A"	length="30"	/>
			<rdml:field	name="PARTAMT"	type="S"	length="9"	decimal="2"	/>
			<rdml:field	name="PARTQTY"	type="S"	length="7"		/>
</rdml:structure>																																																		

構造XMLで使用されるフィールド名が、RPGプログラムで使用される変数名に一致する必要は
ありません。重要なのは、名前ではなく注文、タイプ、長さになります。



2.					構造XMLをJSMサーバーに登録する
プログラム例が、シンボル名XL.XLCellとXL.XLOrderLineで上記の構造XMLを参照するには、
WRITEコマンドのSERVICE_STRUCTUREキーワードにこれらのシンボル名を指定します。
これらのシンボル名と、ステップ1で作成された構造XMLファイルの実際の名前および場所との
リンクをJSMサーバーに提供する必要があります。このためには、以下のステップを実行してく
ださい。

a.			JSMサーバーのJSMインスタンス・フォルダーでsystemフォルダーを探します。

b.			structure.propertiesファイルをテキスト・エディタで編集し、以下のエントリーを貼り付けま
す(新しいエントリーが単体で個別の行に記述されるようにします)。

structure.XL.XLCell=structure/XLCell.xml
structure.XL.XLOrderLine=structure/XLOrderLine.xml	

c.			変更内容を保存します。

d.			JSMサーバー・インスタンスを再起動または更新します([Java	Service	Managerの更新」を参
照)。

3.					ILE	RPGプログラム例を作成して実行する
以下のソースをコピーしてソース・ファイル・メンバーに貼り付けます。

プログラムを作成するには、CRTRPGMODコマンドとCRTPGMコマンドを使用する必要があり
ます。必ずソース・メンバーに指定したパラメータ値を使用します。

						*************************************************																	
						*	EXCELREAD:	example	in	RPG	ILE	of	using	the	LANSA	Integrator					
						*												ExcelReadService	to	write	an	Excel	workbook.									
						*																																																																	
						*	Note:				This	is	an	example	program	containing	only													
						*										rudimentary	exception	handling																									
						*																																																																	
						*	To	create	this	program	you	must	execute	the	following	commands,	
						*	supplying	the	indicated	parameter	values	and	any	others	that	are
						*	necessary	in	your	installation:																																	
						*																																																																	
						*			CRTRPGMOD	MODULE(<modlib>/EXCELREAD)																										
						*													SRCFILE(<srclib>/<srcfil>)																										
						*																																																																	
						*			CRTPGM				PGM(<pgmlib>/EXCELREAD)																													
						*													MODULE(<modlib>/EXCELREAD)																										
						*													BNDSRVPGM(<jsmpgmlib>/DCXS882X)																					
						*													ACTGRP(*CALLER)																																					
						*************************************************																	
																																																																									



						*	Path	of	the	Excel	workbook	created	by	this	program															
						*	-	because	no	folder	path	is	specified,	the	file	will	be	created		
						*			in	the	JSM	instance	folder	by	default																										
																																																																									
					d	xlfilepath						c																			const('XLREAD.XLS')											
																																																																									
						*	Declare	variables	for	the	JSM	calls																														
																																																																									
					d	jsmsrv										s													50a			inz(*blanks)																		
					d	jsmsts										s													20a			inz(*blanks)																		
					d	jsmmsg										s												255a			inz(*blanks)																		
					d	jsmcmd										s												255a			inz(*blanks)																		
					d	bytelength						s													10i	0	inz(*zero)																				
																																																																									
						*	Declare	structure	to	send	order	line	data	to	be	written	to	the			
						*	Excel	workbook:																																																		
						*	-	in	this	simple	example,	the	data	comes	from	the	compile-time			
						*			array	data,	but	it	could	equally	well	have	come	from	a	database
						*			or	received	through	another	LANSA	Integrator	service	call						
						*	NB:	This	MUST	match	the	structure	xml	provided	to	the	JSM	Server!	
																																																																										
					d	xllist										ds																		occurs(xlocur)	based(xllistptr)
					d		linenum																							7s	0																																
					d		partnum																							7a																																		
					d		partdsc																						30a																																		
					d		partamt																							9s	2																																
					d		partqty																							7s	0																																
																																																																										
					d	xlocur										c																			const(2)																							
					d	xlsize										c																			const(%size(xllist))											
																																																																										
						*	Declare	the	compile-time	array	that	provides	the	data	for									
						*	this	simple	example																																															
																																																																										
					d	xldata										s													60a			dim(xlocur)	perrcd(1)	ctdata			
																																																																										
						*	Completion	messages																																															
																																																																										
					d	CompMsg01							c																			'JSMOPEN	call	completed.'						



					d	CompMsg02							c																			'		SERVICE_LOAD	call	completed.'		
					d	CompMsg10							c																			'		OPEN	call	completed.'										
					d	CompMsg20							c																			'		WRITE	call	completed.'									
					d	CompMsg30							c																			'		CLOSE	call	completed.'									
					d	CompMsg98							c																			'		SERVICE_UNLOAD	call	completed.'
					d	CompMsg99							c																			'JSMCLOSE	call	completed.'								
																																																																													
						*	Procedure	prototypes																																																	
																																																																													
					d	WriteCell							pr																																																				
					d		wcR1C1																							10a			value																													
					d		wcCell																						256a			value																													
																																																																													
					d	CheckResult					pr																																																				
					d		crjsts																													const	like(jsmsts)																
					d		crjmsg																													const	like(jsmmsg)																
																																																																													
					d	SendMessage					pr																																																				
					d		smText																						512a			VALUE																													
					d		smType																							10a			VALUE																													
																																																																													
						*	Prototypes	for	the	JSM	calls																																									
																																																																													
						/COPY	QRPGLESRC,JSM_PROC.H																																													
																																																																													
						*	Open	a	connection	to	the	default	JSM	server																										
						*	-	because	the	server	parameter	is	blank,	details	of	the	default						
						*			JSM	server	are	obtained	from	the	data	area	JSMCLTDTA	on	IBM	i				
						*			or	from	the	file	jsmcltdta.txt	on	other	supported	platforms)							
																																																																													
					c																			callp					p_jsmopen(jsmsrv:jsmsts:jsmmsg)											
					c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)																
					c																			callp					SendMessage(CompMsg01:'*COMP')												
																																																																													
						*	Load	the	ExcelReadService																																												
						*	-	this	example	explicitly	turns	tracing	on,	overriding	the											
						*			settings	in	the	manager.properties	file																												
																																																																													
					c																			eval						jsmcmd	=	'SERVICE_LOAD'																			



					c																													+	'	SERVICE(EXCELREADSERVICE)	TRACE(*YES)'
					c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)						
					c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)										
					c																			callp					SendMessage(CompMsg02:'*COMP')						
																																																																							
						*	Open	the	Excel	workbook	for	writing																												
																																																																							
					c																			eval						jsmcmd	=	'OPEN'																					
					c																													+	'	FILE('	+	%trim(xlfilepath)	+	')'
					c																													+	'	MODE(*WRITE)	REPLACE(*YES)'					
					c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)						
					c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)										
					c																			callp					SendMessage(CompMsg10:'*COMP')						
																																																																							
						*	Write	some	column	headings																																					
																																																																							
					c																			callp					WriteCell('3,3':'Line	Number')						
					c																			callp					WriteCell('3,4':'Part	Number')						
					c																			callp					WriteCell('3,5':'Part	Description')	
					c																			callp					WriteCell('3,6':'Unit	Amount')						
					c																			callp					WriteCell('3,7':'Unit	Quantity')				
																																																																																
						*	Populate	the	list	to	be	written	to	the	Excel	workbook																			
						*	-	in	this	simple	example,	the	data	comes	from	the	compile-time										
						*			array	data,	but	it	could	equally	well	have	come	from	a	database							
						*			or	received	through	another	LANSA	Integrator	service	call													
																																																																																
					c																			eval						xllistptr	=	%addr(xldata)																				
																																																																																
						*	Write	the	list	of	items	from	the	compile-time	array	to	the	specified				
						*	position	in	the	specified	worksheet:																																				
						*	-	this	passes	the	multiple	occurrence	data	structure																				
						*			(xllist)	containing	the	items																																									
						*	-	the	structure	is	described	to	the	ExcelReadService	by	the													
						*			structure	XML	identified	by	the	SERVICE_STRUCTURE	keyword	-	there					
						*			must	be	a	matching	entry	in	the	structure.properties	file	and	a							
						*			corresponding	structure	XML	file																																						
																																																																																
						*	NOTE:	this	call	uses	the	JSMCMDX	api	in	order	to	be	able	to	send								



						*							variable	data	(in	this	case	the	structure/list)														
																																																																									
					c																			eval						jsmcmd	=	'WRITE'																						
					c																													+	'	SHEET(ORDERLINES)	R1C1(5,3)'						
					c																													+	'	SERVICE_STRUCTURE(XL.XLOrderLine)'
					c																													+	'	COUNT('		+	%char(xlocur)	+	')'				
					c																													+	'	OCCURS('	+	%char(xlocur)	+	')'				
					c																													+	'	SIZE('			+	%char(xlsize)	+	')'				
																																																																									
					c																			eval						bytelength	=	xlocur	*	xlsize										
																																																																									
					c																			callp					p_jsmcmdx(jsmcmd:xllist:bytelength:			
					c																																							jsmsts:jsmmsg)														
					c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)												
					c																			callp					SendMessage(CompMsg20:'*COMP')								
																																																																									
						*	Close	the	Excel	workbook																																									
																																																																									
					c																			eval						jsmcmd	=	'CLOSE'																						
					c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)								
					c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)												
					c																			callp					SendMessage(CompMsg30:'*COMP')	
																																																																		
						*	Unload	the	ExcelReadService																															
																																																																		
					c																			eval						jsmcmd	=	'SERVICE_UNLOAD'						
					c																			callp					p_jsmcmd(jsmcmd:jsmsts:jsmmsg)	
					c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)					
					c																			callp					SendMessage(CompMsg98:'*COMP')	
																																																																		
						*	Close	the	connection	to	the	JSM	server	and	finish									
																																																																		
					c																			callp					p_jsmclose(jsmsts:jsmmsg)						
					c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)					
					c																			callp					SendMessage(CompMsg99:'*COMP')	
					c																			eval						*inlr	=	*on																				
					c																			return																																			
																																																																		
						*************************************************											



						*	Procedure	to	write	a	single	cell	at	a	time	to	the	workbook
						*************************************************											
					p	WriteCell							b																																																		
					d	WriteCell							pi																																																	
					d		wcR1C1																							10a			value																										
					d		wcCell																						256a			value																										
																																																																										
					c																			eval						jsmcmd	=	'WRITE'																							
					c																													+	'	R1C1('	+	%trim(wcR1C1)	+	')'							
					c																													+	'	SHEET(ORDERLINES)'																	
					c																													+	'	SERVICE_STRUCTURE(XL.XLCell)'						
					c																													+	'	COUNT(1)	OCCURS(1)'																
					c																													+	'	SIZE('	+	%char(%size(wcCell))	+	')'
																																																																										
					c																			eval						bytelength	=	%size(wcCell)													
																																																																										
					c																			callp					p_jsmcmdx(jsmcmd:wcCell:bytelength:				
					c																																							jsmsts:jsmmsg)															
					c																			callp					CheckResult(jsmsts:jsmmsg)													
					c																			callp					SendMessage(CompMsg20:'*COMP')									
																																																																										
					p	WriteCell							e																																																		
																																																																									
						*************************************************																		
						*	Procedure	to	check	the	result	of	a	Java	Service	Manager	call					
						*************************************************																		
					p	CheckResult					b																																																	
					d	CheckResult					pi																																																
					d		crjsts																													const	like(jsmsts)												
					d		crjmsg																													const	like(jsmmsg)												
					d		crText									s												512a																																	
					d		crMsg1									c																			const('JSM	Status	:	')								
					d		crMsg2									c																			const('JSM	Message:	')								
					d		crMsg3									c																			const('JSM	Service	error	has	+
					d																																												occurred')													
					c																			if								crjsts	<>	'OK'																								
					c																			eval						crText	=	crMsg1	+	crjsts														
					c																			callp					SendMessage(crText:'*DIAG')											
					c																			eval						crText	=	crMsg2	+	crjmsg														



					c																			callp					SendMessage(crText:'*DIAG')											
					c																			callp					SendMessage(crMsg3:'*ESCAPE')									
					c																			endif																																											
					p	CheckResult					e																																														
																																																																						
						*************************************************															
						*	Procedure	to	send	a	program	message																											
						*************************************************															
					p	SendMessage					b																																														
																																																																						
					d	SendMessage					pi																																													
					d	smText																							512a			VALUE																						
					d	smMsgT																								10a			VALUE																						
																																																																						
					d	smMsgI										s														7a			inz('CPF9897')													
					d	smMsgF										s													20a			inz('QCPFMSG			*LIBL					')
					d	smDtaL										s													10i	0	inz(%size(smText))									
					d	smStkE										s													10a			inz('*')																			
					d	smStkC										s													10i	0	inz(1)																					
					d	smMsgK										s														4a																														
					d	smErrC										s													10i	0	inz(0)																					
																																																																						
					c																			if								smMsgT	=	'*ESCAPE'																	
					c																			eval						smMsgI	=	'CPF9898'							
					c																			endif																														
																																																												
					c																			call						'QMHSNDPM'															
					c																			parm																				smMsgI					
					c																			parm																				smMsgF					
					c																			parm																				smText					
					c																			parm																				smDtaL					
					c																			parm																				smMsgT					
					c																			parm																				smStkE					
					c																			parm																				smStkC					
					c																			parm																				smMsgK					
					c																			parm																				smErrC					
																																																												
					p																	e																																				
**CTDATA	xldata																																													



0000001123				Gasket	Paper																		0000009950000010
0000002456				Gasket	polymer	glue											0000013270000005					



ILE	RPGクライアントのJSM	API例
以下の例は、JSM	APIがどのようにしてILE	RPGプログラムから使用されるかを示しています。
この例は完全なRPGプログラムではありません。

D	JSMSRV S 50
D	JSMSTS S 20
D	JSMMSG S 255
D	JSMCMD S 255
D	BYTEDATA S 32767
D	BYTELENGTH S 10I	0
C MOVE *BLANKS JSMSRV
C MOVE *BLANKS JSMSTS
C MOVE *BLANKS JSMMSG
C MOVE *BLANKS JSMCMD
C MOVE *BLANKS BYTEDATA
C Z-ADD 32767 BYTELENGTH
*
*	Open	connect	to	default	JSM	server
*

C CALLB 'JSMOPEN' 	
C PARM 	 JSMSRV
C PARM 	 JSMSTS
C PARM 	 JSMMSG
*
*	Send	command	to	service	and	receive	status	and	response
*

C MOVEL *BLANKS JSMCMD
*

C CALLB 'JSMCMD' 	



C PARM 'MYCMD' JSMCMD
C PARM 	 JSMSTS
C PARM 	 JSMMSG
*
*	Send	command	and	variable	data	to	service
*

C MOVEL 'MYCMD' JSMCMD
*

C CALLB 'JSMCMDX' 	
C PARM 	 JSMCMD
C PARM 	 BYTEDATA
C PARM 	 BYTELENGTH
C PARM 	 JSMSTS
C PARM 	 JSMMSG
*
*	Close	service
*

C CALLB 'JSMCLOSE' 	
C PARM 	 JSMSTS
C PARM 	 JSMMSG
*

C SETON 	 LR



Cの例
Cクライアントの開く/閉じる場合の例
Cクライアントの作業リストの例



Cクライアントの開く/閉じる場合の例
	
#include	<stdio.h>
#include	<stdlib.h>

/*	JSM	header	*/
#include	"x_jsm.h"

#define	JSMHOST	"LOCALHOST:4560"

static	char	status[JSM_STATUS_SIZE+1];
static	char	response[JSM_RESPONSE_SIZE+1];

/*	Main	function	*/

int	main(int	argc,	char	**argv);

/*	Utility	functions	*/

void	trim(char	*str);
void	printCharArray(char	*chars,	int	size);

int	main(int	argc,	char	**argv)
{
	char	*host;

	
	/*	Get	host	from	command	line	*/

	if	(argc	>	1)
	{
			host	=	argv[1];
	}
	else
	{
			host	=	JSMHOST;
	}



	
	/*	Open	JSM	connection	*/
	
	printf	(	"\nJSMOPEN	%s\n"	,	host	);
	
	JSMOPEN	(	host	,	status	,	response	);
	
	trim	(	response	);
	printf	(	"status			=	%s\n"			,	status	);
	printf	(	"response	=	%s\n\n"	,	response	);

	
	/*	Check	status	*/
	
	if	(	strncmp	(	status	,	"OK"	,	2	)	!=	0	)
	{
			return	1;
	}

	
	/*	Close	JSM	connection	*/
	
	printf	(	"JSMCLOSE\n"	);

	JSMCLOSE	(	status	,	response	);
	
	trim	(	response	);
	printf	(	"status			=	%s\n"			,	status	);
	printf	(	"response	=	%s\n\n"	,	response	);
	
	return	0;
}

void	trim(char	*str)
{
	char	*end	=	str;
	while	(*str)
			if	(*(str++)	!=	'	')



					end	=	str;
	*end	=	'\0';		
}

void	printCharArray(char	*chars,	int	size)
{
	int	i;
	putchar('"');
	for	(i=0;	i<size;	i++)
			if	(*chars)
					putchar(*(chars++));
			else
						break;
	putchar('"');
	putchar('\n');
}



Cクライアントの作業リストの例
	
#include	<stdio.h>
#include	<stdlib.h>

/*	JSM	header	*/
#include	"x_jsm.h"

#define	JSMHOST	"LOCALHOST:4560"

#define	MAX_BYTE_LENGTH					32767
#define	WORKING_LIST_SIZE			100
#define	PK1_LENGTH										10
#define	PK2_LENGTH										7

/*	Working	list	entry	definition:
*	
*				<rdml:field	name="TXT"	type="A"	length="30"	/>
*				<rdml:field	name="PK1"	type="P"	length="10"	decimal="2"	/>
*				<rdml:field	name="PK2"	type="P"	length="7"	decimal="0"	/>
*
*	Bytes	for	packed	field	=	(	length	/	2	)	+	1
*/

struct	Example3Line
{
	char	txt[30];
	char	pk1[(PK1_LENGTH	/	2)	+	1];
	char	pk2[(PK2_LENGTH	/	2)	+	1];
};

static	char	status[JSM_STATUS_SIZE+1];
static	char	response[JSM_RESPONSE_SIZE+1];
static	char	byteArray[MAX_BYTE_LENGTH];
static	int	byteArrayLength;

/*	Simple	wrapper	functions	for	JSM	API	calls	*/



void	jsmOpen(char	*cmd);
void	jsmCommand(char	*cmd);
void	jsmCommandX(char	*cmd,	void	*target,	int	strucSize);
void	jsmClose();

/*	Main	function	*/

int	main(int	argc,	char	**argv);

void	example3Test();

/*	Utility	functions	*/

struct	Example3Line	makeEx3Line(char	*txt,	long	pk1,	long	pk2);
void	trim(char	*str);
void	printCharArray(char	*chars,	int	size);
void	printEx3Line(struct	Example3Line	line);
void	getByteArray(int	*byteSize,	char	*byteArray);
void	longToPacked(unsigned	char	*packed,	long	num,	int	length);
long	packedToLong(unsigned	char	*packed,	int	length);

void	jsmOpen(char	*cmd)
{
	printf("\nJSMOPEN	%s\n",cmd);
	JSMOPEN(cmd,status,response);
	trim(response);
	printf("status			=	%s\nresponse	=	%s\n",status,response);
}

void	jsmCommand(char	*cmd)
{
	printf("\n%s\n",cmd);
	JSMCMD(cmd,status,response);
	trim(response);
	printf("status			=	%s\nresponse	=	%s\n",status,response);
}

void	jsmCommandX(char	*cmd,	void	*target,	int	strucSize)



{
	printf("\n%s\n",cmd);
	byteArrayLength	=	strucSize;
	JSMCMDX(cmd,(char*)target,&byteArrayLength,status,response);
	trim(response);
	printf("status										=	%s\nresponse								=	%s\n",status,response);
}

void	jsmClose()
{
	printf("\nJSMCLOSE\n");
	JSMCLOSE(status,response);
	trim(response);
	printf("status			=	%s\nresponse	=	%s\n",status,response);
}

int	main(int	argc,	char	**argv)
{
	if	(argc	>	1)
	{
			jsmOpen(argv[1]);
	}
	else
	{
			jsmOpen(JSMHOST);
	}

	example3Test();

	jsmClose();
	
	return	0;
}

void	example3Test()
{
	char	command[JSM_COMMAND_SIZE+1];



	int	byteSize;
	int	i;

	struct	Example3Line	workingList[WORKING_LIST_SIZE];
	struct	Example3Line	fields	=	makeEx3Line(	"3GL	client	field",
																																											-987654321,
																																											180980	);

	workingList[0]	=	makeEx3Line(	"Text	line	1",		12345,			678	);
	workingList[1]	=	makeEx3Line(	"Text	line	2",	-52300,	-3918	);
	
	jsmCommand("SERVICE_LOAD	SERVICE(EXAMPLE3)");

	sprintf	(	command,
											"SETFIELDS	SERVICE_STRUCTURE(EXAMPLE3.LINE)	SIZE(%d)",
											sizeof(fields)
									);

	jsmCommandX(command,&fields,sizeof(fields));
	getByteArray(&byteSize,(char*)&fields);

	printf("\nFields\n");
	printEx3Line(fields);

	sprintf	(	command,
											"ADDENTRY	SERVICE_STRUCTURE(EXAMPLE3.LINE)	SIZE(%d)	OCCURS(%d)	COUNT(%d)",
											sizeof(fields),	WORKING_LIST_SIZE,	2
									);

	jsmCommandX(command,workingList,sizeof(workingList));
	getByteArray(&byteSize,	(char*)	workingList);

	for	(i=0;	i<(byteSize/sizeof(struct	Example3Line));	i++)
	{
			printf("\nWorking	list	entry	%d\n",i+1);
			printEx3Line(workingList[i]);
	}
}



struct	Example3Line	makeEx3Line(char	*txt,	long	pk1,	long	pk2)
{
	struct	Example3Line	line;
	memset(line.txt,'	',30);
	memcpy(line.txt,txt,strlen(txt));
	longToPacked(line.pk1,pk1,PK1_LENGTH);
	longToPacked(line.pk2,pk2,7);
	return	line;
}

void	trim(char	*str)
{
	char	*end	=	str;
	while	(*str)
			if	(*(str++)	!=	'	')
					end	=	str;
	*end	=	'\0';		
}

void	printCharArray(char	*chars,	int	size)
{
	int	i;
	putchar('"');
	for	(i=0;	i<size;	i++)
			if	(*chars)
					putchar(*(chars++));
			else
						break;
	putchar('"');
	putchar('\n');
}

void	printEx3Line(struct	Example3Line	line)
{
	printf("				TXT	=	");
	printCharArray(line.txt,30);
	printf("				PK1	=	%.2f\n",packedToLong(line.pk1,PK1_LENGTH)/100.0);
	printf("				PK2	=	%d\n",packedToLong(line.pk2,PK2_LENGTH));



}

void	getByteArray(int	*byteSize,	char	*byteArray)
{
	JSMBYTELNGTH(byteSize);
	printf("byte	array	size	=	%d\n",*byteSize);
	JSMBYTERECV(byteArray);
}

void	longToPacked(unsigned	char	*packed,	long	num,	int	length)
{
	int	packedLen	=	(length	/	2)	+	1;
	int	i;

	unsigned	char	*c	=	&packed[packedLen-1];

	/*	Sign	*/
	if	(num	<	0)
	{
			*c	=	0x0D;
			num	=	-num;
	}
	else
	{
			*c	=	0x0F;
	}

	/*	High	nibble	of	last	byte	*/
	*c	|=	(num	%	10)	<<	4;
	num	/=	10;

	for	(c	=	&packed[packedLen-2];	c	>=	packed;	c--)
	{
			*c	=	num	%	10;
			num	/=	10;
			*c	|=	(num	%	10)	<<	4;
			num	/=	10;
	}
}



long	packedToLong(unsigned	char	*packed,	int	length)
{
	int	packedLen	=	(length	/	2)	+	1;
	long	num	=	0;
	unsigned	char	hi,lo;
	int	i;
	
	for	(i=0;	i<packedLen;	i++)
	{
			hi	=	(packed[i]	&	0xF0)	>>	4;
			lo	=	(packed[i]	&	0x0F);
			if	(i	<	(packedLen-1))
			{
					if	(hi	>	9	||	lo	>	9)
							return	0;
					num	=	(num	*	100)	+	(hi	*	10)	+	lo;
			}
			else
			{
					num	=	(num	*	10)	+	hi;
					if	(lo	==	0x0D)
							num	=	-num;
					else	if	(lo	!=	0x0F)
							num	=	0;
			}
	}
	
	return	num;
}



付録C.	EDIサービス
Electronic	Data	Interchange	(EDI)は、企業、組織、政府などの機関やグループ同士で、あるいは機
関やグループの内部で電子的に交換される情報を構築するための一連の規格です。

EDI規格は、通信やソフトウェアの技術とは関係なく設計されてきました。
EDIを送信するには、送信者と受信者に承認された方法を使用します。
例えば、FTP、SMTP、HTTP、AS1、AS2、AS3などの各種技術があります。
LANSAのEDI機能は、以下のサービスで構成されます。
EDICatalogService
EDIDataSetService
EDIDatabaseService
EDIInterchangeService



EDICatalogService
サービス名：EDICatalogService
EDICatalogServiceは、EDIドキュメントを解析、検証、処理する場合に使用されます。
EDICatalogServiceは以下のコマンドをサポートしています。
SERVICE_LOAD
SERVICE_GET
DELETE
RENAME
COPY
MOVE
LIST
SET
GET
READ
SPLIT
BREAK
SPLITBREAK
FORMAT
VALIDATE
SERVICE_UNLOAD



SERVICE_LOAD
構文：

コマンド キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

SERVICE_LOAD 	 	 	
	



SERVICE_GET
構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/
値に関する開発担当者
メモ

SERVICE_GET PROPERTY 値 条件付。サービス・プ
ロパティを取得しま
す。

TRACE *SERVICE 条件付。サービス・ト
レース・ファイルを読
み込みます。

*TRANSPORT 条件付。転送トレー
ス・ファイルを読み込
みます。

	



DELETE
DELETEコマンドは、指定したファイルを削除します。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関する
開発担当者メモ

DELETE ファイル 値 必須。ファイル・パス
	



RENAME
RENAMEコマンドは、指定したローカル・ファイルの名前を新しい名前に変更します。TO	(変
更後の)ファイルは元のFROM	(変更前の)ファイルと同じディレクトリ内になくてはなりませ
ん。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関する
開発担当者メモ

RENAME FROM 値 必須。古いファイル名

TO 値 必須。新しいファイル名

REPLACE *YES 任意。ファイルを置き換えます。

*NO ファイルを置き換えません。
REPLACEキーワードの省略値は
*NOです。
TOファイル名がある場合でも、
REPLACEキーワードが*YESでな
ければ、名前変更プロセスは停止
します。

	



COPY
COPYコマンドは、指定したローカル・ファイルを新しいファイルにコピーします。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関する
開発担当者メモ

RENAME FROM 値 必須。古いファイル名

TO 値 必須。新しいファイル名

REPLACE *YES 任意。ファイルを置き換えます。

*NO ファイルを置き換えません。
REPLACEキーワードの省略値は
*NOです。
TOファイル名がある場合でも、
REPLACEキーワードが*YESでな
ければ、名前変更プロセスは停止
します。

	



MOVE
MOVEコマンドは、指定したローカル・ファイルを新しいファイルに移動します。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関する
開発担当者メモ

RENAME FROM 値 必須。古いファイル名

TO 値 必須。新しいファイル名

REPLACE *YES 任意。ファイルを置き換えます。

*NO ファイルを置き換えません。
REPLACEキーワードの省略値は
*NOです。
TOファイル名がある場合でも、
REPLACEキーワードが*YESでな
ければ、名前変更プロセスは停止
します。

	



LIST
LISTコマンドは、コマンドのリスト・オブジェクトに絶対ファイル名を入れます。標準のファ
イル・パスを受け取るには、1つのフィールドの作業リストが必要です。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関する
開発担当者メモ

LIST DIR 値 任意。作業リストにディレクト
リ・リストを入れます。該当ディ
レクトリ内のファイルがすべて選
択されます。

EXT 値 任意。ファイル拡張子によるフィ
ルタリング。フィルタリング照合
は大文字/小文字を区別しません。

	
DIRキーワードで指定したディレクトリ・パスが使用される場合、該当ディレクトリ内のファイ
ル名が選択されます。



SET
SETコマンドは現在の作業ディレクトリを設定します。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関する
開発担当者メモ

SET DIR 値 必須。ディレクトリ
	



GET
GETコマンドは、現在の検証エラーを指定の作業リストに返します。

構文：

コマンド キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関する
開発担当者メモ

GET OBJECT *ERROR 必須
	



READ
READコマンドは、指定のEDIファイルを読み込み、解析します。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関する
開発担当者メモ

READ FILE 値 条件付。ファイル・パス

ENCODING 値 任意。ファイル・エンコーディン
グ
省略値はISO8859_1

IGNORE *NONE 任意。文字を無視します。
省略値は*NONE

*CRLF CR文字とLF文字を無視します。
	
READコマンドは、指定の情報に関する解析された交換を読み込みます。

構文：

コマンド キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

READ DATA *TA1 任意

*TA3 任意

*INTERCHANGE 任意

*GROUP 任意

*TRANSACTION 任意
	



SPLIT
SPLITコマンドは、指定のEDIファイルを複数のファイルに分割します。
それぞれのファイルには1つの交換が含まれ、新しい各ファイルでは、EDIファイルのベース名
と順序番号が使用されます。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関する
開発担当者メモ

SPLIT FILE 値 条件付。ファイル・パス

ENCODING 値 任意。ファイル・エンコーディン
グ
省略値はISO8859_1

IGNORE *NONE 任意。文字を無視します。
省略値は*NONE

*CRLF CR文字とLF文字を無視します。

KEEP *YES 任意。ファイルを保持します。

*NO 省略値
	



BREAK
BREAKコマンドは、指定のEDIファイルを複数のファイルに分けます。
それぞれのファイルには、指定した番号のトランザクションが含まれ、新しい各ファイルでは、
EDIファイルのベース名と順序番号が使用されます。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関する
開発担当者メモ

BREAK FILE 値 条件付。ファイル・パス

ENCODING 値 任意。ファイル・エンコーディン
グ
省略値はISO8859_1

IGNORE *NONE 任意。文字を無視します。
省略値は*NONE

*CRLF CR文字とLF文字を無視します。

KEEP *YES 任意。ファイルを保持します。

*NO 省略値

FORMAT *NONE 任意
省略値は*NONE

*CRLF 	

LIMIT 数字 任意
省略値は2

	



SPLITBREAK
SPLITBREAKコマンドは、SPLITコマンドとBREAKコマンドの機能を組み合わせたものです。
それぞれのファイルには、指定した番号のトランザクションが含まれ、新しい各ファイルでは、
EDIファイルのベース名と順序番号が使用されます。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SPLITBREAK FILE 値 条件付。ファイル・パス

ENCODING 値 任意。ファイル・エンコー
ディング
省略値はISO8859_1

IGNORE *NONE 任意。文字を無視します。
省略値は*NONE

*CRLF CR文字とLF文字を無視しま
す。

KEEP *YES 任意。ファイルを保持しま
す。

*NO 省略値

FORMAT *NONE 任意
省略値は*NONE

*CRLF 	

LIMIT 数字 任意
省略値は2

	



FORMAT
FORMATコマンドは、バイト・ストリーム・レベルで機能し、EDIバイト・ストリームに対して
CR文字とLF文字を削除および追加する場合に使用されます。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

FORMAT FROM 値 必須。ファイル・パス

TO 値 必須。ファイル・パス

*FROM 	

BLOCK 数字 条件付

*NOMAX 省略値

SEPARATOR 値 条件付。区切りを指定しない
場合は、ブロック・サイズが
使用されます。

	



VALIDATE
VALIDATEコマンドは、指定のトランザクションを検証する場合に使用されます。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

VALIDATE SEF 値 必須。ファイル・パス

INTERCHANGE 値 必須。交換

GROUP 値 条件付。グループ
省略値はブランク

TRANSACTION 値 必須。トランザクション
	



SERVICE_UNLOAD
構文：

コマンド キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SERVICE_UNLOAD 	 	 	
	



EDIDataSetService
サービス名：EDIDataSetService
EDIDataSetServiceは、EDIトランザクションからデータセットを作成する場合や、データセット
からEDIトランザクションを作成する場合に使用されます。
EDIDataSetServiceは以下のコマンドをサポートしています。
SERVICE_LOAD
SERVICE_GET
GET
READ
WRITE
SERVICE_UNLOAD



SERVICE_LOAD
構文：

コマンド キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

SERVICE_LOAD 	 	 	
	



SERVICE_GET
構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/
値に関する開発担当者
メモ

SERVICE_GET PROPERTY 値 条件付。サービス・プ
ロパティを取得しま
す。

TRACE *SERVICE 条件付。サービス・ト
レース・ファイルを読
み込みます。

*TRANSPORT 条件付。転送トレー
ス・ファイルを読み込
みます。

	



GET
GETコマンドは、現在の検証エラーを指定の作業リストに返します。

構文：

コマンド キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関する
開発担当者メモ

GET OBJECT *ERROR 必須
	



READ
READコマンドは、指定のトランザクションを読み込み、データセット・ファイルを作成しま
す。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に
関する開発担当者メモ

READ FILE 値 必須。ファイル・パス

SEF 値 必須。ファイル・パス

MAP 値 必須。ファイル・パス

DATASET 値 必須。ファイル・パス

ENCODING 値 任意。ファイル・エンコー
ディング
省略値はISO8859_1

IGNORE *NONE 任意
省略値は*NONE

*CRLF 	

MAPTRACE *YES 任意。マッピングを追跡し
ます。

*NO 省略値

INTERCHANGE 値 必須。交換

GROUP 値 条件付。グループ
省略値はブランク

TRANSACTION 値 必須。トランザクション



WRITE
WRITEコマンドは、指定のデータセット・ファイルを読み込み、トランザクション・ファイル
を作成します。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キー
ワード/値に関す
る開発担当者メ
モ

WRITE FILE 値 必須。ファイ
ル・パス

SEF 値 必須。ファイ
ル・パス

MAP 値 必須。ファイ
ル・パス

DATASET 値 必須。ファイ
ル・パス

ENCODING 値 任意。ファイ
ル・エンコー
ディング
省略値は
ISO8859_1

DOCUMENT *X12 任意
省略値は*X12

*EDIFACT 	

*TRADCOM 	

COMPRESS *YES 任意
省略値は*YES

*NO 	

SEGMENT_DELIMITER 値 任意



ELEMENT_DELIMITER 値 任意

COMPOSITE_DELIMITER 値 任意

DECIMAL 値 任意

ESCAPE 値 任意



SERVICE_UNLOAD
構文：

コマンド キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SERVICE_UNLOAD 	 	 	
	



EDIDatabaseService
サービス名：EDIDatabaseService
EDIDatabaseServiceは、データベースにデータセットを送信する場合や、データベースからデー
タセットを受信する場合に使用されます。

EDIDatabaseServiceは以下のコマンドをサポートしています。
SERVICE_LOAD
SERVICE_GET
CONNECT
SET
SEND
RECEIVE
COMMIT
ROLLBACK
METADATA
DISCONNECT
SERVICE_UNLOAD



SERVICE_LOAD
構文：

コマンド キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

SERVICE_LOAD 	 	 	
	



SERVICE_GET
構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/
値に関する開発担当者
メモ

SERVICE_GET PROPERTY 値 条件付。サービス・プ
ロパティを取得しま
す。

TRACE *SERVICE 条件付。サービス・ト
レース・ファイルを読
み込みます。

*TRANSPORT 条件付。転送トレー
ス・ファイルを読み込
みます。

	



CONNECT
構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

CONNECT DATABASE 値 必須

DRIVER 値 必須

USER 値 任意

PASSWORD 値 任意
	



SET
構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キー
ワード/値に関
する開発担当者
メモ

SET ONERROR *ROLLBACK 任意

*DISCONNECT 	

*CONTINUE 	

READONLY *YES 任意

*NO 	

AUTOCOMMIT *YES 任意

*NO 	

ISOLATION *NONE 任意

*READCOMMITTED 	

*READUNCOMMITTED 	

*REPEATABLEREAD 	

*SERIALIZABLE 	
	



SEND
SENDコマンドは、指定のデータセット・ファイルを使用して現在のデータベースを更新しま
す。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SEND DATASET 値 必須。ファイル・パス

TRADERID 値 任意

IDENTIFIER 値 任意

MODE *STREAM 任意

*DATASET 省略値



RECEIVE
RECEIVEコマンドは、現在のデータベース接続と指定のマップを使用してデータセット・ファ
イルを作成します。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

RECEIVE MAP 値 必須。ファイル・パス

TRADERID 値 任意

IDENTIFIER 値 任意

DATASET 値 必須。ファイル・パス



COMMIT
構文：

コマンド キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関する
開発担当者メモ

COMMIT 	 	 	
	



ROLLBACK
構文：

コマンド キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関する
開発担当者メモ

ROLLBACK 	 	 	
	



METADATA
構文：

コマンド キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関する
開発担当者メモ

METADATA TABLE 値 必須。データベース・テーブル
	



DISCONNECT
構文：

コマンド キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

DISCONNECT 	 	 	
	



SERVICE_UNLOAD
構文：

コマンド キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SERVICE_UNLOAD 	 	 	
	



EDIInterchangeService
サービス名：EDIInterchangeService
EDIInterchangeServiceは、1つの交換ドキュメントに中間トランザクションを配列する場合に使用
されます。

EDIInterchangeServiceは以下のコマンドをサポートしています。
SERVICE_LOAD
SERVICE_GET
BEGIN
ADD
END
WRITE
VALIDATE
GET
SERVICE_UNLOAD



SERVICE_LOAD
構文：

コマンド キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

SERVICE_LOAD 	 	 	
	



SERVICE_GET
構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/
値に関する開発担当者
メモ

SERVICE_GET PROPERTY 値 条件付。サービス・プ
ロパティを取得しま
す。

TRACE *SERVICE 条件付。サービス・ト
レース・ファイルを読
み込みます。

*TRANSPORT 条件付。転送トレー
ス・ファイルを読み込
みます。

	



BEGIN
BEGINコマンドは新しい交換を開始します。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キー
ワード/値に関す
る開発担当者メ
モ

BEGIN SEF 値 必須。ファイ
ル・パス

INTERCHANGE *X12 必須

*EDIFACT 	

*TRADCOM 	

SEGMENT_DELIMITER 値 任意

ELEMENT_DELIMITER 値 任意

COMPOSITE_DELIMTER 値 任意

DECIMAL 値 任意

ESCAPE 値 任意

ENCODING 値 任意
省略値は
ISO8859_1

IDENTIFIER 値 任意
	



ADD
ADDコマンドは、現在の交換にグループとトランザクションを追加します。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/
値に関する開発担当者
メモ

ADD OBJECT *TA1 必須

*TA3 	

*GROUP 	

*TRANSACTION 	

IDENTIFIER 値 任意

FILE 値 条件付。トランザク
ション・ファイル

	



END
ENDコマンドは現在の交換を閉じます。

構文：

コマンド キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

END 	 	 	
	



WRITE
WRITEコマンドは、指定のファイルに現在の交換を書き出します。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

WRITE FILE 値 必須。ファイル・パス

APPEND *YES 任意

*NO 省略値
	



VALIDATE
VALIDATEコマンドは、現在の交換を検証する場合に使用されます。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

VALIDATE SEF 値 必須。ファイル・パス

INTERCHANGE 値 必須。交換

GROUP 値 条件付。グループ
省略値はブランク

TRANSACTION 値 必須。トランザクション
	



GET
GETコマンドは、現在の検証エラーを指定の作業リストに返します。

構文：

コマンド キーワー
ド

値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

GET OBJECT *ERROR 必須
	



SERVICE_UNLOAD
構文：

コマンド キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SERVICE_UNLOAD 	 	 	
	



付録D.	AS2サービスとAS3サービス
AS2とAS3は、インターネット技術タスクフォース(IETF)で定義されているセキュリティの規格
です。この規格を使用すれば、EDIFACT、X12、XMLベースのビジネス・トランザクションを
インターネット上で安全に移動できます。

この規格により、送信元と受信先のデータのプライバシー、データ認証、否認防止という重要な
要素が明確になります。これらは、インターネット上でデータ通信の整合性を確保するために必
要な要素です。

AS2とAS3は相互利用できるため、重要な業務データを送信する際の効率性の向上とコスト削減
といった業務上のメリットがあります。

LANSAのAS2とAS3機能は、以下のサービスで構成されます。
AS2InboundService
AS2OutboundService
AS2OutboundReceiptService
AS2CertificateService
AS3FileService



AS2InboundService
サービス名：AS2InboundService
AS2InboundServiceは、AS2トランザクションを受け取り、適切な応答を送信する場合に使用され
ます。

AS2InboundServiceは以下のコマンドをサポートします。
SERVICE_LOAD
SERVICE_GET
GET
RECEIVE
SAVE
SEND
SERVICE_UNLOAD



SERVICE_LOAD
構文：

コマンド キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

SERVICE_LOAD 	 	 	
	



SERVICE_GET
構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/
値に関する開発担当者
メモ

SERVICE_GET PROPERTY 値 条件付。サービス・プ
ロパティを取得しま
す。

TRACE *SERVICE 条件付。サービス・ト
レース・ファイルを読
み込みます。

*TRANSPORT 条件付。転送トレー
ス・ファイルを読み込
みます。

	



GET
GETコマンドは、受信したトランザクションの情報にアクセスする場合に使用されます。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

GET PROPERTY 値 必須。PROPERTYキーワード
	



RECEIVE
RECEIVEコマンドは、AS2トランザクションの受け取りに使用されます。
以下のキーワードは、RECEIVEコマンドで、またはキーワード/値のリスト引数のエントリーと
して指定できます。

構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

RECEIVE RECEIVER 値 必須。トランザクションを受け
取るID。この値は、リソース・
ファイル検索で使用されます。
値は、2つの構成要素(名前要素
と任意のプライベート・キー・
ストア・パスワード要素)がコ
ロンで区切られて構成されま
す。
例：ACME:mypassword

PARTNER 値 任意。認証パートナー
	
RECEIVERキーワード値は、プロパティ・ファイルからエントリーの選択階層を使用して、秘密
鍵ファイル、パスワードおよび公開証明書を取得する場合に使用されます。

		keystore.{receiver}=	pki/filename

		keystore	=	pki/filename

		keystore.password.{receiver}	=	password

		keystore.password	=	password

		certificate.{receiver}	=	pki/filename

		certificate	=	pki/filename

		authentication.certificate.{partner}=pki/filename

	
以下のプロパティは、受信したHTTP要求からのものです。

プロパティ 説明 値

*AS2TO AS2送信先 	

*AS2FROM AS2送信元 	



*AS2VERSION AS2バージョン 	

*FROM 送信元 	

*DATE 日付 	

*SUBJECT 件名 	

*MESSAGEID メッセージID 	

*RECEIPTDELIVERY 受領配信オプション 非同期受領の配信
アドレス。	
同期受領が要求さ
れた場合はブラン
クにします。

*RECEIPTPROTOCOL 受領配信オプション 非同期受領が要求
された場合、この
中には受領で必要
なプロトコルが含
まれます。	
HTTP

value HTTPプロトコルのプ
ロパティ

	

	
以下のプロパティは、受信したトランザクションからのものです。

プロパティ 説明 メッセージ値の例

*MIC トランザクション内
容に対して計算され
たSHA1	MIC

	

*CONTENT トランザクション・
データの内容タイプ *XMLまたは*X12また

は*EDIFACTまたは
*RECEIPTまたは大文字
のMIMEタイプ

*CONTENTTYPE フルのトランザク
ション内容タイプ

application/xml;
name=xxxxxxxxxx



	
以下のプロパティは、受信した受領からのものです。

GET	PROPERTY	(*CONTENT)を使用して、受信したトランザクションが受領かどうかをチェッ
クします。

プロパティ 説明 メッセージ値の例

*RECEIPTMESSAGEID 元のトラン
ザクション
のメッセー
ジID。元
の送信され
たトランザ
クションに
一致させる
場合に使用
できます。

	

*RECEIPTMIC 元のトラン
ザクション
のMIC

	

*RECEIPTMICALG MICアルゴ
リズム

SHA1またはMD5

*RECEIPTDISPOSITIONTYPE 元のAS2ト
ランザク
ションの状
態

指定できる値は、
以下のとおりで
す。
processed
displayed
dispatched
deleted
denied
failed

*RECEIPTDISPOSITIONMODIFIER 元のAS2ト
ランザク
ションの状
態

指定できる値は、
以下のとおりで
す。
""
error
warning



superseded
expired
mailbox-terminated

	



SAVE
SAVEコマンドは、受信したトランザクションまたは受領を保存する場合に使用されます。

構文：

コマンド キーワー
ド

値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

SAVE FILE 値 必須。ファイル名
	



SEND
SENDコマンドは、AS2クライアント・プログラムに応答を返す場合に使用されます。
SENDコマンドは、クライアント・プログラムから受信した処理の通知先と処理の通知オプショ
ンを内部的に使用して、応答の自動作成を促します。

同期受領が要求された場合、受領を送信する必要があります。

非同期受領が要求された場合、基本の200	OK応答が送信されます。
注:非同期受領の場合、受領は要求されたアドレスに後から送信できます。受領配信オプション
には配信URLが含まれます。
リスト引数が、以下のキーワードおよび値とともに返されます。

キーワード 説明

MESSAGEID 送信された受領のメッセージID

SUBJECT 受領の件名

FROM 受領の送信元の値

DATE 受領の日付
	

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SEND RESPONSE *DEFAULT 必須。応答のタイプは、クラ
イアント要求で自動的に決ま
ります。基本、受領、または
署名済み受領のいずれかが返
されます。

*OK 基本のOK	(200	HTTP応答)を
送信します。この応答は、非
同期受領が要求された場合の
み使用してください。

*ERROR エラー受領を送信します。

FROM 値 任意。送信元

SUBJECT 値 任意。件名



TEXT 値 任意。テキスト

PROCESSED 値 任意。省略値は「processed」
です。

MODIFER 値 任意。省略値はブランクで
す。応答*ERRORの場合は
「error」です。

MESSAGEID 値 任意。完全なトランザクショ
ン・メッセージID。メッセー
ジIDが通常生成されます。

	
RECEIVERキーワード値は、以下の受領情報の作成に使用されます。
		receipt.from.{receiver}	=	email	address

		receipt.from	=	email	address

		receipt.subject.{receiver}	=	subject

		receipt.subject	=	subject

		messageid.prefix.{recipient}	=	company	identifier

		messageid.prefix.	=	company	identifier

人が読み取れるテキストは、プロパティ・ファイルの選択階層を使用してファイルから取得され
ます。

		receipt.message.{receiver}	=	system/receipt-message.txt

		receipt.message	=	system/receipt-message.txt

		receipt.text.{receiver}	=	system/receipt-text.txt

		receipt.text	=	system/receipt-text.txt

		receipt.error.{receiver}	=	system/receipt-error.txt

		receipt.error	=	system/receipt-error.txt

receipt.messageには、受領に関して人が読み取れる構成要素が含まれます。
receipt.textには、200	OK基本応答の本文として送信されるテキストが含まれます。内容タイプは
テキスト/プレーンとして送信されます。
receipt.errorには、エラー受領に関して人が読み取れる構成要素が含まれます。
以下の特別なマージ・ラベルは、receipt.text、receipt.message、receipt.errorの各ファイルでサポー
トされています。

%%COMPANYFROM%%
%%COMPANYTO%%
%%DATE%%
%%SUBJECT%%



%%TEXT%%
receipt.messageファイル内容のサンプル：

The	message	sent	to	recipient	<%%COMPANYTO%%>	on	%%DATE%%	with	subject	"%%SUBJECT%%"	has	been	received.
receipt.textファイル内容のサンプル：

Data	from	<%%COMPANYFROM%%>	has	been	received	by	<%%COMPANYTO%%>
receipt.errorファイル内容のサンプル：

The	message	sent	
to	recipient	<%%COMPANYTO%%>	on	%%DATE%%	with	subject	"%%SUBJECT%%"	contains	the	
following	error	%%TEXT%%.



SERVICE_UNLOAD
SERVICE_UNLOADコマンドはサービスをアンロードします。
HTTP応答を送信する際にSERVICE_UNLOADコマンドを使用しないでください。SENDコマンド
を使用して応答を作成してから、JSM_CLOSE組み込み関数を使用して接続を閉じます。SEND
コマンドによってJSMクライアント・プログラムに返されるバイト配列応答はHTTP応答になり
ます。

構文：

コマンド キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SERVICE_UNLOAD 	 	 	
	



AS2InboundServiceリソースのサンプル
#
#	AS2InboundServiceリソース(省略値)
#
messageid.prefix=DEFAULT-AS2
keystore=pki/default-key.der
keystore.password=password
certificate=pki/default-cert.der
receipt.from=as2manager@company.com
receipt.subject=Your	request	MDN	response	(default)
receipt.text=system/default-receipt-text.txt
receipt.message=system/default-receipt-message.txt
#
#受信者	-	ACME
#
messageid.prefix.acme=ACME-AS2
keystore.acme=pki/acme-key.der
keystore.password.acme=password
certificate.acme=pki/acme-cert.der
receipt.from.acme=as2manager@acme.com.au
receipt.subject.acme=Your	request	MDN	response
receipt.text.acme=system/acme-receipt-text.txt
receipt.message.acme=system/acme-receipt-message.txt
#
message.001=Service	successfully	loaded
message.002=Service	successfully	unloaded
message.003=Command	is	not	supported	:
#



AS2OutboundService
サービス名：AS2OutboundService
AS2OutboundServiceは、AS2トランザクションを送信する場合に使用されます。
AS2OutboundServiceは以下のコマンドをサポートしています。
SERVICE_LOAD
SERVICE_GET
SEND
GET
SERVICE_UNLOAD



SERVICE_LOAD
構文：

コマンド キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

SERVICE_LOAD 	 	 	
	



SERVICE_GET
構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/
値に関する開発担当者
メモ

SERVICE_GET PROPERTY 値 条件付。サービス・プ
ロパティを取得しま
す。

TRACE *SERVICE 条件付。サービス・ト
レース・ファイルを読
み込みます。

*TRANSPORT 条件付。転送トレー
ス・ファイルを読み込
みます。

	



SEND
SENDコマンドは、AS2トランザクションを送信する場合に使用されます。
以下のキーワードは、SENDコマンドで、またはキーワード/値のリスト引数のエントリーとして
指定できます。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に
関する開発担当者メモ

SEND RECIPIENT 値 必須。トランザクションを
受信するID。この値は、リ
ソース・ファイル検索で使
用されます。
値は、2つの構成要素(名前
要素と任意のプライベー
ト・キー・ストア・パス
ワード要素)がコロンで区
切られて構成されます。
例：ACME:mypassword

FILE 値 必須。内容のファイル名

NAME 値 任意。メッセージで使用さ
れるファイル名のオーバー
ライド名

CONTENT 値 必須。内容のMIMEタイプ

*XML application/xml

*X12 application/edi-x12

*EDIFACT application/edifact

MESSAGEID 値 任意。完全なトランザク
ション・メッセージID。
メッセージIDが通常生成さ
れます。

SUBJECT 値 任意。トランザクションの
件名



RECEIPTTO 値 任意。受領が必要です。

*NONE 処理の通知先を送信しませ
ん。

RECEIPTSIGNED *YES 任意。署名した受領が必要
です。

*NO 	

DELIVERY 値 任意。非同期受領配信の
URL

*NONE 受領配信オプションを送信
しません。

SIGNED *YES 任意。署名したトランザク
ション

*NO 省略値

ENCRYPTED *YES 任意。暗号化されたトラン
ザクション

*NO 省略値

COMPRESSED *YES 任意。圧縮された内容

*NO 省略値

USER 値 任意。基本認証ユーザー

PASSWORD 値 任意。基本認証パスワード
	
RECIPIENTキーワード値は、プロパティ・ファイルからエントリーの選択階層を使用して、秘
密鍵ファイル、パスワード、公開証明書と受領公開証明書を取得する場合に使用されます。

		keystore.{recipient}=	pki/filename

		keystore	=	pki/filename

		keystore.password.{recipient}	=	password

		keystore.password	=	password

		certificate.{recipient}	=	pki/filename

		certificate	=	pki/filename



		public.certificate.{recipient}	=	pki/filename,	pki/filename,	pki/filename

		url.{recipient}	=	http://company.com/as2server

		as2-to.{recipient}	=	companyto

		as2-from.{recipient}	=	companyfrom

		as2-from	=	companyfrom

		from.{recipient}	=	from

		from	=	from

		subject.{recipient}	=	subject

		subject	=	subject

		receipt.to.{recipient}	=	*none	|	email	address	(Disposition-Notification-To)

		receipt.to	=	*none	|	email	address	(Disposition-Notification-To)

		receipt.signed.{recipient}	=	*yes	|	*no	(Disposition-Notification-Options)

		receipt.signed	=	*yes	|	*no	(Disposition-Notification-Options)

		receipt.delivery.{recipient}	=	*none	|	url	(Receipt-Delivery-Option)

		receipt.delivery	=	*none	|	url	(Receipt-Delivery-Option)

		messageid.prefix.{recipient}	=	company	identifier

		messageid.prefix.	=	company	identifier

		signed.algorithm.{recipient}	=	*sha1	|	*md5

		signed.algorithm	=	*sha1	|	*md5

		encryption.algorithm.{recipient}	=	*des	|	*des-ede3	|	*rc2-40	|	*rc2-64	|	*rc2-128

		encryption.algorithm	=	*des	|	*des-ede3	|	*rc2-40	|	*rc2-64	|	*rc2-128



GET
GETコマンドは、送信されたトランザクションの情報と、リモートAS2サーバーからのHTTP応
答にアクセスする場合に使用されます。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

GET PROPERTY 値 必須。PROPERTYキーワード
	
以下のプロパティは、送信された作成済みデータ・ソースからのものです。

プロパティ 説明 値

*DATAMESSAGEID メッセージID 	

*DATAMICSHA 内容のSHA1	MIC 	

*DATAMICMD5 内容のMD5	MIC 	

*DATARECEIPT 受領が要求されま
す。

*YESまたは*NO

*DATARECEIPTSIGNED 署名された受領が
要求されます。

*YESまたは*NO

*DATARECEIPTDELIVERY 受領配信が要求さ
れます。

*YES	=	非同期
*NO	=	同期

	
以下のプロパティは、HTTP応答からのものです。

プロパティ 説明 値

*AS2TO AS2送信先 	

*AS2FROM AS2送信元 	

*AS2VERSION AS2バージョン 	

*FROM 送信元 	

*DATE 日付 	



*SUBJECT 件名 	

*MESSAGEID メッセージID 	

*CONTENT 応答内容のタイプ *RECEIPTまたは
*OTHER

value HTTPプロトコルのプ
ロパティ

	

	
以下のプロパティは、受信した受領からのものです。

GET	PROPERTY	(*CONTENT)を使用して、受信した応答が受領かどうかをチェックします。

プロパティ 説明 メッセージ値の
例

*RECEIPTMESSAGEID 元のトラン
ザクション
のメッセー
ジID。元の
送信された
トランザク
ションに一
致させる場
合に使用で
きます。

	

*RECEIPTMIC 受領で返さ
れるMIC。
これを元の
トランザク
ションMIC
と比較し
て、トラン
ザクション
配信を
チェックで
きます。

	

*RECEIPTMICALG MICアルゴ
リズム

SHA1またはMD5



*RECEIPTDISPOSITIONTYPE AS2トラン
ザクション
の状態

指定できる値
は、以下のとお
りです。
processed
displayed
dispatched
deleted
denied
failed

*RECEIPTDISPOSITIONMODIFIER AS2トラン
ザクション
の状態

指定できる値
は、以下のとお
りです。
""
error
warning
superseded
expired
mailbox-
terminated

	



SERVICE_UNLOAD
SERVICE_UNLOADコマンドはサービスをアンロードします。

構文：

コマンド キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SERVICE_UNLOAD 	 	 	
	



AS2OutboundServiceリソースのサンプル
#
#	AS2OutboundServiceリソース(省略値)
#
messageid.prefix=DEFAULT-AS2
subject=Default	subject
from=default@company.com
as2-from="Default	Company"
keystore=pki/default-key.der
keystore.password=password
certificate=pki/default-cert.der
#	receipt.signed=*yes	|	*no
receipt.to=notify@company.com
#
#受信者	-	ACME
#
messageid.prefix.acme=ACME-AS2
as2-to.acme="Acme	Corporation"
as2-from.acme="Rocket	Inc"
from.acme=person@rocket.com.au
url.acme=http://www.acme.com.au/cgi-bin/jsmdirect?as2server
subject.acme=The	subject
keystore.acme=pki/acme-key.der
keystore.password.acme=password
certificate.acme=pki/acme-cert.der
public.certificate.acme=pki/acme-cert.der,pki/default-cert.der
receipt.to.acme=notify@rocket.com.au
#	receipt.signed.acme=*yes	|	*no
#	receipt.delivery.acme=http://www.rocket.com.au/cgi-bin/jsmdirect?
as2receipt
#
message.001=Service	successfully	loaded
message.002=Service	successfully	unloaded
message.003=Command	is	not	supported	:
#



AS2OutboundReceiptService
サービス名：AS2OutboundReceiptService
AS2OutboundReceiptServiceは、AS2受領を送信する場合に使用されます。
AS2OutoundReceiptServiceは以下のコマンドをサポートしています。
SERVICE_LOAD
SERVICE_GET
SEND
GET
SERVICE_UNLOAD



SERVICE_LOAD
構文：

コマンド キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

SERVICE_LOAD 	 	 	
	



SERVICE_GET
構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/
値に関する開発担当者
メモ

SERVICE_GET PROPERTY 値 条件付。サービス・プ
ロパティを取得しま
す。

TRACE *SERVICE 条件付。サービス・ト
レース・ファイルを読
み込みます。

*TRANSPORT 条件付。転送トレー
ス・ファイルを読み込
みます。

	



SEND
SENDコマンドは、AS2受領を送信する場合に使用されます。
以下のキーワードは、SENDコマンドで、またはキーワード/値のリスト引数のエントリーとして
指定できます。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/
値に関する開発担当者
メモ

SEND RECIPIENT 値 必須。受領を受信する
ID。この値は、リソー
ス・ファイル検索で使
用されます。
値は、2つの構成要素
(名前要素と任意のプ
ライベート・キー・ス
トア・パスワード要
素)がコロンで区切ら
れて構成されます。
例：
ACME:mypassword

DELIVERY 値 必須。受領配信のアド
レス。インバウンド・
トランザクション
RECEIPTDELIVERYか
ら取得されます。

RECEIPTMIC 値 必須。元のトランザク
ションのSHA	MIC

RECEIPTMESSAGEID 値 必須。元のメッセージ
ID

RECEIPTSUBJECT 値 必須。元のメッセージ
の件名

RESPONSE *DEFAULT 任意。省略値。受領を
送信します。



*ERROR エラー受領を送信しま
す。

PROCESSED 値 任意。省略値は
「processed」です。

MODIFIER 値 任意。省略値はブラン
クです。応答*ERROR
の場合は「error」で
す。

AS2TO 値 任意。AS2送信先

AS2FROM 値 任意。AS2送信元

FROM 値 任意。送信元

SUBJECT 値 任意。件名

TEXT 値 任意。テキスト

MESSAGEID 値 任意。完全なトランザ
クション・メッセージ
ID。メッセージIDが通
常生成されます。

SIGNED *YES 任意。*YESの場合、
キー・ストア・パス
ワードが必要です。
秘密鍵へのアクセスは
必須ではありません
が、受領に署名する場
合は必要です。

*NO 省略値

USER 値 任意。基本認証ユー
ザー

PASSWORD 値 任意。基本認証パス
ワード

	



RECIPIENTキーワード値は、プロパティ・ファイルからエントリーの選択階層を使用して、秘
密鍵ファイル、パスワードおよび公開証明書を取得する場合に使用されます。

		keystore.{recipient}=	pki/filename

		keystore	=	pki/filename

		keystore.password.{recipient}	=	password

		keystore.password	=	password

		certificate.{recipient}	=	pki/filename

		certificate	=	pki/filename

		as2-to.{recipient}	=	companyto

		as2-from.{recipient}	=	companyfrom

		as2-from	=	companyfrom

		from.{recipient}	=	from

		from	=	from

		subject.{recipient}	=	subject

		subject	=	subject

		messageid.prefix.{recipient}	=	company	identifier

		messageid.prefix.	=	company	identifier

		signed.algorithm.{recipient}	=	*sha1	|	*md5

		signed.algorithm	=	*sha1	|	*md5

人が読み取れるテキストは、プロパティ・ファイルの選択階層を使用してファイルから取得され
ます。

		receipt.message.{recipient}	=	system/receipt-message.txt

		receipt.message	=	system/receipt-message.txt

		receipt.error.{recipient}	=	system/receipt-error.txt

		receipt.error	=	system/receipt-error.txt

receipt.messageには、受領に関して人が読み取れる構成要素が含まれます。
receipt.errorには、エラー受領に関して人が読み取れる構成要素が含まれます。
以下の特別なマージ・ラベルは、receipt.messageファイルとreceipt.errorファイルでサポートされ
ています。

%%COMPANYFROM%%
%%COMPANYTO%%
%%DATE%%
%%SUBJECT%%
%%TEXT%%

receipt.messageファイル内容のサンプル：

The	message	sent	to	recipient	<%%COMPANYTO%%>	on	%%DATE%%	with	subject	"%%SUBJECT%%"	has	been	received.



receipt.errorファイル内容のサンプル：

The	message	sent	
to	recipient	<%%COMPANYTO%%>	on	%%DATE%%	with	subject	"%%SUBJECT%%"	contains	the	
following	error	%%TEXT%%.



GET
GETコマンドは、送信されたトランザクションの情報と、リモートAS2サーバーからのHTTP応
答にアクセスする場合に使用されます。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

GET PROPERTY 値 必須。PROPERTYキーワード
	
以下のプロパティは、送信された作成済みデータ・ソースからのものです。

プロパティ 説明 値

*DATAMESSAGEID メッセージID 	

value HTTPプロトコルのプ
ロパティ

	

	



SERVICE_UNLOAD
SERVICE_UNLOADコマンドはサービスをアンロードします。

構文：

コマンド キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SERVICE_UNLOAD 	 	 	
	



AS2OutboundReceiptServiceリソースのサンプル
#
#	AS2OutboundReceiptServiceリソース(省略値)
#
messageid.prefix=DEFAULT-AS2
subject=Default	subject
from=default@company.com
as2-from="Default	Company"
keystore=pki/default-key.der
keystore.password=password
certificate=pki/default-cert.der
receipt.message=system/default-receipt-message.txt
#
#受信者	-	ACME
#
messageid.prefix.acme=ACME-AS2
as2-to.acme="Acme	Corporation"
as2-from.acme="Rocket	Inc"
from.acme=receiptperson@rocket.com.au
subject.acme=The	Subject
keystore.acme=pki/acme-key.der
keystore.password.acme=password
certificate.acme=pki/acme-cert.der
public.certificate.acme=pki/acme-cert.der,pki/default-cert.der
receipt.message.acme=system/acme-receipt-message.txt
#
message.001=Service	successfully	loaded
message.002=Service	successfully	unloaded
message.003=Command	is	not	supported	:
#



AS2CertificateService
サービス名：AS2CertificateService
AS2CertificateServiceは、X.509証明書を作成する場合に使用されます。
AS2CertificateServiceは以下のコマンドをサポートします。
SERVICE_LOAD
SERVICE_GET
CREATE
SERVICE_UNLOAD



SERVICE_LOAD
構文：

コマンド キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

SERVICE_LOAD 	 	 	



SERVICE_GET
構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/
値に関する開発担当者
メモ

SERVICE_GET PROPERTY 値 条件付。サービス・プ
ロパティを取得しま
す。

TRACE *SERVICE 条件付。サービス・ト
レース・ファイルを読
み込みます。

*TRANSPORT 条件付。転送トレー
ス・ファイルを読み込
みます。

	



CREATE
CREATEコマンドは、X.509証明書を作成する場合に使用されます。
証明書の権限を作成します。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/
キーワー
ド/値に関
する開発担
当者メモ

CREATE CERTIFICATE *AUTHORITY 必須。証明
書のタイプ

CA_CERTIFICATE_PATH 値 必須。
X509証明
書ファイル

CA_KEYSTORE_PATH 値 必須。
PKCS8
キー・スト
ア

CA_KEYSTORE_PASSWORD 値 必須。
キー・スト
ア・パス
ワード

CA_EXPIRY_DATE 値 必須。有効
期限
日付形式：
mm/dd/yyyy

SERIAL 値 必須。シリ
アル番号

ALGORITHM *DSA 任意。鍵ペ
アのタイプ

*RSA 省略値



STRENGTH 値 任意。鍵の
強度

1024 省略値

X500NAME_TYPE *PRINTABLE 任意。
X.500名前
エンコー
ディング・
タイプ

*UTF8 省略値

COUNTRY 値 任意

STATE 値 任意

LOCALITY 値 任意

ORGANIZATION 値 任意

UNIT 値 任意

COMMON_NAME 値 任意

EMAIL 値 任意

SIGNING_ALGORITHM *SHA1RSA 任意。証明
書署名アル
ゴリズム

*MD5RSA 省略値

*SHA1DSA 	

証明書要求を作成します。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマン
ド/キー
ワード/
値に関
する開
発担当



者メモ

CREATE CERTIFICATE *REQUEST 必須。
証明書
のタイ
プ

REQUEST_CERTIFICATE_PATH 値 必須。
PKCS10
証明書
要求
ファイ
ル

REQUEST_KEYSTORE_PATH 値 必須。
PKCS8
キー・
ストア

REQUEST_KEYSTORE_PASSWORD 値 必須。
キー・
スト
ア・パ
スワー
ド

ALGORITHM *DSA 任意。
鍵ペア
のタイ
プ

*RSA 省略値

STRENGTH 値 任意。
鍵の強
度

1024 省略値

X500NAME_TYPE *PRINTABLE 任意。
X.500名
前エン



コー
ディン
グ・タ
イプ

*UTF8 省略値

COUNTRY 値 任意

STATE 値 任意

LOCALITY 値 任意

ORGANIZATION 値 任意

UNIT 値 任意

COMMON_NAME 値 任意

EMAIL 値 任意

SIGNING_ALGORITHM *SHA1RSA 任意。
証明書
署名ア
ルゴリ
ズム

*MD5RSA 省略値

*SHA1DSA 	

証明書要求から証明書を作成します。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/
キーワー
ド/値に関
する開発担
当者メモ

CREATE CERTIFICATE *CLIENT 必須。証明
書のタイプ

CA_CERTIFICATE_PATH 値 必須。



X509認証
局ファイル

CA_KEYSTORE_PATH 値 必須。
PKCS8
キー・スト
ア

CA_KEYSTORE_PASSWORD 値 必須。
キー・スト
ア・パス
ワード

REQUEST_CERTIFICATE_PATH 値 必須。
PKCS10証
明書要求
ファイル

CLIENT_CERTIFICATE_PATH 値 必須。
X509証明
書ファイル

SERIAL 値 必須。シリ
アル番号

DAYS 値 必須。有効
日数

SIGNING_ALGORITHM *SHA1RSA 任意。証明
書署名アル
ゴリズム

*MD5RSA 省略値

*SHA1DSA 	



SERVICE_UNLOAD
SERVICE_UNLOADコマンドはサービスをアンロードします。

構文：

コマンド キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SERVICE_UNLOAD 	 	 	
	



AS3FileService
サービス名：AS3FileService
AS3FileServiceは、AS3トランザクションと受領の読み書きに使用されます。
AS3FileServiceは以下のコマンドをサポートしています。
SERVICE_LOAD
SERVICE_GET
READ
GET
RECEIVE
CREATE
WRITE
SERVICE_UNLOAD



SERVICE_LOAD
構文：

コマンド キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

SERVICE_LOAD 	 	 	
	



SERVICE_GET
構文：

コマンド キーワード 値 コマンド/キーワード/
値に関する開発担当者
メモ

SERVICE_GET PROPERTY 値 条件付。サービス・プ
ロパティを取得しま
す。

TRACE *SERVICE 条件付。サービス・ト
レース・ファイルを読
み込みます。

*TRANSPORT 条件付。転送トレー
ス・ファイルを読み込
みます。

	



READ
READコマンドは、AS3トランザクションや受領ファイルを読み込みます。

構文：

コマンド キーワー
ド

値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

READ FILE 値 必須。ファイル名
	



GET
GETコマンドは、読み取ったトランザクションや受領に関する情報にアクセスする場合に使用さ
れます。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

GET PROPERTY 値 必須。PROPERTYキーワード
	

プロパティ 説明 値

*AS3TO AS3送信先 	

*AS3FROM AS3送信元 	

*AS3VERSION AS3バージョン 	

*DATE 日付 	

*SUBJECT 件名 	

*MESSAGEID メッセージID 	

*NOTIFICATONTO 処理の通知先 	

*NOTIFICATIONOPTIONS 処理の通知オプ
ション

	

*CONTENT 内容タイプ *RECEIPT
*XML
*X12
*EDIFACT
*EDICONSENT
内容のMIMEタイ
プ

value プロトコル・プロ
パティ

	

	
以下のプロパティは、トランザクションからのものです。



GET	PROPERTY	(*CONTENT)	を使用して、ファイルにトランザクションが含まれるかどうかを
チェックします。

プロパティ 説明 値

*MIC トランザクションMIC 	

*CONTENTTYPE トランザクションの
内容タイプ

内容のMIMEタイプ

	
以下のプロパティは、受領からのものです。

GET	PROPERTY	(*CONTENT)	を使用して、ファイルに受領が含まれるかどうかをチェックしま
す。

プロパティ 説明 メッセージ値の
例

*RECEIPTMESSAGEID 元のトラン
ザクション
のメッセー
ジID。元の
送信された
トランザク
ションに一
致させる場
合に使用で
きます。

	

*RECEIPTMIC 受領で返さ
れるMIC。
これを元の
トランザク
ションMIC
と比較し
て、トラン
ザクション
配信を
チェックで
きます。

	

*RECEIPTMICALG MICアルゴ
リズム

SHA1またはMD5



*RECEIPTDISPOSITIONTYPE AS3トラン
ザクション
の状態

指定できる値
は、以下のとお
りです。
processed
failed

*RECEIPTDISPOSITIONMODIFIER AS3トラン
ザクション
の状態

指定できる値
は、以下のとお
りです。
""
error
warning

	
以下のプロパティは、作成したトランザクションまたは受領からのものです。

プロパティ 説明 値

*DATAMESSAGEID メッセージID 	

*DATAMICSHA 内容のSHA1	MIC 	

*DATAMICMD5 内容のMD5	MIC 	
	



RECEIVE
RECEIVEコマンドは、ロードされたトランザクションを解読します。

構文：

コマンド キーワー
ド

値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

RECEIVE RECEIVER 値 必須。トランザクションを受
け取るID。この値は、リソー
ス・ファイル検索で使用され
ます。
値は、2つの構成要素(名前要素
と任意のプライベート・
キー・ストア・パスワード要
素)がコロンで区切られて構成
されます。
例：ACME:mypassword

PARTNER 値 任意。認証パートナー
	
RECEIVERキーワード値は、プロパティ・ファイルからエントリーの選択階層を使用して、秘密
鍵ファイル、パスワードおよび公開証明書を取得する場合に使用されます。

		keystore.{receiver}=	pki/filename

		keystore	=	pki/filename

		keystore.password.{receiver}	=	password

		keystore.password	=	password

		certificate.{receiver}	=	pki/filename

		certificate	=	pki/filename

		authentication.certificate.{partner}=pki/filename



CREATE
CREATEコマンドは、AS3トランザクションや受領を作成する場合に使用されます。

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワー
ド/値に関する開発
担当者メモ

CREATE OBJECT *TRANSACTION 任意。省略値。ト
ランザクションを
作成します。

RECIPIENT 値 必須。受領を受信
するID。この値
は、リソース・
ファイル検索で使
用されます。
値は、2つの構成要
素(名前要素と任意
のプライベート・
キー・ストア・パ
スワード要素)がコ
ロンで区切られて
構成されます。
例：
ACME:mypassword

SUBJECT 値 任意。件名

RECEIPTTO 値 任意。受領配信

*NONE 受領配信なし

RECEIPTSIGNED *YES 任意。署名済み受
領

*NO 省略値

FILE 値 必須。EDI内容を含
むファイル



NAME 値 任意。ファイル名
省略値では、FILE
名を使用します。

CONTENT 値 必須。内容タイプ

*XML application/xml

*EDIFACT application/edifact

*X12 application/x12

SIGNED *YES 任意。内容に署名
します。

*NO 省略値

ENCRYPTED *YES 任意で内容を暗号
化します。

*NO 省略値

COMPRESSED *YES 任意。内容を圧縮
します。

*NO 省略値

MESSAGEID 値 任意
	
RECIPIENTキーワード値は、プロパティ・ファイルからエントリーの選択階層を使用して、秘
密鍵ファイル、パスワードと公開証明書、受領公開証明書を取得する場合に使用されます。

		keystore.{recipient}=	pki/filename

		keystore	=	pki/filename

		keystore.password.{recipient}	=	password

		keystore.password	=	password

		certificate.{recipient}	=	pki/filename

		certificate	=	pki/filename

		public.certificate.{recipient}	=	pki/filename,	pki/filename,	pki/filename

		as3-to.{recipient}	=	companyto

		as3-from.{recipient}	=	companyfrom

		as3-from	=	companyfrom



		subject.{recipient}	=	subject

		subject	=	subject

		receipt.to.{recipient}=receipt	to

		receipt.to=receipt	to

		receipt.signed.{recipient}=*yes	|	*no

		receipt.signed=*yes	|	*no

		messageid.suffix.{recipient}	=	company	identifier

		messageid.suffix.	=	company	identifier

		signed.algorithm.{recipient}	=	*sha1	|	*md5

		signed.algorithm	=	*sha1	|	*md5

		encryption.algorithm.{recipient}	=	*des	|	*des-ede3	|	*rc2-40	|	*rc2-64	|	*rc2-128

		encryption.algorithm	=	*des	|	*des-ede3	|	*rc2-40	|	*rc2-64	|	*rc2-128

構文：

コマン
ド

キーワード 値 コマンド/キーワード/
値に関する開発担当
者メモ

CREATE OBJECT *RECEIPT 必須。受領を作成し
ます。

RECIPIENT 値 必須。トランザク
ションを受け取る
ID。この値は、リ
ソース・ファイル検
索で使用されます。
値は、2つの構成要素
(名前要素と任意のプ
ライベート・キー・
ストア・パスワード
要素)がコロンで区切
られて構成されま
す。
例ACME:mypassword

RECEIPTMIC 値 必須。元のメッセー
ジMIC



RECEIPTMESSAGEID 値 必須。元のメッセー
ジID

RECEIPTSUBJECT 値 必須。元のメッセー
ジの件名

PROCESSED 値 任意。省略値は
「processed」です。

MODIFIER 値 任意。省略値はブラ
ンクです。

AS3TO 値 任意。AS3送信先

AS3FROM 値 任意。AS3送信元

SUBJECT 値 任意。受領の件名

TEXT 値 任意。テキスト

MESSAGEID 値 任意

SIGNED *YES 任意。受領に署名し
ます。

*NO 省略値
	
RECIPIENTキーワード値は、プロパティ・ファイルからエントリーの選択階層を使用して、秘
密鍵ファイル、パスワードと公開証明書、受領公開証明書を取得する場合に使用されます。

キー・ストアと証明書は、受領に署名が必要な場合にのみ使用されます。

		keystore.{recipient}=	pki/filename

		keystore	=	pki/filename

		keystore.password.{recipient}	=	password

		keystore.password	=	password

		certificate.{recipient}	=	pki/filename

		certificate	=	pki/filename

		public.certificate.{recipient}	=	pki/filename,	pki/filename,	pki/filename

		as3-to.{recipient}	=	companyto

		as3-from.{recipient}	=	companyfrom

		as3-from	=	companyfrom

		subject.{recipient}	=	subject



		subject	=	subject

		receipt.to.{recipient}=receipt	to

		receipt.to=receipt	to

		messageid.suffix.{recipient}	=	company	identifier

		messageid.suffix.	=	company	identifier

		signed.algorithm.{recipient}	=	*sha1	|	*md5

		signed.algorithm	=	*sha1	|	*md5

	
人が読み取れるテキストは、プロパティ・ファイルの選択階層を使用してファイルから取得され
ます。

	receipt.message.{recipient}	=	system/receipt-message.txt

	receipt.message	=	system/receipt-message.txt

	

receipt.messageには、受領に関して人が読み取れる構成要素が含まれます。
以下の特別なマージ・ラベルは、receipt.messageファイルでサポートされています。

%%COMPANYFROM%%
%%COMPANYTO%%
%%DATE%%
%%SUBJECT%%
%%TEXT%%

receipt.messageファイル内容のサンプル：

The	message	sent	to	recipient	<%%COMPANYTO%%>	on	%%DATE%%	with	subject	"%%SUBJECT%%"	has	been	received.



WRITE
WRITEコマンドは、作成したトランザクションや受領を指定したファイルに保存します。

構文：

コマンド キーワー
ド

値 コマンド/キーワード/値に関す
る開発担当者メモ

WRITE FILE 値 必須。ファイル名
	



SERVICE_UNLOAD
SERVICE_UNLOADコマンドはサービスをアンロードします。

構文：

コマンド キー
ワード

値 コマンド/キーワード/値に関
する開発担当者メモ

SERVICE_UNLOAD 	 	 	
	



AS3FileServiceリソースのサンプル
#
#	AS3FileServiceリソース(省略値)
#
#省略値
#
messageid.suffix=DEFAULT
subject=Default	Subject
as3-from=Default	Company
keystore=pki/default-key.der
keystore.password=password
certificate=pki/default-cert.der
receipt.subject=Default	Receipt	Subject
#	receipt.signed=*yes	|	*no
receipt.to=ftp://mycompany/default
#	signed.algorithm=*sha1	|	*md5
#	encryption.algorithm=*des-ede3	|	*des	|	*rcs-40	|	*rcs-64	|	*rcs-128
#
#受信者	-	ACME
#
messageid.suffix.acme=ACME
as3-to.acme="Acme	Inc."
as3-from.acme="My	Company"
subject.acme=Subject
keystore.acme=pki/acme-key.der
keystore.password.acme=password
certificate.acme=pki/acme-cert.der
public.certificate.acme=pki/acme-cert.der
receipt.subject.acme=Receipt	Subject
#	receipt.signed.acme=*yes	|	*no
#	receipt.to.acme=*none	|	{address}
receipt.to.acme=ftp://mycompany/inbox
#	signed.algorithm.acme=*sha1	|	*md5
#	encryption.algorithm.acme=*des-ede3	|	*des	|	*rcs-40	|	*rcs-64	|	*rcs-128
#
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